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  1話「トー横女子だって家族作れるもん！」

  第1话「就算是东横女子也能建立家庭！」

  『希望我能喜欢上妈妈』

  『おかあさんのことをすきになれますように』

  

  

  　我在百货公司卖的短笺上这样写到。

  　デパートに置いてあった短冊にそう書いた。

  

  　我并不喜欢母亲。不，或许我就是通过“不喜欢”这种想法来保护自己的内心。

  　母親の事が好きじゃなかった。いや、好きじゃない、そう思い込むことで自分の心を守ろうとしていたのかもしれない。

  

  

  「嘎哈哈哈！！啊？喂依爱，你家小鬼在看这边呢」

  「ぎゃはははっ！！　あ？　おい依愛、お前のガキこっち見てんだけど」

  「啊？怎么了？不是跟他说过晚上要睡觉吗，小依」

  「はぁ？　ちょっとなに？　夜は寝てなって言ってんでしょ小依」

  「肚子饿了」

  「おなかすいた」

  「啊——那你就随便翻翻便利店的袋子吧？」

  「あー。じゃあコンビニの袋テキトーに漁ってれば？」

  「你给自己的小鬼取名叫小依？跟女人似的！」

  「お前自分のガキに小依って名前付けてんの？　女みてぇじゃん！」

  「很可爱吧？因为是我的小鬼所以叫小依！这名字里可是充满了父母的爱哦？要是被说成是毒亲就麻烦了，所以就随便从我的名字里抄了一个～」

  「可愛いっしょ？　あたしのガキだから小依っつって！　親の愛がつまった名前じゃん？　毒親とか言われたらウザいから、あたしの名前からテキトーにパクった〜」

  「这由来不错嘛，要好好感谢妈妈哦小依君～。喂，继续吧！」

  「いい由来じゃん、ままに感謝しろよ小依く〜ん。おら、続きするぞ！」

  「啊，等一下！太激烈了」

  「あんちょっと！　激しっ」

  

  

  　母亲总是和不认识的男人在一起。

  　母親はいつも知らない男と居る。

  　年轻的时候，她做着类似援交的陪睡工作，住在车站附近的还算不错的公寓里，所以我家就成了母亲的性伴侣们聚集的性爱房间。

  　若い頃にパパ活っていう援交みたいなものをしていて、駅近のそれなりのマンションに住んでいたせいでうちは母親のセフレ達が集まるヤリ部屋だった。

  

  　我的名字叫茅崎小依。母亲叫依爱。父亲不知道是谁。

  　俺の名前は茅ヶ崎小依。母親は依愛。父親は知らない。

  

  　我的父亲，是母亲16岁时的陪睡对象。

  　俺の父親は、母親が16歳の時のパパ活相手であった。

  　对方有家庭，好像是新婚。

  　相手には家庭があり、新婚さんらしかった。

  　母亲说“堕胎很贵，随便生一个也没什么吧？在家里生下来再偷偷扔掉不就行了”，所以没有堕胎，我因此出生了，而那个男人从此再也没有和母亲见面。

  　母親が「堕ろすの高いし別にノリで一人くらい産んでもよくない？　家で産めばバレず捨てれんじゃん」と言って堕ろそうとしなかったから俺は生まれ、相手の男は母親と会わなくなったらしい。

  

  　母亲最后没有抛弃我。但是，也没有好好养育我。

  　母親は結局俺を捨てなかった。が、大切に育てられたわけでもなかった。

  

  　我只吃过便利店便当，还有母亲的爸爸和性伴侣带我去的便宜餐馆。我家的厨房里到处都是强零的空罐子和处方袋，没有锅子和菜刀。

  　コンビニ弁当と、母親のパパやセフレが連れていってくれる安い外食の味しか知らない。ウチの台所にはストロングゼロの空缶や処方箋の袋なんかが無造作に捨てられていて、鍋や包丁なんて置いていなかった。

  

  

  「都是因为你出生了，我的人生才变得这么无聊！给我负起责任啊你这臭小鬼！！！」

  「あんたが産まれたせいで人生ダルい事だらけなんだよ！　責任取れよクソガキ！！！」

  

  

  　母亲的精神状态不稳定的时候，会对我施暴。

  　時々、精神が不安定になると母親は俺に暴行を振るった。

  

  　从小学高年级开始，我就在“东横界隈？”附近徘徊，母亲在爸爸活的时候怀过好几次孕，但之前都堕掉了，所以勉强还能糊口。

  　トー横界隈？　ってのに小学校高学年から行き来していて、パパ活で何度も孕んだ事はあったがそれまでは堕ろしてたから何とかなっていた。

  

  　生下我之后，母亲被家里断绝关系，没有生活费，只能依靠男人的钱勉强过活。我必须动脑筋想办法赚钱，自己思考这些“无用”的事情，所以在我眼里，母亲就像恶魔一样。

  　俺を産んでからは親に勘当され、仕送りも無いから男の金を使ってギリギリの生活を余儀なくされていたらしい。多少頭を使って金をやりくりしなければならない、自分で考えるという"無駄"をさせてくる俺は悪魔のように見えていたらしかった。

  

  　母亲的手脚上留有无数的割伤痕迹，我想她也经历过不少痛苦。而且，再怎么说她还是让我住在家里，也会给我饭吃，所以我无法完全看不起她。

  　母親の腕や足には無数の切り傷の跡が残っていた。それなりに辛い事があったんだと思う。それに、なんだかんだで家に住まわせてもらってるわけだし、飯もくれるから、俺は母親の事を完全に見下す事は出来なかった。

  

  　我想，这不过是偏袒自己人的感情罢了。我变得擅长抑制对母亲的憎恶和侮蔑，假装自己忘记了这些。

  　それは身内贔屓に過ぎない感情だったんだと思う。本来母親に向けるべき憎悪や侮蔑を押し止めて、忘れたフリをする事ばかり得意になっていった。

  

  

  「早啊，小依！」

  「おはよう小依！」

  「早啊，咲那」

  「おはよ、咲那」

  「快看！这个钥匙扣！我在扭蛋机里转到的！」

  「見て！　このキーホルダー！　ガチャガチャで取ったの！」

  「啊哈哈，你和可爱的东西不搭啦～」

  「あははっ、お前に可愛いのとか似合わね〜」

  「哈！？为什么啊！」

  「は！？　なんでよ！」

  「因为你不可爱嘛～」

  「だってお前可愛くないも〜ん」

  「坏心眼！」

  「いじわる！」

  

  

  　我在家外面还是有朋友的。我之所以没有把憎恨发泄到外面，一定是因为有富海咲那这个青梅竹马在。

  　家の外ではそれなりに交友関係があった。外に憎しみを当たり散らしたりしなかったのはきっと、幼馴染である富海咲那の存在があったからだ。

  

  　幼儿园的时候，母亲找到新男人不回家的时候，我经常邀请咲那来家里玩。咲那的家人也热情地欢迎我，待在她家的时候我毫无疑问是幸福的。

  　咲那は幼稚園時代、母親が新しい男を捕まえて家に帰ってこなかった時とかによく家に招いて遊び相手になってくれた。咲那の家族も俺を温かく迎え入れてくれて、彼女の家に居る時は間違いなく幸福だった。

  

  　但是，我越是接触咲那的家庭，就越觉得自己不如她。所以，我不会和咲那的家人说家里的事，只会和她保持关系良好的朋友关系。

  　けれど、咲那の家庭に触れれば触れるほど、俺は咲那に劣等感を抱いた。だから、家の事情は咲那の家族には話さなかったし、あくまで少し仲の良い男子程度の関わり方しかしないようにしていた。

  

  　因为我自己和她保持了距离，因为自己意识到了，所以我开始单恋咲那。小时候的我喜欢咲那。

  　そんな風に自分から少し距離を置いていたせいで、意識したせいで俺は咲那に片思いするようになった。子供時代の俺は、咲那の事が好きだった。

  

  

  「茅崎，你今天要早退！」

  「茅ヶ崎、今日は早退するぞ！」

  

  

  　某天，班主任在吃午饭前慌慌张张地来到教室，抓住我的手臂这么说道。我没能理解状况。

  　ある日、給食を食べる前に慌てた様子で担任が教室にやってきて俺の腕を掴みそう言った。状況が理解できなかった。

  

  　我坐上班主任的车，呆呆地望着窗外，然后被带到了市里的一家大医院。

  　担任の車に乗り、ボーッと外を眺めていたら市の大きな病院に連れてかれた。

  

  　母亲遭遇了交通事故，肇事者逃逸了。我听说她的状态很危险。

  　母親が交通事故に遭った。轢き逃げだ。かなり危険な状態だと聞かされた。

  

  　从结果来说，母亲在那天深夜去世了。

  　結果から言うと、母親はその日の深夜に死んだ。

  

  　在母亲临死之前，医院的人似乎说濒死的母亲想和我说话，于是我走进了母亲所在的病房。

  　死ぬ直前、病院の人は死にかけの母親が俺と話がしたいと要求したらしく、俺は母親の居た病室に入った。

  

  

  「……妈妈」

  「……母さん」

  

  

  　我不知道作为孩子，面对不知何时会死的母亲，该说什么才是正确的。但是什么都不说的话，我就是个不孝子，我甚至觉得母亲死后我会很伤心。

  　いつ死ぬかも分からない母親に対し、何を言うのが子供として正解なのか分からなかった。だけど何も言わないのも親不孝者で、母親が死んだ後悲しむのかもと思った。

  

  　所以，我想起了前一天看的电视剧里的离别场景，打算直接模仿台词。但是我想不起接下来的台词，闭上了嘴。

  　だから、その日の前日に見たドラマでの死別シーンを思い出して、そのままセリフを丸々真似して言おうかなと思った。だけど母親を呼ぶ次のセリフが思い出せなくて、閉口した。

  

  

  「你啊，母亲都快死了，你却什么都说不出来吗？」

  「あんた、母親が死にかけてるのに何も言えないの？」

  

  

  　母亲用平时那种对我感到无趣的表情这么说道。如果我是她某个炮友的话，她应该能一边愉快地聊天，一边聊些不符合她性格的正经话题，然后安详地死去吧。

  　いつもの俺に向けるようなつまらなそうな顔で母親がそう言った。俺がセフレの誰かだったら楽しく世間話でもしながら、柄にもなく真面目な話でもしながら安らかに死ねるんだろうなとも思った。

  

  　我们没有对话，只有时间在流逝。

  　会話は特になく、時間だけが進んでいく。

  

  　……啊，这时我脑中浮现了一个问号。太好了，有话题了。我暗自高兴。

  　……あ。っと、そこで一つの疑問符が浮かんだ。良かった、話題が出来た。俺は密かに嬉しくなる。

  

  

  「妈妈。」

  「母さん」

  

  

  　母亲没有回应。明明是临死之际，她却用颤抖的手无聊地在SNS上点赞别人发的帖子。

  　母親からの返事はない。死の間際と言うのに、震える手で退屈そうにSNSで他の人の投稿にいいねを押していた。

  

  

  「妈妈，你为什么没有抛弃我？」

  「母さんは、なんで俺の事捨てなかったの？」

  「因为被抓的话就没办法玩了。」

  「捕まったら遊べないから」

  

  

  　平淡的回答。我预料到的回答。无聊，如果对话在这里结束的话，回家的路上会很无聊啊。

  　淡白な返しだった。予想していた返しだった。つまらない、そこで会話が終わったら家帰るまでが退屈だなあと思った。

  

  

  「妈妈，你为什么要养育我？」

  「母さんはなんで俺を育ててくれたの」

  「因为儿童福利机构比我的时候更爱管闲事了。被逼到走投无路的话会很麻烦。」

  「児相、あたしの頃より首突っ込むようになったから。詰められたらめんどいし」

  「你讨厌我吗？」

  「俺の事嫌いだった？」

  「没有啊？要是讨厌你的话，我早就切掉你的小鸡鸡，把你卖掉了」

  「別に？　嫌いになったらちんこ切ってウリでもさせようかなって思ってたし」

  

  

  　母亲的回答都很平淡。全都是真心话，因为是儿子，所以能感受到。

  　母親の答えは全部淡白だった。全部本音だ、息子だからかそれだけは伝わってきた。

  

  

  「那，你喜欢我吗？」

  「じゃあ、俺の事好きだった？」

  「啊？为什么你会觉得我会喜欢上不能做爱的家伙啊？你有朋友吗？」

  「あー？　なんでセックスできないやつの事なんか好きになると思ってんの？　お前、友達いる？」

  

  

  　她用真的感到困惑的表情这么说道。这时我想到，对她来说，爱和性欲是同义词。因为对方是母亲，所以我也开始觉得这是很自然的事。

  　本当に困惑しているような顔でそう言われた。そこで俺は、この人にとっての愛は性欲と同義なんだなって思った。相手が母親だったからか、俺自身もそれが自然な事なんだとうっすら思うようになった。

  

  　如果是这样的话，母亲就是被很多人所爱的幸福的人，不是孤独的，太好了。我这么想着，松了一口气。

  　それなら母親は沢山の人に愛されている幸せ者だ、孤独じゃなくて良かった。そう考え、胸を撫で下ろす。

  

  　话题也差不多快没了。她也差不多快死了，接下来就是最后的对话了。我这么想着，开口说道。

  　そろそろ話題も無くなってきた。多分そろそろ死ぬし、次で最後の会話にしよう。そう思い、俺は口を開く。

  

  

  「为什么，生我的时候要生下来呢？」

  「なんで、俺の時は産んでくれたの？」

  

  

  　听到我这么问，母亲又露出了不可思议的表情，然后慢慢地把眼珠往上移，皱起眉头，做出像是在回忆遥远记忆的动作。

  　そう尋ねた俺に、母親はまたしても不思議そうな顔をした後、目玉をゆっくりと上の方に動かし、眉をひそめ、遠い記憶を引っ張り出すような仕草を取った。

  

  

  「啊……我不知道，但是如果不考虑顺序的话，可能有类似的理由？」

  「あー…………分かんないけど、でも順序を考えないで答えるなら、それらしい理由あるかも？」

  「？」

  「？」

  

  

  　我无法理解母亲所说的话。因为母亲的脑子不太好，所以那句话可能没什么特别的意思。

  　母親の言っている言葉の意味は理解出来なかった。母親はあまり頭が良くないから、特にその言葉に意味なんてなかったのかもしれない。

  

  　她摆出像是在观察对方反应，「这种说明的话，你能接受吗？」的表情。

  　彼女は相手の様子を伺うような「こんな感じの説明なら、納得はしてくれるかな〜？」とでも言うような顔つきをする。

  

  

  「因为你是像我一样的东西？」

  「あんたは私みたいなもんだから？」

  

  

  　她用没有坚定意志的表情，用暧昧的表现回答我。

  　確固とした意志のない表情で、曖昧な表現でそう俺に回答した。

  

  　你是像我一样的东西。光听这句话完全无法理解。话说回来，我像不像母亲是生下来之后的事，我想问的是为什么想生我。

  　あんたは私みたいなもの。聞いただけでは全く理解のできない理屈だった。というか、俺が母親に似てるかどうかなんて産んだ後の話なわけで、俺が聞きたいのは何故産もうと思ったのかという話だったのだが。

  

  　……算了，应该没什么特别的理由吧。没有的东西无法说明。顺序什么的，虽然说了这些前提，但我想她应该找不到其他答案来回答我为什么会把我放在身边。

  　……まあ、特に理由はなかったのだろう。無いものは語れない。順序がどうとか、そういう前置きをしておきながら今手元に置いている理由を話すしか、問いに変えせる答えを見つけなかったんだと思う。

  

  　说完这句话，母亲在26岁这个年纪离开了人世。

  　その言葉を最期に、母親は26歳という若さでこの世を去った。

  

  

  「你，你好。你是小依君，对吧？」

  「や、やあ。君が小依くん、だよね？」

  

  

  　母亲死后不久，一个自称是我父亲的男人来到了我家。

  　母親が死んだ後すぐ、俺の父親を名乗る男が家にやってきた。

  

  　男人的名字是冬浦诚也。在动画制作公司工作，母亲去世的前几天离婚，和家人分开了。

  　男の名前は冬浦誠也。アニメ制作会社で働いていて、母が死ぬ数日前に離婚し家族と離れ離れになったらしい。

  

  　母亲死得正是时候，他收养了孤立无援的我。

  　タイミング良く母親が死に、孤立無援になりかけていた俺を引き取ったという訳だ。

  

  　从那时起我改名为冬浦小依，冬浦诚也则住进了母亲的家。

  　その時から俺は冬浦小依に改名する事になり、冬浦誠也は母親の家に住み着くようになった。

  

  

  「你可能不会喜欢我，但如果你不拒绝的话，有什么事尽管说。爸爸为了小依君，什么都愿意做！」

  「僕の事は好きになれないかもしれないけど、もし拒絶しないのであればなんでも言ってね。お父さん、小依くんの為ならなんでもするから！」

  

  

  　我觉得他是个好人。虽然觉得他是好人，但他在我名字后面加了个君，我也不打算叫他爸爸。

  　良い人だなって思った。良い人だとは思えたけど、俺の名前にくん付けするし、お父さんと呼ぶ気にもなれなかった。

  

  　我决定称呼冬浦诚也为诚也先生。

  　俺は冬浦誠也の事は誠也さんと呼ぶ事にした。

  

  　我和诚也先生的亲子关系，从旁人看来一定很好吧。

  　俺と誠也さんの親子仲は傍から見たらきっと良い物に映っていただろう。

  　诚也先生很体贴，经常带我出去吃饭，还买最新的游戏机给我，也带我去游乐园玩。

  　誠也さんは気を利かせて、沢山外食に連れていってくれたし最新のゲーム機を買い与えてくれたり、遊園地なんかに連れて行ってくれたりもした。

  

  　和母亲的炮友做的事情没什么区别。

  　母親のセフレの人達とあまりやっている事に変わりはなかった。

  　不如说，我觉得那些炮友在有空的时候会陪我玩，教我各种游戏，和我心灵的距离更近。

  　むしろ、気が向いた時に遊びに付き合ってくれたり色んな遊びを教えてくれたセフレの人達の方が心の距離は近いと思った。

  

  　我觉得我和诚也先生一辈子都不会心灵相通。今后一定也是。

  　誠也さんとは一生、心が交わる事は無いんだなって思う。きっと、これからも。

  

  

  「我是从东京来的水濑真！请多指教！」

  「東京から来ました、水瀬真です！　よろしくお願いします！」

  

  

  　和诚也先生一起生活一周后，我们班来了个转校生。

  　誠也さんと暮らすようになって一週間後、転校生がうちのクラスにやってきた。

  　班主任指示水濑坐在我后面的空座位上。

  　水瀬は俺の後ろの空いた席に座るよう担任から指示される。

  

  

  「请多指教！那个，你是……」

  「宜しくね！　えーと、君は……」

  「冬浦。冬浦小依」

  「冬浦。冬浦小依」

  「冬浦，君？」

  「冬浦、くん？」

  

  

  　和我做完自我介绍后，水濑好像很在意什么似的看着我。我这边倒是没什么兴趣，所以没理会水濑的好奇心，继续过着普通的学生生活。

  　俺と自己紹介をした後、水瀬はなにか気にかかった様子で俺を見た。俺の方からは特に興味とかなかったので、水瀬の好奇心をよそに前を向いて普通に学校生活を送った。

  

  

  「小依君！」

  「小依くん！」

  

  

  　放学后，诚也先生来接我了。他把车停在小学前的路边，毫不客气地在校门口发现了我，向我用力挥手。

  　学校が終わると、誠也さんが来るまで迎えに来てくれた。小学校前の道路脇に車を停め、無遠慮に校門から俺を見つけては大きく手を振ってきた。

  

  

  「那是谁？小依的爸爸？」

  「あれ誰ー？　小依のお父さん？」

  「嗯，算是吧」

  「おう、一応」

  「哎，第一次见。去打个招呼吧！」

  「へぇ〜初めて見た。挨拶しよっと！」

  「啊？啊，喂，等一下！」

  「は？　あ、ちょいっ、待てって！」

  

  

  　咲那没听我的话，径直冲向校门。当我抓住她水蓝色的书包时，她已经和诚也先生搭话了。

  　俺の静止も聞かずに隣を歩いていた咲那がダッシュし校門に近寄る。水色のランドセルを引っ捕まえた時には既に咲那は誠也さんに話し掛けてしまっていた。

  

  

  「初次见面！我叫富海咲那！」

  「はじめまして！　私、富海咲那って言います！」

  「初次见面。咲那酱啊。你是小依君的朋友吗？」

  「初めまして。咲那ちゃんか。小依くんのお友達？」

  「是的！」

  「はい！」

  「朋友，不如说是手下，或者说是跟屁虫」

  「友達ってしか手下っていうかひっつき虫だよ」

  「啊啊啊！？那是小依吧！我的跟屁虫！」

  「はああぁ！？　それは小依の方でしょ！　私のひっつき虫！」

  「才不是！反了！」

  「ちげえから！　逆だから！」

  「啊哈哈，你们关系真好。不介意的话，我送你回家吧？咲那酱」

  「あはは。仲良いねえ。良ければ送っていこうか？　咲那ちゃん」

  「你干嘛自作主张」

  「何勝手に」

  「可以吗？太好了！」

  「いいんですか？　やったー！」

  

  

  　诚也先生打开车门，咲那擅自坐了进去，把书包放在膝盖上。她拍了拍自己旁边的座位，对我说“快点来！”。

  　誠也さんが車のドアを開くと勝手に乗り込みランドセルを膝の上に置く咲那。彼女は自分の隣の座席を叩いて「早く来なよ！」と言ってくる。

  

  

  「我要坐副驾驶座」

  「俺は助手席に乗るっつーの」

  「副驾驶座？你不坐咲那酱旁边吗？」

  「助手席？　咲那ちゃんの隣じゃなくていいの？」

  「不坐！」

  「いいの！」

  

  

  　我把书包放在咲那旁边的座位上，然后移动到副驾驶座。当我打开车门准备坐上副驾驶座时，不知为何，我的书包被放在了座位上。

  　ランドセルだけ咲那の隣の座席に置いて助手席まで移動する。ドアを開け助手席に座ろうとしたら、席の上に何故か俺のランドセルが置いてあった。

  

  

  「哎呀，真遗憾，小依君，这个座位好像已经有客人了」

  「おっと残念小依くん、この席には先客が居たみたいだ」

  「啊？不就是个书包吗？」

  「は？　ランドセルでしょ」

  「咲那酱，把你的书包给我」

  「咲那ちゃん、ランドセル貸して」

  「给！」

  「はい！」

  

  

  　诚也先生从咲那那里接过书包，然后把它放在了我的书包上。

  　咲那からランドセルを預かると、誠也さんは俺のランドセルの上にそれをドスンと置いた。

  

  

  「如你所见，这里已经成了书包专用座位，所以请人类客人坐到后座上吧」

  「この通り、ここはランドセル専用座席になってしまったので、人間のお客様は後部座席に乗るようお願い致しま〜す」

  「什、什么？」

  「な、なに〜〜〜〜？」

  

  

  　诚也先生一脸坏笑，发出“嘿嘿嘿”的笑声。我无奈地坐到后座上，也就是咲那旁边的座位。

  　悪い顔でケッケッケと笑う憎たらしい誠也さん。仕方なく後ろの、咲那の隣の席に座った。

  

  

  「真是的，你不用害羞的」

  「もう、照れなくていいのに」

  「我才没害羞呢，丑八怪！」

  「照れてねえわブス！」

  「喂，小依君」

  「こら、小依くん」

  「干、干嘛」

  「な、なんだよ」

  「不许说女孩子是丑八怪。话说，咲那酱又不是丑八怪，所以别用不合适的坏话来骂她」

  「女の子にブスなんか言ったらダメだよ。というか、咲那ちゃんは普通にブスではないんだから、適さない悪口を言うのはやめなさい」

  「什、什么！？」

  「は、はあ！？」

  「大人……」

  「大人だ……」

  「大人又怎么了，你脸红个什么劲啊！」

  「大人だって、なに赤くなってんだよ！」

  「我、我才没脸红呢！笨蛋！笨蛋小依！」

  「あ、赤くなってないもん！　バカ！　バカ小依！」

  「你说什么，笨蛋咲那！」

  「んだとバカ咲那！」

  

  

  　我们在车里吵了起来。但是，诚也先生并没有阻止我们，而是笑着说“这是只有现在才能吵的架啊”。

  　車の中で揉み合いの喧嘩になる。が、誠也さんはそれを止めようともせず「今だからできる喧嘩だねえ」と笑っていた。

  

  　作为男人，他确实是个渣男，我个人也不喜欢他，但我觉得他很像我母亲喜欢的男人。

  　男としてゴミ野郎なのは確かだし俺個人としては誠也さんの事は好きにはなれなさそうだが、母親の好みの男っぽいなあと思った。

  

  　之后，诚也先生心血来潮地去了家庭餐厅，我们三人一起吃饭，聊着我还不太理解的恋爱话题，然后把咲那送回了家。

  　その後誠也さんの気まぐれでファミレスに行き、三人でご飯をして俺にはまだ理解できない恋愛だかのトークが繰り広げられた後咲那を家まで送った。

  

  

  「有什么事就来我家吧！我随时欢迎你！」

  「何かあったらうち来なよ！　いつでも歓迎するからさ！」

  「好的！下次有机会再一起聊聊吧！」

  「はい！　ぜひ今度また話し合いたいです！」

  

  

  　我站在后面，等待着加深交流的诚也先生和咲那互相道别。我明明想早点回家，心里却越来越不满。

  　交流の深まった誠也さんと咲那が互いにそう挨拶をするのを後ろで待つ。こちとら早く帰りたいのに、そう不満を募らせる。

  

  　现在回想起来，我是在嫉妒和咲那关系亲密的诚也先生。

  　今にして思えばこれは、咲那と親しげにする誠也さんに対する嫉妬だったんだなと思えた。

  

  

  「小依——！」

  「小依ー！」

  

  

  　听到咲那的呼唤，我转过头去。她带着一如既往的笑容，向我挥了挥手。

  　咲那に呼ばれてそちらを見る。彼女はいつもと変わらない笑顔で、俺に向けて手を振っていた。

  

  

  「我下次会去你家玩的！今天谢谢你了，再见——！」

  「今度遊びに行くから！　今日はありがとね、じゃあねー！」

  「哦——」

  「おー」

  

  

  　我冷淡地回应，转身就走。

  　素っ気なく返し、踵を返して歩く。

  

  　走着走着，诚也先生轻轻拍了拍我的后背，吓了我一跳。

  　歩いてる最中、誠也さんから背中を軽く叩かれてギョッとした。

  

  

  「干、干嘛啊」

  「な、なんですか」

  「没什么～」

  「べっつに〜」

  

  

  　诚也先生戏谑地说道，然后和我并肩走在一起。

  　からかうように誠也さんはそう言い、俺と並んで歩く。

  

  　虽然我讨厌诚也先生，但总觉得他身上的氛围和咲那家里的氛围很相似。所以，虽然只有一点点，但我觉得自己的心情比平时要开朗一些。

  　誠也さんの事は嫌いだが、なんだかその空気感は咲那の家で感じているものに近しいなと思った。だから少しだけ、ほんの少しだけだが、いつもよりも明るい気持ちになれた気がした。

 
  2話「あやまち」

  第2话「错误」

  　我和诚也叔叔的二人生活，平淡无奇，没有发生什么问题。

  　誠也さんとの二人暮らしは、特になんの問題もない平凡なものだった。

  

  　我们吃着随处可见的方便面和便利店便当。偶尔会吃速食味噌汤，煎蛋和白饭。

  　ありふれた質素なカップ麺やコンビニの飯。時々出てくるインスタントの味噌汁と目玉焼きと白米。

  

  　我们聊着随处可见的日常话题。我问他学校里发生了什么，他回答我无关紧要的答案。

  　ありふれた日常会話。学校でどんな事があったかだとか、そういうのを聞かせて当たり障りのない答えを返して。

  

  　我们没有不满的亲子关系。但是，不知为何，我心中的郁闷情绪日益增长。

  　不平不満もない親子関係。なのに、何故か日々俺は胸の中に晴れない感情を募らせて行った。

  

  　我不喜欢母亲。所以，我并不憎恨这个父亲。

  　母親の事は好きでは無かった。だからこの父親を憎む気持ちなんてない。

  

  　这大概是母亲还在世时，我心中积压的郁闷吧。在习惯之前，我看着周围的家庭，和自己比较，麻痹了愤怒和悲伤。

  　これは多分、当時母親が生きていた頃に募らせていた鬱憤なんだと思う。慣れてしまう前の、周りの家庭を見て自分と比べていた頃の麻痺していた怒りや悲しみだ。

  

  　母亲死后，我失去了发泄的对象，所以才在无意识中将这些情绪发泄在诚也叔叔身上吧。

  　母親が死んで、ぶつける先が居なくなってしまったことで俺はそれを誠也さんに無意識下でぶつけようとしていたのだろう。

  

  

  「小依，下次放假，我们一起去」「我放假要去五十岚家，不行」

  「小依くん。次の休み、一緒に」「休みは五十嵐ん家行くんで、無理」

  

  

  　那天，我第一次用强硬的语气反抗了诚也叔叔。在此之前，我对诚也叔叔个人没有喜怒哀乐，没有任何感情，所以他露出了惊讶的表情。

  　その日、初めて俺は強い口調で誠也さんに反発した。それまで誠也さん個人には喜も怒も哀も楽も、なんの感情も向けてこなかったから彼は驚いた顔をしていた。

  

  

  「话说，我已经小六了，不需要和父母一起出门了。请不要管我」

  「てか、もう小六なんで、親と出掛けるとかそういうのいらないっす。あんま構わないでください」

  「小依……」

  「小依くん……」

  

  

  　以此为开端，我剥下了自己筑起的冷漠外壳，对诚也叔叔露骨地表现出厌恶。

  　その出来事を皮切りに、俺が築いてきた無関心の皮が剥がれていって、どんどん誠也さんに対して露骨に嫌悪を示すようになった。

  

  

  

  

  　在家里待不下去，我不怎么回家，而是泡在别人家里，于是和转校生水濑真交往的次数变多了。

  　家での居心地がまた悪くなって、あまり家に帰らず人の家に入り浸るようになると、転校生の水瀬真と付き合うことが多くなった。

  

  

  「小依！今天也来我家吧！」

  「小依くん！　今日もうち来てよ！」

  「哎……」

  「えー……」

  

  

  　但是，我不太喜欢水濑。怎么说呢，我和这家伙的波长不太合。

  　ただ、俺は水瀬の事があまり好きじゃない。なんというか、コイツとはどこか波長が合わないのだ。

  

  

  「小依！我买了好多对战马的新卡包！帮我开卡」

  「ねえねえ小依くん！　デュエマの新弾箱買いしたんだ！　開けるの手伝ってよ」

  「哦」

  「おー」

  

  

  　我答应了这个莫名其妙的要求后，水濑就经常找我说话。

  　という、よく分からない要求を呑んで以降、やたら水瀬は俺に話しかけるようになった。

  

  　吃饭的时候，她会故意多盛我的饭，打躲避球的时候，她会把球传给我，上课的时候，我无视她的话，她会扔橡皮屑。

  　給食の時間に俺の配膳の量を無駄に多くしたり、ドッジボールでは球を取るたびに俺にパスしたり、授業中話しかけてくるのを無視したら消しカスを投げてきたり。

  

  　我的力气比较大，所以她要是得意忘形，我会用力握住她的手臂，但不知为何，她总是粘着我。

  　腕っ節は俺の方が強いから調子に乗ったら強めに腕を握ったりは出来るけど、それでもコイツは何故か俺にばかり懐いてきた。

  

  　水濑缠着我，相对的，我和咲那不怎么说话了。从某一天开始，她就对我很冷淡，之后男生和女生对立，我们完全不说话了。

  　水瀬がしつこく付きまとうようになった代わりに、咲那とはあまり話さなくなった。ある日を境によそよそしくなって、それから男子と女子が対立するようになって完全に会話しない仲になってしまった。

  

  　现在不管我去哪里，水濑都会出现。她就像要填补咲那的空缺一样，一直待在我身边，但这家伙不管过多久都让我觉得烦得要死。

  　今はどこに顔を出しても必ず水瀬が居る。咲那が抜けた穴を埋めるように水瀬がずっと近くに居て、その癖いつまで経ってもこいつは鬱陶しくて堪らなかった。

  

  

  「小依！」

  「小依くん！」

  

  

  　在游泳课换衣服的时候，水濑用膝盖顶我，让我摔倒。

  　水瀬がプールの授業の着替え中、俺に膝カックンをして転ばせてくる。

  

  

  「小依！！」

  「小依くん！！」

  

  

  　水濑抢走我收到的情书，给大家看。

  　水瀬が俺が貰ったラブレターを奪って、皆に見せびらかす。

  

  

  「小依！！！」

  「小依くん！！！」

  

  

  　水濑说她发现了稀有的虫子，给我看。我说不需要，她还是把虫子放在我的桌子上，观察我的反应。

  　水瀬が珍しい虫を見つけたとか言って、俺にそれを見せてくる。要らないと言ったのに机に乗せてきて、俺の反応を眺めている。

  

  

  「小依！！！！」

  「小依くん！！！！」

  

  

  　我正要下楼梯的时候，她突然和我说话，我吓了一跳，踩空了。我从楼梯上摔下来，肩膀摔得很重。

  　階段を降りる直前に話し掛けられて、驚いて足を踏み外す。階段を落ちていって、肩を強く打った。

  

  

  「对、对不起！对不起，对不起，小依……」

  「ご、ごめん！　ごめんね、ごめんね小依くん……」

  「没、没关系……」

  「い、いいよ別に……」

  

  

  　水濑带我去保健室处理伤口，一直陪在我身边，一边道歉一边哭。我知道她不是坏人。这家伙是网络上常见的那种人。

  　保健室に連れて行ってもらって処置してもらったあとも、ずっと水瀬は俺に付き添って謝りながら泣いていた。悪い奴じゃないのは分かっている。コイツは、ネットとかでよく見るタイプのやつだ。

  

  　她以为和自己关系好的人会无条件认同自己，接受自己。所以她不懂得拿捏分寸，有时会下意识地对别人做出失礼的事。

  　仲良くなったら自分のことをなんでも認めてくれて、受け入れてくれると思っている。だから物事の加減が出来なくなるし、無意識に相手に対し失礼な事をやってしまうこともある。

  　尽管如此，因为没有恶意，就算被骂了，她也完全不懂得反省。

  　それでいて、悪意は無いから怒られてもピンと来ない、みたいなやつなのだ。

  

  　这叫什么来着？发展障碍？虽然不太清楚，但既然是病，那也没办法。我这么想着，尽管觉得水濑很烦人，但还是尽量不去拒绝他，试着去理解他。

  　発達障害、だっけ？　よく分からないけど、そういう病気なんだから仕方ない。そう思う事で、俺は水瀬に鬱陶しさを感じながらも、なんとか彼を拒絶せず、理解しようとした。

  

  　在家里闷着的时候，至少在外面想当个开朗快活的人。

  　家の中で塞ぎ込んでいたのだから外でくらい、オープンで快活な奴で在りたかったのだ。

  

  

  

  「我回来了——！」

  「ただいまー！」

  「打扰了」

  「お邪魔します」

  

  

  　水濑的家，应该说这家伙好像是住在亲戚家，所以是去水濑的亲戚家打扰。我走上通往水濑房间的二楼的楼梯，这时一个女人从厨房向我搭话。

  　水瀬の家、というかコイツは親戚の家で暮らしているらしいので水瀬の親戚の家にお邪魔する。水瀬の部屋がある二階に続く階段を登っていたら女の人が台所から声掛けてきた。

  

  

  「欢迎回来——你的朋友也一起吗？」

  「おかえりなさーい。お友達も一緒？」

  「嗯！小依！」

  「うん！　小依くん！」

  「啊～欢迎小依。等一下我拿点心给你们」

  「あ〜、いらっしゃい小依くん。後でお菓子でも持っていくわね」

  「好」

  「ウッス」

  「好了啦，姑姑！我拿过去！小依先去房间里休息！」

  「いいから叔母さん！　僕が持ってくって！　小依くんは先に部屋でくつろいでて！」

  「知道了」

  「分かった」

  

  

  　水濑这么说着，我一个人走进他的房间，随便把书包放下，坐了下来。

  　水瀬に言われて一人でアイツの部屋に上がり込んでテキトーにランドセルを置いて座る。

  

  　我并不是第一次来这个家。去年来过一次，之后也时不时会来玩。不过，我还是第一次见到水濑的姑姑。因为有其他人在的时候，我都会挑姑姑不在家的时候来。

  　この家に来たのは初めてでは無い。去年に一度来たし、その後もちょくちょく遊びには来ている。でも水瀬の叔母を会うのは初めてだった。他に人がいる時は、叔母が家に居ないタイミングを図って招いていたから。

  

  　水濑回来之后，我就被他拉着玩老式的枪战游戏，一直玩到晚上。就是那种用游戏厅里的枪型控制器，打倒画面上的敌人的那种游戏。

  　水瀬が戻ってくると、夜まで大昔のガンシューティングゲームに付き合わされる。ゲーセンにあるような銃型のコントローラーを使って、画面にいる敵を打ち倒していくやつだ。

  

  

  「……说起来，我父亲也喜欢这种游戏呢」

  「……そういえば、父親もこういうゲーム好きなんだよな」

  「小依的父亲也是吗？」

  「小依くんのお父さんも？」

  「嗯。去年他经常带我去游戏厅，一直玩这种游戏呢」

  「うん。去年はよくゲーセンに連れて行ってくれてさ、こういうゲームをずっと遊んでたな〜って」

  「诶！你喜欢这种游戏啊！真少见」

  「へえ！　こういうの好きなんだ！　珍しいね」

  「少见吗？和喜欢FPS差不多吧」

  「珍しいかな？　FPS好きと大差ないんじゃない」

  「质量完全不一样吧！这种游戏自己又不能移动！！」

  「クオリティが段違いでしょ！　こっちは自分で移動したりなんか出来ないし！！」

  「那你为什么让我陪你玩这种老游戏啊」

  「じゃあなんでこんなレトロゲームになんか付き合わせるんだよ」

  「所以才深奥啊！」

  「だからこそ奥深いんだよ〜！」

  

  

  　虽然他咬牙切齿地说，但我完全不懂。自己不能移动，只能移动瞄准器，敌人会以固定的模式出现。这种只是用子弹打bot的游戏到底哪里深奥了。

  　噛み締めるように言うが、全然分からなかった。自分で移動できない、出来るのは照準を動かす事で敵は決まったパターンで出てくる。botに弾を当てるだけのゲームのどこに深みがあるんだよ。

  

  　果然我们的感性不合。要玩这种游戏的话，我更想玩对战游戏。比如任天堂明星大乱斗，比如马里奥赛车，甚至桃铁也行。明明有两个人，却非得和CPU对战不可。这不就是在浪费时间吗。

  　やっぱり感性が合わない。こんなゲームをするなら対人ゲームをしたい。スマブラとか、マリカーとか、この際桃鉄でもいい。人が二人いるのに、なんたってCPU相手にしないといけないんだ。時間の無駄だろ。

  

  　玩着玩着，时间到了傍晚。水濑已经连续打了好几个小时同样的关卡，却完全没有厌倦的样子。我终于受不了了，把控制器放在地板上。

  　遊んでいると夕方になった。もう何時間も同じコースを周回しているのに飽きる様子を見せない水瀬についに痺れを切らせ、俺はコントローラーを床に置いた。

  

  

  「小依？」

  「小依くん？」

  「我投降。你自己玩吧，我差不多该回去了」

  「ギブ。一人でやってろよ、俺はそろそろ帰る」

  「诶，这就回去了？为什么！？」

  「え、もう帰るの？　なんで！？」

  「因为和你在一起太无聊了」

  「だってお前と居てもつまらないんだもん」

  「是吗。啊哈哈……抱歉。我家没有新游戏」

  「そっか。あはは……ごめん。うち、新しいゲーム置いてないからさ」

  「这样啊。别在意」

  「そうなんだ。ドンマイ」

  「小依家有新游戏吗！？」

  「小依くん家は新しいゲーム、ある！？」

  「诶？啊……嗯，我父亲喜欢这种」

  「え？　あー……まあ、父親がそう言うの好きだし」

  「那，那下次可以去小依家吗！！」

  「じゃ、じゃあ今度小依くんの家に行ってもいいかな！！」

  

  

  　水濑突然说出了奇怪的话。这种事当然不行。不只是这家伙，谁都不想让我进他家。

  　急に水瀬が変な事を言い出した。そんなの勿論ダメに決まっている。こいつに限った話じゃない、誰も俺の家には入れたくなかった。

  

  　家，是我被虐待长大的地方。学校是远离虐待的温柔世界。

  　家は、俺が虐待されて育った場所だ。学校は虐待とは離れた優しい世界だった。

  　这两个地方是绝对不能相容的。母亲死后，诚也叔叔来到这个家，但在我心中，这里依然是被虐待的地方，所以我不想再让外人进来了。

  　この二つは決して相容れてはいけない物だ。母親が死んで、誠也さんが来た家も結局は俺の中では虐待された場所という認識は昔のまま変わらなくて、だからこれ以上外の人間を中に入れるのは辛抱ならなかった。

  

  

  「绝对不行。别来我家！」

  「絶対駄目だ。家になんか来るな！」

  「诶诶，有什么关系嘛！就来一次！」

  「えぇ、いいじゃん！　一回くらいさ！」

  「不行！」

  「駄目だって！」

  「拜托了！」

  「お願い！」

  「不要！别来！」

  「嫌だ！　来んな！」

  「为什么！？因为我父母是杀人犯吗！？」

  「どうして！？　やっぱり僕が人殺しの子供だから！？」

  「啊？」

  「あ？」

  

  

  　我一做出反应，水濑就说了句“糟糕”，用手捂住了嘴。我抓住她的手，想问她这话是什么意思。

  　俺が反応すると、水瀬は「やばっ」と言って口を手で押さえようとした。その手を掴みあげ、どういう事か聞くつもりで水瀬の腕を掴んだままにした。

  

  

  「你这话是什么意思？父母是杀人犯，你父母都是吗？」

  「お前、今のどういう意味だよ。親が人殺しって、両親ともか？」

  「…………我母亲。我父亲在我母亲引发事件后就消失了」

  「…………母さんが。父さんは、母さんが事件を起こした後にどこか消えちゃって」

  「所以你才寄住在亲戚家啊」

  「だから親戚の家で世話になってんだ」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　这时，我应该放弃追问的。但我没能抵抗住好奇心，想问出具体发生了什么。

  　そこで、聞き出すのを辞めればよかった。俺は、好奇心に抗えずにその話の先、具体的な事件の内容を聞き出したくなってしまった。

  

  

  「所以呢？你母亲做了什么？」

  「で？　お前の母さんは何をしたんだよ？」

  「就是……杀人……」

  「だから……殺人……」

  「怎么杀的？」

  「どういう風に？」

  

  

  　我一问，水濑沉默了一会儿后，微微看向我。我读出了她眼神中蕴含的感情，背后突然窜起一股恶寒。

  　俺が尋ねると、少しだけ無言になった後で水瀬が僅かにこちらに目を向けた。その目に含まれていた感情を読み取ると、一気に背中に気味の悪い感覚が走る感じがした。

  

  

  「开车撞死人了。还很仔细地撞了两次。因为有杀意，所以被判了刑」

  「人を轢き殺したんだ、車で。念入りに二回も。それで殺意があったと認められて、刑務所に入ってるよ」

  

  

  　我看着水濑的眼睛，擅自产生了厌恶感。虽然和这家伙当时住的地方绝对没有关系，但“交通事件”这个词却擅自和我的记忆联系了起来，我的嘴无视我的意志，说出了话。

  　水瀬の目を見て勝手に俺が抱いた嫌悪感と、当時コイツが住んでいた地域的に絶対に関連は無いのに"交通事件"という点が勝手に頭の中で結びつき、俺の意思を無視して口が動いて言葉を吐き出した。

  

  

  「真是最差劲的人渣了。杀人犯」

  「最低の屑じゃん。人殺し野郎」

  

  

  　不知为何，我对眼前的水濑说出了这句话。明明犯下杀人罪行的是他的母亲。

  　何故か俺は、それを目の前の水瀬に言い放ってしまった。殺人を犯したのは、彼の母親なのに。

  

  　自己的母亲因交通事故而死，同一时期，在完全不同的地方发生了交通事件，有人因此而死。

  　自分の母親が交通事故で死んだ事、同時期に全く別の場所で交通事件を起こし人を死なせた事。

  　将这些事情联系起来的结果，就是我将眼前的水濑认定为了令人作呕的敌人。

  　それらが結びついた結果、俺は目の前の水瀬を気味の悪い敵認定してしまった。

  

  　一方面是因为我平时就有点厌烦他，另一方面是因为我无法在家里发泄的郁闷也是原因之一，各种各样的因素偶然地堆积起来，导致了这个结果。我将眼前的男人认定为了应该排除的存在。

  　普段から少し鬱陶しいなあと思っていたのもあったし、家庭内で吐き出しきれない鬱憤も一つの要因となり、色んな物が偶発的に積み重なった結果なのだろう。俺は目の前の男を排除すべき存在だと認識してしまう。

  

  

  

  

  　从水濑家回来之后，我煽动班上的同学，让他们一起无视水濑。

  　水瀬の家から帰って以降、俺はクラスメート達に口裏を合わせて水瀬を無視するよう煽動した。

  

  　膨胀的憎恶擅自将矛头指向了水濑，我开始利用教室里的同学来欺负水濑，作为发泄憎恶的方法。

  　膨れ上がった憎悪が勝手に水瀬に矛先を向けて、その発散の方法として俺は教室にいる人間を使って水瀬をいじめるようになった。

  

  

  「水濑～把这个扔掉～」

  「水瀬〜、これ捨てといて〜」

  

  

  　我将垃圾袋从上方扔向吃完午饭后在校园里走着的水濑。

  　給食終わりに校庭を歩いている水瀬に向けてゴミ袋を上から投げた。

  

  

  「水濑的父母是杀人犯～！」「水濑的父母是杀人魔～！」

  「水瀬の親は人殺し〜！」「水瀬の親は殺人鬼〜！」

  

  

  　我让每天早上都早早到校的同学在黑板上写下水濑父母的事，在班主任来之前，让几个男生起哄。

  　毎朝学校に来るのが早いクラスメートに水瀬の親の事を黒板に書かせ、担任が来るまで男子数人で囃し立てた。

  

  

  「小，小依同学」

  「こ、小依くん」

  「诶，好可怕，好可怕好可怕好可怕！我好像被杀人魔搭话了啊～！」

  「え、こわっ、こわこわこわっ！　なんか殺人鬼に話しかけられたんですけど〜！」

  「小依也要被撞死吗～？你这混蛋！」

  「小依も轢き殺すのか〜？　この野郎がっ！」

  

  

  　在打躲避球时和水濑同队的我向他搭话，但水濑被队友扔的球砸中蹲了下来。在体育老师看向这边之前，我踢了水濑，吐了口水在他身上。

  　ドッジボールで一緒のチームになった水瀬が俺に話しかけようとしたが、味方からボールを投げられて水瀬は蹲る。体育教師がこっちを向くまで水瀬を蹴る。唾を吐きつける。

  

  

  「杀人犯要学习吗？」

  「人殺しに勉強とか？」

  「「「不需要～」」」

  「「「必要ありませ〜ん」」」

  

  

  　我将水濑的笔盒，笔记本，教科书扔到学校的池子里。水濑去捡满是涂鸦的教材时，我从后面飞踢他，让他掉进积满污水的泳池里。

  　水瀬の筆箱を、ノートを、教科書を学校の池に捨てる。落書きだらけの汚れた教材を拾いに行く水瀬を後ろから飛び蹴りして、汚水の貯まったプールに落とした。

  

  

  

  　就这样，我们一边欺负水濑一边度过了小学最后的一年，升上了初中。

  　そうして、俺達は水瀬をいじめながら小学校最後の一年を過ごし、中学に上がった。

  

  　我因为小学六年级时对水濑的所作所为，以及母亲的男伴是不良前辈的父亲，被不良少年们盯上，回过神来，我已经成为了他们的一员。

  　俺は小六での水瀬への行いと、母親がつるんでいた男が不良の先輩の親だったという事で不良達に目を付けられ、気付けばそちら側の人間の仲間入りをしていた。

  

  

  「来，吸吧，小依」

  「ほら吸えよ、小依」

  「谢了笑」

  「あざっす笑」

  

  

  　初中一年级时学会了抽烟喝酒，戴了耳环，染了金发。前辈们也都是金发，明明发色都一样，却抱着“我们很独特”的谜之优越感度过了初中生活。

  　中一で酒とタバコを覚え、ピアスを付けて髪を金髪に染めた。先輩達も皆金髪で、髪色が被っているのに自分達は個性的だと謎の優越感を抱きながら中学生活を過ごした。

  

  

  「小依……」

  「小依……」

  「啊？那女的是谁，你的女人吗？」

  「あん？　なんだあの女、お前の女か？」

  

  

  　正当我翘课准备和前辈们去抽烟时，咲那从走廊的拐角处看向了我。

  　授業も受けずに先輩達とタバコを吸いに行こうとしたら廊下の角で咲那がこっちを見てきた。

  

  

  「不，不认识」

  「いや、知らないっす」

  

  

  　咲那用极为蔑视的眼神瞪着我，不知为何我笑了出来，只对她竖起了中指，无视了她。

  　酷く蔑むような目付きで、俺を睨むように見る咲那に何故か笑いが零れて、中指だけ立てて無視した。

  

  　然后，我看到和咲那还有我不同班的水濑从教室里出来，我告诉前辈“那个是我喜欢的玩具”。

  　そして、咲那や俺とは別クラスになった水瀬が教室から出てきたのを見て、俺は先輩に「アレ、俺のお気にのおもちゃなんすよ」と言いつけた。

  

  　水濑升上初中后也继续被我欺负。而且比小学时代更加残酷，一年内他就成了“为了不被不良少年盯上而表现得普通的学生们”的嘲笑对象。

  　水瀬は中学に上がっても俺にいじめられた。それは小学時代よりも苛烈なもので、一年の内に彼は"不良の標的にならないように振る舞う一般生徒達"からも嘲笑の的となった。

  

  　即使我不在，水濑也会被普通的学生们欺负，最终连老师们也对她冷眼相待，不知不觉间水濑就不来学校了。

  　俺のいない所でも普通の生徒達から虐められ、やがて先生達からも冷遇を受けるようになり、いつしか水瀬は学校に来なくなった。

  

  　不知为何，明明是我起的头，我却对此感到非常不愉快。

  　何故か俺は、自分が発端だというのにそれが不愉快でならなかった。

 
  3話「女体化」

  第3话「女体化」

  「啊，小依！」

  「あ、小依くん！」

  「……」

  「……」

  

  

  　我比平时早起，正要去厕所时，碰到了诚也哥。自从我变成不良少年后就一直窝在房间里，很少和他碰面，所以一瞬间还以为他是谁。

  　普段より少し早めに起きて、トイレに行こうとした誠也さんと鉢合わせした。俺が不良になってからは部屋に籠ったっきりあまり顔を合わせることがなかったから、一瞬誰かと思った。

  

  　我无视诚也哥，走进厕所。他好像想说什么，但我没什么话想说，所以没放在心上。

  　誠也さんを無視してトイレに入る。何か言いかけていたが、こちらから話したいこともないので気には留めない。

  

  

  「……唔。」

  「……ふむ」

  

  

  　不过，总觉得有点不对劲。我的身高完全没有长高，从小五左右开始。

  　しかし、なんだか違和感がある。俺の身長が全く伸びないのだ、小五辺りから。

  　周围的男生一个个都长到150公分以上，甚至还有人长到160公分。都国一了还没长到150公分的只有我。

  　周りの男連中はどんどん150センチ台に乗って、中には160センチに届いてるやつだって居るのに。中一にもなってまだ150行ってないのは俺くらいだった。

  

  　奇怪，绝对很奇怪。是因为抽烟喝酒才导致发育不良吗？我明明才开始不到一年啊？

  　おかしい、絶対におかしい。酒タバコのせいで成長が滞ってるのか？　始めてまだ1年も経っていないのに？

  

  　而且，总觉得最近胸部很胀，好像变大了。我查了一下，发现性别认同障碍这个词，但我有小鸡鸡，不可能其实是女生……

  　それに、なんだか最近胸が張って、大きくなっている気がする。そういう事関連で調べてみたら性同一性障害がどうたらって出てきたが、俺にはちんこがあるから実は女だったなんて事は有り得ないし……。

  

  　虽然也有女性化乳房这种疾病，会是这个原因吗？还是跟诚也哥说一声，带我去医院比较好吗……？

  　女性化乳房という病気もあるにはあるが、それなのだろうか？　一応誠也さんに言って、病院に連れてもらった方がいいのか……？

  

  

  「……不，我怎么可能拜托那家伙。」

  「……いや、あいつに頼るとか有り得ねえか」

  

  

  　我像是要否定自己的想法一样，发出声音拉出厕纸擦屁股。

  　自分の考えを否定するように音を立ててトイレットペーパーを出して、尻を拭いた。

  

  

  　这件事发生在国一的秋天。两个月后，异变突然向我袭来。

  　と、言う出来事があったのが中一の秋頃。異変はその二ヶ月後、突如として俺を襲った。

  

  

  

  「啊咕！？呜呜呜呜呜！！！？」

  「あぐっ！？　ううぅぅぅっ！！！？」

  

  

  　我因剧烈的疼痛而从睡梦中醒来。睡眼惺忪的我看到的是，自己床单上粘着的大量血迹。

  　凄まじい激痛にて朝目覚める。寝ぼけ眼の俺の目に見えたのは、自分のベッドシーツにべっとりと着いたおびただしい量の血痕だった。

  

  

  「什么，啊……咕！？」

  「なんっ、だっ……ぐぅっ！？」

  

  

  　从疼痛和出血部位可以推测出血源是下腹部。但是，我只能蹲着拼命忍耐这股让我无法靠自己站起来的剧痛。

  　血の出処は下腹部である事が痛みと出血箇所から推測出来た。だが、自分の力では立つこともできない激しい痛みに俺は必死に耐えながら蹲ることしか出来なかった。

  

  

  「咕，咕……诚也哥！诚也哥！！啊咕啊啊啊！？」

  「ぐ、ぐぅっ……誠也さっ！　誠也さんっ！！　あぐあぁぁっ！？」

  

  

  　仿佛肉从内侧被勺子刮掉的疼痛断断续续地侵蚀着我。我完全没有余力像平时那样逞强。事态异常，我拼命地呼喊诚也哥。

  　まるで肉を内側からスプーンでこそぎ落とされているような痛みが断続的に俺を蝕んでくる。いつものように意地を張っている余裕など無かった。異常事態だ、俺は必死の思いで誠也さんを呼んだ。

  

  

  「怎么了小依……！？」

  「どうしたんだい小依く……！？」

  

  

  　看到我房间惨状的诚也哥一边惊叫一边叫了救护车，我被送到了医院。

  　俺の部屋の惨状を見た誠也さんが声をひっくり返しながらも救急車を呼び、俺は病院へ搬送された。

  

  　看来我的身体出现了后天性性别转换综合征，也就是肉体性别后天变为异性的疾病，或者说是遗传性疾病？的症状。

  　どうやら俺の体には、肉体の性別が後天的に異性のものへと移行する『雄性変体症』という名前の病気、というか遺伝子疾患？　の症状が出たらしい。

  

  　这种怪病的病例还不到10例，原因不明，想要阻止症状的恶化极其困难，目前只发现了安全转换性别的方法。

  　まだ前例は10人に満たないほどしかおらず、原因も不明で症状の進行を留めることは困難を極め、安全に性を転換させる方法しか今の所発見されていない奇病との事だった。

  

  

  「这是一种身体会变成女性的病」

  「体が女の子になってしまう病気なんだ」

  

  

  　医生这样说明的时候，我被一种难以言喻的厌恶感侵袭。

  　そう医者の人から説明された時、えもいわれぬ嫌悪感に襲われた。

  

  　变成女人。也就是说，我身上流着母亲的血，会变成和那个母亲一样的生物。我将会变得比现在更接近那个对男人毫无节操，头脑愚钝，性格也不好的母亲。

  　女になる。それはつまり、あの母親の血を持った俺があの母親と同じ生物になるという事だ。男にだらしがなくて、頭が悪くて、性格も良いとは言えないあの母親に、今よりもさらにずっと近付いてしまうという事なのだ。

  

  　我当场吐了。一想到之后的事，一想到未来，我的身体就产生了强烈的拒绝反应。

  　吐いた。その場で、その先の事を考えて、未来を空想すると俺の体はそれに強い拒絶反応を示した。

  

  　说到底，这并不是由外部因素引起的疾病或感染，而是基因结构的异常。因为是性决定基因的异常，所以无论用什么手段最后都会变成女性。医生是这样说明的。

  　そもそもとしてそれは外的要因による病気や感染症ではなく、そういう構造になっている遺伝子の異常。性決定遺伝子の異常である為、どのような手を尽くそうが最後には女体になってしまう。そういうものなのだと、医者は説明した。

  

  　也就是说，无论我再怎么讨厌，结局只有一个，而且无法改变。医生的言外之意就是这样。

  　つまり、俺がどれだけ嫌がろうと結末は一つだけであり、不可逆なのだ。暗に医者はそう俺に言っていたのだ。

  

  　在那之后，直到肉体的变貌稳定下来为止的一年里，我无精打采地过着住院生活。我初中二年级的时期没有在学校度过，就这样升上了初中三年级。

  　それから、肉体の変貌が安定するまでの約一年間、俺は無気力に入院生活を過ごした。俺は中学二年の時期を学校で過ごさないままに中学三年生になった。

  

  

  「那个，我是冬浦小依的监护人」

  「あの、冬浦小依という子の保護者なのですが」

  

  

  　我在医院的大厅等待诚也先生的到来。他一到医院，就无视了坐在大厅沙发上看着旅游节目的我，径直走向了接待处。

  　病院のロビーで誠也さんが来るのを待った。彼は病院に着くと、ロビーのソファーに座って旅番組を流しているモニターを見ている俺を無視して受付の方へ歩いて行った。

  

  　……不过，他也不可能认得出来吧。虽然脸的形状没有发生太大的变化，但头发也长长了，从背影来看应该认不出来。

  　……まあ、分かるわけはないか。顔の形とかは大きく変わったわけじゃないけど、髪も伸びてるし後ろ姿じゃ分からないよな。

  

  　我应该主动去和他搭话吗？但是，现在我的肉体完全变成了女性，要主动向男性搭话，总觉得有点不好意思。

  　自分で話し掛けに行くべきなのだろう。けれど、完全に肉体が女になったこの状態で自分から男相手に話しかけに行くのはなんだか気が引けた。

  

  　不，与其说是男性，不如说是那个用钱买下还是小鬼的母亲，和她上床生了孩子后又抛弃她的那个男人，我生理上无法接受和他说话。

  　いや、男相手というか、ガキだった母親を金で買って犯して子供を作って捨てたあの男に話し掛けるのが、生理的に受け付けなかったのかもしれない。

  

  　……虽然之前我都能视而不见，但变成女性之后，我开始无法忽视这种异常性了。

  　……前まではなんとなく流せていたけど、女体になってから考えるとその異常性を流せなくなっていた。

  

  

  「小依小姐的话在那里，咦？」

  「小依さんならあそこに、あれ？」

  

  

  　我察觉到接待处的人正准备指向我，于是从座位上站起来，逃也似地跑向厕所。

  　受付の人がこちらを指そうとしたのを察して席を立って逃げるようにトイレへと走って行った。

  

  

  「唉……」

  「はあ……」

  

  

  　我看着自己彻底改变的模样。长及肩膀的头发，小时候的自己成长成女性的模样，虽然在那之后有所成长，但身高还是不高。

  　自分の変わり果てた姿を見る。肩の下まで伸びた髪、子供の頃の自分を女の形に成長させたような顔、あれから成長はしたが相変わらず低い背格好。

  

  　一切都让我感到恶心……我的脸和小时候看到的年轻母亲一模一样。我勉强自己摆出不讨人喜欢的表情，与这张适合谄媚笑容，似乎很受男人欢迎的脸不相称。

  　何もかもが気持ち悪い。……幼い頃に見ていた若い母親に顔がそっくりだ。媚びた笑顔を作るのに適していそうな、男受けの良さそうな顔面で無理矢理にでも愛想の悪い表情を作る。

  

  

  「小依小姐！你爸爸已经来了哦！」

  「小依さん！　お父さんもう来てますよ！」

  「……」

  「……」

  

  

  　我瞪着医院的人威吓，但对方无视我，抓住了我的手臂。因为我至今为止多次逃跑，或是口出恶言，所以被医院的人视为问题儿童。

  　病院の人に睨んで威嚇するも無視されて腕を掴まれた。これまで何度も脱走したり口汚く罵ったりしたものだから、俺は病院の人達からは問題児扱いされていた。

  

  　对方用毫不留情的力道拉着我，带我到诚也先生那里。一年不见的诚也先生，用打量的眼神盯着我看。

  　加減のない力で手を引かれ誠也さんの所まで連れて行かれた。一年ぶりに対面した誠也さんは、俺をジロジロと舐め回すように見る。

  

  

  「……干嘛？」

  「……なんすか」

  

  

  　我皱起眉头，抬头看着诚也先生。他吞吞吐吐地对我说「好久不见」，明明我什么都没问，他却开始说些无聊的闲话和近况报告。我只做出最低限度的回应，然后办理出院手续，坐上车。

  　眉間に皺を寄せて誠也さんを見上げる。彼は歯切れの悪い口ぶりで俺に「久しぶり」と言った後、聞いてもないのに下らない世間話や近況報告をしてきた。必要最低限の相槌だけ打って、退院の手続きを終えて車に乗り込む。

  

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　开车时，诚也先生暂时什么都没说。当然我也没说话。因为进入初中后，我立刻就不再扮演那种不伦不类的亲子关系，所以诚也先生应该是因为抓不到距离感而无法开口吧。

  　運転中、誠也さんはしばらく何も言わなかった。勿論俺も何も言わない。可もなく不可もない親子ごっこは中学に入ってすぐにやらなくなったから、誠也さんにとったら距離感を掴めなくて話せないのだろう。

  

  　无所谓，跟我无关……头发被风吹得乱七八糟，真烦人，能不能关上窗户啊。

  　どうでもいい事だ。俺には関係ない。……髪が靡いて鬱陶しい、窓閉めてくれないかな。

  

  

  「你有化妆呢。」

  「メイク、してるんだね」

  

  

  　过了一会儿，诚也先生对我说的第一句话是关于化妆的事。那是比我晚一点住院，比我年长的大姐姐擅自帮我化的妆。那个人说住院很无聊，所以把我当成玩具了……

  　少し経って、誠也さんが俺に投げた第一声はメイクの事だった。俺より少し後に入院した、俺より年上のお姉さんに勝手にさせられたメイクだ。あの人、入院するの退屈だからって俺をおもちゃにしやがったんだよな……。

  

  

  「是其他女患者帮我化的。」

  「別の患者の女にやられた」

  「很适合你哦。」

  「似合ってるよ」

  「……哦，是吗？」

  「……はぁ。そっすか」

  「嗯，非常漂亮，跟妈妈一模一样。」

  「うん。とても美人だ、お母さんにそっくりだよ」

  

  

  　……啊？

  　……あ？

  

  　我看着诚也先生的侧脸。他带着怀念过去的表情继续开车。

  　誠也さんの横顔を見る。彼は昔を懐かしむような表情で運転を続けていた。

  

  　好恶心。

  　気持ち悪い。

  

  　……真亏他能想起自己抛弃的母亲，真亏他能把我跟母亲重叠在一起。

  　……自分が捨てた母親の事なんてよく思い出せるな。よく俺と重ねる事なんて出来る。

  

  　生理上的厌恶感表露无遗，让这个男人的存在进入我的视野，让我感到痛苦。

  　生理的な嫌悪感が表面上に滲み出てきて、この男の存在を視界に入れているのがしんどくなる。

  

  

  「小依，我要去便利店，你有什么想要的吗？」

  「小依くん、コンビニ寄るから何か欲しいとか」

  「没有，我要睡觉，请自便。」

  「無いです。寝るんで勝手にしてください」

  

  

  　诚也先生把车停好后，我戴上耳机，用大音量播放音乐，闭上眼睛，仿佛要拒绝他的话。

  　車を停めた誠也さんの言葉をシャットダウンするようにヘッドホンをして大音量で音楽を流しながら目を瞑る。

  

  

  「声音太大对耳朵不好哦。」

  「大きい音出すと耳悪くなるよ」

  

  

  　诚也先生在下车前取下我一边的耳机提醒我。我嫌他烦人，只回了他一声咂嘴声，稍微调低音量，背对着他。

  　車を出る前に誠也さんにヘッドホンの片方を取られて注意された。鬱陶しいので舌打ちだけ返して、少しだけ音量を下げて誠也さんに背中を向けた。

  

  

  「小依，你的身体变成女孩子了，要买女生的校服吗？还是说，剩下的这一年要继续穿男生校服？怎么办呢？」

  「小依くん、体は女の子になったんだし女子用の制服買う？　それとも、残りの一年間男子制服のまま通う？　どうしようか」

  「我怎么可能穿女生校服。」

  「女の制服とか着るわけないでしょ」

  「是、是吗？也是……」

  「そ、そうか。そうだよね……」

  

  

  　诚也先生把车停在公寓的停车场，下车后拿着行李等电梯时，向我搭话。

  　マンションの駐車場に車を停め、降りて荷物を持ってエレベーターを待っている最中誠也さんに話し掛けられた。

  

  　校服吗？我还没想过。

  　制服、か。考えてなかったな。

  

  　我的身高在女体化后虽然有所增长，但最终还是没达到160厘米。我的身高比初三男生的平均身高矮很多，而且虽然还留有原本的影子，但身体已经完全变成女性，穿男生校服应该不适合，会被嘲笑吧。

  　俺の身長は、女体化した後に伸びたものの結局160センチには届かなかった。中三男子の平均より大分身長が低いし、面影はあるだけですっかり体は女になってしまったのに男子の制服を着るのは似合わなくて馬鹿にされるだろうか。

  

  　但是我不想穿裙子，要是被熟人看到，肯定会被嘲笑的。嗯，还是穿男生校服上学吧。

  　でもスカートを履くのは嫌だ、それこそ知り合いに見られたら馬鹿にされそうだし。うん、やはり男の制服のまま学校に通おう。

  

  

  

  

  　初中三年级的开学典礼后过了几天，我穿上了男生校服。

  　中学三年の始業式、の数日後。男子用の学生服を着てみる。

  

  　只穿了一年，校服上没有明显的伤痕和污渍。顶多是扣子被压扁，镀金被刮掉，露出下面的银色。

  　一年間の短い期間しか着ていなかった制服は目立った傷も汚れもなかった。ボタンを潰してメッキを削って、下の銀色を見えるようにしているくらいだ。

  

  　虽然身高比初一时稍微高了一点，但体格比初中的时候瘦弱，所以校服显得松松垮垮的。下摆和袖子都太长了。

  　中一の頃よりも身長は少しだけ高くなってはいるが、体格に関しては男の頃よりもヒョロくなっているから制服がブカブカだ。裾や袖は余りまくっている。

  

  　我试着像初一的时候一样把裤子拉下来，结果裤子拖在地上。没办法，只好正常穿了。

  　中一の頃にしていたように下げパンにしてみたら裾を引きずる形になる。仕方ないので普通に履く。

  

  　……感觉男生校服和我完全不搭啊。我垂头丧气地站在镜子前，心情很糟糕。

  　……なんか、絶望的に似合わないな男の制服。鏡の前で項垂れる。気分悪い。

  

  

  「……还好胸部没有变大。是遗传吧。」

  「……胸は大したサイズにならなくてよかった。遺伝だな」

  

  

  　听说女生的胸部超过一定尺寸后，就必须穿那种叫胸罩的羞耻内衣，但我的胸部很小，所以不用穿。

  　女は一定のサイズ以上胸が大きくなるとあのブラジャーとかいう恥ずかしい下着を着けなくてはならないらしいが、俺のは小さいので付けない。

  

  

  「腰围……」

  「腰周り……」

  

  

  　以前不用腰带也不会滑下来的校服裤子现在却滑下来了。腰带……我把它收到哪里去了？腰带，腰带……

  　以前はベルトを付けずとも落ちなかった制服のズボンがずり落ちた。ベルト……どこに仕舞ったんだろう。ベルト、ベルト……。

  

  

  「小依，你准备好了吗？」

  「小依くん、用意出来たかい？」

  「你干嘛擅自进我房间啊？」

  「何勝手に部屋入ってきてんすか」

  「我不是说过今天要送你去学校吗？你一直不出来，我才来叫你啊。」

  「今日は送っていくって話だっただろ？　いつまで経っても来ないから呼びに来たんだよ」

  「啧……我找不到腰带。」

  「チッ。……ベルトが見つからないんすよ」

  「腰带？」

  「ベルト？」

  

  

  　诚也先生大步走进我的房间，开始翻找衣柜和衣橱。虽然我非常不爽，但找不到腰带的话，我只能用安全别针把裤子固定在身上，所以我没有抱怨。必须尽快找到腰带。

  　誠也さんがズンズン部屋に入ってきてタンスやクローゼットの中を見てくる。不愉快極まりないが、ベルトを見つけられないとズボンを締める手段が安全ピンで留めるとかしかないから文句は言わないでおく。ベルトを早急に見つけなければ。

  

  

  「没有啊。真的要迟到了，怎么办？」

  「ないねぇ。そろそろ本当に遅刻しちゃうけど、どうする？」

  「唉……那就把你的腰带借给我吧。」

  「はぁ……じゃあ誠也さんのベルト貸してください」

  「我的？」

  「僕の？」

  「只能这样了。」

  「それしか無いんで」

  「嗯，我知道了。」

  「うん、分かった」

  

  

  　诚也先生答应了我的请求，他解下自己的腰带，准备把腰带插进我的制服腰带环里。

  　頼みを聞いた誠也さんが自分のベルトを外して俺の制服のベルトループにベルトを差し入れようとしてきた。

  

  

  「我自己会弄！」

  「っ、自分で出来るから！」

  

  

  　我推开把手伸向我腰间的诚也先生，抢过腰带。虽然我不知道腰带的方向，但反正哪边都一样。话说回来，他干嘛一直碰我啊，恶心死了！

  　腰に手を回そうとした誠也さんを押し離してベルトを奪う。向きが分からないけど、まあどっちでも変わらないだろう。てか気持ち悪いな、ベタベタ触ってくるなよクソが！

  

  

  「抱、抱歉。你一年级的时候没有系腰带，所以我以为你不知道怎么系……」

  「ご、ごめんね。一年の頃はベルトしてなかったから分からないかなって思ってつい……」

  「啧！」

  「チッ！」

  

  

  　我用咂舌代替回答，然后拿起书包走出家门。

  　舌打ちだけで返事をしてさっさと鞄を持って家を出る。

  

  

  　诚也先生开车载我到初中，我们在停车场下车，从后面的玄关进入校舍。

  　誠也さんの運転で中学校の中まで入り、駐車場で降りて裏の玄関から校舎に入る。

  

  　住院期间我有在院内学习班补习，所以学习方面应该没有落下太多，倒是不用担心。不过我是在初三这个奇怪的时期转学回来的，可能会引起一些关注。而且我变成女生之后，可能会被问一堆问题，想想就郁闷……。

  　勉強に関しては入院中の院内学級で補填していたから大きな遅れは取ってないと思ってはいるしそこに心配は無いが、中三の変な時期に転校生同然の扱いで学校に出戻ってくるって所で変な注目を受けそうだ。女の容姿になった事について質問攻めとかされそうだし、憂鬱だな……。

  

  

  「请问迎老师在吗？」

  「迎先生って居ますか」

  

  

  　我按照事先拿到的资料上的指示，敲了敲办公室的门，然后开门喊了声迎老师。

  　俺は事前に渡されていたプリントの指示に従って、職員室をノックし開けて迎という名の教師を呼んだ。

  

  　我站在走廊上等了一会儿，一位穿着运动服，一看就是体育老师的年轻老师从办公室里走了出来。

  　手前に居た数学教師に少し待つよう言われて廊下で立っていたら、ジャージを着た如何にも体育教師然とした若い教師が職員室から出てきた。

  

  

  「你好！我就是你要找的迎老师。我的名字叫瑛大，所以学生们都叫我瑛T。你也叫我瑛T吧！」

  「やあはじめまして！　僕がお探しの迎先生だ。下の名前が瑛大って言うから生徒からはアキTって呼ばれてる。君も気軽にそう呼んでくれよな！」

  

  

  　我可没问你这个。你到底在说什么啊。话说这个外号也太土了。

  　聞いてねえよ。何の話だよ。つかあだ名だっさ。

  

  

  「好的，瑛T是吧」

  「分かりました、アキTっすね」

  「没错！你是冬浦小依同学吧！我听说你住院了，现在变成女生了？」

  「そう！　そして君は冬浦小依くんだね！　入院の事は聞いてるよ、女子になったんだって？」

  「嗯」

  「まぁ」

  「但你还是穿着男生的校服啊！不过现在是多元化的时代，这样也挺好的！毕竟你的心还是男生，突然让你穿女生的校服也很难吧！」

  「なのに男子の制服着てるのか！　まあ今は多様性の時代だしな、それも結構！　心は男の頃のまんまだもんな、いきなり女子の制服ってのは難しいよな！」

  「嗯」

  「はあ」

  「喂喂，你看起来没什么精神啊，早饭吃了吗？算了，我们去教室吧！！」

  「おいおい元気ないな、ちゃんと朝飯食ってきたか？　まあいいか、それじゃあ教室に向かおう！！」

  

  

  　瑛T迈着大步，精神抖擞地走在走廊上。我有点讨厌这家伙。他就是我讨厌的类型。和诚也哥不同，他让我很不爽。

  　アキTがズンズンと大きい歩幅で陽気に廊下を歩く。なんかコイツ、嫌いだ。嫌いなタイプだ。誠也さんとはまた別方向で鼻につく。

  

  　他的音量和措辞都让我觉得有点恶心，无法接受。他强调自己学生起的外号，让我觉得有点冷。说什么多样性，也让我觉得恶心。

  　声のボリュームも言葉のチョイスも、全部が少しずつ気持ち悪くて受け入れられない。自分から生徒に呼ばれてるあだ名をアピールする所とか、薄ら寒い。多様性がどうたらって話もなんかキモいし。

  

  

  「小依依，你有将来的梦想吗？」

  「こよりんは将来の夢とかあるのか？」

  「小依依是什么啊？」

  「こよりんってなんすか」

  「你的外号啊！小依依，很可爱吧？」

  「君のあだ名だよ！　小依だから、こよりん。可愛いだろ？」

  「我是男的」

  「男なんすけど」

  「你现在是女生吧？如果不习惯一点，以后会很辛苦哦？入乡随俗，既然你变成女生了，就要像个女生——」

  「今は女の子だろ〜？　少しでも女の子らしさってのに慣れていかないと、この先大変だと思うぞ〜？　郷に入っては郷に従え、女子になった以上は女子のーー」

  

  

  　好恶——————！恶心恶心恶心恶心恶心！

  　きっっっっっっしょ。きしょきしょきしょきしょきしょ！

  　刚才还说什么多样性，现在又要求我像个女生。这家伙到底想怎样？他只是想大声说些听起来很了不起的话，实际上却什么都没想。他到底想自由地生活还是像个女生？我搞不懂。还有，这个外号也太没品味了，这家伙真的没救了。恶心死了。

  　多様性がどうとか言ってた癖に女らしさ求めてくるのかよ。なんだこいつまじで。デカい声でそれらしい事を誇らしげに語りたいだけで中身が伴ってねえんだよ、自由にすればいいのか女らしくすればいいのか分からねえよ。あとあだ名もクソセンス無いし、本当に終わってるこいつ。きめぇまじで。

  

  

  「所以呢？小依依将来的梦想是什么？」

  「それで？　こよりんの将来の夢は〜？」

  

  

  　还有别一直跟我说话。走路看前面啊，别一直盯着我。

  　あと一々喋りかけんな。前見て歩けよ、人の事ジロジロと見下しやがって。

  

  

  「为什么要问这种事？」

  「なんでそんな事聞くんですか」

  「在向大家介绍你的时候，需要有个开场白吧！必须用一个引人注目的个人资料来炒热气氛！」

  「皆に紹介する時の挨拶の掴みに必要だろ〜そういうの！　何か一つ、キャッチーなプロフィールで場を沸かせないと！」

  

  

  　关我屁事啊，你就自己一个人努力发挥你那贫瘠的口才吧。

  　知らねーよ、その薄ら寒いトークセンス駆使して勝手に1人で頑張ってくれ。

  

  

  「……我没有什么将来的梦想。应该会当个普通的上班族吧」

  「……将来の夢なんかないです。普通にサラリーマンになるんじゃないですか」

  「这种回答可炒不热气氛哦？那你的兴趣是什么？」

  「そんな答えじゃ盛り上がらないぞ〜？　じゃあ、趣味とかは？」

  「……住院的时候，我一直在玩怪物猎人」

  「……入院中、ずっとモンハンしてましたね」

  「怪物猎人！好怀念啊！我小时候也玩过PSP版！你知道阿尔巴特龙吗？我经常用壁咚来收集素材呢！！」

  「モンハン！　懐かしいな！　僕も子供の頃やってたよPSPで！　アルバトリオンって分かる？　壁ハメして素材集めてたな〜！！」

  

  

  　谁知道啊。你一个人在那兴奋个什么劲啊，PSP又是什么鬼。

  　知らねえよ。なんか一人で盛り上がってるし、PSPって何だよそもそも。

  

  　瑛T的发言既不毒舌也不有趣，我完全无法理解他为什么要自以为是地炫耀这些无聊的知识。我一边听着这些废话一边在走廊上走着，到了3年3班的教室后，瑛T让我在门口等着。

  　アキTの毒にも薬にもならない、なんで自慢げに語れるのか微塵も理解できない寝言みたいな退屈なうんちく話を聞きながら廊下を歩き、3年3組の教室に着くとアキTに戸の前で待つように言われた。

  

  

  「大家！今天我有个重大消息要宣布！」

  「皆！　今日は皆に重大発表があるぞー！」

  

  

  　教室里传来瑛T故意敲打讲台的声音。……看来这家伙的风格在这间教室里很受欢迎，有好几个学生都在和瑛T搭话。

  　中でアキTがわざとらしく教卓を叩いて大声で喋る声がする。……どうやらコイツのノリはこの教室では受け入れられているようで、アキTに数人の生徒が言葉を投げかけていた。

  

  　我从以前就讨厌这种喜欢夸张地炒热气氛的人。

  　昔から、こういう大袈裟に場を盛り上げようとするタイプは嫌いだった。

  

  　这种人果然很受世人欢迎。和男生们一起玩的时候，为了不破坏这种人的气氛，我总是小心翼翼地拓展人际关系，所以我很清楚。声音大的家伙很容易吸引人，简直就像一群猴子。

  　世間ではやはりこう言うタイプの人間が持て囃されるんだろうな。男連中と遊ぶ時はこのタイプの人間の空気を壊さないように立ち回って交友関係を広めていたからよく分かる。声が大きい奴には人が集まりやすいんだよな、まるで猿の群れみたいに。

  

  

  「虽然不是转校生，但有一个长期没来上学的学生，从本学期开始成为我们班的一员了！大家，等她进来后请鼓掌！！！」

  「転校生、という訳では無いんだが、長い間学校に来れていなかった生徒が一人、今年度からうちのクラスの仲間として登校出来るようになったんだ！　皆、その子が教室に入ってきたら拍手をするように！！！」

  

  

  　这应该是我所能想到的最糟糕的开场白了。别主动要求别人鼓掌啊，这已经是义务了吧。不，我根本就不需要鼓掌，只要让我结束这一切就好了。为什么那个男人要介绍得这么让人难以进入教室啊！

  　考えうる中でおよそ最悪な前フリをされてしまった。拍手を能動的に求めるなよ、もうそれ義務やん。いやそもそも拍手自体いらないし、ずっと終わらせてくれればそれでいいんだって。なんで入りにくくなるような紹介をするんだあの男は！

  

  

  「长期没来上学，是指小依吗？」

  「長い間学校に来れてなかったって、小依の事じゃね？」

  「是啊，听说她生病住院了」

  「だよねー、なんか病気にかかっただかで入院しているって聞いてたけど」

  

  

  　而且被发现了！？　如果只是瞎猜的话，那他的直觉也太好了吧！　啊啊，真不想进去，真想直接跑回家。

  　しかもバレてるのかよ！？　当てずっぽうだとしたら勘が良すぎるだろ！　ああ入りたくない、このままダッシュで帰りたい。

  

  

  「也就是说，小依正在那扇门后面听着刚才的开场白，思考着自我介绍的内容」

  「って事は小依はあの扉の後ろで今の前フリを聞いて自己紹介を考えてるわけだ」

  「等她进来后，我们给她鼓掌吧」

  「入ってきたらスタンディングオベーションしてやろうぜ」

  「每说一句话就吹口哨怎么样？」

  「一言喋る度に指笛するか？」

  「好主意」

  「いいねぇ」

  

  

  　完了。这完全就是要把我和瑛T一起当成小丑的节奏。我真不想进去。

  　終わったわ。これ完全にアキTと二人一緒くたにピエロにされる流れだ。入りたくなさすぎるんだわ。

  

  　话说，我听到几个熟悉的声音。我一年级的时候和几个人混在一起，他们好像也在这个班里。也就是说，我被分配到了一个性格恶劣的家伙聚集的班级里。真讨厌啊！！！

  　てか、聞き覚えのある声がちらほら聞こえる。俺が一年の頃につるんでた連中が何人かいるらしい。性格悪い奴らが集められたクラスに俺も配属になったって事か。嫌だなあ〜！！！

  

  　……也不能一直呆呆地站在这里。虽然我死都不想进去，但这样下去瑛T可能会过来强行抓住我的胳膊，所以还是在那之前自己进去吧。

  　……いつまでもここで立ち尽くしている訳にもいかないか。死ぬほど中に入りたくないが、このままだとアキTがこっちに来て無理やり腕を掴んできそうだし、そうなる前に自分の意思で教室に入ろう。

  

  　我咽了一口唾沫，下定决心，把手指放在门上，跨过一年没进过的教室门槛……右脚踏进去的瞬间，门被我踢了一下，发出了声音，我真是做什么都不顺利啊。

  　一度唾を飲み、覚悟を決めて戸に指をかけ、一年ぶりの学校の教室の敷居を跨いだ。……右足を踏み入れる瞬間に戸を蹴ってしまい音を立ててしまった、もう何もかも上手くいかないな俺って。

 
  4話「気持ち悪い」

  第4话「恶心」

  　我一进教室，同学们看到我后都陷入了沉默。虽然我穿着男生的制服，但头发很长，脸也变成了女人，我能感觉到他们困惑的心情。

  　教室に入ると、俺の姿を見たクラスメート達が一斉に押し黙った。男の制服を着てはいるが、髪は長いし顔面も女になってるしで困惑してるのを感じ取った。

  

  　那家伙，剃光头了啊。说起来他好像是棒球部的，脸比一年级的时候成熟多了。

  　アイツ、坊主にしたんだ。そういえば野球部だっけ、一年の頃よりずっと大人っぽい顔つきになってるな。

  

  　那个女生……是之前那个胖胖的女生。一年里瘦下来了，感觉很可爱。

  　あの女子は……前まで太ってた子だ。一年間で激ヤセしてなんか可愛い感じになってる。

  

  　和我差不多矮的家伙现在好像是这个班里最高的。和以前相比，他的身体变得很结实。

  　俺と同じくらいチビだった奴は今ではこのクラスで一番背が高そうだ。以前とは見違えてガッシリした身体をしている。

  

  

  「啊」

  「あっ」

  

  

  　是咲那。她和我同班啊。

  　咲那だ。アイツと同じクラスだったのか。

  

  　……感觉她好像变得有点强势了？以前明明像只小狸猫，现在却用锐利的眼神直勾勾地盯着我。

  　……なんか、少しばかり気が強そうな感じになってる？以前は小さなたぬきみたいだったのに、鋭い目つきで俺の事を真っ直ぐ睨んでいる。

  

  　腿好长啊。身体也很修长，现在咲那的身高应该比我高吧。真讨厌啊，光是想象着要抬头看着咲那说话就觉得屈辱。

  　足、長いな。胴体も長い、今はもう咲那の方が背が高いんだろうな。嫌だなあ、咲那を見上げながら話すとか考えるだけで屈辱的だ。

  

  　哎呀，不好。我一个一个地在心里描述着一年没见的熟人的样子，结果时间就过去了。班上的人用奇怪的眼神看着我。得自我介绍一下才行。

  　っとと、いけね。一年ぶりに見る知り合いの姿に一つ一つ感想を胸中で述べていたら時間が経っていた。クラスの人らが奇異の目を向けている。自己紹介しなきゃだ。

  

  　……需要自我介绍吗？我又不是转校生。不过瑛T让我做，那就做吧。

  　……自己紹介なんかいるか？　俺、別に転校生でもなんでも無いんだけど。まあアキTにやれって言われたんだし、やるか。

  

  

  「啊……那个，嗯。我变成女人了，我是冬浦小依」

  「あー……えっと、まぁ。女になりましたー、冬浦小依でーす」

  

  

  　我试着用轻松的语气说。但大家都没有反应。诶，好尴尬，这气氛是怎么回事。

  　緩い感じで言ってみた。なんの反応も返ってこない。え、キツいんですけど、なにこの空気。

  

  

  「冬浦同学……？」

  「冬浦くん……？」

  「！哦，哦！好久不见啊广田，小六以来就没见过了！」

  「！　お、おう！　久しぶりー廣田、小六ぶり！」

  

  

  　离我最近的女生广田向我搭话了。小六的时候我们同班，我记得我们还一起当过委员吧。

  　一番近くにいた廣田って女子が俺に声を掛けてくれた。小六の時に同じクラスだった女子で、確か委員会が一緒だったんだよな。

  

  

  「失礼了」

  「ちょいと失礼」

  「啊？……好痛！？」

  「あ？　……いっだぁ！？」

  

  

  　坐在窗边座位上的，初一时经常混在一起的男生突然走过来扯我的头发。我还以为要掉下来了，这家伙搞什么啊！？

  　窓側の席に座っていた、中一の頃につるんでいた男が歩いてきて急に俺の髪を引っ張ってきた。抜けるかと思ったー、なんだコイツ！？

  

  

  「哇，是真发！」

  「うわ、地毛だ！」

  「那当然了你干什么啊！？」

  「当たり前だろてめぇ何しやがる！？」

  「不不，因为，对吧？」

  「いやいや、だって、なぁ？」

  「啊！？」

  「あ！？」

  「变成女人了，怎么回事……？」

  「女になったって、どういう……？」

  「整容了？」

  「整形とか？」

  「那也太莫名其妙了吧？小依是性别认同障碍吗？」

  「それは意味分からなくね？　小依って性同一なんとかなの？」

  「话说性别能变吗？把鸡巴切掉了吗？」

  「てか性別変えるとか出来んの？　ちんこ切ったって事？」

  「喂，别聊这么恶心的话题啊！」

  「ちょっ、気持ち悪い話しないでよ！」

  

  

  　哦。突然沉默的同学们开始说话了。他们把我扔在一边，各自发表自己的意见。瑛T说「喂喂，小依依被晾在一边了哦！」，于是大家的视线都集中到我身上。

  　おー。急に黙りこくっていたクラスメート達が喋り始めた。各々自分が思う意見を俺を放って話し合う。アキTが「こらこら、こよりんが置いてけぼり食らってるぞー！」と言ったせいでこちらに目線が集まった。

  

  　……我该说点什么吗？　我也没什么想说的。

  　……何か言った方がいいのだろうか？　別に言いたい事とか特に無いんだけど。

  

  

  「虽然身体变成女人了，但内心还是男人！希望大家能把我当男人对待」

  「体は女になっちまったんだけど、中身は男のままなんで！　普通に男として接してくれたら嬉しいっすわ」

  

  

  　我试着用不伤人的说法解释，以前就认识我的同学接受了。太好了，我还以为会被当成人妖孤立，大家比我想象的要温柔得多。

  　当たり障りなくそう言うと、クラスの連中で前から付き合いのあった奴らは俺の言葉を受け入れてくれた。よかった、てっきりオカマ扱いされて孤立すると思っていたのだが、想定よりもずっと皆優しかった。

  

  

  「那小依依的座位就是这一排的最后！有一个空座位吧？就是那里！」

  「じゃあこよりんの席はこの列の一番後ろな！　ひとつ空いてる席あるだろ？　そこ！」

  「了解」

  「了解す」

  

  

  　我走向瑛T说的座位。旁边是一个看起来很认真的男生。

  　アキTに言われた席まで歩く。真面目そうな男子の横だ。

  

  

  「请多关照，冬浦同学」

  「よろしくね、冬浦さん」

  「请多关照。啊，别叫我同学好吗？

  「よろしく。あ、さんって呼ぶのやめてくんね？

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　我坐下后突然被搭话，我回应了他，顺便纠正了他的称呼。与其被男人叫冬浦"同学"，还不如直接叫名字。

  　座ったら急に挨拶されたのでそれに返し、ついでに呼び方に対する指摘も行う。冬浦"さん"って男に呼ばれるくらいなら呼び捨てにされた方がずっとマシだ。

  

  

  「同学是对女性的称呼吧。别这么叫了，直接叫我冬浦吧」

  「さん付けって女に対して呼ぶ呼び方だろ。それやめろ、普通に冬浦って呼んでくれ」

  「哎，你是女生吧？」

  「え、女子だよね？」

  

  

  　啊？这家伙怎么突然说这种话，故意挑人毛病。

  　あ？　なんだこいつ、ピンポイントで人のイラつく琴線を爪弾きやがった。

  

  

  「虽然身体是女人！但我不是女生！！我是男人！」

  「体は女だけど！　女子じゃねえから！！　俺は、男なの！」

  「哎？不不不，身体是女人的话就是女生吧。你在说什么呢？」

  「え？　いやいや、体が女の人なら女子でしょ。何言ってんの？」

  「……你烦不烦啊。我可以揍你吗？不，我要揍你了」「喂喂，别刚复学就吵架啊小依依！」

  「……うっざいなお前。ボコっていいか？　てかボコるわ」「おいおい復帰初日に喧嘩するなよこよりん！」

  

  

  　我刚抓住旁边男生的胸口，瑛T就过来劝架了。不知为何只有我被架住。

  　隣の男子の胸ぐらを掴んでやったらアキTが仲裁にやってきた。何故か俺だけ羽交い締めにされる。

  

  

  「为什么是我啊！明显是这家伙说的轻蔑的话不对吧，放开我！！」

  「なんで俺なんだよ！　明らかにこいつが舐めた事言ってるのが悪いだろ離せや！！」

  「喂喂，怎么会……你说了什么啊仓坂？」

  「おいおいそんな……何を言ったんだよ倉坂？」

  「我只是普通地打招呼而已！请多关照，冬浦同学」

  「普通に挨拶しただけですよ！　宜しく、冬浦さんって」

  「所以说，同学是对女性的称呼吧！别这么叫啊！！！」

  「だからっ、さん付けすんのは女に対する呼び方だろ！　やめろよそれ！！！」

  「好了好了冷静点。对女性的称呼，称呼不分男女的」

  「まあまあ落ち着いて。女に対する呼び方って、呼び方に男も女も無いぞ」

  「怎么想都有吧！？男人会用同学称呼男人吗！？」

  「どう考えてもあるだろ！？　男が男をさん付けで呼ぶか！？」

  「你们是同班同学吧？这点小事就原谅他吧！成熟点啊，小依依」

  「同じクラスの仲間だろー？　それくらい許してやらないと！　大人になりなよ、こよりん」

  「啊！？为什么说得好像我有问题一样！？」

  「はあ！？　なんで俺がおかしいみたいな言い方するんだよ！？」

  

  

  　我无法接受，于是对瑛T也发了火，但最后我以少数服从多数的形式输给了那个叫仓坂的男生和瑛T，当场被盖上了我有问题的烙印。

  　納得出来ないのでアキTにも食ってかかったが、結局俺は多数決に負ける形で倉坂とかいう男子にもアキTにも負け、俺がおかしいという烙印をこの場で押された。

  

  　或许是因为刚复学就惹事，也或许是因为我初三了，那天谁都没有直接跟我说话。

  　復帰していきなり問題を起こしたせいか、中三という時期もあってかその日は誰も俺に直接話しかけてくることはなかった。

  

  　以前的狐朋狗友也是，一和我对上眼就移开视线。

  　昔つるんでた奴らも、俺と目が合うと目を逸らしてくる。

  

  　……住院时感受到的孤独感，出院后也没有消失。

  　……入院中に感じていた孤独感は、退院した後も払拭されなかった。

  

  

  　悲观的想法只持续到一周前。过了一周，以前的狐朋狗友也渐渐愿意和我说话，转眼间我就融入了男生的圈子里！

  　と、悲観的になっていたのも1週間前までの話である。1週間も経つと段々と昔のツレは俺とも話してくれるようになって、あっという間に俺は男連中の輪に入れるようになった！

  

  

  「今天去哪玩？」

  「今日どこ遊びに行くよ？」

  「乐天一郎怎么样？北中的家伙离得近，叫他们来也行」

  「ラウワンで良くね？　北中の奴らも近いし呼べば来るっしょ」

  「小依，教我怎么连招！」

  「小依〜、ここのコンボの繋げ方教えてや！」

  「哦，给我看看。我边操作边教你」

  「お〜、貸してみ。操作しながら教えるでさ」

  

  

  　我和恢复关系的初一的狐朋狗友在休息时间聚在一起，各自聊着天。

  　関係性を回復した中一の頃のツレ達と休み時間中1箇所に固まり、各々が会話を交わす。

  

  　仓坂虽然很认真，但似乎不太会看气氛，这个班上的人对他都很冷淡。

  　どうやら倉坂は真面目ではあるものの、少々空気を読むのが苦手なタイプらしくこのクラスでは白い目で見られていた奴らしい。

  　我因为和这种人吵架，所以有一瞬间被当成和他一个水平的阴角。对付杂鱼的只有同等级的杂鱼，真是遗憾。

  　そんな奴と喧嘩をするから一瞬だけ、同レベルの陰キャという扱いを受けていたという訳だ。雑魚の相手をするのは同レベルの雑魚って理屈だな。めっちゃ心外。

  

  

  「那、那个，那是我的座位……」

  「あ、あの、そこ私の席……」

  「啊？等一下，我正在连招」

  「あー？　ちょっと待ってね、コンボ繋げてっから」

  

  

  　一个看起来很老实的女生，向在我旁边玩Switch的男生搭话。我身边的人在这个班上似乎都有发言权，女生不敢对男生说话，只能默默等着他连招。

  　控えめそうな女子が、俺の隣で身を寄せるようにしてSwitchをガチャガチャやっている男に話し掛ける。俺のツレは全員このクラスでは発言力のある連中らしく、女子は男に口出しする事が出来ずそのままコンボを繋げられるのを黙って待っていた。

  

  

  「啊哈哈，抱歉啊。这家伙是个一旦决定要做，就一定要做到底的顽固家伙。原谅他吧」

  「あはは、ごめんねー。コイツ、やるって決めた事終えるまで動けない頑固野郎だからさ。許してやってね」

  

  

  　在后面干等着也挺可怜的，为了告诉她暂时不会结束，我出于好心向女生搭话。

  　後ろでただ待っているのも可哀想だし、しばらく終わりそうにないよって言うのを教える為親切心で女子に話し掛ける。

  

  　女生盯着我的脸，小声说了些什么后就离开了。什么情况？我出于好心和她搭话，她却摆出那种态度，太没礼貌了吧？

  　女子は俺の顔をじっと見ると、小さな声で何かを吐き捨てて去っていった。なんなんだ？　優しさで話し掛けてやったってのにあの態度、失礼じゃね？

  

  

  「啊！！！连不上！！！这什么烂游戏！这什么烂角色啊！！」

  「がー！！！　繋がんねーっ！！　んだよこれクソゲー！　つぅかクソキャラじゃん！！」

  「这角色攻击范围比其他角色短，要打中也很难调整吧。你为什么想玩这个角色啊」

  「そりゃ他のキャラよりリーチ短ぇし当てれるフレームの調整もムズいだろ。なんでこのキャラ極めたいんだよ」

  「因为很可爱啊！！！」

  「可愛いだろうが！！！」

  「可、爱……？」

  「かわ、いい……？」

  

  

  　可爱吗？这种像粉红色气球一样的角色？我搞不懂他的审美。

  　可愛いのか？　こんなピンク色の風船みたいなキャラが？　感性わっかんね〜。

  

  

  「别管这个了，用我这个角色吧。和你角色系统相同，而且还是蒂雅」

  「それよかこっちのキャラ使えよ。同系統のコンボ組めて尚且つティアだぜ」

  「啊？现在的操作能连上吗？」

  「あー？　今の操作で繋がんの？」

  「嗯。攻击范围也广，第一击很容易打中对手」

  「おう。間合いも広いから初撃で相手を拾いやすいし」

  「好，我试试！！」

  「おっし、やってみるわ！！」

  

  

  　朋友换了角色后再次潜入房间，我则在一旁玩手机。老师差不多要来了。不过接下来是教国语的懦弱大妈，应该没必要在意。

  　操作キャラを変えてまた部屋に潜る友達の横でスマホを弄る。そろそろ先生が来る時間か。でも次は国語の気弱なおばさん教師だから気にする必要も無さそうだな。

  

  

  「喂香坂，你的面包分我一口」

  「おい香坂、そのパン一口寄越せよ」

  「啊？我吃过了」

  「は？　食いかけだけど」

  「我们都是男的，别在意啦」

  「男同士だろうが、気にしねえよ」

  「不不不，你又没有小鸡鸡」

  「いやいや。お前ちんこ無いじゃん」

  「信不信我揍你？」

  「ぶん殴るぞ？」

  「啊哈哈哈！你是在意和小依间接接吻吗？你是同性恋吗！」

  「だはははっ！　お前小依と間接キスする事気にしてんの〜？　ホモじゃん！」

  「什么！？」

  「なっ！？」

  「呐？这家伙是同性恋吧？好恶心啊」

  「な〜？　コイツホモだよな？　気持ちわりぃ〜」

  「才不是！真是的，给你一口，真的只有一口啊？你每次都把我的面包全吃光！」

  「ホモじゃねえわ！　ったく、じゃあ一口やるけど、まじで一口だけな？　お前毎回全部食いやがるじゃん！」

  「我开动了！！！」

  「いっただっきま〜す！！！」

  「看吧，全吃光了！！！去死吧你这个小屌男！！！这可是早上不排队就买不到的面包啊！！」

  「ほら全部食った！！！　死ねよてめぇまんこ野郎がよ〜！！！　それ朝並ばないと買えないやつなんだぞ！！」

  「嚼嚼嚼。嗯！这味道确实值得排队，但第二个就吃不下了。3星」

  「もぐもぐぐ。ん〜！　並ばないと食えない美味みがぎっしり詰まってたわ。でも二個目以降はいらん味だな。星3」

  「你烦不烦啊！！？」

  「うざすぎるなあ！！？」

  

  

  　我笑着把香坂每天早上排队买来的限量蒸面包全部吃光，香坂见状发了火。他身后的神崎见状，从背后架住了香坂。

  　ツレの香坂が毎朝並んで買ってくる数量限定の蒸しパンを全部食し笑ってやると香坂が癇癪を起こした。怒る香坂の背後にいる神崎って奴に香坂を羽交い締めにさせる。

  

  

  「嘿嘿，我要阉了你这个小屌男」

  「うぇーいホモチンは去勢しま〜す」

  「你这混蛋，快住手啊小依！！！」

  「てめっ、やめろや小依！！！」

  「快上啊！把他阉了！」

  「やれやれ！　潰しちまえ〜！」

  「别乱动啊小依，我操作不了了！！！」

  「操作ブレるから暴れんなよ小依！！！」

  

  

  　我用电击按摩法攻击香坂的股间。果然升上三年级后，这些家伙的蠢样还是没变！哎呀，我一开始还以为这个班都是问题儿童，绝对是个地雷班，结果反而让我轻松了不少。毕竟他们不会把我当女人看待。

  　香坂の股間を電気あんましてやる。やっぱり三年になってもコイツらの馬鹿さ加減は変わらないな！　いや〜、最初は問題児が集められたクラスとか絶対地雷だろって思ってたけど、かえって気が楽だぜ。コイツらは俺を女扱いしないしな〜。

  

  

  「恶心，你这婊子」

  「キモ。ビッチじゃん」

  「啊？」

  「あ？」

  

  

  　刚才教室里不知是谁，朝着我们，不，明显是朝着我喊了“婊子”这个词。

  　今、教室のどこかから俺らに向けて、というか明らかに俺個人に向けて"ビッチ"って単語を言ってきた女がいた。

  

  　我停止对香坂的电击按摩，看向声音传来的方向。一群女生聚在一起，刚才和我说话的女生和咲那也在其中。

  　香坂に電気アンマするのをやめ、声がした方を見る。複数人の女子が固まっているのが見えた。そこにはさっき俺が声をかけた女子も、咲那も居る。

  

  

  「抱歉，我可能听错了。刚才有人叫我婊子吗？」

  「ごめん、聞き間違いかもしんないけど。今誰か俺の事、ビッチっつった？」

  「……」

  「……」

  

  

  　女生们一言不发，用冰冷的目光看着我。刚才的女生和咲那也是。

  　女達は何も言わず黙って俺に冷たい目を向けている。さっきの女も、咲那ですら。

  

  

  「怎么了？小依」

  「どうしたー？　小依」

  「没什么，刚才她们之中有人叫我婊子」

  「いや。今コイツらの誰かが俺の事ビッチって言いやがったんだよ」

  「啊？婊子？为什么？」

  「はあ？　ビッチ？　なんで」

  「就是说这个脑袋空空的蠢女人，擅自以为我和你们有一腿」

  「脳みそ入ってねぇ愚鈍女が、俺とお前らがやってるって勝手に思い込んでるって事だろ」

  「我和你们？刚才明明还在说我们是同性恋呢？」

  「俺らがお前と？　たった今ホモだなんだって騒いでたのに？」

  「很奇怪吧，男人怎么可能对男人发情啊，更何况还是小依……呕，恶心死了」

  「おかしいよな。男が男相手に欲情するわけねえのにさ。ましてや小依相手に……オエッ、気持ち悪」

  「我也是敬谢不敏啊。话说，我们明明是这种关系，只是和你们在一起而已，就被叫成婊子了」

  「俺だって願い下げじゃ死ねや。って、俺ら同士はそんな感じなのに、俺がお前らと一緒にいるってだけでビッチらしい」

  「真蠢」

  「アホやん」

  「蠢是说人的话，所以不对。脑袋里装的都是大便吧」

  「アホって人間に言う言葉やから違うな。頭蓋骨に下痢便でも積んでんじゃねえの」

  「连生物都不是了」

  「生き物ですらないやんけ」

  「不过脑子确实不正常，脑子有病。没办法，女人就是蠢嘛」

  「まあロクな思考回路はしてねえよな。頭イってるわシンプルに。まあ女って馬鹿やししゃーない」

  「这就是男尊女卑！不好哦，会被网络舆论围攻的」

  「それ男尊女卑ってやつだ！　良くないぜ〜、ネットで炎上するぞ」

  「啊哈哈！要是被查到住址，就把煽风点火的账号截图出来，然后自杀！这样一来，那些家伙也会被围攻的！」

  「ぎゃははっ！　それで家とか特定されたら煽ったアカウントのスクショ晒して自殺するわ！　したら連鎖してソイツらも炎上するっしょ！」

  

  

  　男生们自顾自地笑成一团。女生们听了他们的对话，更加无语了。不过这些都无所谓，我把手搭在刚才和我说话的女生的肩膀上。

  　勝手に男連中が盛り上がって笑い合う。その会話内容を聞いて余計に女連中が呆れ返っていた。だがそんなのはどうでもいい、俺はさっき話し掛けた女子の肩に手を置く。

  

  　那个女生身体一颤，原本瞪着我的眼神也变得胆怯起来。

  　その女子はビクって体を揺らして、睨んでいた俺への目付きを怯えに変えた。

  

  　明明自己个子那么高，只是因为对方是男人就害怕成这样。真是个逊爆的女人。背地里说人坏话的家伙，一旦被人当面指责就会变得畏畏缩缩。既然害怕，一开始就别得意忘形啊，这家伙到底想干嘛。

  　自分のが背が高いのに、中身男ってだけでここまで怯えるもんなんだな。ダセェ女、コソコソ陰口言う奴って、面と向かって何か言われると萎縮するよな。怖がるなら最初から調子乗らなけりゃいいのに、何がしたいんだろうなこいつ。

  

  

  「刚才说我是婊子的人，是你吗？」

  「俺に舐めた事言ったの、お前？」

  「不、不是」

  「ち、ちがう」

  「那你刚才小声说了什么？我没听清，不过从嘴型来看，你好像说了“婊子”？」

  「じゃあさっき小声でなんて言ったの？　よく聞こえなかったけど、アレ口の動き的に"ビッチ"って言ったように思えるんだけど？」

  「……」

  「……」

  「喂，你有长嘴吗？除了含鸡巴的功能以外，还有更新吗？」

  「おーい。お口付いてるよねー？　ちんこしゃぶる機能以外アプデしてないのかなー？」

  

  

  　我一挑衅，背后的男生们就哈哈大笑起来。我也跟着笑了。

  　挑発をカマしたら背後で男達がギャハハハッと笑い出した。俺も釣られて笑う。

  　我抓住那个女生的下巴摇晃，她似乎害怕到了极点，哭了出来。背后的男生们说着“啊，把她弄哭了”。

  　その女の顎を掴んで揺らすと、怯えが限界に達したのか女は泣き出した。背後にいる男連中は「あーあ、泣かした」とか言っている。

  

  

  「怎么办，在老师来之前让她别哭了比较好吧？」

  「どうすんの、教師が来るまでに泣き止ました方が良くね？」

  「好麻烦啊。算了，下一节课就翘掉吧。国语这种东西，不学也不会不及格吧」

  「だりぃな。いいや、次の授業はサボろうぜー。国語なんか勉強しなくても赤点取らねえだろ」

  「我可不行！我对国语没自信！！」

  「俺かなりしんどいが！　国語自信無し！！」

  「那香坂你一个人留下来学习吧。我们三个随便找个地方抽烟去」

  「じゃあ香坂だけ残ってお勉強な。俺ら三人はテキトーにどっかでタバコ吸ってるわ」

  「别开玩笑了，这不就是排挤和霸凌吗！我也要加入！」

  「ざっけんな仲間はずれとかいじめじゃん！　俺も混ぜろ！」

  「你给我好好学习」

  「お勉強しとけ」

  「不要！」

  「嫌だ！」

  「那你就努力过上初中毕业的人生吧」

  「じゃあ中卒人生がんばろーな」

  「啊，话说你毕业后不是要在你爸的公司工作吗？那就不需要学习了吧？」

  「あ、つぅかお前卒業したら親父の会社で働くんやろ？　勉強要らんくない？」

  「确实」

  「確かにな」

  「话说来学校也没什么意义啊」

  「てか学校来る意味あんま無いよな」

  「是啊。那你为什么在这里？」

  「そうだな。なんでお前ここにいんの？」

  「这不就是真正的霸凌吗！？别说这么伤人的话啊！！！」

  「本格的にいじめやろ！？　寂しい事言うなよお前ら〜！！！」

  

  

  　我们把哭出来的女生扔在一边，一个接一个地准备离开教室。

  　泣き出した女を放ってゾロゾロと教室から出て行こうとする。

  

  

  「碍事」

  「邪魔」

  「哇！？」

  「うわっ！？」

  

  

  　途中，神崎踢飞了动作迟缓的仓坂，让他让开了路。香坂和玩游戏的山本也踢了仓坂的桌子，踩着散落的文具。我因为觉得他很可怜，所以没有踩他，毕竟我们是邻桌。

  　途中、動きがトロくて中々退こうとしない倉坂を神崎が蹴飛ばして退かした。香坂も、ゲームをやっていた山本も倉坂の机を蹴って散らばった文房具を踏んでいく。俺は可哀想なので踏まないでおいた、隣の席のよしみでな。

  

  

  「婊子！！！」

  「ビッチ！！！」

  「……杀了你哦，虽然不知道你是谁」

  「……殺すぞ、誰だか知らねえけ、ど」

  

  

  　背后有人大声喊了婊子，我回头确认是谁。

  　背中に向けて大きな声でビッチと言い放たれたので、振り向いて言った相手を確認した。

  

  　从椅子上站起来，用充满敌意的眼神瞪着我的人，是咲那。

  　椅子から立って俺に向けて強い敵意の目線を向け睨んできていたのは、咲那だった。

  

  

  「咲那……？」

  「咲那……？」

  「你一直装成男生，说是因为隐瞒自己是女生所以生病了，打扮成男生，勾引男人！！」

  「ずっと、男のフリして、女である事を隠せなくなったから病気にかかったって嘘吐いて、男の格好して、男に擦り寄って！！」

  「啊，啊？你在说什么？」

  「は、は？　何言ってんのお前」

  「男人变成女人？怎么可能有这种病！」

  「男が女になる？　そんな病気、あるわけないじゃん！」

  

  

  　咲那明确地断言我的情况是谎言，大声指责我。

  　咲那の口からハッキリと、俺の事情を嘘と断じ糾弾する言葉が飛ぶ。

  

  

  「现在回想起来，小依是个很娘的家伙。总是和一群人混在一起，觉得自己很厉害，初一的时候和小学的时候也是这样！因为看水濑同学不顺眼，就利用关系好的人一起欺负水濑同学！」

  「今思えば小依って随分女々しい奴だったよね。いっつも群れて強い気になって、中一の時とか小学生の時もそうだったし！　水瀬くんが気に食わないからって、仲良い人を使って皆で水瀬くんをいじめたりね！」

  「啊？为什么突然提到水濑？你在说什么？」

  「あ？　なんで水瀬の話が出てくるんだよ。お前何言って」

  「只是举个例子。你从以前开始就总是和声音大或者可怕的人站在一起，摆出一副了不起的样子！！明明一个人什么都做不了，却结党营私欺负弱小的人！！！女人的身份暴露后就打扮成男人，拉拢男人，自以为是老大？我从以前开始就最讨厌你这种地方了！！」

  「ただの一例だし。昔っからいっつも声が大きい人や怖い人を味方につけてふんぞり返って！！　一人では何も出来ない癖に仲間を作って弱い立場の人をいじめて！！！　女バレした後は男の格好して男を味方につけてボス女気取り？　そういう所、昔っから大っ嫌いだった！！」

  

  

  　这是我有生以来第一次听到咲那充满敌意的话语。听到这些话，我感到脑袋突然发热。

  　生まれて初めて受けた、咲那からの敵意が籠った言葉。それを食らって、急激に頭の方に熱が登っていくのを感じた。

  

  

  「……你和那个在哭的蠢女人一样，脑子都坏掉了吗？别用你的臆测胡说八道了，垃圾女……话说，我才是最讨厌你了！从以前开始就一直！！」

  「……そこで泣いてる馬鹿女と同じようにお前も脳みそ腐ってるん？　思い込みでガチャガチャほざいてんじゃねえぞゴミ女。……つぅか、俺の方こそお前なんて嫌いだったし！　昔からずっと！！」

  「啊，是吗！我早就知道了！！因为你讨厌我，所以故意摆出让我误会的态度，和我装作关系很好吧！」

  「あっそ！　そんなのずっと分かってたっての！！　嫌いだから私の事わざとその気にさせるような態度取って、仲良しごっこしてんでしょ！」

  「哈？误会？」

  「は？　その気にって」

  「我已经不想再听你说话了！你这种人就和那群不良少年一起一辈子玩无聊的游戏吧！恶心的伪娘！！！」

  「もうなんにも聞きたくない！　あんたなんかそこの不良共と一生くだらない付き合い続けてればいいじゃん！　気持ち悪いオカマ野郎！！！」

  

  

  　听到这句话的瞬间，我差点把仓坂的椅子扔向咲那。最早注意到的香坂慌忙抓住椅子，我才没有扔出去。

  　それを言われた瞬間、俺は倉坂の椅子を持って咲那にぶん投げそうになった。それにいち早く気付いた香坂が慌てて椅子を掴んできて、投げずに済んだ。

  

  　但是，我明显产生了想要伤害咲那的强烈意识，这让我产生了罪恶感。咲那用仿佛要被我杀死的表情看着我。她很害怕。

  　だが、明らかに咲那を加害してしまおうと強い意識が働いた事に罪悪感が湧いた。咲那は、まるで俺に殺されそうになったかのような表情で俺を見ていた。怯えていた。

  

  　我逃也似的离开了教室。

  　俺は逃げるように教室を出て行った。

 
  5話「ブラを買う」

  第5话「买胸罩」

  『女人　歇斯底里　青梅竹马』

  『女　ヒステリック　幼馴染』

  

  

  　咲那的骤变让我很在意，放学后我用各种关键词搜索，试图理解咲那难以理解的精神。

  　咲那の豹変が気になったので、学校が終わった後俺は色んなワードで検索をかけて咲那の不可解な精神を理解しようとした。

  

  　结果，搜索到的只有青梅竹马变成恋人的人在晒恩爱的Yahoo知识袋，以及鬼女之类的网络报道和杂谈讨论版，没能得到有用的情报。

  　結果、検索に引っかかるのは幼馴染から恋人になった人の惚気みたいな内容のYahoo知恵袋とか、鬼女がどうとかってネット記事とか雑談掲示板が引っかかるくらいで。それらしい有益な情報を得る事は出来なかった。

  

  

  「说起来小依，你内衣之类的还是用男性的吧？」

  「そういえば小依くん、下着とかって男の頃の物を使ってるよね？」

  

  

  　我放下手机伸懒腰时，和擅自打开房门的诚也先生对上视线。我把手机举到面前回答。

  　スマホを置いて伸びをしていたら部屋のドアを勝手に開けてきた誠也さんと目が合った。スマホを顔の前に持ってきつつ返答する。

  

  

  「是啊。话说别擅自进来，麻烦敲门。」

  「そうですけど。てか勝手に部屋入んな、ノックしてください」

  「要买内衣吗？」

  「買いに行く？　下着」

  「啊？」

  「は？」

  「就是胸罩之类的。听说不好好穿也不行……」

  「いや、ほらブラジャーとかさ。ちゃんと着けないと良くないって言うし……」

  「你觉得有必要吗？」

  「必要だと思います？」

  

  

  　诚也先生盯着我的胸部看。虽然是我诱导他这么做的，但感觉好恶心……不过我不会抱怨，因为太不讲理了。

  　誠也さんがじっと俺の胸を見てくる。そうするように誘導したのは俺だけど、なんか気持ち悪いな……まあ理不尽だからそんな文句は言わないけどさ。

  

  

  「我不太清楚，但就算小，还是穿比较好吧？」

  「よく分からないんだが、小さくても一応ちゃんと着けた方がいいんじゃないかい？」

  「不需要吧，又不会有什么困扰。」

  「要らないでしょ。別に何も困ってないし」

  「真的吗？不会摩擦到痛吗？」

  「本当？　擦れて痛いとかはない？」

  「啊……体育课的时候，体操服直接碰到乳头会痛。但也就这种程度而已」

  「あー……まあ体育の時は、体操服が直に乳首に当たって痛かったっすけど。でもそんな程度のことで」

  「乳头好像会掉哦」

  「乳首、取れるらしいよ」

  「哎…………哎？」

  「えっ…………え？」

  

  

  　会掉？乳头？

  　取れる？　乳首が？

  

  

  「真的吗？」

  「まじすか？」

  「真的」

  「まじです」

  「乳头？」

  「乳首が？」

  「乳头」

  「乳首が」

  「……会痛吗？」

  「……痛い？」

  「应该很痛吧」

  「そりゃ激痛だろうね」

  「不不不，不不不不不不。男人又不戴胸罩！照你这么说，男人岂不是乳头掉个不停！」

  「いやいや、いやいやいやいや。男はブラしてないじゃないっすか！　その理屈で言えば男なんて乳首ポロポロ落としまくってることになるでしょ！」

  「因为男人的胸部是平的嘛」

  「男は胸真っ平らだからね」

  「我也差不多啊！」

  「俺も大差無いですよ！」

  「不，再怎么说也不至于是平的吧。虽然小但还是有隆起的」

  「いや流石に真っ平らでは無いでしょ。小さいけど膨らんでるじゃないか」

  「有肌肉的男人也差不多这么大啊！」

  「筋肉ある男ならこれくらいあるし！」

  「有肌肉的男人也会在乳头上贴创可贴哦」

  「筋肉ある男の人も乳首に絆創膏貼ってるよ」

  「真的假的！？」

  「まじすか！？」

  「真的」

  「まじです」

  

  

  　原、原来是这样……！我都不知道。创可贴啊……

  　そ、そうだったのか……！　知らなかった。絆創膏か……。

  

  

  「那我也贴创可贴吧」

  「じゃあ俺も絆創膏貼りますよ」

  「每天都要换，开销会很大哦」

  「毎日貼り替えるとなると出費がかさむよ」

  「唔、唔……」

  「ぐ、ぐぅ……」

  「我可不想看到自己的孩子因为乳头掉下来导致出血过多被送到医院……」

  「僕は、自分の子供が乳首を落っことして出血多量で病院に運ばれる姿なんて見たくないな……」

  「出血、过多……！？」

  「出血、多量……！？」

  

  

  　我想象了一下，顿时毛骨悚然。感觉脸上血色尽失。会、会出血这么多吗？不过乳头确实离心脏很近！

  　想像してゾッとした。顔から血の気が引いていく感じがした。そ、そんなに出血するのか。でも確かに、心臓に近いもんな乳首って！

  

  　可、可是，胸罩这种东西只有女人才会穿吧？穿了胸罩，我作为男人的尊严……

  　し、しかし、ブラジャーなんてまさしく女しか身に付けない物だろ？　それを身につけるとなると、こう、男としてのプライドが……。

  

  

  「……没有别的东西能代替胸罩吗！」

  「……ブラジャーの代わりになる物ってないんすか！」

  「没有。内衣和背心的摩擦力太大，乳头会掉下来的」

  「ないね。肌着やタンクトップだと摩擦が強すぎて乳首が飛んでいってしまうよ」

  「掉下来！？」

  「飛んでいく！？」

  「嗯。会掉下来的」

  「うん。ポロッとね」

  「好痛好痛好痛！！！」

  「痛い痛い痛い！！！」

  

  

  　我捂着胸口惨叫起来。笨蛋，害我稍微想象了一下！鸡皮疙瘩都起来了……！

  　胸を抑えて悲鳴を上げる。ちょっと想像しちゃったじゃねえか馬鹿！　鳥肌立つわ……！

  

  

  「小依，我们去买吧。现在这个瞬间，你的乳头也正承受着衣服的压迫，背负着被扯掉的风险。得赶紧让它解脱」

  「買いに行こう、小依くん。今この瞬間だって君の乳首は千切れ飛ぶリスクを背負いながらその服の圧迫を耐えているんだよ。早く楽にしてやらないと」

  「呜，看来只能妥协了……在那之前，诚也先生！创可贴！！」

  「くっ、背に腹はかえられねぇか……その前に誠也さん！　絆創膏！！」

  「哎」

  「えっ」

  「哎什么哎啊。要是在去的路上掉下来，岂不是会大量出血？」

  「いや、えっじゃなくて。移動してる間に千切れたら出血多量なんでしょ？」

  「现在就贴创可贴？我们是要去买胸罩啊？」

  「絆創膏付けるの？　今から？　ブラを買いに行くのに？」

  「那还用说，你傻吗」

  「当たり前でしょ馬鹿なんすか」

  

  

  　我将手伸进衣服里，用手掌盖住整个胸部保护乳头，同时用眼神催促诚也先生快点去拿。

  　服の中に手を入れて胸をすっぽりと手のひらで覆うことで乳首を守りつつ、誠也さんに早く取ってこいよという意思を込めた視線を向ける。

  

  　他一边说着「……算了」一边走出房间。什么算了啊，我可是背负着大量出血的风险啊。这家伙真的没有身为父亲的自觉啊，没救了。

  　彼は「……まあいっか」と言いながら部屋から出ていった。何がまあいっかなのだ、人が出血多量のリスクを背負っているというのに。コイツ本当に人の親っていう自覚ないのな、終わってるわ。

  

  

  「来，创可贴」

  「はい、絆創膏」

  「谢了。请放在那里」

  「あざす。そこ置いといてください」

  「嗯。喂，喂喂喂！还有人在啊！！」

  「うん。って、こらこらこら！　まだ人が居るでしょうが！！」

  

  

  　我让诚也先生把创可贴放在桌上，然后迅速脱掉T恤，不知为何诚也先生吓了一跳。这家伙怎么回事，是那种不敢去澡堂的类型吗？

  　絆創膏を机に置いてもらって早速Tシャツをガバッと脱ぐと何故か誠也さんにビビられた。なんだコイツ、銭湯とか入れないタイプ？

  

  　诚也先生慌慌张张地离开了房间，于是我拿出了一张创可贴。我撕开两片一组的创可贴，贴在乳头上。

  　慌てた様子で誠也さんが出ていったので、絆創膏を1枚取り出す。2個セットになっているやつを剥がし、乳首に装着する。

  

  

  「好了」

  「よし」

  

  

  　我好好地盖住了乳头，重新穿上T恤走出房间寻找诚也先生。虽然内心非常不愿意，但事关肉体就无法回避。妥协一下，买个安全的设计……女式内衣不会穿好几天吧？男人的内裤也会每天换的。

  　ちゃんと乳首をカバーし、Tシャツを着直して部屋を出て誠也さんを探す。内心は嫌で仕方ないが、肉体に関わる事ならば避けて通れない。妥協して、無難なデザインの物を……女の下着って何日も着回したりはしないよな？　男でもパンツは一日で履き替えるし。

  

  　至少要买7天分的吧？哇……真讨厌啊。为什么我非得买7件女式内衣不可啊……。

  　少なくとも7日分は買わないとキツいか？　うわぁ……嫌だなぁ。なんで7枚も女物の下着を買わなきゃならねぇんだ……。

  

  

  

  

  「到了」

  「着いたね」

  

  

  　我来到附近的百货公司，在内衣店前和诚也先生并排站着。店内陈列着五颜六色的女性内衣，其中一具穿着内衣的模特儿身上透出水色和粉色的光芒，看上去非常超现实。

  　近場のデパートに足を運び、下着屋さんの前で誠也さんと立ち並ぶ。水色やピンク色などの光が内側から漏れている下着姿のマネキンがシュールな、色とりどりの女物下着を並べた店。

  

  

  「好了，随便选吧」

  「さあ、好きに選んでくるといいよ」

  「我做不到」

  「無理っす」

  「哎」

  「え」

  「我怎么可能进这种闪闪发光的色情店啊」

  「こんなキラキラしてるエロい店に入れるわけないでしょ」

  「色情……这不就是普通的内衣店吗……？」

  「エロいって、ただの下着屋さんだろ……？」

  「那你随便帮我买点内衣吧，我在这等你」

  「じゃあ俺の下着勝手に買ってきてよ。俺ここで待ってるから」

  「这可不行」

  「それは出来ないよ」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「我不知道小依的胸围……」

  「小依くんの胸のサイズ知らないし……」

  「现在量也可以啊」

  「今この場で測ってもいいっすよ」

  「怎么可能量啊」

  「いいわけないでしょうが」

  

  

  　我被诚也先生骂了。谁管你啊，行了吧，你不是搬家具的时候会用手测量大概的大小然后直接搬吗，用那种方法帮我找内衣啊，把手放在我的胸上直接进去。

  　誠也さんに怒られた。知らねえよ、いいだろ、家具動かす時に手で大体の大きさを測ってその手のまま移動するやつ、アレやって下着探してきてくれよ。俺の胸に手を当ててそのまま入ってさ。

  

  

  「无论如何都不行吗？」

  「どうしても無理なんすか」

  「无论如何都不行。爸爸在这等你，你自己去找吧」

  「どうしても無理です。お父さんここで待ってるから、自分で探してきなさい」

  「不行吧，我绝对不敢一个人进这种店」

  「無理でしょ。一人でこんな店入るとか絶対無理」

  「每个女孩子都会经历的」

  「女の子は皆通ってる道だよ」

  「我又不是女孩子，做不到」

  「女の子じゃないんで無理」

  「小依……」

  「小依くん……」

  「我绝对不一个人去。诚也先生不是我的监护人吗，请你跟我一起去」

  「絶対に一人じゃいかないっすよ。誠也さん俺の保護者なんでしょ、着いてきてくださいよ」

  「哎……」

  「えぇ……」

  

  

  　我强行把不情愿的诚也先生拉进内衣店，然后立刻躲到诚也先生背后，因为马上就看到店员了。

  　渋る誠也さんを強引に引っ張り下着屋に入り、すぐに店員さんを見かけたので誠也さんの背後に隠れた。

  

  

  「小依……爸爸是男人，不太想待在这种空间里」

  「小依くん……お父さん男だから、あまりこの空間に居たくないのだけれども」

  「我也不想啊」

  「俺だってそうだし」

  「这是你的东西，你自己去买……我给你钱」

  「君の買い物なんだから自分で買い物しなさい……お金は出すから」

  「我连第一步该怎么做都不知道，能不能别强人所难？你倒是看看气氛啊」

  「まず最初にどうすればいいのかさえ分からないのに無茶ぶりやめてくれます？　まじ空気読んで」

  「你啊……唉。那个，不好意思」

  「君は……はぁ。あの〜、すいません」

  「来了」

  「はーい」

  

  

  　诚也先生向店员搭话。被叫过来的20岁左右的大姐姐注意到诚也先生身后的我，于是移动到我面前。

  　誠也さんが店員さんに声を掛ける。呼ばれた20歳くらいのお姉さんは誠也さんの背後にいる俺の存在に気付くと、こっちの正面に来るように移動してきた。

  

  

  「要量胸围吗？」

  「バストサイズの採寸ですか？」

  「哎……诚也先生！」

  「え……誠也さん！」

  「应该是的，嗯。那个，她第一次来买内衣……」

  「多分、そうですねはい。その、初めて下着を買いに来たもんで……」

  「啊，这样啊！我明白了！」

  「あ、そうなんですね！　かしこまりました！」

  

  

  　店员小姐理解了我们的意图，于是我们被带到店里的试衣间。拿着卷尺的店员小姐也进来了。在密室里和漂亮的大姐姐独处……心跳加速。

  　店員さんはこちらの意図を汲み、流れるように店の奥に誘導され試着室みたいな所に通された。メジャーを持った店員さんも入ってきた。密室で綺麗なお姉さんと二人。……ドキドキする。

  

  

  「好，那我开始量了」

  「はーいそれじゃ測りますね〜」

  「拜、拜托了？」

  「お、お願いします？」

  

  

  　大姐姐把卷尺穿过我的手臂下面，然后拉到上面，对准胸部的顶端做记录。感觉好羞耻……。

  　お姉さんが俺の腕の下にメジャーを通してきて、それを上に持ってきて胸のテッペンに合わせられてメモをされる。なんか恥ずかしい……。

  

  

  「好，量完了」

  「はい、終わりました〜」

  「哎，已经量完了吗？」

  「えっ、もうですか？」

  「是的！那么我去拿适合您尺寸的胸罩，请稍等」

  「はい！　ではお客様のサイズに合ったブラジャーを持ってきますので、少々お待ちください」

  「哎」

  「えっ」

  「因为要确认尺寸。确认好之后，您可以随意挑选喜欢的款式」

  「サイズの確認ですので。確認が取れましたら、お好きなものを手に取って頂けたらと思います」

  「好、好的」

  「は、はぁ」

  

  

  　随意挑选喜欢的款式。其实我完全无所谓，不如说希望店员帮我决定。

  　お好きなものをって。全然なんでもいいんですけど、むしろ店員さんに決めてもらいたい。

  

  　……还有，那位店员真的好可爱，身上还有一股香味，让我想和她多待一会儿。她有男朋友吗？

  　……あと、あの店員さん本当に可愛いしいい匂いするからもうちょっと一緒にいたいとか思っちゃったり。彼氏とかいんのかな〜あの人。

  

  

  「很合身呢。您的胸围是B70！」

  「ピッタリですね。お客様のバストサイズはBの70です！」

  「B70」

  「Bの70」

  

  

  　B罩杯我还能理解，70是什么意思？

  　Bカップ、ていうのは分かるけど70ってなんだろう。

  

  

  「哎，我这种贫乳需要穿胸罩吗？」

  「え、てか俺ってブラいるんですか？　貧乳なのに」

  「当然！不穿胸罩的话，韧带会断裂，形状也会变差！而且，您这个年龄的尺寸很普通，为了以后交到男朋友，我觉得您可以趁现在挑选可爱的款式！」

  「勿論！　ブラを付けずに生活していると靭帯が切れてしまったり形が悪くなったりしますからね！　それに、お客様くらいの年齢でしたら普通くらいのサイズですし、今の内に彼氏が出来た時の為に可愛いブラを探すのもアリだと思いますよ！」

  「男朋友！？」

  「彼氏！？」

  

  

  　她突然说出不得了的话。我怎么可能交男朋友啊，恶心死了！我又不是同性恋，是正常人！真是的，鸡皮疙瘩都起来了……。

  　とんでもない言葉が飛んできた。彼氏なんか作るわけないだろ気持ち悪い！　俺はホモじゃないの、ノーマルなの！　ったく、鳥肌立つわ……。

  

  

  「不过……嗯，果然还是得穿呢。不然乳头会掉的」

  「でも……まあ、着けないとなのはやっぱりそうですよね。乳首も取れちゃいますし」

  「哎？」

  「えっ？」

  「哎？」

  「え？」

  「哎，乳头会掉吗？」

  「えっ。乳首、取れちゃったんですか？」

  「不是，诚也……我父亲说不穿胸罩乳头会掉，所以我今天才来的」

  「いや、なんか誠也さ……父親が、ブラをしないと乳首が取れるって言い出して。だから今日来たんですけど」

  「哎……？」

  「えぇ……？」

  

  

  　不知为何她反应很微妙。怎么回事，她是乳头会掉的那一派吗？好可怕，听说韧带也会断，果然还是得穿啊。好可怕，会像脚抽筋一样痛吗，太可怕了。

  　何故か微妙な反応された。なんなんだろ、この人乳首取れちゃった側の人なのかな？　恐ろしいな、靭帯ってのも切れるって聞いたしやっぱりちゃんと着けなきゃ駄目か。怖いなー、足つった時みたいな痛みが胸に迸るのだろうか、恐怖すぎる。

  

  

  　量完胸围，我随便买了几件和内裤配套的胸罩就离开了。

  　胸の採寸を終えて、テキトーにパンツとセットになっているブラジャーを何枚か購入し店を出る。

  

  　内裤的话，我用的是男用四角裤，所以不会露出来。诚也先生说，同样价格买胸罩和内裤更划算，所以我才不得已买了内裤。

  　まあパンツに関しては男の頃に使っていたトランクスを使っていくから日の目を見ることは無いのだが。ブラジャー単品よりかは同じ値段でパンツもあった方がお得と、誠也さんが言い出したので仕方なくである。

  

  

  「……啊，对了。小依，你买生理用品了吗？」

  「……あ、そうだ。小依くん、生理用品とかってもう買ってある？」

  「那是什么？」

  「なんすかそれ」

  「学校不是学过吗？女孩子有月经」

  「学校で習っただろ？　女の子には生理っていうのがあるって」

  「月经……记得一年级的时候在保健体育课上学过」

  「生理……一年の頃に習った気しますね。保健体育で」

  「对对对」

  「そうそれだよ」

  「就是股间会流血的那个吧。不过我变成这副身体之后一次都没来过」

  「股から血が出るってやつですよね。でも俺、それまだこの体になってから一度も来てないんだけど」

  「是吗？我还以为你烦躁的时候是因为月经……」

  「そうなの？　イライラしてる時生理なのかと思ってた……」

  「恶心」

  「キモ」

  

  

  　我下意识地脱口而出。月经的时候会烦躁吗？虽然不太清楚，但擅自以为别人股间会流血也太恶心了，真受不了。真想对她说“你就是让我火大”。

  　反射的に言葉が出てしまった。生理の時ってイライラするもんなのか？　よく分からんが、勝手に人の事股から血ぃ出してると思い込んでるのキモすぎて引いた。シンプルにお前がムカつくんだよって言ってやりたい。

  

  　说起来，好像确实有月经这种东西。医院的人好像也给了我一些奇怪的商品，说“之后应该会用到”。

  　てか、そういえばそんなのあったな、生理とかいうの。病院の人にも「これからやってくると思うから」って変な商品をいくつか渡されたような気がする。

  

  

  「我姑且有生理用品，买东西没问题的」

  「まあ一応持ってはいるんで、生理用品。買い物は大丈夫」

  「你买了啊？」

  「買ってたんだ？」

  「是医院的人给我的。说一开始不知道该买什么，所以给了很多种」

  「病院の人に渡されたんすよ。なんか、最初はどれ買えばいいか迷うだろうからって色々」

  「真亲切啊」

  「親切だねぇ」

  「他们说都这个年纪了才变成女人，所以有很多事要注意。但我真的觉得无所谓，所以把咨询什么的全都拒绝了。浪费时间」

  「こんな歳になってから女の体になるってんで色々気にしてたみたいな事言ってましたね。まじでどうでもいいからカウンセリングとか全部蹴ったけど。時間の無駄だし」

  「那可不好」

  「それは良くないな」

  「我才不管呢。就算变成了女人，男人和女人也没什么区别吧。我就是我。就算身体变成了女人，心也不可能变成女人。恶心死了」

  「知らねえっすよ。女になるからって、別に女も男も変わんねえでしょ。俺は俺だし。体が女になったからって心まで女になるとか有り得ねえっつの。気持ち悪い」

  「啊哈哈，是啊。小依就是小依」

  「あはは、そうだね。小依くんは小依くんだ」

  

  

  　呜哇，他好像理解了我，用类似的话来安慰我。恶心死了。我明白他就是用这种手段射穿了母亲的心，所以鸡皮疙瘩都起来了。别把对付女人的技巧用在我身上啊，你这援交男。

  　うわ、なんか理解してますよ俺みたいな感じで言葉で寄り添われた。気持ち悪。こういう所が母親のハートを撃ち抜いたんだろうなって分かって鳥肌立つわ〜、女相手に使うテクニックを俺に使ってくんなよクソ援交男が。

  

  

  「今后也不会有什么变化，所以请不要多管闲事。这样我很为难」

  「今後も別に今までと変わらないんで、余計な気ぃ回したりしないでください。そういうの迷惑なんで」

  「真严格啊……不过，也是。小依看起来很可靠，太关心你也不太好」

  「手厳しいな……でも、そうだね。小依くんはしっかりしてるみたいだし、気を遣いすぎるのも良くないか」

  

  

  　不直接说别干涉我，他就听不懂吗？我的意思是别管我，完全放任我不管。

  　ストレートに干渉して来んなって言わないと伝わらないか？　すぎるじゃなくて不干渉の完全放任スタイルでいてくれって意味なんだけど。

  

  

  「今晚想吃什么？好久没出去吃饭了，要不我们出去吃吧？」

  「今夜は何食べたい？　久しぶりに外食行こうか」

  「……随便」

  「……なんでもいい」

  「这样啊。那我们去吃寿司吧？」

  「そっか。それじゃ、寿司でも食べに行く？」

  「好」

  「行く」

  

  

  　诚也先生简短地结束了对话，开车回家。我不想再和他说话了，于是戴上耳机，眺望窗外。

  　誠也さんの会話を短く切らせて家まで車を走らせる。それ以上は何も会話をしたくないのでヘッドホンをし、窓の外を眺めた。

  

  　天色完全暗下来，开始下雨了。明天会下雨吗？带着伞去学校好麻烦啊……话说我数学作业还没做，不知道班群里有没有人发。找个人拍下来照抄吧。

  　すっかり夜になり雨が降ってきた。明日は雨かな、傘持って学校行くの面倒臭ぇ〜……。てか数学の課題やってないや、クラスライン動いてるかな。誰かに写真撮らせて丸パクリしよ。

  

  

 
  6話「魔女裁判」

  第6话「魔女审判」

  　我跟三个混在一起的男生一起走进教室，原本热闹的教室顿时鸦雀无声。

  　つるんでいる男連中三人と共に教室に入ると、それまで賑わっていた教室が静寂に包まれた。

  

  

  「……呜哇，那是什么鬼？」

  「……うわ、なんだありゃ」

  

  

  　山本指着黑板说道。我一看，黑板上用粉笔大大地写着『冬浦小依喜欢男人』。

  　山本がそう言って黒板の方を指さす。見ると、黒板にデカデカと『冬浦小依は男好き』とチョークで書かれた文字があった。

  

  

  「呜哇，好过分。又是小依婊子梗。」

  「うわ、ひっでー。また小依ビッチネタだよ」

  「开什么玩笑啊～」

  「ふざけやがってな〜」

  

  

  　神崎和山本一边说着粗话一边驱散同学，同时靠近黑板，用板擦擦掉上面的文字。被驱散的同学忿忿地瞪着他们两人，小声地交谈。

  　神崎と山本がオラオラ言いながらクラスメート達を蹴散らしつつ黒板に近付き書かれた文字を黒板消しで消してくれている。蹴散らされたクラスメート達はあの二人を恨めしげに睨み、小声で会話し合う。

  

  

  「小依，你没事吧？」

  「大丈夫か？　小依」

  「什么没事？」

  「なにが」

  「没有……」

  「いや……」

  

  

  　旁边的香坂关心我，但为什么身为男人的我被叫成婊子，却要被关心？我瞪着香坂，一边说「别同情我」，一边环视教室。

  　隣に居た香坂が気を遣ってくるが、ビッチ呼ばわりしてなんで男の俺が気を遣われる？　香坂を睨んで「同情すんな」と言いつつ、クラスを見渡す。

  

  　一瞬间，我和咲那对上了眼。

  　一瞬咲那と目が合う。

  

  

  「……让开，别挡路。」

  「……退け。邪魔」

  

  

  　我也想跟神崎和山本一样驱散同学，但因为个子矮，没办法用蛮力，只能瞪着高个子的男生。男生盯着我的脸看，然后移开视线退开。

  　俺も神崎や山本のようにクラスメートを蹴散らそうと思ったが、背が低いので力押し出来ず長身の男を睨みつける。男は俺の顔をじっと見た後、視線を逸らして退いた。

  

  　……被看扁了。明明对神崎他们不敢强硬说话，却因为我是女人，明显被看扁、被瞧不起。真不愉快。

  　……見下されている。神崎達には強く言えない癖に、女だからって俺だけ明らかに見下されて舐められている。不愉快だ。

  

  　我走到咲那跟前瞪着她，咲那也迎击似地瞪了回来。

  　咲那の所まで歩み寄り彼女を睨むと、咲那も俺を迎え撃つように睨みを返してきた。

  

  

  「干嘛？」

  「何？」

  「是你干的吧」

  「てめぇだろ、やったの」

  「你在说什么？」

  「何の話？」

  「黑板上那些像粉笔灰一样的涂鸦」

  「黒板のカスみたいな落書き」

  「你在说什么？有证据证明是我干的吗？」

  「なんの事？　私がやったって証拠ある？」

  「你刚才还大声叫我婊子」

  「俺に大声でビッチって言いやがったろ」

  「就凭这个就把我当犯人？哈，笑死人了」

  「それだけで犯人扱いなんだ。ハッ、笑える」

  「啊？你笑什么啊」

  「あ？　何笑ってんだてめぇ」

  

  

  　我抓住咲那的手臂，她条件反射地甩开了。我火大了，更用力地抓住她，香坂见状走到我身旁。

  　咲那の腕を掴むと反射的にそれを払われた。ムカついて更に強く握りしめると香坂が傍にやってきた。

  

  

  「仗着有男人保护就肆意妄为。恶心，臭婊子」

  「男が守ってくれるからってやりたい放題だね。気持ち悪、クソビッチが」

  「我什么时候被男人保护了。少胡说八道了，丑八怪！」

  「いつ俺が男に守られたよ。テキトー言ってんじゃねえぞブス！」

  

  

  　咲那被我挑衅后，扇了我一耳光。啪！随着一声脆响，我的脸颊传来一阵热辣辣的疼痛。

  　俺の挑発を受けた咲那が俺の頬をビンタしてきた。バチンッ！　という音と共に頬に熱と痛みが走る。

  

  

  「你干什么！！！」

  「なにすんだてめぇ！！！」

  

  

  　我彻底发火了，一把抓住咲那的衣领。

  　完全にキレて咲那の胸ぐらを掴み上げる。

  

  

  「你们在干什么！！？」

  「何やっているんだ！！？」

  

  

  　我正准备揍她，瑛T却在这时出现，再次从背后架住了我。搞什么啊，每次每次每次每次，这家伙总是在我最不希望他出现的时候冒出来！！！

  　そのまま殴ろうとしたらそのタイミングでアキTがやってきて俺はまた羽交い締めにされた。なんなんだ、いつもいつもいつもいつも、こいつは俺の都合の悪いタイミングで出張ってきやがって！！！

  

  

  「我差点被冬浦和香坂施暴！！」

  「冬浦と香坂に乱暴されそうになりました！！」

  「啊！？我！？」

  「はっ！？　え、俺！？」

  

  

  　突然被咲那点名的香坂被瑛T怒吼。香坂拼命辩解“我什么都没做！！”，但周围的同学们都异口同声地主张香坂也动手了。

  　急に咲那から名前を出された香坂にアキTからの怒号が飛ぶ。香坂は必死に「俺はなんもしてねえよ！！」と言っていたが、周りのクラスメートも一丸となって香坂も手を上げていたと主張する。

  

  

  「神崎和山本也是！他们把我们推开了！！」

  「神崎と山本も！　俺らを突き飛ばしてきました！！」

  

  

  　为了擦掉黑板上的涂鸦而撞开的学生们也声称神崎和山本对他们动粗了，他们则拼命主张“我们只是想擦掉黑板上的涂鸦！”。

  　あの二人が黒板の落書きを消すために蹴散らした生徒達が神崎と山本も乱暴したと声を出し、彼らは必死に「黒板の落書きを消そうとしただけ！」と主張した。

  　证据就是他们自己擦掉了涂鸦，而且没必要为了擦掉涂鸦而撞开别人。两人被训斥后恼羞成怒，大闹起来，其他老师也被卷入了这场骚动。

  　証拠はもう二人が自分らで消してしまった事と、落書きを消す為に人を突き飛ばす必要は無いだろと説教を食らい二人は逆ギレして暴れ、他の教師達も巻き込んだ騒ぎとなった。

  

  

  「都升到三年级了，你们到底想干什么！！！」

  「三年にもなってどういうつもりだお前ら！！！」

  

  

  　之后，四人被带到学生指导室，被年级主任、教导主任和班主任三人训斥了一顿。不仅被训了很长时间，还被要求写16页的检讨书。在交上来之前不准上课。

  　その後、生徒指導室に四人とも連行され学年主任の教師、教頭、担任の三人に詰められた。長々と説教を食らった挙句、反省文を16枚も書いて提出する事。するまで授業には出さないと言われてしまった。

  

  　三人被带到其他房间，我则被叫到理科准备室。

  　三人とも別室に連れて行かれ、俺は理科準備室に座らされた。

  

  　老师说写完检讨书后就到办公室来，但我根本没什么需要反省的，这让我很为难。为什么被说坏话的人反而要反省啊。

  　反省文を書き終えたら職員室に来るようにと言われたが、反省すべき事なんて何も無いから困った。なんで悪口言われた側が反省しなきゃならねぇんだよ。

  

  

  「啧，咲那那家伙……」

  「チッ、咲那の奴……」

  

  

  　到底是怎么回事，突然就把我当成眼中钉一样攻击我。我做了什么坏事吗？我可没对那家伙做什么啊。

  　一体なんなんだ、急に目の敵みたいに攻撃してきやがって。俺がなにか悪いことしたか？　アイツには何もしてないだろ俺は。

  

  　……不过，我确实弄哭了那家伙的朋友，但那也是因为那女人说我婊子，要是她没说那种话，我也不会逼迫她。

  　……まぁ、アイツの友達の女は泣かせてしまったが、それだって元はと言えばあの女が俺にビッチって呟いたからで、そんな事言わなければ俺だって詰めるような事はしなかったし。

  

  　真是莫名其妙。要不是对方是咲那，我早就把他们带去暗处痛扁一顿了。可恶。

  　意味分からん。相手が咲那じゃなかったらマジで裏連れてってボコしてる。クソッ。

  

  

  「唉……香坂是被我牵连的，就写些内容来帮那家伙开脱吧」

  「はぁ……香坂に関しては俺の巻き添えだもんな。アイツは悪くねえだろって内容で文句書いてやるか」

  

  

  　我明明认真地写了整整16页的检讨书，但提交后教导主任连看都没看就从我手里接过一叠纸，然后就让我回去了。

  　反省文をちゃんと16枚分きっちりパンパンに書いてやったのに、それを提出したら目を通す事すらせず学年主任の教師は俺から用紙の束を受け取りその日は帰らされた。

  

  　受教育的义务到底是什么啊，被塞了书包的时候我惊讶得说不出话来。

  　教育を受ける義務ってなんなんだろうな、鞄を押し付けられた時には驚いて何も言えなかった。

  

  

  　之后的几天，我像往常一样来上学，过着普通的校园生活。

  　それから数日は今まで通り、普通に学校に来て普通の学校生活を過ごす事が出来た。

  

  　但是，到了下周瑛T在早会时间突然带着平时没见过的副班主任和教导主任来到了教室。

  　だが、次の週になると急にアキTが朝の会の時間に普段見かけもしない副担任と学年主任を連れて教室にやってきた。

  

  　瑛T没有打招呼，而是带着严肃的气氛站在讲台上，沉重地开口了。

  　挨拶も無しに厳かな雰囲気で教卓に立つアキTが、重々しげに口を開いた。

  

  

  「老师我啊，是这么想的。学校是学习的地方，同时也是交朋友，尊重他人的地方。课堂上也有教过吧？道德课，人类要培养道德心才能成为大人。拥有道德心，能够尊重他人的人才能支撑起社会」

  「先生な、思うんだ。学校ってのは学ぶ為の場所であると同時に、友達を作って他人を尊ぶ場所でもあるんだって。授業でもあるだろ？　道徳ってやつ、人間は道徳心を養って大人になるんだよ。道徳心を持ち他人を尊ぶ事が出来る人間が社会を支えているんだ」

  

  

  　什么什么？在说什么？莫名其妙的说教开始了，这和平时的瑛T形象不符吧。

  　なになに？　何の話だ？　意味の分からない説法が始まった、普段とキャラが違うだろ。

  

  　瑛T用冰冷的目光看向了开玩笑的神崎。那非同寻常的气氛让神崎被压倒，坐回了椅子上。

  　と、軽口を叩いた神崎に対しアキTが冷たい目を向けた。並々ならぬ雰囲気に神崎は気圧され、椅子に腰を下ろした。

  

  

  「相反，我认为欺凌是严重缺乏道德心的垃圾才会做的事。如果有那样的人，我认为有必要通过义务教育来矫正其人格。虽然说法有点强硬，但我们教师就是为了指导孩子们不走上错误的道路而存在的」

  「反面、だ。いじめってのは道徳心を著しく欠いた屑がやる事だとも思っている。そんな人間がいるとしたら、何としてでもこの義務教育を通して人格を矯正する必要があると俺は思っている。言い方は少し強いが、我々教員というのは子供達が間違った道に進まないよう指導する為にあるからな」

  

  

  　欺凌？话题的展开让人摸不着头脑，我瞪大了眼睛。这个班里没有欺凌吧。

  　いじめ？　ピンと来ない話の広がり方に目を丸くする。このクラス、別にいじめは無いだろ。

  

  　虽然神崎和山本他们确实还是一副不良的举止，但也没有对特定的某人纠缠不休地进行骚扰。

  　確かに神崎や山本辺りは未だ不良みたいな立ち振る舞いをしてるけど、特定の誰かに執拗に嫌がらせをしている訳でもないし。

  

  

  「这个班里发生了欺凌。有某个学生向我告密」

  「このクラスでいじめが起きている。と、とある生徒からタレコミがあった」

  

  

  　这样啊。我都不知道，原来这么和平的班级也会发生霸凌事件啊。真可怜。

  　そうなんだ。知らなかった、こんな平和なクラスでもいじめって起こるんだな。可哀想に。

  

  

  「告密的学生名字我当然不会说，因为有可能会遭到对方的怨恨。但是，关于霸凌的学生就另当别论了。网络上经常出现学校隐瞒霸凌问题的传闻，但我们不会隐瞒。对于霸凌的学生，我们会给予应有的惩罚。如果不这么做，他们可能会认为『反正霸凌曝光也没什么大不了的』，然后变本加厉，成长为不正经的大人。」

  「教えてくれた生徒の名前は勿論言わない、逆恨みされてしまう可能性があるからな。だが、いじめをしている生徒に関しては別の話だ。ネットではよくいじめ問題を学校側が隠蔽したという話が出てくるが、我々は隠蔽などしない。いじめを行った生徒には然るべき罰を与える。そうしないと『どうせいじめがバレても大した事ない』と判断し図に乗ってろくでもない大人に成長する可能性があるからな」

  

  

  　对于被霸凌的学生来说，这应该是最令人高兴的宣言了吧。那么，霸凌的人是谁呢？

  　そりゃいじめられっ子にとってこれ以上なく嬉しい宣言だろうな。で、いじめをしていた奴って誰なんだろ？

  

  

  「冬浦小依，站起来。」

  「冬浦小依、立て」

  「………………啊？」

  「………………は？」

  

  

  　为什么这时候会叫到我的名字？他以为我对霸凌的事情知道些什么吗？我真的什么都不知道啊！？

  　何故そこで俺の名前が出てくるんだ？　いじめについて何か知ってると思われてる？　マジで何も知りませんが！？

  

  

  「呃，那个，我……」

  「いやあの、俺」

  「我不是叫你站起来吗？冬浦！！！！！！」

  「立てと言ってるだろうが冬浦ァ！！！！！！」

  「！？」

  「ッ！？」

  

  

  　学年主任用像迪加雷克斯一样的音量对我怒吼。我吓了一跳，缓缓地从座位上站起来。

  　学年主任がティガレックスみたいな声量で俺に怒鳴りつけた。ビックリした、ゆっくりと席を立つ。

  

  

  「那个，我，怎么了？」

  「あの、俺が、なにか？」

  「听说你是霸凌的主谋。」

  「お前、いじめの主犯格なんだってな」

  「咦！？不不不！！霸凌是什么意思！？我什么都不知道。」

  「え！？　いやいや！！　いじめって何の話すか！？　そんなの俺何も」

  「别装傻了！！！！」

  「とぼけてるんじゃねえ！！！！」

  

  

  　诶诶……？学年主任把手里的板子狠狠地砸在了地板上。他是为了这个目的才拿着那个的吗……？好可怕。

  　えぇ〜……？　学年主任がなんか手に持っていたボードみたいのを床に思い切り叩き付けた。それ、そういう使い方するために持ってたの……？　こわぁ。

  

  

  「我全都知道了，你干的事已经暴露了。你好像诓骗了神崎、山本和香坂……在这个班里做了坏事啊」

  「こっちは全部知ってんだよ、割れてんだよお前がしてる事。神崎や山本、香坂を……誑かして、このクラスで悪さをしてるらしいな」

  「啊！？诓骗，啊啊啊！？我没有！！」

  「はあ！？　たぶらっ、はぁああ！？　してないっすよ！！」

  「那你是说那个鼓起勇气哭着向我告发的学生在说谎吗？」

  「じゃあ勇気出して俺に泣きながら告発したその生徒が嘘を吐いてるとでも言うのか？」

  「霸凌的事我不知道，实际上我也不知道有没有！！我真的没有执拗地针对某个人进行骚扰！！话说，做那种事有什么意义啊！！？」

  「いじめに関しては知らないし、実際あるのかも分かんないですけど！！　まじで俺は誰かを執拗に狙って嫌がらせしたりとかしてないし！！　てか、そんなのやる意味無いでしょ！！？」

  「在体育馆后面和特别教室吸烟的，就是你们吧」

  「体育館裏や特別教室でタバコを吸ってるの、お前らだろ」

  「唔，我、我不知道」

  「ッ、し、知らないです」

  「要给你看看照片吗？老师手机里有证据照片。怎么样？如果有照片的话，你刚才就是在说谎了哦？」

  「写真でも見せようか？　先生のスマホに送られてきたんだよ証拠画像。どうする？　もし写真があったらお前は今、この状況で、嘘を吐いたことになるぞ？」

  「诶，照片，为什么」

  「え、画像って、なんで」

  

  

  　我们几乎都是在上课时间抽烟，被学生发现的可能性几乎为零。就算被发现，也应该是被在走廊上巡逻的教师发现才对。我们都是在离保健室和教师办公室等上课期间可能会去的地方较远的位置抽烟，所以绝对不可能被发现，为什么会有照片……。

  　授業時間中に吸ってるのがほとんどだから生徒からバレるなんてほぼ有り得ないのに。バレるとしたら廊下を巡回してる教員にバレるのが自然な筈だ。保健室とか職員室とか、授業中に行く可能性がある場所から離れた位置で吸ってるから、バレようなんて絶対無いのになんで画像なんか……。

  

  

  「如果被发现你轻易地撒谎，我们就会认为你就是那种人。大人会判断你无论说什么，说谎的可能性都很高」

  「平気で嘘を吐いたことが判明すればお前はそういう奴なんだって我々は思うわけだ。お前が何を証言しようが嘘である可能性が高いと、そう判断するわけだよ大人は」

  「……但、但是我真的没有霸凌。话说，诓骗什么的我完全不明白啊！！！」

  「……で、でもいじめは本当にしてないし。てか、誑かしたとか意味分かんないし！！！」

  

  

  　我依次看向神崎、山本和香坂。他们被我看到的瞬间就移开了视线。可恶，平时那么嚣张，偏偏在这种时候装作事不关己……！！！

  　俺は神崎、山本、香坂を順に見る。アイツら俺に見られた瞬間に目を逸らしやがる。クソッ、普段でかい顔してるくせにこういう時ばかり無関係のフリしやがって……！！！

  

  

  「我、我什么都没做……」

  「お、俺、何もしてない……」

  「……」

  「……」

  「大、大概……我真的不明白！因为我，还没」「那要问问班上的同学吗？」

  「た、たぶ……は本当に意味わからん！　だって俺、まだ」「それじゃあクラスの皆に聞いてみますか？」

  「是啊，这样比较好」

  「そうですね、それがいい」

  

  

  　我正准备说出自己是处男的时候，副班主任像是要盖过我的声音一样，抢先向瑛T搭话。我本以为三个人里至少会有一个站在我这边，但看来老师们都是我的敌人。他们用冰冷而锐利的眼神瞪着我，仿佛要杀了我一样。

  　俺が処女である旨を発言しようとしたら、副担任がそれをかき消すように食い気味でアキTに声をかけた。三人くらい居れば一人くらい俺の味方してくれるかなと思ったが、教師陣は全員敵らしい。三人が俺をぶっ殺そうとしてるのかってくらい冷たくて鋭い目付きで睨めつけてくる。

  

  

  「那么，除了冬浦以外的人请闭上眼睛。」

  「それじゃ、冬浦以外の皆は目を伏せてくれ」

  

  

  　瑛T让班上的同学闭上眼睛。我离开座位，更加突显出自己是异类。这是什么情况，我的心脏开始痛了。我用颤抖的手捏住制服，试图抑制住颤抖。

  　アキTがクラスメート達の目を瞑らせる。席を立ってる俺のアウェイな感じがより強調される。なんだこれ、心臓が痛くなってきた。震える手を制服を抓ることで抑える。

  

  

  「接下来我会问两个问题。如果有人不回答，就视为和冬浦同伙，一起处罚。神崎、山本、香坂，如果你们现在老实回答，就视为被骗的一方，惩罚会比较轻。给我老实回答。」

  「これから二つ質問をする。どちらにも回答をしなかった奴は冬浦のグルということで一緒に処罰する。神崎、山本、香坂も、ここで素直に答えるなら誑かされた側という事で罰は軽くしてやる。正直に答えろよ」

  「所以说，我——」「冬浦。」

  「だから俺はっ」「冬浦」

  

  

  　瑛T的声音冰冷到连教室角落都听得一清二楚。明明很安静，却蕴含着怒气的呼唤，让我有种喉咙深处被紧紧勒住的感觉。

  　底冷えするようなアキTの声が教室の端まで澄み渡っていく。静かなのに怒りをしっかりと込めた呼び掛けに、喉の奥がキュッと狭くなるような感覚がした。

  

  　学年主任一直瞪着我，烦躁地用圆珠笔敲着手上的板子。为什么？他会不会太生气了？难道霸凌的受害者是学年主任很中意的学生吗？

  　学年主任の教師はずーっと俺を睨みながら苛立たしげに手に持つボードをボールペンで叩いている。なんで？　怒りすぎじゃない？　いじめの被害者は学年主任のお気にの子だったんか？

  

  

  「首先，认为冬浦没有霸凌的学生，请举手」

  「まず、冬浦がいじめを行っていないと考える生徒。手を上げてくれ」

  

  

  　面对瑛T的提问，班上的同学们一动不动。骗人的吧，这些家伙到底看到了什么？他们嗑药了吗？我什么都没做啊！

  　アキTの問い掛けに、しばらく動きを見せないクラスメート達。嘘だろ、何を見てきたんだコイツら？　薬でもやってんの？　何もしてないって俺！

  

  　过了一会儿，只有香坂举起了手。

  　少し遅れて香坂だけが手を上げた。

  

  

  「诶，为什么，香坂」

  「え、なんで。かんざ」

  「你给我闭嘴！！！」

  「お前は黙っていろ！！！」

  「噫」

  「ひっ」

  

  

  　学年主任朝我扔来了圆珠笔。圆珠笔砸到了我的桌子，然后又砸到了坐在走道旁边的男生。很危险啊……！

  　学年主任がこっちにボールペンを投げてきた。ボールペンが机に当たって通路を挟んだ隣の男子に当たった。危ないって……！

  

  

  「那么，认为冬浦有霸凌行为的学生，请举手」

  「それでは、冬浦がいじめを行っていたと考える生徒。手を上げてくれ」

  

  

  　瑛T刚说完，大家就立刻举起了手。神崎和山本虽然慢了一拍，但也举起了手。

  　アキTがそう言うと、すぐに皆が手を上げた。神崎と山本も、少しタイミングは遅れたが手を上げる。

  

  

  「好，把手放下」

  「よし、下げてくれ」

  「为什么，我什么都没做啊。霸凌什么的」

  「なんで、俺なんもしてないじゃん。いじめなんてそんな事」

  「冬浦！！！」

  「冬浦！！！」

  「不，不是，我真的什么都没做！！我什么都没」

  「っ、ちがっ、本当に何もしてないって！！　俺、何も」

  「够了。我要把你带到学生指导室」

  「もういい。生徒指導室に連れていくからな」

  「又，又要写检讨……？」

  「ま、また反省文……？」

  「那当然了！！！我还要叫你家长！！！等你家长来了，我会好好和他们谈谈，然后让该学生向你道歉」

  「当たり前だろうが！！！　親も呼ぶからな！！　親御さんも合わせてしっかりと話をした後、当該生徒に謝罪を」

  「开什么玩笑！！！」

  「ざっけんな！！！」

  

  

  　叫家长？诚也先生因为我的事情被叫到学校，然后和诚也先生一起向别人低头道歉！？开什么玩笑，开什么玩笑！！！我明明什么都没做，为什么还要受到这种屈辱，别开玩笑了！！！

  　親を呼ばれる？　誠也さんが俺の事で学校に呼ばれて、誠也さんと一緒に誰かに頭を下げるだと！？　ふざけるな、ふざけるな！！！　なんで何も悪いことしてないのにそんな屈辱っ、冗談じゃない！！！

  

  　我试图逃跑，但学年主任提前察觉到了，我扔出笔盒牵制他，然后试图从后面的门逃跑。

  　逃げ出そうとしたのを事前に察知してこっちに来る学年主任に筆箱を投げて牽制し後ろの戸から逃げようとする。

  

  

  「！？为什么关上了」

  「ッ！？　なんで閉まって」

  「冬浦！！！」

  「冬浦！！！」

  「放开我！？放开我！！我什么都没做，别碰我！！！」

  「離せっ！？　離せよ！！　俺なんもしてないのに、やめろ触んなっ！！！」

  

  

  　我被瑛T和学年主任抓住，就这样被拖到走廊上，然后被带到了学生指导室。

  　アキTと学年主任に捕まり、そのまま廊下を引きずられ生徒指導室まで運ばれる。

  

  　途中，我向那些从教室里探出头来，用稀奇的目光观察我的学生们竖起中指，骂道：“别看我！！！杀了你们！！！”这大概不是什么好事。我被训斥了比预想中多一倍的说教，甚至被骂得连说教都算不上了。比如人渣，无可救药的家伙等等。

  　途中物珍しいものを見るような目で俺を観察しようと教室から顔を出す生徒らに中指を立てて「見てんじゃねえ！！！　殺すぞ！！」と暴言を吐く。それが良くなかったのだろう。想定の倍以上説教を食らい、もはや説教と呼べるか分からない暴言を吐かれた。クズだとか、どうしようもない奴だとか、色々。

  

  

  「小依同学，你欺负人……」

  「小依くん、いじめをしてたって……」

  「……」

  「……」

  

  

  　诚也先生一到学校就来找我搭话，但我什么都没说。被骂了三个多小时，我已经没有力气回话了。

  　誠也さんが学校に来るなり俺に話しかけてきたが、何も言葉を返すことは出来なかった。三時間以上ド叱られて罵倒されて言葉を返す気力を失せていた。

  

  　诚也先生被学年主任和教导主任唠叨个不停，我被安排坐在诚也先生旁边等待。被欺负的女生也叫了家长，必须向本人和家长双方道歉。

  　誠也さんが学年主任と教頭にねちっこい文句のような文言をぶつけられ、誠也さんの隣に座らされたまま待たされる。いじめられた側の子も親を呼んで、本人と親の両方に謝罪しなければならないとの事だった。

  

  

  「你为什么要欺负人？」

  「どうしていじめなんてしたんだい？」

  「……」

  「……」

  「小依同学？」

  「小依くん？」

  「……我不想说」

  「……何も言いたくない」

  

  

  　现场的气氛让我无法说出“我没有欺负人”这种话。我只能低着头保持沉默。

  　いじめなんかしてない、なんてこの場で言える雰囲気でもなかった。ただ下を見て黙秘し続ける。

  

  　感觉就像回到了母亲还在世的时候。那家伙还在的时候，我也是像这样保持沉默，假装自己不存在，我已经习惯扼杀自己的内心了。

  　なんだか、母親が生きていた頃に戻ったような心地だった。アイツが居た頃も、こうやって無言に徹して居ないもののつもりで日々を過ごしてたから、心を殺すのは慣れっこだ。

  

  　终于，时间到了，被我弄哭的女生和她的家长来到了学生指导室。

  　やがて時間が経ち生徒指導室に来たのは、俺が泣かした女子とその親だった。

  

  

  「你就是欺负美优的孩子！？头发那么长，是所谓的不良少女吗！？我懂了，只有像不良少女一样的人渣才会欺负别人！！」

  「あなたが美優をいじめた子！？　髪長いし不良ってやつなのかしらね！　納得だわ、人をいじめるだなんて不良のようなロクデナシしかしない事だもの！！」

  「妈妈，她是女学生」

  「お母さん、彼女は女子生徒でして」

  「明明是女生却穿着男生的制服？真是个奇怪的孩子！就是因为奇怪才会欺负我家孩子吧！脑子肯定有问题！！！」

  「女なのに男の制服を着てるの？　変な子！　変な子だからうちの子をいじめたんでしょうね！　頭がおかしいから！！！」

  

  

  　真是口无遮拦。脑子有问题什么的，就算是为人父母也不能口无遮拦吧。这家伙也太受宠了吧，为什么明明有这么好的父母却能骂别人婊子啊。这说不通吧。

  　言いたい放題か。頭がおかしいだのなんだの、人の親だからってなんでも言っていいのかよ。愛されすぎだろこいつ、なんで親に恵まれてるのに人にビッチとか言えるんだよ。辻褄合わねえだろ。

  

  　之后对方的母亲也喋喋不休，我和诚也先生遭受了对方母亲的猛烈攻击，直到中午过后才终于被释放。

  　その後もグチグチグチグチ。相手の母親からの猛攻撃が俺と誠也さんを襲い、昼を過ぎた頃にやっと解放された。

  

  　之后我被停课五天，也就是停学。学校要求我在家好好反省一周，还要求我每天写反省文，给我一叠白纸。

  　その後俺は五日ほどの出席停止、いわゆる停学を言い渡された。一週間家でみっちり今回のことを反省して来いと。反省文も毎日書くことと言い渡され、白紙の紙の束を渡された。

  

  　我回教室拿书包，所有人都对我翻白眼。我无法抬起头，只能看着地板走向自己的座位，拿回书包。

  　荷物を取りに教室に戻ると全員が俺を白い目で見てきた。視線を上げることが出来ずに床を見ながら自分の席に向かい、荷物を回収する。

  

  　我走向停车场，本以为诚也先生已经回去了，但他却在车上等着我，引擎也开着。

  　駐車場に向かうと、既に帰っただろうと思っていた誠也さんが車のエンジンをかけた状態で待ってくれていた。

  

  

  「哟，小依同学。坐我旁边？还是坐后面？」

  「やあ小依くん。隣乗る？　後ろ乗る？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我没有回答诚也先生的问题，而是坐上了后座。我害怕看到诚也先生的脸，他肯定对我很生气。

  　誠也さんの問いには言葉を返さず、後部座席に乗った。誠也さんの顔を見るのが怖かった。誠也さんは絶対俺に怒ってる。

  

  　明明是因为我而特地来学校的，我却对当事人采取了不理不睬的失礼态度。他会生气也是理所当然的，我从没见过诚也先生生气的样子，所以不敢看他的脸说话。

  　俺のせいでわざわざ学校まで出向いたのに当の本人は会話に応じず失礼な態度を取ってる。怒って当然だし、誠也さんの怒った姿とか見た事ないから、顔を見て話せなかった。

  

  　要是看到他的脸，我可能会哭出来。

  　それを見たら泣き出してしまうかもしれなかった。

  

  

  「……对不起」

  「……ごめんなさい」

  

  

  　因为不敢看他的脸，我低着头用尽全力小声道歉。诚也先生沉默了一会儿后，说「不用在意」。

  　顔を見れないから、下を向いたまま精一杯出せる小さな声で謝った。誠也さんは少し黙った後、「気にしなくていいよ」と言った。

  

  

  「青春期叛逆不是什么稀奇的事。但是，欺负别人的话，会在对方的人生中留下无法抹去的伤痕。好好反省之后，再重新道歉吧」

  「思春期に荒れる事なんて珍しい事じゃないし。でも、他の人をいじめるのはその相手の人生に消えない傷を残す事でもあるからね。ちゃんと反省したら、改めて謝ろっか」

  「……」

  「……っ」

  

  

  　我没有欺负人。

  　いじめてない。

  

  　我没有错。

  　俺は悪くない。

  

  　我这么想着，愤怒涌上心头，想要揍他一顿，但对现在的诚也先生来说，我就是个欺负人的家伙，而且我也不该迁怒于他。

  　そう思って、怒りが湧いてきてシートを殴ろうとしたけど、今の誠也さんからしたら俺がいじめを行った張本人としか思えないのは事実だし、八つ当たりするのは違うと思った。

  

  　虽然这个男人很让人火大，但不能因为火大就迁怒于他。虽然我之前迁怒过他好几次，但这次我是真的被卷进来的，所以不能对他出手。

  　この男はムカつく男だけど、ムカつく男だからって八つ当たりをしていい理由にはならない。これまで何度か八つ当たってしまった事はあるけど、今回に関してはマジの巻き込まれなんだから手を出しちゃ駄目だ。

  

  　我把涌到喉咙的话咽了下去，低着头任由车子摇晃。

  　俺は喉まででかかった言葉を飲み込んで、俯いたまま車の揺れに身を任せた。

 
  7話「生理」

  第7话「生理期」

  『冬浦小依色诱不良少年，利用他们霸凌别人』

  『冬浦小依は色目を使って不良を利用しいじめを行っている』

  

  

  　停学处分结束后，我一到学校，这样的谣言就在教室里传开，蔓延到整个年级。

  　出席停止が終わり、中学校に足を運ぶとそんな噂が教室を出て、学年中に蔓延していた。

  

  　当然这是无凭无据的。我从来没有色诱过别人，也没有霸凌过谁……自从水濑之后，我就没有再欺负过别人了。

  　勿論事実無根である。色目を使った事なんて一度もないし、誰かをいじめたのだって……。水瀬以降は誰もいじめていない。

  

  　然而，这已经成了初中生的共识，而且因为谣言中还包含了『色诱』这种最差劲的要素，导致我被男生和女生都无视了，就这样过了两天。

  　しかし、最早それが中学での共通の認識で、かつ広まり方も『色目を使って』なんて最低な要素を含んでいるばっかりに俺は女子からも男子からも無視されるようになり、二日経った。

  

  

  「那我出门了。」

  「それじゃ行ってきます」

  「嗯，路上小心。」

  「ん、行ってらっしゃい」

  

  

  　诚也先生出门后，我目送他离开，吃完饭，收拾餐具，换衣服。一如既往的日常。

  　誠也さんが家を出て、それを見送って飯を食い終えて、食器を片して着替える。いつもの変わらないルーティーンだ。

  

  

  「……咦？」

  「……えっ」

  

  

  　脱下睡衣后，我发现内裤上有一块褐色的污渍。还有红色的，是血。好像从胯下出血了。

  　パジャマを脱いだら、パンツに茶色い染みが出来ているのに気付いた。赤いのもある、血だ。なんか、股から出血している。

  

  

  「经、经期……」

  「せ、生理……っ」

  

  

  　经期，也就是初潮吗？我不知道，胯下出血好可怕。我打开手机，查询初潮的相关资讯。这该怎么办才好！？

  　生理、というか初潮というやつか？　分からない、股から血が出ていて怖い。スマホを開いて初潮について調べる。どうしたらいいんだこれ！？

  

  

  「呼、呼，这是什么鬼啊，看不懂啦，写得这么拐弯抹角！一开始该怎么做才好啊！！？」

  「はあ、はあっ、なんなのこれ、分からねえよまだるっこしいんだよ書き方が！　まず最初にどうすればいいんだよ！！？」

  

  

  　我随便点开了几个网站浏览，但上面写的都是初潮大概会在几岁来，经血会怎么样之类的无聊话题，没有一个网站写到我最想知道的“现在这个瞬间我该怎么做”，我快慌死了。

  　テキトーに開いたサイトに目を通すが、初めて来る年齢は何歳くらいからだとかおりものがどうだとかくだらない興味のない話ばっかりで肝心の"今この瞬間どうするべきか"に辿り着けなくてパニックになりそうになる。

  

  

  「卫生巾！？卫生棉条！？总、总之先擦干净就行了吧，擦干净，然后把那个叫卫生棉条的东西塞进去就行了吧……？」

  「ポーチ！？　ナプキン！？　と、とにかく拭けばいいのか、拭いて、ナプキンってやつを着ければいいのか……？」

  

  

  　我跑进厕所，用卫生纸卷起来把内裤脱下来……虽、虽然没有流很多血，但大腿内侧还是沾到了血。

  　トイレに走ってトイレットペーパーを巻いてパンツを取る。……そ、そんなに大出血って訳じゃないけど、やっぱり股に血がついてる。

  

  　我擦干净血，把卫生纸卷冲进马桶。啊，笨蛋！生理期的血是从大腿内侧流出来的吧？怎么可以冲掉啊笨蛋！我再次用卫生纸卷把血擦干净，然后把纸卷塞在大腿内侧，回到自己的房间。

  　血を拭き取ってトイレットペーパーをトイレに流す。あ、バカ！　生理って股から出てくるんだろ？　流したらダメだろバカ！　もう一度トイレットペーパーを巻いてそれを股に押し付けながら自分の部屋に戻る。

  

  

  「我记得医院的人有给我很多生理用品！」

  「ナプキン、確か病院の人が色々俺に渡してくれたはず！」

  

  

  　我想起医院的人说“为了生理期来的时候”，给了我一个塑料袋，然后开始翻找房间。

  　俺は「生理が来た時のために」と言ってビニール袋を手渡してくれた病院の人の事を思い出し、部屋を漁る。

  

  

  「啊，找到了！」

  「あ、あった！」

  

  

  　我找了一会儿，终于找到了卫生巾和生理期穿的内裤？还有塑料袋！啊，里面还有止痛药。

  　しばらく探してみたらあった、ナプキンと生理の時に履くパンツ？　みたいなのとポーチ！　あ、痛み止めも入ってる。

  

  

  「要、要把这个贴在身上吗……日、日夜用？晚上也要用不同的吗？要随身携带吗……？」

  「こ、これを貼るのか……ひ、昼用と夜用？　夜も別で必要なの？　持ち歩かないといかんの……？」

  

  

  　还出现了各种各样的东西，形状都不一样。这是什么啊，完全搞不懂。话说现在还是早上，穿白天用的就可以了吗……？

  　なんか色々出てきた、形が違うのとか。何これ、意味が分からん。てか今、朝だし。昼用を着けていればいいのか……？

  

  

  「出血量多的时候每2、3小时换一次，就算不多也要每4、5小时换一次……？好麻烦……」

  「多い日は2、3時間おき、そうでなくても4、5時間に変える……？　めんどくせぇ……」

  

  

  　我一边看着手机一边收集各种各样的信息，笨手笨脚地想把卫生巾贴在内裤上，但男生的内裤好像很难贴……？四角裤上贴不上去啊……。

  　スマホを見ながら色々情報を集め、不器用ながらもナプキンをパンツに貼ろうとしたのだが、男用のパンツだと貼りにくいのか……？　トランクスに貼れないのだが……。

  

  

  「卫生裤……？」

  「サニタリーショーツ……？」

  

  

  　我查了一下，好像有一种生理期穿的内裤。内裤还是短裤？哪个都无所谓。就是装在袋子里的那个吗。

  　調べたら生理の時に履くパンツというのがあるらしい。パンツというかショーツ？　どっちでもいいが。それが袋に入っていたやつか。

  

  

  　我好不容易在网上查到怎么给胯下装备，但已经完全赶不上早会的时间了。

  　なんとかネットに頼って股間の装備を完遂させると、もう既に朝の会に間に合う時間帯を大幅に過ぎていた。

  

  

  「……唉」

  「……はぁ」

  

  

  　我姑且换上了校服，但在出门前停下了脚步。

  　一応、制服には着替えたが。家を出る前に足が止まってしまった。

  

  　请假吧。反正只是请一天假，也没什么大不了的。

  　休むか。別に、一日休んだ程度で何かある訳でもないし。

  

  

  「……生理期啊」

  「……生理、か」

  

  

  　我收拾着因为各种尝试而变得乱七八糟的房间，下半身的感觉很不舒服，于是我脱下校服裤子，只穿着内裤躺在床上。

  　色々試行錯誤したせいで荒れた部屋の中を片付け、下半身の感覚が気持ち悪いので制服のズボンだけ脱いでパンツ剥き出しのままベッドの上に寝転がる。

  

  

  「真的变成女人了啊。好累……」

  「まじで女じゃん。だる……」

  

  

  　我躺在床上，看着手机屏幕上的自己的脸，喃喃自语。

  　ベッドに寝転がったまま、画面を消したスマホに映る自分の顔を見て呟く。

  

  　母亲怀上我时，大概也是我现在这个年纪吧。她16岁生的，生日是8月……所以还早得很。不过，也剩不到一年了。

  　母親が俺を孕んだのも、丁度今の俺ぐらいなのかな。16歳で産んでて、誕生日が8月だから……全然まだまだ先か。でも、1年切ってるんだよな。

  

  　诚也先生也经常说，我的容貌真的和年轻时的母亲一模一样。

  　誠也さんも度々言うが、本当に俺の容姿は若い頃の母親にそっくりだ。

  　再过几个月，我的容貌就会和怀上我的母亲一样，再过3、4年，我就能在镜子里看到小时候看到的母亲的容貌了吧。

  　もう数ヶ月もしたら俺は、俺を孕んだ時の母親と同じ姿になって、3、4年経てば幼い頃に見た母親の姿を鏡で見る事になるのだろう。

  

  

  「好恶心……」

  「気持ち悪……」

  

  

  　脑袋还是男人，身体却逐渐变成女人的厌恶感。感觉糟透了。虽然不是悔恨或悲伤那种强烈的情感，但会让人变得无精打采。

  　頭の中が男のまま、身体がどんどん女へと近付いていく嫌悪感。最悪な気分だ。悔しいとか悲しいとかそういう強い感情では無いが、無気力になる。

  

  

  「我明明不想变成女人的……」

  「女になんか、なりたくないのに……」

  

  

  　我朝着天空伸出手。看到和班上男生们不同的，又小又白又圆的手，我立刻感到一阵厌恶。

  　天上を向いて、手を伸ばす。クラスメートの男達とは違った、小さくて白くて丸っこい手が映ってすぐに嫌な気分になる。

  

  

  「……睡吧。」

  「……寝よ」

  

  

  　我什么都不想思考，闭上了眼睛。

  　何も考えたくなくて、俺は目を閉じた。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　胯下被摸了。

  　股を触られている。

  

  　明明应该有血流出来，却感觉到有人用手指拨开我的胯下肉，用手指温柔地触摸里面的触感。

  　血が垂れていたはずなのに、俺の股の肉を指で掻き分けて、その中を指で優しく触っている感触がする。

  

  　从睡梦中醒来，我被一种奇妙的感觉侵袭。

  　眠りから覚めると、妙な感覚に襲われた。

  

  　滴答、滴答，秒针移动的声音，以及带着些许水汽的咕啾咕啾声在房间里回响。

  　チク、タク、と秒針が動く音と、少しだけ水気を含んだクチュクチュという音が部屋に響く。

  

  　我听过这种声音。所以，一旦意识到这一点，我就会看到从未见过的景象在眼前展开，让我更加坠入深渊。

  　聞いた事ある音だ。だからきっと、それを認識してしまえば見た事ある光景が目の前に広がって、俺は更にどん底の気分へと叩き落とされるのだろう。

  

  　这是母亲经常被做的行为。我也知道接下来会发展成什么行为。因为我一直在近距离看着。

  　母親がよくされていたやつだ。そこからどういう行為に繋がるのかも理解している。すぐ目の前で見てきたのだから。

  

  

  「……虽然不知道你是谁，但请住手。」

  「……誰だか知らないですけど、やめてください」

  

  

  　我知道是谁在做。因为这是我家，是我的房间。但我故意装作不知道对方是谁，没有看向触摸我胯下的男人，直接对他说话。

  　誰がやっているかなんて分かっている。だって、ここは俺の家で俺の部屋だし。でも敢えて相手が誰か分からない事にして、俺の股を触っている男を見ないまま話し掛ける。

  

  

  「现在消失的话，我会忘记这件事。不消失的话，我现在就杀了你。」

  「今消えたらこの事は忘れる。消えないなら、あんたを今ここでぶっ殺してやる」

  

  

  　说完，手从胯下离开了。虽然我闭着眼睛看不到对方，但能感觉到脚步声匆匆忙忙地离开了房间。

  　そう言うと、股から手が離れていった。目を閉じたままだから相手の姿は見えないが、足音だけそそくさと部屋から出ていくのを感じた。

  

  　等了一会儿，听到玄关开门的声音。完全离开了这个家。

  　少し待っていると、玄関を開けた音がした。完全にこの家から出ていった。

  

  　唉……那个父亲，终于对儿子出手了吗？不，是女儿吗？哪个都无所谓。

  　はあ……あの父親、ついに息子にまで手を出しやがったか。いや、娘か？　どっちでもいいわ。

  

  

  「……咦？」

  「……あれっ」

  

  

  　我看了看手机，时间才刚过18点，不是诚也先生回来的时间。咦，不是诚也先生吗？那会是谁？强盗之类的吗！？

  　スマホを見たら、まだ時間は18時過ぎで誠也さんが帰ってくるような時間ではなかった。え、誠也さんじゃないの？　じゃあ誰？？　強盗かなにか！？

  

  

  「咿、咿……」

  「ひ、ひぃ……」

  

  

  　我怀疑自己是不是在做梦，看了看自己的胯下，果然内裤被脱下，液体像被触摸过一样滴了下来。好可怕！除了诚也先生以外，会是谁？是知道我家的学校里的谁吗……？

  　まさか夢でも見ていたのかと疑って自分の股を見たが、やはりパンツを下ろされ触られたかのように液が垂れていた。こっわ！　誠也さん以外となると誰だ？　俺の家を知ってる学校の誰かとか……？

  

  

  「对，对啊。如果请假了，一般都会有人来送讲义之类的……」

  「そ、そうだよな。学校休んだら普通、プリントとか届けに来るもんな……」

  

  

  　哇，哇！这绝对是学校里的谁来玩弄了我的胯下。好恶心！太糟糕了，感觉有点想吐……。

  　うわ、うっわ！　これ絶対に学校の誰かに股を弄られたじゃん。気持ち悪！　最悪だ、なんか吐き気してきた……。

  

  

  　我忍受着从腹部深处涌上来的恶心感，去厕所呕吐了一会儿，这次诚也先生真的回来了。几乎和我吐完是同一时间。

  　しばらく腹の奥から登ってくる気持ち悪さに耐えかねトイレで嘔吐していたら今度こそ誠也さんが家に帰ってきた。吐き終えたのとほぼ同タイミングだった。

  

  

  「欢迎回来，诚也先生」

  「おかえり、誠也さん」

  「嗯，我回来了小依君，小依君！？你穿好裤子啊！爸爸可是男人啊！？」

  「うんただいま小依くっ、小依くん！？　ズボン履こうか！　お父さん男だからね！？」

  「……太好了，果然不是诚也先生」

  「……よかった、やっぱ誠也さんじゃないっぽい」

  「？虽然不太明白，但你不能穿成这样在家里走来走去……不对，等一下，这么说来我进家门的时候门没锁。难道你一直没锁门就穿成这样在家里吗！？」

  「？　よく分からないけど、そんな格好で家をうろつくのは……いや待って、そういえば家入る時鍵しまってなかったけど。もしかして鍵開けたままその姿で過ごしていたのかい！？」

  「诶？嗯……」

  「え？　まぁ……」

  「太不小心了！？」

  「不用心すぎる！？」

  「就算你这么说」

  「そんな事言われても」

  「要是有奇怪的人进来怎么办！」

  「変な人が入ってきたらどうするの！」

  

  

  　已经进来了啊。已经晚了啊。不过，只是被手指摸了而已，没有被做更过分的事，所以还好。

  　入ってきたんだが。既に手遅れだが。まぁ、指で触られただけでそれ以上の事はされてないからいいけどさ。

  

  

  「真是的。话说回来，你穿着女式内裤啊。洗衣服的时候我只看到男式内裤，还以为你下面也穿着男式的呢」

  「全く。というか、女物の下着を履いてるんだね。洗濯する時男物しか無いからてっきり下は男物のままなのかと思っていたよ」

  「我来生理期了」

  「生理来たんすよ」

  「诶！？痛不痛？」

  「えっ！？　痛みとか大丈夫？」

  「嗯……有点累和有点热，没有特别痛」

  「んー……ちょっと怠いのと熱っぽいくらいで。痛みとかは特に」

  「这样啊。不过，今后说不定会变得更痛，要买止痛药吗？」

  「そうか。まあ、今後もしかしたら痛みが酷くなったりするかもしれないから、痛み止めとか買っておく？」

  「袋子里有。医院的人给我的袋子里有」

  「袋にありました。病院の人がくれた袋ん中」

  「那就好！」

  「それは助かるね！」

  

  

  　诚也先生从袋子里拿出在超市买的食材放进冰箱。我换上居家服，也想帮忙而靠近他。反正他肯定因为罐装酒太碍事，很难把食材放进去。

  　誠也さんが袋からスーパーで買った食材を出して冷蔵庫に入れていく。部屋着に着替えて、俺もその手伝いをしようと近付く。どうせ酒の缶が邪魔で入れるのに難航してるだろうし。

  

  

  「今天请假就是这个原因啊」

  「今日学校休んだのはそういう理由だったんだね」

  「你知道了啊」

  「知ってたんすか」

  「学校联系我了。打电话到家里也没人接，我很担心啊」

  「学校から連絡来てね。家に電話掛けても出ないから心配したよ」

  「担心？」

  「心配？」

  「诶？嗯。你看，要是被卷入奇怪的事件就糟了」

  「え？　うん。ほら、変な事件に巻き込まれたりしたら大変じゃないか」

  

  

  　诶，因为这种事担心我吗。真是个奇怪的人。

  　へぇ、そんな事で俺を心配するのか。変わった人だな。

  

  

  「诚也先生意外地温柔呢」

  「意外と優しいんですね、誠也さんって」

  「诶？……你在说什么？」

  「え？　……何の話？」

  「不不不。一般不会因为这种小事就担心别人吧」

  「いやいや。そんなちょっとした事で他人を心配とか。普通しないでしょ」

  「不，会担心的吧。那可是自己的孩子啊？」

  「いやするでしょ。自分の子供だよ？」

  「自己的孩子的话，会因为这种小事就担心吗？」

  「自分の子供ならそんな事で心配になるんすか？」

  「当然会啊」

  「なるよそりゃあ、勿論」

  「诶——」

  「へー」

  

  

  　学校联系了我啊。我以前都无视了母亲的电话。

  　学校からの連絡、ねぇ。母親なんか全部すっぽかしてたけど。

  

  　不过，我请假的时候，都是被母亲打到发烧或者被用车载到很远的地方扔下不管，都是些被学校知道会很麻烦的情况。所以学校打来的电话我都是无视的。

  　まあでも、そもそも俺が休む時って、母親に殴られすぎて熱出してる時とか車で遠くに連れてかれて放っとかれてる時ばかりで、学校にバレたら困るって場面ばかりだったってのもあるか。そりゃ無視するわな、学校からの電話。

  

  

  「……我一直很在意，依爱的妈妈是个怎样的人？」

  「……ずっと気になっていたんだけど、依愛はどんなお母さんだったの？」

  「诶？怎样的，就是个普通的母亲啊」

  「え？　どんなって、別に普通の母親でしたよ」

  「普通？」

  「普通の？」

  「是的」

  「はい」

  「……但是，你的感性跟普通的孩子有点偏差，这次的事也是」

  「……にしては君はちょっとばかり、普通の子と感性がズレているというか、今回の事もそうだし」

  「怎么突然说这个」

  「なんすか急に」

  「父母担心孩子是理所当然的吧？但是你的反应就像是第一次知道一样」

  「親が子供を心配することは当たり前の事だろ？　それをまるで、今初めて知ったみたいな反応したろ」

  「我是第一次知道啊」

  「今初めて知りましたけど」

  「……」

  「……」

  

  

  　我理所当然地回答后，诚也先生停下了手上的动作。他呆呆地看着我，跪着靠近我，温柔地抱住了坐在地板上的我。

  　俺が当然のように答えると、誠也さんの手が止まった。彼は呆然とした目で俺を見ると、膝立ちのままこちらに近付いてきて、床に座り込んでいる俺を優しく抱きしめてきた。

  

  

  「对不起啊，小依。把你一个人留在这里，真的对不起……」

  「ごめんな小依。お前を残してしまって、本当にごめん……」

  「……？」

  「……？」

  

  

  　他好像哭了。我不是很懂现在是什么情况。要道歉的话，应该先为自己抛弃了家人而道歉吧。

  　なんか泣かれてしまった。どういう状況なんだろう、よく分からない。ごめんと言うならそもそも自分が捨てた家族を想ってごめんなさいするべきだと思うのだが。

  

  　我是他出轨对象的孩子吧。他没道理向我道歉。比起正妻的家庭，我不过是附属品。

  　俺は不倫相手の子供だろ。別に謝られる筋合いないな。序列下じゃんね、本丸の家族よりも俺の方が。

  

  

  「小依！之前我一直以为你是由依爱抚养长大的，所以觉得我最好不要干涉太多，但我改变想法了。我不会再跟你客气了！」

  「小依！　今までは依愛に育てられてたからてっきり僕はあまり干渉しない方がいいのかもと思ってたけれど、考えを改めるよ。他人行儀なのは辞めよう！」

  「唉。随便你，不过诚也先生你身上有股大叔味」

  「はあ。どうでもいいっすけど、誠也さんオヤジ臭い」

  「今年我就40岁了！这就是父亲的味道！」

  「今年で40になるからね！　これが父親の匂いだよ！」

  「绝对算不上好闻……」

  「決して良い匂いとは言えない……」

  

  

  　因为真的很臭，我推开诚也先生，继续整理食材。真是的，突然粘过来，这家伙怎么回事，好恶心。还好他是个有审美意识的大叔，如果是邋遢的大叔，我早就给他一记头槌了。

  　真剣に臭いので誠也さんを突き放し食材の整理整頓に戻る。ったく、いきなりベタベタしてきてなんなんだこいつ気持ち悪い。美意識はあるおっさんだからまだマシだけど、小汚かったら頭突き食らわせてたわ。

  

  

  　之后，我吃了莫名干劲十足的诚也先生做的菜，和像是切换了开关的诚也先生聊了一会儿，然后洗澡睡觉。

  　その後、謎に張り切った誠也さんの気合いの入った手料理を振舞ってもらい、なんかスイッチが切り替わったように感じる誠也さんと会話を交わして風呂に入り眠りについた。

  

  　诚也先生太莫名其妙了，先不管他，我开始思考是谁摸了我的腿。从床边乱放的学校通知来看，犯人肯定是班上的某人。

  　誠也さんはよく分からないから置いといて、俺の股を触ってきた何者かに思考を巡らす。ベッドの脇に乱雑に置かれていた学校のプリントから、犯人はクラスメートの誰かである事は間違いない。

  

  　犯人是知道我家的人。但是，知道我家的人，应该只有咲那和低年级时跟我有来往的人……

  　俺の家を知っている誰かの犯行だ。でも、俺の家を知っている人間なんて、咲那か低学年の頃付き合いのあった連中しかいないはず……。

  

  　不对，还有一个人。虽然不是同班同学，但那个人知道我家，而且可能会利用同班同学的门路来报复我。

  　いや、あと一人居た。クラスメートではないが、クラスメートのツテを使って俺に復讐をしてきそうな、俺の家を知っている人間が。

  

  　是水濑。那家伙曾经靠自己的力量找到我家，那是我刚被欺负的时候。

  　水瀬だ。アイツは自力で俺の家を見つけ出したことがある、いじめられてすぐの頃だった。

  

  　那家伙应该恨我恨得要死，而且我现在在班上不受欢迎，所以她很有可能从跟我小学时期有来往的同班同学那里拿到通知，然后来到我家！

  　アイツなら俺の事を強く恨んでいるはずだし、今俺はクラスでよく思われていないから小学時代繋がりがあったクラスメートからプリントを預かりこの家に来た可能性は十分にある！

  

  　然后，我因为感冒而倒在床上，睡得不省人事，内裤还露在外面……接下来，她会怎么想呢？虽然我不想去想象，但很有可能会想趁机对我施暴吧！！！

  　そして、風邪でダウンしてるかと思いきや眠りこけているパンツ丸出しの俺。……ここから先、どう思ったかは気持ち悪いので想定したくないが、つまりその流れで俺に乱暴しようとした可能性は高いだろう！！！

  

  

  「那个混蛋……我要把她找出来痛扁一顿。」

  「あの野郎……見つけ出してボコしてやる」

  

  

  　我决定好要做的事了。我要把水濑找出来痛扁一顿。

  　やる事がひとつ決まった。水瀬を見つけ出し、ボコす。

  　明天我要早起去学校埋伏那家伙。在她到学校之前把她引到没人的地方，然后痛扁她一顿！！

  　明日は早めに起きて学校に向かいアイツを待ち伏せしよう。学校に着く前に人気のない場所に誘い出し、ボコしてやる！！

  　我关掉电灯，为了早起而钻进被窝闭上眼睛。我绝对要让她后悔……！

  　俺は電気を消し、早起きに備えてベッドの潜り込み目を閉じた。絶対に後悔させてやる……！

 
  8話「いじめ」

  第8话「霸凌」

  　我为了痛扁那个玩弄我胯下的水濑，在她家前面埋伏，但到了快迟到的时间，水濑还是没有从家里出来。

  　俺の股を弄り倒した疑いのある水瀬をボコしてやろうとアイツの前を張っていたが、朝の会に間に合うギリギリの時間になっても水瀬は家から出てこなかった。

  

  

  「搬家了……不可能吧。」

  「引っ越した……訳ないよな」

  

  

  　我确认水濑骑的自行车还停在她家。唔——是感冒了吗？算了，之后再教训她吧。

  　水瀬が使っていた自転車が停まっているのを確認する。うーむ、風邪でも引いてるのだろうか。まあいいや、また後日シメる事にしよう。

  

  　我稍微加快脚步前往学校，换好鞋子后走在走廊上。很好，因为有赶路，所以还很充裕！

  　少し早足で学校に向かい靴を履き替えて廊下を歩く。よし、急いだおかげで全然余裕で間に合ったな！

  

  

  「啊。」

  「あっ」

  

  

  　我走上楼梯时，看到神崎、山本、香坂三人组。最近他们也无视我，所以感觉很微妙，但只要不在教室里，或许就能和他们对话。

  　階段を昇っていたら神崎、山本、香坂の三人組が見えた。最近はコイツらも無視してくるから微妙な感じだったが、教室の中でなければ会話が出来るかもしれない。

  

  

  「嗨，你们！早啊。」

  「よぉお前ら！　おはよう」

  

  

  　我一打招呼，他们三人就停下脚步看向我。神崎、山本打算无视我，只有香坂回了我一声「嗨」。

  　声を掛けると、三人とも足を止めてこちらを見た。神崎、山本はそのまま無視しようとしたが、香坂だけは「よお」と返してくれた。

  

  

  「喂，香坂……」

  「おい香坂……」

  「小依，你看起来很有精神嘛，昨天怎么了？感冒？」

  「元気そうじゃん小依、昨日はどうしたん？　風邪？」

  「不，好像是初经？初潮？来了，我萎靡不振，所以翘课了。」

  「いや、それが初経？　初潮？　みてーのが来てさ。萎えて学校サボってた」

  「那是什么？」

  「なんだそれ？」

  「就是第一次生理期吧。怎么，你来生理期了？你是女人嘛。」

  「最初の生理って奴だろ。なにお前、生理来たの？　女じゃん」

  「吵死了。」

  「うっせぇ」

  

  

  　神崎也一边和香坂对话一边面向我说话。山本则一脸麻烦地看着我们。

  　神崎も香坂に対し受け答えをしながらも俺の方を向き話してくれた。山本はその様子を厄介そうに見ていた。

  

  

  「话说，你们最近怎么了？无视我」

  「てかよ、最近なんなんお前ら？　俺の事無視しやがって」

  「啊，这个嘛……」

  「あ〜、それなんだがよ……」

  「瑛T说，只要不和你说话，他就不会和我们说什么，也不会责备我们」

  「口を利かなけりゃ親にもなんも言わないし咎めもしないってアキTに言われたんだよ」

  「哈？什么啊，班主任也无视我了？」

  「は？　なんだそりゃ、担任が俺への無視に加担してんの？」

  「倒不如说，我们在一起会做坏事，所以禁止接触。瑛T好像还觉得小依是罪魁祸首」

  「ってより、俺らが一緒に居ると悪さを起こすから接触禁止って感じになってるらしい。未だアキTん中では小依が発端って事になってるらしいしな」

  「什么啊……」

  「なんだよそれー……」

  

  

  　虽然瑛T想彻底根除霸凌的精神值得肯定，但他是不是在拼命寻找根本不存在的霸凌啊。

  　いじめを絶対根絶したいって精神は評価出来るが、ありもしないいじめ話に躍起になってるのかアキTは。

  

  

  「真是个顽固的家伙，既没有搞笑线，情绪又恶心，我们班主任真是一个缺点」

  「頭の固い奴、ギャグ線も無いしテンションもキモイし、まじで良い所一個もないなウチの担任は……」

  「哈哈，说得对」

  「ははっ、言えてる」

  「不过，大概是因为你被嫉妒的女生们告了状，所以瑛T才会被操纵吧」

  「ま、大方お前を僻んでる女連中がアキTに嘘の告げ口して操ってるんだろうがな」

  「啊？嫉妒？我？为什么？」

  「あぁ？　僻んでる？　俺に？　なんでだよ」

  「那是因为你长得好看，又和男生正常说话，从女生的角度来看，你是个让人不爽的家伙吧」

  「そりゃお前、顔良いし男と普通に話せる奴とか女視点ムカつく奴だろ」

  「啊？」

  「はぁあ？」

  

  

  　神崎的话让我感觉不对劲，我反射性地瞪了他一眼。神崎补充了一句“我倒是没什么想法”来打圆场。

  　神崎の言葉に違和感を感じ反射的にガンつけてしまう。神崎は「俺はなんとも思わないけどよ」と保険のように付け足した。

  

  

  「能跟男生正常说话是理所当然的吧。我可是男生哦。」

  「男と普通に話せるって当たり前だろ。俺ァ男だぞ」

  「内在是啊。外表只是穿着男生制服的可爱女生，当然有人会觉得不爽。」

  「中身はな。外見は男の制服を着ただけの可愛い女じゃん。そりゃ面白く思わねえ奴も出てくるさ」

  「这种长相很普通吧。」

  「別に普通だろこんな顔面」

  「你就是会自然地说出这种话才让人火大。无意识地炫耀，是讨厌鬼的代名词吧。」

  「そういう発言も素でしてるからムカつくんだろ。無意識マウントとか嫌な奴の代名詞だろうが」

  

  

  　炫耀……因为我的脸就像直接把母亲的脸贴上去一样，感觉很恶心……只有我本人这么想吗？网络上的自拍照里到处都是更可爱的家伙，所以我以为自己还算普通。

  　マウントってか、だって母親の顔面をそのまま貼り付けたみたいでなんなら気持ち悪いし……。そう感じるのは当人の俺だけって話なのだろうか。ネットにある自撮りとか見てりゃもっと可愛い奴がゴロゴロいるしそんなもんかと思っていたんだが。

  

  

  「总之就是这样，我在教室里被女生监视，所以想跟你说话也没办法。」

  「ま、そういう訳で、教室の中じゃ女に監視されてっからお前と話したくても話せないわけ」

  「监视？无视她们不就好了？」

  「監視って、そんなの無視すればいいだろ」

  「我和神崎都打算升学，需要不错的在校成绩。你也是吧。」

  「俺も神崎も進学希望で内申はそれなりに必要なんだよ。お前だってそうだろうが」

  「……照这个理论来说，香坂应该没关系吧？」

  「……その理論で言えば香坂は関係無くね？」

  「我……」

  「俺は……」

  「我要在父母的公司工作，所以不想在那之前引发牵连到父母的问题吧？」

  「親の会社で働くんだからその前に親を巻き込んだ問題とか起こしたくねえだろ？」

  「这样啊，确实如此……」

  「そうか、まあ確かにそうだな……」

  

  

  　原来如此，原来如此。初中三年级是重要的时期，不想因为轻率的行动影响到升学，这种想法很自然。

  　なるほど、なるほど。まあ中学三年という時期は大切な時期だもんな、下手な行動を取って進路に響かせたくないと考えるのは自然か。

  

  

  「如果是这样，那我还能理解。但无视所有人……这样不就是霸凌吗？」

  「そういう事ならまあ、納得するけど。でも全員無視はなんか……それこそいじめじゃね？　って思うんだけど」

  「我们也是这么想的，但其他人似乎不这么认为。你欺负人的印象已经传开了，所以甚至有人觉得对你做什么都可以。」

  「俺らもそう思ってはいるが、他の連中はそう考えてないっぽいんだよな。もうお前が人をいじめてたって印象が広まってるし、だからか何をしてもいいって考えてる奴すら居るんだぜ？」

  「啊？好可怕。」

  「は？　こわ」

  「有些阴沉的家伙甚至说，只要曾经欺负过人，就算杀了也没关系。我不知道他们在想什么，但感觉他们真的会这么做，所以我就去教训了他们一顿。」

  「一度でも人をいじめた事があるような奴は殺したって構わないって話し合ってる陰キャ共も居たな。アイツら何考えてっか分からなくて本当にやりそうだからシメといたけどさ」

  「这样不会招来怨恨吗……？」

  「それはそれで恨み買わないか……？」

  「我先录下了他们的抱怨和妄想，所以没问题。如果他们想做什么奇怪的事，我就先在网络上散布出去。」

  「先に愚痴妄想を録音してからボコったから問題ねえよ。アイツらが変な事をしようとしたら先にネットに流しちまえばいい」

  

  

  　这招真聪明。明明是不良少年，却这么聪明，角色设定不会崩坏吗？

  　頭良いなそれ。不良なんかやってたくせに頭良いとかキャラが崩壊してないか？

  

  　这么说来，我之前稍微听到神崎说志愿学校时，有提到高升学率的学校的名字。优秀的人别当什么不良少年啊。

  　そういえば神崎の志望校の話をチョロっと聞いた時、ハイレベルな進学校の名前出てたもんな。優秀な奴が不良なんかやってんなよ。

  

  

  「啊，那我不能和你们一起进教室了。你先说一声啊，我去厕所打发时间。」

  「あ、それならお前らと一緒に教室入るのやばいよな。先言ってろよ、俺はトイレで時間潰す」

  「不用那么在意吧。」

  「そこまで気を遣わなくていいだろ」

  「虽然我不太清楚，但那些家伙可是会因为无聊的怨恨而把老师也牵扯进来，让一个人孤立的人哦？最好还是先保持警戒。」

  「よく分かんねえけど、くだらねえ逆恨み程度で教師も巻き込んで一人を孤立させるような連中だぞ？　警戒しておくに越したことはねえよ」

  「这么说也是。」

  「それも、そうか」

  

  

  　神崎表示理解，山本虽然一脸抱歉，但还是和他一起走向教室。香坂小声地说「我们是站在你这边的」，然后追在两人身后跑走了。

  　神崎が納得し、山本も申し訳なさそうにしながらも彼と一緒に教室に向かっていく。香坂は小さな声で「俺らは味方だからよ」と言って二人の背後に追い付くように駆けて行った。

  

  

  「真是群好人啊……」

  「めっちゃいい奴らだな……」

  

  

  　总觉得，是因为环境突然改变的关系吗？我窥见了那三个人的人情味。明明是那么好的人，却会去戳班上同学，或是叫他们拿钱过来。一想到这些怨恨都集中在我一个人身上，就某种意义上来说，我或许也能理解自己会受到这种对待。毕竟那些家伙很可怕，我没办法直接抱怨啊。

  　なんか、環境がガラッと変わったせいかあの三人の人情みたいな所が垣間見えてしまった。あんな良い奴らなのに、クラスの連中を小突いたり金を持ってこさせたりしてたんだよな。それらの恨みが俺一人に集約していると考えたらこんな扱いもある意味納得かもしれない。アイツら怖いし、直接文句なんか言えないもんなー。

  

  

  「这不就表示我被瞧不起吗？」

  「それってやっぱ俺が舐められてるって事じゃねえか」

  

  

  　察觉到这一点后，我突然火大起来，于是踹了厕所的墙壁。好痛。

  　気付きを得たら急にムカついたのでトイレの壁を蹴った。痛い。

  

  

  「啊，冬浦小依。」

  「あっ、冬浦小依」

  「啊？哇，是你这家伙啊，上原……」

  「あ？　うわ、てめぇかよ上原……」

  

  

  　厕所的隔间门打开，从里面走出来的，是被我弄哭的女生上原美优。

  　トイレの個室が開き、中から俺が泣かしていじめた事になっている女子の上原美優が出てきた。

  

  

  「你来得正好。我们来聊聊吧，上原。」

  「丁度良かった。少しお話しようぜ、上原」

  「……什么事？」

  「……なんですか」

  「别瞪我。小心我揍你。」

  「睨むなよ。ぶん殴るぞ」

  「唔，你、你有种就试试看啊。」「我可以揍你吗？」

  「ッ、や、やれるものなら」「やってもいいの？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我试着靠近一步，结果上原就害怕地往后退，背靠在墙上。她放在胸前的手颤抖着。虽然吓唬她的人是我，但有这么可怕吗？明明我比她矮？

  　強がってくるから一歩近づいてみたら、上原は怯えたように後ろに下がって背中を壁に当てた。上原は胸の前で組んだ手を震わせている。脅かしたのは俺だが、そんなに怖いか？　俺の方が背が低いのに？

  

  

  「我、我又没错。是你们每次都坐到我的座位上！」

  「わ、私は悪くないし。いつもいつも私の席に座って来るあんたらが悪い！」

  「我什么都没说啊。不过我懂了，这就是你找我出气的理由吗？」

  「なんも言ってねえんだけど。でも分かった、それがお前が俺に憂さ晴らししてる理由なんだ？」

  「所以那又怎样！？你再靠近的话，我就要大叫了！」

  「っ、だからなに！？　それ以上近付いたら、大声出すよ！」

  「真麻烦。那让我问一个问题。」

  「だるっ。じゃあよ、一個質問させてよ」

  「……」

  「……」

  「像你这种胆小女不可能有办法让这么多人行动。除了你之外，应该还有个幕后黑手吧。那家伙是谁？」

  「お前みたいなビビり女がここまで人を動かせるわけないよな。お前とは別に、なんか裏ボス的なの居るだろ。そいつ誰」

  「……你问这个要做什么？」

  「……そんな事聞いてどうするの」

  「昨天我在家的时候，被班上的某人玩弄了胯下，这是强奸吧？已经超出了可以做的事情。所以我要揍他。揍那个现行犯，还有那个幕后黑手。」

  「昨日家に居たらクラスの誰かに股を弄られた、これはレイプだろ？　やっていい事を超えてるよな。だからボコる。実行犯と、その裏ボスの両方を」

  「我、我才不知道那种事！」

  「そ、そんなの私知らないし！」

  「是吗？不知道强奸的事啊。那幕后黑手呢？」

  「あっそ。レイプは知らないと。じゃあ裏ボスは」

  「不知道！」

  「知らない！」

  「我杀了你哦。」

  「殺すぞ」

  「咿！！！谁、谁来救我——！！我被冬浦袭击了——！！！！」

  「ひっ！！　だ、だれかー！！　冬浦に襲われてるーっ！！！！」

  「咦？」

  「えっ」

  

  

  　真的假的？我只是随口说说要杀了她，她就吓得超过临界点了吗？这种粗话在日常对话中到处都是吧，她的心理素质也太弱了吧？

  　まじ？　殺すって軽口だけでビビりが臨界点超えたのか？　日常会話で飛び交ってるだろこんな暴言、流石にメンタル弱すぎない？

  

  　我应该要逃走的，而不是悠哉地想这些事。听到上原拼命的惨叫，有学生走进厕所，直接从背后架住我。

  　なんて呑気な事を考えているのではなく、この時俺は逃げるべきだった。上原の必死の悲鳴を聞きつけた生徒がトイレに入ってきて、俺はそのまま羽交い締めにされた。

  

  　事情还没结束。上原刻意说「我受够了！这家伙说要杀了我！」，这句话似乎成了暗号，陆续聚集过来的女生们把我打倒在地，踢我，甚至泼我水。

  　それで終わらなかった。上原の「もうやだぁ！　こいつ私を殺すって言ったのぉ！」というわざとらしい訴えが合言葉となったのか、続々集まってくる女子共によって俺はトイレの床に倒されて蹴られて水までぶっかけられた。

  

  　不管怎么想都太过分了，但对她们来说，这是理所当然的报应吧。上原完全没有愧疚的样子，用『你让我遇到可怕的事，这是当然的吧』的眼神瞪着我。

  　どう考えてもやりすぎだが、相手からしたらこれは当然の報いなのだろう。上原は全然悪びれる様子もない、『私を怖い目に遭わせたんだから当然でしょ』とでも言うような目で俺を睨みつけていた。

  

  

  「小依。」

  「小依」

  「……咲那？」

  「……咲那？」

  

  

  　聚集过来的女生中也有咲那的身影。但咲那小心翼翼地抱住上原，瞪着我说：

  　集まった女の群れの中には咲那の姿もあった。だが咲那は上原を大切そうに抱き留めると、俺を睨みながら言った。

  

  

  「你又伤害了我重要的人……我绝对不会再原谅你了，我要彻底报复你。」

  「また私の大切な人を傷付けたんだ。……もう絶対許さない、徹底的にやり返すから」

  

  

  　重要的人……？　说起来，上原一直待在咲那的身边。但是，什么叫“又”？我明明没骚扰过女人啊。真是莫名其妙。

  　大切な人……？　そういえば、上原はずっと咲那の近くに居たな。だが、またってなんだ。女に嫌がらせをした事なんてないってのに。意味が分からない。

  

  

  　我一身湿漉漉的制服走进教室，瑛T却相信了班里女生“这家伙跳进池子里了！他因为压力太大脑子坏掉了！”这种莫名其妙的说辞，完全不相信我的主张。

  　制服を濡らして教室に入ったのにアキTはクラスの女子の「コイツ池に飛び込んでました！　ストレスでおかしくなったんだと思います！」という意味不明な言い分を信じて俺の主張を信じてくれなかった。

  

  　我们吵了很久，上原哭了出来，班里的人开始单方面地对我发出嘘声，瑛T也完全把我当成坏人，用强硬的语气让我闭嘴。

  　言い合いが長くなると上原が泣き出し、一方的にクラス中から俺へのブーイングが飛び、アキTも完全に俺を悪として断じ強い口調で俺を黙らせてきた。

  

  

  　从那天开始，我正式受到了欺凌。

  　その日から、本格的に俺へのいじめが始まった。

  

  

  　从文具，教科书，笔记本被藏起来开始，我的桌子被搬到走廊外面，扫除时间我的包里被塞满了垃圾。

  　文房具や教科書、ノートを隠される所から始まり、俺の机だけ廊下の外に出されていたり掃除の時間に俺のカバンにゴミを詰められたり。

  

  　后面座位的人一点点地剪掉我的头发。

  　後ろの席の人に少しずつ髪を切られたり。

  

  　我被架住脱掉制服，为了不让瑛T看到，我的胸罩和内裤上被写上了“淫乱”“丑女”“婊子”等字眼。

  　羽交い締めにされて制服を脱がされて、アキTに見せられないようにブラやパンツに『淫乱』とか『ブス』とか『ビッチ』とか書かれたり。

  

  　休息时间我趴在桌子上，他们就用扫把打我的头和背，我换到有旁人在的走廊上，他们就用周围听得见的音量说「你这个和大叔援交的笨女人！」这种毫无根据的诽谤。

  　休み時間中に机に突っ伏していたら箒で頭や背中を叩かれたり、場所を変えて人目のある廊下で過ごしていたら周りに聞こえるような大声で「おっさんと援交してる馬鹿女だ〜！」って事実無根な言いがかりをぶつけられたり。

  

  　最有效的是我在厕所小便时，他们把手机塞到我下面偷拍。那张照片似乎被传到我没有加入的LINE群组，我一到学校，他们就用我看得见的角度播放那张照片。

  　一番効いたのはトイレで放尿していたら下からスマホを入れられて盗撮された事だ。それは俺が入っていないグループラインで共有されたらしく、俺が登校するといやらしく俺が見えるような角度でそれを再生されるなんて事もされた。

  

  

  「……真的假的。」

  「……マジか」

  

  

  　就这样到了夏天，游泳课开始的某天。我不想穿学校泳装，每次都穿体育服在旁边看，但某天我回到教室，制服的内里沾着白色粘稠的液体。

  　そのまま夏になり、水泳の授業が始まったある日。スク水なんて着たくなくて毎回体操服を着て見学をしていたのだが、ある日教室に戻ったら制服の裏地に白いヌルヌルの液体が付いていた。

  

  　我变成女人所以不知道，但那似乎是精液。是男人从鸡鸡射出来的液体。

  　俺は女になってしまったから知らなかったが、これは精液というやつらしい。男の、ちんこから出てくるやつだ。

  

  　……因为不知道那是什么，我用手指沾了一点闻味道。我以为是胶水之类的东西，用手帕擦掉后直接穿上制服。

  　……何か分からなかったから、指で少し取って匂いを嗅いでしまった。ボンドか何かだと思っていたから、ハンカチで拭き取ってそのまま着てしまっていた。

  

  　我查了那是什么后，吐了出来。我吐到胃液都跑出来，那天泪流不止。

  　それが何なのかを調べた後、思い切り嘔吐した。血の味がするくらい胃の内容物を吐き続け、その日は涙が止まらなかった。

  

  　我恶心到暂时不穿制服，改穿体育服上学。

  　気持ち悪くてしばらく制服を着ずに体操服で登校した。

  

  　他们说游泳课都不上会影响成绩，我只好穿上紧绷的学校泳装上课，结果这次体育服被偷了。体育服从更衣室里消失。

  　流石に水泳の授業を一度も出ないのは成績に響くと言われたので仕方なくピッチピチのスク水を着て授業を受けたら、今度は体操服を盗まれた。更衣室から、体操服が丸々消えていた。

  

  

  「……」

  「……」

  「呜哇，那女生穿着泳装走在走廊上！」

  「うわっ、あの子水着のまま廊下を歩いてる！」

  「那什么啊，变态？」

  「なにあれ、変態？」

  「话说那不是三年级的淫乱女吗？我记得名字是……」

  「てかアレ、三年の淫乱女って奴じゃない？　確か名前は……」

  「冬浦小依？」

  「冬浦小依？」

  「对对对！听说她和班上男生做爱，控制他欺负其他女生！」

  「そうそれ！　クラスの男子とセックスして操って他の女子生徒をいじめてたって！」

  「事迹败露后就和大叔援交了？好像常有人送她到学校附近哦。」

  「それがバレてからはおじさんと援交してるんだっけ？　よく学校近くまで送りに来るらしいよ」

  「竟然把爸爸活的客人叫到学校，好恶！」

  「パパ活相手を学校に呼ぶとかキッモ！」

  「话说啊，色情网站上有个和她一模一样的女人的视频。」

  「てかさ、エロサイトにアイツにそっくりな女の動画上がってたんだけど」

  「那是合成脸部的恶搞视频啦。不过实际上应该有做吧，毕竟还是初中生，要是被抓到对方会被逮捕，所以不会公开吧。」

  「アレは顔の部分を合成したコラ動画なんだって。まあ実際ヤッてんだろうけど、中学生だしバレたら相手が捕まるから世には出ないだろ」

  「听说她有开色情账号哦？」

  「エロ垢やってるって噂もあるけど？」

  「真假？呜哇，好想看！跟她搭话的话她会告诉我吗？」

  「まじ？　うわ、見てぇー！　話し掛けたら教えてくんないかな？」

  「别闹了，听说和她搭话会被她的炮友痛扁一顿。」

  「やめときなよ、あの人に話し掛けるとセフレの男子にボコされるって聞いたし」

  「好可怕。好恶！真的有这种人耶！」

  「こっわ。てかキモ！　本当に居るんだな、そういう奴！」

  

  

  　光是走在走廊上，不愉快的言语就在我头上交错。所有人都看着我嘲笑，轻视我。不分同年级还是其他年级。

  　廊下を歩くだけで不快な言葉が俺の頭上を行き来する。誰もが俺を見て嘲笑い、見下している。同学年も他学年も無い。

  

  

  「喂，你为什么穿成这样！？」

  「ちょっとあなた、なぜそんな格好をしているの！？」

  

  

  　某个老师发现我后跑过来，她也只是嘴上担心，眼神却像看到恶心的东西。

  　ある教師が俺を見つけ駆け寄ってくるが、彼女も心配してるのは口だけで俺を気味の悪いモノを見るような目で見ていた。

  

  

  「替换的衣服呢！？」

  「着替えは！？」

  「……没有。」

  「……無いです」

  「没有！？怎么可能！」

  「無い！？　そんな訳！」

  「没有。不知道是谁偷走了我的体育服。制服也放在家里，能穿的衣服只有这件。」

  「無いです。誰か知らないけど体操服盗まれて。制服も家なんで、着れる服なんてこれしかないです」

  「什么，那不就！可是你，听说你欺负一个叫上原同学的女生……」

  「なんっ、それって！　でも貴方、上原さんって子をいじめてたっていう……」

  

  

  　真的假的，连没见过面的老师都知道我的存在吗？我这么有名吗？只不过欺负人就变成通缉犯，这学校里正义的英雄还真多，真让人受不了。

  　おうまじか、面識のない教師相手にも存在が知られてるのか。有名人じゃん。たかが人をいじめた程度で指名手配犯か、この学校には正義のヒーローがいっぱい居るんだな。たまらねえや。

  

  

  「因为我欺负上原，所以不管我遇到什么事都是自作自受，对吧。就算制服被泼精液，上厕所时被偷拍，色情视频里被贴上我的脸，被传到网络上。说到底都是因为我先弄哭上原，所以那些全都是正义之举，正确的报复。」

  「上原をいじめたから俺がどんな目に逢おうと自業自得、ですよね。制服に精子ぶっかけられようが、トイレしてる所を盗撮されようが、エロ動画に顔を貼られようが、ネットに流されようが。そもそも最初に俺が上原を泣かしたからそれらは全部正義の行いで、正しい報復なんですよね」

  「你、你被做了那种事吗！？」

  「そ、そんな事されているの！？」

  「你不知道吗？糟糕了，要是被不认识的人知道这件事，又会被怨恨。刚才的话请忘掉吧。」

  「知らなかったんですか？　まずいな、知らない相手にこんな話をしたらまた逆恨みされる。今した話、忘れてください」

  「怎么可能忘得掉！？这件事一定要在职员会议上提出来！」

  「そんな事出来るわけ無いでしょ！？　この件はちゃんと職員会議で出さないと！」

  「……真的拜托你别这么做。饶了我吧。」

  「……まじでやめてください。勘弁してください」

  

  

  　我已经受够了。被贴上欺负人的标签的人要是向别人求助，就会遭到更残酷的霸凌。事情会闹得这么大，都是因为我无法忍受霸凌，想向老师求助的缘故。

  　もう沢山だ。いじめっ子というレッテルを貼った相手が誰かに助けを求めようもんなら、それまで以上に苛烈ないじめをしてくる。ここまで事が大きくなったのは結局俺がいじめに耐えかねて教師に頼ろうとしたからだ。

  

  　学校的老师最后还是会顺从多数人的意见。超过四十个人认为我是坏人，老师就会顺从他们。

  　学校の教師は結局多数派の意見に流されてしまう。40人を超える人間が俺を悪人とすれば教師はそっちに流れてしまう。

  

  　就算所有学生都提出稍微不同的意见，老师也只会用我做了其他坏事来解释这些不同的意见。

  　生徒全員が少しずつ食い違った意見を言っていようが、食い違った意見同士を別のタイミングに起きた俺の悪行という形で解釈するだけなのだ。

  

  

  「我知道老师是个好人，但你的善意反而会毁了我……拜托你，别多管闲事。」

  「先生が凄い良い人なのは分かりますけど、その善意がかえって俺を潰す事になるんすわ。……頼むから、でしゃばらないで下さい」

  「多管闲事，我怎么可能这么做！？身为教师，我怎么能放任学生遇到这种事！」

  「でしゃばるなって、そんな事出来るわけないでしょ！？　生徒が酷い目に遭っているのを放っておくなんて教師としてっ」」

  「老师离开学校后，就只是个普通人吧。拜托你别再管我了，这样只会火上浇油。要是你因为多管闲事而遭遇不幸，我大概会自杀吧。」

  「教師なんて学校を出りゃただの普通の一般人でしょ。まじでやめてください、火に油なんすよ。あんたが下手な事して余計酷い目にあったら、多分俺自殺します」

  「怎么会……」

  「そんな……」

  

  

  　我甩开不知为何一脸绝望的女老师的手，穿着泳裤走向教室。

  　何故か絶望している女教師の腕を払い、水着のまま教室に向かっていった。

  

  　一个月后，暑假即将到来时，向我搭话的老师离开了学校。虽然不清楚详情，但自从向我搭话的那天起，她似乎就遭到学生回避，被教师们冷眼相待，最后精神崩溃了。

  　それから一ヶ月後、夏休みを目前に控えたところで俺に声をかけてくれた教師は学校を去った。詳しい事は知らないが、俺に声を掛けた日以降生徒から避けられるようになり、教師陣からも白い目で見られるようになり精神を病んでしまったらしい。

  

  

  　她对我说“都是你的错”。看来事态已经恶化到我试图求助于某人时，连对方都会遭受危害的地步了。

  　お前のせいだ。そう言われた。どうやら俺個人への攻撃を飛び越え、俺が誰かを頼ろうとしたらその相手にすら危害が向く段階まで来てしまったらしい。

  

  

  「……对不起。」

  「……ごめん」

  

  

  　在事态激化到这种程度后，梅雨季的某天，咲那在走廊上与我擦肩而过时，小声地向我道歉。她一开始虽然很恨我，但应该也没想到事情会变成这样吧。

  　そのぐらい事態が激化してから、梅雨に入ったある日鉢合わせた咲那に小声で謝られた。初めこそ俺を憎んではいたが、こんな事になるとは思っていなかったのだろう。

  

  

  「小依，我……」

  「小依、私」

  

  

  　我不知道她想说什么。我已经不想再听到咲那的声音了。所以我无视了她，一个人回家了。

  　何を言われるか分からなかった。もう咲那の声も聴きたくない。だから俺に何か言いかけた彼女を無視して一人で帰った。

  

  　因为伞被某人折断了，所以我没撑伞就跑回家。寒冷的天气让我流下眼泪，喉咙颤抖着。

  　傘は誰かに折られていたから傘もささずに家まで走る。酷い寒さに涙が出て、喉が震えた。

 
  9話「痛み」

  第9话「痛楚」

  有看起来很痛的描写！

  痛そうな描写があります！

  　我向学校请假了。暑假前的这几天，就算不去学校也没什么差别。期末考已经结束，所有科目都拿到了90分以上的成绩，就算稍微跷课也不会影响成绩。

  　学校を休んだ。夏休み前の数日間なんて、行っても行かなくても変わらない。期末テストはもう終わって点も全科目90点以上取れたし、多少サボっても成績に響くことは無いだろう。

  

  　因为过着普通的生活，意外地没有使用美工刀的机会，这是我有生以来第一次买美工刀。我喀嚓喀嚓地推出刀刃，看着有光线射入的刀刃。

  　意外とカッターナイフを使う機会なんて普通に生きてる分には無かったから生まれて初めて買った。チキチキチキと刃を出し、射線の入った刃を見る。

  

  

  「好像很痛……」

  「痛そう……」

  

  

  　我讨厌疼痛，也讨厌可怕的事。就连揍人，我也不喜欢，因为拳头会痛。

  　痛い事は嫌いだ。怖い事も嫌いだ。人を殴るのだって、拳が痛くなるから実は全然好きじゃない。

  

  　明明讨厌疼痛，我现在却打算伤害自己。理由……我也不太清楚。

  　痛い事が嫌いなのに俺は今自分で自分を傷付けようとしていた。理由は……よく分からない。

  

  　我在网络上看到一种神秘的行为，叫做割腕。我偶然看到有人说这么做可以减轻压力，所以抱着「如果能稍微轻松一点」的轻松心情，决定模仿看看。

  　ネットを見ていたら見掛けたのだ、リストカットとかいう謎の行為を。それをするとストレスが軽くなるみたいな事言ってる人を偶然見つけたから、少しでも楽になれるならと言う軽い気持ちで真似してみる事にした。

  

  　如果能稍微缓解这股郁闷的不快感，我打算尝试各种自残行为。连我自己都觉得这个理由很愚蠢。

  　胸の内が晴れないこの不快感が少しでもマシになるならと、俺は様々な自傷行為に走るつもりだ。我が事ながら、馬鹿馬鹿しい理由である。

  

  

  「这样不会死吧……？」

  「これ、死なねえの……？」

  

  

  　我试着在手腕……因为割开血管好像很不妙，所以我试着割开血管颜色比较淡的地方。该说是理所当然吗？锐利的疼痛沿着红线袭来。

  　試しに手首の……血管を切るのはやばそうだから血管の色が薄くなっている所を切ってみる。やはりというか、当たり前に鋭い痛みが赤い線をなぞるように襲ってくる。

  

  　从割开的地方噗噗噗地冒出像珠子一样的血，最后滴答地往下流。我割得好像太浅了，可是割得太深好像会死……

  　切れ目からプツプツと玉のような血が出てきて、やがてツーっと下に垂れていく。切れ方が浅かったらしい、でもあんまり深く切ると死にそうだしな……。

  

  　我再次试着割开别的地方。锐利的疼痛，流血。就只是这样，没有特别觉得舒畅什么的。没有任何感想。

  　もう一度別の箇所を切ってみる。鋭い痛み、血が流れる。ただそれだけ、別に何かスッキリしたりとかはない。何も感想は無い。

  

  

  「……不割多一点不行吗？」

  「……もっと切らなきゃ駄目か」

  

  

  　我增加割伤的数量，三道、四道。好痛、好痛。可是疼痛渐渐变成热度，我渐渐习惯的同时也渐渐适应了。

  　三本、四本と切り傷を増やしていく。痛い、痛い。でも少しずつ痛みは熱に変わって慣れと同時に馴染んできた。

  

  

  「所以，这个，该怎么做才好呢？」

  「で、これ、どうするべきなんだろう」

  

  

  　我一时冲动割了好几道伤口，血流如注。得止血才行……

  　勢いに任せて数本切り傷を作ってしまった。血がすごい溢れてくる。止血しないとだよな……。

  　掉在浴室地板上的血用莲蓬头冲掉就好。问题是手臂，正常地把血擦掉再用绷带包扎就可以了吧。

  　風呂場の床に落ちた血はシャワーで流せばいい。問題は腕だが、普通に血を拭いて包帯を巻けばいいのかな。

  

  　……哇，话说我虽然没想太多就在手腕上割伤，可是这个去学校的话绝对会被说些什么吧。早知道就该割在上臂附近，割在看得见的地方太蠢了。

  　……うわ、てか考え無しに手首に切り傷つけたけど、これ学校行ったら絶対なんか言われるじゃん。もっと力こぶの辺りを切ればよかった、見える所を切るとか馬鹿すぎる。

  

  　算了。

  　まあいっか。

  

  　我随便处理了一下割腕的痕迹，拿出弄直弄平的安全别针，随便往耳垂上一刺。

  　テキトーにリスカ跡を処理して、俺は真っ直ぐになる様曲げて形を整えた安全ピンを出して、テキトーに耳たぶにぶっ刺した。

  

  　伴随着劈哩啪啦的声音，耳洞开通了。好痛，可是这个和割腕不一样，马上就有热度传来。

  　メリメリって音と共に穴が開通する。痛い、しかしこちらはリスカとは違いすぐに熱さがやってきた。

  

  　……没有痛楚的话，就感觉不到自残的痛楚，有种扑空的感觉。

  　……痛みが無いと、なんだか自傷する痛みが感じられなくて肩透かしだ。

  

  　我并不是想戴耳环，所以直接拔掉安全别针，刺别的地方。我一边喘不过气，一边把针抵在耳朵上方的软骨上。

  　別にピアスを入れたい訳では無いのでそのまま安全ピンを抜き、別の箇所も刺す。息が詰まりそうになりながらも、今度は耳の上の方の軟骨に針を当てる。

  

  

  「痛、痛痛痛！」

  「い、いたたっ」

  

  

  　软骨嘛，因为是骨头所以也是理所当然的，硬得很难刺穿。就算用力，针也只是在里面动来动去，不怎么听话。

  　軟骨は、まあ骨だから当たり前なんだけど、硬くて中々貫通させれなかった。力を入れても中でグリって針が動いて中々言う事を効かない。

  

  　软骨在里面碎得乱七八糟，痛楚不是点状的，而是渐渐扩散开来。虽然眼泪流了出来，但我无视它，用手指按着耳朵上方，硬是把洞戳开。

  　軟骨が中で変に砕けているのか、痛みが点ではなくじわじわ広がっていく。涙が出てくるが、無視して耳の上を指で押えて無理やり穴をぶち上げた。

  

  

  「好痛……」

  「痛い……っ」

  

  

  　因为太痛了，呼吸一瞬间停止了。就像突然发生意外而吓到的时候一样。可是……这里有种自己确实弄痛自己的感觉，很舒服。不是快感，而是清爽的感觉。

  　あまりの痛さで呼吸が一瞬止まった。突然のアクシデントに驚いた時みたいだ。でも……ここはなんかちゃんと自分で痛めつけた感があって気持ちがいい。快感とかではなく、清々するって感じの心地良さを覚える。

  

  　……可是，第二个好可怕。光是用手指轻轻捏住就会感觉到强烈的疼痛。这真的是自残。

  　……でも、二個目は怖い。指で軽くつまむだけで強い痛みを覚える。まじの自傷だこれ。

  

  

  「……唔，咕」

  「……っ。くっ」

  

  

  　我在另一个软骨上也开了个洞。我咬紧牙关，不让牙齿因为疼痛而打颤，然后拔出安全别针。手指已经沾满了血，变得湿湿滑滑的。我把沾血的手指放进嘴里，舔舐着铁的味道。

  　もう一箇所、軟骨に穴を開けた。奥歯がカチカチと震えそうになるのを食いしばって黙らせ、安全ピンを引き抜く。もう指が血まみれでヌルヌルだ。俺は血の着いた指を口に入れ、鉄の味を舐めとった。

  

  

  「哈啊……哈啊……哈，呜，啊啊……」

  「はぁ……はぁ……はっ、う、あぁ……」

  

  

  　我用放进嘴里的手指捏住舌头，往外拉。我把手指放在下唇上，然后把手指放在浴室镜子下面的台子上。我固定住脸和舌头，把针尖放在舌头的上半部分。

  　口に入れた指でそのままべろをつまみ、口外へ伸ばす。下唇に指を置いて、風呂の鏡の下にある台にその指を置く。顔とべろを固定して、べろの上部分に針の先を乗せる。

  

  

  「～～～～～！！？」

  「〜〜〜〜〜っ！！？」

  

  

  　我一口气把针往下戳。但是，舌头比耳朵厚得多，用刚才的力道无法贯穿。一阵刺痛传到舌头上，舌头似乎对疼痛产生了反应，无视我的意志，像虫子一样蠕动着。

  　一気に針を落とす。が、ベロは耳よりもずっと肉厚で今までの力加減では貫通しなかった。ビリビリとした痛みがベロに伝わり、痛みに反応してるせいかベロが俺の意思を無視して虫のように蠢く。

  

  　好痛，好痛！真的很痛！但是，就是这个。我开始觉得有趣了。虽然割腕的时候感觉不怎么样，但我现在似乎体会到了自残行为的快感和乐趣。

  　痛い、痛い！　本当に痛い！　けど、これだ。なんか楽しくなってきた。リスカの時はイマイチだったけど、自傷行為をする気持ちよさとか楽しさを今俺は味わっている気がした。

  

  　贬低自己。这种滑稽的行为让我涌起一阵笑意。

  　自分で自分で貶める。そんな滑稽な行為に笑いが込み上げてきた。

  

  　我转动安全别针，像钻头一样把舌头上的洞挖得更深，一阵阵的剧痛从下面传来。随着洞的深度增加，疼痛从伤口深处涌上来。

  　安全ピンを回し、キリキリとドリルのようにベロの穴を深くしていくと、鋭い痛みが断続的に下に響いた。穴の震度が深くなる度に、痛みが傷の奥から登ってくる。

  

  　噗哧，噗哧！我产生了这样的错觉，仿佛听到了声音。但是，安全别针用力过猛，刺到了我的手指。虽然没有在舌头开洞的时候那么痛，但也足够痛了。

  　ブチ、ブチッ！　って感覚だけで音がしたような錯覚を覚える。ただ勢い余って安全ピンが指にまで突き刺さってしまった。べろに穴を開けている時程では無いが十分に痛い。

  

  　眼泪扑簌簌地流了下来。但是，我却止不住奇怪的笑声。我的身体上的伤口越来越多。活该，我自言自语地说道，也不知道是在对谁说。

  　ボロボロと涙が出ている。しかし、変な笑いが止められなかった。自分の体にどんどん傷が増えていく。ざまあみろ、なんて言葉が誰に対して思うでもなく口から勝手に零れた。

  

  

  「嘻嘻，嘿嘿嘿」

  「ひひっ、へへへっ」

  

  

  　我是不是疯了？我用这种人特有的笑声笑着，把被安全别针贯穿的舌头放回嘴里，别针还插在上面。

  　頭がイカれたのかと思った。そういう人にしか見えない声で笑いながら、俺は思い切り安全ピンが貫通したベロを、まだピンが刺さったまま口に入れようとした。

  

  

  「咿！？……」

  「いぎっ！？　……っ、ぃ」

  

  

  　安全别针碰到了嘴唇，舌头停了下来。

  　唇に安全ピンが当たり、ベロが止まる。

  

  　混着血的唾液不停地从嘴角和舌头滴落。粘稠的液体沾在手指上。我一次又一次地重复着这个动作，让舌头上的洞变得更糟。每次都会有一股电流般的疼痛流过，但这并不构成我停止的理由。

  　血が混じった唾液が絶え間なく口の端やベロから滴り落ちる。ヌルヌルの液体が指に付く。俺は何度も何度も、自分でベロに空けた穴を悪化させる為に往復行為を繰り返す。その度に電流のような痛みが走るが、止める理由にはならなかった。

  

  　舌头上的洞变得松松垮垮的，我用手指轻轻一捏，就轻松地拔出了直直插在上面的安全别针。舌头传来一阵灼烧般的剧痛，我哭了出来。

  　ベロに空いた穴がユルユルになって、真っ直ぐ伸ばした安全ピンをつまむと弱い力で簡単に引き抜く事が出来た。炙られているかのような物凄い痛みがべろに走り、もう普通に俺は泣いてしまっていた。

  

  　还没完。我还有想尝试的事情。

  　まだだ。まだ試したかったことは残っている。

  

  

  「嘿，嘿啊，嘿嘿」

  「へ、へぁっ、へへっ」

  

  

  　我半张着嘴，拿出刚才买的剪刀，把刀刃抵在开了洞的舌头上。

  　口が半開きのまま俺はさっき買ったハサミを取り出し、穴の空いたベロに刃を当てる。

  

  　然后，我用力地合上了剪刀。果然一次是剪不下来的，我用力地动着剪刀，反复开合，然后，我听到了啪的一声。

  　そのまま、思い切りハサミを閉じた。やはり一度ではベロを切ることなんて出来なくて、思い切り力を込めてぐにぐにとハサミを動かしたり、開閉をしていたら、バツンって音がした。

  

  　意外的是，比起被安全别针刺到的时候，剪断舌头的时候要不那么痛。但是，从纵向裂开的舌头里流出了很多血，我变得像吐血的人一样。

  　意外にも、安全ピンでベロを刺した時よりも切るほうが痛くなかった。けど、縦に割れたベロからは血がどんどん出てきて、吐血した人みたいになっている。

  

  

  「呜诶」

  「うぇっ」

  

  

  　我把纱布塞进舌头的裂缝里，感觉好像止住了血，然后就那样坐在了浴室里。不知为何，我突然想吐。

  　ガーゼをベロの切れ目に挟んで止血した気になってそのまま風呂場に座り込む。何故か吐き気を催した。

  

  　大量的血液滴落在自己的裸体上。手腕也在出血，也许是因为流了太多血，我感觉有点不舒服，有点累。头也很痛。

  　自分の裸体におびただしい血が滴り落ちている。手首からも出血してるし、血を流しすぎたのか少し気持ち悪くて、怠い。頭が痛い。

  

  　也许是因为发烧导致我情绪高涨，我笑得很奇怪，笑得很长。之后，悲伤从内心深处涌了上来，就像要抹去刚才的笑声一样，我大声地哭了出来。

  　熱に浮かされハイになっているのか、変な笑いが長い間口から溢れた。その後、それまでの笑いを無かったことにするかのように、悲しみが胸の奥から昇ってきて声を上げて泣いた。

  

  　诚也先生因为工作不在家。我打扫干净了浴室，躺在床上，感受着自己造成的伤口的刺痛，然后又哭了起来。

  　誠也さんは仕事でいない。風呂場を綺麗に掃除し、自分で付けたくだらない傷のジンジンとした痛みを感じながらベッドに寝転がって、また泣いた。

  

  　梅雨的激烈雨声和我的哭声产生了共鸣，让我非常不愉快。

  　梅雨の激しい雨の音が俺の泣き声に共鳴するようで、とても不愉快だった。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　在我闭门不出的几天后，到了结业式。我依旧没有去学校。

  　もう何日も引きこもっているうちに終業式になった。変わらず俺は学校をサボっていた。

  

  　诚也先生发现了我的自残痕迹，非常生气。他说，这不就跟母亲一样吗？我才不管呢，母亲什么的已经无所谓了。

  　誠也さんは俺のリスカ跡を見つけて大激怒していた。母親と全く同じじゃないか、という旨の発言をしていた。知った事か、もう母親とかどうでもいい。

  

  　他发现了各种各样的道具，也发现了我割了耳朵的洞，还把舌头放着不管的事。诚也先生似乎感觉到我正逐渐堕落成像母亲一样的女人，对我说道：“不要跟男人见面，也不要跟男人上床！”

  　色んな道具が見つかって、耳の穴も切ったまま放置していたベロの事もバレた。誠也さんは俺がどんどん母親のような女に堕ちていくのを感じ取ったのか、「男と会ったり体を許したりしないでくれ！」と言ってきた。

  

  　他以为他是谁啊？他凭什么立场拜托我这种事？

  　何様なんだろう。どの目線で俺にそんな事を頼み込んでいるのだろう。

  　……他以为他是我的父母吗？父母不是恳求孩子的立场吧？真是莫名其妙。

  　……親のつもりか？　親って子供に物事を懇願する立場じゃないだろ。意味分からない。

  

  

  「别以为你是我的父母，垃圾男。」

  「親を気取ってんじゃねえよ。ゴミ男」

  

  

  　我对诚也先生这么说道。我们只是有血缘关系，你没有权利责备我。你这个放弃做父母，用钱买孩子，让对方怀孕的罪犯，不要开口说话。我心中只有这种感情。

  　俺は、誠也さんにそう言った。血が繋がっているだけで、お前に俺を叱る権利なんかない。親である事を一度放棄した、金で子供を買って孕ませた犯罪者が口を開くな。という感情しか湧かなかった。

  

  　诚也先生养育了孤立无援的我。不管有什么样的原委，这都是事实。但是，我已经无法再隐藏对诚也先生的厌恶感了。

  　誠也さんは孤立無援になりかけた俺を育ててくれた。どういう経緯があれどそれは事実。だが、誠也さんへの嫌悪感を、もう隠しておく事が出来なくなった。

  

  　如果诚也先生希望我走上认真女人的人生，那我就装成一个诚也先生不期望的，已经完蛋的蠢女人来否定他吧。我想让他知道，像你这样的人玩父亲游戏，像你这种程度的人拼命养育小孩，也只会做出失败品。

  　誠也さんが俺に真面目な女の人生を歩んでほしいと言うのなら、誠也さんが望まないような終わってる愚図女のように見せかけて否定してやろうと思った。お前みたいな人間が父親ごっこして、お前程度の人間が一生懸命ガキを育てても失敗作しか出来上がらないって思い知らせてやろうと思った。

  

  

  

  　我离开了家。现在校长应该在学校里说着无聊的长篇大论，体育馆内应该能听到好几次学生中暑倒下的声音吧。

  　家を出た。今頃学校では校長が長々と下らない話をし、体育館内で生徒が熱中症で倒れる音が何回か聴こえてくる頃合だろう。

  

  　我一个人来到了水量和气势都增加的水渠附近。然后，我看到了一个俯视着水渠的男人。

  　一人で、水かさと勢いを増した用水路の近くまで来る。すると、その用水路を見下ろしている男が居るのが見えた。

  

  

  「你在做什么？」

  「何してるの」

  

  

  　我向他搭话并没有什么特别的意义。只是觉得一个人很闲，想和那个做出奇怪行为的男人打发时间而已。

  　話しかけた意味は特に無い。一人じゃ暇だし、奇行に及ぼうとしているその男と時間を潰そうと思っただけだ。

  

  

  「要自杀的话，选别的方法吧。被卷进这个的话，感觉会很辛苦。」

  「自殺するなら他の方法にしなよ。これに巻き込まれるのはしんどそう」

  

  

  　我这么一说，男人转向了我。那家伙是水濑。

  　そう言ってみると、男はこちらを向いた。そいつは水瀬だった。

  

  

  「水濑？你在做什么？」

  「水瀬？　なにしてんの、お前」

  「……你是谁？」

  「……誰？」

  

  

  　他问了奇怪的问题……不，不知道也是当然的。水濑不知道我变成了女人，而且我现在头发很长，身体也完全变成了女人。

  　妙な事を尋ねられた。……いや、分からなくて当然か。水瀬は俺が女になった事なんて知らないし、今は髪も伸びてるし、体も完全に女になってるし。

  

  

  「单方面认识你的熟人。」

  「一方的なお前の知り合い」

  「单方面？」

  「一方的な？」

  「嗯。所以呢？你要自杀吗？」

  「うん。で？　お前、自殺でもすんの？」

  「不，我没那个打算……」

  「いや、そんなつもりないけど……」

  「那你在这里做什么？」

  「じゃあそこで何してんの？」

  「……自杀的预演？」

  「……自殺の下見？」

  

  

  　这不是满心想自杀吗？

  　自殺する気満々じゃないか。

  

  

  「那你呢？在这种下雨天做什么？」

  「君は何してるの？　こんな雨の日に」

  「想说要不要预演自杀。」

  「自殺の予行練習しようかなって」

  「咦！？别、别这样！」

  「え！？　や、やめなよ！」

  「开玩笑的。话说回来，你没资格说我吧。」

  「冗談だよ。てかお前に言われたくないんですけど」

  「……」

  「……」

  

  

  　水濑沉默了。继续待在这里的话，被风吹得伞也起不了作用。

  　水瀬は押し黙った。このままここに居たら横風に吹かれて傘も意味が無い。

  

  　我握住低着头的水濑的手，硬把他拉到道路桥下。因为可以避雨了，我便把伞收起来放在地上，坐在水泥的斜坡上。

  　俯く水瀬の手を握り、引っ張って強引に道路橋の下まで連れてくる。雨避けが出来たので、傘を畳んで地面に置いてコンクリの傾斜に腰を下ろした。

  

  

  「你……」

  「君……」

  「我在便利店买了三明治，要吃吗？」

  「コンビニでサンドイッチ買った。食う？」

  「……要。」

  「……食べる」

  「坐我旁边。」

  「隣座れよ」

  「嗯。」

  「うん」

  

  

  　水濑和我隔了一点距离，拘谨地坐下。我抓住他的手臂，把他拉到我身边。坐在那里会被雨淋湿吧，这家伙是笨蛋吗？

  　俺から少しスペースを空け、控えめに座る水瀬の腕を掴みもっとこっちに来るように引っ張る。そこだと雨に濡れるだろ、頭悪いんかこいつ。

  

  

  「给你。」

  「はい」

  「谢、谢谢。」

  「あ、ありがとう」

  

  

  　我把三明治递给他，水濑的视线固定在我的耳朵上。

  　サンドイッチを渡すと、水瀬は俺の耳に目線を固定しているのが見えた。

  

  

  「干嘛？」

  「んだよ」

  「耳朵，好厉害。耳环，你戴了几个？」

  「耳、すごいね。ピアス。何個つけてるの？」

  「咦——？不知道，你数数看。」

  「えー？　知らね、数えてよ」

  「只戴了一边？」

  「付けてるのは片耳だけ？」

  「只有左耳。」

  「左耳だけ」

  「这样啊。那……六个？」

  「そうなんだ。じゃあ……6つ？」

  

  

  　水濑数着耳环，做出感动的反应。再让他看些更有趣的东西吧。

  　ピアスを数えてなんか感動しているような反応をする水瀬。もっと面白いものも見せてやろう。

  

  

  「欸——欸——水濑，你看。」

  「ねーねー水瀬、見て」

  「嗯？哇！？舌头断了！？」

  「うん？　うわっ！？　舌が切れてる！？」

  「好痛哦。」

  「かぁいいやぉ」

  「好恶……！？这是你自己弄的？」

  「グロいなあ……！？　これ自分でやったの？」

  「我自己弄的。不恶心吧，很可爱吧。」

  「自分でやった。グロくないだろ、可愛いやろ」

  「难怪你咬字有点不清楚。」

  「道理で滑舌がちょっと悪いわけだ」

  「啰嗦。肿起来当然会不清楚啊。」

  「うるさいな。腫れてるんだし悪いに決まってるだろ」

  「肿起来啊，看起来好痛……」

  「腫れてるんだ、痛そう……」

  

  

  　虽然没有刚割的那天肿得那么厉害。那天肿得太过分，除了饮料以外，我连饭都吃不下。

  　まあ切った初日ほど酷くは腫れては居ないが。あの日は腫れすぎて飲み物しかまともに口にできなかった。

  

  

  「不过你为什么又……兴趣？」

  「しかしなんでまた……趣味？」

  「什么？」

  「なにが」

  「舌头和耳环。」

  「舌とかピアスとか」

  「嗯……你看了手腕应该就大概知道了吧？」

  「んー……そりゃ手首を見れば何となく分かるんじゃないか？」

  「手腕？」

  「手首？」

  

  

  　我让他看自残的痕迹，顺便让他看手腕的割腕痕迹。他咽下口水后，试探性地问道：

  　俺は自傷跡を見せたついでに、手首のリスカ痕も水瀬に見せてやった。彼は唾を飲んだ後、窺うように尋ねてくる。

  

  

  「……你被霸凌？」

  「……いじめられてた？」

  「我被霸凌。现在进行式。」

  「いじめられてる。現在進行形」

  「这样啊……」

  「そっか……」

  「你呢？」

  「お前は？」

  「我……一样，被霸凌。」

  「僕は……同じく、いじめられてる」

  「被谁？」

  「誰に」

  「被谁？说出来有什么用？」

  「誰にって。話して何になるのさ」

  「……我很好奇。」

  「……気になる」

  「好奇？」

  「気になる？」

  「我知道你被冬浦那个男的欺负。不过现在…………你现在也还在被他欺负吗？」

  「冬浦って男にいじめられてたのは知ってる。でも今は…………今もそいつにいじめられてるの？」

  

  

  　我问了个奇怪的问题。不过，现在的我终究不是冬浦小依，而是假装成其他人，所以问法上应该没有错。

  　変な質問になってしまった。まあ、あくまで今の俺は冬浦小依では無い他の誰かのフリをしてるわけだから、聞き方としては間違ってないとは思うが。

  

  

  「现在欺负我的不是小依同学，而是他的朋友。我升上二年级后，就没再见过小依同学了。」

  「今いじめてきてるのは小依くんじゃなくてその友達だった人らだよ。小依くんとは、二年になってから一度も会ってないし」

  「……这样啊。」

  「……そうだね」

  

  

  　我的朋友……和这家伙同班的我以前的不良伙伴，现在还在欺负他。真亏他们三年来都没腻，一直做这种事。

  　俺の友達だった人ら……コイツと同クラになった、俺のかつての不良仲間の誰かが未だにいじめ続けてると。三年間もよく飽きずにそんな事やれるな。

  

  

  「你是因为受不了被欺负才自杀的吗？真没用。」

  「そのいじめに耐えかねて自殺？　しょーもな」

  「……之前小依同学虽然会欺负我，但都会适可而止。自从他不在后，大家就变得一发不可收拾。」

  「……前までは、小依くんが、いじめてはくるんだけど程々の所で止めてくれて。小依くんがいなくなってから、歯止めが効かなくなったみたいな」

  「……」

  「……」

  

  

  　……什么鬼？他是不是在用奇怪的方式美化我？我适可而止只是不想被老师发现而已，他似乎把这件事往好的方向解读了。

  　……なんだそれ。謎に良い様に解釈されてないか？　程々の所で止めていたのは教師にバレないようにする為ってだけなんだが。ポジティブ方面の認識を持たれていそうだ。

  

  

  「现在回想起来，小依同学好像一直在保护我。」

  「今にして思えば、小依くんはなんだかんだで僕の事を守ってくれてたんじゃないかなって」

  「才没这回事。」

  「そんな事ないけど」

  「咦？」

  「えっ？」

  「啊，不是！呃……会欺负人的家伙，怎么可能保护被欺负的人！这样太莫名其妙了，根本本末倒置吧？反正我猜他只是不想让大人发现有人在欺负你而已！」

  「あっ、いや！　えーと……いじめをするよう奴が、いじめてる相手を守ったりする訳ないだろ！　意味分からんやん本末転倒やん？　どうせいじめが大人にバレないように立ち回ってたんだと俺は思うな！」

  「是这样吗……」

  「そうかな……」

  「就是这样！」

  「だと思う！」

  

  

  　虽然他怎么想都与我无关，但要是他带着这种想法死去，感觉会变成鬼跑出来抱怨「为什么不救我」。考虑到今后的事，我决定先摘掉水濑的有色眼镜。

  　まあどう思われても知った事では無いが、俺の事をそんな風に思いながら死んでいったら「なんで助けてくれなかったの」とか言いながら化けて出てきそうなので。今後の事を考えて水瀬の色眼鏡を外させておく。

  

  

  「欸，你啊。」

  「ねえ、君ってさ」

  「什、什么啦？」

  「な、なんだよ」

  「你刚才是不是用『我』来自称？」

  「今、自分の事俺って言わなかった？」

  「？那又怎样？」

  「？　それがなに」

  「因为你是女生，所以我觉得很稀奇。」

  「女の子だから珍しいなって思って」

  

  

  　……呃，的确，除了我以外，我从没见过有女生用『我』来自称。对哦，一般人都会指出来吧。

  　……。いやまあ確かに、俺以外に一人称が『俺』の女なんて見た事ないな。そっか、そりゃ普通指摘されるか。

  

  　话说，等一下。虽然脸变成女生，但我毫无疑问是冬浦小依，脸上也有以前的影子吧？这样不太妙吧？感觉会穿帮吧？是不是该全力蒙混过去比较好？？？

  　というか、待てよ。顔は女の形になったとはいえ、俺は間違いなく冬浦小依であって顔にもその面影はあるよな？　まずくね？　バレそうじゃね？　全力で誤魔化した方が良くねえ？？？

  

  

  「啊，呃，就是那个啦。其实我真正的自称是『我』，但会用『我』自称是因为……网络上的语气。」

  「あ、えっと、まあアレですよ。本当の一人称は私だけど、俺って言ってんのは……ネット上での口調というか」

  「网络上？」

  「ネット上？」

  「没有啦——其实我有在玩网络社交，设定成男生！所以不小心就用『我』自称了！」

  「いやー実は男って設定ってSNSやっててさ！　ついつい俺って言っちゃうんだよね！」

  「就是所谓的网络人妖。」

  「ネカマってやつだ」

  「是相反版本啦，不过，没错。」

  「の逆バージョンなんだけど、まあ、そう」

  「哦——」

  「へえ」

  

  

  　水濑露出理解的表情点点头。刚才的说明能让人理解吗？不知道有没有顺利蒙混过去，总之先别让她直视我的脸，把脸转开吧。

  　納得したかのような顔で頷く水瀬。納得出来るのか今の説明で。はたしてちゃんと誤魔化せたか分からないので、一応顔は直視させないよう逸らしておくか。

  

  

  「……你是为了忍受霸凌，才像这样伤害自己吗？」

  「……君は、いじめに耐える為にそんな風に、自分を傷付けたの？」

  「嗯？嗯——……有点微妙。我，不对，人家很讨厌自己。」

  「うん？　んー……それは微妙。俺、じゃなくて私、自分の事が大嫌いでさ」

  「是吗？」

  「そうなの？」

  「嗯。随着年龄增长，我越来越像讨厌的母亲，对别人又不温柔，动不动就发火，一点也没有成熟的样子。遇到讨厌的事就无法原谅别人，就算因为自己的错而伤害了谁，也会想逃避责任。所以才会被霸凌。我讨厌自己这种臭小鬼，才想自己伤害自己。」

  「ん。歳を取る度に嫌いだった母親に似ていくし、他人に優しくできないし、すぐカッとなるし、ちっとも大人らしくなれない。嫌な事があったら他人を許せないし、自分のせいで誰かが傷ついていてもその責任から逃げたくなるし。だからいじめられたし。そんなクソガキな自分が嫌で、自分で自分を痛めつけようと思った」

  「……但你伤害自己的方式还真时髦。」

  「……その割にオシャレな痛めつけ方だね」

  「有什么关系。」

  「いいじゃん」

  「是没关系啦……话说，我觉得你没有自己说的那么讨厌。」

  「いいけどさ。……というか、君は自分で言うほど嫌な奴でもないと思うけどな」

  「？为什么？」

  「？　なんで」

  「你在那里向我搭话，是因为觉得我想自杀吧？你阻止了想自杀的我，还给我三明治。这种大雨天，有人会特地做这种事吗？」

  「あそこで僕に声をかけたのは、僕が自殺するつもりなんだと思ったからでしょ？　自殺しようとしてる僕を止めて、サンドイッチをくれた。こんな激しい雨の日に、わざわざそんな事する人いるかな」

  「我觉得还满多的。」

  「割といると思うけど」

  「我不这么认为。你是个好人。」

  「僕はそう思わない。君は良い人だよ」

  

  

  　好人啊。那个好人可是欺负了你呢。因为冬浦小依的身份没被发现，我才能说出这种话。不过心情不错，还是别说吧。

  　良い人、ねえ。その良い人に君、いじめられてたんだけどね。俺が冬浦小依だってバレてないから言える発言ですな。気分がいいので黙っておくか。

  

  

  「……总觉得好久没听到不含厌恶或嘲笑的言语了。」

  「……なんか、久しぶりに嫌悪とか嘲笑の含みがない言葉を言われた気がする」

  「是吗？太好了。」

  「そう？　よかった」

  「啊哈哈…………不过，我不是好人哦。」

  「あはは。…………でも、俺は良い人じゃないよ」

  「没这回事。」

  「そんな事ないよ」

  「有……总觉得真的好久没跟人好好说话了。我来报答你吧。」

  「ある。……なんか、本当に久しぶりに人とマトモに会話出来たからさ。なにか恩返ししてやろうか」

  「报答？」

  「恩返し？」

  「嗯。虽然连我自己都没想到会想对你做这种事，不过刚才的发言让我心情轻松了些。」

  「うん。お前相手にそんな事しようって思うだなんて自分でも意外だけど、今の発言で若干気ぃ楽になったし」

  

  

  　这几天我的精神状态都处于不知道是生是死的状态。身为人类，能跟别人正常对话，总觉得心情比平常更积极了。

  　ここ数日間、生きてるのか死んでるのか分からない精神状態だったからな。人間として他人と等身大の会話が出来た事で、なんだかいつもより少しだけメンタルが前に向いた気がした。

  

  

  「告诉我欺负你的家伙叫什么名字。」

  「お前をいじめてる奴の名前教えてよ」

  「咦，为什么？」

  「え、なんで？」

  「别问了。」

  「いいから」

  「……」

  「……」

  

  

  　我问水濑名字，她回答了两个男生的名字。我本来还担心神崎、山本、香坂之中有人在的话该怎么办，幸好没有。

  　水瀬から名前を聞くと、二人の男の名前を答えた。神崎、山本、香坂のいずれかが入っていたらどうしようと思ったが、入っていなくて良かった。

  

  　欺负水濑的家伙，对我来说都是些不太喜欢的家伙。

  　水瀬をいじめている連中はいずれも、俺からしてもあまり好いていない連中だった。

  

  

  「那么，等暑假开始后你就去学校看看吧。我会用我的魔法惩罚那两个人的。」

  「それじゃ、夏休みが始まったら学校に行ってごらん。その二人、俺の魔法で懲らしめてやるからさ」

  「咦……？」

  「えっ……？」

  「那么，我差不多该走了。你可别再想自杀哦。我会让你从新学期开始就能正常上学的。」

  「じゃ、そろそろ俺は行くわ。くれぐれもまた自殺しようとか思うなよ。新学期からは普通に学校通えるようにしてやるからよ」

  

  

  　我对水濑这么说完，把伞……因为水濑没有带伞，所以我把伞留在原地，跑回家了。

  　水瀬にそう言って、俺は傘を……水瀬が傘を持っていなかったので、そのままそこに置いて走って家に帰った。

 
  10話「蛙の子は」

  第10话「有其母必有其女」

  　说是为了帮助她，听起来是很好听，但到头来，我只是想找个对象来发泄。

  　助けるつもりで、と言えば聞こえは良いが、結局の所俺は誰かに憂さ晴らしがしたいだけだった。

  

  　因为我过着有点令人火大的日子，对别人累积了些许的愤懑，所以想找个对象来发泄压力。就只是这样。

  　ほんのちょっとムカつく日々を送っているから、少しばかり他人に鬱憤が溜まっているから。そのストレスを誰かにぶつけて発散しようと思った。ただそれだけだ。

  

  　我想要一个正当理由。水濑被谁霸凌，我根本不在乎。

  　大義名分が欲しかった。別に、水瀬が誰にいじめられてようが本音はどうでもよかった。

  

  

  　……不过说起来，霸凌的起因就是我，所以也不是没有让我觉得该负责的一面。但若要问到我是不是对水濑觉得过意不去，那我就不敢点头了。毕竟我到现在还是讨厌她。

  　……まあ、そのいじめって元を正せば俺が原因だし、責任を感じる側面がないわけでもない。だからといって水瀬に申し訳なさがあるかと問われれば首を縦には振れないが。今でも俺、あいつのこと嫌いだし。

  

  

  

  　要做的事情很简单。那些固定成员霸凌别人时，也多半会在学校以外的地方一起行动。而一群人一起行动的行动范围很容易模式化，所以我只要靠着记忆，自己前往他们可能会聚集的地点就行了。

  　やる事なんて単純だった。決まったメンバーで誰かをいじめる連中ってのは、決まって学校以外の場所でも固まって行動する事が多い。そして、群れる連中の行動圏はパターン化されやすいから、俺は記憶を頼りにそいつらが溜まりそうな場所に自ら赴けばいい。

  

  

  「嗨，高峰、敷岛，好久不见啦。」

  「よお、高峰、敷島。久しぶりじゃん」

  「？谁啊，你认识的人？」

  「？　誰、お前の知り合い？」

  「没有啊，我想应该不认识……我们以前在哪里见过面吗？」

  「いや？　知らんと思うけど……俺ら、どっかで会ったっけ？」

  

  

  　他们两人一如我的预料，来到了ROUND　ONE。这个聚集地点和国一时一模一样。虽然没想到他们两人正好是唯一来的人，但这样反而方便，实在有够幸运。我找上正在打保龄球的他们。

  　二人は予想通りラウンドワンに来ていた。中一の頃とまるっきり同じ溜まり場だ。丁度目的の二人しか来ていないのは想定外だが都合が良い。めちゃくちゃラッキー。ボーリングをしている最中の彼らに話しかける。

  

  

  「是我啦，我啦，冬浦小依。你们忘啦？」

  「俺だよ俺、冬浦小依。忘れたのかよ？」

  「啥？小依？」

  「は？　小依？」

  「她是女的耶，这太扯了吧？」

  「女じゃん。わけなくね？」

  「我没说过，其实我是个女的。也就是所谓的男装女子。」

  「言ってなかったけど俺、実は女だったんよ。男装女子ってやつだ」

  「真的假的？我第一次听说。」

  「まじ？　初耳だけど」

  「因为我现在才说啊。」

  「初めて言ったもん」

  「是哦……只是头发留长，印象就差这么多啊。」

  「はぁー……髪が伸びただけで印象変わるもんだな」

  「而且你说你是男装女子，那不就表示那个传闻是真的？」

  「てか男装女子って、じゃああの噂は本当だったのかよ」

  

  

  　立刻就有一人上钩了。敷岛隔着T恤看我的胸部。

  　早速釣り針に1人引っ掛かった。敷島が、Tシャツ越しに俺の胸を見る。

  

  

  「就是说那个叫冬浦小依的女生很淫荡，马上就会答应上床的传闻。我本来以为只是同名同姓的另一个人，没想到……」

  「冬浦小依って名前の女が淫乱で、すぐヤラセてくれるってやつな。同姓同名の別人だろって思ってたけど、まさか」

  「没想到怎么样？」

  「まさかだったらどうするよ？」

  

  

  　我特地穿着宽松的T恤，还穿了热裤这种可以尽情露腿的服装。他们两人的视线从胸部移到脚上，让我看穿了他们内心的欲望。真是单纯。

  　わざとゆったりとしたTシャツを着て、ホットパンツなんてもんを履いた生足見せ放題の格好をしてきたんだ。二人とも胸から足に視線が移動し、その裏側の情欲が透けて見える。単純だな。

  

  

  「我包了卡拉OK的包厢，如果不介意，晚点我们一起去玩吧。包厢号码是……」

  「俺、カラオケの方で部屋取ってっからさ、もし良かったらこの後遊ぼうぜ。部屋は」

  

  

  　我告诉他们包厢号码，走向包厢时还故意瞥了他们一眼，或是稍微卷起T恤的下摆诱惑他们。这是母亲经常用来诱惑男人的动作，这种时候就派上用场了。那个女人的举动。

  　部屋番号を教えて、部屋に向かっていく際にわざと二人の方をちらっと見たりTシャツの裾を少し捲ってみたりして誘惑してやる。母親がよく男を誘惑する時にしてた仕草だ、こういう時は役に立つんだよな。あの女の所作。

  

  

  「好了。」

  「セットっと」

  

  

  　我把在GEO买的旧款便宜iPhone藏在电视后面，从那里开始直播。

  　型の古い、ゲオで買った格安のiPhoneをテレビの裏に隠れるように設置し、そこから鍵をかけたライブ配信を開始しておく。

  

  　只有我知道解锁的密码。一段时间后直播会自动结束，视频也会自动保存，之后再把录影传到自己的手机。

  　鍵の合言葉は俺しか知らない。時間が経てば自動的に配信は切れて映像は自動保存され、後から自分のスマホに録画を移動させることが出来る。

  

  　这个房间发生的所有事情都会被记录下来，然后传到我的手上。为了不让人觉得不自然，我拿起麦克风放在桌上，坐在椅子上进入镜头。为了不被拍到脸，我姑且戴上了帽子。只是姑且而已。

  　この部屋で起こる全ての事柄は記録され、俺の手に渡る。不自然に思われないようマイクを取って机の上に並べ、画角に入るように椅子に座る。俺の顔は映りにくいように、一応キャップを被っている。一応な。

  

  

  「打扰啦～」

  「邪魔するぜ〜」

  

  

  　过了一会儿，打完保龄球的高峰和敷岛走进了房间。我事先就故意说：「你、你们来啦？」明明是我自己邀他们来的，却做出排斥的反应，这是为了录影用的演出。

  　程なくしてボーリングを終えた高峰と敷島が部屋に入ってきた。俺はわざとらしく「な、なんだよ〜」と言っておく。誘っておいて嫌がるような素振りを見せるが、録画用の演出だ。

  

  　我重现母亲留在记忆中的谄媚表情，抬头看着他们两人……虽然这种行为会伤到我的自尊，但我这辈子活得没有高尚到可以拘泥于这种事，所以不予理会。我一边在脑内模拟母亲，一边进行下一步行动。

  　記憶に残る母親の媚びた表情を再現し、二人を見上げる。……プライドが傷つく行為だが、そんなものにこだわるほど高尚な生き方はしてないから無視する。脳内に母親をエミュレートしつつ、次の行動に移る。

  

  

  「不要穿成这样勾引人好不好？你这荡妇。」

  「そんな格好して、誘ってんじゃねえよエロ女が」

  「我才不是荡妇。」

  「エロ女じゃないしっ」

  

  

  　他们两人在我两侧坐下，让脸可以清楚拍进镜头。

  　二人が俺の両サイドに、カメラの正面にしっかり顔が映るように座った。

  　高峰先把手放到我大腿上。我特意什么都不说，用镜头拍不到的角度对高峰露出谄媚的表情。

  　高峰が先に俺の太ももに手を置いてきた。俺は敢えて何も言わず、カメラから分からないように高峰に媚びた顔を向ける。

  

  

  「我只是邀你来唱卡拉OK而已。」

  「私、カラオケに誘っただけなんですけど」

  「好好好，你就是喜欢这种的吧？」

  「はいはい、こういうのが好きなんだろ」

  「我才没这么说……」

  「そんな事言ってないぃ……」

  

  

  　我一边装出很刻意的抗拒态度，一边假装要加入他们，任由高峰摸我的大腿。我一点都不觉得舒服，反而觉得恶心。但这是为了陷害他们，这点小事我应该忍得下去。

  　わざとらしく嫌がりながらも混じるようなフリをして、高峰の太もも摩りを受ける。別に何も気持ちよくない、というか気持ち悪い。だが、こいつらを嵌めるためだしそれくらいは我慢だよな。

  

  

  「不、不要，啊嗯。」

  「や、やめっ、あんっ」

  

  

  　我发出装得非常假的叫声，靠到坐在另一侧的敷岛身上。敷岛以兴奋的模样把手放到我胸口。

  　なんて白々しい声を出して、逆側に座る敷島の体にもたれかかった。敷島は興奮した様子で俺の胸に手を当ててきた。

  

  

  「咦，你比我想的还贫乳啊？这是什么？你垫了胸垫吗？」

  「あれ、思ったより貧乳かお前？　なにこれ胸盛ってるの？」

  「才没有，只是看起来比较大吧。」

  「盛ってねえよ。でかく見えるだけだろ」

  

  

  　这我实在不能当作没听见，所以正常地反驳。谁会垫胸啊，真是白痴。是衣服的设计上无论如何都会强调胸部啦。

  　流石に聞き捨てならなかったのでそこは普通に返した。誰が胸なんか盛るかバカバカしい。服のデザイン上どうしても胸辺りが強調されるんだよ。

  

  

  「喂，敷岛，敷岛，那边不可以！」

  「ねえ、敷島っ。敷島、そこだめっ！」

  「你胸部很敏感是吧？」

  「胸が感じるんだな？」

  「敷岛……不要这样啦。」

  「敷島っ……やめてよっ」

  

  

  　我一边留意要装出抗拒的口气，一边连连呼喊敷岛的名字，让摄像头拍到。然后我做出怎么看都像是有感觉的演技，用手推开敷岛，身体往高峰身上靠。

  　と、言葉上で嫌がるのを意識しつつ敷島の名前をしっかり何度も呼んでカメラに拾わせる。そんでもって、敷島から見たらどう見ても感じているような演技をして、敷島を手で押しのけて高峰の方に体を揺らす。

  

  

  「高峰也是，大腿不可以！高峰，不要这样，求求你！」

  「高峰もっ、太ももダメッ！　やめて高峰っ、お願いっ」

  「你连大腿都会觉得有感觉？啊哈哈，你全身都是性感带嘛。」「啊啊！高峰，真的不要这样！高峰！」

  「太ももなんかで感じてんの？　あははっ、全身性感帯なんだなこよ」「あぁんっ！　高峰、本当にやめてっ！　高峰ぇ！」

  

  

  　好险啊～我差点就要说出她的名字，于是故意发出比较大的浪叫盖过高峰的声音，一边连连呼喊她的名字，一边让摄像头好好拍到我抗拒的模样。

  　あぶねぇ〜、名前を言いそうになったところでわざとデカめのエロ声を上げて高峰の声に被せ、名前を連呼しつつまた嫌がる姿をカメラにしっかりと見せつける。

  

  

  「别说了，赶快脱掉！」

  「いいからさっさと脱げよ！」

  「！？你、你做什么啦，敷岛！」

  「！？　なっ、何してんだよ敷島！！」

  

  

  　敷岛突然拉扯我的衣服，把我上衣给扯了下来。我用手遮住脸，把身体扭到背对摄像头的角度，但因为撇开了视线，结果连穿在底下的胸罩也被脱了下来。

  　不意に敷島に服を引っ張られ、上を脱がされてしまう。顔は見えないように手で隠してカメラから背くような角度に身を捻るが、目線を逸らしたせいで下に着けていたブラも取られてしまった。

  

  　高峰按住我，手指放到我的热裤上。

  　高峰に抑えられ、ホットパンツに指をかけられる。

  

  

  「住、住手，不要、这样。」

  「や、やめろっ、やめっ、て」

  「谁管你啊，赶快脱掉！」

  「知るかよ早く脱がせろ！」

  「我知道啦！」

  「分かってるよ！」

  

  

  　高峰强行要脱掉我的衣服，我挣扎抵抗。

  　高峰が強引に脱がそうとしてきて、暴れて抵抗する。

  

  

  「小依。」

  「小依」

  「！你这臭小子，竟然叫我的名字……」

  「ッ！　てめっ、名前っ」

  「你很啰唆耶！」

  「うるせぇなあぁっ」

  「！」

  「っ！？」

  

  

  　高峰握拳朝我脸上挥来。

  　高峰が拳を握って俺の顔面に振り下ろした。

  

  

  「高峰！你在做什么！」

  「高峰！？　お前何やってんだ！？」

  「嗯啊？因为这小子很吵，所以教训他一下。」

  「んぁ？　なんか煩いから躾てんだよ」

  

  

  　拳头一次又一次打在我脸上，我用手护住脸，结果换肚子挨揍。

  　何度も何度も顔に拳が落ち、顔を手で庇ったら今度は腹を殴られた。

  

  

  「呜、呜唔……」

  「う、うぐ……」

  

  

  　疼痛与恶心的感觉太强烈，让我弯起身体躺下。高峰在我们之中确实特别没耐性，动不动就动手，但没想到她连对女生都动手……！？

  　あまりの痛みと気持ち悪さに体を曲げ横になる。高峰は確かに俺らの中でも特に短気で直ぐに手が出るタイプだったが、女にも手を上げるタイプだったのか……！？

  

  

  「竟然嚣张地戴什么耳环，你这婊子。」

  「生意気にピアスなんかしやがって。ビッチが」

  

  

  　高峰用手指捏住我耳朵上的耳环。我本来以为她会直接扯断，吓得倒抽一口气，但并未发生这种事。高峰摸了摸我的头，然后抓住我的头发。

  　高峰は俺の耳のピアスを指で摘んだ。てっきりそのままブチッと千切られるのかと思って息を飲んだがそんな事は無く、高峰は俺の頭を撫でてそのまま髪を掴み上げた。

  

  

  「喂、喂，这样实在不太妙吧？」

  「お、おい。流石にこれはやばくねえか？」

  「是这小子自己勾引的吧？事到如今才说不要，我可不管。」

  「誘ったのはコイツだろ。今更嫌だって言われても知らねえっつうの」

  

  

  　高峰一边这么说，一边脱掉裤子，把挺立的家伙塞进我嘴里。

  　そう言いながら、高峰は下を脱いでそそり立ったブツを俺の口の中にねじ込んできた。

  

  

  「我、我可不管哦。」

  「し、知らねえぞ俺」

  「啊？你不干吗？」

  「あ？　ヤラねえの？」

  「要是被人看到就糟了吧！」

  「誰かに見られたらまずいだろ！」

  「这里的卡拉OK监视摄像头早就挂了。这栋建筑物很旧了，不用担心啦。」

  「ここのカラオケの監視カメラは死んでんだよ。古い建物だからな、気にする事ねえよ」

  「真的假的？」

  「まじ？」

  

  

  　听到高峰的话，敷岛也脱掉了裤子。

  　高峰の言葉を聞き、敷島も下を脱いだ。

  

  　我被她们两人粗暴地对待，简直不被当人看。

  　まるで人間では無い扱いをされた。俺は、二人に乱暴された。

  

  　被粗暴对待几十分钟后，她们两人重新穿好衣服，若无其事地离开了房间。我被扒光衣服，被体液喷了一身，就这样躺在地板上。

  　数十分乱暴された後、二人は服を着直し素知らぬ顔で部屋から出ていった。俺は裸に剥かれ、体液をぶっかけられた状態のまま床に寝かされていた。

  

  　这样不就和母亲一模一样了吗？

  　これじゃ、まるで母親のまんまじゃないか。

  

  　……不对。

  　……違う。

  

  　这么轻易就失去处女，还被射在里面，简直和母亲一样。

  　こんなアッサリ処女じゃなくなって。中にまで出されて。母親みたいだな。

  

  　……不对。

  　……違う。

  

  　要是怀孕了怎么办？堕胎吗？那不就重蹈母亲的覆辙了。

  　これで子供が出来てたらどうする？　堕ろすのか？　それこそ母親の二の舞だな。

  

  　……不对。我不会和那种女人一样。

  　……違う。俺はあんな女と同じにはならない。

  

  

  「你和我一样吧。」

  「同じでしょ」

  

  

  　我站起身，发现母亲的身影出现在房间的一面墙壁上。

  　立ち上がると、部屋の壁の一面となっている鏡に母親の姿があった。

  

  　母亲一边嘲笑我，一边用愉快的声音说道。

  　母親は俺を嘲笑いながら、愉快そうな声音で言った。

  

  

  「因为你和我差不多。」

  「あんたは私みたいなもんだから」

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  『我被3年1班的高峰勇太和敷岛祥吾强奸了』

  『3年1組の高峰勇太、敷島祥吾にレイプされました』

  

  

  　我给班主任瑛T发了这样的短信。

  　そんなメッセージを担任のアキTに送った。

  

  

  『请救救我。要是不处理那两个人，我就要去报警了』

  『助けてください。あの二人をどうにかしてくれなかったら、警察行きます』

  

  

  　我接着发了这样的短信。

  　続きのメッセージも送った。

  

  　我把备用手机录的视频传到主手机，发给瑛T的短信后面附上了视频。视频里，我被强奸的视频没有经过任何加工和编辑，在和瑛T的聊天画面里播放着。

  　サブ端末の録画をメインのiPhoneに移し、メッセージの後に動画を添付する。加工も編集もしていない、俺のレイプされている動画がアキTとのトーク画面で動いていた。

  

  　等了一会儿，短信显示了已读。我关掉手机屏幕，关掉了电源。

  　しばらく待っていたら既読が着いた。スマホの画面を消して、電源を落とす。

  

  

  「……………………我到底在干什么啊」

  「……………………なにやってんだろ、俺」

  

  

  　我本来没打算这样的。我本想随便找个时机逃跑，然后把视频作为证据。我本想用美人计的。

  　こんなつもりじゃなかった。テキトーな所で逃げて、動画を手に入れるつもりで誘い込んだ。ハニートラップのつもりだった。

  

  　我很害怕。我本以为高峰会一脸平静地把我打死。我害怕得发不出声，甚至无法呼救。

  　怖かった。平然な顔をして俺を殴り付けてくる高峰に、本気で殺されると思った。恐ろしくて声が出なくて、助けを呼ぶ事さえ出来なかった。

  

  

  「我受够了」

  「もう嫌だ」

  

  

  　我为什么会绝望呢？我为什么会后悔呢？看着股间传来的阵阵疼痛和血迹，我感到胸口一阵苦闷，眼泪夺眶而出。

  　なぜ絶望しているのだろう。何を後悔しているのだろう。股から響くジクジクとした痛みと血の跡を見ていると、胸の奥が苦しくなって涙が溢れてきた。

  

  

  「我，做了什么……呜呜，呜啊啊」

  「俺、が、なにしたっ……ゔぅ、ぅああ゛っ」

  

  

  　我傲慢地想，用轻松的心态去帮助水濑吧。从结果来看，我肯定是成功的。那两个人作为强奸的现行犯，证据确凿。虽然有少年法，但也不能完全无罪。

  　軽い気持ちで水瀬を助けてやろうって、傲慢にもそう思った。結果から言えばきっと成功だろ、あの二人はレイプの実行犯として証拠を掴まれてる。少年法はあるものの、何もお咎めなしという訳にもいかないだろう。

  

  　我做了想做的事。可我为什么在哭呢？不管过了多久，我都哭个不停。

  　やりたい事はやった。なのに何故俺は泣いているのだろう。どれだけ時間が経っても、泣き止む事は出来なかった。

  

  　我哭着无视了KTV的包间时间结束的通知，ROUNDONE的工作人员跑过来查看情况，引起了骚动。我被工作人员穿好衣服，然后被随后赶来的警察带上了警车。

  　泣く事でカラオケの時間終了の連絡を無視していたらラウンドワンのスタッフが様子を見に来て、騒がれた。俺は服を着せられ、その後に来た警察に連れられてパトカーに乗った。

  

  

  「……我被强奸了」

  「……レイプされました」

  

  

  　结果，我向警察坦白了。我明明威胁过瑛T，结果还是说出来了。我真的不知道自己到底想做什么了。

  　結局、警察にも言ってしまった。アキTに脅すような事を言った後に結局である。もう本当、自分が何したいのか分からなくなった。

  

  　我想死。

  　死にたい。

  

  　不对。我不想死。我不想说这句话。因为这是母亲的口头禅。

  　違う。死にたくなんかない。それは言いたくない。だってそれ、母親の口癖だったから。

  

  　但是，这句话很容易说出口，我下意识地嘀咕了出来。

  　でも、口に出しやすくてつい呟いてしまった。

  

  

  「……我想死」

  「……死にたい」

  

  

  　女警察温柔地抚摸着我的手，但我并不需要。

  　女の警察の人が俺の手を親身にさすってくれたが、そんなのいらなかった。

  

  

  　我变成了和母亲一样的性别，一样的容貌，一样的声音，一样的行为，一样的二手货，一样的口头禅。

  　母親と同じ性別になって、同じ顔になって、同じ声になって、同じ事をして、同じ中古品になって、同じ口癖を吐いてしまった。

  

  　我马上就要15岁了。如果我怀孕了，那也和母亲一样了。

  　もうすぐで15歳を迎える。もし孕んでいたら、それも母親と同じだ。

  

  

  「呜，呜，可恶，可恶……我……受够了……已经够了……已经……」

  「ゔ、ぅ、くそっ、クソッ……もう……嫌だ……もういい……もう……っ」

  

  

  　之后我哭得说不出话来。雨点敲打在警车车顶的声音和刺耳的雷声，仿佛在拍手嘲笑我一样。

  　そこから先は、また泣いてしまって何も言語に出来なかった。パトカーの屋根を叩く雨音と耳障りな雷の音が、拍手しながら俺を嘲笑うように感じた。

  

  

  　那两人被警察拘留了，虽然没有被送去少年院，但被下达了保护管束的处分。虽然我不太清楚实际情况，但好像是被叫监察官的人监视和指导，那两人变得比以前老实多了。

  　その後、二人は警察に勾留され、少年院に送られる事は無かったが保護観察という処分を下された。実情はよく知らないが、監察官というのに監視され指導されているらしくそれまでよりもずっと二人は大人しくなった。

  

  　他们本来就是被我说了两句就不再欺负水濑的人，警察介入后他们就完全畏缩了，根本没心思再去欺负水濑。

  　元より俺に言われた程度で水瀬へのいじめの手を緩めていた連中だから、警察が介入した事ですっかり萎縮し水瀬をいじめるどころじゃなくなったという訳だ。

  

  　我被叫到学校，被要求说明事情的经过。之后，来接我的诚也叔叔也要求我说明，我过着这样来来去去的日子。

  　俺は学校に呼ばれ、事の経緯を説明させられた。その後、迎えに来た誠也さんにも説明を要求され、そんな言ったり来たりの日々を送った。

  

  　我本来想适度地玩乐，为考试做准备，结果完全没时间玩乐，学习也没了进展。

  　程々に遊んで、受験に備えた勉強をしておこうと思っていたのに結局全然遊べなくて。勉強も捗らなくなった。

  

  

  「小依，吃饭吧」

  「小依。ご飯、食べなさい」

  「……不要」

  「……いらない」

  「不行，你昨天也没吃吧？对健康不好！」

  「駄目だよ、昨日も食べなかっただろ？　健康に悪いから！」

  「…………好吧」

  「…………分かった」

  

  

  　以前要是诚也叔叔对我说什么，我都会马上顶嘴，但现在连那种力气都没有了。被提醒了就乖乖听话反而轻松。我慢吞吞地吃着饭。

  　以前なら誠也さんに何か言われたらすぐ口答えしていたが、そんな気力もなくなってしまった。注意されたら従ってしまうのが楽だ。ご飯をもそもそと食べる。

  

  

  「学习方面有好好在做吗？」

  「勉強の方はちゃんとやっているのかい？」

  「……嗯」

  「……うん」

  「那就好。不过考试前得想办法把那个耳环藏起来」

  「それならいいけど。けど受験の前にそのピアス、何とかして隠さないとね」

  「……嗯」

  「……うん」

  「小依，你最近没什么精神啊」

  「小依、最近元気ないね」

  「…………没有啊，我跟平常一样」

  「…………別に。普通だよ」

  「不过发生了那种事，怎么可能有精神」「别说了！！！」

  「まあ、あんな事あったら元気なんか」「やめてよ！！！」

  

  

  　我条件反射般地大叫，不小心把碗摔了。我被自己冲动的行为吓到，感觉脑袋一下子冷静下来，眼泪也流了出来。

  　反射的に叫んで茶碗を落としてしまった。その衝動的な行動に自分で驚き、サーッて頭が冷えた感じがして涙が出てきた。

  

  

  「对，对不起」

  「ご、ごめんなさい」

  「小依，你没受伤吧！？」

  「小依、怪我ない！？」

  「对不起，对不起！」

  「ごめんなさい、ごめんなさい！」

  「小，小依？」

  「こ、小依？」

  「对不起！对不起！！不要，别说了，不要不要，对不起！对不起！！！对不起！！！」

  「ごめんなさい！　ごめんなさい！！　やだ、もうやめてっ、やだやだっ、ごめんなさい！　ごめんなさい！！！　ごめんなさいっ！！！」

  

  

  　我自己也不知道当时发生了什么。我只记得自己半发狂地拼命道歉，然后哭得一塌糊涂，诚也叔叔告诉我，他抱着我时身上被我抓出了无数道伤痕。

  　自分でもこの時何が起こったか分からなかった。とにかく半狂乱になって謝り倒した後狂ったように泣き出して、抱きしめてきた誠也さんの体に無数の引っかき傷を作ったのだと誠也さん本人から聞かされた。

  

  　我恢复神智，是在暑假结束后的10月。

  　正気に戻ったのは、とっくに夏休みが明けた翌月の10月になってからだった。

  

  　我似乎因为这次的强奸事件，导致了从小积累的压力爆发，患上了心理压力综合征。

  　俺は今回のレイプ事件が火種となり、幼少期から抱え込んでいたストレスが爆発しストレス障害？　を患ってしまったらしい。

  

  　据说女性化导致的身体和荷尔蒙平衡的巨大变化也是原因之一。果然还是需要心理咨询。

  　女体化による身体やホルモンバランスの大きな変化もその一因を担っていると言われた。やはりカウンセリングが必要だとも。

  

  　这次我接受了心理咨询。像我这种类型的创伤，引发对象是“男人”或“卡拉OK”、“密室”等条件很多，所以接受心理咨询，尽量提高对讨厌记忆的耐性，否则会对日常生活造成影响。

  　今回はカウンセリングを受けた。俺のようなタイプのトラウマは引き起こされる対象が"男"や"カラオケ"、"密室"と条件が多い為カウンセリングを受けて少しでも嫌な記憶に耐性を付けないと日常生活に支障が出るとの事だった。

  

  　学习方面，我通过打印资料和院内学级勉强维持，通过提交打印资料，成绩也没有下降，保持住了。但是，我不能一直不去学校。

  　勉強はプリントと院内学級でどうにか維持し、プリントの提出によって成績も下がること無くキープする事が出来た。けれど、いつまでも学校に行かない訳にもいかない。

  

  

  「早，早上好。冬浦」

  「お、おはよう。冬浦」

  「……早上好」

  「……おはようございます」

  

  

  　接受心理咨询后，我又花了一个月才恢复正常上学。修学旅行结束后，我回到了学校。

  　カウンセリングを受け、普通に学校に来れるようになるまでさらに一ヶ月を要した。修学旅行が終わった後の復帰である。

  

  

  「我的座位在哪里？」

  「私の席はどこですか」

  「咦？……啊，呃，那里！」

  「えっ？　……あっ、えーと、あそこだ！」

  

  

  　我走到瑛T所指的座位。途中经过香坂她们附近，但谁也不肯和我对视。

  　アキTが指した方の席まで移動する。途中、香坂達の近くを通るが誰とも目を合わせられなかった。

  

  

  「打扰了」

  「失礼します」

  「啊，抱歉，啊？」

  「あ、ごめん、な？」

  

  

  　邻座的男生帮我拉了椅子，我坐在靠墙的座位上。他一直盯着我看，怎么回事？好可怕，别这样。

  　隣の席の男子に椅子を引いてもらい、壁際の席に座る。俺の事をジロジロ見ている、なんなのだろう。怖いからやめてほしい。

  

  

  「啊……呃，那么」

  「あー……えーと、それじゃあ」

  

  

  　瑛T像切换开关一样发出号令，早会开始了。

  　スイッチを切り替えるようにアキTが号令をかけ、朝の会が進行した。

  

  　久违的教室里的空气，比我想象的要清新，与记忆中的巨大差距让我有些困惑。

  　久しぶりの教室の空気は、思ったよりも澱んでいなくて記憶との大きな祖語に困惑しそうだった。

 
  11話「にせもの」

  第11话「冒牌货」

  　我的发小冬浦小依某天突然失踪，然后变成女人回来了。

  　私の幼馴染、冬浦小依はある日突然失踪し、女になって帰ってきた。

  

  　我讨厌小依。

  　私は小依の事が嫌いだった。

  

  　以前我喜欢过她，那时候我毫无疑问是爱着她的。但是，小依长大以后比起我更喜欢和其他朋友说话，也不再来我家，就算约她一起玩也经常被拒绝。

  　昔は好きだったしあの頃は間違いなく恋してた。けど、小依は大きくなるに連れて私よりも他の友達とばかり話すようになって、私の家にも来なくなって、遊ぼうって言っても断られる事が多くなった。

  

  　之后我喜欢上了水濑真同学。但是，小依在同一时期开始欺负水濑同学，我因此讨厌了她。

  　その後私は水瀬真くんっていう人を好きになった。けれど、同時期に小依は水瀬くんをいじめるようになって、それがきっかけで嫌いになった。

  

  

  　小依上了初中以后开始和不良少年交往，离我越来越远。

  　小依は中学に入ると不良の人と付き合うようになって、どんどん私の元から離れていった。

  　变成女人以后她还是一如既往地像不良少女一样，完全不在意班上同学的畏惧，自由自在地生活着。

  　女になった後も相変わらず不良のような振る舞いをしていて、クラスの人達が萎縮しているのも全く気にした様子がなく自由気ままに過ごしていた。

  

  　我的好朋友上原美优说她被小依欺负了，所以我用了各种手段想要报复小依。但是不知不觉间，小依的奇怪传闻传得沸沸扬扬，周围的人也形成了欺负小依的氛围，已经不是我能控制的了。

  　私の親友の上原美優が小依にいじめられていると訴えてきたから、私は色んな手を使って小依に仕返しをしようとした。しかしいつの間にか私の知らない、小依に関する変な噂が流れていって、私じゃ制御出来ないまでに周りが小依をいじめようという空気になっていった。

  

  　我问美优，她却说“因为那家伙说要杀了我啊！”在学校里流传的谣言，几乎都是美优散布的。

  　美優に話を聞いたら、「だってアイツ私を殺すって言ったんだもん！」と言われた。学校に流布されている噂は殆どが、美優が流したものだったらしい。

  

  

  　小依被各种各样的人欺负，一天比一天老实。

  　小依は色んな人からいじめられ、日に日に大人しくなっていった。

  

  

  「小依，我」

  「小依、私」

  

  

  　我做得太过分了，对不起。

  　やり過ぎてしまった、ごめんなさい。

  

  　我本想这么说。但小依没有听我说话，被雨淋着逃也似地离开了。

  　そう言うつもりだった。小依は私の話なんか聞かず、雨に打たれながら逃げるように去って行った。

  

  

  　暑假开始前小依就不来学校了，暑假结束后小依也没有来学校。班里的人都知道暑假期间小依身上发生了什么。

  　夏休みに入る少し前から小依は学校に来なくなり、夏休みが明けても小依は学校に来なかった。夏休み中に小依の身に起きた事件はクラスの誰もが知っていた。

  

  　10月小依也没有来，11月小依久违地出现在了学校。以前她穿着男生的校服，头发也剪得很短，现在头发已经留到了肩膀以下，还穿着女生的校服。

  　10月になっても小依は来なくて、11月になってから久しぶりに小依は学校に顔を出した。以前は男の制服を着て、髪も短く切っていたのに、肩より下の位置に髪の先が来るくらい伸びていて、女子の制服を着ていた。

  

  　我惊讶于她竟然特地买了只剩4个月穿的女生校服，但说起来小依的校服被男生弄脏了。正常人肯定不会穿那种校服。

  　残り4ヶ月ほどしか着る期間の無い女子制服をわざわざ買ったのかって驚いたけど、そういえば小依の制服は男子によって汚されてるんだった。まともな神経をしていたら、そんなの着れるはず無いよね。

  

  

  「我的座位在哪里」

  「私の席はどこですか」

  

  

  　小依用平静的声音向瑛T问道。

  　小依は落ち着いた声で、アキTにそう尋ねた。

  

  　以前小依都用“俺”来自称，现在却变成了“私”。外表也是，感觉她变成了一个普通的女孩子。

  　今までは自分の事を"俺"と呼んでいたのに、一人称が私に変わっている。見た目もそうだし、なんだか普通の女子になってしまったみたいに感じた。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「冬浦那家伙变了呢」

  「変わったよね、冬浦の奴」

  「是啊，简直判若两人」

  「ね、なんか別人みたい」

  

  

  　回到学校的小依性格与之前展现给大家看的粗鲁性格完全相反。

  　学校に復帰した小依はこれまで皆に見せてきた粗野な性格とは真逆の性格になっていた。

  　该说是文静还是阴沉呢。她不和任何人开心地聊天，休息时间也默默地学习，放学后也不和任何人说话就回家了。

  　物静か、というか塞ぎ込んでるというか。誰とも楽しそうに話す事はなく、休み時間も黙って勉強に時間を費やし、学校が終わったら誰とも話すこと無く帰宅する。

  

  　感觉她就像是遭遇性侵害的女性的末路，所以谁也没有欺负现在的她。

  　性被害に遭った女の人の末路のようにしか思えなかった。だから誰も今の小依をいじめようとはしなかった。

  　而且这个时期欺负人会影响升学，再加上至今为止的罪恶感，所有人都小心翼翼地对待小依，把她当作不存在的人。

  　そもそもこの時期に人をいじめるとか進路に響くし、これまでの罪悪感もあって腫れ物扱いのように全員が小依をいない者として扱った。

  

  　但那仅限于女生，男生们则说变老实的小依很可爱，开始追捧她。

  　ただそれは女子に限った話で、男子は大人しくなった小依が可愛いだとか言って、チヤホヤし始めていた。

  

  

  「小依，我帮你拿东西吧？很重吧」

  「小依、荷物持とうか？　重いだろ」

  「……不用了」

  「……いいです」

  

  

  　在换教室上课前，我回教室拿忘记的东西，看到神崎，山本，香坂围着小依。神崎想帮小依拿东西，但被小依拒绝了。

  　移動教室の授業の前に教室に忘れ物をして、取りに帰ってきたら神崎、山本、香坂が小依を囲んでいるのが見えた。神崎は小依の荷物を持とうとしたが、小依はそれを断る。

  

  

  「可是你好像瘦了啊。看着看着就让人担心」

  「でもお前、なんか痩せただろ。見てると心配なんだよ」

  「……我没瘦」

  「……痩せてないです」

  「我们是朋友吧？相信我啊」

  「俺らはダチだろ？　信頼してくれよ」

  「……我相信你们。你们都是我的朋友」

  「……してます。三人とも友達」

  「小依，你没事吧……？果然还是因为心理创伤，所以男生靠近你不好吧」

  「小依、大丈夫か……？　やっぱりトラウマとかで、男が近付くのは良くないんじゃ」

  「没有这回事……我能自己做的事我会自己做。谢谢你们关心我」

  「そんな事ないです。……私は自分で出来る事は自分でします。気に掛けてくれてありがとうございます」

  

  

  　小依说完就想从山本和香坂中间穿过，但山本把手搭在小依肩上的瞬间，小依的动作停住了。

  　そう言って山本と香坂の間を通り抜けようとし、山本の手が小依の肩に掛けられた瞬間、小依の動きが止まった。

  

  　小依看着搭在自己肩上的手，然后抬头看向山本。

  　自分の肩に掛けられた手を見て、その後に小依は山本を見上げた。

  

  

  「别，别误会啊。我们是真的担心你……」

  「ご、誤解するなよ。俺達は本当にお前が心配で……」

  「我知道。我也说了我没事。你们不用担心。所以话题可以结束了吧」

  「分かってる。私も大丈夫って言ってる。何も心配することない。だからもう話は終わりでいいでしょ」

  「不，话虽如此，但你手在发抖，眼神也有些空洞……」

  「いや、そうは言うけどよ。お前なんか手震えてるし、なんか目も虚ろってかさ……」

  「果然不能放着不管。还是去保健室吧」

  「やっぱり放っておけないって。保健室行った方が」

  「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！！！」

  「あ゛ああああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁあああぁぁあああああああああああぁぁぁぁぁぁ！！！！！」

  

  

  　小依捂住耳朵，发出尖锐的叫声。突如其来的怪声传遍走廊，走廊上走着的学生也好奇地往教室里看。

  　小依は耳を塞ぐようにして上擦る程の高い声を上げる。突然の奇声は廊下にまで響き渡って、廊下を歩いていた生徒も何事かと教室の中を覗いてくる。

  

  　发出怪叫的本人却若无其事地冷静下来，低头看着地板对三人说。

  　奇声を上げた当の本人は何も無かったかのように落ち着き払って、視線を床に落として三人に向けて言った。

  

  

  「我已经受够了，别管我了，拜托」

  「もう面倒臭いんだよ。俺に構うな、頼むから」

  

  

  　小依软弱地恳求后，朝我这边走来。走出教室，和躲在旁边墙壁后面的我四目相对。

  　懇願する言葉を弱々しく吐いた後、小依はこっちに歩いてきた。教室から出て、すぐ横の壁に身を隠していた私と目が合う。

  

  

  「啊，小依」

  「あ、小依っ」

  

  

  　我们只对视了一瞬间，小依马上移开视线，从走廊走了。

  　目が合っていたのは一瞬で、すぐに小依は私から目線を外し廊下を歩いていった。

  

  　从那天起，那三人再也没和小依说过话，取而代之的是其他男生和爽朗的女生围在小依身边。

  　その日から三人は小依に話し掛けることは無くなり、代わりに他の男子や気さくな女子が小依の周囲に居座るようになった。

  

  

  「啊哈哈，真田君真是个笨蛋啊」

  「あはは、眞田くんほんっとに馬鹿だなあ」

  

  「嗯，我更喜欢这边的演员，看上去很温柔？」

  「んー、私はこっちの俳優の方が好きだなー。優しそうだし？」

  

  「栗井同学换了发型！好可爱」

  「栗井さん髪型変わってる！　可愛いー」

  

  

  　随着时间的推移，小依和之前没有交流的人们说话，渐渐变成了普通的女孩子。

  　時が経つにつれ、これまで交流していなかった人達と話すにつれて段々小依は普通の女の子になって行った。

  

  　对小依来说，这也许是件好事。通过成为和以前不同的自己，麻痹心理创伤的记忆，或者试图让那段记忆本身消失。

  　小依にとってそれはいい事なのかもしれない。これまでとは違う自分になる事で、トラウマの記憶を麻痺させようと、或いはその記憶自体無かったことにしようとしてるんだと思う。

  

  　受到周围的影响，她学会了化妆，变得会打扮自己，变得亲切，声音也变得开朗。成绩优秀，人又可爱，这样的她也受到了老师们的好评。

  　周囲の影響でメイクを覚えて、女の子らしいオシャレをするようになって、愛想も良くなって、声も明るくなっていった。成績も優秀だし愛嬌もあって可愛くて、そんな彼女は教師達からも好かれるようになった。

  

  　之前的霸凌骚动仿佛是假的一样，小依的周围总是有人。虽然形式不同，但和以前的路线一样，不过没有讨厌的感觉，而是变成了不分男女的开朗辣妹。

  　これまでのいじめ騒動がまるで嘘だったかのように、いつも小依の周りには人が居た。形は違えど前みたいな路線に、でも嫌な感じではなくあくまで分け隔てない明るいギャル、みたいな感じになっていった。

  

  

  　那是谁啊。那不是我认识的小依。

  　誰だ、あれは。あんなの私の知ってる小依じゃない。

  

  

  　我只觉得小依被什么附身了。

  　何かが小依に取り憑いてるとしか思えなかった。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「大家再见——！」

  「じゃあねみんなー！」

  

  

  　寒假开始的结业式那天，小依放学后和男女同学一起玩，我跟在她后面，装作偶然在她落单的时候靠近。

  　冬休みに入る終業式の日、学校が終わった後に男女混合で遊んでいた小依の後をつけて一人になったタイミングで偶然を装い近付く。

  

  

  「啊，小依！」

  「あっ、小依！」

  「？……咲那！好巧啊」

  「？　……咲那ちゃんだ！　奇遇じゃ〜ん」

  

  

  　看到我的小依只眯了眼睛一下，就用平时大家看到的开朗表情回应我。

  　私の姿を目視した小依は一瞬だけ目を細くした後、普段皆に見せている時のような明るい表情を繕って私に言葉を返した。

  

  

  「好冷啊，咲那没有围巾没关系吗？」

  「寒いね〜、咲那ちゃんはマフラーもなくて平気？」

  「嗯，可能有点冷」

  「んー、寒いかも」

  「是吧。等一下」

  「だよね。ちょっと待ってて」

  

  

  　小依解开自己围的围巾，绕到我背后帮我围上。

  　小依は自分の巻いていたマフラーを解くと、私の背後に回って首にマフラーを掛けてくれた。

  

  

  「这样就不冷了吧？」

  「これで寒くない？」

  「虽然不冷……小依呢？」

  「寒くないけど……小依は？」

  「我没事！小心别感冒了」

  「私は平気だよ！　風邪ひかないようにね」

  

  

  　小依把手套靠近嘴边哈气。鼻子周围微微发红的小依就这样转身准备回家。

  　小依は手袋を口に近づけてハーっと息を吐く。ほんのり鼻の当たりを赤くした小依はそのまま踵を返して家に帰ろうとした。

  

  　我抓住正要离开的小依的外套，让她停下脚步。小依转过身来，一脸不可思议地问我“怎么了？”。

  　行ってしまいそうになる小依の着ているコートを掴んで彼女の足を止める。小依は私の方を向くと「なあに？」と不思議そうな表情で尋ねてきた。

  

  

  「……我说小依，别这样了」

  「……ねえ小依。それやめてよ」

  「什么？」

  「それって？」

  「别再装成女生了」

  「女の子のフリするのやめて」

  「装？我本来就是女生啊」

  「フリって？　私、普通に女なんだけど」

  「不要。变回以前的小依吧」

  「嫌だ。前の小依に戻ってよ」

  「以前……？嗯……但是，我已经没法再穿男装了。中二病毕业了」

  「前の……？　んー……でも、もう男装するのはキツいよ。中二病卒業しちゃった」

  「不对吧。小依是男生啊！」

  「違うでしょ。小依は男だったよ！」

  「男生怎么可能变成女生，说我是穿男装骗人的是咲那吧」

  「男から女になるわけが無い、男装して騙してたって言ったのは咲那だったよね」

  「那不是我的真心话！那时候，那个……」

  「それはっ、本心でそう言ったわけじゃないの！　あの時は、その……」

  「不方便说的话就不用说了」

  「言いづらい事なら別に言わなくていいよ」

  

  

  　小依体贴地说道，然后利用自己娇小的身材可爱地靠近我，抬眼看着我，突然拨开了头发。

  　私に気を遣うようにそう言うと、小柄な身長を活かすように可愛らしく私に近付き上目遣いで見てきた小依が、不意に髪を掻き分けた。

  

  

  「快看快看！新的耳环，可爱吗？」

  「見て見て！　新しいピアス、可愛くない？」

  「可，可爱……怎么了？」

  「か、可愛いけど……どうしたの？」

  「哎嘿嘿！是真田君给我的。真田君的父母管得很严，圣诞节不能见面，所以提前送了我圣诞礼物！」

  「えへへっ！　眞田くんがくれたのっ。眞田くん親が厳しくてね？　クリスマスに会えないからって、先にクリスマスプレゼントって！」

  「哎？……你和真田是什么关系？」

  「えっ？　……眞田とどういう関係なの？」

  「哎？恋人啊」

  「え？　恋人だけど」

  「恋人！？！？」

  「恋人！？！？」

  「我没说过吗？」

  「言ってなかったっけ？」

  

  

  　与其说没说过，哎，小依不是男生吗……？

  　言ってないというか、えっ、だって小依って、男だったじゃん……？

  

  　哎，你们在交往？和真田？什么时候开始的？话说为什么？你不是被当成女生就那么生气吗，为什么？？

  　え、付き合ってたの？　眞田と？　いつから？　てかなんで？　女扱いされるとあんなに怒ってたのになんで？？

  

  　虽然想问的事情很多，但我说得语无伦次。小依见状，觉得有趣地「啊哈哈！」笑了起来。

  　聞きたい事が沢山あったけど、上手く言葉に出来なくてしどろもどろになる。そんな私を見て小依はおかしそうに「あははっ！」と笑った。

  

  

  「怎么了咲那！我交了男朋友有那么意外吗？」

  「どうしたの咲那！　私に彼氏が出来たのそんなに意外ー？」

  「与其说意外……你们进展到哪一步了？」

  「意外と言うか……どこまでしたの？」

  「哎？」

  「えっ？」

  「接吻，还有更进一步的事，你们做了吗……？」

  「キス、とか、その先とか色々あるじゃん。そういうのは、したの……？」

  

  

  　我在问什么啊。自己问的问题自己都吓到了。但还是很在意啊，毕竟小依好像被强奸过，对男性关系有心理阴影……。

  　何を聞いているんだ私は。自分した質問内容に自分で引く。でも気になるよね、だって小依って確かレイプに遭って、男関係にトラウマとか持ってた気するし……。

  

  

  「那种事还没做过哦」

  「そういうのはまだしないよ」

  「这，这样啊！太好了……」

  「そ、そうなんだ！　よかった……」

  「？虽然不太懂，我和真田君都准备考同一所高中哦？如果模拟考都合格了，到时候……太羞人了，之后的事是秘密！」

  「？　よく分かんないけど、私も眞田くんも同じ高校受験する予定でね？　模試二人とも受かったら、そこで……照れるからこの先は秘密ね！」

  

  

  　小依用手遮着脸说道。

  　小依は手で顔を隠してそう言った。

  

  　但感觉不对劲。如果和真田在交往，那在学校应该也会表现出相应的态度。

  　でも違和感があった。眞田と付き合ってるなら、学校でもそれらしい様子を見せるはずだ。

  

  　在学校的小依和真田，虽然关系不错但并没有亲密到那种程度。真田经常和小依有身体接触，但小依好像没有对真田做过那种事。

  　学校での小依と眞田は、まあ仲良くはあるけどそこまでベタベタくっついてる訳では無い。眞田は小依によくボディータッチをしていたが、小依から眞田にそういう事をする様子はなかったと思う。

  

  

  「你和真田是真心喜欢对方才交往的吗？」

  「本気で好きで付き合ってるの？　眞田と」

  「我可以回去了吗？」

  「もう帰ってもいい？」

  

  

  　她突然这么说道。虽然脸上还带着笑容，但感觉她想离开我的力量变强了。

  　不意に彼女はそう言い出した。笑顔のままだけど、若干、私から離れようとする力が強くなった気がする。

  

  

  「回答我」

  「答えて」

  「我今天要给爸爸过生日。放开我好吗？」

  「私今日、パパの誕生日祝わないとだから。離して？」

  「那回答我。小依你」「不要」

  「じゃあ答えて。小依は」「やだ」

  

  

  　小依打断我的话，说了“不要”。她想离开我的力量变强了。

  　私の言葉に被せるように小依は"やだ"と言った。彼女の離れようとする力が強くなる。

  

  

  「小依，如果你在勉强自己，就别再装成女生了。现在的你，看着让人很痛心」

  「小依、無理してるのなら女のフリなんかやめなよ。見てて痛々しいんだよ、今のあんた」

  「和你没关系吧。我是自愿这么做的」

  「お前には関係ないでしょ。私がしたくてしてるの」

  「骗人！不可能的！」

  「嘘！　そんなわけないじゃん！」

  「你够了，放开我。我真的要给爸爸过生日了！！」

  「いい加減っ、離してよ。私、本当にパパを祝わないとなの！！」

  「小依的爸爸，是小时候抛弃小依的人吧！」

  「小依のお父さんって、小さい頃小依を捨てた人でしょ！」

  

  

  　糟了，一不小心就说漏嘴了。

  　しまった、つい口を滑らせてしまった。

  　听到我的话，小依放松了想离开我的力量，脸上的假笑也消失了。

  　私の言葉を聞くと、小依は離れようとする力を緩めて、偽物の表情を顔から剥がした。

  

  　她用和以前不同的，慵懒的表情看着我。

  　以前の表情とも違う、気だるそうな表情で私を見つめてくる。

  

  

  「你为什么会知道啊」

  「なんで、んな事知ってんだよてめぇ」

  「以前，你爸爸直接告诉我的。……他说他有在反省，想好好养育小依」

  「昔、お父さんに直接教えられた。……それを反省するから、ちゃんと小依の事を育てていきたいって言ってた」

  「真恶心。那个渣男……」

  「きっしょ。あのクソ男……」

  「才不恶心！虽然他做的事确实不可原谅，但诚也先生有在努力！现在他一个男人在养育小依，就算小依遭遇了不幸，他也会尽全力帮助小依」

  「きしょくないよ！　確かにやった事は、有り得ない事だけど、誠也さんはちゃんとしようとしてた！　今は男手一つで小依を育ててるし、小依が酷い目に遭ったりグレたりしても力になろうと献身的にっ」

  「那种人怎么样都无所谓。比起这个，你为什么要缠着我。你想干什么？」

  「どうでもいいんだよ、あんな奴の事なんか。それより、お前はなんで俺に付き纏う。何がしたいん？」

  

  

  　小依甩开我的手，正面瞪着我。我被她的气势压倒，退后了一步，但我还是鼓起勇气开口。

  　小依が私の手を払い、正面を向いて睨んでくる。それに気圧されて一歩下がってしまったが、それでも勇気を出して口を開く。

  

  

  「你在勉强自己吧，小依。所以我想让你别再勉强自己了」

  「無理してるでしょ、小依。だからそれを辞めさせたいの」

  「啊？别再勉强自己是什么意思」

  「あ？　辞めさせるって何を」

  「你是在勉强自己装成女生，迎合周围的人吧。我希望你别再这么做了，做回自然的自己」

  「無理して女のフリして、周りに合わせてるでしょ。そういうのをやめて、自然体で居て欲しいの」

  「这是你的愿望吧」

  「お前の願望じゃねえか」

  「虽然是我的愿望！但这样小依肯定也会更轻松吧……？」

  「私の願望だけど！　でもきっと、その方が小依だって楽でしょ……？」

  「别自以为是。对我来说，装成女生肯定更好。我的肉体可是女性啊！？每个人都盯着我的身体看，因为脸长得可爱就被男人告白，你有考虑过我的心情吗！？我又不是同性恋！！明明是男人却要被女人嫉妒！那还不如装成受女生欢迎的辣妹，找个被家庭束缚的随便男人当男朋友，活得像个女人，这样才更聪明更轻松！！！你根本不懂我的心情，别以为自己可以随心所欲地要求别人！！！我也想作为男人生活啊！！！！谁会喜欢做这种事……」

  「決めつけんな。俺にとったら女のフリしてた方がマシに決まってんだろ。肉体は女なんだぞ！？　どいつもこいつも俺の体をジロジロ見やがる、顔面が可愛いからって男が男に告られる気持ちを考えた事あんのか！？　俺はホモじゃねえんだよ！！　男なのに女からも嫉妬される！　それなら女からも好かれるギャルでも気取って、家の縛りで雁字搦めになってるテキトーな男を彼氏にして女っぽく生きてた方が賢く楽に生きれるだろうが！！！　人の気も知らないでズケズケと自分の要求だけ通せると思ってんじゃねえぞ！！！　俺だって、男として生きたかったんだよ！！！！　誰が好んでこんな事……ッ」

  

  

  　我倾诉完自己的想法后，小依的眼泪就像决堤一样流了下来。

  　思いの丈をぶつけると、堰を切ったように小依の目から涙が零れだした。

  

  　小依的心灵，肯定在很久以前就迎来极限崩溃了吧。我带着嚎啕大哭的小依，按照小依父亲以前告诉我的路线，把她送回了家。

  　小依の心は、もうずっと前から限界を迎えて壊れていたのだろう。わんわん泣く小依を連れて、私は昔小依のお父さんに教えられた通りの道を歩いて小依を家まで連れて行った。

 
  12話「誤解、遅い、脆い」

  第12话「误会、迟钝、脆弱」

  　进到家里，我看到玄关放着好几个装满垃圾的塑料袋，里面的东西都没有扔掉。

  　家に入ると玄関には捨てられてないゴミの詰まったビニール袋がいくつも置いてあるのが見えた。

  

  

  「咦，你爸爸不在家吗……？」

  「あれ、お父さんは居ないの……？」

  「不在。应该在女人那里。」

  「居ない。女ん所いると思う」

  「咦……」

  「え……」

  

  

  　女人那里？丢下自己的孩子……？

  　女の所？　自分の子供を放って……？

  

  　这和以前小依跟我说的她爸爸形象不一样。不过现在比起思考这些，还是先想办法安慰哭累了的小依吧。

  　昔私に話していた時の小依のお父さんとイメージが違う。でも今はそんな事考えるより、泣き疲れて下を向いている小依をどうにかしよう。

  

  

  「小依的房间在哪里？」

  「小依の部屋ってどこ？」

  「不要进来。」

  「入らないで」

  「咦？」

  「えっ？」

  「……血迹和美工刀都还在，又臭又脏。」

  「……血とか、カッターとか、そのままだから。臭いし汚いから」

  「血迹……！？」

  「血って……！？」

  

  

  　我有种不好的预感，卷起小依的袖子。她的左臂什么都没有，但右臂内侧有数不清的割腕痕迹。

  　嫌な予感がして小依の袖を捲る。左腕には何も無かったが、右腕の内側に凄い数のリスカ跡があった。

  

  

  「小依……」

  「小依……」

  

  

  　我勉强撑住，没有瘫软下去。小依用空洞的眼神盯着地板，我牵着她的手，先把她带到客厅让她坐在沙发上。

  　力が抜けそうになるのを何とか耐えた。最早何も映していない瞳で床をじーっと見る小依の手を引いて、とりあえずリビングに連れてきてソファーに座らせた。

  

  　我摸了摸小依放在膝盖上的手。她和我对上视线，缓缓歪着头，把视线移向歪着的方向，别开了目光。

  　膝の上に置かれた小依の手に触れる。小依は私と目が合うと、ゆっくりとした動作で首を傾けて視線を傾けた側に動かし目を逸らしてきた。

  

  

  「小依，要吃点什么吗？」

  「小依、何か食べる？」

  「……不用。」

  「……いらない」

  

  

  　小依看都不看我，我用拇指和食指捏了捏她的脸颊。她不耐烦地皱起眉头，看向我。

  　私の方を見ようともしない小依の頬を親指と人差し指で摘む。彼女は鬱陶しそうに眉をひそめた後、こちらを見た。

  

  

  「干嘛？」

  「なに」

  「我从刚才就听到你的肚子在叫了。」

  「さっきからお腹鳴ってるの聴こえてるんですけど」

  「所以呢？」

  「だから？」

  「我给你做点吃的。」

  「何か作ったげる」

  「你是谁啊。不需要。」

  「誰お前。いらねぇよ」

  「好好好。」

  「はいはい」

  

  

  　我放开手指，小依就直接往旁边倒下。她没有看手机，只是盯着没有画面的电视。

  　指を離すとそのまま小依はソファーの上にパタンと横向きに倒れた。スマホを眺めるでもなく、ただ何も映っていないテレビを眺めている。

  

  　她好像断电了。感觉就像在大家面前装成女人的时候电源还开着，一不装成女人，动力就断了。

  　なんだが、電源が切れたみたいだ。皆の前で見せていた女のフリをしている時は電源がまだ生きていて、女のフリをやめた途端に動力が切れたような感じがする。

  

  

  「别睡在这里。感冒了怎么办？」

  「そのまま寝ないでよ。風邪引いたら困るでしょ」

  「不会怎么办。」

  「困らない」

  「不行。你一看就是没吃饭的样子。我擅自开冰箱咯。」

  「ダメ。あんた見るからにご飯食べて無さそうだし。冷蔵庫勝手に開けるよ」

  「回去。」

  「帰れ」

  「不行……咦，没想到食材还挺多的。我还以为两个男人不会自己做饭。」

  「無理。……あれ、案外食材は入ってんだね。男二人なんだし自炊とかしないと思ってた」

  「……昨天买的。」

  「……昨日買い物した」

  「小依做饭吗？」

  「小依がご飯作ってるの？」

  「……对。诚也哥厨艺不好，所以我自己做。」

  「……まぁ。誠也さん、料理下手だから自分で作ってる」

  「哦。爸爸的份也是？」

  「へぇ。お父さんの分も？」

  「没做。他被骂之后就不太回家了。」

  「作ってない。怒られたっきり、あんま家に帰ってこなくなったし」

  「被骂？他做了什么？」

  「怒られたって？　なにしたの」

  「…………我做饭的时候，他抱怨我都不做饭给他吃。我说不合我胃口，他倒是接受了，但我叫他别摆出一副老爸的样子，他就再也不回家了。」

  「…………アイツの飯を食わずに飯を作ってたら、折角作ってやってるのにって。口に合わないからって言ったら納得してくれたけど、ネチネチうるさいからいい加減親父面やめろって言ったら、顔を見なくなった」

  「……对不起。」

  「……ごめん」

  

  

  　小依没有回话。我后悔提起这个话题，气氛变得沉重。

  　小依は何も返さなかった。触れて後悔した、気分が沈んで重苦しい空気が流れる。

  

  　我准备做蛋包饭，小依从沙发上探出头来。

  　オムライスを作ろうと準備していたら小依がソファーからひょこって顔を出してきた。

  

  

  「回去。」

  「帰れよ」

  「放着你不管，你可能会直接睡着。我不回去。」

  「今の小依ほっといて帰ったらそのまま寝ちゃいそうだもん。帰らないよ」

  「……什么啊。你想干嘛？很烦人。」

  「……なんなん。何がしたいの？　鬱陶しいんだけど」

  「别说得这么直白嘛。我们是青梅竹马吧。」

  「そういう事ストレートに言わないでよ。幼馴染のよしみでしょ」

  「你不是讨厌我吗？」

  「俺の事嫌いなんだろ」

  「嗯，讨厌。」

  「うん嫌い」

  「那就回去啊，莫名其妙。话说，你就是幕后黑手吧。」

  「じゃあまじで帰れよ意味分かんねえ。つうか俺のいじめってお前が裏で手ぇ引いてたろ」

  「嗯。」

  「うん」

  「你站在那里是什么意思……？」

  「どんな気持ちでそこ立ってんの……？」

  「你不是也欺负过水濑同学吗？」

  「あんただって水瀬くんのこといじめてたでしょ」

  「所以呢？」

  「だから？」

  「所以我可以待在这里。」

  「だから私はここにいていいの」

  「啊？你说话好恶心。更年期到了吗？」

  「は？　お前言ってる事キモいな。閉経してんの？」

  「差劲。」

  「サイテー」

  

  

  　之后她就没再说话，我做好蛋包饭，开始找盘子。

  　それからは何も言って来なかったので、オムライスを完成させて皿を探す。

  

  

  「……我说，有没有不能用的盘子？比如谁谁谁专用之类的。」

  「……ねえ、使っちゃダメなお皿とかある？　誰々用とかさ」

  「嗯——」

  「んー」

  

  

  　小依回答后，慢吞吞地走到我身边，拿出两个盘子放在柜台上。

  　返事をするとのそのそとした足取りで小依はこちらまで来ると私の隣で皿を二つ取り出しカウンターに乗せた。

  

  

  「咲那，没有客人用的勺子，怎么办？」

  「咲那、客用のスプーンとかないんだけど、どうする」

  「哎，我……」

  「え、いや私は」

  「你没做自己的份吗？」

  「自分の分作ってない？」

  「没有。」

  「作ってない」

  「你不是也饿了吗？」

  「お前も腹減ってんのに？」

  「因为这些食材是你的。」

  「だってこの食材あんたのだし」

  「那你吃自己的份不就行了？我自己做。」

  「じゃあそれ自分で食べたら？　俺は自分で作る」

  「哎……你不想吃我做的饭吗？」

  「えっ……私の作ったご飯は食べたくない？」

  「啊？不是，你不是也饿了吗？既然是自己做的，应该不会难吃。我是让你先吃的意思。」

  「はあ？　違ぇよ、お前も腹減ってんだし自分が作ったのなら不味いとかないだろ。先食えよって意味」

  「我好不容易做了饭，你就吃吧。啊，既然这样，小依就做我的份吧」

  「折角作ったんだから食べてよ。あっ、てかそれなら私の分は小依が作ってよ」

  「我、我吗？为什么？」

  「お、俺が？　なんで」

  「我想吃小依亲手做的饭！你会做蛋包饭吗？我教你」

  「小依の手料理とか食べてみたい！　オムライス作れないの？　作り方教えよっか」

  「会做啊。鸡肉饭好像还有剩，马上就能做好……」

  「作れるよ。チキンライスも余ってるみたいだしすぐに出来るけど……」

  

  

  　小依有些语塞，不安地看着我的眼睛，小声说道。

  　少し言葉に詰まった後、小依は私の目を不安そうに見ながら小さな声で言った。

  

  

  「但我不知道好不好吃」

  「美味しいか分かんないよ？」

  「哎，你担心这个也太可爱了」

  「え、何その心配可愛いな」

  「别打岔」

  「茶化してんじゃねえよ」

  

  

  　我真心觉得她很可爱。比起装乖的时候，现在这样绝对更可爱，就像小动物一样。

  　素で可愛いと思ってしまった。ぶりっ子してる時より今の方が断然可愛いでしょ、小動物みたいで。

  

  

  「好了，你就做吧！我在这里等你！」

  「いいから作ってよ！　私ここで待ってるから！」

  「别在这儿等，给我滚一边去，恶心死了。话说你把外套脱了」

  「そこで待ってんなどっか行ってろ気持ち悪い。てか上着脱げよ」

  「哎！？为什么突然说这个，色狼！禽兽！」

  「え！？　なんでそんなこと急に、えっち！　けだもの！」

  「你脑子有病吗？在家里你打算穿大衣穿到什么时候啊」

  「頭おかしいのか。家の中でいつまでコート着てるつもりなんだお前」

  「因为很冷嘛！」

  「だって寒いんだもん！」

  「唉……」

  「はあ……」

  

  

  　小依叹了口气，走到客厅打开电暖器。

  　溜め息を吐きながら小依はリビングを移動しヒーターをつけた。

  　这个家里没有被炉，主要的防寒手段似乎是电暖器和电热毯。

  　この家ではコタツは出ていない。ヒーターとホットカーペットが主な防寒手段らしい。

  

  

  「好了，这样就行了吧。你去电暖器旁边」

  「ほら、これでいいだろ。ヒーターの近く行ってろ」

  「好——」

  「はーい」

  

  

  　小依嫌麻烦似地脱下大衣叠好，我也把大衣叠好放在旁边，然后脱掉袜子光着脚站在电暖器前。好暖和……。

  　小依が面倒くさそうに脱いで畳んでいるコートの横に私もコートを畳んで置き、靴下も脱いでヒーターの前に裸足を晒す。暖かい……。

  

  

  

  　等了一会儿，一股香味飘来，小依把盛着蛋包饭的盘子放在桌子上的我这边。

  　しばらく待っていると香ばしい匂いがしてきて、小依がオムライスの乗った皿を机の、私のいる方に置いた。

  

  

  「勺子是我用过的，要是觉得恶心就抱歉了」

  「スプーンは俺が使ってるやつねキモかったらごめん」

  「谁会在意这种事啊？」

  「そんなの一々気にする？」

  「有人会在意吧」

  「気にする人はいるだろ」

  「我不在意」

  「私は気にしないけど」

  「是吗」

  「あっそ」

  

  

  　小依在我做的蛋包饭前坐下。我合起双手，向一言不发的小依展示我的吃相。

  　小依は私が作ったオムライスの前に腰を下ろした。そのまま押し黙り食べようとしない小依に見せつけるように手を合わせる。

  

  

  「我开动了！…………小依呢？」

  「頂きます！　…………小依は？」

  「……我开动了」

  「……頂きます」

  

  

  　小依慢了一拍才说“我开动了”，然后配合我用勺子挖起蛋包饭。

  　遅れて小依も頂きますをし、私に合わせてオムライスをスプーンで崩した。

  

  

  「嗯，挺好吃的嘛。小依，你很会做饭啊」

  「んっ、美味しいじゃん。小依、ちゃんと料理出来るんだね」

  「少骗人了。我爸妈做的饭都难吃死了，你做的饭怎么可能好吃」

  「嘘つけ。父親も母親もメシマズなのに美味い訳あるかよ」

  「真的很好吃！不是客套话」

  「本当に美味しいよ！　お世辞抜き」

  

  

  　我夸了夸味道，小依却用怀疑的目光看着我。我是真心觉得好吃，味道很足，非常好吃，甚至还想再来一碗。

  　味を褒めてみると小依は疑うような目を私に向けた。本心なんだけどな、ちゃんと味が付いてるし全然美味しい。おかわりだってしたいレベル。

  

  　小依默默地吃着我做的蛋包饭，速度并不快。

  　小依は私の作ったオムライスを黙々と食べていた。食べ進めるスピードはそこまで早くない。

  

  

  「我做的……不好吃吗？」

  「私のは……美味しくなかった？」

  「有点凉了」

  「若干冷めてる」

  「啊……也是。呜哇，我失误了，对不起小依！？喂，喂！」

  「あー……まあそうだよね。うわーミスった、ごめっ小依！？　ちょ、ちょっと！」

  

  

  　小依停下吃蛋包饭的手，又像刚才一样哭了起来。这次没有哭出声，只是不停地擦着眼泪，吸着鼻子。

  　オムライスを食べる手を止めて、小依はまたさっきのように泣いていた。今度は泣き声は上げていないが、目から零れる涙をしきりに拭いて鼻を啜っている。

  

  

  「你、你就那么想吃热的吗？别哭了，对不起……」

  「そ、そんなに温かいのが食べたかった？　泣かないでよ、ごめんって……」

  「不是……很好吃」

  「違う……美味しい」

  「是、是吗？那你为什么要哭……？」

  「そ、そう？　ならなんで泣いてるのよ……？」

  「因为……我从来没吃过这么好吃的饭……」

  「だって……こんな美味しい手料理とか、食べた事ないしっ……」

  

  

  　因为这种理由哭！？太夸张了吧……不过，既然不是因为难过而哭，那就算了吧？

  　そんな理由で泣く！？　大袈裟だなあ……。まあ悪い意味で泣いてないんだったら、別に良いのかな？

  

  

  「……还有，我没想到能吃到咲那亲手做的饭……这也是原因之一……」

  「……あと、咲那の手料理とか食べれると思ってなかったからっ……それも、ある……っ」

  「哎？什么意思，为什么？」

  「え？　なにそれ、なんで？」

  

  

  　我试着问了问，但她没有回答，只是默默地听我说话，直到吃完为止。

  　聞いてみたけどそこから先は何も答えてくれず、全部食べ切るまで小依は私の話す内容をただ黙って聞いていた。

  

  

  「我说小依」

  「ねえ小依」

  「干嘛」

  「なんだよ」

  「一段时间没见，你们俩都变了不少啊」

  「なんか、しばらく話さないうちに二人とも大きく変わったよね。色々と」

  

  

  　难得来我家，又隔了几年才好好说上话，我便想和小依聊些无关紧要的话题。

  　折角家に来たんだし、数年ぶりにちゃんと話すんだしで、小依と他愛もない話がしたくなった。

  

  

  「你，胸变大了啊」

  「胸、でかくなったね。お前」

  「一上来就聊这个？你真差劲」

  「一番最初にそんな話題？　本当にサイテー」

  「我只能看那里啊」

  「そこぐらいしか目ぇ行かないし」

  「你又把我当丑八怪了？」

  「また私の事ブス扱いしてるー？」

  

  

  　小依总是关注我的胸和身体，我便想逗逗她，她却摇头否认了。

  　小依の着眼点が胸とか体ばかりだったから久しぶりに戯けてそう言ってみると、小依は首を振ってそれを否定した。

  

  

  「你才不是丑八怪，完全不是」

  「咲那はブスじゃないよ。全然」

  「哎？你以前不是说我不可爱吗」

  「えー？　昔は小依、私に可愛くないって言ってたじゃん」

  「那是……那个……」

  「あれは……その……」

  

  

  　？小依一副难以启齿的样子，停顿了一下才回答。

  　？　小依は少しだけ言い出しづらそうな態度を取り、間を置いてから答えた。

  

  

  「我是在掩饰害羞……不是常有这种事吗，欺负喜欢的女生」

  「照れ隠し、つぅか……よく言うだろ。好きな女子に意地悪するみたいな。それだよ」

  「哎……你喜欢我？」

  「えっ。……私の事好きだったの？」

  「………………对啊！不行吗」

  「………………そうだよ！　悪いかよ」

  「这，这倒是不坏！原，原来是这样啊」

  「わ、悪くないけど！　そ、そうだったんだ」

  

  

  　我都不知道。这突如其来的告白让我脸红了起来。我看了看小依，她也红着脸，表情僵硬。

  　知らなかった。予想外の急な告白になんだか顔が熱くなる。小依の方を見ると、彼女も赤面した様子で顔を強ばらせていた。

  

  

  「但是抱歉，我已经有喜欢的人了」

  「でもごめん、私他に好きに人いる」

  「……哎呀，那都是以前的事了」

  「……いや昔の話だし」

  「还有，我是女的」

  「あと私、女だからさ」

  「我都说那是以前的事了！」

  「昔の話だと言っておろうが！」

  「不过，小依还是有正统派的可爱之处的，虽然最近有点病过头了，但你的脸还是挺——」

  「まあでも、結構小依って正統派な可愛さあるし、最近はちょっと病みすぎてて見た目にもそれが反映してるけど顔自体は」

  「我都说那是以前的事了！？你是在故意气我吗！？给我闭嘴！！！」

  「昔の話って言ってるだろうが！？　嫌がらせなん！？　黙れよお前！！！」

  「啊哈哈哈！！！……是吗，原来是这样啊」

  「あはははっ！！　……そっか、そうだったんだ」

  

  

  　小依很久没有对我发火了，感觉回到了以前。

  　久しぶりに小依が私にムキになって言葉を投げてきた。昔に戻ったみたいだ。

  

  　我把勺子放在盘子上，抱膝而坐。

  　スプーンをお皿の上に置き、膝を抱える。

  

  

  「你要是能早点告诉我就好了」

  「素直に言ってくれればよかったのに」

  「……别强人所难了」

  「……無茶言うなよ」

  「才没有强人所难，因为我以前也喜欢你啊」

  「無茶じゃないよ。だって私も、小依の事好きだったもん」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依也和我一样抱膝而坐，她把脸埋在膝盖里，发出低吟。

  　小依も私と同じように膝を抱えると、顔を隠すように倒して唸り声を上げた。

  

  

  「……因为我喜欢你，所以你对我说讨厌我，欺负我的时候，我很难过」

  「……好きだったから、お前に嫌いって言われた時とか、いじめられてた時とか、しんどかったんだぞ」

  「对不起」

  「ごめんね」

  「我怎么可能原谅你，你去死吧……」

  「許すわけないだろ。死ねよお前……」

  「别这么说嘛」

  「そんな事言わないでよ」

  「……为什么，你对我那么有敌意啊」

  「……なんで、俺に対してあんなに敵意向けてたんだよ」

  

  

  　小依用微弱的语气说道。她低着头，静静地等待我的回答。

  　弱々しい口調で小依はそう言う。顔は伏せたまま、ただ静かに私からの返答を待っている。

  

  

  「……一开始我是喜欢你的，但随着年级越来越高，你和我以外的朋友玩的时间越来越多了。我感觉你离我越来越远，就像把我丢下了一样」

  「……最初は小依の事好きだったけど、高学年になるにつれて小依は私より他の友達と遊ぶようになったじゃん。それで、どんどん小依が遠くに行く様な気がして、置いてかれた気分になったの」

  「……嗯」

  「……うん」

  「然后有一天，我们几个人一起玩的时候，水濑同学来和我说话了。我说我很寂寞，他就来安慰我了」

  「それである日ね、複数人で遊んだ時に水瀬くんが私に話しかけてくれて。寂しいって言ったら、相談にも乗ってくれてね」

  

  

  　我一提到水濑同学的名字，小依就稍微抬起头，然后又把脸藏了起来。

  　水瀬くんの名前を出すと、小依は少しだけ顔を上げ、再び顔を隠した。

  

  

  「水濑」

  「水瀬」

  「嗯。我就是从那时候开始喜欢水濑同学的。他教了我很多东西，我有困难的时候也会来帮我。但是，你不喜欢水濑同学吧？」

  「うん。まあ、水瀬くんを好きになったのはその頃。色んな事を教えてくれたし、困ったら助けてくれるし。でも、小依は水瀬くんの事が好きじゃなかったでしょ？」

  「……什么时候的事？」

  「……いつぐらいの話？」

  「你从一开始就不喜欢他吧。水濑同学很在意这一点。但是我知道你本性很善良，所以想让你们搞好关系。然后我就跟他说，只要坚持不懈地搭话，你就会和他搞好关系的」

  「最初から、どこか鬱陶しがってたじゃん。それを水瀬くん、気にしててさ。でも私は、小依が根は良い奴だって知ってたから、仲良くなってほしくて。それで、根気強く話しかければ仲良くしてくれるよって言ったの」

  「水濑那么烦人原来是你的错吗……」

  「水瀬がしつこかったのってお前のせいだったのかよ……」

  「是啊。因为我说了那些话，水濑同学才会对讨厌他的你死缠烂打。然后我就觉得，水濑同学这么想和你搞好关系，你却不愿意接受他，真是个小心眼的家伙，开始讨厌你了」

  「そう、だね。私が言ったせいで、嫌がる小依に対して水瀬くんはガンガン行ってたんだと思う。それで私、こんなに仲良くなりたがってる水瀬くんを受け入れないなんて心の小さい奴って、小依の事を嫌な奴だと思うようになって」

  「……嗯」

  「……うん」

  「然后你就开始欺负水濑同学，完全讨厌他了……就是这样」

  「そこから小依が水瀬くんをいじめるようになって、完全に嫌いになって。……そういう感じ」

  

  

  　小依低着头，什么也没说。

  　小依は顔を伏せたまま、何も言わなかった。

  

  　水濑同学之所以被欺负，我也有责任。简单来说就是这样。

  　水瀬くんがいじめられたのは、私のせいでもあった。要はそういう話だった。

  

  　小依听了我的话会怎么想呢。会对我彻底失望吗。

  　小依は私の話を聞いてどう思ったのだろう。ちゃんと私に幻滅してくれただろうか。

  

  

  「……今年的圣诞节你要和水濑一起过吗？」

  「……今年のクリスマスは水瀬と過ごすの？」

  「不，不会。我只是喜欢他，并没有想和他交往」

  「んーん、過ごさない。てか好きなだけで、別に付き合いたいとか思ってるわけじゃないし」

  「为什么啊」

  「なんでだよ」

  「我没资格吧。我也是陷害水濑同学的罪魁祸首之一啊？」

  「そんな資格ないでしょ。私は水瀬くんを陥れた一因なんだよ？」

  「实行的人是我吧」

  「実行したのは俺だろ」

  「但让我这么做的也是你啊」

  「そうなるように仕向けたのは私だよ」

  「你不说的话，他也不会知道吧」

  「言わなけりゃ本人が知る由ないだろ」

  「知不知道都无所谓。我不会再接近水濑同学了。这就是我的赎罪」

  「知る知らないはどうでもいいの。私からは水瀬くんにもう近付かない。それが罪滅ぼしでしょ」

  「……真是莫名其妙」

  「……意味分かんねえ」

  

  

  　小依低着头，似乎想说些什么。我本想拍拍她的肩膀，但还是放弃了。还是不要随便做些奇怪的事比较好。因为可能会让她想起被强奸时的阴影。

  　顔を伏せたままグダグダ言い始めそうな小依の肩に触れようとして、やめた。安易に変な事はしない方がいいと思った。小依の、レイプされた時のトラウマを思い出させそうだから。

  

  

  「圣诞节，和我一起过吧」

  「クリスマスさ、私と一緒に過ごそうよ」

  「……谁啊」

  「……誰が」

  「小依」

  「小依が」

  

  

  　我这么一说，小依抬起了头。她眯起眼睛，像是觉得我那残留着泪痕的眼睛很耀眼。

  　そう言うと、小依は顔を上げた。涙を拭った跡の残る目元を眩しそうに細めながら私を見る。

  

  

  「不愿意吗？」

  「嫌だ？」

  「……」

  「……」

  「和我一起圣诞节约会吧……毕竟，初中毕业之后我们就不会再见面了吧」

  「私とクリスマスデートしよ。……きっと、中学卒業したらもう会うことも無いだろうしさ」

  「……是啊」

  「……そうだね」

  「可以吗？」

  「いいの？」

  「可以啊。因为我现在还喜欢你」

  「いいよ。俺、まだお前の事好きだもん」

  「哎」

  「えっ」

  「吓到了？」

  「引いた？」

  「倒，倒也不是……」

  「引、いてはないけど……」

  「太好了」

  「よかった」

  

  

  　这时，小依第一次露出了自然的微笑。那是小时候经常看到的笑容。

  　そこで初めて小依は、素っぽいふにゃっとした笑顔になった。子供の頃によく見せてくれた笑顔だった。

  

  

  「我现在也还喜欢你，所以想和你一起圣诞节约会。如果能实现的话，我会非常开心的」

  「俺はお前の事全然今でも好きだから、一緒にクリスマスデートしたい。出来たら、超嬉しい」

  「有那么夸张……？」

  「そんなに……？」

  「有啊。变成女人的时候，其实我最震惊的就是这个」

  「そんなに。女になっちまった時、実はそこが一番ショックだったし」

  「这个是指？」

  「そこって？」

  「……女同性恋很难发展，而且你又不是蕾丝。知道自己无法和喜欢的人交往，精神上会很难受的」

  「……女同士の恋愛ってムズいし、お前レズじゃないじゃん。好きな人と付き合えないのが確定したら、メンタルやばいでしょ」

  

  

  　小依害羞地说道。明明外表是女孩子，但总觉得眼前的小依和当年一样，连我都害羞起来了。

  　照れるようにそういう小依。見た目は女の子なのに、なんだか当時の小依が目の前にいるみたいでこっちまで照れくさくなる。

  

  

  「……刚，刚才我说这是最后一次，但我觉得，或许也不一定吧？」

  「……さ、さっきこれが最後になるだろうから、みたいな事言ったけどさ。そうとも限らないパターンも、あるかも？　って、私は思うけど」

  

  

  　没想到自己会说出这种话，但还是鼓起勇气说了出来。小依呆呆地盯着我。

  　こんな事自分から言うとは思わなかったが、勇気を出して言ってみると小依はボーッとした顔で私を見つめてきた。

  

  　她什么都没说。咦，难道她没听懂？她有这么迟钝吗？

  　何も言葉を返さない。え、もしかして伝わってない？　そんな鈍感な事ある？

  

  

  「……女高中生之间，可以成为情侣吗？」

  「……女子高生同士でカップルって、アリなんかな？」

  「你理解了啊！你的反应太让人搞不懂了！」

  「理解出来たんかい！　反応が紛らわしいんだよあんた！」

  「哎！？啊，刚才确实是提前了一个反应！话说，我怎么擅自说个不停了，好羞耻！！！」

  「えっ！？　あ、たしかに今のは一個先のリアクションだった！　てか、なんか勝手に突っ走ってた恥ずかしっ！！！」

  「真是的！真是个羞耻的家伙！笨蛋笨蛋！」

  「本当にね！　本当に恥ずかしい奴！　バーカバーカ！」

  「你说什么！？」

  「んだと！？」

  

  

  　小依像以前一样生气地向我扑来。和以前不同，现在我个子更高，不会输的。哼哼哼，我要用力量取胜，紧紧抱住她！！

  　昔のように怒った小依が私に飛びかかってきた。昔とは違い私の方が体が大きいから負けない。ふっふっふ、力で勝利しギューって抱き着いてやる！！

  

  

  「放，放开我，你个色女！！！」

  「は、離せエロ女！！！」

  「啊！？谁是色女啊！！！那是你被说的吧！！」

  「はぁ！？　誰がエロ女だ！！！　それあんたが言われてたやつでしょ！！」

  「15岁了还抱着男人的女人只有色情狂了吧笨蛋！淫乱！！巨乳妖怪！！！」

  「15歳にもなって男にしがみつく女はエロでしかないだろバカ！　淫乱！！　巨乳おばけ！！！」

  「你也是女人，所以和色情没关系吧！话说你有一个恶语太具体了吧！？」

  「あんただって女なんだから関係ないでしょ！　てか一個だけ具体的すぎる悪口あったけどぉ！？」

  

  

  　虽然已经不知道那算不算恶语了，但不可原谅的事还是不可原谅，所以我用力勒紧了小依。「咕呜呜呜呜呜！？」小依发出动物般的惨叫，被我击倒了。

  　もはや悪口かどうかも分からない言葉だったが、許せない事には変わりないので小依を締め上げた。「ぎゅぬううぅぅぅっ！？」という動物のような悲鳴をあげ、小依はノックダウンした。

  

  

  「那么，下次圣诞节见」

  「それじゃ、次はクリスマスでね」

  「哦，哦……我送你回家吧？」

  「お、おう。……家まで送ろうか？」

  「啊哈哈，没事！离我家很近的」

  「あはは、大丈夫！　割と近所だし」

  「小心别滑倒受伤了」

  「滑って怪我するなよ」

  「嗯！围巾谢谢你，下次见面时还你……不对，干脆买两条一样的围巾吧？」

  「うん！　マフラーありがとね、次会う時返す……いや、どうせなら二人おそろいのマフラーとか買っちゃう？」

  「！！！再见！！！」

  「〜〜〜〜っ！！！　じゃあな！！！」

  

  

  　摔跤之后，我们又聊了一会儿，气氛渐渐变得像以前一样，分别时小依的性格已经完全恢复成男性的状态了。

  　プロレスをした後、二人で雑談をしていたらどんどん昔の様な感じに空気が変わっていって、別れる時には完全に小依の性格は男だった頃に戻っていた。

  

  　现在似乎是电梯停止运行的时间段，所以我走楼梯下楼。

  　エレベーターは今は動いてない時間帯らしいので、階段を使って降りる。

  

  　虽然可能只是暂时的，但小依能恢复成以前的样子真是太好了。

  　一時的かもしれないけど、小依が昔の小依に戻ってよかった。

  

  　总觉得最近的小依，精神太好了反而让人害怕。该说是不知道她会做出什么事的恐怖呢，还是明明很开朗却有股诡异的感觉。所以我才会一直盯着小依。

  　なんだか最近の小依、空元気すぎて怖かったのだ。何をするか分からない恐ろしさというか、明るいはずなのに不気味さがどこかにあって。それで私はずっと小依を見ていた訳だし。

  

  

  「……啊，钥匙还没还给她」

  「……あっ。てか鍵返してないじゃん」

  

  

  　我放在口袋里的手指碰到了一个硬物。拿出来一看，是小依交给我的她家的钥匙。

  　ポケットに入れた指が硬いものに当たった。取り出してみると、それは小依から預かった小依の家の鍵だった。

  

  

  「都下到最下面了……」

  「一番下まで降りてきちゃったよ……」

  

  

  　还要爬上去吗，麻烦死了。虽然这么想，但也没办法，我只好爬楼梯上去。

  　また登るのか、面倒臭いなあ。なんて考えながらも、仕方なく階段を登っていく。

  

  

  「完全没注意到。小依也没注意到吗——」

  「全然気付かなかったし。小依も気付いてなかったのかなー」

  

  

  　我一边爬楼梯一边自言自语。到了小依的楼层，我走过公共走廊来到她家门前，打开门。

  　階段を登りながら呟く。小依の部屋の階まで着き、共有通路を歩いて部屋の前まで着き扉を開ける。

  

  

  「小依——家里的钥匙……小依！？」

  「小依ー、家の鍵さ……小依っ！？」

  

  

  　我连困惑的余地都没有。看到那个的瞬间，我就冲进了房间里。

  　困惑する余裕もなかった。私はそれを目にした瞬間に、部屋の中へと駆け出していた。

  

  　我连鞋子都没脱，直接踢开垃圾发出嘎吱嘎吱的声音，穿着鞋穿过客厅，从背后抱住了身体探出阳台栏杆的小依。

  　靴すら脱がずにそのままガシャガシャと音を鳴らしながらゴミを蹴り、土足でリビングを越えて、ベランダの柵に身を乗り出していた小依を背中から抱き締めた。

  

  

  「你在干什么啊……！！！」

  「なに、やってんのよ……！！！」

  

  

  　小依明显是想从阳台跳下去。我用力踢了栏杆一脚，让小依背朝下倒进房间里。

  　小依は明らかにベランダから飛び降りようとしていた。力任せに柵を蹴って背中から倒れる事で小依を部屋の中に入れる。

  

  

  「小依，为什么」

  「小依、なんでっ」

  

  

  　小依想自杀。为什么她要在这个时候做这种事，我无法理解，于是开口质问。

  　小依は自殺しようとしていた。何故そのような事を今、このタイミングでしたのか理解が出来なくて問いただそうとした。

  

  

  「不是说好要再见面的吗！？为什么，为什么想死啊！！」

  「また会おうって言ったばっかじゃん！？　なのになんでっ、死のうとしてんのよ！！」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依什么都没说。

  　小依は何も言わなかった。

  

  　被我拉回来的小依只是瘫坐在地上，又像电池没电一样低着头沉默不语。

  　私に引き戻された小依は、ただペタンと床に座ったまま、また電池が切れたかのように俯いて押し黙っていた。

  

  　……也许是我误会了。

  　……私は勘違いをしていたのかもしれない。

  

  　我以为小依渐渐恢复了以前的样子，但也许她只是在演戏，让我这么以为，其实现在的她才是真正的她，是这种空虚的状态。

  　段々と昔の小依に戻っていたと思っていたのはそう思わせるよう演技していただけで、今の小依の素っていうのはこの虚無の状態だったのかもしれない。

  

  　就像在大家面前扮演开朗的女生一样，她只是在我面前扮演青梅竹马的小依。扮演期间小依说的话没有任何意义，我只是因为不在了，她才做自己想做的事。

  　皆の前で明るい女子を演じていたように、私の前でだけ幼馴染の小依を演じていただけ。演じている間の小依の言葉に意味なんか無くて、私が居なくなったから自分のしたい事をしただけ。

  

  　看着现在的小依，我产生了这样的想法。实际上我并不知道，完全无法想象小依在想什么。

  　今の小依を見ていると、そんな風に思わされた。実際の所は分からない。小依が何を考えているのか、全く想像もつかなかった。

  

  

  「喂，小依。说点什么啊，喂……」

  「ねえ、小依。なんとか言ってよ、ねえ……」

  「……」

  「……」

  

  

  　不管我怎么叫她，怎么摇她的肩膀，小依都不回答，只是默默地盯着地板。

  　私が何度呼びかけても、肩を揺すっても、小依は何も受け答えしてくれずただ黙って床に見ていた。

  

  　不，当我纠缠不休地叫她时，我发现小依的眼角渐渐眯起，注意到这点后，小依立刻用手遮住脸。

  　いや、私がしつこく話しかけていると、段々と小依の目元が動き、細くなり、それに気付くとすぐに小依は顔を隠すように手で覆った。

  

  

  「小依……？」

  「小依……？」

  「…………谢谢你欺负我」

  「…………いじめてくれてありがとう」

  

  

  　在漫长的沉默之后，她挤出的第一句话是诅咒我的话。

  　長い沈黙の末に絞り出された第一声は、私を呪うような言葉だった。

  

  

  「……我果然还是讨厌你，现在才发现」

  「……俺、やっぱりお前の事嫌いだったみたい。今気付いた」

  

  

  　她接着这么说，之后就什么都不说了。我把钥匙放在桌上，没有打招呼就从小依家飞奔而出。

  　立て続けに彼女はそう言い、後は何も言わなかった。私は鍵を机に置き、挨拶を交わす事無く小依の家から飛び出した。

  

  　跑着跑着，胸口就变得难受起来，明明没有失恋，眼泪却掉了下来，声音也控制不住了。

  　走っているうちに胸が苦しくなって、失恋した訳でもないのに涙が落ちてきて、声を抑えられなくなった。

  

  　这就是我初中生活最后一次和小依的对话。

  　これが、中学生活最後の小依とのやり取りとなった。

 
  13話「高校生になった」

  第13话「成为高中生」

  『希望世界永远和平』

  『世界がいつまでも平和でありますように』

  

  

  　明明才六月底，但一来到AEON就看到装饰着巨大的竹子，还设置了写上愿望的短签专区。

  　まだ六月の終わりだと言うのにイオンに赴くと大きな笹飾りが設置してあって、短冊で願い事を書くコーナーが出来ていた。

  

  　我写上有点早的七夕愿望后挂了上去。嗯，还很绿的竹子上，又多了一个祈求世界和平的没个性装饰。

  　若干早い七夕の願い事を書いて吊るす。うむ、まだまだ緑の多い笹に世の平和を願う没個性の彩りが増えた。

  

  

  「久等了～哦，七夕啊，还真早耶！」

  「お待たせ〜。おっ、七夕じゃん。随分と気が早いな！」

  

  

  　跟我一起来的女生提着塑料袋和甜甜圈店的袋子走了过来。

  　連れの女子がビニール袋と、ドーナツ屋の袋をぶら下げてやってくる。

  

  

  「那个甜甜圈是什么？要献给我的贡品吗？」

  「そっちのドーナツなに？　私への献上品？？」

  「答对了！哎呀～没想到花了这么多时间，所以想说作为赔礼！」

  「正解！　いやー、予想外に時間をかけてしまったのでお詫びの気持ちにと思いまして！」

  「真的假的！？太好了！」

  「まじ！？　やったー！」

  

  

  　附近有张从上方看下去呈现圆形的椅子，于是我们两人坐下来吃甜甜圈。她是为了感谢我明明约好要出去玩，却还等她买完画具。明明不用在意这种事的，真是个老实的家伙。

  　上から見たら円になっている椅子が近くにあったので、そこに二人で座ってドーナツを食べる。遊びの予定だったのに画材の買い物を待ってくれた礼との事だった。別に気にしなくていいのに、律儀な奴。

  

  

  「啊，对了对了！吃完这个要不要去那家店？这个冰淇淋超漂亮的耶！？」

  「あ、ねえねえ！　これ食べたらこのお店寄らない？　このアイスめっちゃ綺麗じゃない！？」

  「嗯？哦哦，是透明的时髦咖啡厅嘛！我是无所谓，但吃完饭后还要再吃东西……？」

  「んー？　おぉっ、なんか透明のエモエモカフェじゃん！　別に良いけど食べた後にまた食べに行くん……？」

  「有什么关系！只吃一个的话，实际上不就等于没吃吗？」

  「いいじゃん！　1個食べるくらいなら実質0じゃない？」

  「我可不想对卡路里四舍五入啊。」

  「カロリーに関してはあんまり四捨五入したくないなあ」

  「有什么关系，反正小依看起来不太会胖。」

  「いいじゃん。小依ってあんま太らなさそうだし」

  「你是在看哪里说的？」

  「どこ見て言ってる？」

  「胸部。」

  「胸」

  「好，吵架了。」

  「はい喧嘩ー」

  

  

  　我跟拐弯抹角地嘲讽我胸部小的同班同学间山桃果互相打闹。

  　遠回しに俺の胸が小さいことを揶揄ったクラスメート、間山桃果と軽くじゃれ合う。

  

  

  

  　我曾经自杀未遂。从自家阳台跳下去，打算结束一切。所以面对咲那时才能表现得那么开朗，也能以轻松的心情跟她约好未来再见。

  　俺は自殺未遂をした。自宅のベランダから飛び降りて、全部終わりにするつもりだった。だから咲那に対しても明るく振る舞うことも出来たし、未来に会う約束も軽い気持ちで交わすことが出来た。

  

  　因为一度觉得一切都无所谓了，抱着已经无事可做干脆去死的心情跳下去，所以被阻止后，我完全想不到自己想做什么，为此感到很困扰。

  　一度全てがどうでもよくなって、もうする事も無いから死んどくかって気持ちで飛び降りようとしたから、止められた後はとにかくやりたい事が思い浮かばなくて困った。

  

  　因为感觉会很痛，而且也很可怕，所以我没有再尝试自杀，也没有想做的事。硬要说的话，就是不想跟以前认识的人说话，只想尽早跟故乡的人断绝关系。

  　普通に痛そうだし怖かったので自殺リベンジすることも無く、やりたいことも無い。強いて言うなら、もうそれまでの知り合いとあんまり話したくなかった。地元の人らと少しでも早く縁を切りたいとだけ考えていた。

  

  　我在最后关头改变志愿，进入离故乡很远的高中就读。

  　俺は土壇場で進路を変更し、地元から遠く離れた高校に進学した。

  

  　虽然考上了，但通学时间随便都要三小时以上。因此我一度考虑申请住校，但上面写着要跟别人一起生活，所以我实在无法接受。

  　入学試験には合格したが、通学には３時間以上余裕でかかってしまう。その為、一度は学生寮への申請を検討したが、他人との共同生活と書かれていたためそこがどうしても受け付けなかった。

  

  　我直接拜托诚也先生让我一个人住，没想到他很爽快地答应了，还给我很多生活费。

  　俺は誠也さんにストレートに「一人暮らしさせてほしい」と頼み込んだ。そしたら意外とアッサリその頼みは快諾されて、仕送りもドッサリしてくれている。

  

  　我很感激，但其实他心里应该觉得跟我在一起很累吧。

  　有難い。けれど内心ではもう俺と一緒に居るのも疲れたというのが本音なのだろう。

  

  　只要给我生活费，就算是尽了父母的责任，我隐约能猜到他的想法。不过我确实因此受益，所以没有指出来。

  　仕送りさえしていれば親として支えてる事になるし、みたいな思考が透けて見えた。得してるのは間違いないので指摘しなかったが。

  

  　我这个高中生在远离故乡的土地独自生活，过着漫画般的生活。多亏如此，我这几个月来都过得很轻松，也能表现出真实的自己，还交到了朋友。

  　俺は地元から離れた土地で高校生にしてひとり暮らしという、まるで漫画のような生活に身を置くことが出来た。そのおかげでここ数ヶ月ストレスとも無縁になり、今の自分らしく振る舞えて友達も出来た。

  

  

  

  「唱得好爽～」

  「歌った歌った〜」

  「与其说唱歌，不如说是在大叫吧～后半段全都是内脏。」

  「歌ったっつか叫んでたよな〜。後半全部ホルモンて」

  「大叫最爽了！」

  「いっちばん気持ちいいじゃんね叫ぶの！」

  「我懂，但唱完后声音跟老太婆一样。」

  「分かるけど終わった後の声がババアすぎるもんな」

  「呵呵呵，我走这边，再见啦，小依！」

  「ほほほ。では、わしはこっちなので。じゃね、小依！」

  「好，路上小心，莫卡婆婆。」

  「あい。気ぃつけて帰れよモカばあ」

  「谁是婆婆啊！」

  「だーれがばあじゃ！」

  

  

  　桃果轻轻拍了拍我的肩膀，目送她过马路。她转过头来，我用力翻了个白眼，等她走远后才迈开步伐。

  　桃果に軽く肩を叩かれ、信号を渡る桃果を見送る。こちらを向いたので渾身の白目をしてやり、姿が消えた辺りで歩き出す。

  

  　刚变成女生的时候，我绝对想不到自己会穿女生的衣服和校服，还会化上自然的妆容，像女生一样注重气味，像女生一样追逐流行。

  　女体になりたての頃には絶対に有り得ないと思っていた女子の服や制服を普通に着て、女らしく普通にナチュラルめなメイクを施し、女みたいに匂いにやたら気を使って、女らしく流行に乗る。

  

  　从初中三年级开始，我逐渐习惯以女生的身份迎合周围的人，现在我已经彻底变成一个普通的女高中生，没有人会想到我曾经是男生。这样的生活，我也不觉得有什么辛苦。

  　中三の途中から女として周りに迎合することに慣れ始め、今では誰も俺が元男だったなんて思わないくらいにただの女子高生になれていた。そんな生活も、特に苦では無くなっている。

  

  　……虽然我作为男生的意志还残留着，或者说内心没有任何变化，所以被认识两个月左右的男生告白时，我打从心底感到困惑。

  　……まだ男としての意思は全然残っている、というか内心は何も変わっていないので、出会って二ヶ月程度の男子に告られた時は心底困惑したが。

  　我明明用LINE通话郑重地拒绝了，结果消息却传遍了整个教室。高中生的传言传播速度也太快了吧，简直就像生化危机一样。

  　人に見られたりしないようにLINE通話で丁重にお断りしたのになんか教室中に知れ渡ってたし。高校生の噂の伝達速度なんなん、バイオハザードすぎるわ。

  

  

  「呼啊……」

  「ふあ……」

  

  

  　我打了个哈欠。最近沉迷的FPS游戏让我有点睡眠不足。得好好睡觉才行……

  　欠伸がもれた。最近ハマっているFPSゲームのせいで寝不足気味である。ちゃんと睡眠取らないとなー……。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　我一边走一边发呆，结果和一家摆满旧书、充满老店氛围的书店对上了眼。我莫名喜欢这种昭和复古风格的店。

  　ボーッと歩いていたらなんか古本がパンパンに置いてありそうな老舗感満載の本屋と目が合った。こういう昭和レトロな感じの佇まいの店、なんとなく好きなんだよな。

  

  　反正今天也没什么事，就顺路进去看看吧？说不定会有我喜欢的书。虽然我完全不看书就是了。

  　別に今日はこれ以上することも無いし、立ち寄ってみようかな？　意外と好みな本とかあるかもしれないし。まあ本なんて全然読まないけど。

  

  

  「……没人。连店员都没有，这也太离谱了吧。」

  「……無人。店員すら居ないのやばすぎるだろ」

  

  

  　我走进店里，里面静悄悄的。店员应该坐着的柜台处也没人，我大致扫了一眼书架上的书，也没看到人。这岂不是想偷书就偷吗？

  　店に入るがなんの物音もしない。店員さんが座っているはずのカウンターにも人は居なくて、ざっと本棚を移動し列を順繰り確認しても誰もいなかった。盗み放題じゃん。

  

  

  「果然如我所料，到处都是灰尘……为什么这种店会开在大马路上啊？」

  「予想通りホコリ臭いし……なんでこんな店が大きな通りにあるかね」

  

  

  　因为店里没人，我忍不住说起了坏话。绝对应该把这家店的位置换成餐饮店才对。

  　誰もいないのでついつい悪めの言葉を吐いてしまう。絶対この店があるスペースに飲食店とか置いた方がいいもんな。

  

  

  「不过这种老书店的感觉真不错啊……好想去下鸭的旧书节啊。」

  「でもやっぱレトレトしくて良いな〜。……下鴨の古本まつりとか行きてえな」

  

  

  　我突然产生了毫无关系的感想。因为平时很少看到旧书排列在一起的景象，所以忍不住联想到了。

  　全く関係ない感想を抱いてしまった。古本が並んでいる光景なんて普段目にしないから、つい連想ゲームしてしまったわ。

  

  　话说，真想住在京都啊。感觉光是走在街上就很开心。我很向往那种城市。而且离老家很远。

  　てか京都とか住んでみたいなー。それこそ街を歩いてるだけで楽しそう。そういう街に憧れを持つわ。あと、地元からクソ遠いしね。

  

  

  「哇，好恶的封面。」

  「うわっ、悪趣味な表紙」

  

  

  　我看到一本封面像是用人的内脏和脸拼成的现代艺术风格的旧书，于是拿起来看了看。这是小说，但类型是什么？……是恋爱小说吗？

  　なんか人の内臓とか顔面とかでパズルをしているような、現代アートチックな表紙の古そうな本があったので手に取ってみる。小説なんだけど、ジャンルは何？　……恋愛小説なのか？

  

  　嘎啦嘎啦嘎啦，我听到一阵声音。有人进店了。我下意识地把书放回了书架上。

  　ガラガラガラ、と音がした。誰かが店に入ってきた。つい本を棚に戻してしまった。

  

  

  「…………咦」

  「…………えっ」

  

  

  　我站在店门口正面的书架前看书，所以听到声音后，必然会看到进店的人。

  　店の入り口の正面にある列で立ち読みしていたから、音のする方を向いたら必然的に店に入ってきた人間の姿を目にする事になる。

  

  

  「水，濑……？」

  「水、瀬……？」

  

  

  　那是一个穿着围裙，看起来像高中生的打工人员。但是那张脸，明显是我那个雨天遇到的水濑长大后的样子。

  　エプロンを付けた、高校生位のバイトの人。だがその顔は、明らかに俺が大雨の日に出会った水瀬を少し成長させた物だった。

  

  

  「啊，我还以为是那个戴着耳钉的可怕辣妹呢，原来是那个时候的！让我打消了自杀念头的人！？在这种地方相遇简直是奇迹！？好厉害！！！」

  「あ、バチバチピアスの怖いギャルいると思ったらあの時の！　僕の自殺を思いとどまらせてくれた人！？　こんな所で会うとか奇跡じゃない！？　すごっ！！！」

  

  

  　是奇迹啊。奇迹般的不幸。这是什么情况，水濑虽然高兴得手舞足蹈，但对我来说却是巨大的绝望。

  　奇跡だね。奇跡的な不幸だわ。なんだそれ、水瀬はてんやわんやで喜んでいるけど、こちらからしたら大絶望である。

  

  　这里是隔壁县啊？这家伙居然跑到隔壁县来打工，脑子有问题吧。

  　隣の県だぞ？　隣の県までバイトしに来てるのコイツ、頭おかしいだろ。

  　咦，跟踪狂？不会是我的跟踪狂吧？这种事的概率跟天文数字一样吧。又不是成人之后再相遇。

  　え、ストーカー？　俺のストーカーとかじゃないよね？　天文学的に有り得るかなあこんな事。成人してから再会とかじゃないもんねだって。

  

  

  「在这种地方再会，也就是说你也是梅之丘高中的学生？」

  「こんな場所で再会するって事は、梅ヶ丘高校通ってたりする？」

  「……嗯」

  「……まぁ」

  「好巧啊！？我也是！」

  「奇遇だね！？　僕もだよ！」

  

  

  　完了。怎么说呢，感觉就像没中彩票还被雷劈了。我今天要死了吗？

  　終わった。なんだろうなー、宝くじ外して落雷食らった気分だわ。今日死ぬんか？　俺。

  

  

  「一年级？」

  「一年生？」

  「……嗯」

  「……まぁ」

  「我就知道！你几班？」

  「だよね！　何組？」

  「你搭讪啊」

  「ナンパですか」

  「哎！？不是不是，形式上来说确实是搭讪！？我问这个没有别的意思！」

  「え！？　いやいや、まあでも形式的にはそうなるかな！？　変な意味で聞いてるわけじゃないんだけどな一応！」

  

  

  　我知道。我只是拒绝了而已。要是连班号都说了，那各种意义上都完蛋了。我可不想再透露更多个人信息了。

  　知ってるよ。断り文句で言っただけだよ。何組まで言ったら色々瓦解するだろ。これ以上個人情報開示してたまるか。

  

  

  「那你的名字呢？」

  「じゃあ名前は？」

  「我都还没告诉你班号，怎么可能告诉你名字」

  「組を教えなかったのに教える訳ないでしょ」

  「哎，为什么啊！我们好好相处嘛，这可是奇迹啊！居然能在这么远的地方遇到同乡！」

  「えー、なんでさ！　仲良くしようよ、だって奇跡じゃん？　遠く離れた場所で、同じ地元の人と再会するなんてさ！」

  

  

  　我摆出了一副苦瓜脸，仿佛能听到脸皮紧绷的声音。你可能觉得这是好事，但对我来说这是最糟糕的情况。别笑嘻嘻地跟我说话，我要哭了。

  　ギシッて鳴りそうなくらいに渋い顔をしてやった。お前はいい方に捉えてるかもしれんが、こっちはそれを最悪の出来事として捉えてるわけ。にこやかに話すなよ、泣くぞ。

  

  

  「你不想说名字就算了。你喜欢书吗？」

  「まあ名乗りたくないならそれはいいけどさ。本好きなの？」

  「哎？没有」

  「え？　いや別に」

  「不喜欢书的话怎么会来旧书店？你在找什么吗？」

  「好きでもないのに古本屋になんて来る？　探し物？」

  「啊……没有，只是打发时间」

  「あー……いや、ただの暇つぶし」

  「没什么特别的目的吗？差不多要到打烊的时间了，要是有什么感兴趣的书，我可以帮你一起找」

  「目的は特にない感じ？　もうそろそろ店閉める時間だし、興味あるものとかあったら一緒に探すよ？」

  「不用了，我真的没什么要找的」

  「や、本当に目的とか無いしいいよ」

  「这样啊」

  「そっか」

  

  

  　水濑说完后走向柜台，打开收银机开始把钱装进盒子里。她真的在做打烊工作吗，这么快就要关门了？天色都还没完全暗下来。

  　水瀬はそう言ってカウンターに向かいレジスターを開けて金をケースに入れ始めた。本当に締め作業中なのか、随分早いな。まだ暗くなって間も無いのに。

  

  

  「那我先走了」

  「じゃ、私もう行くね」

  「你接下来有事吗？」

  「これから用事？」

  「倒也不是，只是也没什么事要做。你不是要关门了吗？」

  「そういう訳じゃないけど、することも無いし。もう店閉めるんでしょ？」

  「天色都暗了，我送你吧？」

  「もう暗いし送ってくよ？」

  「不用了。再见啦」

  「それはいいや。じゃあね〜」

  「等一下等一下！」

  「待って待って！」

  

  

  　她用拼命的声音叫住我，我只好停下脚步。

  　必死な声で呼び止められたので足を止める。

  

  

  「干嘛，有事吗？」

  「なに。なんか用？」

  「你接下来有空的话就陪我一下吧！我要报答你三明治和伞的恩情！！」

  「この後暇なら少しだけ付き合ってよ！　サンドイッチと傘のお礼する！！」

  「啊？啊……不用了，三明治也不过400日元左右吧」

  「は？　あー……いいよ別に。サンドイッチなんか400円くらいだろ」

  「加上伞的话就超过1000日元了！」

  「傘と合わせたら1000円超えるじゃん！」

  「那只是便利店的偷盗品，不用在意」

  「あれコンビニでパクったやつだから気にしないで」

  「是吗！？」

  「そうなの！？」

  

  

  　虽然不是这样，但要是她觉得欠我人情的话我会很麻烦，所以就当作是这样吧。说到底，她要是把一时兴起当作恩情的话我也会很困扰。

  　そんな訳ないけど、借りとか思われても怠いのでそういう事にする。つーかたかだか一度の気まぐれを恩に思われても困るのだが。

  

  

  「去咖啡店喝一杯！我请客！」

  「喫茶店で一杯だけ！　奢るからさ！」

  「你是昭和人吗。不用了，你只要觉得幸运就好」

  「昭和か。いいって、ラッキーって思っとけばいいよそんなの」

  「不行！」

  「ダメだよ！」

  

  

  　呜哦，吓我一跳。店里这么小，别这么大声啊，吓死人了。

  　うおっ、びっくりした。狭い店ん中なのに大声出すなよ怖いな。

  

  

  「正因为发生了那件事，我才能重新振作起来……而且，我听说那两个人袭击了女学生，那个女学生就是你吧？」

  「あの出来事があったから僕はここまで立ち直れたんだよ。……それに、あの二人に女生徒が襲われたって話聞いた。その女生徒って君でしょ？」

  「……谁知道呢？我可不知道有那种事。」

  「……さあ？　知らないそんな話」

  「不会错的。所以，除了道谢之外，总之我想报答你！」

  「間違いないよ。だから、お礼もそうだし、とにかく君には何かで返したいんだ！」

  「不用了。」

  「いいって」

  「拜托你！我一直在想该怎么报答你！我终于有机会还清当时的恩情了！」

  「頼む！　これまでずっとお礼する事を考えてたんだよ！　あの時の借りを、やっと返せるチャンスなんだ！」

  「……唉，你是指如果我今天不陪你，你就会在学校缠着我吗？」

  「……はあ。それ、今日付き合わないと学校とかで付き纏ってくる感じ？」

  「就是那种感觉！」

  「付き纏う感じ！」

  「别光明正大地做出跟踪狂宣言啊。真的假的……好吧，我知道了。我在店门口等你就行了吧？」

  「堂々とストーカー宣言すんなよ。マジか……じゃあ、分かった。店の前で待ってりゃいい？」

  「！嗯！我马上就会结束！！」

  「！　あぁ！　すぐ終わらせるよ！！」

  「不，既然有出勤卡，你就乖乖等到下班时间吧。」

  「いやタイムカードあるんだったらちゃんと定時まで待てよ」

  

  

  　我无奈地走出店外。唉，我明明特地选了很远的高中，还一个人住，为什么还会遇到认识的人啊？幸好对方不知道我是谁，但水濑在我不想见到的人排行榜中名列前茅……

  　呆れながら店を出る。はあ、な〜んでわざわざ遠い高校を選んで一人暮らしまでしたのに知り合いに出くわすかね。相手が俺の事誰なのか知らない状態なのは幸いだが、水瀬は会いたくない人間ランキングで上位の人間なんだよなあ……。

  

  

  「唉……」

  「はぁ〜……」

  

  

  　我在招牌前蹲下。虽然从正面看得到内裤，但反正正面没有人，所以无所谓。好想抽烟啊～

  　看板の前でしゃがみこむ。正面からはパンツが見えちゃう感じになるが、まあ正面に人居ないから良いや。タバコ吸いてぇ〜。

  

  

  「……我没义务陪她吧。」

  「……こんなんに付き合う義理、ないよな」

  

  

  　我一边点着班上同学的贴文，一边喃喃自语。呜哇，她擅自把我的合照PO上去了。为什么有人会不经过本人同意就PO上网络啊？真讨厌……算了。

  　クラスの人らの投稿に義務いいねをポチポチ押しながら呟く。うげ、勝手にツーショあげられてる。なんで本人に確認取らずあげる奴いんの？　嫌だわー……まあいっか。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　我看了一下时间，已经过了30分钟。下班时间是晚上7点吧，还要在这里等30分钟啊——

  　時間を見る。30分経っていた。定時は19時かな、あと30分ここで待機かー。

  

  

  「……回家吧。」

  「……かーえろ」

  

  

  　算了，水濑似乎不知道我是冬浦小依，就算她在学校找我，只要我偷偷摸摸地躲起来，她迟早会放弃的。只要我别再靠近这家店，她也不会在下班时间找到我，我没必要乖乖听她的话。

  　いいや、水瀬は俺が冬浦小依である事を知らないみたいだし、学校で探されてもコソコソ隠れてればそのうち諦めてくれるだろ。もう二度とこの店に近寄らなければオフで見つかる事も無いだろうし、律儀に頼みを聞いてやる筋合いないもんな。

  

  　我正常地站着，正常地走回家。如果她打算搭讪我，就放弃吧，我不是同性恋。而且女生到处都是，别找我这种外表和内在都是地雷的女人。

  　普通に立って普通に歩いて帰る。もし俺相手にナンパカマすつもりだったら諦めてくれ、俺はホモじゃないから。それに女なんてそこら中たっくさんいるじゃんね、俺みたいな見た目も中身も地雷な女やめとけって話である。

  

  

  「谁是地雷啊！」

  「誰が地雷じゃっ」

  

  

  　我吐槽自己的内心独白。我真是个怪人。

  　自分のモノローグに突っ込む。変な人じゃん俺。

  

  　我感受着夏天的到来，走在听不见暴走族机车声的和平步道上。明明是都市，却是个悠闲的城镇，让人心情平静。大概是因为背后有爱爱宾馆林立的霓虹灯，所以很安静吧。

  　夏の訪れを肌で感じながら、暴走族のバイクの音が聴こえない平和な遊歩道を歩く。都会なのにのんびりした街だ、心が和むなあ〜。ラブホの建ち並ぶネオンのギラついた景観が背景にあるおかげだろうな、静かなの。

  

  

  「那边的小姐。」

  「そこの君」

  

  

  　我被警察叫住了。嗯，要说有什么问题的话，就是这个吧。

  　警察に呼び止められた。うん、一つ問題があるとしたらこれなんだよな。

  

  　因为要经过进入爱情宾馆街前的道路，所以身为女高中生的我，如果在太阳下山的时间在这里闲晃，有很高的概率会和巡逻的警察进行对话。

  　ラブホ街に入る前の道を経由するから、女子高生やってる俺が日が落ちた時間にここをほっつき歩いてると高確率で見回りしている警官とのトークタイムが発生するんだよな。

  

  

  「我住的公寓就在前面……」

  「私が住んでるマンション、この先にあるんで……」

  

  

  　我拿出学生证回答几个问题后，说出固定的台词。警察虽然接受了，但还是说要跟我到家附近。我应该没有在做爸爸活吧。

  　学生証を見せて少しの受け答えをしてから決まった定型文を言う。警官は納得はしてくれたが、やはり家の近くまで着いて行くと言われた。パパ活なんかしてないんじゃ。

  

  　开始打工后，几乎每天都会发生这样的对话吧。真麻烦，真希望他能租个离家近一点的地方，我暗自怨恨着诚也先生。

  　バイトを始めたらこんなやり取りがほぼ毎日発生するんだろうな。面倒だ、もうちょっと立地考えた所を借りて欲しかったなと密かに誠也さんを恨む。

  

  　诚也先生和女朋友进展得顺利吗？如果分手了，他可能会因为打击而不再给我生活费，希望他们能永远幸福地生活下去。

  　誠也さん、彼女さんと上手くやれているだろうか。破局したらショックで仕送りしてくれなくなりそうだし、末永く幸せに過ごしてほしいなあ。

 
  14話「逃げろ」

  第14话「快逃」

  「呼哇……」

  「ふわぁ……」

  

  

  　早上五点起床。太早了吧，脑子有病吧。

  　朝の五時に起きる。早すぎるね、イカれてるね。

  

  　因为外表看起来不健康，所以生活方面要健康地过。因为抱着这样的抱负迎接新年，所以我的早晨从早上五点开始。

  　不健康そうな見た目をしているから、その分生活の面では健康的で居よう。という抱負を抱えて新年を迎えたので、俺の朝は早朝五時から始まる。

  

  　下床整理床单，滑滑IG和推特，浏览夜间更新的动态，然后去洗手间刷牙。

  　ベッドから出てシーツを直して、インスタとツイッターをシュポシュポやって夜帯の更新を流し見しつつ、洗面所に行って歯磨きする。

  

  　用在无印良品买的发带把留长的头发绑起来。

  　無印で買ったヘアバンドですっかりロングヘアになった髪をまとめる。

  

  　虽然校规有规定要露出耳朵、不能染发、头发长度之类的，但我绑着没露出耳朵的长直发，还戴了金色的隐形眼镜，完全违反校规。

  　耳を出せとか髪染めるなとか髪の長さはとか色々校則はあるが、耳を出してないレイヤー鬼刻みのストレートロングで金キラインナー入れてるしで校則破りまくりである。

  　不过要说的话，我身上也有耳洞，现在才说这些也太晚了。而且把头发放下来就只看得出长度，所以对头发长度的违反校规很宽容。

  　まあそんな事言ったらピアス穴もスプタンもあるし今更だが。髪を下ろすと長さしか分からないからね、髪の長さ違反には寛容なのである。

  

  　洗脸、冲澡、护发、吹干头发，趁电卷棒预热的时候看没看过的色情电子书。催眠强暴类的虽然很色，但因为文字写得密密麻麻的，所以要看很久。

  　洗顔してシャワーしてトリートメントして髪乾かして、アイロンを温めてる間に使っていなかったエロ電子書籍を読む。催眠レイプ物、めっちゃエロいけど文字がビッシリ書き込まれがちだから読むの時間かかるよね。

  

  　把电卷棒贴在头发上，把发尾往内卷，同时鼓起干劲用电卷棒烫后面的头发。姿势变得像观音菩萨一样。

  　アイロンを髪に当てて毛先を内に巻きつつ、後ろの髪にも気合いでアイロンを入れる。ポーズが観音像みたいになってるわ。

  

  

  「……网飞好慢。」

  「……ネトフリおっも」

  

  

  　想看动画续集而打开串流平台的APP，结果停在LOGO画面不动。搞什么鬼啊。

  　アニメの続きを見ようと思って配信アプリを開いたらロゴの画面で止まった。なんでやねん。

  

  　在烤好的吐司上放培根和煎蛋，撒上盐和胡椒，吃着完全抄袭吉卜力的早餐。

  　焼いたトーストにベーコンと卵焼きを乗せて塩コショウ振った丸パクリジブリ飯を食う。

  

  　嗯，普通！不过很好吃。橄榄油感觉很棒呢，心情上变得很时髦。只有心情上。

  　うん、普通！　まあ美味い。オリーブオイルってなんかいいよね、気持ちだけオシャレになる。気持ちだけ。

  

  

  「香蕉没了。」

  「バナナ、無ぁ」

  

  

  　想说中午要吃而事先准备好的香蕉已经空了。去便利店买吧。

  　昼に食べようとストックしておいたバナナがスッカラカンである。コンビニで買おー。

  

  　换上制服，护肤并涂上防晒。虽然皮肤像不太能晒太阳，晒了就会烫伤的犹太人，所以觉得好像没必要，但阳光强烈的日子里脸真的会痛到不行，所以还是好好涂上防晒。

  　制服に着替えて、スキンケアをして日焼け止めを塗る。あんまり日焼け出来ず火傷しちゃうユダヤ人みたいな皮膚してるので必要かって思ったりもするが、日差し強い日だとまじで顔面痛すぎて終わるからちゃんと塗り込む。

  

  

  「好痛！痛死了！呜……！」

  「いたっ！　いった！　くぁっ……！」

  

  

  　想化妆而把手伸向桌上翻找时，笔电掉到脚背上。从边角砸下来，再也站不起来了。化妆品越来越多，买个收纳盒吧……

  　メイクしようと思って机の上に手を伸ばしゴチャゴチャやっていたら足の甲にノーパソが落ちてきた。角から行った、再起不能。コスメ増えてきたし収納買うか……。

  

  　因为时间还很充裕，所以化了比较精致的妆。发型嘛，就算认真整理，到学校时也会恢复原状，所以就不花时间了。

  　時間に余裕はあるのでそれなり丁寧にメイクする。髪型はまあ、真面目にセットしても学校着く頃には初期化されてるし手間はかけない。

  

  　最后在手脚上涂了不是防晒乳，但好像能让肌肤变亮的不明物体，以及防晒乳，再往头发喷上古龙水，打扮就完成了。

  　最後に日焼け止めじゃないけどなんか肌が明るくなるやつ、みたいなよく分からない物と日焼け止めを手足に塗り、トワレを髪に振って身支度は終わり。

  

  　把防晒乳和唇膏等拿出来用过的东西塞进包包，随便在SNS上发个文。因为上学时发了从裙子到袜子的照片，反应非常热烈，所以附上照片发了『今天的妆容超棒』的文。明明没发脸照的说。

  　鞄の中に日焼け止めとかリップとか一度出したものを突っ込んで、テキトーにSNSに呟きを投稿する。なんかスカートから靴下辺りまで映ってる写真を登校するとめっちゃ反応が飛んでくるので、写真を添付して『今日のメイクばり傑作』って投稿した。顔面なんてあげてないのにね。

  

  

  　就这样，我走向高中。

  　という訳で、高校まで歩く。

  　因为家离学校很近，早上几乎都花在洗澡和玩手机上。

  　学校の割と近くに家があるので、朝使う時間のほとんどは風呂とスマホに費やされる。

  　长时间泡在加了牛奶浴剂的浴缸里再上学，就会散发出淫荡女人的气味。真希望牛奶浴剂能快点用完。明明是因为对肌肤最舒服才喜欢的说……

  　バスミルク入れた風呂に長時間漬かってから学校行くと、エロい女の匂いがするんだと。入浴剤さっさと無くならないかなって感じである。一番肌に気持ちいい感じだから好きなのにな、バスミルク……。

  

  

  「小依！早安！」

  「小依ー！　おっはよー！」

  「早安。」

  「おはよー」

  

  

  　我没有直接去学校，而是特地绕到通往车站的十字路口等红绿灯，桃果从正面走了过来。

  　直接学校へは行かず、わざわざ駅に通じる交差点の方に遠回りして信号で待っていたら正面から桃果がやってきた。

  

  

  「别抱我别抱我，会被周围的人看到的。」

  「抱きつくな抱きつくな、周りの人に見られてるだろ」

  「嗯，那可以放开我吗？」

  「うん離れたいから手を離してー？」

  「不要。这家伙的胸部今天也很软呢。」

  「嫌だ。今日も柔らかおっぱいしてるなコイツめ」

  

  

  　我靠在桃果身上，手环住她的腰揉胸。我是女孩子所以合法。软软嫩嫩的JK最棒了嘿嘿嘿。

  　桃果に身を寄せ腰に手を回し胸を揉む。俺は女の子なので合法です。ぷにぷにJKサイコーだぜぐへへ。

  

  

  「我要揉回来！」

  「揉み返してやる！」

  「嗯差不多该停了。你看，上班族在看我们了，免费提供小菜可不好哦桃果」

  「うんそろそろ辞め時かな。見て、サラリーマンの人こっち見てる、無料のオカズ提供は良くないよ桃果」

  「免费……你果然在做爸爸活」「才没有！」

  「無料のって……やっぱりパパ活して」「してない！」

  「没有对吧，是吧力气好大啊放开我！？」

  「してないよねそうだよね力が強いなあ離して！？」

  

  

  　哪有这种事。我死也不做爸爸活。我有现实中的爸爸给我生活费。

  　寄りにもよってだろ。死んでもしねえわパパ活だけは。リアルパパの仕送りでやりくりしますよ俺は。

  

  

  「放暑假后，我们去东京吧！」

  「夏休み入ったらさ、東京行こうよ！」

  「东京～？为什么」

  「東京〜？　なんで」

  「去参观美术展，来一场学习之旅！！我想去博物馆培养灵感！」

  「美術展を巡る学びの旅！！　博物館巡りとかしてインスピレーション力を養いたいのですよ！」

  「不会太高尚了吗？和我无缘的概念」

  「高尚すぎない？　私には無縁の概念すぎる」

  「说实话，我想让当地的阴暗角色们知道，像我这样的阴暗角色也能和小依这样的地雷辣妹搞好关系，向他们炫耀！为此，你就来我家住个三天两夜吧！」

  「本音を言うと私みたいな陰キャ女でも小依みたいな地雷ギャルと仲良くなれるんだぞって現地の陰キャ達にマウント取りたいの！　その為に二泊三日くらい私の家来として着いてきてよ！」

  「你的性格简直像是世界末日……」

  「この世の終わりみたいな性格してんねお前……」

  

  

  　炫耀，哪有那么多在意他人看法的人啊。

  　マウントて、外出て他人からの見え方を気にしてる奴なんかそういないだろ。

  

  　话说，桃果你看起来也不像你说的那么阴暗啊。只是戴着眼镜而已，完全就是个可爱的女孩子啊。我可听说过有男生妄想和桃果做爱哦。

  　てか言うほど陰キャだなコイツって見た目してないでしょ桃果は。メガネがグリグリしてるだけで全然可愛いでしょ、桃果とセックスならってキツい妄想話を男子が展開してるの聞いた事あるぞ。

  

  

  「反正你暑假很闲吧？你根本没打算交男朋友嘛」

  「どうせ夏の間暇でしょー？　全然彼氏作る気ないじゃん」

  「我是没打算交男朋友，但也不闲啊。我想打个短期工赚点钱」

  「彼氏は作んないけど別に暇じゃねえよ〜。短期バイトとかして稼ぎたいし」

  「哦！你要做什么？」

  「へー！　なにやるの？」

  「泳池的救生员之类的」

  「プールの監視員とか」

  「割腕的痕迹会露出来哦？」

  「リスカ跡丸見えになるよ？」

  「不会的，我会穿长袖」

  「ならねえよ。長袖羽織るわ」

  「不不不，盛夏的泳池边很热的，绝对撑不住的。你肯定会卷起袖子的」

  「いやいや、真夏のプールサイドなんて灼熱でしょ。絶対保たないって。どうせ腕まくるって」

  「唔唔唔……」

  「むむむ……」

  「像我这种人，虽然能理解割腕，但来泳池的那些阳光开朗的人应该不习惯看到割腕的痕迹，绝对会吓到的。说不定面试阶段就会被刷掉」

  「あたしみたいな人種はリスカとかにも理解はあるけどさー、プールに来るようなキラキラの陽キャ達はリスカ跡なんて見慣れてないだろうし絶対引かれると思うよ？　なんなら面接の段階で蹴られるかも」

  「又不是刺青……唔，不行吗」

  「刺青じゃねえんだから……んー、ダメかなぁ」

  「不行吧，放弃吧」

  「ダメでしょー。諦めな」

  

  

  　唔，不行吗。我好想试试当泳池的救生员啊。就像以前的动画一样，感觉很有趣。

  　むぅ、ダメなのか。してみたかったなあプールの監視員のバイト。昔のアニメみたいで面白そうだもん。

  

  

  「啊，那暑假后半段去试试当猫咖的店员吧！」

  「あ、じゃあ夏休みの後半にコンカフェのバイトとかしてみようよ！」

  「猫咖？为什么」

  「コンカフェ？　なんで」

  「在猫咖上班的女孩子，不是给人很多有割腕的印象吗！」

  「コンカフェ嬢ってリスカしてる子多そうなイメージあるじゃん！」

  「大偏见」

  「大偏見」

  「而且也有很多像小依依这样有精神疾病的孩子！」

  「小依みたいなメンヘラチックな子も沢山在籍してるし！」

  「等等？精神疾病是什么意思？你是这么看待我的吗」

  「待って？　メンヘラチックって何？　そんな風に思ってたのか私の事」

  「不是吗？」

  「違うの？」

  「不是哦？」

  「違うよ？」

  「但是大家都说『冬浦绝对是精神疾病』哦？」

  「でも皆口揃えて『冬浦は絶対メンヘラ』って言ってるよ？」

  「本人不知道这件事，这不是很严重吗？」

  「それを本人が知らないのは由々しき事態では？」

  

  

  　这是在说坏话吧。我要哭了。

  　陰口じゃん。泣いちゃいますけど。

  

  

  「哟，早上好，小依依」

  「よっ、おはようもかち、こよりん」

  

  

  　到学校换上室内鞋后，一个高个子女生用以前班主任一样的称呼方式向我搭话。

  　学校に着き上履きに履き替えていると、俺の事を在りし日の元担任と同じ呼び方してくる長身女子が話しかけてきた。

  

  　她是盐谷结乃，另一个伊织组成员，高个子巨乳的男孩子气辣妹。

  　彼女は塩谷結乃、もう一人のイツメンで高身長巨乳ボーイッシュ系ギャルである。

  　我和桃果因为座位前后相邻而关系变好，结乃则是在开学典礼时就向我搭话了。

  　俺と桃果は席が前後だった事から仲良くなった間柄だが、結乃は始業式速攻俺に話しかけてきた。

  

  

  「你被老师抓去检查服装了吧！为什么！？」

  「頭服検査ん時先生に詰められてたっしょ！　なんでなん！？」

  

  

  　她用闪闪发光的眼神向我搭话。她也是刚入学就因为染了亮色金发而被抓住，所以产生了同伴意识。

  　と、キラキラした目で話し掛けられた。彼女も入学して初っ端髪をハイトーンの金髪にして引っかかったので仲間意識を抱いたらしい。

  

  

  「因为耳环被阻止了？」

  「ピアスで止められたん？」

  「嗯。还有这个好可怕」

  「んー。それとこぇー」

  「诶！？糟了！是刺青，好帅！！」

  「えっ！？　ヤバッ！　スプタンじゃん、かっけー！！」

  

  

  　我为了吓她而吐出舌头，用舌头在她面前动来动去，结果她又兴奋得两眼放光。辣妹真厉害，我这么想。

  　気持ち悪がらせてやろうと思ってべーっと舌を出して先をチロチロと動かして見せたらまたしても目をキラキラして興奮された。ギャル強し、と思った。

  

  

  「诶！耳环和舌环都被塞住了啊。感觉像AV女优一样呢？」

  「へー！　ピアスとスプタンで詰められてたんだ。なんかAV女優みたいだね？」

  「初次见面就突然说这种话……？还有，我觉得你也很像AV里的人」

  「初対面でいきなりそんなこと言うぅ……？　あと、あなたも結構AVに居そうなビジュしてると思うけど」

  「经常有人说我像这个女优！」

  「この女優に似てるってよく言われる！」

  

  

  　她给我看了手机里保存的金发中性AV女优的截图，我心想这家伙真厉害，想和她做朋友。因为我觉得这么有趣的人很少见。

  　その時スマホに保存された金髪ボーイッシュAV女優のスクショを見せられて、ああこいつは凄いな友達になろうと思った。こんな面白い人中々いないと思ったから。

  

  　还有，因为她们真的很像，所以我觉得如果一起度过日常生活的话，她也会作为我的性幻想对象，让我的性幻想更加丰富。如果把同班的女高中生想象成AV女优的话，会非常舒服的。毕竟我的内心是男人。

  　あと、まじでそっくりだったから日常を共に過ごすとそれもオカズとして深みが増すと思ったから。クラスメートの女子高生がAVに出てるって思い込んですると、めっちゃ気持ちいいんよね。心は男だもん。

  

  

  　她就是这样的人。

  　と、いう女子である。

  

  　结乃把手放在身高矮的我的肩膀上，把体重压了上来。

  　結乃は身長の低い俺の肩に手を乗っけてぐでーんと体重を掛けてくる。

  

  

  「小依今天也散发着色情的味道呢！」

  「今日もエロい匂いするなー小依は！」

  「如果不是同性的话，我就会被告了……」

  「同じ性別じゃなかったら訴えられたんだけどなあ……」

  「结乃暑假也要去东京旅行吗！？和我一起去学习之旅吧！」

  「結乃も夏休み、東京旅行行かない！？　学びの旅に同行してよ！」

  「你们两个都要去东京吗？」

  「二人とも東京行くん？」

  「嗯！」「好像是」

  「うん！」「らしい」

  「哦——不过我开始打工了，可能没法去旅行了。你们要在东京待几天？」

  「ほー。でも私はバイト始めっから旅行は無理かもなー。何日東京いるの？」

  「好像是三天两夜」

  「二泊三日らしい」

  「有可能会随时更新！」

  「随時更新の可能性あり！」

  「你们太小看JK的钱包了」

  「JKのお財布事情買い被りすぎてるな」

  「小依依不是靠陪睡赚钱的吗？」

  「こよりんがPやって稼いでくるんじゃなく？」

  「嗯，结乃？不要理所当然地把我说成是陪睡女。你们把朋友当成什么了」

  「うん結乃ちゃん？　当然のように私がパパ活してるかのように話し出すのやめてね。友達の事なんだと思ってんのお前ら」

  「你没在陪睡吗？这可是背叛啊」

  「してないの？　裏切りでしょそんなの」

  「你在说什么啊」

  「お前は何を言っているんだ」

  

  

  　是对什么的背叛啊。我过着健全的私生活！第一印象太强烈了吧，关系都这么好了，能不能摘掉有色眼镜啊。

  　何に対しての裏切りだよ。健全な私生活送ってるっつってんの！　第一印象強すぎるだろ、仲が深まってんだからいい加減色眼鏡外してくれ。

  

  　一进教室，性格像阳光角色代表的结乃和关系好的男女同学就精神地向我打招呼。我的学校生活之所以充实，一定是因为有结乃的存在。有点羡慕，我也想成为这样的人。

  　教室に入ると陽キャ筆頭みたいな性格の結乃と仲がいい男女が元気に話しかけてくれる。学校生活が充実しているのはきっと結乃の存在があるからだろうな。ちょっぴり羨ましい、そういう人に俺もなりたかったよ。

  

  

  

  　上完四节课，到了午休时间，我剥开在便利店买的香蕉的皮，结乃向我搭话。

  　四限までの授業が終わり昼休憩の時間がなり、コンビニで買ったバナナの皮を剥いていたら結乃が話し掛けてきた。

  

  

  「一开始你还正常地带着便当，最近每天只吃香蕉。肚子不饿吗？」

  「最初の方は普通に弁当持ってきてたのに、なんか最近毎日バナナだけだよね。お腹減らないの？」

  「嗯——有点饿」

  「んー。ちょい腹減るね」

  「是吧。为什么不做便当了？」

  「だよね。なんで弁当作るのやめたん？」

  「做便当太麻烦了」

  「作んの面倒臭いもん」

  「我能理解」

  「納得の理由だー」

  「今天也分你一些便当吧？中山，可以让我在你桌上放便当吗？」

  「今日も私の弁当恵んでやろうかー？　中山、ちょっち弁当乗っけてもいい？」

  「可、可以！当然可以！」

  「い、いいよ！　もちろん！」

  「谢啦」

  「さんきゅっ」

  

  

  　结乃擅自坐在邻座男生的椅子上，把便当放在桃果邻座男生的桌子上。

  　勝手に隣の男子の椅子に結乃が座り、桃果の隣の男子の机に弁当を置いた。

  　被结乃微笑着搭话的男生低下头开始玩社交游戏。被辣妹微笑着搭话还能无动于衷，这个男生真厉害啊。如果我是男生，现在绝对会勃起。

  　結乃に微笑まれた男子は顔を伏せてソシャゲをトントンし始めた。ギャルに微笑まれて平気なのか、この男子強いな。俺が男で同じ立場だったら絶対勃起してるけど、今。

  

  

  「啊，我喂你吃香肠，用舌尖的分叉处夹住试试！」

  「あ、ウィンナーあーんしてやるからさ、ベロの切れ目で挟んでみてよ！」

  「太重了，不行。给我更轻的东西」

  「重すぎて無理。もっと軽いのにして」

  「多轻？」

  「どれくらい？」

  「巴兰左右」

  「バランくらい」

  「巴兰？」

  「バラン？」

  「是分隔便当食材的杂草的名字吧？」

  「弁当の具材を分ける雑草の名前でしょ？」

  「你放杂草进去吗？别放比较好哦」

  「雑草なんか入れてんの？　やめた方がいいよもかち」

  「嗯，这是模仿杂草的装饰。我说小依，为什么这种东西能戳中你笑点？你的笑点太低了吧」

  「うんそれを模した飾りだから。ねえなんでこんなのでツボるの小依？　笑いのツボ浅すぎでしょ」

  

  

  　真的，明明是无聊的事却戳中了我的笑点。昨天我看了一个YouTuber把杂草放进便当里。

  　本当にね、くだらない事なのにツボってしまった。雑草を弁当に突っ込むはやばい、そういうYouTuber見たわ昨日。

  

  

  「炒牛蒡丝可以吗？」

  「きんぴらごぼうはいける？」

  「少一点的话可以」

  「少ない本数なら？」

  「那就一根！来，啊——」

  「じゃあ一本！　ほい、あーん」

  

  

  　结乃用筷子夹起一根炒牛蒡丝。我张开嘴，用舌尖的分叉处夹住炒牛蒡丝。

  　結乃がきんぴらごぼうを一本だけ箸でつまんで持ち上げる。口を開け、舌の先端をひらいてきんぴらを挟む。

  

  

  「哦——！好恶——！」

  「おー！　きも〜！」

  「喂」

  「おい」

  「呐呐呐，快看啊中山！　小依依的舌头超色情的！」

  「ねねね、見てよ中山！　こよりんの舌めっちゃエロいよ！」

  「……」

  「……」

  「！？　别说了结乃！　别，别看这边！」

  「！？　やめてよ結乃！　こ、こっち見んなよぉ！」

  

  

  　结乃向桃果邻座的男生搭话让他看向这边。我害羞地慌忙用手遮住嘴，但绝对被看到了一点。

  　結乃が桃果の隣の席の男子に話し掛けてこっちを向かせた。恥ずかしくなって慌てて口を手で隠したが、絶対ちょっと見られたな。

  

  　中山虽然装作平静，但视线的位置固定在嘴边。才不给你看呢！

  　中山は平成を装ってはいるが、視線の位置が口元に固定されてるのよ。見せねえよ！

  

  

  「中山君，看到了吗——？」

  「中山くん、見えたー？」

  「一，一点点？」

  「す、少し？」

  「小依依的舌头，感觉如何！？」

  「こよりんの舌、どう思った！？」

  「很色情吗？想舔吗？？」

  「エロかった？　舐めてほしい？？」

  「喂你们两个！？　他很困扰吧！抱歉中山，打扰你玩游戏了……？」

  「おい二人とも！？　困ってんだろ！　ごめんな中山、ゲームの邪魔だったろ……？」

  「啊，没事。没关系的，体力已经消化完了」

  「あ、いや。大丈夫っすよ、スタミナは消化しきってるんで」

  

  

  　这样啊。那他刚才在点屏幕干什么呢。面对开始加入对话的中山，桃果和结乃把脸凑近我，看着我小声对中山说。

  　そうなんだ。じゃあ何を思って画面トントンしてたんだろう。会話に参加し始めた中山に対し、桃果と結乃が顔を近付けて俺を見ながら小さな声で中山に呟いた。

  

  

  「小依啊，意外地很容易因为夸奖而得意忘形。只要一直夸她可爱拜托她，她应该会给你看分叉舌的」

  「小依ってね、意外と褒めたら簡単に調子乗るから。可愛いって褒めまくってお願いしたらスプリットタン見せてくれると思うよ」

  「喂？　桃果？　你这话很失礼啊？」

  「おい？　桃果？　失礼な事言ってるなお前？」

  「拜托她的话说不定还能夹住手指哦？　小依依，是个很好搞定的病娇」

  「頼み通したら指くらいなら挟んでくれるかもよ？　こよりん、チョロメンヘラだからさ」

  「结乃讨厌我吗……？才不给你看呢！别乱说奇怪的话！中山君也是，被她们捉弄了可以生气的哦！！」

  「結乃は私の事嫌いなんか……？　見せないです！　変な話吹き込むな！　中山くんも、からかわれてんだから二人に怒ってもいいんだぞ！！」

  「哦，哦。没事，没关系的」

  「お、おう。まあ、大丈夫だよ」

  

  

  　什么啊。被女生包围了就笑嘻嘻的，你给我变一下啊。和我交换性别啊。好羡慕啊。

  　なんだそれ。女子に囲まれてニヤついてんじゃねえよお前そこ変われ。俺と性別交換しろお前。羨ましいな。

  

  

  

  　下午的课也结束了，结乃一个人坐在离我们很远的座位上，桃果和我等着她收拾好东西过来。

  　午後の授業も終わり、帰りの支度を終えて一人席が離れている結乃がこちらに来るのを桃果と待つ。

  

  

  「今天怎么办？去哪玩？还是直接回家？」

  「今日どうするん？　どっか寄ってく？　直帰撃ち合い？」

  「加上结乃三个人去卡拉OK！」

  「結乃入れて三人でカラオケ！」

  「昨天去过了啊」

  「昨日行ったなあカラオケ」

  「结乃不在啊」

  「結乃はいなかったでしょうが」

  「连着两天去卡拉OK好腻……？算了，今天就少唱点吧」

  「連日カラオケまじぃ……？　まあいいけどさ、今日はセーブして歌お〜」

  「好，走吧」

  「おっす。行こー」

  「好」

  「あい」

  

  

  　结乃来了，我们三个人一起走出教室，面向走廊。

  　結乃が来て三人で教室を出る。廊下の方を向く。

  

  

  「……！！」

  「……っ！！」

  

  

  　我立刻躲到结乃身后。

  　咄嗟に俺は結乃の後ろに隠れた。

  

  

  「怎么了？我的屁股上有什么吗？」

  「なにー？　私の尻になんかついてる？」

  「小依是屁股控啊」

  「尻フェチなんだ小依って〜」

  

  

  　笨蛋才不是！水濑在走廊对面！！

  　たわけが違うわ！　廊下の向こう側に水瀬が居たんじゃ！！

  

  　我从结乃背后悄悄探出头观察情况。水濑毫不犹豫地朝这边走来。

  　結乃の背後からそろりそろりと顔を出して様子を見る。水瀬は迷うこと無くこちらに向かってきていた。

  

  

  「你们两个！向右转！从这边回去！！」

  「二人とも！　回れ右！　こっちから帰ろう！！」

  「「为什么？」」

  「「なんで？」」

  「别问了！」

  「いいから！」

  

  

  　我抓住困惑的两人的手，强行往水濑过来的反方向走。糟糕糟糕，昨天还翘了她的课，突然碰面有点可怕！得逃走，得逃走！！！

  　困惑している二人の手を掴み強引に水瀬が来る方とは逆側の廊下に歩く。やばいやばい、昨日のブッチの件もあるしいきなり鉢合わせるのはちょっと怖すぎる！　逃げなければ、逃げなければ！！！

 
  15話「再会」

  第15话「重逢」

  　我认识的男生，和名字一致的女学生在同一所高中就读。

  　僕の知っている男の子と、名前が一致している女子生徒が同じ高校に在学している。

  

  

  「戴很多耳环的长发女生……头发长的话耳朵不是看不见吗？」

  「沢山ピアス空けててロングの女子……髪がロングだったらそもそも耳とか見えなくね？」

  「校规规定耳朵要露出来吧。不过大部分的学生都不遵守校规就是了。」

  「校則では耳を出さなきゃダメってなってるでしょ。まあ、そんな校則大半の子が破ってるけどさ」

  「啊，不过我放假的时候好像有看过！戴很多耳环，看起来很病娇的女生！」

  「あ、でも私休みの日に見た事あるかも！　沢山ピアス付けてて病んでそうな見た目してる子！」

  「！她叫什么名字？」

  「！　なんて子？」

  「大概是C班的冬浦同学！冬浦小依吧？」

  「多分、C組の冬浦さんって子！　冬浦小依だっけ？」

  「哇，我知道她！就是那个脸超可爱，但绝对有病，所以很麻烦的家伙！」

  「うわその子知ってるわ！　顔めっちゃ可愛いけど絶対メンヘラだから面倒くさそうって言われてる奴だ！！」

  「C班的冬浦小依很受男生欢迎呢。」

  「男子人気は高いよな。C組の冬浦小依」

  「那种女生很流行嘛～是会供养牛郎的女生吗？」

  「ああいう子流行ってるもんねー。ホストに貢ぐ系女子？」

  「是会穿JILLSTUART的女生吧。」

  「JILLSTUART纏ってる系な」

  「就是那个～！！！」

  「それ〜！！！」

  

  

  　我找的女生不是那种典型的地雷系女生，只是有点病娇而已。妆也没那么浓……

  　僕が探してる子は流石にそこまでテンプレート極まってる感じの地雷系女子じゃなくて、多少病んでるかなぐらいの子なんだけどな。メイクもそこまで厚かったわけでもないし……。

  

  　不过，先不管这个，我被引起了强烈的兴趣。这所学校似乎有个叫『冬浦小依』的女生。

  　ただ、それはそれとして強い興味を惹かれた。この学校には『冬浦小依』という女子がいるらしい。

  

  　姓氏和名字都一致，只有性别不同的两个人。男性的冬浦小依在升上初中二年级之前失踪了，之后就再也没有见过他。

  　苗字名前が一致していて、性別だけ異なっている二人の人物。男の方の冬浦小依は、中学二年になる直前に失踪してそれ以降は一度も姿を見た事が無かった。

  

  　我被好奇心驱使着，一放学就去了C班的教室。在去的路上，我看到了一个熟悉的女生。

  　好奇心に駆られた僕は、授業が終わるとC組の教室へ足を運んだ。その道中、見覚えのある女子を見つけたのである。

  

  

  「那个女生……！」

  「あの子……！」

  

  

  　长及肩下的直长发，头发随风飘扬，可以看到染成金色的内层，是一头艳丽的黑发。

  　肩下まで伸びるストレートロングの、風で髪が靡くと金に染ったインナーが見える艶やかな黒髪。

  　明明已经快到夏天了，她却穿着大尺寸的薄开襟衫，从过长的袖口露出的指尖上涂着指甲油。

  　夏の入り口に差し掛かっているのに大きいサイズの薄いカーディガンを羽織り、余った袖から少し出ている指先にはネイルがしてある。

  

  　是在打工的书店再次相遇，让我重新振作起来的女生！对方也注意到了我，急忙躲到旁边金发鲍伯头的辣妹身后，所以绝对没错！话说她们三个的裙子都好短啊！？

  　バイト先の本屋で再会した、僕を立ち直らせてくれた女子だ！　相手も僕に気付き急いで隣にいた金髪ボブのギャルっぽい子の後ろに隠れたから絶対そうだ間違いない！　てかあの子ら三人ともスカート短いな！？

  

  

  「啊，要逃走了！」

  「あっ、逃げる！」

  

  

  　我正要向她搭话而朝她走去，她就拉着两个朋友的手，往我反方向逃走了。

  　僕が話しかけに行こうと彼女の方へ歩き出すと、彼女は友達二人の手を取って僕のいる逆側に逃げていく。

  

  　我一边避开人群一边加快脚步。转过转角，就看到她们三个啪嗒啪嗒地跑下楼梯的背影。

  　人を避けつつ走る速度を速める。角を曲がると階段をパタパタと駆け下っていく三人の背中が見えた。

  

  

  「等等啊！」

  「待ってよ！」

  

  

  　金发女生对我的呼喊起了反应，问病娇女孩（帮助我的女生）「那是谁？」，她旁边的文静女生则开玩笑地问「男朋友～？」，病娇女孩对她们两个喊「别管了快跑！」。

  　僕の呼び掛けに金髪の子が反応し「あれ誰？」と病み子ちゃん(僕を助けてくれた子)に尋ねていた。その隣の大人しそうな子は「彼氏〜？」とふざけながら訊いていて、病み子ちゃんは二人に「いいから走って！」と叫んでいた。

  

  　简直把我当怪物了。那我就做点像怪物的事吧。

  　まるで化け物扱いだ。じゃあ化け物みたいな事しちゃおう。

  

  　楼梯往下走一段距离后有个平台，可以折返往下一层楼。也就是说，只要越过楼梯扶手往下跳，就能轻易绕到她们前面。

  　階段をある程度降りたら踊り場があり、折り返して下の階へと降りる構造になっている。つまり、階段の手すりを乗り越えて下に降りてしまえば先回りなんて容易なのだ。

  

  

  「嘿咻。」

  「よっと」

  

  

  　我确认下面没有人，也没有人要上楼后，越过扶手沿着墙壁跳下去。

  　下に人がいないこと、階段を登ろうとしている人もいないことを確認して手すりに身を乗り出し、壁を伝って飛び降りる。

  

  　咚！我着地时发出巨响，脚底传来一阵刺痛，但我还是站直身子，站在她们三个面前。

  　ダンッ！　という音を立て、足の裏からビリビリした衝撃が走るが姿勢を正して三人の前に立つ。

  

  

  「嗨。」

  「やあ」

  「嗨什么嗨啊，你在搞什么，很危险耶！？」

  「やあじゃねえわ何やってんのお前危ないだろ！？」

  「因为你们要逃嘛。」

  「だって逃げるから」

  「这里满高的耶，你没事吧？」

  「結構高いけど、大丈夫なん？」

  

  

  　金发女生半笑着问我。我的行动似乎出乎她们的意料，她们三个都一脸惊讶地看着我。

  　金髪の子が半笑いで僕に訊いてきた。僕の取った行動は三人にとって予想外だったらしく、三人とも面食らった表情で僕を見ていた。

  

  

  「……有点痛，痛到我以为骨折了。」

  「……ちょっと痛いかな。骨折したかと思うくらい」

  「你是笨蛋吗？」「是笨蛋嘛。」「这家伙好可怕。」

  「馬鹿なの？」「馬鹿じゃん」「やばこいつ」

  

  

  　三人同时吐槽我。只有病娇女孩的表情比起担心，更多的是惊恐。

  　三人同時に突っ込んできた。病み子ちゃんだけ心配よりもドン引きって感情が勝った表情をしていた。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「咦，你是小依！？本人！？」

  「え、小依くんなの！？　本物！？」

  

  

  　我说想和病娇女孩聊聊，她无奈地深深叹了口气，让两个朋友先回去，和我一起来到麦当劳。

  　病み子ちゃんと話をしたいと言ってみると、彼女は諦めたかのように深いため息を吐いた後友達二人を先に返して僕と一緒にマクドナルドに来てくれた。

  

  　我们在二楼靠里面的座位，我吃着沾了黄芥末的鸡块，吞下去的时候，眼前的少女干脆地承认自己就是我认识的『小依』。

  　二階の奥の席でもくもくとナゲットにマスタードを付け咀嚼し、飲み込む間にサラッと目の前の少女は僕の知る『小依くん』であると告白した。

  

  

  「难以置信……」

  「信じられない……」

  「为什么？」

  「なんで」

  「你不是男生吗？」

  「男だったよね」

  「嗯。」

  「うん」

  「变成女生了？」

  「女になったの？」

  「嗯。」

  「うん」

  「为什么……？」

  「なんで……？」

  「生病。」

  「病気」

  

  

  　眼前的小依（暂定）吃完鸡块，撕开汉堡的包装纸，吃起薯条。

  　目の前の小依くん(仮)はナゲットを食べ尽くすと、バーガーの包装を剥いてチキンクリスプを食べ始めた。

  

  

  「不过，你的确和男生时的小依很像……应该说，很像大姐姐。」

  「でも、言われてみると確かに男の頃の小依くんに似てる……というか、お姉さんみたいだね」

  「我们是同一个人。」

  「同一人物なんだが」

  「你太像女生了。」

  「女の子すぎるもん」

  「因为我是女生的身体。」

  「女の体だもん」

  「现实比小说更离奇……」

  「現実は小説より奇なりぃ……」

  

  

  　她本人说得理所当然，但性转换实在太不现实了。这不正常吧。这是发生在电视屏幕另一头的事。

  　本人は当然のように言っているが、性転換は流石に現実味が無さすぎるよ。非日常でしょ。テレビの向こうの世界の出来事だよそれは。

  

  　还有，从男生变成女生，脸也太像美少女了吧？

  　あと、男から女になったにしては顔の作りが美少女みたいな方面に整いすぎでは？

  

  　虽然表情懒洋洋的，但眼睛是猫眼般的双眼皮，鼻梁也很挺，嘴唇也小巧而水润，五官十分匀称。难怪会受男生欢迎……

  　表情こそ怠そうにしているけど、猫みたいにパッチリとした二重だし、鼻筋が通ってて綺麗だし、唇も小さいのにプルプルしていて、顔のバランスが均等だ。これは確かに、男子人気が高いのも頷ける……。

  

  

  「干嘛盯着人家的嘴看啊」

  「んだよ。人の口なんかジロジロ見て」

  「吃东西舔嘴唇的时候，舌头果然很好看啊」

  「物食べたり唇舐めたりするとやっぱり分かりやすいね、その舌」

  「你是不是在说恶心的话？」

  「気持ち悪い事言ってる？　もしかして」

  「当我没说……你是生病才性转换的？」

  「聞かなかった事にして。……病気で自然と性別が入れ替わったの？」

  「嗯，好像是」

  「おー。らしいよ」

  「好像……我可没听说过这种病」

  「らしいって……そんな病気聞いた事ないよ」

  「听说是怪病。我也不太清楚，鱼不是也会变性吗？差不多吧」

  「奇病なんだってさ。よく分かんないけど、魚だって性別変わったりするじゃん？　似たようなもんでしょ」

  「呃……那你的内在还是以前的小依？」

  「えー……じゃあ、中身は昔の小依くんのままなの？」

  「当然还是男生。我可是利用女生的身体到处摸朋友的胸和屁股，还关注了模特和Coser的SNS，随时查看她们的动态」

  「当たり前に男のままだよ。女の体なの利用して友達の胸とか尻とか触りまくってるし、モデルとかコスプレイヤーとかのSNSもフォローして随時チェックしてるっつの」

  「啊，你这人还挺有男子气概的」

  「あ、結構ガッツリ男だったかも」

  「上楼梯的时候也会盯着其他女生的内裤看」

  「階段登る時他の女子のパンツ思い切り覗き見るしな」

  「这么光明正大，说不定比大部分男生更有男子气概」

  「堂々とやってるのなら大半の男よりも男なのかもしれない」

  「更衣室我每次都是最后一个出来的，因为观察得太入神了」

  「更衣室とか毎回最後に出るの俺だし。観察しすぎて」

  「好恶心……」

  「キモいなあ……」

  

  

  　真有男子气概。虽然我懂他的心情，但就算我变成女生，应该也不会做到这种地步。他未免太享受女生的身体了吧。

  　男だなあ。気持ちはわかるけど、多分僕が女になってもそこまではしないもん。謳歌しすぎでしょ女の体。

  

  

  「话说，你对AV女优很熟吗？」

  「てか、お前AV女優とか詳しい？」

  「怎么突然问这个？」

  「なに突然」

  「有没有喜欢的女优？」

  「お気に入りの女優とかいねえの？」

  「……呃，有是有啦。」

  「……まあ、いるにはいるけど」

  「哪个女优？什么类型的？」

  「なんて女優？　何系？」

  「为什么我非得告诉你不可啊！？我才不要，性癖会曝光耶！」

  「なんでそんな話しなくちゃならない！？　嫌だよそういうの、性癖がバレるだろ！」

  「啊？为什么不行？你不想性癖曝光？」

  「あ？　なんで、ダメなん？　性癖バレたくない？」

  「我不想被女生知道！」

  「女子にはバレたくない！」

  「喂，你明明知道以前的我，就别把我当女生了。那种事已经无所谓了，结束了。麻烦死了。」

  「おーお前昔の俺を知ってんのに女扱いやめろよ。もういいんだよそういうの、終わったの。面倒くさいのは」

  「什么？」

  「はい？」

  「你心目中的冬浦小依是男生，是爱欺负人的冬浦小依对吧？那就用男生的方式和我说话啊。就算我向你坦承自己变成女生了，你也没办法自然地把我当女生看待吧？」

  「お前ん中での冬浦小依は男でいじめっ子の冬浦小依なんだろ？　じゃあ男として会話しようや。女になっちまったってカミングアウトしたとして、お前俺を自然に女扱いしたりとか出来ねえだろ？」

  「这、这个嘛……」

  「ま、まあ……」

  「对吧？所以你就用男生的感觉和我说话吧。」

  「だろ？　だから男の感覚で喋ろうや」

  

  

  　话是这么说，但就算要我用男生的感觉和他说话，他的外表毕竟是个美少女……

  　そうは言いますが、男の感覚と言われても見た目が美少女だからな……。

  

  

  「话说，你为什么突然问这个？」

  「というか急になんでそんな話するのさ」

  「我想介绍朋友给你认识，她长得和AV女优很像。」

  「友達を紹介しようと思ってな。AV女優に似てる奴」

  「你又说这种惊人之语……」

  「またすごいこと言い出したな……」

  「搭讪太麻烦了。反正你只是看我外表不错，想搭讪我吧？你以为我至今被你这种人约过几次，被搭讪过几次了？」

  「ナンパだりぃもん。どうせお前、俺の見た目だけでナンパぶちかまそうとか思ってたんだろ？　お前と同じような予定の取り付け方されて、何度下らん告白やお誘いをこれまで受けてきたと思ってんだ」

  「咦？不不不，我请你吃饭只是想答谢你，没有别的意思。」

  「え？　いやいや、お礼の件に関しては他意はなく本心だよ」

  「啊？……你真的只是因为这样才请我吃饭？没有邪念？就为了还我1000多日圆的人情？你真厉害。」

  「はあ？　……まじでそれが理由で奢ってくれたん？　邪念無し？　たかだか1000円ちょっぴしの貸しを律儀に返そうとしてたの？　すごいなお前」

  「和金额无关，多亏了那件事，我现在才能重新振作起来。」

  「額は関係無くて、あの出来事があったおかげで今僕はこうして立ち直れたからさ」

  「哦——」

  「ふーん」

  

  

  　小依同学不感兴趣地喝着可乐。汉堡也吃完了，她开始吃起最后剩下的麦当劳冰淇淋。

  　小依くんは興味無さそうにコーラをズゴーッと飲んだ。バーガーも食べ終え、最後に残ったマックフルーリーに手を付けはじめる。

  

  

  「……话说回来，既然你是小依同学，为什么当时要救我？」

  「……ってかさ、君が小依くんだったなら、なんであの時僕なんかを助けようとしたの？」

  「啊？」

  「あん？」

  「你不是讨厌我吗？」

  「僕の事、嫌いだったんでしょ？」

  「对啊，所以我才欺负你。」

  「おう。だからいじめてたしな」

  「我想不到你救我的理由……」

  「助けられる理由が思い浮かばないな……」

  「没什么特别的理由，所以你不用想太多。」

  「別に、特に理由も無いから思いつかなくていいんだが」

  「没有理由就去救人……？」

  「理由なしに人助けなんかする……？」

  「闲着没事就会去救人吧。当时的我就是那样。」

  「余程の暇人ならするんじゃない。あの時の俺はまさにそれだったし」

  

  

  　小依同学用勺子搅拌着百香冰淇淋，然后送入口中，发出“嗯～！”的呻吟，似乎觉得很美味。这反应完全就是个女孩子嘛，就算你叫我把你当男生，我也很为难啊。

  　フルーリーをザクザクとスプーンで混ぜた後、それを口に運び美味しそうに「ん〜！」と悶える小依くん。すっかり女の子じゃん、男扱いしろと言われても困る反応じゃんそれは。

  

  

  「总之，你一直在找的那个容易上钩的地雷女，其实就是欺负你的那个性格恶劣的小个子男生。很失望吧，所以别再和我扯上关系了」

  「まっ、つうわけで。お前が探してたすぐ股開きそうな地雷女の正体は自分をいじめてた性悪チビ男だったってオチ。落胆したろ、だからもう関わり合うのはやめにしようぜ」

  「不，我不会放弃的」

  「いや、やめないよ」

  「为什么啊」

  「なんでやねん」

  「刚转学过来的时候，是你来找我搭话，让我有机会和周围的人交流」

  「転校したての頃にいじりに来て周りと話すきっかけになってくれたのは小依くんだし」

  「我不记得了」

  「記憶にないんだが」

  「我缠着你的时候，你总是会陪我」

  「何度もしつこく構う僕になんだかんだで付き合ってくれてたし」

  「我不记得了」

  「記憶にないんだが」

  「而且初中的时候，你为了帮助我，暑假还采取了行动」

  「それに中三の頃、僕へのいじめを何とかしようと夏休みに動いてっ」

  

  

  　小依同学把只剩下冰块的饮料连着盖子一起扔了过来。饮料砸到我的胸口，盖子脱落，冰块和液体沾湿了我的裤子。

  　小依くんが氷だけになったドリンクを蓋がついたまま僕に投げつけた。胸に当たり、蓋が外れて氷と液体がズボンに染みていく。

  

  

  「活该，人渣」

  「ざまあみろカス」

  

  

  　小依同学用冰冷的声音骂道，然后从钱包里拿出1000日元，粗暴地拍在桌子上。她拿起书包，起身走下楼梯。

  　冷たい声音でそう吐き捨てると、財布から1000円を出し机に叩きつけるように乱暴に置いた。小依くんは鞄を持って席を立ち階段を降りていった。

  

  　……我真的很不擅长察言观色。我非常不擅长察觉对方的厌恶，这让我陷入了自我厌恶。

  　……僕、本当に空気を読むのが苦手だからな。相手が嫌がってる気配を察する能力がとても低くて、自己嫌悪に陥る。

  

  

  「唉……」

  「はあ……」

  

  

  　我又搞砸了。我用手肘撑着桌子。明明只是想搞好关系，我却总是做出触碰小依同学逆鳞的举动。被讨厌也是理所当然，这次的事更是让她对我失望了吧。

  　またやってしまった。机に肘をつく。仲良くしたいだけなのに、僕は事ある毎に小依くんの琴線に触れる行動を取ってしまう。嫌われるのも当然だし、今回の件で更に呆れられてしまっただろうな。

  

  　突然有什么东西盖在了我的头上。我拿下来一看，是一条干抹布。

  　パサッ、と頭の上に何かが乗る。手に取ってみると、それは乾いた布巾だった。

  

  　我抬起头，小依同学就在我眼前。她虽然一脸不高兴，但似乎是去问店员有没有能擦的东西，然后拿了抹布给我。

  　顔を上げると目の前に小依くんが居た。彼女は不機嫌そうな顔をしているが、下で拭くものが無いか店員さんに聞き持ってきてくれたらしかった。

  

  

  「小依同学，对不起。我太没神经了」

  「小依くん、ごめん。無神経だったよ」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学似乎想说什么，但最后还是闭上了嘴。她再次瞪了我一眼，然后走下了楼梯。

  　何か言いかけていたが、発言されることなく小依くんの口が閉じた。彼女は再び僕を睨んだ後、階段を降りて行った。

  

  

  「在别人面前说强奸的事，谁都会生气的。我明明知道这一点，却还是说了相关的话题，真是个笨蛋……」

  「レイプされた話なんて目の前でされたら、そりゃ誰だって怒るよね。そこは分かるのに、そこに繋がりそうな話をしちゃうなんて本当に馬鹿だな……」

  

  

  　我不擅长考虑对话的后续发展。反省。

  　会話をしているその先の着地店を考えるのが苦手なんだよな。反省だ。

  

  　我擦干衣服上的水，把洒在椅子和地板上的水也擦干净，然后把冰块放回杯子里。

  　服に染みた水気を拭い、椅子と床に零れた分も拭いて氷をコップに戻す。

  

  　托盘和纸类在回去的时候被小依同学迅速地拿走了，所以桌上什么都没有……咦？

  　トレーと紙類は帰り際に小依くんが手早く持って行ってくれたから、机の上には何も……あれ？

  

  

  「手机忘在这里了」

  「スマホ、忘れてるじゃん」

  

  

  　小依同学的手机被放在墙边。她会忘记拿走手机吗？这可真是稀奇。

  　壁際に寄せるように小依くんのスマホが置いてあった。それ忘れていく事ある？　相当なレアケースでは。

  

  

  「屏幕果然也碎了……」

  「例に違わず画面バキバキ……」

  

  

  　有说法认为精神不正常的女生容易摔碎手机，小依同学的手机屏幕也确实碎了。虽然没有碎得一塌糊涂，但屏幕上出现了四条细线。背面和手机壳之间还夹着和朋友拍的大头贴，一看就是女孩子的手机。

  　メンヘラな子は画面割れがちみたいな俗説があったが、小依くんの画面もしっかり割れていた。割れすぎって程では無いが、薄い線が四本くらい画面に入っている。背面にはケースとの間に友達とのプリ入ってるし、女の子のスマホじゃん。

  

  

  「她应该已经回去了吧」

  「もうとっくに帰っちゃってるよなあ」

  

  

  　我拿回手机，从窗户能看见的范围内寻找，但没找到小依同学。

  　スマホを回収し窓から見える範囲を探してみるが、小依くんは見当たらなかった。

  

  

  「既然不是骑自行车上学，而是顺路来打工的地方，说明她就住在这附近，用跑的找能找到吗……？」

  「自転車通学じゃなくて、バイト先にフラッと立ち寄ったって事はここら辺に住んでるんだろうけど、走って探したら見つけれるかなー……？」

  

  

  　我连该往哪个方向走都不知道，而且这里是大城市，她可能去了很多地方，要找出来恐怕很难。

  　そもそもどっち方向に進めばいいかも分からないし、都会だから行き先も多岐に渡るし、探すのは無理か。

  

  　我们是这样分开的，她应该不想和我说话，但也没办法。明天去C班直接还给她吧。只是还手机的话，她应该不会觉得讨厌吧。

  　こんな別れ方をしてるから相手としては僕と話したくないだろうが、仕方ない。明日、C組に行って直接届けに行こう。渡すだけならきっと嫌な気持ちにもならないよね。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　把手机忘在麦当劳了。这种事有可能发生吗？我对自己感到无语。我急忙原路返回，走上麦当劳二楼。

  　マクドナルドにスマホを忘れた。そんな事ある？　自分で自分に対しドン引きである。急いで元きた道を戻り、マクドナルドの二階にあがる。

  

  

  「没有！那家伙也不在！可恶，被偷了！！？」

  「ない！　あいつもいない！　クッソ盗まれたァ！！？」

  

  

  　虽然只是自己忘了，但我还是把责任全部推给了那家伙。明天绝对要早起，在校门口埋伏那个混蛋！！！

  　自分が忘れていっただけなのだが、思い切り責任をアイツに転嫁した。明日絶対早起きして、校門前で待ち伏せてやるあの野郎〜〜〜！！！

 
  16話「本屋」

  第16话「书店」

  「……真的假的。」

  「……まじか」

  

  

  　我本来打算早起，然后去逼问水濑那家伙，把手机要回来的，结果却睡了今年度最长的一次懒觉。起床时间是冲击性的13点26分。这可是无人能及的超级大懒觉。

  　早起きして水瀬の野郎を詰めてスマホを返してもらうはずだったのに、今年度最大の大寝坊をかましてしまった。起床時間衝撃の13時26分。他の追随を許さない大寝坊である。

  

  

  「唉……」

  「はぁー……」

  

  

  　我原本自认过着健康的生活，是个注重养生的JK，所以这次的睡过头对我的精神打击很大。我平常都是5点起床的，看到时钟时，我的眼睛差点掉出来。

  　健康的生活を気取って生きる丁寧な生活系JKの気分でいた分この寝坊はかなりメンタルに来た。普段5時起きなんだもん、時計見て目が飛び出たわ。

  

  　只是手机的闹钟没响而已，我睡得也太久了？睡13个小时也太扯了吧！？我有这么累吗……？

  　スマホのアラームが無いってだけでロングスリーパー過ぎない？　13時間睡眠なんて有り得るかなぁ！？　そんなに俺って疲労蓄積してるかなぁ……？

  

  　总之先准备出门吧。我带着没有手机的不便带来的烦躁感，完成早晨的例行公事。要是参加断网训练，我应该会发疯吧。我真是个现代人。

  　とりあえず家を出る支度をする。スマホが無いという不便さ由来の苛立ちを抱きつつモーニングルーティンをこなす。ネット断ちトレーニングとか参加したら発狂しそうだな、俺。現代人すぎる。

  

  

  「稍微看一下电视吧。」

  「ちょっとだけテレビ見よ」

  

  

  　既然都睡了这么长的懒觉，我想在最后一堂课开始的时候去学校。

  　ここまで不本意な寝坊をかましてしまったのなら、折角なら最後の授業が始まるくらいのタイミングから学校に赴いてやりたい。

  　穿着制服，一脸若无其事地在学校里阔步，然后和水濑接触。把手机要回来，再传LINE给班导，编个鬼扯的借口。好，就这么办。战术想好了。

  　制服を着て何食わぬ顔で校内を闊歩し、水瀬と接触。スマホを取り返して担任に鬼の言い訳LINEを送り付けよう。よし、これだ。タクティクス練れたわ。

  

  　于是，我简单整理了一下仪容，穿上制服，深深地坐在瑜伽球上。14点半左右再出发吧。先在这里打发一下时间。

  　という訳で、軽く見た目を整えて制服着てヨギボーに深く腰掛ける。動き出しはまあ14時半くらいでいいだろう。しばらくゴロゴロである〜。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「我得了猝睡症吗？？？」

  「ナルコレプシーなんか俺は？？？」

  

  

  　睁开眼睛时，时间已经是16点47分了。课早就上完了，现在是社团活动开始的时间。

  　目を開けたら時刻は16時47分。授業はとっくに終わり、部活動が開始している頃合である。

  

  　瑜伽球啊，虽然有人说它会让人变废，但只要深深地坐进去，身体就会变得很僵硬，反而无法放松不是吗？我就是看准了这一点，为了不让自己打瞌睡。

  　ヨギボーってさ、人をダメにするソファみたいに言われてたけど深く腰掛けると案外体がガチガチになってリラックス出来なかったりするじゃん？　それを狙ったわけだよ俺は、居眠りしないようにって。

  

  　结果我睡死了。太舒服了。舒服到流口水，我是白痴吗？

  　爆睡したわ。気持ちよすぎ。ヨダレ垂れるレベルの爆睡、アホかて。

  

  

  「怎么办……戴口罩好了。」

  「どうしよう……マスクしてくか」

  

  

  　我戴上口罩，以及上上周和桃香、结乃三个人一起出去玩时买的墨镜。一个穿着制服的可疑人物完成了。很好，这样就不会被认出来了。很好很好。

  　とりあえずマスクと、先々週桃香と結乃と三人で遊んだ時に買ったサングラスを着ける。制服を着た不審者が出来上がった。よし。俺とはバレないな、よしよし。

  

  　我本来想戴上针织帽，再把领子拉起来遮住脸，但这样会变成无法用借口搪塞的超级可疑人物，所以还是算了。而且在到学校之前，就有可能被警察拦下来盘问。

  　ニット帽被って首元向けて全力で引っ張って覆面にしようかとも思ったが、ちょっとそれは言い訳効かないレベルのガチ不審者になってしまうのでやめておいた。学校に着く前に職務質問の待機列作る可能性あるしね。

  

  

  「好，出发吧。」

  「さて、ゆくか」

  

  

  　我离开房间锁上门，下到公寓大厅时，被住在同一栋公寓的人用困惑的眼神看着。是平常都会跟我打招呼的阿姨，今天她不会跟我打招呼吗？我先打了招呼。

  　部屋を出て鍵を閉め、マンションのロビーまで降りると同じマンションの人に困惑した目で見られた。いつも挨拶してくれるおばさんだ、今日は挨拶してくれないのかな？　こちらからしておいた。

  

  

  「好了好了，出发吧。」

  「さてさてさぁて」

  

  

  　走出公寓时，我看到零星几个跟我同一所高中的学生正要回家。我逆着人流，朝学校迈开脚步……

  　マンションを出た時点で家に帰ろうとする同じ高校の人間がチラホラと見えた。その流れに逆らうように、俺は学校に向けて足を……。

  

  　等一下？水濑有参加社团吗？如果她没有参加社团，我去了学校也只是白跑一趟。

  　待てよ？　水瀬って部活なんてしてんのか？　していなかった場合、俺が学校に行った所でそれはただの徒労なのでは。

  

  

  「唔唔唔……」

  「むむむ……」

  「咿！？强盗！？制服！！？」

  「ひっ！？　強盗！？　制服！！？」

  

  

  　我走进便利商店，买了加了奶油的布丁，打算在内用区边吃边思考。我一边大口吃着布丁，一边思考。

  　コンビニに入りイートインスペースで甘いものを食べながら考えようとクリームのっけプリンを購入。舌鼓を打ちつつ考える。

  

  　水濑给人的印象不像是有在运动。从小学时的印象来看，我擅自把她归类为文化性社团的类型，这个认知应该没错。而且她看起来很瘦弱。

  　水瀬が何かスポーツをしている印象はない。子供の頃の印象から勝手に文化部タイプだと思っているが、おそらくこの認識は間違っていないだろう。見た感じアイツヒョロいし。

  

  　文化性社团感觉不会每天固定聚集在某间教室。这时候不要去学校，先去水濑打工的地方才是明智之举吧。

  　文化部って、あんま毎日特定の教室に集まってるイメージないんだよな。ここは学校に向かわず、まずは水瀬のバイト先に向かうのが賢明ではないだろうか。

  

  　稍微打发一下时间再去那家书店吧……要怎么打发时间呢，我连手机都没有。只有我一个人活在旧石器时代，手机遗失后面对现代文明真是辛苦啊。

  　少し時間を潰してあの本屋に向かうか。……時間を潰すって何するんだろ、スマホもないのに。俺だけ旧石器時代なんですけど、スマホロストで臨む現代めっちゃしんどいなー。

  

  

  「……想来想去也没用」

  「……考え込んでても仕方ないか」

  

  

  　算了，如果水濑不在打工的地方，应该会有别的店员在。只要问那个人水濑家在哪里就行了。不过就算在同一个地方打工，也不一定知道对方的住址。

  　ま、バイト先に水瀬が居ないのなら代わりに別の店員がいるだろうし。その人に水瀬の家を聞き出せば良いだろう。まあ同じバイト先だからって知っているとは限らないが。

  

  

  「啊，小依！」

  「あ、小依くん！」

  「你居然在啊。17点上班也太有干劲了吧」

  「いるんかい。17時出勤は気合い入りすぎだろ」

  「因为学校很近嘛」

  「学校近いし」

  

  

  　过了一会儿，我走向书店，看到穿着围裙的水濑。这家伙放学后就马上开始工作了啊。好厉害，我有点尊敬她了。

  　少し間を置いて本屋に向かったらエプロンを着た水瀬が居た。学校終わってすぐ働いてんのコイツ。すごいな、普通に尊敬するわ。

  

  

  「喂，水濑，你把我的手机拿走了吧。还给我」

  「ねー水瀬、私のスマホ持ってったっしょ。返せや」

  「咦？你第一人称变回我了。现在店里只有我一个人哦？」

  「あれ？　一人称が私になってる。今店内には僕しか居ないよ？」

  「……我叫你把我的手机还给我。揍你哦」

  「……俺のスマホ返せっつってんの。殴るぞお前」

  

  

  　不要一一指出来啊。第一人称同时使用两个的话会搞混的。

  　一々指摘してくるなよそんなこと。一人称なんて同時に二つ使い分けてたらごっちゃになるんだよ。

  

  

  「啊……等一下。我放在办公室了。啊，如果有人来的话，你能帮我接待吗？」

  「あー……ちょっと待ってて。事務所に置いてきてるからさ。あ、もし人来たら代わりに接客してくれない？」

  「啊？接待？不行啦，我没做过」

  「は？　接客？　無理だよ、俺働いた事ないし」

  「没事的！只要有人进来就说欢迎光临就行了！」

  「大丈夫！　入ってきたらいらっしゃいませ〜って言ってくれればいいからさ！」

  

  

  　她把叠好的围裙递给我。要穿在制服外面……不对，为什么？我可不会被牵着鼻子走哦？

  　なんか畳まれたエプロンを渡された。制服の上から着ける……いやなんで？　流されないが？

  

  

  「那我去拿手机了」

  「じゃ、持ってくるよ」

  「喂，水濑，你这是不是在耍我啊？让不是店员的人当店员也太没常识了吧」

  「なあ水瀬、これってバカッターとかそういうジャンルの行為なんじゃないか？　店員じゃない奴に店員させるのは非常識だろ」

  「那你要等到下班时间吗？我平日要工作到晚上9点哦」

  「じゃあ定時まで待つ？　平日は僕、夜の9時まで入ってるけど」

  「我可不能在旧书店里无所事事地待3个小时啊」

  「3時間も何もせず古本屋ん中におれるかいな」

  「也是呢。那就拜托你了！」

  「だよね。じゃ、よろしく！」

  

  

  　拜托我……算了，也没办法。要是有客人来该怎么办，我真的什么都不会啊……。

  　よろしくって……まあしょうがないんだけどさ。お客さんが来たらどうするの、俺本当に何も出来ないんだけど……。

  

  　嘎啦嘎啦嘎啦。

  　ガラガラガラ。

  

  

  「！欢、欢迎光临！」

  「！　い、いらっしゃいまへ！」

  

  

  　店门打开后我打了声招呼，结果咬到舌头了。好羞耻。

  　店の扉が開いたから挨拶したら噛んだ。恥ずかし。

  

  　进来的是一位25岁左右的西装大叔。大叔盯着我看，然后视线移到了裙子上。

  　入ってきたのは20代後半くらいのスーツを着たおじさんだった。おじさんは俺をじーっと見ると、そのまま視線がスカートの方に移動した。

  

  　……不好，我习惯性地把裙子弄短了。和桃果还有结乃在一起的时候，我会配合她们把裙子弄短，所以忘了我有这个习惯。

  　……いかん、いつもの癖で短くしてたんだった。桃果や結乃といる時は彼女らに合わせて短くしてるから、その習性で自然にスカート折ってたの忘れてたわ。

  

  　他在盯着我的腿看。好恶心……逃到旁边的架子上吧。

  　見られてる。足をジロジロと。気持ち悪いな……隣の棚に逃げよ。

  

  　反正也没事做，就来把散乱的书按照作者名顺序放回书架上吧。虽然我连书的陈列规则都不懂。

  　やることも無いし出しっぱなしにされてる本を著者順に棚に入れ直そうかな。まず陳列のルールから分からないが。

  　算了，就算放得和规则不同，只要按照作者名顺序排列，客人也容易找到吧。反正也不是要从书架上把书拿出来换个位置，应该不会多管闲事吧。于是我开始整理。

  　ま、ルールと違ってても著者名があいうえお順になってたら手に取りやすいだろ。棚から出して位置を入れ替える訳でもないんだし、余計なお世話にはならないだろうと整理を始める。

  

  

  「积了好多书啊。书后面还放着书。作为卖东西的店，这种陈列方式不行吧……」

  「随分と沢山溜め込んでんだな。本の後ろに本置いてるし。物売る店としては駄目な陳列だろ……」

  

  

  　书架上的一列有三层左右的书。如果是同一本书还能理解，但这些书看起来完全不同。他有打算卖吗？

  　棚の一列に三層くらい本の層があった。中身が同じ本ならまだ理解出来るが全然違うみたいだし。売る気あるのだろうか？

  

  　不过坪数和书架数量也是问题，不能一概而论，这也是没办法的事。商品架的整洁当然很重要，但把库存拿出来摆在店里肯定也同样重要。

  　まあ坪や本棚の数の問題もあるだろうし一概に駄目とも言えないというか、仕方ないのだろうか。商品棚の綺麗さは勿論大事だけど、抱えた在庫を店頭に出すのもきっと同じくらい大事だもんな。

  

  　……不对，既然如此，把流行作家和经常听到名字的作家集中起来，做个专用区域，或是把以季节为主题的作品和现实季节连结起来，做个特设专区，把要拿出来卖的书和暂时放在仓库里的书分开不就好了？

  　……いや、なら流行りの作家とかやたら名前聞く作家とかを纏めて専用の場所作ったり、季節がテーマの作品を現実の季節にリンクさせて特設コーナー組んだり、在庫として出すものと一旦倉庫に入れておくものを分ければいいだけなのでは？

  

  　不对，问题不在这里。图鉴，辞典，小说，漫画，食谱书和杂志，各种不同类型的书杂乱地塞在一起。这样有什么好处吗？A型看到肯定会放火的吧，这家店。

  　いやそれ以前だわ。図鑑に辞典に小説に漫画、レシピ本や雑誌とジャンルが一致しない本が乱雑に詰め込まれてる。そういう良さがあるのか？　A型が見たら放火するでしょ、この店。

  

  　书架后面的书，搞不好直到书店倒闭为止都会一直放在那里，太残酷了。

  　棚の後ろにある本なんて下手すりゃ店が潰れるまでそこが定位置じゃん、残酷すぎるわ。

  

  

  「至少把高大的书放在后面，矮小的书放在前面……嗯？」

  「せめて背の高い本を後ろに置いて、背の低い本を前にだな……ん？」

  

  

  　我一边自言自语一边把书的位置换掉，突然感觉到视线。

  　勝手にあれこれ口にしつつ本をゴソッと入れ替えていたら視線を感じた。

  

  　我拿着书，把注意力集中在背后，发现刚才来的客人站在我背后，特意从我背后眺望书架。

  　本を手に持ちながら背後に意識を集中させると、先程やってきたお客さんが俺の背後に立ちわざわざ俺の背中越しに本棚を眺めていた。

  

  

  (让开吧。)

  (退くか)

  

  

  　我心想是不是挡到他了，于是往旁边移动，再次开始触摸书架，客人拿起一本书开始翻阅。

  　邪魔なのかなと思い横に移動しまた棚を触り始めると、お客さんは本を一冊手に取ってパラパラと読みはじめた。

  　明明是站着看书，却再次站在我背后。为什么？

  　立ち読みしてるくせにまた俺の背後に立った。なんで？

  

  

  「哎呀！非常抱歉，客人！」

  「おっと！　申し訳ありませんお客様！」

  

  

  　我莫名其妙地继续更换书的位置，水濑过来后，书掉在客人脚边。水濑蹲在客人脚边捡书，客人慌张地离开了书店。

  　よく分からないまま本の位置替えをしていたら水瀬がやってきて俺の背後の客の足元に本を落とした。それを拾うように水瀬が客の足元でしゃがむと、客は焦った様子で店を出ていった。

  

  

  「那个人是怎么回事，真奇怪。」

  「なんなんだあの人。変なの」

  「小依，你刚才被偷拍了。」

  「小依くん今盗撮されてたよ」

  「咦……偷拍？」

  「えっ。……盗撮？」

  「嗯。」

  「うん」

  「咦，但他没有拿手机啊？那个人两只手都拿着书。」

  「え、でもスマホなんか持ってなかったぞ？　あの人両手とも本にくっついてたじゃん」

  「虽然没有确凿的证据，但他有一只脚伸得特别长，放在小依同学的双腿之间吧。我想，他大概是在鞋子的上半部装了小型摄像头。」

  「確証は無いけど、片足だけ妙に伸ばして小依くんの足の間に置いてたでしょ。多分、靴の上部分に小さなカメラを付けてるんだと思う」

  「鞋子的上半部？……也就是说，他偷拍了我的裙底？」

  「靴の上？　……つまり、スカートん中盗撮されてた？」

  「应该是。」

  「だろうね」

  

  

  　咦，好恶！？居然有人在店里做这种事！？太可怕了吧！什么鬼啊，所以才神秘地把一只脚放在我的双腿之间吗……

  　えっ、きっっっも！？　こんな店ん中でそんな事する人いるの！？　怖すぎるだろ！　んだよそれ、だから謎に片足を俺の足の間に置いてたんか……。

  

  

  「我今天明明是生理期……」

  「今日生理なのに……」

  「怎么，难道不是生理期就没关系吗？」

  「そんな、生理じゃなかったら別に良かったみたいな」

  「才不是！虽然不是，但生理期的时候，那个……会生羽毛。」

  「良くないわ！　良くないけど、生理の日は、その……羽とかさ」

  「羽毛？」

  「羽？」

  「没什么啦笨蛋！」

  「何でもねえよバカ！」

  「不要迁怒我啦……」

  「僕に八つ当たりしないでよー……」

  

  

  　与其说是迁怒，不如说是因为害羞才忍不住大声说话，水濑苦笑着说了句「对不起」。就算她道歉，水濑也没做错什么……唉。

  　八つ当たりというか恥ずかしいからつい大声を上げただけなのだが、水瀬は苦笑混じりに「ごめんね」と言った。別に謝られても、水瀬は悪いことしてないし……はぁ。

  

  

  「所以？你把手机带来了吗？快点还我。」

  「で？　スマホ持ってきたん？　早く返してよ」

  「嗯。来。」

  「うん。はい」

  

  

  　我伸出手，她把手机放在我手上。我松了口气。只不过是一支手机，我居然如此一喜一忧，我真是个彻底的手机控。

  　俺が手を出すとそこにスマホが置かれた。ほっとした。たかがスマホ一つでこんなに一喜一憂するとか筋金入りだな、俺。

  

  

  「谢谢。」

  「ありがと」

  「嗯。小依同学，你只有右手涂了指甲油呢。」

  「うん。小依くんって、右手にしかネイルしてないんだね」

  「咦？是啊……啊，你刚才觉得我很恶心吧，小心我揍你哦。」

  「へ？　そうだけど。……あ、お前今キモイって思ったな殴るぞ」

  「我才没这么想！？」

  「思ってないよ！？」

  「不，你有。你一定觉得我明明是男人却还做美甲好恶心。对吧，老实说啊。」

  「いーや思ったね。心は男の癖にネイルするとかキモいなって思った。そうだろ、本当の事言えよ」

  「就说没这么想了！我只是单纯好奇为什么只涂了一只手！」

  「思ってないって！　単純になんで片手だけなんだろって思ってさ！」

  「咦？那是因为啊，涂了美甲的话洗碗之类的会很不方便，所以只涂了一只手。」

  「え？　そりゃお前、ネイルしてっと洗い物とかやりにくいし。だから片手にしてるというか」

  「小依同学你是左撇子吗？」

  「小依くんって左利きだっけ？」

  「是啊。」

  「そうだけど」

  「原来是这样！我都不知道，你真是天才型的！」

  「そうだったんだ！　知らなかった、天才タイプじゃん！」

  「这是哪门子的迷信……？我只是因为父母是那样所以没被矫正成右撇子而已。」

  「どこの迷信……？　シンプルに親があんなんだったから右利きに矯正されなかったってだけなんだけど」

  「父母是那样？我不清楚小依同学父母的事。」

  「親があんなんって？　僕、小依くんの親の事知らないな」

  

  

  　这、这家伙是怎样，一拿到手机就变得这么饶舌。

  　な、なんだよこいつ。スマホを渡した瞬間饒舌になりやがって。

  

  

  「我的事不重要吧，你很闲吗？」

  「俺の事なんてどうでもいいだろ。暇かよ」

  「很闲啊？」

  「暇だよ？」

  「快去工作。店里再稍微整理一下。」

  「仕事しろ。店ん中もう少し綺麗にしろよ」

  「一个人实在忙不过来啊……小依同学，你要不要在这间店打工？」

  「1人じゃとても手回らないよー……小依くん、このお店でバイトしない？」

  「绝对不要。」

  「絶対やだ」

  「为什么！」

  「なんで！」

  「店里卖的东西太聪明了，和我不合。」

  「置いてる物が賢すぎる。合わない」

  「小依同学的成绩不是很好吗？」

  「小依くんって成績優秀な方じゃなかった？」

  「学校教的都是死记硬背的东西，文学的理解需要阅读能力。两者需要的资源浓度差太多了。」

  「学校の勉強は暗記じゃん、文学の理解って読解力じゃん。割いてるリソースの濃度段違いだろ」

  「我听不太懂。」

  「よく分からないや」

  「我的意思是比起书呆子，书虫更会用脑。」

  「ガリ勉君よか本の虫のが脳みそ使ってるだろって話」

  「……？」

  「……？」

  「没事。再见了水濑，工作加油。」

  「いいや。じゃあね水瀬。仕事頑張れ」

  「陪我聊天嘛。」

  「話し相手なってよ」

  「你给我好好工作，我说真的。」

  「仕事しろよお前マジで」

  

  

  　熟人来打工的地方就一直聊天吗？要是被客人看到，写在评价网站上怎么办啊这家伙。

  　バイト先に知り合いが来たら延々と喋れんのか。晒されるってそういうの、クチコミに書かれたらどうするんだこいつ。

  

  

  「小依同学有在打工吗？」

  「小依くんはバイトとかするの？」

  「有在考虑。」

  「しようとは思ってるけど」

  「什么打工？告诉我候选名单嘛。」

  「なんのバイト？　候補とか教えてよ」

  「候选名单？呃……有人说我适合当主题咖啡厅的店员。」

  「候補〜？　えー……コンカフェ嬢は向いてるかもって言われた」

  「主题咖啡厅是什么？」

  「コンカフェってなに？」

  「主题咖啡厅的简称，类似女仆咖啡厅。」

  「コンセプトカフェの略称。メイド喫茶みたいなもん」

  「这样啊。」

  「そうなんだ」

  

  

  　不，其实我也不太清楚。网络上看到的主题咖啡厅店员感觉很像女仆，希望我猜得差不多。

  　いや、実は俺もあんまり知らないけど。ネットで見るコンカフェ嬢の人ってなんかメイドっぽいし、当たらずも遠からずだと良いな。

  

  

  「也就是说，小依同学也会用手比爱心对料理说萌萌啾吗？」

  「て事はさ、手でハートを作って料理に萌え萌えきゅんするやつもやるってこと？　小依くんは」

  「不，我没说要当，只是有人这么说而已。」

  「いややるとは言ってないし、向いてるって言われただけだよ」

  「做给我看嘛，萌萌啾。」

  「やってみせてよ、萌え萌えきゅん」

  「啊？」

  「は？」

  「等我一下！」

  「ちょっとまってて！」

  「喂笨蛋高中生，别把客人晾在一边自己跑进去啊～这家店是无法地带吗？」

  「おいバカ高校生コラ。客残して奥行くな〜、無法地帯かこの店は」

  

  

  　水濑又把我丢在一边，消失在后场。要是有客人来我绝对不理你。

  　またもや俺を置いて水瀬がバックヤードの奥へと消えていった。絶対客が来ても無視するぞ俺は。

  

  

  「久等了！」

  「お待たせ！」

  「你在搞什么啊。」

  「何してたんだよ」

  「我今天刚好买了蛋包饭！你在这里对它施爱心魔法吧！」

  「丁度今日買ったご飯オムレツだったからさ！　ここにハートの魔法掛けてよ！」

  

  

  　水濑说着，端来一个刚微波过的便利店蛋包饭便当。这家伙在工作中理所当然地想吃饭啊。话说书店店员别把饭拿到卖场附近来啦。

  　そう言って水瀬がレンチンしたばかりであろうコンビニのオムレツ弁当を持ってきた。業務中何当然のように飯にありつこうとしてるのこいつ。てか本屋の店員が売り場の近くに飯なんか持ってくるなよ。

  

  　水濑指着热气腾腾的便当，催我快点施魔法。

  　ホカホカの蒸気が立ちのぼる弁当を手で指して、水瀬は「ほら！」と俺に魔法を催促する。

  

  

  「我才不干。」

  「やらねえよ」

  「咦——好想看哦。真的不行吗？」

  「えー見たいなぁ。どうしてもダメ？」

  「不行。那种娘娘腔的事我做不来。」

  「駄目。あんななよついたこと俺には出来ないし」

  「这样啊……要是我当时没插手，小依依的内裤就会被那个大叔拍下来了呢。」

  「そっかぁ。……あの時僕が首を突っ込まなかったら、小依くんのパンツはしっかりあのおじさんに撮られてたんだよね」

  

  

  　哦？她开始说这个了。是想卖人情给我再利用吗？

  　お？　なんか言い出した。恩を着せてその恩を利用しようって魂胆かよ。

  

  

  「而且他一点一点地逼近小依依的身体，说不定还会对你做更过分的事呢。」

  「少しずつだけど小依くんの体ににじりよってたし、もしかしたらもっと酷いことされてたかもしれないね」

  「……你自己不觉得你的人品正在狂跌吗？」

  「……お前今めちゃくちゃ人間としての徳下げてんなって自分で思わないの？」

  「我明明挺身保护了小依依！你这样太过分了吧！」

  「小依くんの事を身を呈して守ったのに！　あんまりじゃないか！」

  「不，你没挺身保护我，只是找我说话而已。」

  「いや呈してはいなかったよ。話しかけてただけだったよ」

  「拜托！小依依拜托你啦！！」

  「お願い！　小依くんおねがーい！！」

  

  

  　他甚至跪下来求我。这男人根本没自尊嘛，就为了让我讲一句萌萌台词而下跪……？

  　ついには土下座までされた。プライドなし男くんじゃん、たかが萌えセリフを言わせたいって理由で土下座までするか……？

  

  

  「无聊，我要回去了。」

  「くだらねえ俺は帰るよ」

  「你不萌萌啾我就再也动不了了！！快点，快帮我解除魔法！」

  「萌え萌えきゅんしないともう僕二度と動けないよ！！　さあ早く、解除魔法を！」

  「我还有个可以把你痛扁到昏倒的美妙魔法，要试试看吗？」

  「気絶するまで殴るっていう素敵な魔法もあるんだがそっちにするか？」

  「请给我把爱注入食物的魔法！」

  「食べものに愛を込めるタイプの魔法をお願いします！」

  「我不要。」

  「嫌だって」

  「为什么啊！」

  「なんでさ！」

  「还问为什么，因为很羞耻啊……」

  「なんでって、だって恥ずかしいし……」

  「才不羞耻呢！小依依很可爱啊！」

  「恥ずかしくないよ！　小依くん可愛いし！」

  「啊？……可爱？」

  「は？　……可愛い？」

  「咦，嗯。你不喜欢吗？」

  「え、うん。嫌だった？」

  「不喜欢，给我订正。」

  「嫌ですね訂正しろ」

  「那你就用尽全力萌萌啾，我就订正。」

  「じゃあ精一杯の萌え萌えきゅんをしてくれたら訂正するよ」

  「你这执念到底是……？」

  「その執念なんなの……？」

  

  

  　他跪在地上磕头求我，我只好屈服。唉……我只是想拿回手机，为什么会被卷进这种蠢事里啊。

  　土下座で額を床に擦らせてまで頼み込んでくるから仕方なく、折れてあげる事にした。はぁ……ただスマホを取り返したいだけだったのになんでこんなトンチキな出来事に巻き込まれないといかんのだ。

  

  

  「唉……萌萌，啾——」

  「はぁ……もえもえ、きゅー」

  「不行啊小依依，认真点！这么敷衍的萌萌啾不可爱啊！！」

  「駄目だよ小依くん真面目にやって！　そんな投げやりな萌え萌えきゅん可愛くないだろ！！」

  「烦死了。」

  「うざぁ」

  

  

  　我怎么可能认真啊，再说你才该认真工作吧。

  　真面目になんかやるわけないだろ、そもそもお前が真面目に仕事をしろという話である。

  

  　说到底，我根本没去过那种正统的女仆咖啡厅，不知道该怎么说才好。要我重现不知道的东西，我也没办法啊。

  　そもそもそういうオーソドックスなメイド喫茶なんかも行ったことないし、どういう風に言えばいいのか分からない。知らないものをどう再現しろってんだ。

  

  

  「……啊，顺便说一下，在萌萌啾之前要加上『为了让主人吃得开心，我要施加魔法喵。变好吃吧，变好吃吧』哦」

  「……あ、ちなみに萌え萌えきゅんの前に『ご主人様には美味しく食べてほしいから魔法をかけるにゃん。美味しくなーれ、美味しくなーれ』っていう言葉を足してから萌え萌えきゅんしてね」

  「你……」

  「お前……」

  

  

  　好恶心啊，要是有这种客人，店员肯定会很头疼吧。居然提出这种多余的要求。不管怎么说都一样吧。

  　キモいなぁ、厄介客だろうなこんな奴いたら。要らん注文してきやがって。どう言おうと同じだろ。

  

  

  「快点！」

  「さあ！」

  「……唉……为了让主人吃得开心，我要施加魔法喵。变好吃吧，变难吃吧。萌萌啾」

  「……はぁぁ。……ご主人様には美味しく食べて欲しいから魔法をかけるにゃん、美味しくなーれ、クソ不味くなーれ。萌え萌えきゅん」

  「咦，好奇怪啊。最后好像有点杂音」

  「あれ、おかしいな。最後ちょっとノイズが」

  「萌萌啾！」

  「萌え萌えきゅん！」

  「爱心才不是像气功炮一样挥舞好几次的东西」

  「そんな気功砲みたいに何度も素振りしないよハートは」

  「快点吃吧」

  「さっさと食えよ」

  「要更加真心诚意才行啊」

  「もっと真心を込めて頂かないとなぁ〜」

  「萌萌啾！！」

  「萌え萌えきゅん！！」

  「就算你喊得再大声也没用」

  「声だけ大きくされても」

  「萌萌啾！！！！」

  「萌え萌えきゅん！！！！」

  

  

  　我直接用手做出爱心，反复拍打水濑的胸膛。这样你就满意了吧，快点让我回去。

  　もう直接水瀬の胸板を何度も手で作ったハートでぶっ叩く。これで満足しただろ、さっさと帰らせろや。

  

  

  「萌萌啾」

  「萌え萌えきゅっ」

  「真，店里是什么样的……」

  「真、店はどんな感じ……」

  

  

  　在我喊出萌萌啾的时候，一位不知道是不是客人的，脸上有深深皱纹的老爷爷走进了店里。

  　萌え萌えきゅんをぶちかましたタイミングでお客さん？　か分からないけど、深いシワのあるおじいさんが店に入ってきた。

  

  　被看到了，被看到了奇怪的仪式。水濑拼命地把便当藏起来，我该怎么办。说我对天津饭很憧憬来蒙混过关吗？不可能吧。

  　見られてしまった、変な儀式を。水瀬は弁当を隠すのに必死だし、俺はどうしよう。天津飯に憧れてるんでって言って誤魔化すか？　無理筋か。

  

  

  「啊，爷爷，这是」

  「あ、じいちゃん、これは」

  「……真。让她一个人待着吧」

  「……真。彼女は一人だけにしておきなさい」

  「咦」

  「え」

  「她……她！？」

  「彼女……彼女！？」

  

  

  　看来这位老爷爷误以为我和水濑是恋人了。水濑是我在这个世界上最不可能交往的对象，为什么会这么想啊……。

  　どうやらこのおじいさんは俺と水瀬が恋人であると勘違いしているらしい。この世で一番ありえない相手と言っても過言じゃない水瀬となんでそういう風に思われるんだ……。

  

  

  「不是的爷爷，她是我的朋友」

  「違うよじいちゃん、この子は僕の友達で」

  「我不记得有和你成为朋友」

  「友達になった覚えはねえよ」

  「咦。好受伤……」

  「えっ。傷つくな……」

  「哼」

  「ふん」

  

  

  　自己一个人受伤去吧，我才不管。我从老爷爷身边走过，走向出口。

  　勝手に一人で傷ついてろ、俺の知った事では無い。俺はおじいさんの隣を素通りし出入口に向かう。

  

  

  「再见水濑，这次要好好工作哦」

  「じゃーな水瀬、今度こそ仕事頑張れよ」

  「等等小依君！」

  「まって小依くん！」

  「还有什么事吗……？」

  「まだ何か……？」

  「围裙要脱掉。那是店里的备品」

  「エプロンは脱いでってね。それ備品だから」

  「啊，确实」

  「あっ、たしかに」

  

  

  　说起来我忘了脱下来了。差点把店里的备品带回家，好险好险。

  　そういえば脱ぎ忘れていた。店の備品を持ち帰る所だった、危ない危ない。

  

  

  「嗯。你们已经同床共枕过了吗？」

  「ふむ。もう二人は同衾は済ませたのか？」

  「什么？……同床共枕是什么，水濑」

  「はい？　……ドウキンって何だ、水瀬」

  「谁知道呢？」

  「さあ？」

  

  

  　我和水濑对这个莫名其妙的词面面相觑，老爷爷笑着讲起了以前的事。为什么。

  　よく分からない言葉に二人して顔を見合わせると、おじいさんは笑ってなんか昔話を初めた。何故。

  

  　之后老爷爷也时不时地加入我和水濑的对话，时不时地冒出一些以前的词汇，我们自然而然地聊了下去。

  　その後もよく分からない昔の言葉っぽい単語をドンドン出して俺と水瀬の会話に混ざって入り、自然と話し続けてしまった。

  

  　和水濑还有老爷爷聊天意外地开心，不知不觉间已经过了21点。

  　意外と水瀬とおじいさんと話すのが楽しくていつの間にか21時をとっくに超えていた。

  　水濑说晚上一个人回去很危险，我明明说不用了，她还是硬要送我到公寓楼下。

  　夜だから一人で帰すのは危ないと水瀬は言い出し、いいって言ってるのに無理やりマンションの下まで着いてきた。

  

  　老爷爷好像是那家书店的店长，是收养水濑的亲戚的父亲。我忍不住吐槽，你们是家人吗。

  　おじいさんはあの本屋の店長らしく、水瀬を引き取った親戚の父親に当たるらしい。身内かいって突っ込んでしまったよ。

  

  

  「真的不用送我啦……你回去会很晚的。没问题吗？到家的时候已经很晚了吧」

  「本当に良かったのに……お前の帰りが遅くなっちゃったじゃん。大丈夫なん？　地元着く頃にゃ相当遅くなってるでしょ」

  「我没事，我住学生宿舍」

  「僕は大丈夫だよ、学生寮だし」

  「你不是住在爷爷家啊……话说宿舍有门禁吧。你这百分百是迟到了吧？」

  「じいさんの所に住んでる訳じゃないのか。……てか寮って門限あるだろ。100パーアウトじゃね？」

  「我有申请打工，所以门禁比较宽松，我没事的。但是小依君晚上要小心！」

  「バイトの申請出してるから結構融通効くんだよ、だから僕はいい。でも小依くんは、夜は気をつけないとダメ！」

  「喂，把我当女人。都说了别把我当女人」

  「おい女扱い。だからお前は俺に対して女扱いするのやめろっつってんの」

  「不是因为你是女孩子！我是担心你才这么说的」

  「女の子だからとかじゃないよ！　個人的に小依くんが心配だから言っているんだ」

  「咦？」

  「え？」

  「我不希望小依君遇到可怕的事！那我走了」

  「小依くんには怖い思いしてほしくないの！　それじゃあ僕行くからね」

  「咦，嗯……？？」

  「え、うん。……？？」

  

  

  　不希望我遇到可怕的事，什么意思啊。我们关系有好到能说这种话吗。

  　怖い思いしてほしくないって、なんだそりゃ。そんなこと言われる程深い間柄じゃないだろ俺たち。

  

  　水濑的话让我有点摸不着头脑，我打开公寓大门，在电梯前回过头。

  　水瀬の言っている言葉にイマイチ実感が湧かないまま、俺はエントランスドアを開けエレベーター前で振り向く。

  

  

  「再见！」

  「またねー！」

  

  

  　虽然隔着玻璃门完全听不到她的声音，但水濑还是挥着手向我道别。我也学着她轻轻挥了挥手。

  　ガラス越しだし全然声は通ってこなかったが、水瀬は俺に手を振りながらそう言っていた。相手に倣って一応こちらも小さく手を振る。

  

  

  「再见，吗」

  「またね、か」

  

  

  　我反复回味着水濑的话。好像已经决定好下次再聊了，我什么时候和她关系这么好了。

  　水瀬に言われた言葉を反芻する。また会話する事が決定されているらしい、俺いつそんな仲良くなったんだよアイツと。

  

  　以前和她说话的时候总是莫名地火大，现在和她说话却完全不觉得讨厌。前几天她差点说出强奸话题的时候我瞬间就生气了，但这次长时间的对话我却一直保持着平静，真是不可思议。

  　なんか、昔は話してると無性に腹が立ったのに今の水瀬とは話していても全然嫌悪感を感じなかった。つい先日のレイプ話を出されかけた時はつい瞬間的に怒ったが、ずっと精神が穏やかなまま長時間会話が終わるとは驚きだ。

  

  

  「真奇怪」

  「変なの」

  

  

  　我在电梯里自言自语。很久没有和不以有色眼光看人，能平等对话的男人说过话了。感觉很新鲜，甚至让我产生了『下次再聊也不错，下次再聊就慢慢聊』的想法。

  　エレベーターの中で一人呟いた。邪な目で人の事を見ずに対等に会話を交わしてくれた男と話すのは久しぶりだった。なんか新鮮な感じがして、どこかで『また話すのも良いかもしれない。今度はゆっくり』などと考えてしまったり。

  

  　……不，不可能。好不容易作为女人开始了新生活，我已经决定和以前的熟人断绝关系了。就算和她同校，这个方针也不会改变，我要避免和知道我过去的人接触，防止黑历史扩散。

  　……いや、無いな。折角女として改めての新生活を送ってるんだから、昔の知り合いとは縁を切るって決めただろ。同じ学校に居たとしてその方針は変わらない、俺は過去を知り得る人間に触れない事で黒歴史の拡散を阻止するのだ。

  

  　我用手拍了拍自己的脸，重置了松懈的头脑。

  　俺は自分の頬を手でパンパンと叩き、緩みきった頭をリセットした。

 
  17話「登校時間」

  第17话「上学时间」

  「早啊，小依同学。」

  「おはよ、小依くん」

  

  

  　早上，我照常做完例行公事后，来到和桃果约好的十字路口，坐在路障石上滑手机时，有个男人从正面向我搭话。

  　朝。普段通りのルーティンをこなし、桃果との待ち合わせ場所である交差点に着て車止めの石に座りスマホをいじっていたら正面から男に話し掛けられた。

  

  　抬头一看，是水濑。

  　見上げると水瀬が居た。

  

  

  「呜哇，你瞬间就露出厌恶的表情了。」

  「うわっ、一瞬で嫌そうな顔になった」

  「糟透了，一大早就这么倒霉。」

  「最悪。朝から運わる」

  「真亏你敢当面说这种话耶～」

  「面と向かってそんな事言えるのすごいな〜」

  「……」

  「……」

  

  

  　我默默瞪着他，但对水濑没有效果。他一边问「要吃吗？」，一边递出一支未拆封的冰棍。

  　無言でじっと睨むが水瀬には効かなかった。彼は「食べる？」と聞きながら未開封のアイスを一つ差し出してきた。

  

  

  「那是什么？」

  「なにそれ」

  「西瓜冰棍。」

  「スイカバー」

  「不是啦，我是问你为什么除了自己要吃的以外，还多买了一支。你也太喜欢冰棍了吧。」

  「じゃなくて。なんで今食ってる分以外に余分に買ってんのって意味。アイス好きすぎだろ」

  「因为我从便利商店出来时，看到小依同学你坐在这里啊。」

  「コンビニから出る時に小依くんが座ってるの見えたからね」

  「视力真好！便利商店在马路对面的拉面店后面耶。」

  「視力良っ！　車道挟んでラーメン屋の後ろじゃんコンビニって」

  「不，这很正常吧。反倒是小依同学你视力太差了，这点距离的话，一般人应该都看得见。」

  「いやそこまででしょ。逆に小依くんが視力悪いんじゃないかな、このくらいの距離なら普通見えるよ」

  「是吗？」

  「そうなん？」

  

  

  　我都不知道，原来我的视力很差吗？我对视力检查的结果没兴趣，而且只要不影响生活，我也不在乎，所以一直没去管这件事。之后再跟桃果借眼镜来戴吧。

  　知らなかった、俺って視力悪いのか？　視力検査の結果とか興味無いし、生活に支障来す程でもないならどうでもいいしで流してたな。後で桃果のメガネ借りよ。

  

  

  「你不要西瓜冰棍吗？」

  「いらない？　スイカバー」

  「你要免费给我？」

  「タダでくれんの？」

  「当然。」

  「勿論」

  「真幸运。」

  「ラッキー」

  

  

  　我接过西瓜冰棍，打开包装咬了一口。

  　スイカバーを受け取り袋を開けてがぶりつく。

  　好吃。虽然好吃，但我更喜欢哈密瓜冰棍，而且我最喜欢的是薄荷巧克力冰，所以西瓜冰棍的美味程度算中等。期待下一支。

  　美味い。美味いけど俺メロンバーの方が好きだし、なんならアイスはチョコミント一強と思ってるから美味ランクは中美味だな。次に期待。

  

  

  「好，冰棍辛苦了，你可以去学校了。」

  「よし。アイスご苦労、もう学校行っていいぞ」

  「你性格真好耶，一起去嘛？」

  「良い性格してるね。一緒に行こうよ？」

  「我在等人，再过不到五分钟就会来了，所以你快点消失吧。要是被误会就麻烦了。」

  「人を待ってんだよ。あと5分もしない内に来るからさっさと消えろって。変な勘違いされたら困るだろ」

  「误会？」

  「勘違いって？」

  「会传出我们是情侣的谣言，就算不是情侣，男女在这个时间待在这种地方，也容易传出奇怪的谣言。你也不想被卷入妄想之中吧？」

  「恋人って噂が立ったり、そうじゃなくても男女がこんな場所にこんな時間から一緒に居るとアホな噂が立ちやすいんだよ。お前も妄想に巻き込まれたくないだろ？」

  「妄想不是很好吗？」

  「妄想する分にはいいんじゃない？」

  「我可是会很困扰的，所以你快点消失吧。」

  「俺は迷惑だからさっさと消えろ」

  「正常否认不就好了？就说我们之间什么都没有。」

  「普通に否定すればよくない？　僕らの間には何もないよーって」

  「那样反而会有很多人不肯轻易罢休。」

  「それで素直に引き下がってくれないパターンのが多いんだよ」

  「哦～女孩子果然很辛苦呢，小依同学也很辛苦吧。」

  「へぇー。やっぱり女の子って大変なんだな、苦労してるね小依くんも」

  「因为我的内在是男人，所以更麻烦。」

  「中身が男だから余計になー」

  

  

  　我将视线落在手机屏幕上，手指在屏幕上滑动。我明明在忙，水濑却一直不肯从我面前离开……真碍事。

  　スマの目を落とし画面に指を滑らせる。人がカツカツやってるのにいつまでも水瀬は俺の前から退かない。……邪魔くせぇ。

  

  

  「啊，对了，关于小依同学的事。」

  「あ、そうだ。小依くんの事さ」

  「别再说了，为什么想继续这个话题？快去学校啦。」

  「話し続けないで？　なんで会話を広げようとする、学校行けって」

  「稍微聊一下又不会怎样。」

  「いいじゃないか少し話すくらい」

  「我们已经聊过了吧。」

  「少し話したろ。既に」

  「我还有件事想说，说完我就走。」

  「あと一つ話しておきたい事あって、それだけ言ったらもう行くからさ」

  「还有一件事？什么事？」

  「一つ？　なんだよ」

  「关于小依同学的事。」「小依早安！那边的男生是楼梯跳跳君，你好！」

  「小依くんの事を」「おはよ小依！　そっちの男子は階段ジャンプ君だ、どうも！」

  「嗨，你好你好。」

  「やあやあ、どうもどうも」

  

  

  　朋友来了。桃果向我打招呼后，也向水濑打招呼。

  　来ちゃったよ友達。桃果が俺に挨拶した後に水瀬とも挨拶を交わした。

  

  

  「啊，小依在吃冰！我的份呢？」

  「あ、小依アイス食べてる！　あたしの分は？」

  「没有。要吃我吃过的吗？」

  「無い。食べかけ食う？」

  「要！」

  「食う！」

  

  

  　居然要吃。我开玩笑地将西瓜冰棍递向桃果，她一口就吃掉了。

  　食うんだ。冗談のつもりで桃果の方に先を向けたスイカバーが桃果の口の中にパクッと収納された。

  

  　桃果松口后，因为嘴太小而吃不完的冰棍碎片差点掉下来，我赶紧将碎片塞进嘴里。

  　桃果が口を離すと、口の大きさの問題で食べられず残ったスイカバーの欠片が落ちそうになり、急いでそれを俺の口に放り込んだ。

  

  

  「你们在聊什么？」

  「二人は何の話してたのー？」

  「我被她用没营养的话题烦得要死。」

  「中身のない会話ふっかけられてげんなりしてた」

  「只是普通的日常对话，别说得那么难听嘛。」

  「ただの日常会話でそこまで言わないでよ」

  

  

  　桃果加入后，我们三人自然地一起走在上学路上。桃果夹在我和水濑中间，不断向水濑搭话。

  　桃果が合流した事で自然とそのまま三人で通学路を歩くことになった。桃果は俺と水瀬に挟まれるように真ん中を陣取り水瀬にしきりに話しかけていた。

  

  

  「你叫水濑同学啊！你和小依是什么关系？」

  「水瀬くんって言うんだ！　小依とはどんな関係なの？」

  「我们之间有超越『朋友』的羁绊。」

  「友達「ではない」を超えた絆で結ばれた間柄かな」

  「你少在那边乱说。」

  「テキトーほざいてんじゃねぇぞてめぇ」

  「咦，小依你说话的声音超恐怖的耶。你和水濑同学独处时都是这种感觉吗？」

  「えっ、めっちゃ怖い声で言うじゃん小依。水瀬くんと二人の時はそんな感じなの？」

  「……并没有。我们没什么话好说的。」

  「……別に。二人で話す事なんてないし」

  「是这样吗？水濑同学。」

  「そうなの？　水瀬くん」

  「嗯——是啊。大概从初中开始，我们说话的频率就变少了。在那之前——」

  「んー、そうだね。中学くらいから会話する頻度は減ったかも？　それ以前は」

  「咦，你们从小学就认识了吗？是青梅竹马嘛！！」

  「えっ、小学生の頃からの知り合いなの？　幼馴染じゃん！！」

  

  

  　喂————！水濑你这家伙，别多嘴啊！不要抢走我拼命隐藏的过去，让别人知道我身份的立场啊～～！我可是神秘角色耶！拜托你啦！

  　おーーーーーい。余計な事言うなって水瀬コイツさぁ！　人が必死にひた隠しにしてた過去を知り得る人物ってポジション獲得してんじゃねぇ〜〜よ。ミステリアスキャラでやってんの！　頼むわマジで！

  

  　我用充满这种想法的炽热视线不断射向水濑。快接收到我的意念啊！！！

  　という思いを込めた熱い視線を眼孔から射出し水瀬にぶつけ続ける。思いよ伝われ！！！

  

  

  「小依小时候是什么感觉！？从当时开始就是这种病娇吗？」

  「子供の頃の小依ってどんな感じだったの！？　当時からこんなメンヘラだった？」

  「这种病娇。桃果，你说话怎么这么带刺？」

  「こんなメンヘラ。桃果、なんだか言葉がチクチクしてるけど？」

  「当时她本来就是男——」「喂喂喂——！」

  「当時はそもそもおと」「おいおいおーいっ」

  

  

  　水濑完全没察觉我的想法，只是老实地回答问题，我撞了过去。

  　全然こっちの事情を汲み取りもせずただ聞かれた事に素直に答えようとした水瀬に体当たりをする。

  

  

  「你这家伙给我仔细想想。要是被人知道我本来是男的，我就不能像以前一样光明正大地观察女生了。别想掐我脖子，小心我打断你的牙齿哦？」

  「てめぇよく考えろや。元々男だったなんて知られたら今まで通り堂々と女を観察できねえだろ。首絞めようとしてきてんじゃねえよ奥歯へし折るぞ？」

  「抱、抱歉抱歉。我知道了，你靠太近了……」

  「ご、ごめんごめん。分かったら、近いって……」

  「啊？」

  「あ？」

  「太，太近了……！」

  「ち、近すぎるって……！」

  「……？」

  「……？」

  

  

  　水濑的背靠在墙上，无处可逃，被我紧紧贴着。这有什么，为了不让桃果听到，我只能用这种形式贴着她啊。

  　水瀬は壁に背中が当たっており、逃げ場のない状況で俺に密着され詰められている。それがなんだ、桃果の耳に入らないように詰めてんだからこの形にもなるだろそりゃ。

  

  

  「……我身上有味道吗？我洗过澡了」

  「……俺、臭かった？　風呂、入ってきてんだけど」

  「诶？不是这个意思。我们是男女……」

  「え？　いやそういう訳じゃなくて。僕ら男女だから……」

  

  

  　听她这么一说，我才发现。这里是学生聚集的上学路正中央，有好几个学生看着我们，一副很有趣的样子。

  　そう言われて気付く。ここは学生の集まる通学路の真ん中、数人の生徒がこちらを見て面白そうにしていた。

  

  　我悄悄离开水濑……稍微思考了一下，然后瞪向除了桃果以外，其他盯着我们看的学生们。

  　そっと水瀬から離れる。……少し思考した結果、俺は桃果を除く他のジロジロ見てくる生徒達にガンをつけた。

  

  

  「小依依，在这种情况下威吓别人只会起到反效果哦」

  「小依、この状況でその威嚇は逆効果だよ」

  「桃果。要是奇怪的谣言传开了，你要帮我解开误会」

  「桃果。変な噂が広まったら誤解を解くの手伝って」

  「我正想跟大家宣扬呢」

  「なんならあたしが皆に吹聴しようかと思ってたよ」

  「四面楚歌啊」

  「四面楚歌だなぁ」

  

  

  　桃果是敌人啊。没办法，就用以前去她家玩的时候拍的，桃果中二病时代的黑历史笔记的照片作为人质让她闭嘴吧。

  　桃果は敵かぁ。仕方ない、以前家に遊びに行った際に撮影した桃果の中二病時代の黒歴史ノートの画像を人質にして黙らせよ〜っと。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「诶~。小依依是第一个朋友啊。好像恋爱喜剧一样呢」

  「へぇ〜。こよりんが最初の友達だったんだ。なんかラブコメみたいじゃん」

  

  

  　和结乃汇合后，她似乎对水濑也挺感兴趣，跟在水濑身后走着，加入了对话。

  　結乃と合流すると彼女も水瀬にはそれなりに興味があったようで、水瀬の後ろに着いて歩くようにして会話に混ざっていた。

  

  

  「都说了我们不是朋友。我和水濑只是同班同学而已」

  「だから友達じゃなかったんだって。俺と水瀬はただのクラスメートだよ」

  「又来了。放学后一起玩，互相去对方家里，这种关系不叫朋友吗？」

  「またまた。学校終わった後も遊んだり家に行き来したりする仲は友達って呼んでもよくない？」

  「我可没叫你来我家」

  「私は家に呼んだことないもん」

  「我说想去玩，你不是拒绝了我吗」

  「遊びに行きたいって言っても断られたんだよねー」

  「是吗？为什么啊，小依？」

  「そうなの？　なんで？　小依」

  「明明现在会叫我们去你家过夜了」

  「今は普通に私ら呼んで泊めてくれたりするのにね？」

  「随便啦」

  「なんでもいいだろ〜」

  

  

  　那种家谁会想叫别人来啊。诚也哥刚来的时候，母亲还活着时的痕迹还留在家里，而且诚也哥也不怎么做家务，家里乱七八糟的。

  　あんな家に人を呼びたいと思うわけがないだろうが。誠也さんが家に来たばかりでも母親が生きていた頃の痕跡はまだ全然残ってたし、誠也さんもどちらかと言うと家事しない方だから全然家の中片付いてなかったし。

  

  

  「小时候不是会因为和其他孩子一起玩而到别人家去吗。我只是因为这种原因才去水濑家的」

  「子供の頃なんて他の子との付き合いで人の家行ったりする事はあるだろ。水瀬んちなんてそういう流れで行ってただけだし」

  「是吗？我邀请你的时候你不是来了吗」

  「そう？　誘ったら来てくれたよね」

  「那是……你邀请我了我当然会去啊。话说你啊，不管什么事都邀请我，以前我还以为你是个臭小鬼呢」

  「それは……誘われたら行くだろ。てかお前、何でもかんでも誘いすぎなんだよ人の事、クソガキかよって思ってたわ昔」

  「臭小鬼！？真意外啊，让姑姑开车去鬼屋的时候你不是一直在叫吗，还一直抓着我」

  「クソガキ！？　心外だな、叔母さんの運転でお化け屋敷行った時はずっと叫んでたじゃん。しがみついてきたし」

  「好了，妄想闭嘴去死吧」

  「はい妄想黙れ死ね」

  「才不是妄想呢。之前的手机里应该还有当时的视频」

  「妄想じゃないって。前のスマホに多分その時の動画とか残ってると思うよ」

  「给我删了！」

  「消せよ！」

  「你那么害怕的样子可不多见呢」

  「あんな怖がってる姿中々見れないからね〜」

  「我才没害怕」

  「怖がってない」

  「声音都破音了」

  「音割れしてたよ」

  「我才没害怕！！」

  「怖がってない！！」

  

  

  　这家伙在翻什么旧账啊，真让人火大。我本想抓住一脸得意的水濑让她闭嘴，却被她躲开了。这家伙，别跑啊混蛋，我要掐死你。

  　いつの話で煽ってきてんだこいつムカつくな。得意げになってニヤつく水瀬を黙らせてやろうと顔を掴もうとしたら避けられた。コイツ、逃げんなこの野郎絞め殺してやる。

  

  

  「小依……小依以前光是看到恐怖节目的特别节目就会吓得浑身发抖呢」

  「小依くっ……小依ちゃん昔はホラー番組の特番見ただけでガチガチになってたもんね〜」

  「吵死了，你家空调太冷了！！！」

  「うるせぇな、エアコン効きすぎて寒いんだよお前ん家！！！」

  「我骗你说是灵异照片给你看之后，你明明在逞强，我用LINE发给你之后你不是打电话来了吗？」

  「僕が心霊写真って嘘ついた画像見せた後強がってたからってLINEで送ったら電話かけてきたもんね？」

  「那是因为你性格太恶劣了！！！」

  「アレはお前が性格悪いじゃん！！！」

  「但我没想到你会和我通话到早上呢。我困得不说话，你还会一直和我说话」

  「でも朝まで通話繋げるとは思わなかったよ。眠くて黙ってるとしきりに話し掛けてくるし」

  「烦死了！！！」

  「うぜええぇぇぇ！！！」

  

  

  　这家伙太得意忘形了，我用力拍了拍她的肩膀。我边走边打了她好几下，这家伙性格真的太恶劣了！在其他朋友面前说对方的糗事，真是没救了！！！

  　調子乗りすぎてるから思い切り肩を叩いてやった。歩きながら何度も殴ってやる、コイツまじで性格悪いな！　他の友達の前で相手の恥話を出すとか終わってるわマジで！！！

  

  　话说水濑叫我小依“酱”。桃果和结乃不知道我的过去，她应该是觉得用小依“君”称呼我，会让她们产生混乱吧。这点做得很好，但既然能为她们着想，那也为我着想一下啊。害我丢脸了。

  　というか水瀬が俺の事を小依"ちゃん"と呼んでいる。桃果と結乃は俺の過去を知らないから、その二人に対して俺を小依"くん"と呼ぶのは混乱を招くと判断したからだろう。そこはナイスだけど、そこで気を遣えるなら話題でも気を遣えや。恥じ掻かせやがって。

  

  　而且，从水濑口中说出小依“酱”这个词，让我很难受。浑身发痒。

  　それに、小依"ちゃん"って単語が水瀬の口から出るのがキツい。ムズムズする。

  

  　不过，她们好像认为我和水濑是青梅竹马，这么一想，用酱称呼我确实也很自然。那你就正常地直呼我的名字啊，这样我很难为情……。

  　まあ俺と水瀬は幼馴染って解釈されてるみたいだし、そう考えたら確かにちゃん呼びも自然だけどさ。じゃあ普通に呼び捨てにしろよ、こそばゆくなるわ……。

  

  

  「那你们三个再见了」

  「それじゃあね三人とも」

  「嗯！再见，水濑君！」

  「うん！　またね、水瀬くん！」

  「下次再聊吧。再讲讲小依依以前的事！」

  「また話そうね〜。こよりんの昔話また聞かせてな！」

  「随时都可以哦」

  「いつでも話すよ〜」

  「去死！」

  「死ね！」

  「小依依，不能大声说去死啊。再见」

  「大声で死ねはまずいよ小依ちゃん。じゃね」

  

  

  　到了学校后，我和A班的水濑在楼梯口分别了。

  　学校に着つくと、A組である水瀬とは階段で別れる事になった。

  　水濑和桃果还有结乃交换了联系方式，她也想和我交换，但我当然拒绝了。毕竟我讨厌这家伙。就算交换了，我也会瞬间拉黑，所以没有意义。

  　桃果と結乃と連絡先を交換した水瀬に俺とも交換をしたいと言われたが当然断った。俺、こいつの事嫌いだしな。交換しても一瞬でブロックするし交換する意味が無い。

  

  

  「哈……」

  「はぁ……」

  「哎呀，看到了好东西！我还是第一次亲眼看到傲娇呢！」

  「いやー、いいものが見れた見れた！　あたし、リアルでツンデレを見たのこれが初めてだよ〜！」

  「哈？傲娇是什么」

  「は？　ツンデレってなに」

  「表面上很傲！实际上很娇的宅用语！就像刚才的小依一样！」

  「表向きツンッ！　てしてるけど実はデレッとしてるオタク用語だよ！　今の小依みたいな感じ！」

  「像我一样……什么，宅被别人说去死会高兴吗？」

  「私みたいな……なに、オタクは人に死ねって言われると嬉しいの？」

  「不，不是这个意思」

  「いや、そういう意味じゃなくて」

  「我只会对水濑释放憎恨。如果这样会高兴的话，那也太高端了吧」

  「私、水瀬に憎しみしかぶつけた事ないけど。それが嬉しいってなったらハイレベルすぎるでしょ」

  「结乃酱，这是……」

  「結乃ちゃん、これは……」

  「无自觉，而且无知。是无知场景」

  「無自覚、そして無知だね。無知シチュだ」

  「！下一个色图的点子想好了！谢谢你，小依！！！」

  「！　次のえち絵のアイデア浮かんだ！　ありがと小依！！！」

  「嗯，等等，在上传到网上之前让我检查一下吧？你这话让我有不好的预感」

  「うん待ってね、ネットにあげる前に検閲させて？　嫌な予感するわその発言」

  

  

  　桃果画得很好，甚至能画出直播主的形象角色或者虚拟形象？之类的。她一边上高中一边从网上的人那里收钱画画。不过她好像把钱都花在取材上了，所以并不富裕。

  　桃果は配信者のイメージキャラクターというかアバター？　みたいなのを描いてるくらい絵が上手くて高校に通いながらネットの人らからお金を受け取り絵を描くなんて事もしている。まあ取材だかに金を使うから裕福はしていないようだが。

  

  　她画过各种领域的画，最近为了赚钱，她把精力都放在了R18插画上。

  　で、彼女は様々な分野の絵を描くんだけど金策として最近力を入れてるのがR18イラストである。

  

  　她看到我们的对话，想到了色图（R18插画）的点子，听起来像是以我们为模特，擅自展开妄想，然后画成画。

  　俺らのやり取りを見てえち絵(R18イラストの事だ)のアイデアが浮かんだって、俺らをモデルに勝手に妄想を展開してそういう絵を描こうとしてるって言った風に聞こえた。

  

  　实际上，她和结乃关系变好时，就以结乃为原型画了很色的画，还让我当了好几次模特。这家伙是那种无论是朋友还是亲戚还是街上看到的人，都会拿来当模特的危险人物。视情况而定，甚至有必要训斥她。

  　実際結乃と仲良くなった時は結乃を元にしたキャラでエグいエロ絵描いてたし、俺も何回かモデルにされたし。コイツは友達だろうが近親者だろうが街で見かけた人だろうがモデルにしてしまうやばい人種なのだ。事の次第では叱りつける必要すらある。

  

  

  「顺便问一下，小依依实际上是怎么看待水濑君的呢？」

  「ちなみにこよりんはさ、実際の所水瀬くんの事どう思ってんのさ」

  「讨厌」

  「嫌い」

  「不是因为本人在场才这么说的？」

  「本人が居たから言ってるだけじゃなく？」

  「既然当面说讨厌了，那背地里肯定也是讨厌的」

  「面と向かって嫌いって言ってんだから裏でも嫌いに決まってんでしょ」

  

  

  　这还用问吗。讨厌就是讨厌，没有其他意思。好感度只有喜欢，普通，讨厌三种吧。

  　何を当たり前な事を。聞く必要性あるかそんなの。嫌いって言ったら実はもクソもなく嫌いなんだよ。好感度なんて好きか普通か嫌いの三つしかないだろ。

  

  

  「早上好。啊，昨天谢谢你了，木下！这是谢礼！」

  「おはよー。あっ、昨日はありがとねー木下！　これお礼！」

  

  

  　到了教室，结乃走到坐在教室前面的女生那里，从便利店的袋子里拿出软糖，开始分享。

  　教室に着くと結乃が教室の前の方に座っている女子の元へ行ってコンビニの袋からグミを出してシェアハピし始めた。

  　我和桃果的座位是前后关系，所以两人一起坐到了自己的座位上。和邻座打过招呼后，我打开手机看SNS。

  　俺と桃果は席が前後なのでそのまま二人揃って自分らの席に座る。隣の席に挨拶を交わし、スマホを開いてSNSを見る。

  

  

  「呐呐，小依依」

  「ねね、小依」

  「什么」

  「なに」

  「我想画的画，可以用小依依当模特吗？」

  「描こうとしてる絵なんだけどさ、小依をモデルにしてもいい？」

  「……要看是什么样的画」

  「……どういう絵なのかによる」

  「我想画成即落两格漫画！上一格是被青梅竹马骂得狗血淋头，下一格是几分钟后被推倒，一边被强吻一边被侵犯，一边用微弱的声音说“笨蛋……”！用平假名！」

  「即落ち二コマみたいな感じにしたい！　上のコマで幼馴染に口汚く罵倒してるんだけど、下のコマで数分後、押し倒されてキスハメされながら弱々しい声でばかぁ……って言うの！　ひらがなで！」

  「请不要这样」

  「やめてください」

  「然后，付费版是大肚子……怀孕版的」

  「でね、有料差分でボテ腹……妊娠した場合の差分とか」

  「真的请不要这样。把模特换成结乃，真的」

  「本当にやめてください。モデル結乃に変えろ、まじで」

  「她是病娇地雷系傲娇青梅竹马！」

  「メンヘラ地雷系ツンデレ幼馴染なの！」

  「……那，如果把头发染色，或者不画耳环，这种感觉的话可以」

  「……じゃあ、髪色染めるとか、ピアス描かないとか、そういう感じにしてくれるならいいよ」

  「不要！我是写实派的！」

  「やだ！　あたしは写実派なの！」

  「虽然我很高兴你愿意画……但对方的模特呢？」

  「描いてくれるのは嬉しいけど……相手役のモデルは？」

  「水濑君」

  「水瀬くん」

  「看吧！你脑子里的东西太恶心了！绝对不行！！！」

  「ほら！　お前頭ん中グロいんだもん！　絶対駄目！！！」

  「没办法，分区吧。我放到过激用账号上」

  「仕方ない、ゾーニングするよ。過激用垢に上げるからさ」

  「画完之后会给我看的吧！？」

  「完成したら見せてくるやろ！？」

  「当然！」

  「勿論！」

  「你打算破坏我的精神吗」

  「私の精神破壊する気なんかお前」

  「你不是说被当成模特很高兴吗」

  「モデルにされるの嬉しいって言ってたじゃん」

  「这要看情况啊笨蛋」

  「ケースバイケースだわアホ」

  「切，不行啊——」

  「ちぇっ、ダメかー」

  

  

  　桃果遗憾地嘟囔着，把从包里拿出的iPad放在桌子上。看来成功阻止了变态画家的暴行，太好了太好了。

  　残念そうにそう呟き桃果はカバンから出したiPadを机に置いた。変態絵描きの凶行は阻止出来たみたい、よかったよかった。

  

  

  「那，就把这份热情发泄在病娇地雷系青梅竹马和中性辣妹的黏黏糊糊百合色图上吧」

  「それじゃ、メンヘラ地雷ちゃんとボーイッシュギャルちゃんのズブズブ百合えち絵にこの情熱はぶつけるとしよっかな」

  「嗯，等等。你有得到模特的许可吗？」

  「うん待って。それちゃんとモデルに許可得ましたか？」

  「结乃说可以哦？还说“把我画得乱七八糟吧！”」

  「結乃はいいよって言ってたよ？　めちゃくちゃにしちゃって！　って言ってた」

  「我的许可呢！？话说那个人也太起劲了吧！？」

  「私の許可はぁ！？　てか乗り気すぎないあの人！？」

  「还说画成双性人也可以，真是宽容啊」

  「ふたなりにしてもいいって言ってたし寛容だよね」

  「太宽容了吧」

  「寛容すぎるだろ」

  「说不定会有危险哦？」

  「身の危険かもね？」

  「诶……好可怕……」

  「えぇ……怖ァ……」

  

  

  　留下令人毛骨悚然的话后，桃果开始着手画已经画了一部分的插画。嘛，色情的话可以用所以倒是无所谓，但我觉得还是不要以现实的人为模特画那种图比较好……。

  　不気味な事を言い残すと既にある程度描かれていたイラストに着手していく桃果。まあ、エロいなら使えるからいいんだけど、現実の人モデルにしてそういう絵を描くのはやめた方がいいと思うな俺は……。

  

  　话说，在桃果来之前水濑好像想说什么。她想说什么呢。而且她还说“还有一件事想说”，所以肯定是和我本人有关的事。

  　というか、桃果がやってくる前に何か言いかけてたよな、水瀬のやつ。何が言いたかったんだろ。あと一つしておきたい話、なんて言い方してたし俺本人に関わる話なのは確かだよな。

  

  　虽然有点在意，但我不想主动接近水濑，所以决定不去想。反正也不是什么大不了的事。

  　少しだけ興味があるが、自分から水瀬に近付くとかしたくないので考えない事にした。どうせ大した話じゃないしな。

 
  18話「自販機」

  第18话「自动贩卖机」

  　到了中午，我正准备剥香蕉皮吃午饭时，突然想喝平时不喝的饮料。好想喝甜的碳酸饮料。大概是因为看了辣到舌头失去痛觉的激辣YouTuber直接吃喝各种香料的短视频吧。

  　昼になり、昼食のバナナの皮を剥こうとしたら無性に普段飲まないものを飲んでみたくなった。甘い炭酸飲料とか、飲みたい。舌の痛覚が終わってる激辛YouTuberが色んな香辛料をそのまま食べたり飲んだりするショート動画を見ていたからだろう。

  

  　唔～好想吃甜食。虽然有点麻烦，还是下到一楼的自动贩卖机买果汁吧……

  　むーん、ジャンキーな甘味が欲しい。少々面倒くさいが、1階まで降りて自販機でジュース買うか……。

  

  

  「我去买饮料，你们要喝什么？」

  「ちょっち私飲み物買ってくる。二人はなんかいる？」

  「怪物！」

  「モンスター！」

  「没有啦。」

  「無いわ」

  「粉红色的怪物。」

  「ピンクのモンスター」

  「就说没有了。要去便利店买吗？」

  「無いって。コンビニ行けってか」

  「附近就有全家啊。」

  「すぐ近くにあるじゃんファミマ」

  「太会使唤人了吧。为什么非得离开学校一趟啊。喝ZONE的可以吗？」

  「パシリすぎるやろ。なんで一度学校外に出ないとなんないのさ。ZONEでいい？　二人とも」

  「我不要。」

  「好きくなーい」

  「我要葡萄汽水。」

  「私は葡萄のシュワシュワね」

  「我要午后红茶！奶茶！」

  「私は午後ティー！　ミルクティー！」

  「桃果，就说没有了。结乃要葡萄汽水对吧。那桃果就喝那个吧，西红柿汁。」

  「うんだから、無いんだって桃果。結乃は葡萄シュワシュワね。じゃあもう桃果はあれな、トマトの缶ジュースな」

  「呃！那我要清爽的！」

  「げぇ！　じゃあさらっとの方ね！」

  「不，是整体都很红的那个。」

  「んーん、全体的に赤い方ね」

  「真的不要！！就算给我我也不喝哦！？」

  「まじでいらない！！　貰っても飲まないからね！？」

  

  

  　桃果一边画画一边惨叫。绝对要让她喝，最后再撬开她的嘴硬灌进去。这是捉弄人的惩罚。

  　桃果は絵を描きながら悲鳴をあげていた。絶対飲んでもらお、最終口開けさせて強引にぶち込もう。人をからかった罰だ。

  

  

  「呼啊啊啊啊啊……」

  「ふわぁ〜あ、あふ……」

  「好大的哈欠啊冬浦。你没睡吗？」

  「でかいあくびだなあ冬浦。寝てないのか？」

  

  

  　我打了个大哈欠。

  　大きなあくびが出た。

  

  　我一脸呆滞地走下楼梯，擦肩而过的现代社会老师向我搭话。

  　間抜けな顔をしながら階段を降りていたら、すれ違った現代社会の先生に声を掛けられた。

  　这个人和其他老师不同，和学生的关系很亲近，所以就算被搭话也不用紧张，这点很好。虽然希望他不要在上课时推销自己乐团的CD，但除此之外我觉得他是个很好的老师。

  　この人は他の教師より生徒と気安い関係性を構築しているから話し掛けられても身構えなくて済むからいい。授業中に自分のバンドのCDを推し売ろうとするのは勘弁してほしいが、そこを除いたらとても良い先生だと思う。

  

  

  「最近没什么睡啊，沉迷于游戏。」

  「最近あんま寝れてないんですよねー。ゲームにハマっちゃって」

  「不好好睡觉的话，不管过多久都还是个小鬼哦。」

  「しっかり寝ないといつまで経ってもチビのまんまだぞー」

  「啰嗦。我才15岁耶？完全还在成长期。」

  「うるさいな。まだ15歳っすよ？　全然これからだし、成長期」

  「要是你这么想而疏忽大意，一辈子都会是个小鬼哦。根据是我。」

  「て言って油断してたら一生チビのままになるんだよなあ。ソースは俺」

  

  

  　什么啊，自己说这种话不会觉得可悲吗？话说，有160公分的话已经算高了吧，比我高多了。是其他男人太像巨人了。

  　なんだそりゃ、自分で言ってて悲しくならないのか。というか、160センチあるならもうでかいでいいじゃん。俺なんかより全然でかいし。他の男が巨人なんだよ。

  

  

  「好好睡觉啊。你交的作业上写了一堆莫名其妙的单词，睡迷糊过头了。」

  「ちゃんと睡眠は取れよ。お前が提出した課題、意味の分からない単語ばっかり書いてあったからな、寝ぼけすぎだ」

  「我没有睡迷糊，是想搞笑。」

  「寝ぼけてないです、ウケ狙ったんですけど」

  「搞错重点了笨蛋。为什么考试能好好回答，交作业时却一直耍宝啊你。」

  「趣旨が違うわバカ。なんでテストはちゃんと答えてたのに提出課題でボケ倒すんだよお前」

  「老师每次都会好好吐槽我耍宝的地方，我很开心所以就忍不住了。」

  「先生ちゃんとボケに一個一個コメントくれるもん。嬉しいからつい」

  「拜托你偶尔认真点写作业好吗……」

  「頼むからたまには真面目に課題に取り組んでくれよ……」

  

  

  　老师轻轻敲了下我的头，走向教职员室。

  　先生は俺の頭にコツンと軽く拳を当て、職員室の方へ歩いて行った。

  

  　我来到一楼，没经过鞋柜，直接穿着室内鞋从教职员入口走到外面，快步走向自动贩卖机。

  　1階に着き、下駄箱を介さず職員入口から上履きのまま外に出て時短で自販機の元まで歩く。

  　校舍中庭那边的自动贩卖机被情侣和臭屁男生集团包围，所以我不会去那边。情侣只是让人不爽而已，所以还好，但男生集团会过来搭话，或是看着我窃窃私语。两边都很烦人。

  　校舎の中庭側の自販機はカップルとイキリ男子の集団に囲まれているから行かない。カップルはまだムカつくだけだからいいけど、男子の集団いると声掛けられるかこっち見てヒソヒソ会話されるもん。どっちもくそウザイんだよな。

  

  　我来到自动贩卖机前，拿出钱包买饮料……

  　自販機の前に着き、財布を出して飲み物を……。

  

  

  「……在包包里啊。」

  「……鞄の中じゃん」

  

  

  　呃，蠢到爆笑。我根本没带钱包。

  　いや、馬鹿すぎて草。俺、財布持ってなかったわ。

  　我被桃果和结乃的对话吸引注意力，以为自己把钱包塞进口袋了。结果从口袋里只拿出手机，我垂头丧气。

  　桃果と結乃の会話に気を取られて財布をポケットに突っ込んだもんだと思ってた。ポケットから出てきたのはスマホのみ、項垂れた。

  

  　说起来，就算没把手伸进口袋，从开襟毛衣的感觉应该也能察觉才对。裙子折起来所以不能用口袋，开襟毛衣的口袋扁扁的，应该能察觉钱包不在里面。为什么我没发现啊。

  　てかそうだよな、手なんか突っ込まなくてもカーディガンの感じで普通気付く筈だよな。スカートは折ってるからポケット使えなくなってるし、カーディガンのポケットがぺたんこだったら財布は入ってないって気付ける筈なんだよ。なんで気付かないんだ俺。

  

  

  「好累……」

  「だるぅ〜……」

  

  

  　我懒得再爬回二楼，当场蹲了下来。自动贩卖机底下有没有零钱……没有啊。唉～

  　上まで戻って往復するのが怠くてその場で膝を曲げヤンキー座りをする。自販機の下に小銭とか……無いなぁ。はぁ〜。

  

  

  「咦？是小依啊，你在做什么？」

  「あれ？　小依くんだ、何してんの？」

  

  

  　我看着地面逃避现实，这时有个男人叫了我的名字。我往声音传来的方向看去，果然是水濑。

  　しばらく地面を見て現実逃避していたら俺の名を呼ぶ男が現れた。声のした方を向くと、やはりそこには水瀬が居た。

  

  

  「又要说巧遇吗？我们碰面的次数也太巧了吧。」

  「また奇遇だって言うのか。偶然鉢合わせすぎだろ俺ら」

  「啊哈哈，的确。难道小依在跟踪我？」

  「あはは、確かに。もしかして小依くん、僕の事ストーキングしてる？」

  「我为什么要跟踪你啊。你快滚啦。」

  「なんで俺がお前のストーカーなんかしなきゃなんないの。しゃしゃんなよてめぇ」

  「好过分……所以你蹲在这里做什么？」

  「酷い物言いだな……それで、何してるの？　そんな所でしゃがんで」

  「我想买饮料，结果失败了。」

  「飲み物買おうとして挫折した」

  「我还是第一次看到有人被自动贩卖机打败。」

  「自販機を相手にして挫けてる人なんて初めて見たなぁ」

  「唉……我把钱包忘在二楼了。要回去二楼真的好麻烦……」

  「はぁー……財布、上に忘れてきたんだよ。二階まで戻んのマジでめんどいくそうざい……」

  「原来如此。」

  「そういう事か」

  

  

  　听完我的说明，水濑站在我身后，往自动贩卖机投了硬币。

  　俺の説明を聞くと、水瀬はしゃがんでいる俺のすぐ後ろに立って自販機に硬貨を投入した。

  

  

  「你想喝什么？」

  「どれが飲みたいの？」

  「……啊？」

  「……あ？」

  「我请你。」

  「奢ったげるよ」

  「啊？为什么？不用啦。」

  「は？　なんで。いいよ別に」

  「别客气。我可是有收入的高中生。」

  「遠慮しないで。僕収入あり高校生だし」

  「可是你今天早上才请我吃冰，连饮料都请的话，我未免也吃太多你请的了吧？」

  「いや、今朝だってアイスくれたじゃん。ジュースまで奢ってもらったら流石に俺奢られすぎじゃない？」

  「结果你在麦当劳不是还我一千圆吗？所以，我还在跟你道谢。」

  「マクドナルドで結局1000円僕に返したじゃん。だから、お礼の件はまだ続行中なんだよ」

  「咦……」

  「えぇ……」

  

  

  　什么跟什么啊。说什么还你，当时这家伙想聊的话题让我心里的创伤差点复发，所以我才会反射性地泼他水。之后我因为精神上的反作用力而产生罪恶感，所以才把钱还他，当作是赔罪。我希望他默默收下，把那天的事全部忘掉。

  　なんだそりゃ。返したってか、あの時はコイツのしようとしてきた話題にトラウマが再発しそうになって反射的に水掛けちゃったから。その後のメンタルの反動によって芽生えた罪悪感から金を渡した、詫び代みたいなもんだから。黙って受け取ってその日の話は全部忘れて欲しいのだが。

  

  

  「你的心意我很高兴，但当时是我泼你水，你就当作是赔罪收下吧。你什么都想请我，不是道谢，只是把我当成跑腿小弟而已。」

  「気持ちは嬉しいけどよ、あの時は俺がお前に水をぶっ掛けたんだからその謝罪代として受け取っとけよ。なんでも奢ろうとするのはお礼とかそういうのじゃなく、単なるパシリに成り下がるだけだぞ」

  「嗯……不过这次还是我请客。」

  「んー……でもやっぱり今回は奢るよ」

  「为什么啊？」

  「なんでだよ」

  「回教室再回来这里很麻烦吧？而且饮料不到两百圆，我完全不在意。」

  「二度手間だろ？　教室に戻ってまたここに戻ってくるのは。200円にも満たない程度なら全然気にならないしさ」

  「还有桃果和结奈的份，会超过一百圆哦？」

  「桃果と結乃の分もあるからワンコイン以上かかるけど？」

  「没关系。我帮你拿。」

  「構わないよ。てか運ぶの手伝うよ」

  「在你眼中，我看起来连三罐饮料都拿不动吗？」

  「お前の目には俺が飲み物三つも持てないように見えてんの？」

  「感觉你会失去平衡，让碳酸饮料掉下去。」

  「バランス崩して炭酸飲料落としそうだなって印象はあるかな」

  「太小看我了吧。才不会掉下去。」

  「舐められすぎだろ。落とさねえわ」

  

  

  　这家伙真没礼貌。

  　失礼な奴め。

  

  　结果不管我怎么说，水濑都打算请我喝饮料，所以我拗不过他，让他请了三人份的饮料。我拿着结乃点的气泡葡萄汁和我的可乐，桃果的西红柿汁则用手肘夹在胸口和手肘之间，然后站起身。

  　結局水瀬にはどう言っても俺の飲み物代を奢るつもりでいたので、根負けして三人分の飲み物を奢ってもらった。結乃の頼んだシュワシュワ葡萄ジュースと俺のコーラは手で持ち、桃果のトマトジュースは肘に乗せて胸と肘で挟むようにして立ち上がる。

  

  

  「嘿咻。抱歉啊，水濑，改天再……呀！？」

  「よいしょ。悪いな水瀬、この礼はまた……ひゃっ！？」

  「嗯？」

  「ん？」

  

  

  　西红柿汁的罐子发出喀啦喀啦的声音掉到地上。我和结乃的碳酸饮料也掉在地上，气泡不断往上冒。

  　ガランガランと音を鳴らしてトマトの缶ジュースが地面に落ちた。俺と結乃の分の炭酸飲料も地面に落ち、シュワシュワと泡が上に溜まっていた。

  

  

  「啊——我就说吧……」

  「あー、ほら言わんこっちゃない……」

  「是、是你害的吧！」

  「お、お前のせいだろ！」

  「咦？我？为什么，我做了什么？」

  「へ？　僕？　なんで、なんかした？」

  「因为……！」

  「だって……！」

  

  

  　因为太近了。我往背后一看，水濑的胸膛近到鼻子都快贴上去了，抬头一看，水濑的脸就在眼前，害我吓了一跳。

  　近かったんだもん。背後見たら鼻にくっつきそうな距離に水瀬の胸板が合って、上を見たらすぐ近くに水瀬の顔があってビックリしてしまった。

  

  　心脏怦怦直跳，对心脏真不好。可恶。这家伙明明知道我怕这种吓人的把戏，神经到底多大条啊？个性也太差了吧。

  　心臓がバクバク鳴ってる、まじで心臓に悪いわ。クソが。こっちがそう言う脅かしに弱いって知ってるくせにコイツ、どんな神経してんの？　性格悪すぎだろ。

  

  

  「你别靠我这么近！」

  「お前あんま俺に近付くなよ！」

  「哦哦，这句话真伤人……刚才明明是小依同学自己靠过来的。」

  「おおうすごい傷つくセリフ……さっきは小依くんの方から僕に詰め寄ってきたのに」

  「我靠过去和你靠过来不一样！！」

  「こっちが詰め寄るのとそっちが近付くのはちげぇから！！」

  「真不讲理啊～比起这个，得捡饮料才行。罐子我来拿吧。」

  「理不尽だなぁ〜。それより飲み物拾わないと。缶の方は僕が持つよ」

  

  

  　水濑捡起掉在地上的气泡葡萄汁和西红柿汁，把葡萄汁递给我。然后他直接去买自己的茶，对我说「走吧」。

  　水瀬が転がっていったシュワシュワ葡萄ジュースとトマトの缶ジュースを拾い、葡萄の方を俺に渡してきた。そのまま自分の分のお茶を買い、「行こっか」と言ってきた。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　我看着走在前面的水濑。为什么我会这么常遇到这家伙呢？他该不会真的在跟踪我吧？如果是这样就太恶心了，不过这家伙感觉很受欢迎。看起来不像对异性有扭曲的情感，也不像会去当跟踪狂。

  　少し前を歩く水瀬を見る。なんでこんなにこいつと遭遇するんだろうか、まさか本当にストーカーしてる訳じゃないよな？　それだったらかなりキモイが、コイツ別に普通にモテそうだしな。ストーカーをする程異性に対し歪んだ感情を持ってたり拗れてたりするようには見えない。

  

  

  「怎么了？」

  「なに？」

  「……咦？」

  「……えっ？」

  「你一直盯着我看。」

  「ずっと僕の顔見てるけど」

  「我才没看。」

  「見てねえよ」

  「这借口太牵强了。」

  「無理があるなそれは」

  「…………水濑你中午都去那台自动贩卖机买饮料吗？」

  「…………水瀬はいつもあの自販機で飲み物買ってんの？　昼」

  

  

  　我随便找了个话题。

  　テキトーな雑談に舵を切らせる。

  　水濑有换室外鞋才来自动贩卖机，所以直接换回室内鞋。我是穿着室内鞋出来的，所以稍微把鞋底的沙子拍掉。

  　水瀬はしっかり外靴に履き替えてから自販機まで来ていたのでそのまま上履きに履き替えている。俺は上履きのまま外に出たので少しだけ靴裏同士をパンパンと叩いて小石等を落とす。

  

  　拍完沙子后，我重新穿好鞋子，但脚步有点不稳，水濑立刻扶住我的肩膀。

  　小石を落とす作業を終えて靴を履き直そうとしたら一瞬よろけたが、水瀬がすぐに肩を支えてくれた。

  

  

  「……谢谢。」

  「……ありがと」

  「不客气。走得动吗？」

  「どうも。行ける？」

  「嗯。」

  「うん」

  

  

  　我穿着室内鞋在走廊上走着。水濑似乎很开心地开始说了起来。

  　上履きをちゃんと履いて廊下を歩く。水瀬はなんだか楽しそうな様子で話を始めた。

  

  

  「关于刚才的话题，我中午基本上每天都会去那台自动贩卖机。就算在便利店买了瓶装饮料，到中午之前也会喝完一瓶」

  「さっきの話だけど、昼は基本毎日あの自販機に言ってるよ。コンビニでペットボトル買っても、昼までには一本飲みきっちゃうからさ」

  「好厉害。你嘴里是沙漠吗」

  「すご。口ん中砂漠じゃん」

  「水和茶之类的不是会咕嘟咕嘟地喝下去吗？我想大概是因为这个吧」

  「水とかお茶って何故かガブガブ入るじゃん？　だからだと思うな〜」

  「我不会咕嘟咕嘟地喝」

  「ガブガブいきませんけど」

  「是吗？感觉好可爱啊」

  「そうなの？　なんか可愛いね」

  「嗯，你突然说什么呢，好恶心」

  「うんいきなりどうしたお前キモ」

  「没有奇怪的意思。想象一下小依依小口小口喝饮料的样子，感觉就像小猫小狗在喝饮料一样」

  「変な意味じゃなくて。飲み物をチビチビ飲んでる小依くん想像したら、なんか小さな猫とか犬が飲み物飲んでるように見えるんだろうなって思ってさ」

  「这不是奇怪的意思吗。这不是恶心的妄想吗」

  「変な意味じゃん。普通にキモい妄想だったじゃん」

  「是是是，对不起。小依依是小动物，但也是刺猬啊」

  「はいはい悪ぅござんした。小動物は小動物でもハリネズミなんだよなー、小依くん」

  「谁是刺猬啊」

  「だーれがハリネズミじゃ」

  

  

  　真没礼貌，我明明是这么清爽的直发。用刺猬来称呼我不是很合适吗。完全没有要素吧。

  　失礼な、こんなにサラサラした直毛ストレートヘアしてんのに。ハリネズミの名を冠するのは不適切だろ俺の場合は。要素皆無だろうが。

  

  

  「啊，小依依，欢迎回来！」

  「あ、小依おかえり〜！」

  「嗯。水濑在中途帮我搬了东西」

  「あい。途中で水瀬にも運ぶの手伝ってもらったわ」

  「哦，这不是小依依的老公吗，你好」

  「お、こよりんの旦那じゃんちわ〜」

  「你好！」「喂，你个笨蛋，好好吐槽啊，才不是老公」

  「どうも！」「おい旦那じゃないってちゃんと突っ込めよアホ」

  

  

  　在水濑的帮助下，我们把饮料搬回教室，放在桌子上。结乃一看到水濑就立刻向她搭话。我戳了戳想搭结乃便车的水濑。这种恶作剧请在别的地方做。

  　水瀬に手伝ってもらいながら飲み物を教室まで運び、机の上に置くと結乃がいの一番に水瀬に声をかけた。結乃の言葉に便乗しようとする水瀬を小突く。そういう悪ノリはよそでやってくれよ。

  

  

  「那我先走了。再见，你们三个」

  「それじゃ、僕はもう行くね。またね三人とも」

  

  

  　和我以外的两人聊了几句后，水濑说要去别的地方露个脸，就离开了教室。

  　俺を除いた二人と少し会話を交わした後、水瀬は別の場所にも顔を出すと言って教室から出ていった。

  

  

  「呐，小依」

  「ねえ小依」

  「怎么了？」

  「なんですか」

  「你居然和现充在一起！还一起进教室！你是不是在后山啊！！」

  「リア充だったの！　一緒に教室に入ってきちゃってさ！　裏山なんですけど！！」

  「请不要连续使用过时的词汇。我和那家伙只是偶然在楼下遇到而已」

  「死語の連続使用辞めてください。あいつとは偶然下で会ったんだよ」

  「我们也想遇到偶然遇到后请我们喝饮料，还帮我们搬饮料的男生啊」

  「偶然会ってジュース奢ってくれて運ぶのも手伝ってくれるような男子と出会いたいよな〜私達も」

  「就是啊！！我也想要一个能画背景，能马上回应我的要求，绝对不会画得比我更细致的朋友！」

  「ほんっとだよ〜！！　背景を描けてあたしのオーダーにもすぐ応えられるて、決してあたし以上に細部を細かくを描き込めたりしないぐらいの上手さの絵のアシスタント友達が欲しい！」

  「桃果想要的是个能为同人活动做牛做马的人吧。我觉得她和结乃的认知不一样」

  「同人活動用の馬車馬確保じゃん。桃果のは多分結乃とはまた違った認識だと思うわ」

  

  

  　「就是就是！我的画可以画得更过激哦！」结乃也跟着向桃果发起抗议。这里是日本，过激是不行的。

  　結乃は俺の言葉に便乗し、「そーだそーだ！　私の絵はもっと過激でもいいぞ！」と桃果に向けてボイコットをしていた。ここは日本である。過激でいいはずが無い。

  

  

  「话说，水濑君明显对你有意思吧」

  「てかさ、水瀬くんってあれ明らかにあんたに気があるよね」

  「哎？……对我？」

  「え？　……桃果に？」

  「为什么是我啊。怎么想都是对小依吧」

  「なんであたしなんだよ。どう考えても小依にでしょ」

  「对对……呜哇！？这是什么啊，小依依？」

  「そうそう。……ってうわ！？　なにこれ〜、こーよーりーん？」

  

  

  　结乃接过饮料喝了一口，结果被碳酸饮料呛得两手都湿了。真可怜。

  　俺から受けとった飲み物を飲もうとした結乃が炭酸にやられて両手がびちゃびちゃになっていた。可哀想。

  

  

  「你胆子不小嘛」

  「いい度胸してんじゃん」

  「等等结乃，至少把手洗了再过来吧？我现在有点不想碰你！」

  「待って結乃、せめて手を洗ってからこっち来て？　今はちょっと嫌かも！」

  「开什么玩笑！我要把这粘粘的东西抹在小依的脖子上！！」

  「ふざけんな！　このベタベタを小依の首筋に付けてやる！！」

  「呀！？真的不要，别过来！」

  「ぎゃー！？　本当に嫌だ、来るなあ！」

  

  

  　我全力逃离伸出双手追过来的结乃。脖子上沾上甜腻腻的东西简直太可怕了。我脖子很敏感，自残的时候也没在脖子上留下任何痕迹，所以很讨厌被什么东西碰到。我认真地全力逃跑。

  　両手を突き出し追いかけてくる結乃から全力で逃げる。首筋に甘味のベタベタなんてとんでもない。自傷行為していた時も首筋には何も出来なかったくらいには首が敏感でものが触れるのが嫌いなのだ。本気の全力で逃げる。

  

  

  「灵感降临了！！！」

  「インスピレーションが降りた！！！」

  「喂，桃果好像又灵光乍现了！不用问她内容吗结乃！？」

  「おいまた桃果がなんか閃いたっぽいけど！　内容聞かなくてもいいの結乃！？」

  「她说要画我和小依依的伪娘蕾丝边做爱图」

  「私とこよりんでふたなりレズセックス絵描くんだってさ」

  「你已经知道了吗！？还有你为什么同意了！？感觉会被诅咒啊！！」

  「事前に把握済み！？　あとなんでそんな呪物の作成にOKを出した！？　呪われそうなのだが！！」

  「没事，我也喜欢咒术回战」

  「大丈夫、私も呪術廻戦好きだし」

  「你在说什么！？　别过来，和我无关！」

  「何の話！？　関係ねえわこっち来るなぁ！」

  

  

  　我继续全力逃离结乃的猛攻。我拼了命地逃，最后把香蕉皮扔到她脚边才得以脱身。香蕉皮真的会让人滑倒啊，我还是第一次看到人瞬间浮空的样子，感觉有点好玩。

  　尚も全力で追っかけてくる結乃の猛攻から逃げる。命からがら逃亡し、最後はバナナの皮を足元に投げることにより事なきを得た。バナナの皮って本当に滑るんだね、人が一瞬浮くのを初めて目にした。ちょっと楽しそうだった。

  

  　说起来，我忘记问她为什么会说出水濑对我有意思这种妄言了。下次得问问她为什么会产生这种错觉……。

  　そういえば、何故水瀬が俺に気があるなどという妄言を口にしたのか問いただすの忘れていたな。今度何故そのような錯覚を覚えたのか問いただしてみないとな……。

  

  

  「我摸！」

  「タッチ！」

  「呀啊！？」

  「ぎゃはーっ！？」

  

  

  　我一个疏忽，结乃粘粘的手就从背后伸过来贴在我的脖子上。好恶心好恶心！！！我马上冲进厕所用水把粘粘的东西洗掉。有效果了，确实洗掉了。

  　油断していたら結乃のべとつく手が背後から迫り俺のうなじあたりにベタっと付いた。気持ち悪い気持ち悪い！！！　俺はすぐにトイレに直行し水でベタベタを洗ってみた。効果あり、着実に落としていく。

  

  

  「呐，小依依」

  「ねえこよりん」

  「怎么了？」

  「はい？」

  「接下来可以摸脸吗？」

  「次は顔に行っていい？」

  「抱歉，我可能会揍你」

  「ごめんね、多分殴っちゃうと思う」

  「求之不得！」

  「望む所！」

  「为什么啊！？」

  「なぁーんで！？」

  

  

  　结乃追到厕所里想摸我的脸，我拼命抵抗。放过我吧！！！

  　トイレにまで来て俺の顔をぺたぺた触ろうとする結乃に必死に抵抗する。勘弁してくれ〜〜！！！

 
  19話「ガタンゴトン」

  第19话「哐当哐当」

  『我搭上电车了，预定30分钟后到！』

  『今電車乗った、到着予定30分後！』

  

  

  　我用手机传了信息给桃果后，把手机收了起来。平常出门时我都会戴耳机听音乐，但耳机线好像断了，音乐放不出来，只好呆呆地望着窗外。

  　桃果とのトーク画面にそう送りスマホを閉じる。普段出掛ける時はイヤホンを差し音楽を聴いていたのだが、中身が断線したのか音楽が流れなくなってしまったので仕方なくボーッと窓の外を眺める。

  

  　或许是因为离我家最近的车站比较靠近市中心，明明是假日的下午，电车里还是挤满了人。我不想碰到不认识的人，所以尽量往车厢的角落缩起身子。

  　最寄り駅が都会寄りだからか休日の昼過ぎなのに人が沢山乗っている。知らない人の体に当たりたくないので出来るだけ車内の隅の方に行き身を小さくする。

  

  

  「然后啊，那家伙之前……」

  「でさー、アイツこの前」

  「这样还敢自称是社会人士啊！」

  「そんなんで社会人名乗れるのかよって話なんだよ！」

  「最近真的很多垃圾般的野生种耶，真是战犯。」

  「まじ最近ゴミみたいな野良増えてるよなー、戦犯が」

  

  

  　电车里会听到各种各样的人讲私事，所以我不是很喜欢。虽然我也是这样，但人跟好朋友聊天时，不知为何语气会比较强烈，思想也比较强硬，感觉很烦。

  　電車の中は様々な人達のプライベートな会話が耳に入ってくるから好きじゃない。俺もきっとそうだけど、仲のいい人間と会話してる時の人って何故か口調強かったり思想が強かったり押し付けがましかったりして耳障りなんだよな。

  

  

  「之前搭讪的女人是口罩诈欺啊。」

  「この前ナンパした女マスク詐欺だったわー」

  「真的假的！我们明明很弱小，干嘛那么兴奋啊！不会看气氛的家伙真的很讨厌耶～」

  「まじそれ！　ウチら弱小なのに何盛り上がってんのってね！　空気読めない奴ほんまきしょいよね〜」

  「因为长得可爱就不用努力，才会犯那种初步的错误吧。结果一说教就哭，别太天真了。」

  「可愛い顔してるからって努力した事ないからあんな初歩的なミスをするんだろうな。挙句説教したらすぐ泣くのよ、甘ったれるなってな」

  「那家伙又在直播了？你也太把客套话当真了吧！明明就没有人觉得你的话有意思，你都不会发现你只是被当成笑柄吗？」

  「またアイツ配信してんの？　お世辞を真に受けすぎじゃん！　誰もお前の話なんて面白いって思ってないってのにねー？　見世物にされてるだけって気付かないのかなー」

  

  

  　……传进耳里的谈话内容，负面情绪的比例实在太高了。大概是因为我太自卑，才会老是听到这种话题吧。

  　……耳に入ってくる話題の負の感情比率が高すぎる。俺が卑屈だからそういう話題ばかり耳に入ってくるのだろうな。

  

  

  「我随随便便搞上的女人，竟然给我摆出一副女朋友的嘴脸。」

  「軽い気持ちでヤッた女が勝手に彼女面し始めてよ」

  「吃完饭后要干嘛？去乐天10杀时间？」

  「飯行ったあとどうするん？　ラウワンで時間潰す？」

  「那个强暴案啊……」

  「あのレイプの事件さー」

  

  

  　……

  　…………。

  

  　我的手指在发抖。没关系，没关系，这些事跟我无关，没有人看着我。

  　指が震える。関係ない、関係ない。俺には何と関係ない、誰も俺の事を見ていない。

  

  

  「啊，喂，敷岛——？到站了。」「呼！呼、呼、呼、呼……！」

  「あ、おい敷島ー？　駅着い」「はぁっ！　はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……っ！！」

  

  

  　不知不觉间，我已经捂住耳朵，呼吸变得粗重。我站在老弱妇孺专座旁边喘气，让四周的人担心，或以看着某种莫名其妙的东西似的视线聚集在我身上。

  　気付いたら俺は耳を押えて荒い呼吸をしていた。優先席の横で頭を荒い呼吸をする俺に心配そうに、或いは得体の知れないものを見るような目線が集まる。

  

  　我想逃。但刚刚听到我名字的人们，却在现在停靠的车站下了车。我动弹不得。

  　逃げたい。なのに、今耳に入った名前の人らは今停まっている駅で降りた。動けない。

  

  

  「喂，她是怎么啦？」

  「ねぇ、どうしたんだろあの子」

  「是不是肚子痛？」

  「腹痛いんじゃね？」

  「你不是偷拍过她吗？去跟她讲几句话怎样？」

  「お前あの子盗撮してたやん、話しかけて来たら？」

  「不要讲那么大声！要是被她听到怎么办？而且我哪敢跟那么漂亮的美女说话啊？」

  「でかい声で言うなよ！　聞かれたらどうすんの、てかあんな美人に話しかけられるかよ」

  「呼、呼、呼、呼、呼、呼！！！」

  「はぁ、はぁ、はぁ、はぁっ、はぁっ、はぁっ！！！」

  

  

  　呼吸困难。视线刺痛。我用力闭上眼睛。手指发抖，双脚发抖，嘴唇发冷，蹲了下去。

  　息が苦しい。視線が痛い。目を強く瞑る。指が震えて足が震えて、唇の先が冷たくなって蹲る。

  

  

  「那、那个，你没事吧？」

  「あ、あの、大丈夫ですか？」

  「我、没、事、呼、对不起、对不起！」

  「だ、い、じょうぶ、ですっ、はぁっ、ごめんなさい、ごめんなさいっ」

  「是、是吗……？」

  「そ、そうですか……？」

  

  

  　站在我背后的年轻大哥担心地问了我一声，但我知道要是他碰了我的肩膀，我就会陷入恐慌，所以拼命道歉，拉开距离。

  　すぐ背後にいた若いお兄さんが心配して声をかけてくれたが、肩を触られたらパニックを起こしてしまうことが分かったので必死に謝り倒して距離を置く。

  

  　电车停在下一站，我弹起来似的冲出电车，快步找到车站的厕所，冲进隔间，按住头。

  　次の小さな駅に停ると俺は電車から弾かれるように飛び出した。早足で駅のトイレを探して、個室に入り込んで頭を押える。

  

  

  「呜呜呜呜呜呜！呜、呜呜呜呜呜呜啊啊啊啊啊！」

  「ううぅぅぅぅっ！　ゔっ、うぅぅぅうぅあぁぁぁあっ」

  

  

  　我发出奇妙的呻吟声，拼命想把心中的恐惧感挤出来。我试图去除那种无法形容的毛骨悚然感，但肩膀到背部的僵硬感还是没有消失。好可怕，好可怕。

  　奇妙な唸り声を上げて必死に胸の中の怖い感じを捻り出そうとする。形容の出来ないゾワゾワとした不気味さを取り除こうとする、まだ肩から背中にかけての嫌な強ばりが取れない。怖い、怖い。

  

  　我明明说三十分钟后会到，却在厕所里待了十分钟左右。虽然没有哭出来，但一直发出毛骨悚然的声音，让我喉咙干渴。

  　30分後には着くと言ったのに10分くらいトイレの中に居た。泣く所までは行かなかったけど、不気味な声を上げ続けたせいで喉がカラカラだ。

  

  

  『抱歉，发生意外。我会送你到目的地。』

  『ごめん、トラブル発生。到着まで送れます』

  『OK！我跟结乃会合了！你照自己的步调来吧！』

  『おっけー！　こっちは結乃とは合流した！　自分のペースで来てね！』

  『抱歉，我迟到了。』

  『遅れてごめんなさい』

  

  

  　我用LINE向桃果道歉，也向结乃传了同样的信息，然后关掉手机。距离目的地还有四站。

  　桃果に謝罪のLINEを送り、結乃にもちゃんと同じ内容のLINEを送ってスマホを閉じる。目的駅まではあと四駅先。

  

  　没有耳机或聊天对象的话，我每次都会变成这样。不过这次是因为联想的单词和决定性的单词，差点陷入相当严重的恐慌。

  　イヤホンか喋り相手が居ないと毎回このザマだ。まあ今回は連想させる単語と、あと決定的な単語があったせいでかなり酷い方のパニックを起こしかけたが。

  

  　结果我还是没能完全克服那起事件的心理创伤。要是没有其他事情想，我马上就会陷入负面情绪。要是不住在日本，我绝对会嗑药。

  　結局あの事件のトラウマを完全には克服する事が出来なかった。他に考え事をしていないとすぐBADに入ってしまう。日本住みじゃなかったら絶対ドラッグに手を出してたなって我ながら思うよ。

  

  

  「唉……」

  「はぁ……」

  

  

  　哭的话妆会花掉，所以我尽量不哭。而且我也不想在哭的状态下和朋友见面。一旦哭出来，心情就会沉重一整天，没办法开心地玩。

  　泣いたらメイクがボロックソになるから極力泣かないようにする。てか友達と会うのに泣いた状態で会いたくないしね。一度泣き出すと一日は重い気持ちになるから楽しく遊べないし。

  

  　我尽量不看镜子，洗了手，深呼吸后走出厕所。

  　鏡を見ないようにして手を洗い、深呼吸をしてトイレを出る。

  

  　我再次搭上电车，再次占据出入口附近的墙角。这次乘客不多，虽然座位都坐满了，但幸好还有空位。

  　やってきた電車に改めて乗り再び出入口付近の壁の隅を陣取る。今度は人があまり乗っていなかった、まあ座席は埋まっているが。立っている人は空いてて良かった。

  

  

  「……真的假的。」

  「……まじかよ」

  

  

  　我正庆幸乘客不多，下一站就涌进了一大群人。因为我平常不搭电车，所以完全不知道哪里容易挤满人。电车里比刚才更挤，我将身体转向窗户，试图逃离人群的热气。

  　人が空いてて良かったと思っていたら次の駅で沢山人が乗り込んできた。普段電車に乗らないからどこで人が増えやすいのか全く知らなかった。電車内は先程よりもずっと人で溢れ、俺は窓側に体を向けて人の熱気から逃げようとする。

  

  

  (唉……真的糟透了。)

  (はぁ……まじ最悪)

  

  

  　挤成这样，连手机都没办法玩。为什么明明不是上下班的高峰时段，却有这么多人？是有什么祭典或活动吗……？

  　こんなにギューギュー詰めだとスマホもいじれない。なんで出退勤ラッシュでもないのにこんなに人がいるの？　なんかの祭りとかフェスとか……？

  

  　伤脑筋，真的挤得要命。这也挤得太夸张了吧，我跟别人背靠背。真讨厌，感觉很不舒服。

  　参った、本当にギューギューすぎる。流石に一気に詰まり過ぎだろ、他人と背中合わせになっている。嫌だなぁ、不快だ。

  

  

  「……」

  「……っ」

  

  

  　……嗯？好像有手肘顶着我的背。是故意顶过来的吗？什么嘛，又不是只有你一个人觉得挤。后面的人是谁啊？

  　……ん？　なんか、背中に肘が当たっている。当ててきている？　なんだよ、狭い思いしてるのはお前だけじゃないっつの。誰だよ後ろの奴。

  

  

  「咿！」

  「ひっ」

  

  

  　我往后面瞄了一眼，和一个戴着厚厚眼镜、穿着POLO衫的大叔对上眼。他立刻移开视线，但手臂却在我的腰上摸索。

  　チラッと後ろを見たら分厚い眼鏡をかけたポロシャツを着たおじさんと目が合った。彼はすぐに目を逸らしたが、腕で俺の腰をまさぐっている。

  

  　他似乎在寻找衣服的空隙。不久后，他找到了我T恤的下摆，手指滑了进去。

  　服の空いている部分を探しているようだった。やがて着ているTシャツの裾の部分を見つけると、するりとそこに指が入ってきた。

  

  

  (这、这是怎么回事？这家伙想干嘛！？)

  (な、なんなんだよこれ、コイツ何！？)

  

  

  　他一边用手指抚摸我腰部的肌肤，一边往我这边靠过来，膝盖顶在我的屁股上。我感觉到他不断摩擦我的屁股，裙子也慢慢被掀起来。

  　俺の腰の地肌を指で撫でながら、コチラに下がってきて尻に膝を当ててくる。グイグイと尻を擦り上げられてスカートがゆっくりめくれていくのが分かる。

  

  

  「……住手，救……不要……」

  「……っ、やめ、たす……やだ……」

  

  

  　我害怕得喘不过气，无法大声呼救。或许是因为刚刚才遇到色狼，当我察觉到他的行为时，心脏就像要跳出来一样，心跳加速，指尖也逐渐发冷。

  　恐怖で息が詰まって大きな声を出せない。さっきの今でこんな目に遭ったからか、その行為に気付いた瞬間心臓が飛び跳ねたように拍動を増し手先が冷たくなっていく。

  

  　谁来救救我，为什么我会遇到这种事？这样的想法在我脑海中盘旋。

  　誰か助けて、なんでこんな目に？　そんな考えが頭の中を駆け巡る。

  

  　一定是因为人多到无法动弹，才会遇到色狼。这我明白，但这种事根本无法避免。

  　きっとこんな、誰も身動きを取れないような人の数だったから痴漢に遭ってしまったのだろう。それは分かる、でもそんなの回避のしようがないじゃん。

  

  　如果保持沉默，不知道他会对我做什么。我应该立刻大声呼救，但我却把手放在电车门的玻璃上，拼命忍住想哭的冲动。

  　黙ってたらどんな事をされるか分からない。すぐに大声で助けを呼ぶべきなのに、俺は電車のドアのガラスに腕をつけて必死に泣きそうになるのを堪えていた。

  

  

  『下一站是……，下车请往左侧出口。』

  『次は〜……、……。お出口は左側となります』

  「！」

  「！」

  

  

  　电车广播了下一站的站名，我看到了一丝光明。我这边的车门好像会打开！这、这样的话就能马上逃走了！

  　次に到着する駅のアナウンスが鳴り、光明が差した。俺がいる側のドアが開くらしい！　そ、それならすぐに逃げられる！

  

  

  「……我也要在下一站下车。」

  「……自分も、次の駅で降りるよ」

  「！？不、不要……」

  「っ！？　や、やだ……」

  

  

  　摸我的男人把脸凑到我耳边，说出最糟糕的宣言。我绝望得双腿发软，靠在前面的车门上。

  　俺に触ってくる男が耳元に顔を近付けて最悪の宣言してきた。絶望感に足の力が抜けそうになり俺は前のドアにもたれかかる。

  

  　他的手已经摸到我的胸部附近，另一只手……这家伙竟然在用手机拍视频！

  　地肌に触れる手は胸の辺りまで登ってきている、もう片方の手は……スマホで動画を撮ってるのかコイツ！

  

  　我受够了，为什么偏偏今天会发生这种事……我这辈子再也不想坐电车了。为什么没人注意到！为什么……

  　もう嫌だ、なんで今日に限ってこんな事に……。電車なんてもう一生乗りたくない。何で誰も気付かないんだよ！　なんでっ……。

  

  　啊，眼泪流出来了。糟糕，不行，我要叫出来了。我拼命用手捂住嘴。

  　あっ、涙出てきた。やばい、駄目だ、声を上げてしまう。必死に手を口に当てて押さえる。

  

  　正常来说我应该要叫出来，但因为复健时期大声哭泣让周围的人退避三舍的阴影，让我拼命忍住不叫出来。

  　普通に考えたら声を出すべきなのに、大声で泣いて周りに引かれたり困らせたりしたリハビリ時代のトラウマのせいで必死に声を出すのを押さえてしまう。

  

  　电车门打开后，男人的手暂时离开了我的身体……他胯下的硬物不断顶着我的屁股。我无法动弹，只能颤抖着，这时他趁机把手伸进我的裙子里。

  　電車のドアが開くと一度男の手は俺の体から離れる。……股間の固いものをグイグイと俺の尻に押し付けてくる。そのまま動けずに震えていたら、出入りする人らからは死角になる方の手で俺のスカートに手を入れてきた。

  

  

  「咦？这不是小依吗？」

  「あれ？　小依くんじゃん」

  「！」

  「っ！」

  

  

  　就在他的手指即将伸进内裤时，突然有个下车的乘客向我搭话。是水濑。

  　パンツの下に指が入りかけた時、不意に降りた客の一人に声を掛けられた。水瀬だった。

  

  

  「几天不见，真巧呢～」

  「数日ぶりの奇遇だね〜」

  「水、水濑，救我！」

  「み、水瀬っ、たすけっ」

  「咦？哇，小依！？」

  「えっ？　おわっ、小依くん！？」

  

  

  　我什么都没想就扑进水濑的怀里，为了逃离身后的男人，我推着水濑往长椅的方向走。

  　何も考えずに水瀬の胸に飛びつき、背後の男から逃げる為に水瀬をグイグイと押してベンチの方へ行った。

  

  

  「怎、怎么了？」

  「ど、どうしたの？」

  「求你救救我。」

  「お願い助けて」

  「救、救你？……难道说，喂，你这家伙」

  「た、助けるって？　……まさか、おいあんた」

  「！」

  「っ！」

  

  

  　我闭着眼睛，不知道发生了什么。但我知道水濑察觉到我被痴汉骚扰，发现了我身后的男人，想要追上去。

  　何が起きていたかは目を瞑っていたから分からない。けれど俺が痴漢に遭っていたと察した水瀬が俺の背後に居た男に気付き追いかけようとしたのは分かった。

  

  　我听到男人逃跑的脚步声，拼命抱住想要追上去的水濑。

  　走って逃げていく音、それを追おうとする水瀬を必死に抱き留める。

  

  

  「等等，小依！刚才那是」

  「ちょっ、小依くん！　今のって」

  「别管了！别丢下我！」

  「いいから！　置いてかないで！」

  「咦？……小依」

  「え？　……小依くん」

  

  

  　我的腿在颤抖，已经动不了了。水濑一离开我，我肯定就会倒在站台的地板上。我已经哭得稀里哗啦，妆都花了。我只能用颤抖的手拼命抱住水濑。

  　足が震えてもう動けない。水瀬が離れたらきっと俺はホームの床に倒れ込んでしまう。もう既に泣きじゃくりメイクはグチャグチャだ。震える手で必死に水瀬を繋ぎ止めておく事しか出来なかった。

  

  　水濑坐在长椅上，让我也坐了下来。

  　水瀬はベンチに座り、俺の事もベンチに座らせてくれた。

  

  

  「对不起，对不起……」

  「ごめんなさい、ごめんなさい……」

  「你一定很害怕吧，小依」

  「怖かったね、小依くん」

  「呜呜呜呜呜呜！呜啊啊啊啊啊！！」

  「ううぅぅぅぅっ！　ゔぁぁあぁぁっ！！」

  

  

  　我再也忍不住，在站台大声哭了起来。周围肯定有很多人，我们一定成了众矢之的。

  　堪えきれなくなって駅のホームで大きな泣き声を出してしまった。きっと周りには人がいて、俺らは視線を集めてる事だろう。

  

  　周围的人会怎么想呢。吵架的情侣？那水濑肯定会被当成『让女朋友哭泣的渣男』。

  　どう解釈されているのだろうか。喧嘩したカップルか？　それならきっと水瀬は『彼女を泣かせてる最低な彼氏』のように思われているのかもしれない。

  

  　对不起，我打心底感到抱歉。因为这样，我更加悲伤，哭得更厉害了。水濑抚摸着我的后背，仿佛这样做很自然。

  　申し訳ない、心から申し訳なく思う。そう思うせいで余計に悲しい気持ちになって泣いてしまう。ワンワン泣く俺を、そうするのが自然とでも言うかのように水瀬が背中をさすってくれた。

  

  　我停止哭泣，低着头什么也不说。

  　泣き止み、何も言わずに俯く。

  

  　不行了，今天没法出去玩了。因为这种程度的事就大哭的家伙，怎么可能在街上走动。我这么想着，拿出手机给萌果和结乃发了『对不起，今天可能去不了了』。

  　ダメだ、今日は遊べない。こんな程度の事で大泣きしてしまう奴が街なんて歩けるわけが無い。そんな思いが頭の中を巡って、スマホを出して萌果と結乃に『ごめんなさい。今日は行けそうにないです』と送るに至った。

  

  　我收起手机，眼泪又流了出来。明明很期待的……还临时取消了，真是太差劲了，一切都糟糕透顶，胸口好难受。

  　スマホを仕舞うとまたポロポロと涙が出てきた。楽しみにしてたのに……ドタキャンなんて最低な事もしてしまったし、何もかも最悪すぎて胸がしんどい。

  

  

  「小依」

  「小依くん」

  「呜呜呜……！」

  「ううぅぅっ……！」

  「……」

  「……」

  「不要，别走！别丢下我！」

  「やだまって！　行かないで！」

  

  

  　我反射性地抓住想要站起来的水濑。糟了，我感到一阵恶寒。我小声地说对不起，但手却怎么也放不开。

  　ベンチを立とうとした水瀬に反射的にしがみつく。やってしまった、ゾッとして頭に冷気が吹く。ごめんなさいと小声で呟いて、手を離したいのにそれだけが出来なかった。

  

  　好可怕，我害怕一个人。动不了，呼吸困难。周围的目光好可怕，有男人在看我。好可怕，好可怕，好可怕。

  　怖い、一人になるのが怖い。動けない。呼吸が苦しい。周りの目が怖い、男の人が見てる。怖い、怖い、怖い。

  

  　我用颤抖的手伸向包，想拿出里面的美工刀。但水濑抓住我的手阻止了我，蹲下来与我视线相对。

  　震える手で俺はカバンに手を伸ばし、中にあるカッターを出そうとした。しかし水瀬はその手を掴んで止めて、しゃがんで俺と目線を合わせた。

  

  

  「我也很害怕？」

  「僕も怖い？」

  「啊，啊，不，害怕……」

  「あ、ぁ、怖くない、です……」

  

  

  　不小心就用上了敬语，但实际上水濑并不可怕。虽然只是我擅自臆测，但我觉得水濑没有男子气概，不会对我发泄欲望。

  　つい敬語になってしまったが、実際水瀬は怖くなかった。勝手な憶測の押しつけに過ぎないが、水瀬は男らしくなくてこっちに欲望をぶつけてこない気がしたから。

  

  　而且，因为他是曾经欺负我的人，再加上暴风雨那天的事，我觉得他不在威胁的范围内。

  　それに、俺がいじめていた相手であるからとか、嵐の日の一件もあって脅威の枠組みから外しているんだと思った。

  

  　水濑听到我的回答，温柔地微笑。

  　水瀬は俺の返事を聞くと、優しく微笑んだ。

  

  

  「我去拿饮料，喝点能让人平静下来的东西吧」

  「飲み物取ってくるよ。何か落ち着くもの飲もう」

  「不要丢下我……求你了」

  「置いてかないで……お願い」

  「那一起去吧？」

  「じゃあ一緒に行こ？」

  「……对不起」

  「……ごめんなさい」

  「别道歉，小依君没有做错什么吧」

  「謝らないで。小依くんは何も悪くないでしょ」

  

  

  　听到水濑的话，我又抽泣起来。水濑似乎无法理解为什么被说没有做错事还会哭。大概是因为给对方添麻烦了，对方还安慰自己，所以感到抱歉，罪恶感让我哭了出来。

  　水瀬の言葉を聞いてまたぐずついてしまった。何故悪くないと言われて泣くのか水瀬は理解出来ない様子だった。多分、迷惑を掛けてしまった相手にフォローされたのが申し訳なくて、罪悪感で泣いてしまったのだろう。

  

  

  「啊，那个。小依君，你这样抓我的手，别人可能会误会的，没关系吗……？」

  「あ、えっと。小依くん、その手の持ち方は多分誤解されると思うけど、いいの……？」

  

  

  　我抓住水濑的手肘附近，他惊讶地提醒我。我没有回话，低着头跟在水濑身后。

  　水瀬の肘の辺りを持ったら驚いた様子で指摘された。何も言葉は返さない、俺は地面を俯いたまま水瀬に着いていく。

  

  　他给我买了奶茶，我们坐在站内的长椅上喝着。

  　自販機でミルクティーを買ってもらい、構内のベンチに座りそれを飲む。

  　喝了饮料后，我的精神状态逐渐恢复。我擦了擦眼泪，低着头对身旁的水濑说。

  　飲み物を飲むと少しずつだがメンタルが回復してきた。涙を拭いて、下を向いたまま隣にいる水瀬に声を掛ける。

  

  

  「对不起，突然把你卷进奇怪的事里」

  「ごめん、急に。変な事に巻き込んで」

  「别在意。我反而要道歉，没有早点注意到」

  「気にしないで。むしろもっと早くに気付けなくてごめんね」

  「别这么说。是我给你添麻烦了……别顾虑我，拜托了」

  「そんな事言わないでよ。俺が迷惑掛けた……気を遣わないで。頼むから」

  「我没有顾虑你。没想到能看到小依君哭的样子，真可爱」

  「気なんて遣ってないよ。泣いてる小依くんなんて見れるとは思わなかったし。可愛かったよ」

  「……性格真恶劣」

  「……性格わる」

  「顺便说一下，看到你哭花的妆容时我笑了，这个也可以说吗？」

  「ちなみに泣いて崩れてるメイクを見た時笑っちゃった話もしていい？」

  「性格真恶劣。唉……我临时取消了，先去卸妆」

  「本当に性格わる。はぁ……ドタキャンしたし、もうメイク落としてくる」

  「我跟你一起去吧？」

  「着いてこうか？」

  「想当可疑人士的话请便」

  「不審者になりたいならどうぞ」

  

  

  　我进入洗手间，迅速卸了妆。还好化的是淡妆，很快就卸掉了。要是有人进来就尴尬了……。

  　トイレに入って、さっとメイクを落とす。薄いメイクだからすぐ落とせてよかった。誰か来たら気まずいからな……。

  

  　我走出洗手间，正准备去反方向的站台，却停下了脚步。

  　トイレから出て、逆の路線のホームに向かおうとしたが足が止まった。

  

  　好可怕。不行，今天已经不敢坐了。我转身走向检票口，水濑从远处喊着我的名字，朝我走来。

  　怖い。ダメだ、今日はもう乗れない。身を翻して改札の方へ向かうと、遠くから水瀬が俺の名を呼びながらこちらに向かってきた。

  

  

  「喂——小依君！我等了你半天，你一句话都不说，太过分了……」

  「おーい小依くん！　待ってたのに一言も無しは酷いよー……」

  「你还没回去啊」

  「まだ帰ってなかったのかよ」

  「当然了。我不能放着现在的你不管」

  「当たり前だろ。今の小依くんを放っておけないよ」

  「…………多管闲事」

  「…………余計なお世話」

  「小依君，你今天还有安排吗？」

  「ねえ小依くん、今日はもう予定ないの？」

  「没有了。我精神上已经没法玩了，只能回家。硬要说的话，就是回家路上买个礼物给她们俩赔罪」

  「無いよ。もうメンタル的に遊べないし帰るだけ。強いて言うなら帰り途中に二人に渡すお詫びの品を買うくらい」

  「那今天就陪我一下吧！」

  「なら今日少し付き合ってよ！」

  「啊？」

  「は？」

  

  

  　陪他？我陪水濑办事？这话太突然了，我瞪大了眼睛。

  　付き合う？　俺が、水瀬の用事に？　突拍子がなくて目を丸くしてしまった。

  

  

  「我今天本来想去逛书店，但有你在的话，吃饭之类的可以打折，很划算的！」

  「今日は本屋巡りしようと思ってたんだけどさ、小依くんがいるならご飯屋さんとか割引使えるしお得だからさ！」

  「什么意思……？」

  「どういう事……？」

  「你看，不是有情侣折扣吗？吃饭之类的」

  「ほら、カップル割ってあるじゃん。ご飯屋さんとかカラオケとかさ」

  「我绝对不去卡拉OK」

  「カラオケは絶対に嫌」

  「那我们就去游戏厅之类的吧。你本来打算走回去的吧？」

  「じゃあゲーセンとか色々巡ろうよ。歩いて帰るつもりだったでしょ？」

  「……因为，我一个人坐的话，又会」

  「……だって、一人で乗ったら、また」

  

  

  　我话说到一半，就停了下来。我无法继续说下去。水濑发现我的手指在颤抖，把刚才放下的奶茶递给了我。我接过奶茶喝了一点，让自己冷静下来。

  　そこで口が止まった。それ以上は言葉に表せなかった。指先の震えを発見した水瀬は俺に、置いていったミルクティーを差し出した。受け取って少し飲んで、じっとして震えを落ち着かせる。

  

  

  「穿着厚底鞋走路回去也太辛苦了，和我一起回去吧。两个人一起的话，就不怕了吧？」

  「流石に歩いて帰るのは厚底の靴じゃしんどいだろうし、僕と一緒に帰ろう。二人なら怖くないでしょ？」

  「……还是会怕。和人数没关系」

  「……怖いよ。人数とか関係ないし」

  「这样啊。不过，这次我会好好保护你的」

  「そっか。でも、今度は僕がちゃんと守るからさ」

  「啊？」

  「はぁ〜？」

  

  

  　我不明白他这话是什么意思。不，与其说是意思，不如说是意义？我看着水濑的脸。你为什么要这么做？你没有这个义务吧？我用眼神向他诉说，但他似乎没有理解。

  　言ってる事の意味が分からなくて、いや意味というか意義？　が分からなくて水瀬の顔を見る。なんでお前がそんな事を？　そんな義理ないだろ、というのを目で訴えたつもりだったが伝わった感じはしない。

  

  

  「你不相信我吗？」

  「僕の事、信じられない？」

  「不，不是不相信，而是不明白……」

  「し、信じられないってか、意味分かんない……」

  「不希望重要的朋友遇到可怕的事情吧？谁都会这么想的」

  「大切な友達には怖い目に遭ってほしくないだろ？　誰だってそう思うよ」

  「……我和你不是朋友吧」

  「……友達じゃないじゃん。俺とお前は」

  「我觉得我们是朋友。是重要的朋友」

  「僕は友達だと思ってるよ。大切な友達だよ」

  「……」

  「……」

  

  

  　水濑一脸认真地说道。他的眼神太过直率，我看着他的眼睛，表情抽搐，移开了视线。

  　水瀬は真面目な顔をして言い放っていた。その目はあまりにも真っ直ぐすぎて、見ていたら表情筋がひくついて目を逸らしてしまった。

  

  

  「为、为什么？我明明欺负过你」

  「な、なんで。いじめてたじゃん俺、お前の事」

  「嗯。不过我交到朋友的契机也是小依君」

  「うん。でも僕に友達が出来たきっかけも小依くんだったし」

  「不对吧」

  「違うだろ」

  「没有不对。每次都是小依君帮助我。所以我也想帮助小依君」

  「違わないよ。毎回僕の事を助けてくれるのは小依くんだった。だったら僕だって小依くんの助けになりたいよ」

  「……我、我不需要帮助」

  「……た、助けなんていらないし」

  「真的？」

  「本当？」

  「真的！」

  「本当！」

  「你能一个人坐电车吗？」

  「一人で電車乗れる？」

  「能、能」

  「乗れっ、るっ」

  「啊哈哈，真倔强。你就这么不想依靠我吗？」

  「あはは、強情だな。そんなに僕に頼るの嫌だ？」

  「……不是不想依靠你……是不想给你添麻烦」

  「……お前にってか……迷惑、かけたくない」

  「我不觉得麻烦啊」

  「迷惑とは思ってないよ」

  「你明明觉得麻烦！」

  「思ってるだろ！」

  「唔——与其说是麻烦，不如说能向周围人炫耀有这么漂亮的美少女需要我，我反而赚了。真的不麻烦哦？」

  「うーん。迷惑というより、こんな美少女が僕を必要としてるんだって周りに自慢できるから得できるし。本当に迷惑はしてないよ？」

  「……你性格真差劲」

  「……性格サイテーだな」

  「你从小就知道我性格差劲了吧？我总是惹你生气」

  「僕の性格が悪い事なんて子供の頃から知ってるでしょ？　いつも小依くんの事イラつかせてたし」

  「……」

  「……」

  

  

  　水濑轻笑着说道，我对他产生了时隔数年发自内心的安心感。从被夺走处女那天到今天从未有过的心情在心中微微浮现，我自然而然地露出了笑容。

  　あははと軽く笑いながら言う水瀬に、他人に対して数年ぶりの本心からの安心感を抱いた。処女を奪われたあの日から今日まで抱いた事のなかったフワフワした気持ちが胸の中に小さく浮上して、自然と笑顔を作れてしまった。

  

  

  「……你只是烦人而已，性格不差劲」

  「……別に、お前は単にうざいってだけで、性格は悪くないよ」

  「与其被你嫌烦，还不如被你嫌性格差劲」

  「うざいって思われるくらいなら性格悪いと思われた方がマシかな」

  「你性格好，但很烦人」

  「性格は良いけどかなりうざいよお前」

  「没必要说两遍吧！？」

  「二度言う必要なかったよね！？」

  「啊哈哈」

  「あははっ」

  

  

  　我放声大笑，这大概是我有生以来第一次发出这么积极的笑声。所以，我对自己能笑得这么自然感到惊讶。

  　声を上げて笑った、こんなに前向きな笑いが出たのは多分生まれて初めてレベルの出来事だった。だから、自分がそんなに自然と笑える事に驚く。

  

  

  「？怎么了，小依君」

  「？　どうしたの、小依くん」

  

  

  　水濑对我突然停下脚步感到疑惑，向我问道。我带着刚刚自然露出的笑容，面向水濑说道。

  　急に立ち止まったことに疑問を抱いた水瀬が俺にそう質問した。俺はたった今作れた自然な笑顔のまま、水瀬の方を向いて言った。

  

  

  「没什么，笨蛋」

  「なんでもねぇよ、バーカ」

  

  

  　说完我重新迈开步子。水濑慢了一拍小声说道“刚才好可爱……”，我决定装作没听见。

  　そう言って前を向き直して歩く。少し遅れて水瀬が小さな声で「今の可愛かったな……」と言っていたが、聞こえてない事にした。

 
  20話「友達になりたい」

  第20话「想成为朋友」

  　今天没有排班，我本想一个人在商店街闲逛，结果小依也坐上了同一班电车。

  　今日はシフト入ってないからと、一人で商店街を散策しようと思っていたら同じ車両に小依くんが乗っていた。

  

  　她遭遇了痴汉。我陪她一起下了电车，鼓励着害怕哭泣的她，结果就和小依一起走在街上。

  　彼女は痴漢に遭っていた。彼女と一緒に電車を降りて、怯え泣いている彼女を励ました結果、小依くんと一緒に街を歩く事になった。

  

  　穿便服的小依，超级可爱。从旁人看来，我们这样像是在约会吗？我们没有牵手，为了不让肩膀碰到，还保持着距离，应该不像吧……？

  　私服の小依くん、めっちゃ可愛い。これって他所から見たらデートに見えたりするのかな？　手を繋いでるわけじゃないし、肩と肩が当たらないよう距離を空けてるからそんな事ないのかな……？

  

  

  「我说水濑啊。」

  「なあ水瀬」

  「嗯？」

  「うん？」

  「和我在一起也不开心吧。你的心意我很高兴，但我还是……」

  「俺なんかと居ても楽しくないだろ。気持ちは嬉しいけどさ、やっぱ俺……」

  「等等等等，你突然怎么了，进入病娇模式了？」

  「待って待って、急にどうしてそんな病みモード突入してるのさ？」

  「病娇模式……」

  「病みモードって……」

  「很开心啊。刚才在店里吃芭菲时的小依，光是看着就饱了。」

  「楽しいって。さっき寄った店でパフェ食べてた時の小依くんなんて、見てるだけでお腹膨れたし」

  「什么意思啊，你想说我很滑稽吗？」

  「どういう意味だよ。滑稽だったって言いたいの」

  「希望你能理解成可爱吧～」

  「可愛かったって受け取って欲しいかな〜」

  「……别说我可爱啊。」

  「……その可愛いって言うのやめてくんね？」

  「？为什么？」

  「？　どうして」

  「还问为什么，我是男的啊。男人被男人说可爱……怎么说呢……」

  「どうしてって、俺男だよ？　男が男に可愛いって言われるのはさ……なんていうか……」

  「不开心？」

  「嬉しくない？」

  「……倒也不是不开心。怎么说呢，感觉被当傻瓜一样，很火大。」

  「……嬉しくない、とまではいかないけど。なんつぅか、馬鹿にされてるみたいでムカつく」

  「我没把你当傻瓜啊？」

  「馬鹿になんてしてないよ？」

  「虽然没把我当傻瓜，但你就是让我有这种感觉。就算往好的方面想，也像是把我当宠物一样，我讨厌这样。」

  「してないんだろうけどそう感じるの。良い風に受け取っても愛玩動物扱いされてるみてーで嫌だ」

  「原来如此。也是，我会注意别轻易说这种话的」

  「なるほど。そうだね、あまり軽率にそういう事言うのは控えるよ」

  「拜托了」

  「そうしてくれ」

  

  

  

  　我们商量着午饭去哪吃，结果还是没决定好，于是我和小依就去便利店买了吃的。

  　昼食はどこで食べようか話し合った結果、食べたいお店とかは結局決まらなくて僕と小依くんはコンビニで食料を買った。

  

  　我们来到离商店街稍远的公园，在长椅上坐下，我吃着饭团和三明治，小依吃着香蕉，果昔和蟹棒。

  　商店街から少し離れた位置にある大きな公園のベンチで、僕はおにぎりやサンドイッチを、小依くんはバナナとスムージーとカニカマを食べていた。

  

  

  「直接吃蟹棒，感觉就像喝酒的人一样。你喜欢吃这个？」

  「カニカマをそのままって、酒飲みの人みたいだね。好きなの？」

  「挺好吃的啊。在母亲带回来的饭菜里，我算是比较喜欢这个的」

  「美味しいじゃん。母親が持ち帰る飯の中では比較的好きだったよ」

  「哦……我说小依」

  「ふーん。……ねえ小依くん」

  「？」

  「？」

  

  

  　我一叫他，他便用圆溜溜的眼睛看向我……平时他都是皱着眉头瞪我，所以可能有好几年没像这样自然地看着我了。上次这样，可能还是我自杀未遂的那天。

  　呼び掛けると、丸くてクリクリとした目をこちらに向けた。……普段だったら眉間に力を入れて睨んできてるから、自然体な感じで見られたのは数年ぶりかもしれない。それこそ、僕が自殺未遂をしたあの日ぶりかも。

  

  

  「你还是讨厌我吗？」

  「僕の事、まだ嫌い？」

  「讨厌」

  「嫌い」

  「是吗……顺便问一下，可以告诉我为什么吗？」

  「そっか…………ちなみに、なんでとか聞いてもいい？」

  「因为你很烦」

  「うざいから」

  「这理由我根本无能为力啊……」

  「どうにも出来ない理由すぎる……」

  

  

  　如果他没回答『讨厌』，我对他就一无所知了，所以我想多问问他。比如他经常骂人的母亲，他的病，还有那天的事……虽然他可能对那天的事有心理阴影，但总之我想多问问他。

  　もし『嫌い』と答えなかったら、僕は小依くんの事を全然知らないし色々聞いてみたかった。よく悪態を吐くお母さんの事、病気の事、あの日の事……はトラウマだろうからアレだけど、とにかく色々。

  

  　我们肯定不会有太多时间能像这样独处。如果要改变我们的关系，今天就是个重要的节点，但他却断言讨厌我……。

  　特に時間の制限もなくこうして二人だけで居られることなんてきっとそう無い。関係性を動かせるとしたら今日が大きな勝負所だと言うのに、嫌いって断言されちゃあなぁ……。

  

  

  「……抱歉，我说谎了。我大概不讨厌你」

  「……ごめん、嘘。やっぱり多分嫌いじゃない」

  「哎？」

  「え？」

  「我不知道。我这个人既急躁又笨，所以对讨厌的人会过度拒绝。我总是把这种人归类为“讨厌”，然后就不再和他们来往了」

  「分からない。俺、短気で頭が悪いから、嫌だなって思った相手の事は拒絶し過ぎる所あって。そういう相手に対しては全部、"嫌い"って括りに入れて関わらないようにしてたから」

  「……其他人讨厌别人的时候，不也是差不多的感觉吗？」

  「……他の人の嫌いの感覚も似たようなものでは？」

  「其他人讨厌别人的时候，不是都有理由的吗？也有讨厌到极点的阶段吧。我这个人讨厌思考，所以只要有一点讨厌的感觉，就会跳过这些阶段直接拒绝。你那时候也是这样」

  「他の人は理由とか、ちゃんとあるだろ。完全に嫌うまでの段階とかもあるだろ。俺は考えるのが嫌いだから、少しでも嫌って感じたら段階とか飛ばして拒絶するんだよ。お前の時もそんな感じだったし」

  「哎呀……毕竟以前的我情商低到就算被欺负也没办法」

  「いや〜……昔の僕っていじめられても仕方ないくらい空気読めない感じだったし」

  「你现在也没多大变化吧」

  「今もそんな変わらないだろ」

  「哎！？我有在反省，也有在努力思考啊！」

  「あれ！？　反省して色々考えるようにしてるんだけど！」

  「噗，哈哈哈！开玩笑的！」

  「ぷっ、あははっ。冗談だよ！」

  「也、也是啊。太好了，我还以为你又在量产黑历史了……」

  「だ、だよね。よかった、また黒歴史量産してるのかと思った……」

  

  

  　饶了我吧，我可不想突然想起以前的事然后一头撞到床上。我那过于纯真的眼神，让我没注意到周围的人被我吓到了，这真的很让人难受。而且过了几年后才想起这件事，更是让人难受。

  　勘弁してほしい、不意に昔の事思い出してベッドに頭打ち付けたりするんだから。無垢すぎて周りの引くような目付きに気付けてないのまじでキツいよ、しかもそれを数年越しに思い出して悶えるのキツすぎるよ。

  

  

  「……我百分之百不讨厌你。但果然还是，几乎讨厌你」

  「……100パーセント嫌いではない。でもやっぱり、ほとんどは嫌いだと思う」

  「啊，那还是有八成以上讨厌我啊」

  「あ、それでも八割以上は嫌いなんだ」

  「……不到七成。没那么讨厌」

  「……七割未満くらい。そこまで嫌ってない」

  

  

  　嗯，嗯？到底是哪边啊？又是几乎又是没那么的。这是在打哑谜吗？

  　ん、ん？　どっちなんだ？　ほとんどと言ったりそこまでと言ったり。なぞかけかな？

  

  

  「我反而想问，你为什么不会讨厌我？」

  「逆にさ、なんでお前は俺の事嫌いにならないの？」

  「哎，我？没有讨厌你的理由吧？」

  「え、僕？　嫌う理由なんてなくない？」

  「有吧。我欺负过你啊」

  「あるでしょ。いじめてたんだぞ」

  「是这样没错……但我是个相当烦人的家伙。小时候的烦人鬼不就是大家的共同敌人吗？我觉得这也没办法」

  「そうだけど……でも、僕って相当ウザイ奴だったし。子供の頃のウザイ奴って皆の共通の敵みたいなもんじゃん？　仕方ないと思ってるよ」

  「你真的觉得没办法吗？」

  「思ってんの？　仕方ないって」

  「嗯？嗯」

  「ん？　うん」

  「你没有不甘心，或者无法原谅之类的想法吗？因为我很烦人所以没办法，这能算是理由吗？」

  「悔しいとか、やっぱり許せないとか、そういう感情は無いの？　僕がウザイから仕方ない、それで片付けられる問題かよ。それ」

  

  

  　不甘心啊。这个嘛，当时……我自己都觉得丢脸所以没对别人说过，我确实想过要杀了他们，或者痛揍他们一顿。

  　悔しいとか、か。そりゃまあ、当時は……これは僕自身が情けないと思う事だから相手には言えないのだが、殺したいとか、殴りたいとか、そんな事を考えてた事もあった。

  

  　为什么我会遇到这种事。我想复仇，希望恐怖分子攻过来杀了他们，希望地震发生压垮他们，我每天都在想这些事。

  　僕が何故こんな理不尽な目に遭うのか。復讐をしたいと思ってたし、テロリストなんかが攻めてきて殺されてしまえとか、地震が起きて潰れてしまえとかも毎日のように思っていた。

  

  　因为我没有反抗的勇气，所以只能在脑子里诅咒他们，这样就满足了。但是，这种程度的诅咒只持续到小依同学还在的时候。

  　自分では反抗する勇気が無かったから頭の中で呪詛を吐き連ねて、それで満足した気で居た。けど、その程度で済んだのは小依くんが居た間だけだった。

  

  　小依同学消失后，霸凌越来越严重，他们不再对外攻击，而是将恶意转向我。

  　小依くんが消えてからはどんどんいじめはエスカレートしていって、外部への攻撃性じゃなく僕自身に悪意を向けるようになった。

  

  　所以，如果只针对小依同学，我虽然不甘心，但不至于无法原谅。

  　だから、小依くん相手に限って言えば、悔しいとは思えても許せないとまでは思った事はなかった。

  

  

  「……我确实觉得不甘心。为什么要做这种事，为什么不和我好好相处。」

  「……悔しいとかは思ってたよ。なんでこんな事するんだろう、なんで仲良くしてくれないんだろうって」

  「……」

  「……」

  「但是，我想和小依同学做朋友的想法更强烈，所以这种负面感情也就没那么强烈了。」

  「でもやっぱり、小依くんとは友達になりたいって思いの方が強かったし。だからそういう負の感情もそこまでかな」

  「……这样啊。」

  「……そうなんだ」

  「嗯！」

  「うん！」

  

  

  　这是我的真心话。我自信满满地点了点头，小依同学却露出悲伤而忧郁的表情，移开了视线。

  　これは本心からの言葉だ。自信を持って頷くと小依くんは哀しそうな憂いを帯びた表情で視線を流した。

  

  

  「……你想和我做朋友吗？」

  「……俺と、友達になりたいの？」

  「我已经把你当朋友了」

  「もう友達のつもりだけど」

  「…………虽然我有好几个能说话的人，但一起玩过的只有桃果和结乃」

  「…………俺、話せる人は何人かいるけど、遊んだ事あるの桃果と結乃しかいない」

  

  

  　那是上了高中之后的事。现在才高一六月，我觉得还不用那么在意。

  　それは高校に入ってからの話だった。まだ一年の6月の初めなんだからまだそんなに気にするような事でもないと思うけどな。

  

  

  「就连唯一有联系的两个人，我都在想她们是不是在背地里嘲笑我，要是她们交了其他朋友，我是不是会被排除在外。我隐瞒了过去的事，就算关系变好了，我也不想详细地讲述自己的事。我想把能隐瞒的全部隐瞒，只让她们看到虚假的自己。我就是一边想着这些一边和她们在一起，不相信别人的人啊……？」

  「唯一繋がりのある二人でさえ、裏では俺の事バカにしてるんだろうなとか、他に仲いい子が出来たら俺は輪から追い出されるんじゃないかなって考えてる。昔の事だって隠してるし、仲良くなったからって自分の事を詳しく話そうとも思わない。隠せる物は全部隠したいし、嘘の自分だけを見てほしい。そんな事を思いながら一緒に居るような、他人を信じれない人間なんだよ……？」

  

  

  　她用颤抖的声音，害怕地断断续续地说道。

  　震える声で、怯えるように彼女はポツリポツリと言葉を紡ぐ。

  

  

  「……就算我和水濑成为朋友，也不会像普通朋友那样无条件地相信水濑，也会有隐瞒的事。也会说谎，要是遇到不顺心的事，也会迁怒于人。还有……虽然我本来没打算说的，但只要我是男人，果然还是会想起那两个人的事……所以就算和水濑成为朋友，我也无法放下戒心」

  「……仮に俺と水瀬が友達になったとして、普通の友達みたいに手放しに水瀬の事を信じたりはしないし隠し事だってする。嘘も吐くし、嫌な事があったら当たり散らすと思う。あと……これは言うつもり無かったけど、男って時点でやっぱり、あの二人の事を思い出すから……水瀬に対して、友達だからって警戒心は取れないと思う」

  

  

  　她一边说着，一边开始捏自己的手指。这行为看上去像是小小的自残。她一边做着像是在惩戒自己的行为，一边再次问道。

  　そう言いながら彼女は自らの指を絡ませ、手の皮をつまみ始めた。小さな自傷行為にも思える。自分を戒めるような行為をしながら、再度彼女は問う。

  

  

  「就算这样，你还是想和我成为朋友吗……？」

  「こんなんでも、友達になりたいって言えんの……？」

  「嗯，我想。而且我已经说过，我已经把你当朋友了」

  「うん、なりたい。ていうかもう友達のつもりだって言ってるし」

  「……哼——」

  「……ふーん」

  

  

  　小依同学直勾勾地看着我……感觉好害羞啊。但要是移开视线的话说不定会很失礼，所以我努力地回看着她的眼睛。

  　小依くんがジーッと僕の事を見てくる。……なんか照れるな。でも目を逸らしたら失礼に当たるかもしれないし、ここは頑張ってこちらも小依くんの目を見る。

  

  

  「……我说，水濑」

  「……なぁ、水瀬」

  

  

  　小依同学没有移开视线，开口说道。我也没有移开视线，回答道。

  　目線を外さずに小依くんが口を開く。僕も目を逸らさずに返事をする。

  

  

  「怎么了」

  「どうしたの」

  「以前啊，我在综艺节目还是什么节目上看到过」

  「昔さ、バラエティ番組かなんかで見たんだけどよ」

  「嗯」

  「うん」

  「男女要是互相凝视10秒」

  「男女が10秒見つめ合うとよ」

  「嗯？」

  「うん？」

  「好像就会坠入爱河」

  「恋に落ちるらしいよ」

  「！？」

  「っ！？」

  「好，移开视线了，我赢了——！」

  「はい目ェ逸らした俺の勝ちー！」

  「你突然说什么呢！」

  「何を言い出すんだよ急に！」

  「什么为什么，就是突然想到啊」

  「なにって、そういえばな〜って思ってさ」

  「这话题不该现在说吧！」

  「今する話じゃないよねそれ！」

  「为什么？你想和我坠入爱河吗？」

  「なんで？　俺と恋に落ちたかったん？」

  「哎！？」

  「へぁ！？」

  「你是同性恋吗？好恶心」

  「お前ホモなん？　キモー」

  「至少我不是同性恋！！小依同学你的肉体是女孩子啊！！！」

  「ホモではないだろ少なくとも！！　小依くん肉体は女の子じゃん！！！」

  「和披着女性外皮的男人坠入爱河，你不会觉得恶心吗？」

  「女の皮膚被った男と恋に落ちるとかキモいなって思わねえの？」

  「不会！」

  「思わないよ！」

  「哎」

  「えっ」

  

  

  　小依同学原本还嘲讽地笑着，突然惊讶地停了下来。然后她立刻意识到我刚才的话被她“曲解成什么了”，我急忙辩解道。

  　僕を馬鹿にするように笑っていた小依くんが不意に驚き笑うのを止めた。そしてすぐに僕が言った言葉が"どう曲解されてるのか"に気付き、僕は急いで弁解する。

  

  

  「啊，不是，不是的，我不是那个意思！世上本就存在多样性，和内在是男是女没有关系。怎么说呢……这种说法可能会导致歧视，所以还是不要这样说话了！」

  「あっ。いや、ちがっ、そういう意味じゃなくて！　世の中は多様性だろ？　中身が男だからとか関係無しに、さ。なんていうか……差別的表現に繋がるかもしれないからあまりそういうのはやめよう！」

  「……你干嘛这么拼命啊，好恶心」

  「……なに必死になってんのお前。きっしょ」

  「别突然变冷淡啊，吓我一跳……」

  「急にドライになるなよびっくりするな……」

  「哼」

  「ふん」

  

  

  　吃完饭后，小依同学把垃圾装进袋子里，站起身来，站在我面前。

  　ご飯を食べ終えるとゴミを袋に入れ、小依くんは立ち上がり僕の正面に立った。

  

  

  「对不起」

  「ごめんなさい」

  

  

  　她弯下腰向我道歉。

  　彼女は腰を曲げてぺこりと僕に謝ってきた。

  

  

  「哎，什么！？成为朋友这种事，需要像告白被拒绝一样拒绝吗！？」

  「え、なにが！？　友達になるのってそんな、告白してフられる感じで断られるの！？」

  「不是，不是这个。如果要成为朋友，我必须为之前欺负你的事道歉」

  「違う、そうじゃなくて。友達になるなら、ちゃんと謝んないとダメだろ。いじめてた事」

  「啊，是这个意思啊？」

  「あ、そういう事？」

  「当然了……我欺负了你，不道歉怎么能当朋友呢」

  「当たり前だろ。……お前の事いじめといてさ、謝罪もせずに友達ヅラなんか出来るわけないだろ」

  「我根本不在意的」

  「そんな事気にしてないのに」

  「我在意啊，罪恶感让我无法和你做朋友……真的很抱歉」

  「俺が気にするってか、罪悪感が邪魔して友達やれないんだよ。……本当にごめん」

  「没事啦。虽然那确实是契机……但也是小依同学你终结了这一切」

  「いいって。確かにきっかけではあるのかもしれないけどさ……終わらせてくれたのも、小依くんなんだし」

  「……」

  「……」

  

  

  　本以为她又要泼我饮料，结果她只是低着头，手撑着膝盖蹲了下来。她低着头一言不发，一动不动。

  　また飲み物をかけられるのかと思ったけどそんな事は無くて、彼女は頭を下げたまま膝に手を当ててしゃがみ込んだ。俯いたまま何も言わず、動かない。

  

  　顺带一提，内裤露出来了。当然了，我坐在她对面嘛。我默默仰天长叹。

  　ちなみにパンツが見えている。当たり前だよね、僕正面に座ってるんだもん。そっと天を仰いだ。

  

  

  「……要不，姑且做个和解的仪式？」

  「……なんか、一応形式的な和解の印結んどく？」

  「什么仪式？」

  「なにそれ」

  「《火影忍者》里出现过的，嗯……既然你愿意和我做朋友，那就来握手吧」

  「ナルトに出てくるんだけど、まあ……友達になってくれるのならさ、握手しよ」

  「握手？」

  「握手？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　小依同学抬起头，看着我伸出的手。

  　小依くんは顔を上げ、差し出された僕の手を見た。

  

  

  「握手……」

  「握手……」

  

  

  　小依同学想握住我的手，但她的手指在颤抖。

  　僕の手に取ろうとする小依くんだったが、その小さい手指は震えていた。

  

  　她被男性施暴过，刚才还遭遇了痴汉，我后悔不该轻易提出握手的建议。考虑到小依同学的遭遇，她就算患上男性恐惧症也不奇怪。我明明也是男性，是她恐惧的对象，我居然还提出握手！

  　男性に乱暴された事があって、さっきだって痴漢に遭っていたのに気軽に握手なんて提案するんじゃなかったと後悔した。小依くんの境遇を考えれば男性恐怖症を発症していてもおかしくない、自分だって男で恐怖の対象なのに、握手をしようだなんて！

  

  　我正想道歉中断握手，小依同学却用微弱的声音说“没事的”。

  　謝ってそれを中断しようとしたら、小依くんは弱々しい声で「大丈夫だから」と言った。

  

  

  「不用勉强自己。我已经把小依同学当朋友了」「别这样。单方面接受你的温柔，我们就不对等了……连握手都做不到，算什么朋友」

  「無理しなくていいよ。僕は小依くんの事をもう友達だって思って」「それやめて。一方的に優しく受け入れられるのは対等じゃないじゃん。……握手ぐらい出来ないと、友達とは言えないだろ」

  

  

  　小依同学眯着眼睛说道，她的指甲尖碰到了我的指尖。手指相触，小依同学的身体猛地一颤，但她还是缓缓地把手放到了我的手上。

  　目を細めながらそう言って、僕の指先に小依くんのネイルの先が当たる。指が触れ、ビクッと小依くんの身が大きく跳ねるが彼女はゆっくりと僕の手に手を重ねた。

  

  　她主动握住了我的手。她的手汗浸湿了手掌，看来她意外地容易出汗。

  　キュッと彼女の方から握手される。過度の緊張で手汗で湿っているようだ、意外と汗っかきなのかな。

  

  

  「……摸了之后感觉也没那么严重」

  「……触って見たら大した事ないかも」

  「是吗？没勉强自己？」

  「そう？　無理してない？」

  「有一点。不过仔细想想，学校生活和日常生活中也有和男性接触的机会，没必要那么在意」

  「少しだけ。でもよく考えたら学校生活とか日常生活でも男と触れる機会あるし、そんな気にするようなことでもないよな」

  「比如收快递和结账的时候可能会碰到」

  「宅配を受け取る時とかレジとかは触れ合うかもね」

  「啊哈哈。呼……紧张死了。那，嗯……只是交个朋友而已，有必要特地打招呼吗」

  「あはは。はぁ……緊張した。じゃあ、まあ……たかが友達なるのにわざわざよろしく、とかいう必要あんのかな」

  「说出来不是更像少年漫画里的和解场景吗？」

  「言った方が少年漫画の和解シーンみたいで良くない？」

  「绿谷和小强那种？」

  「緑谷とかっちゃん的な？」

  「宫本武藏和烈海王那种」

  「宮本武蔵と烈海王みたいな」

  「那不是被干掉了吗，其中一方还去了异世界……那，水濑」

  「屠られてんじゃん。片方異世界行ってんじゃん。……じゃあ、水瀬」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　小依同学握着我的手的力道变强了。她视线在斜下方游移，似乎在寻找合适的措辞，但最后还是什么都没想出来，她叹了口气，直视我的眼睛。

  　僕の手を握る小依くんの力が少し強くなる。視線を斜め下に行き来させ、言葉を色々探していた様子の小依くんだったが、結局何も思いつかなかったのかため息を吐いて真っ直ぐ僕の目を見直した。

  

  

  「那个……我们，做朋友吧。呃，请多关照……？」

  「その……友達、な。えっと、よろしく……？」

  「嗯，请多关照！」

  「うん、よろしく！」

  「呀！？」

  「ぎゃっ！？」

  

  

  　我用力回握，小依同学吓得肩膀一抖，发出了惨叫。

  　強く手を握り返したら小依くんの肩が跳ねて悲鳴を上げた。

  

  

  「啊，呜……」

  「あ、う……っ」

  「哎？小依同学！？抱，抱歉抱歉！」

  「え？　小依くん！？　ご、ごめんごめん！」

  

  

  　小依同学的眼里涌出了泪水，我一松手，她就用手捂住眼睛擦了擦眼泪，深呼吸调整呼吸。

  　小依くんの目からポロポロ涙が溢れてきて、手を離すと彼女は自分の目に手を当てて涙を拭い、深呼吸して呼吸を整えていた。

  

  

  「不小心太用力了。抱歉，吓到你了吧！」

  「つい力入れてしまった。ごめんね、驚いたよね！」

  「……吓到了」

  「……驚いた」

  「对吧！真的很抱歉……」

  「だよね！　すみませんでした本当に……」

  「没事，水濑没有错……上高中之后我都没去咨询和康复训练，所以才会被吓到，是我自己的问题」

  「いい、水瀬は悪くねぇし。……高校入ってからカウンセリングもリハビリもサボってるからビビったんだろうし、自分のせい」

  「康复训练？」

  「リハビリ？」

  「医生说我压力太大导致心理崩溃，所以需要定期去咨询师那里做心理治疗，但我已经好几个月没去了」

  「ストレス障害で心ぶっ壊れてるって言われてて、だから定期的にセラピストさん所に行く必要あるんだけど、もう何ヶ月もサボってるんだよね」

  「哎……？你这样没问题吗？」

  「えぇ……？　大丈夫なのそれ」

  「结果就是现在这样。而且，不戴耳机的话我一个人就什么都做不了，开灯的话会吐」

  「その結果が今のザマ。だし、イヤホンつけてないと一人じゃ身動き取れなくなるし、暗い部屋でテレビつけるとゲロ吐く」

  「这也太严重了吧！？」

  「重症すぎないか！？」

  「……反正到死都治不好了，无所谓了」

  「……もう死ぬまで治る気しないしどうでもいい」

  

  

  　问题不在这里吧……怪不得她这么瘦，原来是因为这个啊。她应该经常因为一点小事就呕吐吧……。

  　そういう問題じゃないと思うんだけど……ていうかやけに痩せてるなって思ったらそういう事なんだ。ちょっとした事で嘔吐したりしてるんだろうな……。

  

  

  「小依同学，有什么困难随时可以找我」

  「小依くん。困った事があったらいつでも僕を頼って」

  「……啊？」

  「……あ？」

  「虽然我无法理解你的痛苦，但我会支持你的。有什么需要帮忙的尽管说」

  「小依くんの苦しみは僕には理解出来ないけど、でも支えになるからさ。手伝える事があったら言ってほしい」

  「为什么要做这种事」

  「なんでそんな事」

  「我们不是朋友吗？」

  「友達だろ？　僕たちは」

  「……你漫画看太多了。别这样，恶心死了」

  「……漫画の読みすぎ。やめろよお前、気持ち悪い」

  「说出口我就后悔了。对不起，说了这么羞耻的话！」

  「言って後悔したよ。ごめんなさい恥ずかしい事言っちゃって！」

  「没事……虽然觉得恶心，但还是有一点点……」

  「ううん。……キモッて思ったけど、1ミリくらい……」

  「一点点……？」

  「1ミリくらい……？」

  「没什么」

  「なんでもない」

  

  

  　小依同学擦了擦眼泪，再次站起身来，用力抓住了我的手。

  　涙を拭くと小依くんが再び立ち上がり僕の手をグイッ！　と掴んだ。

  

  

  「小依同学，你抓我的手没问题吗？」

  「小依くん、手を掴んで大丈夫なの？」

  「之前我不是拉过你的手吗？只要不去在意，也不是不能忍」

  「前にもお前の腕を引っ張ったことあるだろ。変に意識しなかったら、耐えれないこともないよ」

  「我可以反手握住你的手吗？」

  「僕からも握り返していい？」

  「……别这样，对心脏不好」

  「……心臓に悪いからまじでやめて」

  

  

  　看来不行。小依同学的手小巧可爱，我好想握握看。真可惜。

  　ダメらしい。小依くんの手ちっちゃくて可愛いから握りたかった。残念。

  

  　之后，我和比来公园之前开朗了许多的小依同学去了很多地方，在商店街玩到太阳下山。

  　その後、公園に来る前よりも明るくなった小依くんと色んな所を巡り、日が落ちるまで商店街で遊んだ。

  

  　因为没排班的日子超过了宿舍的门禁，我被训了一顿，但小依同学似乎比以前开朗了一些，真是太好了。

  　シフトのない日に寮の門限を超えてしまったので説教される羽目になったが、小依くんが以前より少し元気になった気がしたのでよかった。

  

  　小依同学穿的水色内裤在公园之后也经常看到，作为美好的回忆记录在了我的脑海里。迷你裙万岁。

  　小依くんの履いていた水色のパンツは公園以降も度々見えたのでいい思い出の景色として脳に記録された。ミニスカート万歳。

 
  21話「六月、初夏」

  第21话「六月，初夏」

  　两周后就是体育祭，我们正在决定高中生活第一次体育祭的参赛项目。

  　二週間後に体育祭を控え、高校生活最初の体育祭の種目決めが実施された。

  

  　我在体力方面并不比同龄女生突出。

  　俺は体力的に同年代の女子に突出した能力を持っている訳では無い。

  　在体能测试中，我只有长坐体前屈拿到了满分10分，跑步类项目全都是7分或8分这种不上不下的分数，所以没有自信的我并没有报名任何项目。

  　体力テストの成績で10段階中10点を取ったのは長座体前屈のみ。走る系は全部7点とか8点とか中途半端なラインばかりなので、自身は無いので自分で競技に立候補する事はなかった。

  

  　我参加的项目是障碍物接力、借物赛跑、全员参加的骑马战，以及跳过棒子躲避障碍的跳棒接力，共计四项。

  　俺が出る種目は障害物リレー、借り物競走、全員参加の騎馬戦と、棒をジャンプして躱すジャンプリレーってやつ。合計4種目だった。

  

  　结乃是体力充沛，脚程也快，所以被选为班级对抗接力赛的选手，开幕典礼结束后第一项竞技是比拼搬运堆积物速度的堆物接力，她也会参加。

  　結乃は体力がある方で足も早いのでクラス対抗リレーに選抜されており、開会式が終わった後一発目の競技である、積み上がった物を運ぶ速さを競う積み上げリレーにも出る事になっている。

  

  　第一项竞技的排名也会影响班级之后的士气，真亏她能参加这种项目，实在令人尊敬。

  　最初の種目の順位はクラスのその後のモチベーションにも関わるだろうし、よくもまあそんな種目に出れるもんだなと尊敬する。

  

  　桃果单独参加的项目只有滚球接力和社团对抗接力。虽然她加入了美术社，但美术社的男生似乎都是彻底的豆芽菜，对桃果全败，所以明明是一年级生，却要和三年级生一起参加比赛。

  　桃果は単体で出る種目はぐるぐるバットしたあとのリレーと部活動対抗リレーのみ。美術部に属してはいるものの、同じ部活内の男子は桃果に全敗を喫するまでの徹底したモヤシくんらしく、一年生なのに三年生が立ち並ぶ土俵に出場である。

  

  

  「我绝对不会输！笔比剑更强更快！」

  「絶対負けない！　ペンは剣よりも強いし速いからね！」

  

  

  　意外的是，桃果充满了干劲。单论干劲的话，感觉和结乃不相上下。

  　意外と桃果はやる気に満ち満ちていた。気合いだけなら結乃に勝るとも劣らない感じだ。

  

  

  「呼哇啊……」

  「ふわぁ〜……」

  

  

  　第五节课决定参赛项目，第六节课是按项目分开练习的时间。这次似乎要决定骑马战的队伍和练习，老师指示大家自由组成四人组，班上的学生都动了起来。

  　五限目に種目決めが行われ、六限目は種目ごとに別れて練習する時間となった。今回は騎馬戦のチーム決めと練習をするらしく、自由に四人組を作れと指示をされてクラスの生徒が皆動き回っていた。

  

  　我动不了。人潮涌来。因此我坐在椅子上托着腮等待人潮平息。啊啊，做这种事的人会被当成没人要的，和关系不好的人组队吧。如果变成那样的话，我就翘掉体育祭吧。

  　身動きが取れん。人の波である。その為俺は椅子に座って頬杖をかいて波が静まるのを待つ。ああ、こういう事してる奴が余り物になって、仲良くない人らと組まされるんだろうなって思った。もしそうなったら体育祭サボってやろー。

  

  

  「小依依，组队吧」

  「こよりん、組もうぜー」

  「不愧是结乃，察觉到了我的担忧」

  「流石結乃、私の危惧を察して来てくれたね」

  「嗯？什么意思？」

  「ん？　どゆこと？」

  「虽然不太清楚，但还差一个人怎么办？」

  「よく分かんないけどあと一人どうする？」

  

  

  　结乃和换座位后座位离得很远的桃果都来到我这边，自然地邀请我加入队伍。她们理所当然地邀请我，让我感动得快哭出来了，这两个人真是好人啊。

  　結乃と、席替えをして席が離れてしまった桃果もこちらに来て自然と俺をチームに誘ってくれた。当然のように声を掛けてくれて涙が出そうになる、良い奴だよなぁこの二人って。

  

  　但是，还差一个人吗……。

  　しかし、あと一人か……。

  

  　我和桃果虽然能和班上的人正常交流，但关系并没有特别好。说白了，我们三个人的关系已经完结了，所以想不出邀请第四个谁的候补。

  　俺も桃果も、別にクラスの人らとは普通に喋るけど特段仲良いという訳でもないからな。言ってしまえばこの三人の状態で関係性が完結してるから、四人目以降に誰かを誘おうってなると候補が思い浮かばなかった。

  

  

  「你们俩有想邀请的人吗？」

  「誰か誘いたい子いないの？　二人は」

  「没有。我的交友圈很窄」

  「まぁ。交友関係狭いんで」

  「我邀请了同社团的人，但被拒绝了！她说有结乃在的话，就是王牌队伍之一了，她担当不起」

  「同じ部の子誘ったけど断られた！　結乃が居るならエースチームの一つじゃん、恐れ多いって」

  「那是什么意思？为什么有我在就是王牌啊」

  「なんだそりゃ〜？　なんで私がいるとエースになるのさ」

  「嗯，因为你所有体力测试都是满分啊」

  「うん軒並み体力テスト満点叩き出してるのよあなた」

  「确实是无可争议的王牌啊」

  「紛うことなきエースすぎるもんな」

  「那只是以前的基准吧？现在的孩子都是健康宝宝啊」

  「あんなもん昔の基準だろ〜？　今の子は皆健康優良児じゃんね」

  「AKIRA」

  「AKIRAやん」

  「我不是不良少年」

  「不良少年ではないのよ」

  

  

  　不管是以前的基准还是什么，高水平的事实是不会变的。老师和男生们都很期待结乃的活跃，所以除非对体力很有自信，不然不会想和她组队吧。毕竟她是注目的焦点。

  　昔の基準だろうがなんだろうが高水準のスペックしてるのには変わりないんだよな。先生からも男子からも結乃の活躍は期待されている節あるし、そりゃ余程体力に自信なかったら一緒に組みたくないわな。注目の的だもん。

  

  

  「首先，结乃肯定是要骑在上面的，那对另一个人的能力值有什么要求呢？」

  「まず結乃は上に乗せる事は確定してて、あと一人に求める能力値はなんだろうね？」

  「邀请把点数都点到运动神经上的家伙不是更好吗？比起适不适合，还是把我和桃果这种运动微妙组和结乃组队后，那种浪费了王牌的印象缓和一下吧」

  「運動神経に振ってる奴誘った方が良くない？　相性云々より、私と桃果の運動微妙組が結乃と組んでて宝の持ち腐れになってるって印象を緩和させる方向に持っていこう」

  「大家会在意这种事吗？」

  「そんな事皆気にするか〜？」

  「「会在意的吧」」

  「「気にするでしょ」」

  

  

  　再怎么说这也是高中第一大活动啊？谁都会鼓足干劲的吧。

  　なんてったって高校最初の大行事だよ？　気合いは入るだろ誰しも。

  　因为和超级王牌组队了，所以不能一直当个配角，所以需要避雷针啊，从对英雄的期待中，吸走『你们也有责任啊』这种不讲理的意见的避雷针啊。

  　スーパーエースと組んでるせいで日陰者に徹せないから避雷針が必要なんだよ、ヒーローへの期待からこぼれ落ちる『お前らにも責任はあるんだぞ』という理不尽な意見を吸う避雷針がよぉ。

  

  

  「擅长运动的孩子啊。那我可以叫我的朋友吗？那孩子非常喜欢小依依，应该会加入的！」

  「運動が得意な子か〜。じゃあ私の友達呼んでもいい？　その子めっちゃこよりんの事好きだから入ってくれると思うけど！」

  「诶，什么，喜欢我？」

  「えっ、なに、私の事が好き？」

  「是男的？」

  「男？」

  「是女的。等我一下」

  「女子だよ。ちょっとまってて」

  

  

  　结乃走进了人群。等了一会儿，结乃带着一个双马尾，眼睛上扬的活泼女生回来了。是同班的高辻同学。

  　人混みの中に結乃が入っていった。しばらく待つと、結乃はツインテールの活発そうなつり目の女子を連れて戻ってきた。クラスメートの高辻さんだ。

  

  

  「久等了，高辻怎么样？运动神经很好，个子又矮，条件正好吧？」

  「お待たせ、高辻とか丁度良くない？　運動神経良いし背が低いから、条件ピッタリじゃない？」

  「等下，结乃结乃，个子矮是什么意思？」

  「ちょっとなにゆのゆの、背が低いからって？」

  「骑马战上面的人身高高不是更有利吗。可以从上面抢帽子啊，初中的时候也玩过吧？」

  「騎馬戦って上は身長高い人がやった方が有利でしょ。上から帽子取れるじゃん、中学でもやったっしょ？」

  「玩过，但和这个有关系吗？」

  「やったけど、そんなの関係あった？」

  「有啊，肯定有。怎么样？小依依也在，要加入我们队吗？」

  「あったね。これは確実。どう？　こよりんもいるしウチらのチーム入らない？」

  

  

  　听到结乃的话，高辻同学看向我。我点头示意，但她没有反应。我立刻转向桃果。

  　結乃の言葉を聞き高辻さんは俺の方を見た。ぺこりと会釈をし「どうも」って言うも、反応は無し。俺はすぐに桃果の方を向いた。

  

  

  「辣妹好可怕……」

  「ギャル怖い……」

  「嗯嗯，很可怕吧，乖哦乖哦」

  「うんうん怖かったね、よしよし」

  「说什么辣妹可怕，冬浦酱不也差不多吗？」

  「ギャル怖いって、冬浦ちゃんも似たようなもんじゃん？」

  

  

  　哦，高辻同学向我搭话了。差不多吗，绝对不是，这里就让我好好否定一下吧。

  　お、高辻さんが俺に話しかけてきた。似たようなもの、か。断じて違うのでここはきちんと否定させてもらう。

  

  

  「不不，我离辣妹还差得远呢。在真正的辣妹面前，我都要相形见绌了」

  「いやいや、私なんて全然ギャルから遠い存在だし。モノホンの前では霞みますよ」

  「别用敬语了。不过冬浦酱也染了头发，还戴了耳环吧？不也差不多吗？」

  「敬語やめてー。でも冬浦ちゃん地味に髪染めてるしピアスやばいやん？　似たようなもんじゃない？」

  「嗯……我的话，比起辣妹」

  「うーん……私のはギャルってより」

  「说是精神异常地雷女可能更合适」

  「メンヘラ地雷女って呼んだ方が適切かもね」

  「嗯等等？桃果，刚才好像有点带刺？说法有点让人在意啊」

  「うん待って？　桃果、なんか今棘なかった？　言い方引っかかったかもな」

  「我说错了吗？」

  「間違った事言った？」

  「没说错，不是挺好的吗」

  「言ってないしいいんじゃないもかち」

  「说了！说错了啊，我才不是精神异常也不是地雷女！！！」

  「言ってる！　間違ってるだろ私はメンヘラでも地雷女でもない！！！」

  「「「不可能」」」

  「「「それはない」」」

  「不要异口同声啊」

  「異口同音やめろまじで」

  

  

  　为什么这时候会异口同声啊，不要说得好像大家都觉得我是精神异常地雷女一样啊。话说水濑也说过好几次我「病了」，为什么大家都想给我加上这种属性啊。我可是如假包换的健康优良不良少年啊。

  　なんでそこで揃うんだよ、俺がメンヘラ地雷女だって共通認識みたいに言うんじゃないよ。てか水瀬にも何回か「病んでる」って言われたし、なんで皆俺にそういうキャラ属性を足そうとするんだ。俺はれっきとした健康優良不良少年だっちゅーに。

  

  

  「嘛，一起玩完全没问题哦。对吧，间山酱！」

  「ま、一緒にやるのは全然いーよー。ねね、間山ちゃん！」

  「嗯？」

  「はい？」

  「你画了色情画吧？我听结结说的！说是用朋友当模特儿！」

  「エロい絵描くんしょ？　ゆのゆのに聞いたよ！　友達をモデルにしてるって！」

  「哼哼哼，正是如此。我的性癖就是画朋友在现实中无法实现的乱七八糟的遭遇！！」

  「ふっふっふ、いかにも。友達が、現実では実現出来ないぐらいめちゃくちゃな目に遭ってる絵を描くのが性癖です！！」

  「这家伙好可怕」

  「やばコイツ」

  「我个人觉得结乃一开始对性行为兴致勃勃，但因为男方失控而失去从容，最后沦为肉便器比较合适，小依则是被依赖的男人勒住脖子，被绑住，两乳头和股间被贴上按摩棒，被永无止境的快乐调教调教到露出啊嘿颜比较合适。两个人都很适合下流色情系的画风！」

  「個人的に結乃は最初は性行為にノリノリなんだけど男の方が暴走しちゃって余裕なくなって肉便器にされちゃうのが似合うと思ってるし、小依は依存先の男に首締められたり縛り付けられて両乳首と股に電マセットされて終わらない快楽調教でアヘ顔になっちゃうのが似合うと思っています。二人とも無様エロ系ぴったりのビジュ！」

  「结乃，这家伙怎么办？」

  「結乃、コイツどうする？」

  「挠痒挠到她晕过去吧」

  「気絶するまでくすぐるか」

  「赞成」

  「賛成」

  「开玩笑的，别这样啊你们两个」

  「冗談だからやめてね二人とも」

  

  

  　桃果立刻道歉。她很怕痒啊，特别是侧腹。下次再一起过夜的时候，就挠她痒挠一整晚吧。

  　すぐに桃果は謝る。くすぐりに弱いもんな、特に脇腹な。また泊まりの時は夜通しくすぐってやろう。

  

  

  「原来如此原来如此。结乃乃当肉便器，冬冬当啊嘿颜吗……」

  「なるほどなるほど。ゆのゆのは肉便器、冬浦ちゃんはアヘ顔か……」

  「明日花？？？别把多余的东西输入进去啊，真的。别被桃乃乃带坏了啊？？？」

  「明日花？？　余計な事インプットしなくていいよマジで。もかちに毒されないで？？？」

  「肉便器是什么？」

  「肉便器ってなに？」

  「简单来说就是被当成用来满足男性性欲的便器的女孩子！在动弹不得的状态下张着嘴被塞进鸡」「别说了？？？」

  「簡単に言うなら男の性欲を解消する為の便器扱いされてる女の子みたいな感じ！　動けない状態で開きっぱなしの口にちん」「やめな？？？」

  

  

  　结乃慌忙用手捂住桃果的嘴让她闭嘴。面对不太熟的人也能突然展开这种对话啊。某种意义上来说桃果真是无敌啊。虽然我一点都不想变成她那样。

  　焦った様子で結乃が桃果の口に手を当てて黙らせる。あまり知らない相手にもいきなりこんな会話展開出来るんだ。ある意味無敵だな桃果って。そうなりたいとは微塵も思わないけど。

  

  

  「我大概理解了。原来如此，确实很合适」

  「なんとなく理解出来たわ。なるほど、確かに似合うね」

  「明日花？？？什么意思？？？」

  「明日花？？？　どういう意味？？？」

  「话说和你很像的AV女优，是擅长硬核系的女优吧？肯定有那种作品的」

  「てかあんたに似てるってAV女優さ、ハード系が得意な女優っしょ？　そういう作品も絶対あるじゃん」

  「我没调查到那种程度所以不知道……」

  「そこまでは調べてないから知らんけど……」

  「冬冬怎么想？」

  「冬浦ちゃんはどう思う？」

  「哎」

  「えっ」

  「结乃乃，不觉得她很适合硬核系的play吗？」

  「ゆのゆのって、ハード系のプレイとか似合いそうじゃない？」

  「哈啊。比如说？」

  「はあ。例えば？」

  「首先男朋友的尿要喝掉吧」

  「まず彼氏のおしっこは飲むでしょ」

  「才不喝啊！？你在说什么啊！？」

  「飲まないわ！？　何言ってんの！？」

  「不，确实会喝」

  「いや、確かに飲みそう」

  「小依依！？平时你不是不会同意这种事的吗！？为什么点头了！！」

  「こよりん！？　普段そういうの同意しないじゃん！？　なんで首を縦に振る！！」

  「我并不讨厌黄段子哦。只是桃果的话题太过火了，有点恶心」

  「別に下ネタNGってわけじゃないしね、私。桃果の話がいきすぎててキモイだけだよ」

  「小依依，你觉得我很恶心吗？」

  「小依。あたしの事キモイって思ってたの？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　桃果一脸绝望地垂下了头。那当然了，你只会说些比女生的黄段子还要过分的话啊。虽然内容记不太清了，但你之前画的色情画把子宫挖出来的事我可是永远都不会忘记的。你把人的身体当什么了啊。

  　桃果が絶望顔で項垂れる。当たり前だろ、女子の下ネタトークなんか比較にならないぐらい酷い事しか言わんやんあなた。あんま内容は覚えてないけど、少し前に描かれたエロ絵で子宮抉り出されたの永遠に根に持つからな。人の体をなんだと思ってるんだって話だ。

  

  

  「不过你不是会喝尿的那种人吧」

  「でも尿じゃない方は飲むタイプだよね」

  「哎……」

  「えぇ……」

  「实际上要是交了男朋友，被拜托的话不是会喝吗？」

  「実際彼氏出来たら、頼まれたら飲みそうじゃない？」

  「绝对会喝吧」

  「絶対飲むだろうな」

  「你这么肯定啊。真是坚定的信赖」

  「確信あるねそれは。揺るがない信頼」

  「……要是被拜托了，或许会考虑一次吧」

  「…………そりゃ頼まれたら、一回くらいは考えるかもだけどさ」

  「感觉会用酒杯喝呢」

  「ジョッキでいきそうだよね」

  「好了，又来了！？莫卡的过激发言！！！酒杯是什么意思，怎么可能啊！？」

  「はい出たもかちの行き過ぎ発言！！！　ジョッキってなに、いくわけないだろ！？」

  「不，会的。毫无疑问会的。对吧，冬冬」

  「いや行くね。ゆのゆのは行くよ。ねぇ冬浦ちゃん」

  「……呕」

  「……おぇっ」

  「真的要吐了啊！你们两个别再说了，这里是教室啊！」

  「本気で吐き気催してるじゃんか！　やめろよ二人ともそういう話、ここ教室だから！」

  「没人会听的」

  「誰も聴いてないよ」

  「就算是这样也不行吧！？」

  「だとしてもだろ！？」

  

  

  　好险啊，感觉胃里的东西都快从喉咙里涌出来了。勉强算是安全了。

  　危ねぇ〜、喉の下まで胃の内容物が上がってきたのを感じたわ。ギリギリセーフ。

  

  　话说线下聚会的时候结乃也会说些过分的黄段子，仔细想想她们两个半斤八两啊。结乃和桃果都是。在结乃的妄想中，桃果经常被插屁股。

  　てかオフで遊ぶ時とかは結乃の方からエグい下ネタ飛ばしてきたりするからよく考えたらどっちもどっちなんだよな。結乃も桃果も。結乃の妄想の中で桃果、よくケツにぶっ刺すタイプの尻尾生やされてるしな。

  

  

  　在聊完过分的黄段子之后，我们开始练习骑马战。结乃在上面，高辻同学在前面，我和桃果在后面。

  　キツすぎる下ネタを会話した後に騎馬戦の練習を始めた。上には結乃、騎馬の前の部分は高辻さんが担当し、背後には俺と桃果が並んでいる。

  

  　高辻同学和我身高差不多，桃果比我们高几厘米。因为是误差程度的差距，所以不会失去平衡，骑马的稳定感应该能维持在很高的状态。

  　高辻さんは俺と身長が同じくらいで、桃果は俺達より数センチ身長が高い。誤差程度の違いなのでバランスが悪いなんて事はなく、騎馬の安定感は結構高い状態で維持出来ていると思う。

  

  

  「坐起来感觉怎么样？小尤尤」

  「乗り心地どう？　ゆのゆの」

  「小依依，你是不是在用胳膊使劲顶我的屁股？你在干什么？」

  「こよりん、なんかグイグイ尻に腕を押し付けてない？　なにしてんの？」

  「别在意。我只是在考虑安全问题」

  「気にするな。安全に考慮してるだけだよ」

  

  

  　嗯，只是在考虑安全问题。绝对不是在利用女性身份享受结乃的屁股。这是不可抗力。体操服最棒了。

  　うむ、安全に考慮しているだけである。決して女である事を利用して結乃の尻を堪能している訳では無い。不可抗力だ。体操服サイコー。

  

  

  「后面两个人怎么样？累不累？」

  「後ろの二人はどう？　しんどいとかない？」

  「没什么感觉。结乃意外地轻呢」

  「特に無いよ。案外軽いんだね結乃って」

  「我稍微前倾了点分散体重。所以小依依顶我屁股才让我觉得不可思议。你有什么意图？」

  「少し前傾姿勢になって体重を逃がしてるんだよ。だからこそこよりんに腕を押し付けられてることが不思議すぎるんだよな。どういう意図？」

  「考虑安全问题！」

  「安全の考慮！」

  「不会掉下来的，她们俩都站得很稳」

  「落ちないでしょ、三人ともしっかりしてるし」

  「坐垫的位置可能会偏移吧。我是在防止这个」

  「パンポジがズレるかもしれないでしょ。それを防いでいるのだ」

  「太牵强了」

  「無理があるわ」

  

  

  　被结乃一口否定了。牵强吗？要是布料卷进屁股的缝隙里了，那不就得调整一下吗。

  　結乃に一蹴されてしまった。無理あるか？　尻の割れ目に布が巻き込まれたりしたら直すじゃんか。

  

  

  「算了。就这样走一会儿吧，习惯很重要」

  「まあいいや。このまま少し歩いてみようよ、慣れるの大事っしょ」

  「OK。啊，我有件事想问冬冬，可以吗？」

  「おっけー。あ、冬浦ちゃんに聞きたい事聞いてからでもいい？」

  

  

  　在迈开步子之前，高辻同学看着我问道。她的声音里带着一丝不怀好意的笑意，但我猜不出她想问什么，所以只回了一句「什么事？」。

  　歩き出す前に高辻さんが俺に話しかけてきてこちらを見た。その声にはどこかニヤニヤとしたいやらしさが滲んでいたが、何を考えてるのかは想像つかなかったのでストレートに「なんですかー？」とだけ言っておいた。

  

  　高辻同学停下了坏笑，向我问道。不知道她是没料到我会这么回答，还是说我的回答和她预想的不同。

  　俺の反応を予想していなかったのか、それとも予想した物と違かったのか、高辻さんはニヤニヤを止めて俺に問いを投げた。

  

  

  「之前休息日，你来过麦当劳吧？和一个男人一起」

  「この前の休みの日、マクド来たよね？　男の人と一緒に」

  「哎？男人？……啊，那个时候啊」

  「え？　男？　……あぁ、あの時のか」

  「你记得啊？」

  「覚えあるやんね？」

  「记得是记得，但那没什么特别的」

  「覚えはあるけど、あれに特に変な意味は」

  「那是你男朋友吗？」

  「あれ、彼氏さん？」

  「噗——！！？」

  「ぶふーーーっ！！？」

  

  

  　结乃笑出了声。

  　結乃が笑いのニュアンスで吹き出した。

  

  

  「不、不是！」

  「ち、違うわ！」

  「不是吗？」

  「違うの？」

  「不是！那只是……只、只是朋友而已」

  「違うわ！　あれはただのっ……た、ただの友達、だから」

  「咦？你不是说你们认识吗？不是朋友吗？」

  「あれ？　知り合いって言ってなかった？　友達じゃないって」

  「意思差不多！没什么问题吧？」

  「似たような言葉だし意味だから！　別に問題ないだろ？」

  「明日花你听我说，小依依几天前才被那个男生说成朋友，她就立刻否认了哦？绝对发生过什么吧」

  「聞いて明日花、こよりんつい数日前まであの男子に友達って言われただけで即否定してたんだよ？　絶対なんかあったよね」

  「发生过吧。大概已经做过了吧」

  「あったね。多分もうヤったね」

  「做什么！？虽然我听不懂，但感觉很危险所以别说了！？我和那家伙之间什么都没有！」

  「なにを！？　よく分かんないけど不穏だからやめて！？　私とアイツの間に何も無いから！」

  「嘴上这么说？」

  「と言いつつ？」

  「什么都没有！！话说高辻同学为什么会知道麦当劳的情况啊！？」

  「何も無いわ！！　てかなんで高辻さんはマクドの様子なんて知っているんだよ！？」

  「那是因为，我在那家店工作啊」

  「そりゃ、あそこの店舗で働いてるし」

  

  

  　高辻同学理所当然地断言道。现在我住的家附近出现了第二位打工的高中生。这所高中尽是些勤劳的蚂蚁啊。

  　高辻さんは当然のように言い切った。今俺の住んでいる家の近所に二人目のアルバイター高校生がポップした。働きアリばっかだなこの高校。

  

  

  「原来如此原来如此」

  「なるほどなるほど」

  「怎，怎么了」

  「な、なんですか」

  「会做出这种反应的女生，大多都藏着什么秘密呢」

  「そういう反応をする子って、大体なーにか隠してたりするんだよねぇ」

  「！？我，我才没有藏着什么」

  「っ！？　か、隠し事なんて」

  「那时候的男生，能不能详细说说呢」

  「あの時の男子の事、詳しく聞かせてもおうかな」

  「绝——对不要！！！」

  「絶っっったい嫌だ！！！」

  「那我就去问由结由结的间山同学好了」

  「じゃあゆのゆのか間山ちゃんにでも教えてもらおうかな」

  「别啊。只会让被改编了八成的原作迷路传闻传开而已。别啊」

  「やめて。八割脚色された原作迷子の噂が広まっちゃうだけだから。やめて」

  「那就请冬浦同学本人直接说明吧」

  「じゃあ冬浦ちゃん本人が直接説明してよ」

  「……」

  「……」

  

  

  　我无言地向桃果求助。桃果对我眨了眨眼。什么都没传达给我，恐怕也没有什么意义。

  　無言で桃果に助けを求める。桃果はウィンクをした。何も伝わらない、恐らくだが意味もあまりない。

  

  

  「今天要和大家聊恋爱话题聊个够。主要就是听听你们两个的故事吧！」

  「今日は時間いっぱい皆と恋愛話するから。主に二人の話を聞こうかな！」

  「为什么！？」

  「なんで！？」

  「咦，我也算在内吗？」

  「あれ、アタシも頭数に入れられてる？」

  「当然！由结结的事情我都知道得一清二楚，所以先放一边」

  「勿論！　ゆのゆのは知り尽くしてるから一旦置きで」

  「喂」

  「おい」

  

  

  　之后，高辻同学以提问的形式，问了我们很长一段时间的恋爱经历和恋爱观，主要是桃果被击沉了。我没什么可以说的，所以没受到什么伤害。

  　そこから、高辻さんから質問形式で過去の恋愛遍歴や恋愛観を長々と問われ、主に桃果が撃沈していた。俺は語れる事は少ないので特にダメージはなかった。

  

  

  「……！我有灵感了。高辻同学！我可以画画吗？」

  「……！　インスピレーションが浮かんだ。高辻さん！　絵を描いてもいい？」

  

  

  　恋爱话题结束的瞬间，被击沉的桃果突然复活，对高辻同学如此说道。高辻同学有些被吓到，但还是回应了桃果。

  　恋愛トークが終わった瞬間、撃沈していた桃果が息を吹き返しカウンターとばかりに高辻さんにそう言い放つ。その様子に若干引きつつ、高辻さんは桃果に言葉を返す。

  

  

  「要看你画什么」

  「何を描くかによるかな」

  「像高辻同学这样积极主动的开朗辣妹，果然还是和结乃一样，用压倒性的男性性欲让她屈服会更让人兴奋！一定要画上拉扯双马尾的场景！」

  「高辻さんみたいにグイグイ来る明るいギャルは、やっぱり結乃と同じく圧倒的な男の性欲で分からせた方が興奮するからね！　そのツインテールを引っ張るシーンは絶対に入れよう！」

  「拷问！？」

  「拷問！？」

  「我好像也莫名其妙被卷进去了？」

  「地味に私も巻き添え食らったの何？」

  

  

  　高辻同学的吐槽完全没错。结乃被卷进来，算是形式美吧。这次能逃过一劫，我得感谢上苍。真是感激不尽，毕竟在桃果的同人世界里，我已经是个大肚子了。能迎来一时的平静，真是谢天谢地。

  　高辻さんのツッコミはまさしくその通りだった。結乃が巻き添えを食らうのはまあ、様式美だ。今回は難を逃れた事を天に感謝する。ありがたや、桃果の同人ワールドでは既にボテ腹にされてるからな、俺。一時の平穏が訪れたのはありがたい。

  

  　几天后，我听说老师听说了这件事，偷偷把桃果叫出去说教了。之后，我马上又看到了以说教的老师为原型的纯爱色情漫画，再次认识到桃果真是无敌。

  　後日、この話を聞いていた先生が密かに桃果を呼び出し説教していたという話を聞いた。その後、日も変わらないうちに説教をした先生をモデルとした純愛エロ漫画をまざまざと見せつけられ、改めて桃果は無敵なんだなあと思った。

 
  22話「ペットボトル」

  第22话「宝特瓶」

  　桃果和结乃都有参加社团，所以我平常不是一个人回家，就是等她们结束社团活动，然后一起去参观。这就是我平常的行动模式。

  　桃果と結乃は部活に所属している為普段なら一人で家に直帰するか二人を待って部活動を観察しに行く、というのが普段の行動パターンだった。

  

  　运动会的练习期间，和我一样拒绝社团邀请，或是早早退出社团的人，都会被召集到操场上，强制参加多人竞技项目的练习。今天也是运动会的练习日。

  　体育祭練習の期間に入ると、俺と同じように部活の勧誘を蹴り続けた人や早期に辞めた人はグラウンドに集められ、大人数でやる種目の練習などを強制される。今日も例に漏れず、体育祭の練習日だ。

  

  

  「这么多人一起练习有意义吗？」

  「こんだけの人数で練習して意味あんのかねぇ」

  

  

  　被召集过来的人，有些是阴沉又安静，也就是所谓的阴角；有些是虽然能正常说话，但没有特别擅长的事物，也没有什么兴趣，给人不可思议印象的人；有些是虽然声音很大，但总是和相同成员聚在一起，边玩手机游戏边吵闹的人。

  　集められた人間は暗かったり静かだったりする、所謂陰キャと呼ばれそうな人達が少々。普通に話せるけど特に何かが得意だったり、趣味があったりって印象のない不思議な感じの人が少々。声は大きいけどずっと同じメンバーで固まってスマホのゲームをしながら騒いでる人達が少々といった配分。

  

  　虽然我不会说出口，但以合作游戏的角度来看，这些人肯定都是多余的。虽然目的是提升战力，但这些人本来就没有干劲，所以我觉得成果应该很微妙。

  　口には出せないが、協力プレイという面で考えたら間違いなくハズレ枠の人員だろう。戦力の底上げを目的としているのだろうが、やる気がそもそもないから成果は微妙だと思うな〜。

  

  　擅长运动的人似乎会自主参加个人项目的练习，所以聚集在这里的都是些微妙的人。嗯——我提不起干劲。

  　スポーツ得意勢は個人種目の練習の方に自主的に参加してるっぽく、こっちに集まるのは微妙な人らばかりになるのは必然ではあるが。うーん、モチベが上がらない。

  

  

  「我们要在骑马战和跳绳接力赛中拿下学年第一名哦——！」

  「騎馬戦とジャンプリレーで学年1位取るぞー！」

  

  

  　班导充满干劲地说道，女生们也「哦——！」地回应，感觉相当积极。虽然中途就松懈的家伙们，还有从一开始就毫无干劲的男生们另当别论。

  　なんて、担任のやる気に満ちた言葉に割と女子は前向きな感じで「おー！」と声を上げていた。途中で弛れるやん君ら、最初からやる気0な男子勢は論外だけどもさ。

  

  　骑马战因为组队的人不同就没有意义了，所以变成练习跳绳接力赛，从体育仓库拿出大绳，将绳子拉直，配合时机跳绳。

  　騎馬戦は組んでる人間が違うと意味が無いだろうということでジャンプリレーの練習をする流れになり、体育倉庫から大縄を出してそれをピンピンに張った状態にしてタイミングを合わせてジャンプするという練習をする流れとなった。

  

  　我原本以为这种事谁都不会被绊倒，但意外地有些人因为时机没配合好而被绊倒。不过我完全不觉得自己会被绊倒，总觉得这种练习很蠢，让我感到很无聊。

  　こんなもん誰も引っかからないだろと思い込んでいたが、意外とタイミングが合わずに引っかかる人がチラホラといた。けれど俺は一向に引っかかる気もしないし、なんだかアホくさい練習に思えて退屈だと思わざるを得なかった。

  

  

  　这种练习持续了好几天。体育课和综合、LHR都已经在练习运动会的项目了，放学后有必要练习吗？我虽然这么想，但还是因为惰性而晚回家，陪大家练习。

  　という練習が数日続いた。体育の授業と総合、LHRで既に体育祭練習を行っているので学校終わった後に練習するのは必要か？　と思いつつ、惰性で帰宅時間を遅らせ練習に付き合う。

  

  　不过，虽然大家嘴上一直喊累，但中途离开或不来的人并不多。就算有人离开，也只是因为要去补习班之类的，练习的出席率意外地维持在很高的水平。

  　けど、なんだかんだ皆ダルいダルい言いつつも練習を途中で抜け出したり来なくなったりする人はあまりいなかった。居ても塾等の習い事で抜ける程度で、案外練習の参加率は高い所を維持している。

  

  　该说大家意外地认真吗？还是说大家想好好地讴歌青春呢？我心中涌起一股暖意。

  　意外と真面目というか、真っ当な青春を謳歌しようとしてるんだな〜って暖かい気持ちになる。

  

  

  「跷掉吧。」

  「サボろっと」

  

  

  　谁理你们啊。毫无协调性又自卑阴沉的我，无法抹去「每天做同样的练习也没有意义吧」的想法，所以今天决定直接回家。我避开这几天混熟的班级小圈圈，收拾好东西。

  　しーらね。協調性皆無で卑屈根暗の俺は、毎日同じような練習しても意味無いだろって思いを払拭出来なかったので今日は普通に帰る事にした。ここ数日間で仲良くなったクラスの輪に混ざらずに荷物を纏める。

  

  

  「咦？冬浦同学今天要回家吗？」

  「あれ、冬浦さん今日は帰るん？」

  

  

  　有人跟我说话。有人跟我说话了。哇啊——同调压力的恶魔把手搭在我的肩膀上。我只是想回家而已，为什么会被搭话啊？明明平常没什么对话的。

  　話し掛けられた。話し掛けられちゃったよ。うわー、同調圧力の悪魔が肩に手を掛けてきている。帰ろうとしただけで声を掛けられるのかよ、普段あまり会話しないのに。

  

  

  「我今天有点事。下周开始会再参加练习的！」

  「私今日はちょっと予定あって。来週からはまた練習参加するよ！」

  「下周开始还有舞蹈练习，可能没时间哦——？」

  「来週からはダンス練習もあるし時間取れないかもだよー？」

  

  

  　什么跟什么啊。因为可能没时间，所以要我别管事情来练习吗？饶了我吧。

  　なんじゃそりゃ。時間取れないかもだから用事なんて放っといて練習しようよって言ってるのだろうか。勘弁してほしいな。

  

  　话说回来，我完全搞不懂为什么要分班创作舞蹈表演。为什么班上的女生全部都要强制参加，还必须被当成展示品啊？好丢脸。

  　てか、クラス別の創作ダンス晒すくだりもまるで意味分からんし。なんでクラスの女子全員が強制参加で見世物にならないといけないんだよ。恥ずかしいわ。

  

  

  「抱歉——我有无论如何都推不掉的事！我会在家里自主练习，今天真的饶了我吧！」

  「ごめーんどうしても外せない用事だからさ！　家で自主練やっとくし、今日はホント勘弁！」

  

  

  　我心想，哪有什么自主练习啊。跟我搭话的女生，是之前好几次被我搭讪的女生，我觉得不该提及这点，所以准备快点离开。

  　自主練もクソもないだろって思いつつ。俺に声掛けてきた子、何度か引っかかっちゃってた子だし言及は良くないと思ったので早々と退散する準備を見せつける。

  

  

  「这样啊。那就没办法了，再见咯！」

  「そっか。じゃあしょうがないね、またね！」

  「嗯。大家练习加油哦——」

  「うん。皆も練習頑張ってねー」

  

  

  　我简单说完后离开教室。

  　簡単な言葉を口にして教室を出る。

  

  　放学后要练习的话，干脆来打骑马战吧？这种事跟升学推荐无关，谁要每天参加这种无聊的昭和时代游戏啊。

  　放課後に練習するならどうせなら騎馬戦がしたいって話よな？　内申にも関与しないのにつまらない昭和の遊びみたいな行事に毎日毎日参加出来るかっての。

  

  

  「这不是小依同学吗？嗨嗨嗨。」

  「小依くんじゃん。やあやあやあ」

  

  

  　我走下楼梯时，水濑从背后叫住我。幸好不是同班同学，我松了口气，在楼梯间等他下来。

  　階段を降っていたら背後から水瀬に声をかけられた。同じクラスの連中じゃなくてよかったと胸を撫で下ろし、踊り場で彼が降りてくるのを待つ。

  

  

  「水濑，现在要去打工？」

  「水瀬。今からバイト？」

  「不，打工暂时休息到暑假。」

  「いや、バイトはとりあえず夏休み入るまでしばらく休みだよ」

  「是吗？为什么？

  「そうなの？　なんで？

  「成绩有点……」

  「ちょっと成績がね……」

  「咦，你成绩不好吗？」

  「え、お前成績悪いの？」

  「数学a、沟通英语和物理都漂亮地不及格。」

  「数aとコミュ英と物理で見事な赤点を決めたよ」

  「别打工了吧？都是学分很多的科目。」

  「バイトやめなぁ？　単位の配分がでかい科目ばっかじゃん」

  「国语和英语表勉强及格。只有数学1拿到60分。」

  「国語と英表も赤点ギリ回避。唯一数1だけ60点取れたよ」

  「嗯，你为什么会考上高中啊。擅长什么科目？」

  「うんなんで高校入れたんお前。何が得意科目なの？」

  「我擅长社会科，没想到只有现社。」

  「社会得意だったんだけどね。まさか現社しか無いとは」

  「现社几分？」

  「現社は何点だったの」

  「72分！」

  「72点！」

  

  

  　我无语了。这个人真厉害，看来是面试时被看中了性格。不然说不通啊，高一刚开始考试就不及格。

  　ガックリ。すごいなこの人、余程面接で人間性を買われたと見える。じゃなきゃ辻褄合わないだろ、高校序盤のテストでこのザマな事の説明が付かない。

  

  

  「你是补习组的吗？」

  「お前補習組だったのかよ」

  「是补习组，但补习一次就能过关，我自认头脑不差。」

  「補習組だけど一回で補習上がれるから頭は悪くないと自負してるよ」

  「正式考试不及格就没意义了啊。」

  「本番で赤点取ってたら意味無いじゃん」

  「补习后就能避免不及格，这样就够了吧！」

  「補習クリアすれば評定1は免れるから十分だろ！」

  「你没想过考大学吗？」

  「大学進学する気とかないん？」

  「没想过。话说我才高一啊？」

  「考えた事ないや。てかまだ高一だよ？」

  「虽然才高一……算了。那你今天接下来要做什么？运动会练习？」

  「まだ高一だけどさ……いいや。じゃあ今日はこれから何するの？　体育祭練習？」

  「嗯。我被选为班级接力赛的最后跑者。」

  「うん。クラス対抗リレーのアンカーなんか任されちゃったからさ」

  「咦，最后跑者？好厉害。」

  「え、アンカーなん？　すご」

  

  

  　水濑看起来不擅长运动，身体能力也不强，但班级接力赛是根据体力测试成绩决定的，至少他跑得很快。真是意外的特长。

  　水瀬はてっきりスポーツとか得意に見えないし身体能力もそこまでだろうと思っていたが、クラス対抗リレーは体力テストの成績で決めてる所あるし少なくとも足は速いらしい。意外な特技だ。

  

  

  「你还有参加什么项目？」

  「他に何の種目参加してんの？」

  「个人项目只有障碍物接力赛。我也是执行委员，所以没参加太多项目。」

  「個人競技は障害物リレーくらいかな。実行委員もしてるからあんまり種目出てないんだよね」

  「你是执行委员？很拼嘛。」

  「実行委員してんの？　めっちゃ張り切ってんじゃん」

  「因为老师说会加进内申成绩里。而且还能帮学生会的忙，明年就能讨好老师了！」

  「内申点に加点してくれるって先生が言ってたからね。生徒会の手伝いにもなるから来年に控えて媚びも売れるし！」

  「学生会？你想加入吗？」

  「生徒会？　入りたいの？」

  「想！」

  「入りたい！」

  「为什么？」

  「なんで」

  「光是提出学生会主导的课外活动就能提高内申成绩，而且学生会的经历本身就很厉害吧？我学习完全跟不上，所以要靠这个保住学籍！」

  「生徒会主導の課外活動を立案するだけで内申が上がるし、生徒会をやってたって言うプロフィールがそもそも強いだろ？　まるで勉強着いていけてないし、そこで首の皮を繋げていく！」

  「真是没出息的理由。」

  「情けない理由だった」

  「靠头脑啊，小依同学。」

  「頭脳だよ小依くん」

  「用头脑学习就能解决问题了。」

  「頭脳使って勉強すりゃ解決なんだよ」

  「不靠别人教我根本记不住，所以不行！」

  「人に教えられながらじゃないと頭に入らないから無理！」

  「你上课都在干什么啊。想想老师是什么样的角色吧。」

  「授業中何してんのお前。教師ってどんな役職なのか考えてみよう」

  「打工太累了，上课的时候很困嘛。」

  「バイトの疲労で眠いんだもん授業中」

  「别打工了。」

  「バイトやめろよ」

  

  

  　这样不就无法兼顾学生的本分了吗。虽然我违反校规，没资格说别人，但至少要兼顾好本分啊。

  　学生の本分と両立できてないじゃん。校則とか破りまくってる俺が言うのもなんだけど、ちゃんとそこは両立させろよ。

  

  

  「要是被允许你打工的老师知道，会生气的哦。」

  「バイトする許可出した先生に怒られても知らねーぞ」

  「我没得到允许，所以不用担心被骂。」

  「無許可でやってるから怒られる心配はないよ」

  「哇塞。你意外地是个厉害的家伙啊……」

  「やーば。お前って意外とすごいやつなんだな……」

  「过奖了～」

  「それ程でも〜」

  「我没夸你。这种话叫讽刺。」

  「褒めてないんだよね。皮肉って言うんだよこういうの」

  「好开心啊。」

  「嬉しいなあ」

  「你是耳朵不好吗？还是脑子不好？」

  「耳が悪いの？　頭が悪いの？」

  

  

  　为什么没被宿舍长告发啊……话说为什么能在学校附近的旧书店打工啊。这家伙也是无敌角色吗。桃果也好水濑也好，你们的理性螺丝是不是掉了好几根啊。

  　なんで寮長さん経由で学校にバレないんだ……てかなんで無許可で学校近くの古本屋で働けるんだよ。こいつもまた無敵勢か。桃果といい水瀬といい、理性のネジが何個かすっ飛んでるんじゃなかろうか。

  

  

  「小依同……小依酱要参加什么项目？」

  「小依く……小依ちゃんはなんの種目出るの？」

  「为什么要加酱啊」

  「なんでちゃん付けするんだよ」

  「在别人面前吧」

  「人前だろ」

  

  

  　在别人面前突然加酱会吓到人的。而且我们离其他人有段距离，小声说话也听不见。

  　人前だけど。急にちゃん付けされたら驚くだろ。それに他の人とは距離あるから小さな声で喋りゃ聴こえないし。

  

  

  「……算了。我只参加障碍物接力和借物赛跑。还有全员参加的项目」

  「……まあいいけど。私は障害物リレーと借り物競争だけ。あとは全員参加系だけだね」

  「哦，障碍物接力和我一样啊！我不会输的哦～」

  「おっ、障害物リレー僕と同じじゃん！　負けないぞ〜」

  「男女分开吧」

  「男女分けるでしょ」

  「好像不分哦？」

  「分けないらしいよ？」

  「体力压倒性不利」

  「圧倒的体力不利」

  「听说男生的路线准备了更复杂的障碍物」

  「男子のコースはより複雑な障害物を用意するんだってさ」

  「嘿」

  「へぇ」

  

  

  　这样就公平了吗？要是出现比直线距离速度的跑道，你可能一下子就被反超了。

  　なら公平になるのか？　直線距離での速さ勝負するレーンが現れたら途端に巻き返される可能性あるが。

  

  

  「所以呢，你现在要跑来测时间吗？」

  「それじゃなに、お前今から走ってタイム測ったりするん？」

  「好像是。班上的同学都很严格」

  「そうみたいだね。クラスの子らがストイックでさ」

  「一年级生都很努力啊。我们班的大家也干劲十足，我都被抛下了」

  「一年生ってどこも頑張り屋さんなんだな。うちのクラスも皆やる気バリバリで置いてかれてるよ」

  「小依酱对体育祭没什么兴趣吗？」

  「小依ちゃんはあんまり乗り気じゃないの？　体育祭」

  「能看到其他班女生跳舞真的好期待。体操服很透，能看见胸形！」

  「他クラスの女子のダンスが見れるのはマジで楽しみ。体操服って透けるし胸の形わかるしな！」

  「好恶……」

  「激キモいな……」

  「你说好恶？？？」

  「激キモいっつった？？？」

  

  

  　为什么这时候要退缩啊。这是男人理所当然的着眼点吧，我们班的男生也偷偷说过，好期待女生跳舞。

  　なんでそこで引かれるんだよ。男なら当然の着眼点だろ、うちのクラスの男子も隠れて言ってたぞ。女子のダンスマジで楽しみだって。

  

  

  「呜哇，说起来那些家伙还笑我『胸小所以没什么期待值』……要不要杀了他们」

  「うわ、そういやアイツら俺の事『胸小さいからそこは期待値薄目だよな』って笑ってたんだよな……殺してやろうかなアイツら」

  「啊，啊哈哈。那可真过分」

  「あ、あはは。そりゃ酷いな」

  「我倒没在意。胸不过就是脂肪。而且我是男的，没理由在意」

  「別に気にしてないけどな。胸なんかただの脂肪だし。てか俺男だし。気にする理由が無いしな」

  「……」

  「……」

  「……你倒是说点什么啊」

  「……なんか言えよてめぇ」

  「哎！？我也没沉默那么久吧！？」

  「え！？　そんなに長い間黙ってなかったよね！？」

  「你倒是附和我啊」

  「相槌打てよ」

  「这话题很难接话吧……怎么，难道小依酱很在意胸」「都说不在意了！」

  「反応取りづらい話題だろ……なに、もしかして小依ちゃんって胸の事気にして」「気にしてねえっつってんだろ！」

  「好痛好痛别打我啊！？」

  「痛い痛い叩くなよ！？」

  

  

  　我啪啪地拍打她的手臂。感觉好火大，就算小也没关系吧。明明自己说别人可爱什么的，突然扯到胸的话题还嗤之以鼻！！！混账！！！

  　バシバシと腕を叩いてやる。なんかムカムカする、別に良いだろ小さくても。人の事可愛いだのなんだの勝手に言ってるくせに急に胸の話題出して鼻で笑いやがって！！！　クソがっ！！！

  

  

  「唉……」

  「はぁ……」

  「……那，那个。我可以把想说的话说出来吗？」

  「……あ、あのさ。言おうと思ってたこと言ってもいい？」

  「啊？什么啊」

  「あ？　んだよ」

  「为什么生气啊……那个，虽然只是猜测，但你是不是在看其他女生？」

  「なんで不機嫌なんだよ……いや、その。多分だけど、ほかの女子を見てると思う事なんだけどさ」

  

  

  　水濑欲言又止，移开视线后说道。

  　言い出しずらそうにもごついた後、水瀬は俺から目を逸らしながら言った。

  

  

  「……一般来说，内衣上面最好再穿一件小背心之类的比较好哦？」

  「……多分、普通は下着の上にキャミソールとか着た方がいいかも？」

  「啊？什么意思？你怎么知道我没穿小背心？」

  「は？　どういう意味。なんで俺がキャミ着てないって分かるんだよ」

  「……透出来了哦？」

  「……透けてるよ？」

  「啊？………………」

  「あ？　………………」

  

  

  　体育祭练习开始后，我一直穿着体操服和运动服回家。因为很热，所以运动服一直没扣上，我低头看向自己的胸口，终于理解了水濑的意思。

  　体育祭練習が始まってからずっと体操服の上にジャージを羽織って帰宅していた。暑いから前は開けたままにしていたが、視線を落とし自分の胸元を見ると水瀬の言ってる事が理解出来てしまった。

  

  

  「……！糟透了！」

  「……っ！　最悪！」

  

  

  　我背对着墙扣上运动服。我一直以胸罩外露的状态度过高中生活吗！？春天也是在罩衫外面披着宽松的开襟毛衣，所以胸罩外露的可能性很高吧！？

  　壁の方を向いて前を閉める。俺、ずっとブラが見える状態で高校生活送ってたのか！？　春もブラウスの上から大きくて緩いカーディガン着てたから、胸元は丸見えになってた可能性高いよな！？

  

  　糟透了糟透了糟透了！！！而且每次体育课都是运动服前不扣的打扮，所以有颜色的内衣不就完全露出来了吗！！为什么桃果和结乃什么都没说啊！？

  　最悪だ最悪だ最悪だ！！！　そもそも体育の時間は毎回ジャージ羽織り前開きスタイルだったから、色の着いた下着なんてモロ見えまくりじゃないか！！　なんで桃果も結乃も何も言ってくれなかったんだよ！？

  

  　我真是个大笨蛋……为什么没人告诉我啊……

  　バカ丸出しじゃん……。なんで誰も教えてくれないんだよ……。

  

  

  「小依，没事吧……？」

  「小依ちゃん、大丈夫……？」

  「你觉得有人被看到内衣会不介意吗……？」

  「下着見られて平気な奴がいると思うか……？」

  「啊——嗯……我、我没看哦？」

  「あー、まぁ……み、見てないよ？」

  「那你为什么能指出这件事？？？你是超能力者吗！？」

  「じゃあなんで指摘できる？？？　お前エスパーかなんかか！？」

  「……」

  「……っ」

  「你看到我的脸就移开视线了！！你绝对看到了！笨蛋！！」

  「俺の顔みて目ェ逸らした！！　見たじゃん絶対！　馬鹿！！」

  「我甘愿接受你的迁怒……」

  「この八つ当たりは甘んじて受けよう……」

  

  

  　虽然我也想说谢谢她老实告诉我！但这是两码子事，这家伙刚才一直盯着我的胸口看！！！我本来想提醒她不要一直盯着别人的胸部看，所以要连同这件事一起打她！给我忘掉！！！

  　正直に教えてくれてありがとうと言う気持ちもあるが！　それはそれとしてさっきコイツ俺の胸元ガン見してたんだよな！！！　人の胸ジロジロ見るなよって注意するつもりだったし、その分も兼ねて叩く！　忘れろ！！！

  

  

  

  

  　几天后，体育祭即将来临，全体练习也结束了。我回家一趟，把忘记提交的作业从家里拿回来交给科任老师。

  　数日後。体育祭を目前に控えて全体練習も終わり、一度帰宅した俺は提出し忘れていた課題を家から回収し教科担任に提出しに戻ってきていた。

  

  

  「哦，你有好好写呢。什么嘛，你真的只是忘在家里了啊。」

  「お、ちゃんとやってあるな。なんだ、本当に家に忘れてきただけかい」

  「我不是这么说的吗～」

  「だからそう言ってるじゃないですか〜」

  「抱歉抱歉，理由太像小学生了，我忍不住怀疑你！」

  「すまんすまん、理由が小学生すぎてつい疑っちまったよ！」

  

  

  　好烦。

  　うざぁ。

  　「我有写作业，只是忘在家里了——」这种话确实像是小学生会说的台词，但也不能不分青红皂白地认定「反正你一定在说谎」吧。

  　確かに「宿題はやってきたけど家に忘れましたー」なんて小学生が言いそうなセリフだけどさ、だからって頭ごなしに「どうせ嘘」って決め付けるのは違うだろ。

  

  

  「而且这是我第一次没交作业，请老师高抬贵手。突然把我叫出来……」

  「てか未提出なのはこれが初なんだし大目に見てくださいよ。いきなり呼び出しって……」

  「你不是本来就违反好几条校规吗？比其他学生更容易被盯上也是没办法的事。」

  「お前デフォでいくつも校則破ってるじゃないか。他の生徒よりも目につきやすいのは仕方ないだろ」

  「咦～」

  「え〜」

  「染发和裙子长度！还有穿着非学校指定的开襟毛衣。耳环洞已经没办法塞住就算了，但其他部分可以改吧。偶尔也穿得正经点啊，冬浦～」

  「髪染めとスカートの長さ！　それと学校指定じゃないカーディガンの着用な。ピアス穴はもう塞げないなら仕方ないが、それ以外は直せるだろ。たまにはちゃんとした格好しなさいよ冬浦〜」

  「我可以染黑，但衣服不行。」

  「黒染めはしてもいいっすけど、服は無理です」

  「那个，虽然很难启齿，但你经常走光哦。」

  「あのな。言いにくいんだが、結構な頻度でパンツ見えてるからな」

  「！？请不要看啦！！！」

  「！？　見ないでくださいよ！！！」

  「喂，你那反应是在搞笑吗？没办法吧。那就不要把裙子折起来。」

  「おいその反応ギャグかお前。無理だろ。ならスカート折るのやめなさい」

  「不行啦，别小看女生社会。要是被觉得土气就会被排挤。」

  「駄目ですよ、女社会舐めんな。ダサいって思われたらハブられるんすよ」

  「真是如履薄冰的友情关系啊……」

  「薄氷みたいな友情関係だな……」

  

  

  　如履薄冰吗？形容得真妙。虽然桃果和结乃的个性很好，就算我一个人把裙子拉长也不会说什么，但国三快毕业时认识的女性朋友都是这种感觉……

  　薄氷か、言い得て妙だなぁ。まあ桃果と結乃はめっちゃ性格良いから一人だけスカート長くしても何も言ってこないとは思うけど、中三の終わり頃に築いた女友達は皆そんな感じだったからなぁ……。

  

  

  「我也会不知道该看哪里，所以尽量不要走光。还有你之前连胸罩都透出来了。」

  「こっちとしても目のやりどころに困るからパンツは極力見えないようにしろよ。あとお前、前はブラまで透けてたからな」

  「我知道啦！！」

  「知ってますよ！！」

  「如果唐吉诃德有卖同样花样的内衣，我会用潜意识暗示你，拜托了。」

  「ドンキで同じ柄の下着あるとサブリミナルするからまじで頼むぞ」

  「这完全是性骚扰发言！！反正已经看不见了，没关系吧！唉……那我先走了！」

  「ちゃんとセクハラ発言！！　もう見えないからいいでしょ！　はぁ……それじゃ、失礼します！」

  

  

  　明知道透出来，为什么不提醒我啊！真是的，这学校怎么都是些冷淡的人！！

  　透けてんの知っててなんで言ってくれないんだよ！　ったく、冷たい人ばっかだなこの学校！！

  

  　离开教职员室时，天色已经完全暗了下来。除了社团活动以外，已经没有其他学生留在学校了。

  　職員室を出た頃にはすっかり夕方になっていた。部活動以外の生徒はもう誰も残っていない。

  

  　某间教室传来管乐社的演奏声。两手空空地在学校里走动，感觉真新鲜。

  　吹奏楽部の演奏がどこかの教室から聴こえてくる。手ぶらで学校の中を歩くのってなんか新鮮だな。

  

  　……要不要去厕所稍微调整一下裙子长度呢？算了，太麻烦了，就算了吧。反正也没几个人。

  　……トイレで少しスカートの長さ調節しようかな。いや、面倒だし別にいっか。あんまり人いないしね。

  

  

  「哦！」

  「おっ」

  

  

  　我一边从走廊的窗户眺望外面，一边走着，看见水濑今天也毫不厌倦地在跑步并计时。她又不是田径社的，真有干劲。

  　廊下の窓から外を眺めながら歩いていたら今日も飽きずに走ってタイム計ってる水瀬の姿が見えた。陸上部でも無いのによくやるわ。

  　在那之后她每天都跑，也太有干劲了吧。配上夕阳，感觉就像青春的一页。好想放点感人的背景音乐～

  　あれから毎日走ってんじゃん、気合い入りすぎだろ。夕焼けと相まってすごい青春の一コマっぽいわ。エモいBGM流してぇ〜。

  

  

  「她打算练到最终离校时间吗～？真是个青春受虐狂，笑死人了。」

  「最終下校時間までやるつもりなんかな〜。青春マゾじゃんウケる」

  

  

  　我斜眼看着挥汗努力的水濑，走向教职员玄关，在自动贩卖机买了饮料。虽然才六月，但空间里已经响起暮蝉的鸣叫声。真是和平啊。

  　汗水垂らして頑張る水瀬を横目に職員玄関の方へ行き、自販機で飲み物を買う。まだ六月だが既にヒグラシの鳴き声が空間に響いている。平和だなぁ。

  

  　我买了茶，走向操场。这时钟声响了。是最终离校时间前的最后一声钟响。水濑似乎跟田径社的人借了码表，他把码表还回去，从放在树根的书包里拿出毛巾，开始擦汗。

  　お茶を買いグラウンドの方へ歩いているとチャイムが鳴った。最終下校時間前の最後のチャイムだ。水瀬は陸上部の子にタイマーを借りていたようで、それを返し木の根元に置いてあったカバンからタオルを出し汗を吹き始めた。

  

  

  「哇！？」

  「うわっ！？」

  

  

  　水濑放下毛巾，正要使用喷雾剂时，我把冰凉的宝特瓶底部贴在他的脖子上。他吓得身体往前倒，看向我。

  　タオルを置いてスプレーを使おうとした水瀬のうなじにキンキンのお茶のペットボトルの底を当てた。彼は逃げるように体を前に倒し驚いてこちらを見た。

  

  

  「辛苦了。给你。」

  「お疲れ。あげる」

  「谢、谢谢。」

  「あ、ありがとう」

  

  

  　水濑虽然困惑，还是从我手中接过茶，向我道谢，打开宝特瓶喝了起来。茶咕嘟咕嘟地流进喉咙。

  　困惑しながらも俺からお茶を受け取った水瀬は俺に礼を言いつつペットボトルを開けて口をつけた。ごくごくとお茶を喉に流し込んでいく。

  

  

  「顺便说一下，这是跟我间接接吻哦。」

  「ちなみにそれ、俺と間接キスね」

  「！？噗哈，你、你喝过了吗！？」

  「っ！？　ぷはっ、の、飲みかけだったの！？」

  「开玩笑的。反应这么大，好恶，你是处男吗！啊哈哈哈！！」

  「冗談だよ。なに過剰反応してんのきっも、童貞かよお前！　あはははっ！！」

  「……」

  「……」

  

  

  　水濑的反应太有趣，我忍不住笑出来，结果被他瞪了……玩笑开过头了吗？他站起来，走向我背后。

  　反応があまりにも面白くて笑ってやったら水瀬に睨まれた。……冗談が過ぎたかな？　彼は立ち上がると俺の背後に向けて歩き出す。

  

  

  「小依同学，今天很热吧？」

  「小依くん、今日暑くない？」

  「啊？嗯——是很热，怎么了？」

  「あ？　んー、暑いけど。それが？」

  「那我来帮你变凉快。」

  「なら涼しくしてあげるね」

  「呀啊啊啊啊啊！？」

  「にぎゃああぁぁぁっ！？」

  

  

  　水濑突然抓住我体操服的腰部，把衣服掀起来，把清凉喷雾喷了进去。我的后背一下子变凉，我发出怪叫跳了起来。

  　急に水瀬が俺の体操服の腰らへんを掴み隙間を作るとその中に思い切り清涼スプレーを吹き込んできた。背中が一気に冷たくなって素っ頓狂な悲鳴をあげて飛び跳ねてしまった。

  

  

  「你干什么啊笨蛋！变态！！」

  「何すんだよバカ！　変態！！」

  「你说很热，我只是让你变凉快而已啊」

  「暑いって言うから涼しくしただけやろ〜」

  「我看到你努力，想请你喝饮料，你却恩将仇报！你是在说你不需要吗！」

  「頑張ってっから飲み物奢ってやろうって思った俺の善意を仇で返しやがって！　余計なお世話って事かよてめぇ！」

  「嗯，我很高兴。谢谢你，小依同学」

  「うん、それは本当に嬉しかったよ。ありがとうね小依くん」

  「哎，啊，嗯……不对！喷雾攻击太过分了！」

  「えっ、あ、うん。……じゃなくて！　スプレー攻撃はやりすぎだろ！」

  「啊，小依同学，你头顶的呆毛翘起来了。我帮你弄直吧？」

  「あっ、小依くん頭のてっぺんがアホ毛になってるよ。直そっか？」

  「哎，不、不用了！我自己弄」

  「え、い、いいよ！　自分でやれるから」

  「没事没事。来，过来这边」

  「いいからいいから。ほら、こっちおいでよ」

  

  

  　水濑回到自己的行李处，一边拿起包一边向我招手。谁会过去啊！

  　水瀬が自分の荷物の所まで戻ってカバンを回収しながら俺に向けて手招きする。誰が行くかよ！

  

  　……

  　……。

  

  　……不过去的话，他好像不会回去，我只好无奈地走向水濑。他抓住我的肩膀，让我转过去背对他。

  　……行かないと帰るフェーズに移行しなさそうなので仕方なく水瀬の方に近付くと、彼は俺の肩を掴み体を反転させ背中側を向けさせた。

  

  　只是弄直呆毛的话，面对面也可以吧……？不过面对面有点害羞，所以我很感谢他改变视角。

  　アホ毛を直すだけなら別に向かい合った状態でも出来ないか……？　まあ向かい合うのは小っ恥ずかしいからこの視点変更は有難いけどさ。

  

  

  「呀啊！？」

  「ひにゃぁっ！？」

  

  

  　我又发出怪叫。因为脖子上被贴上了冰凉又软绵绵的东西。我用手摸着被贴上的地方，转过头去，水濑带着居高临下的笑容，手里拿着变软的保冷剂。

  　また素っ頓狂な声を上げてしまった。首筋にひんやりとした、それでいてふよふよとした感触を押し付けられたせいだ。押し付けられた箇所に手を当てながら振り向くと、水瀬は見下すような笑顔をしながら柔らかくなった保冷剤を手に持っていた。

  

  

  「你这家伙……」

  「てめぇ……」

  「小依同学也会发出可爱的声音呢！」

  「可愛い声も出せるんだねぇ小依くんって！」

  「我才没有！去死！」

  「出してねえわ死ね！」

  「咿呀啊啊～」

  「ひにゃぁ〜」

  「！！你这家伙！！」

  「っ！！　このっ！！」

  「太天真了！」

  「甘い！」

  「咿呀！？喷雾太卑鄙了！别再喷了！！！」

  「ひゃっ！？　スプレーは卑怯だろ！　それやめろよ！！！」

  

  

  　我抓住他想打他，手却被喷雾喷到。

  　とっ捕まえて叩こうとしたら手にスプレーを吹きかけられた。

  

  　我和水濑暂时以追逐的形式战斗，但因为社团活动结束后留下来的人向这边走来，所以水濑暂时停止战斗，回去拿放在树根的饮料。水濑拿起饮料大口喝着。

  　しばらく追いかけっこをするような形で水瀬と戦闘を行うが、部活で残っていた人達がこちらに向けて歩いてきたので戦闘は一時中断し水瀬は木の根元に置いていた飲み物を取りに戻った。水瀬は飲み物を拾いごくごくと飲む。

  

  

  「啊，水濑」

  「あ、水瀬」

  「嗯？」

  「うん？」

  「那是我的……」

  「そっち、俺の……」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　水濑喝的真的是我喝过的茶。证据就是为了区别，标签被撕掉了一半。

  　水瀬が口をつけ飲んでいた方は、本当に俺の飲みかけのお茶だった。その証拠に、区別出来るようにラベルが半分くらい剥がされている。

  

  

  「啊，对、对不起！」

  「あ、ご、ごめん！」

  「没、没事！我不在意！……话说，我们都是男生吧？在意反而奇怪……」

  「い、いい！　気にしてない！　……てか、男同士だろ？　気にするのが変っていうか……」

  「说，说的也是！说的也是呢！但是，我喝完了……」

  「そ、そうだよね！　そうですよね！　でも、飲み切っちゃった……」

  「……」

  「……」

  

  

  　水濑把喝完的饮料瓶给我看。我什么也没说。不对，因为间接接吻而在意的话，那也太孩子气了。嗯。没必要在意，我在慌张什么啊。

  　水瀬は空になったペットボトルを俺に見せる。何も言葉は返さない。いや、間接キスくらいで気にするなんて子供だよな。うん。気にする必要なんかない、何をテンパってるんだ俺は。

  

  

  「……那，这个还给你」

  「……じゃあ、こっち返します」

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  

  

  　水濑把喝完的饮料瓶扔进垃圾箱，漂亮地扔了进去。看到这一幕的水濑，用生硬的动作把自己喝过的饮料瓶递给我。

  　水瀬は空になったペットボトルをゴミ箱に投げると見事に綺麗に中に納まった。それを見届けた水瀬は、ぎこちない仕草で俺に自分が飲んでいたペットボトルを渡してきた。

  

  　水濑喝过的茶。

  　水瀬の、飲みかけのお茶。

  

  

  「……可，可以喝吗？」

  「……の、飲んでいいの？」

  「……为什么？」

  「……なんで？」

  「不，那个……不是喝过了吗？」

  「いや、あの。……飲みかけじゃんね？」

  「嗯。但是，小依同学的份我喝完了」

  「うん。でも、小依くんの分飲みきっちゃったからさ」

  「那个……」

  「えっと……」

  「……我的喝过的有什么问题吗？」「不，没什么！没什么问题！姑且！」

  「……僕の飲みかけがなにか」「いや別に！？　別に何も無いけど！　一応！」

  「姑且？」

  「一応？」

  「……姑且」

  「……一応」

  

  

  　我的声音变小了。我偷偷看着水濑的样子，他把脸转向一边。

  　声が小さくなる。水瀬の様子を伺い見ると、彼は俺からそっぽを向いていた。

  

  

  「……回去吧」

  「……帰ろうぜ」

  「嗯，是啊」

  「うん、そうだね」

  

  

  　我拿着饮料瓶，抓住水濑的衣角，快步走出学校。走出学校的瞬间我松开手，和水濑一起默默地踏上回家的路。

  　俺はペットボトルを持ったまま、水瀬の服の裾を掴んでさっさと学校から出ようと早足で歩いた。学校から出た瞬間に手を離し、会話もないまま水瀬と共に帰路に着いた。

  

  　感觉脸好热。不对不对，现在是夏天，当然会热。我在想什么啊，真是个笨蛋。

  　なんか顔面が熱い。いやいや、夏だし熱いに決まってるか。なに考えてんだろ、アホやん俺。

 
  23話「体育祭」

  第23话「运动会」

  　今天是上高中后第一次的体育祭。前一天，因为离学校近，桃果和结乃就来我家住了。

  　今日は高校入って初めての体育祭の日。その前日から家が学校に近いからという理由で桃果と結乃が泊まりに来ていた。

  

  

  「我可以帮小依编头发吗？」

  「小依の髪編み込んでもいい？」

  「可以是可以，为什么？」

  「いいけどなにゆえ？」

  「很可爱嘛！长发直接放下来的话，体育祭的时候会乱糟糟的！！」

  「可愛いじゃん！　ロングの髪をそのままにしたらボワってなっちゃうよ体育祭！！」

  「这样啊。但是里面会露出来吧？」

  「そうなんだ。でもインナー見えちゃわない？」

  「没关系吧。现在才说这个？」

  「いいでしょ。今更じゃん？」

  「感觉会被骂……」

  「怒られそう……」

  「老师他们也已经放弃了吧？对小依依什么都没说吧。」

  「もう先生らも諦めてんちゃう？　こよりんに対しては何も言わないでしょ」

  「别说什么放弃啊。说不定会很伤心。」

  「諦められてるって言うのやめよっか。ちゃんと悲しくなるかもな」

  「实际上已经变成说什么都没用的感觉了吧。我觉得只是因为学习好才勉强维持好感度而已。」

  「実際もう何言っても無駄だしって感じになってるでしょ。勉強出来るからギリ好感度維持してるだけだと思うわ」

  「太悲伤了，好忧郁。」

  「切なすぎて鬱」

  「话说我也要玩弄桃果的头发！」

  「てか私にももかちの髪弄らせてよ！」

  「OK！结乃……头发很短，就保持这样吧。」

  「おっけー！　結乃は……短いからそのまんまかな」

  

  

  　结乃绕到摸着我头发的桃果背后，开始玩弄她的头发。电视里传来因为睡着而中途结束的派对游戏的声音。这样的早晨。

  　俺の髪を触る桃果の背後に結乃が回って髪を弄り始める。テレビからは寝落ちしたせいで中途半端な進捗のパーティーゲームの音が流れている。そんな朝。

  

  

  

  　对于开幕式上的选手宣誓，学生们的气氛达到了大盛况的最高潮。

  　開会式での選手宣誓に対し生徒側のバイブスは大盛り上がりの大絶頂に達していた。

  

  　我本以为学生们对于学校举办的活动不会那么兴奋，没想到气氛这么热烈。阳光角色军团的人们都在跳舞。为了上传TikTok，应该有人在偷偷拍摄吧～

  　こういう学校側の催しって学生サイドは思ったより盛り上がらない物だと思ってた。陽キャ軍団みたいな人らが踊り散らかしてるわ。TikTokに載せるためにどっかで隠し撮りとかしてんだろうな〜。

  

  

  「呜哇～那个女生的胸部好大！」

  「うひょ〜、おっぱいばるんばるんだあの子！」

  「哪个！？哪个女生！」

  「どれ！？　どの子！」

  「那边三人组的中间那个！」

  「あそこの三人組の真ん中！」

  「真的耶，体操服都集中到胸部了！！呜哇～」

  「本当だ体操服が胸に集まってる！！　うひょ〜っ」

  

  

  　一开始我和桃果没有参加的项目，所以一直坐在等待区。手机放在教室的包里不能用，所以用望远镜观察女生的胸部，桃果也说想看，于是我们两人轮流看。

  　最初の内は俺と桃果が出る種目は無いため、待機スペースに座りっぱなしである。スマホはカバンに入れて教室に置きっぱにさせられていて使えないから手で持つ望遠鏡で女子の胸を観察していたら桃果も見たいと言い出したので、二人で交互に望遠鏡を覗く。

  

  

  「你们两个在干什么啊？」

  「なにしてんのよ二人とも」

  「喂，桃果，听到结乃的声音了。回头看看，巨乳的特写应该就在那里。」

  「おい結乃の声が聴こえるぞ桃果。振り返ろう、巨乳のドアップがそこにある筈だ」

  「什么！？呜哇啊啊啊啊真的耶！！胸部是炸弹饭团！！！呜呀！」

  「なにっ。ぬわああぁぁ本当だあ！！　おっぱいが爆弾おにぎり！！！　ぬぎゃっ」

  「好痛！」

  「痛いっ」

  

  

  　被结乃揍了。好想哭。

  　結乃にゲンコツされた。泣きそう。

  

  

  「男生们明明也在努力压抑着，你们却……」

  「男子だってそういうの抑えて一生懸命活躍してんのにあんたらと来たら……」

  「因为很闲嘛。」

  「だって暇だし」

  「而且胸部在晃嘛。」

  「ばるんばるんなんだもん」

  「没事做又很困。」

  「やる事無くて眠いし」

  「说是收集色情图片的资料也不为过！」

  「えち絵の資料集めと言っても過言じゃないよ！」

  「别接二连三地吐槽啊。下一个轮到小桃了吧？老师在叫你哦」

  「畳み掛けるな、まったく。次、もかち出番でしょ？　先生呼んでたよ」

  「呜诶～时间过得好快啊！小依你替我去吧！！」

  「うぇ〜、時間経つのはーやーいー！　代わって小依！！」

  「才不要。呜哇！好想揉揉那个女生的胸部啊！！」

  「嫌だね。うわっ！　あの子の胸揉みてぇ〜！！」

  「呜呜～」

  「うぅ〜」

  「话说小桃你不是干劲十足吗。为什么突然就没了干劲？」

  「てかもかち結構やる気満々だったじゃん。なんでそんなやる気減退してんの？」

  「我有干劲啊？只是觉得在这里看女生更养眼」

  「やる気はあるよ？　ただ、ここで女子を眺めてる方が眼福だなぁ〜って」

  「真蠢。快点去吧」

  「あほらし。さっさと行きなさい」

  「哇啊～！」

  「わぁ〜！」

  

  

  　被结乃揪着脖子像猫一样拖到某个地方后，桃果放弃抵抗，无精打采地走了。

  　首根っこを掴まれて猫みたいにある程度のところまで連行されると、桃果は諦めてとぼとぼと歩いていった。

  

  

  「辛苦了。恭喜你堆高高接力赛堂堂正正地拿了第一名」

  「お疲れ。積み上げリレー堂々の1位おめでと」

  「其实掉了好几个哦～」

  「普通に何個か落っことしたけどね〜」

  「只要最后能冲过终点线就万事大吉的规则真够离谱的。那样的话不就什么都可以做了吗」

  「最終ゴールテープ切ればなんでもいいってルールヤバイよな〜。そんなもんなんでもありじゃん」

  「是啊～让我也看看那个望远镜吧」

  「ね〜。その望遠鏡私にも覗かせてよ」

  「结乃你对女生的胸部也有兴趣吗？女孩子都是这样的吗？」

  「結乃も女子の胸に興味あるん？　女の子って皆そうなん？」

  「我是腿派！A班有个女生的腿曲线美得不得了哦～」

  「私は足派！　A組の子でめっちゃ脚線美綺麗な子居るんだよね〜」

  「嘿诶」

  「へぇ」

  

  

  　结乃看着望远镜，张着嘴发出欢呼。女生看到同性的身体也会兴奋吗……？我因为是男人，所以对女人的身体充满兴趣，但说不定女生其实也挺正常的？还是说只是在配合我而已呢。

  　結乃が望遠鏡を覗いて口をおの形にして歓声を上げていた。女子って意外と同性の体見て興奮できるもんなのか……？　俺は脳みそ男だから女体への興味が尽きないが、それって意外と女からしてもノーマルなのかもしれない？　俺に合わせてくれてるだけなのかな。

  

  

  「哇，那个女生不错。我喜欢不穿袜子的裸足哦。你不觉得光着脚的田径部超色情的吗？」

  「うぉっ、あの子いい。私さ、靴下無しの生足の方が好きなんだよねー。裸足陸上部とかめっちゃエロいと思わない？」

  「诶。脚……我不是很懂」

  「えっ。足はー……あんま分かんない」

  「那游泳部呢？话说，上游泳课后穿着凉拖的女生不觉得超色情的吗！？」

  「じゃあ水泳部は？　てか水泳の授業終わりの素足サンダル民めっちゃエロくない！？」

  「我倒是喜欢看胸部」

  「私は普通におっぱい眺めて楽しんでるかな〜」

  「肤浅。你太肤浅了小依依」

  「浅いね。浅いよこよりんそれは」

  

  

  　看来不是在配合我。这是她们的性癖吧。喜欢裸足啊……叫她们来家里玩的时候，她们经常在洗完澡后摸我的脚，原来是因为这个……？？？

  　合わせてくれている訳でもないっぽかった。素の性癖っぽいわ。生足フェチかぁ……。家に呼んだ時とか、風呂上がりによく足を触られたりするけどアレもそういう事なん……？？？

  

  

  「晒黑的脚果然也很色情啊……不过，白皙的皮肤也难以割舍！在阳光的照射下散发出健康的光泽，好想舔啊」

  「日焼けしてる足もやっぱエッチだよね〜……いやでも、色白も捨て難い！　陽の光に照らされて健康的に光ってるわ、舐めてぇ〜」

  「……」

  「……」

  

  

  　虽然想问问她们，但感觉有点可怕还是算了。叫结乃来的时候，就算在家里也穿袜子吧。

  　一応聞いてみようかとも思ってけどちょっと怖いからやめといた。結乃を呼ぶ時は家ん中でも靴下履こっと。

  

  

  「啊，桃果出场了，结乃」

  「あっ、桃果が出てるぞ結乃」

  「嗯？真的啊。加油」

  「ん？　ほんとだ。頑張れー」

  

  

  　跑道上的接力选手超过折返点后，桃果开始挥舞球棒。这是在接力赛前先挥舞球棒的，类似运动会的竞技项目，但因为看起来很有趣，所以观众也很多。

  　グラウンドのレーン上でバトンを持った走者が折り返し地点を超えると桃果がぐるぐるバットをし始める。ぐるぐるバットした後に競走するというお遊戯会じみた競技だが、その見た目のポップさのおかげがやけに盛況である。

  

  

  「哦，拿到接力棒了。加油啊桃果！！　快跑！！！」

  「おっ、バトン取った。頑張れー桃果ー！！　走れー！！！」

  「啊哈哈哈！！　明明摇摇晃晃的，跑得还挺快的嘛！真奇怪啊哈哈哈哈！！！」

  「あはははっ！！　フラフラなのにめっちゃ走ってるじゃん！　おっかしいあははははっ！！！」

  「嗯，帮她加油吧？虽然她笑得很厉害」

  「うん応援してあげて？　爆笑してますけど」

  「脚的动作，啊哈哈哈哈哈哈！！！」

  「足の動きっ、あはははははっ！！！」

  

  

  　桃果以醉汉般的踉跄步伐全力奔跑。嗯，看起来确实很有趣。而且她还跑向了完全错误的方向。

  　酔っ払いの動きを早送りにしているような千鳥足で全力疾走をする桃果。うん、見た目は確かに面白い。思い切りあさっての方向に走って行ってるし。

  

  

  「哎呀呀，你要去哪里啊桃果。喂——」

  「あららら、どこに行くー桃果ー。おーい」

  

  

  　桃果就这样一心一意地跑出了跑道，消失在了某处。为什么会变成这样？

  　桃果はそのまま一心不乱にレーンを大きく外れてどこかに消えていった。なんでそうなるの？

  

  　几分钟后，全身湿透的桃果带着一副地藏菩萨般的表情回来了。

  　数分後。全身びしょ濡れの桃果が地蔵みたいな顔をして戻ってきた。

  

  

  「欢迎回来」

  「おかえり」

  「我回来了」

  「ただいま」

  「你出了一身汗啊。是去桑拿了吗？」

  「随分汗だくじゃん。サウナにでも行ってきたん？」

  「我跳进泳池了」

  「プールに飛び降りてた」

  「你醉得太厉害了吧」

  「酔い過ぎだろ」

  

  

  　你是怎么跳进关闭的泳池里的啊。还有，泳池在没有游泳课的日子也会放水吗？真脏啊。

  　どうやって閉鎖されてるプールの中に飛び込めるんだよ。あと水って授業ない日も張りっぱなしなの？　きたなっ。

  

  

  「话说你里面的衣服都湿透了，先去好好擦干吧」

  「てか中の服透けるからちゃんと乾かしてきなよ」

  「没事的。反正暂时也没我的事，我就坐在这……」

  「いいよ。しばらく出番無いしここで座ってる……」

  「半干的衣服会发臭的哦」

  「生乾きは臭くなりそう〜」

  「哎……那怎么办……？」

  「えー……じゃあ、どうしよ……？」

  「跟保健老师说一下，应该会借你毛巾和替换的体操服吧？」

  「保健の先生に言ったらタオルと替えの体操着貸してくれるんちゃう？」

  「好麻烦啊……」

  「面倒臭いなぁ……」

  「喂喂！」

  「ちょーいちょい！」

  

  

  　我抓住了正准备去寻找老师的桃果的手，阻止了她。

  　そのままとぼとぼと先生を探しに行こうとする桃果の腕を掴んで行くのを阻止する。

  

  

  「怎么了？」

  「どしたの？」

  「都说了你现在衣服湿透了啊。跟结乃一起去吧」

  「だから今透けてるっつってるでしょうが。結乃と一緒に行きな」

  「我？可以啊。啊，小依依接下来有比赛吧」

  「私？　いいけど。あ、こよりん次出番か」

  「嗯。桃果，你躲在结乃背后去吧。男生的视线都集中在你身上了」

  「うん。桃果、結乃の背中に隠れるようにして行きなよ。男子の目線バリ集めてるからね君」

  「讨厌——」

  「いやーん」

  「你好像不讨厌啊」

  「満更でもなさそう」

  

  

  　不讨厌吗？……不过她平时就把裙子折得很短，好像也不在意内裤被看到。

  　嫌じゃないの？　……まあ普段から短ァ〜くスカート折ってるしパンツ見えんのも頓着して無さそうだしな。

  

  

  　好了，我来到了障碍物接力的起点。在那里看到了一个熟人。

  　さて、俺が出る障害物リレーのスタート地点に着いた訳だが。そこで見知った顔を見掛けた。

  

  

  「呀，小依依」

  「やあ小依ちゃん」

  「你好……恭喜你吃面包赛跑第一名」

  「どうも。……パン食い競走1位おめでと」

  「！　你看到了吗？谢谢！」

  「！　見ててくれたん？　ありがと！」

  「虽然不是一直看着，但偶然看到的时候你已经第一名了！你的跑步姿势，特别是手的位置，就像恐龙一样有趣」

  「見てたわけじゃないけどふらっと見たら1位だっただけだから！　走り方、特に手の位置とか恐竜みたいでおもろかったよ」

  「像恐龙一样。我就当这是在夸我吧」

  「恐竜みたい。褒め言葉として受け取っておこうかな」

  「就这么办。我顺便夸你了，所以你可别放水啊」

  「そうしろ。ついでに褒めてやったんだから手ェ抜けよ」

  「交给我吧。我会全力以赴的！」

  「任せて。全力出すよ！」

  「这个人到底把“放水”这个词理解成什么意思了啊」

  「手ェ抜けって言葉の意味、どう捉えてんだろこの人」

  

  

  　水濑站在了我旁边的跑道上。怎么偏偏是旁边的啊。

  　隣のレーンに水瀬が立つ。よりによって隣かよ。

  

  

  『各就各位！』

  『位置について！』

  

  

  「呐，小依依」

  「ねえ、小依くん」

  

  

  　广播响起的瞬间，旁边的水濑小声向我搭话。

  　アナウンスが流れた瞬間に隣の水瀬が小声で話しかけてきた。

  

  

  「怎么了」

  「なんじゃ」

  

  

  『预备……』

  『よーい……』

  「你今天的发型，很可爱呢」

  「今日の髪型、可愛いね」

  「……哈！？」

  「……はぁ！？」

  『开始！！』

  『ドンッ！！』

  

  

  　我花了一些时间才理解水濑说的话，结果慢了一拍！桃果和结乃，还有其他同学都在喊着「你在干什么啊！？」。又，又不是我的错！

  　水瀬の言った事を理解するのに時間を要したせいで出遅れてしまった！　桃果と結乃、その他のクラスメート達も「なにやってんのー！？」と叫んでいる。お、俺のせいじゃねえし！

  

  

  「你这混蛋水濑！太卑鄙了！！」

  「てめぇクソ水瀬！　卑怯だぞ！！」

  「啊哈哈，我只是夸你了而已吧？」

  「あははっ、褒めただけだろー？」

  「盘外战术什么的，违反运动精神啊！」

  「盤外戦術とかっ、スポーツマンシップに反するぞ！」

  「赢了再抱怨吧！」

  「文句は勝ってから言おうね！」

  「我真的会揍你哦！？」

  「まじボコすぞてめぇ！？」

  

  

  　我跟在穿过网眼的水濑旁边，也钻进了网里。男生的障碍物似乎更复杂，水濑的手和脚都被网子缠住了。

  　ネットの隙間を縫って進む水瀬の横に着き俺もネットに潜る。男子の方がより複雑になっているらしく、水瀬は手や足を取られていた。

  

  

  「嘿咻，小菜一碟！」

  「しゃおらっ、余裕！」

  「因为是贫乳所以容易穿过网眼呢！」

  「貧乳だから閉所は通り抜けやすいんだね〜！」

  「我真的会杀了你哦！？给我记住！！」

  「まじで殺すよ！？　お前覚えとけよ！！」

  

  

  　我穿过网子后不久，水濑也逃了出来追了上来。我轻快地走过平衡木，时而跳过低的障碍物，时而钻过高的障碍物，交替进行着。

  　俺がネットを抜けたあと少しして水瀬も脱出し追いついてくる。平均台の上をひょいひょいと歩き、低い障害物を飛び越え高い障害物を潜り抜ける、というのを交互に行う。

  

  　虽然和其他跑者拉开了不少距离，但只有水濑紧追不舍。我本以为障碍物接力这种项目对我这种小个子比较有利，但因为障碍物之间有需要跑步的区域，所以很难拉开差距！

  　他の走者は結構引き離せたが水瀬だけやたらに食いついてくる。障害物リレーは俺みたいなチビ勢の方が有利だと思っていたのだが、結局障害物の合間合間で走るゾーンがあるから差が中々開けない！

  

  　我越过最后的障碍物，开始直线奔跑。明明和水濑拉开了很大的差距，可我一穿过障碍物，她就追了上来。明明我拼命地摆动着双腿，差距却在缩小……！

  　最後の障害物を越え、直線を走る。水瀬とは大分差を付けて先に障害物を抜けてきたのに脱出した途端にグングン迫ってくる。足を必死にばたつかせてるのに差が縮まってる……！

  

  

  「哈啊，哈啊……啊——真是的！！为什么大家都这么有干劲啊，真让人发寒！！！」

  「はぁっ、はぁっ……あ゛ー、もう！！　なんで皆やる気満々なんだよ薄ら寒ぃ！！！」

  

  

  　反正马上就要被追上了，第二名也不算什么糟糕的名次吧。反正我绝对赢不了水濑，放弃也没关系吧？我虽然这么想，但班上的家伙们都在对我说「加油——」、「跑起来——」之类的话，让我想放水也放不下来了。

  　もうすぐに追いつかれるし2位なら別に悪い順位でもないだろ。水瀬には絶対勝てないし諦めても良くない？　なんて考えていたのに、クラスの奴らがみーんな俺に「頑張れー」だの「走れー」だの言ってくるから、手を抜こうにも抜けなくなってしまった。

  

  　明明平时都只是远远地看着我，现在却都探出身子来。

  　普段俺の事なんか遠巻きに見てるくらいなのになに身を乗り出してんの。

  　那个男生，是不久前向我告白的那个人吧。明明被我拒绝之后就不再跟我说话了，现在却这么拼命……真好笑。

  　あの男子、少し前に俺に謎告白カマしてきたやつか。フッて以降話しかけてこなくなったくせにあんな必死に……ウケるな。

  

  　平时文静的女生和玩音乐游戏的男生们也都在大声地为我加油。这是校园剧的终章吗？

  　普段物静かな女子も集団で音ゲーしてる男子達もこぞって声を張り上げやがって。学園ドラマの終盤やん。

  

  

  「可恶……！」

  「クソ……ッ！」

  「加速了！？小依同学体力不错嘛！」

  「加速した！？　結構体力あるね小依くん！」

  「水，濑……！」

  「み、なせ……！」

  「什么？我可不会放水哦」

  「何？　加減はしないよ」

  「我今天没穿胸罩！」

  「今日俺ノーブラなんだけど！」

  「………………」

  「………………ッ」

  「白痴啊！」

  「アホが！」

  

  

  　在我前面一点的水濑装作毫不在意的样子，可在我向她搭话的瞬间，她就抓住我的手，把我拉到后面，不是为了让我摔倒，而是为了让自己能更往前。水濑盯着我的胸口几秒，速度慢了下来。

  　全然気にしてないフリして俺の少し前を走っていた水瀬がこちらを向いた瞬間に彼の手を掴み、後ろに引っ張り彼を倒すのではなく俺の体を無理に前に出す。水瀬は俺の胸に数秒間釘付けになり、速度が緩む。

  

  

  「成…………了！」

  「よっ…………しゃっ！」

  

  

  　我比水濑早一点点冲过了终点线。我是第一名，水濑是第二名！我赢了A班的短跑王牌！！

  　僅かに水瀬より先にゴールテープを切る。俺は1着、水瀬は2着！　A組のかけっこエースに勝ったぞ！！

  

  

  「小依同学，你刚才那样有点过分哦」

  「小依く、ちゃんさ。さっきのはどうかと思うよ」

  「刚才那样是指？」

  「さっきのとは」

  「说什么没穿胸罩。而且抓住手也是犯规的吧……」

  「ノーブラが云々。それに手を掴むのも反則だろ……」

  「要不是你对我的胸口有反应，我就能直接冲过终点了。是你被自己的烦恼给害了」

  「俺の胸になんか反応しなけりゃそのままストレートにゴール出来てたろ。煩悩が身を滅ぼしたんだよ」

  「卑鄙的家伙……」

  「卑怯者め……」

  「是你一开跑就违反了运动精神，所以这样就扯平了吧」

  「開始早々先にスポーツマンシップ反してきたのお前だからこれでイーブンだろ〜」

  

  

  　我和不甘心地咬着牙的水濑一起回到了待机区。虽然A班和C班之间隔了一个班，但因为是按年级排的，所以位置差不多。毕竟我们都是红组的。

  　悔しそうに歯噛みする水瀬と共に待機スペースに戻る。A組とC組は一クラス分挟んでいるものの学年で固まってるから大体同じ場所だ。同じ赤組だしな。

  

  

  「那我去桃果她们那边了。再见，水濑」

  「じゃ、桃果達ん所行ってくるわ。またな水瀬」

  

  

  　我来到了C班的待机区附近，准备和水濑分开。

  　C組の待機場付近に来たので水瀬と離れようと声を掛ける。

  

  

  「啊，等等小依。你的头巾快掉了」

  「あ、待って小依ちゃん。ハチマキ取れかけてる」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　我一摇头，头巾就掉到了地上。哎呀呀，好像是因为随便绑的，所以松掉了。

  　頭を振ったらハチマキが地面に落ちた。あらら、テキトーに巻いてたせいで緩んでしまったらしい。

  

  

  「嗯。水濑，你有帮别人绑过头发吗？」

  「んー。水瀬、人の髪とか結んだ事ってある？」

  「哎。以前帮过阿姨绑头发吧」

  「えっ。おばさんの髪を結んだりは、昔してたかな」

  「那就用那种感觉，帮我绑在马尾辫上吧？」

  「じゃあその感じでこれ、ポニテにしてる髪に結びつけてくれん？」

  「哎！？可以吗……？」

  「え！？　いいの……？」

  「？可以啊。我自己没法在后脑勺上绑」

  「？　いいよ。自分で後頭部に結びつけるの俺出来ないし」

  「这，这样啊……」

  「そ、そっか……」

  

  

  　我把头巾交给水濑，背对着他。过了一会儿，我感觉后脑勺上的头发被拉了起来。头发在摇晃。

  　水瀬にハチマキを渡し、彼に背中を向ける。少しすると首の後ろに当たっていた髪の先が持ち上がる感覚がした。髪が揺れている。

  

  

  「绑好了？」

  「出来た？」

  「绑好了」

  「出来た」

  「谢谢！再见水濑！好好享受体育祭吧」

  「ありがと！　じゃーね水瀬！　体育祭楽しめよー」

  「嗯，嗯。小依也是」

  「う、うん。小依ちゃんもね」

  「好」

  「あいー」

  

  

  　和水濑分开，回到C班之后，平时不怎么说话的人们用「NICE！」的感觉欢迎了我。真是令人愉快的喝彩，哈哈哈夸奖我吧，赞美我吧。

  　水瀬と別れC組の所に戻るとなんか普段話さない人らに「ないすーっ！」みたいな感じで歓迎された。気持ちいい喝采だ、ははは褒めよ讃えよ。

  

  

  「欢迎回来小依依。最后的气势很厉害呢」

  「おかえりこよりん。最後の気合いすごかったね〜」

  「大家都太青春了，我被气氛感染了。脑子里都是Mrs. GREEN APPLE的歌」

  「皆がアオハルすぎて空気に流されたわ。Mrs. GREEN APPLE流れてたもん頭ん中」

  「什么歌？」

  「何流れてたん？」

  「青与夏」

  「青と夏」

  「夏天要开始了呢」

  「始まってんなー夏」

  「恋爱也开始了呢」

  「恋にも落ちてるしね」

  「才没有」

  「落ちてねえわ」

  

  

  　结乃和桃果一边开玩笑一边给我让出了位置，我坐了进去。结乃给了我一片薄荷糖，我把它放进了嘴里。

  　結乃と桃果が茶化しながらスペースを空けてくれたのでそこにすっぽり収まる。結乃がフリスクをくれたのでそれを口に放り込み食べる。

  

  

  「话说小依，头巾的绑法变了？感觉好可爱！」

  「てか小依、ハチマキの巻き方変わってない？　なんか可愛いねそれ！」

  「是吗？是什么样的？」

  「そう？　どんな感じになってんの？」

  「感觉像在马尾辫上绑了个蝴蝶结！」

  「ポニテにリボン結びって感じ！」

  「嘿，我成物品了」

  「へぇー。物じゃん私」

  「物品？不是小依依绑的吗？」

  「物って。こよりんが結んだんじゃないん？」

  「嗯？嗯，这是水濑帮我绑的」

  「ん？　うん、これ水瀬にやってもらった」

  「水濑？……啊，是楼梯君吗！」

  「水瀬？　……あっ、階段くんか！」

  

  

  　楼梯君。这是什么外号啊，搞得像妖怪一样。

  　階段くん。どんなあだ名だよ、妖怪みたいになってんじゃん。

  

  

  「水濑君的手真巧啊」

  「水瀬くんって手先器用なんだねー」

  「蝴蝶结不是很难绑的吧？」

  「リボン結び蝶蝶結びだろ？　そんな難しくないだろ」

  「不，感觉绑得很可爱。是怎么绑的？可以摸一下吗？」

  「いや、なんか可愛い感じに結われてるよ。どうやったんだろ？　触ってもいい？」

  「好啊。别解开哦」

  「おう。解くなよ」

  「我知道的。是男朋友帮你绑的吧！」

  「分かってるってー。彼氏がやってくれたんだもんねっ！」

  「我打你哦」

  「叩くぞ」

  「为什么！？」

  「なんで！？」

  「因为不是男朋友所以要打你。水濑会很困扰的吧」

  「彼氏じゃないから叩く。そういうの水瀬が迷惑するだろ」

  「别因为开个玩笑就打我啊……」

  「軽い冗談で叩かないでよ……」

  

  

  　虽然我不会打你。水濑是我的男朋友什么的，光想就让人毛骨悚然，就算是开玩笑也不想听到这种话。会让人想吐。

  　叩かないけどさ。水瀬が俺の彼氏とかゾッとするわ、冗談でもそんな不気味な事言ってほしくない。ゲボ吐くて。

  

  

  「嘿，原来是这样绑的啊！」

  「へぇー、こうやって結んでるんだ！」

  「哇，冬浦同学的头发好可爱！我们也可以摸吗！？」

  「わ、冬浦さんの髪めっちゃ可愛い！　私らも触っていい！？」

  「哎？？？可以是可以……」

  「え？？？　いいけど……」

  

  

  　不知为何，继桃果和结乃之后，周围的女生也开始摸我的头发。我的头巾是怎么绑的？

  　なんか桃果と結乃に続き周りの女子も俺の髪を触り始めた。俺のハチマキってどう結ばれてんの？

  　虽然无所谓，但摸头发的时候请把胸部好好地压上来。客气的话只会让我伤心，所以请不要在意，尽情地压上来。

  　どうでもいいけど髪触るなら皆俺におっぱいちゃんと押し付けてね。遠慮されても悲しくなるだけだから気にしないで押し付けてくれ。

  

  

  「哦，什么什么？冬浦酱的周围聚集了很多人啊，怎么了？」

  「お、なになに？　冬浦ちゃん所に集まってんじゃん、どしたの？」

  

  

  　可能是因为我周围难得聚集了很多人，去别班聊天的开朗男生们也靠了过来。

  　珍しく俺の近くに人が集まってるせいか、別のクラスの所に話に行っていた明るめの男子達が近付いてきた。

  

  

  「冬浦同学的头发超可爱的！？我们正在看她怎么绑的！」

  「冬浦さんの髪超可愛くない！？　結び方見せてもらってたの！」

  「这样啊。不过冬浦酱一直都很可爱啊。脸强族嘛」

  「そうなんだ。でも冬浦ちゃんはいつも可愛いべ。顔つよ族じゃんね」

  

  

  　好恶。好恶。脸强族是什么啊，好蠢的单词。

  　キツ。キモ。なんだ顔つよ族って、頭悪い単語だな。

  

  

  「我说的是发型！快看！」

  「髪型がって言ってんじゃん！　ほら、見てよ！」

  「哦，真的啊。闪闪发光的女生嘛」

  「お、本当だー。キラキラ女子じゃん」

  

  

  　一个阳光角色的男生靠过来站在我背后。然后，什么都没说就伸手想摸我的头发。

  　陽キャラ君の一人が近付いてきて俺の背後に立つ。そして、何も言わずに俺の頭髪に手を触れようとしてきた。

  

  

  「！？」

  「っ！？」

  

  

  　我反射性地挥开他的手，身体逃向结乃的方向。

  　反射的にその手を払って、結乃の方に体を逃がしてしまった。

  

  

  「好痛！？吓我一跳！」

  「いって！？　びっくりしたー！」

  「吓、吓到的是我啊！你干嘛突然摸我啊！？」

  「び、びっくりしたのはこっちなんすけど！　なにいきなり触ってんだよ！？」

  「哎，不是，因为其他女生也……」

  「え、いやだって他の女子も……」

  「女、女生……话说我可不想被随便摸来摸去！」

  「お、女はっ……てか普通にベタベタ触られるのまじ無いから！」

  「是、是吗，也是啊。抱歉……」

  「そ、そうか、そうだな。すまん……」

  

  

  　阳光角色的男生老实地低头道歉。看来他没有恶意，不过带着恶意摸别人头也让人搞不懂就是了。

  　陽キャラ君は素直に頭を下げて謝罪してきた。悪気は無かったらしい、まあ悪気を持って頭を触るって意味分からないけど。

  

  

  「算了……我也很抱歉，打了你的手」

  「いいけどさ……私も、手を叩いちゃってごめんね？」

  「没事，没什么大不了的」

  「いや、大した事ないし」

  「要我给你拿点什么吗？比如冰袋」

  「なんか貰ってこよっか？　保冷剤とか」

  「是我不好，不用了！真的很抱歉！！」

  「俺が悪かったしいい！　まじですまん！！」

  「好了好了。作为补偿，你可以摸摸结乃的头，这件事就到此为止吧」

  「まあまあまあ。代わりに結乃の頭をなでなでしてもいいからこの話はこれでおしまいにしよー」

  「小结？为什么突然把我交出去？……要摸吗？我的头发」

  「もかち？　なんで急に私を差し出した？　……触る？　私の髪」

  「哎，真的很抱歉。因为体育祭有点兴奋过头了。搞错了距离感，下次我会注意的」

  「いや、本当にすまん。体育祭だからってちょっと浮かれすぎてた。距離感ミスったな、次から気をつけるよ」

  

  

  　阳光角色的男生再次向我们低头，然后走向班里朋友聚集的地方。真是个坦率的好人啊，果然打他还是太过分了……。

  　陽キャラ君は俺達に再度頭を下げ、クラス内の友達が固まる方へ向かっていった。素直で良い奴なんだよなぁ、叩くのはやっぱりやり過ぎだったな……。

  

  

  「其实我被摸也没关系的……」

  「別に私は撫でられても良かったのに……」

  「真遗憾啊结乃」

  「残念だったねぇ結乃」

  「哎……结乃喜欢他吗！？　爱上了！？」

  「えっ。……結乃ってそうなん！？　彼にラブ！？」

  「嘘！　小依依！　太大声了！！」

  「しーっ！　こよりん！　声でかい！！」

  

  

  　结乃慌忙用手捂住嘴。哎呀哎呀哎呀哎呀，结乃也恋爱了啊。真不错。守护女性朋友的恋爱阶段吗，今后似乎会变得有趣起来。

  　慌てた様子の結乃が口に手を当ててくる。あらあらあーらあら、恋愛の芽が出てきたのかい結乃にも。いいねぇ。女友達の恋を見守るフェイズか、今後楽しくなりそうだ。

  

  

  「得在11月的文化祭之前交往起来啊，结乃？」

  「11月の文化祭までに付き合わないとな。結乃？」

  「呜哇，一副找到玩具一样的表情！　小依依和桃果性格真差！」

  「うわっ、おもちゃ見つけたとでも言いたげな顔！　こよりんももかちもほんっとに性格悪い！」

  

  

  　虽然发出了悲鸣，但为了下一项竞技，桃果和结乃还是走向了操场。

  　なんて悲鳴を上げながらも、次の競技の為に桃果と結乃はグラウンドに向かっていった。

  

  　我的出场要到下午才会有，所以只能悠闲地躺着等待时间流逝。呼啊……睡吧。

  　俺の出番はもう午後まで何も無いので、ゆっくり寝転がって時間を経過を待つのみである。ふわぁ……寝よ。

 
  24話「弁当箱」

  第24话「便当盒」

  　到了中午。但在吃午饭之前，三年级和一年级的女生有被强制参加的活动。

  　昼になった。が、昼食を食べる前に三年生と一年生の女子には強制的にやらされるイベントがあった。

  

  　就是应援合战，互相展示舞蹈。

  　応援合戦なる踊りの見せ付け合いである。

  

  　不要啊～～～～～～！！！被要求拿着彩球，还按照三年级的意向换上露出肚子的活泼服装！

  　嫌だあ〜〜〜〜〜〜〜〜！！！　ポンポンなんか持たされて、三年の意向で腹出しのキャピっとした衣装に着替えさせられて！

  

  　这里不是美国高中，是日本啊～～～～……明明不想当啦啦队的，为什么变成这样……

  　ここはアメリカンハイスクールじゃないんだよ日本なんだよぉ〜〜〜〜……チアガールなんてしたくなかったのになんでこんな……。

  

  

  「白组是男装学生服风格啊——好帅哦。」

  「白組は男装学ランスタイルなんだー。かっこいいね」

  「呜哇，我也想穿那边的！！！」

  「うわっ、私もあっちがいい！！！」

  「但是缠胸布耶？缠胸布好厉害啊，感觉好难受。」

  「でもサラシだよ？　サラシってすごいな。苦しそう」

  「缠胸布也完全没问题！这边整体的肌肤露出度更高啊！！好色～！！」

  「全然サラシでもいいよ！　全体的にこっちのが肌面積高いんだもん！！　きちぃ〜！！」

  

  

  　白组表演舞蹈。服装也配合舞蹈风格，感觉很硬派。虽然「嘿咻嘿咻嘿咻嘿咻」的吆喝声有点好笑，但歌词强调男子汉的生存方式，感觉很帅。可恶……我也想打出正拳！！

  　白組のダンスが披露される。服装に合わせて服装も硬派な感じ、そーれそーれそれそーれそーって掛け声が少し面白いが、歌詞は漢の在り方を前面に押し出していてかっこいい。くそー……俺も正拳突きしたかった！！

  

  

  「大家，要上咯！」

  「行くよ、皆！」

  「「「是！」」」

  「「「はいっ！」」」

  

  

  　红组的应援团长，学生会副会长向大家喊话，女生们齐声的女高音回应响彻操场。

  　赤組の応援リーダーである生徒会副会長さんが皆に声を掛け、女子のハモったソプラノ返事がグラウンドに響き渡った。

  

  　这是青春电影吧。一想到这高亢的呼喊声中混着我的声音，就感觉要发烧了。唉……这不符合我的人设啊。

  　青春映画やん。この高い掛け声の一つに俺の声も混じってるって考えたら熱が出そうになる。はあ……キャラじゃねえなあ。

  

  

  　我站到指定的位置。不知为何……我站在最前面的副会长的斜后方，也就是最显眼的位置。这个位置自然容易受到瞩目，而且我穿着这种会让人产生色情妄想的服装，所以视线已经集中过来了。饶了我吧，真的。

  　所定の位置に着く。なんか……何故か先頭に立つ副会長さんの斜め後ろの列の先頭という目立つ位置である。自然と注目が集まりやすい位置で、こんなエロ妄想掻き立てそうな格好して立ってるからもう視線集めまくり。勘弁してほしいぜまじで。

  

  

  「冬浦同学，笑一个笑一个。」

  「ほら、冬浦さん。笑顔笑顔」

  「……嘿嘿。」

  「……にへへ」

  

  

  　站在我旁边，副会长后面的B班伊藤同学用柔和的表情强迫我露出笑容。我勉强挤出笑容后，她用治愈系的可爱脸蛋对我说「很好」。一点都不好，我脸上的肌肉已经很勉强了。

  　俺の隣、副会長さんの後ろに立つB組の伊藤さんが柔和な顔で俺に笑顔を強制してくる。無理して笑顔を作ると、癒し系の可愛い顔をして「よし」と言ってきた。よくねぇわ、表情筋かなり無理してるの伝わってくれ。

  

  　我配合着从扩音器里传出来的轻快西洋音乐摆动身体。幸好舞蹈的难度并不高，所以没有失误的危险性，但因为内心有余裕，所以更在意男生的视线。

  　スピーカーから流れる軽快な洋楽に合わせて体を動かす。幸いにもダンスはそこまで難易度が高くないからミスる危険性は無かったが、その心の余裕があるから余計に男子の視線が気になってしまう。

  

  

  「哦——跳得真好！」

  「おー、めっちゃ弾んでるな！」

  「前排几乎都是弹跳的！……不对，大概有一个不太会跳的。」

  「前列ほぼバルンバルンだぞ！　……いや、約1名あんまな子もいるか」

  

  

  　吵死了。你们讲话的音量大到我都听得到。你们这些家伙，等这个活动结束后，绝对会被班上的女生排挤。就算后悔也来不及了。

  　うるせぇよ。声が聞こてくるボリュームで話しやがって。お前らこれ終わったら絶対にクラスの女子からハブられるからな。後悔してももう遅いぞ。

  

  

  「话说那个女生的水平很高吧？」

  「てかあの子レベル高くね？」

  「舞跳得真好。」

  「ダンス上手いよな」

  「虽然舞也跳得很好，但不是说她超可爱的吗？她可以去当偶像了。」

  「それもなんだけど、めっちゃ可愛くね？　アイドルやろあれ」

  「你太夸张了吧。我们学校怎么可能有那种……」

  「誇張しすぎだろ。流石にそんな奴うちの学校に……」

  「手机要收在教室哦——」

  「スマホは教室だぞー」

  「对哦！可恶，那个女生叫什么名字！？」

  「そうだった！　くそっ、あの子なんて言うん！？」

  「不是叫冬浦吗？C班的神经病美少女。」

  「冬浦じゃなかったか？　C組のメンヘラ美少女」

  「那个女生吗！？比听说的还要可爱多了！」

  「あの子がか！　聞いてたイメージよりずっとちゃんと可愛いやん！」

  「她都被人叫美少女了，当然长得可爱啊。」

  「美少女ってあだ名されてるんだからそれなりに可愛いのは当たり前では」

  「但前面还加了神经病，让人有点怀疑啊！在网络上自称神经病的女生，其实……」

  「メンヘラって付いてたら、なんかちょっと疑うやんか！　ネットでメンヘラ自称してる子って、意外と」

  「别说了。这种没有主语的发言很危险。不要一竿子打翻一船人。」

  「やめとけ。主語のでかい発言は危険だ。括って語るのは良くない」

  

  

  　最前排的那两个人从刚才开始就叽叽喳喳地说着莫名其妙的话。指着别人说话，感觉很恶心。虽然听不太懂他们在说什么，所以无所谓就是了。

  　最前列で観戦してるあの二人か、さっきからガチャガチャ意味の分からない事を言っているのは。人の事指さして喋ってんなよ気持ち悪いな。何言ってんのかあんま分からないからいいけどさ。

  

  

  「辛苦了——！」

  「おつかれーっ！」

  

  

  　表演结束后，我们红组应援团的成员在操场旁互相击掌。

  　演目が終わると、グラウンド脇にはけた赤組応援グループの皆でハイタッチをし合っていた。

  　男生们似乎忠于自己的性欲，我们这边的欢呼声更大。跳舞的女生们不知道为什么欢呼声会变大，纯粹地感到开心。

  　男子共は性欲に忠実だったようで、歓声はこちらの方がより多かった。踊っていた女子勢はなぜ歓声が多かったのかなんて理由は露知らず、純粋な気持ちで喜んでいるようだった。

  

  　之后学生们先回教室吃午饭，过一段时间再进行下午的比赛。我一秒都不想多等，所以没有和正在聊天的桃果和结乃打招呼，迅速离开了女生们。

  　この後は生徒は一旦教室に戻り昼食を食べてから時間を置いて午後の競技に移行する。俺は1秒でも服を着替えたかったので、雑談に花を咲かせている桃果と結乃に敢えて声を掛けずにそそくさと女子の輪を離脱した。

  

  　我独自一人快步走向更衣室。目标是保健室隔壁的空教室！

  　てってって〜と一人で木の影を移動しながら更衣室を目指す。目標は保健室の二つ隣の空き教室である！

  

  

  「啊，喂——小依！」

  「あっ。おーい、小依ちゃん！」

  「水濑？」

  「っ、水瀬？」

  「辛苦了辛苦了！」

  「おつかれおつかれ！」

  

  

  　我正偷偷摸摸地前往更衣室，就遇到了和朋友一起走向校舍的水濑。水濑的朋友向我点头致意，开玩笑地说了句「请慢走～」后就离开了。

  　更衣室を目指しスニーキングミッションをしていたら、友達と校舎に向けて歩いている水瀬と遭遇した。水瀬の友達は俺に会釈すると、「ごゆっくり〜」とおどけた声で言ってこの場から離れていった。

  

  

  「那个笨蛋……啊，抱歉，小依。那家伙是个只要朋友和异性说话就想把他们凑成一对，精神年龄只有小学生水平的家伙。」

  「あの馬鹿……あー、ごめんね小依ちゃん。アイツ、友達が異性と話してるだけでくっつけたがる精神年齢小学生野郎だからさ」

  「我没在意。话说，你……你还有其他朋友啊。」

  「気にしてないよ。てか、お……私の他にも友達居たんだ」

  「当然有啊。」

  「いるよそりゃ」

  「这样啊。说得也是——」

  「そっか。そうだよねー」

  「……不满吗？」

  「……不満？」

  「啊？」

  「は？」

  「我在想，你是不是不满我除了你以外还有其他朋友。」

  「小依ちゃんの他にも友達がいるの、不満なのかな〜って」

  「啊？为什么我要因为那种事而不满啊，当然有啊。我完全不在意那种事。」

  「はあ？　なんでそんな事で不満になるんだよ、そりゃいるだろ。別に、なんも気にしてないから。そんなの」

  「是吗？」

  「そうなの？」

  「是啊！」

  「そうなの！」

  「这样啊。我倒是有点在意呢～」

  「そっか。僕は少し気にするけどな〜」

  「啊？」

  「あ？」

  「没什么。」

  「なんでもないよ」

  

  

  　我听不清楚她最后说了什么，所以反问回去，却被她敷衍过去了。

  　素で最後なんて言ったのか聞こえなかったから聞き返したら受け流された。

  

  

  「话说，你比其他人还要早开始行动呢。」

  「てか他の連中より動き出し早くね？」

  「因为执行委员的工作，要搬运下午比赛需要的东西，还有收拾场地。」

  「実行委員の仕事でね、午後の種目で必要な物を運び出したり、片付けたりするんだよ」

  「哦。要帮忙吗？」

  「へぇ。手伝おっか？」

  「咦？」

  「え？」

  「不需要吗？」

  「いらない？」

  「有人帮忙是很好……但会错过和大家吃午餐的时间哦？朋友可能会先吃完。」

  「人手は居てくれた方が助かるけど……皆とお昼食べるタイミングズレるよ？　先に友達が食べ終わっちゃうかも」

  「这样啊。那我们一起吃吧。」

  「そっか。じゃあ一緒に食おうぜ」

  「和我？」

  「僕と？」

  「嗯。不愿意吗？」

  「おう。嫌だ？」

  「不会不会！只是，总觉得……」

  「嫌じゃない嫌じゃない！　ただ、なんか……」

  「？」

  「？」

  「……总觉得你今天特别积极。」

  「……なんか今日、やけにグイグイ来るなって」

  「啊？积极？」

  「は？　グイグイ？」

  

  

  　积极是什么意思？今天没讲几句话吧。

  　グイグイってなんだ。あんまり会話してないだろ今日。

  

  

  「呃——可以告诉我哪里积极吗？说不定我在不知不觉间做了什么丢脸的事。」

  「えーと、どこら辺がグイグイしてたのか教えてくれん？　もしかしたら俺、無自覚の内に恥ずい事してたかもだし」

  「……不，我不会说的。」

  「……いや、教えない」

  「为什么啊？快说。」

  「なんでやねん。言えや」

  「快、快点工作！」

  「さっ、仕事仕事！」

  

  

  　我正想问她，她却逃也似地打断了话题。我跟水濑说要先换衣服，然后在更衣室换上运动服，再和水濑会合。

  　言及しようとしたら逃げるようにして水瀬は話を断ち切ってきた。俺は水瀬に一度着替えてくると言い、更衣室で体操服ジャージスタイルに着替えてから水瀬と合流した。

  

  

  　下午有管乐社的演奏和运动会的重点项目，所以有把待命区搭成阶梯状的传统，明明是学生，却得像建筑业者一样搬运类似钢筋的材料组装。

  　午後からは吹奏楽部演奏と体育祭の目玉種目が連続で実施されるということもあり、待機席を段々にするという伝統があるらしく、学生なのに鉄骨みたいな素材を運んで組み立てるみたいな建築業者みたいなことをさせられた。

  

  　这是高专或工业高中学生才会做的事吧。看到二、三年级的学长们以不像普通科高中生的熟练手法组装，让我很惊讶。这些人是不是有在当建筑工的工读生啊？

  　高専とか工業高校生とかがやるやつだろコレ。二、三年生の先輩らが普通科高校生とは思えない程の手際で組み立ててるのを見て驚いた。この人ら、鳶職のバイトとかしてる？

  

  

  「呼～～～……好累！」

  「ふぅ〜〜〜……疲れた！」

  

  

  　虽然工作量没有那么多，但我的身体实在不适合做这种体力活。太没力气了。因为手脚很细啊～

  　行った作業量はそこまで多くはなかったが、如何せん力仕事はこの肉体じゃ不向きだった。非力すぎたわ。手足ほっそいからな〜。

  

  

  「辛苦了——走得动吗？」

  「おつかれー。歩ける？」

  「不行。这工作不适合空腹做。」

  「無理ぃ。すきっ腹でやる作業じゃ無さすぎ」

  「要我借你肩膀吗？」

  「肩貸そうか？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我用手撑着膝盖站起来。

  　膝に手を着いて立ち上がる。

  

  

  「工作已经结束了，去吃饭吧。」

  「もうお仕事は終わりだろ。飯食おうぜ」

  「说得也是……要在哪里吃？」

  「そうだね。……どこで食べる？」

  「嗯？」

  「ん？」

  「我们不同班吧？如果在其中一班附近吃饭，不是更容易传出奇怪的谣言吗？」

  「僕らクラス違うでしょ？　どっちかのクラスの近くで食べてたらそれこそ変な噂立てられそうじゃない？」

  「确实。这么说来，中庭也不行啊。」

  「確かに。それで言ったら中庭もダメだな」

  「那里太适合情侣了……如果是动画，就可以去屋顶了。」

  「カップルスポットすぎるな……アニメとかなら屋上とか入れるんだけどなー」

  「屋顶上锁了，而且前面的楼梯是纸箱放置处。」

  「施錠されてるしその前の階段はダンボール置き場になってるな」

  「……啊！教职员玄关旁边的自动贩卖机后面呢？那里人很少吧！」

  「……あっ！　職員玄関横の自販機の裏は？　あそこ人通り少ないよね！」

  「那里啊，不错呢。」

  「あそこか、いいね」

  

  

  　那里有阴影，感觉可以避暑，还不错。虽然学生很少经过，但老师会频繁经过，所以被问到在做什么的可能性很高。

  　日陰になってるからいい感じに避暑にもなりそうだし悪くない。まあ生徒の通りは少ないけど教師はバンバンに通る道だから、何してるのかと訊ねられる可能性はどちらかと言えば高いのだが。

  

  

  「那就带着便当在自动贩卖机前集合吧！」

  「それじゃ、弁当を持って自販機前集合ね！」

  「顺便问一下，如果我改变心意不去，你会怎么办？」

  「ちなみにやっぱ気が変わって行かなかった場合どうする？」

  「我会受到很大的打击，可能会得女性恐惧症。」

  「うんかなりショック受けるね。女性恐怖症患うかも」

  「那可不得了。」

  「そりゃ大事だ」

  

  

  　那我可不能背叛她。

  　それじゃ裏切るわけにはいかないな。

  

  

  「啊，小依同学。」

  「あ、小依くん」

  

  

  　正当我准备回教室时，水濑叫住了我。

  　教室に戻ろうとした時、水瀬に声をかけられた。

  

  

  「什么事？」

  「なに？」

  「你刚才穿的衣服很适合你，很可爱哦。」

  「さっきの衣装、めっちゃ似合ってて可愛かったよ」

  「！！！？！？！？你、你干嘛！？老是说发型、衣服什么的！！…………谢谢！！！」

  「！！！？！？！？　お前っ、なんなんっ！？　一々髪型とかっ、服とかっ！！　…………どうも！！！」

  

  

  　我离开还想说些什么的水濑，回教室拿便当。

  　続けて何か言いかけた水瀬から離れ、弁当だけ回収しに教室に戻る。

  

  

  「哦，是小依……你的脸是不是有点红？」

  「おっ、小依だ〜。……なんか顔赤くない？」

  「才没有。」

  「赤くない」

  「有啊，连耳朵都红了。」

  「赤いよ。耳まで」

  「晒伤了啦去死」

  「日焼けだわ死ね」

  「哎！？　小依依说我去死！？　呜呜结乃！！！」

  「え！？　小依に死ねって言われたぁ〜！？　えーん結乃〜！！！」

  「怎么了怎么了。欢迎回来小依依，和男朋友亲热过了吗？」

  「どうしたどうした。おかえりこよりん、彼氏とイチャイチャしてきた〜？」

  「都说了不是男朋友！？　你们太懒了！！」

  「彼氏じゃねえっつってるでしょ！？　お前らダルすぎ！！」

  

  

  　我无视她们两个，拿了便当就离开了教室。桃果和结乃甚至追到走廊上对我说「和老公好好相处哦！」。她们的性格也太崩坏了吧，周围的人都在看啊！！！

  　二人をガン無視して弁当を取って教室を後にした。桃果と結乃は廊下に出てまで俺に向けて「旦那と仲良くしなよ〜！」等と言ってくる。性格終わりすぎだろあいつら、周りの人に見られてるし！！！

  

  

  「呀呀，久等了」

  「やや、お待たせ〜」

  「……没等」

  「……待ってない」

  「咦，怎么心情变差了？怎么了？」

  「あれ、なんか機嫌悪くなってる？　どうしたの？」

  

  

  　我先到了集合地点，坐在角落缩成一团，然后被水濑发现了。他特意来到我面前坐下。

  　先に集合場所に着き、角の後ろに座り込んで小さくなっていたら水瀬に発見された。彼はわざわざ俺の正面に来て腰を下ろした。

  

  

  「怎么了。被说了什么奇怪的话吗？」

  「どうしたのさ。何か変なこと言われた？」

  「……没什么」

  「……なんでもない」

  「看起来不像没什么」

  「なんでもないって感じには見えないけど」

  「都说了没什么」「要吃这个吗？」

  「だからなんでもなっ」「これ食べる？」

  

  

  　水濑把水果果冻递到我面前。是便利店卖的那种。

  　水瀬は俺の顔のすぐ前に果物ゼリーを出してきた。コンビニで売ってるやつだ。

  

  

  「……别想用食物让我闭嘴」

  「……餌付けして黙らせようとするな」

  「不要吗？」

  「いらないの？」

  「……不要全部。吃一半就腻了」

  「……全部はいらない。それ、途中で飽きる」

  「这样啊。那……」

  「そっか。じゃあ……」

  

  

  　水濑正想提议，又移开了视线。勺子只有一个啊。

  　提案をしようとした水瀬が目を逸らす。スプーン、一つしかないもんな。

  

  

  「我先吃，吃剩的给你。这样比较妥当吧」

  「俺が先に食べて、いらない分をお前に渡す。ってのが、妥当な着地点なんじゃね」

  「！？　可，可以吗」

  「！？　い、いいんすか」

  「什么可不可以的」

  「いいんすかってなんすか」

  「不是，这不就确定了嘛……确定了不是吗」

  「いやだって、そんなんもう確定じゃん。……確定じゃないっすか」

  「恶心」

  「キモ」

  「才不恶心！！没办法啊我又没怎么和别人一起喝过东西用过同一双筷子！！当然会意识到啊！？」

  「キモくないだろ！！　仕方ないだろあんまり人と回し飲みしたり同じ箸使った経験無いんだから！！　意識くらいするだろ！？」

  「你意识到了？」

  「意識してんの？」

  「意识到了啊！」

  「してるよっ！」

  「……」

  「……」

  「啊……不对，不是那种意识，是对这种行为本身的意识」

  「あっ……違う、そういう意識じゃなくて、もっとこう、行為そのものに対する意識というか」

  「也就是说你没意识到我」

  「俺の事は意識してねぇわけだ」

  「不，也不是……等等？这什么致命传球。你是故意想把气氛搞怪的吗？？？」

  「いや、それも違う……待って？　何そのキラーパス。意図的に変な空気にしようとしてる？？？」

  「没有」

  「してないです」

  「那我问这个就是多余的了。现在和我有没有意识到小依同学没关系了」

  「じゃあいらない質問だったよね。小依くんを意識してるかどうかはこの際関係無かったよね」

  「……」

  「……」

  「感觉你今天特别积极，感觉你有点，啊！」

  「なんか今日やけにグイグイ来るし、なんか様子が、あっ！」

  

  

  　我从自说自话的水濑手中抢过果冻，迅速吃掉里面的东西，留下一半还给水濑。

  　一人で喋り続ける水瀬の手からゼリーを奪いさっさと中身を食い進め、半分くらい残して水瀬に返してやった。

  

  

  「喏，吃吧」

  「おら、食えよ」

  「……好」

  「……ウッス」

  「什么啊。唉，饭前吃了甜点啊」

  「んだそれ。はぁ、飯の前にデザート食っちゃった〜」

  「间接接吻……」

  「間接キス……」

  「闭嘴去死」

  「黙れ死ね」

  

  

  　我一边开玩笑一边吃着便当。我本来打算配合周围的人分享便当里的菜，所以特意把便当盒带了过来，但里面几乎都是全家炸鸡，切片水果和便利店卖的沙拉。好吃，是平时的味道。

  　軽口を叩きつつ弁当箱を空け食べ始める。周りに合わせて具材シェアハピするつもりだったからわざわざ弁当箱に入れては来たものの、ほとんどファミチキとか輪切りにしたフルーツとかコンビニで売ってるサラダである。美味し、いつもの味だ。

  

  　看到我开始吃，水濑也拿起勺子准备吃果冻。

  　俺が食べ始めたのを見て、水瀬もスプーンを取りそっとゼリーを食べようとした。

  

  

  「……那个，可以不要一直盯着我看吗」

  「……あの、あまり見ないでいただけると」

  「哈？我没看啊」

  「は？　見てないけど」

  「你刚才一直在看吧」

  「ガン見してるよね今」

  「我坐在你对面，没办法啊」

  「正面にいるからしょうがないじゃん」

  「……间接接吻」

  「……間接キス」

  「闭嘴快吃」

  「うっさいはよ食え」

  「……」

  「……」

  「快——吃——啊！！！」

  「くーえーよ！！！」

  

  

  　我大声喊道，水濑开始吃果冻。她的眼神飘忽不定，不知道该看哪里。

  　声を荒らげると水瀬はゼリーを食い始めた。目がしどろもどろ、どこを見ていいのか分からず泳いでいる。

  

  

  「好吃吗？」

  「美味しい？」

  「好吃……」

  「美味しい……」

  「看着我说啊」

  「こっち見て言えよ」

  「为什么！？我，我觉得这种事不太好哦小依同学！这已经超出男人之间的相处方式了吧！」

  「なんで！？　そ、そういうの良くないと思うぞ小依くん！　男同士の接し方を越えてるだろ！」

  「哈？是你反应过度了。问你味道的感想有什么不对？」

  「はー？　お前が過剰反応してるだけだから。味の感想を聞いて何が悪いんだよ？」

  「……」

  「……っ」

  

  

  　水濑抢走我还没开过的果昔，擅自摇晃后打开盖子喝了一点。

  　水瀬は俺の未開封のスムージーを奪い、勝手にシェイクしてキャップを開けて中身を少し飲んだ。

  

  

  「好了还你！」

  「はい返す！」

  「你」

  「おまっ」

  「我们是男“朋友”，分着喝饮料很正常吧？没什么好奇怪的」

  「"男"友達なんだし飲み物の回し飲みくらいはするよね？　何もおかしいことは無いね」

  

  

  　水濑强调着“朋友”二字，挑衅般地说道。这家伙脑子有病吧。

  　男って部分を強調しながら水瀬は挑発するように言った。こいつヤバい人じゃん。

  

  

  「没经过对方同意就擅自喝掉不太好吧！」

  「相手の許可なく勝手に飲むのは如何なものかと！」

  「别那么见外嘛。男“朋友”之间不会在意这种事的吧。喝一点，尝尝味道，没什么大不了的。我们可是男“朋友”啊」

  「そんな水臭いこと言わないでよ〜。"男"同士でそんなこと気にしないでしょ。少し飲むくらい、味のシェアするくらいどうって事ないじゃん。"男"友達なんだからさ〜」

  「男男男的烦死了！」

  「男男うるせぇよ！」

  「喝吧」

  「飲みなよ」

  「不，不喝！我不渴！」

  「の、飲まない！　喉乾いてない！」

  「这么热的天，怎么可能不渴呢？」

  「こんな夏日に喉乾いてないなんて事あるかなぁ〜？」

  「唔……」

  「ぐ……」

  「啊，对了。前几天给你的茶怎么样了？喝了吗？」

  「あ、てかさ。先日あげたお茶どうしたの？　飲んだ？」

  「……喝，喝」

  「っ……の、飲ん」

  「喝了？」

  「飲んだんだ？」

  「没……没喝！没喝！」

  「飲んで……ない！　飲んでない！」

  「好喝吗？」

  「美味しかった？」

  「我说了没喝！恶心！」

  「飲んでないって！　キモ！」

  「不过稍微喝了一点味道也不会变啦。所以，来，喝吧」

  「まあ少し口をつけたぐらいで味なんか変わるわけないよね〜。って事で、ほら。飲みなよ、それ」

  

  

  　水濑指着果昔说道。脸上带着轻蔑的笑容。

  　水瀬がスムージーを指して言う。人を小馬鹿にするような、ニタ〜っとした薄ら笑みを浮かべながら。

  

  

  「咦咦，怎么了。喝不下去吗？我和小依君明明都是“男人”，是“男”朋友，你是在想什么吗？难道说，你有那方面的兴趣？我觉得可以哦，毕竟现在是多样性时代嘛！」

  「あれれ、あれ。飲めないのかな？　僕と小依くんは"男"同士の"男"友達なのになにか意識しちゃってるのかな？　もしかして、ソッチ系の趣味があったり？　いいと思うよ僕は、多様性の時代だからね！」

  「……我才不是同性恋」

  「……俺はホモじゃねえ」

  「那就喝喝看嘛？说起来容易做起来难哦」

  「なら飲んでみな〜？　言うは易しだよ〜」

  

  

  　这家伙，居然得寸进尺……！！

  　図に乗りやがって、コイツ……！！

  　我拿起果昔，故意当着观察我的水濑的面打开盖子，把瓶口放到嘴边。

  　俺はスムージーを手に取り、こっちを観察する水瀬に見せつけるようにキャップを開けてボトルに口を付ける。

  

  　为了让她清楚地看到我喉咙的动作，我稍微仰起头咕嘟咕嘟地喝了起来。活该，什么间接接吻啊，蠢死了。这种事对我来说小菜一碟！

  　喉の動きがしっかり見えるように少し上を向いてコクコクと飲んでやる。ざまあみやがれ、なーにが間接キスだアホらしい。こんなの余裕だっての！

  

  

  「你刚才的喝法，还挺色情的……」

  「今の飲み方、結構エロいな……」

  「！？别吓我啊，你这家伙说什么呢！」

  「っ！？　っぶねぇ、なに言い出すんだよお前は！」

  「不是，我平时又不会看别人喉咙的动作。女孩子主动给我看，感觉还挺煽情的」

  「いや、人の喉の動きなんて見る事ないのにさ。女の子が自分から見せつけてくるとか、なんか扇情的だよなー」

  「太恶心了吧！！！你也给我吃果冻！」

  「キモすぎだろ！！！　お前もゼリー食えよ！」

  「啊哈哈，也是。感觉，还是别再逞强了」

  「あははっ、そうだね。なんかもう、変に強情になるのやめようかな」

  「啊？什么啊」

  「あ？　なんだよ」

  「不，我当然会意识到啊。小依君虽然是我重要的朋友，但同时也是可爱的女孩子啊」

  「いや、そりゃ普通に意識するよって。小依くんは大切な友達だけど、同時に可愛い女の子なんだからさ」

  「什，什么！？这种事就别提了！」

  「は、はぁ！？　そういうのいいから！」

  

  

  　水濑轻笑着调侃慌张的我，大口大口地吃着果冻。这么轻易就克服了……？我刚才还心脏狂跳着喝下去，简直像个傻瓜。

  　動揺する俺を軽く笑いながら水瀬はパクパクとゼリーを食べ進めた。そんなアッサリいけるの……？　こっちだけ心臓爆発しそうになりながら飲んでたのに、馬鹿みたいじゃん。

  

  　可爱的，女孩子。也就是说，水濑她，水濑她也把我当成异性看待吗？明明知道我的过去……？

  　可愛い、女の子。つまり水瀬は、水瀬も、俺の事を異性として見てるのか？　過去を知ってるのに……？

  

  

  「……！怎么了，小依君」

  「……！　どうしたの、小依くん」

  

  

  　水濑注意到我的视线，用温柔的表情询问我……水濑的样子很自然，不像是男人对女人死死盯着看时的样子。

  　俺の視線に気付いた水瀬は優しそうな顔で何事か聞いてきた。……男が女にがっつく時の様子では無い、水瀬の姿は自然体だ。

  

  

  「你看起来很受欢迎啊」

  「お前モテそうだよな」

  「突然被夸了笑死」

  「急に褒められて草」

  「我撤回前言。感觉好恶心，你果然不受欢迎吧」

  「前言撤回。なんかキモいからやっぱモテないだろ」

  「为什么为什么？？只是刚才的对话就推翻了刚才的结论吗？？？」

  「なんでなんで？？　今の受け答えだけでひっくり返ったのなんで？？？」

  「把网络上的风格带到现实里的人，虽然不会被讨厌，但也不会受欢迎吧」

  「ネットのノリを現実に持ってくるようなやつ、嫌われはしないけどモテもしないだろ」

  「被说中了……！我不受欢迎，至少到目前为止只被告白过一次」

  「的確にそうっぽい事言われた……！　モテないよ、少なくとも告白をされたのは今まで一回しかないしね」

  「还是有过的啊」

  「一回はあるんだ」

  

  

  　听说她初中时期有不上学的倾向，是上了高中才被告白的吗……虽然才上高中三个月，但已经被告白过一次的话，作为男生应该算受欢迎的吧？

  　中学時代は不登校気味だったって聞くし、高校生なってから告白されたのかな。……まだ高校入って三ヶ月だけど、それで一回告られてるなら男子としてはモテる側じゃね？

  

  

  「为什么要问这种事？」

  「なんでそんな事聞くの？」

  「没什么。只是问问而已」

  「別に。ただ聞いてみただけ」

  「嘿……便当，要不要交换着吃？」

  「へぇ。……弁当、なにか交換しない？」

  「诶？」

  「え？」

  「我想尝尝小依君亲手做的料理！」

  「小依くんの手料理食べてみたい！」

  「哇哦。很遗憾，这里面没有我亲手做的料理。全都是便利店买的」

  「わーお。残念ながら手料理はこの中に入ってないね。ぜーんぶコンビニ飯」

  「便利店饭的替换！？多么高超的技术……」

  「コンビニ飯詰め替え！？　なんてテクニカルな……」

  「这算高超吗。水濑是自己做的？」

  「テクニカルかなぁ。水瀬は手料理？」

  「嗯。因为住宿舍嘛」

  「うん。寮生活だからね」

  「！给我来点！」

  「！　なんかちょうだい！」

  「嗯。我一开始就是这么打算的」

  「うん。最初からそのつもりだよ」

  

  

  　我和水濑交换着便当里的菜，不知不觉间时间已经到了集合时间的十分钟前。

  　水瀬と弁当箱の中身を交換し合いながら飯を食い進めていたら、いつの間にか時は進み集合時間10分前となった。

  

  

  「啊，对了。小依」

  「あ、そうだ。小依ちゃん」

  

  

  　我拿着空了的便当盒回教室。在楼梯口和水濑分开的时候，她叫住了我。

  　空になった弁当箱を教室に戻しに行く。その最中、階段で別れる所で水瀬に呼び止められた。

  

  

  「怎么了？」

  「なに？」

  「虽然这次没吃到，但下次再让我尝尝小依亲手做的料理吧」

  「今回は食べられなかったけど、また今度小依ちゃんの手料理食べさせてよ」

  「诶？下次是什么时候」

  「えっ？　今度っていつ」

  「哦，有干劲了！」

  「お、乗り気だ！」

  「！？才没有干劲！我只是问你什么时候有空！！」

  「！？　乗り気じゃないわ！　予定聞くのは当たり前だろ！！」

  「啊哈哈。我想想……那，暑假开始前的那段时间怎么样？」

  「あはは。そうだな……じゃあ、夏休み始まる直前の期間とかどう？」

  「期末考试结束之后？」

  「期末終わった後？」

  「对对！那段时间我正好有几天空闲！」

  「そうそう！　そこら辺なら丁度僕も数日間暇だし！」

  「……嗯，可以」

  「……まあ、いいけど」

  「好耶！那7月就吃小依亲手做的料理！说好了哦！」

  「よっしゃ！　じゃあ7月に手料理ね！　約束な！」

  「哦，哦……？」

  「お、おうー……？」

  

  

  　水濑一脸开心地跑上了楼梯。

  　なんかやけに嬉しそうな様子で水瀬は階段を駆け上がって行った。

  

  　……她很开心吗？就因为能吃到我做的饭？不不不，不可能。这种病态女做的饭怎么可能让人期待。她肯定是想嘲笑我“味道好奇怪”。

  　……嬉しいの？　俺なんかの手料理が食えるってだけで？　いやいや、ナイナイそれは。こんな病み女の作る飯なんて期待されるわけないだろ。変な味する〜とか言って嘲笑うつもりなんだろ。

  

  

  「小依依，你太慢了！……你的脸怎么比刚才更红了？」

  「遅いぞこよりん！　……さっきより顔赤くなってる？」

  「才没有！！！！」

  「なってないって！！！！」

  

  

  　我大声制止了在教室里等我的结乃。什么脸红啊，这不就是晒伤了吗。别小看夏天的阳光啊。真蠢。

  　教室で俺の事を待ってくれていた結乃を大声で制する。何が赤くなってるだよ、日焼けだろ普通に。夏の日差し舐めんなっての。アホらしい。

 
  25話「動き」

  第25话「行动」

  　运动会下午的项目开始了。第一项比赛是男女并排，从前后跳过竹子，看在时间内能来回几次的神秘比赛。

  　体育祭午後の部が始まる。初っ端の競技は男女で並んで、前後から来る竹をジャンプで避ける。それを時間内に何往復出来るかという謎競技である。

  

  　我心想，这不就是大绳跳吗？但大绳跳好像是二年级的比赛。因为场地问题，没办法让所有学生同时进行吧。虽然我觉得操场没有那么小。

  　いやそれ大縄跳びでいいじゃんって思ったのだが、大縄跳びは二年生の競技らしい。スペースの問題で、同時に全生徒は出来ないという事情があるのだろう。そこまでグラウンド狭くないだろって思うけどね。

  

  

  「哦，冬浦。」

  「お、冬浦ちゃん」

  「你好。」

  「どうも」

  

  

  　这个跳竹子接力比赛，是男生一排，女生一排，竹子在两排之间来回。我旁边的男生是刚才想摸我头发的阳光男。

  　このジャンプリレーという競技は男一列、女一列の二つの列を作りそこを竹が行き来する形となる。俺の隣の男子は先程俺の髪を触ろうとした陽キャ君であった。

  

  

  「刚才对不起。」

  「さっきはごめんな」

  「没关系。我才要说对不起，手不痛吗？」

  「いいって。私こそごめん、手ぇ痛くない？」

  「没事。」

  「平気」

  「哦——」

  「ふーん」

  「……冬浦你有男朋友吗？」

  「……冬浦ちゃんってさ、彼氏とかおんの？」

  「没有，也没打算交。」

  「いないよ。作る気もない」

  「这样啊。」

  「そっか」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　呼——好热。这么多人挤在一起，热得不得了。好闷啊～

  　ふぅー、暑っつい。こうも人が何人も密着しているととんでもない暑さだ。蒸れる〜。

  

  　话说，搬铁柱的时候胸罩就歪了。重新调整一下位置也不会被发现吧？我瞄了旁边的阳光男一眼。

  　てか鉄骨搬出作業の時にブラがズレたままだった。ブラポジ直してもバレないかな？　チラッと横の陽キャ君を見る。

  

  

  「那、那个，冬浦。」

  「あ、あのさ、冬浦ちゃん」

  

  

  　眼神对上了。不行，放弃调整胸罩了。

  　めっちゃ目合った。ダメだ、ブラポジ諦めました。

  

  

  「什么事？」

  「なに？」

  「冬浦很受欢迎吧？」

  「冬浦ちゃんってモテるよな？」

  「哈？……啊哈哈，你在说什么？」

  「は？　……あはは、何の話？」

  「你很可爱，经常被告白吧？」

  「可愛いし、よく告られてんじゃん？」

  「没有经常。而且，我也不可爱。」

  「よくは告られてないけど。それに、別に可愛くもないし」

  「是是是。总之你很受欢迎。」

  「はいはい。とにかくモテるよな」

  「就说我不受欢迎了。」

  「だからモテないって」

  「别谦虚了！」

  「いいからそういう謙遜とか！」

  

  

  　他生气了。为什么？好可怕……。

  　なんか怒られた。なんで？　怖ぁ……。

  

  　话说，我还以为他会在等待时间里偷偷跟我说什么，结果到底是什么？有人会对别人的受欢迎程度感兴趣吗？没有吧。一般来说，别人受不受欢迎根本无所谓。

  　てか待機時間中に何をコソコソ話し始めるのかと思いきやまじで何の話？　他人のモテるモテないに興味を湧かせる事なんてある？　無いだろ。普通興味ねえよ、他人がモテるかどうかなんて。

  

  

  「我从来没有交过男朋友哦？处…………单身年龄等于年龄哦？不受欢迎吧。」

  「私、彼氏作った事ないよ？　処っ…………独り身イコール年齢だよ？　非モテでしょ」

  

  

  　虽然我姑且交过类似男朋友的人，但那也是假的。为了扮演女生，我拜托他当我的临时男友。两人独处的时间加起来连一小时都不到。

  　まあ一応彼氏っぽいのを作った事はあるけど、あれもダミーだしな。女ロールプレイをする為に頼み込んだハリボテ彼氏というか。二人きりになった瞬間なんて累計して一時間もないだろうし。

  

  

  「不受欢迎？那是因为冬浦酱拒绝了告白吧。」

  「非モテって。それは冬浦ちゃんが断るからだろ」

  「只是被告白就算受欢迎吗？」

  「告られただけでモテてるって言えんの？」

  「可以这么说吧。」

  「言えるだろ」

  「那田中同学也很受欢迎啊。哟，受欢迎的男人。」

  「じゃあ田中くんもモテるじゃん。よっ、モテ男」

  「别开玩笑了……？」

  「茶化さないで……？」

  

  

  　什么嘛，如果我受欢迎的话，那也是同样的道理吧。啊，这个阳光男孩的名字叫田中同学。虽然完全不慵懒，但就是田中同学。

  　なんだよ、俺が仮にモテるんだとしたら同じ理論だろ。あ、この陽キャ君の名前は田中くんです。全然気だるげでは無いけど、田中くんです。

  

  

  「田中同学，你可是颜值最高的，TikTok上播放量最高的，看YouTube短片时突然出现的帅哥剪辑视频里的田中同学。这样的田中同学找我有什么事？」

  「顔整い筆頭である田中くん、TikTokで引く再生回数を誇る田中くん、YouTubeショート見てたら急にイケメンがどーたらって切り抜きで現れる田中くん。そんな田中くんが私なんかになんの用？」

  「咦，我被公开了！？第一次听说！？」

  「え、俺晒されてんの！？　初耳なんだけど！？」

  「你不知道吗？有人上传了你玩壁咚游戏的视频哦。」

  「知らなかったんだ。壁ドンごっこしてるやつあげられてたよ」

  「我有太多头绪了，无法确定是谁公开的……」

  「心当たりありすぎて誰が晒したのか特定出来ない……」

  「有好几个女生拜托你壁咚吗？真是不得了……？」

  「何人もの女子に壁ドン頼まれてんの？　相当だな……？」

  

  

  　虽然他的颜值确实很高，但还是有点吓人。真好啊～我也想成为那样的帅哥。

  　納得の顔面ではあるけど引いた。いいな〜、俺もそんなイケメンになりたいわ。

  

  

  「所以呢？有什么事？」

  「で？　要件はなに」

  「……冬浦同学，你有个关系很好的女生吧？」

  「……冬浦ちゃんと仲良い女子いるだろ」

  「？」

  「？」

  

  

  　关系很好的女生，大概是指桃果和结乃吧。虽然我也会和其他女生说话，但基本上都是三个人在一起。

  　仲良い女子、大方桃果と結乃の事だろうな。それ以外の女子とも話すには話すが、大体三人一緒にいるし。

  

  　不过，这位帅哥田中同学说有事找我，对象应该是结乃吧。虽然她被揶揄是AV女优，应该说她自己向周围的人这样宣传，但她的身材很好，长相也很漂亮。虽然有点下流，但毕竟是巨乳。

  　しかし、このイケメン田中くんが用があると言ったら、やっぱり対象者は結乃だろうな。AV女優って揶揄される、てか自分でそう周りに吹聴してるけど、普通にスタイル良いし美形だし。少々下品な所はあるけど、巨乳だしな。

  

  

  「所以呢？……难道说！」

  「それが？　……もしかして！」

  

  

  　我看着田中同学的脸。他端正的脸上浮现出害羞的表情，露出像是笑容又像是困扰的暧昧表情。

  　田中くんの顔を見る。彼は端正な顔に照れの表情を浮かべながら、笑顔のような困り顔のような曖昧な顔をしていた。

  

  

  「……我懂，我懂的，田中同学。她很可爱嘛。」

  「……分かる、分かるよ田中くん。可愛いもんな、アイツ」

  「啊，嗯……就算不说出来，果然还是看得出来呢，毕竟是女生嘛。」

  「あぁ、まあ……言わなくてもやっぱわかるよね、女子だし」

  「这跟是男是女没关系，我就是察觉到了。而且，你平常也经常往她那边看。」

  「女とか男とか関係なく察するよ。それに、普段からよく目線も向いてるしね」

  「连这个你也察觉到了吗？她本人应该没发现吧……」

  「そこも気付いてたか。本人にはバレてないかな……」

  

  

  　她本人吗？我从结乃那边没听说过这种事，结乃好像喜欢田中同学，经常提到他。

  　本人には、か。結乃の方からそんな話は聞いたことないな、結乃は田中くんの事が好きみたいでよく話題に出しはするが。

  

  　这么说来，我记得桃果说过「总觉得视线好像对上了」。

  　そういえば、結乃ではなく桃果が「なんかチラチラ目が合う気がする」って言っていたような。

  　当时她双手抱胸，一脸严肃地说「难道我画田中同学总受本的事被发现了？」。结果，她到底有没有发现呢？

  　その時彼女は腕を組み「あたしが田中くん総受けハード本描いてるのバレたのかな」と神妙な面持ちで語っていた。あれって、結局その事に気付いていたのかな。

  

  

  「我想她本人应该没发现田中同学的视线。你最好再积极一点。」

  「田中くんの目線は本人には気付かれてないと思うよ。もっとアプローチしてみた方がいいかも」

  「积极一点吗？比如说，你觉得怎么做比较好？」

  「アプローチ、か。例えば、どんなのがいいと思う？」

  「咦？……约她一起去健身房？」

  「え？　……一緒にジム行こうって誘ったり？」

  「健身房？运动健身房吗？」

  「ジム？　スポーツジムか」

  「嗯，拳击健身房。」

  「うんん。ボクシングジム」

  「拳击健身房！？」

  「ボクシングジム！？」

  「咦，你不知道吗？她为了减肥，经常去邻镇的健身房打拳击。」

  「あれ、知らなかった？　あの子、ダイエットの一環で隣町のジムでボクシングに打ち込んでんだよ」

  「是、是哦～！真意外……」

  「へ、へぇ〜！　意外だったな……」

  「是吗？以她的性格来说，感觉会去啊。」

  「そう？　やりそうじゃない、キャラ的に」

  「不，完全不会。」

  「いいや全く」

  「真的假的？」

  「マジか」

  

  

  　她可是金发鲍伯头的高个子女生哦？运动神经超群的结乃哦？就算说她会去也没什么违和感吧。结乃的外表看起来就像女拳击手一样啊。

  　金髪ボブの長身女子だぞ？　運動神経抜群の結乃だぞ？　やるって言われても違和感無いだろ。女子プロボクサーに居そうな容姿してんじゃん結乃って。

  

  

  「原来如此，这就是所谓的深藏不露吗……」

  「なるほど。能ある鷹は爪を隠すって事か……」

  「有藏起来吗？我觉得她爪子都露出来了。」

  「隠してるかなぁ、割と剥き出しの爪してると思うけどな」

  「因为是自己人所以才会有这种感觉吧。她平时很文静，说话时声音像铃铛一样清脆，给人一种优雅的感觉吧？」

  「身内だからそう感じるだけさ。普段は物静かで、話すと鈴のような綺麗な声がして、こう、雅って感じじゃん？　彼女」

  「咦？」

  「え？」

  「咦？」

  「えっ」

  「优雅……？」

  「雅……？」

  「嗯。怎么说呢，感觉很清纯吧？」

  「うん。なんていうかさ、清楚って感じじゃない？」

  「咦？」

  「え？」

  「咦？」

  「えっ」

  「清纯……？」

  「清楚……？」

  「咦？」

  「えっ」

  

  

  　结乃，清纯……？

  　結乃が、清楚……？

  　那个老是玩超硬核play，给我看满脸精液的女优包装盒，问我「跟我是不是很像！？」的女人，清纯……？

  　ゴリハードなプレイばかりしている、汁塗れの顔面でアヘ顔してる女優のパケを見せてきて「自分と似てない！？」って言ってくる女が、清楚……？

  

  　那个叫我去她家时，顺势说要一起看那个女优的作品，提议三名女高中生一起去GEO，还真的一个人去的结乃，清纯……？？

  　家に呼んだ時にノリでその女優の作品を観ようってなって、女子高生三人でゲオに乗り込もうと提案して実際に一人で実行する結乃が、清楚……？？

  

  　那个在别人家客厅，把水溶性太白粉泼在脸上，重现AV女优的高潮脸，一边大笑一边自拍的怪物一样的结乃，清纯……？？？

  　人んちのリビングで、顔面に水溶き片栗粉をぶっかけて画面に映し出されたAV女優のアヘ顔を再現してバカ笑いしながら自撮りする化け物みたいなあの結乃が、清楚……？？？

  

  

  「田中同学。」

  「田中くん」

  「？」

  「？」

  「你还是多观察一下人类比较好。」

  「もうちょっと人間観察した方がいいかも」

  「咦！？我只是说她给人的印象吧！？」

  「えぇ！？　見た感じのイメージだろ！？」

  「就算这样，她也不清纯吧。硬要说的话，应该是淫乱。」

  「にしても清楚では無いでしょ。どちらかというと淫乱だよ」

  「淫乱！？」

  「淫乱！？」

  「抱歉，我说得太过分了。但不管怎么说，她都不清纯。」

  「失礼、暴言が過ぎたな。何にせよ清楚では無いよ」

  「是、是吗……」

  「そ、そうなのか……」

  「嗯。」

  「うん」

  「好、好吧，印象的话题就到此为止。」

  「ま、まあイメージの話は良いや」

  

  

  　田中同学似乎受到了我的话的冲击，无力地结束了话题。糟糕，明明是女性朋友的意中人，我却说了负面的话。得安慰他才行！

  　俺の言葉を聞いて衝撃を受けたらしい田中くんが力なく話を切った。しまった、女友達の意中の相手なのにネガティブな事言っちゃったわ。フォローしないと！

  

  

  「结、结乃的个性非常好，这点只要看到她平时的样子就知道了。她是个好女人！之前发生了一点问题，我临时取消了和她一起玩的约定，她也没有生气，一直很担心我……」

  「ま、まあ結乃って普段の姿見てればわかる通り、性格はめっちゃ良い奴なんだよ。良い女！　前なんて、ちょっと問題が起きて遊びをドタキャンした時も怒らずずっと心配してくれたし……」

  「啊——结乃确实是个非常好的孩子。我跟她读同一所初中。」

  「あー、結乃は確かにめっちゃ良い子だよね。俺、同じ中学だったんだけどさ」

  

  

  　哎呀，出现了我不知道的话题。你们读同一所初中？那不是孽缘吗？然后你单恋她？这是电影情节吧～

  　おっと知らない話が出てきた。同中だったの？　腐れ縁じゃん、それで片思い？　映画じゃ〜ん。

  

  

  「其实我不太喜欢吃甜食。情人节之类的，收到巧克力虽然很开心，但吃不完很伤脑筋。」

  「俺、実は甘いものそこまで得意じゃなくてさ。バレンタインとか、貰えるのは嬉しいんだけど食べきれなくて困ってたんだよね」

  「哦。」

  「ほう」

  「然后，我找她商量这件事。」「商量这件事？？？」

  「で、その事を相談してみると」「相談してみると？？？」

  

  

  　等等，这个人刚才说了什么恶心的话？找结乃商量？情人节当天说「收到的巧克力吃不完啊～」？结乃会是什么心情啊？？？

  　待って今この人グロい事言ってない？　結乃に相談したの？　バレンタイン当日に「貰ったチョコレート食べきれないよ〜」って？　どんな気持ちなん結乃は？？？

  

  

  「我从小就和她在一起，她知道我不喜欢吃甜食。她会帮我吃掉我吃不完的巧克力。」

  「俺が甘いの苦手だって、昔から一緒で知っててくれてるからさ。俺が食えない分も食べてくれたりしたんだよね」

  「哦呼……」

  「おうふ……」

  

  

  　好痛好痛好痛好痛。虽然不知道结乃是从什么时候开始喜欢田中同学的，但如果从很久以前就开始喜欢的话，我就能理解她的心情了。怎么办，我好像要对身边的男人产生敌意了，女人的本能好可怕。

  　痛い痛いいたたたた。いつから結乃が田中くんの事を好きなのかは知らないけどさ、結構な昔から好きなんだとしたら心中お察ししてしまうが。どうしよう、隣にいる男に敵意を向けてしまいそうだよ女の本能が。

  

  

  「然后，吃完巧克力之后，她会给我自制的低糖巧克力。她每年都会送我友情巧克力，感谢我平时的照顾，已经持续了五年左右。」

  「で、食べきった後に甘さを控えた手作りのチョコなんかくれたりしてね。日々の感謝って毎年友チョコをくれるんだよ、かれこれもう5年くらいね」

  

  

  　好长！！好长好长的单相思！！五年来一次也没缺席，消化意中人收到的巧克力，然后隐藏真心送出友情巧克力（真心巧克力）的例行公事！好、好痛苦～～！！

  　長いっ！！　長い長い片思いっ！！　5年間これまで1度も欠かさずに想い人の貰ったチョコを消化し友チョコ(本命)を本心を隠して渡す恒例行事！　く、苦しい〜〜！！

  

  

  「圣诞节我们也会一起庆祝，不过从初中开始，我就想和关系变好的男生们一起过。我找她商量，她二话不说就答应了。她还送我围巾，说要我别感冒了。是手织的哦？超暖的哦？」

  「クリスマスも一緒に祝ったりしたんだけど、中学からは仲良くなった男連中と過ごしたくて。相談してみたら二つ返事でオッケーって言ってくれたんだ。風邪引かないようにって、マフラーとかくれたんだ。手編みってやつ？　めっちゃ暖かいんだぜ？」

  

  

  　啊啊啊啊啊啊啊啊！！不要啊啊啊啊啊啊！！这、这太痛苦了！胸部下面好痛啊！心好痛啊！

  　ああああぁぁぁぁっ！！　いやあああぁぁぁっ！！　こりゃっ、こりゃーっ苦しいやっ！　おっぱいの下がいたたたたっ！　胸がキューっとしちゃうよぉ！

  

  　诶，话说回来，为什么结乃做到这个地步你还没察觉到？这个人是认真的吗？因为被告白太多次，所以变成不被告白就不会察觉到别人的好意的人了？

  　え、てかなんでそこまでされて気付けないの？　この人まじ？　告白されすぎて、告白されないと好意に気付けない人になっちゃった？

  

  　这是什么麻痹啊，太幸福了吧。本人很幸福，但周围的人却受伤了。太阳啊，被你迷住的女孩子们都被你烧焦了。

  　どんな麻痺だよ、幸せすぎるだろ。本人は幸せなのに周りが傷付いていくんだよな。太陽やん。焼き焦がされてるって、君に惚れた女の子達。

  

  　不，但那是过去的事，现在箭头指向结乃了吧？他应该是想要和结乃的契机，所以才和我说话的。

  　いや、でもそれは過去の話で今は結乃に矢印が向いてるんだよな？　結乃とのきっかけが欲しくて俺に話しかけたんだろうし。

  

  

  「只是，最近她不太和我搭话了。虽然我约她出去玩，她会很感兴趣，但结乃那边却什么都没有。」

  「ただ、最近はあまり絡んでくれなくなったんだよな。遊びに誘ったら割と乗り気になってくれるんだけど、結乃の方からは何も無いというか」

  

  

  　原来如此。是这么回事啊，我明白了。我全都理解了。

  　なるほどね。そういう事か、わかりました。全てを理解しました。

  

  　初中时，田中同学没有察觉到结乃的心意，所以是结乃的单相思。但上了高中，田中同学也对结乃产生了那种感情，所以现在才在为疏远的现状而担忧。

  　中学までは結乃の気持ちに気付けなくて結乃の一方通行だったけど、高校になって田中くんも結乃に対しそういう気持ちが芽生え、疎遠になってしまった現状を憂いていると。

  　结乃那边，因为过去田中同学迟钝的轶事拖了后腿，所以无法展开攻势。也就是说这么回事啊，嗯嗯！真好啊，真是青春啊！！

  　結乃は結乃で、過去の田中くんの鈍感エピソードが足を引っ張ってアタック出来ずにいると。つまりそういう事か、ふむふむ！　いいね、青春だねぇ〜！！

  

  

  「原来如此。也就是说，要我，不对，要我成为撮合你和结乃的丘比特」

  「なるほど。つまり俺に、じゃなかった。私に結乃との仲を取り持つキューピットになると」

  「诶？不不不，为什么会变成这样？」

  「え？　いやいや。なんでそうなる？」

  「咦咦咦咦咦。咦——。咦——」

  「あれれれれれ。あれー。あーれー」

  

  

  　好像不是这么回事。好难啊，刚才的解释有错啊。

  　違かったらしい。難しいや、今の解釈で間違う事あるんだ。

  

  

  「结乃本来就是个比较文静的孩子，她变得开朗，朋友也变多了，所以和我之间也产生了某种程度的距离，这也是没办法的事。女生有女生的朋友，对吧？」

  「結乃は元々大人しめの子だったからさ、明るくなって友達が増えたから俺ともある程度距離が出来るのは仕方がないさ。女子には女子の友達を、だろ？」

  「诶……这样好吗？」

  「えぇ……それでいいの？」

  「什么？」

  「なにが？」

  「你喜欢结乃吧？」

  「結乃の事、好きなんでしょ？」

  「嗯？喜欢啊」

  「うん？　そりゃあ好きだけど」

  

  

  　喜欢吗！我隐约觉得他是不是误会了什么，结果还是喜欢吗！！搞不懂啊！喜欢的话就去追啊！

  　好きなんかい！　薄々、何か勘違いしてたか俺って思えてきたのに、結局好きなんかい！！　意味がわからーん！　アタックせぇや好きならよ！

  

  

  「田、田中同学，你喜欢她什么地方？」

  「た、田中くんってさ、あの子のどんな所が好きなん？」

  「诶，喜欢什么地方，为什么这么问？」

  「えっ、どんな所が好きって、なんで？」

  「就算不直接接触，也会有某种接触吧？那么，我认为有效利用这些机会是攻略的关键」

  「直で関わらないにしても、何らかのアプローチはするんでしょ？　ならさ、その少ない機会を有効に使うのが攻略の鍵だと私は思う訳だよ」

  「攻略」

  「攻略」

  「嗯。田中同学觉得『那家伙的这里真不错啊～』的地方，说白了就是她的优点。很厉害啊，很帅气啊，很可爱啊，这么想的地方就是她的长处。就从这里开始夸奖吧」

  「うん。田中くんが『アイツのここが好きだな〜』って感じた所は、言わば彼女の利点になる訳だ。すごいな、かっこいいな、可愛いな、そう思った事はその子の長所なんだよ。そこを褒めていこう」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  「你喜欢她什么地方？」

  「どんな所に惚れたん？」

  

  

  　其他班的人也慢慢排起了队。田中同学在我说“比赛差不多要开始了”之后开口了。

  　他のクラスの人らも徐々に列が形成される。そろそろ競技が始まるな、と言った所で田中くんが口を開いた。

  

  

  「……不久前，放学后她让我留在学校」

  「……少し前、放課後に学校残ってって言われてさ」

  「嗯」

  「うん」

  「在美术教室，她让我上半身裸体」

  「美術室で、上裸になるように言われて」

  「嗯？上半身裸体？等一下，你该不会要讲什么生动的性体验吧？」

  「うん？　上裸？　待ってね、生々しい性事情を語ろうとしてる？　もしかして」

  「不是不是。不是那样，只是让我上半身裸体而已」

  「違う違う。そうじゃなくて、あくまで上だけ裸にさせられて」

  「嗯，嗯」

  「う、うん」

  「让我拿着苹果」

  「リンゴを持たされて」

  「让你拿着苹果」

  「リンゴを持たされる」

  「让我当画的模特」

  「絵のモデルにされたんだよね」

  「当画的模特。诶，等一下等一下」

  「絵のモデルに。え、待って待って」

  「那真是刺激的体验。在女生面前脱衣服也是第一次，她呼吸那么急促，像舔舐一样看我全身」

  「あれは刺激的な体験だった。女子の前で服を脱いだのもあれが初だったし、あんなに鼻息荒く、舐めるように全身を」

  「等——等一下等一下。停下来，踩刹车」

  「まーってまってまって。止まって、ブレーキかけて」

  「我听说冬浦酱也当过她画的模特哦？我们是同行呢！」

  「冬浦ちゃんも彼女の絵のモデルをしてるって聞いたよ？　俺ら、同業者だね！」

  「等一下。我说，田中同学在意的该不会是……」

  「待ってって。ねぇ、もしかして田中くんが気になってるのって……」

  「嗯？间山同学啊，间山桃果同学。我们关系不错吧？」

  「うん？　間山さんだよ、間山桃果さん。仲良いだろ？」

  「………………是她！？」

  「………………そっち！？」

  

  

  　不是结乃吗！！！确实桃果的外表很清纯！确实桃果不会打拳击！原来是在说桃果啊！！！

  　結乃じゃないんかい！！！　確かに見た目は清楚だな、桃果は！　確かにボクシングはしないな、桃果は！　桃果の話だったんかーい！！！

  

  

  「她真不错啊……抱起来应该很舒服」

  「いいよね、彼女……抱き心地良さそう」

  「恶心！？」

  「キモッ！？」

  「恶心啊。算了。你看，间山同学不是不太擅长应付我们这种人吗。之前当模特的时候，一画完就被她冷淡对待了。所以我想找个机会和她搭话，但我对她完全不了解啊」

  「キモッて。まあいいけどさ。ほら、間山さんって俺らみたいな人種の事苦手っぽいじゃん。前にモデルをした時も、描き終えると途端に冷たくされたし。だから話しかけるきっかけが欲しいんだけど、俺彼女の事全然知らないからさ〜」

  「……哈」

  「……はあ」

  

  

  　哇，什么情况。结乃喜欢田中同学？田中同学喜欢桃果？桃果实际上不擅长应付田中同学这种人。

  　やーば、なんだよそれ。結乃は田中くんの事が好きで？　田中くんは桃果の事が好き？　桃果は田中くんのような人種は実際苦手と。

  

  　这不是像乐器的三角铁一样吗。明明是三角关系却有起点和终点，这是BUG吧。

  　楽器の方のトライアングルみたいになってんじゃん。三角関係なのに始点と終点が存在するのバグだろ。

  　别把我也卷进这三者关系里啊，别把我卷进百慕大三角洲啊。

  　その三竦みに俺を入れないでよ、バミューダトライアングルに巻き込まないでよ。

  

  

  「你觉得我该怎么和她搭话？」

  「なんて話しかけたらいいと思う？」

  「……嗯……那个。只要说“我愿意当任何人的模特”不就行了吗？」

  「……まぁ……あれだ。絵のモデルならなんでも請け負うよって言えばいいんじゃない？」

  「什么时候说都可以吗？」

  「いつ言ってもいけるものなのかな？」

  「可以吧。她现在好像正好想画BL本」

  「いけるでしょ。今丁度BL本描こうとしてるらしいし」

  「BL……？就是男人之间做色色的事的那个吧」

  「BL……？　って、男同士でエロい事するやつだよね」

  「这样就能和她搭上话了」

  「話すきっかけになるよ」

  「……那就没办法了。我知道了，冬浦酱，谢谢你！」

  「……なら、仕方ない。分かったよ冬浦ちゃん、ありがとう！」

  

  

  　没办法吗。你明白吗，被当成模特就意味着自己会在插画里被侵犯啊。桃果说你似乎是总受，是个屁眼一直被打开的帅哥啊。这样真的好吗。

  　仕方ないのか。分かるのか、モデルにされるって事はイラスト内で自分がぶち犯されるってことだぞ。桃果曰く君は総受けらしいぞ、尻の穴開きっぱなしにされちゃうイケメンくんらしいぞ。いいのかそれで。

  

  　我本想姑且给她个忠告，但在我想叫住她的瞬间，号令响起，比赛开始了。

  　と、一応忠告をしようとしたが声を掛けようと思った瞬間号令が走り競技が始まった。

  

  　虽然感觉给结乃的恋爱添了麻烦，但这是不可抗力。所以不是我的错。

  　結乃の恋愛にノイズを生じせてしまった気がするが、不可抗力だよね。だから俺は悪くない。

  

  　……不过姑且还是觉得抱歉。我强烈地祈祷结乃的未来能幸福。

  　……でも一応、ごめんねと思っておいた。結乃の未来に幸あれと強く願った。

 
  26話「借り物競争」

  第26话「借物赛跑」

  　男女混合接力赛跑结束后，我从似乎还没聊够的田中同学身边逃走，回到待机地点，来到下一个项目的借物赛跑的起点附近。

  　男女混合ジャンプリレーを終え、まだ話し足りなさそうな田中くんから逃げるように待機場所に戻った俺は次の種目である借り物競争のスタート地点付近に来ていた。

  

  　没想到会连续参加两个项目。不过，因为只是在适当的时机跳起来的竞技，所以体力并没有消耗太多，但我觉得自己还真是努力啊。我趁移动的时机，若无其事地转向学校校舍的方向，调整了一下胸罩的位置。

  　まさかの二種目連続出場である。まあ、タイミングよく飛ぶだけの競技だったからそこまで体力は削られていないが、にしても頑張り屋さんだよなと我ながら思う。この移動のタイミングでサラッと学校の校舎側に体を向けて、ブラポジ直してっと。

  

  

  「……！」

  「……っ」

  

  

  　咦，视线前方好像有个长得像咲那的人。

  　あれ、なんか視線の先に咲那に似てる人がいる。

  　这里离老家很远，是其他县的高中，既不是以升学学校闻名，制服也不特别可爱，只是个普通的普通高中，所以没有理由特地选择这里。所以我知道肯定不是她，但还是觉得好相似啊。

  　ここは地元から遠く離れた他県の高校だし、別に進学校を謳ってるわけでも無ければ特別制服が可愛い訳でもない普通の木っ端の一般高校だからわざわざ選ぶ理由もなし。だから確実に違うのは分かるのだが、にしても似てるなぁ。

  

  　不过这么说来，水濑也是，她为什么要特地报考这种高中呢？那家伙也和我一样遭到霸凌，所以想离开老家，这个理由我可以理解。从这点来想，咲那也没有理由选择这么远的高中，所以应该是长得很像的其他人吧。

  　まあそれを言えば水瀬だって、なんたってこんな高校をわざわざ受験したのかって話になるが。アイツも俺と同じでいじめに遭っていた訳だから地元を離れたかったって理由で納得のしようはある。その点で考えてもやはり咲那がこんな遠い高校を選ぶ理由が無いので、あれはよく似た他人なのだろう。

  

  

  「分身，进军日本……」

  「ドッペルゲンガー、日本進出……」

  「你在说什么啊，小依？」

  「何言ってんの小依」

  「哇呀！吓我一跳，不要突然跟我说话啦，桃果！」

  「わひゃおっ！　びびったぁ、急に話しかけないでよ桃果！」

  

  

  　我正发呆的时候，桃果从背后向我搭话。桃果的两腋下抱着假人模特儿和三丽鸥的角色玩偶，戴着一副2002形状的闪亮太阳眼镜。

  　ボーっとしていたら背後から桃果が声を掛けてきた。桃果は両脇にマネキンとサンリオキャラのぬいぐるみを抱え、2002の形したギンギラのサングラスをかけて立っていた。

  

  

  「……怪人。」

  「……変な人だ」

  「真没礼貌，你忘记朋友的长相了吗？」

  「失礼な。友達の顔を忘れたかね」

  「我没忘记你的长相，只是知道你是朋友后，觉得你是个怪人。」

  「顔は忘れてないよ。友達だと分かった上で変な人だなぁって」

  「什么嘛，原来你在夸奖我啊。」

  「なーんだ。褒めてたのか」

  「你到底是从哪里听出我在夸奖你的啊？真难懂。」

  「どこをピックアップして褒めたって捉えたんだろう。難しいや」

  「呵呵呵。」

  「ふっふっふ」

  

  

  　桃果露出无畏的笑容。嗯——还是先问一下比较好吧。

  　不敵な笑みを浮かべる桃果。うーん、一応触れておいた方がいいのかな。

  

  

  「呃，你为什么要打扮成这样？」

  「えっと、なんでそんな格好してんの？」

  「呵呵，下一个项目是借物赛跑，然后是社团对抗接力赛吧？就是这么回事。」

  「ふっふっ。次の種目は借り物競争、そしてその次は部活動対抗リレーでしょ？　つまりそういう事だよ」

  「什么这么回事？」

  「どういう事だよ」

  「社团对抗接力赛。棒球社要穿棒球制服，篮球社要穿球衣，剑道社要穿道服跑步对吧？游泳社要穿泳装跑步对吧？」

  「部活動対抗リレー。野球部は野球のユニフォームを着て、バスケ部はゲームシャツを着て、剣道部は道着を着て走るでしょ？　水泳部は水着で走るよね？」

  「是啊，游泳社真厉害，只穿一条海滩裤的男生正威风凛凛地站着待机呢。」

  「そうだね。水泳部すごいよな、海パン一丁の男子が仁王立ちして待機してるもんね」

  「对吧！仔细想想，社团对抗接力赛比起排名，更重要的是能不能留下印象。」

  「ね！　思うに、部活動対抗リレーって順位の序列よりも印象に残るかどうかが重要だと思うんだよね」

  「哦。」

  「はあ」

  「所以！身为美术社代表选手的我，决定用重视冲击性的COSPLAY来跑。」

  「という訳で！　我らが美術部の代表選手であるあたしはインパクトを重視したコスプレで走る事にしたんだ」

  「COSPLAY。你这是在COS什么？」

  「コスプレ。何のコスプレなのそれ」

  「政治正确！」

  「ポリコレ！」

  「讽刺？？？还是把巴黎时装秀说错了？？？哪个？」

  「風刺？？？　それともパリコレの言い間違い？？？　どっち？」

  「啊，巴黎时装秀啊。」

  「あ、パリコレか」

  

  

  　巴黎时装秀啊。她抱着假人模特儿和玩偶，不知为何还戴着2002年的太阳眼镜，我还以为她是在揶揄那一年发生的政治正确事件呢。话说，2002年那种年代久远的纪念品太阳眼镜，她是从哪里弄来的啊？

  　パリコレかい。マネキンとぬいぐるみを抱えて何故か2002年のサングラス掛けてるから、その年にポリコレ系の出来事が起きてそれを揶揄してんのかと思ったわ。てか2002年なんて大昔の記念品らしきサングラス、どこで手に入れたんだよ。

  

  

  

  「我一开始是想做格尔尼卡的脸部嵌板，然后戴着它跑的。可是拿试作品给执行委员会的人看，结果被驳回了。」

  「最初はゲルニカの顔ハメパネルを作ってそれ装着して走ろうとしてたんだけどね？　試作品を実行委員会の人らに見せに行ったら却下されたんだよね」

  「你做了试作品！？行动力真强。话说，格尔尼卡的脸部嵌板是什么鬼啊，人类头盖骨的形状有办法嵌进去吗？」

  「試作品作ったの！？　行動力すっご。てかゲルニカの顔ハメパネルってどんなんだよ、人の頭蓋の形状で可能なのかそれ」

  「只要改变比例尺，就能做出可以嵌进整张脸的嵌板哦。我用3D打印机做了立体模型哦？从模型制作到上色，我明明都一个人好好完成了说～！！」

  「縮尺を変えれば顔をすっぽりハメれるパネルに出来るんだよ。3Dプリンターで型を取って立体的にしたんだよ？　モデル作りから着色までキチンと一人でやったのに〜！！」

  「一个人。这是一介女高中生能行使的技术吗？」

  「一人で。一介の女子高生が行使できる技術なのかなそれ」

  「因为我是天才啊！可是，他们说不能用物理手段妨碍其他跑者。」

  「あたしは天才だからね！　でも、他の走者を物理的に妨害するのはダメとの事で」

  「当然不行啊。」

  「当たり前だろ」

  「所以没办法，我只好从现代美术的观点采用巴黎时装秀了。」

  「だから仕方なく、現代美術の観点からパリコレを採用したよね」

  「我完全不懂你为什么会得出这个结论。格尔尼卡上哪去了？」

  「その着地点がまるで分からない。ゲルニカどこ行ったんだよ」

  「我把它做成花盆了。庭院里有格尔尼卡和一朵郁金香。」

  「植木鉢置きにしたよ。庭にゲルニカと一輪のチューリップ」

  「你的想象力真可怕。还有，就形态上来说，那根本是踏绘吧。」

  「発想力やば。あと形態的には実質踏み絵だよね、それ」

  「我本来想设置全像投影设备，像千年女优那样在全身投影各种当代艺术跑的，可是这个也被驳回了。」

  「ホログラム設備の設置して、千年女優みたいに色んなコンテンポラリー・アートを全身に投影しながら走るって案もあったんだけどね〜。それも拒否されちゃった」

  「那是什么MV啊。我有点想看耶。」

  「なにかしらのMVじゃん。ちょっと見てみたいなそれ」

  「所以！我身为政治正确战士，要背负美术社的威信战斗！」

  「という訳なので！　あたしはポリコレ戦士として美術部の威信を背負って戦うのさ」

  「是巴黎时装秀吧。政治正确战士这个字眼有点危险，别乱用。」

  「パリコレな。ポリコレ戦士はちょっと危険なワードすぎるわ、控えような」

  

  

  　桃果双手都抱着东西，只能用脚对我敬礼，然后用伸展台走秀的步伐走到泳装社的泳裤同学旁边。这画面是怎样，这里真的是日本吗？

  　桃果は両腕がふさがっている為足の動きだけで俺に敬礼し、ランウェイ歩きで待機場所の水泳部の海パン一丁くんの隣まで歩いて行った。なんだあの絵面、本当に日本か？

  

  　话说回来，她打算怎么拿接力棒啊？双手都抱着东西了……如果是桃果，感觉会用咬的跑。

  　てか、バトンどうやって持つつもりなんだろ。両腕塞がってんじゃん。……桃果だったら咥えて走るとかやりそうだなぁ。

  

  

  　巴黎时装秀女、海滩裤男、用肩带挂着打开的笔电一直敲键盘的眼镜男、穿着山寨版小猪布偶装的人……桃果在这些COSPLAY集团之间穿梭，抵达起跑位置。

  　パリコレ女、海パン男、ノーパソを開いた状態で肩紐で下げてずっとカタカタしてるメガネ、パチモンのプーさんみたいな着ぐるみを着た人、といったコスプレ集団の間を縫ってスタート位置に着く。

  

  　借物赛跑是找到题目上的物品或人，然后一起抵达终点的竞赛。我本来以为这种竞赛不需要认真跑，也不会受到太多关注，但结果却出乎意料，现场气氛非常热烈。

  　借り物競争はお題通りの物や人を探し、それと共にゴールする競技だ。そんなに本気で走る必要も無いし注目度も低い競技だろうと思っていたのだが、なんか予想に反してめちゃくちゃ盛り上がりを見せていた。

  

  　我偷听了一下学长姐的对话，得知这所学校似乎会若无其事地出现「现在在意的人」或「觉得帅气/可爱的人」这种会触及本人隐私的题目。对喜欢这种八卦的学生来说，这是他们期待已久的项目。

  　先輩が話している内容を小耳に挟んだところ、この学校は『今気になってる人』とか『かっこいい/可愛いと思う人』といった本人のプライベートな部分に踏み込むようなお題が平然と出てくるらしい。そういうゴシップが好きな学生達からしてみたら待望のコーナーだったというわけだ。

  

  　借物赛跑似乎每年都很受瞩目，甚至会自然形成二年级以上的学生透过班级投票决定参赛者的风气。这根本不是什么好签嘛，好累哦……

  　二年生から上は借り物競争の選手はクラス内投票で出場者を決めるって流れが自然と出来るくらいに毎年注目されている競技らしい。全然当たり種目じゃなかった、だりぃ〜……。

  

  

  「各就各位，预备！」

  「位置について、よーい！」

  

  

  　砰的一声，空包弹响起，大家一齐跑向放着题目纸的桌子。周围传来声援……不对，是别有用心的期待欢呼声。我比其他跑者慢了一点，也拿出一张写着题目的纸打开来看。

  　パァンと空砲が鳴ると、皆一斉にお題の書かれた紙のある机の方へと走っていく。周りからの声援……援ではないか。別の意図を孕んだ期待の歓声があがる。他の走者より少し遅れて俺もお題の書かれた紙を一つ取り出し広げる。

  

  

  『喜欢的人』

  『好きな人』

  

  

  　没有啦。

  　いねぇよ。

  　不要放这种没有喜欢的人的概率也很高的题目啦。不要以为抽到的人一定都有喜欢的人啦。如果只是觉得有趣就写上去，游戏平衡性根本无法成立嘛。这个题目绝对是写在萨莉亚或麦当劳的纸上的吧。

  　居ない確率もまあまあ高いであろうお題を忍ばせるなよ。引いた人が誰もが恋してると思うなよ。面白そうという感情だけでペンを走らせるならゲームバランスが成立してないじゃん。このお題、絶対サイゼとかマクドとかで書いたやつだろ。

  

  

  「那个，可以重抽一次题目吗？」

  「あの、お題の引き直しって出来ます？」

  「可以重抽一次哦——！」

  「1回だけおっけーですよー！」

  「啊，那我重抽一次。」

  「あ、じゃあ引き直しで」

  

  

  　我拜托站在桌子后面的三年级学生，重新抽了一张题目纸。

  　机の後ろに立ってた三年生に頼んで改めてお題の紙を引き広げる。

  

  

  『在意的人』

  『気になってる人』

  

  

  　就说没有了。这跟第一个题目一样吧。你脑袋里是甜点天堂吗？

  　だからいないって。同じだろ1個目のお題と。頭ん中スイーツパラダイスかよ。

  

  　不，不过「在意」这个词本身不一定跟恋爱有关吧。在意那个人的癖好、在意那个人用的香水，有各种各样的用法。好。

  　いや、まあでも"気になってる"って言葉自体は必ずしも恋愛系とセットというわけではないか。その人独自の癖が気になってる、その人の使ってる香水が気になってる、みたいに使い方の幅はあるもんな。よし。

  

  

  「虽然我试着考察了一下，但这种事最后还是只能拜托结乃吧。」

  「と、考察してはみたものの。結局結乃にしか頼れないんだよな、こういうの」

  

  

  　我的交友圈并不广。如果抽到人系的题目，我能找来聊天的人只有结乃和桃果。桃果好像在跟社团对抗接力赛的人们讨论Cosplay，就去找应该在班上待命地点的结乃吧。

  　俺って交友関係広くは無いからな。人系のお題が来たら俺が話しかけて連れて行ける奴なんて結乃か桃果の二人しかいない。桃果は部活動対抗リレーの人らとコスプレ談義してるみたいだし、クラスの待機場所にいるであろう結乃を連れていくとしよう。

  

  

  「喂——结乃～……」

  「おーい、結乃〜……」

  「结乃——？」

  「結乃ー？」

  「嗯，什么事？怎么了——？田中。」

  「ん、なに？　どうかしたー？　田中」

  「离下一个项目开始还有一段时间吧？我们久违地聊聊天吧。」

  「次出る種目まで時間あるだろ？　久しぶりに話そうぜ」

  「咦！？为、为什么！？怎么突然这么说！？」

  「え！？　な、なんで！？　急に何！？」

  「我哥拉肚子，今天请假，所以多了一个便当。丢掉也可惜，你能帮我消化掉吗？」

  「兄ちゃん腹下して今日休んでるから弁当一個余ってんだよね。捨てるのも勿体ないし、一緒に消化してくれん？」

  「咦……」

  「えー……」

  「不行吗？」

  「駄目か？」

  「……可、可以啊？也不是不行。但我不想在别人面前吃，绝对会传出奇怪的谣言。」

  「……ま、まあ？　駄目ってわけじゃないけど。でも人前は嫌だ、絶対変な噂立つ」

  「我知道。我们找个周围看不到的地方，两个人一起吃吧。」

  「分かってるよ。周りに見えないとこで二人っきりんなって食おうぜ」

  「呼……！？……可以啊。」

  「ふっ……！？　……いいけど？」

  「谢啦。来，我扶你。别跌倒了哦？」

  「さんきゅ。ほら、手ぇ貸すよ。コケんなよ？」

  「嗯、嗯。谢谢……」

  「う、うん。ありがとう……」

  

  

  　我本来想跟结乃搭话的——时机太不凑巧了吧——

  　話しかけられるかーい。タイミング悪すぎるだろー。

  

  　眼前播放着男性偶像系的恋爱歌曲，还传来碳酸饮料的清爽声音。刚才的对话是怎么回事？感觉要是打扰他们，会被马踢死。

  　目の前で男性アイドル系のラブソング流れてたわ。炭酸の弾けるような爽やかな音聴こえてきたわ。何今のやり取り、邪魔したら馬に蹴られる感じだったじゃん。

  

  　别开玩笑了……要我带不认识的人去『在意的人』那里，动机的合理性也太高难度了，该怎么办才好呢？

  　ふざけんなよー……『気になる人』ってお題に知らない人を連れてくのは流石に動機の辻褄合わせが高難易度すぎるし、どうしたものか。

  　桃果……在玩剑玉杂耍。为什么？那个人在干嘛？为什么要对一群COSPLAY的人表演这种杂技？那群人变得像马戏团一样了。

  　桃果は……なんかけん玉でジャグリングしてるんだけど。なんで？　なんなのあの人、なんでそんな曲芸をコスプレ集団に披露してんの？　サーカス団みたいになってるじゃんあの集団。

  

  

  「伤脑筋。在意的人，在意的人……」

  「参った。気になる人、気になる人……」

  

  

  　我一边看着周围一边走来走去，结果和水濑对上了眼。

  　周りを見ながらウロウロしていたら水瀬と目が合った。

  

  

  「在意的人……」

  「気になってる人……」

  

  

  　…………带男人过去的话，会被认为是恋爱方面的意思吧。这样可能会给水濑添麻烦。可是，除了水濑以外，我也没有其他人可以搭话了……

  　…………男を連れて行ったら流石に恋愛的な意味合いで取られるよな。それは水瀬に迷惑をかけかねない。でも、水瀬の他に話すような人間はもういないし……。

  

  

  「……好。就选这个。」

  「……よし。これで行こう」

  

  

  　我下定决心，走向水濑。

  　俺は意を決して水瀬の方まで歩く。

  

  

  「咦，有个美少女来了！」

  「え、なんか美少女来たぞ！」

  「是借物赛跑时排在一起的女生。」

  「借り物競争で並んでた子だ」

  「是别人的题目吗？……男朋友之类的！？」

  「人のお題なのか？　……彼氏とか！？」

  

  

  　我一走进A班的待命地点，那里的学生们就开始吵吵嚷嚷。我并不喜欢成为众人的焦点，所以无视他们，笔直地走向水濑。

  　A組の待機場所に入ってくると、そこにいた生徒たちが何やらガヤガヤと騒ぎ始めた。衆目を集めてもいい気はしないのでそれらは無視しつつ、ただ一直線に水瀬の所まで行く。

  

  

  「小依，怎么了？」

  「小依ちゃん、どうしたの？」

  「过来。」

  「来て」

  「咦？」

  「えっ？」

  「果然是借物赛跑的题目啊！话说水濑，你和这么可爱的女生在交往吗！？」

  「やっぱり借り物競争のお題かー！　てか水瀬、お前こんな可愛い子と付き合ってたん！？」

  「才，才没有交往！别再说这种话了，小依很困扰的！！」

  「つ、付き合ってないわ！　やめろよそういう事言うの、小依ちゃん困ってるだろ！！」

  「又来了又来了，你又在说这种话了～真羡慕你啊，混蛋！呐呐，你是水濑的女朋友吗？」「别挡路」

  「またまたそんな事言って〜。羨ましいなこの野郎！　ねえねえ、君って水瀬の彼女なん」「邪魔」

  

  

  　我狠狠地瞪了那个一直凑过来的男生一眼，他便退缩了。看来他虽然嗓门大，但胆子却很小。

  　グイグイ近付いてくる男子を思い切り睨むと彼は怯んだ。声は大きい割に小心者だったらしい。

  　其实我根本没必要瞪他，也不用说“别挡路”这种过分的话，但因为总觉得他和我初中三年级的班主任有点像，所以让我很烦躁。

  　別に睨む必要なんかないし"邪魔"なんて酷い言い方しなくても別によかった場面なのだが、なんか中三の頃の担任にどことなく似ていたからイラついてしまった。

  

  

  「小依？」

  「小依ちゃん？」

  「什么？」

  「なに？」

  「手，这样好吗？」

  「手、よかったの？」

  「……」

  「……っ」

  

  

  　被水濑提醒后我才注意到，我刚才在众目睽睽之下用力地握住了他的手。被很多人，尤其是A班的人看到了……

  　水瀬に指摘されて気付いた、人前で思い切り彼の手を握り引っ張っていた。沢山の人に、特にA組の人に見られてしまったな……。

  

  

  「但，但是因为是借物赛跑……不用手拿的话，题目好像就不算数了……」

  「で、でも借り物競争だから……手で持っていかないと、お題としては無効らしいし……」

  「？借物赛跑？题目上写的是我吗？」

  「？　借り物競争？　そのお題に書かれてたのが僕だったの？」

  「啊，那个……姑且算是吧」

  「あ、えっと……一応、そう」

  「上面写了什么？」

  「なんて書いてあったの？」

  「不告诉你」

  「教えない」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「不告诉你！……水濑，你把体操服穿反了」

  「教えない！　……水瀬、体操服反対にして着てよ」

  「为什么？？？」

  「なんで？？？」

  「别问了！」

  「いいから！」

  「嗯，我知道了。我换过来」

  「えぇ。分かりましたよ。反対にしますよー」

  「别别别，在我面前脱啊你这笨蛋！你是变态吗！？」

  「めめっ、目の前で脱ぐなよバカ！　変態かお前は！？」

  「哎……？」

  「えぇ……？」

  

  

  　水濑突然开始脱体操服，我慌忙转过身去。我看到了她的肚子，腹肌好明显，这人和她的形象也差太多了吧……。

  　急にグイッと水瀬が体操服を脱ぎかけたので慌てて背中を向けた。ガッツリ腹を見てしまった。腹筋割れてたわ、キャラ違いすぎるだろこいつ……。

  

  

  

  「我换好了，前后反着穿就行了吧？」

  「反対にして着たよ。前後逆にして欲しいってことだよね？」

  「嗯，跟我来」

  「うん。じゃ、着いてきて」

  「好」

  「分かった」

  

  

  　我本想再次抓住水濑的手，但还是放弃了，我抓住他的体操服袖子拉着他走。

  　俺は再び水瀬の手を掴もうとしたが、やはりそれはやめて体操服の袖を摘んで引っ張った。

  

  

  　虽然我们磨蹭了很久，但其他学生似乎也很难找到题目，我们意外地以第二名的好成绩到达了终点。

  　色々ともたついてはいたが、他の生徒もお題を見つけるのに苦労していたらしく意外にも二着という好成績でゴール出来た。

  

  　而且，我本以为到达终点后会用麦克风宣布题目，所以才故意让水濑把体操服前后反着穿，但麦克风表演只有一名学生有，所以我的努力最终白费了。真是的，我还以为这是在有限的时间内拼命想出来的天才作战计划呢。

  　それと、ゴールしたらてっきりマイクかなんかでお題を発表される下りが思っていたから敢えて水瀬の体操服を前後逆向きに着せたのに、そのマイクパフォーマンスがあるのは一着のみということで徒労に終わった。ったく、時間制限がある中で必死に考えた天才的作戦だと思ったのによ。

  

  

  「总算成功了，谢谢你水濑」

  「なんとかなった。助かったよ水瀬」

  「虽然我完全不知道你在说什么……」

  「僕からしたら何が何だかだけど……」

  「别在意别在意。水濑你接下来是骑马战吧？加油啊，我会为你加油的」

  「気にしない気にしない。水瀬はこの後の騎馬戦を置いたらクラス対抗リレーっしょ？　頑張ってね、まじ応援してる」

  「小依同学的骑马战也要加油哦，别受伤了啊？」

  「小依くんも騎馬戦頑張ってね。怪我しないでよ？」

  「不会的。话说你居然能在别人面前区分得这么清楚啊」

  「しないよ。てかよく人前でちゃん呼びくん呼び使い分けられるな」

  「因为我很注意嘛」

  「気を付けてるからねー」

  「真厉害啊，我有时候一不小心就会对你以外的人用“我”」

  「すごいよな、俺なんか咄嗟によくお前以外に"俺"って言っちゃう時とかあるのに」

  「第一人称很难呢」

  「一人称は難しそうだよね」

  「真的很难。我说，水濑你也试着用“我”来自称吧」

  「まじ難しい。ねえ、試しに水瀬も自分の事俺って言ってみてよ」

  「嗯——以后吧」

  「うーん、そのうちね」

  「你对第一人称有什么执着吗？」

  「僕って一人称に思い入れでもあんの？」

  「有啊……不过，既然小依同学这么说，我换成“我”也无所谓」

  「あるよ。……でも、小依くんが言うなら俺に変えても別にいいんだけどね」

  「什么啊」

  「なんだそりゃ」

  

  

  　在看到A班的待机地点时，我突然想喝饮料，于是改变了路线，在自动贩卖机买了小瓶饮料。

  　A組の待機場所が見えてきた辺りで飲み物が飲みたくなったので軌道を変更し、自販機で小さな飲み物を買う。

  

  

  「体育祭真开心啊」

  「体育祭、楽しかったね」

  「现在说这话还早了点吧，还有骑马战和班级对抗接力赛这些重头戏呢」

  「恐らくそのセリフはまだ早いなぁ。騎馬戦とクラス対抗リレーっていう本番競技が残ってますよー」

  「我知道这两项是重头戏，但感觉像是垃圾时间。因为到目前为止真的都很开心啊」

  「その二つが目玉なのは分かるけどさ、なんか消化試合って感じがする。ここに至るまでが本当に楽しかったからさ」

  「嗯——」

  「ふーん」

  「因为我在初中之前，从来没有像这样开心地参加过学校活动」

  「中学までは、こんな風に楽しく学校行事に取り組めたこと無かったからさ」

  「……抱歉」

  「……ごめん」

  「不是不是，就算没有被欺负，我本来对学校活动也没什么兴趣。但是，今年感觉很开心啊」

  「違う違う、いじめとかが無かったにせよだよ。僕、学校行事そのものにあまり興味がなかったというか。でも、今年はなんか楽しかったんだよな」

  

  

  　因为是高中的体育祭所以很开心？是规模的问题吗，我初中的时候也只参加过一年级的体育祭，但初中的体育祭和高中的体育祭，项目数量和规模都完全不是一个级别的。

  　高校の体育祭だから楽しかった？　規模の違いの問題なのだろうか、俺も中学の頃は一年生時しか体育祭を経験した事なかったが、中学と高校ではやってる種目の数も規模も段違いだもんな。

  

  

  「小依同学觉得体育祭开心吗？」

  「小依くんは体育祭、楽しかった？」

  

  

  　水濑喝完饮料后这么问我。我并没有对这次的体育祭感到特别感动，说白了就是普普通通。不过，我并不是在说学校活动，而是说和桃果，结奈，水濑，还有田中同学，这种在活动时和别人说话的感觉和平时不同，有种新鲜感，所以很开心。

  　水瀬は飲み物を飲み切ると俺にそう訊ねてきた。別に俺はそこまでこの体育祭に感動を覚えたりしなかった、言ってしまえば別にフツーって感じだった。が、学校行事としてではなく、桃果や結乃、水瀬や一応田中くんとか、こういう行事の時に人と話す感覚というのは普段とは違った新鮮さがあって楽しかったと思う。

  

  

  「……很开心。我甚至觉得，这样下去的话，我应该不会度过黑暗的高中生活了」

  「……楽しかった。このままいけば、闇の高校生活を送らずに済みそうって思えたし」

  「毕竟你已经突破下限病入膏肓了嘛」

  「既に下限突っ切って病んでるもんね」

  「我才没有病入膏肓。没有」

  「病んでないから。病んでないです」

  「让我看看舌头」

  「舌見せてよ」

  「啊——」

  「あー」

  「！？你愿意给我看吗！？」

  「っ！？　見せてくれるんだ！？」

  「啊！？一，一不小心就……」

  「あっ！？　つ、つい……」

  

  

  　刚才那是什么，好羞耻。因为话题的走向，我一不小心就伸出了舌头。

  　なんだ今の、恥ずかし。話の流れで舌見せてとか言われたからべローンって舌を伸ばしちゃったじゃないか。

  

  

  「我可以发射让你忘记的光束吗……」

  「忘れろビームしてもいいですか……」

  「不……刚才那有点太刺激了，感觉会留在记忆里一段时间」

  「いや〜……今のはちょっと刺激強すぎてしばらく記憶に残りそうですね」

  「快忘掉！快忘掉！快忘掉！」

  「忘れろ！　忘れろ！　忘れろ！」

  「好痛好痛！别打我啊小依同学！光束是什么！？」

  「痛い痛い！　叩かないでよ小依くんっ！　ビームとは！？」

  

  

  　我怎么可能发射光束啊。我拍了拍她的上臂，代替光束。

  　ビームなんて出せるわけないだろ。二の腕を叩く、ビームの代わりだ。

  

  　拍着拍着，我们俩自然而然地笑了起来。总觉得，现在的我们就像普通朋友一样，对话的内容也蠢得让人发笑。

  　叩いている内にどちらからともなく自然と笑えてきて二人して笑った。なんか、今の俺らって普通の友達みたいで、やり取りの全部がアホらしく思えておかしくて笑ってしまう。

  

  

  「啊哈哈。啊，马上就要到骑马战的时间了，我先走了」

  「あははっ。あ、そろそろ騎馬戦の時間だから、俺行くわ」

  「嗯。啊，说起来，借物赛跑的题目到底是什么？」

  「うん。あ、そういえば結局借り物競争のお題ってなんだったの？」

  「啊？在意的人啊」

  「あん？　気になってる人だよ」

  「在意的人？」

  「気になってる人？」

  「嗯」

  「うん」

  「哎？」

  「えっ？」

  「哎？……啊」

  「え？　……あっ」

  

  

  　糟糕，因为话题的走向很自然，所以我自然而然地，很普通地回答了。

  　やべ、また自然な流れだったから自然に、普通に答えてしまった。

  

  

  「啊——那个，我说的在意是指」

  「あー、えっと、気になってるってのは」

  「原来不是只有我啊。太好了」

  「僕だけじゃなかったんだ。よかった」

  「哎」

  「えっ」

  

  

  　我告诉自己不能在这时候慌张，正准备理清思路好好说明事情的经过和重点时，大脑却突然停止了运转。

  　ここで焦ってはいけないと思って理路整然とちゃんと成り行きから直地点を説明しようと回転した頭が一気に停止する。

  

  　不是只有我，是什么意思？

  　僕だけじゃなかった、ってどういう意味だ？

  

  　我抬头看向水濑，他露出了“说漏嘴了”的表情，像是要逃避我的视线一样移开了目光。

  　水瀬の顔を見上げると、彼は「やってしまった」とでも言うかのような顔をして俺の目から逃げるように視線を逸らした。

  

  

  「……水濑？」

  「……水瀬？」

  「骑马战要开始了对吧？」

  「騎馬戦、始まるんでしょ？」

  「骑马……对了。那我先走了」

  「騎馬……そうだった。それじゃ、また」

  「嗯，再见」

  「うん、またね」

  

  

  　明明互相说了“再见”，我却在原地呆站了一会儿，等我终于迈开脚步，转身回到C班时，我的脚步已经变得和刚才截然不同，快得不能再快了。

  　互いに"またね"と言ったのにしばらくその場から動かず、ようやく動いた足で踵を返すとそれまでとは打って変わった早足で俺はC組の所まで戻って行った。

 
  27話「眼福」

  第27话「大饱眼福」

  　运动会结束后，时间来到七月。除了第三周的第一周要举行的期末考外，几乎都是消化第一学期的课程。

  　体育祭が終わり、7月となった。三週目の一週間に実施される期末試験を除けばほぼ一学期の消化期間の到来である。

  

  

  「一、二、三、四——」

  「いっちにー、さんしー」

  

  

  　说到夏天，果然就是游泳课。

  　で、夏といえばやっぱりプールの授業だよね。

  　我现在的身体是女性。也就是说，我被正式允许在男女分开的游泳课中，坐在特等席上。

  　俺は女体である。つまり男女別で実施されるこのプール授業においての特等席に身を置く事を公式に許されているのだ。

  

  　虽然变成女人后，我吃了不少苦头，但只有这件事，我必须说神干得好。我看着正在做热身操的女同学们的屁股。好色情啊～真想揉一揉啊～

  　女になってから散々な目に遭ってきたが、こればっかりは神ナイスと言ってやってもいい。準備体操をするクラスメート女子達の尻を眺める。エロいよな〜、揉みしだきたいな〜。

  

  　我们高中指定的泳衣是高衩的竞泳泳衣，这点也让我非常感谢。每当身体前屈时，大家的屁股就会被强调出来，真是太棒了。这样当然要跟男生分开上课啊，看到这种景象，根本没心情上课嘛～嘿嘿，真受不了。

  　こう、うちの高校の指定水着がハイカットの競泳水着というのも感謝ポイント高めだ。前屈みになる度に皆尻の膨らみが強調されてかなりいい。こりゃ男子とは分けられますわ、授業どころじゃないもんね〜こんな光景見せられたら。へへっ、堪らねえぜ。

  

  

  「喂，冬浦，你又在旁观吗？」

  「こら冬浦、また見学しているの？」

  

  

  　体育老师回到泳池后，发现晚到泳池、穿着制服坐在角落的我，于是出声叫住我。

  　体育教師がプールに戻ってくると、遅れてプールに来て制服姿のまま隅で座り込んでいる俺に気付き声を掛けてきた。

  

  

  「你什么时候才要参加课程？你一次也没下过水吧？」

  「いつになったら授業に参加するわけ？　あなたまだ一度もプール入ってないでしょう？」

  「就算你这么说……」

  「そんな事言われても」

  

  

  　体育课的游泳课。对于有割腕习惯的我来说，这是无论如何都必须避免参加的活动。

  　体育のプール授業。それは、リスカをしている俺にとってどうしても参加を避けなければいけないイベントである。

  

  　目前知道我手臂上有割腕痕迹的人，只有桃果和结乃两人。我从来没有在其他人面前卷起右臂，因为绝对会被觉得恶心。

  　現状、俺の腕にリスカ痕がある事を知っているのは桃果と結乃の二人だけ。それ以外の人達に俺は一度も右腕を捲って見せた事は無い。絶対気持ち悪がられるし。

  

  　因此，虽然我也很想下水游泳，但还是不能这么做。我将手放在肚子上，露出痛苦的表情。

  　というわけで、プールに入りたい気持ちはこちらとしても山々なんだけどそうもいかないということで。俺は腹に手を当てて痛そうに顔を顰めさせる。

  

  

  「你该不会又要说生理期来了吧？」

  「また生理って言うんじゃないでしょうね」

  「又来了～」

  「また生理です〜」

  「对女生说这种话怎么可能管用。为什么你这两个月都一直生理期啊？」

  「同じ女相手に通用する訳ないでしょ。なんでここ2ヶ月間生理のラッシュボーナス突入してるのよ」

  「六月也叫水无月，七月也叫文月吧？」

  「六月は水無月とも言いますし、七月は文月とも言いますよね？」

  「所以呢？」

  「だから何？」

  「不，我什么都没想。」

  「いや。特に何も考えてないです」

  「我要把你直接推下泳池哦。」

  「そのままプールに突き落とすわよ」

  「今天真的生理期啦！」

  「今日は本当に生理なんですけど！」

  「证据呢？……等等，住手。」

  「証拠は？　……待って、やめなさい」

  

  

  　我将手伸进裙子里，准备脱下内裤露出卫生棉时被阻止了。我就知道你会阻止我，这个虚张声势的战术失败的话，我就要穿着制服跳进泳池了。好险好险。

  　スカートに手を突っ込み普通にパンツを下ろしてナプキンを見せようとしたら止められた。止めてくれると信じてたよ、このブラフに失敗したら諦めて制服のままプールに飛び込んでたわ。危ない危ない。

  

  

  「我生理期的时候胸部会胀痛，很难下水！胸部会很紧绷……还有，我怕放卫生棉，所以不想下水！」

  「私、生理中は胸が張って痛くなるから水に入るの辛いんですよ！　流れで胸が突っ張って……あと、タンポン入れるの怖いから嫌です！」

  「我又没叫你做到那种地步，如果真的生理期，你去旁边看也完全没问题。问题是每次你都请假。」

  「別にそこまでしろとは言わないし、本当に生理なら見学してくれるのは全然結構よ。毎回休んでるのが問題なの」

  「就算你这么说……」

  「そんな事言われても」

  「从人体构造来看，这不可能吧。你以为一周有几堂体育课？」

  「有り得ないでしょうが人体構造的に。週に何回体育の授業があると思ってるの」

  「……」

  「……」

  「偶尔也该好好上课。我知道你不好意思穿泳装，但你一次都没参加，我也不得不降低你的成绩。」

  「たまにはちゃんと授業受けてくれないと。水着姿が恥ずかしいという気持ちは分かるけど、流石に1度も参加しないとなると成績を下げざるを得ないでしょ？」

  「唔，可是……」

  「う、でも……」

  「没什么可是不可是的。懂了吗？」

  「でもじゃないの。分かった？」

  「……」

  「……」

  「回答呢？」

  「返事は？」

  「……是。」

  「……はい」

  「很好。那下次上课要出席。你要是再跷课，暑假就罚你打扫游泳池。」

  「よし。じゃあ次の授業は出る事。またサボったら夏休み中、プール掃除させるからね」

  

  

  　呃，这我可不想。可是割腕的痕迹已经没办法了，又消不掉……

  　げ、それは流石に嫌だな。でもリスカ痕はもうどうしようもないし、消せないしな……。

  

  　唉，真后悔。明明知道之后会因为这种问题起冲突，但只要感受到强烈压力，我就会立刻割腕逃避，让心情平静下来。

  　はあ、後悔である。後々こういう問題に衝突する事は分かりきってたのに、強いストレスを感じるとすぐに逃避するように切って心を落ち着かせに掛かってしまうんだよな。

  　我真是最糟糕的巴夫洛夫之犬。虽然我也觉得自己该戒掉这个习惯……

  　最悪なパブロフの犬だよ、自分でもやめなきゃなって思ってはいるんだけどなー……。

  

  　咦，不过最近几乎没再割腕了。真要说的话，只有在电车遇到痴汉后想割的时候，不过当时被水濑阻止了。

  　あれ、でも最近はめっきり手首を切るような事は無くなったな。挙げるとしたら電車で痴漢に遭った後に切ろうとした時、でもあの時は水瀬に止められたんだよな。

  

  　最后一次割腕是什么时候？……呜哇，虽然自己也觉得很恶心，但以前只要被男人告白，当天晚上一定会割腕，已经变成一种习惯了。不过自从和水濑说话之后，这个习惯也消失了。

  　最後に切ったのっていつだっけ？　……うわ、自分でキモいなって思ったんだけど、以前は男に告られた日の夜に必ず手首を切るみたいなルーティンがあったな。水瀬と話すようになってからはそのルーティンも解消されたけど。

  

  

  「水濑……？」

  「水瀬……？」

  

  

  　没错，自从和水濑说话之后，一次也没割腕。为什么？是因为变得能和男人说话，对男人的心理创伤减轻了吗？

  　そうだ、水瀬と話すようになってから一度も手首切ってない。なんで？　男と話せるようになって、男に対するトラウマがいくらか軽減されたのかな。

  

  　仔细想想，自从和水濑相遇之后，感觉对那家伙的想法也变多了。该说是把思考资源分配到那方面，所以抑制了达到割腕临界点的负面思考吗？

  　思えば水瀬と出会ってからアイツに対する考え事が増えたような気がする。そっちに思考のリソースを割いてる分、手首切るラインに至るまでの負の思考が抑制されているというか。

  

  　我是在需要动脑的场面不会生病的类型，和水濑扯上关系，产生了和那相同的作用吗？

  　俺は頭を使う必要がある場面では病まないタイプなのだが、それと同じ作用が水瀬と関わる事で起きているという事なのだろうか？

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　运动会结束后，没有机会和水濑说话。我不会主动去找水濑说话，水濑虽然称我为朋友，但也不会来找我，所以没什么机会说话也是理所当然。

  　体育祭が終わってから、水瀬と話す機会が無くなった。俺の方から水瀬に話に行くことは無いし、水瀬も俺の事を友達と呼ぶ割に話しかけに来ないから、話す機会があまり無いのは当然の事なのだが。

  

  　感觉有周期性。明明不久前还经常发生「为什么又碰巧遇上了！？」的事件，现在却突然不再出现了。遭遇率有变动，那家伙是野生的怪物还是什么吗？

  　波があるような気がする。少し前までは「なんでまた偶然顔を合わせるん！？」ってなる出来事ばかりだったのに、急にパタンと現れなくなっちゃって。エンカウント率が変動するんだ、あいつって野生のモンスターかなにか？

  

  

  「你在想事情呢，小依依」

  「考え事してるねぇ、こよりん」

  「呜哦，结乃！」

  「うぉっ、結乃！」

  

  

  　我呆呆地望着前方，结乃来到我面前蹲下。好厉害，胸部弹起来了，弹起来了。好大啊！好软啊！好想把手伸进泳衣和皮肤的缝隙里。

  　ボーッと前を見ていたらこちらに来ていた結乃が俺の前でしゃがみこむ。すごい、胸がバルンってなった、バルンって。でっけぇ〜！　柔らかそう〜！　水着と肌の隙間から手を突っ込みたいです。

  

  

  「结乃，我可以揉你的胸吗？」

  「結乃、胸揉んでもいい？」

  「就算揉我的胸，小依依的也不会变大哦」

  「私の揉んでもこよりんのは大きくならないけど」

  「嗯，这是什么因果关系？不要用性骚扰来反击我啊？？」

  「うん何の因果があるん？　セクハラにマウントで返さないで？？」

  「不如我来帮你揉大吧」

  「むしろ私が揉んで大きくしてやろうか〜」

  「今天我来大姨妈了，所以还是算了吧。会痛的，别闹了」

  「今日は生理だからガチの方でパス。痛いからやめて」

  「哎呀呀」

  「あらら」

  「你们两个在说什么啊」

  「何話してんの二人とも」

  

  

  　桃果也来了，两个穿着泳装的女高中生君临在我的眼前。虽然桃果的胸部没有结乃那么大，但形状很漂亮，是美乳类型。

  　桃果も合流してきて、俺の目の前に二人の水着女子高生が君臨する。桃果も結乃程じゃないけど胸があって、しかも形が綺麗な美乳タイプなんだよなぁ。

  

  

  「桃果，我可以揉你的胸吗？」

  「桃果、胸揉んでいい？」

  「就算揉我的胸，小依的胸部也是一辈子的洗衣板哦」

  「あたしの揉んでも小依の胸は板のままだよ。一生」

  「喂喂喂，喂喂喂喂喂。你们两个别用言语攻击来反击啊？要反击的话就用球棒来反击啊？桃果你用铁棒反击之后还把铁棒扔过来啊。一辈子是什么意思，这明显是在挑衅吧」

  「おいおいおい。おーいおいおい。二人してマウントで打ち返すのなに？　打ち返すならバットで打ち返して？　金棒で打ち返した後に金棒ぶん投げてきてるんだわ桃果は。一生ってなに、明確な煽りじゃん」

  「小依，你的脸和偶像一样可爱，身体也很柔软可爱，声音就像1f摇摆一样优美，身上还散发着甜美的香气和色情的香气，几乎完美无缺吧？」

  「小依って、顔はアイドル並みに可愛いし体も柔らかそうで可愛いし声も1fゆらぎって感じで綺麗だし素で甘い香りとエロい香りがするしで、ほぼ完璧じゃん？」

  「突然被夸奖了，笑死」

  「急に褒められて草」

  「所以你才贫乳吧，为了保持平衡」

  「だから貧乳なんでしょ。釣り合いとる為に」

  「我并没有被夸奖啊。原来是为了说平衡的话题才夸我的啊」

  「褒められてなかったわ。釣り合いとかそういう話をするための前座だったか」

  「如果性格好又巨乳的话就太狡猾了啊」

  「そこで性格良くて巨乳だったらもうズルすぎるもんな〜」

  「我的胸确实很小，但我自认为是女神般的人格高尚者」

  「胸は確かに小さいけど、女神のような人格者だと自負してるんですけど」

  「「哪里是？」」

  「「どこが？」」

  「别异口同声啊」

  「ハモらないでよ」

  

  

  　两个人都叫我性格恶劣的贫乳。唉，两人的胸都弹力十足，真好啊。突然摸的话会被骂吧。

  　二人して性悪貧乳呼ばわりしやがって。はぁ。二人とも胸プルンプルンでいいな、急に触ったら怒られるかな。

  

  

  「话说你们两个来干什么啊。我想观察玩水的大家啊」

  「てか何しに来たのさ二人とも。私、水遊びしてる皆を観察したいんだけど？」

  「我也来干同样的事，收集女体的资料」

  「あたしも同じ事をしに来たんだよ。女体の資料集めにね」

  「拍自己的裸体临摹不就好了？」

  「自分の裸でも撮って描き写せば良くない？」

  「姿势的话是这样没错，但不看和我体型相差很大的人的肉感平衡的话就不知道吧」

  「ポージングはそれでもいいけどあたしと大きく体型が離れた人達の肉感のバランスは見なきゃ分からないでしょ」

  「是吗。那结乃呢？」

  「そうですか。で、結乃は？」

  「体育祭的时候，你不是和一个叫水濑的人关系很好吗？我想知道那之后怎么样了」

  「体育祭の時、水瀬くんって人と仲良くしてたじゃん？　あの後どうなったのかなって」

  「怎么样了……？」

  「どうなったのか……？」

  

  

  　我听不懂她想问什么。桃果一边说着“阳光真舒服”，一边坐到了我旁边。如果我穿着湿了也没关系的衣服，我肯定会主动贴上去，但现在穿着制服，所以稍微保持了点距离。

  　なにが聞きたいのかよく伝わらなかった。桃果が「陽射し気持ち〜」と言いながら隣に座ってきた。濡れても問題ない格好していたらむしろこっちからくっついていたが、今は制服を着ているので少し距離を取る。

  

  

  「和水濑同学之间没有进展吗？」

  「進展的なのは無いわけ？　水瀬くんと」

  「什么进展啊」

  「なんの進展だよ」

  「恋爱方面的」

  「恋愛的な」

  「恋爱方面！？没有啊！」

  「恋愛的な！？　無いよ！」

  「哎？」

  「えー？」

  「你看吧，我就说嘛结乃。小依肯定会说绝对没有的。她就是这么害羞」

  「ほらね、言ったでしょ結乃。小依は絶対に何も無いよって言うに決まってるって。シャイなんだからさ」

  「不是害羞的问题！而且为什么你们会认为我和那家伙有那种感觉啊？」

  「シャイとかそう言う話ではなく！　大体なんでアイツとそういう感じになると思い込んでるわけ？」

  「哎？看着看着就自然有那种感觉了嘛。真想快点把你们撮合在一起！我可是很着急的」

  「え？　見てたら自然とそんな感じなのかな〜って。さっさとくっつけよ！　って歯がゆい思いをしております」

  

  

  　就算你说很着急。我和水濑都没有把对方当成那种对象，没有理由和契机的话怎么可能交往……。

  　歯がゆい思いをしておりますと言われても。俺も水瀬も互いをそういう風に意識してないわけだし、理由もきっかけもないのに付き合うわけないのだが……。

  

  

  「像小依这种类型的女生，不能直接刺激，要绕个弯子帮她一把。因为她对恋爱有奇怪的价值观和扭曲的自尊心」

  「小依みたいなタイプの子は直接つつくんじゃなくて遠回しにアシストしないと。恋愛に対して変な価値観の拗らせやプライドがあるからね」

  「桃果，你刚才说了什么失礼的话吧」

  「桃果ちゃん、なんか失礼な事言ったよね今」

  「我反而更在意结乃的恋爱呢。和田中同学怎么样了？」

  「むしろあたしは結乃の恋愛の方が気になるね。田中くんとどうなのさ？」

  「哎」

  「えっ」

  「哦，好像很有意思。对啊对啊，你自己才是，恋爱怎么样了」

  「お、面白そうな話だ。そーだそーだ、自分こそどうなんだー恋愛ー」

  

  

  　我和桃果一起起哄着“秀恩爱吧”。结乃红着脸把手伸到我们嘴前，拜托我们安静，但我们无视了她继续起哄。

  　桃果と二人で「惚気ろ〜」と野次を飛ばす。結乃は顔を赤くして手を俺らの口の前に出してきて静かになるよう頼み込むが無視して野次を続ける。

  

  

  「和田中同学两人独处的机会增加了吧？停滞的秒针开始转动了呢，结乃」

  「田中くんと二人っきりの密会をする機会増えたんだろー？　止まっていた秒針が動き出したね〜結乃」

  「在教室里也经常看到你们说话呢」

  「教室でも話してる姿見かけるしね〜」

  「之前还看到你们一起回家了」

  「この前なんて二人で帰ってるのを家のベランダから観測済みです」

  「和我们说话的时候也时不时往田中同学那边看！真是个好懂的少女呢」

  「あたしらと話してる時もチラチラ田中くんの方見ちゃって！　分かりやすい乙女だこと〜」

  「！！我去游泳了！」

  「〜〜〜！！　泳いでくる！」

  

  

  　结乃似乎已经受不了我们的起哄，逃也似地离开了。

  　野次ラッシュを受けた結乃はもう耐えられなくなったようで、俺ら二人から逃げるようにそそくさと離れて行った。

  

  

  「真可爱啊」

  「可愛いなぁ」

  「真可爱呢。你知道吗？最近结乃为了能和田中同学在路上偶遇，还调整了时间呢」

  「可愛いねぇ。知ってる？　最近結乃ね、田中くんと登校中ばったり遭遇出来るように時間調整してるんだよ」

  「真是个少女啊。话说你怎么知道的？她不是和我一起上学的吗」

  「乙女じゃん。てかなんでそんな事知ってんの？　私と一緒に登校してんのに」

  「哼哼哼。因为我和田结CP的组合是我心中关注度最高的，所以情报收集方面是不缺的」

  「ふっふっふ。たなゆのカップリングはあたしの中で注目度一位の組み合わせだからね、情報収集には事欠かないのさ」

  「什么，你贿赂了其他女生让你监视她们吗？」

  「なに、他の女子に賄賂でも渡して監視してもらってんの？」

  「嗯」

  「うん」

  「嗯，吗」

  「うん、かぁ」

  

  

  　虽然我能理解她在意的心情，但做到这种程度的热情我就不懂了。用金钱报酬作为诱饵委托别人，也太认真了吧，好可怕。

  　気になる気持ちまでは共感出来るけど、流石にそこまで情熱かけるのは分からないや。金銭の報酬を餌に依頼するとか本気すぎるじゃん、怖いって。

  

  

  「……你也会监视我吗？」

  「……私の事も監視してたりするの？」

  「之前有！因为小依明显有P活的氛围，为了提高病娇地雷系女子的分辨率」

  「前はしてたよ！　明らかに小依ってP活してる雰囲気纏ってるし、メンヘラ地雷系女子の解像度をあげるためにね」

  「你的发言感觉有点病」

  「その発言に病みそうだわ」

  「不过你的性关系比我想象中要正经得多，无论明面上还是暗地里都没有接近男人的样子，所以就不再监视了。我追求的角色性是更加粘稠的感觉」

  「でも思ったよりずっと性関係はマトモというか、男に近付く様子は表でも裏でもあまり無かったから監視から外したんだよね。あたしの求めるキャラクター性はもっとドロっとした感じなんだ」

  「不懂你在说什么」

  「意味分からん」

  「SNS的个人资料栏里放个洗澡的颜文字，或者定期上传冷色系加工的自拍的女生就很好了」

  「SNSのプロフィール欄にお風呂の絵文字入れてたり、定期的に寒色系の加工施した自撮りを投稿したりするような女子が良かったね」

  「……」

  「……」

  

  

  　前者我不太懂，后者稍微有点符合。因为有人夸我，稍微得意忘形了。

  　前者はよく分からないが、後者はちょっと当てはまってた。だって褒めてくれるんだもん、調子乗るだろ少しくらい。

  

  

  「顺便一提，小依的色情账号已经找到了」

  「ちなみに小依のエロ垢は特定済みね」

  「噗！？没有！！」

  「ぶふっ！？　無いわ！！」

  「没有吗？」

  「無いの？」

  「没有！我还没到那种程度」

  「無いから！　流石にそういうのはまだっ」

  「啊，色情账号没有，但是有小号」

  「あ、エロ垢は無いけど裏垢っぽいのはあると」

  「不，不是的。我没有那种账号」

  「っ、ち、違くて。無いし、そんなの」

  「小依真坦率呢」

  「素直だねぇ小依は」

  「……你性格太恶劣了吧」

  「……性格悪すぎだろお前」

  

  

  　桃果一边傻笑一边往泳池方向走去。真是的，别来调戏参观的人啊。

  　ニヘラニヘラと笑いながら桃果もプールの方へ歩いて行った。何なんだよほんと、見学してる人にちょっかい掛けにくるなよな。まったく。

  

  　……之后回教室把账号设成私密吧。不，关注的人有点多，还是重新建一个，只关注安全的人再设成私密吧。被熟人发现的话有点恶心。

  　……後で教室戻ったらアカウントに鍵掛けとこ。いや、フォロワーちょっと多すぎるから新しく作り直してそこから安全な人だけフォローして鍵にしようかな。身内バレはちょっとグロすぎるわ、流石に。

  

  

  「恋爱……」

  「恋愛……」

  

  

  　虽然我从未意识到，但至少在结乃眼中，我和水濑是那种关系。恋爱关系。

  　俺は意識した事無かったけど、少なくとも結乃の目には、俺と水瀬はそういう間柄に見えるんだな。恋愛的な間柄、というか。

  

  　我和水濑？明明是男性朋友关系？？无法想象，也不想想象。和水濑成为恋人……

  　水瀬と俺がぁ？　男同士の友達としてなかよくしてんのに？？　想像もつかないな、てかしたくないや。水瀬と恋人……。

  

  

  『当然会意识到啊。小依是重要的朋友，但同时也是可爱的女孩子』

  『そりゃ普通に意識するよって。小依くんは大切な友達だけど、同時に可愛い女の子なんだからさ』

  

  

  「意识到……」

  「意識……」

  

  

  『虽然我无法理解小依的痛苦，但我会支持你的。有什么需要帮忙的尽管说』

  『小依くんの苦しみは僕には理解出来ないけど、でも支えになるからさ。手伝える事があったら言ってほしい』

  

  

  　……

  　……っ。

  

  　我回想起水濑用真挚的表情说出的话。感觉有点奇怪。当然，我明白那并不是恋爱方面的意思。但就算有这个前提，被说这种话还是很让人害羞。说什么会支持我……

  　真摯な顔で語る水瀬の顔を思い出す。なんか変な気分になる。別にそんな、例えば恋愛的な？　意味を込めて言った言葉では無いのは勿論分かるのだけれど、その前提がある上でもこれってかなり恥ずかしいセリフ言われてるもんな。支えになるからって……。

  

  　当时我真的很开心，但因为自尊心作祟，我用粗鲁的语气搪塞了过去。如果现在再说一次，我可能会用另一种感情粗鲁地搪塞过去。

  　あの時は本当に心から嬉しくて、でも水瀬相手にそんな事を思うなんてってプライドが邪魔して乱暴な言い方で誤魔化したけど。今同じ事言われたらプライドとはまた違った感情で暴言を吐いて誤魔化してしまう様な気がする。

  　就是这种感觉。也就是说，我被弄得一头雾水，莫名其妙。

  　そんな気分だ。つまりよく分からない、謎の気分にさせられている。

  

  

  『原来不是只有我。太好了』

  『僕だけじゃなかったんだ。よかった』

  

  「只有我……只有我……在意的人……」

  「僕だけじゃ……僕だけ……気になってる人……」

  

  

  　我像梦呓般喃喃自语，判断再想下去对心理健康不好，于是停止思考。明明没有确凿的证据，不应该擅自决定别人的心情和感情。就算万一真的有那种方向的感情，我也不知道该怎么办。

  　うわ言のように呟いた後、これ以上考えるのは精神衛生上良くないと判断し思考を停止させた。確証も無いのに他人の気持ちとか感情なんて決めつけるべきでは無いし、そんなの、仮に万が一そういう方向性の感情を向けられたとして、どうすればいいか分からない。

  

  　不，不可能。毕竟我曾经欺负过她，而且把她当成女人看待的话，我明显是个地雷，而且内在还是男人。水濑是个感性非常普通的人，不可能会喜欢上这种家伙……

  　いや、有り得ないわ。だって俺アイツのこといじめてたし、女として見たら俺って明らかに地雷だし、中身男だし。水瀬はいたって普通の感性をした男なんだから、こんな奴の事を好きになったりするわけ……。

  

  

  「怎么了，冬浦？你的脸好红，有好好涂防晒吗？」

  「どうしたの、冬浦。なんか顔が赤いけど。ちゃんと日焼け止め塗った？」

  「……」

  「……」

  「冬浦……？你发烧了啊。感冒了吗！？」

  「冬浦……？　あなた熱あるじゃない。風邪！？」

  「咦……？」

  「えっ……？」

  「你生理期很严重啊。我带你去保健室，来，站起来。」

  「生理重い方だったのね。保健室連れてくから、ほら立って」

  「咦？不，咦？」

  「え？　いや、えっ」

  

  

  　除了生理期以外，身体并没有什么不适啊？而且我的生理期也不算很严重，她是不是误会了什么？

  　別に生理であることを除けば体に不調は無いのだが？　生理もそこまで重い側では無いし、なんか勘違いされてる？

  

  　之后，我在保健室测了体温，发现真的烧到了38度。意识到这一点的瞬间，身体状况急剧恶化，倦怠感、喉咙痛、呼出的气很热，以及仿佛从体内深处发冷的恶寒袭来，让我吓了一跳。虽说病由心生，但只要认为自己是健康的身体，实际上能感觉到的症状似乎就会缓和许多。

  　その後、保健室で熱を測ったら実際熱が38度も出ていた。それを認識した瞬間急激に体調が崩れていって、倦怠感と喉の痛み、吐く息の熱さや体の芯が冷え込むような悪寒が発生するから驚いた。病は気からと言うが、自分が健康体だと思っていれば実際に自覚できる症状は大分緩和されるらしい。

  

  　那天我早退去医院，结果烧得更厉害，到了39度，拿了药回家后烧到了40度。

  　その日は早退し、病院に行ったら更に熱は39度に上がり、薬を処方されて家に帰ったら40度まで上がっていた。

  

  　这下糟了，我会死吗？我一边想着这种事，一边吃掉半根香蕉后，喝下药，然后就筋疲力尽地倒在地上。木质地板冰冰凉凉的，感觉很舒服。

  　やばいなこれ、死ぬのか？　みたいな事を考えつつ、バナナを半分くらい食べて薬を飲んだら気力が尽きたかのように床に倒れこんだ。フローリングはひんやりしていて気持ちよかった。

 
  28話「風邪」

  第28话「感冒」

  　我得了重感冒，三天来一直在38度到40度之间徘徊。这什么情况啊。

  　なんか引くくらい重い風邪にかかった。ここ三日間、40度から38度の熱を行き来している。何なんだこれ。

  

  

  「再见，小依依。要好好休息哦」

  「じゃあね、こよりん。安静にしてなよ」

  「下周要来学校哦？快点把感冒治好」

  「来週は学校来なよー？　早く風邪なんかやっつけちゃえ」

  「啊哈哈，谢谢你们。雨下得很大，路上小心」

  「あはは、ありがとね二人とも。雨強いから気を付けてね」

  

  

  　我送完送学校资料和作业过来的桃果和结乃后回到餐厅，吃起她们做的粥。真好吃，身体暖和起来了……。

  　学校のプリントや課題を届けに来てくれた桃果と結乃に玄関まで送り、ダイニングに戻って二人が作ってくれたお粥を口にする。美味しい、体が温まる……。

  

  

  「哈……」

  「はぁ……」

  

  

  　我把空碗放到水槽里，只倒了水。

  　空になったお椀を流しに置いて、水だけ張っておく。

  　她们除了粥以外，还做了各种各样的配菜放到冰箱里，以免我动不了。

  　二人はお粥の他にも、俺があまり動けない事に気を使って様々なおかずを作って冷蔵庫の中に入れてくれた。

  

  　……我得了感冒，她们却每天来探望我，还特意做饭给我吃，真是好人啊。

  　……風邪を引いただけの相手の家に毎日のようにお見舞いに来て、わざわざご飯や作り置きの食料まで作ってくれるなんて、本当に良い人達だよなって思う。

  

  　我感觉眼泪都要流出来了。我明明有这么好的朋友，却在她们面前筑起好几道墙，隐瞒着事情。

  　なんだか涙が出てきた。こんなに友達に恵まれてるのに、俺はあの二人に対しても壁を何枚か作って、隠し事とかしてて。

  　我至今为止有过很多次这种想法，最后都会在床上哭喊着迎来BAD结局，所以我一直尽量不去想，可我却还是开始自我厌恶了。

  　と、こういう考え事は今まで多々してきたし、最終的に必ずBADを迎えてベッドの上で泣き喚く羽目になるんだから極力やめようと思っていたのに、ついまた自己嫌悪をし始めてしまう。

  

  

  「……恶心的家伙」

  「……気持ち悪い奴」

  

  

  　我骂着自己，躺在沙发上。为了转换心情，我打开电视，把手机接上电视看电影。我点开推荐列表里一个没听过的标题，看着播放出来的画面。

  　自分に向けて悪態を吐き、ソファに寝転がる。気晴らしにテレビをつけてスマホに繋いで映画でも見ようかとも思った。あなたへのおすすめにあったよく分からないタイトルをタップし、映し出された画面を見る。

  

  

  「……我不希望她们两个的友情破裂啊」

  「……あの二人の友情が破綻したら、嫌だなあ」

  

  

  　我躺在床上，回想起那个三角关系。

  　横になったまま、例の三角関係の事を思い出す。

  

  　结乃喜欢田中，田中喜欢桃果。桃果大概对田中没兴趣，但也有可能只是没兴趣，为了收集资料而和他交往。

  　結乃は田中くんの事が好きで、田中くんは桃果が好き。桃果は多分田中くんには興味は無いけど、興味が無いだけで資料の為に付き合ってみるのもありと言う可能性は十分ある。

  

  

  「要是她们两个吵架了，我该站在谁那边呢……」

  「もしあの二人が喧嘩したら、どっちの味方に着くかみたいな話になるんだろうなー……」

  

  

  　真不想去想这种事。我一样喜欢她们两个。要是被问到这种问题，不选任何一边，选择孤立自己或许是最轻松的。升上二年级换班之后，一定能……建立起新的关系吧。我没什么自信。

  　考えたくないな、そんなの。二人とも同じくらい好きだし。もしそんな事問われたら、どっちも選ばずに孤立するのを選ぶのが一番楽かもしれない。二年生に上がってクラス替えすれば、きっと新しい人間関係だって……築けるかなあ。自信ないや。

  

  

  「……啊，过了30分钟了」

  「……あっ、30分経ってた」

  

  

  　我躺在床上看电影，不知不觉过了40分钟。我吃药。

  　横になったまま映画を眺めていたらいつの間にか40分くらい時間が経過していた。薬を飲む。

  

  　我感冒的时候，习惯先吃饭吃药再洗澡。这是为了把吃药后的困意和洗澡后的困意组合起来，让自己迅速睡着。

  　俺は風邪を引いたら、飯を食べて薬を飲んでからシャワーを浴びるようにしている。薬の副作用で眠くなるのと、シャワーで体を温めて眠くなるのを組み合わせて速攻気絶するように眠りに落ちる為だ。

  

  　身体虚弱的时候，睡前最容易胡思乱想，精神也会陷入负面情绪，导致我割腕。这是为了切断这种恶性循环的苦肉计。

  　体が弱ってる時って寝る前が一番考え事をしてしまって、精神がマイナス面に落ちて散々手首を切ってきたからな。その良くない流れを断ち切るための苦肉の策である。

  

  　顺带一提，我有时候会在浴室里睡着。与其说是睡着，不如说是昏倒？

  　ちなみにこれ、時々風呂場で寝てしまう事もあったりする。寝てるというか、気絶？

  　这大概就是所谓的热射病吧。感觉头晕目眩的瞬间，脑袋里传来一阵钝痛，睁开眼睛才发现自己已经倒在地上好几个小时了。

  　ヒートショックと言うやつだろうか。目眩のような感覚を覚えた瞬間に頭に鈍痛が響いて、目を開けたら倒れてて何時間か経ってるんだよな。

  

  

  「啊……」

  「あっ……」

  

  

  　这次也是这种模式。我用淋浴冲掉身上的汗水，突然感觉鼻子上方和眼睛之间被用力压了一下，失去平衡感，紧接着传来一阵剧烈的声响，脑袋里传来一阵钝痛。

  　今回はそのパターンだった。かいた汗をシャワーで流していたら鼻の上と目と目の間がぐーっと押されるような感覚がして、平衡感覚を失ったと思えばすぐにガタンガタン！　という激しい音が鳴って、鈍痛がした。

  

  

  「……嗯」

  「……んっ」

  

  

  　我倒在地上一会儿，听到公寓门口传来门铃声。我并没有预定要收快递，大概是桃果或结乃有东西忘了拿吧。

  　しばらく倒れていたら外でマンション玄関からのコール音が鳴っているのに気付いた。宅配の予定は無いし、桃果か結乃が忘れ物でもしたのだろう。

  

  　我按着隐隐作痛的脑袋，没穿衣服，湿淋淋地走向监控屏幕。

  　ズキズキと痛む頭を押さえ、俺は服も着ず濡れたままモニターの方に向かった。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  「这里就是小依家！我刚才告诉过你房间号了吧？」

  「ここが小依んち！　部屋番号はさっき教えたよね？」

  「嗯，谢谢你，间山同学」

  「うん、ありがとうね。間山さん」

  「不客气。对方可是感冒了，可别袭击人家哦？」

  「はーい。相手は風邪ひいてるからね、襲っちゃダメだよ？」

  「我才不会袭击她呢！」

  「襲わないよ！」

  

  

  　在附近麦当劳偶然遇到小依的朋友间山桃果小姐，我跟着她来到了小依住的公寓。穿过爱情旅馆街，周围是杂居楼，居酒屋和风俗店，这是一栋不算低的公寓。她居然住在这么厉害的地方……。

  　近くのマクドナルドで偶然居合わせた小依くんの友人、間山桃果さんに案内されて小依くんの住んでいるマンションに訪れた。ラブホ街を抜けた先にある、雑居ビルや居酒屋や風俗が周りにあるそこそこ高層のマンションだ。すごい所に住んでるんだなあ……。

  

  　附近还有柏青哥店和唐吉诃德，离通往车站的大路也很近。虽然治安方面不太适合女高中生独自生活，但附近就有派出所，应该意外地安全吧。

  　近くにはパチンコ屋やドン・キホーテなんかもあるし、駅に続く大通りもすぐそこにある。女子高生が一人で生活するには少し治安が気になるけど、交番も近くにあるから案外安全なのかな。

  

  　间山小姐和另一位朋友盐谷小姐之后好像还有事，说要去接回家一趟的盐谷小姐，就离开了。

  　間山さんはもう一人の友人である塩谷さんとこの後用事があるらしく、一度家に帰った塩谷さんを迎えに行くと言って去って行った。

  

  　我一个人。我下定决心，走进公寓，站在玻璃制的自动锁公共玄关前。

  　一人になる。僕は意を決して、マンションに入りガラスで出来たオートロックの共用玄関前に立つ。

  

  

  「要输入房间号吗」

  「部屋番号を打つんだっけ」

  

  

  　我用门右边的数字键输入小依的房间号。这似乎就是门铃的作用，数字键上方的摄像头？闪起了红光。

  　扉の右手側にあるテンキーで小依くんの部屋番号を打ち込む。どうやらこれがインターホンの役割をしているらしく、テンキーの上にあるカメラ？　が赤く光った。

  

  　等了一会儿，玄关传来咔嚓一声。我靠近后，自动门就滑开了。虽然我以前住在东京，但没有住过这种公寓，所以有点感动。

  　少し待つとカチッという音が玄関からした。近付くと自動ドアがスライドし扉が開いた。昔東京に住んでいたけれど、こういう家には住んでいなかったからなんか感動である。

  

  　我乘电梯上楼，来到小依的房间。除了公共玄关，房间也有独立的门铃。我按了按，门铃就发出轻快的叮咚声。

  　エレベーターに乗って上まであがり、該当の部屋まで来る。共用玄関とは別に部屋にもちゃんとインターホンがあるんだね。押してみるとピンポーンと軽快なチャイムが鳴った。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　门铃响了，但里面没有任何反应，一点声音都没有。不知道是不是隔音效果好，感觉不到任何动静。

  　チャイムは鳴ったけど中からは何の反応もない。物音一つ立たなかった。防音がしっかりしているのか、何の気配も感じない。

  

  

  「如果她不在，那我根本不可能进到公寓里吧……？」

  「留守だとしたらそもそもエントランスの時点で入れるわけないよな……？」

  

  

  　我再次按下门铃。叮咚，还是没有反应。我搞错房间了？……不，没搞错。

  　もう一度チャイムを押してみる。ピンポーン、やはり反応はなし。部屋を間違えた？　……いや、合ってる。

  

  

  「……哦，门开着。」

  「……おっ、開いてる」

  

  

  　因为一直没反应，我试着拉了拉门，门就开了。看来门没有锁，还是她从里面帮我开了？

  　一向に何の反応もないから試しに扉に手をかけて引いてみると、扉が少し開いた。施錠されていなかったらしい。それか中から開けてくれたのかな？

  

  

  「小依，我进来了——」

  「小依くーん。お邪魔しっ」

  

  

  　我关上门。刚进房间，就看到走廊上有个裸体的女人倒在地上。

  　扉を閉める。なんか、部屋に入ってすぐの廊下に裸で倒れている女の人がいた。

  

  　是小依。虽然知道是她，但为什么没穿衣服？间山同学说她因为感冒请假了，这和感冒有关系吗……？

  　小依くんだった。それは分かるんだけど、なぜ裸？　学校を風邪で休んでいるのは間山さんから聞いていたけど、それと関係あるのかな……。

  

  　话说，我看到她的后背和屁股了！看到同班女生的这副模样，是不是很糟糕啊！？我难道成了性犯罪者！？

  　て、ていうか背中とか尻とか見てしまった！　同級生の女子のそういう姿を見てしまった、これってまずい事なのでは！？　僕もしかしなくても性犯罪者なのでは！？

  

  　我正想着，门突然打开了。里面伸出白皙纤细的手指，搭在门上。

  　と考え込んでいたら突如扉がガチャっと開いた。中から白くて細い指が扉にかかる。

  

  

  「……桃果，结乃？怎么了，进来吧」

  「……桃果、結乃？　どうしたの、入りなよ」

  「哎」

  「えっ」

  

  

  　小依用微弱的声音喊了间山同学和盐谷同学的名字。看来她把我错认成她们了。

  　弱々しい声で小依くんが呟いたのは間山さんと塩谷さんの名前だった。どうやら小依くんは僕をあの二人だと勘違いしているらしかった。

  

  

  「你们有东西忘在这了吧……？」

  「忘れ物したんでしょ……？」

  「啊，那个……我是水濑」

  「あ、えっと……僕、水瀬です」

  「哎？」

  「え？」

  「我是水濑。水濑真，是男生的朋友……」

  「水瀬です。水瀬真、男の方の友達です……」

  「……等一下」

  「……待ってて」

  

  

  　门关上了。里面传来咚咚咚的声音，好像还有惨叫声。看来隔音效果并没有那么好，脚步声听得一清二楚。

  　扉が閉まる。中からドタンドタン！！　という音がし、なんか悲鳴らしき声も聴こえてきた。防音は別にそこまでしっかりしているわけではなかったらしい、結構足音がしっかりと聴こえる。

  

  

  「你、你有什么事啊变态」

  「な、何の用だよ変態」

  

  

  　等了一会儿，小依用毛毯裹住脖子以下的部分，像饭团一样出现了。她打开门，狠狠地瞪着我说。

  　少し待っていたら、首から下を毛布で包みおにぎりみたいな形になった小依くんが現れた。彼女は扉を開け、僕を強く睨みつけながら言う。

  

  

  「听说你感冒了，所以过来探望……」

  「風邪引いたって聞いたからお見舞いに……」

  「不需要！回去！」

  「いらない！　帰れ！」

  「也、也是！……抱歉」

  「だ、だよね！　……ごめっ」

  「等等」

  「待ってよ」

  

  

  　看着小依的脸，我不禁想起刚才看到的美丽裸体，羞得我准备离开。但是，小依从毛毯的缝隙中伸出手抓住我的手臂，阻止我离开。

  　小依くんの顔を見ていたらつい先程見た綺麗な裸体を思い出してしまって恥ずかしくなったので帰ろうとした。が、小依くんは毛布の隙間から手を出して僕の腕を掴み立ち去るのを引き止めてきた。

  

  

  「刚、刚才那只是顺势……你明白那不是真心话吧」

  「い、今のは勢いというか……本心じゃないって分かるだろフツー」

  「不明白……」

  「分からないよ……」

  「明白啊！」

  「分かれよ！」

  

  

  　明白啊……真是胡来……呜，看着小依，果然会想起刚才的事。得注意别表现在脸上。

  　分かれよて。無茶苦茶だな……うっ、小依くんを見てるとやっぱり思い出しちゃうな。顔に出さないようにしないと。

  

  

  

  「……看到了？」

  「……見た？」

  「看、看到什么？」

  「な、なにが？」

  「我的…………那个……」

  「俺の…………その……」

  「没看到！什么都没看到，放心吧！」

  「見てない！　何にも見てないから大丈夫！」

  

  

  　我明白这很勉强，但还是选择了蒙混过去。小依盯着我的脸，确认我的反应，最后小声说“是吗”，然后点点头表示理解。

  　無理があるのは百も承知で僕は誤魔化す事を選んだ。小依くんは僕の顔をじーっと見て反応を確かめていたが、やがて「そっか」と小さく呟くと、納得するようにコクンと頭を揺らした。

  

  

  「你的手好热……没事吧？」

  「すごい手が熱いな……大丈夫？」

  「……嗯。应该比第一天退烧了」

  「……んー。初日よりも熱は下がったと思う」

  「！」

  「っ！」

  

  

  　小依回答的瞬间，我慌忙抱住无力倒下的她。

  　返事をした瞬間に小依くんが脱力し倒れ込むのを慌てて抱き留める。

  

  

  「看来不是没事呢」

  「とても大丈夫じゃ無さそうだね」

  「……抱歉，我已经能站起来了，放开我吧」

  「……ごめんね、もう立てるから離していいよ」

  「不行，太危险了。我带你去卧室」

  「駄目だよ、危ないだろ。寝室まで連れてく」

  「！等、等等！我还没打扫！」

  「！　ま、待ってよ！　掃除とかしてないから！」

  「我来帮你打扫」

  「代わりにしておくよ」

  「！？！？帮你打扫……绝对不行！有不能被看到的东西！！」

  「！？！？　代わりにって……絶対駄目！　見られたらまずい物とかある！！」

  「什么，难道有小黄书掉在地上了？」

  「なに、エロ本でも落ちてるとか？」

  「小黄书！？怎么可能有那种东西！」

  「エロ本！？　あるかいそんなもん！」

  「那难道是小黄游？如果是动画周边或者YouTuber周边的话我完全不在意」

  「じゃあエロゲーとか？　アニメグッズとかYouTuberグッズ程度なら全然気にならないよ僕」

  「不是那种东西，是更糟糕的……总之不行！」

  「そういうのじゃなくてっ、もっとエグいのとか……とにかく駄目！」

  「不管怎样我不能放着你不管。打扰了」

  「何にせよ放っておけないよ。お邪魔します」

  「等、等等，别用这种抱法！？」

  「待っ、ちょっ、抱き方やめて！？」

  

  

  　我从背后和膝盖后方抱住小依。虽然因为毛毯有点难抱起来，但小依本身很轻，抱起来并不费力。小依一开始还在抱怨，但被抱起来后就什么都没说，任我摆布，让我轻松了不少。

  　小依くんの肩の後ろと膝の裏に手を通して抱き上げる。毛布がある分ちょっと持ち上げづらいが、小依くん自体が軽いから運ぶのに苦労はしなかった。小依くんも初めは文句を言ったものの、運び出したら何も言わずにされるがままに従ってくれたから楽だった。

  

  　我关上玄关的门，走上走廊。小依家中的甜香变得更加浓郁。虽然这话绝对不能对本人说，但就是很色情。

  　玄関を閉め、廊下に上がる。家の中は小依くんの甘い匂いがさらに深まったような香りがする。本人には絶対に言えないけど、シンプルにエロい。

  

  

  「你刚才在洗澡吗？水龙头还开着」

  「シャワー入ってたの？　お湯出しっぱなしになってるけど」

  「！？不行，内衣篮还放在外面！」

  「！？　駄目っ、下着のカゴまだ出しっぱだから！」

  「哎。啊……」

  「えっ。あ……」

  

  

  　经过更衣室时，我注意到淋浴的水龙头还开着，提醒了小依，结果她给出了不得了的回答。我被她的话吸引，视线稍微往下移，洗衣机前确实放着一个篮子，里面装着五颜六色的胸罩和内裤。

  　脱衣所の前を通った時にシャワーが出っぱなしになってるのを気になって指摘したら、とんでもない返しをされた。それに気を取られて少し視線を下げたら、確かに洗濯機の前に色とりどりのブラやパンツが入ったカゴが置いてあるのが見えた。

  

  

  「别看啊……」

  「見るなよぉ……」

  「我、我没看」

  「み、見てないです」

  「骗人！不可能！呜呜……」

  「無理だろ！　無理あるだろぉ！　うぅ……」

  

  

  　小依的脸红了……是因为发烧吧，嗯！我会把记忆消除的，原谅我吧。

  　小依くんの顔が赤くなっている。……熱のせいだよね、うん！　ちゃんと記憶を消しておくので許してほしい。

  

  

  「这里是小依的卧室？」

  「こっちが小依くんの寝室？」

  「……是客厅。我的卧室在旁边，拉开那扇纸门就是了」

  「……ダイニング。俺の寝室はその横の襖をスライドしたらある」

  「原来是1DK啊。这个地段房租应该很贵吧」

  「1DKなんだ。立地的にも家賃結構高そうだね」

  「你在意这种事……？」

  「そんな事気になんの……？」

  「不，我并不在意」

  「いや別に気になるってわけでは」

  

  

  　我只是把想到的事情说出来而已。宿舍生活有很多不方便的地方，所以我很羡慕一个人住。

  　純粋に思った事を口にしただけだ。寮生活って結構不自由だから、一人暮らしって羨ましいんだよな。

  

  

  「嗯？这是什么？」

  「ん？　なにこれ？」

  「！？第一眼就看到那个了！？」

  「っ！？　一発目それに目が行く！？」

  

  

  　我拉开空着的纸门进入小依的房间，想让她躺在床上，结果看到床上有个没见过的东西。

  　空きっぱなしになっている襖から小依くんの部屋に入り、ベッドに彼女を寝かせようとしたらベッドの上に見た事ない物が落ちていた。

  

  　这是什么，黑色的，形状像回力标，一边有洞，另一边有褶皱……

  　なんだろうこれ、黒色でブーメランみたいな形していて、片方に穴が空いていてもう片方はヒダみたいのが付いてる……。

  

  

  「啊，别碰」

  「あっ、触っ」

  「咦，这个不能碰吗？抱歉」

  「えっ、これ触っちゃダメなやつだった？　ごめん」

  「不、不是。呃……」

  「い、いや。えっと……」

  

  

  　我拿起来看了看，小依似乎想说什么，我转头看她，她却移开了视线。

  　手に持ってみたら小依くんが何か言いかけたので、彼女の方を見たら目を逸らされた。

  

  

  「……之后最好把手洗干净」

  「……後でちゃんと手ぇ洗った方がいいかも」

  「？我从外面回来，当然会洗手」

  「？　そりゃ外から来たから手は洗うけど」

  「那个，还没洗过……」

  「それ、まだ洗ってないから……」

  「？？？洗？这是什么？」

  「？？？　洗うって？　これ、なんなの？」

  「……色情用品」

  「…………エログッズ」

  「哎」

  「えっ」

  「像卡比一样的东西」

  「カービィ的なやつ」

  「哎」

  「えっ」

  

  

  　我再次看了看手里的东西……好像，有点反光。

  　改めて手に取ったものを見る。……なんか、テカってる。

  

  　我明白了。身体微微前倾。

  　察した。少し前屈みになる。

  

  　那么，该怎么办呢。这样啊这样啊，原来如此，我大概猜到用途了。像卡比一样的东西，这个洞是用来“吸”的吧。然后，我握着的这个部分……是用来插的吧。原来如此原来如此原来如此。

  　さて、どうしたものか。そうかそうか、なるほど用途まで何となく察してしまったぞ。カービィ的なやつ、この穴で何かを"吸う"んだろうな。それで、僕が握っているこの部分が……挿す方か。なるほどなるほどなるほど。

  

  　我把手伸进口袋，往旁边挪了挪。把尖端夹在内裤的界线上。别被发现啊。

  　ポケットの中に手を入れて横にズラす。パンツの境界線に先端を挟む。バレるな。

  

  

  「所以我才叫你别进来啊，笨蛋」

  「だから入るなって言ったんだよボケ」

  「……抱歉，我不知道该说什么。今天发生的事，能不能重来一遍？」

  「……ごめん、なんて言えばいいか分からないや。最初からやり直せない？　今日の出来事」

  「……如果你现在用这种态度走出房间，我大概会羞愧得哭出来」

  「……そのノリで今部屋から出られたら、多分恥ずかしくて泣くと思う」

  「是、是吗」

  「そ、そっか」

  「顺便一提，你的屁股下面也有色情用品。会震动的那种」

  「ちなみにお前の尻の下にもエログッズあったからな。震えるやつ」

  「！？抱歉我踩到了，啊……」

  「！？　ごめん踏んじゃっ、あ……」

  

  

  　我慌忙起身，确实看到一个用绳子系着的粉色机器。不对，这不是重点。

  　慌てて立ち上がると確かに紐に繋がれたピンク色の機械があった。って、そうじゃない。

  

  　我站起来了。裤子高高隆起。小依的视线，紧紧盯着帐篷。

  　立ち上がってしまった。ズボンが盛り上がっている。小依くんの視線は、テントに釘付けになっている。

  

  

  「……那个，是什么」

  「……それ、なに」

  「………………其实我，得了癌症」

  「………………実は僕、癌にかかってて」

  「哈？」

  「は？」

  「下腹部有恶性肿瘤。就是那个，嗯」

  「下腹部に悪性の腫瘍がありまして。それですね、はい」

  「哈？」

  「は？」

  「……平时都缩得很小，但偶尔会像气球一样膨胀，把裤子撑得像帐篷一样。吓一跳吧，像马基审司一样」

  「……普段は小さく収まってるんだけど、時折こうして風船みたいに膨らんでズボンがテントみたいになっちゃうというか。びっくりだよね、マギー審司だね」

  「哈？」

  「は？」

  「…………」

  「…………」

  

  

  　我拼命回忆姑妈的脸。把姑妈的脸替换成以前看过的AV画面。很好，很好很好，感觉聚集在股间的血液流到了全身。缩起来，缩起来，缩起来！

  　必死に叔母さんの顔を思い出す。叔母さんの顔を過去に見たAVの映像に差し替えて思い起こす。よし、よしよし、股間に集まった血液が全身に流れていくのを感じる。縮まれ、縮まれ、縮まれ！

  

  　小依裹着毛毯，遮着嘴小声责备我。

  　小依くんは毛布に包待った状態で、口元を隠して小さな声で責めるように言う。

  

  

  「……变态」

  「……変態」

  

  

  　痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛！！好不容易缩起来了！别多嘴啊！？！？呜，我当场正坐。把肉棒夹在双腿间，强制消除膨胀！

  　いたたたたたたたたたっ！！　折角縮まってきたのに！　余計な事言わないでよ！？！？　くっ、僕はその場に正座になる。足の間に挟んで強制的に膨らみを消す！

  

  

  「……那个还我」

  「……それ返して」

  「哎。啊，对不起」

  「えっ。あ、ごめんなさい」

  

  

  　小依把一直在我手里的那个（？）抢过去，和绳子一起塞进毛毯里，然后把成人玩具收进了抽屉。

  　小依くんはずっと僕が持っていた吸うやつ？　を奪うように取り上げて、紐が着いている奴と一緒に毛布の中に入れ、そのまま移動し引き出しの中にアダルトグッズを仕舞った。

  

  

  「……我恶心吧」

  「……気持ち悪いだろ、俺」

  「哎？」

  「え？」

  「脑子里是男人，身体和敏感带都是女人。恶心死了，真的」

  「頭ん中は男なのに、体も性感帯も女なんだよ。吐き気するよな、マジで」

  「我觉得没有……」

  「そんな事ないと思うけど……」

  「你心里很反感吧」

  「内心引いてんだろ」

  「没有啊」

  「引いてないよ」

  「我可是特意去唐吉诃德买这种东西的。就算我是真正的女人，也还是高中生啊。太恶心了吧」

  「わざわざドンキでこんなもの買ってんだぜ？　仮に俺が本物の女だったとして、まだ高校生なんだぞ。キモすぎるだろ」

  「呃，那个……」

  「え、えーと……」

  「你有飞机杯吗？」

  「お前、オナホとか持ってるの？」

  「！？没，没有！怎么可能有那种东西！」

  「！？　も、持ってないよ！　持ってるわけないだろそんなの！」

  「怎么可能有那种东西，这才是正常人的感性吧」

  「持ってるわけないだろそんなの、それが普通の人間の感性だよな」

  「啊……」

  「あっ……」

  「我可是拿着和飞机杯一样的东西哦？正常情况下会否定自己有这种东西，我却自己花钱买了……虽然也有网友送的」

  「女にとったらオナホみたいなもんを持ってんだよ？　普通なら持ってることを否定するような物を実費で買ってんの。……ネットの人に送られたのもあるけどさ」

  「网友……？」

  「ネットの人……？」

  「！我没有色情账号！也没线下见过！只是兴致来了把想要的东西列了个清单，然后就送来了……」

  「！　エロ垢とかは無いからね！　オフで会ったこともない！　ノリで欲しいものリストを上げたらなんか送られてきたというか……」

  「这，这样啊」

  「そ、そうなんだ」

  「所以，很恶心吧。明明是男人却有这种东西」

  「だから、キモイだろ。男の癖にそんなの」

  「……不恶心啊。性欲强不强？这种事因人而异嘛」

  「……キモくはないよ。性欲の強さ？　は、人それぞれだし」

  「……不用安慰我了」

  「……気を使わなくてもいいよ」

  「不，也不是安慰……」

  「いや、気を使ってるというか……」

  

  

  　对话到此中断。小依回到床上，一言不发地坐了下去。我也无言地坐了下去。

  　そこで会話は途切れる。小依くんはベッドの上に戻ると、何も言わずに座り込んだ。僕も何も言えないままその場に座り込んでいた。

 
  29話「弱ってる時」

  第29话「虚弱时」

  　梅雨季节，窗外下着激烈的雷雨。以敲打窗户的雨声，呼啸的风声为背景音乐，我和小依无言地坐着。

  　梅雨に入り激しい雷雨が降り注ぐ。窓を叩く雨の音、吹き荒ぶ風の音をBGMに、僕と小依くんは無言で座り込んでいた。

  

  

  「……」

  「……っ」

  「母亲有很多这种东西」

  「母親が、こういうの沢山持ってたんだ」

  

  

  　我感到尴尬，正要站起来回去的瞬间，小依轻轻吸了口气，开口说道。

  　気まずくなって帰ろうと、立ち上がろうとした瞬間に小さく息を吸って小依くんが口を開いた。

  

  　感觉她还有话想说，我坐了下来。

  　彼女にはまだ話したいという意思があるように思えた。腰を下ろす。

  

  

  「所以，我对这种东西很感兴趣。应该说是求知欲吧」

  「だから、どんなもんか興味あったというか。知的好奇心、的な」

  「唔」

  「ふむ」

  「所、所以……这绝对不是我搜寻色情网站找到的概念。那个，我反而，不太做那种事……」

  「だ、だから……決して俺がエロ漁りをして見つけた概念という訳ではなくて。その、むしろ、そういう事はあまりしないし……」

  

  

  　小依说着，脸越来越红。既然害羞的话，就不用勉强解释了……

  　そう説明する小依くんの顔はみるみるうちに紅潮していく。恥ずかしいのなら無理に説明してくれなくてもいいんだけどな……。

  

  

  「……幻灭了吗？」

  「……幻滅した？」

  「没有。我也不觉得恶心」

  「してないよ。気持ち悪いとも思ってないって」

  「是吗……那，你得想办法消除今天看到的记忆。要是在学校里跟别人说」

  「そう。……じゃ、何とかして今日見た物の記憶消してね。学校でもし誰かに言いふらしたら」

  「杀了你？」

  「殺す？」

  「自杀」

  「自殺する」

  「我绝对不会说出去的，放心吧。就算是开玩笑，也别说什么自杀」

  「絶対言いふらさないから安心してね。冗談でも自殺するとか言うのはやめよう」

  「不是开玩笑」

  「冗談じゃないよ」

  「那就更不好了……」

  「尚更良くないな……」

  

  

  　对话又中断了。小依捂着嘴，以轻松的姿势盯着我的……脚？脚尖？

  　そこでまた会話は途切れる。小依くんは口元を隠したまま、楽な姿勢でじーっと僕の……足元？　足の先ら辺を見ていた。

  

  

  「……你说探病，具体来说是来做什么的？」

  「……お見舞いって、具大的に何しに来たの」

  「啊，对了对了。差点忘了」

  「あっ、そうそう。そうだったそうだった」

  

  

  　我从袋子里拿出在超市买的速食食品和饮料。

  　僕はスーパーで買ったインスタントの食料と飲み物を袋から出した。

  

  

  「听说你感冒很久了，所以我买了食物和饮料。你大概不方便出门买东西，身体也不舒服，所以我就买了方便食用的速食食品和运动饮料」

  「結構風邪が長引いてるって聞いたから、食べ物と飲み物買ってきた。外に買い物に行けないだろうし、体もしんどいだろうから、作るの楽なインスタントとスポドリね」

  「……为了我？」

  「……俺の為に？」

  「当然了。这不是理所当然的吗？」

  「そりゃそう。当たり前では」

  「…………为什么，又，做这种事」

  「…………なんで、また、そういう事」

  

  

  　？　小依用我听不见的声音小声嘀咕着什么。不过她明显不是说给我听的，而是自言自语，所以我也没在意。如果是小声骂我，那可就讨厌了。

  　？　僕の耳まで届かない程の小声で小依くんが何かを言った。まあ明らかに僕に聞かせる為の言葉ではなく独り言っぽかったので気にはしないでおく。小声の悪口だったら嫌だなあ。

  

  

  「饮料我放进冰箱了。食物放在哪里好？」

  「飲み物は冷蔵庫入れとくよ。食べ物はどこに置いたらいい？」

  「都放在那里就行。冰箱大概放不下」

  「どっちもそこでいい。冷蔵庫多分入らないと思うし」

  「是吗？」

  「そう？」

  「嗯……咿！」

  「うん。……ひっ！」

  

  

  　一道特别大的雷打下来。窗外闪出一道光，照亮昏暗的房间，紧接着响起爆炸般的轰鸣声。小依被雷声吓到，抱着头颤抖起来。

  　一際大きな雷が落ちた。ピカっと窓の外が光り薄暗い部屋の中が照らされた瞬間、爆発のような轟音が鳴り響いた。小依くんはその雷に驚いたようで、頭を抱えて震えていた。

  

  

  「你怕打雷？」

  「雷怖いの？」

  「……不怕」

  「……怖くない」

  「感觉好可爱啊」

  「なんか可愛いな」

  「……你之前不是说不会随便说可爱吗」

  「……それ、可愛いって軽々しく言わないって前言ってたじゃん」

  「我只是实话实说而已」

  「素直に思った事だもん」

  「……没必要说出来吧」

  「……口に出す必要ないだろ」

  

  

  　小依闹别扭似的撅着嘴说道。对于曾经是男人的我来说，这确实算是坏话，或者说是挑衅也不奇怪。

  　拗ねたように口を尖らして言う。元々男だった身からしたら、確かにある意味悪口というか、煽りと受け取ってもおかしくないか。

  

  

  「对不起」

  「ごめんね」

  「不原谅你。你以为道歉就能说吗？瞧不起人啊」

  「許さない。謝ればまた言っていいと思ってる。馬鹿にしてる」

  「前者是正确答案，后者是错误答案」

  「前者は正解、後者は不正解かな」

  「看吧？禁止你像口头禅一样动不动就说可爱！再敢说我就跟你绝交，你太小看人了」

  「ほらな？　口癖みてぇに可愛いって言うのまじで禁止！　それされたらまじで絶交する、人の事舐めすぎ」

  「我会注意的。话说你怕打雷的话，要不要放点音乐？」

  「気をつけるよ。それより雷怖いなら音楽とか流せば？」

  「……耳机丢了。而且我都说了不怕」

  「……イヤホン無くした。てか怖くないって言ってるだろ」

  「你不是在发抖吗」

  「震えてたじゃん」

  「……不是因为打雷。我被强奸那天也是雷雨天」

  「……雷で震えてたわけじゃない。俺がレイプされた日も、雷雨だった」

  「！对、对不起！」

  「！　ご、ごめん！」

  「咿！？呜……」

  「ひぅっ！？　うっ……」

  

  

  　听到我道歉的瞬间，小依同学身体一颤，瞪大眼睛看着我，然后开始浑身发抖，眼泪夺眶而出。小依同学的表情充满了恐惧。我知道，她正在回想起过去的痛苦记忆。

  　僕の謝罪を聞いた瞬間小依くんの体が跳ねて目を見開いた表情で僕を見た後、ガタガタと震え出して涙が零れた。小依くんの表情は恐怖に塗れていた。過去の辛い記憶がフラッシュバックしているのだと分かる。

  

  

  「小、小依同学……」

  「こ、小依くん……」

  「别、别大声说话……我现在是阴角」

  「っ、大声、出さないでよ……っ、今は陰キャになってて」

  「好吧……不过，既然这样，我一个大男人还是先回去吧。我去找间山同——」

  「分かった。……というか、それなら僕は男だし帰るよ。間山さ」

  「等等！」

  「待って！」

  

  

  　我刚站起身准备离开房间，小依同学就以惊人的气势从床上爬过来，一把抓住我的手臂。

  　部屋から出ようと立ち上がると、物凄い勢いでベッドの上を這ってきた小依くんが僕の腕をガシッと掴んできた。

  

  

  「别、别走。我好怕，求你别走」

  「い、行かないで。怖いから、お願い」

  「可是，间山同学和盐谷同」「别走！！！！」

  「いやだから、間山さんと塩た」「行かないで！！！！」

  

  

  　小依同学用震耳欲聋的声音大喊。我本想叫她朋友间山同学和盐谷同学过来，但她似乎听不懂我的意思。她小声地反复念叨着「不要，不要，不要不要不要不要」。

  　耳鳴りがしそうなくらい劈くような声で小依くんは叫んだ。小依くんの友達である間山さんと塩谷さんを呼ぶつもりだったのだが、そう伝えるのは困難らしい様子だ。彼女はしきりに小さな声で「やだ、やだ、やだやだやだやだ」と繰り返していた。

  

  

  「别丢下我一个人……求你了……求你了……」

  「一人にしないで……お願い……お願いだから……」

  

  

  　我看着抓着我发抖的小依同学，她只穿着内衣裤的身影映入我的眼帘。

  　僕を掴み震えている小依くんを見たら、下着姿の彼女の姿が目に映ってしまった。

  

  　我怕大声说话会吓到她，所以压低了声音，但她只穿着内衣裤裹着毛毯的样子实在太让人想吐槽了。刚才的吵闹声是她擦干身体，穿上内衣裤，再裹上毛毯的声音。快把衣服穿上啊。

  　大声を出すとまた怖がってしまうと思って声は抑えたが、毛布の下が下着姿なのはツッコミどころが過ぎる。あのドタバタしてたのは体を拭いて下着を着けて毛布に包まる音だったんだ。服着なさいよ。

  

  　……稍微看一下也没关系吧。

  　……少しくらい仕方ないよね。

  

  　我再次看向只穿着内衣裤的小依同学的背影，但我的注意力始终放在毛毯上，同时伸出手。我抓住毛毯，把它拉过来盖在小依同学身上，然后隔着毛毯轻轻拍了拍她的后背。

  　下着姿の小依くんの背面が再び視界に移るが、あくまで意識は毛布に向けつつ手を伸ばす。毛布を掴み、引っ張って小依くんに被せて、毛布の上から彼女の背中を弱い力で何度か叩く。

  

  

  「没事的，不用害怕。没事的」

  「大丈夫、怖くないからね。大丈夫だから」

  「……呜呜，呜呜呜呜呜呜……」

  「……ゔぅっ、ううぅぅぅぅ……」

  

  

  　我听到一阵含糊的哭声。小依同学在毛毯下哭泣着。

  　くぐもった泣き声が聴こえる。毛布の下で小依くんが泣いている。

  

  　我对精神疾病一无所知。但就算是我这个外行也能明白，小依同学的病情很严重。她的精神已经消耗到无法挽回的地步，甚至影响到了日常生活。

  　精神的な病気の事は何も分からない。だけど素人の僕でもわかる、小依くんは重症だ。取り返しのつかない程に彼女の精神は摩耗していて、その影響は日常生活に支障を来すレベルだと思う。

  

  　现在她只是因为打雷就吓得浑身发抖，害怕得哭了起来。如果在学校或公司里发生同样的事情，周围的人一定会对她感到困惑，甚至会对她投以白眼。

  　現にただの雷で体を震わせて驚き、怖がり、泣いている。学校や会社、外で同じような事が起きれば周りは彼女に困惑し白い目を向けるだろう。

  

  　不能放着她不管。我真心希望她能治好心理疾病，培养出健全的精神力。但是，我能为她做些什么呢？

  　放っておけない。どうにか小依くんのメンタルを治し、健全な精神力を培ってほしい。そう心から思うけど、僕は彼女の為に何か出来ることはあるのだろうか。

  

  　我只是一个普通的高中生，能成为心灵受创的女孩子的支柱或力量吗？这种丧气话我不能对本人说，但看到小依同学缩成一团发抖的样子，我感到很心痛。

  　ただの一介の高校生が、深い心の傷を負った女の子の支えや力になれるだろうか。そんな弱気な事本人には言えないけど、こうして小さくなり震えている小依くんを見ているとやるせない気分になる。

  

  

  「对不起，对不起」

  「ごめんなさい、ごめんなさい」

  

  

  　小依同学哭了一会儿后，用孩子般的语气向父母道歉。电车的时候也是这样，就像小孩子向父母乞求原谅时的语气。

  　泣いていた小依くんはしばらくすると、子供のような口調で親に言うように謝罪の言葉を何度も口にする。電車の時もそうだった気がする、小さな子が親に許しを乞う時のような言い方だ。

  

  　我轻轻抚摸着小依同学从毛毯中露出的脑袋。

  　毛布からはみ出ている小依くんの頭を、そっと撫でる。

  

  

  「小依同学没有错，不用道歉」

  「小依くんは悪くないでしょ。謝らなくていいんだよ」

  「……对不起，给你添麻烦了」

  「……迷惑かけてごめんなさい」

  「我没觉得麻烦」

  「迷惑だなんて思ってないよ」

  「骗人」

  「嘘だ」

  「没骗你，我很高兴你能依靠我」

  「嘘じゃないよ。小依くんに頼られるのは嬉しいし」

  「……」

  「……」

  「我说过了，我是你的朋友。伤心难过的时候可以依靠我」

  「言ったろ、僕は小依くんの友達なんだよ。悲しい時とか辛い時は頼っていいんだよ」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学没有回答，房间里只有吸鼻子的声音和雨声。

  　小依くんからの返事はなく、ただ鼻をすする音と雨音のみが部屋に響いた。

  

  　我摸了一会儿她的脑袋，她就停止了哭泣，抓住我摸着她的手，让我停了下来。

  　しばらく頭を撫でていると小依くんは泣き止み、頭を撫でていた僕の手を掴んで撫でるのを辞めさせた。

  　她没有生气也没有厌恶。她用毛毯遮住身体，坐起身来看着我。

  　怒っている感じや嫌悪は見受けられない。彼女は毛布で自分の体を隠しつつ、身を起こして僕を見た。

  

  

  「……今天，你能待到几点」

  「……今日、何時までいれるの」

  「哎」

  「えっ」

  「……你能待到几点？」

  「……何時までいれる？」

  「呃……门限基本是20点。谎称因为打工晚归的话，最晚22点吧」

  「えーと……門限は基本は20時。バイト関係で遅れるって嘘ついても22時かな」

  「……真的非常抱歉，你能陪我到雷声停吗？」

  「……本当に申し訳ないんだけど、雷が収まるまで、居てくれん？」

  「呃……看天气预报，明天早上都是雷雨」

  「えーーと……明日の朝まで雷雨だよ、天気予報を見た感じ」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　雷声再次响起。这次的雷声比刚才小得多，小依同学没有尖叫，只是闭上眼睛浑身一颤。

  　雷がまた落ちる。先程に比べたら全然小さな雷で、小依くんは悲鳴を上げずに目をギュッと瞑り身を跳ねさせていた。

  

  

  「我、我知道这很勉强，但还是想问一下，能不能住下来」

  「む、無理を承知で聞くんだけど、泊まってくってのは」

  「这可不行啊小依同学。我可是男的哦？」

  「それは駄目だよ小依くん。僕、男なんだよ？」

  「…………水濑不会对我动粗的吧」

  「…………水瀬は俺に乱暴したりしないだろ」

  「就算如此，我们还是男和女啊。太过信任对方可不好，万一被背叛了怎么办」「水濑不会做那种事的」

  「例えそうだとしても、男と女である事は変わりないだろ。信用のし過ぎは良くないよ、もしそれで裏切られたら」「水瀬はそういう事しない」

  

  

  　小依同学打断了我的话，用强硬的语气说道。

  　小依くんは僕の言葉に被せて強い口調でそう言った。

  

  

  「为什么你能这么肯定？小依同学是小依同学，不是我啊？」

  「そういう事しないって、なんで言い切れるの？　小依くんは小依くんで、僕では無いんだよ？」

  「……你不是同性恋」

  「……お前はホモじゃない」

  「我说啊，就算内心是男的，你的肉体还是女的啊？……我确实能感受到男人之间的友情，但也不能说没有除此以外的感情。我们毕竟是男人和女人，不能保证关系一直这么纯洁。我觉得这才是正常的想法」

  「あのね。心は男でも、君の肉体は女の子なんだよ？　……男同士の友情は確かに感じてるけど、それ以外の感情だって抱いてないとも言えない。所詮男と女なんだから、綺麗な関係性だけを都合良く続けられる保証はない。それが普通の感覚だと思うよ」

  

  

  　也许这种说法很伤人。就算内心是男人，身体是女人的话还是有可能发生错误的，这才是正常的想法。在知道她的境遇之后还这么说，实在是太残酷了，我的胸口好痛。

  　辛い言い方になってしまったかもしれない。心が男だからって体が女なら間違いは起こりかねない、それが普通だ。なんて、彼女の境遇を知った上で言うのはあまりにも酷だったし胸が痛かった。

  

  　但是，我觉得不把话说清楚就和小依同学在一起是不好的。如果不说清楚，也许有一天我会背叛她的信任，甚至给她造成新的心理创伤。所以，我必须在这里说清楚。

  　でも、伝えずに小依くんと一緒に居るのは良くないと思った。これを伝えないことによって、いつか彼女の信頼を裏切る形になったり、新たなトラウマを植え付けてしまうことだってあるかもしれない。だから、ここでちゃんと言っておく必要があった。

  

  

  「……为什么要说这种话。我们不是朋友吗」

  「……なんでそんな事言うの。友達なんだろ、俺ら」

  「你是我重要的朋友，对我来说是最重要的人」

  「大切な友達だよ。僕にとっては一番の」

  「明明是最重要的人，你却觉得可能会发生错误……？」

  「一番の友達なのに、もしかしたら間違いが起こるかもとか、そんな事を考えてんの……？」

  「……如果说没有想过，那大概是很卑鄙的」

  「……考えてないって言うのは、多分卑怯だと思う」

  「我不懂你的意思」

  「意味わかんない」

  「不懂也没关系」

  「わからなくていいよ」

  「不要，给我解释清楚」

  「嫌だ。説明しろ」

  「不，要是说了，你一定会」

  「いや、それを言ったら君はきっと」

  「给我解释清楚。什么啊，为什么突然说这种话。为什么！？」

  「いいから説明しろ。なんなの、なんでそんな事急に言い出すんだよ。なんでっ！？」

  

  

  　小依同学靠在我的背上，我坐在床边，被她的体重压得滑到了床边。

  　小依くんが僕の背中にもたれ掛かるようにしてきて、浅くベッドに座っていた僕は彼女の体重でベッドの脇に滑り落ちた。

  

  　小依同学也掉到了我身上。虽然没有完全贴在一起，但毛毯的前半部分失去了支撑，她穿着内衣的上半身就展现在了我的眼前。

  　小依くんも僕の上に落ちてきた。完全にベタっと密着することは無かったが、毛布の前の部分が押さえを失った事で彼女の下着姿の前身が目の前に展開されていた。

  

  　房间昏暗，看不清楚。因为是背光，所以看不清她身体的细节。但是，仅有的光线让我清楚地看到了她白皙的肌肤，以及虽然不明显但确实隆起的胸部，还有从腰到腿的美丽流线型轮廓。

  　部屋は薄暗くて良くは見えない。影になっているから彼女の肉体の細部までは見えない。けれど、僅かな光からその白い肌や、控えめとはいっても確かに膨らんでいる胸や、腰から足に掛けての美しい流線型のシルエットまでしっかり見えてしまう。

  

  　这样的景象出现在眼前，男人不可能没有反应。而且，她跨坐在我的肚子上，所以一旦我有了反应，膨胀物就会正好碰到她的屁股。

  　そんなのが目の前に現れてしまえば、男なら反応しないわけがなかった。そして、彼女は僕の腹の上に跨るようになっていて、だから反応して大きくなると彼女の尻に丁度膨らみが接触する形となる。

  

  

  「……这就是答案。这就是男人和女人不能随便在一起的理由」

  「……それが答えだよ。男と女が、みだりに一緒に居ちゃいけない理由」

  

  

  　小依同学什么也没说，但她已经察觉到碰到屁股的膨胀物的存在。所以，我趁这个机会，坦率地向她表明了我这边的主张的本质。

  　小依くんは何も口にしなかったけれど、尻に当たる膨らみの存在を悟っていた。だから僕は、この際正直に彼女にこちら側の言い分の本質をぶつけた。

  

  

  「女孩子应该珍惜自己的身体。所以，即使是关系好的朋友，也不应该两个人单独一起过夜。我是这么认为的」

  「女の子は、自分の体を大切にするべきだ。だから、仲良い友達だからといって二人きりで寝泊まりしたりするべきじゃない。と、僕は思うよ」

  「……你被教育得很好啊」

  「……立派な家族に育てられたんだな」

  「诶？」

  「え？」

  

  

  　小依同学愤愤地嘟囔着。她跨坐在我身上，松开压着毛毯的手，直接坐了起来。

  　忌々しそうに小依くんが呟いた。彼女は僕の上に股がったまま、毛布を押える手を退けてそのまま身を起こした。

  

  　毛毯滑落，从窗外射进的灯光照亮了她的身体。在苍白的灯光下，她那雪白的肌肤仿佛在发光一般，黑发披散在上面。

  　毛布が落ちて、窓の外からの灯りに彼女の肉体が照らされる。青白い光の元で、まるで光を放っているかのような雪の肌に黒い髪がかかる。

  

  　她带着忧郁而郁闷的表情，视线随意地落在地上，叹了一口气之后，再次直视着我。她明明被我看到了只穿内衣的样子，却一点害羞的样子都没有。

  　憂鬱そうな、鬱屈した表情でしばらく視線をテキトーな所に落としため息を吐いた後、改めて彼女は僕を真っ直ぐ見下ろした。彼女は下着姿を見られているというのに恥ずかしがる様子がない。

  

  

  「…………你也是，你也是家庭已经完蛋的我的同类吧。你也是在……已经完蛋的家庭里长大的吧。和我一样，是最糟糕的……」

  「…………お前だって、お前だって家族が終わってた、俺の同類だろ。人ご……終わってる、家庭で育った筈だろ。俺と同じ、最悪なお……っ」

  「小依同学……？」

  「小依くん……？」

  

  

  　小依同学虽然说话断断续续，但还是拼命地想告诉我什么。

  　小依くんは言葉の節々を詰まらせながらも、必死に僕に何かを伝えようとしている。

  

  

  「……我们都是从垃圾一样的父母肚子里生出来的泥块吧。可是……可是、可是，为什么只有你一副很普通的样子，还能活得好好的啊」

  「……ゴミみたいな親の腹から生まれてきた泥の塊だろ、俺達は。なのに……なのに、なのに、なんでお前だけそんな普通みたいな顔してっ、生きていられるんだよ」

  

  

  　小依同学的表情因不甘而扭曲。她用纤细的手指遮住脸，继续说道：

  　小依くんの顔が、悔しそうに歪む。彼女の細い指が顔にかかり、小依くんは自らの表情を隠して続ける。

  

  

  「你就像在普通家庭长大的人一样，把对自己来说的普通强加在我身上。因为自己是这样才顺利的，因为大家都赞同，所以自己的想法和感觉就是普通的……把普通强加在我身上。把价值观和感觉与自己不合的人当作异常，当作异物责难，自以为是地教训别人，自以为是地站在高处……普通什么的，我才不管呢」

  「まるで普通の家庭で育った奴みたいに、あたかも自分にとっての普通を押し付けてきやがる。自分はそれで上手くやってきたのだからと、皆がそれに賛同してくれるからと、自分の考え方や感覚が普通だからって……普通を押し付けてきやがる。自分と合わない価値観や感覚を持つ人間を異常扱いして、異物として非難して、説教したつもりで上に立った気になりやがって。……普通なんて、そんなの知るかよっ」

  「小依同学，冷静点」

  「小依くん、落ち着いて」

  「我也是，我……我也想和普通的人一样……呜，呜……为什么……连你都……看不起我……」

  「俺だって、俺……だって、普通の奴らみたいに……っ、ゔっ、ぅ……なんぇ……お前までっ……見下し…………っ」

  

  

  　与其说是哭，不如说是愤怒，是烦躁。她哭的时候会毫不掩饰地宣泄感情，但我知道她拼命地在抵抗，不想把愤怒发泄在我身上。

  　泣く、というよりは怒りだった。苛立ちだった。彼女は泣く時は抑えもせずに感情を吐き出すが、怒りを僕にぶつける事には必死で抵抗しようとしていたのが伝わった。

  

  　小依同学喘着粗气深呼吸了一会儿，冷静下来后，她把头靠在我的胸口，恳求道：

  　荒い息でしばらく深呼吸していた小依くんは、落ち着いてくるとそのまま僕に懇願するように胸板に頭を下ろしてきた。

  

  

  「求你了，不要回去，和我在一起」

  「お願い。帰らないで。一緒に居て」

  「……你不害怕吗？」

  「……怖くないの？」

  「……我不怕你。水濑什么都不会做」

  「……お前の事は怖くない。水瀬は何もしない」

  「我会的」

  「するよ」

  「不会」

  「しない」

  「会的」

  「する」

  「……」

  「……」

  「小依同学，你还不了解自己。你，你还是把我当成一个男人，一个普通人比较好」

  「小依くんは自分の事がちゃんと分かってない。し、僕の事を一人の人間として、男として認識した方がいいよ」

  「……」

  「……っ」

  

  

  　雷声再次响起。她的身体随着雷声颤抖。

  　再び雷が落ちた。雷鳴の音に合わせ彼女の体が震える。

  

  　其实我应该用手推开她的肩膀，把她推开。这是为了她好，也是为了我好。

  　本当なら彼女の肩を手で押して、彼女を突き放すべき場面なんだろう。それが僕の為でもあり、彼女の為でもあるのだから。

  

  　但是，我没能推开小依同学。我只能沉默着，直到她紧紧抱着我，开口说话。

  　けど、僕は小依くんを突き放す事は出来なかった。縋り付くように僕に乗っている小依くんが何か言い出すまで、黙っているのみだった。

  

  

  「……我不懂」

  「……意味分かんない」

  

  

  　眼泪滴答滴答地落在地上。她低着头，我不知道她现在是什么表情。

  　ぽたた、と涙が床に落ちる。小依くんがどんな顔をしているのかは下を向いているから分からない。

  

  

  「……你绝对，会侵犯我吗？」

  「……絶対に、犯されるの？」

  「小……我的意思是，你必须做好心理准备」

  「おかっ……そういう心持ちでいないとダメだよって話だよ」

  「…………我不要」

  「…………それは嫌だ」

  「对吧。所以放开我。我不该在这里」

  「でしょ。だから離して。僕がここにいるのは良くない事だよ」

  「我也不要你走」

  「それも嫌だ」

  「真是任性……」

  「わがままだな……」

  「我才不任性」

  「わがままじゃない」

  「不不不，你很任性」

  「いやいや。わがままだよ」

  「………………那好吧」

  「………………じゃあ、分かった」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　小依同学离开我，站了起来，关上拉门，转身面向我。

  　小依くんは僕から離れて立ち上がると、襖を閉めて僕の方を向いた。

  

  

  「……你可以侵犯我，所以不要走」

  「……していいから。だから帰らないで」

  「………………哎！？！？！？」

  「………………えっ！？！？！？」

  

  

  　冲击性的发言让我怀疑起自己的耳朵。小依同学害羞地低着头，抱着身体看着我说道。

  　衝撃の言葉に耳を疑った。小依くんは恥ずかしそうに若干俯きながらも、身を抱きつつ僕を見ながら言った。

  

  

  「……我、我只有被侵犯那天做过，所以没有避孕套。你也不会随身带着吧。所以要射出来的话就射在外面……我不想在和母亲差不多的岁数生孩子」

  「……レ、レイプされた日しかヤった事ないから避妊具は持ってない。お前だって持ち歩いてないよね。だから出そうになったら外で出して。……母親と同じような歳で子供は産みたくない」

  「等等。先把毛毯披上，有话之后再说！」

  「待って。まずは毛布を羽織ろう、話はそれからだ！」

  

  

  　我急忙给只穿着内衣裤就开始胡言乱语的小依同学披上毛毯。好——！这下终于能正眼看着小依同学了！

  　下着姿のまま暴走し始めた小依くんに急いで毛布を被せる。よーし！　やっとこれでちゃんと小依くんに対して視線を真っ直ぐ向けられるぞ！

  

  

  「……好热」

  「……暑い」

  「不能出来，只穿内衣裤出现在男人面前可不好！」

  「出ちゃダメだよ、下着姿で男の前に出るのは良くないからね！」

  「这我知道」

  「そんなの分かってるよ」

  「知道的话就在我面前遮一下！为什么刚才不穿好衣服啊！」

  「分かってるなら僕の前でも隠そうか！　なんでちゃんと服着なかったのさっき！」

  「感冒关节痛嘛。又流汗，衣服穿不下去」

  「風邪で関節痛いんだもん。汗もかくし、服なんか着てられない」

  「对哦，你感冒了。总之，我差不多该回去了」

  「そうだった風邪だった。とにかく、僕はもうここら辺で帰るからね」

  「……为什么这么想回去。你讨厌我吗」

  「……なんでそんなに帰りたがるの。俺の事嫌いなのかよ」

  「不讨厌，但我说过很多次了，男人和女人」「呀！？」

  「嫌いじゃないけど、散々説明したけど男と女は」「ぎゃんっ！？」

  

  

  　雷声再次在不远处响起，小依同学被惊得跳了起来，裹着毛毯抱住了我，浑身剧烈颤抖。

  　再び、かなり近くで落雷が発生し凄まじい光と音が鳴って小依くんは飛び跳ねて毛布のまま僕にしがみついてきた。ガタガタガタと激しく震えている。

  

  　……看她这副样子，要是我回去，她恐怕会惊恐一整晚。

  　……この様子じゃ、帰ったら本当に一晩中パニックを起こしてしまうそうだった。

  

  

  「我说……要是我没来，你打算怎么办啊」

  「あのさ……もし僕が来なかったらどうするつもりだったのさ」

  「天气预报说雷雨是从傍晚到晚上，我打算一直睡到早上，所以才吃了药洗了澡……！」

  「雷雨は夕方から夜の予報だっただろ。朝までずっと寝てるつもりだったんだよ、だから薬飲んでシャワー浴びてたの……！」

  「吃了药可以洗澡吗……？」

  「薬飲んだ後にシャワー浴びていいの……？」

  「虽然不好，但这样能瞬间睡着，就像晕倒一样」

  「良くないだろうけど一瞬で寝れるんだよ。気絶みたいな」

  「好危险」

  「あぶな」

  「所以，你要是不来，我就能安稳地睡一觉了。都是因为你来了，事情才会变成这样……！！」

  「だから、お前さえ来なければ平和に過ごせたんだよ。お前が来たからこんな事になってるんだろ……！！」

  

  

  　虽然她的理论很乱，但让我来想，我确实成了她惊醒的契机。这么一想，我留下来负起责任，从某种意义上来说也不奇怪……？

  　無茶苦茶な理論だが、でも起きてしまうキッカケになったのは確かに僕なのかもしれない。そう考えたらある意味、残るといった形で責任を取るというのもおかしな話では……？

  

  　等等，我怎么能接受呢。不管实际上如何，我应该一直拒绝这个状况。要是我接受了，那不就等于我有趁机占她便宜的念头了吗。

  　待て、納得してはいけないだろ。実際どうであれ、僕の意識的にはこの状況にノーと言い続けるべきだろ。納得したらもうそれ、あわよくばと思っていると言っても過言じゃない感じになるじゃないか。

  

  　………………其实，我也有点这么想。毕竟我也是个男人。虽然我绝对不会跨越那条线，虽然我会努力不跨越那条线！！

  　………………実際、そう思わなくもない部分もあるし。僕、普通に男だし。絶対に一線は超えないけど、超えないよう努めるけどさ！！

  

  

  「……唉，好吧，今晚就陪你吧」

  「……はぁ。分かった、今夜だけは一緒にいるよ」

  「！！谢谢！啊，不过我真的……不想生孩子」

  「！！　ありがと！　あ、でも本当に子供は……嫌だから」

  「不会的。刚才只是打个比方，或者说是警告」

  「しないよ。さっきのは例え話というか警告みたいなものだから」

  「警告，只是说说而已吗？」

  「警告。言ってみただけって事か？」

  「对。我怎么可能对朋友做那种事……」

  「そう。友達にそんな事出来るはずないだろ……」

  「你不是说你自己会做吗」

  「お前が自分でするっつったんじゃん」

  「那只是为了煽动你的恐惧」

  「少しでも恐怖を煽る為だよ」

  「我怎么可能对你感到恐惧」

  「お前相手に恐怖なんかするわけないだろ」

  「刚才我一喊，你不是就哭了吗」

  「さっき大声出したら泣き始めたよね」

  「闭嘴」

  「黙れ」

  

  

  　我说不回去的瞬间，小依同学就变回了平时的样子……不对，她还在发抖。感觉她是在抵抗过去的记忆，努力扮演平时的自己。

  　帰らないと言った瞬間にいつもの小依くんに戻った。……いや、でもまだ震えているか。過去の記憶に抗って普段の自分を演じているように感じた。

  

  

  「……淋浴的热水，不关掉吗？水费和燃气费会很贵的」

  「……シャワーのお湯、止めない？　水道代とガス代大変なことになるよ」

  「跟我来」

  「一緒に来て」

  「不不不不，你不是有放内衣的篮子吗，我不去」

  「いやいやいやいや。下着のカゴあるだろ、行かないよ」

  「要是又打雷，我一个人会恐慌的」

  「また雷落ちたら、一人だとパニックなる」

  「哎……那内衣被看到也没办法吗？」

  「えぇ……じゃあ下着は見られても仕方ないの？」

  「……你一直向上看」

  「……ずっと上向いてて」

  「这是拷问吗」

  「拷問かな」

  「那我给你蒙上眼睛」

  「じゃあ目隠し渡す」

  「这是整人吗」

  「ドッキリかな」

  「啰嗦！总、总之别看！一看到就马上移开视线」

  「うるさいな！　と、とにかく見ないで！　視界に移ったらすぐに目を逸らして」

  「我会盯着看的」

  「ガン見するよ」

  「为什么啊！？别看！」

  「なんでだよ！？　見んな！」

  「还有，我可能会偷走几件」

  「あと多分だけど何枚か盗むかもしれない」

  「你真是个变态啊！？别偷啊！」

  「本当に変態じゃん！？　盗むなよ！」

  「开玩笑的」

  「冗談だよ」

  「你是会开这种玩笑的人吗……」

  「そんな冗談言うタイプだっけ……」

  

  

  　感觉小依同学不太清楚该怎么警戒男性，所以我故意把与她性有关的要素作为话题。

  　小依くんってなんだか男に対してどう警戒するべきか分かっていないような気がしたから、意図的に彼女の性に関連する要素をネタにして会話に織り込む。

  　我不知道这么做有没有意义。说不定我只是变成了性犯罪者。如果是这样，我会带着悲伤去自首。

  　意味があるのかは分からない。もしかしたら単に僕が性犯罪者になっているだけかもしれない。そうだったら悲しみを湛えて自首します。

  

  　我关掉淋浴，再次回到房间，和坐在床上的小依同学背靠背坐下。从背后传来的触感让我觉得，女孩子真是娇小啊。

  　シャワーを止め、再び部屋に戻りベッドの上で座る小依くんと背中合わせになって腰を下ろす。女の子って小さいんだなあって、背中に当たる感触から思った。

  

  

  「啊，对了，小依同学」

  「あ、そうだ小依くん」

  「什么？」

  「なに？」

  「我想借用一下浴室」

  「お風呂借りたいんだけど」

  「……」

  「……」

  「我怕打雷，可以不离开你吗？」

  「雷が怖いから離れたらダメ？」

  「嗯。不对，我才不怕打雷」

  「うん。じゃねえわ、雷は怖くない」

  「好好好。所以，可以不离开你吗？」

  「はいはい。で、離れたらダメ？」

  「……我也去洗澡」

  「……俺も風呂行く」

  「什么？你从刚才开始服务精神就太旺盛了吧？我明天会死吗？」

  「なに？　さっきからサービス精神旺盛過ぎない？　明日死ぬのかな僕」

  「服务精神是什么意思？」

  「サービス精神ってなんの話」

  「就是混浴吧？虽然我不会这么做」

  「混浴って事でしょ？　しないけどさ」

  「笨蛋，怎么可能一起洗。我会在门附近玩游戏」

  「馬鹿なんか。一緒に入るわけないだろ。扉の近くでゲームしてる」

  「那就好……这样好吗？我已经搞不懂正常的标准了」

  「それならいいけど……いいのかな？　普通の基準が分からなくなってきた」

  「我从浴室出来的时候会直接走到更衣室外面，所以没问题吧」

  「風呂場から出る時は脱衣所の外に出るから問題無いだろ」

  「好吧……」

  「まあ……」

  

  

  　小依同学如她所说，跟着我去了浴室。装着内衣的篮子已经移动到洗衣机旁边，她似乎已经放弃了。

  　小依くんは言った通り風呂に向かう僕に着いてきた。下着の入ったカゴは、もう観念したのか普通に洗濯機の横に移動された。

  

  

  「衬衫和内衣我会帮你洗。换洗衣服我这边会准备」

  「シャツと肌着は洗濯しとく。着替えはこっちで用意するから」

  「哎？不用了，我洗完澡就穿我带来的衣服」

  「え？　いやいいよ、普通にシャワー浴びたら着てきた服着るし」

  「你被雨淋湿了，臭得要死」

  「雨で濡れて死ぬほど臭かった」

  「（身体后仰）」

  「っ(身を仰け反らせる)」

  「衣服抱歉了，你就穿我的吧。我会找件大号的，应该会是连帽衫或者运动衫」

  「服はごめんけど俺の着て。デカめのやつ探しとく、多分パーカーとかスウェットになると思うけど」

  

  

  　！！！！

  　！！！！

  　我、我能合法地穿女生的衣服吗……！？这样好吗！？可是我也没衣服穿，没办法？

  　じょ、女子の服を合法で着れるのか……！？　いいのかなそれは！？　でも着るもの無いから仕方ない、か？

  

  

  　洗完澡，她本人允许我随便使用洗发水、护发素和沐浴露，所以我好好地洗了身体。

  　シャワーを浴び終え、本人からシャンプーとかコンディショナーとかボディーソープとかは勝手に使ってもいいと許しを得たのでちゃんと体を洗う。

  　牙刷我实在不敢用，所以没刷牙，不过有牙线和漱口水，我就用它们清洁了口腔。漱口水的量居然能多到能喝下去，真是个新鲜的体验。

  　歯ブラシは流石に使う訳にはいかないので歯は磨けていないが、フロスとかマウスウォッシュはあったのでそっちで口内を洗浄した。マウスウォッシュを空中飲みの容量で口に入れるなんて体験ができるとはね。

  

  

  「小依同学，我差不多要出去了」

  「小依くん、そろそろ風呂出たいんだけど」

  『知道了』

  『分かった』

  

  

  　小依同学回应了我的呼唤，拖着毛毯离开了更衣室。我听到喀拉喀拉的开门声，于是打开了浴室的门。

  　僕が呼び掛けに小依くんが返事をし、毛布を引きずりながら脱衣所を出ていった。カラカラカラ、ドンッという音が聴こえたので浴室の扉を開ける。

  　我用她准备的浴巾擦干身体，本想用吹风机，但没有，所以只能用毛巾擦干，然后只用了化妆水和乳液。

  　用意されたバスタオルで体を拭き、ドライヤーを使おうとしたが無かったのでしっかりとタオルドライして化粧水と乳液だけ使わせてもらった。

  

  

  「小依同学，有吹风机吗？」

  「小依くん、ドライヤーってある？」

  「啊，房间里有。跟我来」

  「あ、部屋にある。着いてきて」

  「哎，嗯」

  「え、うん」

  

  

  　我穿着小依同学的衣服跟在她后面……话说，可能是因为穿着小依同学的衣服，我全身都散发出女孩子甜甜的气味。太色情了。

  　小依くんの服を着て彼女に着いていく。……てか、小依くんの服を着ているせいか全身から甘い女の子匂いがする。エロすぎる。

  

  　这是什么，难道是想破坏我的理性吗？我甚至怀疑她是不是有这种目的，但应该不是吧……？

  　なにこれ、理性を破壊しにかかってきてない？　そういう目的があるのかといい加減勘繰ってしまうんだけど、そうでは無いんだよね……？

  

  

  「找到了。坐下」

  「あった。座って」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　小依同学坐在床上。她面前的地板上放着一张椅子，她背对着椅子，手里拿着吹风机。

  　ベッドに腰かける小依くん。その前の床には座椅子が置いてあり、小依くんは座椅子の背面の方に体を向けていた。ドライヤーを持ったまま。

  

  

  「我帮你吹干。来」

  「乾かしたるよ。ほら」

  「为、为什么？」

  「な、なぜぇ？」

  「不愿意？」

  「嫌だ？」

  「也不是，只是不明白你的目的」

  「嫌ではないけど目的が不明瞭すぎて」

  「打发时间」

  「暇つぶし」

  「打发时间啊」

  「暇つぶしかあ」

  

  

  　作为目的或者动机来说，打发时间倒是挺合适的。这样啊，打发时间啊。那去看视频不就行了。

  　目的というか、動機としては丁度いいなあ暇つぶしって。そっか、暇つぶしかあ。動画でも見なよ。

  

  　她用吹风机吹着我的头发。本以为她性格上属于那种会用力吹的类型，没想到她的手法却很细致，很温柔，用手指梳着我的头发，用热风仔细地吹干。真是细心。

  　髪にドライヤーを当てられる。性格的にがしがししてくるタイプなのかと思いきや、意外にも小依くんの手つきは繊細で優しい、ちゃんと髪束を指で作ってしっかり熱を当てて乾かしてくれている。丁寧だ。

  

  　不过，虽说只是内搭色，但染了头发还能这么有光泽，这么漂亮，当然要好好护理了。小依同学的头发真的太柔顺了，手指一碰到就毫无阻力，像流体一样。她肯定有在好好保养。

  　まあでも、インナーカラーとはいえ染めているのにこんなにツヤツヤで綺麗な髪をしているのだからしっかりケアしてるのは当たり前か。小依くんの髪、本当にサラサラすぎて指が当たったりしたら抵抗が全くなくて流体みたいだもんな。ちゃんと気を使ってるのは明確だ。

  

  

  「小依同学」

  「小依くんってさ」

  「听不见，我正在吹头发」

  「聴こえねえよ、ドライヤー中なんですけど」

  「也是」

  「ですよね」

  

  

  　我忍不住想听听她的意见，于是试着跟她搭话，但吹风机的声音太大了，她肯定听不见。

  　つい意見を聞きたくて話しかけてみたが、ドライヤー中に相手に聴こえるわけないよね。

  　理发师在吹头发的时候也会和客人聊天，那到底是什么情况啊，肯定没听见对方说什么吧。双方在吹头发的时候都会含糊回应，只是顺着气氛附和而已。那为什么要和客人聊天呢。

  　美容師の人はドライヤー中でも結構話しかけてくるけど。アレなんなんだろうね、絶対ちゃんと言葉聴こえてないんだよな。こっちも相手もドライヤー中は曖昧な返しになるもん、雰囲気で相槌打ってるし。なのになんで話しかけてくるんだろう。

  

  

  　吹完头发后，小依同学说她困了。我本想看会漫画就起身离开床，结果又被她抓住了。

  　ドライヤーが終わると、小依くんは「そろそろ眠い」と言い出した。僕は漫画でも読んでいようと思い腰を上げベッドから離れようとしたら、やはり腕を掴まれた。

  

  

  「没事，我不回去，只是去坐椅上而已」

  「大丈夫、帰らないよ。座椅子に移動するだけ」

  「……你今晚睡哪？」

  「……今日どこで寝るん？」

  「诶，睡地板？」

  「え。床とか？」

  「睡地板很难睡吧」

  「寝にくいだろ」

  「那睡客厅沙发」

  「じゃあダイニングのソファーとか」

  「别离开这个房间」

  「この部屋から出るな」

  

  

  　外面还在轰隆作响。可我们真的要在同一个房间过夜吗……换作普通女生，这根本不可能发生。

  　まだ外はゴロゴロ鳴っている。でも本当に同じ部屋で一晩を共に過ごすのか……本当に、普通の女の子なら有り得ない事ですよねこれ。

  　我知道她因为心理疾病导致危机感不足，但好歹也多注意一下自己是女生啊。一想到今后，我就捏了把冷汗……。

  　心の病気があるせいでそこら辺の危機感が薄れてるのはわかるけど、でももうちょっと男として意識しようよ。なんか今後を考えてヒヤヒヤするな……。

  

  

  「那我到底睡哪啊？」

  「じゃあ一体どこで寝ればいいのさ？」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学一言不发，抓起被子腾出自己旁边的位置。

  　小依くんは無言で、掛け布団を掴んで自分の寝ている横のスペースを空けた。

  

  

  「……认真的？」

  「……本気なの？」

  「没其他地方了」

  「以外場所ないもん」

  「我再问一次，你是认真要我睡那里的吗？」

  「もう一度聞くね。本気で、そこに寝ろと僕に言ってる？」

  「背靠背睡不就行了」

  「背中合わせで寝ればいいだろ」

  「那不是重点，睡同一床被子在各方面都很不妙吧」

  「関係無いよね。同じ布団は色々やばいでしょ」

  「不妙个鬼」

  「やばくない」

  「很不妙啊」

  「やばいよ」

  「……你就那么讨厌吗」

  「……そんなに嫌かよ」

  「不是不是，你别用这种说法，太卑鄙了。年轻男女睡在一起一整晚，不觉得不妙吗」

  「違う違う、それ使うの卑怯だからやめようか。年頃の男女が、一晩、添い寝するのはやばくないかな」

  「你太在意了」

  「一々意識しすぎ」

  「是你太不在意了……」

  「小依くんが意識し無さすぎなんだよ……」

  「啰嗦，快进来」

  「うるさい。入れ」

  「都说了不妙……」

  「やばいって……」

  「……」

  「……」

  「………………我知道了！啊，抱歉我太大声了」

  「………………分かったよ！　あっ、大声出しちゃったごめん」

  「……没事，快进来」

  「……いい。早く入れ」

  

  

  　我放弃抵抗，钻进了小依同学的被窝。虽然床很大，但终究是单人床，背后当然会碰到小依同学的身体，头发的凉爽触感碰到脖子，腿和腰也碰到了……不妙。

  　観念して、小依くんの隣に失礼する。ベッドは大きめのサイズではあるがあくまで一人用である。背中に小依くんの体が当たるのは当たり前で、髪のひんやりした感じが首筋に触れるし足同士や腰なんかも当たって……やばい。

  

  

  「……等等，虽然现在是睡觉时间，但我还没困呢」

  「……待って、てか寝る流れになってるけど別に僕は今から寝なきゃいけないわけではないよ」

  「……陪我说说话」

  「……話し相手になって」

  「没必要睡同一床被子吧」

  「一緒に布団に入る必要性はないねそれ」

  「有。你不在旁边，我会怕得睡不着」

  「ある。傍に居てくれないと、怖くて寝れない」

  「你是小孩吗」

  「子供かな」

  「烦死了闭嘴去死你这臭秃子软鸡巴」

  「うざい黙れ死ねゴミクソハゲノンデリチンコ」

  「太伤人了吧。抱歉啦」

  「効きすぎでしょ。ごめんて」

  

  

  　吓我一跳，突然就骂得这么难听。她不喜欢被当成小孩对待啊，我倒是觉得把她当小孩对待精神上会轻松一点。

  　びっくりしたあ、怒涛の暴言ラッシュ。子供扱いされるの嫌なんだなぁ、子供扱いさせてくれた方がまだ精神的に楽だけどね。

  　正常来想，穿着同班女生的衣服睡在同一床被子里，怎么想都是色情展开的前一刻。这准备程度已经到了如果什么都没发生就是欺诈了吧……为了排除这种邪念，现在就让我把她当小孩对待吧。

  　普通に考えて、同級生の女の子の服を着て同じ布団に入ってるこの状況どう考えてもエロい展開の直前だもんな。これで何も無かったらそれは詐欺でしょってくらいのお膳立てとしか思えないもん……。そんな邪念を排す為にも、今だけは子供扱いさせてほしい。

  

  

  「水濑」

  「水瀬」

  

  

  　钻进被窝，关了灯，过了一会儿，背后的小依同学向我搭话。我嗯了一声回应。

  　布団に入り、電気を消し、しばらく経った頃に背後の小依くんが話しかけてきた。んー、と応える。

  

  

  「……电车的时候，谢谢你。你当时说的话，真的让我很高兴」

  「……電車の時、ありがとね。あの時くれた言葉、本当に嬉しかった」

  「……不客气」

  「……どういたしまして」

  

  

  　我感受着背后小依同学的体温回答道。话说小依同学感冒了啊。

  　背後の小依くんの体温を感じながらそう返した。というか小依くん風邪引いてるんだよね。

  　这个，不会传染给我吗？能用笨蛋不会感冒的理论回避吗，感染。

  　これ、僕にも移らない？　馬鹿は風邪をひかない理論で回避出来るかな、感染。

  

  

  「说起来，你之前说过必须接受心理咨询吧。那之后有去吗？」

  「そういえば、カウンセリングとか受けなきゃって言ってたよね。あれから行ってるの？」

  「……没去」

  「……行ってない」

  「是吗……如果那样能让你的心灵恢复，我觉得还是去比较好」

  「そっか。……それで心が回復するのなら、行った方がいいと思うよ」

  「麻烦死了」

  「面倒くさい」

  「哎……」

  「えぇ……」

  「而且，我最近发现，和水濑在一起的时候症状会减轻很多」

  「それに、最近気付いたんだけど水瀬と居るとだいぶ症状軽くなるし」

  「哎？为什么」

  「え？　なんで」

  「不知道。但是，自从和水濑说话之后，我几乎就没再自残了，状态也比以前好。所以大概没事」

  「分かんない。でも、水瀬と話すようになって以降リスカする事ほぼ無くなったし、前より調子いいし。だから多分平気」

  「……我要是不在了怎么办」

  「……僕が居なくなったらどうするのさ」

  「别说这种话嘛。现在你绝对不会不在，所以没事的」

  「そんな話しないでよ。今は絶対に居なくならないんだから、どうもしないよ」

  「只是假设啦」

  「もしも話を空想しようよ〜」

  

  

  　在我们闲聊的过程中，小依同学的回答逐渐变得平淡，最后不再回答我了。

  　なんて、雑談を交わしているうちに小依くんの受け答えは淡白なものとなっていき、やがて返事が返ってこなくなった。

  　小依同学的肉体以等间隔的频率贴在我的背上，耳边传来“呼——呼——”的呼吸声。看来她终于睡着了。

  　等間隔で背中に小依くんの肉体が当たるようになり、すー、すーと寝息が耳に入ってきた。小依くんはようやく眠りに落ちたようだった。

  

  　……好了，接下来该怎么办呢。

  　……さて、どうしようかな。

  

  　联系间山小姐或者盐谷先生……不对，刚才也想联系过，话说我们有交换联系方式吗？大概没有吧，那不管怎样都没法召唤同伴……。

  　間山さんか塩谷さんに連絡……いやさっきもしようとしたけど、そういえば交換してたっけ？　多分してないよね、じゃあどの道お仲間召喚は出来なかったのか……。

  

  　让现在这种精神状态的小依同学一个人待着也不忍心，没办法，我只能放弃逃脱的方案，枕在枕头上再用手臂当枕头，闭上了眼睛。

  　今の精神状態の小依くんを一人にするのも忍びないし、仕方ないので僕は脱出するという案は捨てて、枕の上にさらに腕枕を作り頭を置いて目を閉じた。

  

  　……闭上眼睛后，小依同学的体温和气味感觉更强烈了，欲望也随之增幅。我就像以悟道为目标的修行僧一样拼命抑制欲望，意识逐渐沉入黑暗。很好，成功避免犯错。接下来就祈祷不要梦遗了。

  　……目を閉じると、余計に小依くんの体温と匂いの感覚が強くなって欲望が増幅していった。悟りを目指す修行僧の如く必死に欲を抑え込んでいるうちに、意識が沈んでいく感じがした。よし、間違いを犯す事は回避出来た。後は夢精をしないように祈るのみである。

 
  30話「朝食」

  第30话「早餐」

  　咚咚咚咚，我听到了轻快的声音。

  　トントントントンッ、という軽快な音が聴こえる。

  

  　宿舍的床是便宜的双层床，所以很硬。我将那硬床与现在睡的床的柔软度做比较，还没睁开眼看向周围，就回想起了昨天发生的事。

  　寮のベッドは安い二段ベッドだからか固い。その固さと今僕が使っているベッドの柔らかさと比較してしまい、目を開けて周りを見る前から昨日何があったのかを思い出してしまった。

  

  　有小依的味道。但本人不在身边，只有余香扑鼻而来。

  　小依くんの匂いがする。でも隣に本人はいない、残り香が鼻をくすぐっている。

  

  　……可能有几分钟站不起来了。晨勃搭载了助推器，为了尽快让它冷静下来，我必须努力灭却心头火。

  　……ちょっと数分くらい立ち上がれないかも。朝立ちにブースターキットが搭載されてしまっている、一秒でも早く落ち着かせるため心頭滅却に努めなければ。

  

  

  　我平息了晨勃，打开拉门，看到小依穿着衣服在厨房做饭。虽然穿着衣服，但不知道有没有穿裤子。我只看到一件宽松的超大号连帽衫。

  　かなまら祭りを鎮めて襖を開けると、ちゃんと服を着ている小依くんがキッチンで料理しているのが見えた。服、着てはいるんだけど、下穿いてるのかな。ダボダボのオーバーサイズのパーカーしか見えない。

  

  

  「早上好，小依」

  「おはよう小依くん」

  「早、早上好。你睡得可真久啊」

  「お、おはよー。随分長いこと眠りこけてたな」

  「现在几点了？」

  「今何時？」

  「12点半左右」

  「12時半くらい」

  「！？上学要迟到了！」

  「！？　学校遅刻じゃん！」

  「今天是周六」

  「土曜日なんだが」

  「这样啊。吓死我了……」

  「そっか。焦ったぁ……」

  「这是什么闹剧」

  「なんの茶番やねん」

  

  

  　她把切好的食材放进平底锅，屋里顿时充满了美味的香气。

  　切っていた食材をフライパンに入れると美味しそうな香りが充満した。

  

  

  「水濑，你能吃辣吗？」

  「水瀬、辛いものいける？」

  「我喜欢」

  「好物だよ」

  「好」

  「おっけー」

  「小依会做饭啊」

  「小依くんって料理出来るんだね」

  「我是在饭菜难吃的毒亲手下长大的嘛」

  「メシマズ毒親育ちだからね〜」

  「我该不该做出反应呢」

  「リアクションを返さないでおくべきか否か」

  

  

  　小依同学，你这话说得我都不知道该怎么反应了。她对我毫无戒心，说话也太不拘礼节了吧。不过我们从小就认识，彼此也不是陌生人，所以倒也无所谓。

  　サラッと反応に困る事言うよなあ小依くんって。僕に対しての警戒心の無さもそうだけど、少々砕けすぎではなかろうか。まあ付き合い自体は子供の頃からあったから人となりを知らない同士でもないからいいんだけどさ。

  

  

  「借你家的洗手台用一下」

  「洗面台借りるね」

  「嗯……别乱碰奇怪的东西哦」

  「んー。……変なの触んないでよ」

  「我才不会碰呢！」

  「触らないよ！」

  「昨天你不是擅自碰了我的色情收藏吗」

  「昨日、勝手に人のエログッズ触った」

  「那、那是意外啦。我以前又没见过那种东西」

  「あ、あれは事故みたいなもんでしょ。見た事なかったんだもん」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学用鄙视的眼神瞪着我。不不不，你用这种眼神看我也没用啊。虽然我没用过所以不清楚，但那种东西用完后不是应该马上洗干净收起来吗？小依同学把那种东西放在床上，明显是她自己太邋遢了。

  　ジトーっとした目で睨まれる。いやいや、そんな目で見られても。使った事ないから分からないけどさ、そういうものって普通使った後すぐに洗って仕舞っておくべきなんじゃないの？　ベッドに置きっぱなしなのは明らかズボラな小依くん側に問題あるでしょ。

  

  　我在洗手间洗了脸，因为没有牙刷，所以只漱了口。唔，嘴里还是感觉怪怪的，没办法了，反正便利店就在附近，去一趟吧。

  　洗面所で洗顔し、歯ブラシは無いので口をゆすぐ。うーむ、口の中がスッキリしないが仕方無いか。コンビニ近くにあるし行こっかな。

  

  　……不对，穿着女装出门不太妙吧。话说回来，我的校服呢？

  　……いや、女物の服を着たまま外に出るのはやばいか。そういえば僕の制服ってどうなったんだろう。

  

  

  「好烫好烫，好烫好烫」

  「あちち、あちあち」

  

  

  　我刚回到客厅，小依同学就做好了饭菜，把碗端到了桌上。

  　ダイニングに戻ってきたタイミングで、料理を作り終えた小依くんがパタパタと机の方にお椀を運んできた。

  

  　眼前是煮得咕嘟咕嘟，宛如鲜红岩浆的麻婆豆腐。正宗的麻婆豆腐散发着美味的香气，同时夹杂着呛鼻的辛辣味。

  　グツグツ煮えた真っ赤なマグマのような麻婆豆腐。美味しそうな香りと共に辛みの強そうな刺激臭もミックスされた、本格的な麻婆豆腐が目の前に用意された。

  

  

  「我还是第一次吃到不是速食的麻婆豆腐……」

  「インスタントじゃない麻婆豆腐を出されたのは初めてだな……」

  「你不去中华料理店吗？」

  「中華料理屋とか行かないの？」

  「这里是餐馆吗？」

  「料理屋さんなのここ」

  「啰嗦」

  「うざ」

  「抱歉抱歉。话说你已经能下床了吗？感冒好了吗？」

  「ごめんごめん。てかもう動けるの？　風邪は大丈夫？」

  「嗯，早上起来感觉好多了。可能已经痊愈了」

  「んー、なんか朝起きたら楽になってた。治ったかも」

  「是吗，那就好。不过你还是再静养一段时间吧，大病初愈的时候很容易病倒的」

  「そっか、よかった。でもまだしばらく安静にしてなよ、病み上がりは体調崩しやすいからね」

  「嗯」

  「うん」

  「好…………？怎么了，小依同学」

  「よし。…………？　どうしたの、小依くん」

  

  

  　小依同学一直盯着我的脸下方。我问她怎么了，她突然回过神来，看着我的眼睛，然后又立刻扭过头站起来。

  　小依くんが僕の顔の下の方をジーッと凝視している。訊ねてみると、彼女はハッとした顔で僕の目を見てすぐに顔を逸らし立ち上がった。

  

  

  「小依同学？」

  「小依くん？」

  「没什么」

  「なんでもない」

  「什么嘛，你刚才在看我的脸吧？」

  「なんだよー。なんか顔見てたろー？」

  「都说没什么了」

  「なんでもないって」

  「我脸上有涂鸦吗？」

  「落書きでもした？」

  「没有。我都说没什么了，你烦不烦」

  「してない。ってかなんでもないっつってんでしょ、しつこい」

  

  

  　小依同学回到厨房，拿了两根勺子回来。

  　小依くんはキッチンの方に戻り、スプーンを二つ持って戻ってきた。

  

  

  「我没煮饭，所以没配米饭」

  「米は炊いてないから無しね」

  「好的。看起来很好吃，我可以开动了吗？」

  「了解。美味しそう、早速食べても？」

  「请吧」

  「どうぞ」

  「我开动了！」

  「頂きます！」

  

  

  　我用勺子舀起一口麻婆豆腐，吹凉后送进嘴里。

  　スプーンで掬った一口分の麻婆を息で冷まし口に入れる。

  

  

  「……！」

  「……ッ！」

  

  

  　瞬间，味蕾受到了刺激。

  　瞬間、味蕾に刺激が走る。

  　强烈的辛辣味在口中扩散开来，山椒……不，花椒的麻味甚至带着些许苦味，强行压制住了这股刺激……！

  　口の中に爆煙が広がるかのような強烈な辛味と、その刺激を力技で押さえ込むように僅かな苦味さえも携えた山椒……いや、花椒の痺れ！

  

  

  「稍后才出现的浓郁酱汁的鲜味，以及封存了豆子的柔软鲜味的豆腐的香味，形成了黄金比例！浓缩了一流中华料理人制作的麻婆豆腐的精髓！以普通料理来说，这股过于强烈的辛辣味和咬碎块状物时的麻味浊流，简直就是四川风味！真令人吃惊，没想到能吃到朋友亲手做的这么正宗的麻婆豆腐……」

  「遅れてやってくる濃厚なタレの旨味と柔らかくて豆の旨味を閉じ込めた豆腐の香りが味の黄金比を作り上げている！　一流の中華料理人が作ったかのような確かな麻婆豆腐らしさが凝縮してる！　一般料理にしては度の過ぎた辛味とガリッと塊を噛んだ時の痺れの濁流はまさに四川風そのもの！　驚いたな、まさか友達の手料理でここまで本格的なものを食べられるなんて……ッ」

  「你很吵」

  「うるさいんですけど」

  「！你从途中开始就脱口而出了！？」

  「！　途中から口に出ていた！？」

  「是啊。话说回来，你每次吃饭的时候脑子里都会像味之子一样出现这么激烈的独白吗？真是个怪人」

  「出てたね。てかなに、飯食う度に頭ん中でそんな味っ子みたいな激しめモノローグ流してんの？　変な人じゃん」

  「如果是味之子的话，他就会从嘴里喷火，一边大喊“好吃————！”一边在岩浆里游泳」

  「ミスター味っ子だったら口から火吹いてたよ。うまーーーー！　って叫びながら溶岩遊泳してるよ」

  「反应太夸张了吧」

  「過剰リアクションすぎるなあ」

  「所以硬要说的话，应该更接近美食大胃王吧」

  「だからどちらかと言えば美味しんぼに近いかな」

  「我并没有那么认真地追求美味。还有，这两个我都没看过，所以用食戟之灵来打比方吧」

  「そこまで本格的に美味さを追求してるわけじゃないんだけど。あとどっちも見た事ないから食戟のソーマで例えてよ」

  「他会在周围冒出火柱，快速地解说味道」

  「周囲から火柱を出して早口で味の解説をしてたよ」

  「感觉有可能」

  「ありそ〜」

  「最后衣服还会炸飞」

  「で、最後に服が弾け飛んでたね」

  「搞啥啊」

  「なんでやねん」

  

  

  　我们边聊边吃。汗流浃背，身体发热。热得受不了，我卷起袖子，拉下衣服前的拉链。

  　話しながら食を進める。どっと汗が出てくるな、体が熱くなる。熱がこもって仕方ないので、腕をまくり服の前のチャックを下げる。

  

  

  「呼，好热好热」

  「ふぅ、暑い暑い」

  「噢噢……」

  「おぉ……」

  

  

  　我喝着小依准备的麦茶，冷却身体后继续吃。手停不下来，明明辣得超乎想象，却反而促进了食欲！这辣度恰到好处，让美味得以成立！

  　小依くんが用意してくれた麦茶を飲んで熱を冷ましてまた食を進める。手が止まらない、想像を絶する程に辛いのにそれがかえって食欲を増進させているのが分かる！　美味しさが成立する塩梅での激辛に上手く落とし込められている！

  

  

  「呼」

  「ふぅー」

  

  

  　一眨眼就吃完了。我拉下拉链，用敞开的部分扇风。好热好热……？小依吃到一半就停下了勺子，盯着我。

  　あっという間に食べ終えてしまった。チャックを下げて開けた部分をパタパタと扇いで風を送り込む。暑い暑い。……？　小依くんの方は麻婆豆腐を半分程食べた所でスプーンを止め、彼女はじっと僕の方を見ていた。

  

  

  「小依？」

  「小依くん？」

  「怎、怎么了？」

  「ッ、な、なに？」

  「你在看什么？」

  「何見てるの？」

  「没看什么！」

  「何も見てない！」

  「怎么可能……啊」

  「なわけないでしょ。……あっ」

  

  

  　我低头一看才发现，小依借我的这件外套下面什么都没穿。拉链拉到肚子上面，所以胸膛完全露出来了。

  　視線を下げて気付いた。そういえば小依くんが貸してくれたこのパーカーの下に何も着ていなかったんだった。チャックを腹の上辺まで下げているから、胸板が丸見えになっていた。

  

  　我这人就是会把“要不要”挂在嘴边。小学时的营养午餐广播里就有一首要不要的歌，我查了一下发现那首歌是相当久远的歌，为什么小学里会放那种歌呢。

  　やっているムーブがそのまま"やらないか"の人で草。小学生の頃の給食の放送でやらないかの歌が流れてきた時を思い出す。調べてみたら相当昔のネタでびっくりした、なんでそんなものが小学校で流れるんだろうって思ったな。

  

  

  「让你见笑了，抱歉」

  「お目汚ししてしまった、申し訳ない」

  「暂停」

  「タンマ」

  

  

  　我拉上拉链想遮住胸膛，却被小依阻止了。她放下勺子，稍微凑近我。

  　チャックを上げて胸板を隠そうとしたら小依くんに阻止される。彼女はスプーンを置き、僕の方に少し近付いた。

  

  

  「让我看看你的身体」

  「身体見して」

  「啊？」

  「はい？」

  「啊，不、不是，我没有奇怪的意思！你，锻炼得相当不错吧？」

  「あ、ち、違う、変な意味じゃなく！　お前、結構鍛えてるだろ？」

  「嗯？多少有点吧？」

  「うーん？　多少？」

  「我想看看男人锻炼后会长出怎样的肌肉。我以前就对这个很感兴趣」

  「男が鍛えたらどんな風に筋肉付くのか見てみたい。そういうのに昔憧れてたから」

  「原来如此……咦，要脱吗？」

  「なるほど。……え、脱ぐの？」

  「你不愿意？」

  「嫌なん？」

  「与其说不愿意，不如说会变成和昨天一样的问答」

  「嫌というか、昨日と同じ問答になると予想されますが」

  「你并不不愿意？」

  「嫌ではないんだ？」

  「哦，新的切入点。回避男女问题，着眼于我的心情吗……」

  「おっと新しい切り口。男女の問題を回避して僕の気持ちの問題に着眼するか……」

  「因为水濑不会对我动粗，剩下的就是你的心情问题了」

  「だって水瀬は俺に乱暴しないし。後はそっちの気持ちの問題だろ」

  「绝对还有其他应该考虑的问题」

  「絶対それ以外にも色々考えるべき所はあるよ」

  「啰嗦。要脱吗？还是不脱？」

  「うるさい。脱ぐの？　脱がないの？」

  「这不就是反向性骚扰吗……」

  「逆セクハラなんじゃないのこれ……」

  「不是哦」

  「違うよ」

  「就是！脱了可不行，那已经是不纯洁的异性交往了」

  「違わないよ！　脱ぐのは流石に駄目、いよいよ不純異性交遊だよそれは」

  「哪里不纯洁了？」

  「どこが不純なん？」

  「总之不行！不脱衣服保持现在这个状态的话，就随便你……」

  「とにかく駄目！　脱がないで今の状態のままなら、どうぞお好きに……」

  「明白了」

  「分かった」

  

  

  　小依跪在地上，又向我靠近了一步。她的头凑到了我嘴边，至今为止感受到的女孩子特有的香味直接扑鼻而来。

  　ギシッと音が鳴る。小依くんが床に膝を着け、また一歩僕に近付いた。彼女の頭が口の近くに来た。今まで感じていた女の子の良い匂いが直に鼻に入ってくる。

  

  　虽然没有说出口，但我还是不加修饰地直说了，小依你是不是太色情了？从昨天到现在我已经勃起10次以上了。每次我都不得不在脑中把小姨子的脸和AV里的画面重合起来，以此来平息欲望，真是辛苦。你这人简直就是处男杀手。

  　口には出してないからもう言い方も考えずに素直に言うけどさ、小依くんってエロすぎじゃない？　昨日から通算で10回以上勃起させられてるんだけど。その度に頭の中で叔母さんの顔をAVの映像に当て嵌めて鎮める作業をしないといけないから辛いんですけど。童貞キラーすぎるんだよなこの人。

  

  　我往下一看，穿着宽松连帽衫的她那白皙耀眼的大腿映入眼帘。没穿啊……

  　視線を下げればダボダボのパーカーを着た彼女の、白くて眩しい太ももが見える。穿いてないなあ……。

  

  　她是不是太没防备了？难道她把我当成布偶还是什么了？对性方面有心理阴影的人连续对我做出性行为，这算是拷问吗？别再用挖掘机挖掘别人的良心了，我说真的。

  　無防備過ぎないか？　僕もしかしてぬいぐるみか何かだと思われてる？　性的な事にトラウマを持つような子が性的でしかない行為を連続で仕掛けてくるのなんて拷問なの？　人の良心をユンボで掘削し続けるのやめてよ本当に。

  

  

  「疼吗？」

  「痛い？」

  

  

  　小依用指甲尖抵着我的胸膛。

  　小依くんがネイルの先を胸板に押し付けた。

  

  

  「不疼」

  「痛くないよ」

  「这种力度不算伤害？」

  「これくらいの力ならノーダメ？」

  「不算」

  「ノーダメ」

  「明白了……胸肌原来能变得这么硬啊」

  「分かった。……胸筋ってこんなに硬くなるんだね」

  「我自己不太清楚，有那么硬吗？」

  「自分じゃよく分からないけど、そんなに硬いの？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　她用指甲尖戳着我的胸膛。感觉好奇怪……好羞耻啊。

  　ネイルの先がつんつんと僕の胸に触れる。なんか変な感覚だ……恥ずかしいな。

  

  

  「好帅……」

  「かっこいい……」

  「哎！？」

  「えっ！？」

  

  

  　吓、吓我一跳，原来是在说肌肉……小依的手指从胸肌移动到腹斜肌，嘴里喃喃自语。

  　び、びっくりした、筋肉の話か……。小依くんは胸筋から腹斜筋の方に指を移動させ呟いていた。

  

  　真希望她别把衣服扯得太开，袒胸露背的范围越来越大了。她为了触摸肌肉而前倾身子，腰也抬了起来，这幅景象实在让人无法直视……

  　あまり横方向に服を広げないでほしいんだけど。はだけの範囲が広くなってしまうじゃないか。前のめりになって筋肉を触るから腰が持ち上がっていて目に毒だし……。

  

  

  「啊，等一下！」

  「あ、ちょっと！」

  

  

  　小依摸了一会儿腹斜肌，突然抓住我的拉链往下拉。我连忙抓住她的肩膀想阻止她，她却抬眼看着我。

  　しばらく腹斜筋を触っていた小依くんは、突如僕のチャックを摘み下に下ろした。完全に前を開かれてしまい、やめさせようとして肩を掴んだら小依くんが上目で見上げてきた。

  

  

  「我只是在摸肌肉而已啊」

  「筋肉触ってるだけだろ」

  「不、不能再摸了！快住手！」

  「ちょ、ちょっとそれ以上は良くない！　たつ！」

  「啊？」

  「あ？」

  「总之不行！」

  「とにかく駄目！」

  「谁管你啊。让我摸一下腹肌，这是最后一次了」

  「知るか。腹筋だけ触らせてよ、それで最後にするから」

  「小依！」

  「小依くん〜！」

  

  

  　小依如她所言，用手掌贴着我的腹肌确认凹凸。她感动地发出「哦哦……！」的声音，我却顾不上这些。已经开始了。

  　宣言通り、小依くんは僕の腹筋に手のひらを当てて凹凸を確かめていた。感動したように「おぉ……！」と声を上げているが、こちらはそれどころじゃない。もう始まっている。

  

  

  「真好啊……我也想变成这样」

  「いいなぁ……俺もこんな風になりたかった」

  

  

  　她感慨地嘀咕着，用指尖戳着我的腹肌。

  　しみじみと呟きながら、指先で腹筋をつんつんされる。

  

  

  「……水濑？」

  「……水瀬？」

  「怎、怎么了？」

  「な、なんでしょうか？」

  「你的脸是不是有点红？」

  「なんか顔赤くない？」

  「你、你看错了吧！」

  「き、気の所為だよ！」

  「哦——」

  「ふーん」

  

  

  　小依两眼迷离，用手指摸着我的腹肌，不知为何还盯着我的脸。她不是对肌肉感兴趣吗！？我拼命压抑着兴奋，发现小依的脸也渐渐泛红。

  　小依くんはポーっとした目で、指で腹筋を触りながら何故か僕の顔を見つめていた。筋肉に興味があったんじゃないの！？　必死に興奮を抑えようと悶えていたら、段々小依くんの顔も紅潮していくのを見て取れた。

  

  

  「结、结束了！！」

  「も、もう終わり！！」

  

  

  　气氛变得有些奇怪，我强行拉开小依让她停止动作。小依发出遗憾的声音，但我确信再这样下去会破坏友情，所以狠下心站了起来。

  　変な雰囲気になりそうだったので強制的に小依くんから離れて行為を中断させる。小依くんは「あ……」と名残惜しそうにしていたが、こちらとしてもこれ以上いたら友情を破壊してしまう確信があったので心を鬼にして立ち上がる。

  

  

  「我、我今天有排班，差不多该走了！我的衣服在哪？」

  「ぼ、僕今日シフト入ってるからそろそろ行かなきゃ！　僕の服はどこ？」

  「叠在那边的篮子里」

  「あっちのカゴに畳んである」

  「谢谢！」

  「ありがとう！」

  

  

  　我拿着小依说的篮子，躲在更衣室里换衣服……哇！？有个装着小依内衣的篮子！！有各种颜色的胸罩和光滑的内裤！！！

  　小依くんに言われたカゴを持って脱衣所に篭もり着替える……ワッ！？　小依くんの下着が入ったカゴがあるっ！！　色とりどりのブラとツルツルそうなパンツがあるーっ！！！

  

  

  「……！」

  「……っ」

  

  

  　我咽了口唾沫。不不不，要是真在这里偷内衣，男人之间的友情就彻底完蛋了！而且正常来说，常识上也不该做这种事！

  　ゴクリ、と生唾を飲む。いやいやいや、ここで本当に下着泥棒なんてしたら本当に男同士の友情が成立しなくなる！　というか普通に常識的に考えて、そんな事しちゃ駄目だろ！

  

  　我用力拍了拍自己的脸，缩回伸出的手，翻找着叠好的衣服。

  　思い切り自分の頬をぶっ叩き、伸ばした手を引っ込めて畳まれた自分の服を漁る。

  

  

  「咦，内裤不见了！？」

  「あれパンツがない！？」

  『啊，内裤的话，我想说不能跟普通衣服一起洗，所以打算之后再洗』

  『あ、パンツなんだけど、普通の服と一緒に洗うのはダメかと思って後で洗おうとしてた』

  「哎！？」

  「え！？」

  『已经放进洗衣机了，可能要等一段时间才会洗完。怎么办？』

  『洗濯機にもう突っ込んであるから洗い終わるまで時間かかるかも。どうする？』

  「那没关系！我就这样不穿内裤了！我的内裤之后再过来拿，要是觉得不舒服就扔掉吧！」

  「なら大丈夫！　ノーパンのまま失礼するよ！　僕のパンツは後日回収しに来るし気持ち悪かったら捨ててもらって構わないよ！」

  

  

  　我赶紧换回制服，借来的衣服……叠好放进篮子里。

  　さっさと制服に着替え直し、借りた服は……畳んで代わりにカゴに入れておく。

  

  

  「那我先走了！还有，我觉得在男人面前露出内裤不太好！」

  「じゃあ失礼するから！　あと、男の前でパンツ丸出しスタイルは良くないと思うよ！」

  「啊？露出内裤？」

  「は？　パンツ丸出し？」

  「与其说露出，其实没看到，但你只穿了卫衣吧！这样不好，是处男杀手！」

  「丸出しというか、見えてはいないけどそれパーカーだけでしょ！　良くないからねそういうの、童貞キラーです！」

  「你是处男？」

  「童貞なん？」

  「啊……」

  「あっ……」

  「而且，我可没只穿卫衣」

  「てか、パーカーだけじゃないし」

  

  

  　我换好衣服蹲在玄关穿鞋，小依啪嗒啪嗒地走过来站在我背后。

  　服を着替えて玄関でしゃがんで靴を履こうとしていたら、ペタペタと小依くんが歩いてきて僕の背後に立った。

  

  

  「你看，下面还穿着短裤呢」

  「ほら。下にショーパン穿いてるよ」

  

  

  　小依在我眼前，掀起了卫衣的下摆。

  　小依くんが僕のすぐ目の前で、パーカーの裾をペラっと捲ってきた。

  　她确实穿着灰色的短裤，但这个动作，加上白皙恰到好处的大腿，以及隐约可见的肚脐，三连击让我又站不起来了。

  　確かに灰色で紐の結ばれたショートパンツを穿いていた。けれど、その仕草と白くて程よく太く柔らかそうな太ももと、少し見えてしまっているへその三連コンボにやられてまた立ち上がれなくなってしまった。

  

  

  「……你不回去吗？」

  「……帰んないの？」

  「回不去」

  「帰れないの」

  「有东西忘拿了？」

  「忘れ物？」

  「……你先把下摆放下来吧」

  「……裾から手を離そうか」

  「唉，好吧」

  「はあ。分かった」

  

  

  　她放下下摆，卫衣的布料盖在短裤上，看不见了。奇怪，映入眼帘的肌肤面积明明减少了，色情度却完全没有降低。

  　裾から手が離れ、パーカーの布が彼女のショーパンの上に被さって見えなくなる。おかしいな、目に映る肌面積は減った筈なのに全然エロさが軽減してないや。

  

  

  「……小依，你全都是无意识的吗？是自然而然的？」

  「……小依くん、全部無自覚なの？　素でやってる？」

  「啊？无意识？……你在说什么？」

  「は？　無自覚？　……何の話？」

  「看来是无意识的。之后再认真提醒她吧」

  「無自覚っぽいなぁ。後日ちょっと真剣に注意しようかな」

  「哎！？什、什么啊！让她住下来确实是我任性，但朋友之间经常这样吧！」

  「え！？　な、なんだよ！　確かに泊まらせたのはワガママだったけど、そんなの友達同士ならよくある流れだろ！」

  「男生之间的话」

  「男同士ならね」

  「小时候我们也经常玩到在你家过夜啊！」

  「子供の頃もよく遊んだ流れでお前ん家泊まってたじゃん！」

  「小时候是吧。还有，我们都是男生」

  「子供の頃はね。あと、男同士だったからね」

  「我都说我是男生了」

  「俺は男のままだっつってんだろ」

  「内在是吧」

  「中身はね」

  「啊？你什么意思，想吵架吗？」

  「あ？　何お前、喧嘩売ってんの？」

  

  

  　小依同学蹲下来，近距离瞪着我的脸。从短裤的缝隙间隐约可见的布料，是内裤吗。那不就等于没穿吗……。

  　小依くんがしゃがんで僕の顔を至近距離で睨んでくる。ショーパンの隙間から見える布はパンツかな。穿いてる意味ないじゃん……。

  

  　之后，我用“我把你当重要的男性朋友！”这句话安慰了不知为何心情不好的小依同学，分散了股间的血液，得以移动，然后快步逃离了小依同学的家。

  　その後、何故か不機嫌になった小依くんを何とか「男友達として大切に思ってるよ！」と言って宥め、股間の血液を分散させて移動できるようにして早足で小依くんの家から脱出した。

  

  　今天我没有排班。我撒谎蒙混过关，迅速回家，然后一直自慰到天亮。

  　バイトのシフトなど今日は入っていない。嘘でその場しのぎをして迅速に帰宅した僕は、そこから夜が明けるまで自家発電に興じた。

  

  　在小依同学家度过的时间，让我有了各种各样的素材，所以兴奋了一整天都没平息。因为射精射到几乎要得无精子症，之后我累了一整天，周日的记忆几乎都没有了。

  　小依くんの家で過ごした全ての時間がオカズの目白押しだったせいで、一日をかけても全然興奮は収まらなかった。無精子症になる勢いで出したせいで、そのあと一日ぐったりしてしまって日曜日の記憶はほとんどなかった。

 
  31話「匂い」

  第31话「气味」

  　水濑不知为何显得很慌张，就这么回自己家了。我自己也觉得昨天的邀约方式有点强硬，但有必要那么在意吗？

  　何故かやたらと焦った様子で水瀬は自分の家へと帰っていった。昨日の誘い方はやや強引ではあったと自分でも思うが、それでもあんなに気にするような事だろうか？

  

  　明明是水濑自己说我们是朋友的，我想要做朋友会做的事，她却不肯配合，这样的人有问题吧。又不是什么不好的提议，被那么坚决地拒绝，我也会难过啊。真是的。

  　友達だって言ってきたのは水瀬の方からなのに、友達っぽい事をしようとすると乗ってくれないってのは人としてどうなのか。悪い提案をしてる訳でもないのにあんなに断固断られたら悲しくなるっつの。まったく。

  

  　我吃完剩下的麻婆豆腐，洗好碗盘，整理在身体无法动弹的期间累积的垃圾，打扫房间。

  　俺は余った麻婆豆腐を食い終え、食器を洗い、体が動かせなかった間に溜まったゴミを纏めたり部屋の掃除をしたりする。

  

  　十分钟就腻了。不扫了不扫了。我关掉吸尘器。

  　10分で飽きた。やめやめ。掃除機を止める。

  

  

  「来洗衣服吧。」

  「洗濯機は回すか」

  

  

  　我心想至少该做些最低限度该做的事，走到洗衣机旁，准备洗衣服。

  　必要最低限の事はやっておこうと思い、俺は洗濯機の元まで行って洗濯の準備をする。

  

  

  「……啊，是那家伙穿过的衣服。」

  「……あっ、アイツが着てたやつだ」

  

  

  　洗衣机发出喀啦喀啦的声响时，我坐下来滑手机，结果看见叠好的大尺码两件式套装。那是水濑换上制服前一直穿在身上的衣服。

  　洗濯機がゴトゴト鳴っている間、座ってスマホをいじろうとしたら畳まれたオーバーサイズのセットアップが目に入った。水瀬が制服に着替えるまでずっと身に付けていた服だ。

  

  

  「还特地叠好放在不会碍事又显眼的地方，教养也太好了吧。」

  「わざわざ畳んで邪魔にならず分かりやすい所に置いておくとか、育ちよすぎるだろ」

  

  

  　虽然我没注意到，直接把衣服丢进洗衣机就是了。

  　まあ気付かずにそのまま洗濯機を回してしまったのだが。

  

  　收养水濑并养育他长大的水濑的姑姑，股价上升了。那个人从小时候开始就是个好人呢。难怪水濑会堕落。

  　水瀬を引き取りその後の養育までしていた水瀬の叔母さんの株が上がる。子供の頃から一貫して良い人なんだよな、あの人。そりゃ水瀬も光堕ちするわけだ。

  

  

  「好温暖……」

  「温かい……」

  

  

  　我拿起水濑穿过的衣服，他的体温传到手上。

  　水瀬の着ていた服を手に持つと、彼の温もりが手に伝わった。

  

  　我闻了闻水濑穿过的套装上衣，有他的味道。

  　俺は水瀬が着ていたセットアップの上の匂いを嗅ぐ。ちゃんと水瀬の匂いがする。

  

  　……这味道好闻到会让人上瘾。他很在意汗味，所以有好好保持清洁。是不是也很注意饮食呢？这味道让人很安心。

  　……なんか癖になる良い匂いだ。結構汗とか気にしてたし清潔にしてたもんな。食い物とかにも気を使ってるのかな、なんか落ち着く良い匂いする。

  

  

  「……我好像变态哦？」

  「……俺、変態みたいじゃね？」

  

  

  　我采取行动后才注意到。闻来过夜的客人穿过的衣服，这行为很像有严重性癖的人吧？

  　行動を取ってから気付いた。泊まりに来ていた客の来ていた服の匂いを嗅ぐって相当歪んだ性癖持ってる人みたいじゃない？

  

  　……不，味道好闻是事实，所以没关系吧。如果味道很臭，就会被贴上恶臭癖这种重口味的属性，但又不是恶臭。闻起来好闻就会想闻嘛。

  　……いや、まあでも良い匂いなのは事実なわけだし別に良いよな。これで臭かったら悪臭フェチとかコアすぎる属性つくけど、別に悪臭じゃないもん。いい匂いなら嗅ぎたくなるよな。

  

  

  「……吸——」

  「……すーーーっ」

  

  

  　反正没人看到，也不会被责备，所以没关系吧。我为了尽情闻味道，用手和脸夹着衣服深呼吸。

  　誰も見てないし、咎められもしないから別にいいよね。俺は思い切り匂いを嗅ぐ為、手と顔でその服を挟み深呼吸をした。

  

  

  「…………！」

  「…………ッ」

  

  

  　咦，真的好香。这是什么，有种柔软又轻飘飘的味道。我超喜欢这个味道的，这是什么？？

  　え、まじで良い匂いするんだが。なにこれ、柔らかくてふわふわする匂いする。めっちゃ好きなんだけどこの匂い、なんなん？？

  

  

  「……！」

  「……っ」

  

  

  　我想起早上起床时的事。那时也是，因为睡觉时翻身，水濑的背就在眼前，有股好闻的味道。

  　朝起きた時を思い出す。あの時も、寝ている間に寝返りを打ったせいですぐ目の前に水瀬の背中があって、いい匂いがしたんだよな。

  

  　……总觉得，好想一直闻下去。

  　……なんか、ずっと嗅いでいたい。

  

  　虽然没人看到，但有股悖德感袭来，让我往周围偷瞄。除了自己映在镜子里的身影外没有其他人影，这是当然的。

  　誰も見てないけど、背徳感が襲ってきたので周囲をチラチラ見てしまう。鏡に反射した自分以外に人影は無い、当たり前である。

  

  　我脱下连帽衫，只穿着内衣，穿上水濑穿过的前扣式衣服。

  　パーカーを脱いで、一度ブラだけの姿になって水瀬の着ていた前チャックの服を着た。

  

  

  「明明说别人变态，我这样也相当糟糕啊……」

  「人に変態って言うくせに、これは相当終わってるよな……」

  

  

  　穿上水濑穿过的衣服，被水濑的味道包围。咿——感觉好奇怪。虽然那家伙说男女之间怎样怎样，但要是被她看到我这样，我们的友情绝对会破裂……

  　水瀬の着ていた服を着て、水瀬の匂いに包まれている。ひえー、なんか、変な感じする。アイツは男女がどうとか喋ってたけど、こんな所見られたら絶対に友情破綻するな……。

  

  　我顺势闻了水濑穿过的裤子，这味道也很好闻……总觉得，脑袋一片空白。

  　そのまま勢いで水瀬の穿いていたズボンの方に匂いを嗅いだらこれまたいい匂いがした。……なんか、頭がボーッとする。

  

  　我闻了一阵子，洗衣机就停了，我中断变态行为，把衣服移到别的篮子里，移动到阳台。我拉直湿掉的衣服晾起来，回到洗衣机处，把内衣裤放进洗衣袋里，准备洗衣服。

  　しばらく匂いを嗅いでいたら洗濯機が止まったので、変態行為は中断して中身を別のカゴに移しベランダに移動する。濡れた洗濯物を伸ばして干して、洗濯機の所まで戻り今度は下着を洗濯する為にネットに入れる。

  

  

  「啊，那家伙的内衣……」

  「あっ、アイツの下着……」

  

  

  　这么说来，我原本想说男用内衣也要放进洗衣袋里，所以放在别的地方……虽然有点抗拒跟我的一起洗，不过也嫌麻烦，一起洗也无所谓吧。

  　そういえば、男物の下着もネットに入れるのかと思って別の所に置いていたんだった。……俺のと一緒に洗うのは少し抵抗があるが、まあ面倒だし。別に一緒でいいかな。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　别这样。我对自己这么说。

  　やめておけ。そう自分に言い聞かせてはいた。

  

  　闻内衣的味道，这实在太过头了，我不得不承认自己有异常癖好。我自己也觉得这太超过了。

  　下着の匂いを嗅ぐのは流石に度が過ぎた異常性癖持ちだと自負せざるを得なくなる。普通にキツすぎる、そう自分でも思っていた。

  

  　实际上，要是有「我喜欢闻异性内衣的味道」的人，我也会认定他是异常者，退避三舍。明明觉得会退避三舍，现在我却抓着水濑穿过的四角裤，拿到面前。

  　実際、「異性の下着の匂いを嗅ぐのは好きなんです」なんて人が居たら、俺はそいつに異常者認定を下すだろうし、ドン引きすると思う。ドン引きすると思っているのに、今俺は、水瀬の穿いていたボクサーパンツを摘んで顔の前に持ってきていた。

  

  　……这还是保密到进坟墓好了。我这么想着，慢慢地把四角裤凑近鼻子。

  　……これは、墓まで持ってく秘密にしよう。そう思い、ゆっくり鼻にボクサーを近付ける。

  

  

  「……？」

  「……？」

  

  

  　咦，没有想象中的臭。明明是穿了一整天的内裤，却没有小便味或汗臭味。为什么？

  　あれ、思ったより臭くない。一日穿いていたパンツなのに、小便臭さも生臭さもしない。なんで？

  

  　我不懂。男人不是有种臭臭的印象吗？我看了网络上的东西之后这么觉得。但是完全相反，这是怎么回事？不过大叔之类的，就算是同年龄层，偶尔也会有味道很重的人，不对，女人也一样……。

  　意味が分からん。男ってなんか、臭いイメージあるじゃんネットとか見てると。まるで真逆なんだが、どういう事？　でもオッサンとか、同年代でも時々強烈な臭いする人いるし、いやでもそれは女でも同じか……。

  

  

  「……呜呃。」

  「……うぇっ」

  

  

  　沾到鼻子上了。我真是个白痴，太恶心了……但是这里好像有水濑的味道。

  　鼻に付いちゃった。アホやんやば俺キモすぎる。……っ、でもここなんかすっげぇ水瀬の匂いするわ。

  　总觉得，一直闻的话好像会变得怪怪的……好像有这种感觉。说不定。

  　なんか、ずっと嗅いでたら変な気分になってきた……気がしないでもない。かもしれない。

  

  

  「……反正没人看到。」

  「……誰も見てないし」

  

  

  　没错，这里是我家。在我家，私人空间里，不用在意周遭的目光吧。

  　そう、ここは俺の家だ。俺の家で、プライベート空間なのだから、周りの目を気にしなくてもいいじゃないか。

  

  　……只、只闻一次的话，没关系。谁都会有尝试看看的时候。我并不是有这种兴趣，所以这还在普通行动的范围内吧。

  　……い、一回だけなら、別に。物の試しにってのは誰にでもある事だし。そういう趣味になった訳では無いから、これは普通の行動の範疇だよな。

  

  　我不是变态。我这么对自己说，就这样回到房间。

  　俺は変態ではない。そう自分に言い聞かせ、そのまま部屋に戻った。

  

  

  

  

  「好久没上学了呢～身体状况没问题吗？」

  「久しぶりの登校だね〜。体調大丈夫？」

  「嗯，如你所见，活蹦乱跳！」

  「おう、見ての通り元気ピンピン！」

  「那就好。那今天就来场久违的女生聚会吧！！！」

  「それはよかった。じゃあ今日は久しぶりに女子会だあ！！！」

  「那不是说等考完试之后再办吗～真麻烦。」

  「それはテスト終わったあとにやろうって話だったじゃんね〜もかち」

  「我讨厌考试！」

  「テスト嫌だあ！」

  

  

  　时隔一周，我和桃果还有结乃一起上学。本周二，也就是明天开始考试，今天是正常上课的最后一天。

  　約一週間ぶりに桃果と結乃と登校する。今週の火曜日、つまり明日からテストが実施されるので、今日は通常授業最後の日である。

  

  

  「话说结乃啊，你不是和田中君一起上学的吗？」

  「てか結乃さ、田中くんと一緒に登校してんじゃなかったん？」

  「哈！？　你，你在说什么啊？小依依」

  「は！？　な、なんの話？　こよりん」

  「根据小桃网络得到的情报，你调整了出门时间，早上和田中君碰面了」

  「もかちネットワークが得た情報によると、朝バッタリ田中くんと会うように時間を調整して家を出てるってデータが取れたんだけど」

  「这是怎么回事呢」

  「そこん所どうなってるんすか」

  「混进女生圈子里真的好吗？」

  「女の輪に混ざってていいんすか？」

  「不去见心爱的他吗？」

  「愛しの彼に会いに行かないのかな？」

  「叼着面包在路口等他比较好吧？」

  「食パン咥えて角待ちしていた方がいいんじゃないかな？」

  「「进展如何了呢？」」

  「「進捗どうですか〜？？」」

  「烦死了！？　为什么你们在逼问别人的时候这么有默契啊！？　小依依和小桃性格都好差！」

  「うっざ！？　なんであんたら人に詰める時だけ息ぴったりなのさ！？　根本が性格悪いんだよこよりんももかちも！」

  「我们被说了很过分的话呢」

  「酷いこと言われてるね私達」

  「是啊。明明我们在为结乃的恋情加油」

  「ね。あたし達は結乃の恋を応援してるのに」

  「只是在起哄吧……田中有社团活动」

  「冷やかしてるだけでしょうが……田中は部活あるから」

  「结乃也是排球部的吧。没有晨练吗？」

  「結乃もバレー部だよね。朝練ないの？」

  「有，但我早上起不来」

  「あるけど私朝起きれないから」

  「这种理由能行吗」

  「そんな理由が通るのか」

  「这就是实力主义社会吧」

  「実力主義社会なんだろうね」

  「别聊我的事了。说说小依依吧」

  「私の話はいいだろー。それよりこよりんの話しよ」

  「我？」

  「私？」

  

  

  　突然被点名吓了我一跳。但桃果似乎知道结乃想说什么，她笑嘻嘻地看向我。

  　急に名を挙げられて驚いた。だが桃果も結乃の言いたい事は分かっているらしく、ニヤつきながらこちらを向いた。

  

  

  「小依依小依依。你和水濑君怎么样了？关系有进展吗？」

  「小依ちゃん小依ちゃん。水瀬くんとどうだった？　仲は進展したかい？」

  「！我还在想那家伙怎么知道我家地址，原来是你们干的好事……」

  「！　なんでアイツが私の家を知ってんのかと思ったけど、お前らの仕業か……」

  「哼哼哼。当然了」

  「ふっふっふ。勿論だとも」

  「虽然她说当然了。但能不能别擅自到处乱说？这是个人信息……」

  「勿論だとも言うとりますが。勝手に言いふらさないで頂いてもいいすか？　個人情報なんで……」

  「没事。作为交换，我也把水濑君的地址告诉了她。这是个人信息的以物易物」

  「大丈夫。代わりに水瀬くんの家の住所も教えてもらったから。個人情報の物々交換よ」

  「我倒是不需要」

  「要らないな別に」

  「不需要吗？我和结乃都知道水濑君的家哦？」

  「要らないの？　あたしと結乃は水瀬くんの家を知ってるよ？」

  「嘿——」

  「へぇー」

  「小依说他搬到了新家，没招待过我们」

  「小依は招いた事がない新居だって言ってたけど」

  「是学生宿舍吧，这种地方找一下就找到了」

  「学生寮だろ、そんなの探せばすぐだろ」

  「但不知道房间号码吧？」

  「でも部屋番号は分からないよね？」

  「……」

  「……」

  「我和结乃打算暑假或者寒假去水濑君家打扰一下呢」

  「あたしと結乃は夏休みとか冬とか、水瀬くんの家にお邪魔しようかな〜って思ってるけど？」

  「哈？为什么！」

  「は？　なんで！」

  「为什么？有什么好奇怪的？去关系好的朋友家不是很正常吗？」

  「なんで？　なんでとかいる？　仲良くなった相手の家に行くのは別に普通の事じゃない？」

  「什……」

  「なっ……」

  

  

  　虽然确实如此，但那是男人的家啊……？女人去男人家，这……

  　いやまあ確かにそうかもしれないけれど、男の家だよ……？　女が男の家に押し掛けるって、そんなの……。

  

  

  「去，去他家干什么啊」

  「な、なにすんの。アイツの部屋に行って」

  「谁知道呢？应该就是普通地玩玩吧」

  「さあ？　普通に遊んだりするんじゃないかな」

  「我和小桃，还有水濑君三个人一起」

  「私と、もかちと、水瀬くんの三人でね」

  「三个人……」

  「三人で……」

  「两个女生，一个男生呢」

  「女二人、男一人だね」

  「……你想说什么啊」

  「……何が言いたいんだよ」

  「没什么哦？」

  「べっつに〜？」

  

  

  　这个话题到此为止了……我并没有在意什么，而且不用想也知道，她们是为了捉弄我才这么说的。

  　そこでその話題は打ち止めとなった。……別に、何も気になってなどいない、てか俺をからかう為に言っているのは考えなくても分かるし。

  

  　但是，三个人里只有我不知道那家伙的房间，感觉有点不公平。明明和那家伙是真正的朋友的，应该是我啊。

  　でも、三人の中で唯一俺だけアイツの部屋を知らないというのはなんか不公平に感じた。アイツとちゃんと友達やってるのは、俺の筈なのに。

  

  

  「……啊」

  「……あっ」

  

  

  

  　到了学校，和她们两个边走边聊的时候，水濑走过来了。

  　学校に着き、二人と雑談しながら歩いていたら水瀬が歩いてきた。

  

  

  「啊，早，早上好，小依」

  「あ、お、おはよ。小依ちゃん」

  「哦。早上好……」

  「おう。おはよ……」

  

  

  　……唔。想起了昨天的事。水濑的味道……我低下了头。

  　……っ。昨日の事を思い出してしまった。水瀬の匂い……。顔を伏せる。

  

  

  「哎呀？两个人同时移开了视线呢，盐谷同学。这到底是怎么回事呢」

  「おや？　二人同時に目を逸らしましたよ塩谷さん。これは一体どういう事なのでしょう」

  「是啊。问这个就太不识趣了呢，间山同学」

  「そうですねぇ。聞くのは野暮という事でしょうな、間山さん」

  「吵死了！」

  「うるさいな！」

  

  

  　我瞪了她们一眼，她们就发出了假的尖叫。真是些可恶的家伙……！

  　二人を睨むときゃーっと思ってもない悲鳴を上げられた。小憎たらしい奴らだ……！

  

  

  「感冒好了呢」

  「風邪、治ったんだね」

  「托你的福……食物和饮料，谢谢了」

  「おかげさまで……食べ物と飲み物、ありがとね」

  「嗯。好了就好」

  「うん。治ってよかったよ」

  「啊哈哈，太夸张了。哈哈哈……」

  「あはは、そんな大袈裟な。ははは……」

  

  

  　虽然我努力尝试对话，但水濑的体味飘过来，让我无法保持平静，又把脸转开了。别散发出这么好闻的味道啊……！

  　頑張って会話してみたけど、フワッと水瀬の体臭が香ったせいで平気なフリが崩れてまた顔を逸らした。いい匂いやめろまじで……っ！

  

  

  「水濑同学」

  「水瀬くん」

  「嗯？怎么了盐谷同学」

  「ん？　なんだい塩谷さん」

  「左边腰上有两颗痣。你怎么看？」

  「左の腰に二つのほくろ。どう思う？」

  「哎？………………！」

  「え？　………………っ！」

  「！是黑色的！是黑色的痣啊间山老师！」

  「！　黒です！　黒ですよ間山先生！」

  「你，你，你说什么！！！」

  「な、な、なんだってー！！！」

  

  

  　什么……？桃果和结乃突然吵闹起来。说什么左边腰上的痣，到底在说什么啊。水濑为什么突然脸红了？

  　なにぃ……？　急に桃果と結乃が騒ぎ始めた。左の腰のホクロがどうとか言っていたけど、何の話だよ。水瀬はなんで急に顔を赤くしたんだ？

  

  

  「你们在说什么？」

  「何の話してんの？」

  「小依依的痣」

  「こよりんのほくろの話」

  「我的痣？」

  「私のほくろの話？」

  「小依依的后背左侧腰上，有两颗连在一起的痣哦」

  「こよりんね、背中側の左の腰に2つ連なるほくろがあるんだよ」

  「诶，我不知道。毕竟看不到」

  「へぇー知らなかった。見えない場所だし」

  「然后，水濑同学听到我的话，看到小依依的脸就脸红了」

  「で、今水瀬くんは私の発言を聞き、こよりんの顔を見て赤面したわけだ」

  「等等。我知道了，让我解释一下」

  「待って。分かった、説明させて？」

  「恭喜你们！」

  「おめでとう二人とも！」

  「恭喜！！」

  「おめでとう！！」

  「「不是不是不是不是！！」」

  「「違う違う違う違う！！」」

  

  

  　因为她们两个产生了奇怪的误会，我慌忙否定。连制止的声音都和水濑重合了，她们两个又露出了坏笑。

  　二人があらぬ誤解をしそうになったので慌てて否定する。その制止の声まで水瀬とハモったせいでまた二人はニヤニヤと笑みを浮かべる。

  

  

  「我吃了药之后去洗澡，然后就晕倒了。水濑按了门铃，我意识模糊，没确认是谁就把人带进家里……知道我家的人只有桃果和结乃，我没确认是谁就把门打开，然后就倒下了……」

  「薬飲んだ後にシャワー浴びてたら、なんか気絶しちゃって。そこで水瀬が遠隔チャイムを鳴らすから、意識朦朧とした状態で誰かも分からずにマンションの中に通しちまって……私の家知ってる人なんて桃果か結乃くらいだし、誰かも確認せずに鍵を開けたらそこで倒れちゃって……」

  「对，没错！所以那时候，我打开门就看到小依依裸体倒在地上……」

  「そ、そう！　だからその時、ドアを開けたら裸で倒れてる小依ちゃんを見ちゃって……」

  「……咦？你不是说那时候没看到吗？」

  「……あれ？　お前あの時見てないって言わなかった？」

  「！！！？　没，没有啦……」

  「！！！？　い、いやー……」

  「你骗我？」

  「嘘吐いたん？」

  「与其说骗……」

  「嘘というか……」

  「原来如此」

  「なるほどね」

  

  

  　桃果点了点头，抱起胳膊说道。

  　一度頷くと、桃果は腕を組み言い放つ。

  

  

  「这太牵强了吧，水濑同学也太走运了」

  「無理あるでしょ、そんなピタゴラスイッチ。水瀬くんにとって都合が良すぎるよ」

  「哎！？」

  「えぇ！？」

  「走运，才没有……」

  「都合が良いって、別に良くはないだろ……」

  「看到美少女的裸体，这种幸运色狼事件，是所有男人梦寐以求的展开啊，小依。如果真的有这种像青年杂志一样，不带任何意志的幸运色狼事件，我会诅咒神明的。我也想偶然看到小依的裸体啊！」

  「美少女の裸を見るなんてラッキースケベ、全男が望んでやまない展開だよ小依。そんな青年誌じみた、意志の介在しないラッキースケベがあるとしたら、あたしは神を呪うよ。あたしだって偶然小依の裸を目撃してしまいたい！」

  「我们不是一起洗过澡吗」

  「一緒にシャワー浴びたことあるじゃん」

  「不对！那不是偶然！那一点都不色情！！」

  「違う！　偶然じゃないでしょ！　そんなの全然エロくないよ！！」

  

  

  　是吗？对我来说，和桃果还有结乃一起洗澡，可是让我兴奋了好几次的色情素材啊。

  　そうなのか。俺にとってはバリバリのエロオカズになったけどな、桃果や結乃と一緒に入るお風呂。何回も使ったし。

  

  

  「所以，你的证言是假的。这种概率低到天文数字的奇迹，不可能偶然发生！日常生活中发生的奇迹不是偶然，而是必然，也就是说其中必然有意志介入！」

  「よって、その証言は嘘だよ。天文学的確率で起こり奇跡に近い所業は偶然には起こり得ない！　日常に起こる奇跡は偶然ではなく必然、つまりそこには意志が介在する！」

  「抱歉，我脑子不好，听不懂你在说什么」

  「ごめん、僕頭悪いから何言ってるのか分からない」

  「我也不懂。桃果，你在说什么？」

  「私も分からない。何言ってんの？　桃果は」

  「嗯嗯，就是说啊。运气好遇到色情事件，太狡猾了，桃桃」

  「うんうん、そうだよね。運良くエロハプニングに遭遇するとか、狡いもんな。もかち」

  「就是这么回事！」

  「そういう事！」

  「到底是怎么回事啊」

  「どういう事だよ」

  

  

  　结乃一脸理解地点着头，但你绝对只是在随便附和吧。只是为了维持二对二的局势，才在看气氛吧。

  　理解者顔で首を縦に振っているが、絶対テキトーに合わせてるだけだろ結乃。二対二の構図を維持する為に空気読んでるだけだろ。

  

  

  「……我姑且能拿出昏倒的证据。我家的煤气，为了防止长时间使用导致事故，会暂时停止供气，然后留下记录」

  「……一応、私が気絶して倒れてた証拠は出せるけどね。うちのガス、長時間出し続けると事故防止のために一度ガスが止まってその時の記録が残る仕組みになってるし」

  「唔……」

  「むっ……」

  「我可以用煤气异常的观点来巩固自己的发言，但桃果除了『狡猾所以是假的！』之外，还能拿出什么证据吗？我倒在地上，所以能看到腰上的痣。你能推翻这个论点吗？」

  「こっちはガスの異常という観点で私の発言の証拠固めは出来るけど、桃果のは『狡いから嘘だーっ！』って論以外になにか用意出来るかね？　うつ伏せに倒れていた、だから腰のほくろは見られていた。この論を覆す事はできるかな」

  「咕唔唔……」

  「ぐぬぬ……」

  

  

  　桃果不甘心地低吟。为什么要不甘心地低吟啊。她就这么想相信我和水濑已经既……做过那种事了吗。

  　悔しそうに唸る桃果。なぜ悔しそうに唸るのだろうか。そんなに俺と水瀬が既セ……そういう事をやっていたって思いたいのだろうか。

  

  

  「……楼梯君」

  「……階段くん」

  「嗯」

  「はい」

  

  

  　桃果用昵称叫水濑，水濑则正常地回应。楼梯君这个昵称没问题吗，连吐槽都不吐槽一下吗。桃果拉低水濑的身子，用手遮住声音，对水濑耳语。

  　桃果が水瀬をあだ名で呼ぶ、水瀬は普通に返事した。いいのか、あだ名階段くんで。せめてものツッコミも無いのか。桃果は水瀬の左腕を引っ張り低い姿勢にさせると、手で音を遮るように耳打ちした。

  

  　……太近了吧？突然这么做，水濑会吓到的。

  　……近くね？　いきなりそんな事されたら水瀬驚くだろ。

  

  

  「……嗯？」

  「……ん？」

  

  

  　水濑听完桃果的耳语，把脸从桃果耳边移开，一脸不明所以地歪着头。

  　何かを耳元で告げられた水瀬は、桃果から顔を離すとよく分かっていなさそうな顔をして首を傾げた。

  

  

  「…………嗯。结乃，看来这次是我们太早下定论了」

  「…………ふむ。結乃、どうやら今回はあたしらの早とちりだったみたい」

  「咦，真的吗」

  「あれ。まじか」

  「真的真的，楼梯君好像真的只看到小依的背」

  「まじまじ大まじ、階段くんは小依の背面しか見てなかったのは本当みたい」

  「等等，你刚才说什么，你对水濑说了什么」

  「待って？　何その発言、今水瀬になんて言ったの」

  「秘密」

  「秘密〜」

  「……水濑」

  「……水瀬」

  

  

  　我抓住水濑的左臂，抬头看向她。

  　水瀬の左腕を掴んで顔を見上げる。

  

  

  「她对你说了什么」

  「なんて言われたの」

  「呃，她说，大腿内侧有割伤」

  「え、なんか、内腿に切り傷って」

  「！？桃果！！」

  「っ！？　桃果〜！！」

  

  

  　大腿内侧有割伤，那是我某次想割腕时，不小心让美工刀掉下去，在大腿根部留下的割伤。

  　内腿に切り傷、それは俺がある時リスカしようとした時にカッターを落として、足の本当に付け根の部分に出来た切り傷の事だった。

  

  　那伤痕真的只在双腿之间，而且颜色很淡，正常情况下绝对看不出来。知道这件事的，只有和我一起洗澡时想性骚扰我的桃果和结乃。

  　本当に足の間の僅かな間隔しかない傷だし、色もうっすらだからそれは普通にしてる分には絶対に分からない。それを知ってるのは、一緒に風呂入った時にセクハラをしようとしてきた桃果と結乃だけである。

  

  

  「哎呀～因为嘛，那伤痕，不把腿这样抓着张开的话就看不见嘛？要是对这个有反应，不就证明你做过那种事了吗」

  「いや〜だってさ？　あの傷、足をこう掴んでガバッ！　ってしないと見えないじゃん？　これに反応するとしたら、そういう事をした証拠になるじゃんね」

  「你，你白痴吗！？你都跟她灌输了些什么啊！」

  「ば、馬鹿じゃないの！？　なんて事を吹き込んでんだよ！」

  「咦？抱歉，我到现在还是不知道你在说什么」

  「え？　ごめん、未だになんの事か分かってないんだけど、僕」

  「不知道最好！！！！」

  「分からなくていいよ！！！！」

  

  

  　我抓住桃果和结乃的手，把她们从水濑身边拉开。她们两个都对我说「哎呀哎呀哎呀」。居然敢耍我，你们这两个粉红怪兽……！！

  　桃果と結乃の手を掴んで水瀬から離れる。二人とも俺に「あらあらあら」と言っている。コケにしやがって、このピンクモンスター共……！！

 
  32話「夏休み」

  第32话「暑假」

  　暑假，我加入了。

  　夏休みに、入ったよ。

  

  　于是，高中生活的第一个暑假，就从打扫学校的泳池开始了。

  　という訳で、高校生活最初の夏休みは学校のプール掃除から始まった。

  

  

  「每个角落都要打扫干净哦」

  「ちゃんと隅々まで綺麗にしなさいよー」

  「「「好」」」

  「「「はーい」」」

  

  

  　体育成绩不好的学生，像我这样参加率低的学生，还有少数自愿参加的学生，都回应了体育老师的指示。

  　体育の成績が芳しくない生徒、俺のように参加率の悪い生徒、後は自主的に集まってくれた少数の生徒が体育教師の言葉に返事をした。

  

  

  「真是的，为什么暑假还得来学校啊……」

  「ったく。なんで夏休みなのに学校に来なきゃならないんだよ……」

  「还不是因为你没好好上课？你也不用那么在意自己胸小吧」

  「ちゃんと授業に参加しないからでしょー？　そんなに気にするかね、乳が貧しいこと」

  「我才没在意！」

  「気にしてないわ！」

  「泳装什么的从小学开始就穿过了吧，小依依你太害羞了啦」

  「水着なんて小中の頃から来てたっしょ。こよりんちょっと恥ずかしがりすぎー」

  「呜……」

  「うぅ……」

  

  

  　桃果的体育成绩不高，暑假期间也因为美术社的社团活动需要来学校，所以为了提高成绩参加了泳池打扫。结乃是来嘲笑我和桃果的，中午会去体育馆。

  　桃果は体育の成績があまり高くなく、夏休み中も美術部の部活動関係で学校に足を運ぶ事もあるということで成績を稼ぐ為にプール掃除に参加している。結乃は俺と桃果を冷やかしに来ていて、昼には体育館に移動するとのこと。

  

  　我们穿着体操服，穿着拖鞋，拿着刷子一边放水一边刷泳池底部。这样乱刷有意义吗。

  　体操服姿にサンダルを履いて、各々がブラシを持ち放水しながらプールの底を擦る。バラバラに擦ってて意味あるのかなぁ。

  

  

  「话说，泳池开放前不是打扫过了吗？暑假期间打扫泳池有意义吗？」

  「てかさ、プール開き前にも清掃ってしてる訳じゃん？　夏休み中にプール清掃する意味あるん？」

  「暑假结束后还要上课，所以需要定期打扫」

  「夏休み明けも授業あるから定期的な清掃がいるんだってよ」

  「让游泳部来打扫不就行了」

  「水泳部にやらせりゃいいじゃん」

  「游泳部用的是另一栋楼的室内泳池，不会来用这么小的泳池吧」

  「水泳部は別棟の室内プール使ってるじゃん。こんな小さなプール使わないでしょ」

  「咕努努努努……」

  「ぐぬぬぬぬ……」

  

  

  　无法接受，泳池有一个不就行了！居然在设施上花钱，太奢侈了吧。

  　納得行かぬ、プールなんて一つでいいじゃんか！　施設に金使いやがって、素敵かよ。

  

  

  「话说天气这么热，亏你能若无其事地穿着运动服啊。真厉害啊小依依」

  「てかこんな暑いのによくジャージなんか平気で羽織れるよね。すごいな小依」

  「烦死了。我一点都不若无其事啊。我可是手腕小提琴啊」

  「やかましいわ。全然平気じゃないが。こちとら手首バイオリンなんじゃ」

  「你的手腕好像能进行鳃呼吸呢」

  「エラ呼吸出来そうな手首してるもんね」

  「别说了？好恶心。我光是想象就起鸡皮疙瘩了」

  「やめて？　グロいって。想像して鳥肌立ったわ今」

  

  

  　别在我的自虐梗上再加梗啊。

  　こっちの自虐ネタに更にネタを被せてくるなよ。

  

  

  「来打冰壶吧！」

  「カーリングしようぜ！」

  

  

  　远处的男生集团说出了这种话。打扫泳池还打冰壶，又不是泳池开放前，泳池也没那么滑，他们这么兴奋吗？

  　離れた所で男子の集団がそんな事を言い出した。プール掃除でカーリングて、プール開き前では無いから別にそこまでヌメってないのに盛り上がるのか？

  　泳池边有女生在拍跳舞视频，还有别的地方有在玩手机游戏的集团。认真打扫的学生只有极少数。

  　プールサイドではダンスしてる動画を撮る女子連中がいて、また別の場所にはスマホゲームをしている集団がいる。真面目に掃除してるのは極小数の生徒だけだった。

  

  　不过，泳池也没那么脏，说实话也不需要这么多人，但被人使唤的感觉还是让人很不爽。我也配合班上的伙伴们，染上朱红色偷懒吧。好麻烦。

  　まあ、そこまで酷く汚れてる訳でもないし正直ここまで人数が必要だとも思えないが、それはそれとして人に使われてる感じがしてなんか嫌だな。俺もクラスの仲間達に合わせて、朱に交われば掃除サボろうかな。面倒臭いし。

  

  

  「上吧！嘿呀」

  「行くぞ！　おりゃっ」

  「呜哦！？」

  「うぉっ！？」

  

  

  　男生用拖把打出了刷子……他们不知道冰壶吗？硬要说的话，这更像是冰球吧。

  　男子がタワシをモップで打ち放つ。……カーリングを知らないのか？　どちらかといえばホッケーじゃん。

  

  　而且，用拖把打出去的刷子撞上了其他男生的拖把，加速飞了过来。刷子笔直地飞向了桃果，我慌忙拉住桃果的手。

  　てか、モップで打ち放ったタワシが勢いよく動かしていたほかの男子のモップに当たったせいで加速してこちらに飛んできた。一直線に桃果の方に向かっている、俺は慌てて桃果の手を取り引っ張った。

  

  

  「危险！」

  「危なっ！」

  

  

  　结乃用拖把把飞来的刷子打了回去。虽然嘴上说着危险，但她却用上了腰部的力气，全力挥出的刷子画出了一条直线，击中了发起攻击的男生的脑袋。

  　飛んできたタワシを更にモップで打ち返す結乃。危なっと言ってる割にはしっかり腰の入ったフルスイングで打ち抜かれたタワシは直線を描いて、発端の男子の頭にスコンっと当たった。

  

  

  「哦，好球」

  「おー、ナイスショット」

  「嗅嗅」

  「すんすん」

  「……你在干什么啊，桃果」

  「……何やってんの、桃果」

  「吸猫」

  「猫吸い」

  「顺带一提，我不是猫」

  「私は猫じゃないんだよね。ちなみに」

  

  

  　为了不让刷子打到自己，桃果凑到我身后，用鼻子蹭着我的后脑勺。真希望她别这样。

  　タワシが当たらないように寄せた桃果が俺の後頭部に鼻をつけて鳴らしていた。やめてほしいなあ。

  

  

  「好疼……你干什么啊，盐谷！」

  「いってえ……何すんだよ塩谷！」

  「有危险逼近，我只是帮你挡了一下而已哦？」

  「危険が迫ってきたから火の粉を払っただけですけど〜？」

  「你明明可以直接打落它吧！？你明显是瞄准了我打回来的吧！？」

  「ただ打ち落とせばよかっただろ！？　明らかにこっちに狙いを定めて打ち返したよね！？」

  「不不不，怎么会呢。我只是身体下意识地动了」

  「いえいえまさかそんな。咄嗟に体が動いたんだよ」

  「骗人！你明明是好好抬起脚，踩稳地面才打回来的！」

  「嘘つけ！　しっかり足上げて大地踏み締めて打ち返してたやんけ！」

  「嘿呀」

  「えいやっ」

  「咕哇！？」

  「ぐわっ！？」

  

  

  　结乃毫不犹豫地扇了怒气冲冲地朝这边走来的男生一巴掌。他因为事发突然，像电视剧里一样倒了下去，真有趣。

  　怒りながらこちらに歩いてきた男子の顔面を一切の迷いなく結乃がビンタした。突然の事にドラマのような倒れ方をしている、面白い。

  

  

  「你干嘛突然打我啊！？」

  「なんでいきなり叩くんだよ！？」

  「我没打你啊？」

  「叩いてないよ？」

  「嗯你忘了刚才发生的事了吗？你不是狠狠地用手打了我吗！」

  「うんお前つい今しがた起きた出来事忘れたんか？　思い切りその手で俺をぶっ叩いてきたやろ！」

  「是Funny bone吧」

  「ファニーボーンだね」

  「Funny bone！？」

  「ファニーボーン！？」

  「小依依，Funny bone是什么？」

  「ファニーボーンってなに、小依」

  「不知道。是Chickeetin bone的亲戚吧」

  「知らね。チキチキボーンの親戚やろ」

  「Chickeetin bone……？」

  「チキチキボーン……？」

  「或者是Chickeetin bangbang」

  「或いはチキチキバンバン」

  「不对不对。Funny bone就是那个，手肘撞到时的麻痹感」

  「離れてる離れてる。ファニーボーンはあれよ、肘ぶつけた時の痺れるやつ」

  「你们这帮辣妹在说什么莫名其妙的话啊！可恶」

  「なに意味分からないこと言ってんだよギャルトリオ！　このっ」

  「嘿」

  「えいっ」

  

  

  　我用拖把扫向了正要站起来的男生的脚，让他摔倒了。

  　立ち上がろうとする男子の足をモップで払って転ばせた。

  

  

  「好疼！别扫我的脚啊冬浦！」

  「いってー！　足払うなよ冬浦！」

  「我没扫啊」

  「払ってないよ」

  「你扫了！你刚才不是用拖把横着扫了我一脚吗！」

  「払っただろ！　横一文字に綺麗にモップを払ってみせただろ今！」

  「是Funny bone哦」

  「ファニーボーンだよ」

  「又是Funny bone！？那是什么啊！？」

  「またファニーボーン！？　なんなんだよそれ！？」

  「是什么？」

  「なんなん？」

  「所以说，就是手肘撞到时的麻痹感啊。小依依，手借我一下」

  「いやだから、肘をぶつけて時の痺れるやつだって。こよりん、手を貸して」

  「？嗯」

  「？　うん」

  

  

  　我听从结乃的指示暂时放下拖把，把手伸了过去，然后被她拉着来到了被我扫倒的男生面前。

  　結乃に言われたのでモップを一時離し手を貸すと、彼女に手を引かれて俺に足を払われた男子の前に連れてかれた。

  

  

  「真是的，搞什么啊……」

  「ったく、なんなんだよ……」

  「山下，别动哦」

  「山下、動かないでね」

  「啊？」

  「は？」

  「小依依，握紧拳头」

  「こよりんは拳握ってね」

  「知道了」「啊？？」

  「わかった」「は？？」

  「听好了，Funny bone就是指这个」

  「いい？　ファニーボーンって言うのは、これの事」

  「好疼」「噗！？」

  「いてっ」「ぶふっ！？」

  

  

  　结乃用硬物敲了敲男生手肘内侧的突起？　的骨头，男生的手臂猛地一用力，握紧的拳头打在了男生的脸上。

  　結乃に肘の内側のでっぱり？　の骨をコンって固いもので叩かれると、腕にビクッと力が入って握り拳が男子の顔面に刺さった。

  

  

  「就是这样。怎么样？」

  「こういう事。どう？」

  「这还能怎么样……山下，没事吧？」

  「いやどうって……山下、大丈夫？」

  「怎么可能没事啊！刚才鼻子被撞到了！感觉鼻子都歪了！」

  「大丈夫なわけあるかい！　鼻行ったぞ今！　ツーンってなってるわ！」

  「对不起啦——」

  「ごめんねー」

  「如果扫帚打中了你，你也会尝到同样的痛苦。这可不好！好好反省吧山下！」

  「タワシがもかちに当たってたら同じように痛い目に遭ってたわけだ。良くないね！　反省しなよ山下！」

  「你就是为了说这个才故意打我的吗！？」

  「それを言う為にわざわざ殴ったのかよ！？」

  「不，我并没有这个意思」「嗯！没错！」

  「いや私はそんなつもりは」「うん！　そう！」

  

  

  　原来是这样。那我宁愿她自己打自己，我的拳头好疼啊。

  　そうなんだ。じゃあ自分で殴ってほしかったかもな、拳痛いんですけど。

  

  

  「比起看到小摩卡捂着头哭喊着好疼好疼，被打一拳要好得多吧？」

  「もかちが頭抑えて痛い痛いって泣いてるの見るより、一発殴られた方がマシっしょ？」

  「…………这倒是没错」

  「…………それは確かに、そうだけどよ」

  「你要玩是你的自由，但别给别人添麻烦。对方也很可怜，你自己也会后悔的」

  「別に遊ぶのは勝手だけど、周りに迷惑をかけるなよ。相手の子も可哀想だし、あんた自身後悔するんだからさ」

  「……」

  「……」

  

  

  　结乃开始认真说教。山下似乎也明白结乃不是在开玩笑，而是真的在生气，于是低着头默默听她训话。

  　なんか結乃による真剣なお説教タイムが始まった。淡々とした結乃の様子に山下もふざけたり逆ギレしたりする空気じゃないと悟ったらしく、視線は下に落としてはいるものの黙って言葉を聞いていた。

  

  

  「……知道了，是我错了。我以后会注意的，继续打扫吧」

  「……分かったよ、俺が悪かった。次からは気をつけるから掃除の続きしようぜ」

  

  

  　其他男生已经开始各自玩了起来，山下却拿起拖把认真打扫。看来结乃的说教起了作用。

  　他の男子は各個別の遊びをし始めているのに山下はモップを取り真面目に掃除に取り組もうとした。結乃の説教がしっかり効いたようだ。

  

  

  「泳池很滑，很危险的」「我知道！我不会再玩了！」

  「プールは滑りやすいし危ないから」「分かってるって！　もう遊ばねえよ！」

  

  

  　山下挥着手敷衍结乃。结乃见状，生气地说“你这什么态度？”。山下无视了她，转身背对我们。

  　山下は「はいはい」と手を振りながら結乃に言う。その返しに結乃は「なんだその態度〜？」と怒りを表していたが、そんな彼女を無視して山下は俺達から背を向けた。

  

  

  「你们两个，小悠老师送慰问品来了哦？」

  「二人とも〜、悠ちゃん先生が差し入れくれたよ〜おっ？」

  

  

  　结乃和我们分开，和其他学生一起认真打扫，然后拿着两份冰激凌跑过来。跑到我身边时，她脚下一滑，桃果的身体离开了地面。

  　俺らと離れて他の生徒らと真面目に掃除していた結乃がアイスを二つ持ってこちらに走ってきた。走ってきて、俺のすぐ近くで足を滑らせて桃果の体が地から離れた。

  

  

  「咕哈！？」

  「ぐはぁーっ！？」

  

  

  　山下正要离开我们，桃果却狠狠地撞上了他的后背。山下向前倒下，桃果则落在了他的身上。

  　俺達から離れようとした山下の背中に思い切り桃果が激突した。前のめりに倒れる山下の上に桃果が着地する形となる。

  

  

  「搞什么啊！！！快让开！！！」

  「なんなんだよもう！！！　離れろよ！！！」

  

  

  　山下被桃果压着，大声叫道。他猛地抬起头，后脑勺撞到了桃果的胸部。

  　桃果に乗られたまま叫ぶ山下。そのまま思い切り顔を上げると、山下の後頭部に桃果の胸が当たった。

  

  

  「哇啊啊啊！！？」

  「わああぁっ！！？」

  

  

  　桃果用手捂着胸部，慌慌张张地从山下身上离开，然后短促地叫了一声，瞪着山下。

  　胸を手で押えてわちゃわちゃした挙動で山下から離れると、桃果は短く叫んで山下を睨んだ。

  

  

  「我不是负责这种事的！！你品味真差！！」

  「あたしはそういう担当じゃないだろ！！　趣味悪っ！！」

  「品味……？你到底想干嘛……」

  「趣味……？　なんなのお前……」

  

  

  　「烦死了！」山下一脸困惑地问道，桃果只回了这么一句，就逃走了。

  　困惑しきった様子で問う山下に「うっさい！」とだけ言って、桃果はどこかへ逃げていった。

  　山下捡起掉在自己脚边的两份被压扁的冰淇淋。

  　山下は、自分の足元に落ちた中身の潰れたアイスを二つ手に取る。

  

  

  「这是你们的吧？」

  「アイス、これ。お前らのだろ」

  「不要。」「给你。」

  「いらない」「あげる」

  「别开玩笑了。别把垃圾塞给被你揍了一顿的人啊。」

  「ざけんな。人をボコボコにした上にゴミまで押し付けるなよ」

  

  

  　山下用鄙视的眼神看着我。虽然我不记得自己有揍他，但把压扁的冰淇淋塞给别人确实不太好。没办法，我只好从山下手中接过两份冰淇淋，同时撕开包装。

  　ジトーっとした目で見られた。ボコボコにした覚えは無いのだが、確かに潰れたアイスを相手に押し付けるのは良くない事だな。仕方ない、俺は山下から二つのアイスを受け取り、同時に封を切る。

  

  

  「山下，张嘴。」

  「山下、口開けて」

  「你是魔鬼吗？」

  「お前鬼か？」

  「果然会被发现啊。结乃——」

  「流石に気付かれるか。結乃ー」

  「来了来了。」

  「はいはい」

  「喂！被发现就来硬的吗！？放开我！！！」

  「おい！　勘づかれたら力ずくかよ！？　離せよ！！！」

  

  

  　结乃绕到山下背后，从背后架住他。山下被牢牢地架住，无法挣脱。我抓住他的脸，强行掰开他的嘴。

  　山下の背後に回り込んだ結乃が彼を羽交い締めにする。しっかり拘束され抜け出せない様子の山下の頬を鷲掴みにして強引に口を開けさせる。

  

  

  「啊——！！」

  「やぇろー！！」

  「别乱动。要是咬到手指，我就踢你蛋蛋。」

  「暴れんなって。指噛んだらちんこ蹴り上げるからね」

  「别乱来，啊！」

  「もがかがっ、がっ！」

  

  

  　我将冰淇淋一点点地靠近开口，将两个袋子的前端塞进山下嘴里，一口气把冰淇淋挤出来。里面是带棒的苏打味冰淇淋，用手指挤出来很简单。

  　中身のアイスを少しずつ開け口に近付け、二つの袋の先端を山下の口に突っ込ませ一気に中身を押し出す。中身は棒付きのソーダ味のアイスであり指で絞り出すのは簡単だった。

  

  　全部挤完后，我将袋子从他嘴里拿开，回收垃圾。结乃见状也松手，山下当场瘫倒在地，手撑在地上发出痛苦的呻吟。

  　全て出し切り、口から袋を離しゴミを回収する。それを合図に結乃も手を離し、その場に崩れ落ちた山下が地面に手を着いたまま悶絶するような音を上げた。

  

  

  「嗯咕……」

  「んごぉっ……」

  「我可能是第一次看到有人吃冰淇淋吃到痛苦呻吟。」

  「アイスを食べて悶絶する人初めて見たかも」

  「是味觉过敏吗？记得好好刷牙哦？」

  「知覚過敏か？　ちゃんと歯ぁ磨きなよ？」

  「才不是！一口气塞两个，冰水跑进奇怪的地方……！」

  「じゃねえわ！　一気に二つ出すから変な所に入って鼻に冷水がっ……！」

  「下次从鼻子塞？」

  「次は鼻から行く？」

  「谁要啊！！」

  「行くかぁ！！」

  

  

  　山下对我怒吼，我便停止捉弄他。再继续下去，他可能会真的生气。

  　怒鳴られたのでそこで山下をからかうのはやめにした。これ以上何かしたら本気で怒られそうだしね。

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  「要不要找新的打工呢……」

  「新しいバイトでも探そうかなー……」

  

  

  　进入暑假后，我排了不少班，但似乎没什么人会来镇上的小旧书店。好无聊。

  　夏休みに入ってから結構高頻度にシフトを入れるようにしたのだが、街の小さな古本屋に足を運ぼうという人は少ないらしい。退屈だ。

  　看书的人应该都是在梅雨季或天气变冷的时候比较多吧。我请假的那段时间或许才是该排班的时候。

  　読書が進むのってあまり外に出ない梅雨の時期や寒くなってからなんだろうな、僕が休んでいた期間にこそシフトを入れるべきだったのかもしれない。

  

  　我开始打工是为了打发住进学生宿舍后的空闲时间，这样就本末倒置了。不过，上学兼打工感觉会让我脑袋转不过来，那样就得换工作了。那样对爷爷……对雇用我的老板很不好意思。

  　学生寮生活になって、暇な時間を潰したくて始めたバイトだったんだけどこれじゃ本末転倒だな。でも学校通っててバイト兼業するのは頭が追いつかなくなりそうだし、そうなるとバイト先を変えないとって話になる。それはじいちゃん……雇ってくれた店主に悪いしなー。

  

  

  「整理也告一段落了……来写POP广告吧。」

  「整頓も一段落ついたし……POPってやつでも描いてみようかな」

  

  

  　小依和爷爷曾一起骂我「这又不是卖东西的店」，所以我把太旧而无法阅读的书整理好，处理掉损坏的书架，放上新的书架，将书本分类，让店内变得容易浏览。既然整理完毕了，接下来应该考虑如何增添色彩，以及增加辅助顾客理解的物品。

  　一度小依くんから、じいちゃん共々に「物売る店の内装じゃないんすよ」って怒られて以降、古すぎて読めなくなった本を片付けたり傷んだ棚を処分して新しい棚を置いてジャンル別に分けたりしてだいぶ店の中は見やすく出来たと思う。整理整頓はやり終えた、なら次は店内の彩りとか、分かりやすさを補助する物の追加を考えるべきだろう。

  

  　试着画画看吧。我准备好复印纸和覆膜机。不对，比起直接覆膜，用厚一点的膜夹起来更容易装饰吧？

  　試しに絵を描いてみよう。コピー用紙とラミネーターの用意をする。いや、紙を直接ラミネートするより分厚めのフィルムを探してそれに挟んだ方が飾りやすいかな？

  

  

  「！欢迎光临！咦，这不是小依吗」

  「！　いらっしゃいませー！　って、小依くんじゃん」

  

  

  　我试着在纸上画出猫模样的角色时，店门嘎啦嘎啦地打开，小依走进店里。上身是普通的T恤，披着学校指定的长袖运动服，下身是体操服的短裤，穿着凉鞋。

  　紙にお試しで猫を模したキャラクターを描き出したタイミングで店の戸がガラガラと開き、小依くんが店に入ってきた。上は普通のTシャツの上に学校指定の長袖ジャージを羽織り、下は体操服の短パンでサンダルを履いている。

  

  

  「刚放学吗？小依是哪个社团的？」

  「学校帰り？　小依くんって何部なの？」

  「舞蹈社」

  「ダンス部」

  「是吗！？啊，不过舞蹈社的朋友确实说过小依的事。说C班有个像精神病的女生」

  「そうだったの！？　あ、でも確かにダンス部の友達が小依くんの事話してたな。C組のメンヘラっぽい子がどうとかって」

  「顺便一提，我只待了一周。那个说坏话的人，能详细告诉我吗？」

  「ちなみに所属したのは一週間だけね。その陰口の話、詳しく教えて？」

  「你退社了啊。那现在是回家社？」

  「辞めてるんかい。じゃあ今は帰宅部？」

  「嗯，没有参加社团活动。所以？告诉我坏话的内容吧」

  「うん、部活動無所属。で？　陰口の内容教えてよ」

  「也不是说坏话……」

  「陰口って訳でもないんだけど……」

  「告诉我吧？」

  「いいから教えて？」

  

  

  　好可怕。她隔着柜台盯着我看。好想用手指戳她的鼻尖。

  　怖いって。カウンター越しに目をじーっと見てくる。鼻の頭指でつんつんしたいな。

  

  

  「我可以实话实说吗？」

  「正直に言ってもいいの？」

  「可以啊。说吧」

  「いいよ。言えよ」

  「……不是我说的，别生气哦？」

  「……僕が言ったわけじゃないから引かないでね？」

  「当然」

  「当たり前だろ」

  

  

  　小依的回答我听得很清楚，于是我把朋友告诉我的话原原本本地说给她听。

  　小依くんの返事をちゃんと聞けたので、僕は友達から聞いた話をそのまま口にする。

  

  

  「他说在楼梯上看到了内裤。还说你穿的是白色内裤，好感度上升了」

  「階段でパンツ見えたって。白いパンツ穿いてて好感度上がったって言ってたよ」

  「……内裤？」

  「……パンツ？」

  「嗯」

  「うん」

  「…………恶心」

  「…………キモ」

  「不是我哦」

  「僕じゃないからね」

  「你也看过我的内裤吧」

  「お前も俺の下着見た事あるだろ」

  「哎。不，楼梯上意外地看不到哦？正常情况下是看不到的」

  「え。いや意外と階段だと見えないものだよ？　普通にしてる分には見えないよ」

  「……在我家」

  「……俺ん家で」

  「别再提这件事了」

  「やめようその話は」

  

  

  　我想起了去探病时的事。糟糕……都不敢正眼看她了。

  　お見舞いに行った時の事を思い出す。やべー……まともに顔見れないよ。

  

  　小依沉默着瞪了我一会儿，然后叹了口气，从袋子里拿出一罐可乐。

  　しばらく無言で睨まれたが、溜め息を吐くと小依くんは持っていた袋から缶コーラを一つ取り出した。

  

  

  「给你，慰问品」

  「ほい、差し入れ」

  「哎？哎呀，谢谢」

  「え？　あら、ありがとう」

  

  

  　因为是卖纸制品的店，所以不能在店里喝碳酸饮料。我接过可乐，放在柜台后面的桌子上。

  　紙媒体を取り扱ってる店だから中で炭酸飲料は飲まないけどね。受け取ったコーラをカウンター後ろの小さな机に置く。

  

  

  「那我回去了。再见」

  「じゃ、帰るわ。またね」

  「啊，嗯。再见～」

  「あ、うん。またね〜」

  

  

  　我这么回答后，小依在店里晃悠了一会儿，然后就离开了……没想到她这么干脆就回去了，要是能陪她闲聊几句就好了。好闲啊～

  　そう返すと、少しだけ店の中をウロウロ歩いた後に小依くんは店から出ていった。……あっさり帰るとは思わなかった、なんか雑談に付き合ってもらえばよかったな。暇だな〜。

  

  　话说回来，小依果然没有参加社团啊。那她暑假都在做什么呢？是和关系好的间山同学和盐谷同学一起出去玩或者旅行吗？

  　というか、やっぱり小依くんって部活無所属なんだ。じゃあ夏休み何してるんだろう。仲の良い間山さんや塩谷さん辺りと遊んだり旅行に行ったりするのかな。

  

  　真好啊，我也想在暑假里和小依一起做些什么～不过我不知道她的联系方式，所以没法约她，而且主动出击的话又很像跟踪狂，所以什么都不会做就是了。神啊，请引发奇迹吧～！

  　いいな、僕も夏休み中に小依くんとなにかしてみたいな〜。まあ連絡先を知らないからアポが取れないし、こちらからアクションを起こすのはストーカーみたいだから何もしないんだけどね。神よ、奇跡を起こせ〜！

  

  

  「你在祈祷什么啊」

  「何を祈っとるんだお前は」

  「我在举行提升等待之人运势的仪式！」

  「待ち人の運勢を上げる儀式をしているんだよ！」

  「快去工作」

  「仕事をせい」

  

  

  　在里面的爷爷探出头来吐槽了。离下班还有六个小时，好漫长啊……。

  　奥に居たじいちゃんが顔を覗かせ突っ込んできた。シフト上がるまであと六時間。長いなぁ……。

 
  33話「日照り」

  第33话「大晴天」

  　好闲啊。

  　暇だ。

  

  　暑假前还抱着「想做这个想做那个」的欲求，一到暑假就一下子消失无踪，无精打采地度过什么都没做的日子，这是经常发生的现象吧。

  　夏休み前に抱いていた「あれがしたいこれがしたい」という欲求が、いざ夏休みに入ってしまうと一気に失せてしまい無気力にダラダラと何もしない一日を過ごすという事は往々にして起こる現象だろう。

  

  　每天都在开着空调的房间里玩游戏。这种无所事事的生活，已经持续了将近一周。

  　ただエアコンの効いた部屋でゲームをやる日々。無為徒食を地で行く生活も、既に一週間に差し掛かった。

  

  　结乃因为社团活动，夏天很忙，桃果好像在和我们去旅行之前，要一个人去很多地方旅行，或是去附近的美术馆和博物馆。

  　結乃は部活で夏は忙しいし、桃果はなんか俺らと旅行に行く日までに色んな所を一人旅したり近場の美術館博物館を巡る旅に出るらしい。

  　真有行动力啊，真不想把指甲垢熬成汤给她喝，而且很脏。

  　アクティブだよなぁ、爪の垢を煎じて飲みたくはないな別に。ばっちいし。

  

  　别看我这样，我的学业成绩本身是高分段，所以打工申请已经通过了。明明特地在暑假开始前去学生指导室拿申请书，却没找到重要的打工地点，每天无所事事。

  　こう見えて俺は学業成績自体は高ランク帯なのでアルバイト申請の許可は下りている。わざわざ夏休み始まる前に生徒指導室行って申請書貰ったのに、肝心のアルバイト先を探さずにぐうたら過ごす日々。

  

  　我最喜欢「时间就是金钱」这句话了。像流水一样把钱哗啦哗啦地丢掉，真的是有钱人的娱乐啊。真爽～

  　時は金なりって言葉大好きだわ。湯水のように金をジャブジャブドブに捨ててんのまじ金持ちの道楽じゃんね。気持ち〜。

  

  　唉～好无聊啊。

  　はぁーあ、退屈だ。

  

  

  「呼啊～」

  「ふわぁ〜」

  

  

  　我一边打哈欠，一边喀嚓喀嚓地动着控制器。画面中，我操纵的角色抓住对手，不停地左右转向，纵横无尽地在场地上来回奔跑。

  　欠伸をしながらコントローラーをカチャカチャと動かす。画面内では俺の操るキャラが相手を掴んでしきりに左右を向きながら縦横無尽にフィールドを駆けずり回っている。

  

  　暑假作业也已经写得差不多了。自由课题类的……提不起干劲。我啪嗒一声躺在沙发上。

  　夏休みの課題ももうだいぶやり進めてしまった。自由課題系は……やる気起きない。パタリとソファーの上に横になる。

  

  

  「……剪个头发吧。」

  「……髪でも切ろうかな」

  

  

  　自从入学典礼前去剪了头发之后，我就只有剪过浏海，有一段时间没去美容院了。差不多过了三个月，是时候去一趟美容院了。

  　入学式前に髪を切りに行ったきり前髪を切るくらいで美容院にしばらく足を運んでいなかった。三ヶ月そこそこ経つし、そろそろ美容院行った方がいいよな。

  

  　我打开手机的预约应用程序，预约明天下午。我不擅长口头描述形象，也没有勇气说交给设计师决定，所以每次都会带参考图片去，但下次要剪什么发型呢？

  　スマホで予約アプリを開き、明日の昼過ぎに予約する。口頭でイメージを注文するのは苦手だし、おまかせでって言う勇気も無いのでいつも参考画像を持っていくのだが、次はどんな髪型にしよう。

  

  

  「天气这么热，要不要剪短一点呢……」

  「暑いし短めにしてみようかな……」

  

  

  　现在的发型是发尾完全在肩膀以下的长发，一出门就会闷热得让人烦躁。

  　今の髪型が肩より全然下に毛先が来るくらいのロングヘアだから、外に出ると蒸れてイライラする。

  

  

  「可是……」

  「でもなぁ……」

  

  

  　当男人的时候，短发很正常，所以没什么抗拒感，但变成女人之后，我有一段时间都固定留长发，所以不知道适不适合。

  　男の頃はそれが普通だったから髪が短いのも抵抗無かったけど、女になってからはしばらく長めの髪型で固定していたから似合うか分からない。

  

  　母亲经常把长发绑起来，所以剪短发的话，长相会离母亲更远，这是个很有魅力的点，但我的脸和年轻时的母亲一模一样。因为母亲适合长发，所以我才固定留长发，所以长发肯定是最安全的……

  　母親は長い髪を結ってる事が多かったから、短髪にすれば母親と容姿が遠ざかるというのは魅力的なポイントだが、俺の顔面はまんま若い頃の母親そのものな訳で。その母親が似合うからって長髪固定してたんだから、長髪が無難なのは間違いないんだよな……。

  

  

  「嗯——」

  「うーん」

  

  

  　我放下游戏思考。要是下定决心剪短，被桃果和结乃嘲笑的话该怎么办？我可能会一蹶不振，暂时拒绝上学。

  　ゲームを置いて考える。もし思い切って短くしたとして、桃果や結乃に笑われたらどうしよう。立ち直れないかもしれない、しばらく登校拒否だ。

  

  　就算要剪短，剪成短发的话会和结乃撞发型，剪短一点的话就是中长发……我的发质是直发，适合这种发型吗？虽然不会因为头发长度被老师骂，但还是有点犹豫。

  　短くするにしてもショートにしたら結乃と被るし、短く切るにしてもミディアムくらい……ストレートすんっ！　て感じの俺の髪質で似合う髪型なのだろうか。髪の長さで教師に怒られる事は無くなるからいいけど、うーむ。

  

  

  「……去问问看别人的意见吧。」

  「……意見を訪ねに行くか」

  

  

  　我无法凭自己的主观决定，所以决定久违地出门一趟。我冲了澡换好衣服，绑好头发涂上防晒乳。今天是星期三，那家伙应该会来。

  　俺の主観じゃ選択を決めきれないので、久しぶりに外に出る事にした。シャワーを浴びて着替えて、髪を結んで日焼け止めを塗る。今日は水曜日、アイツが居るはずの日だ。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　好闲。

  　暇だ。

  

  　虽然有「在同一个职场待三年」的说法，但这个说法适用于打工吗？我在这间店工作已经三个月了，但已经想辞职了。

  　一度就いた職場には三年居ろという考え方があるが、それは果たしてアルバイトにも適用されるのだろうか。この店で働いてはや三ヶ月経つが、もう既に辞めたくなっているのだが。

  

  　虽然也不是完全没事做，但自从暑假开始以来，来店的客人一次都没有超过200人。工作内容只有收购旧书、标价、陈列、打扫，所以只要没有客人，就几乎是一段虚无的时间……

  　全くの暇という訳でもないけど、夏休みが始まって以来来店客数が200人を超えることは一度もなかった。仕事内容も古本の買取と値付けと陳列、掃除、単純な物しか無いからお客が来ないと虚無タイムが殆どなんだよな……。

  

  　我终于明白爷爷一个人经营这间店的理由了。因为没有困难的事情啊……

  　じいちゃんが一人で店を切り盛り出来ていた理由が分かった。難しい事は何も無いもんなー……。

  

  

  「欢迎光临——」

  「いらっしゃいませー」

  「你好。」

  「どうも」

  「小依，早啊！」

  「小依くん。おはよ！」

  

  

  　小依拉开店门走了进来。她穿着吊带裤和背心，脚上穿着凉鞋，打扮十分简单。

  　ガラガラガラ、と店の戸が開いて小依くんが入ってきた。オーバーオールにタンクトップにサンダルだけのシンプルな服装だ。

  

  

  「你今天的打扮真可爱。」

  「今日の服装可愛いね」

  「啊？」

  「は？」

  

  

  　她难得绑了马尾，给人一种运动风的感觉，感觉很新鲜。不过她的皮肤白皙，完全没有晒黑，所以和运动风相去甚远。

  　髪型も珍しくポニーテールにしていてスポーティな感じがして新鮮だ。まあ肌は一切日焼けしていない真っ白肌だからそこはスポーティとはかけ離れてるけど。

  

  

  「水濑，我有事想跟你商量。」

  「ねえ水瀬、相談あるんだけど」

  「商量？嗯，等我一下。」

  「相談？　ふむ。ちょっと待ってね」

  

  

  　感觉她今天和平时不同，不会马上回去，于是我搬来柜台旁的椅子，放到小依旁边。

  　今日はすぐに帰るいつもとは違う感じがしたのでカウンター横の椅子を持って小依くんの所まで運んだ。

  

  

  「请坐。」

  「どうぞ」

  「谢谢。」

  「ありがと」

  

  

  　小依坐到椅子上。我回到柜台坐到自己的椅子上，只看得见小依鼻子以上的部分。

  　小依くんが椅子に座る。カウンターに戻り自分の椅子に座ると、小依くんの鼻から上の部分しか見えなくなった。

  

  

  「你的椅子好矮。」

  「座高低いね」

  「你是在找碴吗？」

  「喧嘩売ってる？」

  「没有没有。要我拿几本辞典来垫吗？」

  「売ってない売ってない。何冊か辞典とか持ってこようか？」

  「什么意思？要我垫在屁股下吗？」

  「どういう意味？　それを尻の下に敷けっつってる？」

  「……你要直接说吗？」

  「……そのまま喋るの？」

  「有什么问题吗？」

  「問題ないだろ」

  

  

  　她皱起眉头瞪着我。还是别乱说话吧。

  　眉間にシワがよっている。睨まれてるな〜、下手な事を言うのはやめておこう。

  

  

  「所以，你要商量什么？」

  「それで、相談って？」

  「我想商量发型。」

  「髪型の相談をしたくて」

  「商量发型？」

  「髪型の相談？」

  「嗯。你觉得我适合什么发型？」

  「うん。俺ってさ、どんな髪型が似合うと思う？」

  「……唔」

  「……ふむ」

  「上次剪完之后就一直放着没管，夏天又很热，所以我想剪短」

  「前回切った時から伸ばしっぱにしちゃったし、夏は暑いしで短くしようと思ってるんだけどさ」

  「唔——」

  「ふーむ」

  

  

  　我试着在脑海中想象。短发的小依吗……。

  　頭の中で想像してみる。髪の短い小依くんか……。

  

  　听到短发这个词，我首先想到的是小依还是男生时的样子。但那时她还是小学生，现在她的脸已经完全变成了可爱的少女，所以应该不会和记忆中一样吧。

  　ワードだけ聞いて第一に浮かんだのは男だった頃の小依くんの姿だ。でもあの頃は小学生だったし、今の小依くんは完全に可愛らしい少女の顔になっているからあの記憶通りにはならないだろう。

  

  

  「具体要剪多短？」

  「具体的にはどのくらい短くするの？」

  「唔……」

  「んー……」

  

  

  　她取下绑头发的橡皮筋，稍微整理了一下头发，然后把头发拨到前面，双手放在两耳下方。

  　髪を結っていたゴムを取る。少し髪のクセを直し、髪をある程度前に持ってきて手を両耳の下に当てる。

  

  

  「从这里剪掉」

  「ここから下はカットとか」

  「剪得挺多啊」

  「結構行くね」

  「太短了吗？」

  「短いかな？」

  「太短了。你想走中性路线吗？」

  「短いね〜。ボーイッシュ系目指すの？」

  「中性？没有啊。而且我本来就是中性的」

  「ボーイッシュ？　いや別に。てか元から俺はボーイッシュやし」

  「只有内在是吧」

  「中身だけね」

  

  

  　她瞪了我一眼。为什么动不动就瞪我啊，这已经不是性急不性急的问题了吧。不过我承认自己确实多嘴了。

  　睨まれた。なんでそうすぐに睨むかね、短気とかそういう次元じゃないでしょ。まあ僕が一言多かったのは認めるけどさ。

  

  

  「那水濑，你来吧」

  「じゃあさ、水瀬」

  

  

  　小依站起身，把身体探到柜台上方。

  　小依くんが立ち上がり、カウンターに身を乗り出してきた。

  

  

  「告诉我你觉得多长比较合适」

  「お前が丁度いいと思う長さ教えて」

  

  

  　小依说着抓住我的手，放在自己的头发上。

  　そう言って小依くんは僕の手を掴み、自分の髪に当てた。

  　她的头发柔顺光滑，摸起来凉凉的，非常漂亮。

  　サラサラとしてて、少しヒンヤリとした柔らかい綺麗な髪。

  

  　……我还以为女生不会让异性随便摸自己的头发。不过小依的情况比较特殊，毕竟她内心还是男生。

  　……女の人って、あんまり異性に髪を触らせたりしないと思っていたんだけど。でも小依くんの場合は別なのかな、心は男なんだし。

  

  

  「这个长度正好……」

  「丁度いい長さ……」

  「嗯。用手夹住头发决定长度，我会记住这个感觉的」

  「うん。手でざっくり挟んで長さ決めて。それを何となくで覚えておくから」

  「责任重大啊」

  「責任重大だな」

  「是啊。要是有人觉得我剪得丑，责任全在你身上」

  「そうだな。俺が誰かにダサいって言われたら、その責任は全部お前に行くから」

  「太不讲理了吧！？」

  「理不尽な！？」

  「不想被我乱发脾气的话，就给我好好决定适合我的长度，别让我丢脸」

  「理不尽な怒りをぶつけられたくなかったら、俺の顔に泥を塗らないようしっかり似合う長さを決めてくれ」

  「适合的长度……」

  「似合う長さって……」

  

  

  　小依长得这么好看，不管多长肯定都合适吧。这话我说不出口，毕竟说出来可能会被唾弃。

  　美形なんだから別にどんな長さでも似合うでしょ、なんて事を言うのは流石にマズいと僕でも分かるので言わないでおいた。顔に唾吐きかけられてもおかしくない発言だし。

  

  　……不过小依的头发摸起来真的好舒服，真想一直摸下去。

  　……しかし本当に触り心地がいいな、小依くんの髪。ずっと触っていたくなる。

  

  

  「啊」

  「あっ」

  

  

  　糟糕，小指碰到了小依的脸颊。

  　しまった。小指が小依くんの頬に当たってしまった。

  　好软，而且又冰又滑。我把这感想藏在心里，连忙为手指碰到她脸的事道歉。

  　柔らかかったしこれまたヒンヤリしてスベスベした。なんて感想を抱いた事は胸の中に仕舞い、指が当たってしまったことを慌てて謝る。

  

  

  「抱、抱歉！我不是故意的！」

  「ご、ごめん！　わざとじゃないから！」

  「？什么啊」

  「？　なにが」

  「哎？就是，手指碰到你脸了」

  「え？　いや、今指が顔に当たったから」

  「哦，所以呢？」

  「はあ。だから？」

  「……你不讨厌吗？」

  「……嫌じゃないの？」

  「不讨厌」

  「嫌じゃないけど」

  「是、是吗」

  「そ、そっか」

  

  

  　还以为她会生气，没想到反应这么平淡。那就好。

  　怒られると思ったけど小依くんの反応はあっさりしていた。いいんだ。

  

  　……既然如此，干脆用双手把她的脸往上提吧，就像仓鼠一样。不过她肯定会揍我，不知道什么时候她会允许我这么做。

  　……ならいっその事、両手でしっかり頬をギュッて寄せ上げてみたいな。ハムスターみたいにしてみたい。やったらちゃんと殴られそうだけど、いつかさせてくれないだろうか。

  

  

  「……你决定好长度了吗？」

  「……てか長さ決まった？」

  「哎？啊，嗯」

  「え？　あ、うん」

  「那就说出来啊，你是地藏吗」

  「なら言えよ。地蔵かお前」

  「地藏……」

  「地蔵て」

  

  

  　小依同学说话真不留情面。她不仅有精神疾病，说话还这么粗鲁，简直就像某些特定圈子里的女生，让我有点退缩。要不是知道她的真实身份是小依同学，或者那个暴风雨天和我说话的女孩，我肯定不会和她搭话。

  　サラッと悪口言ってくるよな小依くんって。メンヘラで言葉遣いが荒いとか、一定の界隈に属してる女の子みたいでちょっと萎縮してしまうんだよな。中身が小依くん、或いはあの嵐の日に話し掛けてくれた子だって知らなかったら絶対に話し掛けようと思わないよ。

  

  

  「那手的位置就这样」

  「じゃあ手の位置そのままね」

  「好」

  「分かった」

  

  

  　小依同学拿出手机，在我用手指夹住头发的状态下自拍，然后一边看照片一边打开SNS。

  　小依くんはスマホを取り出し、髪を指で挟まれた状態で自撮りをしてそれを見ながらSNSを開いた。

  

  　我还没放开她的头发。她没说让我放开也没说让我保持这样，所以我一直维持着这个状态，不过现在可以放开了吧？

  　僕はまだ髪から手を離していない。そのままにしろとも離せとも言われていないからそのままの状態を維持しているのだが、もう手を離してもいいのだろうか？

  

  

  「长度果然还是比结乃长一点吧。唔……网上搜出来的都是些有精神疾病的人」

  「長さ的にはやっぱ結乃より少し長い程度か。ふむぅ……画像で出てくるのがメンヘラばっかなんだけど」

  「哎？」

  「えっ？」

  「我用短发，直发，指定长度的关键词搜图，结果出来的都是些有精神疾病的人。你刚才说适合我，就是这个意思吗？」

  「ショートボブ、ストレートで検索かけてお前が指定した長さら辺の髪をした女の人の画像を画像検索したらメンヘラばっか出てきた。俺に似合うってそういう意味？」

  「没什么特别的意思啊！？我只是夹了自己喜欢的长度而已！」

  「特に意味とかは無いよ！？　好きだなって思った長さで髪を挟んだだけだから！」

  「喜欢？你喜欢短发吗？」

  「好きだな？　お前髪短い方が好きなの？」

  「哎？这要看人吧」

  「え？　それは人によるけど」

  「那我呢？」

  「じゃあ俺の場合はどっち？」

  「……哎？」

  「……え？」

  「哎什么哎。我喜欢哪种发型？」

  「え？　じゃねえよ。俺の場合はどんなのが好きなの」

  「要回答你喜欢的吗？」

  「好きなのを答えるの？」

  「哎…………不对。我问错了。正常回答」

  「えっ。…………違う。聞き方間違えた。普通に」

  「哎？？？」

  「え？？？」

  「我杀了你哦」

  「殺すぞ」

  

  

  　小依同学又皱着眉头威胁我。她抓住我的手，轻轻，真的只是轻轻把我的手按在她的脸颊上，然后用力把我的手从她的头发上拿开。

  　またもや眉間に皺を寄せた顔で凄まれた。小依くんは僕の手を掴んで少しだけ、ほんの少しだけ頬に押し付けるようにすると力強く髪から離させた。

  

  

  「唉……我适合短发吗？」

  「はあ……俺は短い方が似合うの？」

  「我不知道适不适合，但我可能更喜欢短发」

  「似合うかは分からないけど、僕はそっちの方が好きかも」

  「能不能别这么回答？让人恶心」

  「その答え方やめてくれん？　虫唾が走る」

  「恶心！？你也太讨厌我了吧！？」

  「虫唾が走る！？　忌み嫌いすぎでは！？」

  「开玩笑的！不过你别这么回答，很羞耻的」

  「冗談だけど！　でもそれやめろまじで、恥ずかしい」

  「啊，原来你会害羞啊。看来你并不讨厌被人夸可爱」

  「あ、恥ずかしがってたんだ。可愛いって言われること自体が嫌なわけじゃないんだね」

  「啊！？我没这么说吧！别擅自解释！」

  「は！？　言ってないだろそんな事！　勝手に解釈してんじゃねえよ！」

  「也是，对不起」

  「そうだねごめんね」

  「别用手撑着脸啊！！！我要戳瞎你的眼睛！」

  「頬杖突いてんじゃねぇ〜〜〜〜！！！　眼球潰してやる！」

  「请不要进入柜台！工作人员专用！！！」

  「カウンターに入ってこないでください！　スタッフオンリー！！！」

  

  

  　小依同学满脸通红地发火，我拼命阻止她进入柜台。我们双手交握，互相推搡。我用力抵抗着向前踏出半步的小依同学。

  　顔を真っ赤にして怒り散らしている小依くんがカウンターに入ってこようとするのを必死に阻止する。手と手を合わせて力の押し合いになった。半歩前に突き出し踏ん張る小依くんに力を合わせて抵抗する。

  

  　力量的抗衡持续了一段时间，小依同学用力瞪了我一眼，叹了口气，松开了手。

  　力の拮抗がしばらく続くと、強く睨んでいた小依くんが一つ溜め息を吐いて僕から手を離した。

  

  

  「明明是夏天，你居然还挑衅我。算了，你的意见我参考了。我要说的就这些，我回去了」

  「夏なのに挑発してきやがって。ま、意見は参考になりましたと。用はそれだけだから、もう帰るわ」

  「嗯，路上小心」

  「うん。気を付けてね」

  「就在附近而已」

  「近所だろ」

  

  

  　小依同学简短地说完，把手放在店门上。

  　短くそう言うと、小依くんは店の戸に手を掛けた。

  

  

  「啊，等一下，小依同学！」

  「あ、待って小依くん！」

  

  

  　我慌忙叫住她，她转过身来，我走到她身边。

  　慌てて呼び止め、出かけた身をこちらに翻した小依くんの元に歩み寄る。

  

  

  「怎么了？」

  「なんだよ？」

  「我、我们不知道你的联系方式」

  「れ、連絡先……知らないっす僕ら」

  「？是吗？」

  「？　そうだっけ」

  

  

  　是的，小依同学似乎以为我们已经交换过联系方式了。她拿出自己的手机，一边操作一边说。

  　そうなんです、小依くんはてっきり交換していた気になっていたらしい。彼女は自分のスマホを取り出し、画面を操作しながら言う。

  

  

  「INS？LINE？」

  「インスタ？　LINE？」

  「啊，那就两个都」

  「あ、じゃあ両方」

  「好」

  「わかった」

  

  

  　我们依次交换了两个二维码，互相告知了联系方式。

  　二つのQRを順番に交換し、連絡先を教え合う。

  　用户名是『小依』，好可爱，一看就是女生。和朋友的合照头像一看就是女生……一看就是女生。

  　アカウント名『こよ』て。可愛いな、女子じゃん。友達とのプリクラスリーショットアイコンは女子じゃん。……女子じゃん。

  

  

  「没想到你在SNS上没有病啊」

  「意外とSNSの方は病んでないんだね」

  「什么意思啊」

  「どういう意味ですか」

  「没什么……啊，INS上还是有点病的」

  「何でもないです。……あっ、インスタの方は病みの片鱗あるぞ」

  「哪里啊！我要拉黑你了哦！？」

  「どこがじゃ！　ブロックするぞ！？」

  「对不起，我开玩笑的，饶了我吧」

  「ごめんなさい、冗談だからお慈悲を」

  

  

  　我拼命道歉。不，这可不是玩笑，而是我的真心话。

  　謝り倒す。いや、冗談でもなく本音だけどね。

  　小依同学也会发穿搭照片啊，整体色调统一为冷色系或黑白，边缘有些模糊，是地雷系服装……她居然有这种衣服啊，春夏她穿得都很随意，真意外。

  　小依くんでもコーデ写真とか上げるんだ〜ってところが入り口で、全体的に寒色かモノクロに色味が統一されてるし若干端がぼやけてるし地雷服だし。……こういう服持ってるんだ、春夏はラフな格好だったから意外だ。

  

  

  「INS上是桃果让我发的，不是我的兴趣」

  「インスタは桃果に言われてわざとそういうのあげてんの。俺の趣味じゃねえから」

  「我什么都没问啊」

  「何も聞いてないよ」

  「……不是我的兴趣」

  「……俺の趣味じゃないから」

  「是啊，对不起」

  「そうだねごめんね」

  「别再说了好吗？」

  「それやめて？」

  

  

  　小依同学收起手机，似乎真的要回去了，她用眼神问我「还有什么事吗？」。

  　スマホを仕舞い、今度こそ帰ろうと思ったのか小依くんは「まだなんかある？」と言うような目を僕に向けた。

  

  

  「啊……那个，小依同学」

  「あー……えぇと、小依くんってさ」

  「嗯」

  「はい」

  「……小依同学，你」

  「……小依くん、は」

  「怎么了」

  「なんすか」

  

  

  　糟糕，明明只是想约她暑假一起玩，却怎么也说不出口。我好紧张。

  　やばい、夏休みに遊ぼうよって言うだけなのになんか上手く言葉が出せない。緊張してしまっている。

  

  

  「怎么了？你发烧了吗？」

  「なに？　どうしたのお前、熱でもあるん？」

  「！？」

  「っ！？」

  

  

  　小依同学踮起脚尖，把手掌贴在我的额头上。

  　額に触れられる。小依くんが背伸びをし、僕の額に手を伸ばし手のひらを当てていた。

  

  

  「体温正常」

  「別に平熱だ」

  

  

  　说完，她把手收了回去。她居然会若无其事地做这种事，总觉得小依同学的肢体接触距离感好近啊。太近了……。

  　そう言って手が引っ込められる。そういう事平気でしてくるんだ、なんか小依くんってスキンシップの距離感が近いよね。近すぎるよね……。

  

  

  「怎么了，你表情好奇怪」

  「どうしたよ。変な顔してんぞ」

  「我，我本来就是这种表情」

  「も、元からこんな顔だよ」

  「我不是说脸型，是说你的表情很奇怪」

  「顔の形の話はしてないのよ。変な表情してんぞって言えばいいのか」

  

  

  　为了从小依同学的话中转移注意力，我拍了拍自己的脸，小依同学吓了一跳，小声嘀咕着“好可怕”。

  　小依くんの言葉から意識を逸らすために一度パチンと頬を叩くと、小依くんは驚いた顔をした。小さな声で「こわぁ」と呟いている。

  

  

  「小，小依同学暑假有空吗？」

  「こ、小依くんって夏休み暇だったりする？」

  「嗯？每天都超闲的」

  「うん？　めちゃくちゃ暇だよ毎日」

  「每天？」

  「毎日？」

  「每天。因为我朋友很少」

  「毎日。友達少ないからね」

  「你不和间山同学和盐谷同学一起玩吗？」

  「間山さんや塩谷さんと遊んだりしないの？」

  「会啊，但她们俩都很积极，我懒得出门」

  「するけど、二人ともアクティブだから暇なもんで。俺は出不精モンだからさ」

  「那和我一起……」

  「なら僕と何か……」

  「啊？约会的邀请？」

  「あ？　デートの誘い？」

  「是啊」

  「そうだね」

  「哎」

  「えっ」

  「哎？……啊，不对，说错了！这是陷阱！我是想约你出去玩！！！」

  「えっ？　……あっ、いや違う間違えた！　トラップだよそれは！　遊びの誘いだから！！！」

  「约，约出去玩啊！我知道我知道。我本来只是想开个玩笑，没想到你这么认真！？我被你吓到了！好啊，一起玩吧！」

  「あ、遊びの誘いな！　分かってる分かってる。冗談のつもりで言ったのにそんな返し！？　って面食らってたわ〜！　そうだな、遊ぶか！」

  「啊哈哈，吓到你了？我就是想吓你！一起玩吧！有空的话一定要约！」

  「あははは面食らわせたか狙い通り〜！　遊ぼう！　都合の合う日とかあったら是非とも！」

  「好，好啊。好久没一起打游戏了！记得我家在哪吧？」

  「だ、だな。久しぶりにゲームでバトろうぜ！　俺の家覚えてるよね？」

  「哎？你，你家？」

  「えっ。い、家？」

  「怎么了」

  「なんだよ」

  「小依同学的家……」

  「小依くんの家……」

  

  

  　我想起了那个夜晚。从毛毯下现身的，只穿内衣的小依同学……我蹲了下来。

  　思い起こされるあの夜の記憶。毛布の下から現れた、下着姿の艶やかな小依くん。……しゃがむ。

  

  

  「怎，怎么了」

  「な、なんだよ」

  「没什么，没什么……」

  「なんでもない、なんでもないんだ……」

  「你吃坏肚子了？」

  「腹でも壊した？」

  「没什么……我再联系你！」

  「なんでもないんだ……また連絡するから！」

  「好，好吧」

  「そ、そっすか」

  

  

  　小依同学明显有些退缩，离开了咖啡店。

  　明らかに引いた様子で小依くんは店を出ていった。

  　刚才短短的对话中，我的心脏跳了好几次。我和小依同学的距离感到底怎么了，类似的例子太少了，我无法客观看待。再这样下去，我的心脏可受不了……

  　なんか、今の短いやり取りの中で何度も心臓が飛び跳ねる思いをした。僕と小依くんの距離感って一体どうなってるんだろう、似たようなケースがあまり無いから客観視できない。こんなのがいつまでも続いたら心臓がもたないぞ……。

 
  34話「髪切」

  第34话「剪头发」

  　我剪掉了长到肩膀以下的头发，变成了不会碰到肩膀的长度。这样脖子应该会凉快很多，不过……

  　肩の下まで伸びていた髪を切り、肩につかない程の長さになった。首筋はこれで大分涼しくなったが、はたして。

  

  　我看着镜子和自己大眼瞪小眼。试着轻轻甩了甩头。耳朵露出来了……虽然头发长度不会被骂了，但耳环会不会被骂啊？感觉会被骂得更凶。

  　鏡を見て自分とにらめっこをする。頭を軽く振ってみる。耳が出るな〜……髪の長さでは怒られなくなったけど、ピアスで怒られるのでは？　そっちの方が厳しく怒られそうだ。

  

  　虽说在学校会拿下来，但耳洞是藏不住的……用遮瑕膏能遮住吗？还是塞点东西进去？比如春雨之类的。

  　学校では外しているとはいえ、ピアス穴は誤魔化せないもんな……コンシーラーで隠せるのかな。それかなにか詰める？　春雨とか。

  

  

  「唔……」

  「うーむ……」

  

  

  　而且我好像已经习惯长发了，短发让我有点不自在。整体平衡会不会很奇怪啊。

  　それになんか長い髪に慣れてしまったせいで短いのは落ち着かない。バランス変じゃないかな。

  

  　正当我在镜子前和自己大眼瞪小眼时，门铃响了。

  　鏡の前で自分とにらめっこしていたらピンポーン、と呼び鈴が鳴った。

  

  

  「来了吗……」

  「来たか……」

  

  

  　我用手指轻轻拨弄头发，确认有没有翘起来，同时走向玄关。

  　髪が跳ねていないか指でちょいちょい弄りつつ、玄関に向かう。

  

  

  「早安，小依同学。」

  「おはよう、小依くん」

  「早。」

  「おはよ」

  

  

  　打开门，水濑站在门外。

  　扉を開けると水瀬が立っていた。

  

  ……？平时她看到我的头发都会有些反应，这次却什么都没说。她会没注意到这么大的变化吗？

  ……？　いつもならこの髪に対して何かしら反応を示してくれそうなものなのに、今回はなにも指摘してこなかった。こんなに大きな変化に気付かないなんて事あるか？

  

  

  「电梯果然是正义。空调很凉，体力都恢复了。」

  「やっぱエレベーターは大正義だね。エアコンが効いてて体力回復したよ」

  「宿舍没有电梯吗？」

  「寮には無いの？　エレベーター」

  「没有。不仅没有，从停车场到宿舍的距离也很远，而且地面还是柏油路，阳光反射得厉害，热得要死。感觉连景色都变得扭曲了……」

  「無いよ。無いし、駐輪場から建物までの距離も開けててアスファルトだから日差しも反射して物凄い暑さになってるし。景色が揺らいで見えるからね……」

  「真不容易啊。我房间里空调开得很足，快进来吧」

  「大変だね〜。部屋ん中エアコンガンガン効かせてるから早く入りな」

  「好」

  「了解」

  

  

  　水濑说着走进了家门。我帮她推门。

  　そう言って水瀬は家の敷居をまたいできた。扉を押えてやる。

  

  

  「哦！？」

  「おっ！？」

  「怎么了？」

  「なんですか」

  「你衣服领口太松了！注意点！」

  「その服首元緩いからっ！　気を付けて！」

  「……啊？」

  「……はぁ？」

  

  

  　我正想着别从上往下看，她就说了些奇怪的话。领口松了又怎么了，不就是件普通的T恤吗。

  　上から見下ろしてくるなって思ったらなんか変な事を言われた。首元緩いからなんだよ、普通のTシャツなんだが。

  

  　话说，她明明会看衣服，却不会看头发，真的假的？这是什么顺序？头发绝对会比衣服先映入眼帘吧。

  　てか服には目ェ行くのに髪には目が行かないのマジ？　どんな順序？　絶対髪の方が服より先に目が着くじゃんか。

  

  

  「而且你又穿成这样……」

  「それにまたそのスタイル……」

  「喂，一背过身去你就小声说别人坏话吗。穿成这样是什么意思？」

  「おい。背ぇ向けた途端に小声で悪口かお前。そのスタイルかってなに？」

  「不，你腿露太多了……」

  「いや足出すぎでしょ……」

  「现在是夏天啊」

  「夏じゃん」

  「是夏天没错」

  「夏だけども」

  「有谁会在夏天穿长袖？」

  「夏に長袖着る奴おる？」

  「虽然我想说正常人不会，但学校里有小依同学这个特例，所以不能一概而论」

  「普通はいないと言いたい所だけど、学校での小依くんというイレギュラーもいるから一概には言えないな」

  「我正常来说也想穿短袖，但如你所见，我的手腕是小提琴手的」

  「俺も普通なら半袖着たいけど、見ての通り手首バイオリニストなもんで」

  「这玩笑让人不知道该不该笑啊」

  「笑っていいのか分からないライン上のジョークなんだよなぁ」

  

  

  　我拿出拖鞋，啪嗒啪嗒地走向房间，身后传来她絮絮叨叨的声音。

  　スリッパを出してぺたぺたと先に部屋に向かったら後ろからつらつらとなんか言われた。

  

  

  「随便坐吧」

  「好きなとこ座っていいよ」

  「比上次来的时候更整洁了呢？」

  「前来た時より片付いてるね？」

  「那当然。上次是因为感冒了才那么乱，我可是个爱干净的女人」

  「当たり前だろ。前のは風邪引いてたからアレなだけで、俺は整理整頓の出来る女なんじゃ」

  「只是比上次好点而已，现在也挺乱的」

  「前に比べてはってだけで多少散らかってはいるけどね」

  「闭嘴」

  「黙れ」

  

  

  　真啰嗦。人生活着，房间多少会乱点啊。有生活感不是很好吗。

  　うるさいな。生活してんだから少しくらい部屋が荒れるのは当たり前じゃん。生活感あって良いじゃんか。

  

  

  「话说，我刚才很自然地把自己说成女人了，感觉好恶心。你不觉得恶心吗？」

  「てか今俺さ、ナチュラルに自分の事女って指したけど気持ち悪いな。気持ち悪くない？」

  「哎？我倒是不觉得」

  「え？　そんなの別になんとも思わないけど」

  「感觉好别扭」

  「なんかムズムズしたわ」

  「是你太在意了吧？」

  「気にしすぎじゃない？」

  「我想只有变过性的人才能理解这种感觉。可乐和麦茶你喜欢哪个？」

  「これは性転換した奴にしか分からない感覚だと思うわ。コーラと麦茶どっちが好き？」

  「哎？不用了，我有在便利店买饮料」

  「え？　大丈夫だよ、コンビニで飲み物とか買ってきてるし」

  「OK」

  「おっけー」

  

  

  　我也坐到水濑坐的沙发上，操作遥控器切换画面。我把手柄放在水濑的腿上，让她继续操作。

  　水瀬の座っているソファーに俺も座り、リモコンを操作し画面を切り替える。コントローラーを水瀬の閉じている足の上に置いて、ポチポチ操作を続けていく。

  

  

  「自然而然地坐到我旁边……」

  「ごく自然と隣に……」

  「？怎么了？」

  「？　なんだよ」

  「没、没什么」

  「な、なんでもない」

  「坐你旁边很不自然吗？玩游戏的时候一般都会坐在屏幕正面吧」

  「隣に座るの不自然か？　普通ゲームする時画面の正面に座るだろ」

  「你听到了啊」

  「聴こえてたんかい」

  

  

  　她小声地吐槽了我。

  　ボソッとツッコミされた。

  　感觉她最近的态度和言行举止比以前更随意了。我有点开心，她能对我展现出对男性朋友的那种随意态度，我很感激。比起被当成女人，还是被随意地当成男人对待更好。

  　なんか最近、水瀬の態度とか言動とかが前よりも砕けてきてるような気がする。なんかちょっと嬉しい気がする、そういう男友達に向けるようなラフな姿を俺に向けてくれるのはありがたいな。やっぱり女扱いされるより、若干雑に男として扱われた方がいいな。

  

  

  「我们小时候经常玩斯普拉遁呢」

  「子供の頃よくやったよねースマブラ」

  「和别人一起玩的时候，你总是垫底，一直和别人交换」

  「他の連中と集団で付き合ってる時とかな。大体お前がビリケツで、ずっと交代する要員の片割れだったよね」

  「我一直很羡慕常胜无败的小依君能一直握着手柄呢」

  「常勝無敗でずっとコントローラーを握ってた小依くんが羨ましかったな〜」

  「可一直握着手柄，人多了之后就会开始玩别的游戏，就会在意那边，想不玩了」

  「でもずっとコントローラー握ってると、人が増えてきたら別の所で個別に遊び始めるからそっちが気になってゲームやめたくなるんだよな。スマブラやってる傍らでカードゲームとかポケモンバトルとかし始めてな」

  「好怀念这个流程！确实有这回事」

  「懐かしいなその流れ！　あったな〜」

  「那时候男女都是一起玩的，现在的人际关系完全不一样了」

  「あの頃は男も女も何も考えず一緒につるめてたよなー。今の人間関係とは大違いだ」

  「毕竟那时候是小学生嘛」

  「まあ小学生の頃だしね」

  

  

  　我们一边聊天一边开始对战。虽然很久没玩这个游戏了，但只要玩几场就能找回当时的直觉。

  　会話をしながら戦いを始める。随分と久しぶりにプレイするゲームだが、まあ数戦やれば当時の勘を取り戻せるだろう。

  

  

  

  

  「赢不了！！！」

  「勝てーん！！！」

  

  

  　我把手柄扔到靠垫上，把后背靠在椅背上。20场只赢了3场！！　不对劲！不对劲！！　水濑也太强了吧！！！

  　コントローラーをクッションに投げて背もたれに背中を押し付ける。20回戦って3回しか勝ててない！！　おかしい！　おかしい！！　水瀬クソ強くなってるんですけど！！！

  

  

  「为什么赢不了啊！？　可恶！」

  「なんでこんなに勝てないんだよ！？　くそー！」

  「哼哼哼，这就是真正的实力差距」

  「ふふふ、これが真の実力差だよ」

  「不对！你肯定作弊了！！！」

  「違う！　お前ずるしたろ！！！」

  「我坐在你旁边，你要是做了什么奇怪的事我肯定会发现的」

  「隣に座ってたよね。変な事してたら気付くよね」

  「你肯定做了什么我察觉不到的事！」

  「分からないようになにかした！」

  「具体来说我能做什么……？」

  「具体的にどんな事が出来ると……？」

  「虽然不知道，但比如配合我的操作自动躲避攻击之类的！」

  「わかんないけど、こっちの入力に合わせて自動で攻撃を躱すとか！」

  「太作弊了。作弊得太过分了」

  「チートすぎる。ありがちなチートのど真ん中」

  「咕呜呜呜……」

  「ぐぬぬぬぬ……」

  「毕竟那之后过了好几年了。我交到了一起玩斯普拉遁的朋友，和他们一起玩的时候变强了」

  「まああれから数年経ってるしね。スマブラ修行をする友達も出来たし、身内でやってる内に強くなったんだよ」

  「朋友……」

  「身内……」

  

  

  　是啊，也是。我经历了住院生活，变成女人之后又因为心理问题而暂时远离了游戏，直到最近才又开始玩……在我远离游戏的期间她一直在修行，实力被她超越了也不奇怪。

  　そうか、そうだよな。俺は入院生活を経て、女になってからはしばらく病み続きでゲームを再開し始めたのはつい最近からだからな……。俺がゲームに触れていなかった間に修行していたのなら、実力が覆されているのも納得か。

  

  

  「不玩了」

  「やーめた」

  「哎呀，输了就逃吗？」

  「あれま。負けたまま逃げるのかい？」

  「烦死了。因为赢不了啊。太不甘心了所以不玩了！下次再复仇」

  「うざぁ。だって勝てないもん。悔しいからやめた！　また今度リベンジする」

  「玩多少次都一样」

  「何度やっても同じ事よ」

  「烦死了」

  「うざぁ」

  

  

  　水濑也把手柄放在了桌子上。

  　水瀬もコントローラーを机の上に置いた。

  

  　沉默的时间持续了一阵子。怎么回事，感觉今天水濑完全没有看我这边。

  　しばしの無言の時間。なんだろ、なんか今日水瀬が全然こっち見てくれない気がする。

  

  　我仰面朝天躺在沙发上。因为和水濑之间隔了一点距离，我的身体直接躺在了沙发的另一半上。

  　ソファー上にゴロンと仰向けに寝転ぶ。水瀬とは少し距離が空いているので、ソファーの半分に俺の体がそのまま乗る形になる。

  

  

  「小依……」

  「小依くん……」

  「怎么了——」

  「なんですかー」

  「之前我也说过，你太没防备了。不要在有男人的地方穿成这样」

  「前も言ったけど、無防備すぎだって。男のいる場所でそんな格好するのやめなよ」

  「都说了我有穿裤子。为什么你这么想把我塑造成暴露狂啊。我绝对不会让你看到内裤的，放心吧」

  「だから下穿いてるって。なんでそんなに俺の事を露出狂に仕立てあげようとするんだよ。パンツなんか絶対見せないから安心しろ」

  「不是内裤的问题，是你的腿露太多了……」

  「下着云々じゃなくて足が出過ぎなんだよな……」

  「我小时候不也穿短裤吗。这不都一样」

  「子供の頃も短パン穿いてたじゃん。全く同じ格好じゃね」

  「以你现在这副样子，有点……」

  「今の姿でそれをやるのは、ちょっとな……」

  

  

  　是这样吗？就算露得多了点，大腿根部还是好好遮住了。虽然卷起来的话确实有点羞耻，但为了不卷起来我才特意穿了大号T恤。

  　そんなものなのか？　出過ぎつっても股はちゃんと隠してるし、確かに捲れたら少し恥ずかしくはあるけどそうならない為にオーバーサイズのTシャツを着てるわけで。

  

  

  「你想太多了。你不是没对我出手吗」

  「気にしすぎじゃね。お前俺に手ぇ出さなかったじゃん」

  「怎么可能出手啊！」

  「出すわけないだろ！」

  「对吧。那不就行了吗。而且这也不是什么需要在意的打扮。桃果她们来我家的时候我基本都是这副打扮」

  「だよな。ならいいじゃん。てか気にするような格好でもないよこんなの。桃果達が家に来てる時も大体同じような格好だし」

  「你能以现在这副打扮邀请其他男人来家里吗？」

  「他の男の人を家に呼んで今と同じ格好できる？」

  「不可能吧」

  「無理だろ」

  「你在这方面还是有正常人的感觉啊……」

  「そこはちゃんと普通の感覚を持っているのか……」

  「虽然能轻松地和吉娃娃握手，但面对饥饿的狼可不能随便伸出手吧」

  「チワワには気軽にお手をできるけど、空腹のオオカミ相手に気軽にお手なんか出来ないだろ」

  「我希望你能把我当成狼」

  「僕もオオカミサイドで見てほしいんだけど」

  「从我们之前的对话来看，你已经是市民了，所以没关系」

  「以前のやり取りで市民確定してるからいいよ」

  「你不考虑我是狂人的情况吗？」

  「狂人の可能性は考慮しないんだね」

  「不过，能和从男性变成女性的不可思议人类做朋友，你确实是个狂人」

  「まあ男から女になった不思議人間と友達やれてる時点で狂人ではあるね」

  「不可思议人类……」

  「不思議人間て」

  「啊，对了。我说水濑啊」

  「あ、そうだ。ねーねー水瀬」

  

  

  　我叫着水濑，把侧着的腿并拢，然后立在沙发上，让双膝靠近水濑的脸。

  　水瀬を呼び、横向きにしていた足を揃えたままソファーの上で立てて、両膝が水瀬の顔側に近くなるような姿勢をとる。

  

  

  「太危险了太危险了。不能做这种事！」

  「際どい際どい。ダメだってそういう事したら！」

  「别在意。比起这个，你闻闻我膝盖的味道」

  「気にすんな。それよりさ、膝の匂い嗅いでみてよ」

  「诶？膝盖？」

  「え？　膝？」

  「嗯。虽然很不可思议，但我的膝盖有股婴儿的味道。你试试看」

  「うん。なんかさ、めっちゃ不思議なんだけど俺の膝赤ちゃんみたいな匂いすんの。試してみて」

  「诶……」

  「えぇ……」

  

  

  　水濑半信半疑地把脸凑近我的膝盖。

  　半信半疑な様子で水瀬は俺の膝小僧に顔を近付けた。

  

  

  「……你可别趁机踢我哦」

  「……隙ありって膝蹴りしたりしないでよ」

  「不会的。你把我当成什么人了」

  「しないわ。どんなイメージだよ」

  「你踢我我还能理解。主动让我闻体味的人才不可思议……」

  「してくれた方がまだ納得出来るけど。自分から体臭嗅がせてくる人とかいる方が不思議だよ……」

  「因为味道很好闻嘛。而且不知为何是婴儿的味道。当然会想和别人分享啊」

  「だって良い匂いしたんだもん。しかも何故か赤ちゃんの匂い。共有したいじゃん流石に」

  「你怎么知道婴儿的味道？」

  「なんで赤ちゃんの匂いなんて知ってるの」

  「感觉很像婴儿的味道」

  「イメージで赤ちゃんっぽいなって」

  「感觉吗～」

  「イメージかぁ〜」

  

  

  　水濑虽然很困惑，但还是把脸凑近我的膝盖闻了闻……像狗一样，真有趣。

  　困惑しながらも更に水瀬は顔を近付けて膝小僧をスンスンと嗅いできた。……犬みたいだな、おもしろ。

  

  

  「怎么样？」

  「どう？」

  「只闻到小依的味道」

  「普通に小依くんの匂いしかしなかったけど」

  「唔。婴儿的味道呢？」

  「む。赤ちゃんっぽい匂いは？」

  「不知道……有女孩子特有的神秘香味」

  「分からない……女の子特有の謎の良い匂いはしたよ」

  「诶，好恶心。你这说法」

  「え、なにそれキモ。言い方」

  「你刚才的发言我可要反驳了。不管怎么想，闻别人体味的人才奇怪吧！」

  「今の理不尽には僕も反論出来るぞ。どう考えても体臭嗅がせてくる方が変だからな！」

  「是吗？我倒是不介意被你闻」

  「そうなん？　お前相手なら別に気にしないけどね、俺」

  

  

  　我坐起身，用手指整理了一下头发，回到游戏菜单准备玩下一场。

  　体を起こして座り直す。髪を指で軽く弄って直して、次のゲームをしようとメニュー画面に戻る。

  

  

  

  　我们对战了一段时间，不知不觉就到了晚上。虽然桃果和结女来的时候也会玩，但她们不会这么认真，所以我皱着眉头认真对战，时间一眨眼就过去了。再加上水濑是挑衅厨，我们互相挑衅，玩得非常开心。

  　しばらく対戦をし続けていたら日が暮れ、夜になった。ゲーム自体は桃果や結乃が遊びに来た時もするのだが、あんまりガチで戦いあったりはしないので眉間に皺を寄せるレベルでガチれたおかげか時間はあっという間だった。水瀬が煽り厨だった事もあって、相乗効果で楽しめたわ。相手が煽ってくるからこっちも煽れるしな。

  

  

  「那我差不多该回去了」

  「それじゃ、そろそろ帰ろうかな」

  

  

  　水濑看着窗外，放下手柄。

  　窓の外を見た水瀬がコントローラーを置いてそう言った。

  

  　……虽然这个时间回家很合理，但我还有件事没搞清楚，于是抓住了水濑的手臂。

  　……まあ時間的には妥当な帰宅時間なんだが、納得出来ないことが一つあったので水瀬の腕を掴む。

  

  

  「喂，给我等等」

  「待てやコラ」

  「嗯？」

  「うん？」

  「…………」

  「…………」

  「……嗯？」

  「……ん？」

  

  

  　我沉默地看着水濑，但她什么都没说。她应该能看见我，这太奇怪了。

  　無言で水瀬を見たのだが何も言ってくれなかった。明らかに視界に映ってるはずなのに。おかしいだろ。

  

  

  「那个」

  「えーと」

  「……我剪头发了」

  「……髪、切ったんだけど」

  「啊，原来可以提这个啊」

  「あ、それ触れてもいいんだね」

  「啊？什么意思？」

  「あ？　どういう意味？」

  「我怕小依不喜欢被当成女孩子对待，所以才没提的」

  「小依くん、女の子扱いすると嫌かなって思って触れなかったんだよ」

  「……你明明会挑我衣服的毛病，却不敢碰我的头发，这算什么啊」

  「……人の服装にケチつけるくせに髪には触れないってなんだそれ」

  「我才没挑毛病！？」

  「ケチはつけてないよ！？」

  「你有。还说我的腿什么的」

  「つけた。足がどうとか」

  「那是……」

  「それは……」

  「你明明会把我当女孩子对待，却不敢碰我的头发，这太莫名其妙了」

  「そういう事に関しては女扱いしてくるくせに髪には触れないとか意味分からん」

  「诶！？你生气了……？」

  「え！？　え、怒ってる……？」

  「我没生气」

  「怒ってねえわ」

  「对不起！」

  「ごめん！」

  「……我倒是没在意」

  「……別に気にしてないけど」

  

  

  　不过，她故意不提这么大的变化，我实在想不通。为了不把我当女孩子对待，这算什么啊。

  　まあ、こんな大きな変化に敢えて触れなかった理由として考えても意味わからないけど。女扱いしない為って、なんなんだそれは。

  

  

  「……所以呢？」

  「……で？」

  「嗯？」

  「うん？」

  「你发现我剪头发了。所以呢？感想呢？」

  「髪を切った事に気付いてたと。それで？　感想は？」

  

  

  　我看着水濑的眼睛问道，她看了我一会儿后移开了视线。

  　そう訊ねて目を合わせると、水瀬は少し俺の目を見た後に目を逸らした。

  

  

  「喂，你干嘛移开视线啊」

  「おい、何目ェ逸らしてんの」

  「太，太近了」

  「ち、近いよ」

  「不近啊，中间还有空间吧」

  「近くないよ。空間空いてるだろ」

  「小依君，你和我说话的时候基本都靠得很近……」

  「基本的に小依くん、僕と話す時近いんだよ……」

  「啊，是吗。所以呢？感想呢？」

  「あっそ。で？　感想は？」

  「…………」

  「…………と思う」

  「我听不见。现在不用装阴角了」

  「聴こえないけど。今は陰キャじゃなくていいよ」

  「……我觉得很合适」

  「……似合ってると思います」

  「真的？」

  「本当？」

  「嗯。真的好可……我觉得很合适。所以才觉得难以触碰」

  「うん。本当にかわっ……似合ってると思った。だから触れにくかったというか」

  「所以才觉得难以触碰？什么意思？我不是很懂」

  「だから触れにくかった？　どういう事？　意味があんまり分からないんだけど」

  「有，有什么关系嘛！我差不多该回去了，不然要赶不上门禁了！」

  「い、いいだろもう！　そろそろ帰らないと、門限的に！」

  「门禁啊……好吧，有空再联系我吧。我暑假这段时间都有空」

  「門限的にな。……分かった、じゃあまたいつでも暇な時に連絡くれよ。夏休み中は当面暇だし」

  「嗯。再见，小依君」

  「うん。じゃあね、小依くん」

  「好」

  「あい」

  

  

  　和水濑道别后，我目送她离开阳台，然后重新坐回沙发上。

  　水瀬と別れの挨拶を交わし、ベランダから去っていく水瀬の姿を見送ってソファーに座り直す。

  

  　……啊，内衣还没还给她。本来想说要还给她，结果完全忘了。

  　……あ、てか水瀬に下着返してないやん。言って渡そうとしたのに、完全に頭から抜けてたわ。

  

  

  「……可爱吗」

  「……可愛い、のか」

  

  

  　我想起水濑拼命想糊弄过去的话，用手指捏了捏头发。看来这个发型比我想象中更适合我。太好了。

  　水瀬が必死に誤魔化そうとしていた言葉を思い出し、髪を指でつまんだ。どうやら俺が思っていたよりこの髪型は無難に似合っていたらしい。よかった。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　平时明明总是会在我没要求的时候说些“可爱”之类的话，像哄小孩一样，这种时候却不会主动说。怎么说呢，感觉有点火大，又有点微妙。感觉心里好像卡着什么东西一样。

  　いつもは頼んでもないタイミングで「可愛い」だのなんだの、子供をあやすみたいに言ってくる癖にこういう時は自発的に言ってくれないんだな。なんだろう、ムカつくというかなんというか、微妙な感じになる。胸の中に何かが突っかかってるような感覚だ。

  

  　……水濑真的把我当成男性朋友看待吗？感觉她最近有点奇怪。而且，我也感觉有点奇怪。怎么说呢，感觉对朋友不该有的奇怪烦躁，还有心里卡着什么东西的感觉。

  　……水瀬は、俺の事を本当に男友達として見てくれているのだろうか。なんだか最近アイツの様子が変だ。それに、俺もなんか変な感じになってる。なんというか、友達相手には向けなさそうな変な苛立ちとか、胸のつっかえる感じとか。

  

  

  「……真难受」

  「……気ぃ悪」

  

  

  　我带着类似呕吐感的难受心情，躺在沙发上。上面还残留着水濑的体温。我顺从着游玩后的疲劳，闭上眼睛，委身于瞌睡之中。

  　吐き気にも似た億劫な気分のまま、ソファーの上に寝転んだ。水瀬の体温が残っていた。俺はそのまま、遊んだ疲労に逆らわずに微睡みに身を委ね、目を閉じた。

 
  35話「水遊びちゃぷちゃぷ」

  第35话「玩水」

  　我一路走来，一直告诫自己不能误会。我见过好几次自以为对方喜欢自己，结果告白失败，还被女生当成笑柄的光景。

  　勘違いは禁物だなと思いつつ生きてきた。勝手に好きになられたと勘違いして告白し、玉砕した挙句それを女子の笑いのネタにされるなんて光景を何度も見てきた。

  

  　男生上了高中以后，对恋爱话题也变得格外敏感，不管有没有交到女朋友，只要告白了，肯定会被捉弄两个星期。要是在这种状况下误会告白失败，接下来一年都会被当成笑柄。

  　男子も高校に上がってからやたらと恋人関係の話題に敏感になっていて、彼女が出来る出来ないに関わらず告白したというイベント自体で二週間は弄られる事が確定する。その状況で勘違い玉砕なんてしたら向こう一年は笑い者にされてしまうだろう。

  

  　我本来就容易误会，而且是会立刻往对自己有利的方向想的类型，所以在这方面必须特别小心。我要极力避免留下会拖很久的黑历史，度过平凡无奇的高中生活。我明明是这么想的。

  　僕はただでさえ勘違いしやすい自分に都合の良い発想にすぐ転んでしまうタイプだから、そこら辺については特に気を付けなければならないだろう。極力尾を引く黒歴史を作らなず、平穏で何処にも有り触れた高校生活を送ろう。そう思っていたのに。

  

  

  「久等了～」

  「おまたせー」

  「好慢哦。」

  「おせぇよ」

  「抱歉抱歉。」

  「ごめんごめん」

  

  

  　我稍微晚了一点和小依会合，她立刻贴到我身边。

  　少し遅れて小依くんと合流すると、彼女は僕の隣にピタッとくっついてきた。

  

  　她喜欢我吧。暑假开始后，我已经有好几次这么想了。毕竟我这辈子都没和异性有过亲密的交流。

  　好きやろ、僕の事。ともう夏休み始まってから両手両足の指を使い尽くすくらい思ってしまった。異性と濃厚なコミュニケーションを送った事が無い人生だったから。

  

  　小依的肩膀碰到了我的手臂，好软。这种距离感真的可能吗？我有和女生在肌肤裸露，紧贴着彼此的近距离下一起行动过吗！？

  　小依くんの肩が腕に触れている。柔らかい。こんな距離感有り得るかな？　女子と、地肌むき出しで、ヒタヒタに着くくらい近距離で行動する事なんてあるかなぁ！？

  

  　和她在一起的时候，她总是会马上靠过来，还会摸我的脸和头发，邀请我做各种各样的事。这样就算误会了也没办法吧，我一边这么想一边持续自制。

  　一緒に居る時はすぐ隣来るし、顔とか髪とか触ってくるし、色んな事に誘ってくれるし。こんなの勘違いしても仕方ないだろう、そう思いつつ自制をし続けている。

  

  　八月开始前的几天我几乎都和小依见面，今天甚至一起来到了室内泳池。能看见她白皙肌肤的范围比平时大得多，真糟糕！

  　8月が始まるまでの数日間ほとんど小依くんと顔を合わせたし、今日に至っては室内プールに来てしまった。白い肌が見える範囲がいつもよりだいぶ広くなっていて大変だ！

  

  　得、得想办法抛出话题转移注意力……！有没有什么话题，有没有……

  　な、なんとか話題を振って意識を逸らさないと……！　なにか無いか、なにか……。

  

  

  「啊，你戴着护腕呢！」

  「あ、リストバンドしてるんだね！」

  「咦？嗯。因为手腕很恶心，得遮起来才行。」

  「え？　うん。手首グロいから隠さないとでしょ」

  「我觉得没有很恶心啊。」

  「グロいってことも無いと思うけど」

  「和我走在一起的女生满是割腕的痕迹，很恶心吧。」

  「一緒に歩いてる女がリスカまみれとかキモイだろ」

  「我不觉得恶心……」

  「キモいとは思わないけど……」

  「哦。」

  「へぇ」

  

  

  　果然很近啊。肩膀边走边碰在一起。她不在意吗？她的皮肤好光滑啊……

  　やはり近いんだよな。歩きながらガツガツ肩が当たってる。気にならないのかな、スベスベしてるな〜肌……。

  　虽然觉得一直盯着看不太好，但一不留神视线就会被吸引过去。一直盯着看的话小依也会不高兴的，我只好把视线转向其他地方。

  　あんまりジロジロ見るのは良くないなと思いつつ、油断すると目が吸い寄せられてしまう。あんまりジロジロ見られるのは小依くんからしても不快だろうし色んな所に視線を向けて目を逸らしておく。

  

  　话说，周围的人的视线都集中在小依身上。除了男性时期留下的粗鲁口吻和举止以外，她就是个美少女，当然会引人注目了。只要不说话就没人认得出？

  　というか、周囲の視線が小依くんの方へと集まっている。男時代の名残であるぶっきらぼうな口調と所作を除けば美少女だもん、そりゃ集まるよね。喋らなければってやつ？

  

  　感觉她会被搭讪，还是小心点吧。我一边注意着轻浮的男人，一边留意其他男人……

  　なんかナンパとかされそうだし注意深く警戒しておくかな。チャラそうな男は注視しつつ、それ以外の男にも目を配りつつ……。

  

  

  「……喂」

  「……おい」

  「嗯？」

  「はい？」

  

  

  　我一边注意着周围一边走着，身旁的小依突然叫了我一声。我转头一看，小依不知为何瞪着我。

  　周囲の目を気にしつつ歩いていたら隣の小依くんが呼びかけてきた。彼女の方を見ると、小依くんは何故か僕を睨みつけてきていた。

  

  

  「怎么了？」

  「どうしたの」

  「……」

  「……」

  「……啊！泳装很适合你哦！」

  「……あっ！　水着めっちゃ似合ってるよ！」

  「！」

  「っ」

  

  

  　哦，有反应了。我还以为她是因为我对泳装没有反应而生气，看来正是如此？听到我的话，小依一瞬间惊讶地睁大眼睛，然后马上移开了视线。

  　お、感触あり。水着になんの反応もしなかったことを怒っているのかと思ったらまさしくそんな感じだったのかな？　僕の言葉を聞き、小依くんは一瞬驚いたように目を見開いてすぐに目を逸らしてきた。

  

  　听到我说的话，小依移开视线，小声地说了句「谢谢」。

  　僕が吐いた言葉に対し小依くんは目を逸らして小さな声で「どうも」と言ってきた。

  

  

  「你喜欢胸部大的吗？」

  「胸、でかい方が好きなん？」

  「咦？胸部？」

  「え？　胸？」

  

  

  　我反问后，小依把视线从我身上移开，看着一位胸部很大的女性说道。

  　聞き返すと、小依くんは目を僕から逸らして大きな胸の女性の方を見ながら言った。

  

  

  「……你从刚才开始就一直偷瞄周围的女生吧，而且都是巨乳」

  「……お前、さっきから周りの女チラチラ見てるだろ。巨乳の人らの方」

  「！？我才没看！」

  「！？　見てないよ！」

  「你看了」

  「見てるよ」

  「我才没看那么特定的部分！你误会了！」

  「そんな限定的な部分見てないって！　誤解だよ！」

  「……算了，反正和我没关系」

  「……別にいいけど。俺には関係ない話だし」

  

  

  　就算你撅着嘴这么说，也只会让人觉得你绝对很在意。

  　そんな口を尖らして言われても。絶対気にしてますよって言ってるようにしか思えない感じで言ってくるじゃんか。

  

  　与其说我在看女生，不如说我在注意男生。而且小依的胸部也不是完全的平面，没必要在意……

  　女の人というか、どちらかと言うと男の人の方に気を配ってたんだけどな。というか小依くんの胸だって、平面って訳では無いし気にする程でも……。

  

  

  「……胸部小，游泳的时候更方便」

  「……胸、小さい方が泳ぎやすいし」

  「是吗」

  「そうなんすか」

  「不知道」

  「知らんけど」

  「话说小依你会游泳吗？你不是因为上课偷懒才被罚打扫泳池的吗？」

  「ていうか小依くん泳げるの？　授業サボってたからプール掃除してたんでしょ？」

  「啊？你怎么知道的，恶心。跟踪狂？」

  「は？　なんでそんな事知ってんのキモ。ストーカー？」

  「是你的朋友说的」

  「友達連中が言ってたんだよ」

  「我可不认识你的朋友」

  「お前の友達と知り合いじゃないんだけど」

  「小依你可是名人哦」

  「有名人だけどね、小依くん」

  「为什么啊」

  「なんでだよ」

  「因为你很可爱嘛」

  「可愛いもん」

  「可！？」

  「かっ！？」

  「啊……那个，客观来说，你不是很可爱吗」

  「あっ……ええと、客観的に見て、可愛いじゃないすか」

  「才、才没有呢」

  「そ、そんな事ないでしょ」

  「不，有哦」

  「いやあるよ」

  「……」

  「……っ」

  

  

  　好痛！？手指被捏了！？为什么！？

  　いてて！？　なんか指抓られた！？　なんで！？

  

  

  「总之我没看其他女生！我关注的不是女生，而是男生！」

  「とにかく他の女の人の方なんか見てないよ！　女じゃなくて男の方見てるんだよ！」

  「男生？为什么？你是同性恋？」

  「男？　なんで。ホモなん？」

  「不是！我只是觉得，小依你……客观来说？很可爱，所以可能会有坏男人或轻浮男来搭讪」

  「違う！　小依くんが、その……客観的に？　可愛い勢だから、悪い男とかチャラい男が声掛けてきそうだなって思って」

  「……像你这样的？」

  「……お前みたいな？」

  「我哪里像坏男人了」

  「僕のどこが悪い男なんですか」

  「轻易对女生说可爱的男人，全都很轻浮吧」

  「女相手に簡単に可愛いって言う男は総じてチャラくはあるだろ」

  「我才没有轻易说！」

  「簡単には言ってないよ！」

  「你对我就很轻易说吧！！」

  「俺には簡単に言いやがるだろお前！！」

  「……」

  「……」

  「你看，你答不上来了！你有自觉！」

  「ほら返答に詰まった！　自覚あり！」

  「……我只是想到什么就说什么的人」

  「……思った事を思った通り口に出しちゃうタイプなので」

  「你这性格很难生存吧」

  「生きづらそうな性分ですね」

  「我只会对信任的人说，所以不难生存」

  「心を許してる相手にだけ口が緩くなる的なやつなので生きづらくはないですね」

  「……你真能说，真让人火大」

  「……お前口上手いな。ムカつくわ」

  「为什么……？」

  「なんでぇ……？」

  「不为什么！」

  「なんでも！」

  

  

  　小依突然把脸扭向一边。因为是冲动性的行为，所以势头很猛，小依扭过脸后，似乎头晕目眩，身体摇摇晃晃。

  　小依くんがふいっと顔を逸らしてきた。衝動的な行動だった故か勢いが強かったようで、顔を逸らした後目を回したように小依くんがよろけた。

  

  

  「危险」

  「危なっ」

  

  

  　我抓住摇摇晃晃的小依的手，把她拉到我这边。

  　ふらついたままプールに落ちそうになった小依くんの手を掴みこちらに引く。

  

  　咚，小依的身体撞到我身上。娇小少女的身体贴上来，让我的心脏狂跳。

  　ドンッと小依くんの体が僕に当たる。小柄な少女の身が密着して心臓が跳ねる。

  

  

  「你、你突然干什么」

  「な、なにすんだよいきなり」

  「因为你差点摔倒了」

  「コケそうだったから」

  「……没有邪念？」

  「……邪念無し？」

  「什么邪念？」

  「邪念って？」

  「闭嘴」

  「黙れ」

  

  

  　什么逻辑？话题突然转变，她还用责备的语气对我说话。这急转弯连堤亚马特彗星都要瞪大眼睛了，怎么回事？？？

  　どういう文脈？　急に軌道が変わって責め口調の言葉を浴びせられたけど。ティアマト彗星も目を丸くするくらいの急カーブ切ってきたけどなんなの？？？

  

  

  「居然在别人面前抱在一起，那些人真够嗨的……」

  「人前で抱き合うってマジかよあの人達……」

  「嗨过头了～」

  「浮かれてんな〜」

  

  

  　听到附近两个男人的话，我回过神来，慌忙后退。我和小依紧贴着，僵住了几秒。

  　近い位置にいる男二人の言葉にハッとし慌てて後ずさった。小依くんと密着したまま数秒間固まってしまっていた。

  

  

  「对不起！」

  「ごめん！」

  「不，我才该道歉！」

  「や、俺の方こそごめん！」

  

  

  　我们互相道歉，沉默地对视了一会儿后，静静地落水。

  　互いに謝り合い、少し無言で向き合った後静かに着水した。

  

  

  「泳池啊……」

  「プールか……」

  「？怎么了，你果然不会游泳吗？」

  「？　どうしたの。やっぱり泳げない？」

  「我会游」

  「泳げるわ」

  「那怎么了，你刚才表情很阴沉啊？」

  「じゃあどうしたの。今暗い顔してなかった？」

  「嗯……因为想起了一些不好的回忆」

  「んー……ちょっと嫌な思い出があるもんで」

  「哎！？」

  「え！？」

  「等等，不是什么大事，别反应过度了」

  「タンマ。大した話じゃないから過剰に反応しないでな」

  「是吗？」

  「そう？」

  「是的」

  「そう」

  

  

  　是这样吗。关于小依被欺负的事，我后来听说了不少，所以一听到她说是“不好的回忆”，我就联想到被欺负的事。但那应该是发生在其他时期的事吧，从她本人的反应来看，伤害并不大，应该和被欺负的事无关。

  　そうなのか。小依くんのいじめの件については後から色々聞いたから、彼女が"嫌な思い出"というとそのいじめと紐付けて考えてしまう。それとはまた別の時期の出来事なのだろうか、本人の反応を見てもダメージは大きいようには思えないしいじめとは無関係っぽいな。

  

  

  「话说人这么多，根本没法游泳啊」

  「てかこんなに人が居たら泳ぐなんて出来ないよな」

  「说到底，这里也不是游泳用的泳池」

  「そもそも遊泳用のプールじゃないしね」

  「……上了高中以后，泳池要怎么玩啊。小时候倒是经常在水里扑腾」

  「……高校生になってからプールってどうやって遊ぶんだろ。子供の頃はなんかチャプチャプやってたけどさ」

  「玩过鬼灭游戏吧，拍打水面说水呼吸什么的」

  「鬼滅ごっこしてたよね。水面叩いて水の呼吸がどうたら」

  「玩过玩过，不知为何总是我扮演富冈义勇」

  「やってたやってた。何故か冨岡義勇が被るんだよな」

  「竞争者很多呢」

  「立候補者多かったよね」

  「而且能用的招数只有瀑布之呼吸」

  「で使える技が滝壺ばっかなんだよな」

  「还有就是站着不动，坚称自己是无风状态」

  「あとぼっ立ちで凪と言い張るムーブね」

  「啊哈哈哈！！那可太滑稽了！明明在水里摆出帅气的姿势，结果受到集中攻击，头发变得像海藻一样！」

  「あっははは！！　あれめっちゃ滑稽だったよね！　水中でかっこよくポーズ決めてんのに集中攻撃受けて髪が海藻みたいになってんだもん！」

  「实际上就是在比谁更耐打呢」

  「実質我慢比べだったよね〜」

  

  

  　我们笑着聊起了小学时的回忆。确实有这回事啊，教室里玩鬼灭游戏的时候，通常只能二选一，要么是善逸要么是富冈。好像还有人喊着“霹雳一闪”一头撞在教室门上，搞得流血破坏了门。

  　小学生だった頃の思い出を語り笑い合う。あったな〜、教室では善逸か冨岡の二択がごっこ遊びだと多かったんだよな〜。霹靂一閃って叫んで教室のドアに頭から突っ込んで流血しながらドアを破壊した子も居たっけ。

  

  　因为那次事件，班上发出了禁止鬼灭游戏的禁令，不知道其他学校有没有类似的情况。现在回想起来只觉得好笑，但当时教室里可真是惨叫连连，毕竟有人流血了……

  　その事件がきっかけで鬼滅ごっこの禁止令がクラスで発令されたんだけど、そんな学校他にもあるのかな。今となれば笑い話だけどあの時は阿鼻叫喚だったもんな、教室中。なんてったって血まみれだったしね……。

  

  

  「要再玩一次鬼灭游戏吗？」

  「またする？　鬼滅ごっこ」

  「瀑布之呼吸！」

  「滝壺！」

  「哇啊！？」

  「ぐわぁ！？」

  

  

  　我半开玩笑地问了一句，小依突然用力拍打水面，水花溅到了我身上。她还是那么擅长拍水，水花都溅到我脸上了。

  　冗談半分で訊いてみたら突然小依くんが水面を思い切り叩いて僕に水をかけてきた。相変わらず飛ばし方が上手い、めちゃくちゃ顔に水が飛んできた。

  

  

  「痛痛痛！」

  「いててっ！」

  

  

  　拍完水后，小依捂着手呻吟起来，似乎很痛。

  　水を飛ばしたあと小依くんが痛そうに手を抑え唸っていた。

  

  

  「都怪你拍得太用力了……」

  「加減せずに叩くから〜……」

  「为什么比小时候更痛了！？小时候明明没事的！」

  「昔よりも痛く感じるのはなんで！？　子供の頃は平気だったのに！」

  「只是回忆让你产生了错觉，让你觉得不痛而已。反正你只是在逞强」

  「思い出補正で痛くなかったと錯覚してるだけでしょ。どうせ痩せ我慢だよ」

  「水濑你也用力拍一下水！」

  「水瀬も思い切り水叩いて！」

  「为什么啊」

  「なんでやねーん」

  「只有我痛，我好不甘心」

  「俺だけ痛い思いしてるの悔しい」

  「你这性格真是好得没话说」

  「最高に良い性格してるね」

  

  

  　我瞄准了小依一边揉手一边呻吟的破绽，用力拍了一下水面。

  　と、手を擦りながら唸っている小依くんが油断した瞬間を狙い思い切り手を振りあげて水面を叩いた。

  

  

  

  「噗哇！？噗！！噗！」

  「ぶわぁーっ！？　ぺふっ！！　ぶぇっ！」

  「咦？没那么痛啊」

  「あれ？　そんなに痛くない」

  「为什么啊！可恶！！！」

  「なんでじゃ！　くそーっ！！！」

  

  

  　看到我若无其事地望着自己的手，小依发出了不甘心的声音。能看到这么有趣的反应真是太好了，我逞强忍痛也算值了。啊……手麻麻的，感觉好恶心，我再也不想这么干了。

  　平気そうに手を眺める僕を見て小依くんは悔しそうな音を出していた。面白い反応が見れて良かった、痩せ我慢した甲斐があった。あ〜……手の中がビリビリして気持ち悪い、もう二度としたくないなこれ。

  

  

  

  　在泳池玩了一会儿后，时间到了傍晚，我们做好回家的准备，从更衣室出来，走向长椅，发现小依正在给手脚涂防晒霜。

  　プールで時間を潰した後、夕方になったので帰る準備を整えて更衣室から出てベンチまで歩くと、日焼け止めを手足に塗っている小依くんが居た。

  

  

  「又来得这么晚，为什么男生总是这么慢啊」

  「またしても遅かったな。なんで男のが出てくるの遅いんだよ」

  「小依同学你才是，出来得太快了」

  「小依くんこそ出てくるの早すぎるよ」

  「不，我绝对不算慢吧？我也没急着出来。话说你过来这边啊」

  「いや絶対俺は普通だよ？　急いでもないし。てかこっち来なよ」

  「哎？」

  「え？」

  「那里很热吧，来阴凉处」

  「そこ暑いやろ、日陰こよ」

  「好吧」

  「分かった」

  

  

  　我听从他的建议，站在小依同学坐的长椅旁边，小依同学一脸不可思议地看着我，说“坐吧”。

  　言葉に甘えて小依くんの座るベンチの横に立ったら、小依くんは不思議そうな顔をして僕を見て「座れよ」と言ってきた。

  

  

  「打、打扰了」

  「し、失礼します」

  「嗯」

  「あい」

  

  

  　我刚在小依同学旁边坐下，他就突然碰了碰我的手臂。我被他那冰凉的手吓了一跳。他手上涂了什么！？

  　小依くんの隣に座ったら、急に小依くんが僕の腕に触れてきた。ひんやりとした手触りに驚いた。なにか塗り込まれた！？

  

  

  「防晒霜还有剩，给你用吧」

  「日焼け止め余ったから貰って」

  「原、原来是这样，吓我一跳……」

  「そ、そういう事か。びっくりした……」

  

  

  　吓我一跳，虽然我用了过去式，但其实我现在也一直很惊讶。小依同学用他那小小的手，仔细地把乳液状的防晒霜涂在我的手臂上。

  　びっくりした、と過去形な言い回しにしたが今もずっと驚いている。小依くんの小さな両手で腕にローション状の日焼け止めを丹念に練り込まれている。

  　这不挺色情的吗？难道只有我这么觉得吗？

  　なんか、エロくないか？　そう感じる僕が変態なだけなのだろうか。

  

  

  「天都快黑了，还要涂防晒霜吗？」

  「というかもう暗くなるのに日焼け止めっているの？」

  「姑且涂一下，我也不想晒黑」

  「一応ね。日焼けしたくないし」

  「说起来，小依同学你完全没晒黑呢」

  「そういえば小依くんって全然日焼けしてないよね」

  「我晒不黑的，我的皮肤太废了，还没晒黑就会被晒伤」

  「綺麗に焼けないんだよ。肌がクソ雑魚なんで日焼けに至る前に火傷ダメージで死ぬ」

  「你都能咬舌自尽了，却受不了晒伤？」

  「舌は切れるのに日焼けは耐えられないの？」

  「疼痛的向量完全不同」

  「痛みのベクトルが全然違うから」

  「咬舌绝对更难忍吧……」

  「絶対舌切る方が耐え難いでしょ……」

  「不，真的比想象中要轻松很多。正常来说，揭掉痂反而更疼」

  「いんや？　まじで想像するより全然だよ。カサブタ剥がす方が痛いぜ普通に」

  「是吗！？」

  「そうなの！？」

  「我可没开玩笑，这比喻很妙吧，连我自己都觉得很妙」

  「冗談抜きのガチ。喩えとして絶妙かつ的確だと思う。我ながら」

  「有点难以置信……」

  「にわかには信じられない……」

  「要我帮你吗？用剪刀一下就完事了」

  「手伝ってやろうか？　ハサミで行けば一瞬だし」

  「别别别，太疼了！」

  「痛い痛いやめて！？　痛すぎるって！」

  「要吗？我给你剪了」

  「やる？　ハサミでちょっきん」

  「才不要！！」

  「やんないわ！！」

  

  

  　小依同学大声说完，愉快地捧腹大笑起来。笑起来是很可爱，但内容太猎奇了，我差点被她剪掉舌头，这可是要出大事的。

  　大声でそう言うと小依くんは愉快そうに腹に手を当ててケラケラと笑っている。笑う様は可愛いんだけど内容がグロすぎるんだよな、今僕この子に舌を切られかけたんだもん。流石に事件です。

  

  

  「我们来对半切吧」

  「お揃いにしよーよ」

  「你还要说！？我不会切的！」

  「まだ言う！？　切らないって！」

  「那耳钉呢？」

  「えー。じゃあピアスは？」

  「耳钉……耳钉好像也很疼」

  「ピアスは……ピアスも痛そうだなあ」

  「不疼的，弹额头还更疼」

  「痛くないよ。デコピンの方が痛いよ」

  「那倒也不是不能忍，但毕竟是在人体上开洞，还是算了吧」

  「なら耐えられるかあって思えなくもないけど、人体に穴を開けてるのは間違いないから遠慮したいかな」

  「我身上可是有洞的哦？」

  「こちとら穴ぼこなんですけど？」

  「不是，你这是陷阱吧！？我被你诱导了！」

  「ちがっ、トラップかなぁ！？　誘導されたよね僕今！」

  「啊哈哈！你动不动就慌张，真好玩」

  「あははっ！　すぐ動揺するやんおもろ〜」

  

  

  　小依同学看到我为难的样子，又愉快地笑了起来。她把手放在膝盖上，伸了个懒腰，然后拿出手机。

  　小依くんは僕が困る姿を見てまた気持ちよさそうに笑った。膝に手を当ててグーッと背筋を伸ばしながら一息吐いた小依くんがスマホを出した。

  

  　咔嚓一声，她未经许可就突然拍了张照片。

  　カシャっという音がした。無許可で突然写真を撮られたようだ。

  

  

  「光明正大的偷拍啊」

  「堂々とした盗撮だね」

  「我没躲起来拍，所以不算偷拍」

  「隠れて撮ってないから盗撮じゃない」

  「我是免费素材吗？」

  「僕はフリー素材なん？」

  「嗯」

  「うん」

  「太离谱了。下次我要收使用费」

  「やばすぎ。次からは使用料をいただきます」

  「多少钱？」

  「いくら？」

  「100万」

  「100万」

  「津巴布韦元？」

  「ジンバブエドル？」

  「日元的话是多少？」

  「日本円でいくらなのそれ」

  「不知道。1万日元左右？」

  「分かんない。1万円くらい？」

  「我全都要」

  「全然貰うけど」

  「那我就不拍了」

  「じゃーもう撮らなーい」

  

  

  　我半开玩笑地说完，小依同学就把手机收起来了。

  　半笑いでそう言うと小依くんはスマホをしまった。

  

  

  「小依同学的肖像权值多少钱？」

  「小依くんの肖像権はいくら？」

  「肖像权值多少钱也太离谱了。我会要求和赔偿金一样的金额」

  「肖像権いくらはやばすぎ。慰謝料と同額は貰いますけど」

  「可以只拍一张吗？」

  「一枚だけ撮っていい？」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「因为被你未经许可拍了照片」

  「無許可で写真を撮られたので」

  「…………今天不行」

  「…………今日は無理」

  「今天？」

  「今日は？」

  「我没化妆，头发也乱糟糟的。毕竟刚从泳池出来」

  「メイクしてないし髪もヘンテコだろ。プール後だし」

  「我觉得这样也很可爱」

  「そのままでも可愛いと思うけど」

  「什么！？」

  「なっ！？」

  「这么说不行来着！刚才的不算，不算！！就当不是我说的！」

  「って言うのはダメなんだっけ！　今のナシ、ノーカン！！　僕の言葉じゃないということで！」

  「……你这样也挺让人火大的。所以照片就不拍了」

  「……それはそれでムカつく。だから写真は無しね」

  「对不起……」

  「すみませぬ……」

  「我受伤了——我绝对不会原谅你——」

  「傷つきましたー。絶対許しませーん」

  「咕哈！？」

  「ぐはっ！？」

  

  

  　小依同学一脸生气地用拖长的语调责备我。我本来还偷偷期待能把她封进我这台可悲的非现充手机里，作为女性朋友的图像这种现充道具。结果机会就这么离我远去了。

  　小依くんが怒った顔のまま間延びした口調で責めてくる。密かに僕の悲しい非リアマンスマホに女友達の画像という陽キャアイテムを封入できると思って期待したのに。ガックリ、その機会は遠のいてしまった。

  

  

  

  「水濑，抬起头来」

  「水瀬、顔上げて」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　我正垂头丧气，小依同学突然靠了过来，她的头和肩膀贴在我的身上。她的体温直接传了过来，我吓了一跳，她让我抬起头来，我照她说的抬起头，瞬间听到了快门的声音。

  　項垂れていたら急に小依くんが身を寄せてきて、彼女の頭や肩が体に押し付けられる。彼女の体温がダイレクトに伝わってきて驚いていたら顔を上げるよう言われ、言葉に従って顔を上げた瞬間にシャッター音がした。

  

  　小依同学用自己的手机拍了我和她的合照。她离开我身边，马上摆弄手机，把刚拍的照片发给我。

  　小依くんが自分のスマホを使って、僕とのツーショットを撮ったのだった。小依くんは一度僕から離れると、すぐにスマホを弄って僕に今撮ったばかりの画像を送り付けてきた。

  

  

  「这是……」

  「これは……」

  「拍大头照太羞耻了，我办不到。所以就用这个妥协吧」

  「ピン写真は恥ずいから無理。だからこれで妥協ね」

  「……可以给大家看吗？」

  「……皆に見せびらかしてもいい？」

  「我会毫不留情地扇你耳光，如果这样你也不介意的话就请便吧」

  「一切の加減なしでビンタするけど、それでもいいならご自由に」

  「还是算了吧」

  「やめておくよ」

  

  

  　我们这么聊完，小依同学马上站起来，向我提议「回去吧」。我好奇她怎么突然改变主意，于是看向她的眼睛，她马上背过身去，开始往前走。

  　というやり取りをすると、すぐに小依くんは立ち上がり「帰ろうぜ」と僕に提案してきた。どういう風の吹き回しなのか聞きたくて彼女の目を見たら、彼女はすぐに僕に背を向け歩き始めた。

  

  　我站到她身边，她微微侧过脸，不让我看到她的表情。她的耳朵从头发的缝隙中露了出来，也许是夕阳的缘故，她的耳朵微微染上了朱红色。直到分别，她都没有再开口。

  　隣に並んで立つと、彼女は僕に表情が見えないように僅かに顔を傾けた。髪の隙間から出ている彼女の耳は夕日のせいか僅かに朱色に染まっていて、そこから別れるまで一言も彼女は言葉を発さなかった。

  

  

  「再见，小依同学。下次再一起玩吧！」

  「じゃあね、小依くん。また遊ぼう！」

  「……嗯」

  「……うん」

  

  

  　分别的时候，小依同学果然还是没有看我的眼睛，我转身背对她。这时，我听到背后传来啪嗒啪嗒的脚步声，还没来得及回头，我的后背就感受到了被拍打的触感。

  　別れ際、やはり僕の目を見ないままそう答えた小依くんに対し背を向ける。すると、背後からドタドタ近付いてくる音がして、振り向く前に背中にバチン！　と平手打ちを受ける感触を味わった。

  

  

  「好痛！？」

  「いった！？」

  「你大意了吧，笨蛋！再见！！」

  「油断したなバカめ！　じゃあな！！」

  

  

  　拍了我后背的小依同学丢下这句话，逃也似地回去了。你是小学生吗……？我一边感到无语，一边觉得小依同学逃跑的背影很有趣，忍不住笑了出来。

  　僕の背中を叩いた小依くんはそう吐き捨てて逃げるように帰っていった。小学生か……？　そう呆れつつ、逃げていく小依くんの背中が面白くって笑いがこぼれた。

  

  

  「……拍到合照了！太好啦！！！！」

  「……ツーショット入手！　いいぃぃぃやったー！！！！」

  

  

  　确认小依同学的身影完全消失后，我大声欢呼。人生第一次和女生拍合照！！！太好了！太好了！！我的手机终于有了滋润，有了成为绿洲的一滴水！！！太好了！！！！

  　完全に小依くんの姿が消えたのを確認して大声で喜んだ。人生初の女子とのツーショット！！！　よっしゃ！　よっしゃあ！！　僕のスマホに潤いが、オアシスとなる一雫が宿ったぞ！！！　やったあああぁぁぁ！！！

  

  　好了，这件事可不能被同宿舍的家伙们知道。

  　さて。この事実は同じ寮の連中にバレてはならないな。

  　要是被那群饥渴的豺狼知道今天的事，我肯定小命不保。和女生一起去泳池，还让女生分防晒霜给自己，甚至拍了合照，这完全就是肃清对象。

  　女に飢えたあのハイエナ共から今日の出来事を秘匿しなければ命は無い。女子と一緒にプールに行って女子に日焼け止めを分けてもらってツーショットを撮った、これはもう完全に粛清対象である。

  

  　和小依同学的和平戏水时间结束，我开始了新的任务。那就是在不被任何人发现的情况下回到自己的房间，然后若无其事地享受剩下的夏天。我一定要在这个夏天活下来……！

  　小依くんとの平和な水遊びが終わり、新たなミッションが開始された。誰にも捕まらず、今日の出来事もバレること無く自室に戻り、何事もなく夏を満喫するのだ。このひと夏を、僕は必ず生き抜いてみせる……！

 
  36話「スイーツ」

  第36话「甜点」

  「呼啊……」

  「ふへぁ……」

  

  

  　平常我大概九点左右起床，今天却在正中午醒来。可能是因为昨天和桃果毫无目的地长途远征两天的缘故吧。接下来，我的就寝时间和起床时间应该会越来越晚。

  　普段なら9時頃には起床していたのだが、真昼に目を覚ましてしまった。昨日まで二日間、桃果と目的のない長距離遠征を行っていたせいだろう。これからどんどん就寝時間と起床時間が後ろ倒しになっていくんだろうなあ。

  

  

  『你今天有空吗？』

  『お前今日ひま？』

  

  

  　我传LINE给水濑。好了，午餐要怎么办呢？自己煮，还是出去吃？

  　水瀬にLINEを送る。さて、昼飯どうしようかな？　自炊にするか、食べに行くか。

  

  

  「不行，食材太缺乏了。」

  「いや食材飢饉すぎ」

  

  

  　和桃果旅行时，我担心两天内无法结束，所以把食材用完，以免食物坏掉。冰箱里只剩下味霸和味噌，还有用不完的生姜。

  　桃果との旅行、期日がきっちり二日で収まらない可能性があると思い、食料がダメになるのを危惧して使い切っていたのを忘れていた。味覇とか味噌しか無かったわ、冷蔵庫の中。あと使いかけの生姜。

  

  　我想傍晚再去超市买，但肚子已经饿扁了。诚也先生的定期汇款还有剩，就久违地去外面吃吧。要吃什么好呢？

  　スーパーに買い出しに行くのは夕方からにしたいし、お腹がすきすきくん過ぎる。誠也さんの定期ありがた仕送りの余裕はまだあるし、ここは久しぶりに外食にするか。何食おうかな。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　没有已读。水濑还在睡吗？难得有这个机会，本来想约她一起吃饭的。算了，我一个人去外面走走，顺便冲个澡吧。

  　既読は付いていない。水瀬、まだ寝てんのかな？　折角なら一緒にって思ったのに。いいや、シャワー浴びて一人で外歩くか。

  

  

  

  

  「好热……」

  「あっつ……」

  

  

  　一走出家门，皮肤就受到足以刺痛的阳光袭击。与其说是阳光，不如说是热线。虽然不是闷热到让人热得发昏的天气，但对皮肤脆弱的人来说还是很难受。夏天快点结束吧～拜托～

  　一歩外に出た瞬間に皮膚がひりつく程の日差しに襲われた。日差しというか熱線だな。蒸し焼きにされるようなジメついた暑さじゃない分まだマシだが、皮膚弱い勢からしたらこれでも堪えがたい。早く夏終わってくれ〜頼む〜。

  

  　要吃什么好呢？这么热的天气，让人想吃面线或中华凉面之类的。不过，这种东西也不用特地去店里吃……我也有这种想法。

  　で、何食べようかな？　こう暑いとそうめんとか冷やし中華とか、そっち方面に手を出したくなる。でもそういうのってわざわざお店で食べなくても〜……と思わなくもないんだよなあ。

  

  　拉面或乌冬面之类的，因为方便面和店里的东西是不同的东西，所以面线或中华凉面也应该当作不同的东西看待，但先入为主的观念让我食指大动。总觉得不太对劲，肚子里的虫歪着头。

  　ラーメンとかうどんとかはカップ麺とお店の物で別物って考えてるんだからそうめんとか冷やし中華も別物として考えるべきなんだろうけど、先入観が邪魔して食指が動かない。なんか違うよなって腹の虫が首を傾げている。

  

  

  「去甜点店的话，会加速变胖吗……」

  「スイーツ屋さんに行ったらデブ加速するか……」

  

  

  　一瞬间，脑中浮现了位于大马路旁、有饮食空间的西式点心店，但最近肚子……还有手臂好像也变胖了，所以必须控制卡路里。西式点心店就不列入考虑了。

  　一瞬、大通り沿いの飲食スペースがある洋菓子屋さんが選択肢として脳裏に上がってきたが、最近お腹が……あと腕とかもぷにってきてるような気がするのでカロリーは抑えないとだ。洋菓子屋さんは選択肢外だよなあ。

  

  　不过仔细想想，外食果然还是不行。不管去哪家店，卡路里都高得吓人。还是老老实实自制一点，用鸡胸肉和蔬菜做一顿健康的饭菜吧。虽然很想大吃一顿……

  　というかそれで言ったらやっぱり外食はダメだな。どこで食べてもカロリー高くなりそうだ。ここは手堅くストイックに、ササミと野菜を使ってヘルシー飯を作るか。ガッツリ食べたかったけどなぁ……。

  

  

  

  

  　嗯～～～～！果然还是甜食最好！卡路里什么的我才不管，也没理由在意！

  　うんまぁ〜〜〜〜い！！　やっぱり甘味が一番いいや！　カロリーなんて知らんね、気にする理由も無いしな！

  

  

  「嗯呵呵。」

  「んふふっ」

  

  

  　糟糕，好恶心好恶心。因为太好吃了，忍不住笑出来。鲜奶油、布丁和巧克力的多层次甜味让脸颊都发麻了。好吃到脸颊都要掉下来了～

  　いけね、キモいキモい。美味すぎて笑いが溢れちゃった。生クリームとプリンとチョコの多面的な甘味にほっぺがビリビリになっている。美味しすぎてほっぺが落ちちゃうよ〜。

  

  　我用插在巨大圣代上的汤匙挖了一口送进嘴里。好吃好吃，甜味对空腹最有效了。口水都要变成蔗糖水溶液了。嗯喵～

  　ゴリデカパフェに刺さったスプーンをほじくりだして口に運ぶ。うまうま、空きっ腹に甘味が効くわぁ。ヨダレがスクロース水溶液になっちゃうよ。んみゃぁ〜。

  

  

  「小依？」

  「小依？」

  「嗯～！嗯？」

  「ん〜っ！　ん？」

  

  

  　什么啊，人家正在把糖浆塞进肚子里，居然还来搭话。是认识的人吗？有个女高中生站在那里。

  　なんじゃ、人がシュガーラッシュ腹に叩き込んでるのに話しかけてきて。知り合いか？　なんか女子高生が立ってる。

  

  

  「……咲那？」

  「……咲那？」

  「太好了，猜对了。」

  「よかった。合ってた」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　该怎么说呢，我好像以奇怪的方式和咲那重逢了。而且还是在我一个人享受甜点的时候。搞什么啊。

  　なんか、なんというか、変な形で咲那と再会してしまったようだ。一人でスイーツを堪能してるところで。なんでやねん。

  

  　最后一次和她好好说话是初中的时候……我自杀未遂的时候吧。呜哇……好尴尬。真希望她能快点走开。

  　最後にまともに話したのは中三の……俺が自殺未遂した時か。うわぁ……気まずい。早くどこかへ行ってほしいなあ。

  

  

  「……店员让我坐你旁边」

  「……席、ここ座れって言われたんだけど」

  「真的假的？」

  「まじ？」

  「真的」

  「マジ」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……坐吧？」

  「……座れば？」

  「坐是会坐，别瞪我啊」

  「座るけど。睨まないでよ」

  「我才没瞪你」

  「睨んでませんよ」

  「我拿镜子出来，你等一下」

  「鏡出すから待ってな」

  「不用了……一般来说应该是店员问顾客能不能拼桌吧」

  「いいです。……普通店員サイドがこっちに相席大丈夫か聞くべきだよな」

  

  

  　难道她没看到我吗？毕竟我坐的椅子比较矮，身体刚好被背后的墙壁挡住，所以没注意到我吧。如果是这样那也没办法……

  　俺の姿が目に映らなかったのか？　座高低いもんな、背後の壁にすっぽり体が隠されてて存在に気付かれなかったか。そうだとしたら仕方ないけどさ……。

  

  

  「好久不见，小依」

  「久しぶり、小依」

  「嗯，好久不见」

  「んー。久しぶり」

  「最近过得怎么样？」

  「元気にしてた？」

  「很好很好」

  「元気元気」

  「这样啊」

  「そっか」

  「嗯」

  「うん」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　对话到此中断。咲那坐在我对面之后，我一直盯着手机，所以她可能觉得我在拒绝她吧。嗯，我确实是在拒绝。毕竟咲那不是个让人聊得开心的人。

  　会話はそこで途切れた。俺は対面に咲那が座ってからずっとスマホに視線を落としているから拒絶しているように取られているのだろう。うん、拒絶はしている。話していて気持ちのいい相手じゃないからな、咲那は。

  

  　……不过，一直低着头的话也没法吃东西。我暂时放下手机，瞥了咲那一眼。

  　……でも、下ばかり向いていたら食べ進められないわけで。一度スマホを置き、チラッと咲那の方を見る。

  

  　咲那从头到胸口一直盯着我。

  　咲那は俺の事をジーッと、頭のてっぺんから胸辺りまでを見ていた。

  

  

  「怎、怎么了？」

  「な、なんだよ」

  「你变得比以前更像女孩子了呢」

  「前よりずっと女の子らしくなったね」

  「……毕竟我是女的」

  「……女だからね」

  「好可爱。我可以拍照吗？」

  「可愛い。写真撮っていい？」

  「怎么可能让你拍啊」

  「いいわけないだろ」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「你会发给老家的人看吧」

  「拡散するだろ、地元の連中に」

  「才不会呢」

  「しないよ」

  「那你拍了要干嘛？」

  「じゃあ何のために撮るんだよ」

  「……因为很可爱？」

  「……可愛いから？」

  「就算真是这样，我也完全不懂你的意思，而且你说话的语调上扬，可信度为零」

  「本当にそうだとしても意味わからんし言葉尻上がってるから信ぴょう性ゼロ」

  「哇！你做了美甲，好可爱！！」

  「わっ！　ネイルしてんの可愛い〜！！」

  「…………」

  「…………」

  

  

  　咲那无视了我的发言，用傻乎乎的语气对我的指甲表示出了兴趣。

  　咲那は俺の発言を無視して馬鹿みたいな声音で俺の爪に興味を示した。

  

  

  「你真的变了呢。感觉你很享受当女生」

  「なんか本当に変わったねー。女子を満喫してるって感じ」

  「并没有」

  「してねえわ」

  「明明你打扮得这么漂亮？」

  「そんなにオシャレしてんのに？」

  「咲那，你看起来比以前更稳重了」

  「そういう咲那は、なんか前より落ち着いた見た目になってるね」

  「是吗？可能吧？」

  「そうかな。そうかも？」

  

  

  　什么啊。她戴上了眼镜，头发也留长了，和以前引人注目的外表明显截然相反。她这是逆高中出道吧。

  　なんだそれ。眼鏡なんかして、髪も伸ばしっぱなしみたいだし、目立つ見た目をしていた以前とは明らか真反対の見た目してるだろ。逆高校デビューやん。

  

  

  「……啊，说起来，咲那，你有来我们学校的体育祭吗？」

  「……あ、そういえば咲那さ、うちの高校の体育祭来てた？」

  「啊？你们学校？」

  「は？　あんたの高校？」

  「不知道就算了。应该是我看错了」

  「知らないならいい。俺の見間違えだろうし」

  「你读哪所学校？」

  「どこ通ってんの？」

  「我没读哪所学校，初中毕业」

  「どこも通ってない中卒ですね」

  「你能不能别一秒就自相矛盾？你刚才不是说我们学校吗？」

  「一秒で矛盾すんのやめてくんない？　今うちの高校って言ってたじゃん」

  「我没说啊？」

  「言ってないよ？」

  「你说了啊。为什么你觉得自己能蒙混过去啊？告诉我吧」

  「言ってたわ。なんでそれが罷り通ると思ってんのよ。教えてよ」

  「不要。要是告诉你了，消息不就传开了吗」

  「嫌だ。お前に教えたら地元に広まるだろ」

  「啊？我为什么要特地去宣传你读的高中啊」

  「はあ？　なんでわざわざあんたの行ってる高校なんて広めなきゃなんないのよ」

  「就算没有宣传的理由，我也绝对不告诉你」

  「広める理由がないとして絶対教えたくない」

  「……梅之丘？」

  「……梅ヶ丘？」

  

  

  　为什么你第一发就猜中了啊。

  　なんで一発目で当てるんだよ。

  

  

  「啊，你移开视线了。我猜对了吧」

  「あ、目逸らした。正解でしょ」

  「无可奉告」

  「ノーコメント」

  「我去看的体育祭就是梅之丘的。话说，我们会在这家店相遇不就是因为你吗？」

  「私が見に行ったの梅ヶ丘の体育祭だし。てかさ、この店で会うのがそもそもじゃない？」

  「这家店很出名啊。也有客人是从很远的地方来的吧」

  「この店バズってんじゃん。遠くから来る客もいるだろ」

  「有谁会穿得这么轻便从很远的地方来啊。你身上只带了钱包吧？」

  「そんな軽装で遠くから来る人いるかな。財布しか持ってないよね？」

  「……这种人很常见吧」

  「……別に普通に居るやろ」

  「呐。你读梅之丘吗？」

  「ねえ。梅ヶ丘通ってんの？」

  「我没读」

  「通ってない」

  「给我看学生证？」

  「学生証見せて？」

  「才不给你看。你到底想干嘛啊，点单啊」

  「見せないわ。なんなんお前、注文しろよ」

  「也是。不好意思——」

  「そうだね。すいませーん」

  

  

  　咲那正准备叫店员过来，我便趁机起身准备离开。但咲那抓住了我的手，阻止了我。

  　と、咲那が店員を呼ぼうとしたタイミングに合わせて俺は席を立ち帰ろうとした。が、咲那に手を掴まれて阻止されてしまった。

  

  

  「干嘛啊」

  「なんだよ」

  「你为什么要回去啊」

  「なんで帰ろうとするのさ」

  「我没要回去啊。只是肚子有点凉，想去厕所」

  「帰ろうとはしてないよ。お腹冷えたからトイレ行こうかなって」

  「那你把钱包留下」

  「なら財布置いてって」

  「啊？我肯定不要啊」

  「は？　嫌に決まってんだろ」

  「我又不会抢你的钱。要是不想把钱包留下，就把手机留下」

  「お金なんて取らないし。財布が嫌ならスマホ置いてって」

  「要是你有能干到足以当人类的脑子，钱包和手机应该会随身不离吧？」

  「人間やれるくらいの性能の脳みそ積んでたら財布もスマホも肌身離さないと思うけど？」

  「不是有朋友帮忙看行李的吗」

  「友達に荷物見てもらったりするじゃんか」

  「我可没把你当朋友」

  「友達の括りに入れてないもんお前の事」

  「……」

  「……」

  「……怎，怎么了啊。你这样不说话我也不好办啊。快放手」

  「……な、なんだよ。黙られても困るんですけど。手ぇ離せ」

  「……」

  「……」

  「放手啊」

  「離せって」

  「……」

  「……」

  「…………你到底想干嘛啊……」

  「…………なんなんお前……」

  

  

  　我沉默着完全不放手，店员就在这时过来了。因为会妨碍到店员，我只好坐回座位上。咲那的表情一下子变得明朗起来，转向了店员。

  　無言で全然手を離してくれないまま店員さんがやってきてしまった。邪魔になってしまうので仕方なく席に座ると、パッと咲那の表情が朗らかな感じに切り替わり店員さんの方を向いた。

  

  　她就像和朋友一起来的普通女孩子一样向店员点单，然后又转向了我。店员虽然离开了，但正好有情侣档客人在，我没法走到通道上……。

  　まるで友達と来た普通の女の子のような雰囲気で店員さんに注文をすると、そのままこちらに向き直してきた。店員さんは退いたけど、丁度カップル客が居て通路に出られない……。

  

  

  「呐呐，你为什么转学到梅之丘了？」

  「ねーねー、なんで梅ヶ丘に進路変えたの？」

  「……你看到我打算去死的场面了吧」

  「……お前俺が死のうとしてたの見てたよね」

  「别聊这个话题，我怕怕」

  「その話、私地雷だからしないで？」

  「对我来说你的存在才更让我怕怕的吧？」

  「俺からしたらお前の存在が地雷なんだけど？」

  「小依的外表看起来更像地雷吧？」

  「小依の方が地雷っぽい見た目してるくない？」

  「我没在说外表的事。我老家的人全都是地雷。饶了我吧，好不容易考上了远一点的高中，开始一个人生活了……」

  「見た目の話はしてねえよ。地元の連中全員地雷なの。勘弁してくれよ、折角遠くの高校進学してひとり暮らしも始めたのに……」

  「嘿诶，是这种理由啊」

  「へぇー。そういう理由か」

  「对吧。不然还能有什么理由啊」

  「そうだろ。他にどんな理由あるんだよ」

  「我还以为你是追着水濑同学才来梅之丘的呢」

  「水瀬くんを追って梅ヶ丘にしたのかと思ったよ」

  「……你，知道水濑在梅之丘上学吗？」

  「……お前、水瀬が梅ヶ丘通ってんの知ってたの？」

  

  

  　真意外，没想到会在这时候听到水濑的名字。不过这家伙说过喜欢水濑，知道也不奇怪。

  　意外だ、ここで水瀬の名前が挙がるとは。まあコイツ水瀬の事好きだっつってたし知ってても不思議じゃないか。

  

  

  「啊，所以你才在体育祭的时候在场吗？」

  「あ、だから体育祭居たのか？」

  「对，我上的学校正好是建校纪念日放假，我就去看了水濑同学」

  「そ、私の通ってる方は丁度開校記念日で休みだったから水瀬くんを見に行ったの」

  「原来还有建校纪念日这种文化啊」

  「開校記念日なんて文化あるんだ」

  「有吧。梅之丘没有吗？」

  「あるでしょ。梅ヶ丘にはないの？」

  「大概没有。也可能只是我不知道」

  「多分無い。知らないだけかもだけど」

  

  

  　这样啊，两个活动偶然重合了啊。概率有多少呢。

  　そうなんだ、偶然二つのイベントが重なってたんだな。確率どんなもんだそれ。

  

  

  「原来如此，还真是不得了的偶然啊。那我就先告辞了。再见了咲那」

  「なるほど、大した偶然もあったもんだな。という事でここら辺で俺は失礼するわ。じゃあな咲那」

  「为什么啊。坐下来嘛」

  「なんでよ。座っててよ」

  「我可是抱着断肠之思坐下来的啊。差不多也该放我走了吧？」

  「断腸の思いで座ってたわけだけどもね、今まで。そろそろ解放してくれてもいいんじゃない？」

  「你今年的抱负是卧薪尝胆吧」

  「今年の抱負は臥薪嘗胆でしょ」

  「别擅自决定别人的方针啊？」

  「勝手に人の方針決めつけないで？」

  「别急别急。我正好有话想和你说」

  「まあまあ。丁度あんたとしたい話あったし」

  「什么啊」

  「なんだよ」

  「和水濑同学和好了吗？」

  「水瀬くんと仲直りしたの？」

  

  

  　咲那问的内容，是我在预料之中的一个。不过，她会问这种问题，也就说明水濑和咲那现在还有交流，而且会和她聊我的事。虽然我希望她能为我着想，不要和咲那聊我的事，但我也没有权力限制她的行动，所以也没办法。

  　咲那が訊ねてきた内容は、予想していた内の一つに該当していた。しかし、こんな質問をしてくるってことは水瀬のやつ、咲那と今でも交流あるし俺の事も普通に話してるのか。そこは気を使って俺の話なんてしないでほしかったが、相手の行動を制限するような権限なんか持ってないし仕方ないか。

  

  

  「和好了啊。那又怎么了」

  「したけど。それがなに」

  「水濑同学居然会原谅你啊」

  「よく許してくれたね、水瀬くん」

  「是啊」

  「そうだね」

  「然后，你和水濑同学的关系变得比以前更好了」

  「それで、今度は水瀬くんと前よりずっと仲良くなったと」

  「……啊？你想说什么」

  「……あ？　何が言いたいん」

  「在体育祭上卿卿我我，还叫她去你家一起吃饭。水濑同学说了哦？说你们做什么事的距离感都乱了」

  「体育祭でイチャイチャしたり、家呼んだり一緒にご飯食べたり。水瀬くん言ってたよ？　何をするにも距離感がばぐってるって」

  「毕竟都是男的嘛」

  「そりゃ、男同士だし」

  「啊？」

  「は？」

  「啊？」

  「あ？」

  「你这话是认真的吗？」

  「それ本気で言ってるの？」

  「你这是在问什么啊」

  「何に対しての質問なんそれ」

  「当然是在问你那句『都是男的』啊？」

  「男同士って発言に対しての当然の疑問ですけど？」

  「当然是认真的啊」

  「本気で言ってるに決まってるだろ」

  「哈啊……？」

  「はぁ〜……？」

  

  

  　咲那露出奇怪的表情，发出对我感到无语的声音。就在这时，我们点的东西来了。在店员在场的时候我们都没有说话，等店员走开后，咲那开口了。

  　咲那が変な顔で俺に呆れたような声を出したタイミングで注文していた物が来た。店員さんがいる場では互いに何も発言せず、捌けた途端に咲那の口が動いた。

  

  

  「你啊，是用『自己是男的』这种态度和水濑同学相处的吗？」

  「あんた、自分は男だぜってスタンスで水瀬くんと接してるわけ？」

  「是又怎么了。你有意见吗？」

  「だとしたらなに。文句でもあんの？」

  「当然有意见了」

  「文句しか無いけど」

  「为什么啊。我用男性的自然状态和她相处，对你有什么不好的吗？」

  「なんでだよ。男としての素の状態であいつと接しててお前になんの不利益がある」

  「因为我还喜欢着水濑同学啊」

  「私、まだ水瀬くんの事好きなんですけど」

  「这种事我当然知道」

  「知っとるがなそんな事」

  

  

  　她都特意跨县去其他学校的体育祭观察了，我当然能察觉到她对水濑抱有相当程度的感情。毕竟我也是高中生了，不会那么迟钝。

  　わざわざ県を跨いでまで他校の体育祭に乗り込んで観察してんだからそれなりの感情を向けていると察しは付くよ。流石に高校生なんでね、鈍感じゃなくなってるんすわ。

  

  

  「那又怎么了」

  「それがなんだよ」

  「那又怎么了？这家伙真可怕，完全没有理解能力啊」

  「それがなんだよ？　やばこいつ、全然理解力無いじゃん」

  「别开玩笑了，能让我理解的信息也太少了吧。你就算喜欢她，为什么我就不能和她相处啊」

  「ふざけんな、理解するまでの情報が少なすぎるだろ。お前が好きだからってなんで俺があいつと接しちゃいけない事になるんだよ」

  「你是女的吧！」

  「あんた女でしょ！」

  「你这样会被人骂的」

  「炎上するぞお前」

  「为什么啊」

  「なんでよ」

  「性自认的话题很敏感的吧。说什么因为是男的因为是女的，这种发言有点太危险了」

  「性自認の話とかシビアだろ。男だから女だからって発言はちょっと焦げ臭すぎる」

  「啊——是吗！那我换个说法！你有女性的身体吧」

  「あーそうですか！　じゃあ肉体面での話！　あんたは女の肉体してんでしょって」

  「是啊」

  「そうですね」

  「那你对其他的人，比如同班同学和学校里的人也是用男性的态度相处的吗？」

  「他の連中、クラスメートとか学校の人らにも男として接してんの？」

  「怎么可能啊。我已经放弃很多事了，现在是用女性的态度对待他们」

  「なわけないやろ。もう色々諦めついたわ、女として振舞ってるよ」

  「也就是说，你只对水濑同学用男性的态度相处？」

  「じゃあつまり、男として接しているのは水瀬くんに対してのみ？」

  「再加上，现在对你也是」

  「それプラス、たった今お前に対してな」

  「我的事不重要！从你的视角来看，你可能觉得是两个男人在相处，但水濑同学的视角又是如何！」

  「私の話はどうでもよくて！　あんた視点では男同士で接してる風に感じるかもしれないけど、水瀬くん視点どうなんだって話！」

  「那家伙的视角？」

  「あいつ視点？」

  「就算以前是男的，现在也是女的吧？被女人粘着的话，男人会动摇的吧！」

  「昔は男だったとしても、今は女なわけだよ？　女にくっつかれたりしたらさ、動揺するでしょ男は！」

  「哈啊」

  「はあ」

  「水濑同学也很困扰啊！他还说你这种毫无自觉的地方让他心动不已，对心脏很不好！」

  「水瀬くんだって困ってるわけ！　あんたのそういう無自覚な所で一々ドキドキさせられて心臓に悪いみたいな事も言ってたし！」

  「好了，你骗人。水濑才不会说这种话」

  「はい嘘。水瀬はそんな事言わないね」

  「不，他就是说了」

  「いや言ってたんだって」

  「不可能。普通女人就算了，对我心动岂不是同性恋」

  「有り得ないね。普通の女ならまだしも俺相手にそんなの。ホモじゃん」

  

  

  　我这么一说，咲那深深地叹了口气，用勺子舀起一口送进嘴里。她一边津津有味地吃着，一边用无语的表情看着我。

  　そう言うと、咲那は深いため息を吐いて来たものをスプーンで掬い一口。舌鼓を打ちつつ呆れたような顔のまま俺を見ている。

  

  

  「我说你啊，既然能好好打理自己的仪容，那应该能理解自己的容貌是什么样的吧。虽然你说了性自认什么的，但你不是穿着裙子吗。能正常地挑选裙子穿，说明你还是有身为女人的自觉的吧」

  「あんたさ、身だしなみちゃんとする程度には自分の容姿がどんな風なのか理解出来てるわけだよね。性自認がどうとかって言ってたけど、スカート履いてるじゃん。普通にスカート選んで履く程度には女の自覚あるよね」

  「我从第一次上厕所开始就对这种事深恶痛绝了。因为男性的习惯，我站着尿尿把地板都弄湿了」

  「自覚なんて最初のトイレで嫌という程したが。男だった頃の癖で立ったまましたら床水浸しにしたからな俺」

  「好脏啊……」

  「汚いな……」

  「我也不知道女人的正确尿尿方式，所以从股间的方向计算尿的轨道，站在马桶上尿尿，结果脚一滑，就以大字型的姿势摔倒了」

  「女の放尿の最適解が分からなくて、股穴の方向から尿の軌道を計算して便座の上に立って放尿したら足滑らせて大開脚転倒したし」

  「你是笨蛋吗？正常来说，应该会想到和大号的时候用同样的姿势吧……不对，先不说这个，你明明是女人，却只对水濑同学以男人的身份相处？」

  「馬鹿なの？　普通にう、大する時と同じ姿勢でいいって気付くでしょ……ってそんな話はよくて、それなのに水瀬くんに対してだけ男のつもりで接してるって？」

  「那又怎么了？」

  「それがなんすか」

  「你就不考虑对方的心情吗？」

  「相手の気持ちとか考えないわけ？」

  「对方的心情？你是说水濑的心情吗？」

  「相手のって？　水瀬の気持ちって事？」

  「对。你就不考虑他怎么想吗？」

  「そう。どう思うとか考えないの」

  「心情？嗯……我们是朋友，除此之外我也没想过什么吧」

  「気持ちぃ？　んー……友達は友達だけど、それ以外になにか考える事なんてないだろ」

  「我说的是你的主观，水濑同学是怎么想的」

  「だからそれはあんたの主観で、水瀬くんがどう思うかって」

  「水濑也一样吧。他对我除了朋友以外，也不会有其他想法吧」

  「水瀬も同じだろ。俺に対して友達だな〜って感想以外無いだろ」

  「真是没救了」

  「話になんない」

  

  

  　咲那说完，就不再和我对话，继续吃着西式点心。我以为对话结束就可以回去了，但当我一个人起身准备离开时，她却一言不发地瞪着我，让我动弹不得。

  　そう言うと、咲那はもう会話を展開すること無く洋菓子を食べ進めた。会話が終わったのだとしたら帰れるだろうと思ったのだが、一人で席を立とうとすると何も言わずに睨まれるから動けなかった。

  

  　吃完后，我们又一起结账，同时走出店门。简直就像关系很好一样。话说，她站在我旁边，身材和巨乳就显得更加突出。而我是个矮子贫乳，总感觉有种失败感……

  　全て食べ終え、なんだかんだで一緒のタイミングで会計する羽目になり、同時に店を出た。まるで仲良しみたいじゃないかよ。てか並んで立つと余計にスタイルの良さと巨乳が際立つ。片や俺はチビ貧乳、なんか敗北感……。

  

  

  「结果，小依对水濑同学什么想法都没有吗？」

  「結局さ、小依は水瀬くんに何もないわけ？」

  「什么想法是什么意思啊。你没说重点吧」

  「何もってなんだよ。要点がすっぽ抜けてるだろ」

  「你懂的，这是女生的对话哦？」

  「分かれよ、女子トークだよ？」

  「不好意思，我的脑子还是男人的时候那样。和女生的对话我基本只会附和」

  「すいませんね脳みそは男の頃のままなんで。女子との会話なんてほぼ相槌しか打ってないんすわ」

  「诶？好恶心」

  「え〜？　きもっ」

  「我宰了你哦」

  「ぶっ殺すぞてめえ」

  「不是，知道你以前的样子当然会觉得恶心啊。怎么变得这么保守了」

  「いや昔のあんた知ってたらきもっともなるでしょ。なにさそんな保守的になっちゃって」

  「话题扯远了！别岔开话题，你到底想说什么，简洁地告诉我」

  「話が延びてる！　横道に逸れるなよ、つまり何が言いたいのか簡潔に述べてくれ」

  「小依喜欢水濑同学吗？」

  「小依は水瀬くんの事好きなの？」

  「啊，不懂你的意思」

  「はい意味わからない〜」

  

  

  　突如其来的问题，但我觉得话题会转到这个方向，所以只是耸了耸肩，嗤之以鼻。

  　突拍子のない質問、だが何となく話の流れ的にそう来ると思っていた内容だったので鼻で笑いつつ肩を竦めてやった。

  

  

  「问我喜不喜欢水濑，我对普通朋友怎么可能有那种感情。真是的，女人只要两个人就会想凑一对啊！还是别这样比较好，真的」

  「俺が水瀬を好きかって、ただの友達にそんな感情向けるわけないだろーが。全く、人間二人いたらカップリング作ろうとするよな女って！　やめた方がいいぜそういうの、マジで」

  「啊，性别歧视发言。话说，我又不是问你是不是作为异性喜欢他。作为朋友喜欢之类的说法有很多吧」

  「はい性差別発言。てか、なにも異性として好きなのか聞いたわけじゃないし。友達として好きとか色々言い方あるでしょ」

  「唔」

  「む」

  「明明是朋友，却连友爱都没有吗？」

  「友達なのに友愛も抱いてないの？」

  「……这个，有是有」

  「……それは、抱いてるけど」

  「但是刚才你擅自认为是异性之间的喜欢，过度否定了吧。反而只会让人觉得你有意识」

  「でもさっきは勝手に異性的な意味合いでの好きって思い込んで過剰に否定してたよね。かえって意識してる様にしか捉えられないけど」

  「没有过度否定……话说，你要是不先说清楚是作为朋友还是作为异性，一般都会认为是后者吧」

  「過剰には否定してないし。……てか先に友人としてなのか異性としてなのか言わなかったら、普通はそう思い込むじゃんか」

  「是吗？」

  「そうかなぁ？」

  「是吧」

  「そうでしょ」

  「小依完全不把水濑同学当成异性喜欢吗？」

  「小依は水瀬くんの事、異性として全然好きじゃないの？」

  「不喜欢。只是男性朋友而已」

  「好きじゃないね。ただの男友達なんで」

  「完全没意识到？」

  「全く意識しない？」

  「没有」

  「しない」

  「……」

  「……」

  「就算你盯着我的眼睛看结果也不会变，快走开。我当然没把他当异性看待，他也不会对我做什么，更不会把我当女性看待。别擅自闯进我们的圈子」

  「目ん玉覗き込んでも結果変わんないから離れろ。俺の側は勿論あいつをどうとも思ってないし、あいつだって俺に変な事しないし女として見てねえから。勝手に俺らの輪に踏み込んでくるな」

  「嗯？」

  「ふーん？」

  

  

  　咲那玩着手机，戳了戳我的肩膀，把手机屏幕给我看。屏幕上是穿着制服的水濑，他正大口吃着沙威玛。

  　咲那はスマホをいじり、俺の肩をつついてスマホの画面を見せてきた。スマホにはケバブを頬張る梅ヶ丘の制服姿の水瀬が映り込んでいた。

  

  

  「你和水濑同学关系比以前更好了呢」

  「前より水瀬くんと仲良くなったんだ〜」

  「哈啊。是吗」

  「はあ。そうですか」

  「前几天也一起玩了，你们俩还去了水族馆哦？不错嘛？」

  「先日も一緒に遊んだし、二人で水族館行ったんだよ？　良くない？」

  「嗯，所以呢？」

  「うんだからなに？」

  

  

  　我这么一问，咲那收起手机，俯视着个子矮的我，轻蔑地说道。

  　そう訊くと咲那はスマホを仕舞い、背の低い俺を侮るかのように見下ろしながら言った。

  

  

  「我要向水濑同学告白」

  「私、水瀬くんに告白するから」

  「…………告白」

  「…………告白」

  「嗯。所以希望你暂时不要接近水濑同学。理由你懂吧？」

  「うん。だからしばらく水瀬くんに近付かないでほしいんだけど。理由は分かるよね？」

  「……不懂」

  「……分かんない」

  「你是女生，对水濑同学也没有任何想法吧？那你就别妨碍别人的恋情。如果你喜欢水濑同学的话，那妨碍他也没关系，但既然不是那样，那你就应该退出」

  「あんたは女で、水瀬くんの事どうも思ってないんでしょ？　なら人の恋路を邪魔しないでって言ってるの。もしあんたが水瀬くんの事を好きなら邪魔してくれてもいいけどさ、そうじゃないなら身を引いてくれてもいいよね」

  「…………我知道了」

  「…………わかった」

  

  

  　听到我的回答，咲那只说了句「谢谢」就离开了。

  　俺の返事を聞くと、咲那は短く「ありがと」とだけ言って去っていった。

  　咲那的恋爱事到如今已经无所谓了。但是，我确实对水濑没有任何想法，既然如此，那我也不该妨碍他交女朋友。

  　咲那の恋愛なんて今更どうでもいい。けど、確かに俺は水瀬の事を好きでもなんでもないし、それなら彼女が出来るかもしれない水瀬の邪魔をするのは良くないと思った。

  

  　但是，怎么回事呢。总觉得胸口深处有种恶心的感觉。这种从内侧推挤喉咙的，不明所以的感觉一直残留着，挥之不去，让我做什么事都提不起劲。

  　でも、なんだろう。なんか気持ち悪い感覚が胸の奥に潜んでいる。内側から喉を押し上げられるような、得体の知れない感触がずっと、消えること無く残り続けて何をするにも気分が上がらない。

  

  

  

  「还没回我。他没看手机吗……」

  「まだ返信ない。スマホ見てないのかな……」

  

  

  　那天不知为何水濑没有回我。消息也没有显示已读。这种事明明是家常便饭，但那天我却因为这种小事而辗转反侧，迟迟无法入睡。

  　その日は何故か水瀬からの返信が来なかった。既読も付かなかった。そんな事日常茶飯事なのに、そんな小さな事が気掛かりでその日は中々寝付けなかった。

 
  37話「アルカリ乾電池」

  第37话「碱性干电池」

  「为什么在盛夏正当中会发生空调坏掉这种漫画一样的事情啊！」

  「なんで真夏のど真ん中にエアコンが壊れるなんて漫画みたいなこと起こるのさ〜！」

  「遥控器泡水了。这种事不是常有吗……」

  「リモコン水没したんだって。あるじゃんかそういう事……」

  「常有吗？遥控器泡水是怎么回事？为什么？在哪里？怎么泡的？不要把电器放在水边啊。」

  「あるかい。なんなのリモコンが水没したって、なんで？　どこに？　どうやって？　水場の近くに電化製品なんて置いとくなよ」

  「水边……」

  「水場の近くってかさぁ……」

  

  

  　和咲那再会的第二天，桃果和结乃来到我家。好像是希望我帮忙她们做不太有进展的课题。

  　咲那と再会した翌日。桃果と結乃が俺の家に来ている。あまり進められていない課題を手伝ってほしいとのことだったらしい。

  

  　但是，不凑巧的是空调坏了不能用，所以她们无法集中精神，课题完全没有进展。虽然她们想用风扇的微风来降温，但还是有限度。热得要命。全身汗流浃背，衣服粘在皮肤上。

  　しかし、間が悪くエアコンが壊れて使えなくなっていたせいで集中力が持続出来ず全然課題は進められていなかった。扇風機の心もとないそよ風で熱を冷まそうとはしているものの、限度がある。全然暑い。全身汗だくで服が肌にはりつく。

  

  

  「不行了～我不行了。我投降……」

  「ダメだ〜もう無理。一抜けギブっぴ……」

  「别靠过来，热死了～」

  「もたれかかってくるなよ暑苦しい〜」

  

  

  　结乃把背靠在桃果的背上，整个人瘫软下来。桃果一脸困扰地抗议，但结乃毫不在意地继续纠缠着她。胸部的形状被强调出来，真是太棒了。

  　結乃がぐでーんと桃果の背中に背中を押しつけ倒れかかっている。迷惑そうに桃果が抗議するが結乃は構わずだる絡みし続けている。胸の形が強調されてて大変よろしい。

  

  

  「小依依，修好空调啦～」

  「こよりんエアコン直してよ〜」

  「如果修得好，我早就修好了。」

  「直せてたらとっくにという話ではある」

  「咕唔～……小依依，把肚子露出来。」

  「ぐぬぅ〜……こよりんお腹出して」

  「为什么？我才不要。」

  「なんで。嫌だよ」

  「了解。」

  「了解」

  「喂喂喂。」

  「おーいおいおい」

  

  

  　我明明拒绝了，结乃却擅自掀起我的T恤把手放在我的肚子上。结乃的手传来温暖，让我觉得很烦。

  　断ったはずなのに勝手に結乃は俺の着てるTシャツを捲って腹に手を置いてきた。結乃の手から暖かいのが伝わってきて鬱陶しい。

  

  

  「咦？小依依意外地」「你再说下去我就跟你绝交」

  「あれ？　こよりんって意外と」「そこから先言ったら絶交するよ」

  「最近在考虑减肥哦」

  「最近ダイエット考えてるんだってよ」

  「不要用补充的形式来回答我啊？还有不要默默地揉」

  「補足という形で答え合わせしないで？　あと無言で揉むな」

  

  

  　我的肚子肉被揉得晃来晃去。把我当狗吗。

  　むにんむにんと腹肉を揺らされる。犬扱いか。

  

  

  「唉……在没有空调的盛夏的闷热房间里，三个女生在做课题。好空虚啊」

  「はあ〜……エアコンもない真夏のあちあちな部屋で女三人課題を進める。虚しいなあ」

  「什么啊」

  「何じゃそりゃ」

  「听说今天街上好像有祭典哦。朋友说要和男朋友一起去。唉」

  「巷では今日お祭りがあるらしいよって話よ。友達が彼氏と行くって言ってたぁ。はあ」

  「结乃的话马上就能交到男朋友吧。给经常聊天的男生发LINE试试吧」

  「結乃ならすぐ彼氏作れんじゃないの。よく話してる男子にLINEしてみなよ」

  「不，我并不想要男朋友」

  「いや別に彼氏は欲しくない」

  「那你刚才是在叹什么气啊」

  「なんの嘆きだったん今の」

  「虽然不需要男朋友，但我觉得那样挺好的！夏日祭，和在意的男生一起仰望烟花。这不是青春吗！！！」

  「彼氏はいらないけどそういうのいいな〜って思うの！　夏祭り、気になる男子と見上げる花火。アオハルじゃん！！！」

  「小依，她这么说」

  「ですって小依」

  「完全无法理解的价值观」

  「まるで分からん価値観」

  「为什么啊！你们两个的感性都死掉了吗！」

  「なんでだよー！　感性死んでるって二人とも！」

  

  

  　虽然无所谓，但揉肚子差不多可以停了吧。肚子变凉了，感觉要拉肚子了。

  　どうでもいいけど腹揉むのいい加減やめて欲しいかもな〜。シンプル冷えてお腹痛くなるんですけど。

  

  　话说，好热啊……吃点凉的东西吧。这样下去完全无法集中注意力。

  　てか、暑いな〜……なにか冷たいものでも食べようかな。こんなんじゃ全然集中力維持出来ないや。

  

  

  「我去冰箱看看」

  「ちょっと冷蔵庫見てくる」

  「我也要！结乃的体温真的跟小孩子一样」

  「あたしにも何かプリーズ！　結乃まじで子供体温すぎる」

  「还有超大型巨人呢。手好热」

  「超大型巨人まであるよな。手ぇあっついわ」

  「对吧——。抱」

  「でっしょー。ぎゅー」

  「为什么要贴上来啊好热真的好热烦躁感比开心感还强」

  「なんでくっつくねーん暑い本当に暑い嬉しさよりギリウザさが勝ってる」

  「开心感还是有的啊」

  「嬉しさ自体はあるんだ」

  

  

  　被桃果吐槽了。毕竟我内心是男人，被女生抱住当然会开心。但现在盛夏的热气让我烦躁感更胜一筹。

  　桃果につっこまれた。そりゃ中身は男ですからね、女子に抱きしめられたらわーいですよ。今だけは全然真夏の熱気で嫌気が勝ってるわ。

  

  　我拿出煮好后保存在冰箱里的素面和面汁放在桌上。佐料就算了，拿过来太麻烦了。

  　茹でた後に冷蔵庫の中に保存しておいた素麺を出して麺つゆとセットで机に置く。薬味はいいや、持ってくるのめんどくさいし。

  

  

  「哇！好想吃流水素面！」

  「うわっ！　流しそうめんしたい！」

  「你是小孩子吗」

  「子供か」

  「我家有流水素面套装哦」

  「あたしんちにあるよ、流しそうめんセット」

  「是玩具那种小的吧。用那种东西吃面太麻烦了」

  「玩具のちっちゃいやつだろ。あんなんでちまちま食うのはしゃらくさいよ」

  「跟玩具没关系，大家吃流水素面不都是这样的吗？话说你们不想试试看吗？夏天的时候来吃流水素面吧！」

  「そんなん玩具関係なしに流しそうめんみんなそうじゃない？　てか実際やってみたくない？　夏の間にやろうよ流しそうめん！」

  「三个人？？？负责放面的要一个人，那不就只有两个人能吃吗」

  「三人で？？？　流す要員で一人使うから箸プレイヤー二人しかいないじゃん」

  「还想再叫一个人来呢」

  「誰かもう一人くらい呼びたいよね」

  「是啊！好！小依，叫你男朋友来吧」

  「呼びたいねー！　よし！　小依、彼氏呼ぼう」

  「没有啦」

  「いねえわ」

  「去旅行了？」

  「旅行中？」

  「不是不是，不是指距离上的问题，而是就存在上来说没有啦」

  「違う違う、距離的な話でなく存在的な意味でいないのよ」

  「是水濑君吗」

  「水瀬くんだっけか」

  「好，杀了你。为什么那家伙会是我的男朋友啊」

  「はい殺す。なんであいつが私の彼氏になるんすか」

  「怎么想都是吧。对吧，桃果？」

  「どう考えてもそうでしょ。ねえもかち？」

  「不，以少女漫画来说现在交往还太早了。还想再准备一个季节的山呢」

  「いや、少女漫画で言えばまだ付き合うのは尚早かな。あとワンシーズンでの山を用意したいかも」

  「是这样吗……那文化祭之后再交往吧！」

  「そんなもんかぁ……じゃあ付き合うのは文化祭後かな！」

  「才不会交往。话说这么说，结乃你和田中君今后说不定也会有什么发展呢」

  「付き合わんわ。てかそんなん言ったら結乃だって田中くんと何かあるかも知んないじゃんね今後」

  「哈？为，为什么这时候会提到田中啊」

  「はっ？　な、なんでそこで田中の名前が出てくるのさ」

  「谁知道呢。桃果也是……桃果的话……山下之类的」

  「さぁ〜。桃果だって……桃果はぁ〜……山下とかさ」

  「关系最远的吧。呐，小依，我也能吃点素面吗？」

  「一番関係値無いでしょ。ねー小依、あたしも素麺貰っていい？」

  「好」

  「あい」

  

  

  　我把筷子递给桃果，两人一起吃着素面。结乃则在沙发上滚来滚去，发出“呜喵”的声音。

  　桃果にも箸を渡し二人でちゅるちゅると素麺を食べる。結乃はうにゃ〜と鳴きながらソファーの上でゴロゴロしている。

  

  　我们三人一边吃着素面一边呆呆地看着电视上的电影。是10年前上映的悲恋系电影。并不是谁的兴趣，只是随便选的电影，但开始看之后意外地有趣，让人看得入迷。

  　三人で素麺をすすりもちゃもちゃしながらボーッとテレビで映画を見る。10年くらい前に上映していた悲恋系の映画だ。誰かの趣味という訳でもなくただ適当に選んだ映画なのだが、見始めたら以外に面白くて見入ってしまう。

  　已经没法再做课题了，今天看完这个就解散吧。

  　もう課題に手つけられなくなったな、今日はこれを見終えたらお開きって所か。

  

  

  「你们俩今天要住下来吗？」

  「二人とも今日は泊まってくの？」

  「我明天有事所以要回去。结乃呢？」

  「あたしは明日用事あるから帰る〜。結乃は？」

  「我住下来吧！啊，话说吃完这个就去祭典吧！」

  「私は泊まろうかな！　あ、てかこれ食べ終えたら祭り行こうよ！」

  「哎，好热啊……」

  「えー。暑いよー……」

  

  

  　对于结乃的提议，桃果面露难色。真意外，还以为她会说“能收集到很多素描的参考画！”之类的话。我收拾好空了的碗，擦了擦手，坐回瑜珈球上。

  　結乃の提案に桃果は難色を示した。意外だ、デッサンの参考になる画を集められそう！　とか言い出しそうなのに。空になった器を軽く片して手を拭きながらヨギボーに腰を落とす。

  

  

  「太阳下山之后就不会那么热了吧？」

  「日が落ちてきたら暑さはそんなにじゃない？」

  「不不不不。今天湿气很重，很闷热啊。而且我明天还要出门，想保存体力……」

  「いやいやいやいや。ジメッとしてて蒸し暑いじゃんか今日なんか特に。それに明日出掛けるから体力温存したいよー……」

  「呜诶，小依依呢？」

  「うぇー。こよりんは？」

  「怎么了」

  「はいなんでしょう」

  「去祭典吧！」

  「祭り行こ！」

  「嗯……」

  「んー……」

  「没兴趣啊」

  「興味なさげだ」

  「嗯，因为祭典换个地方还有呗」

  「んー、だって祭りって場所変えたらまだあるべ」

  「有是有啦！」

  「あるけどさ！」

  「话说要去的话，我想去有烟花的大型祭典啊」

  「てか行くなら花火やるでかい方の祭り行きたいやん？」

  「两边都去不就好了！」

  「両方行けばいいじゃん！」

  「没力气了」

  「気力がねぇ」

  

  

  　虽然很抱歉，但我就是没力气去，没办法。结乃对我的回答气呼呼地抱怨起来，我一边看着手机一边当耳边风。

  　申し訳ないけど行く気が起きないのだから仕方ない。俺の返しに対してプンスカと文句を垂れる結乃の言葉をスマホの画面を眺めながら流す。

  

  

  「你们俩真冷淡啊。稍微去一下有什么关系嘛！」

  「二人ともつれないなー。いいじゃんかちょっとぐらい！」

  「你说稍微，但感觉你一会想看这个一会想看那个，时间会拖很久的」

  「ちょっとって言ってあれ見たいこれ見たいってどんどん時間が長引きそうなんだもん」

  「把我当小孩子吗！」

  「子供扱いか！」

  「因为每次和你一起买东西都是这样啊」

  「一緒に買い物すると毎回そうなんだもん」

  「咕努努……」

  「ぐぬぬ……」

  「不过真的稍微逛一下的话我也可以陪你们。我明天真的要早起，所以会赶在时间晚之前回去的」

  「まあ本当にちょっとなら付き合ってもいいけどさ。あたし本当に明日早いから、遅くなる前に帰るからね」

  

  

  　桃果这么一说，垂头丧气的结乃就“好耶！”地抬起头来。她的心情起伏太好懂了。桃果那家伙，就是为了看这种反应才拒绝了一次的吧。从她的性格来看只能这么想。

  　桃果がそう言うと肩を落としていた結乃が顔を上げて「よっしゃ！」と喜んだ。一喜一憂がわかり易すぎる。桃果の奴、こういう反応を見たいがために一度提案を断ったんたろうな。性格的にそうとしか思えないわ。

  

  

  「也就是说，小依依呢！？」

  「という事は、こよりんは！？」

  「我不管怎样都不会去的哦」

  「私はどのみち行かないよ〜」

  

  

  　我一边玩着手机一边回答，结乃就抓住了我的脚。

  　スマホを弄りながら答えると、結乃が俺の足を掴んできた。

  

  

  「小依依」

  「こよりん」

  「……我对祭典没有开心的回忆，而且对我来说门槛太高了」

  「……祭りとか楽しかった思い出ないし、私みたいな陰キャには敷居高いと思います」

  「没这回事哦」

  「そんな事ないよ」

  「就是有这回事。反正去了也只是排成一列在人群中走来走去而已吧。有什么开心的呀，咿呀！？」

  「そんな事あるんよ。どうせ着いて行っても縦一列に並んで人混みの間を歩くだけの時間になるだろ。何が楽しくてそんひゃっ！？」

  

  

  　我正想仔细说明为什么不想去的时候，结乃的指甲尖擦到了我拇指根部的筋。痒得我发出了奇怪的声音。

  　何故行きたくないかの理由を丁寧に説明しようとしていたら結乃の爪の先が親指の付け根の筋張った所を擦り上げてきた。くすぐられて変な声が出る。

  

  

  「等，咿嘻嘻！放开我」

  「ちょっ、いひひっ！　離せっ」

  「一起去嘛」

  「一緒に行こーよー」

  「啊咕咕……咕嘻嘻嘻！你太卑鄙了，啊呀嘻嘻嘻！？住手！！」

  「あぐぐ……ぐひひひっ！　セコいぞおまっ、あひゃひひゃひゃっ！？　やめろい！！」

  

  

  　我好不容易从结乃的搔痒攻击中挣脱出来，然后弯下膝盖，用掌心护住脚底。

  　なんとかくすぐってくる結乃の手から足を脱出させると、膝を折りたたんで足の裏を手のひらで守るように持った姿勢をとる。

  

  

  「哼哼哼。抓住脚的话脖子就空出来了哦」

  「ふっふっふ。足を掴んだら首筋がお留守になるぞ〜」

  「呀！？」

  「ぎゃー！？」

  

  

  　结乃压在我身上，用手指挠我的脖子和下巴。我一边发出混杂着惨叫的笑声，一边扭动身体试图逃离结乃的攻击。完全没有效果。

  　結乃が俺の上にのしかかってきて首筋や顎の下を指でくすぐられる。悲鳴混じりの笑い声を上げながらも結乃の攻撃を身を捩らせて逃げようとする。全く効果はなし。

  

  　我的手臂长度也比不过结乃，所以无法推开她，只能单方面地被她压着挠痒痒。

  　腕の長さも結乃に負けてるので突き放す事が出来ず、一方的にフィジカルで組み伏せられてくすぐられてしまう。

  

  

  「桃果～～～救我～！！！」

  「桃果〜〜〜助けて〜！！！」

  「等一下，我画完了」

  「ちょっと待って、落書き完成させて」

  「优先级输给涂鸦真的假的！？啊呜，呜嘻嘻嘻嘻！！好难受，住手」

  「落書き如きに優先順位負けるのまじ！？　あうっ、うひひひゃひゃっ！！　くるじっ、ひゃめ」

  

  

  　之后桃果完全没有要救我的意思，我就这样被挠了将近10分钟。从挠痒痒中解放出来后，我气喘吁吁地和结乃拉开距离。

  　その後桃果は微塵も俺を助けてくれようとする素振りすら見せること無く10分近くくすぐられ続けた。くすぐりから解放され、息も絶え絶えになりながら俺は結乃から距離を取る。

  

  

  「做到这个地步还不行吗～小依依真是顽固啊」

  「ここまでしてもダメか〜。強情だなあこよりんは」

  「再靠近我就哭给你看」

  「それ以上近付いたら泣きます」

  「走嘛～」

  「行こうよ〜」

  「呜哇啊啊啊啊桃果！！！」

  「うわああぁぁ桃果あ！！！」

  

  

  　我像只背后被放了黄瓜的猫一样跳起来逃到桃果背后。绝对不能再被挠脚底了，下次再被挠我怕我会心跳骤停。

  　背後にきゅうりを置かれた猫のような挙動で跳ねるようにして桃果の背後に逃げる。足裏くすぐりダメ絶対、次されたら心肺停止する気しかしない。

  

  

  「救，救救我桃果！那家伙的手指还在挠挠！」

  「た、助けて桃果！　あいつまだ指ワキワキしてる！」

  「只是跟过去的话也没关系吧？想回来的时候再回来就好了。对吧，结乃」

  「別に着いていくくらいならいいんじゃない？　帰りたくなったら勝手に帰ればいいじゃん。ね、結乃」

  「对对。反正我之后也会回来的。一起去玩吧～」

  「そうそう。後で私もこの家に戻ってくるしさ。途中まで一緒に遊ぼうよ〜」

  「不，真的不用了。去了肯定也没什么想看的！」

  「いやまじでいいって。絶対行っても欲しいものとか無いだろうし！」

  「她这么说哦结乃。放弃吧？」

  「らしいですよ結乃さん。もう諦めたら？」

  「我不想放弃！」

  「諦めたくない！」

  「她这么说哦小依。怎么办？」

  「ですってよ小依さん。どうする？」

  「我不去！」

  「行かない！」

  

  

  　我大声威吓着躲在桃果背后。我明明是认真的，但不知道是被我们的对话还是我的说法逗乐了，桃果噗嗤一声笑了出来。

  　大きな声を出し威嚇しながら桃果の背中に隠れる。こっちは真剣だってのにやり取りに対してなのか俺の言い方に対してなのか、桃果がフッと笑い混じりの息を吐いた。

  

  　之后我们又争论了一会儿，最后结乃也放弃了，「唉……我知道了」。太好了，我本来就已经不想在回家后连空调都没有的情况下出门了。

  　その後少しの間言い合いをしていたが、そうしている内に結乃の方もいい加減諦めが付いたようで「はぁ〜……わかったよ」と折れてくれた。良かった、ただでさえ帰宅後のエアコンもないのに外出なんかしてられないからな。

  

  

  「真的不来吗？」

  「本当に来ないの？」

  

  

  　我躺在沙发上玩着手机，站在走廊上的结乃又来问了最后一个问题。我的回答当然是NO，我一边吹着电风扇吹出的温风一边回答。

  　ソファーに寝転がりスマホを弄っていたら廊下に立った結乃が最終確認を寄越してきた。答えは勿論YES、俺は扇風機のぬるま湯みたいな風を当たりながら答えた。

  

  

  「我不去。你们俩好好玩吧」

  「行かないよ。二人で楽しんでおいて」

  

  

  　我刚回答完，手机就响起了通知音。我反射性地用手指向上滑，还没看到通知内容就关掉了通知，而且为了观察结乃有没有生气，我把大部分的注意力都放在了结乃身上，所以完全没看到通知的内容。

  　そう返していたらスマホから通知音が鳴った。反射的に指で上にスワイプして通知の内容を見る前に消してしまったのと、結乃が苛立ったり怒ったりしていないか伺うために意識のリソースを結乃方面に多く割いていたから何が来たのか全然見ていなかった。

  

  　我从上到下滑动屏幕，查看通知列表。

  　座面を上から下にスワイプし通知の一覧を見る。

  

  

  「……」

  「……っ」

  

  

  　那是水濑发来的LINE通知。她三天没回我了。

  　それは水瀬からのLINE通知であった。実に三日ぶりの返信である。

  

  

  

  　　　　　　　　　　　　12:27『你今天有空吗？』

  　　　　　　　　　　　　12:27『お前今日ひま？』

  　　　　　　　　　　　8/12

  　　　　　　　　　　　8/12

  　　　　　　　　　　　　　　　　10:24『早』

  　　　　　　　　　　　　　　　　10:24『おはよ』

  　　　　　信息已收回

  　　　　　メッセージの送信を取り消しました

  　　　　　信息已收回

  　　　　　メッセージの送信を取り消しました

  　　　　　　　　　　　昨天

  　　　　　　　　　　　昨日

  　　　　　　　　　　　　　　2:01『还活着吗？』

  　　　　　　　　　　　　　　2:01『生きてる？』

  　　　　　　　　　　　　　　　　8:12『早』

  　　　　　　　　　　　　　　　　8:12『おはよ』

  　　　　　信息已收回

  　　　　　メッセージの送信を取り消しました

  　　　　　　　　　　　今天

  　　　　　　　　　　　今日

  　　　　　信息已收回

  　　　　　メッセージの送信を取り消しました

  　　　　　信息已撤回

  　　　　　メッセージの送信を取り消しました

  　　　　　　　　　　　　　　　6:08『早！』

  　　　　　　　　　　　　　　　6:08『おはよ！』

  『抱歉！』17:46

  『ごめん！』17:46

  『手机被同宿舍的家伙抢走了！！』17:46

  『同じ寮の奴にスマホ奪われてた！！』17:46

  

  

  

  　手机被同宿舍的家伙抢走？有这种事？这是什么情况啊。

  　同じ寮の奴にスマホを奪われる、とは。そんな事ある？　どういう状況なんだよそれ。

  

  

  『绝对是骗人的』

  『絶対うそやん』

  『我没骗你！我和小依的合照被看到了……』

  『嘘じゃなくて！　小依くんとのツーショットバレちゃってさ……』

  『合照？被看到就要被抢手机？不明所以』

  『ツーショット？　バレたらスマホ取られんの？　意味不だけど』

  『男生宿舍是魔窟，要是被发现有暧昧关系就要被处死』

  『男子寮は魔窟なので。匂わせなんかしようものなら死刑なんですよ』

  『好可怕』

  『こわあ』

  

  

  　看来她是因为一个愚蠢的理由才没有回我消息。不过这样就好，我还以为自己被她拉黑了，结果还能发贴图，搞得我一头雾水。谜团姑且算是解开了，心里也舒坦多了。

  　まるでバカバカしい理由で音信不通になっていたらしい。まあそれならいいや、嫌われてブロックされたと思ったらスタンプ自体は送れるってなったからすごい混乱したもんな。謎が一応は解けたようなので胸のつかえが取れたぜ。

  

  

  

  『对了，小依今天有安排吗？』

  『それでさ。小依くんって今日なにか予定ある？』

  

  

  　？水濑问我今天有没有安排。今天……结乃要在我家过夜，所以有安排。我正准备打字告诉她，水濑就先发了消息过来。

  　？　水瀬から予定を聞かれた。今日は……まあ結乃を家に泊めるから予定はあるか。そう伝えるために文字をタップしていると、先に水瀬の方から追加のメッセージが飛んできた。

  

  

  『今天小依家那边有庙会吧？不介意的话一起去吧』

  『今日小依くんち方面で祭りあるんだよね？　もし良ければ一緒に行こうよ』

  

  

  　没想到她会邀请我。水濑发来的邀请内容和结乃说的一模一样。

  　まさかの誘いであった。結乃の言った事と全く同じ内容の誘いが水瀬からも送られてきた。

  

  　结乃和桃果还在玄关穿鞋。现在过去的话，还能赶上和她们一起参加庙会，但刚才都拒绝了，现在又说“还是和你们一起去吧！”也太不干脆了……。

  　まだ結乃と桃果は玄関で靴を履いている所だ。今向かえば全然二人の元に間に合って一緒に祭りに迎えるが、先程のやり取りがある手前「やっぱり一緒に行く！」とはすんなり言えない……。

  

  　可是……外面这么热，我也不想出去……而且我也不想被蚊虫叮咬，桃果说的没错，结乃一旦感兴趣，肯定不会按照我预想的时间安排。

  　でも……。いわ、でもこんな蒸し暑い中外に出るのもな……虫とかに刺されるのも嫌だし、桃果の言った通り結乃の興味関心が向くと絶対想定してた通りのタイムスケジュールにはならなくなるし。

  

  　她都那么不情愿了，还是拒绝她吧。要是她在现场遇到结乃，肯定会吵起来的。我回复水濑“下次再一起去庙会吧”。

  　まああんなに駄々こねて行かない行かない言ったんだから、ここは断っておくべきか。現地で結乃と遭遇したらそれこそ喧嘩になりそうだし。水瀬には『また別の日に祭り行こうぜ』とでも返しておくか。

  

  

  「小依」

  「小依ー」

  「哦，我先不锁门了，你们去吧」

  「おー。鍵はかけないどくよ、行っといでー」

  「不是，你真的不去吗？」

  「じゃなくて、本当にいいの〜？　来なくて」

  

  

  　桃果喊了我一声，我还以为她有什么事，没想到是邀请我。结乃想去庙会的欲望传染给她了吗。

  　桃果が声を掛けてきたから一体何の用だろうと思ったらまさかの誘いであった。結乃の祭り行きたい欲が伝染したのだろうか。

  

  

  「我说」

  「だから」

  「水濑同学刚才发消息说要去庙会」

  「今さ、水瀬くんからLINE来たんだけど祭り行くんだってよ」

  「啊？」

  「は？」

  「你和她关系很好吧？要不要和她会合？」

  「小依仲良いでしょ？　合流してみたら？」

  「啊，啊啊，嗯」

  「あ、あぁ。うん」

  

  

  　啊，对了。说起来，桃果和结乃和水濑交换过联系方式了。不知为何，我突然吓了一跳。话说，我们三个在休息日也经常在一起啊。

  　あ、そっか。そういえば桃果と結乃は水瀬と交換してたか、連絡先。なんかめちゃくちゃびっくりしたわ何故か。てか休みの間も一緒に居るって思われてるんだなー俺ら三人って。

  

  　……。

  　……。

  

  　她们平时经常用LINE聊天吗？水濑和桃果，还有结乃。算了，这种事无所谓。为什么现在突然在意起来了，真是无聊。

  　普段からよくLINEしてたりするのだろうか。水瀬と桃果とか、結乃とか。まあ、別にそんな事どうでもいいか。なんで今ふと気になったんだろ、くだらね。

 
  38話「おまつり」

  第38话「祭典」

  「久等了～！」

  「お待たせ〜！」

  「你们终于来了啊，辣妹三人组！」

  「やっと来たなギャルトリオ！」

  「结乃就算了，为什么连我和小依都被当成辣妹啊？」

  「結乃はまだしもなんであたしと小依もギャル扱いなんだろ」

  「谁知道，说不定是正值想把关系好的女生叫成辣妹的年纪吧。」

  「なー。親交のある女の事ギャルって呼びたいお年頃なのかもよ」

  「什么啊，好土哦。」

  「なにそれだっさ」

  「好恶～」

  「きしょ〜」

  「我都听到了哦！？至少在本人不在的地方说这种话吧！」

  「聴こえてるんだが！？　せめて本人のいない場所で言ってくれないかそういう事！」

  「话说山下你怎么会在这里？而且小乃乃也跟你在一起？」

  「というかなんで山下いるの？　それにのんのんも一緒なんだ？」

  「嗨～三位好啊～」

  「やっほー三人ともー」

  

  

  　我们来到集合地点的红绿灯转角，除了水濑以外，还有班上长相最帅的田中，以及班上最轻浮的山下，山下旁边还有个跟结乃有关系，名字叫笠井埜救的女生。我每次都觉得埜救这个名字怎么可能念成「NONA」啊。

  　集合場所である信号先の角に来ると、水瀬の他にもクラス一のつよ顔面男子である田中と、クラスで一二を争うお調子者の山下、その山下の隣に結乃と関わりのある女子である笠井埜救って名前の女子がいた。埜救と書いて『ののあ』なんて読めるわけないだろ、といつも思う。

  

  

  「原来田中同学跟水濑同学认识啊。」

  「田中くんと水瀬くんって繋がりあったんだ」

  「算是吧？其实除了放学回家以外，我们今天是第一次一起玩，刚才结乃她——」「哇——！！！！哇呜哇呜嘎呜嘎——！！！」

  「一応？　実を言うと学校帰り以外で遊ぶのは今回が初なんだけど、さっき結乃が」「わーー！！！！　わうわうがぅがうがー！！！」

  「结乃野生化了！？快点打疫苗！！」

  「結乃が野生化した！？　今すぐワクチンを！！」

  「咕哇呜哇——！！」

  「ぐわうわー！！」

  

  

  　结乃介入桃果和田中的对话，打断他们，桃果则绕到结乃背后，用力抓住她那对大胸部揉了起来。

  　桃果と田中の間に割って入り会話をぶった切る結乃に対し、桃果は結乃の背後に周りその大きな胸を思い切り掴んで揉みしだいていた。

  　虽然这是我在休息时间或玩闹时常见的景象，但男生们却慌张地移开视线。这些家伙人真好，我倒是看得目不转睛。

  　割と休み時間とか遊んでる時に見慣れた光景だが、男子勢は慌てた様子で目を逸らしていた。良い奴だなコイツら、俺は全然ガン見しますけどね。

  

  

  「好久不见，小依。」

  「久しぶり、小依ちゃん」

  「好久不见。」

  「久しぶり」

  

  

  　水濑向我搭话，我简短地回应。

  　水瀬から声を掛けられたので短い言葉で返す。

  　比起这个，我从刚才就一直很在意山下和埜救，她们俩一直肩并肩，距离近到肩膀都碰在一起了。虽然我大概猜得到，但还是问一下，确认我的推测是否正确吧。

  　そんな事よりもだ。個人的にはさっきからずっと肩が触れるくらい身を寄せ合っている山下と埜救の方が気になった。まあ何となくわかるのだが、一応尋ねてみて俺の推測が正しいかの答え合わせをしようかな。

  

  

  「话说，山下和埜救在交往吗？」

  「てかさ。山下と埜救って付き合ってんの？」

  「！？你怎么知道！？我什么都还没说耶！」

  「！？　なんで分かった！？　まだ何も言ってねえのに！」

  「果然是这样！态度太明显了啦～」

  「やっぱそうなんだ！　態度に出すぎ〜」

  「是谁告白的？」

  「どっちから告ったん？」

  「你们交往多久了？说一下你们是从什么时候开始喜欢对方的嘛！」

  「付き合ってどれくらい経ったのー？　てかいつから好きだったとか教えてよ！」

  

  

  　我的发言成了开端，桃果和结乃开始接连发问。面对两人的质问，山下害羞地用「没什么大不了的啦」之类的话敷衍过去。埜救见状，像是在闹别扭似地眯起眼睛，代替山下用轻快的语气回答问题。这女孩个性还挺强势的嘛。

  　俺の発言をきっかけに桃果と結乃が口々に質問責めを始めた。二人の質問を受けて山下は気恥しそうに「言う程の事でもねえし」等と誤魔化そうとする。それを見て拗ねたように目を細くした埜救が山下の代わりに軽快な口調で質問に答えていく。結構気が強いんだなこの子。

  

  

  「小依。」

  「小依ちゃん」

  「……」

  「……」

  「那我们差不多该去祭典了！」

  「じゃあそろそろ行こうぜ祭り！」

  「路上说给我们听吧，你们的恋爱故事！！」

  「道すがら聞かせてよ二人の恋物語！！」

  「你这说法也太有趣了吧。」

  「言い方なにそれおもろ」

  「我上次参加真正的祭典已经是小四的事了！幸好我有在高中改头换面～！」

  「リアルお祭りとか小4ぶりだあたし！　高校デビュー出来て良かった〜！」

  「不要自己说自己在高中改头换面啦。」

  「自分で言うなよ高校デビューとか」

  「毕竟初中时期的边缘人已经没有人权了嘛。真怀念……」

  「中学時代の陰キャはもう人権とかなかったからね。懐かしいなあ……」

  

  

  　桃果露出遥望远方的眼神，感慨地说。虽然我知道她绝对是在开玩笑，但为了以防万一，我还是没有继续深入这个话题。

  　遠い目をしてしみじみ語る桃果。絶対ネタで言ってるだろって分かってはいるのだが、一応万が一の場合を考えてそれ以上話の内容には触れないでおいた。

  

  　我们七个人各自散开，开始移动。我为了和结乃一起逼问山下情侣，所以走在前面，水濑、田中和桃果则走在后面。

  　七人全員が程々にバラけながら移動を始める。俺は結乃と共に山下カップルに質問責めをしたかったがために前の方を歩き、後ろには水瀬と田中と桃果が歩く構図となった。

  

  

  「要先去哪里～？」

  「まずどこ行く〜？」

  「有章鱼烧的摊贩！！我们去吃吧！！」

  「たこ焼きの屋台ある！！　食べよ！！」

  「好主意！山下，你请客！」

  「いいね！　奢ってよ山下！」

  「什么！？为什么我非得请冬浦吃东西不可啊！？」

  「はい！？　なんで俺が冬浦の分を奢らないといけないんだよ！？」

  「也请我吃嘛～」

  「私にも奢れよ〜」

  「才不要！请埜救以外的人吃东西一点意义也没有！！」

  「嫌だよ！　埜救以外には奢る意味ないだろ！！」

  「你这不是在放闪吗？」

  「サラッと惚気けるじゃん」

  「什么！？这很普通吧，哪有放闪！」

  「んなっ！？　惚気けるとかじゃなくて普通の事だろ！」

  「不，你就是在放闪。你明明因为我们在场而放开手，却在不知不觉间又勾住对方的小指。」

  「いーや惚気けてるね。私らが居るからって手を離してたのに、いつの間にか小指同士合わせてた時とかあったし」

  「你别说了啦！？」

  「やめろよお前！？」

  「喂，就算你看到了，也装作没发现啊，冬浦～……！」

  「ちょっ、見てたとしても気付かないフリくらいしてよ冬浦〜……！」

  「想牵手的话，明明可以十指相扣的。对吧？结乃也这么觉得吧」

  「そんな手繋ぎたいなら恋人繋ぎしたらいいのに。ねえ？　結乃もそう思うよね」

  「好想接吻啊」

  「キスがみたーい」

  「「接吻！？」」

  「「キス！？」」

  「不，强迫接吻有点接近欺凌了，还是算了吧。最多只能偷看」

  「いやキスの強要はちょっといじめに掠ってるかもしれないからやめよう。それは覗き見る程度に抑えとこ」

  「OK！」

  「おっけ！」

  「「不准偷看！！」」

  「「のぞくな！！」」

  

  

  　真是默契，就像艺人一样。结乃一脸坏笑地调戏着山下和埜救。

  　息ぴったりだ、芸人みたい。ニヤけた顔で山下と埜救にちょっかいをかける結乃。

  　这两个人似乎不擅长掩饰害羞，就连开玩笑都能做出很好的反应。真有趣，这下等学校开学后，他们一个月都会被玩弄个够了。

  　この二人は照れ隠しが下手なようで、軽口程度にも一々反応して良い反応を示してくれる。面白いなあ、こりゃ学校再開したら向こう一ヶ月は弄り倒されるぞ〜。

  

  

  「那这次就去缠着田中吧！小依依，用尽全力发出萌萌的声音吧！」

  「じゃあ今度は田中にたかろっか！　こよりん、渾身の萌え声出してよ！」

  「萌萌的声音是什么啊」

  「萌え声ってなんですか」

  「发出装可爱的声音去缠着田中！模仿哈姆太郎就行了！」

  「可愛ぶってる声出して田中にたかろ！　ハム太郎の真似すればいける！」

  「哈姆太郎是哪个年代的动画啊。我可没看过」

  「ハム太郎っていつのアニメだよ。見た事無いんですけど」

  「你不知道哈姆太郎吗！？真的假的，那先模仿千与千寻里的青蛙叫声吧？」

  「ハムボ知らんの！？　まじか〜、じゃあ一旦千と千尋のカエルの声真似してみ？」

  「诶……？嗯，嗯。千在哪里，千快出来。我有好多话想对你说」

  「え〜……？　んっ、ん゛っ。センハドコダ、センヲダセ。ホベツゴマン」

  「虽然没有无脸女爸爸，但声音就是这种感觉」

  「カオナシパパ活せんて、してそうだけど！　声はそんな感じ」

  「哦」

  「はあ」

  「然后，用这种青蛙声发出高音试试？」

  「で、そのカエル声のまま高い声出してみ？」

  「高音？……啊，啊。千快出来，我有好多话想对你说」

  「高い声ぇ？　……あ、あ゛ー。センヲダセ、ウマシカテヨ」

  「啊，完全不可爱。你没有才能，小依的声音完全萌不起来。只是混杂着死亡金属的萝莉。20分」

  「あっれ全然可愛くない。才能無いね、全然萌えないわ小依の声。デスボ混じりのロリでしかない。20点」

  「等一下等一下？明明是你让我做的，评价也太严格了吧？用声音萌人什么的，我完全不懂啊？你给我示范一下啊！」

  「待って待って？　やらせておいて評価鬼厳しいのなんな？　声で萌えるってのがそもそも意味わからねえんだけど？　お手本やってみて下さいよ！」

  「好……诶，你女朋友好过分啊。如果是我，才不会对你说这种话呢。如果这么累的话，也可以向我撒娇哦……？这是只属于我们两人的秘密哦(用尽全力的哈姆太郎)」

  「よろしい。……え〜、それは彼女さんが酷いよー。私だったら君にそんな事言わないけどな〜。そんなに疲れが溜まってるなら、私に甘えてくれもいいんだよ……？　二人だけの秘密ねっ(渾身のハムボ)」

  「哇」

  「うっわ」

  「哇什么啊」

  「うっわて」

  

  

  　好恶心。虽然大概理解了声音的感觉，但和说话内容的配合度太可怕了。结乃用这种软绵绵的声音说出这种勾引男人的台词，太恶心了。所有的齿轮都完美地咬合在一起，我的身体状况一下子变差了。好厉害啊，希望她不要再这么做了。

  　キツかった〜。声の感じは何となくわかったけど、言ってる内容との兼ね合いが凄まじかったわ。こんなふにゃついた声音で男掠め取ろうとする女ムーブしてる内容のセリフを結乃が口にするというのがキツすぎる。全ての歯車が綺麗にガッチャンコしてて一気に体調悪くなった。すごいな、二度とやらないで頂きたい。

  

  

  　我们买了章鱼烧，边走边吃，顺便逛了各种各样的摊位。

  　たこ焼きを買い、食べ歩きながら色んな出店を覗く。

  　几乎都是卖吃的，还有打靶和钓奖品之类的，没什么高中生会喜欢的东西。话虽如此，没怎么玩起来的只有我和桃果，情侣组和两个男生，还有结乃都玩得很开心，或许只是我们这种人不擅长在这种场合喧闹而已。

  　ほとんど食べ物系の出店ばかりで後は射的とか景品釣り上げるやつとかで、高校生にもなって楽しめるものというのはあまり無かった。といってもイマイチ盛り上がれていなかったのは俺と桃果のみで、カップル組と男子二人、結乃は純粋に楽しめていたから単に俺達がこういう場面ではっちゃけられない根暗なだけなのかもしれない。

  

  

  「视力太差了，狙击的时候太不利了……」

  「狙撃において視力の低さってあまりにも大きすぎるハンデだよね……」

  「桃果小姐，这是你第十次排队了」

  「桃果さん。かれこれ10回目ですよ、並び直すの」

  「只有我一个都没打下来，好不甘心啊！」

  「あたしだけ何一つ落とせてないの悔しいんだもん！」

  「是啊，其他人已经去捞金鱼了」

  「そうだよね。他の皆は金魚すくいに移動したって」

  「那又怎样！」

  「だからなに！」

  「捞金鱼也很好玩哦」

  「金魚すくいも楽しいよ」

  「我不会放弃的！想捞金鱼的话小依自己去吧，我一个人玩打靶！」

  「あたしは諦めないよ！　金魚すくいがしたいなら小依もそっち行けばいいよ一人で射的してるから！」

  「别发挥你的阴暗本性啊。祭典上一个人玩也太惨了吧，我陪你」

  「陰キャの本域発揮すんなて。祭りでぼっちは流石に食らうだろ、一緒にいるよ」

  「谢谢！！真是的！又没打中！！！」

  「ありがと！！　もお！　また外した！！！」

  

  

  　桃果罕见地发火了。她射出的子弹没有打中奖品，而是打中了放奖品的板子，奖品掉在地上，发出空虚的声音。

  　珍しく怒りの感情を押し出している桃果が吠える。彼女の放った弾丸は景品には当たらずに景品が置いてある板の方に命中し、ポトッという音を立てて地面に虚しく落下していた。

  

  　如果是男人，就能直接把身体往前倾，用几乎零距离的射击打下来，但因为是女人，身高不够，没办法使用这种作弊技巧。所以只能用自己的视力努力瞄准射击，但桃果的狙击能力令人绝望。不仅完全打不中，也不知道是因为生气还是为了掌握位置而变得慎重，手臂抖得太过头了。就像酒精中毒一样。

  　男ならそのまま体を前のめりにさせてほぼ接射させて落としたり出来るんだろうけど、女だから身長が足りなくてそんなチート技は使えない。だから自前の視力を使って頑張って狙い撃つしかないのだが、桃果のスナイプ能力は絶望的だ。まともに当たりもしないし、怒りなのか位置を掴むために慎重になっているのか腕が震え過ぎている。アル中みたい。

  

  

  「可恶！打不中！」

  「くそっ！　あたらーん！」

  「你可以连我的份一起射哦」

  「私の分も代わりに撃っていいよ」

  「呜呜呜呜呜呜！可是打不中！！可恶！！」

  「うううぅぅぅ！　でも当たんない！！　くそーっ！！」

  

  

  　或许是因为忍耐到了极限，桃果恶狠狠地瞪着我，向我表达自己的主张。就算对我发火，我也很困扰啊。

  　ここまで来て我慢の限界が来たのか、桃果はめちゃくちゃに目を尖らせて俺に主張をぶつけてきた。俺に怒りをぶつけられても困るんですけど。

  

  　就算就这样和大家会合，桃果的不高兴也不会消失吧。在这种状态下一起行动的话，恐怕会把气氛弄僵，现在正是我出手相助的时候。

  　このまま皆と合流しても桃果の不機嫌は晴れないだろう。そんな状態で一緒になったら空気を悪くしてしまう恐れがあるし、ここは一つ手を貸す時が来たか。

  

  

  「我们合作吧」

  「協力プレイしよう」

  「合作？」

  「協力プレイ？」

  「对。虽然也不到合作的程度。因为桃果的视力太差了，所以没办法瞄准吧？所以关于这一点，我来帮你吧」

  「あい。まあ協力プレイって言うほどでもないけど。桃果は視力が終わってるから狙えないわけやん？　だからそこに関しては私が手を貸そう」

  「什么意思？」

  「どういう意味？」

  「桃果负责拿着那个玩具狙击枪，我来帮你射击。我会代替桃果瞄准」

  「そのおもちゃスナイパーを持つ係と撃つ係は桃果にやってもらって、桃果の代わりに私が狙いをつけてあげる。エイムだけ私が担当するって事」

  「不就是代打嘛」

  「代行じゃん」

  「不是代打吧」

  「代行では無いだろ」

  「自动瞄准有点……」

  「オートエイムはちょっと……」

  「这算作弊？那我一开始就全部打下来不就完了」

  「チート扱いまじ？　それなら最初に私が全部景品落とせば良かった話すぎる」

  「你倒是打啊」

  「そうしてよ」

  「你刚才的饥饿精神都上哪去了」

  「数秒前までのハングリー精神どこ飛んでったんだよ」

  

  

  　我催促桃果举枪，然后代替视力不好的桃果把脸贴在枪身上瞄准。

  　桃果に構えるよう促し、ちゃんと銃が持ち上がったので目が良くない桃果の代わりに俺が銃身に顔をくっつけて狙いを定める。

  

  

  「哇，是小依的头」

  「わ、小依の頭だ」

  「你发现了什么啊。你是不知道人长什么样吗？」

  「なにその発見。人の形知らん人？」

  「能闻闻吗？」

  「嗅いでいい？」

  「怎么可能啊」

  「いいわけないね」

  「因为很近嘛。会让人在意的」

  「近いんだもん。一旦気になるじゃんね」

  「你是狗吗？我可不想被人闻头上的味道，我会认真抵抗的」

  「犬？　頭の匂いなんか嗅がれたく無さすぎるから本気で抵抗するけど」

  「具体怎么做？」

  「具体的にどうするの？」

  「把手指插进桃果的鼻子里，用指甲把粘膜刮下来」

  「桃果の鼻に指突っ込んでネイルの先で粘膜削り落とす」

  「那我就不闻了」

  「嗅がないでおくね」

  「那就好」

  「そりゃよかった」

  

  

  　我帮桃果瞄准，她却把脸凑过来，我用脚后跟轻轻踢了她一下。三发子弹全部命中，布偶掉了下来。明明排了那么多次队，拿到布偶却只是一瞬间的事。

  　人が狙いを定めてやってんのに顔を近づけてくる桃果に踵で軽く足を蹴る。三発連続で放たれた弾丸が全弾ヒットしたぬいぐるみが落ちる。何度も何度も列を並び直したというのに、取れるってなったら一瞬だった。

  

  

  「给你，拿到了。太好了呢，桃果」

  「ほい、取れたよ。よかったね桃果」

  「呜，呜呜呜。虽然开心，但又不开心……！！！」

  「う、うぐううぅ。嬉しいけど嬉しくない……！！！」

  「话说你居然想要这么可爱的布偶，真意外啊。简直就像个女孩子一样」

  「てかこんな可愛いぬいぐるみを欲しがるなんて意外だよね。まるであたかも女の子じゃん」

  「我怎么看都是女孩子吧？你把我当成什么了」

  「どこからどう見ても女の子なんですけど？　あたしの事なんだと思ってんの」

  「有钱人变态画家唔咕」

  「ボンボン変態絵描きマんぎゅっ」

  

  

  　桃果把布偶的肚子部分用力按在我的脸上。原来桃果被当成不是女孩子也会生气啊，真意外。

  　桃果は俺の顔にぬいぐるみの腹の部分を思い切り押し付けてきた。桃果でも女扱いされなかったら怒るんだな、意外だ。

  　我们离开人多的地方，开始嬉闹。两人独处时，桃果经常会粘过来，要是我还是男人的话……每次被她蹭过来时我都会这么想。不过要是我还是男人，我们也不会这么要好吧。

  　そのまま人の多い方から外れて俺と桃果のじゃれあいが始まる。二人でいる時の桃果は頻繁にくっついてくる、男のままだったらなぁ……と擦り寄られる度に思う。まあ男だったらそもそも仲良くなる事も無かったんだろうが。

  

  

  「哦，射击挑战结束了吗？」

  「お、射的チャレンジ終わったん？」

  

  

  　我趁桃果不注意，偷偷把手放在她的胸部和腰上享受她的肉体，这时结乃她们回来了。我若无其事地把手从桃果身上移开，转向大家。

  　しつこくじゃれてくる桃果に気付かれないように胸や腰周りに手を当てて桃果の肉体を堪能していたら離れていた結乃達がこちらに合流してきた。それとな〜く桃果の体から手を離し皆の方へ体を向ける。

  

  

  「差不多该走了，得找个能看烟花的地方。冬浦同学」

  「そろそろ移動しよう。花火がよく見える場所探さないと。冬浦さん」

  「？　嗯」

  「？　はい」

  「你知道哪里比较好吗？」

  「どこかいい所知らないかい？」

  「哪里比较好？为什么要问我？」

  「いい所？　なんで私にそんなん聞くん？」

  「这个公园，或者说是绿道？离你家很近吧？」

  「この公園というか緑道？　って冬浦さんちの近所なんだよね？」

  「啊……虽然离我家很近，但我很少来，不太清楚」

  「あー……まあ近所だけど、あんまり通らないから分からないかな」

  「这样啊」

  「そっか」

  「反正现在人还不多，离放烟花也还有段时间，慢慢找吧」

  「まあまだ人で溢れかえってはいないわけだし、花火が上がるまでまだ時間はありそうだしゆっくり探そ」

  

  

  　话虽如此，但其实已经有不少人在来往，视野被遮挡了不少。男生们和结乃个子高所以还好，我只能在人与人之间移动。虽然说要慢慢找，但我其实已经很累了。

  　そうは言ってももう結構な人が行き来していて大分視界が遮られてるのだが。男子勢や結乃は身長が高いからまだマシだろうが、こちとら動く人で出来た壁の隙間を縫いながら移動しているんだ。ゆっくりとか言ってますけどこちらは結構大変な思いしてますよ〜。

  

  

  「在那之前，我还有事，先回去了」

  「その前に、あたしこれから用事だからもう帰るね」

  「啊，这样啊。辛苦了」

  「あ、そっか。お疲れ〜」

  「拜拜，桃果，回去后我再联系你」

  「ばいばい桃果、帰ったら連絡するね」

  「好啦好啦」

  「はいはーい」

  

  

  　在我们开始寻找观赏地点时，桃果离开了我们，回家了。我也想跟着她回去啊，话说她要一个人在这人海中前进吗？没问题吧，我有点担心。

  　鑑賞場所探しを始めるとなったタイミングで桃果が輪から外れ帰宅していった。俺も着いて行きたかったな、てか一人でこの人混みの中を進むのか？　大丈夫かな、ちょっぴり心配である。

  

  

  「间山同学回去了啊。那我们重新开始，找一个好地方吧！」

  「間山さんは帰宅か。それじゃ改めて、良い感じのスポットを探しましょう！」

  「「「好！」」」

  「「「おー！」」」

  

  

  　对于田中的发言，除了我和水濑以外的各位不知为何都做出了狂热的回应。不过结乃和埜救都穿着浴衣，确实是很用心，也充满了干劲。结乃还特地把浴衣带到了我家来，当然会兴致勃勃了。

  　田中の発言に対し何故だか熱狂的なレスポンスで返す俺と水瀬以外の皆々様。まあ結乃と埜救は浴衣着てきてる時点で結構気合い入ってるしやる気も満ち溢れるか。俺ん家に泊まるってのに持ってきてるんだもんな、結乃に関しては。そりゃノリノリなわけである。

  

  　桃果回去之后，我们自然地分成了两两一组，三组一起行动。

  　桃果が帰った後、自然と俺らは二人ずつのペアとなり三組ずつ並ぶようにして行動する形となった。

  　走在最前面的是山下和她的女朋友埜救。接着是结乃和田中，最后则是水濑和我。用消去法来说的话，我只能和水濑一组了。

  　先頭はずんずん進みがちな山下とその彼女の埜救。次に結乃と田中のペアが続き最後に消去法というか、半ばそうせざるを得ない形で水瀬と俺のペアで歩く事となった。

  

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　我什么都没说，水濑也没说什么。虽然能感觉到她好像在试探我，但也仅此而已。真无聊。

  　俺からは何も言わない、水瀬からも何も言ってこない。なにかこちらに対して探りを入れるような視線は感じるのだが、それだけ。つまらん。

  

  　山下情侣就在我们眼前卿卿我我。他们那甜蜜的氛围甚至飘到了我们这边。真烦人，为什么我得一边听着别人的情话一边走路啊。回过神来，周围也都是情侣。唉。

  　山下カップルがすぐ目の前でイチャコライチャコラしている。その惚気けた生暖かい空気がこっちまで流れてくる。鬱陶しい〜、なんで他人のラブな会話を耳に詰め込まれながら歩かなきゃならんのだ。気付けば周りもカップルばかりだし。はぁ。

  

  

  「哇，那个看起来好好吃！给我一口」

  「うわそれ美味そ〜！　一口くれよ」

  「不要，不给你」

  「やーだね。あげない〜」

  「为什么啊！」

  「なんでだよ！」

  「田中你吃太大口了。你对我一点都不客气啊」

  「田中の一口大きいんだもん。私に対して遠慮しないじゃんお前」

  「毕竟是结乃嘛」

  「まあ結乃だしな」

  「你就是这种态度我才不给你，饿着肚子吧笨蛋」

  「そんな態度だから絶対あげない、お腹空かせてろばーか」

  「啊！UFO」

  「あ！　UFO」

  「傻子吗？谁会上这种当啊」

  「アホ？　誰がそんなのに引っかかるん」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……哎？啊，喂！！果然一口太大了！！！」

  「……え？　あっ、こらー！！　やっぱり一口でかすぎー！！！」

  

  

  　结乃和田中也相处得不错。结乃用她那没什么力气的手臂不停地敲着田中的手臂。

  　結乃と田中もなんかいい感じになってるし。そこまで強くもないだろう力で田中の腕をポンポン叩いてるわ。

  　虽然他们公开宣称没有在交往，但怎么看都是在交往。结乃那边暂且不论，田中肯定也喜欢结乃，只是没有自觉而已。虽然他说过自己在意桃果，但今天几乎没和她说过话。

  　付き合ってはないって公言してるけど、どこがだよって感じだ。結乃側はまだしも、田中も自覚してないだけで絶対結乃の事好きじゃん。桃果の事気になってるみたいなこと言ってたけど今日ほとんど喋ってなかったし。

  

  

  「小依」

  「小依ちゃん」

  

  

  　水濑向我搭话了。我没有看他，而是拿出手机故意开始玩SNS，然后回答道。

  　水瀬が話しかけてきた。彼の顔は見ず、スマホを取り出してこれみよがしにSNSを弄り始めてから返事する。

  

  

  「什么」

  「なに」

  「你今天心情不好吗？」

  「なんか今日不機嫌？」

  「没什么」

  「別に普通だけど」

  「……但你今天话很少啊」

  「……でもなんか今日口数少ないよね」

  「因为没人和我说话」

  「話しかけられてないからね」

  「我有和你说话啊」

  「話しかけてたんだけどな」

  「是吗」

  「あっそ」

  

  

  　……对话结束了。刚才那是什么，简直就像垃圾一样的交流。咦，对话有这么难吗？

  　……。会話が終了した。なんだ今の、ゴミみたいなコミュニケーションを交わしてしまった。あれ、会話ってこんなに難しかったっけ？

  

  　我瞥了水濑一眼，他似乎很困惑。大概是因为我的态度很冷淡吧。

  　水瀬の顔をチラッとだけ見る。困惑しているようだ。俺の態度が素っ気なかったからだろうな。

  

  　……但是，我总觉得没办法像平时那样正常地和他说话。胸口还是腹部，总之就是有某个地方像蒙上了一层雾一样，让我很不爽。所以我不由得用冷淡的态度对待他。

  　……でもなんか、なんか普通にいつも通り話す気分にはなれない。胸というか腹というか、よく分からないところが靄がかっているみたいで不快だ。だからつい冷たい態度で当たってしまう。

  

  　为什么会变成这种心情呢？契机是什么？我能想到的……就是他这几天无视我联络的事。而他对此的理由是『手机被人抢走了』，这理由也太牵强了，怎么可能有这种事？因为这个理由我实在无法相信，所以对此感到非常生气。

  　なんでこんな気分になっているんだろう？　きっかけはなんだ？　思い当たるのは……数日間連絡を無視されていた件についてだ。それに対する理由が『人にスマホを奪われていた』だなんてあまりにも無理筋な、そんな事ある？　って理由だったからどうにも信じられなくて、それに対して無性に腹を立てているんだと思う。

  

  　我自己也知道生气这件事本身就很莫名其妙。正因为如此我才不明白，为什么我会因为这种程度的事而闹别扭到这种地步。

  　腹を立てるという点において意味不明なのは自分自身分かっている。だからこそ分からない、なぜ俺はそんな程度の事でここまでへそを曲げているのだろう。

  

  

  「唉」

  「はあ」

  

  

  　但是像这样单方面地贯彻讨厌的态度对水濑也不好，我应该适可而止，和水濑好好对话才对。仔细想想，今天我一次都没有好好地回应过他。

  　でもこうやって一方的に嫌な態度を貫くのも水瀬に悪いし、いつまでも無視をカマしてないでいい加減水瀬と会話するべきか。思えば今日一度もマトモなラリー返せてないし。

  

  

  「……抱歉，水濑。我……咦？」

  「……ごめん、水瀬。私……あれ？」

  

  

  　我从手机上抬起头，水濑已经不在那里了。

  　スマホから目を離して見上げると、そこには水瀬の姿は無かった。

  

  　走在前面的情侣组，还有结乃和田中也不见了。周围只有不认识的人来来往往。

  　前を行くカップル組も、結乃も田中も居なかった。周りには知らない人が行き来している。

  

  

  「……走散了」

  「……はぐれた」

  

  

  　冬浦小依，年仅十五岁就迷路了。明明都已经上高中了。

  　冬浦小依、齢十五にして迷子になってしまった。もう高校生にもなったのに。

  

  

  「我完了啊」

  「終わってんな〜、俺」

  

  

  　我一个人寂寞地自言自语，为了不妨碍行人而躲到路边。我拿出手机，正准备联系结乃，就在我按下发送键的时候，电话打来了。

  　一人寂しく呟き、通行人の邪魔にならないよう道の端に避難する。スマホを取りだし、結乃に連絡しようとして、送信を押したタイミングで電話がかかってきた。

  

  

  『喂喂，你现在在哪！？』

  『もしもし、今どこにいるの！？』

  「抱歉，我真的迷路了。我在鸽子饼店旁边」

  「ごめーん、まじ迷子った。鳩サブレー屋さんの横にいるー」

  『那里吗！OK，山下会过去那边，你等着！』

  『あそこか！　おっけー、そっちに山下が向かうから待ってて！』

  「了解。那你就和田中君好好享受吧」

  「了解〜。ほいじゃ、田中くんと楽しんで〜」

  『啊？等，这是扬声器』

  『はっ？　ちょっ、これスピ』

  

  

  　我挂断了电话。原来如此，是用扬声器说话的啊，刚才的话被在场的大家听到了吧。

  　通話を切ってやった。なるほどスピーカーにして話してたんだ、その場にいる皆に聴かれちゃったかな今の。

  　如果这样能再促成一对情侣的话，我就是邱比特了！嗯，为了不破坏我和结乃的友情，拜托了，和她交往吧，田中君！！！

  　これでカップルがもう一組出来たら俺はさながらキューピットやね！　うーん、結乃との友情を壊さない為にも頼むから付き合ってやってくれ〜田中くん〜！！！

  

  

  「哦，找到你了，冬浦。你这个小不点女」

  「お、見つけたぞ冬浦〜。このチビ女め」

  「我揍你哦？」

  「ぶん殴るよ？」

  「为什么我来接你还要被你揍啊……」

  「なんで迎えに来たのに殴られなきゃいけないんだよ……」

  「小不点女是骂人的话吧。回去的时候我挽着你的胳膊吧？」

  「チビ女って普通に悪口やろ。皆ん所に戻る時腕に組み付いてやろうか？」

  「真的别这样」

  「本当にやめてください」

  「你要是再敢小看我，我就在埜救面前抱住你。给我记住了」

  「まじあんま舐めた事言ってっと埜救の目の前でしがみつくからね。肝に銘じるように」

  「这家伙太可怕了吧」

  「こいつヤバすぎだろ」

  

  

  　我抓住来找我的山下的袖子，和他一起走。山下说「喂，真的别这样，会被怀疑出轨的！」，但不这么做的话我马上就会走丢，所以没办法。反正我只碰了衣服，埜救应该也会原谅我吧。

  　俺を探しに来てくれた山下の服の袖を掴み歩く。山下からは「おいマジでやめろって。浮気疑われるだろ！」と言われたのだが、こうでもしないとまたすぐにはぐれそうなので仕方ないだろう。服にしか触ってないのだから大目に見てくれるだろ埜救も。

  

  

  「所以，山下君和埜救是从什么时候开始交往的？」

  「で、山下くんと埜救はいつ頃から付き合い始めたの？」

  「又是这种问题……为什么想知道这种事啊」

  「またそういう……なんでそんなの知りたいんだよ」

  「因为很在意嘛」

  「気になるもん」

  「好累……」

  「だる〜……」

  

  

  　在我一个人想事情的时候，我和大家的距离似乎拉开了，回去可能要花点时间，所以我一边和山下聊天一边走。仔细想想，我从来没有和这家伙单独说过话，感觉很新鲜。

  　俺が一人で考え事している間に結構皆と距離が空いてしまったらしく、戻るまで時間が掛かりそうなので山下と話をしながら歩く。思えばこいつと二人で話した事無かったから新鮮だ。

  

  

  「所以呢？什么时候开始的？」

  「で？　いつから？」

  「……暑假前，应该说是在明天开始放暑假的那天告白的。然后就开始交往了」

  「……夏休み前の、ってか明日から夏休みって日に告った。それから付き合ってる」

  「诶~已经接吻了吗？」

  「へぇ〜。もうキスした？」

  「接……嗯，接了」

  「し……まあ、したけど」

  「做爱呢？」

  「セックスは？」

  「你神经太大条了吧！？」

  「デリカシー無いんかお前！？」

  「高中男生脑子里想的都是这种事吧？我们女生也差不多，所以不用在意」

  「男子高校生なんて頭ん中そういうのばっかでしょ？　私ら女も似たようなもんだし気にしなくていいよ」

  「这偏见也太严重了吧！又不是发情期的猴子，才不会满脑子都是这种事！而且，如果按照这个理论来说的话，女生也太可怕了吧！」

  「ド偏見すぎるだろ！　発情期の猿じゃないんだからそんな事ばっか考えてねえよ！　てか、その理論で言ったら女子ヤバすぎるだろ！」

  「诶？每次聊恋爱话题不都是这种话题吗？」

  「え〜？　なんか恋バナの話になると毎回そっち方面の話になるじゃんか〜」

  「才不………………不，可能确实会聊到」

  「ならねっ………………いやなるかもしれん」

  「对吧？」

  「でしょ？」

  「就算这样我也不可能告诉你！」

  「だからといって答えられるかぁ！」

  「我不会告诉别人，我不会告诉别人！放心吧！」

  「ここだけの話ここだけの話！　大丈夫だって誰にも言いふらさないから！」

  「不是这个问题，我怎么可能和同班女生聊性话题！！」

  「そういう問題じゃなく、クラスメートの女子に性事情なんか話せるか！！」

  「啊哈哈，开玩笑的。山下同学的反应果然很有趣」

  「あははっ、冗談だよ。やっぱ山下くんって反応おもしれ〜」

  「你这个矮子……！」

  「おまっ、このチビ……！」

  「喂，又叫我矮子。当真要在你女朋友面前抱住你？啊？你明白生杀大权掌握在我手里吗？」

  「おいまたチビ呼ばわり。まじ彼女の目の前で抱き着いてやろうか？　あ？　生殺与奪握ってんの私なの理解してる？」

  「你性格也太恶劣了吧……！」

  「性格最悪すぎるだろお前マジで……！」

  

  

  　山下一脸嫌弃地嘟囔道。山下真是个容易逗的人，难怪桃果和结乃会去捉弄他。他会对所有话题给出有趣的反应，所以捉弄起来很爽。我好像能理解埜救接受告白的心情了。

  　嫌がるような素振りで山下がそう呟いた。叩けばよく鳴るなぁ山下は、桃果や結乃が弄りに行くだけはあるわ。全部のネタに対して良いリアクションで返してくれるから気持ちがいいな。埜救が告白を受け入れた気持ちも分かる気がするわ。

  

  

  「……嗯？」

  「……ん？」

  「怎么了？冬浦」

  「どうした？　冬浦」

  「没什么，刚才好像看到水濑了……」

  「いや、今なんか水瀬っぽい奴が……」

  「啊，水濑同学好像因为朋友有事联系他，所以先走了」

  「あー。なんか水瀬君、友達から連絡が来ただかで輪から抜けてったんだよな」

  「诶……山下同学」

  「へぇ。……山下くん」

  「怎么了？」

  「どうした？」

  「抱歉，我好像着凉了。我去找一下厕所，你们先去和大家会合吧」

  「ごめん、お腹冷やしたみたいで。ちょっとトイレ探すから皆と先に合流してて」

  「真的假的。我陪你走到厕所附近吧？」

  「まじか。トイレの近くまで一応着いていこうか？」

  「你是变态吗？」

  「変態ですか？」

  「才不是！这么多人挤在一起，很难行动吧！」

  「違うわ！　この人混みじゃ動くの困難だろ！」

  「没事的。你们先去找观赏地点吧，决定好之后用LINE告诉我？我大概知道这一带的地理位置，只要知道地点就能过去」

  「大丈夫だよ。てか先に鑑賞場所探してていいよ、決まったらLINE送って？　一応ここら辺の地理は頭に入ってるから、場所さえ分かれば向かえるからさ」

  「是吗？」

  「そうなん？」

  「嗯」

  「うむ」

  「知道了。不过时间也不早了，要是被奇怪的家伙搭讪或者迷路了，就马上联系我。像你这样的矮子女最危险了」

  「分かった。でも一応もう遅いし、変な奴に声掛けられたりやっぱ迷子になったりしたらすぐ呼べよ。お前みたいなチビ女が一番危ないんだからな」

  「要是没有矮子女这几个字就完美了，为什么要多说一句呢……谢谢。你快去和埜救亲热吧」

  「チビ女云々がなかったら良かったのになんで余計な一言付け加えるかな……ありがとね。埜救とイチャコラしてきな」

  「烦死了」

  「うるせえ」

  

  

  　和山下互相调侃几句后，我便和他分开，去追那个疑似水濑的人。虽然距离没有很远，但可能是因为我个子矮，对方没有注意到我，所以我很快就发现了水濑的背影。

  　軽口を言い合った後に山下と別れ、俺は移動して行った水瀬らしき人物を追った。あまり位置関係は離れていなかったのだが、こちらは背が低いからか相手から認識されていなかったようで、すぐに水瀬の背中は発見出来た。

  

  

  「……」

  「……っ」

  

  

  　我本想直接叫住她，但还是停下了脚步。我慌忙躲了起来，以免被水濑和另一个人发现。

  　そのまま声を掛けようとしていたのだが、足を止めてしまった。慌てて隠れる、水瀬ともう一人から見つからないように。

  

  　水濑的正前方，站着身穿颜色沉稳的浴衣，化着漂亮妆容的咲那。

  　水瀬の正面には、落ち着いた色の浴衣を着て綺麗なメイクをした咲那が立っていた。

  

  　咲那把头发盘了起来，脸上浮现出恋爱少女的表情。她紧张地开口说了些什么，听到水濑的回答后，开心地笑了起来。

  　髪も纏めあげて、恋する乙女の表情を浮かべた咲那は緊張した表情のまま何かを口にした後、水瀬からの返答を受け楽しそうに笑った。

  

  　我看不到水濑的表情，她完全背对着我，也听不到她们的声音。但我能轻易想象出她们在聊些什么。

  　水瀬の表情はこちらからは見えない、完全に俺からは背を向けた形となっている。声も聴こえない。けれど、どんな話をしているのかは容易に想像がついた。

  

  

  (……成功了啊。恭喜你，咲那)

  (……成就したんだ。めでたいな、咲那)

  

  

  　咲那说过要向水濑告白。她紧张地鼓起勇气说了些什么，下一秒就露出了笑容。正常来想，咲那向水濑告白，然后得到了对方的同意，所以她才会开心地笑出来。

  　咲那は水瀬に告白をすると言っていた。そして、緊張した表情から意を決した様子で何かを言い、次の瞬間には笑顔を浮かべた咲那。普通に考えれば、咲那が水瀬に対して告白をし、OKを貰った事で嬉しくなって笑ったのだとすぐに理解出来る。

  

  　在这个瞬间，咲那和水濑成为了恋人。这是值得庆祝的事。虽然我从很久以前就喜欢咲那，但不久前开始就讨厌她了，即便如此，我还是应该为青梅竹马的恋情实现而感到高兴。

  　今この瞬間、咲那と水瀬は恋人になったのだ。それはとてもおめでたい事だ。俺は咲那の事がずっと昔から好きで、少し前からは嫌いだったけど、それでも、幼馴染の恋が成就したのならそれは祝うべきなのだろう。

  

  　水濑也一样，作为朋友，我也应该为他交到了那么可爱的女朋友而感到高兴。这对我来说，应该也是值得高兴的事才对。

  　水瀬だって、あんな可愛い彼女が出来たのなら俺は友達として祝うべきだ。友達として、俺にとっても嬉しい事、の筈なのに。

  

  

  「…………………………不要」

  「…………………………やだ」

  

  

  　我慌忙捂住自己的嘴。我对从自己口中说出的话产生了强烈的厌恶感，后背和手臂都起了鸡皮疙瘩。

  　慌てて自分の口を抑えた。自分の口から漏れた言葉に対し急激な嫌悪感を抱き、背中や腕がゾワッとして鳥肌が立った。

  

  　我逃走了。为了尽可能远离水濑，我跑着穿过绿道，走下桥下的红砖道。我坐在楼梯旁的长椅上，把手肘撑在膝盖上，用手掌捂住脸。

  　その場から逃げた。少しでも水瀬から遠のく為に走って、緑道を抜けて橋の下のレンガ道に降りた。階段の横にあるベンチに腰かけ、膝に肘をつけて手のひらで顔を覆う。

  

  

  「不要是什么意思啊，我是不是傻啊」

  「嫌ってなんだよ、馬鹿じゃねえの」

  

  

  　我并不是在对谁说话，而是对着自己说。为了让自己因跑步和生理上的不适而剧烈跳动的心脏平静下来，我试图让大脑放空。但是，几分钟前的影像却一直无法从脑海中消失。

  　誰に言うでもなく、自分に向けて言葉を吐き出した。走ったのと生理的な気持ち悪さで苦しくなるくらいにバクバク鳴っている心臓を黙らせる為に頭の中を空にしようとする。しかし、いつまで経っても頭の中から数分前の映像が消えてくれなかった。

  

  　不知为何，我流下了眼泪。我的手和嘴都在颤抖，这到底是怎么回事。是发作吗？是什么原因导致心理创伤发作的呢？我完全搞不懂。

  　何故かは分からないけど涙が出てきた。本当に意味が分からない事に手が震えている、口も。発作かな。何がトラウマ発作の発動要因になったんだろ、分からんすぎる。

  

  　就在这时，第一发烟花升上了天空。手机震动起来，通知我有电话打来，但我没有挂断，而是放着不管。

  　そうこうしているうちに、一発目の花火が上がった。スマホが震えていて通話を知らせてくるが、俺はそれを切ることも出来ず放置していた。

  

  

  「…………我真是恶心啊」

  「…………気色悪いな、俺って」

  

  

  　我无法抑制住对快要哭出来的自己的厌恶感，嘴巴擅自说出了这样的话。我小声地反复对自己说「闭嘴，去死，消失吧」。

  　そのまま泣き出しそうになる自分に対する嫌悪感を押さえ込む事が出来なくなり、勝手に口がそう言葉を発した。自分に対して「うるさい、黙れ、死ね、消えろ」と小さな声で繰り返す。

  

  　我那近乎怨恨的低语，被烟花刺耳的声音所掩盖。就算我哭出来，大家也都在抬头看天空，烟花的声音又那么大，应该不会有人注意到我吧。

  　怨嗟にも似た俺の呟きは、耳障りな花火の音がかき消してくれる。このまま泣いてしまっても、皆空を見上げていて大きな音が鳴っているのだから俺の存在には気付かないだろう。

  

  　这种感觉好久没有了。自从冬天以来，我就没有过这种心情了。

  　なんかこの感覚久しぶりだ。冬以来だった、こんな気分になったのは。

 
  39話「花火」

  第39话「烟火」

  　我觉得烟火很漂亮。看在眼里确实很漂亮。在绝对伸手无法触及的地方，发出刺耳又扰人的爆炸声，散发火药味炸开的模样，确实夺人心神。

  　花火は綺麗だと思う。見る分にはとても綺麗だ。手を伸ばしても絶対に届かない場所で、耳障りで傍迷惑な破裂音を炸裂させながら、火薬臭さを撒き散らしながら爆ぜる様には目を奪われる。

  

  　虽然漂亮，但我讨厌烟火。是因为我被殴打、被踹，趴伏在冰冷的地面上，一边感受着蚂蚁爬过肌肤，一边抬头仰望烟火的印象太过强烈了吗？

  　綺麗だけど嫌いだ。殴られて、蹴られて、冷たい地面に突っ伏して肌の上を蟻が歩くのを感じながら見上げる花火の印象が強いからだろうか。

  

  　我用手指捏起从鞋子爬到脚上的大蚂蚁，仔细地将它捏碎后丢到地上。再把沾在手指上的蚂蚁体液抹在旁边直立的青苔地藏上。

  　靴から足を上がってきていた少し大きな蟻を指でつまんで、念入りに擦り潰して地面に捨てる。指に付いた蟻の体液を隣でぼっ立ちしている苔むした地蔵に塗りつけるようにして拭く。

  

  　刚才避难的地方也聚集了人潮，于是我移动到没有人烟的小鸟居下方的阶梯坐下。这附近路灯很少，人潮也很少，所以刚刚好。偶尔会经过的顶多只有喝醉酒的轻浮大学生，而且那些家伙也都有女人陪着，不会来跟我搭话。真是最佳地点。

  　先程避難した場所にも人が集まってきたので移動し、俺は誰もいない小さな鳥居の下にある階段に座っていた。ここら辺は街灯が少なくて人の通りも少ないのでちょうどいい。たまに通りがかるのは酒を飲み歩いてるチャラい大学生くらいで、そいつらも既に女を連れてるから俺には話しかけてこない。ベストスポットだ。

  

  

  「……我在做什么啊？」

  「……何やってんだろ」

  

  

  　虽然心里想着「赶快回家不就好了」，但要是回家，知道我家位置的家伙们就会跑来，所以我不能回去。明明是自己住的家，却不是安全地带，真是笑不出来。

  　さっさと家に帰ればいいものを、なんて思いもあるが家に帰ったら俺の家の場所を知ってる連中がやってきそうだから帰れなかった。自分の住んでる家なのに安全地帯じゃなくなってるとか笑えない。

  

  　五颜六色的美丽爆炸点缀着天空。隔着一条车道的对面，人们都和家人、朋友、恋人一起仰望着烟火。

  　様々な色の綺麗な爆発が空を彩っている。車道一つ挟んだ向こう側にいる人達は皆、家族や友達や恋人と花火を見上げている。

  

  　和那些人看着同一片天空让我很难受，于是我垂下了头。怎么会有这么难堪的事，只有我一个人哭得唏哩哗啦，哭花了脸。

  　あの人達と同じ空を見ているのが辛くなったので項垂れる。こんな無様な事あるか、俺一人だけ泣きじゃくってぐしゃぐしゃになった顔してさ。

  

  　刚才还响个不停的手机已经不再发出任何声音。因为我用力摔在地上，屏幕已经碎裂，电源恐怕也关了吧。说不定已经坏掉了，不过那种事怎样都好。

  　さっきまでうるさく鳴っていたスマホはもう何も発しない。思い切り地面に投げつけたせいで画面がバキバキに割れていて、電源は恐らく落ちてしまっているのだろう。普通に壊れてるかもしれない、そんなのどうでもいいが。

  

  　没有事情可以打发时间，也没有力气动。虽然有两个人担心地来跟我说话，但我没有心情回应，所以无视他们之后，他们就离开了。

  　暇つぶしがない。動く気力もない。なんだかんだで心配そうに話しかけてくる人も二人くらいいたけど、返事する気も起きないから無視していたらどこかへ行ってしまった。

  

  　我用指甲用力抓了手肘到上臂的皮肤，感觉好痛。我开始觉得悲伤，用手捂住眼睛，吸了吸鼻子。

  　爪で思い切り抓った肘から二の腕に掛けての皮膚が剥けてヒリヒリしていたい。悲しくなってきた、目に手を当てる。鼻をすする。

  

  

  「好想死。」

  「死にたい」

  

  

  　我对自己说的话感到好笑，我太容易因为一点小事就笑出来了。只要精神有点疲惫，就会轻易说出口，这样不太好。

  　自分で言った言葉に失笑する、ちょっとした事でヘラりすぎだろ。ちょっとメンタルがしんどくなるとお手軽に口に出来るから良くないわ。

  

  　我那廉价的实现欲望的欲望，轻率地抱有的希死念虑仿佛有了质量，让身体变得沉重。我呆呆地想着，要是现在上吊的话，绳子说不定会断掉。

  　ジェネリックで実現欲の薄い、軽はずみに抱いた希死念慮に質量があるかのように体が重くなる。今首を吊ったらロープがちぎれちゃうかも〜、なんてボーッと考えつつ。

  

  

  　烟火结束了。明明连心脏都听得见的爆炸声已经结束，心跳却还是没有平息，还伴随着一种耳鸣的感觉。手脚的前端轻飘飘的，看来还是不要动比较好。

  　花火が終わった。心臓にも響くくらいの爆発音が終わったのに相変わらず拍動は収まらなくて、なんか耳が遠くなった感覚も付随してきている。手足の先がふわふわしている、まだ動かない方が良さそうだ。

  

  　我感觉到看完烟火的人们逐渐离去。往这边走过来的人很少，几乎都是经由别的道路回去。

  　花火を見終わった人らが離れていくのを感じる。こちらに歩いてくる人数は少数で、殆どは別の道路を経由して帰っていく。

  

  　虽然不太想动，但被搭话更讨厌，还是换个地方吧。就在我这么想着站起来的时候，发现有人往这边走来。

  　あまり動きたくは無いけど、声を掛けられる方が嫌なので場所を移動しよう。そう思い立ち上がったタイミングで誰かがこちらに来ていたことに気付いた。

  

  

  「我找你好久了，小依同学！」

  「探したよ小依くん！」

  

  

  　来到我面前的人抓住我的双肩。我反射性地推开水濑的身体。

  　俺の前までやってきた相手に両肩を掴まれる。俺は反射的に水瀬の体を押して突き放した。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　我被一股不像小依同学的强劲力道推飞。这么小的身体，到底哪里有这么大的力气呢？

  　今の小依くんの物とは思えない強い力で突き飛ばされそうになる。こんな小さな体のどこにそんな力があったんだろう。

  

  

  「……」

  「……」

  「啊，等一下，小依同学！」

  「あ、待って小依くん！」

  「放开我。」

  「離して」

  「可是」「放开我！」

  「でも」「離せって！」

  

  

  　小依同学的手臂乱动。我如果不放手，她就用空着的手捏我，用指甲抓我，想强行拉开我的手。

  　小依くんが腕を暴れさせる。離さないでいたら彼女は僕の手を空いた手でつねってきた。爪を立てて引っかくようにして強引に引き剥がそうとしてくる。

  

  

  「好痛！？很痛啊！」

  「いたっ！？　痛いって！」

  「那就放手啊笨蛋！」

  「なら離せよボケ！」

  「怎么了啊！？」

  「どうしたんだよ！？」

  「没什么！」

  「どうもしてない！」

  「这不可能吧！？先冷静下来！」

  「それは無理があるだろ！？　一度落ち着こうって！」

  

  

  　小依同学对我说了「去死」、「不要」之类拒绝的话。

  　小依くんは僕に対して「死ね」だの「嫌だ」だの拒絶の言葉を何度も言い放ってくる。

  

  　小依同学屏幕碎裂的手机掉在地上，看起来已经不能用了。在买新手机之前应该无法联络吧，我更不能放手了。

  　地面に画面の割れた小依くんのスマホが落ちている。もう使えなさそうだ、きっと新しいスマホを買うまで連絡は取れないだろうな。ますます手を離す訳にはいかなくなった。

  

  

  「放手！」

  「離してっ」

  

  

  　小依同学挣扎了一会儿，因为疲劳而动作变得缓慢，用嘶哑的声音恳求我。她当场跪在地上，无力地低着头。

  　しばらく暴れていた小依くんだったが、疲労が溜まってきて動きが緩慢になると擦り切れそうな声で僕にそう縋るように言ってきた。小依くんはその場で膝をつき力なく俯いた。

  

  

  「去她那里吧。」

  「彼女ん所にいけよ」

  「咦？」

  「え？」

  「她……的……」

  「彼女、の……っ」

  

  

  　小依同学的眼睛扑簌簌地流下泪水。

  　小依くんの目からポロポロと涙が溢れ出した。

  

  

  「对、对不起！小依同学……」

  「ご、ごめん！　小依くん……」

  

  

  　我没料到她会在这里哭出来，立刻道歉想放手。结果这次小依同学用微弱的力道握住了我的手。

  　ここで泣いてしまうとは思ってなくて咄嗟に謝り手を離そうとした。そしたら今度は小依くんの方から僕の手を弱い力で握ってきた。

  

  　我决定不放开小依同学的手，轻轻蹲在她旁边。

  　僕は小依くんの手を離さないまま、そっと隣にしゃがむ事にした。

  　我们暂时没有对话，只是在啜泣的小依同学身边度过时间。中途也有人来搭话，但似乎被解释为情侣吵架，没有特别介入。

  　しばらく会話もなく、ただ小さな声で啜り泣く小依くんの隣で時間を過ごす。途中声を掛けてくる人もいたが、カップルの痴話喧嘩と解釈されたようで特に何も介入される事は無かった。

  

  

  「水濑。」

  「水瀬」

  「嗯。」

  「うん」

  「为什么要管我这种人。」

  「なんで俺なんかに構うの」

  「因为是朋友啊。」

  「そりゃあ友達だし」

  「……你优先级都乱了。今天是第一天吧，好好珍惜啊。」

  「……優先順位バグり散らしてるから。今日が初日だろ、大事にしろよ」

  「咦？」

  「え？」

  「你交到女朋友了吧。那就……」

  「彼女出来たんだろ。だったら……」

  

  

  　小依同学用微弱的声音低语，但话说到一半就停了，再次沉默。

  　か細い声で呟いていたが、言葉は途中で終わり再び小依くんは無言になった。

  

  

  「……那个，小依同学。」

  「……あの、小依くん」

  

  

  　我从刚才开始就一直很在意一件事，所以试着向她搭话。小依同学当然没有回应。

  　さっきからどうしても気になることがあったので話し掛けてみる。小依くんからの返事は当然ない。

  

  

  「虽然你说我交到女朋友了，但我没有女朋友哦？」

  「彼女がどうとか言ってるけどさ。僕、彼女いないよ？」

  「……………………杀了你哦。」

  「……………………ころすぞ」

  「不，真的。」

  「いや本当に」

  「骗人。」

  「嘘」

  「真的啦。虽然不知道为什么会有这种误会，但我单身哦。」

  「本当だって。何がどうなってそんな誤解されてるか分からないけど、僕はフリーですよ」

  「…………踹你蛋蛋。」

  「…………ちんこ蹴る」

  「请不要这样。」

  「やめてください」

  「你很烦耶。骗子。」

  「うざいお前。嘘つき」

  「就说不是骗人了。」

  「嘘じゃないってば」

  

  

  　小依同学没有接受我的话，对话成了平行线，我和小依同学都选择了沉默这个着陆点。

  　小依くんは僕の言葉に納得を示さないまま話し合いは平行線になり、そのまま僕も小依くんも無言になるという着地点を選んだ。

  

  　哭完后过了一会儿，小依同学用没被我抓住的手擦眼泪。

  　泣き終えてしばらく経つと小依くんは、僕に掴まれていない方の手で涙を拭っていた。

  

  

  「……手，放开。」

  「……手、離して」

  「是小依同学你先握过来的吧。」

  「小依くんから握ってきたよね」

  「你有失忆症吗？是你先的吧。」

  「記憶障害なん？　お前からだったろ」

  「你先放开一次，然后你又握过来了。」

  「1度離した後、君から握ってきてたよ」

  「我没握。」

  「握ってない」

  「握了。」

  「握った」

  「没握，恶心去死。」

  「握ってないキモい死ね」

  「你握过来了。还有你说话太难听，对我温柔点。」

  「握ってきてたよ。あと暴言吐きすぎ、優しくして」

  「办不到。」

  「無理」

  「办不到啊。」

  「無理かぁ」

  「嗯。手放开。」

  「うん。手ぇ離せ」

  「办不到。」

  「無理」

  「别学我。」

  「真似すんな」

  「办不到。」

  「無理」

  「…………啧。」

  「…………ちっ」

  「你咋舌了。你要是放开手就会逃走吧，所以我不会放。」

  「舌打ちだ。手を離したら逃げるだろうから離さないよ」

  「我不会逃。」

  「逃げない」

  「是吗？但我现在不会放手。」

  「そっか。でも今は離さないから」

  「为什么啊。」

  「なんでだよ」

  「我觉得牵着手比较好。」

  「繋いでいた方がいい気がする」

  「你就那么想摸我吗？恶心。」

  「そんなに俺の事触ってたいの？　キモ」

  「……」

  「……」

  「…………喂，说点什么啊。」

  「…………ねえ。なんか言えよ」

  「咦。啊，抱歉。」

  「え。あっ、ごめん」

  「啧！」

  「ちっ！」

  

  

  　又被咋舌了。好可怕。声音也比平时低沉，她生气了啊……

  　また舌打ちされた。怖い。声もなんかいつもより低いし。キレてるなあ……。

  

  

  「心情平静下来了吗？」

  「気分は落ち着いた？」

  「……一直都很平静。」

  「……ずっと落ち着いてる」

  「你刚刚在哭哦。」

  「泣いてたよ」

  「闭嘴。」

  「黙れ」

  「嘴巴真坏啊……」

  「口が悪いなぁ……」

  

  

  　到底怎么了？总觉得她今天一直很奇怪？从一开始就不知道为什么心情不好。

  　どうしたんだろう一体？　なんか今日ずっと様子が変じゃないか？　初めからどことなく不機嫌そうだったし。

  

  　突然感觉到视线。一看过去，发现她正盯着我的脸。眼神对上的瞬间她就别过脸，是怎么了呢。

  　ふと視線を感じた。見てみると、彼女がじっと僕の顔を見ているのが分かった。目が合った瞬間に顔を逸らされる、何だったのだろう。

  

  

  「……已经接吻过了吗？」

  「……もうキスしたの？」

  「什么？」

  「はい？」

  

  

  　她突然问了奇怪的问题。接吻？什么意思？

  　急に妙な事を言われた。キス？　何の話だろう。

  

  

  「你和女朋友接吻了吗？」

  「彼女と。キスした？」

  「没有啊。话说我根本」

  「いやしてない。というかそもそも」

  「那牵过手了吗？总牵过手了吧」

  「じゃあ手は繋いだ？　繋いだよね、流石に」

  「所以说，我」

  「いやだから、僕は」

  「和我在一起真的好吗？我可是挺可爱的，女朋友不会吃醋吗？你喜欢女人我不管，但别给我添麻烦」

  「俺なんかと一緒にいていいの？　俺普通に可愛いやんね、相手嫉妬しん？　お前が女好きなのはどうでもいいけど、それで俺に迷惑かかんのは」

  「停，停。别激动」

  「ストップ。ストーップ。どうどう」

  「我要，杀了你(我要，杀了你)」

  「ころふ、ふぁじで(殺す、まじで)」

  

  

  　小依同学差点变成失控列车，我用力抓住她的双颊强行打断了她的话。

  　暴走機関車になりかけていた小依くんの両頬をぐわしと掴んで強引に話を中断させる。

  

  

  「怎么了怎么了？我都说了我没有女朋友啊。别挑衅非现，会伤到我的」

  「どうしたどうした？　僕に彼女はいないと言ってるでしょうが。非リアを煽っちゃダメだって傷付くよ」

  「你还在说这种话啊」

  「まだそんな事言うのかよ」

  「这是事实啊……」

  「事実なんだよなあ……」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学没有立刻回答我的话。几秒后，她用责备般的强烈语气小声对我说道。

  　僕の言葉に対し小依くんはすぐには返事を返さなかった。数秒の間を置いた後、小さな声で、しかし責めるような強い口調で彼女は僕に言葉を投げてきた。

  

  

  「我看到你和咲那在一起了」

  「さっき、咲那といたのを見た」

  「啊，被看到了啊。对对，我遇到了咲那」

  「あ、見られてたんだ。そうそう、咲那ちゃんと会ってね」

  「你看，你又骗我」

  「ほら嘘つき」

  「什么！？我骗你！？……难道你指的是咲那？」

  「何が！？　嘘とは！？　……まさか彼女って咲那ちゃんの事指してる？」

  「还能有谁」

  「以外にあるかよ」

  「哎……我和咲那没有交往啊」

  「えぇ……僕と咲那ちゃんは付き合ってないよ」

  「咲那向你告白了吧」

  「告られてたやろ咲那に」

  

  

  　她突然说出的话让我吃了一惊。看来连告白现场都被她看到了。我还以为自己离人群很远呢。

  　唐突に言われた言葉に驚く。どうやらあの告白現場まで目撃されていたらしい。人集りから離れたつもりだったんだけどな。

  

  

  「连告白现场都被你看到了啊」

  「告白された所まで見られてたんだ」

  「…………没看到」

  「…………見てない」

  「咦？」

  「あれ？」

  「没看到！……很久以前，咲那就说过喜欢你了。所以从状况来考虑，我才知道是这么回事」

  「見てないけど！　……前々から、咲那にお前の事好きって話を聞かされてた。だから状況的に考えてそうなるって分かる」

  「啊，是这样啊」

  「あ、そういう」

  「然后，咲那很高兴。我看到她很高兴。所以，你已经答应她了吧」

  「で、咲那喜んでたから。喜んでるのを見たから。だからそれはもう、OK出したって事やん」

  「哎？」

  「え？」

  「不，你别惊讶……告白之后很高兴，不就是被你答应了吗。被甩了还高兴，脑子肯定有问题吧」

  「いや、えじゃなくて。……告白して喜んでんのならそれは、OK貰ったって事だろ。フラれて喜んでるは流石に頭おかしいだろ」

  「不，那个……」

  「いや、えーと……」

  「所以，别和我在一起了，去咲那那里」

  「だから、俺なんかといないで咲那ん所に」

  「那个，那个啊。我拒绝咲那了」

  「えーと、えっとね。僕、咲那ちゃんの事フッたよ」

  「啊？」

  「は？」

  「然后，拒绝之后咲那就哭了，然后就去找朋友了」

  「で、フッた後咲那ちゃん泣いちゃって、友達の方に行ってしまったというか」

  「…………别撒谎好吗？我明明看到那家伙很高兴的样子」

  「…………ちゃんと嘘つくのやめてくれん？　見たっつってるじゃん、アイツが喜んでる所」

  「那大概是告白之前吧」

  「それ多分告白する前だよ」

  「告白之前？」

  「告白する前？」

  「嗯。咲那想要一种点心，我买给她之后她特别高兴。因为是限定商品，数量有限，所以她拜托我帮她买。因为离她家的店很远」

  「うん。 咲那ちゃんが欲しがってたお菓子があってさ、それ買えたからあげたらすごい喜んでて。限定品で数量も限られてるからって買うの頼まれたんだよ。地元からだと店舗が遠いからってさ」

  「…………是吗？」

  「…………そうなん？」

  「嗯。而且，如果我有女朋友的话，就不会来这里了。比起朋友，我更重视女朋友」

  「うん。てか仮に彼女がいたら僕ここまで来てないよ。友達より全然彼女優先するタイプだと思うし」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依没有回答。从她的表情来看，她似乎还没有接受我的解释。

  　小依くんは何も返してこない。今の説明でもまだ納得出来ていないような表情をしている。

  

  

  「……你为什么拒绝了她？」

  「……なんでフッたの？」

  「我就知道你会问这个问题。你也很在意这种事啊」

  「言われると思った。小依くんもそういうの気になるんだね」

  「嗯，我很在意。告诉我吧」

  「うん気になる。話して」

  「咦，我还以为你会说“那就算了”呢」

  「あれ、そこは"じゃあいい"って言われると思った」

  「告诉我吧」

  「話して」

  

  

  　小依没有理会我的话，只是催促我继续说下去。她刚才还一直叫我放开她的手，现在却主动抓住我，不让我逃走，看来她无论如何都想问个清楚。

  　小依くんは僕の指摘に触れる事なくただ話の続きを催促した。あんなに手を離せと何度も強く言ってきたのに今度は彼女の方から僕を逃がさないように掴んできている、どうしても今聞き出したいらしい。

  

  

  「拒绝她的理由很简单，你听我说吗？」

  「フッた理由、単純なんだけど大丈夫？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　她毫不犹豫地点了点头。小依用两只眼睛盯着我，等待我开口。虽然我不是很想说，但现在的气氛也不适合转移话题，所以我还是决定说出来。

  　少しの遅れもなく彼女は頷く。小依くんは両方の目でじっと僕を見て話し始めるのを待っている。気乗りしないが、話題を逸らせる雰囲気でもないので話す事にした。

  

  

  「咲那是个好女孩，她向我告白我也很高兴，但怎么说呢，我对她还不了解，所以不想和她发展成男女关系……」

  「咲那ちゃんはいい子だし告白も嬉しかったけど、なんだろ。男女の仲になりたいなって思うほどあの子の事知らないというか……」

  「试试看交往不就好了」

  「お試しで付き合えばいいじゃん」

  「明明在交往却对对方不了解，这不是很奇怪吗？」

  「付き合ってるのに相手の事あまり知らないって変じゃない？」

  「不知道，我没和人交往过」

  「分かんない。人と付き合ったことないし」

  「我也没有，但你想想周围的人，如果有人说自己不太了解自己的男朋友或者女朋友，你不觉得奇怪吗？」

  「僕だって無いけどさ、周りの人がしてたらって考えてよ。その人が彼氏とか彼女の事あんま知らないって言ってたら変じゃない？」

  「…………是吗」

  「…………かなぁ」

  「我是这么想的。所以如果要交往的话，我想和性格等方面都很了解的人交往」

  「僕はそう思う。だから付き合うとしたら性格とかもしっかり分かってる相手と付き合いたいよ」

  「哦，你不想做色色的事啊」

  「へぇ。エロい事とかしたくないんだ」

  「……嗯？你说什么？」

  「……ん？　なんて？」

  「你不想做色色的事吗？」

  「エロい事とかしたくないん？」

  「啊，色色的事啊」

  「あ、エロい事か」

  「不想做吗？」

  「したくないの？」

  「你问得好直接啊！？只、只因为想做那种事就交往的话有点……」

  「めっちゃ聞いてくるな！？　そ、そういう事がしたいからってだけで付き合うのはちょっと……」

  「有点？」

  「ちょっと？」

  「……有点对不起对方。只为了身体就交往，不是很失礼吗？」

  「……ちょっと相手に罪悪感というか。体目的で付き合うのって失礼でしょ」

  「是吗？」

  「そうなん？」

  「小依，如果有个不太了解的人只为了身体就向你告白，你会和他交往吗？」

  「小依くんはよく知りもしない相手に体目的で告白されたら付き合うんですか？」

  「我才不会和男人交往，恶心死了」

  「男なんかと付き合うわけないだろ気持ち悪い」

  「我又没说限定是男人」

  「別に男に限定したわけじゃないんだけどな」

  「如果女生向我告白，我会和她交往哦？可以尽情做色色的事，超棒的」

  「女に告られたら付き合うよ？　エロい事し放題とか最高じゃん」

  「这样啊。色色的事啊……」

  「そうなんだ。エロい事ねぇ……」

  

  

  　我也是男人，当然想和女人做那种事。但把这作为交往的第一理由，感觉很难长久维持关系。而且我觉得性欲和恋爱感情并不等号。

  　そりゃ僕も男だから、女の人とそういう事をしたいって思いはある。でもそれを第一の理由にして人と付き合うのはなんか、長く関係を維持出来なさそうな気がする。性欲と恋愛感情ってイコールにはならないと思うし。

  

  

  「哦，我懂了」

  「ふーん。分かった」

  「你能理解吗？」

  「理解して頂けた？」

  「嗯……话说回来，你居然能找到我啊」

  「ん。……てかさ、話は変わるけどよく俺の事見つけられたよね」

  「我真的很担心你啊！？听说你去了厕所就没回来，我还以为你遇到危险了，到处找你！」

  「いやそれ本当に心配したんだよ！？　トイレ行ったっきり戻ってこないって聞いたから危ない目にあったのかと思って探し回ったんだから！」

  「这样啊，抱歉」

  「そうなんだ。ごめん」

  「没事，你平安无事就好」

  「何事も無かったから良いけどさ」

  「……你担心我？」

  「……心配した？」

  「当然担心啊」

  「するに決まってるよね」

  「是吗」

  「そっか」

  

  

  　小依平静地说完，渐渐松开我的手。就在即将完全松开时，她又依依不舍地用力握了握。

  　落ち着いた声で小依くんがそう言うと、彼女は僕の手を掴む力を少しずつ緩めていった。手が完全に離れる寸前に再び、名残惜しむように力が加えられる。

  

  

  「……你为什么不回我？」

  「…………なんで未読無視してたの」

  「不回你？我LINE上不是说了吗」

  「未読無視？　LINEで送った通りなんだけど」

  「你说你被抢了？」

  「奪われてたってやつ？」

  「嗯」

  「うん」

  「……真的？」

  「……本当？」

  「真的。我们宿舍的大部分人都过着与女生无缘的青春，所以很饥渴」

  「本当だよ。うちの寮生は大半が女子と縁のない青春を送ってきた連中だからさ、女に飢えてるんだよね」

  「哦」

  「はあ」

  「被那群人看到我和小依的合照，之后就懂了吧」

  「そんな連中に小依くんとのツーショット見つかってね。後は分かるでしょ」

  「不懂，发生了什么」

  「分かんない。どうなったの」

  「我可是受到了连说明都令人发指的拷问」

  「説明するのもおぞましい拷問を受けたよ」

  「拷问？什么拷问」

  「拷問？　どんな」

  「……提示是碳酸饮料」

  「…………ヒントは炭酸水」

  「碳酸饮料？」

  「炭酸水？」

  「之后的事对女生来说不太方便说」

  「それより先は女子にはあんまり話せないな」

  「别把我当女生，蠢货」

  「女扱いしてんじゃねえボケナス」

  

  

  　小依瞪着我，鼓起脸用双手捏我的脸。

  　小依くんは僕を睨みむくれた顔になると、両手で僕の頬を抓ってきた。

  　我知道这是生气的委婉表现，但脸靠得太近了。她捏着我的脸，额头都快贴上来了。

  　怒りのマイルド表現なのは分かるのだが、顔の距離が近い。デコ同士が当たりそうな距離感で抓られている。

  

  

  「那个，这个距离有点引人误会……」

  「あの、この距離はちょっと誤解を招くと思いますけど……」

  「啊？误会什么？」

  「はあ？　誤解って？」

  「抱歉在你生气的时候泼冷水。从旁人看来，我们现在的样子恐怕就像笨蛋情侣一样」

  「怒ってる所に水を差すようで申し訳ないんだけどさ。周りから見たら今の僕ら、恐らくバカップルみたいに映ってると思うよ」

  「笨蛋情侣」

  「バカップル」

  「在这么近的距离看着对方的脸，还捏着脸，会被当成情侣的」

  「こんな至近距離で顔を見合わせて抓ったりしてるの、恋人同士と思われそうな気がするよ」

  「恐怕Maybe笨蛋情侣？」

  「恐らくMaybeバカップル？」

  「恐怕Maybe笨蛋情侣」

  「恐らくMaybeバカップル」

  「……那可不行」

  「……それはいかんね」

  

  

  　小依说完，稍微远离了我，捡起掉在地上的碎手机。

  　そう言って小依くんは僕から少しだけ離れた。彼女は地面に落ちたバキバキのスマホを拾った。

  

  

  「话说你的手机坏了，没法联系了」

  「てかそのスマホ、壊れちゃってるよね。連絡取れないな」

  「嗯——暑假结束前我会跟父亲说让他买新的给我，没事的」

  「んー。夏休み終わるまでに父親に言って買い換えるから大丈夫」

  「你打算怎么跟他说？」

  「どう説明するの？　それ」

  「就说被车撞了」

  「車に轢かれたとでも言うよ」

  「真红啊」

  「真っ赤だなぁ」

  「My hair，我也挺喜欢的」

  「マイヘア俺も結構好き」

  「不是曲名，是说你撒了个大谎。早知道就该这么说」

  「曲名ではなく。真っ赤な嘘だなぁってちゃんと言えばよかったね」

  「有什么关系嘛。跟父母交流的时候，撒点小谎刚刚好」

  「いいだろ。嘘つくくらいが丁度いいでしょ、親とのコミュニケーションなんて」

  「真颓废……」

  「荒んでるなあ……」

  

  

  　虽然发生了许多事，但小依终于恢复了平时的状态，我便准备起身。就在我伸直膝盖的瞬间，手腕又被小依抓住了。

  　色々あったが、ようやく小依くんがいつもの調子に戻ってきたので立ち上がろうとする。膝を伸ばそうとした瞬間、僕の手首が再び小依くんの手によって捕まえられた。

  

  

  「？怎么了？」

  「？　どうしたの」

  「最后一个问题。除了咲那，你还有其他喜欢的人吗？」

  「最後に質問。じゃあ咲那以外で、別に好きな人とかいんの？」

  「哎，如果我不回答，你会对我做什么惩罚吗？」

  「えっ。それは答えなかった場合何かペナルティとかありますか？」

  「我会紧紧握住你的蛋蛋」

  「お前の金玉しっかりめに握る」

  「这攻击作为拷问确实够狠……哎，喜欢的人？」

  「拷問としてちゃんと成立する攻撃だ……えー、好きな人？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　我试着想了想。说实话，我从未想过要交女朋友。说到底，我跟女生的交流并不多，关系比较好的也就小依和咲那了。

  　考えてみる。正直、彼女にしたい相手なんて今まで考えた事もなかったな。そもそも僕、女子との交流自体がそこまで多くないし、深く付き合ってるのだって小依くんか咲那ちゃんくらいだし。

  

  　……糟糕，一想到小依，我就想起了雷雨天的事。这不能怪我吧！？　正值青春期的男生看到同龄可爱女生的裸体，脑子当然会烧坏啊！！

  　……やっば。なんか小依くんの事を頭に浮かべたら雷雨の日の事思い出してきた。これ僕悪くないよね！？　思春期真っ只中の時期に同い年の可愛い女子の裸なんか見たら、脳なんて焼き切れるに決まってるし！！

  

  

  「你怎么弯着腰？」

  「なんで前屈みになってんの？」

  「我、我肚子疼……」

  「ふ、腹痛が……」

  「真的？我带你去厕所吧？」

  「まじ？　トイレまで連れてこうか？」

  「！？你什么意思！？」

  「！？　どういう意味で！？」

  「什么意思？除了排泄还能干什么。还是说你要化妆？」

  「どういう意味で？　排泄以外にする事あるのか。それとも化粧でもするの？　お前」

  「刚才是我不好，刚才是我不好。对不起」

  「今のは僕が悪いな、今のは僕が悪い。ごめんなさい」

  「莫名其妙。好了，去厕所吧」

  「意味分からん。ほら、トイレ行くよ」

  「不不不不不用！肚子不疼了，已经没事了！」

  「いいいい大丈夫！　びっくりするくらい腹痛消えて無くなったからもう安心！」

  「是吗？」

  「そう？」

  

  

  　好险啊。我趁小依看向厕所的间隙，急忙把手伸进口袋，把东西夹在内裤边缘，从外表看不出来。之后只要等血液在全身循环，尽快让它变小……！

  　あっぶねぇ〜〜。小依くんがトイレの方角を向いた隙に急いでポッケに手を突っ込み下着の縁に挟む事で見た目では分からないように偽装出来た。後は血流が全身に循環していくのを待つだけだ、一刻も早く小さくしなければ……！

  

  

  「肚子不疼了就回答我啊。你没有喜欢的人吗？」

  「腹痛収まったなら答えてよ。お前、好きな人いないの？」

  「唔……没有喜欢的人，有在意的人」

  「うーん……好きな人は、いないかな。気になる人がいるくらい」

  「在意的人？哦，我也认识的人？」

  「気になる人？　へぇ。俺も知ってる奴？」

  「谁知道呢？」

  「どうだろうね？」

  「不告诉我吗」

  「教えてくんないのかよ」

  「不告诉你。那小依你有喜欢的人吗？」

  「教えないね〜。逆に小依くんはいるの？　好きな人」

  「没有」

  「いないよ」

  「这对话也太短了」

  「一瞬で終わっちゃったよこのやりとり」

  「没办法啊，我也不太懂恋爱……不过，我可能也有一个在意的人」

  「仕方ないだろ、恋とかよく分かんないし。……まあでも、俺も気になる人なら一人いるかも、だけど」

  「不错啊。是我认识的人吗？」

  「いいね〜。僕も知ってる人？」

  「嗯」

  「うん」

  「你告诉我啊。哎，是谁？」

  「教えるんかい。え〜、誰？」

  

  

  　我这么一问，小依就闭上了嘴。她直勾勾地盯着我的脸……？我摸了摸脸，没有沾上什么脏东西，她应该是在想“鼻尖的汗好多啊”。

  　そう尋ねると、小依くんの口が止まった。彼女はジーッと僕の顔を見ている。……？　顔を触ったがゴミは付いていない、鼻の辺りの汗すごいな〜って感じだった。

  

  

  「怎么了？我脸上沾了什么吗？」

  「どうしたの？　僕の顔に何かついてた？」

  「没有」

  「別に」

  

  

  　说完，小依终于松开我的手站了起来。她的手好小好可爱。要是直接告诉她本人，估计会被揍，还是把这感想藏在心里吧。

  　そう言うと今度こそ小依くんは僕から手を離し立ち上がった。小依くんの手、小さくて可愛かったな。本人に直接言ったら殴られそうだから胸の内にこの感想は秘めておこう。

  

  

  「啊，我忘了今天结乃要住我家！水濑，我们回去吧」

  「あっ、てか今日結乃の事泊めるんだった忘れてた！　帰ろうぜ水瀬」

  「要我先联系她吗？」

  「こっちから連絡しとく？」

  「哦，天才！太棒了」

  「おー天才だ！　ナイスすぎる」

  「不过她应该还在外面走，不用那么着急吧」

  「まあまだ外を歩いてると思うからあんまり急がなくてもいいんじゃないかな」

  「也是……那水濑」

  「それもそうか。……じゃあさ、水瀬」

  「嗯」

  「はい」

  「我们再走一会儿吧。去逛逛祭典」

  「少し一緒に歩こ。てか祭りまわろうぜ」

  「当然可以。要牵手防止走散吗？」

  「勿論いいよ。迷子にならないように手を繋いどく？」

  

  

  　我半开玩笑地说道，小依则轻轻“嗯”了一声，刚要碰到我的手，又马上改变了方向，抓住了我的袖子。

  　冗談のつもりでそう言うと、小依くんは小さく「うん」と言ってまた僕の手に触りかけ、すぐに軌道を変えて袖の方をつまんできた。

  　我还以为她会拒绝呢。小依微微低着头，我看不到她的表情。

  　断られるかと思っていた。小依くんは若干下を向いていた為僕からじゃ表情を見る事は出来なかった。

  

  

  「走吧」

  「行こ」

  

  

  　小依轻轻拉了拉我的袖子，引导我走向祭典。

  　小依くんはつまんでいる僕の服の袖をちょんちょんと引っ張り、祭りの方へと誘導して行く。

  

  　她大概是因为在人多的地方不好意思牵手，才抓住了我的袖子，但这样反而更显眼吧。这和牵手没什么区别吧。这样就不害羞了吗……？

  　恐らく、人が大勢いる場所で手を繋ぐのは恥ずかしいという理由で袖をつまんだのだろうが、その方がかえって目立つなって思わないのだろうか。これ、手を繋いでるのと実質変わらないよね。これだったら恥ずかしくないのかな……？

 
  40話「暑い」

  第40话「好热」

  『我希望你能跟我交往……』

  『私と、付き合ってほしい……っ』

  

  

  　祭典当天，咲那找我出来，我们两人独处，稍微聊了一会儿后，她向我告白。她似乎从小学时就一直喜欢我。

  　祭りの日、咲那ちゃんに呼ばれて二人になり、少し談笑を交えた後に彼女に告白をされた。小学生の頃からずっと僕の事を好きで居てくれたらしい。

  

  　我也喜欢咲那，但不是以恋人的身份，而是以朋友的身份。虽然对咲那很抱歉，但我从来没想过要跟她交往。

  　僕も咲那ちゃんの事は好きだ。でもそれは恋人としてという意味ではなく友達として好きだったという話で。咲那ちゃんには悪いけど、付き合ったりというのは今まで全く考えたことがなかった。

  

  　我对咲那的喜欢，跟对其他朋友的喜欢几乎一样。虽然感情很好，但称不上特别的关系，我觉得用这种半吊子的心情跟对方交往，是在浪费对方的时间。所以我拒绝了咲那的告白。

  　僕の咲那ちゃんに対する好きの度合いは、他の友達に対する好きとほぼ同じくらいだと思う。仲は良いけど特別な間柄とは言えなくて、そんな相手と中途半端な気持ちで付き合うのは相手の時間を無駄にしてしまう気がした。だから僕は咲那ちゃんの告白をお断りした。

  

  　她听到我的回答，隔了一会儿后说：『说得也是。』她似乎早就隐约觉得会被拒绝了。咲那拼命挤出笑容，小声地继续说：

  　彼女は僕の返事を聞いて、少し間を空けて『そうだよね』と言った。前もってなんとなく断られる気はしていたらしい。咲那ちゃんは必死に笑顔を取り繕いながら、小さな声で言葉を続けた。

  

  

  『……水濑同学有更适合的对象嘛。』

  『……水瀬くんには、お似合いの相手がいるもんね』

  『适合的对象？』

  『お似合いの人？』

  『嗯。』

  『うん』

  『……谁啊？』

  『……誰の事？』

  

  

  　我这么问，咲那瞬间露出泫然欲泣的表情，微微张开嘴。

  　僕がそう尋ね、一瞬泣き出しそうな顔になった咲那ちゃんの口が小さく開く。

  

  　就在这个瞬间，烟火升上天空，烟火的声音盖过了咲那的话。

  　その瞬間、花火が上がった。咲那ちゃんの言葉は花火の音にかき消された。

  

  　咲那在什么都没听到的情况下说完这句话，像是要逃离我一样离开了。我看着她的背影，看到她和同龄的女生在交流。看来她是和朋友一起来的。

  　何も聞こえないままに言い終えた咲那ちゃんは、僕から逃げるようにその場から立ち去っていった。彼女の背中を目で追っていたら同年代の女子と交流したのが見えた。どうやら友達と来ていたらしい。

  

  　之后我马上听说小依不见了，于是出去找她，但不可思议的是，我并没有迷路就找到了小依，所以在和她分开之前，我都没能好好思考咲那对我说的话。

  　その後すぐに小依くんがいなくなったと聞かされて捜索に出たのだが、不思議な事にあまり迷うこと無く小依くんを発見出来たので、彼女と別れるまであまり咲那ちゃんから言われた言葉に思考を割くことが出来なかった。

  

  　咲那说和我相配的人，到底是谁呢？初中以前在老家认识的，关系好的女生，也就只有咲那和她的几个朋友了，其中关系最好的毫无疑问是咲那。在学校外一起玩的也只有咲那，没有其他关系好到会被说相配的女生。

  　咲那ちゃんが言った僕とお似合いの人って、一体誰なんだろう？　中学以前の地元の知り合いで仲良い女子の知り合いなんてそれこそ咲那ちゃんとその友達数人程度だし、その中で言ったら一番仲良かったのは間違いなく咲那ちゃんだった。学校外で遊んだりするのも咲那ちゃんくらいだったし、お似合いとされるような関わりのある女子なんていない。

  

  　我没能理解这句话的意思和指的对象，暑假就这么结束了。

  　言葉の意味やそれを指す相手の事が分からないまま夏休みが終わった。

  

  　在那之后，咲那也经常打电话给我，但不管我怎么问她“相配的人”是谁，她都不肯回答我。她反而还说“我有说过那种话吗？”。

  　あれからも度々咲那ちゃんから通話が飛んできたりしたが、"お似合いの人"というのが誰かを訊いても彼女は答えてくれなかった。というか「そんな事言ったっけ？」と言われた。

  

  

  

  

  「哟！好久不见！」

  「よっ！　久しぶり！」

  「吓我一跳！好久不见～」

  「っ、びっくりした！　久しぶり〜」

  

  

  　今天是暑假结束后的开学日。

  　今日は夏休み明け初の登校日。

  　我走在上学路上，小依向我打了招呼。

  　通学路を歩いていたら小依くんに挨拶された。

  　平时都是我先找到小依和间山同学，然后向她们搭话，但今天只有小依一个人，而且她还躲在路边，所以我没能找到她。可能是抢先向我打招呼成功了，小依开心地“呢嘻嘻”地笑了。

  　いつもは僕が小依くんと間山さんペアを見つけて話しかけに行くのだが、今日は小依くん一人しか居なかったのと道路端に隠れていたので見つけられなかった。先手で声を掛ける事に成功したのが嬉しかったのか、小依くんは「にしし」とにやけている。

  

  　自从祭典那天手机坏掉后，我就再也没收到小依的联系。实际上，上次见面也是在祭典那天，感觉好久没见了。

  　お祭りの日以降スマホが壊れてしまったからか小依くんからの連絡が途絶えていた。実際に会うのも祭りの日ぶりだから久しく感じる。

  

  

  「你晒黑了呢，小依」

  「結構焼けたね、小依くん」

  

  

  　一段时间不见，小依晒成了健康的小麦色。和以前白皙的皮肤相比，能看出她享受了整个夏天。

  　間を空けて再会した小依くんはうっすら健康的な感じに日に焼けしていた。いい感じの小麦色。以前の白い肌色の彼女と比較したら物凄く夏を満喫したんだなって分かる変化だ。

  

  

  「因为桃果和结乃太嗨了，和她们在一起不知不觉就晒成这样了」

  「桃果と結乃がパリピすぎてな。つるんでたらいつの間にかこんがりよ」

  「哦，盐谷同学我能理解，没想到间山同学也是这种类型」

  「へぇ。塩谷さんは分かるけど間山さんもそっち系なんだ」

  「别看她那样，她可是个户外派。桃果甚至考了摩托车驾照，喜欢旅行的毛病越来越严重了」

  「めちゃくちゃアウトドアだよああ見えて。桃果は単車の免許まで取ってるからね、旅好きが加速してる」

  「摩托车是轻型的吗？」

  「単車って原付？」

  「是普通二轮」

  「普通二輪」

  「她明明是辣妹三人组里最清纯的，真意外」

  「ギャルトリオの中で一番清楚な見た目なのに意外だね」

  「我说，辣妹三人组这个俗称是你们三人共有的吗？山下和田中也这么叫我们」

  「ねえ。そのギャルトリオって俗称共有されてたりする？　山下や田中にも言われたんだけどそれ」

  「啊……嗯，我们之间是这么叫的。毕竟你们基本都是三个人在一起」

  「あ〜……まあ、僕らの間ではそう呼んでるかな。大体いつも三人一緒だし」

  「也不是吧。话说，辣妹只有结乃一个，为什么要把我们当成辣妹三人组啊」

  「そうでも無いだろ。てかギャルなんて結乃しか居ないのになんでギャル三人組扱いなの」

  「确实，小依是地雷系」

  「まあ確かに、小依くんは地雷系だもんね」

  「不是」

  「違いますけど」

  「客观地看看自己吧。怎么看都是吧」

  「客観的に自分を見よう。どう見てもでしょ」

  「好过分。你是说怎么看都像是会割腕的人吗？」

  「ひど。どう見ても手首切ってそうって？」

  「我没说到这个份上！」

  「そこまでは言ってないな！」

  「不过我确实割腕了呢」

  「まあ切ってますけどね〜」

  「好难接话……」

  「触れずらい〜……」

  

  

  　就算你用这么开朗的感觉把割腕当成话题，我也只会觉得难受。明明是难受的时候留下的伤痕，为什么能用这么轻松的感觉当成话题呢。不过看她这个样子，今天的精神状态应该很稳定。

  　そんな朗らかな感じでリストカットをネタにされましても。しんどい時につけた傷なのになんでそんな気の抜けた感じでネタに出来るんだって感じだけど、でもこの感じなら今日はメンタルが安定していそうだ。

  

  

  「哎呀，今年的夏天真是充实！除了手机坏掉以外！」

  「いや〜、今年の夏は充実してた！　スマホぶっ壊れた事を除いて！」

  「青春过吗？」

  「青春した？」

  「过了！你呢？」

  「した！　お前は青春した？」

  「哎呀，我一直在打工，完全没玩到。明年一定要玩个痛快」

  「いや〜。僕はバイトばかりで全然遊べなかったな〜。来年こそは遊び尽くしたい」

  「别在意」

  「どんまーい」

  

  

  　小依同学心情大好地说道。她看起来真的很开心，是发生了什么好事吗？她和我距离很近，时不时就会有肢体接触，或者用谜一样的微弱力道攻击我。虽然她肯定是在烦我，但感觉有点可爱。

  　小依くんは上機嫌にそう言った。本当に楽しそうだな、何かあったのだろうか。やたら距離が近くてボディータッチ、というか謎に弱い力で攻撃してきたりする。ウザ絡みであるのは間違いないんだけどなんか可愛い。

  

  

  「早啊小依。哦，楼梯同学也早啊！」

  「おっはよー小依。お、階段くんもおはよー！」

  

  

  　我们汇合后没有去学校，而是留在原地闲聊，这时间山同学迟了一些也来了。

  　合流した後も学校の方へは向かわずその場で雑談していたら少し遅れて間山さんがやってきた。

  

  

  「你好慢啊桃果！」

  「おそよー桃果！」

  「抱歉啦。好久没在这个时间起床了，睡过头也没办法吧？」

  「ごめんて。こんな時間に起きるなんて久しぶりだし寝坊してもしょうがないでしょ〜？」

  「你就是一直沉浸在暑假的气氛里才会这样。对吧水濑？」

  「いつまでも夏休み気分引きずってるからそうなるんだよ。な〜水瀬？」

  「哎？抱歉你说什么？我没听到」

  「えっ？　ごめんなんだって？　聞いてなかった」

  「你也是睡糊涂了吗？快醒醒」

  「お前も寝ぼけてんの？　起きろー」

  「哎？那个」

  「？　えっ、あの」

  

  

  　小依同学拉住我的肩膀让我低下头，我照做之后她就摸了我的耳朵。她用手指捏住我两边耳朵上的软骨，然后用微弱的力道拉扯。这是什么，虽然不痛但这是什么。

  　小依くんに肩を引っ張られて頭を下げるように指示され、従ったら耳を触られた。両方の耳の上、軟骨を指でつままれてこれまたよわいちからでむにーんと引っ張られる。なにこれ、痛くないけどなにこれ。

  

  

  「这是在做什么？」

  「なんでしょうかこれは」

  「驱散困意？」

  「眠気覚まし？」

  「为什么你用疑问句啊？？」

  「なんでそっちが疑問形なんだ？？」

  「你的头发，很硬呢」

  「お前の髪、つんつんだね」

  「毕竟很短嘛」

  「そりゃ短いからね」

  

  

  　她顺势摸起了我的头发。我现在的姿势低到腰都要痛了，真希望她能把手放开……啊，小依同学的腋下从袖子里露出来了。这就是所谓的幸运色狼吧，太棒了！不过我并不是腋下控，所以并没有特别兴奋。

  　そのままの流れで髪も触られる。腰が痛くなる感じの低姿勢だから手を離してほしいな。……あっ、袖から小依くんの生脇が見える。ラッキースケベってやつだやったー！　まあ僕は脇フェチじゃないからそこまで大興奮ってわけじゃないけど。

  

  

  「水濑同学，你要是再剃短一点，感觉就能演NTR系的炮友了呢」

  「もう少し刈り上げて剃りこみとか入れたら寝取り物の竿役とか出来そうだよね〜水瀬くんって」

  「你说什么？」

  「なんて？」

  「小依，刚才的话你就当没听到吧」

  「小依ちゃん。聞かなかった事にしよう今のは」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「……间山同学，你总是会突然说出一些不得了的话呢」

  「……間山さんって、突然とんでもない事言うよね」

  「不过鼻子没那么大，所以鸡鸡应该也小」「别说了！！！？！？」

  「でも鼻はそこまで大きくないからちんちんはちいさそ」「やめれ！！！？！？」

  

  

  　我慌忙用手捂住小依同学的耳朵。这个人到底在说什么啊！？

  　慌てて小依くんの耳を手で塞ぐ。何を言い出すんだこの人本当に！？

  

  

  「真是的，你们在亲热吗！」

  「も〜イチャイチャしちゃって！」

  「才不是在亲热！我只是看小依同学的反应好像对性知识一无所知，所以才想保护她！」

  「イチャついてるわけではなくて！　反応的に小依ちゃんは意外と性知識無さそうなので守ろうとしただけですが！」

  「喂，水濑，放开我，太近了……」

  「お、おい。離してよ水瀬、近い……」

  「对性知识一无所知？谁知道呢。不过基本的知识她好像还是知道的」

  「性知識無さそう？　どうだろうね〜。基本的な事は知ってるっぽいけどね？」

  「高中生当然知道基本知识了」

  「そりゃ高校生ならそうでしょ」

  「咦？水濑，你没听到吗？」

  「あれ？　聞こえてない？　水瀬〜？」

  「我说的不是健康教育课上会教的东西。比如说……接吻的味道？」

  「保健の授業で習うような事じゃなくて。例えば……キスの味とか？」

  「接吻的味道……」

  「キスの味……」

  「啊呜。为什么要贴得更近……太近了啦。水濑……？」

  「あうっ。なんで余計近付けっ……近いって。水瀬……？」

  「水濑同学，你知道接吻的味道吗？」

  「水瀬くんは知ってる？　キスの味」

  「……不知道」

  「……知らないけども」

  「你觉得小依的嘴唇是什么味道？」

  「どんな味すると思う？　小依の唇」

  「小依的嘴唇……」

  「小依ちゃんのって……」

  「啊，你移开视线了。你是不是在想象和小依接吻的情景？」

  「あ、目を逸らした。小依とキスする所でも想像した？」

  「才、才没有才没有！我才没有！」

  「しっ、してないしてない！　してないから！」

  「放开我！！！」

  「離せ〜！！！」

  

  

  　小依同学突然在我胸口附近暴动起来。说起来，我完全没意识到，我正捂着她的耳朵。难怪身体前面感觉暖暖的，小依同学就在我面前，几乎全身都贴在一起了……

  　急に僕のすぐ近く、胸の近くに顔があった小依くんが暴れてきた。そういえばすっかり意識の外にいたけど、彼女の耳を僕が塞いでいるんだった。道理で胴体の前面がなんとなく暖かったわけだ、もの凄い至近距離に小依くんが居た。もうほぼ体の節々が触れ合っていたような……。

  

  

  「对不起，小依！！」

  「ごめん小依ちゃんっ！！」

  「哇，你干嘛突然道歉？」

  「わっ、なにいきなり」

  「我觉得我必须解释一下，我并没有想性骚扰你的意图！」

  「これはセクハラしたいみたいな意図があったわけではないと説明しなきゃダメな気がして！」

  「……就算没有意图，如果对方觉得被做了奇怪的事，那不就是性骚扰吗？」

  「……意図してなくても受け取り手が変なことされたと思ったらセクハラじゃね？」

  「是吗！？对不起，真的很抱歉……！！」

  「ですかね！？　ごめんなさい本当に、申し訳ない……！！」

  「不，我……我不觉得是性骚扰，所以没关系」

  「いや、別におっ……私はセクハラとは思ってないからいいけどさ」

  「可是，你胸部什么的」

  「いやでも胸とか」

  「啊？」

  「あ？」

  「对不起」

  「ごめんなさい」

  「胸部？小依的胸部怎么可能碰到你？她不是平胸吗？」

  「胸？　小依の胸が当たるなんて有り得なくない？　ぺったんこでしょ」

  「你想被杀吗？」

  「殺されたいの？」

  「咦，仔细一看，小依的胸部意外地不平嘛。因为是夏装，所以能看到极小的隆起呢」

  「あれ、改めて見たら案外ぺったんこじゃないんだ。夏服だからか極小の膨らみはあるね」

  「谁是极小的隆起了。我说，别以为你和结乃一样，我就没有胸部了。我可是有普通大小的」

  「誰が極小の膨らみやねん。あのさ、お前と結乃がくそでかなだけで私も胸あるからね？　普通に」

  「不，没有。是平的。平地球」

  「いや、ないよ。フラットだよ。フラットアース」

  「你想被杀吗？？？」

  「殺されたいの？？？」

  

  

  　小依同学生气了，她绕到间山同学背后，开始用力抓住她的胸部。间山同学喊着“这是痛的揉法！痛的揉法！！是同人志里的揉法！！！”一边发出惨叫一边走向学校。在周围的行人看来，这简直就是恐怖袭击。

  　小依くんが怒り僕の目の前で間山さんの背後に周り胸を鷲掴み始めた。間山さんは「痛い方の揉み方されてる！　痛い方の揉み方！！　同人誌の揉み方されてる！！！」と叫んでいる。そんな悲鳴をあげながら学校に向かい始めた。周りの通行人からしたら軽くテロだよね、これ。

  

  

  「知道厉害了吧，你这巨乳」

  「思い知ったか巨乳め」

  「小依，你这样把乳房整个抓住拉扯可不好……」

  「流石に乳房ごっそり握って引っ張るのは良くないって小依……」

  「能不能别详细说明了」

  「詳細説明やめてもらっていいですか」

  「哦？什么什么，这种对话也能让男生兴奋吗？」

  「お？　なになに、こんなやり取りでも男子って興奮できるの〜？」

  「才没有！」

  「してないけども！」

  「否定得真快。反而更可疑了哦，水濑同学」

  「否定はっや。かえって怪しいよ水瀬く〜ん」

  「不不不，很正常。话说，大清早的就聊这种话题」

  「いやいや、普通ですけども。てかまだ朝っぱらなのにこんな話」

  「啊，你稍微弯腰了。身体很诚实呢」

  「あ、少し前屈みになった。体は正直だねぇ〜」

  「别这样！？」

  「やめてもらっても！？」

  

  

  　间山同学走到我身边，露出坏心眼的笑容，故意弯腰窥视我的脸。

  　間山さんが僕の傍によってきてニヤニヤと意地悪な顔を浮かべながらわざと顔を覗き込むように腰を曲げた。

  　为了隐藏胯下的变化，我稍微前倾，所以间山同学的脸离我相当近，她的味道扑鼻而来。

  　股間の変化を隠す為に若干前傾姿勢になってるものだから、間山さんの顔が割と近くなって彼女の匂いがふわっと香る。

  

  　我稍微和她拉开距离，间山同学似乎觉得这个情景很有趣，开心地笑着又靠了过来。我逃她追，我逃她追，结果我被逼到路边的墙边，间山同学来到身体虽然没碰到，但距离相当近的位置，用挑衅的表情看着我。

  　彼女から少し距離を取ると間山さんはその光景が面白かったのか「あははっ」と楽しそうに笑ってまた近付いてきた。逃げては近付かれ、逃げては近付かれを繰り返した結果僕は道端の壁にまで追い詰められ、体は当たらないまでも結構近い距離にまで間山さんがやってきて挑発するような顔を向けてくる。

  

  

  「只是闲聊就变得这么有精神啊～男生真是单纯呢～还是说水濑同学很单纯呢～？」

  「ただの雑談で元気になっちゃうんだ〜。男子って単純だね〜。ていうか水瀬くんが単純なのかな〜？」

  「等，真的太近了。你太侵犯个人空间了」

  「ちょっ、近いです本当に。パーソナルスペース踏み込んできすぎです」

  「诶～？这种程度很普通吧？……话说，你这么在意我的胸部吗～？」

  「え〜？　これくらい普通でしょ？　……てかさ、あたしの胸がそんなに気になる〜？」

  「！我才不在意那种脂肪团！！！」

  「っ！　気にならないですがそんな脂肪の塊！！！」

  

  

  　每当间山同学敏捷地靠近我时，她的胸部就会摇晃，应该说她的大胸本来就会透出内衣，我时不时偷瞄，不知为何被她发现了。

  　こっちに近づいたり俊敏な動きを間山さんが取る度に揺れていた、というかデフォルトで普通に下着が透けてしまっている彼女の大きな胸をチラチラ見ていたら何故かその事がバレてしまっていた。

  　我拼命否定。为了表示自己没有兴趣，我甚至用脂肪团这种说法，但间山同学依然笑着把脸凑得更近。

  　必死に否定する。なんなら興味が無い事をアピールするために脂肪の塊なんて言い方をしてみるが、間山さんは尚も笑みを浮かべさらに顔をこっちに近付けた。

  

  

  「看你和小依在一起，我就觉得你该不会是M吧？」

  「小依と一緒にいるからまさかって思ったけど、やっぱ水瀬くんってMでしょ？」

  「！？我不是M，你到底在说什么！？」

  「！？　いやMでは無い、というかなんの話！？」

  「你的反应很像M啊。和我经常看的M作品的主人公很像」

  「反応がMっぽいもん。あたしがよく読んだり見たり聴いたりするドM作品の主人公っぽいな〜って」

  「请不要擅自把别人和小黄书的角色重叠在一起！？」

  「勝手に人をエロ本のキャラクターに重ねないでもらえます！？」

  「下次就以水濑同学为题材画一本M男受欺负的同人志吧——」

  「次は水瀬くんを題材にしたM男責め同人誌描こー」

  「等等等等，间山同学，你这话太猎奇了。以现实的人为题材很不妙，题材本身也很不妙」

  「待って待ってグロい事言ってますよ間山さん。現実の人間を題材にするのもやばいしジャンルもやばすぎるって」

  「但是水濑同学，你一大清早听到女生的闲聊就在大庭广众之下勃起了吧？你就是杂鱼」

  「でも水瀬くん、こんな朝方に女子の雑談聞いて公衆の面前で勃ったんでしょ？　雑魚じゃん」

  「杂鱼！？突然就骂人！」

  「雑魚じゃん！？　急にストレートな罵倒！」

  「啊，不是。这不是骂人，是让你高兴的话」

  「あ、いや。これ罵倒じゃなくて悦ばせる言葉なんだけど」

  「我不懂你的意思！！为什么被叫杂鱼会高……小依？」

  「いや意味分からないですよ！！　なんで雑魚呼ばわりされてよろこ……小依ちゃん？」

  

  

  　我被间山同学逼得走投无路，拼命地想摆脱M的标签，却看到小依无视我们两个，径直往学校的方向走去。

  　間山さんに追い詰められた状態でMのレッテル貼りを必死に受け流していたら小依くんが僕ら二人を無視してズンズンと学校の方へ歩いていくのが見えた。

  

  

  「糟糕，我得意忘形了！」

  「やばい。調子乗っちゃった！」

  「哎？」

  「え？」

  「对不起，水濑同学！我多管闲事了！快去追小依！」

  「ごめん水瀬くん！　余計な事しちゃった！　小依の事追いかけて！」

  「哎，那你呢？」

  「えっ。間山さんは？」

  「我今天来大姨妈，跑不动！」

  「あたし今日生理だから走れない！」

  「是、是吗」

  「そ、そうですか」

  

  

  　她居然忍着痛跑过来捉弄我，真是毅力惊人。明明好好休息就行了……

  　走れなくなる程の痛みに耐えてここまで来て僕をからかってたんだ、気合いすごいな。安静にしてたらいいのに……。

  

  

  「啊，等等。楼梯君，回来！」

  「あ、タンマ。カムバック階段くん！」

  「哇？」

  「わっつ？」

  「虽然我跑不动，但你可别对小依说『不等间山同学吗？』之类的话哦！你们俩先去学校吧！」

  「あたしは急げないけど、だからと言って小依に『間山さんの事待たないの？』とか言わないでよ！　二人で先に学校行ってて！」

  「这怎么行」

  「流石にそれは」

  「我今天请假！拜拜！」

  「てかあたし今日学校休むわ！　バイバイ！」

  

  

  　间山同学打断我的话，立刻转身往旁边的小路跑去。明明跑得动嘛。

  　僕の言葉に被せてそう言うと、すぐさま間山さんは体の向きを変えて横の細道を思い切り走っていった。走れるじゃん。

  

  　我按照间山同学说的，跑到小依旁边。她一看到我，就把脸扭向另一边。

  　間山さんに言われた通りに先を行っていた小依くんの横まで走り合流する。彼女は僕が来るや否や顔を僕のいる方とは逆側に傾けた。

  

  

  「怎么了，为什么先走？」

  「どうしたの。なんで先に行くのさ？」

  「……快迟到了」

  「……遅刻しそうだから」

  「时间还早呢」

  「まだ全然時間あるよ」

  「那是因为你们俩想单独聊天，不需要我」

  「じゃあ二人だけで話してて私要らないと思ったから」

  「我们俩确实是在聊天，但我怎么会不需要你呢」

  「二人で話してはいたけども。小依ちゃんが要らないとかそんなの思うわけないでしょ」

  「……桃果呢？」

  「……桃果は？」

  「她回去了，说是今天身体不舒服」

  「帰ったよ。今日は体調が優れないんだって」

  「这样啊。然后你一个人闲得慌，就跑来找我打发时间了」

  「そうなんだ。で、一人になって暇になったから私の方に走ってきたと。暇つぶしの為に」

  

  

  　？　小依的语气怎么这么自卑。不过，三个人聊天时只有自己插不上话，确实会感到寂寞。但聊天时总是会有人插不上话，这也是没办法的事……

  　？　なんか卑屈な言い回しをする小依くん。まあ、三人居て一人だけ話に入れないと寂しい思いはするか。でもそんなの、会話なんてローテーションだから仕方ないだろうと思えなくもないんだけど……。

  

  

  「……你果然喜欢巨乳吗？」

  「……やっぱり巨乳の方が好きなん？」

  「哎呀，又扯回去了」

  「おっとまたフェチ系の話ですか」

  「你又转移话题了。男人果然都喜欢巨乳啊」

  「話逸らした。男ってやっぱ皆巨乳好きなんだな」

  「才没有！？而且也不是所有男人都喜欢巨乳……」

  「逸らしてないよ！？　というか別に全ての男が巨乳好きな訳でもないと思うけど……」

  「那你喜欢」

  「じゃあお前は巨乳好きだ」

  「你这是什么逻辑」

  「何がじゃあなんだろう」

  「你刚才看到桃果的胸就…………兴奋了吧」

  「桃果の胸でぼっ…………興奮してたろ。さっき」

  「才没有！！」

  「してないよ！！」

  「骗人，你有」

  「嘘。してた」

  「才没有！！　那是，那个……不是因为间山同学，怎么说呢，是更抽象的原因」

  「してないって！！　あれは、その……間山さんがどうこうという話でなく、なんていうか、もっと抽象的な話でして」

  「……哈？听不懂」

  「……は？　意味分からん」

  「就是说……不是因为谁谁谁，而是女生之间互相调情……让我产生了生理反应。你让我怎么说啊」

  「だから。あのー……誰々がどうとかじゃなく、単純に女子が女子にイタズラをしてるのが、こう……生理現象を催させたと言うか。なに言わせるのさ」

  「是你自己说的吧」

  「勝手に話したんだろ」

  「不说的话，不就变成我对间山同学兴奋了吗！？」

  「話さないと間山さんに興奮したみたいになるだろ！？」

  「那你就老实回答我。巨乳和普……普通大小的，你喜欢哪个？」

  「じゃあ正直に答えて。巨乳とひ……普通の大きさどっちが好き？」

  「哎……」

  「えぇ……」

  

  

  　这是什么二选一啊。她停下脚步，认真地盯着我。还抓住了我的袖子。为什么这种问题能酝酿出这么严肃的气氛啊。我们已经到校门口了哦？

  　どんな二択だよ。立ち止まってしっかりこっち見て聞く姿勢取ってるし。なんなら袖掴まれてるし。なんでこんな質問で真剣な雰囲気を醸し出せるのだろう。もう校門前ですよ？

  

  

  「……我非回答不可吗？」

  「……どうしても答えなきゃ駄目ですか？」

  「当然啊」

  「当たり前だろ」

  「当然个鬼啊，男女一对一面对面讨论性癖，这不正常吧」

  「当たり前じゃないって、男女一対一対面でフェチを語り合うのは当たり前ではないって」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「为什么……」

  「なんでって……」

  「我们只是在讨论喜好而已吧」

  「ただ嗜好を話し合ってるだけだろ」

  「不不不不。这可是性癖啊？」

  「いやいやいやいや。性癖の話だよ？」

  「那又怎么了」

  「それがなんだよ」

  「性癖…………主要就是指，性兴奋的对象吧？」

  「性癖ってさ。…………主にさ、性的に興奮する対象なわけじゃん？」

  「嗯」

  「うん」

  「也就是说」

  「つまりじゃん」

  「你连日语检定5级都过不了吗？」

  「会話検定5級落ちなの？　お前」

  「才没有那种检定。你就直接说我的日语太差劲了啊」

  「ないから、そんな検定。日本語下手って直接言ってよ」

  「哦。我完全听不懂你想表达什么。既然你都上学了，至少用人类的语言来交流吧？」

  「おう。お前の伝えたいことがまるでわかんない。就学してんだからせめて人間の言語プロセスで喋って？」

  「你这话也太伤人了吧？也就是说……性癖，比方说自慰的时候，指的是个人的性趣吧？」

  「言い方の棘すごくない？　だからつまり……性癖って、例えば自慰行為する時とかの、趣向を指すわけじゃん？」

  「……」

  「……」

  「也就是说，问这个问题，就是想知道对方在做那种事的时候的性趣」「嗯。是啊」

  「つまりそれを訊くっていうのは、その相手がそういう事をする時の趣味嗜好を」「うん。そうだよ」

  「我还没说完呢！！」

  「最後まで言い切ってないよ！！」

  「所以，我问你喜欢巨乳还是贫乳，就是为了在你自慰的时候用作配菜啊」

  「だから、お前が抜く時のオカズとして巨乳と貧乳どっちが好きかって聞いてんだよ」

  「真的吗！？你真的从一开始就是这么打算的吗！？你的脸好红啊！？」

  「本当かな！？　本当に初めからそれを意図して訊いてたのかな！？　物凄く顔が赤いよ！？」

  「……我晒伤了」

  「……日焼けだから」

  「你这晒伤也太有针对性了吧……还有，你刚才不是说巨乳和普通大小吗？」

  「短時間で重点的に焼けすぎだよ……あと、さっきは巨乳と普通の大きさって言ってなかったっけ」

  「！！！烦死了笨蛋！！快点回答我！！！」

  「〜〜〜！！！　うっさいばーか！！　早く答えろよ！！！」

  「你为什么这么想知道……？」

  「どうしてそんなに知りたがる……？」

  

  

  　在人来人往的校门口聊这种话题实在是不太好，所以我们快步走进校舍换好鞋子，从人少的走廊走向教室。

  　流石にこんな話通行の多い校門前でする訳には行かないので早足で校舎に入り靴を履き替え、人の少ない方の廊下から教室に向かう。

  

  

  「……抱歉，我刚才说得太极端了。性癖这种东西，也不仅限于自慰的时候吧」

  「……ごめん、さっきは極論出した。別にそういう事をする時に限った話じゃないよね、フェチって」

  「嗯。告诉我自慰的时候喜欢什么性癖」

  「んーん。そういう事をする時のフェチを教えて」

  「太不妙了吧！我们可是正值青春的男女啊！」

  「やばいって！　年頃の男女！」

  「有什么关系嘛。我就像个男人一样吧」

  「いいじゃん。俺、男みたいなもんでしょ」

  「这已经说不通了！虽然我确实把你当朋友，不会跟你客气，但你已经不能算是男人了！」

  「もうそろそろ無理がある！　確かに友達として遠慮なく接しはするけど、もう男扱いは無理あるよ！」

  「……」

  「……」

  「啊，抱歉」

  「あっ、ごめ」

  「事到如今，就算你把我当女人看待也没关系。先别管这个了，快告诉我配菜」

  「別にいいよ、今更女扱いされても。それはそれとしてオカズは教えて」

  「我说啊。你刚才不是想结束这个话题吗？」

  「ねえ。気まずくなって話終わる流れだったじゃん」

  「别管了，快点」

  「いいから早く」

  

  

  　小依催促我回答。为什么要这么执着地问啊？真伤脑筋，这种时候应该老实回答吗……。

  　小依くんに回答を急かされる。何故こんなにもグイグイと訊かれるんだ？　困ったな、ここは正直に答えるべきなのかな……。

  

  

  「……嗯，我确实不太喜欢巨乳」

  「……まあ、巨乳過ぎるのは実際あまり好きじゃないかな」

  「嗯。那你喜欢多大？」

  「うん。どれくらいが好きなの？」

  「等等。我想到突破这个地狱的突破口了」

  「待って。閃いたわこの地獄の突破口」

  「啊？地狱的突破口？」

  「あ？　地獄の突破口？」

  「我每回答一个问题，小依也要回答一个问题。不然不公平！」

  「僕が一つなにか答える度、小依くんも一つ答えてよ。じゃなきゃ不公平だよね！」

  「……怎么突然这么说」

  「……なに、急に」

  「只有我公开性癖，感觉很吃亏啊。所以为了公平起见，小依也要公开自己的癖好」

  「僕だけ性癖開示するのはなんか損してるじゃん。だからここは公平に、小依くんからもフェチを開示してもらわないと」

  「你在意我的性癖吗？」

  「俺の性癖なんか気になるの？」

  「也不是不在意！」

  「気にならないことも無い！」

  「到底在不在意啊」

  「どっちだよ」

  

  

  　好险，差点就老实回答“在意！”了。那样的话不仅很恶心，而且可能会变成性骚扰。我的目的只是想暗示风险，阻止小依的连环提问，还是别乱说话为好。

  　危ない、正直に「気になる！」って答えそうになった。それはそれでキモイというか、セクハラになりそうだもんな。あくまでこちらの目的はリスクをチラつかせて小依くんの質問ラッシュを止めたいだけだ、下手な事を言うのは止そう。

  

  

  「我也要公开性癖吗？」

  「俺も性癖を言えばいいの？」

  「对啊。不过把自己的性癖告诉对方还是有点不好意思吧。所以还是算了吧？」

  「そうだよ。でも相手に自分のそういう趣味を語るのって気が引けるよね。だから止めよう？」

  「我可能挺喜欢闻味道的」

  「俺は結構匂いフェチかも」

  「你居然回答了！」

  「答えるんかい！」

  「喂，快回答啊。具体来说你喜欢多大的胸？」

  「ほれ。答えろよ。具体的にどれくらいの乳が好きなん」

  「为什么你一点犹豫都没有啊……」

  「なんで微塵も迷ってくれないんだよ……」

  

  

  　计划失败。小依对暴露性癖的抗性意外地高。恋味癖啊……我好像有点理解。

  　目論見失敗。意外と小依くんの性癖暴露耐性は高かった。匂いフェチか……ちょっと分かる気がする。

  

  

  「所以呢？」

  「で？」

  「唔……具体来说……虽然和实际的尺寸可能有差距，我大概喜欢C罩杯左右的」

  「ぐぬぬ……具体的に……まあ、実際のサイズ感とは違うかもだけど、イメージでのCカップ辺りは好きかも」

  「……哦」

  「……あっそ」

  

  

  　咦？我明明老实回答了，小依的反应却很平淡。而且她好像还加快了走路速度？

  　あれ？　ちゃんと正直に答えたのに小依くんからの反応は薄かった。というかなんか、歩行スピードが上がった？

  

  　……是那个吗？我应该说喜欢小一点的胸吗？小依的胸很小（绝对不能对本人说），她可能是在寻求对身体特征的认同吧。

  　……これはあれか？　控えめな胸が好き、みたいな言い方をした方がよかったのか？　小依くんの胸って小さい(絶対本人には言えない)し、そういう身体的特徴に対する承認欲求みたいなものを求めての会話だったのかな。

  

  　唔，走在前面的小依开始玩手机了。这样下去下次见面时可能又要隔很久了，现在应该强行找个话题聊，讨好她。

  　む、先を歩いている小依くんがスマホをいじり始めた。このままにしておくと次会う時の期間がまた空きそうな気がするし、ここは無理にでも別の話題を持ちかけて会話をして機嫌を取っておくべきか。

  

  

  「手机修好了啊，告诉我嘛！」

  「スマホ直したんだ。教えてよ！」

  「……」

  「……」

  

  

  　无视。糟糕，我快哭了。她好像完全没听到我说话。仅仅因为恋味癖的话题，人就能变得如此冷淡吗？小依的性格和外表有点不一致啊……。

  　無視。やばいな、泣きそうかも。物の見事に何も聞こえてなかったみたいな感じだ。そんな、フェチの会話一つでここまで人ってドライになれるものなのか？　小依くん、性格が見た目に若干引っ張られてるよ……。

  

  

  「……暑假里我一直都在和别人玩，没什么要联络的事，所以就放着不管了」

  「……夏休み中はずっと人と遊んでた。連絡する内容もないし放置してた」

  「什么叫没什么要联络的事，至少跟我说一声手机修好了啊」

  「連絡する内容もないって、直したよって報告は欲しかったよー」

  「为什么？又不能一起玩，也没法约你」

  「なんで？　遊べもしないから約束取り付けることもないのに」

  「为什么？睡前或者有空的时候聊聊天不就行了」

  「なんでって。寝る前とか暇な時間に話せるじゃん」

  「……没什么好聊的」

  「……別に話す事ないし」

  「我们平时不都随便聊聊天的吗？」

  「いつも適当な雑談してたじゃん？」

  「什么啊，难道你一天二十四小时都想和我聊些没营养的话题吗？」

  「なにそれ。お前四六時中俺と中身のない会話してたいわけ？」

  「哎？嗯」

  「え？　うん」

  「哎」

  「えっ」

  「哎？……怎么了？我说了什么奇怪的话吗？」

  「え？　……どうしました？　僕、変な事言った？」

  「说了」

  「言った」

  「说了？哎，什么时候说的？」

  「言った？　えー、いつだろ」

  「刚才。你说想一天二十四小时和我聊天，还说了“嗯”」

  「今。四六時中俺と話したいのってのに、うんって言った」

  「哎，想啊。我喜欢和依君闲聊」

  「え、話したいけど。小依くんとダラダラ話してるの好きだし」

  「哎」

  「えっ」

  「嗯」

  「はい」

  「……」

  「……」

  

  

  　依君的动作僵住了。我们正好走到下一个楼梯，依君的教室就在这一层。我以为有虫子，于是靠近她确认了一下前面，但什么都没有。她是怎么了？身体不舒服吗？

  　小依くんの動きがフリーズした。丁度次の階段で小依くんの教室のある階だぞって所で立ち止まった。虫でも居たのかと思って彼女に寄り前の方を確認するも、なにもいない。どうしたんだろ？　体調悪いのかな。

  

  

  「和别人闲聊确实很开心」

  「まあ人とダラダラ喋るの楽しいよな」

  「啊——怎么说呢，虽然我喜欢闲聊，但比起和别人聊天，我更喜欢一个人待着」

  「あー。どうだろ、ダラダラするのは好きだけどそれなら一人の時間の方が欲しいかも？」

  「这样啊。那和我聊天的时候，你也可以随便找个理由结束对话，不用勉强自己。毕竟在你坏掉之前，我们每天都会聊天」

  「そうなんだ。じゃあ俺ともダラダラせず、だるくなったら会話ちぎってくれてもいいよ。壊れる前は毎日話してたし」

  「不，和小依君聊天不一样，我倒是能一直聊下去。而且如果我累了，你也没办法聊到早上吧」

  「や、小依くんのは別だよ、割とずっと出来る。てかだるくなったりしたら朝まで通話とか出来ないでしょ」

  「什么啊，只有我例外吗？」

  「なんじゃそりゃ、俺だけ別枠なん？」

  「是啊。和你聊天不用顾虑太多，而且你很有趣，我想一直和你聊天」

  「別枠だね。気を遣う事もないし、面白いからずっと話してたいし」

  「哦哦～～你这么想和我在一起啊」

  「へぇえ〜〜。そんなに俺と一緒に居たいと」

  「是啊」

  「それはそう」

  「哎」

  「え」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　我回答得很正常，小依君却瞪大了眼睛，然后皱起了眉头。

  　普通に答えたら小依くんが目を丸くした。そしてすぐに眉を困らせた表情に変わった。

  

  

  「……什么意思？」

  「……どういう。なに？」

  「什么？」

  「なにが？」

  「等等，我不懂你的意思。你想说什么？」

  「待って。意味分かんない。何が言いたいのお前」

  「不，没什么。我只是老实地回答你的问题而已」

  「え、いや別に。言われた事に対して正直に答えてるだけだけど」

  「你没有顾虑我的感受吗？」

  「気を遣って回答してない？」

  「没有」

  「してない」

  「……笨蛋」

  「……ばか」

  

  

  　她用微弱的声音骂了我一句。我可没打算回答得这么蠢。

  　消え入りそうな声で馬鹿と言われた。そんな馬鹿げた答え方をしたつもりは無いんだけども。

  

  　我们之间出现了一段尴尬的沉默。怎么回事，为什么小依君又脸红了？不，她脸红了，还是说她发烧了？可是她本人说她很健康……

  　なんか気まずい間が空く。なんだこれ、なんで再び小依くんは顔を赤らめてるの？　赤らめてるというか発熱してる？　いやでも本人は健康だって言うしな……。

  

  

  「……晒伤了」

  「……日焼けさ」

  「什么？」

  「はい？」

  「晒伤了。很色吗？」

  「日焼け。エロい？」

  「……？抱歉，我不太明白你的意思」

  「……？　ごめん、ちょっと発言の意図が汲めなかった」

  「因为你一直盯着我看，比如手臂之类的」

  「なんかジロジロこっち見るから。腕とか」

  「这和色情有什么关系……？」

  「それでなんでエロってワードに繋がるんだ……？」

  「如果我误会了就算了，没什么」

  「見当違いだったならいい。なんでもない」

  「嗯，抱歉，你确实误会了。我怎么可能看着朋友的肌肤，产生色情的想法呢」

  「うん、ごめんけど流石に見当違いだよ。友達の肌を見てそんな、エロいとか思うわけないだろ」

  「……如果你喜欢晒黑的皮肤，我也可以卷起制服，给你看看晒痕」

  「……もし日焼けフェチだったんなら、制服捲って日焼け跡とか見せてやらんことも無かった」

  「此话当真？」

  「それはまこと？」

  「开玩笑的，变态」

  「冗談だわ変態」

  「也是啊」

  「ですよね」

  「好了，装平静也没用。我刚才确实听到你说喜欢晒黑的皮肤了！好，我要和桃果她们分享这个消息！！！」

  「はい平静なフリしても無駄ですー。今確実に言質取ったわ、お前は日焼けフェチと！　よっしゃこれ桃果とかに共有しとこ〜！！！」

  「不是不是不是不是的，不是这样的小依……啊啊真是的！！不是的！！！」

  「違う違う違うそうじゃないんだそうじゃなくてこよっ……ああもう！！　違うって！！！」

  

  

  　被摆了一道！小依君趁机从我这里套出多余的情报，然后直接跑回了教室。我本以为她会营造出一种平静的氛围，然后尴尬地结束对话，没想到她竟然给我贴上了标签！！！

  　やられた！　隙を突いて僕から余計な情報を引き出した小依くんはそのまま教室の方へ走っていった。しっとりとした空気感を出すからそのまま気まずい感じで終わるかと思いきやレッテル貼りで終わらせてしまった！！！

  

  　可恶……说实话，小依君晒黑的地方确实很色情。

  　くっそ〜……。正直に言えば小依くんの日焼けした所、普通にエロかったんだよな。

  　虽然我以前没有这种癖好，但小依君的晒痕就是不一样……这话我绝对不会对本人说。所以，就算她开玩笑说要卷起衣服给我看晒痕，我也会忍不住做出反应……。

  　今まではそういうフェチだったとは思わないけど、なんか小依くんのは違ったんだよな……。本人には絶対に言わないけど。だから、服を捲って日焼け跡見せるなんて言われたら冗談でも反応しちゃうだろそんなの……。

 
  41話「呼び出し」

  第41话「被叫出去」

  「今天要做什么？」

  「今日は何する？」

  「去唱卡拉OK吧！」

  「カラオケ行こ！」

  「又去？最近卡拉OK的频率是不是有点高？」

  「またぁ？　なんか最近カラオケの頻度高くない？」

  「可以懒散地唱歌，我喜欢小依的歌声，而且因为很暗，可以合法地性骚扰，好处多多啊！」

  「いい感じにダラダラできるし小依の歌声好きだし、暗いから合法的にセクハラ出来るしで良い事尽くしじゃん！」

  「合法地性骚扰吗？你要是敢乱摸，我会打你哦。」

  「合法的にセクハラかあ。変な所触ったら普通に叩くけど」

  「讨厌啦！人家要让小依的胸部变大！！」

  「やんやん！　あたしが小依の胸を大きくしてあげるんだい！！」

  「你最近老是推我的胸部？？？你把我胸部当成什么了？」

  「ここ最近の胸押しなんなん？？？　私の胸をなんだと思ってんの？」

  「如果要举例的话，就是触控面板。」

  「物に例えるならタッチパネル」

  「杀了你。」

  「殺す」

  

  

  　桃果又拿贫乳来开我玩笑，我从后面一把抓住她的胸部。这已经是今天第五次了，她一直说我贫乳。

  　またしても貧乳ネタでいじってくる桃果の胸を後ろから鷲掴みにする。もうこれで今日5回目だ、人のこと貧乳貧乳言いやがって。

  

  　不过我终究是男人，就算自己的肉体比别人更缺乏女性特征，也没必要在意。只是被说太多次会很火大而已。就像被比自己笨的人骂笨蛋也不会受伤，但被骂太多次还是会很烦一样。我并不觉得懊恼，胸部大小根本无所谓。

  　まあ別に俺はあくまで中身は男なんだから、自分の肉体の女性的特徴が仮に他の人より未熟だったとしてそんなの気にする必要も無いのだが。言われすぎたらムカつくってだけで。自分より頭悪い奴に馬鹿って言われても効かないけど何度も言われると鬱陶しく感じるのと同じ理屈だ。別に悔しくは無い、胸のサイズなんかどうでもいいし。

  

  

  「小依。」

  「小依」

  「干嘛？才不小呢。」

  「んだよ。小さくねえから」

  「嗯，很小呢。「杀了你」先不管这个了，山下好像有事找你。」

  「うん小さいね「殺す」それは置いといて。なんか山下が用あるって」

  「山下？」

  「山下？」

  「她传LINE来说有话想说，你要去吗？」

  「LINE来てた。なんか話す事あるって。どうする？」

  「随便啦～」

  「どうでもいいな〜」

  「我听到了哦！」

  「聞こえてますけどぉ！」

  「呀啊！？」

  「きゃあっ！？」

  

  

  　我边和桃果聊天边走着，背后突然传来山下的声音。他突然大声说话，害我吓到抱住桃果。好香的味道……

  　桃果と話しながら歩いていたら背後から山下の声がした。突然でかい声を向けられるからビックリして桃果に抱きついてしまった。いい匂いするなぁ……。

  

  　我啧了一声，重新看向山下。

  　一度舌打ちをしてから気を取り直して山下の方を向く。

  

  

  「呜哇，出现了。」

  「うわっ。出た」

  「你那是什么反应！？你们讨厌我吗！？对我的态度明显很冷淡！！」

  「なんだよその反応！？　お前ら俺の事嫌い！？　明らかに俺への態度冷たいよね！！」

  「刚才是山下不好，我也吓了一跳。」

  「今のは山下が悪いよ。あたしも少しびっくりしたし」

  「我才没有吓一跳。是说山下同学，你说话时口水都喷出来了，很脏耶。」

  「別にびっくりはしてないし。てか山下くん、喋る時唾飛んでて汚い」

  「突、突然大叫是我不好，但冬浦你真的很讨厌我吧！」

  「い、いきなり大声出したのは確かに俺が悪かったけど、冬浦に関しては本格的に嫌いだろ俺の事！」

  「所以呢？山下同学找我有什么事？」

  「で？　山下くんが私に何の用があんの？」

  「态度冷淡到不行，完全不帮我说话……」

  「死ぬほど態度冷たいな、全然フォローせんし……」

  

  

  　虽然不讨厌，但他是我不擅长应付的类型。应该说，光是男人这个身份，就让我从一开始就有不擅长应付的印象。所以我并没有特别讨厌山下，但感觉没办法好好说明，也不打算说明，所以就无视他吧。

  　嫌いでは無いけど苦手な部類ではあるからな。というか男という時点で苦手から印象スタートしてるし。だから別に山下が特段嫌だってわけではないんだけど、上手く説明出来る気がしないしする気も起きないのでスルーしておく。

  

  

  「好了，快点说吧？难道是桃果在场不方便说的事？」

  「いいから早く話して？　もしかして桃果がいると都合悪い話？」

  「不是。那我就说了，好像有人想见你。」

  「いや。じゃあ話すけど、なんかお前に会いたがってる人がいるらしくて」

  「哦？谁？」

  「へぇ。誰？」

  「谁啊？那个女生说她和冬浦很要好的水濑同学告诉我你的联络方式，所以不是我直接认识的人，不知道名字。LINE的名字是『saki』，你知道是谁吗？」

  「誰だっけ。なんかその子は冬浦と仲の良い水瀬くんから俺の連絡先を教えてもらったって言ってて、だから俺の直接の知り合いって訳じゃないから名前が分からないんだよ。LINEの名前は『saki』ってなってたんだけど、誰か分かるか？」

  「山下同学真是个笨蛋。」

  「山下くんって馬鹿だよね」

  「你突然说什么啊！？」

  「急になんだてめぇ！？」

  「不……该说从你说话的结构完全感觉不到知性吗？」

  「いや……話の構成に知性を欠片も感じられなかったというか」

  「吵死了！？我只是边回想边把发生的事说出来而已啊！？」

  「うるっせえな！？　あった事をそのまま思い出しながら話したらこうなるだろ！？」

  「不是认识的人，LINE的名字是『saki』的女生。刚才的话这样就结束了。」

  「知り合いじゃないんだけど、LINE名が『saki』って子なんだ。で済むじゃん今の話」

  「那是听了我的话才能这么说吧！」

  「そんなもん俺の話を聞いたから言える事だろ！」

  「不不不不……话说，这种事不要直接跟我说，直接在LINE上分享联络方式不就好了？」

  「いやいやいやいや……てかさ、そんなん直接話さずにLINE上で連絡先共有してくれれば良くない？」

  「那个女生说不想分享联络方式。」

  「その子曰く連絡先は共有してほしくないんだとよ」

  「为什么啊？」

  「なんでやねん」

  「你被讨厌了吧？」

  「嫌われてんじゃねえの？」

  「喂，桃果，我被直接说很过分的话了耶。」

  「ねえ桃果、めっちゃ酷いことストレートに言われたんだけど」

  「真可怜。山下会对女生说这种话啊，我看错你了。」

  「可哀想に。女子にそういう事言うんだね山下、見損なったよ」

  「我只是提出一个可能性吧！？总之，那个女生说今天18点会在唐吉轲德附近的咖啡厅！」

  「説を一個出しただけだろ！？　とにかく、その子は今日18時にドンキん所のカフェに居るって言ってた！」

  「啊？不，等一下，我今天要和桃果一起玩。」

  「は？　いや待ってよ今日私桃果と遊ぶんだって」

  

  

  　她没听我说话，气呼呼地离开了。声音大，说话又难懂，说完想说的话就走，我真的很不擅长应付这种人……

  　俺の話を聞かずに山下をぷりぷりと怒りながら去っていった。声でかいし話が分かりづらいし言いたい事言ったら去ってくし、本格的に苦手な部類だなあの人……。

  

  　山下的女朋友埜救真的很厉害，和她在一起不会觉得烦躁吗？应该不会吧，毕竟她个性很好。

  　山下の彼女やってる埜救は本当にすごいな、一緒にいてイライラしないんだろうか。しないんだろうな、性格良いし。

  

  

  「她走了。怎么办？」

  「行っちゃった。どうする？」

  「嗯——不想分享联络方式，但想见面。感觉不太平静耶？还是别无视比较好。」

  「んー、連絡先を共有したくないけど会いたい。なんか穏やかじゃなくない？　無視はしない方が良さそう」

  「咦……」

  「えー……」

  「而且感觉不太平静，我也躲起来观察小依吧。要是她被卷入危险的事就糟了。」

  「てかなんか不穏だしあたしも隠れて小依の事見ておくよ。危ない事に巻き込まれたらアレだしさ」

  「要是那样，结乃会怎么做？之后要会合吧？」

  「したら結乃はどうするん？　後で合流するっしょ？」

  「我先说一声，如果小依要花很多时间，就解散吧。」

  「あたしから言っとく、小依の用が長くなりそうなら解散だね」

  「真的假的。唉，到底是谁啊……」

  「まじか。はぁ、誰だよマジで……」

  「会是谁呢——你没有头绪吗？」

  「誰だろうねー。身に覚えとかないの？」

  「没有。我身边的人际关系真的很少。」

  「無いよ。私を取り巻く人間関係まじで極小だからね」

  「感觉是单方面认识你。对方是女性，可能是和男人有关的纠纷吧……」

  「一方的に知られてる感じかな。相手女性っぽいし、男関係の揉め事とかありそうだな〜……」

  

  

  　桃果看着我，认真地双手抱胸说道。

  　桃果が俺の方を見ながら真剣に腕を組んで言う。

  

  

  「等等，就算和男人有关，我也没和男人有什么交集吧？我身边没什么男人，而且我自己说有点那个，但我对男人没什么兴趣。」

  「待ってよ。男関係の揉め事っつっても、私あんまり男子と関わりなくない？　私自身男の人があんまりだし、自分で言うのもなんだけど男に対して素っ気ない感じだと思うし」

  「基本上是这样，但有一个例外吧。」

  「基本そうだけど、一人例外いるじゃん」

  「例外？」

  「例外？」

  「水濑同学。」

  「水瀬くん」

  「水濑？啊……」

  「水瀬？　あー……」

  「小依和水濑同学关系很好吧。」

  「めっちゃ仲良いじゃんね、小依と水瀬くん」

  「我觉得很普通。」

  「普通だと思うけど」

  「在我看来，小依的存在对喜欢水濑同学的女生来说，应该是眼中钉吧。」

  「あたし目線、水瀬くんの事気になってる女子からしたら目の上のたんこぶだろうなって思うけどな、小依の存在って」

  「我吗？咦……如果水濑交了女朋友……我觉得自己不会妨碍他们。」

  「私がぁ？　えー……もし水瀬に彼女が出来たら……邪魔しないタイプだと自分で思うけどなー」

  「嗯，绝对不可能。小依有病，是会粘着男朋友的讨厌女人。」

  「うんそれは絶対にない。小依メンヘラだし、彼氏のそばにいたら嫌な女すぎるでしょ」

  「喂，你讲得太过分了吧。还有，我没有病。」

  「ねえ。言い過ぎじゃんかどう考えたって。あと私はメンヘラじゃないです」

  「哼。」

  「フッ」

  「不要用鼻子笑我！」

  「鼻で笑うな！」

  「伸出舌头？」

  「ベロ出してみ？」

  「不要！才不要！！」

  「嫌だ！　出さん！！」

  

  

  　如果对桃果结乃伸出舌头，就会养成习惯，对水濑也伸出舌头，所以为了矫正这个习惯，我不会伸出舌头。而且冷静想想，让别人看自己的舌头有点害羞。才不给别人看！

  　桃果結乃相手に出せって言われて出すようにしてたらそれが癖になって水瀬に対しても出してしまうので、この癖を矯正するためにも舌は出さない。てか冷静になって考えてみたら他人に自分の舌を見られるのってなんか恥ずかしいし。見せない！

  

  　「病娇，特征。」桃果在我面前念念有词，开始滑起手机。我打算不管她，走向楼梯，她也边滑手机边跟了上来。走路要看前面啊，很危险耶……

  　桃果は俺の目の前で「メンヘラ。特徴」と口に出しながらスマホを触り始めた。桃果のことをほっといてやろうと思って階段の方に向かったら彼女もスマホをいじりながら着いてきた。前見て歩けよ危ないな……。

  

  

  「病娇几乎都是贫乳哦。」

  「メンヘラってほとんど貧乳なんだってよ」

  「这情报绝对没根据吧。而且我又不是贫乳。」

  「絶対ソースないだろその情報。てか私貧乳じゃないし」

  「你罩杯多少？」

  「何カップ？」

  「咦……F罩杯。F罩杯！」

  「え……ふカップ。Fカップ！」

  「这尺寸就算挤也挤不出乳沟吧。」

  「寄せても谷間出来ないサイズじゃん」

  「就说F了。」

  「Fだっつってんだろ」

  「话说回来，你明明还是高中生，却戴了那么多耳环。」

  「てかまだ高校生なのにそんなバチバチピアス開けてる時点で」

  「呜……我看起来有那么病娇吗？」

  「うぐぐ……そんなにメンヘラっぽいの？　私」

  「嗯。」

  「うん」

  「不要秒答好吗？稍微烦恼一下吧？」

  「即答やめて？　少しくらい悩んで？」

  

  

  　桃果对我好冷淡……咦，山下刚才也说过同样的话。不过我既不打算跟她好好相处，也不会对她温柔，态度跟平常一样。再说，我本来就不会跟山下有太多交集。

  　なんか桃果って俺に対して冷たい……あれ、山下がさっき俺に言ってた言葉も同じ内容だったな。だからといって仲良くする気は無いし優しくもせずいつも通りの態度は変えないけど。そもそもそんなに絡まないしな、山下とは。

  

  

  「呜……桃果，你其实讨厌我吗？」

  「う〜……桃果って、私の事本当は嫌い？」

  「没有，我最喜欢你了。love啾啾。」

  「んーん。大好きだよ。らぶちゅっちゅ」

  「你对我的态度辛辣到让人难以置信呢。」

  「にわかには信じがたい程私に対して辛辣だよねあなた」

  「因为你一开始明明很努力吐槽，后来却愈讲愈小声，很可爱啊。小依就像破了洞的气球一样。」

  「だって最初の内はツッコミとか頑張るのに段々小さくなるの可愛いんだもん。穴の空いた風船みたいだよね、小依って」

  「个性。」

  「性格」

  「顺带一提，我最喜欢你了，总有一天绝对要跟你来个真正的亲亲。」

  「ちなみに本気のちゅっちゅもいつか絶対にしたいと思ってるくらい大好きだからね」

  「咦？可以啊。」

  「え、全然良いけど」

  「咦？」

  「えっ？」

  

  

  　我的回答似乎出乎桃果的意料，她瞪大眼睛看着我。

  　俺の返答が予想外だったのか桃果は目を丸くして俺を見た。

  

  　毕竟在桃果眼中，我算是同性朋友，她应该认为我们不会做那种事吧。不过，我在男性主观看来，桃果是超级可爱的女性朋友，肢体接触、肌肤相亲、报复性揉胸，这些行为的根源都是性欲。亲亲这种小事，我反而求之不得。

  　まあ桃果目線のオレって同性の友達だもんな、そういう事はしないのが当然の間柄って認識だろう。でも俺から見た桃果って男の主観で見るめちゃ可愛い女友達ですからね。ボディタッチもスキンシップも報復のつもりの胸揉みも全部根底には性欲があるからね。キスなんてむしろドンと来いである。

  

  

  「……小依，你时不时就会表现出欢迎那种事的态度，你果然是百合吗？」

  「……小依ってちょくちょくそういうのウェルカムな感じ出すけどさ。やっぱ百合百合ちゃんなの？」

  「我对女性的身体比较有兴趣，毕竟很性感嘛。」

  「まあ女体の方が興味はあるね。エロいし」

  「我懂，女性的身体很性感呢～」

  「分かる。女体エロいよね〜」

  「原来女性也会觉得女性的身体性感啊。」

  「女でも女の体をエロいって思うんや」

  「你也是女性吧。」

  「あんたも女でしょーが」

  「……确实！」

  「……確かに！」

  「什么跟什么啊。」

  「なーんじゃそりゃ」

  

  

  　桃果傻眼地笑了。好险，差点就露出男性的一面了。就算当了几年女性，自然的部分还是男性，性别的认知似乎出了问题。

  　呆れたように桃果が笑う。あっぶな、男の感性がまろびでる所だった。何年女やっててもまだナチュラルな部分が男だからか性自認がバグってるみたいになったわ。

  

  　总之，无视指示的话之后会很可怕，因此我在傍晚六点前，和桃果一起来到指定的唐吉诃德四楼餐饮楼层。

  　とりあえず無視したら後が怖そうということで18時前、指示されたドン・キホーテ4階の飲食店階層に桃果と共にやってきた。

  

  

  「那我去咖啡厅，桃果你呢？」

  「じゃあ私はカフェ行くけど、桃果はどうする？」

  「我要去解满是秘密、满是谜团的HOWDUNIT。」

  「隠し事だらけ、継ぎ接ぎだらけのハウダニットするよ」

  「是HOMEYUN吧。为什么突然开始推理了？」

  「ほーむゆーのうやろ。なんで急に推理し始めたんだよ」

  「接下来我要当卧底搜查官，所以就躲在小依后面的座位吧。」

  「これからあたしは潜入捜査官になるわけだから、小依のすぐ後ろの席に隠れていようかな」

  「会被发现吧。」

  「バレるやろ」

  「会被发现吗？不过我很好奇内容，虽然有点远，但之后要告诉我对方说了什么哦。」

  「バレるか。でも内容気になるし、少し離れてるけど後で何言われたか聞かせてね」

  「要我保持通话吗？」

  「なんやったら通話繋げとく？」

  「不，这样会很重，还是算了。我想玩游戏。」

  「や、重くなるしそれはいいや。ゲームしたい」

  「玩游戏了解。」

  「ゲーム了解」

  

  

  　比起我与神秘人物X的对话内容，她更在意游戏。这家伙嘴上说不平静，其实没什么兴趣吧。

  　俺と謎の人物Xとの対話内容への関心はゲームに負けると。穏やかじゃなさそうとか言いながらあんま興味無いだろこいつ。

  

  　话说回来，虽然来了，但不知道对方是谁，所以没办法跟店员说「我是那个座位的人的朋友」。虽然约了见面，但已经过了晚上六点，对方应该已经就座了，该怎么办呢？只要走进店里，对方就会注意到我并主动搭话吗？

  　そういえば、来たはいいものの相手が誰かを知らないから店員さんに「あの席の人のツレです」ってやつが出来ないんだよな。待ち合わせって話だけどもう18時過ぎてるから先方はもう席に着いてるだろうしどうしたものか。店の中に入れば相手から気付いて声掛けてくれるのかな？

  

  　我打开咖啡厅的门，稍微环视店内。确认桃果坐在深处的吸烟室前的座位。观察除了她以外，有没有可能是把我叫出来、年纪相仿的人。

  　カフェの扉を開けて、少しだけチラチラと店内を見渡す。奥の方の分煙ルームの前の席に桃果が座っているのを確認。それ以外に俺を呼び出しそうな、恐らく同年代の人間がいないか観察する。

  

  　咲那在。咲那朝我走来……『saki』，咲，咲那……。

  　咲那がいる。咲那がこっちに来る。……『saki』、さき、咲……。

  

  

  「喂，小依，你太慢了。」

  「ちょっと小依、遅いんですけど」

  「我要回去。」

  「帰る」

  「别回去。」

  「帰るな」

  「饶了我吧。」

  「勘弁して」

  「别回去——！」

  「帰るなー！」

  

  

  　咲那抓住我的手臂。

  　咲那に腕を掴まれる。

  　真是的！！！到底怎么回事，为什么最近老是被卷入跟这家伙有关的事件啊！？我不是说过本地人全都是地雷吗！！！！！！！

  　もう！！！　本当になんなんだ、なんで最近やたらとこいつ関連のイベントに巻き込まれるんだよ俺！？　地元の人間全員地雷だっつってんだろ！！！！！！！

  

  

  「放开我！」

  「離せよ！」

  「我有话要说！」

  「話があるの！」

  「我可没有！！」

  「俺には無い！！」

  「就算你没有，我也有！！别废话了，跟我来！」

  「あんたに無くてもこっちにはあんの！！　いいから来て！」

  「放开我，你这猩猩女……！」

  「離せこのっ、ゴリラ女……！」

  

  

  　比力气我完全不是咲那的对手，被她拖回座位。这个怪力女，跟小时候一样，还是个野丫头！！！

  　力勝負で咲那の全力に全く歯が立たず席まで引きずられる。この怪力女め、ガキの頃と何も変わらねえじゃじゃ馬女め！！！

  

  

  「我被水濑同学甩了。」

  「水瀬くんにフラれた」

  「啊——是哦。」

  「あっっっそ」

  

  

  　结果我还是坐下来听她说话，第一句话就让我感到厌烦。咲那低着头，用阴沉的声音继续说：

  　結局席に着き話を聞く事となり、第一声で既にげんなりする内容をぶつけられた。咲那は俯いたまま、暗い声音で言葉を続ける。

  

  

  「他说他不会用那种眼光看我，还说他不太懂交往是什么意思，就这样甩了我……大家一开始不都是这样吗？应该从不太懂的地方开始才对吧。」

  「そういう目で見られないとか、付き合うってのがよく分からない、みたいな風に言われてフラれた。……そんなの、皆最初はそうじゃんね。よく分からない所から始めるべきじゃんね」

  「不关我的事。」

  「知らんけど」

  「喂，认真听我说。」

  「ちょっと。真面目に聞いてよ」

  「为什么我非得听讨厌的人商量恋爱问题不可啊？」

  「なんで嫌いな相手の恋愛相談に乗らなきゃいけないんだよ」

  「水濑同学一开口就提到你哦？也就是说，最接近他的人就是小依了。」

  「水瀬くん、口を開けばすぐあんたの話を出すんだよ？　つまり一番彼と近い位置にいる人間って小依って事になるじゃん」

  「我觉得不是。」

  「違うと思います」

  「为什么啊？」

  「なんでよ」

  「就是那个吧。因为生病从男人变成女人的人肯定很稀有。他只是对稀有事物感兴趣，不是对我本身感兴趣。」

  「アレだろ。病気で男から女に性転換した人間なんて間違いなくレア物じゃん。その物珍しさに興味があるだけで俺自体に特別視してるわけじゃないだろ」

  「你是认真的吗？」

  「本気で言ってんの？」

  「认真的啊？」

  「言ってますけど？」

  「唉。唉唉唉唉唉唉……」

  「はあ。はああぁぁぁぁ……」

  

  

  　咲那像汽笛一样长叹一口气，看来她现在很无语。别用那种责备的眼神看我啊。就算你用那种眼神看我，我也完全不痛不痒，会把眼睛移开的。

  　汽笛みたいな長いため息を吐く咲那、どうやら今俺は呆れられているらしい。そんな、若干責めるような目で見ないでほしい。そういう目で見られても全然平気で目を逸らせるからね、俺。

  

  

  「你没有朋友吧？」

  「あんた、友達いないでしょ」

  「你在说什么啊。有啊。」

  「何を異な事を。いますけど」

  「没有女性朋友吧？」

  「女友達いないでしょ」

  「我说有就是有。」

  「いるっつっとるやろがい」

  「真的假的？我觉得在女生眼中，你是最讨人厌的类型。」

  「まじ？　女視点、いっちばん嫌われるタイプだと思うんだけど」

  「想跟人聊天的话，就别讲那种会惹人不快的话。」

  「人と会話したいなら相手の気分を害する発言するのやめようよ」

  

  

  　我也不服输地瞪大眼睛责备她。面对我拼命的抵抗，咲那哼了一声，感觉没什么效果地喝了口饮料。

  　こちらも負けじと目を尖らせて非難する。その必死な抵抗に対して咲那は「ふんっ」と鼻を鳴らし、特に効いてもない感じで飲み物を口に含んだ。

  

  

  「如果你们的关系没有特别性，那果然就是脸的差距吧。」

  「もしあんたと水瀬くんの関係値に特別性がないとしたら、やっぱり顔の差って事なんだろうね」

  

  

  　她用闹别扭的语气说道。不过从她轻浮的口吻来看，我知道她不是认真的。考虑到对话的走向，感觉她是故意用极端的说法来让我吐槽。

  　拗ねたような口調で言う。ただその口ぶり自体は軽かったから本心でないのは分かる。会話の展開を考えて、こっちにわざと突っ込ませる為に極端な言い方をした感じなんだろうな。

  

  　谁管你啊。我才不管呢。我无视她点了摩卡咖啡，点完餐后拿出手机看。

  　しーらね。知ったこっちゃねえ。ガン無視カマしてカフェモカを頼み、注文し終えたらスマホを出して視線を落とす。

  

  

  「……真好啊，天生就长得可爱的家伙。就算随便过日子也会有很多人追求。」

  「……いいよね、元の顔が可愛い奴は。テキトーに過ごしてても引く手数多だもんね」

  「……」

  「……」

  「恋爱的烦恼什么的肯定完全没有吧。就算喜欢上谁，只要用那张脸去诱惑，男人肯定就会被秒杀。」

  「恋愛の悩みとか皆無なんだろうな。もし誰かを好きになったとして、その顔を使って誘惑すればイチコロだもんね男なんて」

  「…………我说啊。那个，别炫耀那种『但是仅限帅哥』的俗气价值观好吗？」

  「…………ねえ。その、ただしイケメンに限る、みたいなだっさい価値観ひけらかすのやめてくんね？」

  「这是事实吧。」

  「事実でしょ」

  「那长得好看的人就绝对能结婚吗？没有例外，所有人都不会离婚吗？如果只看外表就能决定人的价值，那我觉得现在美形人类绝对会更多。」

  「じゃあ顔が良い奴は全員絶対に結婚出来るんか？　例外なく皆離婚しないんかって話やん。見てくれだけで人の価値が決まるんなら絶対もっと今の美形人類が多くなると思うんすけど」

  「跟以前相比，美女变多了吧。平安时代的美女价值观是白皮肤和肥胖体型吧？说到底，时代越古老，脸就越接近猴子。」

  「昔に比べたら美人多いでしょ。平安時代の美人の価値観なんて色白肥満体型だったんでしょ？　そもそも時代が古くなるほど猿顔に近付いてくわけだし」

  「那我们来聊聊精神层面吧。从被喜欢的一方来看，看到一个只会拿脸长得怎么样这种理由来当借口的家伙，会喜欢上他吗？那种大剌剌的人绝对更好吧？」

  「じゃあメンタル的な話しようや。好かれてる側から見てさ、顔がなんだのとウジウジ言い訳ばっかしてる奴を見て好きってなるかよ。あっけらかんとしてる方が絶対良くない？」

  「那是你的价值观吧。」

  「それはあんたの価値観でしょ」

  「那你就让我回去啊。」

  「じゃあもう帰らせてようっぜぇな」

  「好吧。恋爱咨询，或者该说抱怨就到此为止。」

  「分かった。恋愛相談、というか愚痴はこれまでにするから」

  

  

  　她的眼神在说“还没说够”。反正之后也会衍生出各种话题，然后她会摆出一副高高在上的样子说些无聊的理论吧。

  　まだ言い足りない、と目が語ってるわ。どうせこの後も色んな話に派生して下らん理論ふりかざしてくるだろ。

  

  　从坐在她对面的座位上的那一刻起我就已经放弃了，但还是找不到话题的终点。说到底，我连她想说什么都不知道。

  　こいつと対面の席に座った時点で諦めてはいたけど、話の終着点が見当たらない。そもそも何を話したいのかも分からない。

  　她叫我出来的原因是什么？只是为了听她没完没了的抱怨吗？

  　俺を呼んだ理由はなんなんだろう、ただオチのない愚痴をグチグチとぶつける為だけに呼んだのだろうか。

  

  

  「我说小依。」

  「ねぇ小依」

  「什么？」

  「なに」

  

  

  　我回答后，咲那沉默了一会儿。我发出了连自己都感到惊讶的低沉、不耐烦的声音。

  　返事をすると少しの間咲那は黙った。自分でも驚くくらい低く、嫌気が差してそうな声が出ていた。

  

  　我讨厌咲那，她应该也明白这一点。所以她应该也预料到我会拒绝她，但被她彻底摆出一副厌恶的态度，果然还是让人很不爽。

  　俺は咲那の事が嫌いだし、彼女もそれを理解している筈。だからこうして拒絶されることも想定していたとは思うけど、徹底して嫌な態度を取られるのはやはり気分が良くないのだろう。

  

  　……虽然我并不觉得她可怜。但这样下去话题就无法顺利进行下去了，所以我向她道歉，催促她继续说下去。

  　……別に、可哀想だとかは思わないけど。話が円滑に進まなくなるので「ごめん」と謝り、話の続きを促す。

  

  

  「我太冷淡了。我会好好听你说的，所以你就说吧。你想说什么？」

  「冷たくしすぎた。ちゃんと聞くから、話せよ。何が言いたいわけ」

  「……那个，希望你听了不要生气。」

  「……あの。怒らないで聞いてほしいんだけど」

  「这要看你说的内容了。」

  「内容によりますね」

  「…………希望你，能再和我做朋友。」

  「…………私と、また友達になってほしいというか」

  「啊？和谁？水濑？」

  「はあ。誰と？　水瀬？」

  「不，和你。」

  「や、あんたと」

  「和我？谁啊？」

  「俺と？　誰が」

  「我。」

  「私」

  「嗯。」

  「ふむ」

  

  

  　咲那想和我做朋友。嗯？

  　俺と友達になりたい。咲那が。ふむ？

  

  

  「到底要怎么想才会变成这样啊？」

  「何がどう巡り巡ってそうなるん」

  「不行吗？」

  「駄目？」

  「我超讨厌的。」

  「嫌すぎるけど」

  「为什么啊！」

  「なんでよ！」

  「你不是不太在意过去吗？你根本是无欲无求的等级封顶了。」

  「あんまり過去を気にしない人？　ノンデリレベルカンストしてんやん」

  「关、关于霸凌，我真的以为你是在欺负我的朋友……」

  「い、いじめに関しては、本当に私の友達を虐めてたと思ってたから……」

  「女生们……虽然要看对方怎么想，但我并没有欺负她们。不过她们应该对我没什么好感就是了。」

  「女連中は……相手側がどう思うかによるけど別にいじめてないし。まあ良くは思われてなかっただろうけどさ」

  「那……不对，我想说的不是这个。」

  「じゃあ……違う、こんな話がしたいんじゃなくて」

  「我和你要怎么成为朋友啊？我先说，虽然我现在因为药物而冷静下来了，但我其实有很严重的恐慌症。要是和你在一起，我可不知道什么时候会发作。」

  「俺とお前がどうやって友達になるんだよ。言っとくけど、今は薬で落ち着いてるけど結構なパニック持ちだからね俺。お前と一緒にいたらいつBAD入るか分かんねえよ」

  

  

  　我这么说明后，咲那便闭上了嘴。不久前见面时，她明明对我摆出高压的态度，今天却显得莫名客气。她的个性会随着日子改变吗？

  　そう説明すると咲那の口が止まった。少し前に会った時はこっちに高圧的だったのに今日は妙に控えめに見える。日によって性格が違うのだろうか？

  

  

  「话说，你不是拜托山下不要把我的联络方式分享出去吗？」

  「てか山下に俺の連絡先共有しないでって頼んだんじゃなかったっけ」

  「不是你的，是我的。因为我觉得要是你从LINE的名字发现是我，就不会来了。」

  「あんたのってか、私の。LINE名で私って気付かれたら来ないと思ってたから」

  「我一点都不想来。我要恨山下那家伙了。」

  「来たくなかったなあ。山下のやつ、恨んでやろ」

  

  

  　说完，我喝完了饮料，于是拿出一千圆放在桌上。我打算直接回去，但咲那没有采取任何行动。她应该领悟到交朋友作战没有希望了吧，那正好。我就这样回去吧。

  　そう言って飲み物を飲み終えたので1000円札を出し机に置く。このまま帰ってやるつもりなのだが、咲那からのアクションはなし。友達作戦に希望は無いと悟ったのだろうか、それなら都合がいい。このまま帰ろう。

  

  　我拿着包包起身，咲那叫了我的名字。我姑且停下脚步，瞥了她一眼，结果和她对上了视线。

  　席を立ち鞄を持ったら咲那に名を呼ばれた。一応足を止め彼女の方をチラッと見ると目が合った。

  

  

  「干嘛？还有事吗？」

  「なんだよ。まだ用あんの」

  「……你违背了约定。」

  「……約束、破ったよね」

  「约定？」

  「約束？」

  「就是你不再接近水濑同学的约定。我在祭典那天看到你们在一起，所以传了一堆LINE给你。」

  「水瀬くんから身を引いてってやつ。祭りの日に見たから、鬼LINEしてたの」

  「你居然会若无其事地偷看别人的LINE啊。我觉得你才是会被讨厌的类型。」

  「人のLINE平気で覗ける人なんだ。お前こそ人に嫌われるタイプだと思うぞ」

  「吵死了。我说过吧？我会告白，所以你别接近水濑同学。」

  「うっさい。ねえ、私言ったよね。告るから水瀬くんに近付かないでって」

  「我没有接近他，只是传了信息而已。」

  「近付いてないし。文字送っただけだろ」

  「你这女人，应该要懂得察言观色吧。」

  「意図を汲めよ、女でしょ」

  「我——说——了，我的脑袋是男人。话说回来，是你擅自把决定强加在我身上，这算什么约定啊？太单方面了吧。」

  「だーかーら。脳みそは男だっつってんだろ。てかさ、お前の方から勝手に取り決めを押し付けてきて何が約束だよ。一方的すぎるわ」

  「那你当时当场拒绝不就好了？你对我说了『我知道了』吧？」

  「ならあの時その場で嫌だって言えばよかったじゃん。あんた、私に対して分かったって発言したよね」

  「……」

  「……」

  

  

  　我有说过那种话吗？说过了，确实说过。但那是因为我当时的心理状态已经低落到无法听咲那说话，所以才随口附和，不是同意咲那的发言……

  　そんな事言ったっけ。言ったな、確かに。でもあんなん、あの時のメンタル的に咲那の話なんか聞いてられないくらいマイナス面に傾いてたからした相槌みたいなもので、別に咲那の発言を了承して言ったわけじゃないし……。

  

  

  「不管你说什么，你都违背了自己说『我知道了』的约定。别忘了这点。」

  「あんたが何を言おうと、あんたは自分で「わかった」って了承した取り決めを破ってる側だから。それを忘れないで」

  「……你想说什么？」

  「……何が言いたいん」

  「我什么都不会说。这种事留到之后再用，会更有效。」

  「何も言わない。後に取っといた方がそういうのって有効に使えるし」

  「那根本算不上把柄。」

  「別にそんなの弱みにもなんないし」

  「小依。」

  「小依」

  

  

  　我正要走出店门时，手臂被抓住了。我冒出讨厌的汗水，不敢看咲那的脸。

  　店を出ようとしたら腕を掴まれる。嫌な汗が滲み出てくる、咲那の顔は見れない。

  

  

  「我有你认识的人的联络方式。包含这件事在内，你好好想想吧。」

  「私、あんたの知り合いの連絡先持ってんだからね。その事も含めて、ちゃんと考えてね」

  「……这是威胁吗？」

  「……脅しかよ」

  「别说得那么难听。我只是在拜托你别忘记是你先违背约定的。」

  「人聞き悪。単にそっちが先に約束を反故にした事を忘れないでって、お願いしてるだけだよ」

  

  

  　咲那的手放开了。拘束一解开，我便小跑步离开店里，没考虑还在店里的桃果，直接跑下电扶梯离开唐吉诃德。

  　咲那の手が離れる。拘束が解けると俺は小走りで店の外に出て、まだ店の中にいる桃果のことも考えずエスカレーターを駆け下ってドン・キホーテを出る。

  

  　我沿着施工中的建筑物墙壁移动，进入名牌店旁的狭窄通道蹲下。

  　工事中の建物の壁に沿って移動し、ブランドショップ横の僅かな通路に入ってしゃがむ。

  

  　咲那威胁我的话。那家伙打算要是我不听她的话，就要把我的过去告诉我的熟人。毕竟她也是霸凌我的人之一，手机里说不定还留有能作为证据的照片和视频。

  　咲那に言われた脅しの言葉。あいつは、言うことを聞かなければ俺の知り合いに過去の話をするつもりだ。いじめに加担していた人間だし、スマホの中にその証拠となる写真や動画も残ってるのかもしれない。

  

  

  「为什么，都……」

  「なんっ、で、まだ……っ」

  

  

  　我明明已经离开老家，把人际关系全部重置，以为已经和过去诀别了。事到如今，我那惨痛的过去还缠着我不放。到了这个地步，根本就是诅咒了。我明明不想扯上关系而离开，对方却自己靠了过来。

  　地元から離れて、人間関係を全部リセットして、過去とは決別出来たと思ったのに。この期に及んでまだまだ俺の背中には陰惨な過去が付き纏ってくる。ここまで来たら本格的な呪いだ。関わりたくなくて離れたのにあっちから近づいてきやがる。

  

  　糟糕，我的精神开始往负面倾斜了。一股令人毛骨悚然的不快感从背后涌起，全身的末梢都开始痉挛。

  　やばい、精神的に負の方に傾いてきてる。背中あたりが盛り上がりそうなくらいゾワゾワとした不快感が登ってきて全身の末端から痙攣が起こる。

  

  　好可怕，好讨厌，又是那种感觉。我捂住耳朵，让自己什么都听不见，用力闭上眼睛。不好的想法在脑中不断盘旋，我为了克制自己，用指甲用力抓了抓自己耳朵后面的头皮。

  　怖い、嫌だ、またあの感じだ。耳を押えて何も聞こえないようにして目を強くギュッと瞑る。悪い考えが頭の中でグルグルと周回し、その度に自分を律しようと、爪を立てて自らの耳後ろの頭皮をガリッと引っ掻いてしまう。

  

  

  「呜，咕……呜呜呜呜！！！」

  「う、ぐ……っ、うぅぅぅっ！！！」

  

  

  　我从喉咙深处发出呕吐般的声音，发出呜咽声。明明咬紧牙关忍耐了，但那股不明所以的感情还是带着质量从口中漏出。

  　喉の奥からゲボを吐き出すような感覚で嗚咽が漏れる。歯を食いしばって我慢しているのに、得体の知れない感情がそのまま質量を持って口から漏れ出していく。

  

  　我想要深呼吸让自己冷静下来，却无法顺利呼吸。糟透了，要是在外面变成这样，就很难恢复了。泪水不断溢出，我已经什么都看不见了。

  　深呼吸をして気持ちを落ち着けたいのに上手く呼吸が出来ない。最悪だ、外でこうなってしまうと中々元に戻れないのに。ボタボタと涙が溢れてきて、もう何も見えなくなる。

  

  

  「呀啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「っ、きゃあああああぁぁぁ！！！」

  「哇哇！？怎么了小依！？」

  「わわっ！？　どうしたの小依！？」

  

  

  　突然有人拍我的肩膀，我发出惨叫。这时我还没注意到，背后是桃果。

  　急に肩を叩かれて悲鳴を上げてしまった。背後には桃果が居た、とこの時は気付けなかった。

  

  　我泪眼朦胧的双眼，只能看到穿着制服的女性轮廓。那轮廓擅自被我转换成咲那，我用力蜷缩身体，抱着头哭喊。

  　涙で滲んだ俺の目にはそれは制服を着た女のシルエットである事しか分からなくて。それが勝手に咲那の姿に変換されて、俺は思い切り身を丸めて頭を押えて泣き喚いていた。

  

  

  「不要，不要不要，不要不要不要对不起对不起不要啊啊啊啊！！！」

  「やだっ、やだやだっ、やめてやめてやだごめんなさいごめんなさいいやあぁぁぁっ！！！」

  「咦，那个，小依？怎么了……内裤都露出来了哦」

  「え、あの、小依？　どうしたの……パンツ丸見えだよ」

  「不要碰我，不要啊啊啊啊啊啊啊！！！！」

  「触んないでっ、やだああぁぁぁぁあっ！！！！」

  

  

  　我只能一直哭喊着不要不要。变成这样之后，只能等一段时间等自己冷静下来。医生说过，为了保护自己不受心理创伤，我可能还出现了部分幼儿退化。我自己什么也做不了。

  　ひたすらに嫌だ嫌だ、と駄々をこね泣き喚くことしか出来なかった。こうなったら長い事このまま、落ち着くまで待つしかない。トラウマから自分を守るために一部幼児退行も起こしているかもしれない、と医師は言っていた。自分ではどうすることも出来ない。

  

  

  「没事吧？冷静下来了吗？」

  「大丈夫？　落ち着いた？」

  

  

  　在我停止哭泣之前，桃果一直陪在我身边。她看我冷静下来后，就跑去买了饮料回来。

  　俺が泣き止むまでずっと桃果は隣に居てくれた。彼女は俺が落ち着くのを見計らうと、駆け足で飲み物を買ってきてくれた。

  

  

  「……嗯。对不起」

  「……うん。ごめんなさい」

  「还没冷静下来吗？没事的，慢慢恢复精神吧」

  「まだ落ち着いてないか。いいよ〜、ゆっくり元気になってこ」

  「我已经冷静下来了」

  「落ち着いてるよ」

  「小依是不会对我说对不起的吧」

  「小依はあたしにごめんなさい、なんて言わないでしょ」

  「……」

  「……」

  「你看，又没精神了。深呼吸，深呼吸，提高血液中的氧气浓度」

  「ほら元気ない。深呼吸しな〜。血中酸素濃度を上げてこ上げてこ」

  

  

  　桃果温柔地拍着我的后背，语气十分轻快。我竟然让同龄的朋友这么照顾我，真是丢人。

  　桃果は軽い感じで俺の背中を優しくトントンしながら言う。情けない限りだ、同い年の友達にこんな事されて。

  

  

  「……对不起，桃果」

  「……ごめんね、桃果」

  「怎么了」

  「なにがよ」

  「给你添麻烦了。谢谢你等我哭完」

  「世話かけた。泣き止むまで待ってくれてありがと」

  「就是啊。你哭得内裤都露出来了，我可是在帮你遮掩呢」

  「本当だよ。パンツ丸出しで泣き喚くから周りの人に見えないようにしてあげてたんだからね？」

  「内裤……」

  「パンツ……」

  「对，内裤。小依，你这么可爱，可不能做这种事哦。这里可是大城市，会被强奸的」

  「そう、パンツ。駄目だって小依、可愛いんだからそういう事しちゃ。ここ都会だよ？　レイプされるって」

  「不会吧……」

  「されないだろ……」

  「总之，就算要哭也不能穿着裙子在地上打滚。内裤的布被拉扯，左边的肉都露出来了」

  「とにかく、泣くにしてもスカート履いてごろーんって転がっちゃダメだよ。パンツの布が引っ張られて左側のお肉見えてたからね」

  「肉……？」

  「お肉……？」

  「嗯，就是那里的肉，也就是阴阜」

  「うん。あそこの肉。いわゆる恥丘」

  「阴府……？」

  「地球……？」

  「水濑同学说得没错，小依还真是无知呢」

  「水瀬くんの言った通りだな、案外無知なんだね小依って」

  「哎，为什么？地球不就是指屁股吗。肉……？」

  「え、なんで。アースの事だろ地球って。肉……？」

  「看来我得画一本无知小依被骗的本子了」

  「無知小依騙されシチュ本もそのうち描くかあ」

  「别画！」

  「描くな！」

  

  

  　虽然不知道地球指的是屁股的哪个部位，但更重要的是，如果不阻止桃果的色情本子构想，我极有可能再次被她画成肉棒，所以我全力阻止了她。

  　地球ってのが果たしてどこの部位の肉を指すのかは分からないが、それよりも桃果のエロ本構想を止めないとまた竿役は知り合いの誰かにされる可能性が高いので全力で止めに行く。

  

  　妄想是她的自由！但最可恶的是，她还会把妄想实体化，让别人看到！！！自己一个人享受去吧……！

  　妄想するのは勝手だけど！　ナマモノを題材にしたものをちゃんと物質化して見せてくるからタチが悪いんだよ！！！　自分一人で楽しんでくれ……！

  

  

  「你好像冷静下来了，要回去了吗？」

  「落ち着いたみたいだし、そろそろ帰る？」

  「哎，嗯。抱歉，让你陪我到这么晚。还得向结乃道歉……」

  「え、うん。ごめんな、夜遅くまで付き合わせて。結乃にも謝っとかないと……」

  「今天就住我家吧」

  「今日泊めてよ」

  「哎？可以是可以，但明天上课的教科书和笔记怎么办」

  「え？　いいけど、明日の授業の教科書とかノートとかどうするん」

  「笔记本去便利店买新的。教科书我也会想办法的。感觉不能放着现在的小依不管，所以我要住下来！」

  「ノートはまあコンビニで新しいの買ってく。教科書もどうにかするわ。なんか今の小依はほっといたらダメな気するから泊まる！」

  「哎，我已经恢复精神了」

  「いや、もう元気なったって」

  「说实话，好久没把小依当抱枕了，好想睡一觉」

  「本音を言えば久しぶりに小依を抱き枕にして寝たいなって」

  「一周前你不是才把我当抱枕抱了个爽吗」

  「一週間前に散々抱き枕にされたばかりなんですけど」

  「刚才看到耻丘，就想摸一摸了」

  「さっき恥丘を見たせいで触りたくなっちゃって」

  「所以说地球到底是什么……？」

  「だから地球ってなにぃ……？」

  「能让我摸一摸吗？」

  「触らせてくれる？」

  「哎……虽然不太懂，但应该没问题吧？」

  「えぇ……よく分かんないけど、まあいいんじゃない？」

  「我录下来了」

  「録音したからね」

  「啊，这可不能原谅啊。刚才的不算！」

  「あっ。これ許しちゃダメなやつだったか。今のナシ！」

  「我录下来了」

  「録音したからね」

  「太可怕了。别做奇怪的事啊！」

  「怖すぎるって。変な事すんなよ！」

  「要做吗？」

  「するよ？」

  「那就回去！？啊，等等！喂！！」

  「じゃあ帰って！？　あ、待って！　おい！！」

  

  

  　无视我的制止，桃果以漂亮的姿势全力跑向我家。她毫不犹豫地选择了最短路线，偶尔还用跑酷技巧在街上疾驰。

  　こちらの制止を無視して桃果はフォームの良い全力疾走で俺の家へと向かう。一切の迷いのない最短ルートを通り、時折パルクールを駆使して街を疾駆する。

  

  　这家伙，明明在体育课上那么笨拙，基础体力却像奥林匹克选手一样，完全追不上！她打算在正门等我吗……！！

  　こいつ、体育とかだとそんなになのにちょけてる時の基礎体力がオリンピック選手すぎる、全然追いつけない！　正面玄関で出待ちするつもりかよ……っ！！

 
  42話「お休み」

  第42话「休息」

  『今天要来学校吗？』

  『今日は学校来る？』

  『抱歉，我不去。』

  『ごめん。行かない』

  

  

  　我回复了桃果之前传来的信息，然后关掉手机。现在已经过了中午，差不多是放学的时间了。我睡得真熟，完全昼夜颠倒了。

  　放置していた桃果からのメッセージに返信をしてスマホを閉じる。もう昼間を超えて学校終わりぐらいの時間だ。熟睡してた、完全に昼夜逆転してる。

  

  　我原本想撑起上半身，但最后还是躺回床上，视野的一半被毛毯占据，我再次打开手机。

  　気持ちだけ起き上がろうとした上体をベッドの上に倒して横になり、視界の半分を毛布に占領されながらもまたスマホを開いた。

  

  　我以身体不适为由请假，已经第三天了。中间包含周末，我已经有五天没出门了。

  　体調を崩したと言って学校を休んでもう3日目、土日を挟めば5日間も俺は外に出ていない。

  

  　冰箱里的食物还能撑几天呢？我思考着，完全没考虑要去买东西，同时浏览着简短的视频。真是无意义的时间。

  　冷蔵庫の中身はあと何日もつのだろう。買い物に行くという選択肢がすっぽ抜けた状態で思考を巡らせながら短い動画を見漁る。無為な時間だ。

  　这种时候，我总会陷入一种时间停止的错觉。过了一会儿，我看了看时间，发现已经过了好几个小时。我直接感受到自己在浪费时间，这种罪恶感反而让我觉得舒服。

  　こういう時、体感だと時間が止まってるような感覚に陥る。そしてしばらく経ってから時刻を見て何時間も経っていることに気付く。ダイレクトに時間の浪費が感じられる、そんな罪悪感がなんかかえって心地良い。

  

  　前天，桃果和结奈来探病，但其实我很有精神，只是没力气和人说话，所以没和她们见面，让她们直接回去了。她们难得来探病，我感到很抱歉，想着要送什么礼物给她们。甜甜圈可以吗？

  　一昨日は桃果と結乃がお見舞いに来てくれたが、実際の俺は元気ピンピンで人と話す気力がないというだけだったので会わずに帰ってもらった。折角来てくれたのに申し訳ないなと思いつつ、詫びに何を渡そうかな〜って考える。ドーナツでいいかな。

  

  

  『今天可以去小依家吗？』

  『今日小依ハウス行ってもいい？』

  

  

  　我正在思考时，桃果刚好传信息过来。她又想来探病吗？人也太好了吧，还是说她觉得我的病情很严重？不过，我连续请假了三天，她应该会觉得我星期一也去不了学校吧。可是怎么办，就算她来了……。

  　考え事をしていたらピンポイントで桃果から連絡が来た。またお見舞いか？　人が良すぎるだろ、というか重症だと思われてんのかな。まあ流石に週跨いで月曜日も休んだら大丈夫かなとはなるか。でもどうしよう、来てもらってもな……。

  

  

  「呜哇！？」

  「うわっ！？」

  

  

  　我正在思考要怎么回复，手机突然响起了来电铃声。我慌张地把手机掉在脸上，好痛。我揉着额头看向屏幕，发现是桃果打来的。

  　返信内容を考えていたら突然通話の呼出音が鳴り出した。焦ってスマホを顔の上に落としてしまった、痛い。額を摩りつつ画面見ると、発信者は桃果だった。

  

  　我不小心按到通话键了。为什么我会按下去啊，明明可以无视的。我手滑按下去了。

  　通話ボタンを押してしまった。なんで押したんだろう、無視すりゃいいのに。手癖でポチッとやってしまった。

  

  

  『接通了！早安！』

  『繋がった！　おはよー！』

  「早、早安。」

  「お、おはよ」

  『你的声音听起来才刚睡醒耶。』

  『声めっちゃ寝起きじゃん』

  「因为我才刚睡醒啊……怎么了，你今天要来吗？」

  「めちゃくちゃ寝起きなんで……なに、今日来るの？」

  『我想去！我已经很久没摄取小依元素了，所以要去摄取！』

  『行きたい！　もう長らくコヨリウム摂取してないから摂取しにゆく！』

  「那是什么啊。而且我的症状没那么严重，你不用来也没关系。」

  「なんですかそれ。てか私そんなに症状重くないし、来てもらわなくても大丈夫なんだけど」

  『啊，这样啊。你果然是装病？』

  『あっ、そうなんだ。やっぱ仮病？』

  「…………对。」

  「…………まあ」

  『我就知道。我就觉得你一定是生了大病才没办法出门！毕竟你之前哭得那么惨嘛。』

  『知ってたー。どうせ大病みして外出れなくなっちゃってるんだなって思ってた！　あんな大泣きした後だしね』

  「我并没有生病，只是……」

  「別に病んでは無いけど、なんか……」

  『好了好了好了好了，你不用全说出来。我们好久没见了，今天就吃个火锅好好聊聊吧！』

  『まあまあまあまあ。みなまで言うこともないさ。今日は鍋でも食べてゆっくり語らおうじゃないか久しぶりに！』

  「火锅……？结乃也要来吗？」

  「鍋ぇ……？　結乃も来るの？」

  『她不会来哦。她最近好像很忙。』

  『来ないよ。最近忙しいっぽくてね』

  「这样啊。你们两个要吃火锅？……等等，现在明明还是夏天，你们要吃火锅吗？」

  「そう。二人で鍋するん？　……待って、まだまだ全然夏なのに鍋するの？」

  『不行吗？』

  『ダメ？』

  「嗯……有点微妙。」

  「うーん……微妙」

  

  

  　『叮咚』，我话才说到一半，正门的门铃就响了。看来桃果已经到了。我没有确认对讲机的影像就直接开门，然后在她走向我房间的期间，姑且先换上了运动服。

  　と話した所でピンポーんと正面玄関からの呼び鈴が鳴った。どうやら桃果が到着したらしい。インターフォンのカメラ画面を確認せずに鍵を開け、こちらに向かってきている間に一応ジャージだけ着ておく。

  

  

  「食材之类的你都买好了吧？要我帮忙吗？」

  「食材とかそっちで買ってるよね。手伝おうか？」

  『没关系啦。病人就乖乖在房间里等吧～』

  『大丈夫だよー。病人はお部屋で待ってな〜』

  「虽然我是装病啦。这样不会太沉重吗？」

  「仮病なんですけどね。重くない？」

  『完全没问题，不过你还是先把房门打开吧！我先挂断电话了哦。』

  『全然余裕だけど一応部屋鍵だけ開けといて！　通話一旦切るね』

  「好～」

  「はいー」

  

  

  　我挂断了电话。

  　通話を切る。

  　咦，我刚刚好像很自然地答应让她进到家里了。桃果的说话方式太正常了，害我被她的步调牵着走。

  　あれっ、てか今普通に家に上がることを了承した流れになっちゃった。桃果の話し方が通常運転すぎてペース持ってかれてたわ。

  

  　唉，虽然我没什么力气跟人说话，不过对方是桃果的话应该没关系吧。她会一边观察我的状况一边说话，应该不会让我太累。

  　はあ。人とあまり話す気力は無いのだが、まあ言うて相手が桃果ならいいか。結構こっちの事察しながら話してくれるし、そこまで疲れはしないだろう。

  

  　我照她说的打开房门，边看手机边等她过来。这件运动服是考虑到我还在发育才买的，所以尺寸有点太大了。袖子长到我手都看不见，感觉就像以前格斗游戏里用暗器的僵尸一样，很难操作手机。

  　言われた通りに部屋の鍵を開け、あちらが来るのをスマホを見ながら待つ。このジャージ、成長を見越して買ったせいか大分オーバーサイズなんだよな。萌え袖とか通り越して昔の格闘ゲームに居た暗器使いのキョンシーみたいなくらいダルダルになってるわ。スマホ扱いづれぇ〜。

  

  

  「啊，来了。」

  「あ、来た」

  

  

  　喀嚓一声，桃果似乎到了，打开了门。她搬东西过来应该很累，我打算帮她把东西搬到桌上，于是抓住门把，朝隐约可见的塑料袋伸出手，同时抬头看向对方的脸。

  　ガチャッという音がした。桃果が来てドアを開けたらしい。ここまで荷物を運んできて疲れただろうし、机まで俺が運ぼうと思いドアを掴んで僅かに見えたビニール袋に手を伸ばしつつ相手の顔を見上げる。

  

  　站在那里的不是桃果，而是水濑。

  　そこには桃果ではなく、水瀬がいた。

  

  

  「咦？」

  「えっ」

  「啊，小依，早安。」

  「あ、小依くっ、ちゃん。おはよう」

  「啊…………早安。」

  「あ…………ございます」

  「欸～别挡在门口，快进来吧～」

  「ねぇ〜玄関で詰まってないで中入っちゃってよ〜」

  「啊，抱歉，间山同学！那个，我可以进去吗？」

  「あ、ごめん間山さん！　えっと、お邪魔しても？」

  「你为什么会在这里？」

  「なんでお前がここにいんの？」

  「间山同学邀我来的。咦，你没听说吗？」

  「間山さんに誘われて。あれ、聞いてない？」

  「我没……听说。绝对没听说。因为我刚刚才——」

  「聞いて……ない。絶対聞いてない。だって俺ついさっき」

  「你～们～两～个～！别站在门口聊天，手好痛～！！」

  「ふーたーりーとーもー！　立ち話やめてよ手が痛い〜！！」

  

  

  　桃果在门的另一侧发出惨叫，我没办法好好沟通，只好让她们两个进到家里。

  　扉をひとつ挟んだ向こう側で桃果が悲鳴を上げていたので、ロクに意思の疎通も出来ないまま二人を家の中に入れる。

  

  

  「等一下！我马上打扫！！还有运动服，绝对不准在我允许之前进来！」

  「ちょっっとまって！　急いで掃除するから！！　てかジャージっ、絶対俺っじゃなくて私が許可するまでこっち入ってくんなよ！」

  「你刚刚说自己是『我』对吧？小依是『我』派的吗？」

  「今自分のこと俺って言ったよね。小依って元俺っ娘？」

  「这、这个嘛，我也不清楚。」

  「い、いやぁどうだろう。僕にはさっぱり」

  

  

  　虽然她们已经进到玄关了，但我不能让她们看到这几天懒散的生活导致的脏乱室内。我让她们在邻接厨房、厕所、浴室的走廊上等待，趁这段时间赶紧打扫客厅（？）和寝室周围。还有换衣服，因为我没听说水濑要来啊！

  　もう玄関には入れてしまったが、ここ数日のだらけきった生活により荒れた内装を見せる訳にもいかない。二人にはキッチンとかトイレとか風呂とかと隣接した廊下で待ってもらいその間に急いでリビング？　部分と寝室周りを掃除する。あと着替える、だって水瀬が来るとか聞いてないし！

  

  

  「久、久等了。好累……」

  「お、おまたせっ。疲れたぁ……」

  「辛苦了——你累坏了呢。」

  「おつかれー。ヘトヘトなってるねぇ」

  「因为很久没运动了……」

  「久しぶりの運動だったんでね……」

  「话说你为什么要换衣服？穿刚才的运动服不就好了。」

  「てかなんで着替えたの？　さっきのジャージでいいじゃん」

  「很土对吧！！」

  「だっさいだろ！！」

  「居家服不都是这样吗？」

  「部屋着なんてそんなもんでしょ」

  

  

  　桃果边说边熟练地走进打扫干净的客厅。水濑也晚一步说着「打扰了」走了进来……我可没漏看她瞥了更衣室一眼，我瞪了回去。

  　そう言いながら慣れた様子で桃果は綺麗にしたリビングに進んでいく。遅れて水瀬もお邪魔しますと言って入ってきた。……脱衣場の方をチラッと見たのを俺は見逃さなかった、ジト目で見てやる。

  

  　所有人都放下行李，各自坐了下来。我和桃果面对面，水濑则坐在我右侧。

  　全員が荷物を置きそれぞれ腰を落ち着ける。俺と桃果が向かい合うように、そして俺の右側に水瀬が来るような配置に座る。

  

  

  「话说，这是什么组合啊？」

  「で、何メンツ？　これ」

  

  

  　大家都坐下来休息后，我立刻抛出话题。这三个人聚在一起真的很奇怪，至少桃果和水濑之间应该没有直接的交集。我们只是有共同认识的人，彼此是朋友的朋友。只是早上偶然遇到，一起上学的关系。

  　皆が座って一息ついた所で早速1発ジャブを入れる。改めてこの3人で集まるのって変だよな、少なくとも桃果と水瀬には直接的な接点が無いはずだし。共通の知り合いが俺ってだけの赤の他人、友達の友達だろこいつら。何度か朝にばったり遭遇して一緒に学校行った仲でしかない。

  

  

  「什么组合啊。是什么呢？水濑同学，你觉得呢？」

  「何メンツ、かあ。なんだろうね。なんだと思う？　水瀬くん」

  「问我吗！？说要一起去的人是间山同学吧！？」

  「僕に聞くの！？　一緒に行こうよって言い出したのは間山さんだろ！？」

  「虽然是我提议的，但你不是毫不犹豫就来了吗？而且你一副希望我邀请你的样子～？」

  「言い出したけど少しも迷わず着いてきてたよね。てか、誘ってほしそうにしてたし〜？」

  「你从刚才就一直这么说，但我可没表现出希望你邀请我的态度！我只是偶然经过而已！」

  「それさっきから言ってくるけど別に誘ってほしそうな態度とかは出してなかったろ！　ただ偶然前を通りがかっただけだし！」

  「但你不是兴致勃勃吗？」

  「でもめっちゃ乗り気だったじゃん？」

  「我一个人的话，不知道该怎么向小依搭话，所以觉得这样很幸运……」

  「まあ、僕一人だと小依ちゃんになんて声を掛けたらいいか分からないし、そこは実際ラッキーとは思ったけど……」

  「对吧～你一直想来看看吧？也就是说，我们的心意是一样的哦，水濑同学。」

  「でっしょ〜。ずっと様子を見に行きたかったんでしょ？　つまりあたしらの心は一つだったわけだよ水瀬くん」

  「哎呀，怎么了？突然改变话题的方向。」

  「おっとなんだ？　急に話題のハンドル切ってきたな」

  「我们两个在小依眼中，分别是男女关系最好的人。也就是所谓的挚友团体。」

  「あたしらは小依から見てそれぞれ一番仲いい二人なわけですよ。女子部門男子部門。いわば親友グループ的な括りなわけだ」

  「说得真夸张。」

  「大きく出たなあ」

  

  

  　真的。竟然擅自断言我的人际关系。不过男女分开来看的话，她们确实是最常和我交流的两个人。

  　本当だよ。勝手に俺の人間関係断言してくるじゃん。まあ確かに男女それぞれで考えたら一番交流が多い二人ではあるけどさ。

  

  

  「实际上就是这样啊～和小依在一起最多的人，男女不都是我们吗？」

  「実際そうじゃん〜。小依と一番一緒にいるのって男女それぞれウチらじゃない？」

  「你刚才也大声说过这句话了。是在牵制谁吗？」

  「それさっきも声高に言ってたよね。誰かに牽制でもしてるの？」

  「没错。」

  「してるよ」

  「原来如此。炫耀人际关系可以牵制别人啊……」

  「してるんだ。人間関係の誇示が牽制になるのか……」

  「呵呵呵。详细内容说出来的话，我的性格会暴露出来，所以就不说了。不过和自己有关的人在阶级中的价值是很重要的。」

  「ふふふ。詳しく言うとあたしの性格の悪さが露呈するから言わないけど、関わる人間のカースト的価値って結構重要なのさ」

  「阶级中的价值？」

  「カースト的価値？」

  「美人和美少女的挚友地位很好混啊！你看，小依不就是吗？她可是美少女，很受男生欢迎。」

  「美人とか美少女の親友ポジは生きやすいって話さ！　ほら、小依ってまさしくじゃん？　ちゃんと美少女だから男子からの人気的なさ」

  「啊……虽然在本人面前说这种话不太好，但确实如此。」

  「あー……本人を前にそんな話するのはどうかと思うけど、確かに」

  「女生那边嘛，虽然有人觉得她有点病娇，但和她关系好的女生都很喜欢她！只要粘着这种人，我的印象也会变好！」

  「女子人気はまあ、メンヘラっぽいみたいな感じでまちまちだけど仲良い子は皆小依の事好きだしさ！　そんな人間の傍に引っ付いてたらあたしの印象も良くなるわけよ！」

  「明明说性格不好，内容却赤裸裸地讲出来了……小依？」

  「性格の悪さ云々言ってたのに内容赤裸々に語ってるな。……小依ちゃん？」

  

  

  　水濑突然向我搭话。她刚才明明和桃果聊得很开心，为什么要中断对话，把注意力转向我呢？

  　急に水瀬が俺に声を掛けてきた。楽しそうに桃果と話していたのに、なんで中断してこっちに意識を向けたのだろう。

  

  

  「小依，你没事吧？」

  「小依ちゃん、大丈夫？」

  「什么没事？」

  「なにが」

  「你刚才一直无视平常会吐槽的地方，而且一直很安静。」

  「いや、いつもならつっこむような所を軒並みスルーしてたからさ、ずっと静かだし」

  「……嗯，对啊。我才不是病娇。」

  「……まあ、そっか。私はメンヘラじゃねえ」

  「才不是呢。小依是赫拉。」

  「それはないね。小依はヘラだよ」

  「那是工具吧。给我好好加上美这个字。」

  「道具やんけ。メンを付けろちゃんと」

  「啊哈哈。啊，我听说你一直没来学校，所以想说你是不是没事。」

  「あはは。あ、そういえばずっと学校休んでるって聞いたしさ。それも併せて大丈夫かなって」

  「那好像是装病哦。」

  「それは仮病らしいよー」

  「装病！？我第一次听说。话说既然你知道，刚才就告诉我啊。」

  「仮病なんだ！？　初耳だ。てか知ってたならさっき教えてよ」

  「我也是刚刚才知道的哦～虽然我之前就隐约觉得是这样了。」

  「あたしもさっき知ったんだよ〜。まあ薄々そうだろうなとは思ってたけどね」

  「装病啊，我还以为发生了什么事……」

  「仮病か、何かあったのかと思ったよ……」

  「呵，水濑同学，你的理解力太浅了。看来我比你更了解小依。」

  「ふっ、理解度が浅いね水瀬くん。あたしの方がより小依を理解していたみたいだ」

  「你在得意什么啊。怎么想都是我比较——」

  「何を自慢げに。どう考えても僕の方が」

  

  

  　这两个人好像很合得来。一开始聊天，就会马上忘记我的存在，开始互相吐槽。而且对话的节奏也逐渐加快。我在这里真的有必要吗？她们已经进入两人世界了，我好寂寞。

  　なんか、この二人相性良いな。会話し始めるとすぐに俺の存在忘れて言葉を投げ合い始めるんだけど。なんか会話のテンポも加速してくし。俺、この場に必要なのかね。もう二人だけの世界広がってるって、疎外感やば。

  

  

  「话说回来，小依没有加入社团吧。为什么？」

  「そういえば小依って部活とか入ってないよね。なんで？」

  「咦？……抱歉，我刚才在发呆，你们在说什么？」

  「えっ？　……ごめん、ボーッとしてた、何の話？」

  「社团活动。我跟水濑同学说，总是跟你在一起的金发女生叫结乃，然后聊到运动社团抢着要你，接着就聊到小依的社团活动了。」

  「部活の話。水瀬くんに、いつも一緒にいる金髪の子は結乃だよって説明して、運動部で引っ張りだこなんだって話してから色々あって小依の部活の話になったのよ」

  「你讲得也太简略了。我只是没有想加入的社团，所以没加入而已。」

  「掻い摘んだなあ。私は別に、単にやりたい部活ないから入ってないってだけだよ」

  「真没干劲。」

  「無気力だねぇ」

  「要你管。」

  「うるさい」

  「咦？可是你之前不是加入过舞蹈社吗？」

  「あれっ？　でも前までダンス部に入ってたって」

  「有是有，但很快就退出了。」

  「入ってたけどすぐ抜けた」

  「哦。间山同学有加入社团吗？」

  「へぇ。間山さんは部活入ってるの？」

  「有哦～猜猜看，猜谜！小依不能说答案哦！」

  「入ってるよ〜。当ててみて、クイズ！　小依は答え言っちゃダメだよ！」

  「嗯——」

  「んー」

  

  

  　她们好像开始玩猜谜了。这两个人真的有聊不完的话题耶。干脆去当直播主吧，这可是天职啊。

  　なんかクイズが始まった。この人らまじで雑談絶えないな。配信者でもやれよ、天職だろ。

  

  

  「……茶道社？」

  「……茶道部？」

  「呵呵呵。理由呢？」

  「ほうほうほう。その理由は？」

  「理由啊……老实说，是因为外表清秀，感觉很适合穿和服吧。」

  「理由、かぁ。率直に言って見た目が清楚で着物とか似合いそうだからかな」

  「好害羞哦～人家会害羞啦。竟然说人家清秀。」

  「照れちゃうな〜てれてれ。そんなっ、清楚だなんて」

  「你明明心里就没这么想……答对了吗？」

  「心にも思ってないだろうに……正解？」

  「答错了！扣五分！」

  「不正解！　5点減点！」

  「扣分！？你一开始是几分啊？」

  「減点！？　何点スタートで減点されたんだ今の」

  「十分。」

  「10点スタート」

  「扣的分数也太大了吧！实际上只有两次答题权嘛！」

  「減点の数字が痛すぎるでしょ！　実質二回しか解答権ないじゃん！」

  「这样比较有趣吧？来，只剩一次机会。答对的话，我就告诉你小依最软Q的部分！」「喂。」

  「シビアな方が楽しめるでしょ？　さ、残り１回。当てたら小依の1番もちもちしてる部分教えてあげる！」「おい」

  「最软Q的部分……？」

  「1番もちもち……？」

  

  

  　水濑看向我。她先是看向我的脚，然后视线缓缓往上，最后在胸部附近移开。

  　水瀬の視線がこちらに向く。俺の足に目が行き、控えめに視線が上にのぼり、胸の辺りで目を離された。

  

  

  「……喂。」

  「……おい」

  「对不起！」

  「ごめん！」

  「你给我把对不起的理由说清楚。」

  「何がごめんか言ってみろ」

  「不小心看向那边，所以想道歉。」

  「ついそちらの方を見てしまったゆえ謝罪の意を」

  「为什么没看到胸部就移开视线？太奇怪了吧。」

  「なんで胸まで行かずに目を離す。おかしいだろ」

  「咦？」

  「えっ」

  「因为贫乳很硬嘛？对吧，水濑同学？」

  「そりゃ貧乳はカチンコチンだし？　ねぇ、水瀬くん」

  「我宰了你哦。贫乳也很软啦……真的！」

  「殺すぞ。貧乳だって柔けえわ。……本当に！」

  「骗人。小依，我可以摸摸看吗！」

  「うっそだぁ。触って確かめてもいいかな小依！」

  「不要。我才不让你摸，而且我本来就不是贫乳。」

  「やだ。お前には触らせない、てかそもそも私貧乳じゃないし」

  「不要！我想摸！！把胸部放上来！」

  「やだー！　触りたい！！　胸乗せて！」

  

  

  　桃果把手伸向我，掌心朝上。什么？放上去？我没什么可以放上去的啊。

  　桃果がこちらまで手を伸ばし手のひらを上に向けた。なに？　乗せてって。乗せるものなんてありませんけど。

  

  

  「从胸部跳到我手上！」

  「ここに胸からダイブして！」

  「单手，而且只用手掌，真的能支撑一个人的体重吗？要是我跳过去，你一定会受伤。」

  「人間一人分の体重を果たして片手で、手先だけで支えられるかなぁ。私怪我するよねダイブなんてしたら」

  「要是有胸部就能放上去了……」

  「おっぱいがあれば乗せれるんだけどね……」

  「脱掉就能放上去了哦？」

  「脱げば乗せれますけど？」

  「那你脱掉？」

  「じゃあ脱いで？」

  「咦！？」

  「え！？」

  「谁会脱啊！！！这里还有男人在耶！！还有，我不会脱的，所以你别起反应啊，水濑！！！」

  「脱げるか！！！　男が居るでしょうがここに！！　あと脱ぐわけないんだから反応するなよ水瀬！！！」

  

  

  　这家伙干嘛一脸惊讶地看着我，是笨蛋吗？再说……你不是在看我的裸体吗？上次来照顾她的时候，明明就看过我的裸体了，干嘛现在才装清纯啊？太假了吧。

  　なにを驚いた顔してこちらを見てるんだこいつ馬鹿じゃないのか。大体……見てるやんお前、俺の裸体。何を今更、前回看病しに来た日の事があるのに初心な感じ出してるんだよ。白々しいっつの。

  

  

  「好了，平常的胸部话题就先到此为止。来吧，你能猜中我的社团吗？」

  「まあいつものおっぱいじりはここら辺にしまして。さあ当てられるかな、あたしの部活！」

  「啊，我还有回答权吗？」

  「あ、まだ解答権あるのか」

  「有哦～咦，难道说，水濑同学不需要成功报酬吗？」

  「あるよ〜。あれ、もしかして正解報酬、水瀬くん的には需要ない？」

  「是成功报酬。」

  「成功報酬」

  「小依最软Q的部位，不需要吗？」

  「小依の1番もちもちな部位。需要なし？」

  「喂喂喂——」

  「おいおいおーい」

  

  

  　这家伙在问什么啊，这种事至少等我不在的时候再问吧。

  　なんて事聞いてるんだこいつ。せめて俺のいない所で聞けよそういう事は。

  

  

  「……………………需要。」

  「……………………ある」

  「喂，你这家伙，别把脸转过去啊，变态。」

  「おいてめえこっちから顔逸らすなよ変態」

  「我明明就讲得很小声，为什么你会听到啊！？」

  「なんで聴こえてるんだよボソッと言ったのに！？」

  

  

  　当然会听到啊，这里可是室内耶，哪可能发生像漫画那样，刚好听不到的展开啊。不想被听到的话，就在说的瞬间放个屁盖过去啊。

  　聴こえるだろそりゃ、ここは屋内だぞ。そんな漫画とかみたいに都合よく聴こえなかったみたいな展開起こり得ないだろ。聴かれたくないなら言う瞬間に屁でもこいてかき消せよ。

  

  

  「好，加油吧。来来来，我是什么社呢～？」

  「よし頑張ろう。ささ、あたしは何部でしょ〜うか」

  「能给我提示吗？」

  「ヒントなどは貰えたりしないでしょうか」

  

  

  　这家伙是想猜中再摸吧，她到底想摸哪里啊。

  　当てに行く気やんけ。どこ触る気なんだよこいつ。

  

  

  「提示啊～那给你提示吧。我最喜欢色情漫画了。」

  「ヒントか〜。じゃあヒントね。あたしはエロ漫画が大好きです」

  「这是什么提示啊。」

  「なんのヒントだろう」

  「是我社团的提示啊。」

  「あたしの部活のヒントだよ」

  「我们学校有色情漫画社吗？」

  「エロ漫画部なんてうちの学校にあったかな」

  「呜哇，好想创社哦～每年夏冬同人展和其他贩售活动，社团成员都会认真地制作本子呢。真是青春啊～！！」

  「うわっ、作りた〜い。毎年夏コミ冬コミやその他の頒布イベントに向けて部員皆で真剣に製本するんだよね。青春だなぁ〜！！」

  「高中生大概不能卖那种东西吧。」

  「高校生は多分出品しちゃダメだよねそういうの」

  「只要出全年龄本就没问题了吧？而且啊，虽然说未满18岁不能买也不能看，但只要不被抓到就无所谓啦。」

  「全年齢本を出せば問題ないでしょ？　それにね、18歳未満は買っちゃダメ見ちゃダメって言うけど、バレなきゃそんなの関係ないのさ」

  「在同人展上出本，被抓到的概率有1亿分之1吧。」

  「コミケで出品は1億パーバレるだろ」

  

  

  　这跟用手机看色情内容可不一样啊。虽然我不知道出本的流程，但大概需要身份证明之类的吧。到时候就出局了。

  　スマホでエロコンテンツを見るのとは訳が違うんだぞ。出品の流れとかまじで知らないけど、多分身分証明とかするだろ。そこでアウトだわ。

  

  

  「提示是色情漫画……咦～？考虑到青少年保护法，应该把色情的部分去掉再想吧。」

  「ヒントはエロ漫画……えぇ〜？　青少年育成条例を鑑みてエロの部分は切り話して考えるべきだよね」

  「那当然啊。有社团把色情摆在前面的学校，各方面都完蛋了吧。」

  「当たり前だろ。エロを前面に推してる部活があるような学校、終わってるだろ。色々と」

  「也是呢。那……有漫画社吗？」

  「だよね。じゃあ……漫画部とかあったっけ」

  「有，但不是。因为那里跟我的喜好差太多了～我只不过是喜欢色情而已。」

  「あるけど違う。あたしの好みとは毛色が異なるからな〜あそこ。あたしはあくまでエロが好きなだけですから」

  「能若无其事地对男生说这种话，老实说很厉害啊……」

  「男子相手に平然とそういうこと言えるの素直にすごいな……」

  「诶嘿！」

  「えっへん！」

  「我可没夸你哦。」

  「褒めてはないんだけどね」

  「胸好大啊。」

  「胸でかぁ」

  「小依……」

  「小依ちゃん……」

  

  

  　虽然她用无奈的声音叫了我的名字，但桃果挺胸时的魄力和挺起来的分量真的很惊人啊。有种「原来是这样……」的感觉。砰！当然会感动到不禁说出口啊。是男人就该有同感吧。

  　呆れたような声で名前を言われたけども、いやだって実際桃果が胸を張る時の迫力と張った後のボリューム凄かったんだもん。そうなるんだ……って感じ。ボンッ！　って。そりゃ感動するしつい呟きもするだろ。男なら共感しろよ。

  

  

  「间山同学，至少告诉我你是运动社团还是文化社团吧。」

  「間山さん、運動部か文化部なのかだけ教えてよ」

  「文化社团哦～」

  「文化部だよ〜」

  「我想也是。」

  「だよね」

  「『我想也是』是什么意思啊！想说我阴沉吗～！？」

  「だよねってなにさ！　陰キャだって言いたいのか〜！？」

  「我才没那么想！文化社团，文化社团啊……」

  「言う気ないよそんなこと！　文化部、文化部ね……」

  「呵呵呵，猜得到吗～？」

  「ふっふっふ、当てられるかなぁ〜？」

  「乐器类？」

  「楽器系？」

  「告诉你的话不就猜到了吗～？」

  「そこを教えたら分かっちゃうでしょ〜？」

  「其他的话……美术社之类的？」

  「他で考えるなら……美術部とか？」

  「是吗～？最后答案？」

  「どうかな〜？　ファイナルアンサー？」

  「唔，那个反应……唔唔唔。」

  「むっ、その反応は……むむむ」

  「是美术社吧，快点回答啊。」

  「美術部だろ。パッと答えろよ」

  

  

  　我本来只是想自言自语。声音小到她们两人听不见，也不打算妨碍她们对话。

  　ボソッと呟いたつもりだった。二人に聞こえないくらいの、会話を妨げないつもりの呟きのつもりだった。

  

  　原本和乐融融的对话戛然而止。我抬起头，发现她们两人正看着我。一个一脸惊讶，一个一脸担心。

  　それまで和気あいあいとしていた会話が途切れた。視線を上げると、二人が俺の方を見ていた。片や驚いたような顔を、片や心配するような顔をしている。

  

  「啊……抱歉，今天我心情不太好。」

  「あー……ごめん。今日ちょっと機嫌よくない日か」

  「哈？为什么？」

  「は？　なんで」

  「对、对不起啦。别瞪我嘛小依，很可怕耶。」

  「ご、ごめんて。睨まないでよ小依、怖いって」

  「我没瞪你啊。」

  「睨んでないよ」

  「你明明就瞪得很用力啊？那个，我并没有想追水濑同学哦。」

  「バチバチに睨んでるよ？　えっと、あたしは別に水瀬くんを狙ってるとかそういうのではないから、さ」

  「你在说什么啊，恶心死了。」

  「何の話してんだよきっしょいな」

  

  

  　我本来没打算对桃果说这么粗鲁的话。说出口后才回过神来。明明该道歉，却说不出「对不起」这三个字。

  　こんな乱暴な言葉、桃果に吐きかけるつもり無かった。言ってからハッとする。謝罪するべきなのに、"ごめん"という短い音が口から出ない。

  

  

  「小依？」

  「小依ちゃん？」

  「……恶心。」

  「……きもい」

  

  

  　连我自己都不知道哪里恶心。明明知道突然说这种话会让水濑困扰，明明现在也确实有罪恶感，却无法改口。

  　何がきもいのか、自分でも分からない。いきなりそんな事を言われたら水瀬が困るのなんて分かりきってるのに、罪悪感だってちゃんと今抱いてるのになにも言い直すことが出来ない。

  

  　这是怎么回事，胸口上方有种不舒服的翻搅感。感觉好像有什么东西从内侧拉扯着胸口。有种「恶心」这个词直接化为感觉的感觉。

  　なんだこれ、胸の上の方がグルグルして気持ち悪い。内側からなにかが胸を引っ張ってくるような感覚がする。胸糞が悪いって言葉を感覚で表してるような感じがする。

  

  

  「小依，我……」「回去。」

  「小依、あたし」「帰って」

  「咦，小依？」

  「え、小依ちゃん」

  「叫你回去。你不是猜得到我装病请假的理由吗？」

  「帰ってって。仮病使って学校休んでる理由なんか察しつくだろ」

  「理由……」

  「理由、って」

  「给我回去！！！！」

  「帰ってよ！！！！」

  

  

  　突然大叫让喉咙很痛。虽然两人吓得身体一颤，但我根本不在乎。大叫之后我沉默不语，两人不知为何向我道歉后就离开了。

  　急に叫んだせいで喉が痛くなる。二人ともビクッと体を揺らしていたがそんなの気にならなかった。叫んでからずっと黙っていたら二人とも何故か俺に謝りながら退散して行った。

  

  　感觉糟透了。不知道为什么会那么烦躁，也想不通为什么觉得两人的对话那么刺耳。

  　惨めで最悪な気分だ。なんであんなにイライラしたのか分からない。なんであんなに二人の会話を耳障りに思ったのか検討もつかない。

  

  　两人离开后，我依然无心做任何事，只是盯着地板。

  　二人が居なくなったあとも何もする気が起きず床ばかり眺めている。

  

  

  「到底是怎样啦。」

  「なんなんまじで」

  

  

  　我自言自语。

  　誰に言うでもなく一人でに呟く。

  

  　明天去学校，桃果一定会因为今天的事而尴尬地向我道歉吧。虽然桃果什么错都没有，但以她的性格来看，她一定会觉得自己做了坏事。水濑也是个大好人，所以应该会向我道歉，然后问我发生了什么事，说要陪我商量吧。结乃和桃果关系很好，所以看到她们的互动，应该会跑来问我发生了什么事。桃果不会在我面前说，但结乃应该会向我解释她们之间发生了什么，然后以她的方式擅自替我表达心情，或是向我投以安慰的话语吧。经过这样的互动，不知不觉间我和结乃的好朋友们之间发生的事就会传开，然后同样担心我的人也会来跟我说话吧。

  　きっと今日の出来事の気まずさを覚えながら学校に行ったら桃果は俺にごめんねって言ってくるんだろうな。桃果はなにも悪いことしてないけど、桃果視点だときっと俺に悪いことをしたって認識だろうから。そういう性格だし。水瀬も底抜けに良い奴だから俺に謝ってきそう、そんでもって何かあったのかとか相談に乗るとか言ってくれるんだろうな。結乃は桃果と仲良いから、そんなやり取りを見て話を聞きにこっちに来て、俺の前では桃果は言わないけど裏で何があったのかを説明して、結乃なりにこっちの気持ちを勝手に代弁したり俺に向けてフォローの言葉を投げてきたりするんだろうな。そんなやり取りをしていたらいつの間にか結乃と仲良い友達連中にトラブった事が広まって、同じように心配してくれる人達が声を掛けてくれるんだろうな。

  

  　然后，接受大家的善意，我应该只会觉得麻烦吧。

  　それで、皆の善意を受けて俺は、めんどくさいって感情しか抱かないんだろうな。

  

  　越想越觉得自己是个讨人厌的家伙。如果桃果是个性格更差劲的家伙，是个更强势的家伙，刚才应该会问我「为什么突然生气了？」吧。她要是能这么说，我会觉得轻松多了，因为只是稍微吵个架，然后疏远对方就结束了。

  　考えれば考えるほど、俺って嫌な奴だなって思った。桃果がもっと性格悪い奴だったら、もっと気が強い奴だったら、さっきの時点で俺に「なんで急にムカついてんの？」みたいに言ってくれたと思う。そう言ってくれた方が気が楽だった、ちょっと口喧嘩して泣いて疎遠になるだけで済んだんだから。

  

  　……什么啊，简直就像自己希望疏远对方一样。

  　……なんだそれ、まるで自分から疎遠になる事を望んでるみたいじゃないか。

  

  　不过要是变成那样，我需要费心的人际关系就只剩下水濑了……那家伙知道我的情况，也知道我因为生病而脑袋不正常，所以不需要费心，或许能轻松地过日子。

  　でもそうなったら、俺が気を回す必要のある人間関係なんて水瀬だけになる訳で。……あいつは俺の事情を知ってるし、病気で頭がおかしいことも知ってるから気を使わなくて良くて、だから楽に過ごせるのかもしれない。

  

  　不需要在意对方的眼光，也不需要勉强自己装成女生，那样的话……

  　変に相手の目とか気にしなくて済むし、無理に女のフリをする必要も無いし、その方が……。

  

  

  「那样不就跟上高中前一样了吗？」

  「高校入る前と変わんないじゃん、それ」

  

  

  　我吐槽自己的脑袋。明明是为了和过去的自己诀别才特地来到远方，这样不就毫无意义了吗？我到底在想什么啊。

  　自分で自分の脳内につっこむ。今までの自分と決別したくてわざわざ遠くまで来たのに、これじゃなんの意味も無いじゃないか。何考えてんだろ、まじで。

  

  　手开始颤抖了。真是没用。我拿出为了不再割腕而收起来的美工刀。

  　手先が震えてきた。ダメなやつだ。もう切らないようにと仕舞っていたカッターナイフを取り出す。

  

  　把担心我而特地来家里的朋友赶出去，然后割自己的手腕，真是无可救药的行为啊。虽然觉得丢脸，但我也只能这么做。

  　心配して家に来てくれた人を追い出して自分の腕を切るとか、まじで救いない行動だなと情けなくなるけどこうするしか無かった。

  

  　血滴在地板上。我完全没考虑善后的问题，当场坐下，一直割到满足为止，然后直接躺下。我闭上眼睛，感觉就像沉入冰冷的地板中。

  　フローリングに血がこぼれる。後処理も考えず、その場に座り込んで気が済むまで切った後そのまま横になった。冷たい床に沈むような気分のまま目を閉じる。

  

  　真不想去学校啊……。

  　学校、行きたくないなあ……。

 
  43話「もやつき」

  第43话「郁闷」

  　像爆炸一样大病一场后，心情平静下来，随之而来的总是壮烈的后悔，还伴随着羞耻心。

  　爆発するように大病みした後、気持ちが落ち着いた後にくるのは毎度変わらず壮絶な後悔だ。羞恥心も込みで。

  

  　哎呀，先不说水濑，我对桃果的回答充满恶意，让我后悔不已。她明明是特地来关心我的……咕哇啊啊～我恨我那恶劣的性格！！

  　いやはや、水瀬はともかく桃果に対してめちゃくちゃ悪意満点の受け答えをしてしまったことの後悔が凄まじい。わざわざ心配して家まで来てくれたのに……ぐぬわあぁ〜自分の性格の悪さが恨めしい！！

  

  　唉……话说我最近是怎么了？已经不是性急这种层次的问题了。水濑和桃果一说话，我就马上脸红，到底是怎么了？真搞不懂。

  　はあ……。てかなんなんだ、最近の俺。短気とかそんな次元じゃなくなってきてるって。水瀬と桃果が話してたらすーぐ顔真っ赤になって、どうしたんだろ。意味が分からん。

  

  　我休息太久，开始担心学分了，所以今天要去学校，但我很怕见到桃果。她是个超级大好人，应该不会无视我或躲我，但要是她顾虑我，那也很伤脑筋。

  　流石に休みすぎで単位が心配になってくる頃合だから今日学校には行くが、桃果に会うのが怖い。あいつは底抜けに良い奴だから無視したり避けてきたりはしなさそうだけど、気を遣われたらそれはそれでなぁ。

  

  

  　我在镜子前和自己大眼瞪小眼。完全没在整理仪容，真想回到头发长的时候，把头发拉到前面遮住视线。

  　鏡の前でむむむ、とにらめっこ大会を開く。身支度が全然進まん、髪が長かった頃に戻りたい。髪を前に持ってきて目線を隠したい。

  

  

  「这种日子香蕉也很好吃……」

  「こんな日でもバナナは美味い……」

  

  

  　我为了暂时平复心情，吃点东西垫肚子。我慢吞吞地吃着，香蕉一下子就没了。为了争取时间，要不要吃点别的东西呢？

  　一旦気持ちを落ち着かせるために小腹を満たす。もそもそと食べていたのにあっという間にバナナの実が無くなってしまった。時間稼ぎのために他の物も食べようかなあ。

  

  

  

  「早、早安。」

  「お、おはよ」

  「啊，小依！早安，昨天真的很对不起！！」

  「あ、小依！　おはよう、てか昨日はほんっとにごめん！！」

  

  

  　我好不容易整理好仪容，来到平时的集合地点，结果在平时的时间遇到了桃果。我本来以为她今天不会经过这个集合地点，而是走高架桥下的路线去学校，所以看到她的时候，心脏都快跳出来了。

  　何とか身支度を整えいつもの待ち合わせ場所に来るといつも通りの時間に桃果と遭遇した。今日はこの待ち合わせ場所を経由せずに高架下のルートを辿って高校に向かうと思ってたから姿を視認した時は心臓が飛び跳ねるような感覚がした。

  

  

  「我才要道歉，昨天说了那么过分的话。」

  「私の方こそ、昨日はごめん。めっちゃ酷いこと」

  「不不不！！那真的只是因为我太没神经了！真的很对不起……！」

  「いやいやいや！！　あれは本っ当にシンプルにあたしがノンデリカシーなだけだったから！　まじでごめん〜……！」

  「不、不是，可是」

  「い、いや、でも」

  「小依一点错都没有～！你这样玩着头发道歉，我反而会觉得是自己不对！原谅我吧～！！」

  「小依は何も悪くないから〜！　そんな髪の毛いじいじしながら謝らられてもこっちが悪い気してくるから！　許しておくれ〜！！」

  

  

  　桃果一边道歉一边抱住了我。那对巨乳还是老样子压在我脸上，真受不了。

  　桃果が俺に謝りながらしがみついてくる。相変わらずの巨乳が顔面に押し付けられてる、たまらん。

  

  　……果然，桃果如我所料先向我道歉了，还表现出打从心底反省的样子。幸好结乃不在场，不然之后的事件就少了一个。

  　……やっぱり、予想した通り桃果は先出しで「ごめん」と俺に謝ってきた。心底反省した素振りを見せている。結乃がこの場にいなかったのが幸いだ、後に続くイベントが1個潰れたようなものだから。

  

  　要是再这样尴尬下去，我和桃果之间的违和感可能会被周围的人问起，所以我决定引导对话，让气氛恢复到平时的样子。我随便找了个话题，桃果也渐渐恢复了平时的状态。

  　このまま気まずさを残すと俺と桃果の間に流れる違和感から何があったのかと周りに尋ねられそうなので、ここはいつも通りの空気になるよう会話を誘導する。下らない世間話をふっかけると、段々と桃果はいつも通りの調子に戻っていった。

  

  

  「话说之前我也问过，你夏天穿开衫不热吗？」

  「ていうか前にも触れたと思うけど夏にカーディガンは暑くない？」

  

  

  　恢复平时的状态后，桃果问起了我的服装。虽然成功引导了话题，但居然是服装啊……

  　普段通りの雰囲気に戻ると、桃果は俺の服装について訊いてきた。舵取り成功、は良いんだけど服装の話か……。

  

  

  「热啊，但短袖的话会露出自残的痕迹」

  「暑いけど、半袖だとリスカ跡見えちゃうもん」

  「说实话，小依是那种女生，从外表就能轻易推测出来，周围的人也说你有点病娇，露出来也没问题吧？」

  「正直さ、小依がそういう系の女の子なんだって見た目から容易に推測できるし周りも小依の事メンヘラっぽいって言ってるじゃんか。出しても問題ないんじゃない？」

  「那只是推测吧，我被当成薛定谔的病娇了。我不想被人确定啊」

  「推測の段階だろ、私がされてるのってシュレディンガーのメンヘラ扱いでしょ。確信持たれたくないよ」

  「在夏天穿长袖的时候，就已经几乎确定了」

  「夏場に長袖着てる時点でほぼ確信持たれてる気するけど」

  「也有穿长袖的男生啊」

  「長袖着てる男子だっているじゃん」

  「桐冈同学之前自称过吸血鬼，当然不能露出肌肤了」

  「桐岡くん前ヴァンパイアを自称してたからね。そりゃ肌なんて出せないよ」

  「那白天睡觉啊，为什么正常地全日制上学啊」

  「日中寝とけよそれは。何を普通に全日制で通ってんだよあの人」

  「他就是所谓的日行者吧」

  「デイウォーカーってやつなんでしょ」

  「好帅。那是什么啊」

  「かっこよ。なにそれ」

  「就是布莱德」

  「ブレイドって事よ」

  「那是什么……听起来好锋利」

  「なにそれ……切れ味良さそうですね」

  

  

  　桃果也听不懂，没有继续这个话题。布莱德是什么啊，话说吸血鬼不要若无其事地去上人类的学校啊，好可怕。

  　よく分からないし桃果もそれ以上話を続けなかった。なんですかブレイドって、てか吸血鬼が平然と人間の学校通うなよ怖いな。

  

  

  「咦！？这不是小依依吗，好久不见！！！」

  「あれ！？　こよりんじゃん久しぶり〜！！！」

  「呣啾啊」

  「むぎゅあ」

  

  

  　我和桃果一起走在走廊上，正在搬运上课用的国语辞典的结乃注意到了我。

  　桃果と一緒に廊下を歩いていたら授業で使う国語辞典を運んでいた結乃が俺に存在に気付いた。

  　结乃当场扔下装着辞典的篮子跑向我，和桃果一样把我的脸埋在了胸口。你们是在身高上较劲吗。还有，旁边一起搬运剩下的辞典的老师一脸绝望地叹气道「喂……」。

  　結乃はその場で辞典の入ったカゴを落とし俺の方へ駆け寄って、桃果のしたように俺の顔面を胸に押し付けてきた。身長煽りかこいつら。あと、隣で一緒に残りの辞典を運んでいた先生が絶望顔して「おいぃ……」と嘆いていた。

  

  

  「为什么一直请假啊！小依依元素不足，我差点就死了啊！！」

  「なんでずっと休んでたのさー！　コヨリウム足りなくて死にかけてたんだぞ〜！！」

  「所以说，那是什么元素啊」

  「だから、なんなんですかその物質」

  「小依身上有股甜甜的气味，像小宝宝一样」

  「小依からしてくるなんか甘い匂い。赤ちゃん的な」

  「！！　果然有小宝宝的气味吗！？」

  「！！　やっぱ赤ちゃんの匂いするよなぁ！？」

  

  

  　以前我注意到水濑身上有股神秘的婴儿气味，但水濑无法理解，现在这个单词出现了，我很高兴。没错，我的膝盖上有股神秘的婴儿气味……从我身上散发？是全身吗？

  　以前俺が気付くも共有しようとした水瀬には理解を得られなかった単語が飛び出したので嬉しくなった。そうなんだよ、俺の膝からは謎の赤ちゃん臭がっ……俺からしてくる？　全身からって事？

  

  

  「等等，我身上有味道吗？」

  「待って、私ってもしかして臭いの？」

  「完全不臭！很香！」

  「全然臭くないよ！　いい匂いだよ！」

  「但有股独特的气味吧？」

  「でもなんか特有の匂いするんでしょ？」

  「只是像小宝宝的气味啦」

  「赤ちゃんぽい匂いってだけよ」

  「像小宝宝是结乃的解释吧，我觉得是色情的气味」

  「赤ちゃんぽいってのは結乃の解釈だね。あたしはエロい匂いだと思っている」

  「色情！？」

  「エロい！？」

  「她说过呢，小依依身上有股色情的气味」

  「言ってたね〜。こよりんはなんだかエロい匂いするって」

  「为什么评价这么两极化啊！？小宝宝的气味和色情的气味完全相反吧」

  「なんでそんな二極化するんだよ！？　真逆じゃんか赤ちゃんっぽい匂いとエロい匂いって」

  「我也觉得不对，但小桃不听人说话的嘛」

  「そこに関しては私も違うだろって思ってんだけど、もかちは聞かないからな〜」

  「哼哼哼，如果我是男人的话，肯定会兴奋的，所以才这么评价」

  「ふっふっふ。あたしがもし男だったら興奮するなあって感想からそう銘打ったからね」

  「「恶心」」

  「「キモ」」

  「顺带一提，小依睡觉的时候气味最色情了。不管做什么都叫不起来，想怎么玩就怎么玩」

  「ちなみに寝てる時の小依が1番エロい匂いするよ。何しても中々起きないからやりたい放題だし」

  「我再也不让你进我家了」

  「もう二度と家に入れないからな」

  「不要啊！」

  「やだー！」

  

  

  　桃果开始为无聊的事情闹起了别扭。话说，女人会对同性朋友产生“色情的气味”这种想法吗？我因为内心是男人，所以会经常产生这种想法，但桃果从出生的那一刻起就是女人了吧。真是搞不懂。

  　くだらない事で桃果が駄々をこね始めた。てかなに、女って同性の友達にそんなエロい匂いするな〜とか思ったりするの？　俺は中身が男だから全然バキバキそういうの思いまくるけど、桃果に関しては生まれた瞬間から生粋の女だろ。よく分からんわ。

  

  

  「话说小依依是不是瘦了？抱起来的感觉不一样了呢」

  「てかこよりん少し痩せた？　抱き心地が変わってるな〜」

  「闭门不出的期间没怎么吃饭，可能瘦了」

  「引きこもってる間はあんま食わなかったから痩せてはいるかも」

  「什么！？怎么办啊结乃，小依要消失了！！！」

  「なんだって！？　どうしよう結乃、小依が消えちゃう！！！」

  「不会消失的。不如说这样正好，之前肚子有点……」

  「消えないわ。むしろ丁度いいだろ、前はちょっと腹が……」

  「小依依的肚子有点鼓鼓的呢」

  「つまめたよね〜こよりんのお腹」

  「别说了」

  「やめて？」

  「不要啊，小依瘦得要死掉什么的，感觉好恶心啊！」

  「やだ〜小依が痩せこけて死ぬなんてなんか、なんかエグいよ〜！」

  「我恶心的话别人也一样恶心吧」

  「私がってか誰だってエグいだろ」

  「原本可爱的女孩子瘦得皮包骨死掉，感觉很恶心吧？虽然也有可爱死法，但饿死的话……」

  「元が可愛い女子がかりんちょりんになって死ぬのってなんか補正がかってエグくない？　リョナもいけるけど餓死はなぁ……」

  「结乃，走吧」

  「結乃、行こうぜ」

  「好」

  「あい」

  「无视可不好啊小依，好好吐槽啊」

  「スルーは良くないよ小依。ちゃんとツッコミして」

  

  

  　我一边躲着桃果莫名其妙的话一边和结乃走进教室。看到我之后，几个正在聊恋爱八卦和动画电视剧的女生过来和我打招呼。虽然出门前还害怕得不得了，但心里的疙瘩已经顺利解开了。班上都是些温柔的人真是太好了。

  　桃果のよく分からない話を躱しつつ結乃と教室に入る。俺を見ると恋バナとかアニメやドラマの話をしていた女子のうち数人がこちらに来て挨拶してくれた。家を出るまでは怖くてたまらなかったが、その胸のつかえは何事もなく取れた。優しい人らばっかのクラスでよかった本当に。

  

  

  「哦，好久不见啊冬浦」

  「お、久しぶりじゃん冬浦ちゃん」

  「好久不见」

  「久しぶり〜」

  

  

  　我刚坐下，班上第一，不，搞不好说是全校第一也不为过的帅哥田中就向我搭话了。这家伙怎么回事，把刘海绑成发髻了，是阳光角色吗。

  　席につくとクラス一の、いや下手したら学校一と言っても過言では無いかもしれない屈指のイケメンである田中くんが声を掛けてきた。なんだコイツ、前髪縛ってちょんまげにしやがって陽キャかよ。

  

  　话说，没想到田中会主动找我搭话。我们只有体育祭和暑假祭典那天说过话，完全没有交集，他为什么会来找我呢。

  　てか、田中くんの方から話しかけてくるとは思わなかった。話したのなんて体育祭の時か夏休みの祭りの日くらいだし、接点全然無いのにどうしたんだろ。

  

  

  「你剪头发了啊，短发很适合你嘛」

  「髪切ったんや。短髪似合うじゃん」

  「现在才说？返校节那天我有来学校啊」

  「今更ぁ？　登校日来てましたけど私」

  「不，我那天晚了一天地球时间，所以没来学校」

  「いや俺1日地球時間ズレてたせいでその日は学校来てないんよね」

  「这样啊，你去月亮了吗？」

  「そうなんだ。なに、月にでも行ってたん？」

  「我去拯救了偶然邂逅的少女的故乡星球」

  「ひょんな事で出会った少女の故郷の星を救うために戦ってたもんで」

  「哆啦A梦电影吗，难怪时间感会错乱」

  「ドラえもん映画じゃん。そりゃ時間感覚も狂うか」

  「就是这样」

  「そういう事よ」

  

  

  　我一边和他闲聊一边用手机拍照，田中立刻就摆出剪刀手，看来他已经习惯被拍了，还是在本人面前把照片删掉吧。

  　軽口を叩きながらスマホをポチポチしてカメラにして無断で田中くんを撮影する。咄嗟にピースをする辺り撮られることに慣れてるっぽいな、撮った写真目の前で消してやろ。

  

  

  「你为什么剪头发了？」

  「なんで髪切ったん？」

  「因为我是人类」

  「そりゃ人間ですから」

  「不是啦，我不是问这个，我是说你剪了长发，下定决心了啊」

  「ちがわい。そういう事じゃなく、ロングからショートにするの思い切ってんなーって」

  「啊？什么，长发更好吗？」

  「はあ。なに、ロングの方が良かった？」

  「我只是好奇，因为落差太大了吧？我第一眼都没认出是谁」

  「純粋に気になって。だって振り幅エグくない？　パッと見誰か分からなかったもん」

  「你用头发长度来判断别人吗？我们祭典那天见过吧，你脑子里养了虫子吗？」

  「人の事髪の長さで判断してんの？　てか祭りの日に会ったよね、脳に虫でも飼ってるの？」

  「结乃——！你的朋友对我好冷淡啊——！？」

  「結乃ー！　お前の友達なんか俺に冷たいんですけどぉー！？」

  

  

  　田中刚说完，远处的结乃就喊着「你肯定做了什么奇怪的事吧，快道歉」，对他无端指责。女人对男人的印象就是这样，田中，别恨她。我们只要男女之间发生问题，就会先怀疑是男方干了什么蠢事，没有恶意的。

  　田中くんがそう言うと、離れた所から結乃が「なんか変な事したんでしょ、謝れー」と謂れのない野次を飛ばされていた。女の男に対する印象なんてそんなもんだよな、恨んだりしないでやってくれよ田中くん。我々は男女間で何か問題が起きればとりあえず一旦男側がしょうもないことしたんだろって疑ってかかるからな、悪気は無いんだ。

  

  

  「可恶，我才没做什么奇怪的事，只是好奇她换了发型而已，说得这么过分」

  「くそー。変な事なんてしてないっつの。単に髪型が変わったのが気になっただけなのに酷い言われようだわ」

  「虽然我100%不会这么做，但你最好别对不感兴趣的人指出发型变化、美甲、化妆等细节上的变化吧？」

  「私は100ぱー無いけど、なんの気もない相手に髪型の変化とかネイルなりメイクなり細かい所が変わった時にそれ指摘するのやめた方がいいんじゃない？」

  「为什么啊」

  「なんでだよ」

  「因为很少有男人会注意到这些细节，你会受欢迎的」

  「そういう所に目が行く男って希少だからね。モテちゃうよ」

  「啊……」

  「あー……」

  

  

  　从他没有说「受欢迎又怎样」来看，男女之间的纠纷似乎还是不可避免的。他本来就是帅哥，所以更麻烦了，光是呼吸就会收到告白的风暴吧。说实话我很羡慕，我也想受女生欢迎。

  　そこで「モテてもいいだろ」的な事を言わない辺り、やはり男女系のいざこざは絶えないらしい。ただでさえイケメンだから余計だよな、呼吸してるだけで告白の嵐だろう。正直羨ましい、俺も女にモテたい。

  

  

  「不过冬浦酱很可爱，说实话我也可以」

  「でも冬浦ちゃん可愛いし正直アリなんだよな」

  「喂，我刚刚才忠告过你」

  「おい。たった今忠告したばかりですけど」

  「既然你都给我忠告了，那冬浦酱应该不会误会我吧？那我直白地说出感想也没问题吧？」

  「忠告してくれる辺り、冬浦ちゃんは勘違いとかしないんやろ？　なら素直な感想述べても問題なくね？」

  「嗯……但别对其他女生说哦。要是对方喜欢上你，甩了她之后会很麻烦的」

  「まあ……でも他の子に言うなよ。その子に好きになられたら、フるのもそうだけどその後が面倒臭いでしょ」

  「与其说麻烦，不如说有时会感到害怕。一旦甩了她，周围的女生就会瞬间变成敌人」

  「面倒臭いってか、時々怖いよなって感じるよ。フると一気にその周りの女子が敵になるというか」

  「也是啊」

  「だろうねー」

  「要是被结乃讨厌就有点……冬浦酱」

  「結乃に嫌われるのはちょっと、な……冬浦ちゃん」

  「怎么了」

  「なんですか」

  「我姑且说一下，我是巨乳派的」

  「一応言っとくけど、俺巨乳派だからね」

  「嗯，我可以理解成你在挑衅我吗？你想被我挖掉眼球吗？」

  「うん喧嘩売られたって解釈でいいのかな。眼球抉られたいの？」

  「所以，抱歉了」

  「だから、ごめんな」

  「我可没告白，你可别甩了我啊」

  「告ってねえよ。告ってないのにフってんじゃねえぞ」

  「啊，难道说你是因为失恋才剪短头发的！？」

  「あっ、もしや失恋して髪を短くしたのか！？」

  「才不是！！！我只是因为太热了才让水濑……说起来今天还没见到水濑啊」

  「ちゃうわい！！！　これは単に暑かったから水瀬に……そういえば今日水瀬に会ってないや」

  「水濑说她睡过头了，刚刚给我发了LINE」

  「水瀬なら寝坊したって。ついさっきLINE来てたぜ」

  「那家伙在搞什么啊……」

  「なーにやってんだあいつ……」

  「……嗯，原来如此」

  「……ふむ。なるほどね」

  

  

  　田中同学一副恍然大悟的样子，他双手抱胸，露出坏笑。

  　合点がいった、とでも言うかのようにしたり顔になった田中くんが腕を組みニヤつく。

  

  

  「你那是什么表情啊，真恶心」

  「なんですかその顔、きっしょ」

  「我还是第一次被人这么骂」

  「初めて言われたぞそんな暴言」

  「就算长相端正，也能露出这么恶心的表情啊，我真是感动了，谢谢。所以呢？你想到什么了？」

  「造形は整っててもキモい顔できるんだなって感動出来たよありがとう。で？　何を思いついたん」

  「冬浦酱，你喜欢水濑吧」

  「冬浦ちゃんさ、水瀬の事好きっしょ」

  「………………啊？」

  「………………はい？」

  「那家伙是个好人啊，而且还是个全能型的」

  「あいつ良い奴だもんなー、割となんでもこなすオールマイティなタイプだし」

  「这可不好说。话说你突然说什么呢，为什么我会喜欢那家伙啊」

  「それはどうだろう。てかいきなり何の話。なんで私があいつの事好きってなるのさ」

  「因为冬浦酱不怎么和男生搞好关系吧？」

  「だって冬浦ちゃんって男とあんま仲良くしないじゃん？」

  「我觉得现在这个瞬间我们关系挺好的」

  「今この瞬間仲良くしてると思うんですけど」

  「我们之间有道厚实的墙啊，冬浦酱对我完全敞开心扉了呢」

  「分厚い壁あるって。冬浦ちゃん俺に全然心開かないやんけ〜」

  

  

  　墙？确实有道墙，因为过去的经历，我与男生之间划了一道线，但被搭话的时候我还是会适度回应的。至少我自认为没有表现出厌恶感和拒绝感。

  　壁？　そりゃ確かにあるにはある、男に対しては過去の経験から一線を引いているが、話しかけられた時は適度に対応してると思うのだが。少なくとも嫌悪感とか拒絶感とか向けないようにしてるつもりだし。

  

  

  「我觉得很普通啊，和跟别人说话的时候没什么区别吧」

  「別に普通だと思うけど？　他の人と話す時と変わらないでしょ」

  「确实没什么区别，但我觉得冬浦酱和水濑在一起的时候更自然」

  「それは確かに変わらないけどさ。水瀬といる時の冬浦ちゃんはもっと自然体だと思うわ」

  「哈」

  「はあ」

  「体育祭的时候不是如实地表现出来了吗？你看，摸头发的时候」

  「それこそ体育祭の時とか如実じゃね？　ほら、髪触った下りとかさ」

  「那不管怎么想都是突然摸上去的你不对吧」

  「あれはどう考えてもいきなり触ったそちら側に落ち度がありますけども」

  「真的对不起啦。不过除了那件事以外，我从很久以前就觉得你对男生有隔阂」

  「まじでごめんて。まあそこ以外でも、前々からなんとな〜く男に対しては壁を作ってる感じがしてたんだよ」

  「嗯……毕竟我是女生嘛」

  「んー……まあ、女子なんで」

  「不，和那种类型的墙又不太一样」

  「いや、そういう系の壁とはまた違うというか」

  

  

  　嗯，我明白你想说什么，不如说你好像看透了我的内心，这个人难道想成为读心师吗。长得好看感觉能用来做坏事，有点可怕啊，希望他能打心底做个好人。

  　ふむ。言わんとしていることは分かる、ていうかこちら側の内面を見透かされてるみたいだ、この人メンタリストにでもなろうとしてるのだろうか。顔が良い分悪用出来そうで怖いな、心の底から善人であることを願いたい所だ。

  

  

  「不过和水濑在一起的时候冬浦酱没有那种隔阂，感觉很放松」

  「でも水瀬といる時は冬浦ちゃんのそういう壁みたいなものが無いというか、リラックスしてる感じするんだよね」

  「你太夸张了」

  「言いがかってるなあ」

  「不，实际上差距很大吧？我听那家伙说你们以前就认识了，所以觉得只是习惯了而已」

  「いや実際差がすっげぇ分かるよ？　前々から知り合いだったってあいつから聞いてたから単に慣れかなって思ってたんだけどさ」

  「那不就是习惯了吗」

  「じゃあ普通に慣れなんじゃないですか」

  「谁知道呢，不是习惯而是隐藏着什么想法吗」

  「どうかな〜どうだろ〜。慣れとかじゃなくてそこにはもしや秘めたる思いが」

  「你是女生吗，和稍微习惯的人说话就立刻和恋爱联系起来，太像女生了吧。我和那家伙什么都没有，也没有喜欢他」

  「女子かて。少し慣れた相手と話してたらすぐ恋愛を紐付けようとするの女子すぎるでしょて。別にあいつとは何も無いし、好きとかもないよ」

  「真的吗？」

  「本当か〜？」

  「没有啦」

  「ないって」

  

  

  　我不断否定，但田中同学似乎不相信我的话，笑嘻嘻地回到了自己的座位。这家伙是CP厨吗，别在脑子里想象别人的CP图，先想想自己要怎么应对被箭头对准的女子军团啊。真是个轻浮的家伙，这家伙是在小瞧女人的执念吗。真的会被捅的。

  　否定し続けるも、田中くんは俺の言葉を信じてない感じでニヨニヨしたまま自分の席に戻った。なんだあいつカプ厨かよ、人の相関図頭ん中に浮かべる前に自分が抱えてる矢印向けまくり女子軍団への対応を考えろって話だ。脳天気な奴め、女の執念舐めてるのかこいつ。刺されるぞマジで。

  

  

  

  　第四节课结束，到了午休时间。水濑姑且算是有来学校，所以我想到她可能会在平时的自动贩卖机那里。但是，今天我总觉得屁股离不开椅子。

  　4時限目が終わり昼の時間になる。水瀬は一応学校には来ているとの事なので、いつもの自販機の所にいるかもしれないと思い立った。が、なんだか今日は椅子から尻を上げられない。

  

  

  「咦？小依依今天要在教室吃饭吗？」

  「あれ？　こよりん今日は教室でご飯食べるの？」

  

  

  　拿着午饭正准备往桃果座位移动的结乃向我搭话。

  　飯を持って桃果の席の方へと移動しようとしていた結乃が話を振ってきた。

  

  

  「感觉好稀奇啊，暑假前你一到午休就立刻离开教室了」

  「なんだか珍しいね〜、夏休み前なんかは昼に入った瞬間に教室を出ていってたのに」

  「是，是吗」

  「そ、そうだったっけ」

  「是啊。你不是一脸高兴地离开教室的吗」

  「そうだったよ。なんか嬉しそうに教室出てくじゃんか」

  「我才没有高兴！？很普通！！」

  「嬉しそうにはしてないよ！？　普通の感じだから！！」

  「不，你看起来很高兴。发生了什么吗？」

  「いんや、嬉しそうだったよ。なんかあったん？」

  「为什么这么说……？」

  「なんかって、なんでさ……？」

  「你既然要在教室吃饭，那为什么还扭扭捏捏的」

  「教室で食べるなら食べるで、変にモジモジしてるのが気になったからさ」

  「我才没有扭扭捏捏！？」

  「モジモジなんかしてないが！？」

  「没有自觉吗？」

  「自覚無し？」

  「不是有没有自觉的问题！根本就是无中生有！」

  「自覚云々ではなく！　事実無根なんじゃい！」

  「是，是吗。那今天就我们两个一起吃吧？」

  「そ、そう。じゃあ今日は私らで食べる？」

  「好嘞！」

  「食べらぁ！」

  「为什么是江户腔」

  「何故に江戸っ子」

  

  

  　没想到我居然会有被结乃吐槽的一天，明天要下雪了吗。不合时宜的盛夏飞雪，难道是天变地异的前兆吗。

  　結乃にツッコミを受ける日が来るだなんて思わなかった、明日は雪だろうか。季節外れの真夏の雪か、天変地異の前触れかな。

  

  

  「咦？今天在教室吃饭啊，小依依」

  「あれ？　今日は教室で食べるんだ、小依」

  「为什么你们两个要说完全一样的话啊。在教室吃饭不行吗」

  「なんで君らは全く同じ言葉を私に吐きかけてくるんだよ。いいだろ、教室で食べたって」

  

  

  　我跟着结乃来到桃果的座位旁，结果连桃果都用疑惑的表情看着我。只是不离开教室而已，有这么让人在意吗？难道我被当成离群金属了？

  　結乃について桃果の席の隣を借りようとしたら桃果にまで疑惑の顔を向けられてしまった。教室を離れないだけでそんなに気になるか？　はぐれメタルか何かだと思われてるのか俺は。

  

  

  「要在哪里吃饭是我的自由吧。你们两个难道不想和我一起吃饭吗」

  「別にどこで食べたって私の勝手でしょうが。二人は私と飯食いたくないのかよ」

  「不是不想……小依依？」

  「そういう訳じゃないけどさ。……小依？」

  「怎么了」

  「なんだい」

  「有什么烦恼的话，可以和我们说哦？」

  「なんか悩みとかあったら、相談してよ？」

  「为什么！？为什么会变成这种话题啊！！莫名其妙！！！」

  「なんで！？　なんでそういう話になるのさ今！！　意味分からん！！！」

  「不是，因为……对吧？结乃」

  「いやー、だって。ねえ？　結乃」

  「对——吧」

  「ねーもかち」

  「不要两个人自说自话啊！用我也能听懂的话来说！」

  「二人だけで通じ合うなよ！　私にも分かるように言って！」

  

  

  　桃果和结乃两人面面相觑，然后瞥了我一眼，耸了耸肩。为什么非得被你们用这种无奈的眼神看着不可啊。我做了什么吗，我只是想在教室里吃饭而已啊。不行吗。

  　桃果と結乃は二人で顔を見合い、俺の方をちらっと見て肩を竦めた。なんでそんな呆れられてるみたいな感じで見られなきゃならないんだ。俺が何をした、単に教室でご飯を食べようとしてるだけだろ。悪いかよ。

  

  

  「小依在吗——？」

  「小依ちゃんいるー？」

  「咕呼！？」

  「げひふっ！？」

  「小依，你今天发出了最下流的声音呢」

  「今日一汚い声出たね小依」

  

  

  　水濑突然打开我们教室的门，大声地叫了我的名字，我反射性地发出了奇怪的声音。不要说我下流。我立刻背过身去，不看水濑的方向。

  　突如水瀬が、うちの教室の戸を開けて結構な大声で俺の名を呼んできたので反射で変な声を出してしまった。汚い声って言うな。咄嗟に俺は水瀬のいる方から身を背ける。

  

  

  「谢谢。喂——小依依」

  「ありがと。おーい、小依ちゃん」

  「哇——！不、不要随便进入其他班级啦——！」

  「わー！　た、他クラスに勝手に入るなー！」

  「小学……？有什么关系嘛，比起那个今天一起吃」「闭嘴白痴笨蛋蠢货！！！」

  「小学校……？　いいだろ別に、それより今日は一緒に食べ」「黙れぼけあほたこかす！！！」

  「今天最大的声音呢」

  「今日一の声が出たねもかち」

  「对啊——我大概猜到了。」

  「ねー。なんとなく察しが着いたわ」

  

  

  　水濑向坐在靠走廊的男生询问我的存在，确定了我的位置后，大摇大摆地走进教室，朝我走来。感觉她会说些多余的话，所以我大声盖过了她的话。

  　廊下側の際の席に座っていた男子に俺の存在を訪ね、居場所を特定した水瀬がズケズケと教室の敷居を跨ぎ俺の所まで歩いてきた。余計な事を言われそうになったので大声でかき消す。

  

  

  「身体已经没事了吗？」

  「もう体調は大丈夫なの？」

  「我、我没事所以才来学校了啊！」

  「だ、大丈夫だから学校来たんだろ！」

  「真的吗？昨天发生了那种事，我很担心你呢。」

  「本当？　昨日の事があったから心配だよ」

  「喂，你别多嘴。」

  「ちょっ、お前余計な事」

  

  

  　就算想阻止也已经晚了。听到水濑的话，班上几个同学开始说起了「昨天的事？」和「她和那个男生发生了什么吗？」之类的传言。

  　止めようとしても時すでに遅し。水瀬の言葉を聞いたクラスメートのうち数名が「昨日の事？」とか「あの男子と何かあったのかな」といった噂話をし始めたのが耳に入ってきた。

  

  　我抓住水濑的手，强行把她拉到教室外面。虽然身后两人悠闲地说着「慢走～」，但不用看她们的脸也知道她们在偷笑。

  　俺は水瀬の手を掴み、強引に教室外まで引っ張る。後ろで二人が「いってら〜」と呑気な事を言っていたが、その声には顔を見なくても分かるぐらいのニヤけのニュアンスが含まれていた。

  

  　虽然她们两人当然不用说，感觉还有几个同学误会了，必须尽快解开误会，但水濑在的话感觉又会被说些多余的话，所以现在就先让她随便说吧，我把水濑带到走廊的角落。

  　二人は勿論、数名のクラスメートに誤解されてる気がするのでそれを1秒でも早く解く必要があるのだが、水瀬が居たままだとまた余計な事を言われそうなので今だけは好き勝手言わせる事にして、俺は廊下の角まで水瀬の事を連行する。

  

  

  「你、你啊！真的别做多余的事！」

  「お前っ、お前なぁ！　余計な事するなってまじで！」

  「多余的事？是指什么？」

  「余計な事？　というのは」

  「别突然来教室啊！」

  「いきなり教室来るなよ！」

  「不行吗？」

  「駄目なん？」

  「不行！会、会被说些不必要的闲话！」

  「駄目！　い、いらぬ噂を立てられる！」

  「闲话的话，只要说明和事实不同不就好了」

  「噂なら事実とは異なりますって説明すればいいだけなのでは」

  「病毒的感染是转眼间的事！为什么你不懂啊！高中生不都像CP厨一样吗！！」

  「ウィルス感染はあっという間なの！　なんで分からないかなぁ！　高校生なんて皆カプ厨みたいなもんだろ！！」

  「CP厨是指？」

  「カプ厨とは」

  「你连这种网络用语都不知道吗，真是不谙世事！！那你来干什么！！话说你怎么知道我来学校了！」

  「そんなネット用語も知らないのかよ世間知らず！！　で、何しに来たの！！　てかなんで俺が学校来たの知ってんだよ！」

  「我听田中说的」

  「田中から聞いた」

  「那家伙……！！」

  「あいつ〜……！！」

  

  

  　田中那家伙，居然在本人不知道的地方给我搞这种飞机！！！之后绝对要找他算账！！

  　本人のあずかり知らぬところでなんて事やってくれてんだよ田中の野郎〜！！！　後で絶対詰めてやる！！

  

  

  「那你来干什么！」

  「で、何しに来たの！」

  「没，现在是中午，所以想来邀请你一起吃饭」

  「いや、お昼だし一緒にご飯でもって誘いに来たんだよ」

  「别来啊！」

  「来るなよ！」

  「不行吗！？」

  「駄目なん！？」

  「不、不是不行……」

  「だっ、駄目っていうか……」

  

  

  　我支支吾吾起来。

  　そこで言い淀む。

  　不，对我来说，虽然只是以微米为单位的微小感情，但也不是不想和她一起吃饭。但就算这样，我也没想到她会直接过来，而且突然过来对心脏也不好。

  　いや、俺としては、まあ、ミリ単位のほんのちょっぴりな感情ではあるが、まあ一緒に食べたくも、なくもなくもなかった訳だが。それでもだ、直接来られるとは思ってなかったしいきなりは心臓に悪いっての。

  

  

  「那今天就分开吃饭？」

  「じゃあ、今日はご飯別々で食べる？」

  「…………不，既然你都来了，那一起吃吧。但就算这样，你直接过来还是让我很困扰啊！」

  「…………いや、折角来たんなら一緒に食べるけどさ。それでも直で来るのは困るというか！」

  「因为我发了LINE，你也没回我」

  「だってLINE送ったのに返信来ないし」

  「那是因为我在想怎么回……不对，我没看。诶，你发了LINE啊，我第一次知道」

  「それは文章考えててっ……違う、見てなかった。へぇLINE送ったんだ初知り」

  「你都已读了」

  「既読ついてますけど」

  「我没已读啊？」

  「ついてないよ？」

  「要看我的手机吗？」

  「僕の画面見る？」

  「不用了」

  「いいです」

  「你看」

  「ほら」

  

  

  　我都说不用了，水濑还是把自己的手机屏幕给我看了。我知道啊，已读了。我就是知道才装傻的，你总该明白吧。

  　いいですって言ってるのに水瀬は自分のスマホの画面を見せてきた。知ってるわ、既読が付いていることぐらい。知った上でとぼけたんだよ、分かるだろ流石にそこは。

  

  

  「你果然还在为昨天的事生气？」

  「やっぱり、昨日の事まだ怒ってる感じ？」

  

  

  　我先回教室拿了午饭，然后和水濑一起去了老地方。刚坐下，水濑就主动向我搭话了。她指的是昨天我莫名其妙发火，把桃果和她赶走的事吧。

  　一度教室にトンボ返りして飯だけ回収しつついつもの場所に水瀬と移動して一息つくと、水瀬の方から会話を切り出してきた。昨日の事、俺が謎ギレをして桃果と水瀬を追い返してしまった話か。

  

  

  「我没生气」

  「別に怒ってない」

  「啊，听你这口气，还在生气呢」

  「あ、その口ぶり。まだ怒ってるね」

  「都说没生气了。而且我也没理由生气啊」

  「怒ってないって。てか、怒る理由なんかないし」

  「但你就是生气了」

  「でも怒ってる」

  「都说没生气了！」

  「怒ってないっちゅーに！」

  「真的？」

  「本当？」

  「……真的」

  「……本当」

  

  

  　我一边回答水濑的问题，一边把食物往嘴里送。便利店的菠萝面包真好吃。既饱腹又美味，☆5。

  　水瀬の問いに返しつつ食料を口に運ぶ。コンビニのメロンパンうまし。腹も膨れるし満足度高め、☆5です。

  

  

  「……那个，小依，对不起」

  「……なんか、ごめんね小依くん」

  「为什么道歉」

  「なにが」

  「虽然我自己也不太清楚，但好像在无意识中伤害了小依」

  「自分でもよく分かってないけど、なんか無意識にうちに小依くんの事傷つけてたみたいだしさ」

  「我没被伤害」

  「別に傷つけられてないです」

  「是吗」

  「そうかなぁ」

  「我既没被伤害，也没必要在意。好了，快吃饭吧」

  「何も傷ついてないし、何も気にする必要なんかないし。いいからご飯食べちゃいなよ」

  「嗯……」

  「んー……」

  

  

  　水濑一脸无法释然的样子，开始动起了筷子。要是她能老实地承认自己伤害了我，我吃饭时也能更顺口一些。但说到底，我自己也不明白自己为什么会发火，所以也没法说“我被伤害了”。所以她不用在意，那天我运气不好，不知为何心情很不好，这样解释就行了吧。

  　釈然としない様子で水瀬も箸を進める。素直に傷つけられたって認めればもっとスムーズに食事もできるのだろうが、結局の所俺自身が何故キレてしまったのかについて分かっていないのだからこちらから「傷ついた」と言えるはずもない。だから気にしなくてもいいのだ、その日は運悪く何故か俺が不機嫌だった、それでいいだろ。

  

  

  「……小依」

  「……小依くん」

  「嗯」

  「うん」

  「小依，你有喜欢过别人吗？」

  「小依くんは、人を好きになった事はある？」

  「啊？怎么突然问这个」

  「は？　なに急に」

  「只是闲聊而已」

  「ただの雑談だよ」

  「闲聊的第一步就是恋爱话题吗」

  「雑談の一歩目が恋愛系かよ」

  「不想说吗？」

  「話したくない？」

  「也不是不想说……」

  「話したくないわけじゃないけど……」

  「那就说说嘛」

  「なら話してよ」

  

  

  　不知为何，水濑一脸认真地问我。怎么突然问这个，真是个奇怪的家伙。

  　何故か水瀬は真剣な面持ちでそう訊いてきた。なんだよ急に、変な奴。

  

  

  「当然有啊，喜欢过别人」

  「そりゃ、あるよ。人を好きになった事ぐらいは」

  「嘿，什么时候的事？」

  「へぇ。いつぐらいの時？」

  「呃……嗯，小学的时候吧？」

  「えぇー……んー、小学生の時とか？」

  「这样啊！」

  「そうなんだ！」

  「啊，顺带一提，当然是喜欢女生。毕竟我那时候比现在更像男生」

  「あ、ちなみに勿論女子だからな。当時は今以上にバリバリ男だったんで」

  「我知道。那是初恋吗？」

  「分かってるよ。それが初恋？」

  「嗯，是初恋」

  「うーん、そうだね。それが初恋」

  「这样啊」

  「そっか」

  

  

  　我们之间稍微停顿了一下。我完全不知道水濑在想什么，所以继续吃饭。男女之间聊恋爱话题也挺奇怪的，我只和女生聊过这种话题。

  　少し間が空く、水瀬が何を考えているのか全く分からないので、構わず食事を進める。男女で恋愛話ってのも妙な話だよなー、女子としか話した事ないぞそんな話題。

  

  

  「那你呢？有喜欢过别人吗？」

  「水瀬はどうなのさ。誰かを好きになった事あるの？」

  「没有，所以我才没和别人交往过」

  「無かった、だから誰とも付き合わなかったんだし」

  「突然炫耀自己受欢迎吗？讨厌的家伙」

  「急にモテ自慢ですか。嫌な奴」

  「我哪有受欢迎！？」

  「モテる訳では無いよ！？」

  「谁知道呢。田中君都说你是个好物件了」

  「どうだか。田中くんはお前の事好物件って言ってたし」

  「男人说的受欢迎根本不可信」

  「男の言うモテるモテないはそんな信用出来ないって」

  「是吗？啊，但你前几天不是被告白了吗？」

  「そうなん？　あ、でもつい先日告白イベントあったやんけ」

  「那是……」

  「あれは……」

  「我还听说你被告白过好几次，说不受欢迎的话和事实对不上啊」

  「他にも告られたエピ何回か聞いた事あったし、モテるわけではないってセリフには整合性がありませんなぁ」

  「要这么说，小依你不也是被告白过很多次吗？」

  「それを言ったら小依くんこそ告られまくりじゃんか」

  「才没有很多次！？而且我也没说自己不受欢迎……我们刚才在聊什么？」

  「まくってはないな！？　てか俺はモテないと言ったつもりはないし。……何の話だっけ？」

  「在聊你有没有喜欢过别人」

  「人を好きになった事あるのかって話だよ」

  「啊，这个啊。水濑说没有吧。那你现在有喜欢的人吗？」

  「あー、それな。水瀬、無かったって言ってたよね。今は誰か好きな人いるの？」

  「……大概有」

  「……多分」

  「大概有？这是你自己的感情吧」

  「Maybeな事ある？　自分の気持ちだろ」

  「因为没有前例，所以没有确凿的证据」

  「前例が無いから確証が持てないんだよ」

  「什么啊。你对那个人是怎么想的？」

  「なんだそりゃ。どんな風に思ってるのさ、その相手の事」

  「……嗯」

  「……うーん」

  

  

  　水濑摆出一副沉思的样子。她思考了很久，不知不觉间，第五节课的铃声就快响了。

  　水瀬は深く考える仕草を見せる。長い長い思考、そうこうしている内にもうじき5限目が始まるチャイムが鳴る。

  

  

  「差不多该回教室了，快点回答」

  「そろそろ教室戻らないとだ、早く答えろよ」

  「嗯……我不能告诉你」

  「うーん……小依くんには言えないかな」

  「啊？不能告诉我？为什么？」

  「は？　俺には言えない？　なんで」

  「为什么啊。要解释的话就本末倒置了」

  「なんで、か。それを説明すると本末転倒というか」

  「啊？？？……你在打哑谜吗？」

  「は？？？　……謎かけ？」

  「某种意义上来说是的。从水濑君的角度来看」

  「ある意味そうかも。小依くん視点では」

  「你在说什么啊？」

  「何言ってんのお前？」

  「真的，我在说什么啊。怎么说呢，因为我的心情还没整理好，所以也不知道该怎么说……」

  「本当だ、何言ってんだろ僕。なんていうか、まだ気持ちがまとまらないから言い方も定まってないんだよな……」

  「这样啊。真不容易啊。不过，我姑且也能理解男人的这种纠结，所以给你个建议吧。我觉得，如果觉得可能喜欢的话，最好先去追一下」

  「そうですか。大変だねー。ま、男のその葛藤は俺も一応分かるから助言しとくわ。好きかもしれないって思ったらとりあえずアタックはしておいた方がいいと思うぞー」

  「我知道了」

  「分かった」

  

  

  　水濑说完就站了起来，向我伸出了手。虽然不需要，但机会难得，我就握着他的手站了起来。

  　水瀬はそう言うと立ち上がり、俺に手を差し伸べてきた。別にいらないのだが、折角だからその手を取って立ち上がる。

  　我和水濑牵着手呆站了一会儿。不管过了多久，水濑都没有放开手。蝉鸣声和校舍内的声音奏出了一段不错的背景音乐。真是和平。

  　しばらく水瀬と手を繋いだまま立ち尽くす。いつまで経っても水瀬は手を離してくれない。セミの鳴く声と校舎内の声がいい感じのBGMを奏でている。平和だ。

  

  

  「如果思考时间会很长的话，下次再继续吧。啊，不过我很在意对方是谁。至少告诉我这个吧」

  「思考が長引きそうなら話の続きはまた今度にしようぜ。あっ、でもその相手が誰なのかは気になるな。それだけ聞かせろよ」

  「……水濑君」

  「……小依くん」

  「嗯」

  「はい」

  「不是这个。水濑君」

  「そうじゃなくて。小依くん」

  「嗯？……嗯，我是水濑」

  「はい？　……はい、小依ですけども」

  「不是这个！嗯……这真是没完没了啊！」

  「そうじゃなくて！　うーむ……果てしないなこれ！」

  「什么啊？？？」

  「なにが？？？」

  「再继续说下去的话感觉会陷入泥沼，今天就到此为止吧！这个话题就到此为止！」

  「これ以上下手なのと言うのは泥沼になりそうなので今日はやめにしよう！　この話はやめだ！」

  「你煽动我下次再继续的技巧也太高超了吧。我这边什么重要的情报都没得到啊」

  「次回への扇動が上手すぎるだろ。何も重要な情報得られなかったんだけどこっち」

  「你已经得到了！」

  「得てはいるんだけどね！」

  「嗯，你在说什么啊。你今天日语的语法也太奇怪了吧」

  「うん何言ってんのお前。ちょっと今日日本語の組み立て方が不思議すぎるぞ」

  「与其说是我，不如说你迟钝的程度也是原因之一！！」

  「僕というか、そっちが鈍感のレベル相当高水準なせいなのも一因としてあるのですが！！」

  「迟钝！？我吗！？你有给我什么有用的提示吗！？我觉得从你的话里得到的情报量真的很少啊！？」

  「鈍感！？　俺が！？　有益なヒントとか出てたかなぁ！？　お前の言葉から得られる情報量まじでごく少数だったと思うけどな！？」

  「在那少数的情报中就有决定性的提示啊！」

  「その少数の中に決定的なヒントがあるんだよ！」

  「诶……？」

  「えぇ……？」

  「算了！总之先进校舍吧，第五节课迟到有点不妙啊，会变成两倍分数的」

  「もういいから！　とりあえず校舎入ろ、5限目遅刻はちょっとやばいよ、ダブルスコア持ちになってしまう」

  「你就去刷新世界纪录吧」

  「ワールドレコード更新していけ」

  「我不要得到退学这个镀金的奖牌！」

  「退学という金メッキのメダルを獲得してしまうので嫌です！」

  「好耀眼啊。好了，快点回教室吧——」

  「輝かしいなあ。ほら、急いで教室戻るぞー」

  

  

  　我拉着水濑在走廊上跑着说道。下一节是体育课，所以我需要换衣服。我没有时间浪费，所以要从容地行动。

  　水瀬を引っ張り廊下を走りながら言う。次は体育なのでこちらには着替え時間が必要だ。時間を無駄に過ごすような余裕は無いのでな、ゆとりを持って行動するぞ。

  

  

  「那么，待会儿见——」

  「それじゃ、また後でなー」

  「……嗯」

  「……うん」

  

  

  　分别之际，我无视水濑那副欲言又止的样子，加快了奔跑的速度。这个时间教室里应该没人，要不就在教室换衣服吧？不过要是发生事故就麻烦了，但是更衣室又有点远……。

  　別れ際、やはり歯切れの悪そうな様子を見せる水瀬を尻目に走る速度を上げる。この時間なら教室に誰もいなさそうだし教室で着替えちゃうか？　それはでも事故起きたらえらいこっちゃか、でも更衣室まで距離があるからなぁ……。

  

  

  「小依！」

  「小依ちゃん！」

  「嗯，怎么了？」

  「っ、なにー？」

  

  

  　水濑从背后大声地叫了我的名字，我停下脚步看向她。

  　背後から水瀬に名を大声で呼ばれたので立ち止まり水瀬の方を向く。

  

  

  「因为是小依我才说的！」

  「小依ちゃんだからな！」

  「什么？」

  「なにがー？」

  「没什么！」

  「なんでも！」

  「杀了你哦？只是叫名字又不说话，那家伙逃走了吗？」

  「殺すぞー？　名前だけ呼んで要件無しはっ、逃げやがったかあいつ」

  

  

  　水濑不等我回答就走进了教室。到底怎么了，完全搞不懂。

  　俺の言葉を待たずに水瀬は教室に入っていった。なんなんだ一体、意味が分からん。

  　没能进行像样的交流，午休时间就结束了。完全不知道水濑想表达什么，如果要恋爱咨询的话，希望她能更有条理地说出来。

  　コミュニケーションらしいコミュニケーションを取ることが出来ずに昼休憩の時間は終わった。全くもって水瀬の伝えたい事は何も分からなかった、恋愛相談するならもっと筋道立てて喋ってほしい所だ。

  

  

  「……那家伙也有喜欢的人啊」

  「……好きな人、いるんだな。あいつにも」

  

  

  　我用谁也听不到的声音小声嘟囔着，不知为何胸口附近有点痛。不是物理上的痛，而是内心深处的某个东西被紧紧勒住的痛。我也不知道这是怎么回事，所以就无视了，拿着体操服跑向了更衣室。

  　ふと、誰にも聞こえないくらい小さな声でそう呟くと何故か胸の辺りが痛くなった。物理的な意味でなく、もっと奥底の小さな何かが締め付けられるような痛さだった。これについてもなんなのかはわからないからスルーし、俺は体操服を持って更衣室へ走るのであった。

 
  44話「感情オンオフの瞬発力半端ない」

  第44话「感情开关的瞬间爆发力真不是盖的」

  　社团活动结束后，我们用耙子将被弄得乱七八糟的操场整平，然后一边和社团的伙伴们进行着毫无意义的对话，一边走向麦当劳。这时，我远远地看见了独自一人吃着鸡块的冬浦小依。

  　部活で荒れた運動場をトンボで均し終え、同じ部の仲間達と脳死で会話を交わしながらマクドナルドに歩いている最中、一人でナゲットを摘み食べていた冬浦小依の姿が遠目に映った。

  

  

  「啊，是冬浦。」

  「あ、冬浦だ」

  

  

  　其中一位伙伴发现了冬浦，于是出声说道。冬浦似乎没有注意到我们，视线一直落在手机上。

  　連れの一人が冬浦に気付き声を上げた。あちらは俺達の存在に気付いておらず、スマホに目線を落としたままである。

  

  

  「你一看到冬浦，注意力就马上被她吸引过去了呢。你喜欢她吗？」

  「お前冬浦の事となると一気に意識がそっちに向くよな。あいつの事は好きなん？」

  

  

  　另一位伙伴调侃道。最先发现冬浦的伙伴半笑着否定：「才不是咧。」然后继续说：

  　連れのもう一人がからかうように言う。冬浦の存在を一番に知らしめた連れは「ちっげーわ」と笑い半分で否定しつつ、言葉を続ける。

  

  

  「虽然不喜欢，但还是会注意到她啊。那家伙长得超可爱的。」

  「好きでは無いけど意識は向くだろ。あいつ顔ばり可愛いやん」

  「脸是很可爱啦，可是她……」

  「顔はな。でもさ、あいつって」

  

  

  　伙伴们开始一如往常地谈论起冬浦是个什么样的人，语气中带着一丝轻蔑。

  　小馬鹿にするようなニュアンスを匂わせながら、いつも通り冬浦がどういう人間なのかという談義が始まる。

  　明明没有人真正了解冬浦，他们却毫不怀疑地讨论着她是不是在做援助交际，或是和老师有一腿等低俗的臆测。我也配合着他们，随便附和几句。

  　誰も冬浦の事をよく知りもしないのに、援助交際をしまくっているだの教師とやってるだの、下卑た憶測を疑いもしない様子で言い合う。俺もそれに合わせて適当に相槌を打つ。

  

  　如果我们的交情很好，我就会帮冬浦说话，但很不巧，我们的交情并没有那么好，我也没有义务帮她说话。而且，我跟这群伙伴之间有交情，所以没有理由特地破坏这个圈子。

  　仲が良ければ彼女を庇うのだが、生憎そんなに仲が良くないし庇う義理もなく、関係値があるのはゲス話しているこちら側なのでわざわざ輪を乱す理由がない。

  

  　就算他们说冬浦的坏话，我也不会感到不快，而且他们说的也不是会对她造成危害的内容。只要不被本人听到，应该就没问题了吧。

  　あいつがどう言われようと不快な気分になる訳でもないし、加害しようって内容の話でもないしな。本人に伝わらなければ問題もないだろう。

  

  

  「话说回来，田中你跟冬浦同班对吧？你有听说过什么吗？」

  「てか田中って冬浦と同じクラスなんだよな。なんか知らねーの？」

  「我？什么是指什么？」

  「俺？　なんかってなんだよ」

  「关于冬浦的传闻。像是她跟老师有一腿，或是跟学长有一腿之类的。」

  「冬浦にまつわる噂。教師とやりまくってる、上級生とやりまくってるとか」

  「你们就只对有一腿的话题感兴趣吗？」

  「やりまくってる話しか興味無いのかよ」

  「那当然啊。她绝对是有那方面的隐情吧。」

  「当たり前じゃん。絶対そっち系の訳ありでしょ、あれ」

  「那方面啊……」

  「そっち系ねぇ……」

  

  

  　我没想到话题会转到我身上。

  　ここで話を振られるとは思わなかったな。

  　该怎么说呢？她之所以会被贴上「有病」的标签，主要还是因为当她把头发盘起来时，耳朵上可以看到好几个耳洞，还有舌头裂开，以及到了夏天也一直穿着长袖等外表上的资讯。

  　どうなんだろうか。メンヘラっぽいというレッテルを貼られている理由って単に髪を上げた時とかに見えた耳にバチバチとピアス穴が空いていた事とか、舌が裂けている事とか、夏になってもいつも長袖を着ているからという外見情報から来てるのが大きいからな。

  

  　她本人非常普通，看起来也没有特别可疑，所以我并没有打算去探究她的过去。我告诉他们，我没有任何可以提供的话题。

  　本人は至って普通というか、特に怪しい感じにも見えなかったから過去を詮索しようとも思わなかった。出せるネタなんて皆無だと伝える。

  

  

  「对了，昨天学长传了这个视频给我，你们觉得怎么样？」

  「そういえばさ、昨日先輩からこんな動画送られてきたんだけどどう思う？」

  

  

  　点完餐，等待食物上桌的时候，坐在对面的男人拿出手机放在桌上。

  　注文を済ませ、テーブルに食べ物が来るのを待っている時に対面に座る男がスマホを出し机の上に置いた。

  

  　画质很粗糙，而且视频本身是在昏暗的地方拍摄的，所以看不太清楚，但视频里可以看到两个男人正在强奸一个女人。

  　画質は荒いし映されている動画自体が暗所で撮られたものだったのでよくは分からないが、一人の女を男二人で強姦している動画が映されていた。

  

  　女人一边压抑着声音一边哭泣，看起来没有抵抗的意思。她的身体各处都有遭到暴力对待的痕迹，大概是抵抗的话就会被殴打，所以才忍着不出声吧。

  　女は声を押し殺しながら泣きされるがまま、抵抗する意思がないように見える。体の節々には乱暴された跡がある、抵抗したら殴られるから声を出すのを堪えているのだろう。

  

  　她的年纪大概是初中生左右吧。不，看起来更年幼。小学生……？这实在不是看了会让人觉得舒服的东西，应该说看了很不舒服。

  　歳は中学生くらいだろうか。いや、もっと幼くも見える。小学生……？　見ていて気持ちのいいものでは無い、というか気持ち悪い。

  

  

  「竟然找到强奸视频这种恶心的东西……」

  「レイプ動画とかえっぐいの見つけてくるなー……」

  「对吧。这真的让人很倒胃口。为什么学长要给我们看这种东西？」

  「な。流石にドン引きだぜ。なんでこんなん見せてきたん？」

  「不，等一下……你们看。这个场景，不觉得跟冬浦很像吗？这个女生。」

  「いや、ちょっと待ってな……ほら。このシーン、なんか冬浦に似てない？　この子」

  

  

  　给我们看视频的男人暂停了视频，再次让我们看画面。

  　動画を見せてきた男が一度動画を止めて俺達に再び画面を見せてくる。

  

  

  「看不太清楚……不能调整亮度之类的吗？」

  「よく見えねえ……明るさとか調節できねーの？」

  「你们仔细看。」

  「よく見ろって」

  

  

  　我加上「跟冬浦很像」这个情报，再次看向画面……的确很像。不过，长得像的人在这世上多得是，而且画面这么昏暗，根本不可能断定是不是同一个人。

  　冬浦に似ている、という情報を加味した上で再び画面を見る。……似てるな、確かに。でも、似たような顔の人なんてそれこそこの世には何人もいるし、薄暗い画面じゃ同一人物かどうかを断定する事なんて不可能だ。

  

  　话说回来，把长得像同班女生的女人被强奸的视频分享给大家看，这家伙的兴趣也太恶劣了吧。这已经超出底线了，周围的人应该会退避三舍吧。

  　ていうか、同級生の女子に似てる顔の女がレイプされてる動画を共有するとかこいつ趣味悪いな。これはライン超えてるだろ、周りにドン引かれる流れだぞこれ。

  

  

  「的确很像。应该说，就是本人吧？」

  「確かに似てるな。てか、本人なんじゃね？」

  

  

  　咦？好像不是退避三舍的走向。

  　あれ。引く流れじゃないみたいだ。

  

  

  「对吧！绝对是她吧，因为那家伙一直穿着长袖，大概是为了遮住割腕的痕迹吧？然后一想到她为什么要割腕的话……」

  「だよな！　絶対そうだよな、だってあいつがずっと長袖なのって多分リスカを隠してるからだろ？　なんでリスカしてるかって考えたらさ」

  「！连起来了！」

  「！　繋がったな！」

  「就是这么回事！因为这起强奸事件，她才开始变成神经病的。绝对是这样。」

  「そういう事よ！　このレイプ事件が原因でメンヘラデビューしたってわけ。絶対そうやろ」

  「福尔摩斯！100％是这样！」

  「ホームズやん！　100それだわ！」

  「糟糕～我拿到不得了的东西了，也传给我那个视频吧。」

  「やべぇ〜。とんでもない代物を手に入れたな、俺にもその動画送れよ」

  「免费的？」

  「タダで？」

  「你这家伙竟然要收钱！？那下次我请你吃麦当劳。」

  「きっしょ金取んのお前！？　じゃあ次のマック奢るから」

  「你太拼命了，你才恶心呢。」

  「必死すぎお前の方がきっしょいわ」

  

  

  　喂，真的假的。除了我以外的所有人都把视频里的少女和冬浦联想在一起了。不仅如此，他们还互相传视频。真的假的……

  　おいまじか。俺を除く全員がこの動画の少女に冬浦を結びつけたぞ。それどころか動画送り合ってるし。まじかよ……。

  

  

  「田中呢？」

  「田中は？」

  「什么啦。」

  「なんだよ」

  「视频。你不要吗？」

  「動画。いらねーの？」

  「我才不要！？光是持有这种恶心的色情视频就是犯罪了吧！」

  「いらねーよ！？　そんな胸糞悪いポルノ、持ってるだけで罪だろ！」

  「话是这么说，但这女孩超可爱的，可以打手枪，你就收下吧。」

  「とか言っちゃって、この女の子めっちゃ可愛いし抜けるから貰っとけって」

  「不用了。看了那种东西，只会让人萎掉。」

  「いいって。萎えるわ、そんなの見てても」

  「是吗？」

  「そうかあ？」

  

  

  　打算把视频传给我的男生一脸无法接受的样子，放下了手机。他真的以为我会想要这种东西吗？我可没办法把这种东西当作话题来开玩笑。

  　動画を送ろうとしてた男は腑に落ちない感じでスマホを取り下げた。本気でそんなもの欲しがると思っていたのかよ、流石にこんなのをネタにするなんて便乗出来ないって。

  

  　因为不是什么看了会开心的东西，我努力地把刚才看到的视频从脑海中消除。为了转移注意力，我把视线从朋友身上移开，结果冬浦开始移动，摇晃的裙子在视野中一闪而过。

  　見れたものではなかったため、目に焼き付いた先程の動画の様子を脳内から消去するのに努める。意識を逸らすために連れから視線を外していたら、移動を始めた冬浦の揺れ動くスカートが視界にチラッと映った。

  

  　我的视线不由自主地移到她的脸上……经他们这么一说，我越想越觉得视频里的少女和冬浦很像。但那一定只是记忆补强了这个事实而已，如果不这么想，我脑中的色情就会被转换成血腥。认识的人被强奸，这可不好受……

  　勝手に視線が彼女の顔の方に移動する。……言われてみれば確かに、思い返すと益々冬浦に似ていた気がしてきた。けどきっとそれは記憶がそう補完しているだけに過ぎない、そう思わないとちょっと脳内のエロがグロに変換されてしまう。知り合いがレイプされてるのはきついぞ……。

  

  

  「话说回来，如果这是冬浦的话，只要用这个威胁她，她就会任我们摆布了吧？」

  「てかさ、仮にこれが冬浦だとしたら、これ使ってゆすればやらせてくれるんじゃね？」

  

  

  　其中一个朋友说出充满恶意的话。其他人也附和着说「确实如此」。虽然也有人提出反对意见，但威胁冬浦的意见占了多数。

  　連れの一人が、悪意に満ちた発言をする。他の連中も同様に確かに、と相槌を打っている。それは流石に、と言って反対意見を出す奴もいはしたが、冬浦を脅そうという意見がマジョリティに傾いていた。

  

  　他们是不是疯了啊？虽然他们平时确实会说些下流的话，但还是第一次说得这么具体。为什么只有在谈论冬浦的时候会变成这样？

  　どうかしてるんじゃないだろうか。普段から確かに下品な会話はしてはいるものの、ここまで具体性を持った話になったのはこれが初めてだ。どうして冬浦関連の話の時に限ってこんな流れに？

  

  　和冬浦关系好的人，除了别班的水濑之外，就只有女生了。而且还是其中一部分，几乎都是我们班上的辣妹或中心人物，有三分之二的女生都讨厌她。

  　冬浦と仲の良い人間は他クラスの水瀬を除くと女子だけだ。それも一部の、うちのクラスで言うギャルポジションとかほぼ中心人物になってる子らだけで、三分の二くらいの割合で女子連中に疎ましく思われてる節あるんだよな。

  　如果这种事传开了，我们班对冬浦来说，就会变成一个很不自在的空间。

  　もしこんなのが拡散されたら、うちのクラスは冬浦にとって居心地の悪い空間になる事は自明の理だ。

  

  

  「你们几个，别做这种蠢事啦。真的会无法挽回的。」

  「お前ら、そんな馬鹿げた事やめろよまじで。取り返しつかんくなるって」

  

  

  　因为话题越来越往不好的方向发展，我插嘴说道。他们平时就算说些下流的话，也只会附和或笑一笑，所以他们应该很意外吧，原本兴致勃勃的三个人一脸扫兴地敷衍说：「当然是开玩笑的啊。」

  　どんどん悪い方に話題の舵が切られていたので口を挟む。普段は下品な話をしても相槌を打ったり笑ったりしているだけだったから意外に思ったのだろう、盛り上がってた三人は白けた様子で「冗談に決まってるやん」と言い繕っていた。

  

  　如果是开玩笑的话，那就算了。如果真的是开玩笑的话。

  　冗談なら別にいい、本当に冗談だったのなら。

  　但是，刚才的热烈讨论和现在的冷场相比，我实在不觉得那是在开玩笑。话虽如此，如果他们说是在开玩笑，之后不把变差的气氛恢复正常的话，关系就会变得很尴尬，所以我装出一副安心的样子说：「就是说啊。那就好～」，然后像平时一样，任由脊髓反射的脑死对话进行下去。

  　でも、さっきの盛り上がりようと今の白け方を比べてみるとどうしても冗談だった風には思えなかった。とは言え冗談だと口にされたらそれ以降は悪くなった空気を正常化させないと関係が拗れるので、俺は「だよな。なら良かったわ〜」と安心した様な素振りを見せつつ、いつもするような脊髄反射の脳死トークに身を任せた。

  

  　……既然是学长传来的，那部视频很有可能已经扩散到学校里的好几个人了。希望今后冬浦不会发生什么事。

  　……先輩から送られてきたってことは、あの動画は学校内の人間複数人に拡散されてる可能性が高いよな。今後、冬浦の身に何も起こらなければいいけど。

  

  

  

  

  「拜拜～」

  「じゃーなー」

  「好～你快点脱离处男吧～」

  「あいよー。とっとと童貞卒業しろよー」

  「吵死了！你去得性病啦，混账渣男！！」

  「うるせー！　性病なっちまえクソヤリチン野郎！！」

  「我暂时没有要做的打算，所以不会得啦～明天见～」

  「当面やる予定ないのでならんね〜。また明日なー」

  「鸡鸡！！」

  「ちんぽっ！！」

  「临别前的气氛太糟糕了。」

  「別れ際が最悪すぎるな」

  

  

  　和一直在一起的朋友道别后，我独自走在游步道上。穿过自然中的人工红砖道，走过架在可以看到鲤鱼的池塘上的桥，我看到一个穿着同校制服的女生坐在长椅上。

  　最後まで一緒にいた連れと別れ、一人遊歩道を歩く。自然の中に造られた人工的なレンガ道を抜け、鯉の見える池の上に架かった橋を渡ると同じ学校の制服を着た女子がベンチに座ってるのが見えた。

  

  

  「这不是田中同学吗？」

  「田中くんじゃん」

  

  

  　坐在那里的女生是冬浦。她单手拿着插着吸管的营养饮料，注意到我的存在。话说我们刚刚才在麦当劳遇到，今天遇到的概率还真高。

  　座っていた女子は冬浦だった。彼女は飲み口にストローを突っ込んだエナドリを片手に俺の存在に気付いた。てかさっきマクドナルドで遭遇したばかりだし、今日はやけにエンカウント率高いな。

  

  

  「你在这里做什么？」

  「なにしてるん、こんな所で」

  「我在等水濑下班。」

  「水瀬のバイトが終わるの待ってる」

  「水濑？那家伙有在打工啊？」

  「水瀬？　バイトしてるんやあいつ」

  「嗯——在大马路旁的破旧书店。」

  「んー。大通り沿いのボロ本屋にいるよ」

  「哦，我不知道。冬浦，你等一下要和那家伙一起玩吗？」

  「へぇ知らんかった。冬浦ちゃん、この後あいつと遊ぶん？」

  「咦？没有啊。」

  「え？　別に」

  「那你为什么要等她……？」

  「なんで待ってるの……？」

  「每天的例行公事？」

  「日課？」

  「每天的例行公事？等那家伙？」

  「日課なの？　あいつを待つのが？」

  「嗯。她说一个人回家路上很无聊。」

  「まあ。一人だと帰り道暇だって言うから」

  「所以你才特地陪她啊。」

  「わざわざ付き合ってやってんだ」

  「因为我很温柔！」

  「私は優しいからな！」

  

  

  　她自信满满地说道。因为很温柔，所以能在对方下班前一个人打发时间吗？如果是我，绝对不会把这当成每天的例行公事。如果要一起回家，顶多是自己的行程和对方的下班时间重叠的时候吧。

  　彼女は自信満々にそう言った。優しいからって理由だけでバイト上がるまで一人で時間潰してやれるもんなのだろうか。俺だったら絶対日課にはしないけど。一緒に帰るとしたらこっちの予定と相手のシフト上がる時間が被った時くらいだろ。

  

  

  「话说回来，你可以在她打工的地方等她吧？」

  「てかそれならバイト先で待ってりゃよくね？」

  「这可难说。」

  「それはどうでしょう」

  「你被禁止进入吗？」

  「出禁にでもされてんの？」

  「才没有！」

  「されてないわ！」

  「那你就在她打工的地方等她啊。」

  「じゃあバイト先で待ちなよ」

  「一、一个人长时间待在店里，什么都没买，感觉、感觉很那个吧！」

  「ひ、一人で長時間何も買うことなく店の中に居座るのはなんか、なんかだろ！」

  「不会啦。书店这种地方本来就允许长时间待在店里。」

  「気にしないやろ。本屋なんて長居前提みたいな所あるじゃん」

  「对店员来说很困扰吧。」

  「店員からしたら迷惑でしょ」

  「我们认识，没关系吧？」

  「知り合いなんだしいいやん？」

  「……」

  「……」

  

  

  　冬浦不再反驳，含住吸管……里面没有饮料吧，吸管的颜色没有变化。

  　冬浦は反論を辞め、ストローを咥えた。……中身入ってないだろ、ストローの色変わらないんですけど。

  

  

  「我可以坐你旁边吗？」

  「隣座ってもいい？」

  「为什么？你不是要回家吗？」

  「なんで。帰るんじゃないの？」

  「天色已经暗了，像冬浦这样的萝莉一个人待在这种地方很危险吧。」

  「もう暗くなってんのに冬浦ちゃんみたいなロリっ子がこんな所で一人で居たら危ないだろ」

  「我们同年，不是萝莉。」

  「同い年ですけどね。ロリではなく」

  「外表是萝莉啊。」

  「見た目ロリじゃん」

  「你是在找碴吗？？？」

  「喧嘩売ってんの？？？」

  「嘿咻。」

  「どっこいしょ」

  

  

  　我一在长椅的空位坐下，她就若无其事地稍微拉开距离。我被讨厌了吗？我受伤了。

  　ベンチの空いている方に腰を下ろしたらさりげなく少し距離を取られた。俺、嫌われてる？　傷付きました。

  

  

  「……你最近和结乃怎么样？」

  「……最近結乃とどうなの」

  「？和结乃？」

  「？　結乃と？」

  「嗯。」

  「うん」

  「什么怎么样，没什么特别的。」

  「どうなのって、別に何も無いけど」

  「你们最近感情很好啊。」

  「最近仲良いじゃん」

  「我们从以前感情就很好……这么说来，我们曾经疏远过一次，但最近又开始聊天了。」

  「昔から仲良いよ。……そういえば、一回疎遠になり掛けてたけど最近また話すようになったかな」

  「哦——就这样？」

  「ふーん。そんだけ？」

  「就这样。」

  「そんだけ」

  「是吗？」

  「そう」

  

  

  　冬浦说完，把手伸进应该放着手机的口袋。这是对话中断，气氛变得尴尬的模式。

  　冬浦はそう言うとスマホの入っているであろうポケットに手を忍ばせた。こーれ、会話が途切れて気まずくなるパターンだ。

  

  　怎么办，虽然没什么话好说，但只是默默地坐在旁边也很奇怪，干脆在她厌烦之前一直跟她说话吧。

  　どうしよ、別に話す事なんか無いけどただ無言で隣に座ってるのもなんか変だしな、鬱陶しがられる寸前まで話しかけまくってやるか。

  

  

  「冬浦酱，你平常都在手机上看什么？」

  「冬浦ちゃんっていつもスマホで何見てんの？」

  「咦？没什么。」

  「え。別に」

  「回答得像垃圾一样。」

  「受け答え一旦ゴミか」

  「什么啦——我并没有特别看什么，而是看各种各样的东西，所以才回答没什么！」

  「なんだよー。別にこれと決まってるわけでもなく色んなの見てるから別にって答えたの！」

  「回答看各种各样的东西，对话才成立啊。你回答没什么，我听不懂你的意思。」

  「色んなの見てるーって答えた方がまだ会話が成立してたって。何見てるのって問いに別には意味分からないやん」

  「你很啰唆耶……哇，这只兔子好可爱。你看这个，很可爱吧？」

  「一々うるさいな……わ、ばり可愛いこのウサギ。見てこれ、可愛くない？」

  

  

  　冬浦一边说一边把手伸过来，让我看手机画面。视频里有一只拼命伸长手脚的兔子，确实很可爱。

  　話しながら冬浦が手をこっちに伸ばしてスマホの画面を見せてきた。手足を懸命に伸ばしているウサギの動画が流れていた。確かに可愛い。

  

  

  「真好～我也想养这种毛茸茸的动物。」

  「いいな〜。こういうモコモコしたやつ飼いたい」

  「你没养宠物吗？」

  「ペットとか飼ってないの？」

  「没养～也没养过～田中同学有养什么吗？」

  「飼ってない〜、飼った事ない〜。田中くんはなんか飼ってんの？」

  「顺带一提，我养过狗和猫。」

  「ちなみに犬も猫も飼ってたりする」

  「真的假的！？两种都有！？好厉害——！」

  「まじ！？　ダブル！？　すげー！」

  「你反应好大。下次要来看吗？」

  「食いつきすごいな。今度見に来る？」

  「不用了。」

  「それはいいや」

  「为什么啊？」

  「なんでやねん」

  

  

  　她立刻拒绝了。我果然被她讨厌了吗？我做了什么吗？除了运动会时摸她头发的事件以外，我想不到其他可能的原因。是那个吗？

  　即断された。やっぱり俺この子に嫌われてる？　何かしたっけな、思い当たる節が体育祭の時の髪触り事件以外無いんだが。それか？

  

  

  「冬浦酱养宠物的话是猫派？还是狗派？」

  「冬浦ちゃんは飼うなら猫派？　犬派？」

  「绝对是猫派。猫超可爱的，好想一直摸它们鼻子下面的肉球。」

  「断然猫派だね。めっちゃ可愛いし、鼻の下のふぐり触りまくりたい」

  「肉球……」

  「ふぐりて」

  「为什么猫的肉球会可爱到让人这么想摸呢？明明人类的人中就不可爱。」

  「なんで猫だとあんなに触りたくなるくらい可愛い形状してんだろうね。人間の人中なんてなんにも可愛くないのに」

  「不用比较吧。猫和人类的可爱方向本来就不同。」

  「そんな比較しなくても。猫と人間じゃ可愛いの方向性がそもそも違うでしょ」

  「这样啊～」

  「そうなんだ〜」

  「可以不要突然失去兴趣吗？」

  「急に興味なくすのやめてくれますか」

  「不是失去兴趣，只是滑手机滑到发呆而已。」

  「興味なくした訳じゃないよ。スワイプしてたからボーっとしてただけだよ」

  「你只会做一件事。」

  「シングルタスクだ」

  「揍你哦。」

  「殴るよ」

  

  

  　她用心不在焉的软弱声音威胁我。她已经习惯一边做其他事一边骂人了吗？和小动物般的外表相反，这女孩其实很凶暴。

  　心ここに在らずといった感じの腑抜けた声で脅しをかけてきた。片手間にそんな事言えるくらい悪態を吐き慣れているのか、ちっこい小動物みたいな見た目に反して結構凶暴だよなこの子。

  

  　她的脸蛋精致到可以当偶像，性格也很好，但不知为何总是被别人避开，原因大概就是这种地方吧。明明有人在旁边，却开始滑手机。

  　アイドル出来そうなくらい顔が整ってて性格も普通に接する分には当たり障りない良い子なのに、どことなく避けられてる理由ってこういう所が原因なんだろうな。人が隣に居るのにスマホを弄り始める辺りとか。

  

  　虽然我不在意，但有些人会因此产生反感。

  　俺は気にしないからいいけど、人によっては反感買う行為だろうし。

  

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　糟糕，对话中断后，我们之间没有话题，陷入沉默。好尴尬。

  　やっべ、一旦会話が途切れたせいで互いに話せる話題なくて無言になっちゃった。気まずくはあるな。

  

  　因为没事可做，我走到桥对面的自动贩卖机买了饮料回来，冬浦还是盯着手机，手指在屏幕上滑来滑去。她维持同样的姿势几十分钟，腰不会痛吗？

  　することも無いので橋の向こうの自販機まで行って飲み物を買って戻ってきたら相変わらず冬浦はスマホに目を落としついついと指を動かしていた。何十分も同じ姿勢で、腰とか痛くならないのだろうか。

  

  

  「欢迎回来。」

  「おかえり」

  「哦。」

  「おす」

  「……」

  「……」

  「啊——冬浦酱会玩游戏吗？」

  「あー、冬浦ちゃんはゲームとかすんの？」

  「会啊——」

  「するよー」

  「什么游戏？FPS？」

  「どんなの？　FPS？」

  「也会玩FPS，不过对战游戏的话，我比较喜欢任天堂明星大乱斗和宝可梦。」

  「もやるけど、対人ゲームだとスマブラとかポケモンとか」

  「你是个很投入的玩家呢。」

  「結構ガッツリゲーマーだな」

  「因为我一直和那家伙一起玩。」

  「あいつとずっと遊んでるもんで」

  「那家伙？水濑？」

  「あいつって？　水瀬？」

  「嗯。」

  「うん」

  「你真的很喜欢水濑呢～」

  「本当に水瀬の事好きなんだな〜」

  「啊？」

  「はっ？」

  

  

  　啊，糟糕。不小心把脑中想的事情说出来了。

  　あ、やーべぇ。つい口滑って頭の中で思ってた事をそのまま言ってしまった。

  

  　我转向冬浦想道歉，她和刚才一样盯着手机，所以只能看到她的侧脸，但露出的耳朵已经变红了。

  　謝ろうと思い冬浦の方を向く。彼女は先程までと変わらずスマホを眺めているので横顔しか見えないが、サラサラの髪が分かれて露出した耳が赤くなっていた。

  

  

  「什么啊，为什么每个人都觉得我、我啊，啊，我喜、喜欢那家伙？真是莫名其妙。」

  「なんなん。どいつもこいつも。なんで俺、おれじゃなっ、あっ、私があいつなんかの事を好きだって思い込んでるわけ？　まじで意味分かんねぇんだけど」

  「你太紧张了吧？你刚才说自己是『我』哦。」

  「テンパりすぎじゃない？　今自分の事俺って言ってたよ」

  「我才没说，你耳朵烂掉了吧，笨蛋去死，笨蛋去死！！！」

  「言ってねえ耳腐ってるだろあほ死っ、クソアホ！！！」

  「哦、哦……？对不起。」

  「おっ、おーう……？　なんかごめん」

  

  

  　气势好惊人。冬浦大声吼完后调整呼吸，小声地说「对不起」，但当我打算说些什么时，她又斜眼瞪我。好可怕。

  　剣幕すごいな。大声を出した後に息を整えると冬浦は小さな声で「ごめん」と言ってくれはしたが、俺がなにか言おうとしたら横目で睨んできた。怖い。

  

  

  「我才不喜欢水濑，别误会了。」

  「私は水瀬の事なんか好きじゃないから。勘違いやめてマジで」

  「对不起，这种问题让你很困扰吧。」

  「ごめんて。そういうのは迷惑か」

  「非常困扰。」

  「大迷惑」

  「你很讨厌水濑，觉得她很困扰对吧？」

  「大嫌いで大迷惑な存在なんでしょ」

  「……这首歌唱得真好，但我没听过这首歌。」

  「……歌うっま。でも知らないしそんな歌」

  「这首歌叫『大困扰星』，要听吗？」

  「大迷惑星って曲。聴く？」

  

  

  　冬浦没有回应，只是默默点头。因为只有耳机，所以我直接用手机播放。

  　冬浦は何も返してこず、ただ黙ってこくりと頷いた。ヘッドホンしかないのでそのままスマホから垂れ流す。

  

  

  「冬浦好像会喜欢这种歌。」

  「冬浦ちゃんってこういう曲好きそう」

  「什么意思？」

  「どういう意味」

  「感觉很像～」

  「雰囲気がな〜」

  「你的意思是失恋歌很适合我？」

  「失恋ソングがお似合いって意味？」

  「某种意义上来说是这样。」

  「ある種そうかも」

  「你是在损我吧。」

  「悪口じゃん」

  「因为……」「因为什么？」

  「だって」「だって何？」

  「别瞪我啦。」

  「睨むなって」

  

  

  　所以才说你的反射速度太快了，动不动就散发杀气，幸好你手上没有刀。

  　だから反射速度イかれてるって。すぐ殺気出すじゃん、手に刃物を持っていなくて本当に良かった。

  

  

  「冬浦有谈过恋爱吗？」

  「冬浦ちゃんって恋愛した事とかあるん？」

  「又是这种问题。为什么男生会这么在意这种事？」

  「またそういう質問や。なんで男がそんなん気にするんだよ」

  「在我之前也有人问过同样的问题。」

  「俺の前にも同じ質問した人いるんだ」

  「嗯。」

  「うん」

  「是同班同学吗？」

  「同じクラスの奴？」

  「…………我不能说。」

  「…………言わない」

  「真可惜。」

  「残念」

  

  

  　感觉有人鼓起勇气向冬浦告白，我本来想问出是谁，但冬浦的警戒心太强了，我决定放弃深究。毕竟我不想折寿。

  　誰かが勇気を出して冬浦にアタックを仕掛けてるみたいだから聞き出してやろうと思ったが、冬浦があまりにも警戒心バリバリだったので深掘るのはやめておいた。寿命縮めたくないし。

  

  　好啦，这段沉默的时间也让我开始觉得难受了。

  　さて、いよいよこの無言の間もしんどくなってきたぞ。

  　这次交谈让我明白一件事，我和冬浦似乎很合不来。既然我说过不能放她一个人，就不能丢下她自己回去。胃好痛啊，冬浦认识的人中有没有刚好路过这里的人呢？

  　今回話してみて分かった事だが、どうやら俺と冬浦は相性がかなり悪いらしい。一人にしたら危ないと言った手前放って帰る事は出来ない。胃が痛いなあ、冬浦の知り合いで誰か丁度いい人、ここを通りがからないだろうか。

  

  

  「话说，我之前回答过那类问题吧。」

  「てか、前に私答えたよね。それ系の質問」

  「是吗？」

  「そうだっけ？」

  「是啊。我说过没交过男朋友。」

  「そうだよ。彼氏作った事ないって言ったじゃん」

  「啊……」

  「あー……」

  

  

  　确实如此，暑假前我问过她。我完全忘了。

  　確かにそうだ、夏休み前に聞いたな。とんと忘れてた。

  

  

  「…………为什么你觉得我喜欢水濑？」

  「…………なんで私が水瀬の事好きだと思ったの？」

  「嗯？正常来看都会这么想吧。」

  「ん？　見てたらそう思うだろ普通に」

  「别开玩笑了。」

  「ざけんな」

  「我没开玩笑，非常认真。」

  「ふざけてねーわ。至って真面目」

  「莫名其妙。」

  「意味分かんない」

  

  

  　结果她自己提起这个话题，这证明她很在意。如果真的没有任何感情，就不会继续这个话题。

  　結局自分からそういう話題を持ってくるのか。気にしてる証拠やん、本当になんの感情もなかったら話を広げようとしないだろ。

  

  　她只是单纯没有自觉吧。虽然她的外表端正到可以当偶像，但性格却有严厉之处，说不定她意外地没有恋爱经验。这么一来，她没有察觉到喜欢这种感情也就可以理解了。

  　単純に自覚してないんだろうな。見た目はアイドル出来そうなくらい整ってるけど性格が所々苛烈だったりするから、案外恋愛経験は無いのかもしれない。となると、好きという感情に自分で気付けないのも頷けると言えば頷けるか。

  

  

  「那么冬浦，你能想到自己对水濑抱持着怎样的感情吗？」

  「じゃあ冬浦ちゃんはさ、自分の思いつく限りで、水瀬に対してどんな感情を抱いてるの？」

  「普通。」

  「普通」

  

  

  　她稍微思考了一下，然后没有看向我，而是看着下方回答。

  　少し考える間があった後、冬浦はこちらを向かずに下を見たまま答えた。

  

  

  「普通啊。那我呢？」

  「普通か。じゃあ俺は？」

  「田中同学也是普通。」

  「田中くんも普通」

  「感觉和其他认识的人没什么差别？」

  「その他大勢の知り合いと何ら変わりない感じ？」

  「嗯。」

  「うん」

  「那么，你对水濑的感情和我对她的感情差不多吗？如果我约她一起玩游戏，她会特地空出时间，每天陪我玩吗？」

  「じゃあ、水瀬に対する感情は俺と同じくらいなん？　俺がゲームとか誘ったら、わざわざ予定空けたり毎日付き合ったりしてくれるの？」

  「你想每天和我玩吗？」

  「私と毎日遊びたいの？」

  「先别管这个。从冬浦的感情来看，你能陪她吗？」

  「それは一旦置いといて。冬浦側の感情的にどう、付き合い切れる？」

  「……既然被邀请了，我想我会考虑。」

  「……誘われた以上は、考えるとは思うけど」

  「那假设我每周要打工五天，你会每次都来接我吗？你能把这当成每天的例行公事吗？」

  「じゃあ仮に俺が週5でバイト入ってたとする。毎回迎えに来てくれる？　それを日課に出来るん？」

  「这个……我觉得没办法。」

  「それは……無理だと思う」

  

  

  　哦。她回答的瞬间，耳朵又有点变红了。真好懂啊。

  　おっ。答えた瞬間にまた耳が少し赤くなった。分かりやすいなー。

  

  

  「可是我！不会想和水濑做那种事！」

  「でも私はっ、水瀬とも、そういう事とかしたいとは思わないし！」

  「怎么突然说这个？那种事是指？」

  「急にどうした。そういう事とは」

  「……我也不想和她做爱。」

  「……セックスとかしたくないし」

  

  

  　我喷出嘴里的饮料。话题转换得好快啊，话题性以离心力往外抛的速度改变了。

  　飲み物を吹き出した。方向転換すごいな、遠心力で外に投げ出される勢いで話題性が変わったぞ今。

  

  

  「你突然说这个啊。」

  「いきなりぶっこみますね」

  「喜欢就是这么回事吧！」

  「好きってそういう事だろ！」

  「你的价值观太偏颇了。你是用能不能做爱来判断喜欢或讨厌吗？」

  「価値観穿ちすぎやろ。ヤレるかどうかで好き嫌いを判断するのかよ」

  「我……我母亲就是这样判断的。」

  「お……私の母親はそうやって好き嫌いを判別してたもん」

  「真是极端的人啊。虽然也有这种人就是了。」

  「極端な人だな。まあそういう人もいるやろうけどさ」

  「一般不是这样吗？」

  「普通は違うの？」

  「怎么说呢。不过，也有人在结婚前不会做那种事，只当男女朋友。」

  「どーうなんやろ。でも、結婚するまでそういう事しないでカレカノ作る人とかは全然いるでしょ」

  「你见过这种人吗？」

  「見た事あるの？　そういう人」

  「我朋友里就有这种人。」

  「友達に一人居たよ。そういう奴」

  「……那个人还在交往吗？」

  「……まだ付き合ってんの？　その人は」

  「还在交往。交往两年了，还没做过。」

  「付き合ってるよ。二年付き合ってまだした事ないんだって」

  「这样啊。」

  「そうなんだ」

  

  

  　冬浦停下滑手机的手，呆呆地思考着什么。从她的样子看来，她似乎真的相信如果不是想做爱的对象，就不能判定为喜欢。不想做爱就等于不喜欢，这个固定观念似乎正在动摇。

  　冬浦がスマホを触る手を止めて、ボーっとなにか考える。その様子から、セックスしたいと思える相手じゃないと好き判定にならないと信じ込んでいたのは本当なんだと思った。セックスしたくならないイコール好きじゃない、その固定観念が揺らぎつつあるようだ。

  

  　我个人觉得这种想法也不坏。但是，从旁观者的角度来看，冬浦明显比任何人都更在意水濑。如果因为先入为主的观念而限制了结论，就表示这种想法不符合她的兴趣和喜好，所以我觉得冬浦的价值观可能不适合她。

  　その考え方も悪くないとは個人的には思う。けれど、傍から見る分にはあからさまに冬浦は水瀬の事を誰よりも気にしている様に見えるし、固定観念のせいで結論がロックされているのならば考えに趣味趣向が合わないって事だから、冬浦にその価値観は合っていないんじゃないかとも思う。

  

  　冬浦个子很小，身材也很瘦，要习惯那种行为肯定需要时间。因为身体尚未成熟，所以那种行为会伴随着疼痛和不快感等负面印象也是理所当然的，就算她对性爱本身感到厌恶也不奇怪。

  　冬浦はかなり小柄だし、体も細いしそういう行為に慣れるのにはきっと時間がかかる。体が未熟なんだから、そういう行為に痛みや不快感といった負の印象がセットになるのは当たり前だと思うし、セックス自体を忌避してもおかしくないだろう。

  

  　咦？她明明没有交过男朋友，却有经验，这种想法不太好吧？不健康吗？

  　あれ？　彼氏作った事ないのに経験した事あるって考えるのはあまり良くないか？　不健全か？

  　这时候应该转换想法，解释成她是因为先入为主地认为性爱是肮脏的，所以才感到厌恶，这样才不会失礼吧。不过从气氛来看，她好像不是处女……

  　ここは発想を転換して、セックスは汚いものという先入観があるから忌避している、といった風に解釈しておいた方が失礼が無いか。でも雰囲気的に、なんとなく処女では無さそうな感じするんだよな……。

  

  

  「先别管能不能做爱，你再从其他方面重新思考一下水濑的事吧。毕竟喜欢上一个人有各种各样的模式。」

  「ヤれるかどうかは一旦忘れて、それ以外の所で水瀬の事をもう一度考えてみなよ。人を好きになるのって色んなパターンあるんだしさ」

  「……你讲得好像我就是喜欢那家伙一样。」

  「……まるで私があいつの事好きだと思ってる前提で話してる」

  「我怎么看都是这样啊。」

  「そうとしか見えんしそりゃそうよ」

  「呜。你到底想说什么啊，真是的。」

  「う。なんなんだよ、まじで」

  「话说回来，我本来还在犹豫要不要说这件事。如果你不喜欢对方，男人被别人告白后，你不可能会逃走，还哭那么久。」

  「てか、これ言おうかどうか迷ったんだけどさ。好きでもなけりゃ、男が告られてるの見て逃げ出して長時間泣くなんて事有り得ないから」

  「！！？！？！？水濑吗！你是听水濑说的吗！！！」

  「！！？！？！？　水瀬か！　水瀬に聞いたんかそれ！！！」

  「不，我从头到尾都看到了。」

  「いや、一部始終見てたよ」

  「啥！？好恶！！！」

  「はあ！？　きっしょ！！！」

  「像你这样的萝莉妹落单很危险吧。所以我一直在监视你。」

  「お前みたいなロリっ子が一人になったら危ないだろて。監視してたんだよ」

  「你、你不会跟我说一声哦！」

  「こ、声掛けろよ！」

  「我才不要。如果是在休息后就算了，要是我碰触到正在哭喊的女孩子，不知道会被怎么对待。」

  「嫌だよ。一息ついた後ならともかく、進行形で萎え散らかして泣き喚いてる女の子に触れたら何されるか分からんし」

  「呜呜呜呜……！还有其他人看到吗！？」

  「ぐぅぅうう……！　他にも見てた奴いるの！？」

  「应该没有吧？我当时是单独行动，所以不知道。」

  「いないんじゃね？　俺はその時は単独で行動してたから分かんね」

  

  

  　冬浦听到我的话稍微松了口气，但立刻用锐利的眼神瞪着我说：「你别再做那种事了！」

  　俺の言葉を聞き少しだけほっとするが、すぐに強い眼光で俺を睨みつけると冬浦は「もう二度とすんなそんな事！」と言った。

  

  

  「冬浦妹散发出一种马上就会被搭讪的氛围，所以应该没关系吧？」

  「冬浦ちゃんがすぐ声掛けられそうな雰囲気してるから悪くないか？」

  「什么没关系啊！？我看起来有那么像会被搭讪吗！」

  「悪くないかってなんな！？　そんなにナンパされそうに見えますか！」

  「有。实际上当时不就有人来搭讪了。」

  「見える。実際されてたじゃんあの時」

  「……我在网络上看到，如果外表看起来很可怕，就不会被痴汉或搭讪，所以才打扮成这样。」

  「……ネットで、怖そうな見た目してたら痴漢とかナンパとかされなくなったって見たからこういう風にしてるのに」

  「什么跟什么啊。虽然这么说不太好，但你给人的印象比较像是性生活糜烂哦。」

  「なんじゃそりゃ。言い方悪いけど、性にだらしなさそうな印象の方が強いぞ」

  「为什么啊！？」

  「なんでだよ！？」

  「因为你的耳环、舌环和发色。」

  「ピアスとかベロとか髪色とか」

  「我听说朴素的女生比较危险耶！？」

  「地味な子の方が危ないって聞いたんだけど！？」

  「现在的冬浦妹也不算花俏啊。而且你比一般人可爱，所以落单时就会被盯上吧。」

  「別に今の冬浦も派手って感じじゃないからな。そもそもそこらの人より可愛いんだから一人になったら狙われ放題だろ」

  「可爱……！？」

  「かわっ……！？」

  

  

  　冬浦一脸惊讶地脸红了。为什么啊？我有听过她自己说自己很可爱哦。我还以为这家伙是自恋型的，为什么会做出这种青涩的反应啊？她是拟态的外星人吗？

  　驚いた顔のまま赤面する冬浦。なんでだよ。自分で自分の事可愛いやんね私って言ってるの聞いた事あるぞ。ナルシストタイプだと思ったのになんで初々しい反応してんだこいつ。擬態したエイリアンか？

  

  

  「虽然说可爱，但那是像狸猫那种可爱。」

  「可愛いって言ってもあれだからな。タヌキ見た時に抱く感じだからな」

  「………………烦死了。」

  「………………うざ」

  

  

  　——好，她的脸色恢复正常了，虽然眼睛眯起来了。不过她今天很坦率地表现出负面情绪呢，一看就知道她平常都在装乖。

  　よーし。顔色が普通に戻った、目は細くなったけども。しかし今日はやけに素直に悪感情をぶつけてくるな、普段猫被ってるの丸分かりじゃん。

  

  

  「啊，LINE来了。」

  「あっ、LINE来た」

  「水濑传来的爱的呼唤？」

  「水瀬からのラブコール？」

  「才不是爱！！！」

  「ラブじゃないから！！！」

  「是哦。你打工的地方离这里很远吗？」

  「そうね。そのバイト先はここから遠いん？」

  「直走就到了。」

  「真っ直ぐ歩いてればすぐだよ」

  「那就不需要我陪你了。」

  「なら付き添いはいらんか」

  「我又不是病人，一个人没问题的。谢谢你陪我这么久。」

  「病人か私は。一人で大丈夫だから。ありがとね、長々と」

  「不客气。夜路要小心哦。」

  「あいよ。夜道やし気を付けろよ」

  「好啦好啦。再见。」

  「はいはい。じゃーね」

  

  

  　冬浦站起身，拿起书包快步离去。她那副模样，看起来像是想马上见到对方，又像是被我讨厌到极点。我宁愿相信是前者。

  　冬浦は腰を上げて鞄を持ちトテトテと早歩きで去っていった。今すぐにでも会いたいやんそのムーブは。それか俺が猛烈に嫌われているか、その二択。前者だと思いたい。

  

  　我也站起身，手扶着长椅的椅板，结果摸到了某个东西。

  　俺も立ち上がろうとベンチの板に手をついたら何かが手のひらに当たった。

  

  　是手机。咦，她会把手机放在外面吗？现在可是令和时代耶？看到水濑传LINE才想走，结果把手机放在外面，她的神经到底是什么做的啊？？？

  　スマホや。え、スマホ置いてく事ある？　令和のこの時代に？　水瀬からのLINE見て行こうってなってその場にスマホを置いてくとか神経どうなってんの、たこ足配線なん？？？

  

  　啊，她刚才说不是爱的时候，用力把手机摔在长椅上。是那个时候掉的吗？这家伙真的只会做一件事耶。呜哇，屏幕都裂了。她不是说才刚换手机吗？

  　あ、ラブじゃないからって言った時に勢いよくベンチに叩きつけてたなそういえば。あの時か。まじでシングルタスクじゃんあいつ。うーわ、画面バキバキになってるし。買い換えたばっか言うてたのにな。

  

  

  「要闯入两人世界吗……真不想去啊～」

  「二人の空間を割って入るのか……行きたくねぇ〜」

  

  

  　好想直接回家。可是把人家掉的手机放着不管，实在不太好吧。还是去吧……

  　このまま帰りたい。でも流石に落としたスマホを置いてくのはちょっとやばいよな。行くか……。

  

  　虽然提不起劲，我还是往冬浦离去的方向跑去。那两人保持一定距离互相示好的感觉，实在令人坐立难安，我实在不太喜欢。

  　気は進まないが、冬浦が去っていった方をなぞる様に駆ける。あの二人の一定の距離を保ったまま好意を撃ち合う感じのもどかしい空気、どちらかというと苦手なんだよなー。

  

  　希望他们今天都进入贤者时间。那两个家伙的打情骂俏真的会让人胃痛，拜托了。

  　今日は二人とも賢者タイムになってる事を願っておこう。あいつらの痴話喧嘩マジで胃もたれするからな、頼むぞ本気で。

 
  45話「パンツ」

  第45话「内裤」

  「透明的内裤，你们怎么看？」

  「透けてるパンツってどう思う？」

  

  

  　星期六，今天桃果和结乃两人来到我家。因为没事可做，所以一如往常，我们一边写作业，一边打电动、看动画，各自度过自己的时间。此时，结乃像是要打破对话中断的气氛般，抛出一个问题。

  　土曜日。今日は桃果と結乃の二人が俺の家にやって来ていた。する事も無いので毎度の如く、課題をやりつつも片手間にゲームをしたりアニメを見たりと各々の時間を過ごす中、会話の途切れた空気を切り裂くように結乃が問いを投げてきた。

  

  

  「你是在问谁？」

  「どっちに訊いたん。今の」

  「我是在问你们两个。你们怎么看？」

  「二人共に訊いたつもり。どう思う」

  「好色！」

  「エロい！」

  「好冷。」

  「寒そう」

  

  

  　桃果先用凛然的声音回答，接着我将脑中浮现的感想直接说出口。

  　先に桃果が凛々しい声で答え、次いで俺が頭に浮かんだ言葉をそのまま口にした。

  

  

  「原来如此。」

  「なるほどね」

  「结乃，你突然问这个做什么？」

  「いきなりどうしたのさ結乃？」

  「我突然想到。不是有那种透明的内裤或胸罩吗？内衣本来是为了遮掩羞处而制作的，不是吗？」

  「ふと気になったんだよ。あるじゃん？　そういうショーツとかブラとか。本来は恥部を隠すという目的の元作り出されたのが下着なのにさ」

  「透明的内衣很矛盾？」

  「透けるのは矛盾してるって？」

  「单纯是为了做色色的事而穿的内衣，所以才会透明吧？」

  「シンプルにエロい事する時に着る下着だから透けてるんじゃないの？」

  「我也这么觉得。」

  「あたしもそう思う」

  「对吧？果然是这样吧？没错。」

  「やんな？　やっぱそうよな？　そうなんよ」

  

  

  　我跟桃果接着阐述意见，结乃也用安心的语调表示同意。

  　続けて意見を述べる俺と桃果に対して結乃も安心したような声音で同意してきた。

  

  

  「那么，如果看到有人穿着那种内衣，觉得对方之后会做那种事，这种想法应该没错吧？」

  「じゃあさ、やっぱりそういう下着を履いてる人を見掛けたらさ、今後早いうちにそういう行為をするんだなあって思ったとしても、その認識は間違ってないよね？」

  「谁知道呢。」

  「どうやろね」

  「也有可能是事后吧？」

  「事後って可能性もあるんじゃない？」

  「事后吗？」

  「事後の可能性かぁ」

  

  

  　唔，感觉这个话题会持续好一阵子。我将手机调成睡眠模式放在桌上，从仰躺的姿势改成侧躺，以便观察她们的表情。

  　む、なんかしばらくトスが続きそうな会話だな。スマホをスリープモードにして机に置き、ソファの上で寝転ぶ姿勢を仰向けから横向きに変え二人の表情を見えるようにする。

  

  

  「事后在外面走动，果然还是早上比较多吧？」

  「事後に外を歩くってなると、やっぱり朝方が多いのかな？」

  「嗯～虽然我没有经验，但不管是去爱情宾馆还是去其中一方的家，做完之后要冲澡回家的话，感觉早上比较多。对吧？小依。」

  「まぁ〜。経験は無いけど、ラブホテルにしてもどちらかの家に行くにしても、エッチした後シャワー浴びて帰るってなると朝方が多いイメージはあるよね。ね？　小依」

  「为什么要指名我？我也没有那种经验，不知道啦。」

  「なんで名指しするの。私だってそういう経験ないし分かんないよ」

  「骗人～！告你！告你！」

  「うっそだ〜。ぴーかつ！　ぴーかつ！」

  「我姑且确认一下，我们是朋友吧？」

  「一応確認するけど、私ら友達だよね？」

  

  

  　我向至今仍把我当成P活女子的桃果确认。她看着我笑了。你这个恶女，别看着别人的反应笑啊。

  　未だに俺の事をP活女子扱いしてくる桃果に確認を取る。彼女は俺を見て笑っていた。人の反応見て笑ってんじゃねえ性悪女め。

  

  

  「嗯——那么，比方说像现在这样，明明跟女性朋友在一起，却在做完之后不换内衣裤，你们觉得怎么样？」

  「ふーむ。じゃあ例えばこんな昼時に、女友達と一緒に居るのに、エッチをし終えたまま下着を変えずそのままってのは二人的にどう？」

  「怎么样是指？」

  「どうとは」

  「没有啦，就是感想或想法之类的。你们觉得怎么样？有可能吗？那种事。」

  「いや、感想というか考えというかさ。どう思う？　有り得るのかな？　そういうの」

  「咦～……欸，小依，爱情宾馆有淋浴间吧？」

  「え〜……ねぇ小依、ラブホってシャワー付いてるよね？」

  「谁知道啊……不，肯定有吧。没有的话很恶心吧？」

  「知るかぁ。……いや付いてるでしょ流石に。無かったらキモくね？」

  「也是呢。既然如此，做爱时的汗水和液体都能洗掉吧？既然已经洗干净了，那衣服不换也没关系吧？」

  「だよねぇ。となったらさ、セックスした時の汗とか液とかは洗い流せるわけじゃん？　一度綺麗にしてるんだったら、別に服装はそのままでもいいんじゃない？」

  「茉香觉得可以吗？」

  「もかち的にはアリ？」

  「可以……？嗯——就算我跟谁做了那种事，如果比起回家，约好要来这个家玩更近的话，我会直接过来」

  「アリ……？　んー、仮にあたしが誰かとそういう事したってなっても、家に帰るよりこの家が近い位置にあって遊ぶ約束があるんだとしたら、そのまま直行すると思う」

  「嗯。小依依呢？」

  「ふむ。こよりんは？」

  「诶……同右？」

  「えっ。……右に同じく？」

  「原来如此原来如此。原来如此啊」

  「なるほどなるほど。なるほどねぇ」

  

  

  　结乃一边点头，一边松开双臂，咬了一口薯片。

  　結乃は頷きながら、腕組みを解いてポテチを1枚パリッと食した。

  

  

  「那反过来，如果晚上跟男人约好了要做那种事，跟朋友玩的时候穿着性感内衣，你们觉得怎么样？可以吗？」

  「じゃあ逆に、夜に男の人とそういう事をする予定が入ってたとして、普通に友達と遊ぶ段階でエロい下着を履いてきたりするのは二人的にはどう？　アリ？」

  「你从刚才开始问的都是什么问题啊……？」

  「さっきから何の質問……？」

  「不就是闲聊嘛。怎么样，小依依？」

  「雑談じゃんかー。どうよ、こよりん？」

  「我……嗯，可以吧？如果行程很满的话，每次换衣服都很麻烦吧。如果要穿性感的衣服就算了，内衣的话平时也看不见」

  「私はぁ……まぁ、アリなんじゃない？　予定が詰まってるんなら一々着替えるの面倒じゃん。セクシーな感じの服を着るならまだしも下着なんて普通にしてたら見えないし」

  「小依依的内裤从刚才开始就在我脸旁边，看得一清二楚呢」

  「こよりんはさっきから私の顔のすぐ近くにパンツがあって大丸見えだけどね」

  「抱歉啊。这个姿势比较轻松」

  「ごめんなさいね。この姿勢が楽なもんで」

  

  

  　因为沙发和椅子的位置关系，我躺在沙发上的话，股间无论如何都会靠近桃果或者结乃的脸。请谅解。话说，别穿裙子，穿运动服不就好了。

  　ソファと座椅子の位置関係上、どうしてもソファの上で寝転がると桃果か結乃の顔のすぐ近くに股間が来るのでな。ご了承願いたい。というか、スカートじゃなくてジャージを履けという話ではあるか。

  

  

  「桃桃怎么想？」

  「もかちはどう？」

  「我也会直接穿着性感内衣去玩吧。不过我本来就没打算穿那种内衣给别人看就是了」

  「あたしもそのままエッチな下着履いてくかもな〜。まあそもそもそういう下着、持ってはいるけど人に見せる予定なんて無いんだけどね〜」

  「诶。有啊，下次给我看看」

  「へぇ。持ってんだ、見せてよ今度」

  「什么什么！小依依居然想看我煽情的样子！好！今天一起混浴吧！」

  「なになに！　あたしの扇情的な姿が見たいっての小依ったら！　よしっ！　今日は混浴しよう！」

  「我并不是想看全裸，不过我非常乐意一起洗！啊，但是禁止摸我身体」

  「別に素っ裸が見たいという話じゃないんだけど全然喜んで一緒に入ります！　あ、でも体をベタベタ触ってくるの禁止ね」

  「不行。让我揉揉你的贫乳吧？」

  「無理。貧乳揉まして？」

  「绝对不要」

  「絶対やだ」

  「让我摸摸你的肚子！」

  「お腹もタプタプさせて！」

  「绝对不要！！！」

  「絶対やだ！！！」

  

  

  　桃果用食指戳了戳我的脸。脸肉被戳了，我咬你哦。

  　桃果が俺の頬に人差し指をぐりぐりと押し付けてきた。頬肉ぐりぐりされる、噛み付いてやろうかや。

  

  

  「原来如此。小依依！！！」

  「なるほどねぇ。こよりん！！！」

  「哇呀！？干嘛啊，吓我一跳」

  「わひゃいっ！？　んだよびっくりしたな」

  

  

  　突然被她大声一喊，我吓得浑身一抖。结乃则用着仿佛能看见满面笑容的灿烂表情注视着我。简直就像被外星人寄生了一样。好可怕。

  　突然大声を出されたのでビクッと身を震わせてしまった。結乃はもう、これでもかというくらい、ニコちゃんマークに空目するくらいの満面の笑みで俺の事を見つめている。宇宙人に寄生されてる人みたいだ。こっわぁ。

  

  

  「结乃，你好像想到了什么有趣的事呢。说来听听吧」

  「なにか面白そうな事を考えてる顔だね結乃。聞かせてもらおうかな」

  「哼哼哼。小求，你今晚最好放弃和小依依一起洗澡的念头哦」

  「ふっふっふ。もかち、今夜こよりんと混浴するのは諦めた方が良さそうだよ」

  「「诶？」」

  「「え？」」

  「或者，昨晚你和小依依玩得很开心呢！！！」

  「或いは、昨夜お楽しみだったみたいだなこよりん！！！」

  「你在说什么啊。好可怕」

  「何言ってんのこの人。怖いんですけど」

  「难道！哈！？难道！！」

  「もしやっ！　はぁっ！？　もしやぁっ！！」

  「哎呀，你接收到了什么信息？只有我被排除在外吗？好可怕啊」

  「おっと何を受信した？　取り残されてるの私だけ？　怖いかもな〜」

  「小依依，你不用隐瞒了！」

  「隠さなくてもいいんだよこよりん！」

  「我正准备藏起来呢。你们两个，能闭上眼睛吗？」

  「丁度これから身を隠そうとしてた所だよ。二人共、目を瞑ってくれるかな」

  「小求！抓住小依依！」

  「もかち！　こよりんを捕まえて！」

  「明白！」

  「分かった！」

  「呜嘎」

  「もがぁ」

  

  

  　桃果骑在我身上，用双手夹住了我的脸。有必要接触我的脸吗？只会让我变成一张蠢蠢的章鱼脸而已。

  　桃果が俺の上にのしかかってきて両手で頬をぶにゅ〜と挟んできた。顔へのアクセスは果たして必要なのだろうか？　俺の顔が間抜けなタコ顔になるだけなんだが。

  

  

  「小依，我可以直接亲你吗？」

  「小依、このままキスしてもいい？」

  「诶。怎么办，我内心其实非常想亲，但这样不会破坏我们的友情吗？」

  「えっ。どうしよう、私の心的にはめちゃくちゃして欲しいんだけど友情に亀裂入ったりしない？」

  「可以伸舌头吗？」

  「舌入れてもいい？」

  「我更希望你能回答我刚才的问题」

  「一個前の質問に答えてほしかったかもな」

  「喂喂，别在那搞百合了。桃桃，就这样按住他」

  「こらこら、そこで百合百合しないの〜。もかち、そのまま押さえててね〜」

  「好」

  「あいわかった」

  「随便怎样都好，快点把事情办完吧。我的胳膊被踩着，之后肯定会麻的」

  「なんでもいいけど早く用事終わらせてほしいです〜。腕踏まれてるんで。これ絶対後で痺れるやつなんで〜」

  「好好好。那么，借我用手」

  「はいはーい。それじゃ、お手を拝借」

  「不行，现在被踩着」

  「無理じゃ。踏まれてるんだって今」

  「借我用手」

  「拝借〜」

  

  

  　桃果在我眼前双手合十。这是什么情况，为什么我会被女性朋友骑在身上祈祷啊。

  　俺の目の前で桃果が両手を合わせる。なんじゃこれ、なんで女友達に乗っかられて祈られてんの俺。

  

  

  「……嗯？等等，结乃，你在做什么？」

  「……んっ？　待って、結乃。今何してる？」

  「别乱动！」

  「暴れないで！」

  「当然会乱动啊。你刚才摸了我的屁股吧」

  「暴れますけど。今お前私の尻触ったよね」

  「啊！危险！小依依！」

  「あぶっ！　危ないから！　こよりん！」

  「你摸了奇怪的地方吧！？快让开，桃果！！我受到了性骚扰！！！」

  「変な所触ってんなぁ！？　そこ退いて桃果！！　性被害に遭ってまーす！！！」

  「真的吗？结乃？你在做什么？」

  「まじ？　結乃ー？　何してんのー？」

  「我只是想脱她的内裤而已！」

  「パンツ脱がせようとしてるだけだよ！」

  「那就好」

  「ほなええか」

  「哪里好啊！？喂，真的假的！！！」

  「ええ訳あるかい！？　ちょっ、まじっ！！！」

  

  

  　我拼命抵抗也是徒劳，内裤被轻易地脱了下来……糟糕，这下糟了。

  　必死の抵抗も虚しく、あっさりとパンツを脱がされてしまった。……やばい。これヤバいやつだ。

  

  　我的头脑突然冷静下来。过去的创伤被唤醒，心跳加速。身体从深处开始颤抖，牙关快要咬不住了。

  　急に頭の中が冷たくなる。過去のトラウマが蘇り、心拍数が上がる。体の芯から震えが起きて奥歯がカチカチと鳴りそうになる。

  

  

  「这是怎么回事啊，小春……咦？」

  「これはどういう事なのかなこよりっ……あれっ？」

  

  

  　在我精神状态陷入负数之前，桃果从我身上离开，结乃发出惊讶的声音。在她们大叫之前离开，让我勉强抑制住了明显的动摇。我喝了口水，深呼吸调整状态。

  　俺のメンタルがマイナス面に吹っ切れる前に桃果が俺の上から退き、結乃があっけらかんとした声を上げる。叫び出す寸前で二人が離れた事によりなんとか目に見える動揺は抑えられた。水を飲み、深呼吸をしてなんとか調子を整える。

  

  

  「好奇怪啊，咦？」

  「おっかしいな。あれー？」

  「结乃？你干嘛盯着小依的内裤看啊。也让我看看！」

  「結乃？　なに小依のパンツジロジロ眺めてんのさ。あたしにもよく見せてよ！」

  「喂」

  「おい」

  「没有变透明……？」

  「透けてない……？」

  「咦？」

  「え？」

  「好奇怪啊。穿着的时候明明是透明的」

  「おっかしいな。履いてる時は確かに透けてたはずなのに」

  「啊？」

  「はい？」

  

  

  　这人在说什么啊。为什么我非得买透明的内衣不可啊。这有什么用啊。

  　なーに言ってんのこの人。なんで俺が透けてる下着なんて買わなきゃならないんだよ。用途が無いだろ。

  

  

  「怎么看都只是普通的白内裤吧？」

  「どう見てもただの白パンツじゃない？」

  「可以还给我吗？别盯着别人的内裤看啊」

  「返してもらっていいですかー。人の下着ジロジロ見んなー」

  「抱歉，再让我观察一下！」

  「ごめん、もうちょっと観察させて！」

  「当然不行啊，笨蛋。还给我」

  「ダメに決まってんやろアホか。返しなさい」

  「求你了。明明刚才还透明得能看到屁股，为什么？」

  「お願いって。さっきまでスケスケでお尻見えてたのになんでぇ？」

  「才没有变透明！谁会买那种东西啊！！」

  「透けてないわ！　んなもん誰が買うか！！」

  「只是稍微往下移了一点吧？半露屁股的状态吧」

  「単にちょっと下にズレてただけなんじゃない？　半ケツ状態だったんでしょ」

  「别这样解释啊。没有变透明也没有往下移」

  「その解釈もやめて？　透けてないしズレてもないから」

  「不——是，绝对变透明了。我亲眼看到的，绝对变透明了」

  「いーや透けてたね。絶対透けてた、私見たもん」

  「你去看眼科吧」

  「眼科行きな」

  「真的啦！」

  「本当なんだって！」

  「别说了快还给我！你这变态！」

  「いいから返せ！　変態め！」

  

  

  　我从结乃手中强行夺回内裤……嗯，果然没有变透明。不，我怎么可能买变透明的内裤啊。平时我就已经和桃果还有结乃一起穿着迷你裙行动了，要是连内裤的防御力都下降了，那我岂不是要变成痴女了。而且正常来说，那种东西谁穿得出去啊。

  　結乃から強引にパンツを奪い返す。……うん、やっぱり透けてない。いや、透けてるパンツなんて買うわけないんだよ。ただでさえ桃果と結乃と合わせて普段ミニスカで行動してんのに、そこの防御力まで下げたらいよいよ痴女になっちまうもん。てか普通にそんなの恥ずかしくて着用出来るわけないし。

  

  

  「好奇怪啊……」

  「おっかしいなぁ……」

  「脑子？」

  「頭が？」

  「不是！绝对变透明了！！我亲眼看到好几次了！！」

  「ちーがう！　だって絶対透けてたんだって！！　この目で見たもん何回も！！」

  「别老盯着别人的屁股看啊。就算是女生之间，这也算是性骚扰了」

  「何回も人の尻見てんじゃねえよ。女同士でもセクハラになるんだぞ」

  「不是，因为！！」

  「いや、だってさぁ！！」

  「好了好了冷静点。虽然没有变透明，但布料确实有点薄，或者说是材质比较轻薄。说不定提示就在这里哦，结乃」

  「まあまあ落ち着いて。実際透けては無かったけどさ、少し布地は薄いというか、ペラってしてる材質だったからさ。そこにヒントがあるのかもしれないよ、結乃」

  「提示？」

  「ヒント？」

  「这次又怎么了。你想到什么了桃果」

  「今度はなに。なにを閃いたん桃果は」

  「小依。我希望你穿着内裤，把裙子卷起来，屁股对着我们！」

  「小依。パンツを履いた状態のまま、スカートを捲ってあたしらに尻を突き出して欲しい！」

  「你傻吗？？？」

  「アホなん？？？」

  

  

  　刚才那句话真的让我无语了。这些人怎么回事啊，这个空间里除了我以外全是变态啊。谁来救救我啊。

  　今のは流石にドン引きした。なんなんこの人達、この空間俺以外変態しかおらんやん。誰か助けてよ。

  

  

  「我的解释是这样的。小依现在穿的内裤，恐怕是重视轻盈和贴身感的材质，所以布料很薄，而且很光滑。这种内裤要是尺寸不合，因为没有厚度，所以肌肤的颜色就会透出来。结乃说看到透明，应该就是这个意思」

  「あたしの解釈はこうだよ。恐らく小依の今履いてるパンツは軽さと肌へのフィット感を重視した布地が薄くてツルツルするタイプだと思うの。でさ、そういうのってサイズが合ってなかったりするとやっぱり厚さがないから肌色が透けて見えるじゃん？　結乃が透けて見えたって言ったのは、つまりそういうことなんだと思う」

  「原来如此！！」

  「なるほど！！」

  「原来如此个鬼啊。你这是在暗指我屁股大吗？」

  「なるほだないわ。それ、暗に私の事デカ尻って言ってない？」

  「虽然没有胖到那种程度，但我确实觉得小依的下半身很丰满」

  「言うほど太ってもないから口にした事は無いけど、下半身は結構むっちりだよね小依って」

  「我懂」

  「わかる」

  「我懂」

  「分かるな」

  「毕竟之前肚子也有一点点胖」

  「まあ前までお腹も少しぽちゃーんだったしね」

  「才没有！！！」

  「そんな事ないし！！！」

  

  

  　之前确实能用手指捏起肚子上的赘肉，但那只是很小的一部分，腿和腰也没有那么……我自己也不太清楚。但我不想承认，要是承认了，我的体型不就和土偶一样了吗。没有胸部装饰的土偶也太滑稽了吧。

  　確かに前までは指で腹肉つまめたけどさ。そんなの微々たる割合だったし、足腰だってそんなに……自分じゃ分からないや。でも認めたくないわ、それ認めたら俺の体型まんま土偶じゃん。胸の装飾がない土偶とか滑稽すぎるでしょ。

  

  

  「所以，开始验证！」

  「というわけで、実証開始！」

  「不要——！」

  「やーだ！」

  「小依。发现问题后找出原因是很重要的哦？要是以后男生幸运色狼看到了小依的内裤，结果发现是透明的，那岂不是很糟糕？」

  「小依。問題が起きたら原因を探るのは大事な事なんだよ？　どうするのさ、今後男子がラッキースケベで小依のパンツを見てしまった時に透けてたら。やばくない？」

  「………………相当糟糕」

  「………………大分やばい」

  「对吧？我们是女生所以还好，要是被男生知道了，转眼间就会传开的哦？转眼间就会被当成有病的痴女哦？人生会陷入危机的哦？」

  「でしょ？　あたしらは女だったからよかったものの、男に知られたらあっという間にその噂広まるよ？　あっという間にメンヘラ痴女扱いだよ？　人生危ぶまれるよ？」

  「……话是这么说，可是」

  「……それはそう、だけど」

  「没关系。我们和小依依是同性，就算看到透出来的屁股也不会产生奇怪的想法，所以放心吧」

  「大丈夫。あたしらはなんてったって小依と同じ性別ですからね。透けてるお尻を見ても変な気持ちにならないから安心してほしい」

  「嗯，我倒不是担心这个。我是说把屁股露给别人看很羞耻」

  「うんそこは別に心配してないのよ。人に尻突き出す行為が恥ずいと言ってるんじゃ」

  「可是除此之外没有别的方法了吧？」

  「でもそれ以外に確認方法なくない？」

  「唔……」

  「ぐぬぬ……」

  

  

  　为什么这两个人一脸严肃啊。难道没注意到自己现在要做的事有多蠢吗？虽然最蠢的是我，但你们还是稍微害羞一下比较好。

  　なんでこの二人は神妙な面持ちになってるんだ。自分らが今からしようとしてる事が間抜けなことだって気付いてないのか？　1番間抜けな立ち位置にいるのは俺なんだけどさ、少しくらい恥じた方がいいぞマジで。

  

  

  「小依依」

  「こよりん」

  「怎么了」

  「なんですか」

  「没事的。我有时候会把裙子拉长吧」

  「大丈夫だよ。私、時々スカート長くしてる日あるでしょ」

  「那又怎么了？」

  「それが？」

  「拉长的日子我基本不穿内裤的。不穿内裤」

  「長い日は基本パンツ履いてないから。ノーパンだからね」

  「为什么！？你这痴女！」

  「なんで！？　痴女やんけ！」

  「哎呀，我容易出汗嘛。内裤湿了很不舒服的。所以不会害羞的，放心吧！」

  「いやー、汗っかきだからさ。パンツが濡れると気持ち悪いんだよね。だから恥ずかしくないよ、安心しな！」

  「嗯，很羞耻的哦？还是害羞一下比较好哦？好好穿上内裤吧？」

  「うん恥ずかしいよ？　恥じた方がいいよ？　ちゃんとパンツ履きなー？」

  「小依依想说的是你不会害羞吧！」

  「こよりんが恥ずかしくないでしょって言いたいんだよ！」

  「不穿内裤的痴女的安慰是无法消除羞耻心的……」

  「ノーパン痴女の慰めじゃ羞恥心は消えないのよ……」

  

  

  　冲击性的事实。那至少穿个安全裤啊。朋友的裙子底下不穿内裤，我可担心了。

  　衝撃の事実すぎる。じゃあせめてスパッツとか履けよ。友達がスカートの下ノーパンだとか気が気でなくなるわ。

  

  

  「原来如此，还有这样的秘密啊……顺便问一下，不穿内裤在外面走动，会兴奋吗！？请详细告诉我！！」

  「なるほど、ね。そんな秘密があったとは。……ちなみにノーパンで外歩いてるとどう、興奮とかするものなの！？　教えて結乃事細かに！！」

  「哎，恶心」

  「えっ。キモ」

  「小依？说恶心是不是有点过分了？」

  「小依？　キモは酷くない？」

  「不会兴奋啊。虽然突然有风吹来的时候会有点心跳加速」

  「興奮はしないな〜。突風吹いた時はちょっとドキッとするけど」

  「不用回答的」

  「答えなくてもいいって」

  

  

  　我叹了口气，重新穿好内裤。然后呢？要我在这个状态下掀起裙子，把屁股露给她们俩看？太讨厌了。虽然很讨厌，但如果不让她们俩确认一下，我也不知道到底有没有透出来。

  　ため息を吐きつつ、パンツを履き直す。で？　この状態でスカートを捲って二人に向けて尻を出せって？　嫌すぎる。嫌すぎるが、実際二人に確認してもらわないと透けてるかどうかも分からないわけで。

  

  　比起继续穿着引发事故，现在丢脸一下，考虑这件内裤还能不能穿，肯定要好得多。

  　このまま履き続けて事故を起こすよりかは、今恥をかいてこのパンツがまだ使えるか否かを考えた方がマシなのは間違いないか。

  

  　唉。虽然很不情愿，但我还是把内裤穿好，背对着她们俩。

  　はあ。気は進まないが、ちゃんと上まできっちり履き切った所で二人に背を向ける。

  

  

  「等等。这个啊，不用把屁股露出来，直接把裙子掀起来不就能知道透不透了吗？」

  「タンマ。これさ、別に尻を突き出さなくてもこのままスカート捲れば透けてるかどうかなんて分かるくね？」

  「说的也是，我们把脸凑过去的时候，你可别放屁啊？」

  「それもそうだし、あたしらが顔近づけた時にオナラとかしないでね？」

  「怎么可能放屁啊！？话说你们要把脸凑过来吗！？你们俩的视力也没那么差吧！」

  「する訳なくない！？　てか顔近付けんの！？　二人ともそこまで目悪くないだろ！」

  「要看的话，当然要近距离看啊」

  「見るなら間近で見たいじゃん」

  「那我就放个屁吧」

  「じゃあオナラしようかな」

  「我可要打你屁股了啊？用拳头」

  「お尻叩くよ？　グーで」

  「至少用巴掌吧？不对，巴掌也不行」

  「せめてパーにして？　いやパーも駄目だけど」

  

  

  　我一边说着，一边抓住裙角。我为什么会做这种事啊，一想到这里，我就觉得更加羞耻了。这太莫名其妙了，自己主动给朋友看内裤是什么鬼？

  　言いながら、スカートの端をつまむ。なーんでこんなことしてるんだろうって、考えたら余計に恥ずかしくなるのに考えてしまう。意味分からんやん、友達に自らパンツ見せつけるって何？

  

  

  「手别停啊」

  「手が止まってるぞー」

  「裙子！裙子！裙子！」

  「しーり！　しーり！　しーり！」

  「观众也太差劲了吧。能不能闭上你们的嘴？」

  「ちょっと観客最低すぎるな。そのお口チャック出来るー？」

  「急死人了。快点掀起来」

  「焦れったいぞー。早く脱げー」

  「掀起来掀起来！」

  「脱げ脱げー！」

  

  

  　这些家伙，上辈子绝对是性犯罪者。用这么兴奋的声音期待朋友掀裙子？明明性别相同？这绝对很奇怪。

  　こいつら、絶対前世性犯罪者だろ。そんなワクワクした声で友達がスカート捲るの期待出来るもん？　同じ性別なのに？　おかしいって絶対。

  

  

  「……呜呜，还是算了」

  「……うぅ、やっぱやめる」

  「为什么啊！？」

  「なんでぇ！？」

  「因为，这太蠢了」

  「いやだって、アホくさいし」

  「这样好吗！？说不定会被男生看到哦！！」

  「いいのかな！？　男子に見られちゃうかもよ！！」

  「……我会注意不被看到的」

  「……見られないようにする」

  「不可能的。你把本来就轻飘飘的裙子弄得更短了啊？走廊的风吹过，马上就会被看到的」

  「無理だね。ただでさえペラッペラなスカートを更に短くしてるんだよ？　廊下に吹く風でもうすぐペラっといくね」

  「啊，买新的不就好了！」

  「あ、新しいの買えばいいし！」

  「你有那么多钱吗？你刚才还抱怨缺钱呢」

  「そんなお金あるんですかー？　金欠って嘆いてたよねさっき」

  「……」

  「……」

  「好啊好啊小牧！放弃吧小依依！」

  「いいぞいいぞもかち！　諦めろーこよりーん！」

  

  

  　这些家伙真是……！

  　こいつらまじで……っ！

  

  

  「那我知道了。这样吧，小依」

  「じゃあ分かった。こうしよう、小依」

  「绝对不是什么正经的提议」

  「絶対ろくでもない提案だ」

  「只有小依给我们看的话不公平。所以，小依给我们看内裤的话，作为回礼，我就把小依一直很在意的甜品店的优惠券给你」

  「小依が見せるだけじゃイーブントレードにならないからね。だから、小依があたしらにパンツを見せてくれたらお礼に小依が気になってたスイーツ屋さんの割引券をあげよう」

  「我也送你一张吧小依依」

  「私からも進呈するよこよりん」

  「什么！？」

  「なに！？」

  「哼哼。而且是两张500日元的优惠券，可以同时使用！最多可以优惠1000日元！怎么样！？」

  「ふっふ。しかも500円割引が二つ、併用可能！　最大1000円割引！　どう！？」

  「你先去了！？为什么不邀请我啊！！！」

  「先に行ったの！？　なんで私を誘ってくれなかったんだよ！！！」

  「我本来想回去的时候邀请你的，但你不是已经冲到水濑君的教室去了吗？好像和你有安排的日子重叠了」

  「帰りに誘おうと思ったら水瀬くん所の教室までピューってダッシュしてったじゃん？　予定あった日と被ったみたいで」

  「安排……啊，是那家伙没排班的日子吗」

  「予定って……あ、あいつのシフトが無かった日か」

  「大概吧？」

  「多分？」

  

  

  　唔！一定是和那家伙约好了要玩最近沉迷的格斗游戏的日子。时机重叠了吗……。

  　く〜っ！　最近アイツとドハマりしてる格ゲーを早い時間からする約束をしてた日だなきっと。タイミングが被ってたのか……。

  

  

  「但是，我不会被物质收买的……」

  「でも、そんな、物で釣られるとか……」

  「顺便一提，这个优惠券的使用期限只到明天。而且明天是星期天」

  「ちなみにこれ、使用期限明日までなんだよね。そして明日は日曜日」

  「啊，糟糕，我可能超级想要」

  「あ、やばいめっちゃ欲しいかも」

  「所以呢？」

  「という事は？」

  「……………………请给我那个」

  「……………………それください」

  「「所以呢？」」

  「「という事は？」」

  

  

  　我借了两张优惠券，再次背向她们。难以忍受的羞耻感让我的手颤抖，但既然收了订金，就只能听从她们的要求了。

  　割引券を二枚拝借し、俺は再び二人に背を向けた。耐え難い羞恥に手が震えるが、前金を貰ってしまった以上は要求を聞き入れるしかない。

  

  　我稍微提起裙子。好羞耻。手在颤抖，嘴唇也奇怪地扭曲着。

  　スカートを少しだけあげる。恥ずかしい。手が震える、唇が変にもにょる。

  

  

  「手又停下来了哦——」

  「また手が止まってるぞー」

  「被同性看到就这么羞耻吗——！」

  「同性に見せるのがそんなに恥ずかしいかー！」

  「当，当然羞耻啊！？」

  「はっ、恥ずかしいに決まってるだろ！？」

  「但是刚才你手里拿着内裤，连里面都看到了哦——」

  「でもさっきパンツ実物手に持ったし、なんなら中身も見ちゃったぞー」

  「喂，喂喂，别再说了，真的」

  「ねえ。ねえってば。やめてそういうこと言うの、本当に」

  「不好意思在你害羞的时候说，但我们都一起洗过好几次澡了，事到如今有什么好害羞的？」

  「恥ずかしがってる所悪いけどさ、何回か一緒にお風呂入ったし今更じゃない？」

  「而且在更衣室换衣服的时候，大家不都是穿内衣的吗？」

  「てか更衣室で着替えてる時とか皆下着姿になるじゃん」

  「情况完全不一样吧！？在平时放松的地方，主动给朋友看自己的内衣……」

  「状況が全然違うだろ！？　普段くつろいでる場所で、友達に自分から下着を見せるって……」

  「太夸张了吧～你平时不也正常地在我们面前换衣服吗？」

  「大袈裟でしょ〜。いつも普通に私らの前で着替えるじゃん？」

  「是这样没错！」

  「そうだけど！」

  「快脱——！」

  「早く脱げー！」

  「脱掉脱掉——」

  「脱げ脱げー」

  「唔……看吧！」

  「くっ……ええい見晒せ！」

  

  

  　我下定决心，猛地提起裙子。下半身被风吹到，伴随着凉飕飕的感觉，心脏扑通扑通地吵闹地响着。

  　意を決して思い切りバッとスカートを持ち上げる。下半身に風が当たり、スースーした感覚と共に心臓がバックンバックンうるさく鳴り響いている。

  

  

  「果然透出来了！」

  「やっぱり透けてる！」

  「真的，屁股的线条看得一清二楚」

  「本当だ、お尻のラインちゃんと見える」

  「那个那个那个，那我可以把这玩意儿也脱下来吗！？」

  「あのあのあの、じゃあこれ下げてもいいですか！？」

  「再等一下。现在把裙子放下来的话，我的脸会被完全遮住的」

  「もうちょっと待って。今スカート下ろすとあたしの顔がすっぽり収まることになる」

  「都说了别把脸凑过来！！」

  「だから顔近づけるなって！！」

  「嗯。这，感觉小求的推理是正确的」

  「ふぅむ。これ、は、もかちの推理が正解だった感じだな」

  「是啊。小依？」

  「そうだねぇ。小依？」

  「什么！」

  「なに！」

  「这个尺寸有点不合身。内裤被紧紧地勒住了。最好再买大一号的」

  「これちょっとサイズ合ってないわ。パンツがギューって思い切り引っ張られてる。もうワンサイズ大きいの買った方がいいかも」

  「哎。但这可是今年年初买的……」

  「えっ。でもこれ今年の初めに買ったやつ……」

  「当时穿起来的感觉怎么样？」

  「その時の履き心地はどうだったの？」

  「没什么特别的啊」

  「どうって、別に普通だったけど」

  「要么是突然变胖了，要么就是喜欢被勒紧的感觉」

  「急激に肥えたか、締め付けが好きかの二択って訳だ」

  「真是讨厌的二选一……」

  「嫌な二択だな……」

  

  

  　确认工作结束后，我向前迈出一步，把裙子放了下来。真是的，刚才那段时间到底算什么啊。从旁人看来，简直就像变态play一样，羞死人了。

  　確認作業は終わったので一歩前に出てスカートを下ろす。全く、なんだったんだ今の時間は。傍から見たらとんだ変態プレイじゃねえか恥ずかしい。

  

  

  「话说，你穿起来感觉不难受吗？股关节附近看起来很紧的样子」

  「てか普通に履いてるけど気持ち悪くないの？　股関節の辺りとかすごいキツそうに見えたけど」

  「能别看那种地方吗」

  「そんな所見ないで頂けますか」

  「仔细观察全身是常识吧」

  「隅々まで見るでしょ。常識」

  「唉……穿起来的感觉没什么特别的。平时就穿这种尺寸，已经习惯了」

  「はあ……履き心地に関しては別に普通だよ。普段からこの感じで慣れてるし」

  「平时就穿这种紧身的内裤？你是受虐狂吗？」

  「普段からピチピチなサイズのパンツを履いてるって事？　ドM？」

  「谁是受虐狂啊！？」

  「誰がドMじゃ！？」

  「不过我知道屁股丰满的人容易变成受虐狂。毕竟我的屁股也很大」

  「まあお尻のボリュームがある人ってそうなっちゃいがちなのは分かるけどね。私も結構大きいし」

  「这么一说好像也是。结乃的身材确实很好」

  「言われてみればそうか。結乃、スタイルめちゃくちゃ良いもんね」

  「好。小依依，来比比谁的屁股大」

  「よし。こよりん、私と尻比べしよう」

  「我肯定不要啊？？？」

  「嫌に決まってますが？？？」

  「为什么？说不定你的屁股比我大呢」

  「なんで？　お尻の大きさで私に勝てるかもよ」

  「我才不高兴呢！！」

  「嬉しくないんだわそれ！！」

  

  

  　结乃的胸和屁股都很丰满，身材肯定很好。而且个子高，所以显得身材更好。但是个子矮胸又小的我如果和结乃比屁股大小，那我岂不是又矮又胖。我才不想被比较。

  　結乃は胸もパツパツで尻もプリンとしてるからスタイルが良いのは間違いなくそう。長身だからそれが映えるし。でも低身長貧乳の俺が結乃と尻のサイズで並んだら、もうずんぐりむっくりだろそれは。比較されたくなさすぎる。

  

  

  「小依的骨架比结乃小，屁股应该不会比她大」

  「見た感じ小依は骨格から全然結乃より細いちんまりタイプだからお尻で勝ってるとは思えないけどね」

  「！就是啊，对吧！？」

  「！　だよな、そうだよね！？」

  「呃，嗯。不过屁股大也是事实，还是买新的比较好」

  「え、うん。にしてもお尻が大きめなのは事実なんだし、新調した方がいいかもだ」

  「唔……我明明很喜欢这件的」

  「むー……気に入ってたのに、これ」

  

  

  　结果，我们决定去买新的内衣。不知为何，她们还说要给我出一部分钱，虽然很感激，但还是多花了钱。不过也没办法，这样就能防止被她们以外的人看到这件内衣了。

  　結局、話の流れで新たな一軍下着を買いに行く事になった。何故か分からないが一部お金を出してくれることにもなり、そこは有難いのだが出費がかさんでしまった。まあ、仕方ないか。この二人以外の人物に見られるという大事故はこれで防がれたわけだし。

  

  　……不过，我的内裤已经被男生看到好几次了，水濑也看过。难道已经晚了吗？我真想相信没这回事。

  　……でも何回かバッチリパンツを男子に見られた事あるし、水瀬にも、見られたことあるんだよなぁ。もしかして手遅れだったりするのだろうか。そうではないと信じたい。

  

  　……我的屁股很大。这些脂肪，要是能多少分一点到胸部就好了。有没有什么办法呢。

  　……俺、尻は大きいんだ。その脂肪分、多少胸の方に行ってくれてもいいと思うんですけど。何とかなりませんかね。

 
  46話「デート(ではない)」

  第46话「约会（不是）」

  　我和小依从小学就认识了，但直到最近我才明白一件事。

  　小依くんとは小学生の頃からの付き合いだが、最近になって分かった事がある。

  

  　现在时间是上午十一点十五分，约好的时间是十一点半。我来到被美丽水池和整齐树木包围的步道，确认长椅上没有她的身影后，摆出了胜利姿势。

  　現在時刻は昼前の11時15分。待ち合わせに指定された時間は11時半。綺麗な池や整えられた木々に囲まれた遊歩道の途中にあるベンチで彼女の姿が無いことを確認しガッツポーズを取る。

  

  　升上高中的小依，经常比约好的时间早几分钟到达。这本身是好事，但只有在我之后到达的时候，她会单方面地做出胜利宣言，对我冷嘲热讽。

  　高校生になった小依くんは、待ち合わせに指定された時間より数分早く着いていることが多い。それ自体は良い事なのだが、僕が後から合流した場合に限り、一方的な勝利宣言を織りまぜた煽りを飛ばしてくるのだ。

  

  　今天难得先到，我悠然自得地戴上耳机，装出从容不迫的样子。对于明确的挑衅，就让我用迂回的挑衅来回应吧。我翘起二郎腿，闭上眼睛享受音乐。

  　今日は珍しく先手を取れたので悠々自適にイヤホンを耳にさして余裕を気取っておく。明確な煽りには遠巻きな煽りで返させて頂こう。足を組み、流れる音楽を目を閉じて嗜む。

  

  

  「你在听什么？」

  「何聞いてんの？」

  

  

  　等了五分钟，小依在预料中的时间点出现，她拿下我一边的耳机向我搭话。

  　待つこと5分、予想していた程の時間が経った頃に小依くんがやってきて、僕のイヤホンを片方外して話しかけてきた。

  

  

  「嗨，小依，我等好久了哈哈哈。」

  「やあ小依くん。待ちくたびれたよははは」

  「咦？不是约好十一点半吗？……难道说，我让你等很久了？」

  「えっ。待ち合わせって半じゃなかった？　……もしかして、めっちゃ待たせた？」

  「啊，没有，十一点半没错。」

  「ああいや、半で合ってるけど」

  「是吗？……那我来得太早了吧。」

  「やんな？　……やとしたら来るの早すぎだろ」

  

  

  　小依一如既往地坐在我身边。什么嘛，平时她总是喜欢冷嘲热讽，我还以为她要是先到肯定会不甘心呢。

  　小依くんはいつもと変わらぬ調子で僕の隣に座った。なんだ、普段はちょっとイラッとするくらい煽り散らかしてくるから、てっきり先に着いていたら悔しがると思ってたのに。

  

  　……话说距离好近。我放在长椅上的手被她踩在大腿上了。

  　……てか距離近。ベンチに着けていた手が太ももに踏まれてますが。

  

  

  「小依，你踩到我的手了」

  「小依くん、手踏んでます」

  「是吧。你的手好硬啊」

  「ね。ゴツゴツしてんな、お前の手」

  「毕竟我是男的嘛」

  「そりゃ男なんで」

  

  

  　……她不把脚挪开啊。我一直在摸同龄女生的身体，而且还是特别柔软的部位。这样好吗？之后不会被控诉性骚扰吧？

  　……足、退かしてくれないんだ。同い年の女子の体、それも特に柔い部分に触れ続けている。良いのだろうか？　後からセクハラと訴えられないだろうか？

  

  　她没有挪开脚，而是把从我这里抢走的耳机塞进耳朵，悠然自得地发表感想：「哦，我喜欢这首歌」。她今天心情不错，真是我行我素啊。

  　足の位置をズラす事なくそのまま彼女は僕から奪った片イヤホンを耳にはめて「おっ、この曲好き〜」と暢気に感想を述べていた。マイペースだなぁ、今日は機嫌が良さそうだ。

  

  

  「今天穿连衣裙啊，真少见」

  「今日はワンピースなんだね、珍しい」

  「嗯——」

  「んー」

  

  

  　平时小依穿的便服都是偏中性的，今天却一反常态，穿着女性化的水蓝色连衣裙。与晒黑的皮肤相得益彰，显得非常健康。外表很有少女的感觉。

  　私服の小依くんは、いつもならもっとボーイッシュな感じの服装に身を包んでいたのだが、今日は一風変わって女性らしい水色のワンピースを着ている。日焼けした肌に相まって非常に健康的。すごく少女然とした見た目をしている。

  

  　话说，晒黑的地方和肌肤的白皙形成鲜明对比。她原本的肤色就像陶器一样白皙，穿着露出锁骨附近的连衣裙，这种反差就更加明显了。如果要我诚实说出感想，那就是很色情。

  　てか、日焼けした所と地肌の白さの対比がすごいな。元の肌色が陶器みたいな白さしてるから、鎖骨辺りの露出が多いワンピースを着られるとその違いがめちゃくちゃ浮き彫りになる。思った感想を正直に述べるなら、エロい。

  

  

  「喂」

  「なあ」

  「嗯」

  「はい」

  「这件衣服，怎么样？」

  「この服、どう？」

  「？」

  「？」

  「……」

  「……」

  「……很适合你哦？」

  「……似合ってるよ？」

  「是吗？」

  「そう？」

  「嗯。虽然你可能不喜欢别人这么说，但我觉得非常可爱」

  「うん。言われて良い気がしないならアレだけど、すごく可愛いと思う」

  「啊，是吗」

  「あっそ」

  

  

  　因为对方问了，我就老实回答了想法，结果她却冷淡地回应。她把脸扭向一边，不高兴地玩弄着头发。看来我答错了。虽说她心情很好，但小依果然很难对付。

  　相手から訊かれた事なので素直に思った事を答えたら素っ気ない返しをされた。顔背けられてるし、なんか不機嫌そうに髪をいじり始めた。どうやら僕は不正解を引いたらしい。機嫌が良いとはいえ、やはり小依くんの扱いは難しい。

  

  　啊，割腕的痕迹用绷带遮住了。果然不想让别人看到啊。不过，就算她不说，看到绷带的位置，我也知道她有割腕的习惯。

  　あ、リスカ痕は包帯で隠してるんだな。やっぱりそういうのは人の目に触れさせたくないか。でも、包帯をその位置に巻いてると言われなくてもリスカしてるんだって分かっちゃうと思うんだけどな。

  

  

  「小依」

  「小依くん」

  「什、什么！」

  「っ、なに！」

  「脸好红」「才不红」

  「顔あっか」「赤くねえよ」

  

  

  　她狠狠地瞪了我一眼。刚才还像花儿盛开一样心情很好，怎么一下子就不高兴了？我被小依瞪着，继续说道：

  　ギロッと睨まれた。さっきまで花が舞うような機嫌の良さだったのに一気に不機嫌になった？　小依くんに睨まれたまま、僕は言葉を続ける。

  

  

  「你脑袋不烫吗？」

  「頭、熱くない？」

  「脑袋？当然烫了，都快烧起来了」

  「頭？　熱いやろそりゃ、灼熱だけど」

  「是吧。我可以摸你的头发吗？」

  「だよね。髪、触っても大丈夫？」

  「啊？……嗯，可以啊」

  「は？　……うん。別にいいけど」

  

  

  　小依皱起的眉头舒展开来，虽然她有些害羞地移开视线，但还是老老实实地低下头，把脑袋凑了过来。我摘下自己的帽子，戴在小依的头上。

  　眉間に皺を寄っていた皺が無くなり、どこか恥ずかしがるように目を泳がせながらも小依くんはすごすごと僕に対し俯いて頭を近付けた。僕は被っていたキャップを取り、小依くんの頭に被せる。

  

  

  「干嘛啊」

  「なんだよ」

  「直射的阳光对头发不好，这样就能遮住阳光了。多少会凉快些吧？」

  「直射日光は髪にダメージ行くって言うし、これなら日差し避けられるよね。多少は涼しくなった？」

  「嗯」

  「まあ」

  「那就好」

  「ならよかった」

  「谢谢」

  「ありがと」

  

  

  　哦？这次她说话的语气听起来很高兴。为了把帽子戴好，她抬起了手，挡住了自己的表情，但我感觉她的嘴角似乎上扬了。她的情绪变化好快啊，真是活力十足。

  　おっ？　今度は嬉しそうな声音で彼女が言った。表情はキャップをしっかり被り直すために上げた手に遮られた為見えなかったが、口角が上がっていた気がする。すごい速度で感情が二転三転してるな、エネルギッシュすぎる。

  

  　话说，今天的小依真不得了。可能是因为她穿了比平时更女孩子气的衣服，我平时对她的男性朋友滤镜消失了，她在我眼中完全就是个美少女。

  　というか今日の小依くん、やばいな。いつもより分かりやすく女の子な服装をしているせいか、普段掛けている男友達フィルターが外れて真っ当な美少女としか映らなくなってる。

  

  　我本来就觉得她长得很好看，仔细想想，她穿校服的时候也是个不折不扣的美少女。在学校里，我总是刻意避免把她当成女生对待，所以反而没有意识到这一点。

  　元から顔は整っているなと感じていたし制服を着てる時もよく考えてみれば紛うことなき美少女なんだけど、学校の中では意図して女子として接しているように周りに見せるよう気を遣ってたから逆に意識が逸れていた。

  

  　在完全休息日穿成这样，表情也一改平时的不爽和冷淡，流露出害羞的感觉，让我心中的小依形象产生了噪声，莫名地紧张起来。

  　完全オフの日にこんなお嬢様みたいな服装してきて、表情も平常時の不機嫌で無愛想な感じが外れて、照れみたいなのを滲ませてるせいで僕の中の小依くん像にノイズが走って妙に緊張してしまう。

  

  

  「……」

  「……」

  「……小依」

  「……小依くん」

  「怎，怎么了」

  「な、なに」

  「今天怎么了？」

  「どうしたの？　今日」

  「什么怎么了？没什么，和平时一样，啊呜」

  「なにが？　別にどうもしてない普段通りだきどぅっ」

  

  

  　啊，刚才明显咬到舌头了。

  　あ、分かりやすく噛んだな今。

  

  

  「……我没咬到舌头」

  「……噛んでないから」

  「不，咬到了吧」

  「いや噛んだよね」

  「烦死了，我和平常一样，很普通」

  「うざい。てかいつも通りだし。普通だし」

  「普通，是吗？像这样在外面碰头一起玩就很稀奇了，还特意打扮了一番，这叫普通吗？」

  「普通、ねえ。こうして外で待ち合わせて遊ぶ事自体珍しいのに、服までお洒落してさ。普通かね」

  「我才没有打扮，只是穿了家里有的衣服而已，说什么呢，恶心」

  「お洒落してないから家にあった服そのまま着ただけだし何言ってんの意味わからんキモ」

  「这次没咬到舌头呢」

  「今度は噛まなかったね〜」

  

  

  　好疼，膝盖被打了。

  　痛い。膝を殴られた。

  

  

  「早知道就不穿这种衣服了」

  「こんな服着てこなけりゃよかった」

  「哎！？为什么，很适合你啊！」

  「え！？　なんで、めちゃくちゃ似合ってるよ！」

  「你，比平时更把我当女生看待了吧」

  「お前、いつもより割増で女扱いしてるだろ」

  「确实如此」

  「それは確かにそう」

  「看吧！」

  「ほら！」

  「不过我觉得你今天超可爱的「别想！」不行，超可爱，超可爱，毫不夸张，你是我人生中见过最可爱的女孩子，坐在我身边「闭嘴章鱼！」坐在我身边，不过我不会因为这样就改变态度的，放心吧」

  「まあめちゃくちゃ可愛いやん今日って思ってはいるけどさ「思うな！」無理。めちゃくちゃ、めっちゃくちゃ、誇張なしで人生今まで見てきた中で一番可愛い女の子が隣に「黙れタコ！」隣に座ってるなって思ってるけど、だからといって態度変えたりしないから安心してよ」

  「你根本没闭嘴啊，搞什么啊真是的……」

  「全然黙らんやんお前、なんなんまじで……」

  

  

  　小依害羞地用手遮住了脸。虽然还想多调侃几句，但再继续说下去感觉鼻子就要挨揍了，还是算了吧。不管外表如何，她还是小依，不能忘记她那动不动就动手的暴躁脾气，太危险了。

  　小依くんは照れたように顔を手で覆って隠した。もっと茶化したいなって思うけど、これ以上言うと拳を鼻に食らいそうなのでやめておく。見た目はどうあれ小依くんだからな、すぐに手を出す気の短さを忘れてはいけない。危険だ。

  

  

  「不好意思在你害羞的时候打扰你，可以问个问题吗」

  「照れてる所悪いけど質問いいですか」

  「我才没害羞！！」

  「照れてねえから！！」

  「嗯。所以，今天要做什么？」

  「うむ。でさ、今日は何するの？」

  「别扯开话题！……昨天，桃果结乃组合给了我甜品店的优惠券，所以想和你一起去」

  「流してんじゃねえよ！　……昨日、桃果結乃コンビからスイーツ屋さんの割引券貰ったからさ、一緒にどうかなって思って」

  「这是约会的邀请吗？」

  「デートの誘いって事？」

  「约……会」

  「でっ……ぇと」

  

  

  　我本来只是想开个玩笑，小依却用细若蚊蝇的声音重复了一遍我说的话。我还以为她会骂我『别得意忘形了渣渣』，看来是我猜错了。没能看到她生气的样子，真可惜。

  　冗談めかして言ったつもりだったのに、消え入りそうな声で僕の言った単語を繰り返す小依くん。僕は『調子乗ってんじゃねえぞカス』みたいな感じで罵倒されると予想していたが外れか。ムキになる姿が見れなくて残念だ。

  

  

  「……只是普通地玩而已，你在说什么啊」

  「……普通に遊ぶだけだし。何言ってんのお前」

  「嗯？你今天发烧了？」

  「うーん？　今日、熱でもある？」

  

  

  　我边说边把手贴在她的额头上。嗯，感觉没有发烧。小依同学用双眼凝视着我的手臂，一动不动。我又猜错了，还以为她会说『别随便碰我，去死！』。看来今天的小依同学很安全。

  　そう言いながら額に手をペタっと当てた。ふむ、熱がある感じの体温では無かった。小依くんはその行為に対して僕の腕を両目で凝視し固まっている。またしても予想外れ、『勝手に触ってんなよきっしょ死ね！』と言われると思ったんだけどな。今日の小依くんは大分安全だ。

  

  

  「……你今天好欺负人」

  「……お前、今日いじわる」

  「没这回事，我跟平时一样」

  「そんなことないでしょ。いつも通りだよ」

  「确实，你平时就很欺负人」

  「確かにな。いつもいじわる」

  「你这话是什么意思！？我可没做过什么欺负人的事！」

  「心外だな！？　そんな意地悪い事してないと思うけど！」

  

  

  　她鼓起脸颊瞪着我。看来在她心中，我是个经常欺负人的家伙。

  　彼女は頬を膨らませて僕を睨んだ。どうやら彼女の中では僕は意地悪い事を常習的に行っている事になってるらしい。

  

  

  「话说，差不多该走了吧？这里好热」

  「というか、そろそろ移動する？　ここじゃ暑いしさ」

  「嗯。啊，等一下」

  「ん。あ、ちょっと待って」

  「好」

  「はいよ」

  「这个给你」

  「これあげる」

  「？」

  「？」

  

  

  　我先站了起来，小依同学拉住我的手，让我握住某个东西。我打开手一看，里面是一个脸上有道裂痕的猫型角色挂件。

  　先に立ち上がった僕の手を小依くんが取って何かを握らせてきた。手を開けてみたら、そこには顔が裂けている猫っぽいキャラクターのストラップがあった。

  

  

  「……我直接说出感想会不会伤到你」

  「……率直な感想を述べたら傷付くだろうか」

  「哦，说来听听」

  「ほう。言ってご覧なさい」

  「好恶心啊」

  「グロいな〜」

  「我懂。我第一次看到的时候也说太恶心了」

  「分かる。俺も初見の時キモすぎって言っちゃった」

  「是因为转蛋转到不喜欢的角色，所以才给我的吗？」

  「アレかな、ガチャガチャで好みじゃないキャラが出たからあげる的なやつかな？」

  「不是，我多出来的，所以给你。这是桃果喜欢的扭蛋奖品，我陪她转到全种类，结果这个转了6个出来，她把5个都塞给我了」

  「いや、ダブったからあげる。桃果が好きなガチャの景品でよ、付き合わされて全種類コンプしよってなったらこれが6つぐらい出たんよ。5つも押し付けられたわ」

  「小依同学家里还有4个啊……」

  「まだ小依くんちに4体もいるのか……」

  「对，房间的一角都变成怪物的巢穴了」

  「そう。部屋の一角がクリーチャーの巣窟になってる」

  「好想看啊，之后给我发照片吧」

  「見てみてぇ〜。後で写真送ってよ」

  「……不要」

  「……やだ」

  「发个照片而已，又不会少块肉！？」

  「写真くらいはいいでしょ！？」

  「……」

  「……」

  「她都不说话了。算了，那我们就是一对了」

  「何も言わなくなっちゃった。まー、じゃあこれで僕らお揃いって事だ」

  「无可奉告」

  「ノーコメント」

  「真好啊，挂在包上吧」

  「いいねー。カバンにでも付けようかな」

  「！」

  「！」

  「怎么了？」

  「どしたの？」

  「……我也挂着这个」

  「……俺も付けてる、これ」

  「这样啊。好耶，让周围的人看看我们一对的挂件」

  「そうなんだ。よっしゃ周りに見せつけてやろうお揃いストラップ」

  「你为什么这么开心啊！」

  「なんで嬉しそうなんだよ！」

  「开心吧」

  「嬉しいでしょ」

  「为什么！」

  「なんで！」

  「呃，呃……算是放闪或者牵制？能做这种事，感觉挺好的吧？」

  「えっ、え〜……匂わせというか牽制的な？　そういうの出来るの、なんかいいやん？」

  「放闪……？我完全不懂，什么意思？」

  「匂わ……？　言われても全然わからん、どういう意味？」

  

  

  　没懂啊。放闪的概念本身，小依同学在和女性朋友聊天的时候应该说过，所以她应该知道，但还是没懂啊！这个人真是迟钝到家了！

  　伝わらないか〜。匂わせって概念自体は女の子の友達と話してる時とかに小依くんが口にしていたから知ってるんだろうけど、それでも伝わらないか！　筋金入りの鈍感だなこの人！

  

  

  

  「呼，好累啊」

  「ふぃー疲れた〜」

  

  

  　到了店里坐下后，小依同学就靠在椅背上，开始扇起胸口。

  　店に着き席に座ると、小依くんはぐたぁっと背もたれに背中を押し付けて胸元をパタパタし始めた。

  

  

  「小依同学，这样会走光的」

  「小依くん、それ胸元見えちゃうよ」

  「又看不到」

  「見えないだろ」

  「我是看不到，但路人会看到的」

  「僕からは見えてないけど、通行人がいたら見えちゃうよ」

  「有人靠近我就停」

  「人が近く通ったらやめるし」

  

  

  　小依同学嘴上这么说，但一有人靠近，她就立刻停下了扇风的动作，从口袋里拿出手机。她看了一眼手机屏幕，然后把手机合上放在桌上。

  　人が近くを通ったら、小依くんは言ったが彼女はすぐに胸元をパタパタするのをやめてスマホをポケットから出した。そして少しだけスマホの画面に目線を落としたあと、スマホを閉じて机に置いた。

  

  

  「那个，我可以问个问题吗？」

  「ねえ。つかぬ事を訊いてもよい？」

  「请说」

  「どうぞ」

  「我说，你是不是看过我的内」「请问决定好点什么了吗？」

  「あのさ。お前って、何度か俺のパンツ」「ご注文はお決まりでしょうかー？」

  

  

  　女服务员在绝妙的时机来了。小依同学瞬间换上亲切的笑容，仔细地点了餐。

  　すごいタイミングでウェイトレスさんが来た。小依くんは一瞬で無愛想な顔をニッコリ笑顔にしてつらつらと注文していく。

  

  

  「所以，内裤怎么了？」

  「で、パンツがどうしたの？」

  「……你看过我的内裤好几次了吧」

  「……何度か俺のパンツ見た事あるでしょ」

  「好几次这种说法有点那个，不过，比如在小依同学家的时候」

  「何度もって言い方はアレだけど、まあ。小依くんちでの事とか」

  「那天就算了，天色那么暗，你也没看清楚吧」

  「あの日はいいや、暗かったしよくは見えなかったやろうし」

  

  

  　不不不，因为打雷和外面的灯光，我可是把小依同学的内衣看得一清二楚了。

  　いや〜、雷とか外からの灯りのせいで結構しっかりと小依くんの下着姿を見ちゃってるんだけどな。

  

  

  「除了那天以外。比如在学校，或者一起行动的时候，你看过好几次我的内裤吧」

  「あの日以外で。例えば学校とか、一緒に行動してる時とかさ。何度か俺のパンツ目撃してるやろ」

  「除了那天以外……如果我说因为事故之类的看过好几次，你会生气吧！」

  「あの日以外で……事故みたいな形でなら何回か、とか言ったら怒られるというトラップじゃないですよね！」

  「会生气啊？」

  「怒るけど？」

  「我一次都没看过」

  「一回も見たことないです」

  「开玩笑的。老实告诉我吧。就算不想看也会看到的时候也是有的吧，我明白的」

  「冗談だよ。正直に言ってくれ。見ようとしなくても見えちゃってる時とかあるんだろうな〜ってちゃんと分かってるし」

  「你明知道还把裙子弄短的吗？……你有这种兴趣？」

  「分かっててスカート短くしてるの？　……そういう趣味？」

  「才没有。别把人说得像暴露狂一样」

  「違うから。人を露出狂みたいに言うな」

  

  

  　虽然我没打算说这种话。不过，和间山同学还有盐谷同学站在一起的时候，下半身的肤色面积很高，让人不知道该往哪看。

  　そんな事言うつもりはないけども。でも、間山さんと塩谷さんと並んでる時は下半身の肌色面積高いから目のやり場に困るんだよなぁ。

  

  

  「所以呢？你看过我的内裤吧」

  「で？　見たんだよな、俺のパンツ」

  「……看过好几次。但没有那么频繁！我都有好好移开视线的！」

  「……何度か。でもそんなに頻繁には見てないよ！　ちゃんと目逸らしてるし！」

  「今后也请务必这么做。然后，我希望你好好回想一下当时的情况」

  「今後も是非そうしてくれ。でさ、よーくその時の事を思い返してみてほしいんだけど」

  「哪次？？？」

  「どっち？？？」

  「我希望你今后不要看。然后，我希望你告诉我，你看到的时候的情况」

  「今後は見ないようにしてほしい。で、今から見ちまった時の事を教えてほしい」

  「你是说什么时候看到的吗？」

  「どのタイミングで見てしまったのかって事？」

  「唔……」

  「うーむ……」

  

  

  　小依同学双手抱胸，做出思考的动作。看来她并不是想问看到内裤的时机，而是有别的问题想问，但似乎在犹豫要不要说出口。我能感受到她内心的纠葛。

  　小依くんが腕を組み考え込む仕草を見せる。どうやら見えてしまったタイミングを訊きたいわけではなく、別に訊きたい内容があるらしいがそれを口に出すのを躊躇っているらしかった。彼女の中で葛藤しているのが分かる。

  

  

  「……我就直说了，我，内裤可能透出来了。至今为止」

  「……単刀直入に言うと、俺、パンツ透けてたかもしれんのよ。今まで」

  「！！！！」

  「！！！！」

  「能不能别把眼睛睁那么大？」

  「めいっぱい目ぇ開くのやめれる？」

  「所以，你想问的是？」

  「して、訊きたい事とは」

  「嗯……问这种事，我也不希望你想起当时的情况时，连带想起多余的事。透出来了吗？内裤」

  「ん。……こんな事訊いて、その時の事を思い出した時に付随して余計なもんまで思い出されたら嫌なんだけどさ。透けてた？　パンツ」

  「啊，是这个……」

  「あっ、そういう……」

  

  

  　原来如此。她被某人，恐怕是间山同学或盐谷同学指出内裤透出来了，所以担心至今为止因事故看到的人们，会不会透过透出来的内裤看到了另一个世界。

  　なるほど。誰かから、恐らく間山さんか塩谷さん辺りから下着が透けていると指摘され、それじゃあ今まで事故で見てしまった人らは透けたパンツ越しに広がる世界を見てしまったのではないかと心配になったわけか。

  

  　为了确认这一点，她希望我回想起当时的情况。原来如此，这个人是天生的处男杀手吗？还好有桌子。

  　その是非を確かめる為に僕に当時の事を思い出してほしいと。なるほどね、ナチュラルボーン童貞キラーかこの人。机があってよかった。

  

  

  「怎么样？想起来了？看到的时候的事」

  「どうすか。思い出した？　見た時の事」

  「很难说想起来了……」

  「思い出したとすんなり言い難い状況……」

  「你只要回想起透出来没就行了。如果透出来了，就别再想下去了。点到为止」

  「あくまで思い出すのは透けてたか否かだけだからな。もし透けてたとして、その先までは思い出すなよ。寸止めしろ」

  「回忆的内容能点到为止吗」

  「思い出す内容に寸止めとか効くのだろうか」

  「……那，你把看到的全部回忆起来也行，但别明说。只要告诉我透出来没就行了」

  「……じゃあ別に、見た光景を全部思い出してくれても構わないけど明言すんなよ。透けてたかどうかだけ教えて」

  

  

  　这是什么要求。我忍不住想吐槽。

  　どんな注文だ。流石に強めにツッコミたくなる。

  

  　小依同学的内裤透出来没。我怎么可能一一在意，怎么可能记得，看到内裤的时候只会觉得幸运！而已。细节什么的怎么可能记得……。

  　小依くんのパンツが透けてたかどうか。そんなの一々気にしてないし覚えてるはずない、パンツなんて見えた時点でラッキー！　ってなるくらいだもん。細部なんて覚えてる筈が……。

  

  　内裤。内裤。案例1，爬楼梯的时候看到的小依同学的内裤。那是淡绿色的内裤。好色啊。

  　パンツ。パンツ。ケース1、階段を登ってる時に見えた小依くんのパンツ。あれはライトグリーンのパンツだった。エロかったなあ。

  

  　案例2，体育坐姿的小依同学被我遇到时看到的内裤。那是黑色的吧。好色啊。

  　ケース2、体育座りしてる小依くんと遭遇した時に見たパンツ。あれは黒だったかな。エロかったなあ。

  

  　案例3，放学后直接去小依同学家的时候，她躺在床上时看到的内裤。那也是黑色的，但有荷叶边。那也很色。

  　ケース3、学校帰りに直接小依くんの家に寄った時、彼女がベッドの上で寝転がってる時に見たパンツ。あれも黒だったけどフリフリしてたな。あれもエロかった。

  

  

  「糟糕，好色的感想太碍事了，想不起透出来没」

  「やばい、エロかったなぁって感想が邪魔して透けてたかどうかまで思い出せない」

  「我杀了你哦？」

  「ぶっ殺すよ？」

  「看到女生的内裤，感想不就是那样吗！我可是男人啊！」

  「女子の下着なんて見たら抱く感想なんてそんなもんだろ！　男なんだもん！」

  「绝对会被看到的人里你出现的频率最高，拜托了」

  「絶対に見られるとしたらお前が一番頻度多いんだから頼むわまじ」

  「我正想说你自己说这话不觉得羞耻吗，结果你脸都红了，看来不用我多说了」

  「自分で言ってて恥ずかしくないのって言おうとしたけど顔真っ赤だし言わずもがなか」

  「才没红！！　才不羞耻！！」

  「赤くねえし！！　恥ずかしくねえわ！！」

  「这种时候就该害羞啊」

  「恥ずかしがろうよそこは」

  

  

  　小依同学真是不擅长说谎，心里想的都写在脸上了。

  　つくづく小依くんは嘘が下手というか、思ってる事がすぐ顔に出るなあ。

  

  　不过就算想起来了，那么近的距离看到内裤我也会移开视线提醒她，而且我都是远远地看，根本判断不了透不透。

  　でも思い出すったって、そんな至近距離でパンツが見えてたら目を逸らしつつ注意するし、遠巻きに見てばかりだから透けてるかどうかなんて判断のしようがない。

  

  

  「……至少我从来没觉得你透出来过吧？」

  「……少なくとも僕視点では透けてるな〜って思ったことは無いかな？」

  「真的？　没有半点虚假？」

  「まこと？　偽り無き真実？」

  「嗯。而且要是透了我肯定会提醒你」

  「うん。てか透けてたら流石に指摘するし」

  「是吗。太好了」

  「そっか。よかった」

  「你今天就是为了问这个才叫我出来的？」

  「そんな事を訊くために今日呼び出したん？」

  「是啊」

  「そうだけど」

  「打电话问不就行了」

  「通話で訊けるじゃん」

  「……」

  「……」

  

  

  　啊，她沉默了。沉默着低下头。看来她现在是“原来还有这一招！”的感觉。

  　あ、黙った。黙って下向いてる。その手があったか！　という気付きを得た感じだな。

  

  

  

  　吃完点的东西我们离开了店。今天她叫我出来就是为了问内裤透不透，那接下来怎么办？就地解散吗？我观察着一动不动的小依同学思考着，她一言不发地迈开步子，我也不说话跟在她身边。

  　注文した物を食べ終え店を出る。今日僕を呼び出した目的がパンツ透けてるかどうかを訊く為という話だったが、これからはどうするのだろう？　ここで解散かな？　と、動き出さない小依くんを観察しながら考えていたら彼女は何も言わずにふらっと歩を進め始めた。何も言わずに横に着いて歩く。

  

  

  「我说，水濑」

  「なあ、水瀬」

  「嗯」

  「はい」

  「男女朋友一般都去哪里玩？」

  「男女の友達ってさ、どんな所で遊ぶの？」

  「男女朋友？」

  「男女の友達？」

  「嗯。我仔细一想，自从变成女人以后我基本只和女人一起玩过，所以不太清楚」

  「おう。俺、考えてみれば女になってからは殆ど女としか外で遊んだ事ないから分からんくてさ」

  「我也不怎么和女生一起玩啊」

  「僕だって女子と遊ぶ事なんて滅多にないのですが」

  「阴暗角色」

  「やーい陰キャ」

  「你这自打脸辛苦了」

  「ブーメランお疲れ様です」

  「我可以揍你吗？」

  「殴っていい？」

  「为什么啊。先起头的不是你吗」

  「なんでだよ。先に狼煙上げたのそっちでしょうが」

  

  

  　居然边走边骂我。虽然我也不太好，但小依同学的性格真的很差啊。不过我已经习惯了。

  　歩きながら淡々と悪口を言ってきやがって。僕も大概だけど小依くんって本当に性格悪いよな〜。慣れてるからいいけどさ。

  

  

  「哦，发现昭和景点」

  「おっ。昭和スポット発見」

  

  

  　我们漫无目的地走着，小依同学在一家老式零食店？玩具店？前停下了脚步。我本以为这一带是都市，没想到会遇到店前放着大招财猫的店。

  　目的もなく歩いていたらとある老舗の駄菓子屋？　おもちゃ屋？　の前で小依くんが立ち止まった。ここら辺は都会だと思っていたけど、まさか店前に大きな招き猫が置いてある店に出くわすとは。

  　小依同学兴致勃勃地走向那家店。

  　小依くんは興味深そうにその店の方へと歩いていく。

  

  

  「好厉害，店里肯定堆满了过期零食啊水濑！」

  「すげぇ〜、絶対消費期限切れてる菓子で溢れてるぞ水瀬！」

  「这不该在店门口说吧。店里没有店员吗？」

  「店の前で言う事ではないかもな〜。店員さんは居ないのかな？」

  

  

  　店里堆满了东西，根本没法走到收银台。我们在迷宫般的店内凭着直觉走，终于找到了收银台，一位像是店主的老婆婆闭着眼睛坐在那里。

  　店の中は物で溢れかえっている為、そもそもレジに辿り着けない。迷路じみた店内をカンを頼りに歩いてやっと見つけたレジには、店主さんと思しきおばあさんが目を瞑って座っているのが見えた。

  

  

  「水濑」

  「水瀬」

  「呜哇！？」

  「うわっ！？」

  「！？别吓我啊！？」

  「っ！？　脅かすなよ！？」

  「吓到的是我啊！吓死我了……」

  「驚いたのはこっちだよ！　びっくりした……」

  「我只是正常搭话而已啊！」

  「普通に声掛けただけだろ！」

  「你太小了，我还以为是妖怪呢……」

  「ちっこいから妖怪か何かだと思った……」

  「啊！？你说谁是小不点啊混蛋！」

  「はあ！？　誰がチビじゃこのやろ！」

  「店里很窄，严禁乱动！」

  「狭いから暴れるの厳禁で！」

  

  

  　我感觉到危险的气息，先叮嘱了她一句，小依同学只是气呼呼地瞪着我。好险好险。

  　不穏な空気を感じ先んじて釘をさしたら小依くんはムッとした顔で僕を睨むだけに留めてくれた。危ない危ない。

  

  

  「所以你有什么事？」

  「それでどうしたの？」

  「我找到水气球了！来打水仗吧！」

  「水風船見つけた！　投げ合おうぜ！」

  

  

  　小依同学开心地举起500个装的水气球。她的眼睛闪闪发光，找到的时候想必很感动吧。这种东西在百元店之类的地方应该也有卖。

  　小依くんは嬉しそうに500個入りの水風船を掲げてきた。目がキラッキラしてる、見つけた時はさぞ感動したんだろうな。多分ダイソーとかでも売ってますけどね、この手のもの。

  

  

  「不过这量真大啊～要全部用掉吗？」

  「しかし大容量だね〜。全部使うん？」

  「不，我打算之后也提供给桃果和结乃。我要用这个砸她们，让她们的衣服湿透，我真是天才！」

  「んにゃ、後日桃果と結乃にも提供しようと思う。奴らにこれぶつけまくって水で服透けさせてやるんだ天才やろ！」

  「天才！请务必也叫我一起！」

  「天才だ！　是非とも僕も呼んでくれ！」

  「谁会叫你啊，变态。」

  「呼ぶかぁ。変態め」

  

  

  　小依同学一边吐槽我，一边拿着水气球兴冲冲地走向收银台。很好，正如我所料，我成功地让她把注意力转向间山同学她们，让她忘记了『自己接下来会被水气球砸』这件事。我真是太聪明了。

  　小依くんは僕にツッコミを入れながら水風船を持ってウキウキでレジまで歩いていく。よーし狙い通り、意識を間山さん達に向けさせる事で『自分がこれから水風船をぶつけられてしまう事』を頭からすっぽ抜く事に成功した。我ながら頭が良すぎる。

  

  

  「好，要在哪里打水仗呢！」

  「よっしゃどこで投げ合うよ！」

  「小依同学家附近有个小公园吧，就在那里打水仗吧」

  「小依くんちの近くに小さい公園あったよね。そこでやろう」

  「OK！」

  「おっけー！」

  

  

  　小依同学同意了我的提议，少见地想要跑着横穿马路。

  　僕の提案に乗った小依くんは珍しく駆け足で道路を横断しようとする。

  

  

  「啊」

  「あっ」

  

  

  　然后她就这样狠狠地被路旁的凸起绊倒了。我本以为没有车来应该没事，但小依同学却差点像搞笑漫画一样摔了个大跟头，我赶紧抓住她的手用力一拉。

  　そしてそのまま思い切り道路沿いの盛り上がった部分に足を引っ掛けた。車は来ていないから大丈夫かって思ってたのに、ギャグ漫画かってくらい見事な大転倒をしそうになった小依くんの手を掴み強引に引っ張る。

  

  

  「好险……」

  「あっぶね……」

  「小依同学，你视力不好吧，不戴眼镜吗？」

  「小依くん、目ェ悪いんだよね。眼鏡しないの？」

  「不戴！我也不知道怎么买」

  「しない！　買い方わからんし」

  「下次一起去买吧？」

  「今度一緒に買いに行く？」

  「一起去？一起去……」

  「一緒に？　一緒に……」

  

  

  　我听到她沉思的低吟声。我顺势想若无其事地约好下次约会（暂定）的计划，但失败了吗？毕竟小依同学对男人的戒心很强啊。

  　長考する唸り声が下から聞こえてくる。流れでそれとな〜く次のデート(仮名)の予定を取り付けようとしたんだけど失敗かな？　小依くんって男に対しての警戒心強いしな〜。

  

  

  「……水濑」

  「……水瀬」

  「嗯，不管你说什么都没问题，我已经做好心理准备了」

  「うむ。何を言われても大丈夫、心の準備は出来たよ」

  「你打算抱到什么时候啊」

  「いつまでそうしてるつもりなん」

  「什么时候是指？」

  「いつまでとは？」

  「…………我被你抱住了啊」

  「…………俺、お前に抱きしめられてんだけど」

  「呜啊啊啊啊对哦！」

  「うぉあああっそうだったわ！」

  

  

  　我听到她这么说，赶紧放开一直抱着的小依同学。

  　言われて長尺で抱きしめていた小依くんから離れる。

  

  

  「这是无意识的！我没有奇怪的意图，不要误会！！」

  「無意識だから！　変な意図は無いのでそこは誤解なきよう！！」

  「……现实中有可能发生这种事吗？」

  「……有り得る？　現実でそんな事」

  「因为抱起来的感觉跟抱枕一样，一不小心就！」

  「抱き心地が抱き枕すぎてつい！」

  「你用抱枕啊，真可爱」

  「抱き枕使ってんだ。可愛いなお前」

  「男人用抱枕有什么不行的！」

  「男が抱き枕使ってもいいでしょうが！」

  「我又没说不行。话说，抱枕和人有很多地方不一样吧，我觉得你这说法有点勉强」

  「別に悪いとは言ってねえし。てか、抱き枕と人とじゃ諸々違うでしょ。それもまた無理あると思いますけど」

  「不是，那个」

  「いや、あの」

  「水濑的意思是，这样就可以合法地抱紧女孩子了」

  「そう言えば合法的に女を抱き締めてもいいと。そう言いたいわけだ、水瀬は」

  「绝对不是这个意思！」

  「決してそんな訳では無い！」

  「谁知道呢，毕竟你挺喜欢女孩子的」

  「どうだろうな〜。お前結構女好きだもんな〜」

  「喜欢女孩子！？我完全不记得有这回事！」

  「女好き！？　全然身に覚え無いんだが！」

  「你动不动就夸别人可爱，对女孩子的邀请也是二话不说就屁颠屁颠地跟过去，这完全就是喜欢女孩子的表现吧」

  「お前すぐ人に可愛いだの言ってくるし、女の誘いに二つ返事でケツ振って着いてくるし完全に女好きでしょ」

  「那是因为对方是小依同学我才这么做的！对其他女孩子我不会这么说也不会这么轻浮！」

  「それは小依くんだからそうしてる訳で！　他の女子に対しては言わないし軽い感じ出さないから！」

  「……」

  「……」

  「啊」

  「あっ」

  

  

  　我刚才说错话了吗？小依同学僵住了。

  　失言か？　今のは。小依くんが固まっている。

  

  　过了一会儿，小依同学捏着自己的裙子瞪着我说。

  　少し間を置いた後に小依くんは自らのスカートをつまみながら、僕を睨みながら言う。

  

  

  「你只对我做这种事啊」

  「俺限定で、そういう事してくるんや」

  「不，那个……嗯，是的」

  「や、あの……まぁ、そっすね」

  「………………OK，我懂了」

  「………………おっけー了解」

  

  

  　咦？我还以为她会说“你把我当女人了啊，给我差不多一点，杀了你！”然后冲过来揍我，结果她没有发火，而是转身过马路。我跟在她身后。

  　おや？　女扱いしやがっててめぇいい加減にしろよぶっ殺す！　みたいな感じで殴りかかられると思い身構えていたのだが、小依くんは暴れることなく身を翻して道路を渡り始めた。少し後ろを着いて歩く。

  

  

  「生气了？」

  「怒りました？」

  「……没有生气」

  「……怒ってはない。別に」

  「真的非常抱歉」

  「誠に申し訳ございませんでした。本当に」

  「都说没生气了，只是吓了一跳而已」

  「怒ってないって。びっくりしただけだし」

  「也是……不过你反应是不是有点慢？」

  「ですよね。……でもなんかリアクションに時差あったくない？」

  「别再提了！忘掉！」

  「いいよその話は！　忘れよ！」

  「要是被熟人看到，肯定是一条大新闻」

  「知り合いに見られてたら一大スクープだよなぁ」

  

  

  　哎呀，没想到会在大庭广众之下抱住女孩子。希望没有被熟人看到，为了今后也能过上平稳的校园生活。

  　いやはや、まさか公衆の面前で女子を抱き締めてしまうとは。知り合いには見られていなかったことを願いたい、今後も平穏な学校生活を送る為に。

  

  

  「水濑，被别人当成那种关系，你会觉得难受吗？」

  「水瀬はさ、俺とそういう風に見られるのってしんどいの？」

  

  

  　过完马路，走在人行道上时，右斜下方传来这样的问题。我朝小依同学看去，她一下子把脸转了过去。也就是说，她刚才一直在抬头看我吗？她的动作就是这么突然。

  　道路を渡り切り、歩道を歩いていたら右斜め下からそんな質問が飛んできた。小依くんの方を見たらバッと顔を背けられた。という事は今まで僕の顔を見上げていたのだろうか？　それくらい勢いのある挙動だった。

  

  

  「哪种关系？」

  「そういう風にって？」

  「……在别人面前抱在一起的关系？被当成这种关系，你会觉得难受吗？」

  「……人前で抱きしめ合うような関係？　に、見られるのはしんどいわけ？」

  

  

  　也就是说，她想问被当成情侣会不会觉得难受。

  　つまり、恋人のように見られるのがキツいかどうかという話か。

  

  

  「那小依同学你呢？」

  「逆に小依くんは？」

  「我讨厌用问题回答问题的人」

  「質問を質問で返してくるやつ嫌い」

  「对不起。那……对我来说，不觉得难受」

  「ごめんなさいね。じゃあ……僕としては、しんどくは無いけど」

  「不难受吗？明明是误会？」

  「しんどくないの？　勘違いなのに？」

  「也不完全是误会。虽然只是单相思」

  「あながち勘違いでもないし。片道だけどね」

  「啊？」

  「は？」

  

  

  　小依同学停下脚步抬头看向我。糟糕，没想到她会好好接住我刚才抛出的话题，好羞耻。明明平时她都会直接无视的。

  　小依くんが足を止めて僕を見上げてきた。やっべ、今の流れをちゃんとキャッチしてもらえるとは思わなかったから恥ずい。いつもなら流しそうなのに。

  

  　我本想继续走开，她却抓住我的手臂，对我说“喂”。

  　そのまま逃げるように歩き続けようとしたら「おい」と言われて腕をガシッと掴まれた。

  

  

  「好痛好痛」

  「痛い痛い」

  「才不痛。你干嘛继续走啊，很奇怪吧」

  「痛くねぇだろ。なんでそのままテクテクすんの、おかしいでしょ」

  「没想到你会继续深究」

  「まさか深掘りされるとは思わなくて」

  「嗯。我会深究的，所以你别走」

  「うん。深掘りするから立ち止まれ」

  「呃……」

  「えっと……」

  

  

  　咦，要顺势告白吗？不会太突然了？而且仔细想想，就算我跟现在的小依同学告白，也只会被她拒绝吧？

  　え、こんな所で、話の流れで告白するの？　急すぎない？　ていうかよく考えなくても、この状態の小依くんにそんな事言ったとして玉砕するの確定演出では？

  

  　虽然我总有一天会告白，但小依同学不喜欢被当成女生对待，所以我打算再观望一阵子。现在告白……不过她好像想好好听我说，这时候敷衍她也不太诚实。

  　いつかは言うつもりだったけど、小依くんは女扱いされるのが嫌いだからまだ様子を見ようとしていた。現段階で言うのは……でも相手はしっかりと話を聞くつもりらしいし、そこで変に誤魔化すのは不誠実に当たる、よなぁ。

  

  

  「喂，你干嘛不说话啊」

  「ねえ。なに黙ってんだよ」

  「……我可以先问问小依同学的意见吗？」

  「……先に小依くんの意見を尋ねてもよいでしょうか？」

  「什么？」

  「なに？」

  「周围的人把我们当成情侣，小依同学觉得怎么样？会不会觉得难受？」

  「周りから、僕と恋人のように見られるのは小依くん的にはどう？　それこそ、しんどいのかなって」

  「无可奉告」「请不要说无可奉告」

  「ノーコメ」「ノーコメントは無しでお願いしたいかな」

  「呃」

  「っ」

  

  

  　听到我的回答，小依同学露出惊讶的反应。她一脸困惑，眼神游移，嘴巴一张一合。

  　僕の返しを受けて驚いた反応を見せる小依くん。彼女は困惑した表情に変わり、目線を泳がせつつ口を動かす。

  

  

  「为什么不能说无可奉告」

  「なんで、ノーコメント駄目なん」

  「因为我想好好听你的回答」

  「しっかり聞いておきたい事だから」

  「……我很为难」

  「……困るんですけど」

  

  

  　我静静等待她的回答。沉默持续了一段时间后，她用微弱的声音小声说了一句。

  　ただ彼女の言葉を待つ。しばらく無言の時間が続いた後、彼女は弱々しい小さな声音でボソッと一言口から零した。

  

  

  「……并不难受」

  「……別に、しんどくは無い」

  「是吗」

  「そっか」

  

  

  　听到她的回答，我没有继续煽动，而是接受了。

  　その答えを受けて、変に煽りもせずに受け止める。

  

  　……咦！？不难受！？被当成情侣也没关系！？咦，等等，我越来越搞不懂了。这到底是怎么回事……？

  　……え！？　しんどくないんだ！　恋人同士って思われても構わないと！？　あれっ、待て待て分からなくなってきたぞ。それは一体どういう……？

  

  　算了，还是别想太多。反正也听到了对方的回答，也不用担心表白后被嫌弃……不对，小依同学的情况完全有可能。感觉勇气都要被折断了，别想太多！

  　いや、余計な事は考えないでおこう。相手の言葉も聞けたし、内容的にも想いを伝えてキモがられる心配は……いやー、全然あるな小依くんの場合。一旦勇気折れそうだ、余計な事は考えるな〜！

  

  

  「……所以呢？你刚才那句话是什么意思？我脑子不好使，听不懂你的暗示，麻烦你讲得简单易懂点」

  「……で？　さっきの発言、どういう意味。俺、頭悪いし察する事も出来ないから分かりやすく言って」

  「好吧。在那之前，先让我深呼吸一下」

  「分かった。その前に深呼吸させて」

  「深呼吸？请便」

  「深呼吸？　どうぞ？」

  

  

  　我与小依同学正面相对。小依同学被我站在自己面前吓了一跳，把脸扭向一边。其实我想好好看着她的眼睛说话，可惜我现在没有让她转过头来的从容，于是我直接深呼吸，下定决心。

  　小依くんと正面から向き合う。小依くんは僕が自分の正面に立った事に驚いてそっぽを向いた。本当はちゃんと目を見て言いたかったが、生憎こっちに向かせる程の心の余裕はなかったので僕はそのまま深呼吸をして意を決する。

  

  

  「小依同学」

  「小依くん」

  「……嗯」

  「……ん」

  

  

  　背后传来卡车发动引擎的声音。还有风吹动树木摇曳的声音。也许是紧张感高涨的缘故，周围的环境音让我感到很烦。

  　背後でトラックのエンジンがかかる音がした。風が吹いて木々が揺れる音もする。緊張感が高まってるせいか環境音が煩く感じる。

  

  

  「那个」

  「えっとですね」

  「……」

  「……」

  「……那个，虽然之前被你再三叮嘱，但怎么说呢，我最近才意识到，这种感情是理性无法控制的」

  「……その、今まで散々釘を刺されておいてアレなんだけどさ。なんというか、こういう感情って理性ではどうにも出来ないと最近自覚したと言いますか」

  「太长了。你想说什么」

  「長い。何が言いたいん」

  「我不是同性恋」

  「僕は同性愛者では無いです」

  「你在说什么啊」

  「何の話だよ」

  「我只是想让你记住这一点。也就是说，那个……」

  「というのも念頭に置いて欲しくてですね。つまり、そのー……」

  

  

  　小依同学拘谨地抬头看着我，等待我继续说下去。

  　小依くんは控えめな感じで僕を見上げて言葉を待つ。

  

  　我的心跳从刚才开始就一直很吵。我抑制住快要喘不过气的感觉，再次深呼吸，把要说的话在脑子里整理好之后，开口说道。

  　自分の心音がさっきから喧しく鳴り響いている。呼吸が苦しくなりそうなのを抑え、改めて息を吸って頭の中で言う言葉をちゃんと組み立ててから口を開く。

  

  

  「和我，交往」

  「僕と、付きあ」

  

  

  　卡车在我开口的同时发动了，「噗噜噜噜噜」的悠闲引擎声盖过了我的话。小依同学听到了吗？我说的话。

  　僕の言葉に被せるように後ろでトラックが発進し、ぶろろろろ〜という呑気な音が僕の言葉を飲み込んでいった。小依くんに聴こえていただろうか？　僕の言葉。

  

  

  「……和我，双排扣？」

  「……僕と、ツーブロ？」

  「哎？」

  「えっ」

  「怎么，你想和我一起穿双排扣制服吗？」

  「なに、ツーブロにしたいの？　俺と一緒に」

  

  

  　怎么可能啊。怎么想都不可能吧。噗噜噜噜是卡车发动时的拟声词，是我自己用文字描述出来的，不是我嘴里发出的声音，怎么想都是错觉吧。

  　そんなわけないだろう。どう考えてもそうはならないでしょう。ブロロロって言うのはあくまでトラックが発進する時の擬音を自分なりに文字にした物だし、僕の口から出た音ではないんだからそう錯覚されるのはどう考えてもおかしいでしょうよ。

  

  

  「我对双排扣制服有点……不好意思，想穿的话就水濑你一个人穿吧」

  「俺はツーブロはちょっと。悪いけど、したいなら水瀬だけで頼むわ」

  「不不不，绝对不是你想的那样」

  「いや違くて。絶対違うじゃんそうじゃなくてですね」

  「不？我穿双排扣制服不合适吧」

  「いや？　俺にツーブロとか似合わないって」

  「我根本没说双排扣制服啊！」

  「ツーブロとは言ってないのよそもそも！」

  「你说了啊？」

  「言ったよ？」

  「我有说吗！？」

  「言ったかなぁ！？」

  「绝对说了。就这样吧」

  「絶対言った。それでいいだろ」

  

  

  　就这样吧……不知为何他突然进入了固执模式。

  　それでいいだろて……。何故かここに来て強情モードに入ってしまった。

  

  　不过，再继续下去我的心脏也撑不住，所以这样反而更好。比起今天这种事故般的告白，我更想按部就班地观察情况。

  　まあ、これ以上は心臓が保ちそうになかったので逆に有難いか。今日みたいな事故った流れで告白するよりもっと段階踏んで様子を見ていきたいし。

  

  　小依同学见我无言以对，便一直盯着我的眼睛。我感到有些害羞，移开了视线，她便把手放到了我的手上，然后抓住我的腰带，拉着我往前走。

  　何も言う事が無くなると小依くんがジーッと僕の目を見続けてくる。なんか気恥ずかしくて目を逸らすと、彼女は僕の手に手をぶつけてきて、そのままズボンのベルトループに指を掛けて引っ張ってきた。

  

  

  「我们去玩水球吧」

  「水風船しに行こうぜ」

  「可以是可以，但你这样拉着我很难走路」

  「いいけどそこを引っ張られると歩きにくいです」

  「那就快走啊」

  「ならはよ歩けや」

  「我快走的话，步幅会把你甩在后面的，可以吗？」

  「早歩きしたら歩幅的に小依くんを置いていってしまうがよろしいか」

  「我的意思是快点走。话说，你刚才是在说我腿短吗？」

  「早く歩き出せやって意味だわ。てか俺の事短足扱いした？　今」

  

  

  　小依同学松开腰带，犹豫了一下后，抓住我的手腕走了起来。

  　小依くんはベルトループから指を離すと、少し迷った後に僕の手首をガシッと掴んで歩き出した。

  

  　犹豫的话，直接牵手不就好了，不过那样确实有点难为情。话说，既然知道目的地，严格来说就没必要牵手，但说出来就太不识趣了。

  　迷うんだったら普通に手を繋げばいいのではと思ったんだけど、それは流石に恥ずかしいか。てか、目的地は分かりきっているんだから手を繋ぐ必要も厳密は無いと思うんだけど、それを言うのは野暮なのかな。

  

  　……距离好近啊，心脏又开始痛了。还有，虽然我绝对不会对本人说，但她贴在我身边，胸部时不时就会从上方若隐若现，让我心神不宁。能不能再往前弯一点啊。

  　……距離、近いなあ。また心臓が痛くなってきた。あと本人には絶対に言わないけど、隣にくっつかれると上から胸がチラチラ見えそうで気が気でないんだよな。もうちょい前屈みになって歩いてくれないかな〜。

 
  47話「イチャイチャ(偽)」

  第47话「卿卿我我（假）」

  「哎呀，湿透了湿透了」

  「ひぇー濡れた濡れた」

  

  

  　在公园和小依玩了一会儿水球，事情发展得太过顺利，我便提议今天到此为止，结束了水球大战。

  　公園で小依くんとしばらく水風船を投げ合っていたのだが、僕の目論見通りに事が進みすぎた為今日はここまでにしようと提案し水風船合戦は終息した。

  

  　连衣裙湿了贴在肌肤上，岂止内衣透出来，连身体曲线都一览无余。不行不行，刺激太强了。

  　ワンピースが濡れて肌に張り付くせいで、下着が透けるどころかボディラインがダイレクトに可視化されてるんだよな。駄目だよ駄目、刺激が強すぎた。

  

  　本想送小依回家后就直接回去，她却说“湿着身子回去会感冒的”，于是我便进了她家。

  　小依くんを家まで送ってそのまま帰ろうと思ったのだが、「濡れたまま帰ったら風邪引くぞ」と言われたので彼女の家に上がる事になった。

  

  　到了她家，小依比我先走进了玄关，站着弯腰开始脱起凉鞋。

  　彼女の家に着き、僕より先に玄関に入った小依くんが立ったまま上体を倒して履いていたサンダルを脱ぎ始める。

  

  

  「嘿咻」

  「んしょっと」

  「……」

  「……」

  

  

  　站着弯腰把手伸向脚边，小依的腰显得格外突出。湿透的连衣裙下，屁股的形状清晰可见，我只好抬头看向天花板。

  　立ったまま足元に手を伸ばした事で小依くんの腰が強調される。濡れたワンピースによってくっきりと尻の形が見えてしまう、僕は天井を見上げた。

  

  

  「你先去洗澡吧」

  「先風呂入っていいよ」

  「不用，借条毛巾就够了」

  「いや、タオルさえ貸してくれたらそれで大丈夫だよ」

  「是吗？」

  「そう？」

  「嗯」

  「うん」

  

  

  　她点点头，从更衣室拿来刚洗好的毛巾扔给我。因为扔得比较高，毛巾直接盖在了我脸上。

  　分かった、と彼女は頷くと脱衣場から洗い立てのタオルを取ってきて僕にパスしてきた。手元ではなくやや高い位置に投げられたせいで顔にダイレクトにタオルがかかる。

  

  

  「真的可以吗？晚上会变冷，当心感冒哦」

  「本当にいいの？　夜冷えるし、風邪引くかもだぞ」

  「没事的。小依君才是，都湿透了，去洗个澡吧」

  「大丈夫。小依くんこそ濡れてるんだしシャワー浴びてきなよ」

  「哦。别偷看哦」

  「おう。覗くなよ」

  「才不会偷看！」

  「覗かないわ！」

  

  

  　我条件反射般大声回答，小依君则窃笑道“开玩笑的。反应太处男了啦”并嘲弄了我一番。明明很嚣张却莫名讨人喜欢，我有些害羞，不敢直视她。

  　反射的に大声でそう返すと、小依くんはほくそ笑みながら「冗談だわ。リアクションが童貞すぎ〜」と小馬鹿にしてきた。生意気なのにどこか憎めない愛嬌のある表情、それを正面から見つめるのは少し照れくさくて彼女から目を逸らした。

  

  

  「话说，别在门口擦了，进来吧」

  「てか、そんな玄関なんかで拭いてないで中に上がって来いよ」

  「哎？可是我马上就要回去了」

  「え？　でもすぐ帰るし」

  「不擦干真的会感冒的。先在里面待一会儿吧」

  「しっかり乾かさないとまじで風邪引くぞー。しばらく奥でゆっくりしてな」

  「在里面，地板不会湿掉吗」

  「奥でって、床とか濡れちゃうんじゃなかろうか」

  「别在意。我刚洗完澡也经常不擦就到处走」

  「別に気にしねーよ。俺も風呂上がりとかあんま拭かずに歩き回ったりするし」

  「！」

  「！」

  「啊？怎么了。我先说好，我不会光着身子走来走去的」

  「あ？　なに。言っとくけど裸では歩かねーからね」

  「什么嘛」

  「なーんだ」

  「……」

  「……」

  

  

  　我表现出失望的态度，小依君则鄙视地瞪了我一眼。

  　ガッカリした風な態度を見せると小依くんがジトッとした目を僕に向けてきた。

  　就算小依君在家里光着身子走来走去也不会怎么样，但还是会兴奋的。

  　まあ小依くんが家の中を裸で歩き回ってたとして何かある訳では無いんだけどさ。テンションは上がるよね。

  

  

  「还，还有啊」

  「あ、あとさ」

  「嗯？」

  「うん？」

  

  

  　小依君关上更衣室的门，又探出头来对我说道。她连衣裙的右肩带滑落，锁骨下方的肌肤大面积地暴露在外。我的视线被吸引过去，但我觉得这不是我的错。

  　一度脱衣場の引き戸を閉めた小依くんが再び顔を出し僕に声を掛けてきた。ワンピースの右の肩紐が下がっていて鎖骨の下辺りの肌の露出が広くなっている。目線が吸い付けられてしまうが僕は悪くないと思う。

  

  

  「之前你在我家过夜的时候，不是把内衣放在这里了吗？」

  「前に俺んち泊まった時にさ。下着置いてったじゃん？」

  「哎？……啊！想起来了！确实放在这里了！」

  「え？　……あー！　思い出した！　置いてったね確かに！」

  「那个我之后会还你，所以等衣服干了之后你再过来吧」

  「あれ、後で返すから服が乾いても一応そこで待ってて」

  「明白。不过你打算直接把内衣塞进口袋里带回去吗？」

  「了解。でも下着を直接ポッケに突っ込んで帰るのか〜」

  「我给你一个没用的塑料袋，你装在里面吧？」

  「使ってないレジ袋あげるからそれに入れてけば？」

  「虽然很感谢你，但感觉有点讨厌啊。塑料袋是透明的」

  「ありがたいけどなんか嫌だな。レジ袋透けるし」

  「我不管。都是因为那个，桃果和结乃都在怀疑我是不是有男朋友了，所以你一定要带回去」

  「知らねーよ。あれのせいで桃果結乃の間で彼氏居るんじゃないかって疑惑が立ったんだからまじで持ち帰ってくれ」

  「被看到了啊……」

  「見られたんだ……」

  「嗯。她们还擅自翻看了我的衣柜。真是没救了」

  「んー。あいつら勝手に人のタンスとか見てくるし。終わってるまじで」

  「啊哈哈。确实很讨厌啊」

  「あはは。確かにそれは嫌だな〜」

  「对吧。不过你倒是看了我的色情物品，还碰了」

  「ね。まぁお前にはエログッズ見られたし触られたわけやけど」

  「啊……」

  「おっ……と」

  「那个更讨厌。那个更讨厌。那个」

  「そっちのがキツかったけどね。そっちのがキツかったけど。そっちのが」

  「对不起啦！！我不会再随便捡掉在地上的东西了！」

  「ごめんて！！　もう勝手に落ちてる物とか拾わないから！」

  「哼哼，我可是会学习的生物。我已经藏好了，没问题！」

  「ふふん、俺は学ぶ生き物だからな。しっかり隠したから問題なし！」

  「是、是吗。我们到底在聊什么啊」

  「そ、そうですか。どんな話してるんだ僕ら」

  「……别找啊」

  「……探したりすんなよ」

  「才不会找呢！！」

  「しねぇ〜わ！！」

  

  

  　小依君看到我弯腰后，说了一句“真恶心，笨蛋”，然后关上了门。太不讲理了。

  　小依くんは僕が前屈みになったのを視認すると「きっしょ。ばーか」と言って引き戸を閉めた。理不尽すぎる。

  

  　我大致擦干了水分，虽然还有点湿，但至少不会滴水了。我靠在墙上等待小依君洗完澡。

  　粗方水分を拭い取り、まだ湿り気は感じるものの水滴が落ちないようにはした。壁に背をもたれかけて小依くんがシャワーを終えるのを待つ。

  

  　一个人在女生的房间里等待，会不由自主地注意各种地方。杂乱地堆在桌上的化妆品，放在电视柜上的小玩偶们，挂在沙发靠背上的脱下的衣服和挂在墙上的校服。

  　1人で女子の部屋で待たせられると、色んな所に意識が向いてしまう。机の上に乱雑に纏められているメイク道具、テレビ台に置かれた小さなぬいぐるみ達、ソファの背もたれにかかっている脱ぎっぱなしの服に壁にかかっている制服。

  

  　我环视房间，发现了一个世纪大发现。阳台晾着内衣。因为窗帘没拉上，所以看得一清二楚。小依君，你太掉以轻心了。你肯定忘了内衣还晾在外面吧。

  　部屋を見渡していると世紀の大発見をしてしまった。ベランダに下着が干されている。カーテンも閉めず開けっぴろげになってるせいで丸見えだ。小依くんめ、詰めが甘すぎるぞ。下着を干したままなこと絶対に忘れてるな。

  

  　啊。那条内裤是之前意外看到的那条。上面有荷叶边啊，感觉洗了就会掉，但意外地结实啊。

  　あ。あのパンツ前に事故で見てしまったやつだ。上の方にヒラヒラが付いてたんだなぁ、洗濯したら取れそうな感じなのに意外と丈夫な作りなのかな。

  

  

  「…………听得到啊」

  「…………聴こえるな〜」

  

  

  　无所事事地发呆，浴室里传来的水声和放瓶子的声音格外清晰。因为这些声音，我更加意识到同班女生此刻正和我同在一个屋檐下洗澡，我的平常心都快被扰乱了。

  　することも無くボーッとしていると浴場から響く水音やボトルを置く音などが余計耳に入ってくる。その音のせいで同級生の女子が今この瞬間同じ屋根の下でシャワーを浴びているという事を余計意識してしまって平常心が乱れそうになる。

  

  　水濑真，要心无杂念。我这样告诉自己，但因为我喜欢她，所以内心的激动无法平息。

  　無心になれ、水瀬真。そう自分に言い聞かせるが、僕が彼女の事を好きなせいで胸の高まりが収まってくれなかった。

  

  　唉。

  　はぁ。

  

  　这种事我死也不会对本人说，为什么小依君会生为男生呢。如果没有男生之间的友情这个枷锁，如果我能把她当作纯粹的女生看待，我肯定能再往前一步。

  　こんな事死んでも本人には言えないけど、なんで小依くんって元々男として生まれてきたんだろうか。男同士の友情という枷が無ければ、きっと純粋な女子として見る事が出来れば僕だってあと一歩を踏み出せただろうに。

  

  　我并不讨厌这种关系，也不是因为外表而喜欢她。

  　この関係性が嫌な訳では無いし、見た目で好きになったという訳でもない。

  　我之所以喜欢她，其中一个原因大概是因为作为男生相处时的距离感若即若离。正因为是无法完全作为女生相处的危险关系，所以才更加在意，喜欢上她。

  　多分、僕の彼女に対する好きの根底には、男として接する距離感の付かず離れずな感じも一因としてあるとは思う。女子として接しきれない危うい関係性だからこそ余計気になって、好きになったみたいな。

  

  　站在对方的角度思考，她果然无法抹去从女生视角来看，和我之间的关系始终是“男生之间”的感觉。我怎么可能向这样的对象告白呢。怎么说呢，我再次认识到，这是不会有结果的恋情。

  　相手の気持ちになってみた時、やっぱり彼女視点では僕との関係ってどこまで行っても"男同士"だという感覚は拭えないだろうし。そんな相手に告白なんて出来るわけが無いよなぁ。なんというか、実らない恋だよなあって改めて思った。

  

  

  「……不过，如果小依君生来就是纯粹的女生，对男生的抗拒反应也会减弱，应该能和别人正常交往吧。话说回来，如果相遇方式和相处方式不同，我们甚至可能不会成为好朋友」

  「……でも、きっと小依くんが純粋な女子として生まれてきていたら、男に対する拒絶反応も薄まるだろうし別の人と普通に付き合ったりするんだろうな。ていうか、出会い方も接し方も違ったのならそもそも仲良くなれていなかった可能性だってあるし」

  

  

  　……自言自语了好久。淋浴的声音还没停，幸好她没在我抱怨的时候回来。

  　……独り言にしては長く語ってしまった。まだシャワーの音は止まない、ぶつくさ言っている最中に戻って来なくて良かった。

  

  　为了固定视角，我试着在房间里寻找煞风景的地方，目光落在了书架上。以前来的时候，书架上应该只放着漫画，现在却放着三本看起来很新，像是刚买的薄书。

  　視点を固定する為に部屋の中で殺風景な所を探してみた所、本棚に目が止まった。以前来た時は漫画しか置かれていなかった筈の本棚には小綺麗で買ったばかりと思しき薄い本が三冊ほど置かれていた。

  

  　我看了看书名，三本都是恋爱相关的指南书？上面写着如何察觉到喜欢，如何让在意的人回头之类的。

  　本のタイトルを読むと、三冊とも恋愛に関するハウツー本？　みたいな感じだった。好きを自覚する方法とか、気になる人の振り向かせ方とか、そういうの。

  

  　小依君对恋爱也有兴趣吗？我还以为她对性别的自我认知，会让她对这种东西不感兴趣。

  　小依くんも恋愛には興味あるんだ？　てっきりそういう物は性別の自認識的に、興味無いものだと思い込んでいた。

  

  

  「……是有了喜欢的人吗」

  「……好きな人でも出来たんかな」

  「呜哦。什么，自言自语？」

  「うぉっ。なに、独り言？」

  「没什么没什么！！！」

  「なんでもないなんでもない！！！」

  

  

  　不知何时小依君已经洗完澡，用毛巾擦着头发回来了。看来没让她听到全部，捡回一条命了。

  　いつの間にかシャワーを終えた小依くんが髪をタオルで揉みながら戻ってきた。全部は聞かせていなかったみたいだ、命拾いした。

  

  

  「又穿成这样……」

  「またそんな格好して……」

  「啊？吵架了？」

  「あ？　喧嘩か？」

  「我可没说那种话」

  「そんな事一言も言ってないでしょうが」

  

  

  　洗完澡的小依君换上了宽松的T恤。下半身还是那么暴露，不知道她下面有没有好好穿着裤子。

  　シャワーを浴びた小依くんはユルユルのTシャツに着替えていた。またしても下半身の露出が激しい、ちゃんと下にズボン履いてるのか分からない格好だ。

  　虽然应该有穿，但这样光明正大地露出双腿还是不太好吧。作为健全的高中男生，我只能说这只能算是诱惑。

  　まあ履いてるんだろうけど、だからって堂々と生足見せるのは如何なものか。健全な男子高校生として言わせてもらうと、誘惑にしか見えないですよ。

  

  

  「小依君，你不穿运动服之类的吗」

  「小依くん、ジャージとか履かないんですか」

  「运动服？为什么」

  「ジャージ？　なんで」

  「还问为什么，因为你的腿」

  「なんでって、だって足が」

  「腿？穿短裤不行吗」

  「足？　短パン履いてちゃ悪いのかよ」

  「太短了，感觉你选衣服的标准不太对」

  「短が過ぎるんだよね。そこをチョイスするんだって感じ」

  「唉，现在不是很热吗」

  「はあ。だって今暑いじゃん」

  「太阳已经下山了，很凉快吧」

  「もう日が落ちてるから涼しいでしょ」

  「因为开了空调啊，关了空调马上就会变得闷热」

  「エアコンしてるからな？　エアコン切ったら瞬で蒸し暑くなりますけど」

  「话是这么说……」

  「それはそうなんだけど……」

  「比起这个，你为什么站着？坐啊？」

  「そんな事よりなんでぼったちしてんの？　座れば？」

  「我怕坐了会把地板弄湿」

  「流石に座ったら湿ってしまうかなと」

  「你不是背靠墙吗，那也湿了啊」

  「壁に背中くっつけてんじゃん。それも濡れるべ」

  「啊」

  「あっ」

  「你这人是真傻啊，好有趣」

  「素なのかよお前、おもろ」

  

  

  　小依君把毛巾放在头上，一只手伸向冰箱，另一只手叼着一支冰棒，然后拉了拉我的衣服。我顺从地跟了过去，她用手示意我坐在沙发上，我便坐了下来。

  　小依くんはタオルを頭に乗せたまま一度冷蔵庫の方に捌け手に一つ、口に咥えながらもう一つの棒付きアイスを持ってくると僕の服を引っ張った。逆らわず着いていくと、彼女に手でソファに座るように指示されたので腰を下ろす。

  

  

  「谢谢」

  「ありがと」

  「嗯」

  「ん」

  

  

  　她把手中的冰棒递给我，我便心怀感激地打开包装，把冰棒送入口中。我舔着冰棒，小依君则坐在地板上的椅子上，一边吃着冰棒一边用吹风机吹头发。

  　手に持っていたアイスを渡されたので厚意に預かり袋を開けて口に運ぶ。僕がアイスを舐める横で小依くんは床に置いてある座椅子に座り、アイスを食べ進めドライヤーで髪を乾かす。

  

  　我无意间就待在了她家。小依君好像也不在意，所以倒是没什么问题，但我完全错过了回去的时机……。

  　なんとなく家の中に居座っている。小依くん的に気にしないっぽいし良いんだけど、完全に帰るタイミング失っちゃったな……。

  

  

  「我说水濑」

  「なあ水瀬」

  「嗯？」

  「うん？」

  「你已经长胡子了吗？」

  「お前ってもう髭とか生えてんの？」

  「胡子？长了啊」

  「髭？　生えてるよ」

  「给我看看」

  「見して」

  「就算长了，要是显眼了我也会剃掉，而且我胡子也没那么浓密，没什么好看的」

  「生えてると言っても目立ってきたら剃るし、そもそもそんなにボーボーじゃないから見せれる物は無いかな」

  「是吗？不浓密啊」

  「そうなん？　ボーボーじゃないんだ」

  「我还年轻嘛」

  「まだ若いしね」

  「我们班上就有个明明年轻却胡子浓密的家伙」

  「若いのにガッツリ生えてる奴うちのクラスにいるんよ」

  「他发育得很快啊」

  「成長早いね」

  「是啊，他很烦恼剃了之后胡子还是青的，真是不可思议」

  「ね。剃っても青くなるからって悩んでたわ。不思議だよな」

  「不可思议吗？我觉得青的人还挺多的」

  「不思議かな。割と青くなる人はいると思うよ」

  「嘿，你总有一天也会变成那样吗？」

  「へー。いつかはお前もあんな感じになるんかな」

  「谁知道呢。不过我个子高，应该也是发育快的类型，感觉胡子最后会长得很浓。虽然我不喜欢」

  「さあ。でも身長ある分僕も成長早いタイプだと思うし、最終的に髭が濃くなりそうな予感はしてる。嫌だけどね」

  「不喜欢吗？」

  「嫌なんや」

  「当然不喜欢了，我绝对会去脱毛」

  「嫌でしょ。絶対脱毛するよ」

  「哦」

  「ふーん」

  

  

  　明明是小依君自己问的，回答却显得没什么兴趣。

  　聞いてきたのは小依くんの方からなのにあまり興味のなさそうな返事をされた。

  

  

  「……长胡子，长肌肉，长个子。每次看到你的变化，我都会更强烈地意识到自己变成了女人」

  「……髭が生えて、筋肉が付いて、身長が伸びて。お前の変化を見る度に、自分が女になった自覚が強まるわ」

  

  

  　吹完头发后，小依君小声地这么说道。收好吹风机的她，背影显得有些娇小，甚至让人感到一丝寂寞。

  　ドライヤーを終えるとボソボソした声で小依くんがそう言う。ドライヤーを仕舞う彼女の背中はどことなく寂しさを感じる程に小さく感じた。

  

  　这种时候，我不知道该说些什么。

  　こういう時、どんな言葉を掛けたらいいのか分からない。

  

  　小依君作为男性正常地生活着，却突然被迫变性，不情愿地作为女性生活。对她来说，谈论男性的话题显然是地雷，继续这个话题也不好，所以我只能保持沉默。

  　小依くんは男として普通に過ごしてきた中で、急に望まない性転換をする事となり嫌々女として生きている。そんな彼女にとって、男だったらの話を振るのは明らかな地雷だしその話を広げるのも良くない事だから、僕に出来る事は無言でいることしか無かった。

  

  

  「虽然很慢，但胸部在变大，个子还是那么小，但身体却越来越圆润，越来越不像男性。总有一天，我会和男人做爱，生孩子吗……真讨厌啊」

  「少しずつだけど胸は膨らんできてるし、体はちっこいままだし、でも体の形はぶくぶく丸くて男からどんどん離れてくし。いつか、男とセックスしたりして、ガキを作ったりすんのかな。……嫌だなぁ」

  

  

  　虽然她是在对我说话，但感觉只是在倾诉自己的想法，并不希望我做出反应。吃完冰后，她把剩下的冰棍棍扔进了垃圾桶。

  　僕に話しているような口ぶりだけど、それは自分の中の思いを吐露してるだけでリアクションを求めてるわけではない感じだった。アイスを最後まで食べ終えると、彼女はゴミ箱に残った棒を落とした。

  

  　她没有做什么，只是保持着那个姿势。虽然头发挡住了她的表情，但不用看也能感觉到她现在肯定是一脸阴沉。

  　なにかするでもなく、彼女はそのままの姿勢で居続けた。どんな表情をしているのかは髪に阻害して分からないけど、雰囲気的に暗い表情をしているんだろうなというのは確認せずとも感じ取れた。

  

  

  「你也会像普通人一样喜欢上某个人，组建家庭吧」

  「お前も、普通に誰かを好きになって家庭を築くんだろうな」

  

  

  　我也吃完冰了，起身准备把冰棍棍扔进垃圾桶。我从坐在地板上的小依君头上伸出手，把冰棍棍扔进垃圾桶后，又坐了回去。

  　こちらもアイスを食べ終えたのでゴミ箱に棒を捨てようと身を起こす。床に座っている小さな小依くんの頭の上を経由する形でゴミ箱に向けて手を伸ばし、中に収まったのを確認して元の姿勢に戻す。

  

  

  「喂！」

  「ねえ！」

  「啊！？怎么了，突然这么大声！」

  「はいっ！？　なんでしょうかいきなり！」

  「你为什么从刚才开始就一直无视我啊！」

  「なんでさっきからシカトしてんの！」

  「我有在听啊，但我不知道该说什么好啊！？」

  「話は聞いてたけど、なんて言えばいいのか分からんでしょ！？」

  「你倒是应一声啊！搞得我好像在自言自语一样，像个傻瓜一样！！」

  「へーとかほーとか相槌打てよ！　一方的に話してるみたいで馬鹿みたいじゃん！！」

  「小依君，你先听我说！！！」

  「その前に小依くん！！！」

  「什么啊！」

  「んだよ！」

  「小」

  「ちくっ」

  

  

  　我勉强在千钧一发之际刹住了车，我到底想说什么啊，傻吗！？

  　あっぶないギリギリでブレーキをかける事が出来た、何言おうとしてるんだ僕は馬鹿か！？

  

  　小依君转过头来，我坐在沙发上，形成了从高处俯视她的姿势。

  　小依くんがこちらを向くと、僕はソファに座っているため大きな高低差が生まれて彼女を上から覗き込む形になってしまう。

  

  　从上方看去，小依君那略带不悦的脸下，是被重力拉扯开来的T恤胸口。而她那本应被布料遮住的胸部，我却能从上方看到尖端。

  　上の視点から見る小依くんのちょっと不機嫌そうな顔の下に、重力に引かれて大きく開いたTシャツの胸元がある。そして、その布の向こうに隠されている筈の彼女の胸元が、僕からはその先端までしっかり見えてしまっていた。

  

  　这是胸部不大的悲剧。富有弹性的椭圆形肌肤随着她的动作微微摇晃。这幅景象太过突然，我差点就正常地喊出『乳头露出来了！』。这说法太糟糕了，就算要提醒她，也得用一种可以解释为没看到全貌的说法才行！

  　あまり胸が大きくない故の悲劇である。ハリのある肌色の楕円が彼女の動きに合わせ僅かに揺れている。その光景があまりにも唐突に飛び込んでくるものだから、普通に『乳首見えてるよ！』等と言ってしまうところだった。言い方が悪すぎる。指摘するにしても全容までは見えていなかったと解釈できる言い方をしなければ！

  

  

  「乳头是什么？有蜜蜂吗？」

  「ちくってなに。蜂でもおったん？」

  「不是……是胸部」

  「そうじゃなくて……胸が」

  「胸部？你是在嘲讽我贫乳吗？杀了你哦。我可没在意自己胸部小」

  「胸？　貧乳煽りか殺すぞ。別に小さいのは気にしてないからな」

  「既然不在意就别杀我啊……不是啦。那个……」

  「気にしてないなら殺さないでくれよ……じゃなくてですね。あの〜……」

  「？」

  「？」

  「你的胸部，T恤的防御力太低了，那个」

  「胸がですね。Tシャツの防御力が低くて、その」

  「……透出来了！？」

  「……透けてた！？」

  「没有没有！！不是的，从上面看，看，看到了」

  「透けてない透けてない！！　そうじゃなくて上から見えっ、見えて、ましたね」

  「！？」

  「っ！？」

  

  　小依君的脸一下子红了。她瞪大了眼睛，身体微微后退，用颤抖的手捂住胸口，瞪着我。

  　小依くんの顔が一気に赤くなる。目を大きく見開き、少しだけ身を引くと、震える手で胸元を押さえて僕を睨みつけてくる。

  

  

  「……变态臭鸡鸡」

  「……変態くそちんこ」

  「我又不是故意要看的！？」

  「別にこっちから見ようとした訳じゃないんですけど！？」

  「吵死了闭嘴。别看啊」

  「うるさい黙れ。見るなよ」

  「就算你叫我别看，可我也是意外看到的」

  「見るなよと言われても、事故で見えてしまったというか」

  「话说你刚才说了鸡鸡对吧！？你看到了吗！？」

  「ていうかお前さっきちくって言ったよな！？　見えたんか！？」

  「没看到没看到！！」

  「見てない見てない！！」

  「那就不对了，你不会说鸡鸡吧！！你这最差劲最，咕呜呜呜呜呜啊啊啊！！」

  「じゃあおかしいだろちくって口にしないだろ！！　最悪最あっ、くぅぅうううあああ〜っ！！」

  

  

  　小依君慌乱之下想继续后退，结果腰部狠狠地撞在了桌角上。她痛得呻吟着，身体向前倾。

  　動揺した小依くんが更に後退しようとして腰を思い切り机の角に打ち付けた。痛そうに呻きながら前のめりになる。

  

  

  「呜呜…………水濑」

  「うぅ…………水瀬」

  「我自己会忘的，所以请不要打我」

  「自分で忘れるから殴るのだけはご勘弁を」

  「我才不会打你！……这，这种事，会害羞大概也是女生特有的吧」

  「殴らないし！　……こ、こういうのでさ、恥ずかしがるのも多分、女特有だよな」

  「哎？啊，嗯，上半身的话，男生就算被看到也不会那么在意……吧？虽然也要看人」

  「え？　あー、まあ上半身なら、男は見られてもそこまで気にしない……のかな？　人によるだろうけど」

  「脱掉」

  「脱げ」

  「好的，太奇怪了。你在说什么啊？小依君」

  「はいおかしい。何言ってるん？　小依くん」

  「我说脱掉」

  「脱げっつった」

  「我听到了。我是听不懂你的意思才反问的」

  「聴こえてはいるよ。意味が分からなくて聞き返したんだよ」

  「你不会害羞吧。那你也脱掉啊」

  「恥ずかしくねぇんだろ。ならお前も脱げよ」

  「“也”是什么意思！？我又没看到你的裸体！！」

  「お前"も"ってなに！？　裸を見たわけじゃないよ！！」

  「……只有我被看太不公平了。内裤和胸都一样」

  「……俺だけ見られっぱなしはずりぃだろ。パンツ然り胸然り」

  「那是意外，我也没办法啊！？」

  「事故だからしょうがないだろ！？」

  「我才不管。不公平就是不公平」

  「知らんし。ずるいもん」

  「就算你这么说」

  「そんな事言われましても」

  「我才不管」

  「知らんし」

  

  

  　小依君丝毫没有退让的意思，眼睛尖锐地瞪着我。话说，你别不捂着胸口抬头看我啊，会看到的。会看到的啊。你光顾着生气，又犯了刚才的错误了啊。

  　一歩も退く様子を見せず、目を尖らせたまま小依くんは僕を睨む。ってか、だから胸元を押さえずに見上げられると見えちゃうんだって。見えてるって。怒りに意識向きすぎてさっきの失敗を繰り返してるじゃないか。

  

  

  「总之小依君，你还是换一件胸口不那么大的衣服比较好吧」

  「とりあえず小依くん、胸元が広くない服に着替えてきた方がいいんじゃないかな」

  「你又想转移话题「看到了哦」……你为什么要看啊」

  「話逸らそうと「見えてますよ」……なんで見るんだよ」

  「不小心就看到了」

  「見えちゃうんだって」

  

  

  　这次小依君老实地捂住了胸口，但依然红着脸向我抗议。眼角还挂着泪珠。既然那么害羞，就活用经验去换衣服啊……。

  　今度は大人しく胸元を押さえ、しかし依然として顔は赤いまま小依くんは僕に抗議してくる。目尻に涙が溜まっているのが見える。そんなに恥ずかしいのなら経験を活かして着替えてきてくれよ……。

  

  

  「那我去换衣服了，你趁这段时间把衣服脱了」

  「じゃあ着替えてくるから、その間にお前服脱げよ」

  「我不会脱的」

  「脱がないって」

  「为什么！」

  「なんで！」

  「为什么！？你为什么觉得我会乖乖听话！？」

  「なんで！？　なんで素直に分かったって言うと思った！？」

  「不公平啊！」

  「不公平じゃん！」

  「你也会把男人的身体烙印在眼中的吧！？很伤眼吧！！」

  「そちらだって男の体を目に焼き付ける事になるんやが！？　目に毒でしょ！！」

  「在泳池的时候就看过了！而且更早之前也看过了！」

  「プールの時に見てるし！　それより前にも見たし！」

  「那已经足够了吧！」

  「ならもう十分じゃん！」

  「不要！」

  「やだ！」

  「不要！？」

  「やだ！？」

  

  

  　不，不要！？这无敌的卡牌是怎么回事。已经不存在理论了啊。她似乎不看到我的裸体就不肯罢休，她本人没注意到这对话已经变得跟AV一样了吗。

  　や、やだ！？　なんだその無敵のカード。もう理論が存在しないじゃん。今この場で裸体を見なきゃ気が収まらないらしい、AVみたいなやり取りになっている事に本人は気付いていないのだろうか。

  

  

  「还，还有内裤也给我看！」

  「あ、あとパンツも見せろ！」

  「你要我在女生的房间里脱到剩内裤！？」

  「女子の部屋でパンイチになれと！？」

  「我……我没说要你脱到剩内裤啊。只要把裤子稍微往下拉就能看到了……！」

  「そっ……そこまでは、言ってないし。ズボン、少し下げれば見えるし……っ！」

  「小依君你先冷静一下，好好确认一下自己刚才说的话」

  「一旦冷静になってくれ小依くん。自分の吐いた言葉を今一度確認してみてくれ」

  「烦死了」

  「うるさい」

  「你一生气就会暴走啊……」

  「一回怒るととことん暴走するな君は……」

  「因为……因为，被……被看到了」

  「だって……だって、み……見られ」

  「对不起别哭了！？我知道了！」

  「ごめん泣かないで！？　分かったから！」

  

  

  　不知是感情终于到达了顶峰，还是回想起了事故发生时的记忆，头脑突然冷静了下来。小依君瞪着我，眼中的泪水越来越多，声音也开始颤抖。

  　ついに感情がピークに達したのか、それとも事故発生時の記憶を思い出して急激に頭が冷えたのか。小依くんは僕を睨んだまま、目に溜まった涙の量が増えて声が震え始める。

  

  

  「唉……我受够了……好羞耻……这到底是怎么回事啊。因为这种事，搞得我脑子里乱糟糟的……」

  「はぁ……もうやだぁ……恥ずかしい……なんなんまじで。こんな事で、頭ん中ぐちゃぐちゃだし……」

  「先冷静一下吧？你越来越被悲伤吞噬了。深呼吸」

  「一回落ち着こう？　どんどん悲しみに飲まれていってるよ。深呼吸して」

  「………………脱掉」

  「………………脱いで」

  

  

  　还要我脱吗。真希望这个要求能被悲伤压垮消失啊。

  　まだ脱がせる気なのか。悲しみに押し潰されて消えて欲しい要望だったなぁ。

  

  

  「我知道了，我会脱的，先让我换件衣服吧？好吗？」

  「分かったから。脱ぐから、一度着替えてこよう？　ね？」

  「……现在就脱」

  「……今脱いで」

  「这不对劲吧」

  「おかしいじゃん」

  「…………现在，就脱」

  「…………今、脱げ」

  「那个……要是又不小心看到了怎么办」

  「あのー……もしまた見えてしまったらどうするんですか」

  「无所谓」

  「別に、いいし」

  「怎么可能无所谓！？你明白自己现在为什么快哭出来了吗！？」

  「いいわけないよね！？　今自分がなんで泣きそうになってるか理解してる！？」

  「……事到如今，被你看到也无所谓了。毕竟都被看到两次了。但你是个混蛋，不让你现在脱的话感觉你会逃走，所以现在就给我脱」

  「……もうこの際、お前ならいい。２回も見られたから。でもお前クソだから、ここで脱がさないと逃げそうだから、今すぐここで脱げ」

  「这个人开始说些不得了的话了」

  「色々すごい事言い始めたぞこの人」

  「……」

  「……」

  

  

  　无言的压力。小依君用手擦了擦眼泪，狠狠地瞪着我。就像猎物当前的狮子一样，仿佛随时都会发出野兽的低吼。太可怕了。

  　無言の圧力。一度涙をぐしっと手で拭うと、小依くんは僕の事をかなり強めに睨みつけてきた。獲物を前にしたライオンみたいだ、今にも獣の唸り声を上げそう。恐ろしすぎる。

  

  

  「无论如何都必须脱吗」

  「どうしても脱がないと駄目ですか」

  「当然了」

  「当たり前だろ」

  「哎……」

  「えぇ……」

  

  

  　对方是小依君。如果这是恋人之间做那种事之前，我可能会更加开心地心跳加速，但现在我只觉得害怕，心跳加速，羞耻心爆棚。

  　相手は小依くんだ。これが恋人同士のそういう行為をする前だったならもっとプラスの方でドキドキして嬉しさとかもあったんだろうけど、今はもう恐ろしさに対するドキドキと羞恥心しか感じない。

  

  

  「那我脱，你能不能先转过去」

  「じゃあ、脱ぐんで後ろ向いててくれると」

  「莫名其妙。反正都要看，为什么我非得先转过去不可」

  「意味分からん。どうせ見るのになんで一度後ろ向かなきゃなんだよ」

  「因为很羞耻啊！在别人面前脱衣服！」

  「恥ずいんだよ！　見られながら服脱ぐの！」

  「……我更羞耻」

  「……俺の方が恥ずかったし」

  「你这么说我就没法拒绝了……」

  「それを言われると強く出れないな……」

  

  

  　毕竟对方是女性。就算她主张羞耻心方面是平等的，我也能理解。

  　相手は女性だしな。羞恥心という点ではイコールじゃないと言われても納得は出来る。

  

  　再怎么抱怨她也不会同意，我只好下定决心，一个一个解开衬衫的扣子。全部解开后，我正想喘口气，小依君突然凑了过来。

  　これ以上ゴネても許してくれなさそうなので覚悟を決めてシャツのボタンを一つずつ外していく。全部外し終え、一呼吸吐こうとしたら小依くんがずいっと身を動かしこちらに近付いてきた。

  

  

  「小依君，太近了」

  「小依くん、近いよ」

  「你刚才也是这么近看我胸部的吧」

  「さっきはこれくらいの距離感で俺の胸見てきただろお前」

  「你这话有语病啊！？不是我看你，是你露给我看的！」

  「語弊があるな！？　見てきたんじゃなくて見えたの！」

  「都一样」

  「同じやし」

  「完全不一样！」

  「全然ちゃうわ！」

  「烦死了……别装模作样了快脱」

  「うざい。……勿体ぶらないではよ脱げや」

  「你真的越来越像变态了……？」

  「まじで変態っぽくなってるよ……？」

  「去死」

  「死ね」

  

  

  　她用依然不高兴的声音抗议，但视线完全固定在我的胸口。好羞耻，脸都热起来了。

  　まだまだ不機嫌さの減らない声で抗議しつつも、彼女の目線は完全に僕の胸元に固定されていた。恥ずいって、顔が熱くなってきた。

  

  

  「只能看一眼哦？」

  「一瞬だけだからね？」

  「你看了我两次，所以我要看两秒」

  「2回見られたから2秒は見る」

  「哎……算了。请看！」

  「えぇー……もういいや。じゃあどうぞ！」

  

  

  　虽然我气势十足地这么说，但其实羞耻得要爆炸了，动作变得很缓慢。我抓住衬衫的两侧，小心翼翼地拉开。

  　と、威勢よく言いはしたが本音は爆発しそうなくらい恥ずかしいので動きは緩慢になった。シャツの両側を掴み、控えめに前面を開けた。

  

  

  「这样可以吗……？」

  「これでいい……？」

  「我可以摸胸肌吗？」

  「胸筋触ってもいい？」

  「怎么可能可以」

  「いいわけないでしょ」

  「为什么」

  「なんで」

  「我说小依君，虽然已经说过很多次了，我们又不是恋人，随便摸那种地方不太合，为什么擅自摸了？？？」

  「あのね小依くん。もう何度目か分からないけど、恋人でもないのにみだりにそういう所を触れるのはあまりよくなっ、なんで勝手に触る？？？」

  

  

  　小依君的手指碰到了我的胸。以前也有过让她摸肌肉的流程，但那时我对小依君还没有现在这么强烈的恋爱感情。

  　小依くんの指が僕の胸に当たる。以前にも筋肉を触らせるみたいな流れがあったけど、あの時は今ほど小依くんの事を恋愛的に見ていた訳ではなかった。

  　喜欢的女孩子看着自己的身体，摸着自己的肌肉。这是拷问。明明绝对不能出手，却只能被撩拨着欲望，简直是生不如死。

  　好きな女の子に自分の体を見られ、筋肉を触られている。これは拷問だ。絶対に手を出してはいけないのに欲望だけ掻き立てられる、生殺し状態である。

  

  

  「小依君，已经过了两秒了」

  「小依くん、2秒経ってるよ」

  「没过」

  「経ってないから」

  「时间被扭曲了吗」

  「時間が歪んでるのかな」

  「嗯，没错」

  「うん、そう」

  「这样啊。那就先不管这个了。小依君，太近了」

  「そっかぁ。じゃあそれは一旦置いとくとして。小依くん、近いよ」

  「才不远」

  「近くないから」

  「你在摸我吧？脸也靠得太近了，我都能看到你的发旋了」

  「触ってるよね？　顔も近付けすぎだって、目の前に小依くんのつむじが見えるよ」

  「……」

  「……」

  「你想干什么？」

  「なにしようとしてる？」

  「没什么」

  「別に」

  

  

  　她的口气好冷淡。明明声音冷淡得像是在和毫无兴趣的人说话，行动却充满了兴趣。这种不协调感是怎么回事。

  　無愛想なんだよなあ、口ぶり。微塵も興味ない人を相手にしてるような冷たい声音で話しているのに、行動として興味津々すぎるんだよな。なんだろうこのチグハグ感。

  

  　小依君用手指抚弄我的肌肉好一会儿，然后起身看向我。我刚和她对上视线，她就别过了脸，既然会害羞就别摸啊。话说，害羞的应该是我才对吧。

  　小依くんは結構長い間僕の筋肉を指で撫でたりなぞったりすると、一度身を起こしてこちらに目を向ける。目を合わせに行くとすぐに顔を逸らされた、照れるのなら初めから触らなければいいのに。というか、照れるのは普通僕の方でしょ。

  

  

  「那接下来是内裤」

  「じゃあ次パンツな」

  「问题发言出现了」

  「来ました問題発言」

  「你，已经，看过，我的内裤，好几次了」

  「お前は、何度も、俺の下着を、見やがった」

  「我知道啦，别一字一顿地强调……」

  「分かってますって。そんな細かく言葉を区切って強調しないで……」

  「那就别废话了，快给我看」

  「じゃあうだうだ言わないで見せろよ」

  「……我可不会全部脱掉哦？」

  「……全脱ぎはしないよ？」

  「嗯，稍微露一点就行了」

  「ん。ちょっとでいいから」

  「那不就不用看了吗！？」

  「なら見せなくてもいいんじゃあないか！？」

  

  

  　沉默的压力再度袭来。不过这次小依君没有瞪我，反而睁大了眼睛，像是在说“你懂的吧？”一样。这比瞪我还要可怕。

  　またしても無言の圧力。でも今回は小依くんは目を尖らせて睨んでいなかった。逆に目を存分に開けて『分かるよな？』と静かに訴えかけるかのような顔を向けてきた。睨まれるよりもこっちの方が怖いな。

  

  　我无法违抗这不容反驳的威压感，只好解开皮带，稍微拉下裤子。当我拉到能看到内裤松紧带的地方时，小依君说“你这在穿校服的时候也能看到吧”，看来她想看平时看不到的范围。

  　意見を許さない威圧感に逆らえずベルトを弛め、少しだけズボンを下げた。トランクスのゴムが見える所で手を止めると、小依くんが「お前それ、制服の時普通に見えてる部分やん」と言ってきた。どうやら普段見えない範囲を見せてほしいらしい。

  　我继续把裤子往下拉到手指第二关节的位置。

  　更にズボンを指の第二関節くらいまで下げる。

  

  

  「不就是块布吗」

  「ただの布じゃん」

  「不就是块布啊」

  「ただの布でしょ」

  「真无聊」

  「つまらん」

  「不能再往下拉了哦？」

  「これ以上は下げられないからね？」

  「……你看了我的内裤」

  「……人のパンツ見といて」

  「还不是因为你裙子那么短」

  「スカート短くしてるからでしょ」

  「…………」

  「…………」

  「为什么！你擅自往下拉，快住手！！！」

  「なんでっ！　勝手に下げっ、やめろぉ！！！」

  「别抵抗！」

  「抵抗すんな！」

  「当然要！」

  「するわ！」

  「你，还碰了我的色情收藏！」

  「お前っ、俺のエログッズにも触った！」

  「那也是意外！还不是因为你没收拾好吗！？」

  「それもまた事故！　ちゃんと片してないからだろ！？」

  「你还，看过我只穿内衣的样子……！」

  「下着姿もっ、見たやろ……っ！」

  「全都是意外！都是在我不知情的情况下发生的！」

  「全部事故！　意図してない所で起きてるやつだから！」

  「开什么玩笑！！！别以为只有你能吸到甜头，你这色猴子！！！」

  「ざけんなっ！！　お前だけ甘い蜜啜ってんじゃねえぞエロ猿野郎！！！」

  「看了我的内裤哪有什么甜头！！！要说干了什么，你才是色猴子吧！？」

  「僕のパンツなんか見ても甘い蜜にならんでしょうが！！　やってる事で言ったらそっちのがエロ猿だよ！？」

  「烦死人了！！！」

  「うっっっざい！！！」

  「噗嘎！？」

  「ふがっ！？」

  

  

  　小依君终于忍无可忍，她站起来，用蛮力把我按倒在沙发上，然后坐到了我的脸上。

  　痺れを切らした小依くんは一度立ち上がり、力ずくで僕をソファの上に寝かせるとなんと顔面の上に腰を下ろしてきた。

  

  　糟了糟了糟了糟了。虽然她穿着短裤，但屁股几乎贴到了我的脸上！！！而且从缝隙里还能看到疑似内裤的布料！！！这已经完全踩在了不纯洁异性交往的线上！！！

  　やばいやばいやばいやばい。ショートパンツは履いてるけどほぼそのまま尻！！！　てか隙間から普通にパンツらしき布も見えてるし！！！　ド直球ストレートに不純異性交友のラインに片足突っ込んでるって！！！

  

  

  「小依君！这太糟糕了，太糟糕了！！！」

  「小依くんっ！　これはやばい流石にやばすぎる！！！」

  「谁管你！」

  「知るか！」

  「管我！好好想想！？你现在正跨在一个男人的脸上！！！？！？」

  「知れ！　ちゃんと考えて！？　あんた今男の顔の上に跨ってるんよ！！！？！？」

  

  

  　我拼命大喊，小依君却无视我的意见，开始脱我的裤子。幸好避免了连内裤一起脱的悲剧，但我的下半身还是暴露在她面前了。

  　必死に叫ぶも小依くんは僕の意見など無視してズボンを下げてきた。幸いにもトランクスごと行くという悲劇は避けられたが、僕の下半身があられも無い姿にされてしまった事には変わりない。

  

  

  「这……你，这是」

  「なっ……これ、お前」

  「快下来！」

  「降りなさい！」

  「肉棒，变成了能量肉棒」

  「ちんこが、エネルギーちんこになってる」

  「那当然啊！？稍微想想就知道了吧！！！」

  「なるやろそりゃ！？　少し考えたら分かるでしょうがあぁ！！！」

  

  

  　理所当然的，因为被她这么一弄，血液都集中到股间了。在没有裤子只有内裤的状态下被她看到，也就是说几乎就是原原本本的状态。

  　当たり前だけど、こんな事されたものだから血液が股間に集中していた。それをズボン無しのトランクスのみの状態で見られてるわけだから、つまりほぼそのままの状態を見られている事になる。

  

  　为什么会变成这样啊。就算我指出她走光了，也不至于让我露出能量肉棒吧。只有AV里才会这样发展。

  　なーんでこうなるのかな。胸チラを指摘したのがきっかけだとして、パンツ越しのエネルギー何某を見せるなんて着地には行き着かないでしょ。AVでしか見ないってこんな流れ。

  

  

  「……会痛吗？」

  「……痛いの？　これ」

  「什么！」

  「なにが！」

  「能量肉棒」

  「エネルギーちんこ」

  「虽然不痛但别观察啊！？」

  「痛くはないけど観察やめれる！？」

  「……我以前也有这个啊」

  「……俺にも、昔はあったんだよな。これ」

  「能请你让开吗！？要感慨等会再说！」

  「退いてくれますか！？　しんみりするのは後にしてもらって！」

  「你敢动我就压上去」

  「動いたらもっと体重かけるからな」

  「那样能量就更难分散了，别这样啊！」

  「そうなると余計エネルギーを分散できなくなるからやめて欲しいかな！」

  「嘿——原来自己能控制大小啊。也是，就像锻炼肌肉一样？」

  「へー、自分で大きくするか小さくするかってある程度コントロール出来るんや。まあそうよな、力こぶ作るみたいな感じ？」

  「不，没那么灵活……」

  「いや、そこまで融通は効かないけど……」

  「话说这也太大了吧？和我的完全不一样」

  「てかめちゃでかくね？　俺のと全然違うんだけど」

  「小学生和高中生当然不一样啊……」

  「そりゃ小学生と高校生じゃ違うでしょ……」

  「就像胸部一样吗。要插进去吗……？怎么可能进去啊」

  「胸みたいなもんか。これを挿れるのか……？　入るわけなくないか」

  「痛痛痛痛！？你是故意的吧！？为什么要说这种话！！」

  「いたたたっ！？　わざとなん！？　なーんでそういう事言うの！！」

  「很痛啊。呐，能用手指戳戳看吗？」

  「痛いんじゃん。なー、指でつついていい？」

  「真的别这样！？我有自信会变得无法挽回的！」

  「それは本当にやめよう！？　ガチめに取り返しつかなくなる自信があるので！」

  「……要是戳了，就是被你袭击了？」

  「……もしつついたら、お前に襲われるって事？」

  「嗯——对！就是这样！所以别再戳了！」

  「うーーーーん、そう！　そういう事！　だからストップ！」

  

  

  　我被轻轻弹了一下额头。

  　つんっ、と弱い力でデコピンされた。

  

  

  「怎么回事！？我警告过你会被袭击了吧！？」

  「どういう事！？　襲われるぞって警告したよね！？」

  「嗯，被袭击了」

  「うん、された」

  「那是什么意思！？」

  「じゃあどういう事！？」

  「要袭击我吗？」

  「襲うの？」

  「才不会！」

  「襲わんわ！」

  「……就知道。胆小鬼做不出那种事，我早就知道了」

  「……やんな。ビビりにそんな事出来ねーよな、知ってた」

  「就算知道也不能碰那种地方！」

  「知っててもそんな所触っちゃいけません！」

  「握着呢？」

  「握るのは？」

  

  

  　！！！？！？！？！？！？！？！？

  　！！！？！？！？！？！？！？！？

  

  　到了这一步，我甚至想被握住，甚至想推倒她！但绝对会让之后的关系产生裂痕，所以不行！

  　ここまで来るともう握られたいしなんなら押し倒したいけども！　絶対その後の関係に亀裂が入るから駄目だ！

  

  　说实话，小依跨在我脸上真的太爽了，我任由她摆布，但感觉再这样下去会出大事，于是我抓住她的腰把她放了下来。我之前都没抵抗，所以她被我突然的举动吓了一跳，但她的体重很轻，我又是练过的，轻轻松松就把她放了下来。

  　正直、小依くんに顔を跨がれるのは普通に最高だったのでされるがままになっていたが、シャレにならなくなる分岐点を感じたので彼女の腰を掴み降ろさせる。それまで抵抗していなかったからか小依くんはその行動に驚き逆らってきたが、小依くんは体重軽いしこっちは鍛えているので簡単に降ろすことが出来た。

  

  

  「我不会做奇怪的事啦。」

  「変な事しないって」

  「小依。」

  「小依くん」

  「怎、怎么了，表情好吓人……」

  「な、なんだよ。顔怖いって……」

  「小依。」

  「小依くん」

  

  

  　幸运色狼事件后，我主动出击，情绪高涨，但缺乏危机感可是一个大问题，所以我好好教训了她一番。

  　ラッキースケベからの能動スケベでテンションがうなぎ登りになっていたけど、それはそれとして危機感の無さが大問題なので結構しっかりめに説教した。

  　不过，我不是她父亲也不是老师，所以教训得不够到位，中途她就哭着向我道歉了。

  　ただ、僕は父親とか教師とかでは無いのでしっかりとお説教出来ていなかったらしく、途中から小依くんが泣いてしまい謝る方にシフトしてしまった。

  

  

  「对不起……」

  「ごめんなさい……」

  「我没生气，打起精神来。」

  「怒ってないって。元気出してよ」

  「……你刚才生气了。」

  「……怒ったもん、今」

  「我没有生气，只是担心你……」

  「怒りじゃなく心配なんだって……」

  

  

  　小依哭完后还是无精打采，一直低着头玩手指。感觉我做了坏事……

  　泣き止んでも全然元気にならず、ずっと俯いて指遊びをする小依くん。なんか悪い事した気分になるな……。

  

  　我安慰了她一会儿，但光靠言语无法让她打起精神，于是我邀请她一起玩游戏，她这才抬起头来。

  　しばらく元気づけようとするも言葉じゃ小依くんの気は張れなかったので、ゲームに誘ってみたらようやく小依くんが顔を上げてくれた。

  

  　我们并排坐在沙发上，一起拿着手柄玩了一局。她才刚哭完，我本想放水，但还是全力以赴，结果大获全胜。

  　ソファに並んで座り、共にコントローラーを持ち1戦。泣き止んだばかりの相手だし手を抜くか考えたが、普通に全力でやって圧勝した。

  

  

  「烦死了！你太强了吧！」

  「うざ！　強すぎやってお前！」

  「再玩一局？」

  「もう1戦やる？」

  「当然要！……啊，在那之前，你还是去冲个澡吧」

  「当たり前だろ！！　……や、その前にお前、やっぱシャワー浴びて」

  「冲澡？衣服已经干了，不会冷的」

  「シャワー？　もう服乾いてるから冷えてないよ？」

  「半干的衣服真的很臭」

  「生乾きがまじでくっさい」

  「嗯，我去冲澡。抱歉，我身上很臭」

  「うん入るわ。ごめんね臭くて」

  「没事，顺便把衣服洗了」

  「いいけど。ついでに服洗濯する」

  「哎，啊，不过衣服很臭的话，那就得洗了……」

  「えっ。あーでも、服が臭いならそうなるか……」

  「嗯，换洗衣服我来准备」

  「ん。着替えはこっちで用意するわ」

  「你没有男装吧，内衣也没有」

  「メンズ服とか持ってないでしょ。それに下着も」

  「内衣穿你留下的就行了吧。至于衣服，我会找合适的」

  「下着はお前が置いてったやつ履けばいいだろ。服はまあ、それっぽいの探すよ」

  「好吧……不对，时间也不早了，我该回去了」

  「分かった。……いや、ていうかもういい時間だし帰っても」

  「不行，没打败你之前我不会让你回去的」

  「無理。お前を負かすまで帰さねぇから」

  「今天要住下来啊」

  「今日は泊まりか〜」

  「别小看我，你这变态色鬼！」

  「舐めてんじゃねぇぞ変態エロガッパ！」

  

  

  　很好，我成功用挑衅强行拉高了她因哭泣而低落的情绪。小依恢复了平时的状态，从身后吵个不停，真可爱。

  　よし。泣いた事で下がったテンションを挑発によって無理やり引き上げることに成功したようだ。いつもの調子を取り戻した小依くんが後ろからやいのやいの言ってくる、可愛い。

  

  　不过太好了，她会对我做出那种行为，说明她应该没有喜欢的男人。因为有恋爱相关的书，我还以为她有了喜欢的人，看来是我杞人忧天了。

  　でも良かった、僕なんかにあんな行動を取るなら他に好きな男が出来た訳でも無さそうだ。恋愛にまつわる本があったからもしやと思ったけど、杞憂だったらしい。

  

  　……嗯？不过这么一来，她为什么要买那种书？那种书可不便宜，没兴趣的话不会买吧。是经常和她在一起的那两个人推荐的吗？

  　……ん？　でもそうなると、何故そういう本を？　興味も無いのに買えるような値段はしてないよね、ああいう本って。いつも一緒にいる二人に勧められたとか？

  

  　算了，和我没关系。话说回来，好不容易通过游戏冷静下来了，可是一个人独处后，小依的臀部弹力和刚才的光景又浮现在脑海，让我的心脏再次狂跳。

  　まあ僕には関係の無い話か。それよりも、折角ゲームによって冷静になれたのに、一人になってから勝手に想起される小依くんの尻の弾力やさっきの光景のせいでまた高鳴ってきた。

  　我没法离开浴室了。得快点让血液分散到其他地方……

  　浴場から出られなくなってしまった。早く血液を他所に分散しないとなぁ……。

 
  48話「スマッシュ」

  第48话「扣杀」

  　在那之后，我和小依同学连续打了两个小时格斗游戏，时间已经过了晚上九点。

  　あれから二時間ぶっ続けで小依くんと格闘ゲームをやり続けて時刻は21時を回った。

  

  

  「好耶，终于打成平手了！」

  「よっしゃようやく勝ち負け同数に持ち込んだぞ！」

  

  

  　战绩终于和我持平的小依同学把控制器放在桌上，特意移动到我面前，满脸笑容地挑衅我。她的嘴角前所未有地高高扬起，眼睛也眯成了月牙形。看来她真的很开心。

  　ようやく僕と戦績が並んだ小依くんはコントローラーを机においてわざわざ僕の正面に顔が見えるように移動し満面の笑みで煽ってきた。口角がこれまでにないくらいつり上がっていて目の形もにやぁってしてる。本当に嬉しいんだなあ。

  

  　她确实很擅长玩游戏，但我之所以渐渐打不过她，并非单纯因为实力差距缩小了。

  　彼女は確かにゲームが上手いが、段々と僕が勝てなくなっていったのは単に実力差が埋まってきているからではなかった。

  

  　小依同学借我的连帽衫和运动服，因为体格差距，尺寸有点小，这倒也无可奈何。问题不在那里。这些衣服上，沾满了女孩子的香味，让我完全无法集中精神战斗。

  　小依くんから貸し出されたパーカーとスウェット。サイズはまあ体格差の都合でやや小さめなのは仕方ない。問題はそこに非ず。これらの服はこう、女の子の良い匂いが存分に染み付いていて全然戦いに集中できなかった。

  

  　而且，她说这件连帽衫是她冲动买来当家居服穿的，所以不用还给她。

  　それと、このパーカーは衝動買いしたやつで部屋着として使ってるやつだから別に返さなくてもいいとも言われた。

  　家居服。从乳头走光事件来推测，小依同学在家很可能不穿胸罩。也就是说——

  　部屋着。乳首チラ見え事件から推測するに小依くんは家の中ではノーブラ派である可能性が高い。という事は、だ。

  

  『小依同学在家里穿这件连帽衫的时候，她的胸部是不是直接接触到了布料？』

  『このパーカーを部屋の中で羽織る時、小依くんの生乳がそのまま布に接触していたのではないか？』

  

  　我脑中自然会浮现出这样的推理。

  　という推理が頭の中で展開されるのも致し方ないというものである。

  

  　我根本无法集中精神。要不是小依同学在我身边，我早就摆出胜利姿势了。

  　集中出来るわけなかった。小依くんが隣にいなければガッツポーズしていた所である。

  

  　而且，小依同学的胸部果然时不时就会走光，她本人又只顾着看画面，毫无防备，我的视线自然会被吸引过去，操作失误也是理所当然的。

  　そして隣にいる小依くんはやはり胸がチラチラ丸見えになる瞬間があるし、本人は画面に目が釘付けになるものだから無防備すぎて目が吸い付けられるしで最早操作がおぼつかなくなるのは当たり前という話である。

  

  

  「唔——你倒是反应一下啊。水濑，你倒是懊恼一下啊！」

  「むー、なんか反応しろよ。悔しがってみろよ水瀬！」

  「我确实很懊恼，但现在不是时候」

  「悔しいけど、今はそれどころじゃないからね」

  「？怎么了？」

  「？　どしたの」

  「停」

  「はいストップ」

  「干嘛啊」

  「んだよ」

  

  

  　我从旁边偷看，因为是我主动的，所以不会动摇。但小依同学主动靠近我时，她的胸部会在意想不到的时机走光，为了防止这种情况发生，我用双手制止了她的接近。

  　横から覗き見るのはまだこちら主体の行動だから動揺しないが、小依くんの方からこちらに近付いてくると意図しないタイミングで胸が見えるのでそれを予防する為に両手で彼女の接近を制止した。

  

  　……哎呀？我刚摆出用双手制止的姿势，小依同学就和我击了掌。

  　……おっと？　両手でストップのポーズを取った所に小依くんが手のひらを合わせてきた。

  

  

  「我不是想和你击掌」

  「ハイタッチを求めたわけではないのですが」

  「那你这是干嘛，哑剧？」

  「じゃあなんだよこの手、パントマイム？」

  「我是想说你再靠近我就要看到胸部了，所以想让你停下」

  「それ以上近付くと胸が見えるよって意味で止まるよう意思表示したつもり」

  「……唉」

  「……はあ」

  「你为什么要叹气？」

  「何故そこでため息が出るのかしら」

  「你刚才战斗的时候一直在看胸部吧」

  「お前、バトル中普通に胸の方見てたろ」

  「咦！？被发现了！？」

  「あれっ！？　バレてた！？」

  「你这变态，当然会被发现啊，别小看我」

  「変態野郎が。バレるに決まってんだろ、舐めんなよ」

  「女生对男生的视线很敏感，原来是真的……」

  「女子は男の視線に敏感だって話、本当だったんだ……」

  「太明显了。你动作变奇怪的时候，我往旁边一看，基本都能猜中」

  「顕著すぎるんだよ。動きがおかしくなった時に横目で見たら大体ビンゴだもん」

  「原来如此……不对，既然知道我在看，那就遮一下啊」

  「なるほど……いや、見られてるの分かるなら隠しなよ」

  「想看就看呗」

  「見たけりゃ見りゃいいやん」

  

  

  　……？

  　……？

  

  　她刚才说什么？她允许我看了？？明明已经从失控状态恢复了，却还在说同样的话。

  　今この人、なんて言った？　見てもいいとお触れを出した？？　もう暴走状態から元に戻ってるのにさっきと同じ事を言ってるな。

  

  

  「……」

  「……」

  「……别盯着看啊，很羞耻的」

  「……ガン見はやめてよ。さすがに恥ずい」

  「你这是吹的什么风？对暴露产生了兴趣？」

  「どういう風の吹き回しなん？　露出に目覚めたとか？」

  「你想被杀吗？」

  「殺されたいの？」

  「不是吗？」

  「違うの？」

  「不是啊。内裤那次也是，反正已经看到了，而且已经被看到好几次了，所以就放弃了」

  「ちげーよ。パンツの時もそうだったけど、もう見えちゃうものはしゃーないし、現に何度も見られてるし、諦めたって話やろ」

  「这算是放弃吗？你不觉得羞耻吗？」

  「諦め云々の話かなぁそれって。恥ずかしくないの？」

  「当然羞耻了，所以别一直盯着看啊」

  「恥ずいっつってんじゃん。だからあんま見るなって」

  「你这话前后矛盾啊。话说，我刚才就叫你去换衣服了」

  「言ってる事違うな〜。てか着替えなさいよって、さっきから僕言ってますけども」

  「不要，麻烦死了」

  「やだ。めんどくさい」

  「衣服不是挂在沙发上了吗？」

  「ソファに服かかってるじゃん」

  「换衣服的时候就不能和你玩游戏了。反正你也差不多该回去了吧？」

  「着替えてる間お前とゲーム出来ないんだもん。どうせそろそろ帰らなきゃでしょ？」

  「啊，确实」

  「あ、確かに」

  

  

  　考虑到我打工的事，她应该已经把门禁时间延后了，现在差不多该出门了。原来如此，所以她想多玩一会儿，才赖在这里不走。

  　バイトの話を通して延ばしてもらった門限を考えてもそろそろ家を出ないといけない時刻なのは間違いない。なるほど、それで少しでも多く対戦したかったからここに居座っていたのか。

  

  

  「真会耍小聪明」

  「あざといねぇ」

  「啊？什么啊。话说我听不懂。为什么我非得耍小聪明给你看不可啊，恶心。处男」

  「はぁ？　なにが。てか意味わかんな。なんでお前にあざとさなんて見せないといけねぇの、きも。童貞が」

  「这和处男没关系吧！？不要用一句话来反击我啊！」

  「童貞は関係ないでしょうが！？　一言に対するカウンターでオーバーキル狙うのやめてよ！」

  「处男」

  「童貞が」

  「单纯的骂人！！高中生处男又不稀奇！」

  「シンプル罵倒！！　高校生で童貞なのって別に珍しくないから！」

  「我知道。因为很有效我才说的，处男什么的无所谓」

  「分かってるよ。効くから言ってるだけで別に童貞がどうとかどうでもいいし」

  「你的性格真是差劲……」

  「性格さいっあくだな本当……」

  「所以呢？下一局就回去？还是说要走了？」

  「で？　次の一本で帰る？　もう帰るん？」

  「嗯，回去吧。我想去便利店买点宵夜」

  「んー、もう帰ろっかな。コンビニで夜食買っておきたいし」

  「啊，是吗」

  「あっそ」

  

  

  　小依一脸无趣地说道，然后关掉游戏机的电源，一屁股坐在我旁边。她把头枕在与我相反方向的扶手上，翘起二郎腿，把左脚底对着我，开始玩手机。

  　つまらなそうにそう言うと、小依くんはゲーム機の電源を落として僕の隣にドスンと座った。そのまま僕のいる方とは逆側の肘掛に頭を置くと、足を組んで左の足の裏を僕に向けてスマホをいじり始めた。

  

  

  「真没防备啊。其他男性朋友来的时候也是这样吗？」

  「無防備だなぁ。他の男友達が来た時もそんな感じなの？」

  「除了你以外，我从没让其他男人进过家门」

  「お前以外の男なんて家に入れた事ないし」

  「我是说如果」

  「入れると想定した場合だよ」

  「不会让他们进来的」

  「入れないし」

  「谁知道呢？说不定以后也会有这种机——为什么要踢我！」

  「分からないよ？　今後もしかしたらそういうきかっ、なぜ蹴る！」

  「吵死了」

  「うるさい」

  

  

  　她突然用很轻的力道踢了我的侧腹。虽然她有控制力道，但之后还用脚底蹭了我好一会儿，看来她是真的生气了。

  　彼女は急に僕の脇腹を弱い力で蹴ってきた。かなり加減された蹴りではあったけど、その後しばらく足の裏でグリグリしてきたから怒りの感情はあるっぽかった。

  

  　蹭够了之后，小依用脚趾捏着我的衣服玩了起来。她居然能一边玩手机一边做这种事，真是灵巧。

  　グリグリするのに飽きると、小依くんは僕の服を足の指で摘んで遊び始めた。スマホを触りながらよくそんなこと出来る、器用だなあ。

  

  　我看着她白皙柔软的小腿，又从短裤的缝隙间看到了内裤。我慌忙移开视线。

  　ふくらはぎ、白くて柔らかそうだな〜と思っていたらショートパンツの隙間からまたパンツの布地が見えた。慌てて目を逸らす。

  

  

  「喂」

  「なあ」

  「嗯？」

  「うん？」

  「你时不时就会害羞地移开视线，为什么？」

  「お前、なんかちょくちょく照れた感じで俺から視線外すよな。なんで？」

  「为什么……因为我会看到一些不该看的东西」

  「なんでって……見たら悪いかなって所が見えたりするからさ」

  「那你为什么老是看我的胸？」

  「の割に人の胸見てくるよね」

  「这个嘛……毕竟我是男人……」

  「それは、まあ……男なので……」

  「因为是男人所以要看？明明只是胸而已？」

  「男だから見るの？　ただの胸なのに？」

  「平时不都遮着吗」

  「ただの胸って、普段は隠されてるじゃん」

  「嗯，因为遮着所以想看？」

  「んー、隠してるから見たいってこと？」

  「大概吧？」

  「多分？」

  「那如果有个女人把胸露出来，你就不感兴趣了吗？」

  「じゃあ仮に胸を丸出しにしてる女が居たとして、そういうのには興味向かないわけ？」

  「这已经不是兴不感兴趣的问题了，而是会忍不住去看」

  「それはもう興味云々置いといて見るんじゃないですか」

  「不会兴奋吗？」

  「興奮とかしないの？」

  「……也不能说不会」

  「……しないとも言いきれない」

  「讨厌啦。为什么？脂肪有什么好兴奋的？」

  「やんな。なんでなん？　ただの脂肪のどこに興奮する要素があるん」

  「这个嘛……唔……」

  「そーれーは……うーん……」

  

  

  　被她这么一问，我也不知道该怎么回答。她说是脂肪，确实也没错。本能？我对这方面不太了解，所以无法解释。

  　そう聞かれると返答に困るな。ただの脂肪と言われてしまうと正しくその通りだしなあ。本能？　あまりそういう分野に詳しくないから説明が出来ない。

  

  　在我思考的时候，小依把脚从我身上移开，然后放在我的膝盖上。

  　思考に時間を割いていたら小依くんは僕の体から足を一度足を離し、僕の膝の上に足を置いた。

  　沙发的阵地很狭窄，所以她这样放脚是很自然的，但身为女性，这么随意地触碰男人的身体真的好吗？至少我心跳加速了。小依那边……好像没什么心跳加速的感觉。

  　ソファの陣地が狭いからそういう風に身を置くのは至極自然ではあるけども、ここまで不用心に男の体に触れるのは女性として良い事なのだろうか。こちらは少なくともドキドキである。小依くんサイドは……特にドキドキもして無さそうなんだよなぁ。

  

  

  「你啊」

  「お前ってさ」

  「嗯？」

  「うん？」

  「……看到我的胸也会兴奋吗？」

  「……俺の胸にも興奮出来んの？」

  「这是什么问题啊」

  「どんな質問だよ」

  「因为你一直盯着看啊。很奇怪吧。我的胸很小。从男的时候开始就没怎么变大，所以你没有理由兴奋」

  「だってめっちゃ見てくるし。変じゃんね。俺の胸、ちっちゃいし。男の頃からそこまで大きく変化してないって考えたらさ、興奮する理由が無い」

  「我可没说我会兴奋」

  「興奮してるとは一言も言ってないんですよね」

  「不会啊」

  「しないんだ」

  「………………也没说不会」

  「………………しないとも言ってないけども」

  「那大胸和小胸，你喜欢哪个？」

  「じゃあおっきいのとちっさいの、どっちが好き？」

  「太直接了吧。女生怎么能问男生这种问题」

  「えぐいって。そんな話を女子が男子に振るかね」

  「有什么关系嘛。就当是男人之间的黄段子吧」

  「いーじゃん。男同士の下ネタトークやろ」

  「原来你是这么看的啊。那我们就当男生之间在聊黄段子吧，老实说，我并不在意胸围大小」

  「そういう見方かぁ。じゃあ男子同士という体で話すけど、僕は正直胸のサイズには頓着しないかな」

  「骗人」

  「嘘つけ」

  「我没骗你」

  「嘘じゃないです」

  「那你为什么要偷看我的胸？」

  「じゃあなんで人の胸覗き見てくるわけ？」

  「不是……」

  「いや……」

  「你没法否认吧，实际上你都看了好几次了。为什么？」

  「否定出来ないやろ、実際に何度も見てきたし。なんで？」

  「就算你问我为什么」

  「なんで、と申されましても」

  

  

  　因为我喜欢小依啊。就算我对胸围不怎么在意，但喜欢的人毫无防备地待在身边，我当然会看啊。

  　だって僕、小依くんの事好きだし。胸にあまり関心が無かったとして、好きな人の無防備な姿が隣にあったら見てしまうでしょうよ。

  

  　这话我当然说不出口，回答又需要时间。见我一直不回答，小依也一言不发。

  　と言えるはずもなく、またしても答えるのに時間を要してしまう。いつまで経っても答える様子のない僕に対し、小依くんも何もすること無く無言を貫いた。

  

  

  「……说点什么啊」

  「……なんか言えや」

  「咕呼」

  「ぐふっ」

  

  

  　小依又踢了我一脚。这次是有点用力的脚踢。

  　また小依くんから蹴りを貰う。今度はちょっと強めのやつを足に貰った。

  

  　感觉小依从刚才开始就越来越不高兴了。话说被人踢的感觉真不好，虽说是喜欢的人，但我也有点不爽了。

  　なんかさっきから少しずつ小依くんが不機嫌になっていってる気がする。それにしても人に蹴られるのは良い気分では無い、好きな人相手とはいえこちらも少しだけイラッとしてしまった。

  

  

  「喂，别踢了」

  「ねえ、蹴るのやめてよ」

  「为什么」

  「なんで」

  「你问我为什么，被踢了当然会不爽啊」

  「なんでって、蹴られたら嫌な気持ちになるじゃん」

  「谁让你回答得那么慢」

  「だってお前、答えるの遅いんだもん」

  「可你之前也踢了我啊」

  「その前にも蹴ってきたよね」

  「还不是因为你……说了让人不爽的话」

  「だって……ムカつくこと言ってきたから」

  「让人不爽的话？我说了什么吗？」

  「ムカつくこと？　なんか言ったっけ」

  「不记得就算了」

  「覚えてないならいい」

  「我是在气你踢我，所以你得好好解释，我到底说了什么？」

  「こっちが蹴られることに対して怒ってるんだからちゃんと説明して。僕がなんて言った？」

  「……」

  「……」

  「小依同学，别无视我」

  「小依くん、無視やめて」

  「烦死了」

  「うっさい」

  

  

  　小依同学闹起了别扭。为什么我非得被她用这种像是我有错在先的态度对待不可，太不讲理了。

  　不貞腐れたように小依くんが言う。なんで僕が悪いみたいな態度を取られなきゃならないんだ、理不尽だろう。

  

  　我烦躁地抓住了她的脚，她则一脸惊讶地看向我。她至今为止都没有抵抗，所以看到我主动采取行动，似乎有些动摇。

  　苛立ちが先行して彼女の足を掴む。すると彼女は驚いたような顔をこちらに向けてきた。今まで無抵抗なままでいたから、こちらからアクションを取られた事で動揺しているようだった。

  

  

  「干、干嘛啊」

  「な、なんだよ」

  「别踢人啊，这可不好」

  「人を足蹴にするのはやめなよ。良くないよそれ」

  「……我知道」

  「……分かってるし」

  「你对别人也这样吗？」

  「他の人にもしてるの？」

  「才没有」

  「してねぇよ」

  「只对我这样啊，那倒还好，但你会被讨厌的哦？」

  「僕だけか。ならまだいいけどさ、嫌われるよ？」

  「被……」

  「っ、きら……」

  

  

  　小依同学的手机从手中滑落，她捡起掉在地上的手机放在桌上，把脚从我身上移开，抱着膝盖缩成一团。

  　小依くんの手からスマホが滑り落ちた。彼女は床に落ちたスマホを拾い机に置くと、僕の体から足を引いて膝を抱くようにして小さく座り直した。

  

  

  「……你讨厌我了？」

  「……嫌いになったん？」

  「嗯？」

  「ん？」

  「我」

  「俺の事」

  「你？我并没有讨厌你啊」

  「小依くんの事？　別に嫌いになったわけじゃないけど」

  「但你刚才生气了，现在也是」

  「でも今怒った。さっきも」

  「并不是因为讨厌才生气的，对喜欢的人也会生气的吧」

  「嫌いだから怒るわけじゃないよ。好きな人にも怒る事はあるでしょ」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　尴尬的沉默降临。我用余光看到小依同学在沙发上抱着膝盖缩成一团，时不时偷瞄我。我一转头看她，她又慌忙把视线移向自己的脚尖，就像个闹别扭的孩子。

  　気まずい静寂が訪れる。小依くんはソファの上で小さく体育座りしながら、チラチラと僕の方を伺っているのが目の端に映る。小依くんの方を向くと、彼女は慌てて自分の足先に目線を置く。拗ねた子供みたいだ。

  

  

  「……对不起」

  「……ごめん」

  「很好」

  「よくできました」

  「……真让人火大」

  「……むかつく」

  「老实反省吧」

  「素直に反省しな〜」

  「……可是，是你先说让人火大的话的，我也没办法啊」

  「…………でも、お前が先にむかつくこと言ってきたんだもん。しょうがないじゃん」

  「嗯——我真的不记得了，我到底说了什么？」

  「うーん。本当に覚えが無いんだけど、なんて言ったっけ？」

  「你可能会让其他男人进家门之类的」

  「お前以外の男を入れるかも、みたいな」

  「是那件事吗！？」

  「それの事だったん！？」

  「我怎么可能让其他男人进家门啊。你这种莫名其妙的猜测，听了就让人火大」

  「お前以外の男とか、入れるわけないのに。そういう意味分からんもしかしての話をふっかけてくるの、普通に腹立つ」

  「为什么啊～虽然我确实不该惹你生气，但以后会发生什么谁都不知道啊」

  「なんでさ〜。まあ怒らせてしまった事に関しては謝るけど、この先何があるのか分からないのは本当じゃん？」

  「……我怎么可能想让男人进家门啊，恶心死了」

  「……男なんて、家にあげたいって思うわけないやろ。気持ち悪い」

  「我也是男人啊？」

  「僕だって男ですけど？」

  「……」

  「……」

  「刚才那句话太不识趣了，抱歉」

  「今のは無粋か。ごめんね」

  

  

  　小依同学用非常小的声音，只说了一个字「嗯」。

  　小依くんは本当に小さな声でただ一言、「ん」とだけ発した。

  

  　本来打算现在回去的，现在却变得有点难回去了。小依同学明显还有话想说的样子，如果现在回去的话，感觉真的会被讨厌，所以我决定暂时坐一会儿。

  　今から帰ろうって話をしていたのに、なんか帰りづらくなってしまった。小依くんは明らかにまだ何か言い足りなさそうな様子だし、ここで帰ったらそれこそ嫌われそうな感じがするのでしばらく腰を落ち着ける事にする。

  

  　房间里只有秒针的声音。小依同学没有向我搭话，偶尔会听到她用手指挠皮肤的声音，除此之外几乎听不到其他声音。

  　秒針の音のみが部屋の中に響く。小依くんから僕に話しかけてくることはなく、時折指で皮膚をかく音がするくらいでそれ以外の音はほぼ皆無だった。

  

  

  「……小依同学，你有喜欢的人吗？」

  「……小依くんって、好きな人とかいないの？」

  

  

  　因为毫无进展，所以我决定主动搭话。内容是刚才确认过的，和书架上的恋爱书籍有关的话题。

  　なにも進展がなくて埒が明かないので、僕から話しかけてみることにした。内容はさっき確認した、本棚の恋愛本に紐付けた話を振る事にした。

  

  

  「我刚刚不是才说过不会让男人进家门吗，为什么要问这种事？」

  「男なんか家に入れないって話したばっかじゃん。なんでそんな事訊いてくるわけ」

  「因为书架上放着恋爱类的书啊。」

  「本棚に恋愛系の本が置いてったからさ」

  「那个……也不是因为明确地喜欢上谁才买的。」

  「あれは……別に、明確に誰かを好きになったから買ったわけじゃないし」

  「是突然对恋爱感兴趣了？」

  「恋愛に興味が湧いた感じ？」

  「……不知道。」

  「……分かんない」

  「不知道？」

  「分からない？」

  「嗯。有好几个人对我说，我好像喜欢上某个人了……虽然在我的价值观里，那种感情不是恋爱，但喜欢也有各种各样的形式，也有人说我可能只是没有自觉而已。所以……」

  「ん。俺が、ある人に恋してる、みたいな事を何人かに言われて。……俺の価値観的にはその感情は恋ではなかったんだけど、好きって気持ちには色々あるし、無自覚なだけなのかも、みたいなのも言われて。だから……」

  「你有在意的人吗？」

  「気になる人はいるんだ？」

  「………………有」

  「………………いる」

  「嘿」

  「へぇ」

  

  

  　没有明确喜欢的人。如果只看这一点的话我倒是松了口气，但有在意的人这一点让我心里开始躁动起来。

  　明確に好きな人はいない。そこだけ切り取ればほっとするが、気になる人はいるとの事で心中がざわつき始めた。

  　小依同学在意的人，会是什么样的人呢。虽然想问出更多真心话，但那样肯定会被讨厌的，所以我把即将说出口的话咽了回去，沉默不语。

  　小依くんの気になる人、どんな人なんだろう。本音はもっと聞き出したいけど、そんな事をしたら嫌がるに決まってるから僕は喉の奥から出そうになる言葉を飲み込み押し黙った。

  

  

  「……水濑你有喜欢的人吗？」

  「……水瀬は、好きな人とかいるの？」

  「有啊」

  「僕はいるよ」

  「有啊！！！？」

  「いるの！！！？」

  「声音突然变大了！？怎么了！？」

  「突然声でか！？　どうした！？」

  「不，不是，嘿——！哼——！有啊！是什么样的人呢！？」

  「いやっ、ちがっ、へぇー！　ふーん！　おるんや！　どんな人なのかなぁ！？」

  「什么人呢。你这句语尾上扬得厉害啊

  「なのかなぁって。尻上がり方が凄かったね今

  「少废话快回答！！！」

  「うっさい答えろ！！！」

  

  

  　这次她开始用拳头敲我的肩膀。真想告诉小依同学，暴力系女主已经不流行了。

  　今度は肩肘をポコスカ殴られた。暴力系ヒロインはもう流行らないですよって小依くんに言ってあげたい。

  

  　话说，如果问我喜欢谁的话，就是现在这个瞬间正在攻击我的人，这种情况下该怎么回答才好呢？

  　というか、誰かと問われれば今この瞬間僕に攻撃を加えている張本人なのだが、この場合どう答えたらいいんだ？

  

  　小依同学说她有在意的人，而且我和小依同学的关系，是最难发展成恋爱关系的，至少不能在这种事故般的流程中传达自己的心意。但是随便想个名字回答的话，要是被玩猜谁是谁的游戏，那才真的会给自己挖坑，嗯……。

  　小依くんは他に気になる人がいるって言うし、僕と小依くんの関係性的に恋愛とか一番発展するのが難しい間柄だしで、少なくともこんな事故みたいな流れで想いを伝えるわけにはいかないしな。でも変にテキトーな人を思い浮かべて答えたとしてもしアキネーターされたら、それこそ今後の自分の首を絞める羽目になりそうだし、うーん……。

  

  

  「是我认识的人？」

  「俺の知ってる人？」

  「诶，嗯。确实是认识的人」

  「え、うん。知ってる人だね確実に」

  「绝对是桃果或者结乃吧！！！你果然喜欢巨乳吧！！！」

  「絶対桃果や結乃じゃん！！！　やっぱ巨乳好きなんじゃん！！！」

  「诶！？不是不是不是不是！！！完全不是！！不是那两个人！！」

  「え！？　違う違う違う違う！！！　全然違うから！！　その二人ではない！！」

  「那我们班的谁！！！」

  「じゃあうちのクラスの誰かか！！！」

  「诶……嗯，是啊」

  「えー……う、ん。そうですね」

  「谁！？」

  「誰！？」

  「我告诉你吗！？」

  「言うかあ！？」

  「提示呢！」

  「ヒントは！」

  「提示！？话说你为什么这么积极！？刚才还像只小西瓜虫一样！」

  「ヒント！？　てかなんでそんなにグイグイ来るん！？　さっきまでちっこいダンゴムシみたいになってたのに！」

  「谁是西瓜虫啊你这混蛋！！」

  「誰がダンゴムシだてめえこのやろ！！」

  「扭打在一起，现实中扭打在一起画面有点糟糕啊！力气好大！？」

  「取っ組み合いはっ、リアルでやるのは絵面がちょっとアウトですって！　力強！？」

  

  

  　小依同学骑在我身上向我发动攻击，我用双手接住她。

  　小依くんが僕の上にまたのしかかってきて攻撃を仕掛けてきたので両手でそれを受け止める。

  　虽然避免了被骑在身上殴打，但这次是小依同学骑在我的肚子上。今天真厉害啊，大出血服务日啊。真想为选择了短裤的过去的小依同学献上赞美之词。

  　マウントポジション取られて殴られるのは回避出来たが今度は僕の腹の上に小依くん跨ってるわ。今日はすごいな、大出血サービスデイだな。ショートパンツをチョイスしてくれた過去の小依くんに賛美の拍手を贈りたい。

  

  

  「所以，是谁啊」

  「で、誰なん」

  「能下来吗？」

  「降りれます？」

  「不行」

  「無理」

  「小依同学。女孩子啊，骑在同龄的男生身上，从画面和心情上来说都很糟糕啊。请考虑一下我的心情」

  「小依くん。女の子がさ、同い年の男の上に跨るのは絵面的にも心情的にもまずいんですわ。こちらの気持ちにもなってください」

  「你是想说这是模拟骑乘体位吗」

  「擬似騎乗位だって言いたいんか」

  「我没说吧！？虽然确实是这样但你为什么要说出来！！话说你居然知道这种体位的名字啊！？」

  「言ってないやろ！？　まあそういうことではあるんだけどなんで口にする！！　てかよくそんな体位の名前なんて知ってるね！？」

  「桃果的色情漫画上就是这么写的」

  「桃果のエロ漫画にそういう名前だって書いてあった」

  「用自己人进行性教育真是厉害啊……既然知道的话就请下来吧」

  「身内感で性教育してるのすごいな……分かってるなら退いてくださいよ」

  「不要」

  「やだ」

  「明知故犯的话就算被认定为痴女也不奇怪，你自己不这么觉得吗！？」

  「状況が分かってて跨るのは痴女認定されてもおかしくないと自分で思わないんか！？」

  「哼。想用关节技对付我的人是你吧。就算结果看起来是这样，但错的不是我！」

  「ふん。関節技に持ってこうとしたらガードしたのはお前の方じゃんか。結果的にそういう風に見えたとして、俺は悪くない！」

  「太不讲理了吧！？」

  「暴論すぎる！？」

  

  

  　喂喂，为什么这个人这么固执啊。从下面的角度看真的只能看到那个，很不妙啊。我在第一人称视角的AV里见过这种构图。能量又要被填充了，饶了我吧。

  　おいおい、なんでこう強情なのかねこの人は。下からのアングルまじでそれにしか見えなくてやばいですって。一人称視点のAVで見た事ある構図なんですって。またエネルギー充填されるわ勘弁してくれよ本当に。

  

  

  「那你说提示的话我就下来」

  「じゃあヒントを言ってくれたら退いてやる」

  「你可别无限制地问提示啊？」

  「無限にヒント訊いていくのはなしにしてよ？」

  「诶？我才不要」

  「え？　嫌だけど」

  「好，你真奇怪。这也太不公平了吧！如果不是在对等的条件下，我可不会答应你的提议！」

  「はいおかしい〜。一方的すぎるでしょうが！　分かるか分からないかが対等の条件下じゃないと提案に乗ることはできませんよ！」

  「那就给你10个提示」

  「じゃあヒント10個な」

  「太多了！3个！」

  「多いわ！　3つ！」

  「你又不是不知道我脑子不好！这哪里公平了！！」

  「俺が頭悪いの知ってるやろ！　全然対等じゃない！！」

  「你脑子才不坏！虽然你总这么说，但你只是在给自己留后路吧！！」

  「頭は悪くないだろ別に！　事ある毎にそれ言うけど単に保険かけてるだけでしょうが！！」

  「才不是！」

  「違うし！」

  「我知道你成绩很好！」

  「成績上位なの知ってるぞ！」

  「唔，天、天赋和成绩没有直接联系！」

  「ぐっ、じ、地頭の良さと成績は直結しないから！」

  「要是天赋差的话，学习就学不进去了吧！我绝对不会让步的，提示就3个！」

  「地頭が悪かったら勉強に着いていけないでしょ！　絶対に折れないからね、ヒントは3つ！」

  「我捏你鸡巴哦！！」

  「ちんこ握るぞ！！」

  「这是什么威胁！？你以为这样就能让我屈服吗！？」

  「どんな脅迫！？　それで僕が折れると思ったのか！？」

  「唔唔唔唔……」

  「ぐぬぬぬ……」

  

  

  　我展现出无论如何都不会改变条件的坚定意志，小依终于妥协，事情总算告一段落。告一段落了，我希望她能从我肚子上下来，但她不肯，我只好继续给她提示。

  　何としても条件を変えない確固たる意志を見せた所、ようやく小依くんの方が折れて話に一端の収拾が着いた。一段落着いたのだから腹の上から退いてほしかったが、小依くんは退いてくれなかったので仕方なしにそのままヒントを出す事になった。

  

  

  「那首先是第一个提示」

  「じゃあまず最初のヒント」

  「等等，用提问的形式吧」

  「待って。質問形式にしよう」

  「不行」

  「はい却下」

  「为什么啊！」

  「なんでだよ！」

  「反正小依你肯定打算问『名字？』『姓氏？』『学号？』之类的吧！」

  「どうせ小依くんの事だから『名前は？』とか『名字は？』とか『出席番号は？』とか聞いてくるつもりだろ！」

  「什么！？」

  「なっ！？」

  「我早就看穿你的伎俩了！别小看朋友！」

  「分かってるんだよそっちの手の内は！　友達舐めんな！」

  「可恶啊啊」

  「くそがぁぁ」

  「请不要摇晃」

  「揺れるのやめてください？」

  

  

  　小依在类似骑乘位的状态下扭动腰部呻吟。她是故意的吗？这是让血液集中到股间，剥夺思考能力的作战吗？如果是故意的，那也太卑鄙了。如果是无意的，那我希望她今后也能定期这么做，但如果不提醒她的话，血液会流不到大脑，所以还是提醒一下吧。

  　擬似騎乗位状態で腰を動かし呻く小依くん。わざとなのかな？　股間に血液を集中させることで思考力を奪う作戦か？　狙ってやってるのだとしたら本当に姑息だし、天然でやってるのだったら今後も定期的にやってほしい所だが、一応注意しておかないと脳に血が行き渡らなくなるので注意はする。

  

  

  「那么第一个提示。噔噔。那个人……个子很矮」

  「それでは最初のヒント。ででん。その人は……身長が低いですです」

  「范围好大啊。不过，作为提示还算妥当吧？」

  「広いなあ。まあでも、ヒントとしては妥当か？」

  「嗯，妥当吧」

  「うむ。妥当であろう」

  「个子矮啊。你是萝莉控吗？」

  「低身長かぁ。ロリコンなの？　お前」

  「才不是！对方和我同龄，所以不是萝莉！」

  「違うわ！　相手は同い年だから、ロリでは無いから！」

  「哼——不过我们班上只有桃果结乃个子高，从平均值来看，就像一群母哥布林……」

  「ふーん。でもうちのクラス、桃果結乃が高身長勢なだけで平均値で考えるとメスゴブリンの群れみたいな所あるしな……」

  「你这人怎么这么说，什么母哥布林啊」

  「なーんてこと言うんだ君は。メスゴブリンて」

  「不不不，我说真的。我们班的平均身高大概比其他班低，所以要看你喜欢多萝莉的女生」

  「いやいやまじで。多分ほかのクラスよりアベレージ低いもん。だからお前がどのくらいのロリを好むかによるんだよな」

  「都说了我不是萝莉控」

  「ロリコンじゃないと言ってるでしょうが」

  「提示的范围太广了，不进一步缩小范围就不可能猜到。告诉我你的性癖吧，你喜欢多高的女生？」

  「まずヒントが幅広いんだよ。もっと突きつめなきゃわかるはずもない。お前の性癖を教えてくれ。どんくらいの身長が好きなん？」

  「告诉你才怪」

  「教えるかぁ」

  「那说说你喜欢的类型吧。你喜欢什么样的女生？」

  「じゃあ好みのタイプでもいいや。どんな子がタイプ？」

  「你问得太直接了吧。这会消耗提示，你确定？」

  「ストレートすぎでしょ。ヒントを消費する事になりますがよろしいかな？」

  「不，我们闲聊一下，说说喜欢的类型吧」

  「いや、雑談としてタイプ語り合おうぜ」

  「那小依同学先说吧。你喜欢什么样的女生？」

  「なら先に小依くんからどうぞ。好きなタイプは？」

  「人类」

  「人間」

  「你是在挑衅我吗？」

  「喧嘩売ってるの？」

  「立场和平时相反了！？」

  「いつもと立場逆転してる！？」

  

  

  　小依同学试图用各种方法接近答案，她的态度让我感到既无奈又感动。虽然我不明白她为什么这么想知道我喜欢的人是谁，但既然是朋友，她应该也希望我能分享吧。

  　どうにかこうにか近道して答えにたどり着こうとする小依くんのスタンスには呆れを通り越して感動すら覚える。なんでそこまでして僕の好きな人を聞き出したいのかもよく分からないが、まあそこは友人間なんだし共有してほしい的な思いがあるのだろう。

  

  

  「那下一个提示呢？」

  「じゃあ次のヒントは？」

  「和她在一起会心跳加速」

  「一緒にいるとドキドキします」

  「你才是想吵架吧？喜欢的人不心跳加速才奇怪吧，我真要杀了你」

  「お前こそ喧嘩売ってんの？　好きな人なんだからドキドキしなきゃおかしいだろ殺すぞまじで」

  「那刚才的不算。下一个提示啊，嗯……我喜欢她的声音」

  「じゃあ今のはナシにして。次のヒントかぁ、うーん……声が好きです」

  「喂。喂喂喂喂，喂！能不能再具体点，说说是什么样的声音！？你的感想根本算不上提示！」

  「なあ。なあなあなあ、なあ！　もっとさ、どういう声してるとか特徴で言ってくれないかなぁ！？　お前の感想はヒントにならないんだわ！」

  「顺带一提，这个因人而异。有人觉得她大笑的时候声音像哥布林，声音本身很高，但很沉稳，也有点沙哑」

  「ちなみにこれは人によって好み分かれるね。人によっては大笑いした時の声がゴブリンみたいって言ってる人いたし、声自体は高いけど落ち着きのある声で若干ハスキーボイスっぽさもあるし」

  「声音本身很高，但很沉稳的沙哑声，笑声像哥布林……嗯，有几个人符合这些特征」

  「声自体は高いけど落ち着きのあるハスキーボイス、笑い声がゴブリン……んー、それっぽいのは何人か該当したけども」

  

  

  　就是你。从你的反应来看，你是不是也包含在那几个人当中？

  　あなたの事なんですけどね。その何名かの該当者に自分は含まれているのだろうか、含まれてないだろうなぁ。反応的に。

  

  

  「那最后的提示呢？」

  「じゃあ最後のヒントは？」

  「最后的提示……嗯」

  「最後のヒント……うーん」

  

  

  　该给出什么提示呢。说实话，我并不希望小依同学在这里暴露喜欢我的事实。话虽如此，撒明显的谎也不太好，而且就算给出小依同学也符合，但又不至于猜到正确答案的提示，也很难……

  　どんなヒントを出そうか。正直、この場で小依くんに好きバレするのは僕としては望ましくないことだ。とはいえ明らかな嘘を言うのはやはり違うと思うし、小依くんも当てはまりはするものの、正解にはたどり着かないだろうなってラインのヒントとなると中々……。

  

  

  「……那个人超级可爱的」

  「……その人はめちゃくちゃ可愛いです」

  「这不就是你的主观看法吗！！！」

  「お前の主観でしか無いじゃねえか！！！」

  「不，我敢保证这个提示虽然看似是个人兴趣，但其实非常切中要害。如果我先告诉间山同学和盐谷同学答案，然后再给出这个提示，她们绝对会认同的」

  「いーや、このヒントは個人の趣味趣向に見えて実に的を射たヒントだと僕は自負してるよ。間山さんや塩谷さんに答えを教えてからこのヒントを出したとしたら絶対納得するもん」

  「要是她们对这个提示有异议，那才叫失礼吧」

  「逆にそのヒントに難色示したら失礼すぎるだろ」

  「不，真的不是你想的那样，我觉得这个提示在对待方式上也很妥当」

  「や、まじでそういう感じじゃなくて、扱われ方的にも妥当なヒントだと思うんだよ」

  「对待方式……也就是说，那个女生被周围的人捧得很高，大家都说她可爱？」

  「扱われ方的に……って事は、その子は周りから可愛い可愛いってチヤホヤされてるってこと？」

  「谁知道呢。提示已经全部说完了，我无可奉告」

  「どうだろうね。ヒントはもう出し尽くしたからノーコメントだよ」

  「完全搞不懂……」

  「ぜんっぜん分からん……」

  「哼哼哼。好了，提示已经全部说完了……糟糕，时间不早了！已经过了门禁时间了！！」

  「ふっふっふ。さ、ヒントも全部出し終えたし……ってか時間やば！　もう門限過ぎてるって！！」

  「哎？啊，真的耶！抱歉，水濑！！我这就离开！」

  「えっ？　あ、本当だ！　すまん水瀬！！　今退くわ！」

  

  

  　我们两个看了看时钟，发现早就过了22点。糟糕！！！

  　二人で時計を確認したらとっくに22時を過ぎていた。やーばいな！！！

  

  　小依同学慌慌张张地想从我身上离开，左脚先着地了。就在这瞬间，被压在脚下的地毯滑了一下，导致小依同学伸直了腿，身体大幅摇晃。

  　慌てた様子で僕の上から小依くんが退こうとして、左足から床に着ける。と、その瞬間、足の下敷きになっていた寄れたカーペットがずるっと動き、足を伸ばした状態の小依くんの体が大きく揺れた。

  

  

  「危险！」

  「危ないっ！」

  

  

  　我情急之下伸出手，想扶住差点摔倒的小依同学。

  　咄嗟に手を伸ばして転びかける小依くんを支えようとした。

  

  　……然后，奇迹发生了。

  　……そして、奇跡が起こった。

  

  　我伸出的手抓住了小依同学的腰，但小依同学的身体大幅摇晃，衣服微微掀起，我的右手没有抓住衣服，而是抓住了衣服下的肌肤。

  　僕が伸ばした手は小依くんの腰を一度掴むが、大きく体が揺れた小依くんの服は僅かにめくれ上がっており、僕の右手は服の上からではなく服の下の地肌を掴んでしまう事となった。

  

  　不仅如此，小依同学被我直接碰到肌肤，吓了一跳，发出短促的尖叫，身体又往前倾，手放在我的头顶后方，倒了下来。

  　それだけには留まらず、僕に地肌を直接触られた小依くんがビックリして短い悲鳴を上げた瞬間、またしても前によろけて僕の頭上、頭より後ろの位置に手を置くようにして倒れ込んできた。

  

  　这时她的手臂位置也从腰部往上移动，回过神来，我的右手已经完全包住了小依同学胸部那小小的柔软隆起。

  　その際腕の位置も腰から上の方に移動しており、気付けば僕の右手は、小依くんの胸部にある小さくて柔らかな膨らみを思い切り包み込む形になってしまっていた。

  

  

  「啊，呃……」

  「あ、えっと……」

  「………………你、你干什么？」

  「………………な、にしやがる」

  「不，那个……」

  「いや、あの」

  「…………为什么要揉？」

  「…………なんで揉んだ」

  「对不起！那个，我一开始不知道发生了什么，突然感觉手中出现了一个柔软的东西，这触感是什么？棉花糖？比棉花糖更柔软，那这是……生八桥！我脑子里像这样考察了一番，然后才掌握了状况！！！」

  「ごめんなさい！　いやあの最初何が起きたか分からなくてっ、急に手の中に柔らかいものが現れたものだからこの感触はなんだ？　マシュマロ？　もっと柔らかい、じゃあこれは……生八つ橋か！　みたいな感じで頭の中で考察した後に状況把握が終わったというかなんというか！！！」

  「生，八桥……」

  「生、八つ橋……」

  「请饶我一命……！」

  「命だけはどうか……！」

  

  

  　小依同学的胸部被我直接碰到，却没有表现出愤怒，只是红着脸，眼神飘忽不定。

  　小依くんは生乳に手が添えられているというのに怒りの感情は見せず、ただ顔を赤くして目を揺らしているのみに収まっていた。

  

  

  「……首先，把手拿开，你这蠢货」

  「……まず、手ぇ離せやダボカス」

  「是，您说得对，对不起」

  「はいその通りですねごめんなさい」

  

  

  　我顺从她淡然的命令，把手从她的胸部上移开，从她的衣服里抽出来。我的手上还残留着小依同学胸部的触感。好柔软啊，而且好温暖……。

  　淡々と言われた事に従い胸から手を離し服から手を引き抜く。まだこの手には、小依くんの胸の感触が残っていた。すごい柔らかかったな、あと暖かかった……。

  

  

  「……呜呜」

  「……うぅ」

  

  

  　小依同学捂着胸部蹲了下来。她羞得连耳朵都红了，紧紧闭上眼睛，眼角的泪水溢了出来。

  　小依くんは胸を押えその場にしゃがみ込んだ。耳まで真っ赤にして、恥ずかしそうに目をぎゅっと瞑ってその目の端からは溜まっていた涙が溢れる。

  

  

  「啊，对，对不起！真的很对不起！！！我不是故意要伤害你的，没想到会变成这样！？」

  「あ、ご、ごめん！　本当にごめんなさい！！　傷つけるつもりはなかったんだけどまさかこんなことになるとは！？」

  「我知道……」

  「分かってるけどぉ……っ」

  「真的对不起！！！你，你想打我多久都可以！」

  「本っ当にごめんなさい！！！　き、気の済むまで殴ってくれて構わないから！」

  「水濑没有错，这是意外……但是，你说了生八桥！！」

  「水瀬は悪くないだろぉ、事故だしっ……でも、生八つ橋って言われたぁ！！」

  「生八桥很好吃啊！对吧！？我当然不是在说你的坏话！」

  「生八つ橋美味しいから！　ね！？　悪い意味では勿論言ってないからさ！」

  「你是想说我的胸很好吃吗！」

  「俺の胸が美味しいって言いたいのかぁ！」

  「我没这么说啊！？为什么会直接联想到食人！？我是说柔软！」

  「そうは言ってないでしょ！？　どうしてそこでカニバリズムに直結する！？　柔らかさの話だから！」

  「不要用食物来比喻别人的胸有多软啊……」

  「人のおっぱいの柔らかさを食い物で例えるなよぉ……っ」

  「您说得对，对不起！请别再哭了……」

  「いや全くもってその通りですねすいませんでした！　どうか泣き止んで……」

  「呜呜……内裤被看到了，乳头被看到了，胸被直接摸到了……」

  「うぅ……パンツ見られて、乳首見られて、胸を直に触られて……っ」

  

  

  　小依同学逐条陈述我犯下的罪状。从内容来看，我完全被判有罪了。这下糟了，完全可以告我性骚扰。我的人生完蛋了。

  　小依くんの口から僕が犯した罪状が一つ一つ開示されていく。内容的に完全に有罪判決じゃないか。やばいなーこれ、セクハラで全然訴えられるぞ。終わったか、僕の人生。

  

  

  「小，小依同学……？」

  「こ、小依くん……？」

  「……下次，我要握你的鸡鸡」

  「…………今度、ちんこ握る」

  「……什么？」

  「……はい？」

  「下次，我要握你的鸡鸡」

  「今度、ちんこ」

  「小依同学，冷静点」

  「小依くん、落ち着いて」

  「……握你的鸡鸡」

  「……握る」

  「这可不行。这已经不是行不行的问题了」

  「やばいから。それはもうさ、やばいじゃんか」

  「……」

  「……」

  「……那个，如果握那里的话，事情可能会变得无法挽回，所以，如果只是胸的话，你可以摸……」

  「…………いやあの、そこを握られるのは本当に取り返しつかなくなってしまう可能性が大いになるので、代わりに胸なら、触ってくれても……」

  「摸男人的胸有什么意义……？」

  「男の胸なんか触ってなんの意味があるん……？」

  「股间也是一样」

  「それは股間でも同じなのよ」

  「你就算胸被摸了也不会害羞也不会受打击吧！」

  「お前が胸触られたところで、恥ずかしくないしショックも受けないだろ！」

  「当然会害羞啊！？受打击……女生应该会更受打击吧」

  「普通に恥ずかしいが！？　ショックは……女の子の方が大きいとは思うけどさ」

  「那我就狂打你的胸板！」

  「じゃあお前の胸板殴りまくる！」

  「好暴力」

  「バイオレンス」

  「如果这样就能免罪的话，那不是挺好的吗！」

  「それでお咎めなしになるんなら別にいいだろ！」

  「嗯，这倒也是……」

  「まあ、それはそう……」

  

  

  　我扶住差点摔倒的小依同学，结果不小心摸到了她的胸。虽然说起来是不可抗力，但未经许可就摸了女生的胸，总不能免罪，如果她提出惩罚的话，我也只能接受了。

  　転ぼうとしたのを庇ったら胸に触れてしまった、言ってしまえば避けようのない事故なのだがそれはそれとして、女子の胸を無断で触ってお咎めなしという訳にもいかないし、罰として提示されたのなら飲むしかないか。

  

  

  「那，那我就先走了……」

  「じゃ、じゃあ僕は、この辺で……」

  「…………啊，等等」

  「…………あ、待って」

  「嗯？」

  「ん？」

  「等等。我知道了。刚才的话当我没说」

  「待って。分かった。今さっきの話なし」

  「刚才的话？」

  「今さっきの話って？」

  「就是狂打胸板那句」

  「胸板殴るってやつ」

  「啊，那就算了？……可以吗？我摸了你的胸，应该要受点惩罚吧」

  「あー、それなしにするの？　……いいの？　胸、触ってしまったんだし、何かしら罰はあるべきなのでは」

  「嗯。今天就住下来吧」

  「うん。今日泊まってって」

  「啊？」

  「はい？」

  「住下来」

  「泊まってって」

  

  

  　小依同学一边整理着凌乱的衣服一边说道。住下来，是说住在这个家吗？哎，为什么？

  　小依くんは乱れた服を直しながら言う。泊まれって、この家にという事だよね？　え、なんで。

  

  

  「那个……你还想听我讲男女论吗？」

  「えーと……また、男女論についてのお説教をされたいと？」

  「别讲了，闭嘴住下来」

  「説教なしで黙って泊まってって」

  「这不对吧。不能让不喜欢的男人住下来啊！」

  「おかしいでしょ。好きでもない男を家に泊めてはなりません！」

  「不是说要惩罚游戏吗？」

  「いや罰ゲームって話やろ？」

  「嗯，对我来说这不算惩罚。真要说的话，这应该是对小依同学的惩罚吧」

  「うん僕にとっての罰になってないのよ。それはどちらかと言うと小依くんにとっての罰じゃんか」

  「啊？为什么？」

  「は？　なんで？」

  「还问为什么，一般都会讨厌吧。让不喜欢的男人住下来」

  「なんでって、普通嫌でしょ。好きでもない男を家に泊めるのは」

  「水濑的话我不讨厌」

  「水瀬だったら嫌じゃないけど」

  

  

  　她用理所当然的语气说出这种话，我刚想看她的眼睛，她又马上红着脸咂了咂嘴，然后转过身去。怎么看都像是在说“我讨厌和你在一起”，是我的错觉吗？

  　さも当然といった口調でそんな事言い始めたので、小依くんの目を見ようとしたら彼女はまたすぐ顔を赤くして舌打ちをした後に背中を向けてきた。僕と一緒にいるのは嫌、と言っているようにしか見えないんだけど気のせいかな。

  

  

  「虽然不讨厌，但对我来说当然也不讨厌，所以这不算惩罚吧？不如说只有小依同学在承担风险」

  「嫌じゃないけどって、僕からしても当然嫌じゃない訳だし罰にならないじゃん？　むしろ小依くんがリスクを負ってるだけの構図になってますけど」

  「什么风险？」

  「リスクってなに」

  「……被袭击的风险？」

  「……襲われるリスク？」

  「但你不会袭击我吧？」

  「でもお前は俺の事襲わないでしょ？」

  「为什么能这么肯定呢。你不是亲身体验过男人在性欲方面有多可怕吗？」

  「なんでそう言い切れるかね。性欲が絡んだ時の男のやばさは身に染みて理解してるでしょ」

  「……他们和你不一样」

  「……あいつらとお前は違う」

  「又说这种话了。小依同学，你这种想法是不行的，绝对会被不正经的男人骗的」

  「まだそういう事言う〜。駄目だよ小依くん、その考え方。絶対ろくでもない男に引っかかるよ」

  「那作为惩罚，我命令你绝对不能袭击我」

  「じゃあ、罰として絶対に俺を襲わないって命令するわ」

  「我完全不打算遵守哦？」

  「全然破るけど？」

  「为什么啊！给我遵守啊，变态！！」

  「なんでだよ！　守れよ変態！！」

  「要是我骗你，不遵守约定怎么办？小依同学的病情会更加恶化吧」

  「守るって嘘ついて破られたらどうするのってお話ですよ。小依くん、より一層病みが深まっちゃうでしょ」

  「……」

  「……」

  

  

  　小依同学缓缓转向我。她的脸从通红变成了淡红色，从她的表情中可以看出她正鼓起勇气？？，想要克服羞耻心。

  　小依くんはゆっくりと僕の方を向く。彼女の顔は赤よりも薄い朱色に染めた状態であり、恥ずかしさと共に勇気？　を出しているような健気さの垣間見える表情をしていた。

  

  

  「我还想和你一起玩游戏。而且你已经过了门禁时间，回去会被骂的。所以，你不回去直接住下来不是更好吗？」

  「まだまだ一緒にゲームしたい。し、お前もう門限過ぎてるからクソ怒られるじゃん。だったら、帰らないでそのまま泊まってった方が、都合いいじゃん？」

  「我明白你的意思」

  「言ってる事は分かるけども」

  「……无论如何都不行吗？」

  「……どうしても、駄目なん？」

  

  

  　诶，她怎么用那张染红的脸从下往上求我。太可爱了，和平常相反，我被她迷住了。也许是因为一直对视的缘故，小依同学害羞地把视线移向斜下方。真是个有教养的女孩……

  　えっ。なにその朱色に染った顔で下から頼み込んでくる感じ。ちょっと可愛すぎて普段とは逆に見蕩れてしまった。ずっと目を合わせていたせいか僕ではなく小依くんの方が恥ずかしそうに目線を斜め下にずらす。奥ゆかしいな……。

  

  　原来如此，她本来想提出更任性的要求，想留在这个家和我一起玩。但是，她觉得太晚了不好，所以一直忍着想玩的欲望。就在这时，我犯了摸她胸部的错误，所以她想以此为把柄，坚持自己的任性要求。

  　なるほど、本来ならもっとわがままを言ってこの家に居残らせて一緒に遊びたかったんだな。けど、あまり夜遅くになったら悪いしってので遊びたい欲を我慢していたと。そんな時に僕が胸を触るなんて粗相を起こしてしまったから、それを弱みにしてわがままを突き通そうって事ね。

  

  　这就是男女之间的心理博弈。如果我是同性朋友，她肯定会毫不犹豫地留下来过夜。而我却把她当女生对待，她肯定很不爽吧。

  　男女ならではの駆け引きだなあ。同性の友達だったら迷うこと無く泊まっていくもんね。そういう所で女扱いとも取れる対応されるの、小依くん的にモヤモヤしていたんだろう。

  

  

  「……我洗了澡，衣服也洗了」

  「……お風呂も入っちゃったし、服も洗濯してるしなぁ」

  「是啊，所以你还是留下来比较好」

  「そうだよ。だから泊まってった方がいいだろって」

  「好吧。不过，这次我可不会和你睡同一张床」

  「分かったよ。けど、流石に今回は同じベッドでは寝ないからね」

  「那，那当然了！笨蛋！上次是因为你身体不舒服……」

  「あ、当たり前だろ！　ばか！　前は、その、体調が悪かったから……」

  「你怕打雷嘛」

  「雷が怖いんだもんね」

  「才不怕！！打雷才不可怕！！！」

  「怖くねえわ！！　雷なんて怖くないし！！！」

  「正常来说，谁会和感冒的人睡同一间房啊。会传染的」

  「普通は風邪ひいてる人と一緒の部屋で寝るとか有り得ないからね。移るでしょうが」

  「唔……这倒也是」

  「う。……それはそう」

  「可小依同学你却说无论如何都要和我一起睡」

  「それなのに小依くんがどうしても一緒に寝たいって言うから」

  「烦死了闭嘴去死你个笨蛋蠢货大笨蛋！！！」

  「うっさい黙れ死ねくそばかあほノンデリばか間抜け！！！」

  「好激动……」

  「熱量すご……」

  

  

  　结果，这次是我妥协了，决定去小依同学家过夜，与本能的战斗也变得更加激烈。

  　結局、今度は僕の方が折れて小依くんの家に泊まる事となり、本能との戦いは激しさを増す事となった。

  

  　第二天早上，理性军的胜利让我和小依同学的关系勉强保持在了安全范围内，但被刚睡醒的美少女同班同学这个破坏力超群的存在叫醒，让我一整天都闷闷不乐。

  　翌朝、理性軍の勝利によって僕と小依くんの関係性はギリギリの所を保つ事が出来たが、寝起きの同級生美少女という破壊力抜群の存在に起こされたせいで一日悶々とする羽目になった。

 
  49話「盗人猛々しく」

  第49话「做贼喊抓贼」

  　我一如既往地五点起床。伸个懒腰消除刚睡醒时的倦怠感，拉开窗帘。

  　いつも通り5時に起きる。寝起き一発目の気だるさを伸びで解消しカーテンを開ける。

  

  

  「呼啊……」

  「ふあ……」

  

  

  　我忍住呵欠走出寝室，听见除了我以外的人的呼吸声。

  　欠伸を噛み殺しながら寝室を出ると俺以外の人間の寝息が聴こえた。

  

  

  「……水濑啊。他还在。」

  「……水瀬か。いるんだった」

  

  

  　我直到深夜都一直吵着要玩格斗游戏，却完全忘了这件事，发出声响移动。

  　深夜までゴネまくって格闘ゲームをやらせておきながら、そんな事をすっかり忘れて普通に物音を出しながら移動してしまった。

  

  　我探头看向水濑睡的沙发。他睡得很熟，丝毫没有要醒来的迹象。我想起之前有一次让他在我家过夜，当时我明明睡在他旁边，不管我怎么动他都不会醒。看来他是很难被吵醒的类型。

  　水瀬が眠っているソファの上を覗き見る。彼はすっかり熟睡しており、起きる気配など僅かも感じ取れなかった。前に一度だけ家に泊めた事あったが、その時も隣で寝てたのにどれだけ動いても起きなかったのを思い出した。中々眠りから覚めないタイプなんだなあ。

  

  　刷牙洗脸梳头，准备去上学。在我回到寝室的途中，停下脚步。

  　歯を磨いて顔を洗って寝癖を梳かして。学校の支度をしようとまた寝室に戻る最中、足が止まった。

  

  

  「嘿咻。」

  「んしょっと」

  

  

  　水濑从脚到肚子盖着布，我跪在他身旁。

  　足の先から腹の上まで布を乗せて眠っている水瀬の側で膝立ちになる。

  

  

  「喂～」

  「おーい」

  

  

  　我叫他，他没有反应。睡得很香。

  　声掛けするが反応は無い。すやすやと気持ちよさそうに眠りこけている。

  

  　现在的水濑不管我做什么，他都不会生气、惊讶，也不会退缩。

  　今の水瀬は俺が何をしても怒ったり驚いたり、引いたりもしない。

  

  　我试着轻轻抬起水濑的左臂……好重。虽然也有睡着后完全脱力的原因，但他的肌肉量和手臂纤细的我应该有天壤之别。

  　試しにそーっと水瀬の左腕を持ち上げてみる。……重い。寝てて完全に脱力してるからというのもあるだろうけど、腕の細い俺とは筋肉量が段違いなんだろうな。

  

  　血管很粗，肌肉意外地不使劲就会很柔软。但是，和我只有光滑肥肉的手臂完全不同，这种差异让我觉得很不可思议，忍不住一直摸。

  　血管が太くて、筋肉は意外と力入れないと柔らかくて。でも、俺のツルッツルでぶにぶにの脂肪しかない腕とは全然違っていて、その差異が不思議で触り続けてしまう。

  　我用指腹描摹水濑手腕上的血管，如果是我，就是割腕割得伤痕累累的部分。他没有反应。

  　指の腹で水瀬の手首、俺で言ったらリスカでズタズタになってる部分の血管をなぞる、反応は無し。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　是从什么时候开始的呢？和水濑在一起，我的心脏就会发疼。虽然和悲伤哭泣时的拥抱方式很像，但又有些许不同，这种憋闷的感觉让我快要窒息。昨天我好像也因为这样而发烧，还说出了自己也不太清楚的话。

  　いつからだろう。水瀬といると心臓が苦しくなる。悲しみで泣いている時と苦しみの抱き方は似ているけど、どこか少しだけ違う窮屈な感覚に窒息しそうになる。昨日なんかそれで熱に浮かされたみたいになって、自分でもよく分からない事を口走ったりもしたし。

  

  　现在我也觉得心情很奇怪。面对没有要动的水濑，我心中涌出想不礼貌地碰触他的想法。

  　今もなんだか変な気分だ。動く気配のない水瀬に対して、不躾に触れてしまいたいって思いが湧き出てくる。

  

  　我害怕被他讨厌，所以一直压抑着，但现在不管做什么都不会被发现。

  　嫌われるのが怖いから抑えていたけど、今なら何をしてもバレない。

  

  　我轻轻碰触他的头，抚摸他的头发。如果他醒着，我这么做他会吓一跳，还会告诫我「这样不好」。但是现在的水濑毫无防备，什么都不会说。

  　頭にそっと触れて、髪を撫でる。起きてる時にやったら驚かれて『それは良くない』って諭される行為だ。でも今の水瀬は無防備で何も言わない。

  

  

  「来玩打几拳才会醒的游戏好了。」

  「何発殴ったら起きるかゲームでもしてやろうかな」

  

  

  　开玩笑的。虽然我实际上没有打算做这种事，但还是轻轻拍了拍他的胸肌。

  　なんてね。そんな事は実際する気無いけど、軽くぺちーんと胸筋を叩いた。

  

  

  「嗯……呼啊。」

  「んっ……ふが」

  「！？」

  「っ！？」

  

  

  　水濑没有醒来，但睡着的他抱住我的手臂，身体往另一边倾斜。我动不了了。

  　水瀬は起きはしなかったが、寝た状態のまま俺の腕を抱え込んで体勢を向こう側に傾けた。動けなくなっちゃった。

  

  

  「喂……！」

  「ちょいっ……！」

  

  

  　因为被他牢牢地抱住，我的身体被拉扯着，快要倒在水濑身上了。这个姿势很难受，我一边注意着不要吵醒水濑，一边把膝盖跨在沙发上，跨在他身上。

  　結構しっかりホールドされてるせいで体が引っ張られて水瀬の上に倒れ込みそうになる。姿勢が辛い、水瀬を起こさないように気を付けながらソファの上に彼の身を跨るように膝で乗っかる。

  

  　水濑在我身下。因为左臂被他抱住，身体必须往那边倒，所以不得已，我只能把脸的位置放在水濑的脸的正前方。

  　自分の下に水瀬が居る。左腕が彼に抱え込まれてそっちに体を倒さないといけないから止むを得ず顔の位置を水瀬の顔の正面に置くしかなかった。

  

  

  (水，水濑……)

  (み、水瀬……)

  

  

  　我小声地叫他，但没有效果。不管怎么拉扯，左臂都纹丝不动，水濑的呼吸吹到脖子上，让我更加觉得奇怪。

  　ボソボソ声で呼び掛けるが効果はない。いくら引っ張っても左腕はビクともしないし、水瀬の寝息が首に掛かって余計変な気分にされる。

  

  　心脏扑通扑通地跳，胸口发闷，呼吸变得急促。我只是想稍微恶作剧一下，为什么非得遭遇到这种事不可啊！？

  　心臓がばくついて、胸が苦しくなって息が荒くなる。ちょっとイタズラしてやろうって思っただけなのになんでこんな目に遭わなきゃならないんだ！？

  

  　每次呼吸，他的身体就会配合呼吸而摇晃，这种摇晃直接传到我身上。因为水濑的身体很温暖，我流出了奇怪的汗水。呜啊，又拉我，好近……！

  　寝息を立てる度に呼吸に合わせて身が揺れていて、その揺れがダイレクトで俺に伝わる。水瀬の体が暖かいせいで変な汗が出てくる。うぁ、また引っ張っ、近いって……！

  

  

  「喂，喂。水濑，起来……」

  「ね、ねぇ。水瀬、起きて……」

  

  

  　就算摇晃自己的手臂，他还是纹丝不动。我犹豫了很久之后，试着拉了拉水濑的耳垂，但他果然还是没有醒来。

  　自分の腕を揺らしてもビクともしない。だいぶ迷った後に水瀬の耳たぶを少し引っ張ってみるも、やはり起きてはくれなかった。

  

  　咦？想叫醒他的话，直接在这么近的距离大声叫不就好了吗？为什么我用这么小的声音说话呢？……不不不，在这种情况下叫醒他的话，绝对会被说教的吧。我可不想被说教，嗯，我懂了。

  　あれ？　起こしたいのならそのまま至近距離で大声を出せばいいのでは？　なんでボソボソ声で喋っているんだろう？　……いやいや、この状況で起きられたら絶対説教されるだろ。それが嫌だわ、うん納得。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　那该怎么办呢。说实话，为了不让水濑感受到我的体重，我正浮着腰，所以膝盖一直在发抖，疲劳也不断积累。如果再这样维持这个姿势的话，绝对会马上倒下去的，倒在水濑身上。就像覆盖一样。不管怎么想都很糟糕。

  　じゃあどうするんだって話。正直、水瀬に体重をかけないように腰を浮かしてるから膝がガクガクいってるし疲労が溜まり続けてますが。このままの姿勢を維持してたら絶対すぐに倒れ込むぞ、水瀬の上に。覆い被さるように。それはやばいねどう考えても。

  

  　但是……已经到极限了。主要是膝盖，小腿肚感觉要抽筋了。

  　で、も……もう限界だ。主に膝がやばい、ふくらはぎとか攣りそう。

  　没办法了。为了不吵醒水濑，我轻轻地把腰和腿放在他的腿上，一点一点地把体重压在沙发上

  　仕方ない。そっと水瀬を起こさないように優しく彼の足の上に足腰を下ろし、少しずつ体重をソファ

  我一边靠在椅背上，一边把身体接触水濑的部位也放在沙发上。

  背もたれに掛けながら水瀬に接触してる部位にも落とす。

  

  　平时因为害羞而不太能直视的水濑的脸就在眼前……心脏好痛。明明还残留着小时候的影子，却已经长成接近大人的脸了。可恨。

  　いつもはなんか照れくさくてあまり直視出来ない水瀬の顔がすぐ近くにある。……心臓が痛い。子供の頃の面影を残しながらも、大人に近付いた顔つきしやがって。恨めしい。

  

  

  「……身高也擅自长高了，烦死了。肌肉也是……」

  「……勝手に身長も馬鹿みたいに伸びやがって。うざ。筋肉も……」

  

  

  　我懊悔地抱怨着，但水濑什么都没听到。我下意识地看向水濑发出严肃鼾声的嘴。

  　悔しくなって恨み言を吐くも水瀬には何も届かない。水瀬の厳かな寝息が吐き出されている口に意識が向いてしまう。

  

  

  「…………不对」

  「…………違う」

  

  

  　我并不喜欢这家伙。但是，这家伙对我采取了作为女性拉开很大距离的行动和言行时，我确实感到有些寂寞，有些悲伤。

  　俺はこいつの事なんか好きじゃない、と思ってる。けど、こいつが俺に対して、女として大きく距離を取ろうとする行動や言動を取った時、どこか寂しいような、悲しいような、そんな思いをするのも事実なわけで。

  

  　咲那向这家伙告白的时候，我感觉这家伙被抢走了，所以哭了。我觉得这和单纯的朋友被抢走时的感情不同，所以想从脑海中忘掉这段记忆，但做不到。

  　咲那がこいつに告った時、俺はこいつを取られたと感じて泣いた。それは、純粋に友達を取られた時の感情とも違う気がして、だからこそ頭の中からその記憶を忘れようとしたけど、出来なくて。

  

  　因为不想再有同样的感受，所以对桃果冷淡，对她生气。但是，如果被问到这是朋友之间理所当然的行为吗，大概不是，被田中说了类似的话之后，我一直觉得心里很不畅快。

  　また同じ思いをするのが嫌で、桃果に冷たく当ったり怒っちゃったり。でもそれが友人間で当たり前の行動なのかと言われたら多分違うって、そんな旨の事を田中に言われてからずっと胸の内が晴れない思いをしていた。

  

  　明明说男人是野兽，男女之间怎么样怎么样，却对我什么都没做，这种态度让我很不爽。

  　男は獣だとか、男女がどうとか言うくせに俺には何もしない感じの態度が気に入らない。

  

  　明明说可爱什么的，但只要稍微碰到身体就想要分开，这种态度让我很不爽。

  　可愛いだのなんだの言うくせに、ちょっと体が当たったりしたら一々離れようとしてくるのが気に食わない。

  

  　但是……我本来是男的，还欺负过这家伙。所以我觉得抱有这种感情是致命性的错误，我也知道水濑被我这样看待会很困扰，所以想和她保持一定的距离。

  　でも……俺は、元々男だったし。こいつの事いじめてたし。だからそういう想いを抱くのは致命的に間違ってる事だと思うし、水瀬からしてもそんな想いを向けられても迷惑だろうなと分かっている。から、一定の距離は保とうとは思っていた。

  

  　脑子里又变得奇怪了。各种想法像呕吐物一样混杂在一起，无法得出简单的结论，紧紧地勒住我左心房周围的血管。

  　頭の中がまた変になっている。ぐちゃぐちゃの吐瀉物みたいに色んな考えが入り交じっていて、至極シンプルな結論に至らず俺の左心房周りの血管をしきりに握りこんでくる。

  

  　但是，我能肯定地说，最不能原谅的是……我明显地对这家伙有特别待遇，但这家伙却没注意到，没有自觉。

  　でも確実に言える事、1番許せないのは……俺がこいつを特別扱いしてるのはどこをどう取っても明らかなのに、それにこいつが気付かず無自覚な事だった。

  

  

  「明明说过对你以外的男人没兴趣，为什么你没注意到啊……笨蛋」

  「お前以外の男に興味無いっつってんのに、なんでそこには注目しないんだよ。……ばか」

  

  

  　我用手拨开水濑的头发，把脸靠近水濑的睡脸。这是冲动的行为，如果问我有什么意图，我也没准备什么答案。

  　手で水瀬の髪を退かして、眠っている水瀬の顔に顔を近づける。それは衝動的な行いで、どういう意図があって行ったのかと聞かれるとしたら特に何も答えなんて用意出来ない行為だった。

  

  　我犹豫了一下。在嘴唇碰到水濑的前一刻，我想到如果这个现场被看到，至今为止的关系就会崩坏。

  　少しだけ逡巡の間が生まれた。唇が水瀬に触れる直前、もしこの現場を見られたりしたらこれまでの関係が壊れてしまう気がした。

  　而且，我感觉自己的内心有什么东西改变了。与其说是改变，不如说是变得无法移开视线了。

  　それと、自分の中で何かが変わるような気もした。変わる、というか、目を逸らす事が出来なくなりそうというか。

  

  

  「……」

  「……っ」

  

  

  　我讨厌思考。

  　考えるのは嫌いだ。

  　水濑的体温触碰到我的嘴唇。我本来以为这样能让心脏的疼痛缓和，所以才下定决心行动，但嘴唇分开后，胸口却更加痛苦了。

  　水瀬の熱が唇に触れる。心臓の痛みが柔らかくなると思って行動を取る決心をつけたのに、口を離したらより一層に胸が苦しくなった。

  

  　我再次把脸靠近水濑的脸。外面传来的汽车排气声和时钟秒针的声音，这些环境音都因为心脏的跳动声而变得遥远。

  　再び水瀬の顔に顔を近付ける。外から聴こえる車の排気音と時計の秒針の音、それらの環境音が遠のくくらい煩く心臓は鳴り続けていた。

  

  

  　＊＊＊

  　＊＊＊

  

  

  「早，早啊小依」

  「お、おはよう小依くん」

  「早啊」

  「おはよー」

  

  

  　快到6点半的时候，水濑突然坐了起来。正好是吐司烤好的时候，应该是烤面包机的叮声让她醒来的吧。

  　6時半に差し掛かった所で水瀬がムクリと起き上がった。丁度トーストを焼き上げたタイミングだ、トースターのチーンっていう音をきっかけに起きたのだろう。

  

  

  「要吃饭吗？」

  「飯食う？」

  「啊……想吃」

  「あー……食べたい」

  「好」

  「あい」

  

  

  　我把鸡蛋打进已经热好的平底锅里，煎成荷包蛋，和吐司一起端到水濑面前。

  　既に火の入っていたフライパンに卵を落とし目玉焼きにして、トーストと一緒に水瀬の前に出す。

  

  

  「草莓酱和橘皮酱，要哪个？」

  「いちごかマーマレードか」

  「……橘皮酱」

  「……マーマレード」

  「荷包蛋呢？要加什么？」

  「目玉焼きは？　なにつけたい」

  「我喜欢加盐」

  「塩が好きかな」

  「好」

  「分かった」

  

  

  　我从冰箱里拿出装着果酱的瓶子，和勺子一起放在桌子上。盐……在哪呢。找不到啊。

  　冷蔵庫からジャムの入った瓶を出し、スプーンと一緒に机に置く。塩は……どこだっけな。見つからないや。

  

  

  「没有的话也没关系」

  「無かったら大丈夫だよ」

  「我觉得应该有，等我一下」

  「どっかにあると思うー。ちょっと待ってて」

  「……小依」

  「……小依くん」

  「什么？」

  「なにー？」

  「我睡着的时候，你对我做了什么？」

  「寝てる間、僕になんかした？」

  

  

  　砰的一声，我撞到了收纳调味料的柜子门，好痛。

  　ガンッと音が鳴る。調味料を収納するスペースの開き戸に頭をぶつけた音だった。痛い。

  

  

  「没，没，没有啊，我什么都没做」

  「っ、べ、別に。何もしてないけど？」

  「没事吧？我好像听到声音了」

  「大丈夫？　なんか音したけど」

  「没事！什么事都没有！」

  「大丈夫！　なんでもない！」

  「是吗，你什么都没做吗？」

  「そっか。何もしてないの？」

  「没有！！」

  「してない！！」

  「那就是我多心了」

  「じゃあ気の所為か」

  

  

  　水濑一脸无法接受的样子，打开了果酱瓶盖，开始涂果酱。难道他中途醒过一次？那是什么时候呢……不过他没有生气，也没有发现我做了什么，太好了。

  　納得出来ていなさそうな様子で、水瀬は瓶を開けジャムを塗り始めた。途中で一度起きかけてたのだろうか？　だとするとどのタイミングだろう。……でも怒ってる感じはしないし何をしたかまではバレてないっぽいな。良かった。

  

  

  「啊，找到了。你要喝什么？茶，水，热咖啡？」

  「あ、あったあった。てか飲み物は？　なに飲みたい、お茶か水か暖かいコーヒーか」

  「都可以」

  「なんでもおっけーですよ」

  「那我吐个痰给你喝吧」

  「じゃあコップに痰でも吐いて渡してあげようか」

  「这选项最不可能吧。呼……那给我茶吧」

  「一番ない選択肢でしょうが。ふぁ……じゃあ、お茶ちょうだい」

  「茶啊，麦茶」

  「お茶ね。麦茶な」

  「嗯，谢谢」

  「うん、ありがと」

  

  

  　我把装着盐和麦茶的杯子放在桌上，然后把要吃的面包也端到桌上，坐到正在吃面包的水濑旁边。然后他伸手想扔掉纸巾，和我的距离一下子缩短，手碰到了我的背。我惊讶地看向水濑。

  　塩と麦茶の入ったコップを机に置き、自分で食べる分の飯も机に運びモソモソとトーストを口に運ぶ水瀬の隣に座る。すると彼はティッシュを捨てようとして手を伸ばし、俺との距離が縮まってその手が背中に触れた。ギョッとして水瀬の方を見る。

  

  

  「啊，抱歉，我扔个垃圾」

  「あっと、ごめんね。ちょっとごみ捨てるね」

  「哦，哦」

  「お、おう」

  「？怎么了？」

  「？　どうしたの」

  「没什么！啊！」

  「どうもしてないよ！　あっ！」

  

  

  　我手上正要涂果酱的勺子掉到了桌子上。

  　手からジャムを塗ろうとしていたスプーンが落ちて机に着いてしまった。

  

  

  「哎呀呀」

  「あらら」

  「我来擦！」

  「拭くのは俺がやる！」

  「不用了，反正旁边就有纸巾，我顺便擦一下」

  「いいよ、近くにティッシュあるしついでに拭いとくよ」

  「掉的地方离我更近，我来擦！」

  「落下位置は俺の方が近いから俺が拭くし！」

  「你说话的方式有点好玩啊。怎么了，没事吧？」

  「言い回しがちょっと面白いな。どうしたの、大丈夫？」

  「没事！！」

  「なんが！！」

  「你咬到舌头了。怎么了，你很慌张吗？」

  「噛んだじゃん。なんか動揺してる？」

  「没有！！！」

  「してない！！！」

  「声音好大……话说你从刚才开始就一直战战兢兢的。手在抖吗？感冒了？」

  「声でっか……てかすごいさっきからビクビクしてるし。手が震えてる？　風邪とか？」

  「我睡迷糊了！因为睡眠不足，所以手在抖！」

  「寝ぼけてんの！　寝不足だから手が震えるの！」

  「好好睡觉啊。你晚上干什么了？」

  「ちゃんと寝なさいよ。夜なにしてたん？」

  「什么都没干！」

  「なんにもしてないし！」

  「好可怕。什么都没干就熬夜，你已经是妖怪了吧」

  「こわぁ。何もせずに夜更かしはもう妖怪じゃん」

  「吵死了，闭嘴吃饭！」

  「うっさいな、黙って飯食えよ！」

  「今天是心情不好的模式啊」

  「今日は不機嫌パターンかぁ」

  

  

  　看到水濑重新开始吃饭，我稍微拉开一点距离，重新坐好。

  　水瀬が食事を再開したのを見て、少し距離を空けて座り直す。

  　虽然没有感冒，但耳朵和脑袋就像感冒时一样，轻飘飘的，热乎乎的。保持平常心，冬浦小依。我什么都没做，水濑什么都没看到，没必要慌张。

  　風邪は引いてないけど、風邪を引いた時のように耳とか頭とかがふわふわに火照っている。平常心になれ、冬浦小依。俺は何もしていないし水瀬は何も見ていない、動揺する必要なんてないんだ。

  

  

  「……你为什么要瞪我？」

  「……なんで睨んでくるのさ？」

  「我，我没瞪你」

  「に、睨んでない」

  「你的眼神很锐利哦？」

  「目付き鋭いよ？」

  「……我只是困了而已」

  「……眠いだけだから」

  「有那么困吗？」

  「そんなに眠いの？」

  「很困」

  「眠い」

  「原来如此。小依，耳朵借我一下」

  「なるほど。ちょっと小依くん、耳失礼してもいい？」

  「耳朵？……呀！？」

  「耳？　……ひゃっ！？」

  

  

  　我还在想她要做什么，她突然捏住我的耳垂，害我发出了奇怪的声音。难道说，我刚才醒着做的那些事，被她发现了……！？

  　何をするのかと思ったら突然水瀬に耳たぶを指でつままれて変な声が出てしまった。まさか、やっぱりさっき起きていて俺のした事、バレてるのか……！？

  

  

  「你，你干什么啊！」

  「な、なにするんだよぉ！」

  「我来教你一个驱散困意的穴位」

  「眠気を覚ますツボを教えてしんぜよう」

  「驱散困意的穴位……？嗯，等一下等一下！」

  「眠気を覚ますツボ……？　んっ、ちょちょちょ！」

  「怎么了？」

  「はいはい？」

  「穴位就算了！抱歉，谢谢，我自己想办法解决，不用你操心！」

  「ツボはいいや！　ごめんありがと、こっちでどうにかするからお構いなく！」

  「明白」

  「了解」

  

  

  　她把手从我耳朵上拿开，我松了一口气。吓死我了，还以为心脏要跳出来了……。

  　耳から手が離れて一息つく。びっくりした、心臓破けるかと思った……。

  

  

  「……你脸很红啊，是不是感冒了？」

  「……顔赤くない？　やっぱり風邪？」

  「我我我才不红！！！」

  「あぁあ赤くないわ！！！」

  「声音太大了。你从刚才开始声音就很大，不像是一大早该有的音量……」

  「声でっかいって。朝イチの声量じゃないんだよなさっきから……」

  

  

  　谁让你让我大叫的，这全都是你的错！啊啊，可恶，我捂住眼睛，努力消除记忆。旁边传来困惑的声音，看来消除得不顺利。真是祸不单行。

  　誰が大声を出させているんだ、お前が全面的に悪いだろ！　ああもうくそっ、目を押えて記憶抹消処理に努める。隣からは困惑した声が聴こえてくるし、処理は上手くいかなかった。踏んだり蹴ったりか。

  

  

  「……啊，对了，包」

  「……あ、てかカバン」

  「啊？」

  「あ？」

  「我没做上学的准备，得先回宿舍一趟」

  「僕学校行く支度してないや。一旦寮に戻らないとなって」

  「哦……你几点出门？」

  「あぁ。……何時に出んの」

  「7点半左右？最晚8点前要出门」

  「7時半とか？　遅くても8時前には出たいかな」

  「嗯——」

  「ふーん」

  「……在那之前还要玩游戏吗？再玩几局」

  「……それまでまたゲームする？　何戦か」

  「早上不玩的，会玩到停不下来。女生和男生不一样，还要化妆，没那么多时间」

  「朝はそういうのしない、辞め時分からんくなるし。女は男と違ってメイクとかもしなきゃだからそんな余裕ないし」

  「化妆是违反校规的」

  「校則違反なんだけどね、メイク」

  「不化反而会被奇怪的目光盯着」

  「しなきゃかえって変な目で見られるんだよ」

  「啊——毕竟你是地雷系」

  「あー、地雷系で売ってるもんね」

  「才不是。什么叫卖地雷系啊」

  「売ってませんけど。なんだよ地雷系で売るって」

  「大家对你的印象就是地雷系女生，所以我觉得你确实很难素颜上学」

  「皆のイメージ的にさ、地雷系女子の印象で固められてるから確かにすっぴんでは登校しにくいのかなって思ってさ」

  「唉。嗯……是啊。在你面前倒还好，在大家面前素颜的话，我可能会觉得尴尬，甚至害怕」

  「はぁ。まあ……そうだね。お前の前ならまだアレだけど、皆のいる所でノーメイクでは居づらいというか、怖いかも」

  「害怕？」

  「怖い？」

  「嗯……虽然我觉得自己的美丑无所谓，但一想到被人嘲笑，我就有点害怕」

  「うーん……別に自分の美醜はどうでもいい、とは思ってるんだけどさ。いざそういう面で馬鹿にされたらって考えると、少し怖い」

  「哦，很有病娇的感觉」

  「おー、なんかちゃんとメンヘラっぽい意見だね」

  「你突然说什么呢，我揍你哦？」

  「いきなりなにお前、殴るよ？」

  「毕竟很久没见了，我对你的第一印象就是病娇地雷系辣妹。大部分人应该都会这么想，而且一旦有了这个印象，就很难抹去了」

  「久しぶりに会った時の第一印象がメンヘラ地雷系ギャルだったからね。大体の人がその印象を付けるだろうし、1度そのイメージが着いたら払拭できないでしょ」

  「我才不是病娇」

  「メンヘラじゃないし」

  「比如割腕和咬舌自残」

  「手首とか舌とか、ね」

  「烦死了」

  「うっさい」

  

  

  　你是想说割腕的家伙都是神经病吗。虽然很火大，但我也这么觉得。

  　リスカしてる奴はおしなべてメンヘラだと言いたいのか。そこに関しては俺も同感だよ、むかつくけど。

  

  　但也不一定是因为内疚或者负面情绪才化妆的。毕竟不化妆更难受，所以才化妆的，别把人家说成神经病。

  　でも別にそういう後ろめたさというか、マイナスの感情でメイクしてるのかと言われたらそうとも限らないし。してる方がマシなんだからするだろって程度の話なんだからメンヘラネタに絡めないでほしいものだ。

  

  

  「不过，要化妆啊。每天都化吗？」

  「でもそっか、メイクするのか。毎日してるの？」

  「……也有不化的日子，那种日子我会戴口罩」

  「……してない日もあるけど、そういう日はマスクとかしてる」

  「是吗？小依本来就很可爱，所以化妆与否看不太出来」

  「そうなん？　小依くん、元が可愛いから正直メイクしてる感じあんま分からなかったかも」

  「可！？你，你傻吗」

  「かっ！？　ば、ばかじゃねえの」

  「话说你长得这么好看，不化妆也没关系，不过我也没资格说这话」

  「ていうか顔良いんだからメイクしなくても、なんて事も思うけどこれはとやかく言うアレもないか」

  「你傻吗！！我才不可爱！」

  「ばかじゃねえのって！！　可愛くないし！」

  「这种谦虚可不好」

  「良くないよ。そういう謙遜は」

  「这算什么谦虚……烦死了！你不是答应我不乱说的吗！」

  「謙遜っていうかっ……うざい！　無闇矢鱈にそういうの言わないって約束したじゃん！」

  「我没乱说啊？很久没说过了吧」

  「無闇矢鱈には言ってないじゃん？　久しぶりに言ったでしょ」

  「是吗……但还是不好！」

  「そうだっけ……でもよくない！」

  「脸好红啊。身体真的没事吗？难受吗？」

  「顔赤いなぁ。本当に体調大丈夫？　辛くない？」

  「在别的意义上很难受！」

  「別の意味で辛いわ！」

  「别的意义？」

  「別の意味？」

  「啊，没事……别在意……」

  「あっ、いや……気にしないでそこは……」

  「…………害羞了？」

  「…………照れてる？」

  「～～～～！？都说了我没害羞，你到底要重复多少遍啊，恶心死了！处男！！处男处男处男处男！！人渣！！！」

  「〜〜〜〜っ！？　照れてないって何回も何回もっ、キモすぎお前！　童貞！！　童貞童貞童貞童貞！！　クズ！！！」

  「我可以哭吗」

  「泣いてもいいですか」

  「哭就哭呗！」

  「勝手に泣けば！」

  

  

  　水濑看着我的反应，笑得很开心。我不管了。我背过脸去吃饭。

  　水瀬は俺の反応を見て楽しそうに笑っていた。もう知らね。顔を背けて飯を食らう。

  

  

  「喂，小依」

  「ねえ、小依くん」

  「……」

  「……」

  「小依？」

  「小依くーん？」

  「……干嘛」

  「……なに」

  「让我看看你化妆」

  「メイクする所見せてよ」

  「啊？不要」

  「はぁあー？　嫌だ」

  「为什么啊」

  「なんでさ」

  「就是不要。话说你不是要回去了吗」

  「なんかやだ。てか帰るんだろ」

  「时间还早呢」

  「まだまだ時間あるし」

  「……化妆又不有趣，给你看也没意义」

  「……別に楽しいものでもないし。見せる意味ない」

  「嗯～我倒是觉得挺有趣的」

  「ん〜、僕からしたら楽しそうだし」

  「看别人化妆？哪里有趣了。这不过是日常罢了」

  「眺めるのが？　どこが楽しいんだよ。ただの日課なんですけど」

  「我可没有这种日常」

  「僕には無い日課なので」

  「……一直被人盯着脸看，我搞不懂有什么意义。不行」

  「……顔をずっと見られなきゃいけないとか意味分かんない。無理」

  「我都被你强行留宿了，实现这点愿望也不为过吧」

  「無理矢理泊まらされたんだよ？　そのくらいの願いは叶えてくれてもいいじゃないか」

  「还不是因为你，摸我，胸部……」

  「それはお前がっ、人の胸、触るから……」

  

  

  　想起昨天发生的事，我羞得不行。我被水濑看到了乳头，还直接摸了胸部……呜啊！黑历史！！好想忘掉，好羞耻好羞耻！！

  　昨日あった出来事を思い出し恥ずかしくなる。俺、水瀬に乳首とか見られたし、胸を直で……うぐあぁ！　黒歴史だ！！　忘れ去りたい、恥ずかしい恥ずかしい！！

  

  

  「求你了小依，就这一次！」

  「お願い小依くん。今回だけ！」

  「你就那么想看！？」

  「そんな見たいん！？」

  「想看！」

  「見たい！」

  「秒答……不过我也不太会化妆，所以不会像其他女生那么认真，或者该说会半途而废……所以绝对没法给你参考，而且我动作慢，看了也没意思」

  「即答……でも、俺もあんまメイク上手くないから、他の女子がするよりも真面目にやってないというか中途半端で終わらせてるから……参考とかには絶対ならないし、手際悪くてつまんないよ」

  「其他女生怎么样跟我没关系，我想看小依化妆的样子」

  「他の女子がどうとかは別にどうでもいいかな。小依くんがしてるのを見てたいんだよ」

  「……什么啊，变态吗？」

  「……なにそれ。変態？」

  「为什么会变成这样」

  「どうしてそうなるんだ」

  「……你不是要去拿行李吗，赶紧回去，别拖拖拉拉的」

  「……荷物取りに行かなきゃなんだろ。余裕もって行動しろ、さっさと帰れよ」

  「看完你化妆我就回去」

  「メイクする姿を見たら帰るよ」

  「真缠人！」

  「しつこっ！」

  「不行吗？」

  「駄目かな？」

  「…………那，只是看的话……倒也行」

  「…………じゃあ、別に、見てるだけなら……いいけど」

  「好耶！」

  「よっしゃー！」

  

  

  　我完全不懂他好耶什么。

  　何がよっしゃあなのか全く分からない。

  

  　我像平时一样开始化妆，水濑则如他所说，一直盯着我观察我的一举一动。他一直盯着我的脸看，我瞪了他一眼，他却回以笑容……不知为何我没法强烈地抱怨，真让人火大。

  　いつも通り化粧をし始めると、水瀬は宣言通り俺がする行動所作を観察するようにじーっと見てきた。あまりにも顔を見てくるので睨んだら笑顔を返された。……何故か強く文句を言う事が出来なかった、むかつく。

  

  

  「小依的皮肤真白啊」

  「小依くんって肌白いよね」

  「跟男人比起来是吧」

  「そりゃ男に比べたらな」

  「比其他女生还白吗？」

  「他の女の子より白くない？」

  「没这回事，比我白的女生我见过好几个。话说你到底想说什么」

  「そんな事ない。俺より白い子なんて何人も見た事あるし。てか何の話」

  「SNS上看到的自拍里，皮肤白的女生很多吧？那是用了滤镜吧？」

  「SNSとかで見る自撮りだと肌白い子多いじゃん？　あれ、フィルターとか使ってるんでしょ？」

  「不知道」

  「知らない」

  「美白这个词也经常听到，所以我就在想，是不是皮肤白一点更好」

  「美白って単語もよく聞くしさ。肌白い方が良いとされてるのかなって」

  「……我经常听说个人色彩诊断什么的」

  「……パーソナルカラー診断がどうとかってのはよく聞くね」

  「我听说过那个！什么冬色系夏色系的！」

  「聞いた事あるそれ！　ブルベとかイエベとか！」

  「对对对」

  「そうそれ」

  「小依同学是哪种类型？」

  「小依くんは何タイプなの？」

  「不知道，我也没做过」

  「知らないって。ちゃんとやった事ないし」

  「你有随便做过吗？」

  「おふざけでやったりとかはするの？」

  「嗯……有个非常喜欢这种东西的女生，擅自给我诊断过」

  「んー……なんかそういうのがめっちゃ好きな子に、勝手に診断されたことはある」

  「嚯嚯，结果呢？」

  「ほうほう。結果は？」

  「……记不太清了，好像是夏色系」

  「…………よく覚えてないけど、イエベ系って言われた気する」

  「皮肤白的人就是夏色系吗？」

  「色白の人はイエベなん？」

  「不知道。她说我晒太阳会马上晒伤，晒不黑，还有适合穿什么颜色的衣服之类的」

  「さぁ。でも俺、日焼けしたらすぐ火傷みたいになってこんがり焼けられないだろ。とか、似合う服の色とか、そんなんで」

  「是吗。那你觉得我是哪种？」

  「へぇ〜。じゃあ僕はどっちだと思う」

  「呃……黄色人种」

  「えー……黄色人種」

  「你不也是吗」

  「あなたもでしょうが」

  「顺带一提，其实我有外国人的血统」

  「こぼれ話なんだけど、俺実は海外の血入ってんだよね」

  「真的吗！？」

  「そうなの！？」

  「嗯，假的。我连爷爷奶奶长什么样都不知道，父母的来历也不清楚」

  「うん嘘。じいちゃんばあちゃんとか知らないし親の素性もあんま知らない」

  「为什么要撒这种谎……啊，好像还有骨骼诊断之类的」

  「なーんでそんな嘘を吐く……あ、なんか他にも骨格診断みたいなのあったよね」

  「有啊」

  「あったね」

  「你们朋友之间也会聊这个吗？」

  「ああいうのも友達間で話したりするの？」

  「嗯……会。她会擅自给我诊断」

  「んー……まあ。勝手に診断されたりする」

  「她诊断你是什么？」

  「なんて診断されたの？」

  「桶子」

  「寸胴」

  「噗呼。」

  「ぶふっ」

  「喂，你笑我吧。宰了你哦。」

  「おい笑ったなお前。殺すぞ」

  「是陷阱吧！要是被你宰了我可受不了！！」

  「罠やん！　それで殺されたらたまったもんじゃないんですが！！」

  「如你所见，我是幼儿体型吧。别再问了，我真的会宰了你哦……真的会宰了你哦。」

  「見てわかる通り幼児体型だろ俺は。聞いてんじゃねえよまじで殺すぞほんとに。……まじで殺すぞ」

  「等等？别在声音里灌注恨意好吗？我既不觉得你是幼儿体型，也不觉得你是水桶腰。」

  「待って？　声にちゃんと憎しみ込めるのやめて？　僕は幼児体型とも寸胴とも思ってないよ」

  「是哦。」

  「あっそ」

  「别闹别扭啦……」

  「不貞腐れないでよ……」

  

  

  　我才没有闹别扭。实际上，有人说过我的骨骼可能有点像波浪。我查了一下，发现胖的时候屁股和腿容易长肉，胸部却不容易长肉，完全就是我。要是连水濑都查过，觉得「确实如此」而恍然大悟的话，我可能真的会宰了她，所以现在先敷衍过去。

  　不貞腐れてなんかないし。実際の骨格はウェーブっぽいかもって言われた。調べてみたら、太った時に尻とか足に肉が着きやすくて胸には着きにくいとの事で、完全に俺だった。水瀬にまで調べられて『確かに』と合点行かれたら流石に本当に殺しかねないのでここは誤魔化しておく。

  

  

  「……话说回来，你不要一直盯着别人的脸说话啦。」

  「……ていうかさ、人の顔凝視したまま話し続けるの辞めてよ」

  「你让我看化妆前的样子，不管怎么挣扎都会变成这样吧。」

  「メイクしてるのを見せてもらってるからどう足掻いてもそうなるのでは」

  「我是叫你不要一直盯着看。你一直盯着别人的脸看。」

  「あんまガン見し続けんなって言ってんの。ずっと見すぎ、人の顔」

  「确实看呆了呢。」

  「確かに見蕩れてはいるね」

  「…………唔，啥！？不对，不是这样吧！！」

  「…………っ、はぁ！？　ちがっ、そういう事じゃないやろ！！」

  「你理解得花了一点时间，还有之后的害羞。」

  「理解するのに間があった、後の照れと」

  「我才没有害羞！没有害羞！！像鸽子一样一直盯着看，要我挖掉你的眼球吗！？」

  「照れてないから！　照れてない！！　鳩みたいにジロジロ見やがって、眼球抉ってやろうか！？」

  「再怎么说也太过分了。」

  「いくらなんでもやりすぎではあるな」

  「那你就别一直盯着看！」

  「じゃああんま見ないで！」

  

  

  　水濑一边说「好啦好啦」一边从我身上移开视线。她看起来很开心，是在耍我吗？

  　水瀬は「はいはい」と言いながら俺から目を逸らした。何を楽しそうにしてやがる、馬鹿にしてんのか。

  

  　……啊，不过这样啊。如果把化妆这个行为加进去，就能合法地盯着对方的脸看了。嗯。

  　……あ、でもそうか。メイクしてあげるって行為を噛ませたら違和感なく合法で相手の顔を見る事が出来るのか。ふむ。

  

  

  「水濑。」

  「水瀬」

  「是。」

  「はい」

  「下次，我可以帮你化妆吗？」

  「今度さ、お前の顔に化粧してもいい？」

  「咦？为什么是帮我的脸化妆？」

  「えっ。何故に僕の顔に？」

  「因为你长得像路人啊。」

  「お前モブ顔じゃん」

  「你居然若无其事地伤害别人的心，吓我一跳。」

  「平然と人の心切りつけてくるね。びっくりしたよ」

  「开玩笑的。你的脸很适合化妆啊。」

  「冗談だけど。メイク映えしそうな顔してるじゃんね、お前」

  「是吗？」

  「そうなの？」

  「嗯。」

  「うん」

  「……所以那是什么意思？适合化妆的脸是什么样的脸？」

  「……つまりそれはどういう？　メイク映えする顔ってどんな顔？」

  「不知道。」

  「分かんない」

  「你是在乱说吗？」

  「テキトー言ってる？」

  「嗯。」

  「うん」

  「至少掩饰一下吧？不是什么话都老实说就好。」

  「取り繕うくらいはしよう？　なんでも正直に物言えばいいってもんじゃないよ」

  

  

  　水濑的吐槽让我差点笑出来，但还是顺利化好了妆。我把化妆用品放回原位，坐到沙发上打开手机。

  　水瀬のツッコミに笑いそうになるも、無事メイクを完遂させた。化粧道具を置いてあった場所に直してソファに座りスマホを開く。

  

  

  「哦——」

  「おー」

  

  

  　水濑看着我滑手机，发出呆愣的声音。因为听起来像是对我说的，我抬起头看向水濑，结果和她对上眼。我移开视线。

  　スマホを眺める俺を見ていたら水瀬が間抜けな声を出した。俺に向けて放った声っぽかったので顔を上げて水瀬の方を見ると目が合った。目を逸らす。

  

  

  「怎么了？」

  「なに？」

  「实际化完妆之后，确实比刚才更可爱了」

  「実際終わってみると確かにさっきより分かりやすく可愛くなってるなって」

  「可爱！？真是的！！！你从刚才开始就怎么了！？很烦人啊！」

  「かわっ！？　もー！！！　なんなんさっきから！？　うざいんだけど！」

  「你还不习惯被人这么说呢」

  「言われ慣れないねぇ」

  「怎么可能习惯啊！？我，内在，是男人！本来就是男人！！！」

  「慣れるかぁ！？　俺、中身、男！　元々男！！！」

  「因为你的容貌就是个美少女啊。就算知道你本来是男人」

  「だって容姿が美少女ドーンだからさ。元男って分かっててもなぁ」

  「……你今天有点烦人啊」

  「……今日お前、なんかうざいね」

  「小依，你的口头禅越来越烦人了。这是不好的倾向」

  「小依くん、口癖がうざいになりつつあるよ。良くない傾向だ」

  「还不是你害的！」

  「お前のせいじゃ！」

  「就算你这么说」

  「そんな事言われても」

  「不，你今天说的话真的都很恶心！！就像太想要女人而变得恶心的轻浮男一样！？你最好改改！」

  「いやマジで今日のお前全体的に発言きもいから！！　女が欲しすぎてきもくなってるチャラ男まんまだからな！？　改めた方がいいぞ本当に！」

  「我只会对小依说这种话」

  「小依くんにしか言わないよ、こんな事」

  「那就好！」

  「ならいいけどさぁ！」

  「咦？」

  「え？」

  「啊？」

  「あ？」

  「嗯？那就好，是这个意思吗？」

  「ん？　ならいいけど、になるの？　そこは」

  「……啊？啊，不…………不对，不对。我说错了」

  「……は？　あっ、いや。…………違くて、違う。間違えた」

  「那就好，也就是说，不要对其他人说这种话，是这个意思吗？」

  「ならいいけどと言うのはつまり、他の人にそういう事言うなというニュアンスでいいんでしょうか？」

  

  

  　你很强势啊。我都说说错了，你却完全无视。这也太无敌了吧。

  　グイグイ来るやん。間違えたっつってんのに全くの無視じゃん。無敵すぎるだろそれは。

  

  

  「……完全不对」

  「……全然違うし」

  「那你是想表达什么意思？」

  「じゃあどういうニュアンスでの発言だったん？」

  「那，那个……如果换做是我，就算被这么说，我也会把它当成玩笑话」

  「え、えっと……俺だったら、そういう事言われても冗談として昇華できるけどっ」

  「我可不是在开玩笑」

  「冗談で言ってないけど」

  「哎……？不，所以说，要是对其他女人这么说……不是开玩笑是什么意思？等等等等，你这话太奇怪了，我脑子都开始混乱了」

  「えぇ……？　いやだから、他の女がそういう事言われたらさ……冗談で言ってないってどういうこと？　待って待って、変な事言うから頭変になってきた」

  「我是真心觉得小依很可爱，想让你害羞才捉弄你的」

  「僕は本気で小依くんだから可愛いって言うし、照れさせたいなって思っていじったりするよって事」

  「我不是这个意思……哎？什么意思？」

  「そこじゃなくて……え？　どういう事？」

  「啊……果然没听懂啊」

  「あー……やっぱ伝わらないか」

  「听懂了。我明白你是在耍我了」

  「伝わってはいる。俺の事をちゃんと馬鹿にしてるのは理解出来てるんだけどさ」

  「听懂了什么！？你是不是在接收什么奇怪的电波！？」

  「何が伝わった！？　他所の電波傍受してますけど！？」

  「……你是想让我脑子混乱吗？」

  「……俺の事混乱させてからかおうとしてる？」

  「别瞪我啊，求你了。要论刚才心里受到的伤害，绝对是我的更大」

  「睨まないでよ頼むから。絶対今、心に負ってるダメージで言ったら僕の方が上だから」

  「啊？…………？总之，要是其他女生听到你这么说，一般都会觉得你脑子有问题。你可要小心点啊！」

  「はあ？　…………？　とにかく、他の女の子がそういうの聞いたらなにこいつ？　って思うのが普通だから。気を付けろよって事！」

  「都说了，我只会对小依说这种话」

  「だから、小依くんにしか言わないって」

  「嗯，你是不是太小看我了？我可没那么容易被吓到」

  「うん、今まで引いてなかったからって俺の事舐めすぎな」

  「唔——！」

  「くーっ！」

  

  

  　水濑不知为何不甘心地仰天长啸。这家伙是怎样？我都好好解释了，到底有什么好不甘心的？

  　水瀬が何故か悔しそうに天を仰いで間抜けな声を上げていた。なんだこいつ？　ちゃんと教えてやったのに、どこに悔しがる要素があるかね。

  

  

  「唉……那我差不多该回宿舍了。」

  「はぁ……。じゃ、そろそろ寮の方に戻るよ」

  「啊，嗯。衣服我之后再还你，你什么时候有空？放学后去你家拿吧。」

  「あ、うん。服はまた後日返すな、いつ空いてる？　どっかの放課後、うちに取りに来いよ」

  「呃……不，要拿衣服的话，还是假日比较好。」

  「えーっと……いや、服を受け取るなら休みの日がいいな」

  「假日？周六吗？」

  「休みの日？　土日か」

  「嗯。手边没东西比较好搬。」

  「うん。手持ちフリーな状態の方が運ぶの楽だしさ」

  「知道了。我下周六日都有空，随时可以。」

  「分かった。来週は土日共に空いてるからいつでもいいぞ」

  「！好，那我周六可以去你家玩吗！」

  「！　分かった、じゃあ一旦土曜日遊びに来てもいいかな！」

  「周六啊，OK。要顺便做什么吗？」

  「土曜ね。おっけー。ついでになんかする？」

  「这个嘛，刚好下周三有狩猎游戏的新作发售！」

  「それがですね、丁度来週の水曜に新作の獣狩りゲームが発売なんですよ！」

  「嗯——连线对战。不能在同一个房间玩的那种。」

  「うーん回線越しのマルチプレイ。同じ部屋にいたら出来ないやつ」

  「别急别急，回去之后再连线吧。在那之前我想先去你家预习一下难度。」

  「まあまあ、帰った後にオンラインしようよ。それまで少しお邪魔して難易度の予習しておきたいな」

  「读书会是吧，了解。我送你到楼下吧。」

  「勉強会な、把握。下まで送ってこうか」

  「不用啦。之后学校见。学校……应该说约好碰面的地方见。」

  「大丈夫だよ。また後で学校で会おう。学校ってか待ち合わせ場所で会えるか」

  「原本是跟桃果约好碰面的地方。不知不觉间变成三人组了，真神秘。」

  「桃果との待ち合わせ場所だった筈なんだけどな。いつの間にやら三人パーティがデフォになってるわ、謎すぎ」

  「啊哈哈。再见，小依同学。」

  「あはは。またね、小依くん」

  「嗯。小心点哦。」

  「ん。気をつけろよ」

  「好～」

  「はい〜」

  

  

  　我目送水濑离开，确认门关上后，一屁股坐回沙发上。水濑刚才坐的地方还留有余温。

  　水瀬が出ていくのを見守り、扉が閉まったのを確認して確認してソファにどっかり座る。先程まで水瀬が座っていた箇所にはまだ温もりが残っていた。

  

  

  「亲下去了。」

  「キスしちゃった」

  

  

  　水濑不在了，不必隐藏的紧张感也跟着消失，放松的口中吐出这句话。

  　水瀬が居なくなったことで隠さなくてならないという緊張が解け、弛緩した口からポロッと言葉が零れ落ちた。

  　喜欢的心情、恋爱感情，我完全不懂这些。正常来说，对男人抱持这种感情才奇怪，更何况对象还是水濑。

  　好きの気持ちとか、恋愛感情とか、そういうのは全く分からない。普通に考えるならそういうのを男相手に抱く方が頭おかしいと思うし、水瀬相手になんて有り得ないと思っていた。

  

  　我摸了摸自己的嘴唇。虽然水濑的温度已经消失，当时感受到的痛苦却同样紧紧勒住心脏，心跳声吵得不得了。

  　自分の唇を触る。もう水瀬の温もりは残っていないけれど、あの時抱いた苦しさと同等の締め付けが心臓を襲い、拍動が喧しく騒ぎ立てる。

  

  　胸口好痛、好难受，整张脸都热了起来。不可思议的是，我并不讨厌这种感觉。

  　胸が痛くて、苦しくて、顔全体が熱いのに。不思議とその感覚が嫌とは思わなかった。

 
  50話「ナンパ」

  第50话「搭讪」

  「咦？没有附上覆盆子酱？」

  「あれー？　フルーリー入ってなーい？」

  

  

  　桃果在托盘送来后过了一会儿才说出这句话。她似乎是因为正在模仿薯条版的Pocky游戏，所以慢了一拍才发现。

  　桃果が、トレーが届いてしばらく経ってからそんな事を言い出した。ポテトでポッキーゲームの真似事をしていたから発見にラグが生じたらしい。

  

  

  「你要去楼下抱怨吗？」

  「下に文句言いに行ったら？」

  「我不会抱怨，但这是点餐时附的吧？会不会被多收钱啊？」

  「文句は言わないけどこれ注文は通ってるんだよね？　余分にお金取られたりしないかなー」

  「拿发票去说吧？」

  「レシート持ってけば？」

  「对耶，有道理。我去去就回！」

  「そっか、たしかに。行ってくる！」

  「啊，我口渴了，顺便帮我买可乐～」

  「あ、ついでにやっぱ喉乾いからコーラ欲しい〜」

  「钱！」

  「お金！」

  「上周你请我喝自动贩卖机的饮料。」

  「先週自販機奢った」

  「是这样吗……」

  「そうだっけ……」

  「我请你喝午后红茶。」

  「午後ティー奢った」

  「原来你记得啊～那可以用优惠券吗？」

  「記憶残ってたかぁ〜。じゃあクーポン使っていい？」

  「随你高兴。」

  「それは好きにしたらいいけど」

  「会变成冰咖啡哦，可以吗？」

  「アイスコーヒーになるけどいい？」

  「不是可乐吗？」

  「コーラじゃないんかい」

  「可乐会附上薯条和培根生菜芝士堡。」

  「コーラの場合はポテトとベーコンレタスバーガーというオマケが着いてきます」

  「真的超不需要……那好吧，冰咖啡。」

  「まじでいらんすぎる……じゃあそれでいいよ、アイスコーヒーね」

  「了解！我出发了！」

  「了解！　行ってまいります」

  「祝你武运昌隆。」

  「健闘を祈る」

  

  

  　我们互相敬礼，目送桃果走下楼梯。负责抛出话题的主持人像小鸟一样叽叽喳喳地离开了，我只好安静地吃着薯条。

  　互いに敬礼して階段を降っていく桃果を見届ける。小鳥のようにピーチクパーチク色んな話を振ってくるMC役が居なくなったので静かにポテトを食べる。

  　我们刚才太吵了所以没注意到，但麦当劳的店内果然人声鼎沸，没办法静下心来吃饭。独自来店的客人不是戴着耳机就是戴着头戴式耳机。

  　今まで自分らが煩い側だったから聴こえていなかったけど、やっぱマクドナルドの店内って人の話し声が多くて落ち着いて飯食べれないよな。一人客は皆耳にイヤホンを挿すかヘッドホンをしているし。

  

  　反正桃果一定会觉得既然都下楼了，干脆再点些别的东西，应该会花上一段时间才回来。为了不让自己意识到穿着其他学校制服的男生团体的喧闹声，我将视线转向窗外的景色。

  　どうせ桃果の事だから折角下まで来たんだし他にもなにか注文しようってなって戻るまでに時間が掛かりそうだ。他校の制服を着た男子集団の喧騒から意識を背ける為、俺は窓から見える外の景色に目を向ける。

  

  　因为刚放学就来了，所以有几个人穿着我们高中的制服走在路上。不知道有没有认识的人呢～

  　学校終わりすぐに来たからうちの高校の制服を着た人が数人歩いている。知り合いとか居ないかな〜。

  

  

  「你好！」

  「こんにちは！」

  

  

  　我眺望窗外风景几分钟后，附近传来声音。因为是男生的声音，应该不是对我说的。我无视对方，打算夹起下一根薯条，手指却扑了个空。看来薯条已经全部吃完了。桃果这家伙，果然很慢。

  　数分外の眺めを見ていたら近くから声がした。相手は男の声だったから俺に向けて発した言葉では無いだろう。無視して次のポテトを取ろうとしたら指が虚空を掠めた。ポテトは全部食べきっていたらしい。やっぱり戻るの遅いな、桃果のやつ。

  

  

  「你、你好～」

  「こ、こんにちは〜」

  

  

  　又是男生的声音。好近啊，这里应该没有邻近的座位才对。

  　また男の声がした。近いな、他の席とは隣接してないはずなんだけど。

  

  　我有点在意，于是转头看向声音传来的方向，发现有个男生穿着和刚才那群吵闹的男生一样的制服。那个男生毫无疑问地看着我。

  　少し気になったので声のした方を向くと、先程馬鹿騒ぎしていた男子連中と同じ制服を着た男が居た。その男は間違いなく俺を見ている。

  

  　我看到他身后有一群男生正笑嘻嘻地看着我……感觉像是被他们用惩罚游戏之类的理由叫来搭讪我。真麻烦。

  　後ろでこちらをニヤニヤしながら見ている男連中が見える。……罰ゲームかなにかで俺に声掛けてこいって言われた感じか。めんどくさ。

  

  

  「……有什么事吗？」

  「……なんすか」

  「啊，那个，我只是想说这位姐姐是不是一个人～」

  「あ、えっと、お姉さん一人なのかな〜って」

  「我是和朋友一起来的。」

  「友達と来ました」

  「啊，这、这样啊。哈哈。」

  「あ、そ、そうなんすね。ははっ」

  

  

  　什么哈哈啊，好可怕。

  　なんやねん、ははって。こわ。

  

  

  「所以？有什么事吗？」

  「で？　なんすか」

  「那个——！那个……我觉得这位姐姐很可爱！」

  「えーーっとですね！　えーー……っと。……お姉さんの事可愛いな〜って思いまして！」

  「哦，这样啊。」

  「はあ。そっすか」

  「是啊！然后，那个，如果之后方便的话……」

  「そっす！　それで、えーっと、この後もしよければ」

  「我要和朋友一起玩。」

  「友達と遊ぶんで」

  「我想也是！？对不起，我这个不认识的家伙居然这么厚脸皮！！」

  「そっすよね！？　すいませんなんか知らない奴がこんなでしゃばっちゃって！！」

  「是没关系啦……这是惩罚游戏吗？」

  「いいですけど……罰ゲームですか？」

  「不是惩罚游戏。」

  「罰ゲーム、とかじゃなくて」

  「不是啊。那你为什么要来搭话？」

  「じゃないんだ。だったらなんで声掛けてきたんですか」

  「不是，所以说，我觉得你很可爱……」

  「いや、だから、可愛いな〜って……」

  「哦——」

  「へー」

  「我是说真的……」

  「いや、まじで……」

  「所以呢？」

  「だから？」

  「所以！？啊——不是，那个，我想和你亲近一下？」

  「だから！？　あー、いや、その、お近付きになりたいな〜、的な？」

  「一般来说不可能吧。」

  「無理でしょ普通に」

  「说得也是！真的很抱歉！」

  「ですよね！　すいません本当に！」

  「让、你、久、等～了，你是谁？」

  「お、ま、た、せ〜って誰？」

  「啊，桃果。依步季好像被搭讪了——」

  「あ、桃果。なんかナンパされてるー」

  「不是搭讪！！」

  「ナンパでは無いっす！！」

  「不是吗？」

  「違うんだ」

  「不是吗？什么什么，是小依自我意识过剩？」

  「違うの？　なになに、小依の自意識過剰？」

  「喂，怎么感觉变成是我不好意思了。你就直说你是来搭讪的啊」

  「おいなんか私が恥ずかしい感じになってるじゃんか。素直にナンパって言ってよ」

  「咦！？那我就是来搭讪的！！」

  「え！？　じゃあナンパっす！！」

  「你这不是说出来了」

  「言わせてんじゃん」

  「不是的。不是吧？」

  「ちげーから。ちげーよね？」

  「哎，硬要说的话，确实是被逼着说出来的……」

  「いやぁ、まあ言わされてると言えば言わされてる……」

  「你看」

  「ほら」

  「我打你哦？」

  「叩くよ？」

  「咦！？不是，我真的不是来搭讪的，只是想和你交换一下联系方式」

  「え！？　だって！　ガチでナンパとかそういうつもりじゃなくて単に連絡先とか交換出来たらなみたいな」

  「那不就是搭讪吗」

  「ナンパじゃん」

  「好了好了。你们是北高的人吧？」

  「まあまあ。その制服、北高の人っしょ？」

  「啊，是的。我是北高的」

  「あ、はい。自分は北高っすね」

  

  

  　桃果从北高男生的身边走过，坐到椅子上，拍了拍旁边的椅子让他坐下。男生虽然有些困惑，但还是坐了下来。

  　桃果は北高生男子の横を通って椅子に座ると、彼に隣に座るように椅子を叩いて指示した。困惑しながらも男子はその席に腰を落ち着ける。

  

  

  「你为什么要让他坐下？」

  「なんで座らせてんの？」

  「他都鼓起勇气来搭讪了，要是轻易失败了，岂不是很可怜吗？看他那么紧张，感觉是第一次搭讪」

  「勇気出してナンパしたのにさ、あっさり失敗してはい残念〜って可哀想じゃない？　やけにオドオドしてて初めてっぽいし」

  「是第一次吗？」

  「初めてなの？」

  「是第一次，对吧？」

  「初めてっす、ね」

  「对吧～？话说，你好像都没怎么和班上的女生说过话吧？」

  「でしょ〜？　てかクラスの女子ともあんまり話してなさそうじゃない？」

  「不，我有和班上的女生说过话啊！也有加LINE！」

  「いや話しますよクラスの女子くらい！　LINEも持ってるし！」

  「那肯定有啊」

  「そりゃ持ってるやろ」

  「这种不着调的自我展示，感觉你就是不习惯和女生相处啊～」

  「そういうズレた感じのアピールする所とか特に女の子に慣れてなさそう〜」

  「不着调吗！？」

  「ズレてたっすか！？」

  「有必要说出来吗？」

  「言う必要なくない？　わざわざ」

  「对吧。反正他马上就会说，比起和女生在一起，还是和男生在一起更开心，所以不需要女生之类的。明明都没人问他」

  「な。どうせすぐに女と居るより男といる方が楽しいから女要らん云々言い出すぞ。聞いてもないのに」

  「我，我才不会说呢！」

  「っ、い、言わないっすよ！」

  「那就好。要是你这么说，我们反而会更困惑。和同性朋友聊天，话题更合得来，相处起来更轻松，这不是理所当然的吗？」

  「そりゃよかった。それ言われたら余計困惑するもん。同性の友達と話してた方が話題合うし気安いのは当たり前だろってね」

  「就是说啊～男生经常把性别当成话题聊不起来的理由呢～」

  「言えてる〜。話を盛り上げれない理由に性別持ち出すのよくやるよね男子〜」

  「还会把自己不受欢迎的责任推卸给女生，说她们没有幽默感。」

  「自分がモテない事を女がギャグセン無い、みたいに責任転嫁したりするよな」

  「对对对～如果有人能用那种幽默感的差异来逗笑别人，那当然会受欢迎啊～」

  「するする〜。そのセンスの違いみたいのを擦り合わせて笑わせてくる人がいたらそりゃモテて当然でしょって話なのにね〜」

  「各方面都很肤浅呢～」

  「浅いよな〜色々」

  「很肤浅呢～聊天的时候突然插进来，明明只要附和就好了，却故意捣乱。」

  「浅いよね〜。話してる中いきなり入ってきて、相槌打ってればいいのに茶々入れてきたりね？」

  「很扫兴呢～」

  「白けるよな〜」

  「很烦人呢～」

  「うざいよね〜」

  「糟糕，不温柔的辣妹好可怕。」

  「やばい。優しくないギャルめっちゃ怖い」

  

  

  　我们无意间发动了连击，男生对我们露出了害怕的表情。他应该知道跟一群女生说话会变成这样吧。运气不好，应该说时机不对。

  　意図せずコンボ攻撃になっていたらしく、男子は俺らに対し怯えるような表情を見せた。友達連れの女に話し掛けたらこうなるのは分かっていた事だろうに。運が悪かった、というよりタイミングが悪かったな。

  

  

  「那边的北高学生是你认识的人吗？」

  「あっちにいる北高の人達は君の知り合い？」

  「咦？是啊，刚刚才跟他们会合。」

  「えっ？　そうすね、いまさっき合流して」

  「你看，又说没问的事情了～」

  「ほら、聞いてない事言う〜」

  「对不起！？」

  「すいませんっ！？」

  「不，刚刚那不算吧。桃果，你这样太过分了。」

  「いや今のは別にいいでしょ。流石に酷いぞ桃果」

  「啊哈哈，抱歉抱歉。所以，是他们叫小依去搭讪的吧～？啊，小依就是这孩子吧！」

  「あははっ、ごめんごめん。で、あの人達が小依にナンパして来いって言われたんでしょ〜？　あ、小依ってこの子ね！」

  

  

  　虽然刚才也提过我的名字，但还是希望她别擅自介绍给别人。我可不认识她。

  　さっきも名前出されてたけど、改めて勝手に他者紹介しないでもらいたい。知らない人なんですけど。

  

  

  「他们没有叫我搭讪……」

  「ナンパして来いって言われた訳では……」

  「真的吗？是你自己鼓起勇气搭话的？骗人～」

  「本当に？　君が自分一人で勇気出して声掛けたの？　うっそだ〜」

  

  

  　桃果这家伙，不要自然地接二连三说出过分的话啊。没有恶意反而更让人困扰。我不会再帮你说话了，麻烦死了。

  　ナチュラルに酷い事重ねがけるな、桃果のやつ。悪意が無いのが尚扱いに困るわ。もうフォローしないぞ、面倒臭いし。

  

  

  「那你是以『我自作主张，自己去搭讪了！』的气势搭话的吗？」

  「じゃあ独断で、自分行ってくるわ！　的なノリで声掛けてきたの？」

  「啊，他们有说『加油～』推我一把。虽然我觉得他们只是想看笑话而已。」

  「あ、一応がんばれ〜って背中は押してもらったっす。どうせ面白いもの見たさだと思いますけど」

  「好过分～不过小依居然被搭讪了，他们真有眼光！」

  「ひど〜。しっかし小依にナンパか、見る目あるね！」

  「才没有。」

  「ねぇよ」

  「有吧！你可是超级美少女！只是有病又是个地雷女有点那个而已！」

  「あるでしょ！　超超美少女だし！　メンヘラ地雷女なのがアレなだけで！」

  「你到底想夸我还是贬我？」

  「褒めたいの？　貶したいの？」

  

  

  　连我都被她毫无恶意地骂了。如果这家伙不可爱，碰了她的身体会生气，不肯一起洗澡的话，我绝对不会和她做朋友。她时不时就会惹我生气。

  　俺にまで悪意のない雑言飛ばしてきた。もしこいつが可愛くなくて体触ったら怒ってきたり一緒に風呂入ってくれなかったりしたら絶対友達になってないわ。節々でムカつかせてくるもん。

  

  

  「我不是有病也不是地雷女，对吧？」

  「メンヘラでも地雷女でもないから。ねぇ？」

  「咦，你问我？」

  「えっ。俺に聞いてます？」

  「还有谁啊？」

  「他に誰がいるん」

  「啊，嗯，对，我觉得你很可爱！」

  「あっ。まあ、はい。可愛いと思うす！」

  「我没问这个，而且我不可爱。」

  「そこは聞いてないから。てか可愛くないし」

  「很可爱啊！？我甚至想把你和我们班上的女生交换！」

  「可愛いっすよ！？　まじうちのクラスの女子の誰かと交換してほしいくらいですもん！」

  「你这话是不是还没说完？」

  「言ってる事終わってない？」

  「就是这么可爱！！是夸奖的意思！」

  「それくらい可愛いって事です！！　良い意味で！」

  「谢谢，但你还是没说完。」

  「ありがとー。発言終わってる事に変わりはないけどね」

  「不过，外表当然不用说，虽然嘴巴很坏，但还算亲切，明明是女生却超喜欢女体，偶尔会变得像变态一样，动不动就生气、哭闹、不高兴……咦？你真的有眼光吗？」

  「まあ、見た目は勿論の事さ？　口は悪いけど愛想は良い方では無いし、女なのに女体めっちゃ好きで時々変態みたいになるけど割とすぐ怒ったり泣いたり不機嫌になったり……あれ？　本当に見る目あるかなこれ」

  「你这根本是在贬低我吧～」

  「純粋にディスってんだよな〜」

  「但我很喜欢小依哦！一有机会就想抱抱你！」

  「でもあたしは小依の事大好きだよ！　隙あればいつでも抱きつきたい！」

  「你随时都可以抱我啊。」

  「全然抱きついてくれてもいいけど」

  「太好了！」

  「やったー！」

  

  

  　桃果在桌上把手伸长，我稍微探出头，她就用双手捏我的脸颊。接着她开始揉我的脸颊，「小依的脸颊软软的，好可爱～！」

  　桃果が机の上で手をいっぱいいっぱいに伸ばしてきたので少し顔を出したら両手で頬をぶにゅっとされた。そのまま桃果は俺の頬を揉みしだいて「小依のほっぺむにむにで可愛い〜！」と悶え始めた。

  　隔壁的男生在看耶，她不在乎吗？还有，你不是说想抱我吗？为什么变成揉脸颊了？

  　隣の男子に見られているのにお構い無しか。あと抱きつきたいって言ってただろ、なんで頬を揉みしだく方向にシフトしてるんだよ。

  

  

  「哈～满足满足。你听我说，小依的脸颊软软的，揉起来超舒服的哦？」

  「は〜堪能堪能。あのね、この子のほっぺはお餅みたいでめっちゃ揉み心地いいんだよ？」

  「这种事不用说啦。」

  「言わんでいいそんな事」

  「不，我想告诉大家。我希望小依软绵绵的脸颊魅力能传到更多人耳中，这是我的义务。」

  「いや、あたしは伝えたいね。より多くの人に小依のもちもちほっぺの魅力が広まればいいと思っている。これは義務だね」

  「这种事传出去有什么用啊？」

  「そんなもん伝えて何になるんだ一体」

  「大家都很羡慕小依的脸颊，只有我能享受。嗯～好有优越感！！」

  「皆が羨むこよほっぺをあたしだけが堪能する。ん〜、優越感！！」

  「这种事才不会让人羡慕吧。」

  「羨まないでしょそんなの」

  「咦——？会羡慕吧～？」

  「えー？　羨ましいよね〜？」

  

  

  　桃果笑咪咪地问隔壁的男生。男生畏畏缩缩地偷瞄我们，小声地说：

  　桃果はにっこり笑顔のまま隣の男子に訊ねた。男子は控えめにこちらの方をチラチラと確認しつつボソッと言う。

  

  

  「好羡慕。」

  「羨ましいす」

  「好恶。」

  「きも」

  「对吧？脸颊软软的，还很有光泽哦？是婴儿肌哦！」

  「でしょ？　ほっぺぷるぷるのつやつやなんだよ？　赤ちゃん肌よ！」

  「才不是婴儿肌。」

  「赤ちゃん肌では無い」

  「看起来的确很软。」

  「確かにやわっこそうではある」

  「好恶。」

  「きも」

  「我快哭了。」

  「泣きそうです」

  「别欺负人家！对不起哦～小依嘴巴很坏。」

  「いじめないの！　ごめんね〜、小依口悪いからさ」

  「桃果绝对比我更坏！！」

  「私より！　絶っっ対桃果の方が口悪いから！！」

  「咦——？为什么？」

  「えー？　なんでよ？」

  「没自觉就算了……啊，让你坐在这边却放着不管，真不好意思。要吃沙拉吗？」

  「無自覚ならいいよ……あ、座らせといて放置は悪いな。サラダいる？」

  「咦，不用……」

  「え、いや……」

  「不要吗？」

  「いらない？」

  「……要。」

  「……欲しいっす」

  「来。」

  「はい」

  

  

  　我把未开封的沙拉和叉子放在男生面前，他开始小口小口地吃了起来。

  　男子の目の前に未開封のサラダとフォークを置く。男子はもそもそとそれを食べ始めた。

  

  

  「来麦当劳点沙拉，真是莫名其妙呢～你不觉得吗？」

  「マックに来てサラダ頼むって意味わかんないよね〜。そう思わない？」

  「咦？」

  「え」

  「吵死了。只点一个汉堡不够吃，点套餐又会吃不完，有什么办法。点两个薯条会吃坏肚子，点鸡块又会吃太撑。」

  「うるさいな。バーガー1つじゃ物足りないしセット頼んだら枠余るからしょうがないじゃん。ポテト2つ行ったらゲボ吐きそうだし、ナゲット付けんのもキツいし」

  「我常在想，既然这样点大汉堡不就好了？还能省点钱。」

  「いつも言ってるけど、なら倍バーガーにすればいいじゃんね。お金浮くし」

  「我不想弄脏嘴巴。而且原味吃腻了。」

  「口の周り汚れるの嫌なの。あとシンプル味飽きるし」

  「莫名其妙。啊，结乃差不多要到了。已经到了吗？喂——」

  「意味わからーん。あ、そろそろ結乃も着くってよ。てかもう来てるや、おーい」

  

  

  　桃果朝我的斜后方喊了一声，结乃随后前来会合。她坐在我旁边，把书包放在脚边，看向坐在眼前的男生。

  　桃果が俺の斜め後ろに向けて声を掛けると遅れて結乃が合流してきた。結乃は空いていた俺の隣に座りカバンを足元に置くと目の前に座る男子に目を向けた。

  

  

  「久等了——话说这个人是谁？桃果的男朋友？」

  「おまたせー。で、この人誰？　もかちの彼氏？」

  「噗！？」

  「ぶっ！？」

  「脏死了！？」

  「汚っ！？」

  

  

  　男生被结乃吓了一跳，把嘴里的沙拉喷了出来。桃果笑着递了张纸巾给男生，让他擦桌子。

  　男子が結乃の発言に驚き口に入れていたサラダを吹き出した。桃果は笑いながら男子に紙ナプキンを渡し机を拭かせる。

  

  

  「啊哈哈，不是不是。这个人是来搭讪小依的。我觉得很好玩，就让他坐下来了～」

  「あはは、違う違う。小依にナンパしに来たんだってこの人。だから面白くて座らした〜」

  「原来如此～？那边那两个人是朋友？」

  「なるほど〜？　で、あっちに居るのはお友達？」

  「好像是。」

  「らしいよ」

  「哦～也就是说，你们想让朋友去搭讪，然后嘲笑被甩的可怜虫吗？」

  「は〜ん、じゃあつまりアレか。身内にナンパ行かせて振られるサマを見て笑おうとしてるって訳だ」

  「不，没这回事……」

  「いや、そんな事は……」

  「不是吗？他一直在偷笑看着我们啊？……怎么感觉他老是往我这边看」

  「違うの？　めっちゃニヤニヤこっち見てるよ？　……なんか私の方見てるの多いな」

  「反正他肯定是对结乃的胸部感兴趣。真是单纯的生物」

  「どうせ結乃の胸に興味津々なんだろ。単純な生き物だわほんと」

  「哎呀呀，别嫉妒嘛小依依。没事的，今后还有的是机会！」

  「あらら、嫉妬しないでよこよりん。大丈夫、これからだから！」

  「才没有嫉妒！？今后还有的是机会，我都高一了，没希望了……」

  「してねぇわ！？　これからってもう高一だし見込みないし……」

  「小依依，你不是还没来第二次性征吗？」

  「こよりん、まだ第二次性徴来てないじゃん」

  「来了！！！」

  「来てます〜！！！」

  「骗人」

  「嘘だぁ」

  「真的！」

  「本当だわ！」

  

  

  　竟然把别人当小孩子看。我就是幼儿体型不行啊！胸部小就这么好玩吗！！

  　人の事をこれみよがしにガキ扱いしやがって。幼児体型で悪かったな！　胸小さいのがそんなに面白いか！！

  

  

  「话说，就算离得这么近，你还是对胸部感兴趣啊」

  「てか、こんな近くにいても胸が気になるんやね〜」

  「啊，对不起，真的！」

  「あっ。すいませんまじで！」

  「算了。男人到底是被女人的胸部哪里吸引的？有那么好看吗？」

  「いいけどさ。男って、女の胸のどこに惹かれるの？　そんな見るほどの事なんかな」

  「要是习惯了女人，感觉就会失去兴趣了」

  「女慣れしてたら興味薄れそうだよね〜そこら辺」

  「原来如此？也就是说，你是处男？」

  「なるほど？　つまり君って、童貞じゃん？」

  「是，是处男，不行吗！」

  「ど、童貞ですけど悪いっすか！」

  「我可没说不行。话说，我问你，和我们同龄的男生都告别处男了吗？」

  「悪いとは一言も言ってないけど？　てか知り合いじゃないから聞くんだけどさ、私らと同世代の男子ってみんな童貞捨ててるの？」

  

  

  　结乃捏起一根薯条，一边往嘴里送一边向眼前的男生提问。他似乎在努力不往结乃那边看，但放在桌上的巨乳对男人来说刺激太强了，远远围观的男生朋友们全都盯着那里看。

  　結乃が自分のポテトをひとつまみし、口に運びながら目の前の男子に質問する。彼は結乃に目が行かないように頑張っているようだけど、机に乗っかった巨乳は男には刺激が強いらしく遠巻きにこちらを伺っている男子の友達連中は皆そこに目が吸い込まれていた。

  

  

  「好厉害，辣妹增加到3个了……」

  「すげえ、ギャルが3人に増えたぞ……」

  「那个女生脸最好看，但胸部却没料啊」

  「顔は1番良いのに胸は無いんだな、あの子」

  「我在色情漫画里看过这种情节，不起眼的男人和3个辣妹做爱。就是那个吧」

  「なんかエロ漫画でそう言うの見たわ、冴えない男がギャル3人とセックスしまくるみたいな。アレじゃん」

  

  

  　……我都听到了。没胸部真是对不起啊，去死吧。

  　……聴こえてるんですけど。胸なくて悪かったな死ね。

  

  　连靠窗的我都听得到，那桃果和结乃肯定也听到了男生们的声音。我知道她们俩往男生那边瞥了一眼，然后又把脸转回来，明显是想到了什么坏点子。

  　窓側の俺にまで声が聴こえてくるという事は桃果と結乃の耳にもバッチリ男連中の声は届いている。2人はチラッと男連中の方を見たのが分かる。そして顔を戻すと明らかに悪さを思いついた顔をしていた。

  

  　男生没有注意到她们俩的样子，开始说了起来。明明她们俩已经对他的话题不感兴趣了。他似乎也对这个状况感到动摇，没有注意到周围的情况。

  　そんな2人の様子を気にも留めずに男子は話し始めた。もう2人の興味は彼の話題からはそれでいるというのに。彼は彼でこの状況に動揺しているのか、周りが見えてないなあ。

  

  

  「虽然不知道实际上怎么样，但应该没几个人告别处男吧。至少我们那群人都是处男，还会去调侃有女朋友的人，说他们想早点告别处男什么的」

  「童貞を捨ててる奴ってのは、実際は分からんすけどそんな居ないんじゃないんすか。アイツらは少なくとも全員童貞っすね、早く捨ててぇ〜とか彼女いる奴を茶化しに行ったりするんで」

  「诶？那边的人都是处男啊」

  「へぇ？　童貞なんだ、あっちの人ら」

  「大概吧，实际上我也不知道」

  「多分。実際は知らんすけど」

  「OKOK。小依依，你和这个人换座位！」

  「おっけおっけ。こよりん、この人と席交換して！」

  「啊？为什么」

  「は？　なんで」

  「别问了别问了！」

  「いいからいいから！」

  

  

  　结乃提出建议，桃果也附和着让我换座位，虽然不太情愿但还是换了一下。唉，把托盘放在刚刚吐过沙拉的桌子上也太恶心了，虽然没有直接接触……。

  　結乃が提案し桃果もそれに乗る形で俺に移動するよう言ってくるので気は進まないが席を移動する。はあ、つい今しがたサラダが吐き出された机にトレー置くとかキモすぎるんだが。直接は接触してないからいいんだけどさ……。

  

  

  「来，请坐」

  「はいどうぞ」

  「那个，我打扰了？」

  「えっと、失礼します？」

  

  

  　结乃暂时离开座位，男生坐到我原本的座位上，结乃则紧紧地坐在他旁边。笑嘻嘻笑嘻嘻，表情真邪恶啊。我大概猜到她在打什么鬼主意了，身体都贴在一起了。

  　結乃が一度席を退き、俺が元々座っていた席に男子が座りその横にしっかりと結乃が腰を下ろす。にやにやにやにや、悪い顔だな〜。何を企んでるのか何となく察しついたわ。体くっつけてるし。

  

  

  「那个，你们靠得太近了吧？」

  「あの、近くないですか？」

  「靠太近会困扰吗？」

  「近いと困るん？」

  「不是……」

  「いやー……」

  「呐呐，你叫什么名字？」

  「ねねっ、君名前なんてーの？」

  「啊，我叫笠松，是的」

  「あっ、笠松っていいます、はい」

  「笹松君？好土的名字啊」

  「笹松くん？　冴えない名前〜」

  

  

  　桃果又在说些不经大脑的话了。笹松君因为和结乃贴在一起而惊慌失措，我代替他说了句「糟糕」。

  　また桃果がノンデリカマしてる。結乃とピッタリくっついてるせいでキョドりまくってる笹松くんの代わりに「やば」と言っておく。

  

  　稍微闲聊了一会儿后，结乃看准笹松君的紧张情绪有所缓解，开始切入正题。

  　少し雑談を混じえた後、笹松くんの緊張が若干ほぐれたのを見定めた結乃が会話の口火を切る。

  

  

  「笹松君不吃点什么吗？」

  「笹松くんはなにか食べないの？」

  「啊，我刚刚吃过了」

  「あ、自分はさっき食ったんで」

  「已经吃饱了吗？」

  「もうお腹いっぱいなん？」

  「还能吃」

  「まだ食べれるっすよ」

  「啊，那我的这个，你吃一半吧！」

  「あ、じゃあ私のこれ、半分食べてよ！」

  「诶」

  「えっ」

  

  

  　笹松君听到结乃的提议后，身体僵住了。结乃虽然说只吃一半，但已经吃到了只剩一口的份，然后把剩下的递给了笹松君。

  　結乃からの提案を受けて笹松くんの動きが固まる。結乃は半分と言うけどもうほぼ一口サイズまで食べ進められたエグチを笹松くんに渡した。

  

  

  「抱歉，我吃剩的，但是我已经吃不下了」

  「食べ残しでごめんだけどもうお腹に入らなくてさー」

  「啊，好的……？」

  「あっす、おっけーです……？」

  

  

  　笹松君战战兢兢地把结乃给他的生菜沙拉送进嘴里，这次坐在他对面的桃果说「给你」，把饮料递给他，把吸管的前端朝向笹松君。

  　恐る恐るといった手つきで笹松くんは貰ったエグチをそのまま口に運ぶと、今度は正面に座る桃果が「はい」と言って飲み物を取りストローの先を笹松くんに向けた。

  

  

  「诶」

  「えっ」

  「吃完饭会口渴吧？可以喝哦」

  「食べたら喉渇くでしょ？　飲んでいいよ」

  「不是，这不就是所谓的间接」

  「いや、でもこれって俗に言う間接では」

  「虽然是间接，但你会在意吗？」

  「俗に言う間接だけど、そんなの気にする？」

  「多少会……」

  「多少は……」

  「我不在意，所以你可以喝哦！」

  「あたしは気にしないから飲んでいいよ！」

  

  

  　笹松君用一种「不是这个意思」的气势看着桃果，但桃果没有任何反应。最后笹松君还是败下阵来，含住了递过来的饮料的吸管，喝了一点。

  　そういうことでは無い、とでも言いそうな勢いで目を見る笹松くんだったが、桃果はなんの反応も示さない。結局根負けした笹松くんが差し出された飲み物のストローを咥え、中身を少し口に含んだ。

  

  

  「那家伙，感觉不错嘛？」

  「なんかアイツ、いい感じになってね？」

  「食物和饮料都得到了施舍」

  「食べ物飲み物恵んでもらってるぞ」

  「……感觉辣妹那边，超级接受的？」

  「……なんかギャル側、めっちゃ受け入れてね？」

  「受欢迎期来了，那家伙真不妙」

  「モテ期やんやばあいつ」

  

  

  　哦哦，男生们的样子变得不平静了。这两个人果然会想到这种恶作剧啊。反正觉得会被甩，所以就以满脑子想开玩笑的局外人为目标。

  　おーおー男連中の様子が穏やかじゃなくなってきたわ。やっぱそういう悪戯を思いつくよな、この2人。どうせ振られると思って茶化す気満々の外野をターゲットに絞ったと。

  

  　正因为稍微理解男生的心情，所以才残酷啊，主要是笹松君视角。明明突然对自己这么关心，但两个女生对自己却一点兴趣都没有，也不关心。就算说在意识之外也不为过，太残酷了。

  　男の気持ちも若干分かるからこそ残酷だよな、主に笹松くん視点。急にこんなに自分に対して気にかけてきたのに、相手の女子はどっちも自分には微塵も気にかけてないし、気にしてないし。意識の外にいると言っても過言じゃないとかグロすぎる。

  

  　那么，我也应该接在两人之后采取什么行动吧。怎么办呢？

  　さて、じゃあ俺も2人に続いてなにかアクションを起こすべきだよな。どうしようか。

  

  

  「笹松君」

  「笹松くん」

  「诶，啊，我在」

  「えっ、あ、はい」

  「脸稍微往这边靠一下」

  「顔ちょっとこっち近付けて」

  「？我，我知道了」

  「？　わ、分かったっす」

  

  

  　因为是斜对角，所以笹松君探出身子把脸凑过来。我在拇指上沾了一点番茄酱，用拇指在笹松君的脸颊上按了一下。

  　対角線で距離が開いているため、笹松くんが身を乗り出してこちらに顔を近づける。俺は親指にケチャップソースを少しだけ付け、笹松くんの頬にぐりっと親指を押し込んだ。

  

  

  「好痛！？什么啊！？」

  「いたたっ！？　なんすか！？」

  「有垃圾」

  「ゴミついてたからさ」

  「话说你是不是太用力了！？」

  「にしても力強くないっすか！？」

  「抱歉。因为是男生，所以有点……」

  「ごめん。男に触るのはちょっと……」

  「小依感觉有点讨厌男生呢」

  「まあ小依は若干男嫌いな感じあるしね〜」

  「我并不讨厌男生」

  「別に男嫌いではないけども」

  

  

  　能给的食物和饮料已经没有了，所以只能用这种方法。至于用力，嘛，因为要触碰陌生人的脸，所以会紧张，就当是这样吧。

  　あげられる食べ物も飲み物ももう無いからこういう方法しかなかった。力が入ったのはまあ、知らない相手の顔面触るのはそれだけ緊張してしまうということでここは一つ。

  

  

  「喂，真的假的。喂，那家伙的脸刚才被摸了啊！」

  「おいまじか。おいまじかあいつ顔触られてたぞ今！」

  「这不就是有戏吗！？」

  「確定で脈アリじゃん！？」

  「搭讪成功了啊！」

  「ナンパ成功かよ！」

  「烦死了～待会儿收拾你」

  「うぜぇ〜。後でシメてやろうぜ」

  

  

  　好——因为所有女生都采取了行动，所以一直静观其变的男生们的声音开始变大了。虽然绝对不会告诉他们联系方式，但这种游戏我都会全力配合。

  　よーし。女全員から行動を起こされたって事で静観に徹していた男連中の声が大きくなり始めたぞ。連絡先は絶対に教えてやらないけどこういう遊びは全力で乗っていくスタイルだ。

  

  　那么，接下来该怎么办呢？连我都搭讪了，结乃又要开始恶作剧了吗？总之我什么也不做，先看看她们两个的反应。

  　で、この後はどうするんだろうか。俺まで周ったしまた結乃から悪戯再スタートなのだろうか。とりあえず何もせずに2人の出方を見る。

  

  

  「那，个……你们三个怎么了？一直盯着我的脸……」

  「あ、のー……3人ともどうしたっすか？　人の顔をじっと見て……」

  「什么？」

  「なにが？」

  「没有啊？」

  「別に？」

  「没看啊？」

  「見てないけど？」

  「没看是不可能的吧。不是，你们三个突然就沉默了……」

  「見てないは無理あるでしょ。いや、3人ともいきなり黙り込むじゃないすか……」

  「…………好」

  「…………よし」

  

  

  　似乎想到了什么的结乃转向笹松君的方向。从观众的角度只能看到她的背影。

  　なにか閃いた結乃が笹松くんの方に体を向ける。ギャラリーからは背中側しか見えないようになっている。

  

  

  「笹松君，能稍微不要动吗？」

  「笹松くん、ちょっと動かないでもらえる？」

  「OK……？」

  「おっけーっす……？」

  「谢了」

  「さんきゅ」

  

  

  　结乃道谢后，突然靠近笹松君。

  　感謝の言葉を述べると、結乃は笹松くんにグッと近づいた。

  

  

  「诶，诶，诶，诶！？」

  「えっ、え、え、え！？」

  

  

  　笹松君当然动摇了。但是，结乃并没有看笹松君，从斜后方的角度看，她的脸是朝着窗户的方向。

  　当然動揺する笹松くん。しかし、結乃は別に笹松くんの方を見ている訳ではなく、斜め後ろの視点から見るに彼女は窓の方に顔を向けていた。

  　但是，这是离她近的我们才知道的事，从隔着走道的男生们的角度看，应该不会这么想吧。

  　だがしかし、それは近くにいる俺らだから分かる話であり、通路を挟んだ男子連中からしたらそうは思わないだろう。

  

  

  「他们在接吻啊！？」

  「キスしてるぞ！？」

  「他们不是第一次见面吗！」

  「初対面だよな！」

  「不，绝对是这样！要是认识那种金发辣妹，不可能隐瞒得住！」

  「いや絶対そう！　あんな金髪のギャルと知り合いだったら流石に隠せない筈やし！」

  「那家伙和第一次见面的辣妹接吻了！？好猛！！！」

  「あいつ初対面のギャルとキスしてんの！？　いかつ！！！」

  

  

  　看起来就像这样呢。结乃，你真会想。

  　という風に映るわけだよな。考えたな結乃。

  

  

  「好近好近好近！！」

  「近い近い近いっす！！」

  「嗯，啊——抱歉。因为窗户上停着一只没见过的虫，所以有点在意」

  「ん、あーごめんね。窓に見慣れない虫が止まってたら気になって」

  「这，这样啊……」

  「そ、そういう……」

  

  

  　可能是因为女生的脸靠得非常近，笹松君无法直视结乃，只能把视线移向桌子的方向和她对话。可能是觉得差不多该结束了，桃果说了句「那么」，让对话告一段落。

  　流石に至近距離に女子の顔が近付いたのが効いたのか、笹松くんは結乃の方を直視出来ずに目線だけ机の方にズラして会話していた。もうここら辺が潮時と思ったのか、桃果は「さて」と話に一段落をつけた。

  

  

  「笹松君差不多该回去了吧？」

  「笹松くんそろそろあっち戻ったら？」

  「是啊。那边好像很热闹」

  「だね。なんかあっちで賑わってるし」

  「啊，啊啊。我知道了……那，那个，联系方式之类的」

  「あ、あぁ。わかりました……あ、あの連絡先交換とかは」

  「「不要」」

  「「しない」」

  「啊，你刚才在搭讪吧？可以哦，和我交换吗？」

  「あー、ナンパだったんだっけ？　いいよ、私とする？」

  「谢谢！真的太感谢了！！！」

  「あざす！　ほんまにあざす！！！」

  

  

  　只有结乃和笹松君交换了联系方式。笹松君真是个好人，从结果上来说，他的搭讪算是成功了。

  　結乃だけが笹松くんと連絡きを交換した。優しい奴、結果的にナンパはある意味成功に落ち着きましたと。

  

  　我们侧目看着笹松君回到朋友圈里被拍肩膀，然后迅速收拾托盘，离开了麦当劳。

  　友達の輪に戻った笹松くんが肩パン受けているのを横目に、俺達はさっさとトレーを片してマクドナルドから退散した。

  

  

  「交换联系方式真的好吗？结乃」

  「交換してよかったん？　結乃」

  「我？LINE而已没什么吧。反正只是交换联系方式，也不会经常聊天」

  「私？　別にLINEくらいならいいっしょ。どうせ交換するだけ交換してそんなに話さないだろうし」

  「谁知道呢。说不定会约你吃饭」

  「分からんよー。飯とか誘われたりして」

  「要是那样的话就交给小依依了」

  「したらこよりんにパスするね」

  「为什么是我啊」

  「なーんで私なのさ」

  「本来就是小依依被搭讪的吧？我来应付的话不是很奇怪吗？」

  「元々こよりんが受けてたナンパなんでしょ？　私が相手してたら変じゃない？」

  「不，我可不知道。而且我也没兴趣，你把联系方式给我我也不知道怎么办」

  「いや知らんし。興味無いしパスされても困るわ」

  「毕竟小依依只对水濑君感兴趣嘛」

  「水瀬くん以外興味無いもんねーこよりんは」

  「……哈？我听不懂你在说什么」

  「……は？　それは意味分からん」

  「咦？」

  「あれ？」

  

  

  　我们沿着回家的路线走向车站，桃果看着我的脸停下了脚步。

  　このまま帰宅ルートで駅の方まで歩いていたら桃果が俺の顔を見て足を止めた。

  

  

  「？怎么了，桃果」

  「？　どうしたん、もかち」

  「刚才那种情况下，小依没有喋喋不休而是脸红了，这还是第一次吧？」

  「今みたいな流れでまくし立てずに赤くなったの、初めてじゃない？　小依」

  「哦？真的啊」

  「お？　本当だ」

  「什么什么，感觉有进展了？小依和水濑君之间有什么变化吗！？」

  「なになに、進展あった感じ〜？　小依と水瀬くんの間で変化とかあった感じ！？」

  「……」

  「……」

  「……小依？」

  「……小依？」

  

  

  　我沉默不语，桃果则试图从正面看我别开的脸。

  　何も言えずに黙っていたら桃果が顔を逸らした俺の顔を正面から見ようとしてきた。

  

  

  「……没什么变化」

  「……別に、変化とか無いし」

  

  

  　我这么一说，桃果不知为何发出「哦哦……！」的感动声音，把手搭在我的肩上。然后她竖起大拇指对我说「我支持你！」。

  　俺がそう言うと桃果が何故か「おぉ……！」と感動したような声を出して俺の肩に手を乗せてきた。そのまま彼女はグッと親指を立てて俺に「応援してるよっ！」と言い放った。

  

  

  「小桃，怎么办？先去药店吗？」

  「もかち。どうしようね。とりあえず薬局行く？」

  「药店？为什么？」

  「薬局？　なんで？」

  「为了小依依」

  「一応こよりんの為に」

  「啊！避孕套吗！」

  「あー！　コンドームか！」

  「不需要！！！！不要擅自在我脑子里编故事！！？够了，我先回去了！再见！」

  「いらんわ！！！！　勝手に頭ん中で物語書きなぐってんじゃねえよ！！？　もういい、私ここで帰るから！　じゃーね！」

  

  

  　我转身背对她们，朝着自己家的方向走去。

  　踵を返して二人からは背を向け、自分の家方面に進行方向を変える。

  　我明明也想听结乃说这种话题，却被抢先了。可恶，这种感情好烦人！！　到底怎么回事，完全控制不了！

  　こっちだって結乃のそういう話が聞きたかったのに、先手を切られたせいで立ち行かなくなったわ。クソッ、邪魔くせぇ〜この感情！！　一体なんなん、全然制御出来ないし！

  

  

  「再见，小依！下次再慢慢听你说！」

  「じゃーねぇ小依ー！　今度ゆっくり話聞かせてねぇー！」

  「才不告诉你！话说你要听什么！！」

  「聞かせない！　てか話ってなんの事！！」

  「你要是不说，我就去问水濑君！」

  「シラ切ったら水瀬くんに聞くのでそのつもりでー！」

  「别做多余的事！！！」

  「余計な事すんなよまじで！！！」

  

  

  　桃果和结乃一边笑着一边走向车站。她们是恶魔吗，竟然嘲笑别人。

  　桃果と結乃はケラケラ笑いながら駅の方へと歩いて行った。悪魔なのかあいつら、人の事嘲笑いやがって。

  

  　唉……总有一天，就算被她们说那种话，我也能保持冷静吗。明明已经对感情有所自觉了，却还是这样。和以前完全没变，不如说反而更严重了，我动摇得更厉害了。真是莫名其妙。

  　はぁ……。いつかはああいう事を言われてもシラフを貫いたままでいれるようになるのだろうか。感情を自覚した上でこれだもん。全然前と変わらない、というか余計酷くなってるというかより大きく動揺するようになってる。意味分からん。

  

  　果然，就算被她们那样捉弄，要我不动摇还是不可能的。和水濑…………不，不可能就是不可能，但假设万一有那种可能性的话……如果能和她交往，我就能平静下来吗。

  　やっぱりそういういじりを受けても動揺しないようにするには、絶対無理な話なんやろうけど、水瀬と…………いや、無理なのは無理なんだけど、仮に万が一そういう可能性があったら、という話で。……付き合えたりしたら、平気になったりするのだろうか。

  

  

  「不，不可能。那家伙又不是同性恋…………唉」

  「いや、無いか。あいつホモじゃないし。…………はぁ」

  

  

  　因为她们俩说了奇怪的话，我莫名地消沉了。怎么回事啊。

  　2人が変な事言ったせいで何故か落ち込んでしまった。なんだかなぁ。

  

  　……反正都会变成这样，还不如一开始就生为女性。啊啊，好忧郁。

  　……どうせこうなるんだったら、最初から女として産まれて来れればよかったのに。あーあ、憂鬱だ。

 
  51話「準備期間」

  第51话「准备期间」

  　文化祭的季节来临了。太棒了～学校到处都充满了对即将到来的年度大祭典的期待，一扫之前郁闷的校园生活，充满了浮躁的气氛。明明气温逐渐下降，气氛却与之成反比。

  　文化祭の季節がやってまいりました。やったー。学校のどこもかしこも後に控えた年一のお祭りに期待を膨らませ、これまでの鬱屈とした学校生活とは打って変わった浮ついた雰囲気に包まれております。気温は徐々に下がりつつあるのにまるで反比例だ。

  

  

  「唉……」

  「はぁ〜……」

  「小依，你叹气叹得更大声了呢。」

  「一段と大きなため息が出たね。小依」

  「当然会想叹气啊……」

  「そりゃ出るよ……」

  

  

  　教室里，大家正在试穿『女仆咖啡厅』的服装，或是思考菜单内容。我抱着膝盖坐在教室角落，穿着女仆装的桃果走过来向我搭话。

  　教室中が出し物である『メイドカフェ』なるものの衣装を合わせたりメニューを考えている中、教室の隅で体育座りをしていたらメイド服姿の桃果が近付いて話しかけてきた。

  

  　什么女仆咖啡厅啊。现在是什么时代，高中文化祭开女仆咖啡厅，又不是以前的动画。明明还有鬼屋、真人打地鼠等其他提案，却几乎是一下子就决定要开女仆咖啡厅，即使到现在，我还是无法接受。

  　なーにがメイドカフェだよ。いつの時代だよ、高校の文化祭でメイドカフェって。昔のアニメかよって話である。お化け屋敷とか人間モグラ叩きとか他にも案は出ていたのにほぼ即決でメイドカフェになった事、決定からしばらく経った今ですら納得できん。

  

  

  「你为什么这么郁闷？女仆装很可爱吧？」

  「なんでそんなに鬱々しい感じ出してるのさ？　可愛くない？　メイド服」

  「嗯……」

  「んー」

  「这不是便宜的cosplay，而是特别订做的哦！很厉害吧！！」

  「安物コスプレじゃなくてちゃーんと仕立てたんだよ！　すごかろ！！」

  「我觉得很厉害，真的。」

  「すごいと思う。素直に」

  「那你为什么坐在角落？」

  「じゃあなんでそんな隅っこにいるのさ」

  「我当然会想躲到角落啊。为什么决定要开女仆咖啡厅的时候，我立刻就被选为女仆组了啊。怎么想都很奇怪吧。」

  「隅っこにも行きたくなるだろ。なんでメイドカフェになるって決定した時、ノータイムで私がメイド組に選出されたんだよ。おかしいだろどう考えても」

  「会奇怪吗？」

  「おかしいかな？」

  「当然奇怪啊。我明明想当幕后人员的。」

  「おかしいよ。裏方希望だったんですけど」

  「太浪费了吧？」

  「勿体ないじゃん？」

  「哪里浪费了。大家都很可爱啊，我当幕后人员也没关系吧。」

  「なにが。皆可愛いじゃん、私は裏方でもいいだろ別に」

  「小依，真不知道你对自己的容貌有没有自信呢。」

  「小依って、自分の容姿に自信あるのかないのか分からないよね」

  「被大家一直说可爱可爱，当然会觉得自己很可爱啊。跟有没有自信无关。」

  「馬鹿みたいに可愛い可愛い言われたらそりゃ、じゃあ私って可愛いんや〜ってなるでしょ。自信の有る無しに関わらずさ」

  「明明每天都被说可爱，要是没有自信的话，那根本就是精神异常了。这又是一个解释一致！」

  「毎日のようにポンポン可愛いって言われてるのに自信がつかなかったらいよいよメンヘラ限界突破してるよね。それもまた解釈一致！」

  「怎样都好啦。先不说这个，无视我的自由意志，强制让我当女仆，这样对吗？」

  「別にど〜でもいいし。ただそれは置いといてだ。私の自由意志を無視して強制的にメイドさせるというのは如何なのだろうか」

  「有什么关系！来嘛，你不想穿可爱的衣服吗？」

  「いいじゃん！　ほら、可愛い服着たくない？」

  「……也不是不想穿。但被当成展示品就另当别论了。」

  「……着たくない事もない。けど見世物になるのは違う」

  「你这说法真难听。」

  「言い方悪いなぁ」

  

  

  　虽然我不清楚真正的猫咪咖啡厅和女仆咖啡厅是什么样的，但学生当店员，学生+α当客人，这种文化祭的女仆咖啡厅，几乎可以认为是展示品吧。在把可爱的人半强制地打扮成女仆的时候，就已经免不了被贴上这种标签了。

  　実際のコンカフェとかメイドカフェは知らんけど、学生が店員やって学生+αが客としてやってくる文化祭のメイドカフェなんかはほぼほぼ見世物になってるって認識でもいいでしょ。可愛いとされてる人間を半強制的にメイド役に仕立ててる時点でそのレッテルは免れないでしょうよ。

  

  　我自己客观地审视现在的肉体，也觉得穿女仆装应该会很合适，也有想穿的想法，但被别人看着……总觉得很难为情。

  　俺自身、自分の今の肉体を客観視したらメイド服も似合うんじゃないかと思わなくもないし着たい気持ちはあるけれども、人に見られるのはな……なんか恥ずかしいし。

  

  

  「所以，你来找我有什么事？是来告诉我，我的衣服也准备好了吗？」

  「で、私の方に来たってことは何。私の分の服も用意できたって言いに来たみたいな？」

  「宾果！就是这个！！」

  「ビンゴ！　その通り！！」

  「……要穿吗？在这里？」

  「……着るの？　ここで？」

  「当然！得让大家看看成果才行呢～」

  「もちろん！　皆に出来を見てもらわないとね〜」

  「咕呶呶呶呶」

  「ぐぬぬぬぬ」

  「已经决定好了，别再闹别扭了～过来过来！」

  「もう決まった事なんだから駄々こねないの〜。おいでおいで！」

  「在那之前先抱我一下」

  「その前にじゃあハグしてくれ」

  「OK！抱抱～！」

  「おっけ！　ぎゅ〜！」

  「好香……好软……」

  「いい匂い……柔らかい……」

  「小依你时不时会很恶心呢」

  「ちょくちょくキモいんだよな。小依って」

  「别突然贬低我啊」

  「急なディスやめてね」

  

  

  　我一边享受着桃果的甜美香气，一边陶醉于不会妨碍到肉体柔软的女仆装的柔软，结果被她伤了心。不过桃果还是毫不在意地让我抱住了，所以就算了吧。

  　桃果の甘い香りを堪能しつつ、その肉体の柔らかさを阻害することの無いメイド服の柔らかさにうっとりしていたら普通に心を傷つけられた。でもなんだかんだで桃果は気兼ねなく抱き着かせてくれるからまだいいか。

  

  

  

  「哦！果然很合适啊冬浦同学！」

  「おー！　やっぱ似合うやん冬浦さん！」

  「啊哈哈，谢谢」

  「あはは、どうも」

  「哇！冬浦同学超可爱！！可以拍照吗！？」

  「やっば！　冬浦さんめっちゃ可愛い〜！！　写真撮ってもいい！？」

  「哎，这个……」

  「えっ。いや〜……」

  「一起拍吧！」

  「一緒に撮ろうよ！」

  「啊……不发到SNS上的话」

  「あー……SNSに載せないなら」

  「大家一起来拍吧！！！」

  「てかメイド皆で写真撮ろ〜！！！」

  「好主意！拍吧拍吧！」

  「めっちゃいい！　撮ろ撮ろ〜！」

  「小依的旁边是我的位置！」

  「小依の真横はあたしの場所だかんね！」

  「那我排后面！！结乃肯定也会来我旁边吧？」

  「じゃあウチはその後ろ〜！！　結乃もどうせ隣行くっしょ？」

  「不，我想去后面。我想抱紧小依依！」

  「いや、後ろは私が行きたい。こよりん抱きしめたい！」

  「OK！」

  「おーけー！」

  

  

  　情绪高涨过头了吧。明明还没正式开始，女仆们却已经聚集了过来，热情高涨。女生们像波浪一样涌来，真受不了。

  　テンションぶち上がりすぎでしょ。本番始まってもないのに熱量たっかいわ、メイド達がわちゃわちゃ集まってきた。女子が波のようにやってきた、たまらん。

  

  

  「好厉害，女仆集团啊」

  「すげ〜。メイド集団やん」

  「很棒吧！」

  「いいだろ〜！」

  

  

  　因为女仆全员到齐了，我们拍了几张纪念照，然后被派去其他地方帮忙布置的男生们也兴高采烈地走了过来。

  　メイド全員が揃ったので記念で集合写真を何枚か撮っていたら、他所の場所で飾り付け等の手伝いに駆り出されていた男子達もウキウキした様子でこちらにやってきた。

  

  　男生和女生开始交流。平时总给人一种互相敌视的氛围的两个派系，这次却因为同样的话题而抱有同样的感想，聊得十分热烈。真是和平啊～

  　男子と女子の交流が始まる。普段はどことなくいがみ合っているかのような雰囲気のある両派閥が、今回は同じ話題に同じ感想を抱き会話を盛り上げていた。平和じゃな〜。

  

  

  「冬浦不妙吧？」

  「冬浦やばくね？」

  

  

  　男生中的一个提起了我的话题。他大概以为我离得有点远，听不见吧。因为他的语气有点挑衅，让我有点不爽，我打算走过去逼问他。

  　男子の内1人が俺の事を話題に出してきた。少し離れた位置にいるし聴こえないとでも思ったのだろう。喧嘩腰な言い方だったのでちょっとムカついて、そちらの方に歩み寄り詰めるつもりで声をかける。

  

  

  「不妙是什么意思？」

  「やばいってなに」

  「你听见了啊？」

  「聴こえたんかよ」

  「当然听得见啊。什么，你说我不适合？」

  「聴こえるだろ。なに、似合ってないって？」

  「相反啦，相反！」

  「逆じゃ、逆！」

  「啊？」

  「あ？」

  「不是……该说是可爱还是什么，总之就是那个意思不妙啦」

  「いや……可愛いっつーかなんつーか、そういう意味でやばいだろって」

  「……哈？」

  「……はぁ？」

  「别、别瞪我啊。我没说谎，好吗？」

  「に、睨むなや。嘘ついてないって、なぁ？」

  「对对。真的只是那个意思而已！」

  「そうそう。まじでそういう感じで言っただけだからさ！」

  

  

  　高个子男生，我记得他叫西野吧。西野一边征求旁边个子矮一点的男生的同意，一边解释。那就不应该说冬浦不妙吧。我还以为他是在挑衅我呢。

  　背の高い男子、確か西野とか言ったっけな。西野が隣にいた少し背の低い男子に同意を求めつつ釈明した。じゃあ冬浦やばいって言い方はないだろ。普通に喧嘩売られてるのかと思ったわ。

  

  

  「哦，冬浦酱也穿女仆装啊～！好显眼啊～美少女地雷！！」

  「おっ、冬浦ちゃんもメイド服や〜！　目立つな〜、美少女地雷！！」

  「什么美少女地雷啊。那不就是人形的地雷吗？」

  「なに美少女地雷って。人の形した地雷じゃんそれは」

  「冬浦酱就是那个吧」

  「冬浦ちゃんはそれやろ」

  「不会爆炸啦。话说你穿执事服也挺合适的嘛」

  「爆発しねぇから。てかそっちもやっぱ似合ってんね、執事服」

  

  

  　过了一会儿，田中同学和其他穿执事服的男生也来了。明明身处男生群体，田中同学却因为脸太帅而散发出惊人的存在感。真希望他别靠我太近，要是被误会了，我可没力气应付。

  　少し遅れて田中くん含めた執事服勢も合流してきた。男子の輪の中に居たというのに顔面の強さ故か凄まじい存在感を放つ田中くん。あまり近くに来ないでほしいわ、変に誤解されたら一番ダルいタイプだし。

  

  

  「田中！」

  「田中！」

  

  

  　我正在和田中同学聊天，结乃就叫了他一声，然后小跑着过来。她明显是在等我夸她，真是个少女。

  　田中くんと会話を交わしていたら結乃が田中くんを呼びつけこちらまで小走りでやってきた。褒めてもらい待ちなのが目に見えて分かる、乙女だな。

  

  

  「哦？结乃的女仆装是新买的啊，比之前宽松了点」

  「お？　結乃のメイド服は新調したんだ。前よりゆったりしてるね」

  「对，之前的太紧了」

  「そう、前のはキツくて」

  「尤其是胸部附近」

  「胸辺りがな〜」

  「对对对，就是胸部附近……变态！！」

  「そうそう胸辺りが……変態！！」

  

  

  　可惜，她还没被夸就逃走了。明明被其他人性骚扰时只会笑着嫌恶心，面对田中同学时却连从容的余地都没有。结乃真是个彻头彻尾的少女。

  　残念、褒められるよりも先に逃げて行ってしまった。他の人にはセクハラされても笑いながらキモがるだけなのに、田中くんを前にしたらそんな余裕もないか。とことん乙女だな、結乃って。

  

  　好了，纪念照也拍了，尺寸问题也确认了，再继续穿女仆装也没意义了吧。

  　さて。記念撮影もしたし、サイズの問題もないと確認出来たしこれ以上メイド服を着続ける意味もないだろう。

  

  

  「我可以脱掉这身衣服了吗？」

  「じゃあもう脱いでいい？　この服」

  「要脱掉！？不要啊！」

  「脱ぐの！？　やだー！」

  「感觉好不自在，而且好羞耻。桃果，我可以把这身衣服带回去吗？直接拿去洗没问题吗？」

  「なんかソワソワするし、恥ずいし。桃果、これもう持ち帰ってもいいの？　普通に洗濯で大丈夫？」

  「没问题，但难得穿一次，就穿到回去为止嘛！」

  「大丈夫だけど、折角なら帰るまで着ようよ〜！」

  「不要！虽然你说这不是便宜的cosplay服，但cosplay就是cosplay……」

  「嫌だよ！　安物コスプレじゃないって言うけど、どの道コスプレだし……」

  「不要啦～我还想多看看萝莉女仆小依～！！有机会的话还想抱抱！！」

  「やだ〜ロリータメイド小依もっと見てたい〜！！　あわよくば抱き締めたい！！」

  「要抱抱随时都可以哦。来，过来吧」

  「抱き締めるのはいつやってくれても大丈夫なんで。ほら、来いよ」

  「刚才的余韵还在，太可惜了！我想在余韵消失的时候抱抱！！」

  「まださっきの余韻が残ってるから勿体ない！　余韻が無くなったあたりで抱き締めたい！！」

  「我不管～那今天住下来吧？」

  「知らねぇ〜。じゃあ今日泊まってく？」

  「住下来！不过在学校的时候我也想定期抱抱！在萝莉女仆状态下！」

  「泊まってく！　でも学校にいる間も定期的に抱き締めたい！　ロリータメイド状態で！」

  「虽然刚才没说，但别叫我萝莉女仆好吗？明明和别人看起来没区别，为什么只有我是萝莉女仆啊」

  「一回は流したけどロリータメイドやめて？　他のと見た目変わんないのになんで私だけロリータメイド呼びなんだよ」

  「小依就是萝莉嘛」

  「ロリじゃん。小依は」

  「我们同岁。我已经不知道对几个人说过，我们同岁了」

  「同い年だって。もう何人に言ったかもわからんけど同い年なんだって」

  

  

  　桃果跟到更衣室，阻止我脱下女仆装。我正要解开围裙的缎带，她就紧紧抱住我的手臂和身体阻止我。真拼命啊。

  　桃果は更衣室まで着いてきて俺がメイド服を脱ごうとするのを阻害してくる。いよいよエプロンのリボンを解こうと手を掛けたらガシッと俺の腕ごと胴回りに手を回し抱いてそれを阻止してきた。必死か。

  

  

  「喂喂喂，余韵什么的呢！」

  「こーらこらこら、余韻云々どこいった！」

  「不要脱——！」

  「脱がないでー！」

  「为什么！？我想换回制服！」

  「なんで！？　制服に着替えたい！」

  「不行！」

  「駄目！」

  「为什么啊！？有什么关系嘛，穿女仆装工作也没意义啊！」

  「なんでよ！？　いいだろ別に、作業するのにメイド服である意味が無い！」

  「因为比想象中更戳我的癖性，所以想多看看嘛！」

  「予想以上にあたしの癖に刺さったからもっと見てたいのー！」

  「我可管不了那么多」

  「まじで知った事ではなさすぎる」

  「别说这么冷淡的话嘛！」

  「冷たい事言わないでよー！」

  

  

  　「我试图挣脱，但她抱得更紧了，完全挣脱不开。幸好更衣室里只有我们两个，要是被别人看到，会被当成百合的」

  　振りほどこうとしても懸命に抱き着いてくるから全然振り解けない。更衣室にいるのが俺達二人だけでよかった、こんなところ見られたら百合なのかと思われちゃうよ。

  

  

  「喂——！你抱得太紧了！很痛啊！」

  「もーかー！　強く締めすぎ！　痛いよ！」

  「不脱吗？」

  「脱がない？」

  「脱。好，更用力了！坚定的意志！那我知道了，回家之后再穿女仆装！！」

  「脱ぐ。はい力強まった！　確固たる意思！　じゃあ分かった、家来たらまたメイド服着るから！！」

  「我想看在学校工作的萝莉女仆小依！」

  「学校で作業してるロリータメイド小依が見たいの！」

  「不要！有其他观众在的话，真的很难受！」

  「嫌だ！　他のギャラリーがいるのまじきつい！」

  「正式上场的时候，观众会比现在多得多啊！你得习惯才行！」

  「本番の時は今の比じゃないくらい見られるじゃんか！　慣れとかないと！」

  「那下次我会努力的！」

  「じゃあ次からは頑張るわ！」

  「这可是最不可信的台词啊！」

  「信用出来ない言葉トップを争うやんそれは！」

  

  

  　「别纠缠不休啊～！你到底有多执着啊，该不会是喜欢上我了吧？我完全接受哦，因为我最喜欢女体了」

  　食い下がるな〜！　どんだけ粘るんだこの人、もう俺の事好きなんじゃないの？　全然受け入れますけど、女体大好きなんで。

  

  

  「小依！」

  「小依！」

  「哇，恋人牵手。吓我一跳」

  「わあ恋人繋ぎ。びっくりしちゃった」

  「也让水濑同学看看嘛！女仆小依！」

  「水瀬くんにも見せようよ！　メイド小依！」

  「啊！？不、不要！」

  「はぁ！？　や、やだ！」

  「为什么！」

  「なんで！」

  「还问为什么，当然是不要啊！！为什么要做这么羞耻的事啊！！！」

  「なんでもくそもあらへんがな嫌に決まってるでしょーよ！！　なんでそんなっ、恥ずかしいやろ！！！」

  「脸红了。和嘴上说的相反，态度太诚实了」

  「顔あっか。言葉とは裏腹に態度が素直すぎるね」

  「什么意思！？我说的都是事实啊！我不想被人看到这么羞耻的样子！！」

  「どういう意味！？　言ってる事まんま真実なんですけど！　こんな恥ずかしい姿見られたくない！！」

  「啊，这样啊。难得的机会，想在正式上场的时候展示啊」

  「ま〜そっか。折角なら本番の日に見せたいか」

  「不是这个意思！我不想被人看到！」

  「そういうことでは無い！　見られたくないの！」

  「哎？那当天他来教室了怎么办？」

  「え〜？　じゃあ当日教室に来たらどうするのさ？」

  「肯定要躲起来啊！」

  「隠れるに決まってんじゃん！」

  「这样水濑同学也太可怜了……」

  「流石にそれは水瀬くんが可哀想だよ……」

  「为什么啊！？」

  「なんでだよ！？」

  「小依这么可爱的模样，只有水濑同学看不到，这也太残酷了」

  「小依がめいっぱい可愛い姿してるのを水瀬くんだけが見られないとか残酷すぎるでしょ」

  「那、那家伙才不会在意这种事，他对我的女仆装打扮，也没兴趣……」

  「あ、あいつはそんなの気にしないし、私のメイド服姿とか、興味無いし……」

  「你傻吗？」

  「馬鹿じゃん？」

  「我傻吗！？」

  「馬鹿じゃん！？」

  

  

  　突然被攻击了，吓我一跳。为什么现在要这么直接地用嘴攻击我，说我傻。

  　突然攻撃されたので驚いてしまった。なんでそんなストレートに口で攻撃してきたんだ今、馬鹿呼ばわりて。

  

  

  「小依，你是不是傻啊？」

  「小依ってさ、結構馬鹿だったりするの？」

  「喂，为什么要说这么过分的话？感觉你开始欺负我了？」

  「ねえ。なんでそんな酷いこと言うの？　いじめ始まってる感じ？」

  「怎么说呢，水濑同学明明那么努力，而小依你……」

  「なんだかなぁ。水瀬くんは結構頑張ってるのに、小依ときたら……」

  「为什么一脸无奈的表情？想叹气的是我才对」

  「なんで心底呆れた顔する？　ため息吐きたいのはこっちなんですけど」

  

  

  　桃果松开我的手臂，一边说着“真是的”，一边又叹了口气。虽然无所谓，但被她这么强硬地抱住，我的头一直撞在更衣室的柜子上，好痛啊。我觉得我有资格生气。

  　桃果は俺から腕を離すと「やれやれ」と言いながら再びため息を吐いた。どうでもいいけどかなり強引に抱き締められたせいで更衣室のロッカーにガンガン頭ぶつけて痛いんですけど。怒っていい立場だと思うんですけど、俺。

  

  

  「唉。算了，总之今天一整天都穿女仆装吧」

  「はあ。ま、じゃあとりあえず今日は1日中メイド服ね」

  「……嗯？咦，你在说什么？我们有说过这种话吗？」

  「……ん？　あれあれ、何の話だろ。そんな話したっけな、私ら」

  「刚才不是说了吗。小依你不是说了嘛。真没办法，那今天就特别允许你一直穿着女仆装」

  「したじゃん今。言ったじゃんか小依。しゃーないな、じゃあ今日だけ特別にずっとメイド服着てあげるって」

  「我没说。如果我的记忆没错，我一句话都没说」

  「言ってないな。私の記憶が正しければ一言も発してないぞそんな事」

  「你的记忆是错的」

  「正しくないね。その記憶は」

  「你篡改了过去啊。然后，你刚才为什么要摸我的胸？」

  「過去改編されてるやん。ほんで、なんで今胸触った？」

  「想说你明明做了点垫胸，结果还是这么小啊」

  「多少胸の形盛れるように作ったのに小さいままだな〜って」

  「我揍你哦？？？」

  「ぶっ叩くよ？？？」

  「别瞪我嘛。话说，胸部大也没什么好处哦？肩膀酸，容易出汗，有时候还会踩空楼梯」

  「睨まないでよ〜。てかさ、実際胸なんて大きくても良い事ないよ？　肩こるし汗かくし、時々階段踏み外しそうになるしさ」

  「那种事无所谓啦！」

  「そんなのどうでもいいし！」

  「哎呀。生气了」

  「あら。へそ曲げちゃった」

  

  

  　我才没生气。我只是不知道胸部大的人有什么烦恼，也没兴趣知道而已。为什么说得好像我很在意一样。怎么可能在意啊，蠢死了。

  　へそなんか曲げてないわ。胸が大きい人の困り事とか知ったこっちゃないし興味無いだけだし。なんで俺がそんな事気にしてるみたいになるんだよ。気にするわけないだろ、馬鹿馬鹿しい。

  

  

  「……我要换衣服了」

  「……もう着替えるから」

  「诶～」

  「え〜」

  

  

  　我无视了不情愿的桃果，迅速换上了校服，桃果也一脸沮丧地不知为何配合我换上了校服。看来她想和我一起拍照，这种事要先说啊。

  　嫌がる桃果を無視してさっさと制服に着替えると、桃果もしょぼくれた顔で何故か俺に合わせて制服に着替えた。どうやら一緒に写真撮りたかったらしい、先に言っておきなさいよ。

  　不过，照片之后想拍多少都行。在来更衣室的走廊上，我们已经因为稀奇的打扮而吸引了许多目光，所以没有换回衣服的选项。

  　まっ、写真なんて後でいくらでも撮れるし。更衣室に来るまでの廊下で既に物珍しさに視線集めてたからな、着直す選択肢は無しということで。

  

  　我拖着把胸部压在我背上，把体重压在我身上的桃果，回到了教室。

  　こちらの背中に胸を押し付けるようにして体重を乗せてくる桃果を引きずりながら、俺は教室へと戻った。

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  「西野～麦当麦当的纸用完了，能去别的地方拿点来吗？」

  「西野〜。マッキー書けんくなったからどこかから貰ってきてくれない？」

  「知道了」

  「分かった」

  

  

  　在菜单上画画的间山拜托我。教室里只有我和间山，冬浦和其他两个女生，因为我是唯一的男生，所以专门负责跑腿。

  　メニュー表に絵を描いていた間山が俺に頼み込んできた。教室には俺と間山、冬浦とその他の女子二人しかおらず、唯一の男子という事で俺は専らお使い要員となっている。

  

  

  「啊……顺便买点饮料之类的回来吧？」

  「あー……あとなんか、飲み物とか買ってくるか？」

  「可以吗？」

  「いいのー？」

  「嗯。顺便去的话更有效率吧」

  「おう。ついでに行った方が効率的だろ」

  「谢谢！那我要怪物！」

  「ありがとー！　じゃああたしはモンスターね！」

  「去便利店啊……冬浦呢？」

  「コンビニ行けってか。……冬浦は？」

  「？我？」

  「？　私？」

  

  

  　突然被叫到名字，冬浦一脸惊讶地抬头看我。其他女生趁机向我点单，冬浦稍微烦恼了一下，最后说「那我要茶」。

  　急に名前を呼ばれて冬浦がキョトンとした顔で俺をみあげる。その間に他の女子も俺に注文を済まし、少し悩んだ末に冬浦は「じゃあ、お茶で」と言った。

  

  

  「那我把钱给你」

  「じゃあお金渡すね」

  「不用了，我请客」

  「いいよ、奢るわ」

  「诶，可以吗！？太好了！」

  「え、いいの！？　やったー！」

  

  

  　间山开心地欢呼，而冬浦则是在她身后，明明刚才已经说好了，却还是从钱包里拿出零钱。感觉她会硬塞给我，所以我没等她，就先离开了教室。

  　元気に喜ぶ間山の後ろで、今のやり取りがあったにも関わらず財布から小銭を出そうとする冬浦。このままだと無理やり小銭を持たせてきそうだったので、俺は相手の出方を待たずに教室を出た。

  

  

  「唉……」

  「はぁ……」

  

  

  　我叹了口气。今天也没怎么和冬浦说话。

  　ため息が漏れる。今日も、冬浦とあまり会話出来なかった。

  

  　一年级刚开始的时候，冬浦因为有可爱的女生在，被班上的人围了起来，像我这种边缘人根本无法接触她。我只能把她当作遥远的存在，不去在意她。

  　一年の初めの頃、可愛い女子が居るってクラス中の人間に囲まれていた冬浦に、俺みたいな日陰者が接触出来るわけがなく。何となく遠い存在として意識しないように過ごしていた。

  

  　正因为有擅自敬而远之的过程，所以只要有机会和冬浦说话，我就会轻易地喜欢上她。

  　住む世界が違うと勝手に敬遠していた過程があったからこそ、何度か冬浦と会話する機会があっただけで軽率に冬浦の事を好きになった。

  

  　但是，冬浦属于辣妹团体，和班上的人划清界限，和她说话，而且她已经甩了好几个人了，我怎么可能去向她告白。所以，我明明想着至少要改善和冬浦的关系，却迟迟无法迈出第一步。

  　ただ、ギャルグループに属していてクラスの連中から明確な一線を引いてコミュニケーションを取る冬浦に、何人も何人も告っては振っている冬浦に対し告白しに行けるわけがなかった。だから、今より少しでも冬浦との関係を好くしようと考えているのに、その第一歩が中々踏み出せなかった。

  

  

  「快看快看！这是广濑老师的肖像画！」

  「見て見て！　広瀬先生の似顔絵！」

  「噗，啊哈哈哈！！发型太夸张了！！这不是花椰菜吗！」

  「ぷっ、ぎゃはははっ！！　髪型誇張しすぎ！！　ブロッコリーじゃん！」

  

  

  　走出教室前，我听到间山和冬浦的欢笑声。冬浦平时不会大声笑，但和关系特别好的间山和盐谷在一起的时候，她就会发出连客套话都说不上是漂亮，但很愉快的笑声。能让她发出这种笑声的人，我所知道的只有那两个人，还有另一个别班的男生。

  　教室から出る直前、間山と冬浦の歓談の声が聴こえてきた。普段は声を荒らげて笑う事なんてないのに、特に仲のいい間山や塩谷といる時の冬浦は声を上げて、お世辞にも綺麗とは言えない愉快な声で笑う。その笑いを引き出せるのは俺が知ってる中ではあの二人と、別クラスの男子一人だけである。

  

  

  「……哦」

  「……お」

  

  

  　我与那个能引出冬浦的笑声，在我心中成为传闻的男生擦肩而过。是A班的水濑。

  　その、冬浦のぎゃは笑いを引き出せると俺の中で噂になっていた男子とすれ違った。A組の水瀬だ。

  

  　水濑叠了三个装着文件的大型纸箱，正走着路。虽然他的体型很有肌肉，但因为看不太到前方，而且重心不稳，所以脚步看起来很奇怪。

  　水瀬は書類の束が入ったでかいダンボール箱を3つも重ねて歩いている。結構筋肉ある体型だけど、前方があまり見えないだろうしバランス悪いだろうしで足取りが怪しく見える。

  

  　……我没有义务帮他。我手上也拿着5瓶饮料，不能说有空。

  　……手を貸す義理はないか。俺だって飲み物5本持ってるから手が空いてるとも言えないし。

  

  　比起那种事，还是赶紧回教室吧。水濑正朝着教室的反方向走去。不过，只要和我以外的谁擦肩而过，应该就会有人帮他了吧，所以我也不会觉得抱歉。

  　そんな事よりさっさと教室に戻ろう。水瀬は教室とは別の方向に歩いていく。まあ俺以外に誰かとすれ違えば流石に助けてくれる奴いるだろうし、悪いとは思わないでくれ。

  

  　……脚步，很不稳啊。

  　……。覚束無いなぁ。足取り。

  

  

  「喂」

  「おい」

  「？啊——抱歉，我现在不能回头」

  「？　あー、ごめん。ちょっと今後ろ振り向けなくて」

  「你先把箱子放下来不就行了」

  「それ一回下ろせばいいだろ」

  「前面有人吗？可能会挡到路」

  「前に人いない？　通行の邪魔になるかも」

  「没有。好了，快放下来」

  「いないから。いいから下ろせって」

  

  

  　听到我的回答后，水濑放下手中的纸箱山，转向我这边。他似乎没能马上想起我是谁，盯着我的脸沉默了几秒后，才「啊——！」地叫了出来。

  　俺の返答を聞くと水瀬は持っていたダンボールの山を下ろしこちらを向く。俺の事をすぐには思い出せなかったようで、顔をじっと見た後しばらく黙りこくり数秒した所で「あー！」と声を上げた。

  

  

  「你是西野吧？夏目的朋友！」

  「西野だっけ？　アツヤの友達の！」

  「对。那个，要搬到哪里？」

  「おう。それ、どこまで運ぶん」

  「下面，该怎么说呢。楼梯后面不是有个打不开的房间吗？现在那里空着」

  「下の、なんて言えばいいんやろ。階段裏の開かずの間あるじゃん？　今そこ空いてて」

  「啊——了解了解」

  「あー了解了解」

  

  

  　我留下最重的底部纸箱，拿起上面的两个……好重。明明只装了纸张，居然这么重。好累。

  　一番重いであろう土台のダンボールを残し、上の二つを持ち上げる。……おっも。ただの紙束しか入ってないのにこんなに重いのかよ。だる。

  

  

  「你愿意帮忙吗？神——！」

  「手伝ってくれんの？　神ー！」

  「吵死了」

  「うっせ」

  

  

  　我冷淡地回答后，走在前面，刚才脚步不稳的水濑就像假的一样，轻快地拿着纸箱走在我旁边。一个的话，他很轻松吗？

  　素っ気なく言葉を返し先を歩くと、先程の足取りの悪さが嘘だったかのように軽やかにダンボールを持った水瀬が隣に並んできた。一つだと余裕なのかよ。

  

  

  「你为什么一次搬三个啊。这样反而没效率吧，你是笨蛋吗？」

  「お前、なんで三つ同時に持ってんだよ。かえって非効率やろ、馬鹿なん？」

  「因为还有其他很多工作要处理啊～负责搬的老师腰受伤了，所以我想早点做完」

  「他にも結構タスクが重なっててね〜。運んでた先生が腰やっちゃったから、早く切り上げるためにね」

  「什么啊，你还是执行委员吗？居然被派来做这种杂事」

  「なにお前、実行委員でもしてるん？　こんな雑用やらされてさ」

  「是啊——为了加入学生会，我正在做这种讨好别人的杂事」

  「そうなんよー。生徒会入る為の媚び売り雑用ジョブ中なんですよ」

  「哦——」

  「へぇー」

  

  

  　他想加入学生会啊，真是个值得称赞的家伙。和冬浦说话时的这家伙，明明是个看起来不会做这种事的笨蛋角色。

  　生徒会入ろうとしてんだ、殊勝なヤツ。冬浦と喋ってる時のこいつはそういうのしなさそうなくらいアホそうなキャラしてんのにな。

  

  

  「西野呢？为什么带着这么多饮料？」

  「西野は何中？　そんな飲み物沢山持ち歩いて」

  「我正在帮班上同学跑腿」

  「クラスの連中のパシリ中」

  「真的假的？你被欺负了吗？」

  「まじ？　いじめられてんの？」

  「才不是。因为除了我以外都是女生，而且也没事做，所以我就去买饮料了」

  「ちっげーわ。俺以外女しかおらんかったのと、やる事ないからってんで飲み物買いに行ってたの」

  「那不是后宫吗。真好啊～」

  「ハーレムじゃん。いいね〜」

  「哈。男生们马上就会买完回来，根本就不是后宫」

  「はっ。じきに男連中も買い出しから戻ってくるし、全然ハーレム出来んかったわ」

  「那真是遗憾。不过，被女生包围的客场状态确实让人待不下去。不如说不在教室里还比较轻松」

  「そりゃ残念。ま〜女子に囲まれてのアウェー状態だとなんか居づらいしな。むしろ教室に居ない方が気が楽か」

  「就是说啊～」

  「そうな〜」

  

  

  　我们一边进行着表面的对话，一边笑着把纸箱搬到楼下。虽然可以就此结束，但既然都来了，而且也没有其他事要做，所以我决定再帮忙搬两趟。

  　上辺の会話で程々に笑いつつ、下の階までダンボールを運搬し終える。ここで終えても良かったが、折角着いてきたんだし他にやる事ないので後二回ほど手伝ってやる事にした。

  

  　我们移动到另一栋楼的图书准备室，又搬了两个纸箱，水濑也搬了两个纸箱，开始搬运。

  　別棟に移動し図書準備室まで足を運び、またダンボールを二つ、水瀬も二つ持って運搬を始める。

  

  　唉，怎么说呢。虽然我完全不想和这家伙友好地聊天，但结果还是帮了他。这家伙走路的样子看起来真的很辛苦，真糟糕。

  　はあ、なんだかなぁ。こいつと仲良く会話する気なんかサラサラないけど、結局手を貸しちまった。しんどそうな歩き方されるのホント良くないわ、こいつ。

  

  　我们随意地聊着游戏的话题，动画的话题，话题用尽后过了一会儿又聊起游戏的话题。每当对话中断时，我就会想，为什么我要和这家伙……

  　テキトーにゲームの話をし、アニメの話をし、話題が尽きてしばらくしたらまたゲームの話をし。会話が途切れる度、なんでこいつが……なんて考えが浮かんでくる。

  

  　冬浦也会玩游戏吗？虽然我几乎不了解那家伙，但既然和水濑关系很好，那果然和这家伙有着相似的兴趣和爱好吧。

  　冬浦もゲームとかするのだろうか。あいつの事ほとんど何も知らないけど、水瀬と仲良くやってるんだからやっぱこいつと似たような趣味趣向を持ってるんだろうな。

  

  

  「……我说你啊」

  「……お前さ」

  「啊，怎么了？」

  「あいよ、どした」

  「你喜欢冬浦吧？」

  「冬浦の事好きやろ」

  

  

  　水濑笑了。怎么说呢，虽然聊兴趣的话题时我并不觉得有什么，而且也确实很开心，但要说有没有兴趣的话，倒也不是。我顺从自己的兴趣，向水濑抛出直球问题。

  　水瀬は破顔した。なんか、別に趣味の話をする分にはどうとも思わないし素直に楽しくはあるけど、興味が惹かれる話かと言われればそうでは無いし。俺は自分の興味に付き従い、真っ直ぐな質問を水瀬に投げかけた。

  

  

  「太突然了吧」

  「突然すぎるやろ」

  「很难回答吗？」

  「答えにくいか？」

  「不……嗯，喜欢吧」

  「いや……まぁ、好きではあるか」

  「我想也是」

  「だよな」

  「什么，我的那种感觉很容易被看出来吗？」

  「なに、僕のそういうの結構バレバレな感じ？」

  「我觉得很好懂。你只有和冬浦说话的时候很随意」

  「分かりやすいと思うぞ。お前、冬浦に話す時だけ気安いし」

  「真的假的？我还以为自己有好好地划清界限，不让她发现的说——」

  「まじ？　一線引いてバレないように接してたつもりなんだけどなー」

  「哪里有啊。从称呼方式就很明显了吧。明明对其他女生都是用姓氏加同学，却只有她一个人是用名字加酱。」

  「どこがだよ。呼び方からもうバレバレだろ。他の女子は名字にさん付けなのに、一人だけ名前にちゃん付けやし」

  「那是你牵强附会吧。只是因为认识很久了，所以才用那种称呼方式而已。」

  「それはこじつけやろ。結構付き合い長いからそういう呼び方してるだけやし」

  「除此之外还有很多地方都透露出来了。」

  「それ以外も諸々滲んでんだよ」

  「真的假的——话说，你问这种问题，那你自己又如何？我也会想这么问就是了。」

  「まじかー。てか、そんな質問してくるとかそっちはどうなん？　って言いたくもなるんだけど」

  「什么如何？」

  「どうなんとは」

  「西野也喜欢小依吗～？所以才会来试探我吧。」

  「西野も小依ちゃんの事好きなんかな〜って。だから探り入れてきたんかなと」

  「……嗯。不喜欢的话就不会问了。明明关系没那么好，却两个人单独聊这种话题。」

  「……まあ。好きじゃなかったら別に聞かんわな。二人っきりで、特に仲良くもないのにそんな話」

  「关系很好吧。我们不是去过好几次卡拉OK吗？」

  「仲良くはあるだろ。何回かカラオケ行ったやんけ」

  「只有两次而已。话说一开始你还想不起我的名字。」

  「二回しか言っとらんわ。てか最初名前思い出せてなかったやんお前」

  「啊哈哈，确实。」

  「あははっ、確かに」

  

  

  　水濑笑着肯定了我的话。因为有别班的团体从前方走来，我们默默地避开，确认没有人之后才又开始说话。

  　水瀬は笑いながら俺の言う事に肯定した。前方から別のクラスの集団が歩いてきたのでそれを黙って避けつつ、人が居なくなったのを確認した上でまた話し始める。

  

  

  「所以？要告白吗？」

  「で？　告るん？」

  「对小依？」

  「小依ちゃんに？」

  「只有这个选项吧。」

  「しかないだろ」

  「嗯——那你呢？」

  「んー。そっちは？」

  「我……还不告白。」

  「俺は……まだ告らねぇ」

  「总有一天会告白吗？」

  「いつかは告るんだ」

  「毕竟我喜欢她啊。」

  「そりゃ、好きやし」

  「但你现在不告白。为什么？」

  「でも今は告らないと。なんでや？」

  「你才是，为什么？你们感情很好吧。」

  「お前こそなんでだよ。仲良いだろ」

  「感情是很好，但她完全没把我当成男人看待。现在告白也只会被拒绝，所以现在是巩固地盘的时期。」

  「仲はそりゃ良いけど、ぜんっぜん男として意識されてないし。今告っても玉砕するに決まってるからまだ地盤固めの時期ですわ」

  「我可以直接告诉冬浦，说水濑你这么说吗？」

  「って、水瀬が言ってたって冬浦に伝えていいか？　直で」

  「当然不行啊！要是你敢这么做，我也会跟小依告状西野的事！」

  「いいわけないやろ！　んな事したら僕も小依ちゃんにチクるからな西野の事！」

  「哈哈哈，停战协定。」

  「ははは、停戦協定」

  「好，进入冷战。」

  「はい冷戦突入」

  

  

  　我们一边闲聊一边走到一楼，放下纸箱后回到图书准备室。从剩下的数量来看，现在一次搬三个的话，应该就能结束搬运作业了。我让水濑搬两个重的纸箱，自己搬三个比较轻的……不对，一点都不轻，重到手指都快断了。选错了吗？

  　軽口を叩き合いながらまた下まで着き、ダンボールを置いて図書準備室まで戻る。残りの数的に、今三つずつ運べばこの一回で運搬作業は終わりそうだ。重いダンボール二つを水瀬に持たせ、こっちは少し軽めのやつを三つ持つ。……いや全然軽くないわ、指ちぎれそうなくらい重かった。選択ミスったか。

  

  

  「不过，这样啊～西野也是情敌啊。敌人真多。」

  「しっかしそうか〜、西野もライバルか。敵が多いなぁ」

  「你是指冬浦吗？」

  「冬浦の話か？」

  「当然。我听说她定期会被男生告白，果然大家都很在意她呢～」

  「勿論。なーんか、定期的に男に告られるって話聞くしさ。やっぱ皆気になるよな〜って」

  「你是在挖苦我吗？」

  「嫌味かよ」

  「为什么？」

  「なんでだよ」

  「听那家伙说这种话，关系明显太亲密了吧。我连直接跟她说话的机会都没有。」

  「そういう話をあいつから聞かされるとか明らかに関係値深すぎるだろ。俺なんかあいつと直で会話する機会そうそうねぇし」

  「为什么你会喜欢上不怎么说话的对象啊？」

  「なんであまり話さない相手の事なんか好きになるんだよ」

  「发生了很多事。」

  「色々あったんだよ」

  「你这说法真耐人寻味。」

  「含みある言い方するやん」

  「我才不会告诉你我喜欢上她的理由。」

  「話さねぇぞ。好きになった理由とか」

  「我又没兴趣知道。」

  「さして興味無いってぇーの」

  

  

  　我们一边走，一边用轻松的口吻互相牵制。

  　軽い口ぶりだがしっかりとした牽制を互いに小出しつつ歩く。

  

  

  「话说，你每次都把饮料搬到一楼，不如先放下来吧？很重吧？」

  「てかさ、毎回その飲み物下まで運んでってるけど先に置きに行ったら？　重いやろ」

  「路线完全不一样啊。」

  「ルートが全然違うやろが」

  「那这次就绕远路，走经过你们班前面的路线吧。」

  「じゃあ今回は遠回りしてそっちのクラス前を通るルートにしようか」

  「不用了，我自己搬。你先去一楼放饮料，我们已经没什么好说的了。」

  「いいよ、一人で運ぶわ。お前は先に下に置きに行けよ、もう話す事もないし」

  「你是不是有点生气？」

  「なんか当たり強くね？」

  「要是我跟你装熟，反而很恶心吧？毕竟我们喜欢上同一个对象。」

  「逆に仲良しこよしムーブカマしたらキモすぎだろ。好きな相手被ってんのに」

  「是这样吗？因为这种事就闹不和，太小家子气了～」

  「そういう事？　そんなんで不仲とかみみっちい〜」

  「哇，就算不考虑那件事，我可能单纯就是讨厌你。」

  「うわっ。そういうの抜きにしてもシンプルに嫌いかもしれんわ、お前」

  「你跟冬浦是朋友，所以跟我好好相处啦～」

  「アツヤの友達やってんだから僕とも仲良くしろよ〜」

  「太近了太近了，别用肩膀撞我，烦死了。」

  「近い近い、肩ぶつけてくんなや暑苦しい」

  

  

  　走到通往走廊的岔路时，水濑说了声「再见～」便离开了。他不是坏人，但跟我不合。刚才我开玩笑说讨厌他，但我是真的跟他合不来，就算没有冬浦那件事，我跟这种人也合不来。

  　渡り廊下との分かれ道に着くと水瀬は「じゃーなー」と言って離れていった。悪い奴ではないんだが、合わないなぁ。さっきは冗談のつもりで言ったが、割とマジでノリが合わないから冬浦の件が無かったとして仲良くはなれない人種だな。アレ。

  

  

  「抱歉，我稍微绕了点路。」

  「悪い、ちょっと道草食ってたわ」

  「谢谢——！」

  「ありがとー！」

  

  

  　我把纸箱放在教室前的墙壁上，先进教室把饮料交给女生们。

  　教室前の壁にダンボールを下ろし、先に中に入って飲み物を女子達に渡す。

  

  

  「咦？间山去哪了？」

  「あれ？　間山はどこ行った？」

  「间山同学——她去哪了？」

  「間山さんはー、どこだっけ？」

  「桃果跟田中同学还有结乃一起去哪了，说故事好像有进展了。」

  「桃果なら田中くんと結乃と一緒にどっか行ったよ。ストーリーが進む気配がどうたら言ってたわ」

  「什么啊，那她的份就先放在桌上吧。」

  「なんじゃそりゃ。じゃあアイツの分は机にでも置いとくか」

  

  

  　把饮料全部发完后，我打算直接离开教室。剩下的女生们好像没什么事做，聚在一起边拍视频边跳舞，感觉很和平。另一方面，我却在做苦力，这就是阶级社会吗？

  　飲み物を全部渡し終え、そのまま教室を出ようとした。残った女子達は特にやることも無いのか、固まって動画撮りながらダンスを踊っていた。平和そのものって感じだ、一方その頃俺は力仕事。これが格差社会か。

  

  

  「嘿咻。」

  「よいしょ」

  

  

  　我往腰部使力，想把放在地上的三层纸箱抬起来，结果膝盖承受了巨大的负荷，手指也差点被扯断，而且比刚才更痛。好像因为习惯了，麻痹的感觉反而变得敏感。

  　床に放置した三段重ねダンボールを持ち上げようと腰に力を入れると、凄まじい負荷が膝にかかった。そしてまたもや指がちぎれそうになる、てかさっきより痛みが鋭い。癖になって麻痺していた感覚が過敏になっているみたいだ。

  

  

  「好痛……」

  「いてー……」

  「西野同学，你要搬那个吗？」

  「西野くん、それ運ぶん？」

  「咦？对啊……」

  「え？　おう、そうだけど……」

  「我来帮你吧？」

  「手伝おっか？」

  「……真的吗？」

  「……まじ？」

  

  

  　因为没办法用手指支撑，我努力奋斗想把纸箱放在前臂上，结果在教室里没事做的冬浦说要帮我。

  　流石に指で支えながら運ぶのは無理だったので、なんとか前腕に底を乗せるように奮闘していたら教室の中で暇していた冬浦が手伝うと言ってきた。

  

  　在我开口请她帮忙前，她就擅自拿起一个纸箱，抱在怀里站在我旁边。

  　彼女は俺が手伝ってくれってお願いをする前に勝手にダンボールを一つ取り、それを抱えて俺の横に並んだ。

  

  

  「要搬到哪？」

  「どこに持ってくの？」

  「啊……搬到一楼楼梯后面。」

  「あー……1番下の階の、階段裏の所まで」

  「OK——」

  「おっけー」

  

  

  　冬浦开始往前走，我也配合她迈开步伐。

  　冬浦が歩き出したので合わせて俺も足を動かす。

  

  　咦？你刚才不是在跟女生们跳舞吗？不是才跳到一半吗？怎么就直接过来了？

  　えっ？　女子達に混じって踊ってたやん今まで。途中じゃないの？　普通にこっち来るやん。

  

  　在奇怪的时间点变成两人独处，让我无法压抑困惑。平常明明那么想两人独处说话，一旦真的变成两人独处，又不知道该说什么才好，结果陷入沉默。

  　変なタイミングで二人きりになるタイミングが来て困惑を抑えられない。普段はあれだけ二人きりで何かを話したいと思ったのに、いざ二人きりになると何を話せばいいのか分からなくて無言になってしまう。

  

  　冬浦也没有特别找话题跟我说，我们就这样不发一语地走到楼梯。

  　冬浦も特に俺に話題を振ってくる事がなく、互いに何も発さないまま階段に差し掛かった。

  

  

  「西野同学。」

  「西野くん」

  「哦、哦。」

  「お、おう」

  「你有看到脚边吗？」

  「足下見える？」

  「脚边？没看到。」

  「足下？　見えないな」

  「我想也是。那我稍微靠过去一点哦。」

  「だよね。ちょっと横失礼するね」

  「靠过去？」

  「横？」

  

  

  　冬浦说完后走到我旁边，单手拿着小纸箱，另一只手用手指抓住我制服上臂附近的布。

  　そう言って俺のすぐ横に冬浦がやってくると、彼女は小さなダンボールを片手で持ってもう片方の手で俺の制服の二の腕辺りの布を指でつまんだ。

  

  

  「跌倒就危险了，你可以扶着我。」

  「転けたら危ないから私を支えにしていいよ」

  「扶着你？」

  「支えに？」

  「嗯。如果把体重全压在我身上我会生气，但稍微靠过来一点没关系。」

  「うん。ガッツリ体重掛けてきたら怒るけど、ちょっとなら寄りかかってきてもいいよって事」

  「啊……原来如此。」

  「あー……なるほど」

  「我太多管闲事了吗？」

  「余計なお世話だった？」

  「不会！帮大忙了。」

  「いや！　助かる」

  

  

  　虽然姿势上有点像是我靠在她身上，但冬浦似乎是出于好意才让我扶着她的身体。说实话，冬浦来帮忙的时候纸箱数量就已经跟刚才一样了，所以光是这样就足够了，但冬浦从来没有靠我这么近过，所以我决定接受她的好意。

  　若干体を引き離しているような姿勢ではあるものの、親切心で冬浦は自身の体を支えにしてくれたらしい。本音を言えば、冬浦が手伝ってくれた時点でダンボールの個数が先程と同じになったからそれだけで十分なのだが、こんな近くに冬浦が来る事なんてなかったから俺は彼女の気遣いに甘える事にした。

  

  　结果，我为了不把体重压在她身上，用奇怪的姿势弯着背走下楼梯，搞得身体比之前更僵硬了。搬完纸箱时的疲劳感比之前多了将近两倍。冬浦搬完纸箱后也找到水濑，立刻跑去跟她说话。

  　結果、体重を掛けすぎないように変に背中を曲げた姿勢で階段を降りる事となり、余計に体が凝りまくった。ダンボールを運び終えた時の疲労感はそれまでとは二倍近く溜まっていた。冬浦も運び終わると水瀬の背中を見つけてさっさとそちらに話に行くし。

  

  　总觉得，正负相抵后，我好像达到了无的境界。

  　なんかもう、プラスマイナスで言えば無の境地に達しそうな気分だった。

 
  52話「天気予報」

  第52话「天气预报」

  「天气预报不准啊！！可恶！！！」

  「天気予報まじいかれてる！！　くそー！！！」

  

  

  　小依开始打工了，今天难得和她一起放学……可我们刚出学校天就突然阴了下来，随后便下起了大雨。早上天气预报明明说今天是晴天，我气得不行，而且毫无征兆就下起大雨，更是让我火大。

  　小依くんがアルバイトを始めたとの事で、今日は珍しく彼女と一緒に下校する事となった……のだが、僕らが学校を出てすぐに天気は急に曇天に変わり、肌を強く叩きつける強い雨に見舞われてしまった。朝の天気予報では晴れの予報が出ていたというだけで腹が立つというのに、前触れのない大雨に打たれたというのが不服でならない。

  

  　我们边跑边踩着水洼，好不容易找到带顶棚的长椅，躲了进去。我们背靠背，拧着校服，尽量把水分拧干。

  　バシャバシャと水溜まりを蹴飛ばしながら走り、ようやく見つけた屋根付きのベンチまで辿り着き退避する。互いに背中を向け合い、制服を絞って少しでも水分を取り除く。

  

  

  「哈啊！怎么突然下大雨啊！真气人！」

  「はぁー！　いきなりこんな雨降るかね！　ムカつく〜！」

  「真的是突然呢。小依，你是雨女吗？」

  「まじでいきなりだったよね。小依くん、雨女だったりする？」

  「你是雨男吧！哈啊」

  「お前が雨男だったんだろ！　はぁっ」

  

  

  　小依坐在长椅上，可能是跑累了。

  　走り疲れたのか小依くんはベンチにドスンと腰掛けた。

  

  

  「你有带毛巾吗？」

  「タオルとか持ってないよね？」

  「没有。有带的话也就是膝毯」

  「持ってない〜。あるとしたらひざ掛けくらい」

  「膝毯？」

  「ひざ掛け？」

  「教室里的空调太冷了，不盖膝毯的话肚子马上就会着凉」

  「教室のエアコンさっむいんだよ。ひざ掛けないとすぐお腹壊す」

  「啊，我好像能理解。不过对运动部的人来说，空调凉一点更舒服吧」

  「あ〜、ちょっと分かるかも。まあ運動部の人らからしたらガンガン冷やしてる方が快適なんだろうけどね」

  「没有期中考试真累人啊。真希望运动部和非运动部能分开来」

  「中間が無いのがしんどいよな。いっそ教室分けて欲しいワ、運動部とそれ以外で」

  「就是啊。不过社团活动决定得比分班晚，所以也没办法」

  「言えてる。まあ部活決めの方がクラス決めより後に来るからそこは仕方ないけどね」

  「我知道啦」

  「分かってるけどさ〜」

  

  

  　小依坐在长椅上伸了个懒腰。

  　ベンチに座りながら小依くんが伸びをする。

  　……校服都湿透了。被雨淋湿的校服贴在肌肤上，隐约能看到肌肤的颜色。她里面穿着衬衣，所以没有露出胸罩，但这样也挺尴尬的。而且校服裙也湿了，腿的形状都清晰可见。

  　……制服、透けてるんだよなぁ。雨で濡れた布が肌に張り付いてうっすら肌色が見えている。中シャツは着ていたようなのでブラが見えてしまう一大事は回避出来ているが、そこはそれでまあ気まずい。スカートも濡れてるせいで足の形くっきりだし。

  

  

  「小依」

  「小依くん」

  「嗯？」

  「んー？」

  「你湿透了」

  「透けてます」

  「……别看，变态」

  「……見んな、変態」

  

  

  　小依用手遮住胸部，瞪着我骂道。虽然这个动作很可爱，但我觉得她差不多该为这件事被我责备了。

  　小依くんは自分を胸を手で隠しながら、僕を睨んで罵倒してきた。その仕草自体は可愛いんだけど、もうそろそろこれ関係で責められる謂れないと思うんだよな。

  

  

  「我也没一直盯着看啊」

  「そんなじっとは見てないでしょうが」

  「……你经常看我的胸」

  「……よく胸見てる」

  「我才没有经常看！？」

  「よくは見てないよ！？」

  「你刚才不就在看吗」

  「今見てたじゃん」

  「那是因为你都湿透了，还把胸挺起来啊！」

  「いやだってそりゃ、透けてるのに胸なんか張られたらさぁ！」

  「恶心」

  「きも」

  「对不起！我会注意不看的！」

  「ごめんなさいね！　見ないよう気をつけます！」

  

  

  　我脱下身上的开衫，披在小依的背上。

  　僕は着ていたカーディガンを脱ぎ、それを小依くんの背中に掛けた。

  

  

  「什么啊，好冷」

  「なに、冷たいんですけど」

  「你总不能一直用手遮着吧。穿上这个」

  「ずっと手で胸元隠すわけにはいかないでしょ。それ着なよ」

  「…………谢谢」

  「…………ありがと」

  

  

  　小依把脸扭向一边，向我道谢。好了，接下来该怎么办呢。总之我先在长椅上坐下，和小依拉开了一点距离。

  　小依くんは僕から顔を逸らした後にお礼を言った。さて、どうしたものか。とりあえずベンチの、小依くんとは少し距離を空けた位置にこちらも腰を下ろし休憩する。

  

  　我望着被雨淋湿的地面。再这样发呆下去，不仅会赶不上打工，还会感冒。话说，也不能穿着湿衣服去打工，该怎么办呢……。

  　いつまでも降り止まない雨が打つ地面を眺める。このままぼーっとして居たらバイトに間に合わないし風邪をひきそうだ。ていうか、服を濡らしたままバイト先に行く訳には居ないしどうしたもんかな……。

  

  

  「……不冷吗？」

  「……寒くね？」

  「冷」

  「寒い」

  「真糟糕啊。全身都湿透了，风也一直吹，却动不了」

  「やばいよな。全身ずぶ濡れでさ、風も吹きまくってんのに動かないのは」

  「是啊，可我也没勇气冲进这场大雨里」

  「そうだけど、この豪雨の中に飛び込む勇気は起きないですなぁ」

  「也是啊」

  「そうなぁ」

  

  

  　简短的对话后，小依向我靠了过来。我们的手肘碰在了一起。

  　短いやり取りの後、小依くんがこちらに身を近づけてきた。肘と肘が触れる。

  

  　我什么都没说，她又靠得更近了。虽然我们坐在一起，但小依已经完全贴在我身上了。她的体温传到我冰冷的身体上，让我稍微暖和了一些。

  　何も言わないままで居たらまた少し近づき、隣同士ではあるものの完全に小依くんと密着する形となった。彼女の体温が冷えた体に流れてきて若干暖かくなる。

  

  

  「会不会太近了？」

  「近くないですか」

  「因为我很冷嘛」

  「寒いんだもん」

  「冷是冷，但我的身体不会很冷吗？」

  「寒いけども。僕の体冷たくない？」

  「你动的话会冷，不动的话，会暖和」

  「動かれたら冷たい。少ししたら、あったかい」

  「你是要我一动不动吗」

  「微動だにするなと申すか」

  「对」

  「申す」

  「这是拷问吗」

  「拷問かな」

  「嗯」

  「うん」

  「那我动一动吧」

  「動き回ってやろうかな」

  「不行，你动我就杀了你」

  「駄目。動いたら殺す」

  「真可怕」

  「やばぁ」

  

  

  　她都发出杀人预告了，我可不能随便乱动。要是被小依的小手勒住脖子，我可能要过很久才能断气。

  　殺害予告までされたら安易に動く事は出来ないな。小依くんの小さな手で首を絞められたら落ちるまで時間が掛かりそうだ。

  

  　没办法，我只能照她的命令，像石头一样一动不动。小依把手放在自己的膝盖上，把掌心的水甩掉，然后对着膝盖哈气。

  　仕方ないので彼女の命令通りに石のように動かずを貫く。小依くんは自分の膝に手を置いてさすることで手のひらの水気を落とし、そこにはぁーっと吐息を当てた。

  

  

  「要回去吗？」

  「帰る？」

  「怎么回去？我可不想淋湿」

  「どうやって。濡れるの嫌だぞ」

  「比起一直待在这里，还是早点回家比较好吧？」

  「このままここにいるよりは早く家に着いた方がいいんじゃない？」

  「……我怕动起来会更冷，暂时不想动」

  「……余計寒くなるからしばらく動きたくない」

  「明白」

  「了解」

  

  

  　话虽如此，我们靠在一起，我能直接感受到小依的颤抖，让我有点担心。照这样下去，我们肯定会感冒的……。

  　とは言うものの、身を寄せあっているせいでダイレクトに小依くんの震えが伝わるから大丈夫なのかなって気持ちになる。普通にこれ風邪引くコースじゃないかな……。

  

  

  「那我的身体呢？冷吗？」

  「逆に俺の体は？　冷たい？」

  

  

  　我正想着该说些什么，小依就先开口了。

  　喋ることも無くなったと思った矢先、小依くんから話を振られた。

  

  

  「小依？不冷……不过这算不算性骚扰？」

  「小依くん？　冷たくはないけど……これセクハラにならない？」

  「不算吧。不冷就好」

  「ならないでしょ別に。冷たくないならよかった」

  「小孩子的体温比较高，所以很暖和」

  「子供体温だから結構あったかいよ」

  「别多嘴，小心我杀了你」

  「余計な一言付け加えんな殺すぞ」

  「你的声音在颤抖啊。现在的你有办法做出野蛮的事吗？」

  「声が震えてるなぁ。今の小依くんに野蛮な事なんて出来るのだろうか」

  

  

  　她一言不发地用拳头敲了敲我的大腿。对话暂时中断了。

  　無言で拳を太ももに落とされた。そこで一旦、会話が途切れた。

  

  　我们就这样沉默着，任凭时间流逝。我单纯是因为和小依紧贴在一起，心跳加速，紧张得不知该说什么好。她颤抖的身体让我更加在意她，这也是原因之一。我最多只能眺望风景。

  　互いに会話もないまま時が過ぎる。単純に、小依くんと密着してドキドキして変に緊張しているせいでどんな話を振ったらいいのか分からなくなっている。彼女の体が震えているせいで余計に彼女を意識してしまうのも要因なんだろうな。景色を眺めるのが精々だ。

  

  　我不太清楚小依为什么话变少了。在这种情况下，她应该不会和我一样心跳加速，难道是太冷了，说不出话吗？虽然我不觉得沉默会让人尴尬，但什么都不说，我就会好奇她在想什么。

  　小依くんサイドはなんで口数が少なくなっているのかあまり分からない。この状況に、まさか僕と同じようにドキドキしているとも思えないし、寒すぎて口を動かせないのだろうか。会話がない事で気まずいとは思わないけど、何も言わないとどんなことを考えているのか気になってしまう。

  

  　我瞥了小依一眼。从她滴着水的黑发缝隙中，可以看到她的眼睛微微眯起。她的嘴唇紧闭，仿佛在用力咬住嘴唇，不知是想说什么，还是因为寒冷而颤抖，嘴唇微微颤抖着。

  　隣の小依くんをチラッと見る。雫の滴る黒い髪の隙間から覗く瞳は少しだけ細められていた。唇は先の方に力を入れるようにして結ばれていて、何か言いたげなのかそれとも寒さに震えているのか僅かにプルプルと振動していた。

  

  　我观察着她，她也看向我的脸，我们四目相对。她瞬间惊讶地睁大眼睛，然后立刻皱起眉头，露出不快的表情开口：

  　彼女を観察したら、彼女の方からも僕の顔を見ようとしてきて目が合った。一瞬驚いたように目を見開いた後、彼女はすぐに眉をひそめて不快そうな表情を作ってから口を開いた。

  

  

  「你在看什么？」

  「なに見てんの」

  「我在想你没事吧。」

  「大丈夫かなぁって思って」

  「什么没事？」

  「なにが」

  「你很冷吧？」

  「寒いでしょ？」

  「彼此彼此吧。」

  「お互い様だろ」

  「是啊，但你有肌肉，我觉得你更冷」

  「そうだけど、僕は筋肉がある分小依くんの方がより寒いと思うからさ」

  「没那回事，我穿得更厚」

  「そんな事ない。俺のが、厚着だし」

  「你那么瘦，我担心你啊」

  「細身だし心配だよ。素直に」

  「是吗，谢谢关心」

  「あっそ。そりゃどうも」

  

  

  　小依说完，先转开了脸。我感到有些难为情，慢了一拍也转过脸，小依推我的力道变强了。

  　そう言うと小依くんから先に僕から顔を逸らした。なんか気恥ずかしくなり僕も遅れて顔を小依くんのいる方とは逆の方に向けると、小依くんから押してくる力が少し強まった。

  

  　这里被树木包围，只能听到雨声。由于视野不畅，身旁少女的存在感更强烈地抓住了我的心。

  　雨音しか聴こえない、木々で囲うように作られた休憩所。視界が開けていないせいで隣にいる少女の存在感がより強く僕の心を握りこんでくる。

  

  　我稍微远离了她一点，视野外似乎有什么动静。

  　少しだけ、彼女から距離を離す。すると視界の外で何かが動く気配がした。

  

  　小依用手指捏住了我的校服袖子，但没有进一步表示什么。我转过头，她立刻把手放下，不知为何一脸不满，微微移开视线开始说话。

  　小依くんが僕の制服の袖を指でつまんだ。でもそれ以上になにかの意思表示をすることは無く、彼女の方を向くとさっさと手を下ろして小依くんは何故か不満げな顔で僕から僅かに視線を外しながら話し始めた。

  

  

  「为什么要离开，不是说很冷吗，笨蛋」

  「なんで離れんの。寒いっつってんじゃんボケ」

  「不是，我觉得有点太近了……」

  「いや、ちょっとくっつきすぎかなと……」

  「你不喜欢？」

  「嫌なん？」

  「完全没有不喜欢」

  「全然嫌とかじゃなくてっ」

  「那是什么」

  「じゃあなに」

  「……有点难为情」

  「……恥ずかしくなったというか」

  「很冷的，贴紧点」

  「寒いからくっつけ」

  「我们好歹是异性」

  「僕ら一応肉体が男女なので」

  「我知道，别每次都讲一样的话」

  「分かってるし。毎回馬鹿みたいに同じ話しないで」

  「既然知道，那我希望你能理解我的纠结」

  「分かっているなら僕の葛藤も理解して頂きたい所」

  「纠结？」

  「葛藤？」

  「被女孩子贴着……」

  「女の子にくっつかれるとこう……」

  

  

  　该怎么说才好呢，我一时想不到合适的说法，话到嘴边又咽了回去。小依代替沉默的我想象了后续，开口道。

  　なんと言ったら丸いのか、言い回しが思いつかなくて言葉が止まってしまった。口が止まった僕に変わり、その続きを想像した小依くんが口を開いた。

  

  

  「……恶心？」

  「……きもい？」

  「不是，不是那个」

  「違うそっちじゃない！」

  「不是吗……那就好」

  「違うのか。……よかった」

  「最后那句被风声盖住了我没听清，应该说正好相反」

  「最後の方風でよく聞き取れなかったんだけど、それとは真逆と言いますか」

  「相反？」

  「真逆？」

  「……相反，就是心跳加速」

  「……真逆というか。ドキドキするじゃないっすか」

  「心跳加速……对我？」

  「ドキドキ……俺に？」

  「啊」

  「あっ」

  

  

  　糟糕，可能踩到地雷了。语尾都拉长了，这完全是“喂，不是说过别把我当女人吗，想死吗？”的高压态度。还能靠刚才的对话修正轨道吗！？

  　やばい。地雷踏んだかもしれない。語尾が伸びたぞ、これ完全に『てめぇ、女扱いすんなっつったよな。殺されたいのかなぁ？』って圧掛けられてるわ。今の流れで軌道修正出来るかなぁ！？

  

  

  「心跳加速只是个比喻，因为很少有机会碰到女性的身体，所以觉得稀奇，所以心跳加速？」

  「ドキドキというのは言葉の綾というか、女性の体に触れ合う機会なんてそうないので物珍しさでという意味でドキドキというか？」

  「你想说什么？」

  「何が言いたいん？」

  「啊——呃——」

  「あー、えー」

  「我讨厌长篇大论，直说」

  「長話嫌い。端的に言って」

  「呃……这样对心脏不好，所以希望你别贴着我」

  「えぇ。……心臓に悪いから、あまりくっつかないで貰えると」

  「……什么啊」

  「……んだそれ」

  

  

  　小依小声嘟囔着什么，把手放在膝盖上，低着头继续说道。

  　小さな声でなにか呟くと、小依くんは膝に手を置いて俯きながら言葉を続けた。

  

  

  「和我贴着，会心跳加速吗？」

  「俺とくっついて、ドキドキ出来んの？」

  「哎，那当然」

  「えっ。それは、そうでしょ」

  「只是被女人贴着就心跳加速，真单纯」

  「女にくっつかれただけでそうなるんだ。単純だな」

  「不是的，被其他女生贴着只会觉得困扰」

  「そういう訳ではなくて。他の子にくっつかれたりしたら困惑するだけだし」

  「……只，只对我心动吗？」

  「……お、俺だけにドキドキしてんの？」

  

  

  　哎，是这样没错。她问得这么直接，却没有生气。

  　えっ。まあそうだが。そんなド直球な質問をしてくるんだ、怒るでもなく。

  　小依的眼神很认真，虽然对上眼后她会害羞地移开视线，但还是积极地等待我的回答。

  　小依くんは割と真剣な目で、目を合わせると控えめに目を逸らしてはくるものの質問の答えを聞く姿勢自体は結構前のめりな感じでこちらの返しを待つ。

  

  

  「回答我」

  「答えろよ」

  「唔，嗯」

  「う、うーん」

  

  

  　小依的语气稍微强硬了些，她看着我，像猫一样滴溜溜的大眼睛直勾勾地盯着我的眼睛，感觉移开视线就会被她咬一口。

  　小依くんが少しだけ口調を強めてそう言うと、僕の方を見てきた。猫のようなクリクリの両目でしっかり僕の瞳を覗き込んできて、目を離したら噛みつかれそうな雰囲気すらあった。

  

  　在谜之压迫感的逼迫下，我看着她的眼睛，从喉咙里挤出声音。

  　謎の威圧感に圧され、僕は彼女の目を見たまま懸命に喉の奥から声を捻り出した。

  

  

  「……因为是你，我才会心动」

  「……小依くんだから、ドキドキしてる」

  「为什么？」

  「なんで？」

  

  

  　她立刻反问，手撑在长椅上，身体靠得更近了。脸一下子凑到我面前，身体都贴在一起了。我还没反应过来，她就用我借给她的那件大号开衫的袖子拍了拍我的脸。

  　ノータイム質問返し、に加えて彼女はベンチに手をついて一段階僕の方に身を寄せた。顔がグンッと近付き胴体が当たる。急な出来事に惚けていると、彼女は僕から借りたブカブカのカーディガンの袖で僕の頬を叩いてきた。

  

  

  「别无视我」

  「無視すんな」

  「没有！」

  「してないよ！」

  「你刚才无视了」

  「したじゃん今」

  「不是无视，是没想好怎么回答！」

  「無視じゃなくて言い淀んだの！」

  「有什么好犹豫的？我只是问你为什么心动而已」

  「言い淀むことなんかある？　なんでって聞いてるだけじゃん」

  「这，这个……」

  「そ、それは……」

  「这个？」

  「それは？」

  

  

  　我无法直视她的眼睛，只好低下头看向她的嘴角。她那柔软的嘴唇刚要张开，又突然闭上了。小依总是瞪着我，所以看她的眼神会觉得她心情不好，但只看嘴角的话，就会产生她很不安的错觉。

  　目を見てられなくなって、視線を落として彼女の口元に目が行った。開きかけていた柔らかそうな唇が急に閉じる。小依くんはとにかく人を睨みつけてくるから目元を見てると不機嫌そうな印象が目に付くが、口元だけを見ると逆に不安げそうな表情をしている錯覚に陥る。

  

  　过了一会儿，她咂了咂嘴，视线落在脚边。她把双手放在大腿上，手指交缠在一起，关节开始发出咔咔声。我接下来会被打吗？

  　少し時間が経つと彼女は舌打ちをして目線を足元に落とした。太ももに上に両手を置き、自分の指と指を絡めるように遊び始めたと思ったらポキポキと関節を鳴らし始めた。これから殴られるのだろうか？

  

  

  「算了，我换个问题」

  「もういいわ。質問変える」

  「啊，好。这样就帮大忙了」

  「あ、あぁ。そうしてもらえると助かります」

  「嗯。你啊」

  「ん。お前さ」

  「嗯」

  「はい」

  「……把我当成女孩子看待吗？」

  「……俺の事、女の子として見てる？」

  

  

  　没救了。又来了个直球问题。这已经不是肉体层面的问题了，而是直接问了我怎么看待她这个人。

  　助からない。またしてもど真ん中ストレートの質問が飛んできた。肉体云々じゃなく、もう個人の扱い方そのものの体で聞いてきてるよねこれ。

  

  

  「这个问题你得回答我」

  「これには答えろよ」

  

  

  　她的声音低沉而平静，仿佛将声音直接放置在了这个空间里一样。

  　彼女の言葉は低く、静かで音をその空間にそのまま置いているかのような落ち着きがあった。

  

  

  「…………我把你当成女孩子看待。这不是当然的吗」

  「…………女の子として見てるよ。当たり前だろ」

  「是吗……那，你心中已经没有冬浦小依是男孩子的印象了吗？已经死掉了吗？」

  「そっか。……じゃあ、お前ん中で男の頃の冬浦小依はもう残ってないの？　死んじゃった？」

  「那还是有的……该怎么说呢，就是把那部分也考虑进去，把你当成女孩子看待」

  「それは残ってるけど……なんて言えばいいんだろう。それを加味した上で、女の子として見ているというか」

  「我懂了」

  「分かった」

  

  

  　打在屋顶上的雨声变大了。雨完全没有要停的意思，时间也变得越来越慢。

  　屋根に落ちる雨の音が強くなる。全然降り止む様子のない雨のせいで時間がどんどん間延びしていく。

  

  　她把身体稍微靠向我。小依的肩膀和我的肩膀下部碰在了一起。

  　彼女はこちらに体を少し近付けた。小依くんの肩と僕の肩下が触れ合う。

  

  

  「太，太近了」

  「ち、近いって」

  「你把我当成女孩子看待，所以对我心动了对吧」

  「俺のこと女の子として見てて、お前は俺にドキドキしてるんだよね」

  「……」

  「……」

  「就算是这样，那这是不可以的事吗？」

  「そうだったとして。じゃあこれはいけない事なん？」

  「什么意思？」

  「というと？」

  「就是说，做这种事是不可以的吗？」

  「だから。こういう事するのは、いけない事なん？」

  「……至少，对不喜欢的异性做这种事，不是很奇怪吗」

  「……少なくとも、好きでもない異性にこういうのをするのは、おかしいんじゃないかな」

  「哦」

  「へぇ」

  

  

  　我附和了一声，她又更用力地贴了上来。我稍微把背转向她，小依就直接把头靠在了我的右肩胛骨附近。

  　相槌を打つと、彼女は更に僕の方にくっつく力を強めた。若干彼女の方に背中を向けると、小依くんはそのまま僕の右の肩甲骨辺りに頭を当ててきた。

  

  　我最近觉得小依和我的距离感太近了。为什么她要靠得这么近呢，我真想对她说，你这样我当然会误会啊。

  　最近やけに小依くんからの距離感が近すぎるなと感じる事がある。何故こんなにも近付いてくるのか、こんな事をされたら流石に勘違いだってしてしまうのは当然だと彼女に言いたい。

  

  

  「会被误会的哦？」

  「誤解されるよ？」

  「被谁误会？又没人看见」

  「誰に？　誰も見てないじゃん」

  「主要是我」

  「主に僕に」

  「………………才不是误会」

  「………………誤解じゃないし」

  

  

  　这次我真的没听清她说什么了。她说话的语气就像梦话一样轻飘飘的，音量也小得像刚从嘴里说出来就掉到地上一样，根本不可能听清。

  　なんて言ったのか、今度こそ本当に聞き取れなかった。寝言のようなふわついた口調で、口先から出てすぐに地面の方に落ちていくようなボリュームの声だったから聞き取ることなんて不可能だった。

  

  　她贴着我一动不动地待了一会儿，然后端正了姿势离开我。小依重新坐好后，脸上微微泛起红晕，不高兴的表情也比平时柔和了一些，真要说的话，她现在的表情更像是在拼命掩饰自己的害羞。

  　彼女はしばらくの間動かずに僕にくっついた後、身を正して僕から離れた。ちゃんと座り直した小依くんの顔は仄かに赤く染め上がっていて、不機嫌顔はいつもより緩くてどちらかと言うと恥ずかしさとか、そういうのを必死に隠そうとしているような表情をしていた。

  

  

  「我差不多该回去了」

  「そろそろ帰るわ」

  「雨还在下个不停啊」

  「まだ雨ザーザーですけど」

  「我跑回去」

  「走る」

  「会感冒的」

  「風邪引くって」

  「也不知道什么时候才会停」

  「いつ雨止むのか分かんないし」

  「我看天气预报，感觉再过一会儿雨势就会变小了」

  「もう少ししたら弱まるんじゃないかな。現行の天気予報を見た感じ」

  「……那我就再待一会儿。你转过来」

  「……じゃあもう少しこうしてる。こっち向いて」

  「哎？」

  「え？」

  

  

  　我照她说的把身体转向她那边，小依又贴了上来，把耳朵贴在我的胸口。

  　彼女に言われた通り体を彼女のいる方に向けると、僕の胸元に耳を当てるようにして小依くんがまた身をくっつけてきた。

  

  　在空无一人的空间里，与心仪之人独处，相互依偎。如果只看这一幕，或许会觉得很浪漫，但小依完全没察觉我的心意，而且要是我老实表白，一定会伤害到她，所以老实说，这已经接近自残行为了。

  　誰も居ない空間で二人きり、好意を寄せる相手と身を寄せ合う。そこだけ切り取ればロマンティックな場面にも思えるけど、小依くんは一向に僕の気持ちには気付かないし正直に告白したらきっと傷つけてしまう関係性だから、実を言うとこれは自傷行為に近い状況だった。

  

  　我的心在好感与自制之间摇摆不定，令我心痛。即便如此，我的心跳还是无视我的意志，越跳越快。小依把耳朵贴在我的胸口，或许能听到我的心跳声。

  　好意と自制の間で心で揺れて胸が痛くなる。それでも鼓動は僕の意思を無視して勢いを早めている。胸に耳を当てる小依くんには、その鼓動の音が聴こえているのかもしれない。

  

  　……就算被她听到，她也一定不会察觉我的心意吧。我有这种负面的信赖感。就算我把她当成女孩子看待，她也不会认为我是在恋爱意义上喜欢她，只会觉得我的心跳变快了而已。

  　……もしそれを聴かれても、小依くんはきっと僕の気持ちには気付かないだろうなっていう嫌な方向の信頼があった。僕が彼女の事を女の子として見ていようと、彼女は僕に恋愛的な意味で好かれるなんて発送は無いだろうし、単に心拍数が上がっているとしか思わないんだろうな。

  

  

  「我说。」

  「なあ」

  「嗯。」

  「はい」

  「我听不到心跳声。」

  「心臓の音、聴こえないんですけど」

  「我死了吗！？」

  「僕死んでる！？」

  「我想是因为衣服太厚了，还有姿势。」

  「服が邪魔なんだと思う。あと姿勢」

  「我不会脱衣服的。」

  「脱がないよ」

  「为什么？」

  「なんで」

  「我可不想被写进可疑人士情报里。」

  「不審者情報に書き込まれるのはちょっと」

  「要是有人要来看，我会帮你遮住的。」

  「人に見られそうになったら隠してやるよ」

  「抱歉，我直说了，我觉得你们看起来只像在野外做那种事的情侣。」

  「ごめんね。言葉選ばずに言うけど、野外でやる事やってるカップルにしか見られないと思うよ」

  「情侣……」

  「カップル……」

  「请不要挑这个点攻击我好吗？太不讲理了」

  「そこピックアップして僕に攻撃するのはやめてくださいね？　理不尽すぎるので」

  「……我知道的」

  「……分かってるよ」

  

  

  　小依同学稍微挪了挪头的位置，试图寻找我胸口深处的心跳声。但无论怎么尝试都听不到，最后她放弃似的叹了口气，不再动了。

  　小依くんは少し頭の位置をズラして僕の胸の奥にある心臓の音を探り当てようとしていた。だがいくらやっても聴こえてこないらしく、やがて諦めたようにため息を吐くと動くのをやめた。

  

  

  「……太迟钝了吧？」

  「……鈍感すぎん？」

  「？你说了什么吗？」

  「？　なんか言った？」

  「我说这枕头真硬」

  「固い枕だなぁって言った」

  「你是想让我在皮下塞羽毛吗」

  「皮の下に羽毛を詰めろと言うつもりですか」

  「好像挺有趣的，下次试试吧」

  「おもろそうそれ。今度やろうぜ」

  「那不就是恐怖拷问吗，我才不干」

  「グロ拷問じゃん。やらないよ」

  「哎，真遗憾」

  「えー。残念」

  「你居然觉得遗憾，这个人可能有点可怕啊」

  「残念まじか。怖いかもな〜、この人」

  

  

  　小依同学什么都没做，只是靠在我身上。这一定没有什么特别的含义。只是因为最近我们经常一起玩网游玩到晚上，疲劳积累加上被雨淋湿，导致她没有力气动弹了吧。

  　小依くんは何をするでもなく僕の体に身を預ける。きっとそこに特別な意味なんかない。最近は夜まで一緒にオンラインでゲームをやっていたから、疲労の蓄積が雨に打たれたことでどっと溢れてきて動く気力が損なわれているだけなのだろう。

  

  　虽然我觉得我们之间永远不会有进展，但只有我被问到对小依同学的看法，然后就结束了，这样是不是有点不公平呢？我脑中浮现出了这样的想法。

  　なんだか、伝わる事は永遠にないんだろうなって思ってはいるものの、こちらだけが小依くんの事をどう思っているのかを聞かれてそれでおしまいはちょっと不公平じゃないか、なんて考えが浮かんできた。

  

  

  「小依同学」「10分钟后」

  「小依くんは」「10分したら」

  

  

  　我们说话的时机完全重合了。因为说话的时机完全一致，小依同学忍不住喷笑，开心地笑了起来。我也跟着笑了起来，两个人一起笑着分享刚刚发生的奇迹。

  　喋るタイミングが丸かぶりした。寸分違わない一致率100パーセントの語り出しだったので小依くんは吹き出し、楽しそうに笑っていた。それに釣られて僕も少しだけ笑って、二人して肩を揺らしながら今起きた奇跡を分かち合った。

  

  

  「啊哈哈。你、你刚才想说什么？」

  「あははっ。な、なんだった？」

  「没、没什么，我没什么重要的事。小依同学你呢？」

  「い、いや、僕のは大した事ないから。小依くんは？」

  「我本来想说，再过10分钟就去我家」

  「俺は、あと10分したら俺の家に移動しようぜって言おうとした」

  「去小依同学家？」

  「小依くんの家？」

  「从这里去我家比较近吧？我们两个的身体都快冻僵了，不洗个澡换身衣服的话真的会感冒的」

  「ここからだと俺の家の方が近いでしょ？　そろそろお互い体を冷やしすぎだし、風呂入って着替えないと本気で風邪引く事になりそうだからさ」

  「虽然很感谢你让我去洗澡，但我没有衣服去打工啊」

  「シャワーはありがたいんだけど、バイト先に着ていく服がないよ」

  「穿我的衣服不就行了？」

  「俺の服着てけばいいんじゃない？」

  「之前也借穿过，但女士的衣服还是有点……」

  「前にも借りたけど、やっぱりレディース服はちょっと……」

  「那运动服……上课的时候要用，所以借你体操服吧。体操服的话男女款式都一样吧」

  「じゃあジャージ……は授業で使うから、体操服貸してやるよ。体操服なら男女でデザインの違いはないやろ」

  「虽然一样，但穿体操服去打工有点危险啊」

  「無いけど、バイト先に体操服は結構際どいか」

  「那就只能女装了」

  「じゃあ女装ルートだな」

  「那我就借体操服穿了。谢谢你，小依同学！」

  「体操服借りますね。ありがとう小依くん！」

  「好」

  「あいよ」

  

  

  　因为刚刚才笑过，小依同学爽快地回答了我。她是不是忘了我们身体贴在一起啊。还有，手的位置有点难受，我想换一下位置，但小依同学的屁股就在旁边，我动不了。这下子手肯定要麻了。

  　笑いあった直後もあって小依くんは快活な返事をした。体をくっつけ合っている事、忘れてないかな。あと、手の位置がしんどいから移動させたいんだけどすぐ近くに小依くんの尻があるから動かせなかった。痺れるの確定だなこれは。

  

  

  

  

  「糟了，体操服在洗衣机里」

  「やーばい。体操服洗濯機の中だわ」

  

  

  　到了小依同学家，她冲完澡换上私服回到玄关，然后说出了这句话。

  　小依くんの家に着き、パパっとシャワーを浴びて私服に着替えた彼女が玄関に戻ってくるとそのような言葉を発した。

  

  

  「水濑，出问题了。没有备用的体操服」

  「問題が起きたぞ水瀬。体操服の余りがない」

  「没有吗……那、那我就跑回自己的宿舍吧」

  「ないか……ま、まぁそれならダッシュで自分の寮に戻ろうかな」

  「不，嗯……要穿女装吗？」

  「いや。うーん……女装する？」

  「不要。你的好意我心领了，但打工的时候穿女装还是……」

  「しないです。気持ちはありがたいんだけど、流石にバイト中は女物の服はね……」

  「也是啊」

  「だよなぁ」

  

  

  　听了我的回答，她抱起胳膊思考起来。思考了几秒后，她走向房间，拿了包回来。

  　僕の返答を聞き彼女は腕を組み考える。数秒間思考を巡らした後、彼女は部屋の方へ歩いて行って鞄を持って帰ってきた。

  　她把包放在地上，我还在想她要做什么，她就从包里拿出了一件叠好的体操服。

  　床に鞄を置き、何をするのかと思いきや彼女は鞄の中に入っていた畳まれた体操服を取り出した。

  

  

  「我姑且有个办法」

  「一応択はある」

  「哦」

  「ほう」

  「就是这个」

  「というのがこれ」

  

  

  　她指着自己刚才拿出的，应该是今天体育课上穿的体操服。

  　彼女は自分が今しがた取り出した、おそらく今日の体育の授業で使用したであろう体操服を指差す。

  

  

  「……今天穿过了，所以不干净，但姑且有件体操服」

  「……今日着てたから、綺麗ではないんだけど一応、体操服はある」

  「嗯」

  「ふむ」

  「要穿这个吗？」

  「これ、着る？」

  「……嗯」

  「……ふむ」

  

  

  　嗯。原来如此。

  　ふむ。なるほど。

  

  　要就这样全身湿透，在雨势越来越大的暴雨中回到自己的宿舍换自己的衣服。

  　このまま、全身ずぶ濡れのまま、今なお勢いを増す豪雨の中自分の寮に帰って自分の服を着るか。

  　还是穿小依同学平时穿的，以女性来说相当娇小的女性服装。

  　女性として見てもかなり小柄な小依くんが普段着ている、女物の服を着るか。

  　还是穿小依同学上课时穿的，之后和我一起吃午饭时也穿着的体操服。

  　小依くんが授業で使用していた、なんだったらその後僕と昼食を取る時も着ていた体操服を着るか。

  

  　三选一啊。嗯，原来如此。

  　3択、か。うーん、なるほど。

  

  

  「……虽然有汗臭味，算是惩罚游戏了。不过总比穿湿衣服……好吧，至少能避免感冒的风险」

  「……汗臭いだろうから、これはこれで罰ゲームになるだろうけどさ。濡れた服を着るくらいなら、まぁ……風邪を引くリスクは避けれるよな」

  「……那个，小依同学觉得可以吗？」

  「……えっと、小依くん的にはおっけーなのでしょうか」

  「我？」

  「俺？」

  「嗯，嗯。穿自己刚才穿过的衣服，生理上可以接受吗？」

  「う、うん。ついさっき自分が着ていた服を着られるの、生理的に大丈夫？」

  「今天没来」

  「今日生理じゃない」

  「不是那个意思。不是有生理上无法接受的概念吗」

  「そういう事ではなく。生理的に無理って概念あるじゃんか」

  「我完全没问题。不如说水濑你才应该介意吧」

  「俺は全然平気だけど。むしろそこを気にするべきは水瀬というか」

  「我也没问题」

  「僕の方も、問題は無いけど」

  「那就」

  「じゃあ」

  

  

  　小依同学把体操服递给我。虽然没有今天她穿过的那种感觉和温度，但触感确实像是刚脱下来的衣服，皱巴巴的，感觉很真实。

  　小依くんから体操服を手渡される。今日彼女が着ていた感覚、温もりは残っていないけど感触は確かに、脱いだ後の服という事でヨレていて生々しい感じ。

  

  

  「……别闻味道哦」

  「……あんま匂い嗅がないでね」

  「那，那当然」

  「そ、それはもちろん」

  「啊，但是……算了。抱歉，你去洗澡吧」

  「あ、でもっ……いいや。ごめん、シャワー行ってらっしゃい」

  「明白」

  「了解です」

  

  

  　我拿着小依同学借给我的体操服进入更衣室，脱掉衣服走进浴室。虽然这已经是第三次在小依同学家洗澡了，但还是有点紧张……。

  　彼女から借りた体操服を持ったまま脱衣場に入り、服を脱ぎ浴場に立つ。何気にこれで小依くんの家でお風呂を借りるのは３回目になるけど、地味にこれも緊張するんだよな……。

  

  　一想到她平时就是在这里洗澡的，我就感觉要贫血晕倒了，所以还是什么都别想，赶紧洗完出来吧。

  　普段彼女がここでシャワーを浴びてお風呂に入っていることを意識すると貧血で倒れそうになるので、何も考えないようにしつつさっさとやる事を済ませて脱衣場に出る。

  

  

  「好了……」

  「さて……」

  

  

  　眼前是小依同学的体操服。不过在那之前还有个问题，内裤怎么办，要穿着湿的吗……。

  　目の前には小依くんの体操服がある。ていうかその手前にまた別の問題があるんだよな。下着どうしよう、びしょ濡れのまま履くか……。

  

  

  「洗好了吗？」

  「上がったー？」

  「！？」

  「っ！？」

  

  

  　吓我一跳！小依同学的声音从门的另一边传来。

  　びっっっくりしたぁ！　戸を隔てたすぐそこから小依くんの声がした。

  　我慌忙伸手挡住更衣室的门，她应该不会开门吧。不会的，我不会放手的。

  　慌てて反射的に脱衣場の戸を手で抑えたが、開けるわけないか。開けるわけないよな、手は退かせないけど。

  

  

  「咦，水濑？出来了吗？」

  「あれ、水瀬ー？　出たー？」

  「出来了。怎么了？」

  「出たよ。どうしたの？」

  「没什么。就是想问你内裤怎么办」

  「いや。そういえば下着どうすんのかなって」

  「我正好在烦恼呢。穿上的话感觉会很不舒服」

  「丁度今悩んでた所だな。履いたら一気に気分最悪になったもん」

  「也是。好吧，我帮你洗了」

  「だよな。いいよ、洗濯しとくわ」

  「……等等。你是说让我光着屁股穿短裤吗？」

  「……ストップ。それ、ノーパンで短パンを履けと言っている？」

  「？是啊」

  「？　そりゃな」

  

  

  　这……对小依同学来说可能没什么好在意的吧……。

  　そりゃな、て。まあ小依くんからしたら気にする所はないかもしれないけどさ……。

  

  

  「我把内裤放在制服上，你洗完澡后告诉我一声，我帮你洗」

  「制服の上に置いといたらテキトーに洗っとくから、着替えたら教えてな」

  「明白了……」

  「了解です……」

  

  

  　我怀着歉意在门前鞠了一躬，把内裤夹在制服的上下之间，强忍着尴尬，光着屁股穿上小依同学的短裤。

  　申し訳なさから戸の前で一礼をして、下着を制服の上と下の間に挟みつつ。気まずさに耐えながらノーパンで小依くんの体操服のズボンを履く。

  

  　感觉凉飕飕的。我还是第一次光着屁股穿裤子。话说，这裤子果然很小啊，不往下拉一点的话膝盖都要露出来了。

  　めっちゃスースーするわ。初めてだな、ノーパンでズボン履いたの。というか、やっぱり小さいなぁ。結構下げパンしないと膝小僧が出てしまうな。

  

  

  「然后，上衣……」

  「で、上か……」

  

  

  　裤子是下半身的衣物，所以穿上后……也不能说完全不会在意。毕竟我现在没穿内裤。不过，问题还是在上衣。

  　ズボンは言うて下半身だから身に付けてもそこまで意識する事は……ないとも言えないか。今僕ノーパンだしな。でもそれはそれとして、やっぱり上の方が問題なんだよな。

  

  　……嗯，没有汗臭味。反而有股甜甜的香味。不妙不妙。防御力这么低，要是血液集中到那里就糟了。要是勃起了就藏不住了。必须把多余的信息从大脑中赶出去。

  　……うん、汗臭くはない。むしろ甘くて良い匂いがする。やばいやばい。防御力が紙なのに血を集めるのはまずすぎる。これでムクついたら隠しようがない。脳から無駄な情報を追い出さなくては。

  

  

  「不行，不可能。这味道比之前借的衣服还……」

  「いや無理だ。前に借りた服より匂いが……」

  「你这话跟变态一样」

  「お前変態みたいなこと言ってるだろ」

  「你怎么在这！？」

  「なんでそこでスタンバってるんだ！？」

  

  

  　我自言自语的话被小依同学听得一清二楚。太奇怪了吧，人家明明就在更衣室里，你却站在门口等着。

  　独り言のつもりで口から吐いた言葉を思い切っきり小依くんに聞かれてしまった。おかしいでしょ、人が脱衣場にいるのにその入口の前にスタンバイしてるのは。

  

  

  「要是你说臭，我就要冲进去了」

  「臭いって言ったら殴り込むつもりだったんだよ」

  「借来的衣服我怎么可能说臭啊！？」

  「借り物でそんな事言うわけないでしょ！？」

  「你刚才不就说了吗」

  「言ってるやんけ今」

  「我没说臭啊」

  「臭いとは言ってないよ」

  「……说出对气味的感想本身就莫名其妙，而且很恶心。一般不会说的吧」

  「……匂いの感想を口に出すの普通に謎だしナチュラルにきしょいから。言わないだろ」

  「小依同学，衣服果然太小了。感觉很危险」

  「小依くん。やっぱ服小さいや。際どい感じになってる」

  「别岔开话题……但除此之外就只能穿女装了。你衡量一下，哪边更难受？」

  「話逸らすな。……でもそれ以外だと女装になるぞ。天秤にかけたらどっちがキツいん？」

  「对我来说两边都很难受」

  「どっちもキツいかもしれない、僕視点」

  「让我看看」

  「見せてみ」

  

  

  　我打开门出现在小依同学面前。身高不到150的小依同学的体操服被身高超过180的我穿上后，小依同学看到这魔物般的景象，瞬间僵住，然后大笑起来，蹲在地上。

  　戸を開けて小依くんの前に姿を現す。身長150も無い小依くんの体操服を身長180超えてる僕が着ることによって生まれる魔物を目にした小依くんは、一瞬フリーズした後にぎゃははははと大笑いをしてその場にしゃがみ込んだ。

  

  

  「嘻嘻！！　啊哈哈哈哈！！　太好笑了，这身材太夸张了，衣服都快撑破了！！！　啊哈哈哈哈哈哈！！！　肚子好痛！！」

  「いひひっ！！　ぎゃははははっ！！　やばいやばい、はち切れんばかりのわがままボディすぎるっ！！！　ぎゃっはははははははっ！！！　お腹痛いっ！！」

  「穿成这样出门就出事了」

  「これで外出たら事案だよね」

  「不如我报警吧，呼哈哈哈！！　这不就是阿权吗！！　不对，是毕斯可，呀哈哈哈哈哈哈！！！」

  「なんならっ、ふはははっ！！　俺が通報したいわこんなん！！　ゴンじゃん！！　いやビスケッ、ひゃはははははっ！！！」

  「我有生以来第一次想死」

  「生まれて初めてちゃんと死にたいって思ったよ」

  「穿成这样去散步吧！」

  「これで散歩行こうぜ！」

  「谁去啊！借我其他衣服！！！」

  「行くかぁ！　他の服貸して！！！」

  「现在能穿的只有裙子了」

  「今着れるやつだとスカートしかないかも〜」

  「……今天还是别打工了」

  「……今日バイト休もうかな」

  「呼呼，嘻嘻。呼……怎么，要住下来吗？」

  「くふふっ、ひひっ。ふー……なに、じゃあ泊まってくん？」

  「不……」

  「いや……」

  「没有能穿的衣服哦？」

  「着れる服ないよ？」

  

  

  　小依同学笑嘻嘻地问我。她事不关己地乐在其中。

  　ニヤニヤしながら小依くんが僕に問い掛けてくる。他人事だと思って最大限に楽しんでいるな。

  

  

  「我可是强忍羞耻心让你看到这副模样，你不觉得自己的态度很过分吗？难道没有良心的谴责吗？」

  「人が羞恥心を押し殺して今の姿を見せたのにあんまりな態度だと思わないのかい。良心の呵責とかないのかな」

  「要跟我讲道德的话，你先客观地审视一下自己以变态的打扮出现在女人面前，怎么想都是性骚扰吧」

  「俺に道徳を説くのなら、女の前に変態的な格好で現れたという客観視したらどう考えてもセクハラな案件を自分の中で咀嚼して考えてみてくれ」

  「是你让我给你看的吧！」

  「見せてと言ったのはそっちでしょうが！」

  「那如果有人让你给他看小鸡鸡，你会给他看吗？」

  「じゃあ人にちんこ見せてって言われたら見せるんか？」

  「怎么可能给他看啊！」

  「見せるわけないだろ！」

  「你那副变态打扮就不算给他看吗」

  「その変態ルックは見せるわけないだろの枠組みに入らないんだ」

  「原来如此，我毫无胜算啊。真是不巧，这个话题就到此为止吧」

  「なるほど僕に勝ち目ないか一旦。都合が悪いな、この話は無しにしよう」

  「不行，我正想继续这个话题，让你无路可退呢」

  「無理。俺に都合が良いからこの話題のままお前を詰めようかなと思ってる」

  「谢谢你借我洗澡，我穿自己的衣服回去，真的谢谢你！！！」

  「シャワー貸してくれてありがとう自分の服着て帰るよありがとうね本当に！！！」

  「没事没事，你就穿这样去打工吧！」

  「いいよいいよそのままバイト先いけよ！」

  「我心领了，你力气好大！？」

  「遠慮しておっ、力強いな！？」

  

  

  　我关上门准备换衣服，小依同学却把半个身子挤进门缝里，妨碍我换衣服。经过几分钟的搏斗，我怕小依同学受伤，只好放弃，选择今天请假不去打工。

  　戸を閉めて着替えようと思ったら小依くんが戸に半身を捩じ込んで着替えるのを阻害してきた。数分間に及ぶ健闘の末、小依くんが怪我をしかねなかったので諦めて今日はバイトを休むという選択肢を取った。

  

  

  「我不在的时候别乱看哦，你就在这盯着手机吧」

  「俺がいない間変な所見たりするなよ。ここでずっとスマホ眺めてろ」

  「为什么会变成这样……」

  「なんでこんなことに……」

  

  

  　雨丝毫没有停的迹象，好不容易洗了澡，要是再穿湿衣服，会被说脑子有问题，所以我又住下来了，小依同学去打工的期间，我负责看家。

  　雨は微塵も止む様子はなく、折角シャワー浴びたのに濡れたままの服を着るのは頭が悪いと言われたのでまたしても泊まる事となり、小依くんがバイトに行っている間留守番するという形に落ち着いた。

  

  　……进到女生家里等她回来，这已经算是男朋友了吧？小依同学出门后我才意识到。要是能就这样交往就好了，但想这些只是无用的自虐行为，我努力让自己别去想，但努力没有结果，我只能怀着空虚的感情等小依同学回来。这太折磨人了。

  　……女の子の家に上がり込んで帰りを待つってもはや彼氏じゃない？　と、小依くんが家から出ていった後に気付いた。このまま付き合えたらな〜、なんて思うだけ無駄な自傷行為なのであまり考えないように努めようと思ったが、そんな努力は実らず虚しい感情のまま小依くんの帰りを待ち続けた。しんどいわ、これ。

 
  53話「きっかけがないと勇気って出しにくいもの」

  53话「没有契机的话很难鼓起勇气」

  「我回来了——」

  「ただいまぁー」

  「欢迎回来。打工辛苦了。」

  「おかえり。バイトお疲れ様」

  

  

  　打工结束后，我顺道去便利店买了晚餐，把晚餐放在桌上，然后在坐在沙发上的水濑旁边坐下。

  　バイトから帰ってきて、ついでにコンビニで買ってきた夕食を机に置いてソファに座る水瀬の隣に腰を下ろす。

  

  

  「我买了晚餐回来，挑你喜欢的吧。」

  「飯買ってきたから、好きなの選んで」

  「哦，谢谢！那我付钱。」

  「お、ありがとー！　じゃあお金」

  「不用钱啦。下次你请我吃外食就好。」

  「金はいいよ。今度外食奢りな」

  「OK——」

  「おっけー」

  「好，那我们去吃高级烧肉店吧。」

  「よっしゃ高ぇ焼肉屋さん行こうぜ」

  「要算清楚哦？你这样会让天秤倾斜得很严重。」

  「帳尻は合わせて？　天秤の傾き方えげつない事なってるって」

  「你不是说OK吗？我有得到你的承诺了——你在看什么？」

  「おっけーって言ったじゃん。言質取りましたーって、何見てんの？」

  

  

  　我起身准备把热水倒入自己要吃的杯面时，关掉的电视画面突然切换，开始播放平成初期那种老旧画质的视频。

  　自分が食べるカップ麺にお湯を入れようと立ち上がった瞬間、暗転していたテレビの画面が切り替わり平成初期のような古ぼけた画質の映像が流れ始めた。

  

  

  「因为等面泡好的时候很闲嘛——我为了打发时间，就看起恐怖视频了。」

  「待ってる間暇だったからねー。時間潰しにホラー動画見てた」

  「……恐怖视频？」

  「……ホラー動画？」

  『接下来，请各位仔细观看A先生的摄像头所拍摄的画面。』

  『これから、Aさんのカメラが映し出す画面を注意深くご覧頂きたい』

  「！！！」

  「っ！！！」

  

  

  　电视传来令人毛骨悚然的说话声，我差点把打开的杯面掉在地上，连忙躲到沙发后面。我一边护着头部避免被射穿，一边对水濑喊道：

  　テレビからおどろおどろしい声音の語りが発され、開けかけていたカップ麺を床に落としソファの後ろに退避する。頭を撃ち抜かれないようにヘッドラインをカバーしつつ水瀬に呼びかける。

  

  

  「你在看什么！快说！」

  「何見てんだ！　言え！」

  「就说是恐怖视频了。这是真实存在的诅咒……」「呀啊啊啊啊！！！？」

  「いやだからホラー動画。本当にあった呪いの」「ぎゃああああっ！！！？」

  「你尖叫得太大声了吧？」

  「シャウトすぎない？」

  「你脑子有病吗？恶心！变态！！！」

  「バッカじゃねえのきも！　変態！！！」

  「为什么突然骂我」「哇啊啊啊啊啊啊，女人的脸！！！」

  「なぜ急に罵倒され」「わああぎゃぁはっ、女の顔おおぉ！！！」

  「现在是晚上哦，小依同学。」

  「夜ですよ小依くん」

  「快关掉！！！遥控器遥控器！！！」

  「止めて！！！　リモコンリモコン！！！」

  

  

  　我急忙拿起遥控器关掉电视。我绝对不是被出现在画面角落，一脸怨恨地瞪着我的女人脸吓到，但心脏还是跳个不停，冷汗也狂冒。我狠狠瞪着水濑，要她负起责任。

  　急いでリモコンを手に取り画面を消す。決して画面端に現れた恨めしそうにこちらを睨めつけている女の顔にビビり散らかした訳では無いが、心臓がバクバクして嫌な汗がどっと出てきた。その責任を取らせるべく水瀬を強く睨む。

  

  

  「为什么要在别人家看这种东西啊！！！」

  「なんでこんなの見てんだよ他人の家で！！！」

  「咦？啊……说起来，小依同学你很怕这种东西呢。」

  「えっ。あー……そういえば小依くん、怖がりだったね」

  「我才不怕！虽然不怕，但一个人看恐怖视频也太奇怪了，正常人都不会这么做！！」

  「怖がってないから！　怖がってないけど1人で怖い動画見てるとか変な人すぎるから普通にどう考えても一般的に！！」

  「是吗？」

  「そうかなぁ」

  「是啊！！！」

  「そうだろ！！！」

  「我就是喜欢看这种东西。」

  「そういう趣味なもんで」

  「好可怕！你是神经病吗！」

  「こっっっわ！　サイコパスかよお前！」

  「你刚才说可怕了，你果然很怕这种东西。」

  「今怖いって言ったね。やっぱり怖がりなんだ」

  「我才不怕你！你太诡异了！！」

  「そっちには怖がってないから！　お前が不気味すぎるって意味だから！！」

  

  

  　我深呼吸，试图让自己冷静下来。真是的，才刚回来就想休息一下，结果就遇到这种事。

  　深呼吸しながらなんとか気を落ち着かせようとする。全く、帰ってきて体力を休めようと思った矢先にこれかよ。

  

  

  「啊哈哈，你还是老样子，感觉好怀念哦。」

  「あはは。相変わらずな様子だなぁ、なんか懐かしいね」

  「怀念什么啊！」

  「なにが！」

  「小时候你也是这样，看到恐怖视频就哇哇大哭。」

  「子供の頃もこうやって、怖い動画見てはギャーギャー泣き喚いてたなぁって」

  「我才没有哇哇大哭！！而且我也不怕！」

  「泣き喚いてはいないから！！　てか怖くないし！」

  「你看到童谣视频倒放，明明就怕得要死，那才不是什么恐怖片。」

  「ホラーでもなんでもない、童謡の逆再生見てちっこくなってたもんね」

  「我才不怕！不要捏造不存在的过去！？而且我一点都不怕！」

  「なってないです！　ありもしない過去語るのやめれるか！？　てか全然怖がりじゃないし！」

  「那你刚才的惨叫是怎么回事？」

  「じゃあ今の迫真の悲鳴はなんなんだという話ではある」

  「那是…………因为我才不怕！！」

  「それはっ…………怖くないから！！」

  「你根本想不到该怎么解释吧。」

  「特に何も思いつかなかったんだねぇ」

  「才不是！！烦死了！恶心！！！」

  「違うし！！　うざ！　きも！！！」

  「对不起。所以你不去放热水吗？」

  「ごめんね。それで、お湯は入れに行かないの？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我捡起掉在地上的方便面，重新打开盖子，拿出里面的调味包。

  　床に落ちたカップ麺を拾い、改めて蓋を半分まで開けて中の袋を取り出す。

  

  

  「……你的也是方便面，我一起放。」

  「……お前のもインスタントだから。一緒に入れる」

  「你要帮我放吗？这点小事我自己」「不是，我是要跟你一起去！」

  「入れてくれるの？　それくらいはじぶ」「違う一緒に行く！」

  「你气势也太强了吧！？而且靠太近了。男女之间要保持适当距离，你离我远一点好吗？身体贴上来非常不好。」

  「剣幕すごいな！？　てか近すぎですよ。男女には適切な距離があるからもう少し離れよう？　体ベターってしてくるのは非常によろしくないな」

  「……」

  「……」

  「……彻底无视。我穿的是薄睡衣，这个状况对我的心脏很不好。」

  「……ガン無視と。当方薄い布地のパジャマなので、こちらとしてはかなり心臓に悪い状況なのですが」

  「……」

  「……」

  「彻底无视……要牵手吗？」

  「ガン無視と。……手でも繋ぐ？」

  「……我才不怕，不过牵吧。」

  「……別に怖くないけど繋ぐ」

  「明明在自己家里却要牵手，仔细想想还真奇怪。」

  「家の中なのに手を繋ぐってよくよく考えたら変だな」

  「吵死了！！」

  「うっさい！！」

  

  

  　我抓住水濑的手臂，拉着她走到热水壶那边，将热水注入方便面。注入两人份的热水后，我们回到沙发那边，重新坐下。

  　水瀬の腕を掴み、彼を引っ張りながらポットの方まで行きインスタント麺にお湯を注ぐ。二人分お湯を入れ終え、ソファの方に戻ってきてまた座り直す。

  

  

  「好近哦……」

  「近いんだよなぁ……」

  「才不远。恶心。自我意识过剩。光是捡到橡皮擦就误以为对方喜欢自己的类型。只是上学路线一样就打招呼，却以为对方对自己有好感的家伙！」

  「近くないから。きも。自意識過剰。消しゴム拾っただけで好きと勘違いするタイプ。通学路被ってるから挨拶してるだけなのに好意感じる奴！」

  「说得太过分了。」

  「言いすぎ言いすぎ」

  「总之我不怕，距离也不近！就像日本和外太空一样遥远！！」

  「とにかく怖くないし距離も近くない！　日本と外宇宙くらい遠い！！」

  「五条悟？身体侧面都贴在一起了，居然说距离不近，这是怎么回事？」

  「五条悟？　体の側面ベタ付けなのに近くないとはこれいかに」

  「……」

  「……」

  「刚才的视频有那么恐怖吗？」

  「そんなに怖かった？　さっきの」

  「才不恐怖！！」

  「怖くない！！」

  「不不不，那刚才的距离感该怎么解释？」

  「いやいや。だったら今の距離感に説明が」

  「不恐怖也不近，很普通！」

  「怖くないし近くないし普通だから！」

  「噗！啊哈哈哈哈！！」

  「ぷっ！　あははははっ！！」

  「笑什么！？想被我宰了吗！？」

  「何笑ってんの！？　ぶち殺されたいのかなぁ！？」

  「抱歉，啊哈哈！你这么明显却还拼命掩饰，感觉很有趣。」

  「ごめっ、あははっ！　なんかここまで明らかなのに必死に隠すの、面白いなぁって」

  「我才没有掩饰！」

  「何も隠してないから！」

  「哎呀～～就算变成女生，这种根本上的个性还是没变，让我很安心。」

  「いやー、女の子になってもそういう根っこの所が変わらないの、安心するなぁ」

  「就～～说～～了！！我才没有害怕，以前也没有害怕过！」

  「だーかーら！！　別にビビってないし昔もビビってなかったから！」

  「可是你睡不着，还打电话给我讲了一整晚吧？」

  「でも、寝れなくて夜通し通話かけてきたりしたじゃん？」

  「那是因为……你个性太差了。」

  「あれは……だから、お前が性格悪かったから」

  「是因为害怕才打来的吧？」

  「怖かったからかけたんでしょ？」

  「不是，就说……」

  「いやだから……」

  「就算我用个性很差的方式吓你，如果你不害怕，就不会打电话给我了吧？」

  「僕に性格の悪い脅かされ方されたとして、別に怖くなかったら通話なんかかけてこなくない？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我打开方便面的盖子，撕开免洗筷的包装。虽然旁边传来「还没过三分钟哦」的声音，但谁管你啊。我无视她开始吃面。面好硬。

  　カップ麺の蓋を開けて割り箸の袋を破る。隣から「まだ3分経ってないよ」と言われたけど知った事か。無視して食べる。麺硬すぎ。

  

  

  「我觉得这没什么好害羞的啊。你讨厌恐怖片。」

  「別に恥ずかしいことではないと思うけどな。ホラー嫌いなの」

  「我也不讨厌。」

  「別に嫌いじゃないし」

  「那要开电视吗？」

  「じゃあテレビつける？」

  「………………不要。」

  「………………つけない」

  「为什么？因为害怕？」

  「なんで？　怖いから？」

  「我不怕。」

  「怖くない」

  「那为什么不要？」

  「じゃあなんでだろう」

  「去死。」

  「死ね」

  『这声音，是死在这里的男人……』

  『その声は、ここで死んだ男の』

  「呀啊！？」

  「ぎゃぁっ！？」

  

  

  　水濑一语不发地打开电视。我反射性地抓住水濑。

  　水瀬が何も言わずに画面をつける。反射的に水瀬にしがみつく。

  

  

  「好近好近好近好近。」

  「近い近い近い近い」

  「为什么要开电视！？你脑子有问题吗！？」

  「なんでつけた！？　頭おかしいのお前！？」

  「因为被说了过分的话，手不小心滑了一下。」

  「酷いこと言われたので手が滑りまして」

  「快关掉！」

  「早く消せ！」

  「为什么？因为害怕？」

  「なんで？　怖いから？」

  「我……才不怕！」

  「こっ……わく、ないけど！」

  「那不就好了吗？正好是夏天，就当作纳凉企画享受一下嘛。」

  「じゃあ良くない？　丁度暑い季節だし、納涼企画として楽しもうよ」

  「享受这种事，根本莫名其妙！」

  「こんな事で楽しめるとか意味分からんし！」

  「因为害怕？」

  「怖いから？」

  「才不是！！」

  「違う！！」

  「真的吗？」

  「本当かなぁ？」

  「真的啦！？我啊，呀！？拜托你，快关掉快关掉快关掉！」

  「本当だし！？　俺がなっ、ひゃっ！？　ねぇお願い、やめてやめて消して1回！」

  「这样下去会吃不下饭吗？」

  「このままだとご飯食べれないか」

  

  

  　画面再次消失。我紧紧抓住水濑，直到全身的鸡皮疙瘩消退，然后深呼吸，再次开始吃饭。

  　再び画面が消える。全身の鳥肌が収まるまでしばらくしがみついた後、深呼吸をして食事を再開する。

  

  

  「不过真意外啊——你居然会怕鬼。」

  「でも意外だなー。おばけが怖いだなんて」

  「就说我不怕了。」

  「だから怖くないって」

  「太勉强了吧。回想一下自己刚才的反应。」

  「無理あるでしょ。今までの自分のリアクション思い出してみ」

  「那是，所以说……不是害怕，是反射。」

  「それは、だから……怖いとかじゃなくて、反射だから」

  「反射。」

  「反射」

  「对。只是反射性地察觉到危险，采取防御姿势而已。」

  「そう。反射的に、身の危険を察知したから防御の姿勢を取ってるだけだし」

  「恐惧心和危机察觉能力，似乎意外地接近哦。」

  「恐怖心と危機察知能力って案外イコールに近いらしいよ」

  「…………不是。」

  「…………違う」

  「你很坚持呢。那么，吃完饭冷静下来后，要不要做好觉悟，从头再看一次刚才的视频？」

  「否定するねぇ。じゃあさ、ご飯終わって落ち着いたら、覚悟を決めて改めてさっきの動画初めから見てみる？」

  「莫名其妙！为什么会变成这样！？」

  「意味わからん！　なんでそんな話になるわけ！？」

  「因为你明显很害怕，却说不怕。我觉得这种逞强还是早点矫正比较好。」

  「明らかに怖がりなのに怖くないって言うからさ。そういう強がりは早い内に矯正した方がいいと思うんだよね」

  「为什么啊！？你只是想看我的反应取乐吧！！！」

  「なんでだよ！？　お前俺の反応見て面白がりたいだけだろ！！！」

  「嗯。」

  「うん」

  「你是恶魔吗！？」

  「悪魔かな！？」

  「因为你这么坚持否认害怕啊。会想试试看是不是真的吧。」

  「だってそこまで怖がりを否定されたらねぇ。本当かなって試したくもなるでしょ」

  「才不会！」

  「ならない！」

  「我会。」

  「僕はなるよ」

  「总、总之！」

  「と、とにかくっ」

  「总之吃完饭后，我们一起看刚才的视频吧。」

  「とにかく食べ終わったら一緒に見ようねさっきの動画」

  「都、说、了、不——」

  「だか、ら、やっ」

  「不怕的话就能看吧？」

  「怖くないなら見れるよね？」

  「………………不怕，但是，没意义。」

  「………………怖くは、無いけど。でも、意味が」

  「有时候也会毫无意义地发呆看视频打发时间吧～？作为朋友，希望你能陪我推广兴趣。」

  「意味無くボーッと動画みて時間潰す時とかあるよね〜。趣味の布教に付き合ってくれると嬉しいな、友達として、ね」

  「……」

  「……」

  「我不会推荐其他朋友看这种视频，但小依在我心中是特别的存在，所以务必想和你共享兴趣。」

  「他の友達にはこんなの勧めないけど、やっぱり小依くんは僕の中では特別な存在だからさ。是非とも一緒に、趣味を分かち合いたいな」

  「什、不，但是——」

  「なっ、いや、でも」

  「咦？怎么了？不是只剩汤了吗？你是不喝汤派的吗？要我帮你倒掉吗？」

  「あれ？　どうしたの？　後はスープを飲むだけじゃない？　スープ飲まない派かな。捨ててこようか？」

  「还、还有料！」

  「ま、まだ具残ってる！」

  「真的吗？从刚才开始，你的筷子动作看起来就很不自然哦？」

  「本当かなぁ？　さっきから箸の動きに引っ掛かりがないように見えるけど？」

  「不，还有……」

  「いや、まだ……」

  「那就一口气喝光吧！我吃饱了，谢谢招待！很好吃！」

  「じゃあいっきにかきこんじゃおっか！　僕は食べ終えたよご馳走様！　美味しかった！」

  「……」

  「……」

  「嗯，小依也吃饱了对吧！善后工作我来处理，你就坐在这里吧！」

  「うん、小依くんもご馳走様だよね！　後処理は僕がやっておくからここで座ってなよ！」

  「等等！？我、我也去！」

  「待って！？　お、俺も行く！」

  「？只是洗个碗倒个垃圾而已吧？我一个人就能做哦？」

  「？　ゴミ洗って捨てるだけだよね？　1人で出来るよ？」

  「我、我自己吃的部分我自己收拾！所以一起去，这样才正常！啊，收拾完后马上睡觉，明天还要早起！」

  「じ、自分で食べた分は自分で片す！　だから一緒に行くし、そこに変とかない！　あ、片付けたらすぐに寝るから、明日早いし！」

  「明天是假日哦？」

  「明日休日だよ？」

  「啊……」

  「あっ……」

  「可以悠哉地度过呢！」

  「ゆっくりできるね！」

  「……什么，可恶……坏心眼。」

  「……なんっ、くそ……いじわる」

  「嗯——声音太小听不见！总之垃圾我来处理。」

  「んー声が小さくて聞こえないや！　とりあえずゴミは僕が処理するから」

  「不要，我也要一起收拾，不是说了吗，别放开我！！」

  「やだ俺も一緒にやるっつってんじゃん離れんな！！」

  

  

  　我带着啰哩叭唆的水濑收拾垃圾。

  　うだうだ言う水瀬を連行しゴミを片す。

  

  

  「那么晚安，我去刷牙！」

  「それじゃおやすみ歯磨きしてくる！」

  「嗯刷完牙后一起看吧。」

  「うん歯磨きしたら一緒に観ようね」

  「晚安！」

  「おやすみ！」

  「早安！」

  「おはよう！」

  「真的去死！」

  「まじ死ね！」

  

  

  　我全力瞪着露出坏心眼笑容的水濑。

  　にっこりと意地悪い笑顔を浮かべた水瀬を全力で睨みつける。

  

  　刷完牙后，我打算直接睡觉，但在寝室前被双手抱胸的水濑挡住，胶着状态后我拗不过她，被她带到沙发坐下。

  　歯磨きを終え、そのまま寝に入ろうとしたら寝室の前で腕を組んだ水瀬に立ち塞がれ、膠着状態の後に根負けしソファに座らされた。

  

  

  「没道理。这种事可以吗？」

  「不条理だ。こんな事があっていいのか？」

  「好了好了。看过之后意外地不可怕哦，这种东西。」

  「まあまあ。見てみたら意外と怖くないから、こういうの」

  「你吗？」

  「お前はな？」

  「是偏见哦。你没好好看过恐怖片吧？」

  「食わず嫌いだよ。まともにホラーとか見た事ないでしょ？」

  「……小时候你让我看了很多。」

  「……ガキの頃お前に死ぬほど見せられた」

  「在学校明明很冷淡，但一给你看就会粘过来呢。现在想想，那是类似『别丢下我』的行为呢。」

  「学校とかじゃ素っ気なかったのに見せるとしがみついてくるからね。かまちょ的行為だったなと今になって思うよ」

  「太给人添麻烦了吧！？果然你根本上性格就完蛋了啊！」

  「はた迷惑すぎない！？　やっぱお前根本的に性格終わってるんだよなぁ！」

  「那么，回到一开始的场景，好。」

  「さて、最初のシーンに戻して、と」

  「别淡然地进行作业好吗？努力让对话热络好吗？喂，喂，看我这边，别无视我。」

  「淡々と作業するのやめよ？　会話に花咲かせる努力して？　おい、おい。こっち見ろって、無視やめて」

  「开始，也太快就抱过来了吧！？还在开头哦！？」

  「スタートッ、てしがみつくの早すぎでしょ！？　まだオープニングだよ！？」

  

  

  　强调诡异感的音乐与深暗色画面映出的瞬间，我背脊一颤，抱住了水濑。我一度离开他，手放在膝盖上吞了口口水。

  　不気味さを際立たせる音楽と深暗い色に滲んだ画面が映し出された瞬間に背筋がビクッとして水瀬にしがみついてしまった。彼から一度身を離し、膝に手を置いて固唾を飲み込む。

  

  

  「就算你这样瞪，视频也不会停哦。」

  「そんな睨んでも映像は止まりませんよ」

  「……」

  「……」

  「身体已经在发抖了呢……」

  「もう体が震えてるんだよなぁ……」

  「才没发抖。」

  「震えてないから」

  『首先，请看最初的投稿。』

  『まず、最初の投稿をご覧頂こう』

  「放马过来，看我宰了你们！！！」

  「かかってこいやぶっ殺してやる！！！」

  「呜哇吓我一跳！什么宰了你们，幽灵是死后的东西吧。」

  「うわびっくりした！　ぶっ殺すって、死後の存在でしょ幽霊は」

  「为什么要说这种话，呜啊……」

  「なんでそんな事言うっ、うあぁ……」

  

  

  　播放着画质粗糙到无法看清细节的视频。似乎是温馨的家庭派对视频，但因为被分类在恐怖的类别，反而煽动了恐惧。

  　細部なんて見れない程の画質荒れまくりの映像が流れる。和やかなホームパーティーの映像らしいんだが、ホラーのジャンルに区分されてるせいでかえって恐怖を煽られる。

  

  

  「呀啊！？」

  「ぎゃあっ！？」

  「痛痛痛！别用指甲抓我手臂啊！？」

  「痛い痛い！　腕に爪食い込ませてこないで！？」

  「不要啊啊啊！！」

  「やだああぁっ！！」

  「好痛……小依同学，稍微放松力道好吗？一点点就好……！」

  「ぐるじっ……小依くん、ちょっと力緩めよう？　ちょっとでいいから……！」

  「不要不要不要呀啊啊啊！！！」

  「やだやだやだぎゃああぁっ！！！」

  「已经抱得紧紧的了啊……」

  「もうがっつりしっかり抱き着いてくるやん……」

  

  

  　看完所有真实存在的诅咒视频后，水濑叹了口气，温柔地抚摸我的背。你以为这样就能抵消让我感到害怕的事吗？

  　本当にあった呪いの何某を全て見終わると、水瀬はため息を吐きながら俺の背中を優しく撫でてきた。そんなんで怖い思いをさせられた件がチャラになると思ってんのか。

  

  

  「小依同学？」

  「小依くん？」

  「……看吧，我根本没在怕。」

  「……ほら、怖がってなかったろ」

  「声音在颤抖哦。」

  「声震えてるよ」

  「才没发抖。」

  「ふふるえてない」

  「多了一个『才』字呢。」

  「ふが1つ多かったな」

  「……你太得意忘形了。别一直摸我的背，很恶心。」

  「……お前、調子乗りすぎ。いつまでも背中撫でてんじゃねえよ気持ち悪ぃ」

  

  

  　我一抱怨，水濑就不再摸我的背，把手放在身体旁边。

  　悪態を吐くと水瀬は背中を撫でるのを辞め、その手を体の横に置いた。

  

  

  「顺便问一下，小依同学什么时候要从我身上下来？」

  「ちなみに、小依くんはいつ頃僕の上から降りてくれますか？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我跨坐在水濑的腿上，头靠在他的胸口。虽然被当成害怕而紧抓着他让我很火大，但就某种意义上来说这样正好，所以我一直保持这个姿势。

  　水瀬の膝の上に跨って、胸に頭を押し付けている。まるで怖がって縋っているように見られているのは業腹だが、ある意味都合が良いので離れずにずっとこうしておく。

  

  

  「已经过了十分钟左右，你很难恢复吗？」

  「もう10分くらい経つけど、復帰難しそう？」

  「你是在嫌我重吗？我杀了你哦。」

  「重いって言ってんのか。殺すぞ」

  「我没这么说。你很轻。」

  「言ってないでしょ。軽いよ」

  「啊？你知道其他女人的体重吗？」

  「あ？　他の女の体重知ってんのお前？」

  「为什么要瞪我！？我怎么可能知道！我只是说你完全不重，所以很轻而已！」

  「なんで睨む！？　知るわけないでしょ！　全然重くないから軽いって言ってるだけだよ！」

  「……是哦。」

  「……あっそ」

  

  

  　那就好。我一瞬间不知为何差点涌起杀意，但又收了回去。好险好险，差点就要伸手掐住他的脖子了。

  　ならいい。一瞬何故か殺意を抱きかけてたけどそれも引っ込んだ。危ない危ない、このまま首に手をかける所だった。

  

  

  「小依同学，差不多该……」

  「小依くん。もうそろそろ……」

  

  

  　我一言不发地继续坐在他腿上，又过了几分钟，水濑再次向我搭话。我观察他的表情，他一脸害羞，又带着困惑的表情俯视着我。

  　何も言わずに乗っかったままさらに数分経つと、再度水瀬は俺に声をかけてきた。彼の表情を伺い見ると、気恥しそうにしながらも困惑さの混じった顔で俺を見下ろしていた。

  

  

  「小依同学？」

  「小依くん？」

  「…………水濑啊，你是把我当成女生看待吧？」

  「…………水瀬はさ、俺の事女の子として見てんだよね」

  「咦？嗯。所以现在我内心才变得一团乱。」

  「え、うん。だから今現在内心がてんやわんやになってるみたいな所ではある」

  「内心一团乱？」

  「内心てんやわんや？」

  「被女生这样贴着，健全的男高中生是无法保持平常心的。」

  「女の子にこういう風にくっつかれると、健全な男子高校生は平常心じゃ居られなくなるんですよ」

  「……你是说会被袭击吗？」

  「……襲われるとかそういう話？」

  「很接近但不对，但某种意义上来说没错。」

  「近いけど違う、けどある意味ではそう」

  「…………我无所谓。」

  「…………別にいいけど」

  

  

  　我小声地说。但水濑似乎没听到，又问了我一次：「你说什么？」

  　ボソッと吐く。が、水瀬の耳には届いていなかったようで「なんて？」と言ってきた。

  

  

  「我说我无所谓。」

  「別にいいけどって言った」

  「你说我无所谓？……嗯。」

  「別にいいけどって言った？　……ふむ」

  「…………你不懂吗？」

  「…………分からないってなる流れか？」

  「咦？咦……小依同学。」

  「えっ。えー……小依くん」

  「干嘛？」

  「なに」

  「……如果我搞错的话你可以揍我没关系，你的意思是说，就算我对你做那种事也没关系吗？」

  「……違ったら殴ってくれて構わないんだけど、それはつまり僕にそういう事されてもいい、的な事ですか？」

  「那种事是什么事？」

  「そういう事ってなに」

  「我不好意思说得太明白……」

  「はっきり言うのは憚られるな……」

  

  

  　水濑支支吾吾地回答。该说他迟钝过头了吗？都到了这个地步，他还是无法理解我的话。

  　もごついた口調で水瀬が答える。いい加減に鈍感が過ぎるというか、この期に及んでまだ俺の言葉がストレートに伝わらないんだな。

  

  　……不过，刚重逢的时候我总是不厌其烦地叫他别把我当女生看待，他应该做梦都没想到我会这么看待他吧。

  　……まぁ、再会した初期の頃に女扱いするなって口酸っぱくして言ってたのは俺の方だし、まさかそんな風に想われるだなんて夢にも思わないか。

  

  　我能理解水濑的心情，仔细想想，他怀疑我也是理所当然的。但是，我差不多快受不了压抑自己的感情，只把他当成“朋友”保持距离了，这让我压力很大。

  　水瀬側の気持ちも分かるし、よく考えたら疑ってかかったりするのも妥当だと思う。けど、もうそろそろこの感情を抑えながら、あくまで"友達"として距離を保ちながら接するのもしんどくなってきたし、ストレスだ。

  

  　……要是我拒绝他了怎么办。这种动摇混杂在心脏的鼓动中。即便如此，我心中一直都在思考，必须找个机会把这件事说清楚，而且越早越好。

  　……ここで拒絶したらどうしよう。そんな揺らぎが心臓の高まりに混ざる。それでも、どこかで区切りをつけてこういう事は言わないとなって自分の中でずっと考えていたし、それは早い方が絶対に良いだろって確信もある。

  

  

  「我……」

  「だっ……」

  

  

  　尽管如此，我却无法好好组织语言，只能抬起头和水濑无言地对视。

  　それでも、俺はちゃんと言葉を紡ぐ事が出来ずに、顔を上げたまま水瀬と無言で見つめ合ってしまった。

  

  　我知道自己的脸红了。水濑虽然有些为难，但还是露出下定决心的表情，缓缓开口。

  　自分の顔が赤くなっているのがわかる。水瀬はこまりながらも、何かを決意したような顔をしてゆっくりと口を開けた。

  

  

  「……我」

  「……僕は」

  

  

  　我的头脑无法理解接下来会是什么话。但是，我不想在这个场合被他抢先，于是趁势做出了不理智的举动。

  　そこから先、どんな言葉に繋がるのか俺の頭では分からない。けれど、今この場面で言葉を先出しされるのが嫌だった俺は、つい勢い余って、理性的では無い行動を取った。

  

  　我抱住水濑的脖子，顺势起身吻住了他的嘴唇。我害怕水濑惊讶地瞪大了眼睛，用力闭上了自己的眼睛，无视快要爆炸的胸口，继续吻着他。

  　水瀬の首に手を回し、そのまま身を起こして彼の唇に唇を当てる。驚いたような水瀬の見開かれる目が怖くて瞳を強く閉じ、爆発しそうな胸を放置して唇を押し付け続けて離す。

  

  　我喘着粗气。水濑似乎无法理解发生了什么，脸渐渐变红。我坐立不安，直接站起来和水濑拉开距离。

  　少しだけ荒い呼吸が口から漏れる。何が起きたのか理解できない様子の水瀬が次第に顔を赤くするのを見て、居てもたってもいられなくなりそのまま立ち上がって水瀬から距離を取る。

  

  

  「小依」「我去洗澡了！」

  「小依く」「風呂入ってくる！」

  

  

  　我逃也似地快步走进更衣室，脱掉衣服，光着身子在浴室里冲澡。

  　水瀬から逃げるようにそのまま早足で脱衣場に入り、服を脱いで裸になって浴場でシャワーを浴びる。

  

  　就算逃进了只有自己一人的空间，心脏也丝毫没有平静下来。不仅如此，一想到自己干了什么，心跳声就比刚才更吵了。

  　自分一人だけの空間に逃げ込んでも心臓はちっとも収まってくれなくて。それどころか自分のしでかした事を思うとさっきよりもどんどん心音がうるさくなる。

  

  

  「真的亲了……糟糕，没法找借口了。糟糕，糟糕，怎么办，糟糕了，真的糟糕了」

  「ガチのちゅーしちゃった……やばい、言い訳できない。やばい、やばい、どうしようやばい、まじでやばい」

  

  

  　我当场蹲下，用手捂住眼睛。我注意到温水从莲蓬头里流出，混杂着难为情的泪水。不是悲伤之类的，是什么呢。我无法在自己心中分类这种感情。

  　その場でしゃがみこみ、手で目を覆う。シャワーから出る温水に混じって、情けなくも涙が溢れてる事に気付いてしまった。悲しさとかそういうのではなく、なんだろう。これに当て嵌められる感情が自分の中で分類できない。

  

  　他生气了吗？突然亲上去什么的。对水濑来说肯定是第一次，会不会觉得女人这么轻易就和男人接吻很不检点呢。

  　怒ってたりするのだろうか。急にキスするとか。水瀬にとってはきっと初めての経験だったろうし、女がそんな簡単に男にキスするとか、不潔とか思われてないだろうか。

  

  　虽然也有不安，但感觉很奇怪。身体轻飘飘的。

  　不安もある、けど変な感じだ。体がふわふわする。

  

  　虽然害怕水濑会说什么，但同时我也非常在意水濑会怎么解释我刚才的行为。

  　水瀬に何言われるのか怖いけど、同時に今の行動を受けて水瀬がどう解釈したのかが物凄い気になる。

  

  　都做到这个地步了，他也不可能再继续装傻了吧。他到底会怎么理解我直接的行为呢，我好想快点听到他的回答。

  　もう、ここまでされたら流石に鈍感を貫き通すのは不可能だろう。俺のストレートな行為を受けて、あいつがどうそれを受け取るのか、早くその答えを伝えてほしくてムズムズする。

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　我站起来，洗完身体，反复深呼吸后关掉了莲蓬头。犹豫了几次要不要开门后，我鼓励自己最坏也不过是增加十几道割腕的痕迹，然后走出了浴室。

  　立ち上がり、体を洗い終えて、何度も何度も深呼吸してシャワーを止める。数回扉を開けるのを躊躇った後、最悪リスカ跡が十数本増えるだけだ、と自分に鼓舞しながら浴場を出る。

  

  

  「好，好，我一定要问出来。我绝对不会让他含糊其辞…………啊」

  「よ、し。よし、絶対聞いてやる。あいつの答え、絶対に煙に巻かせねぇ…………あ」

  

  

  　我给自己鼓足了劲，下定决心，擦干身上的水汽，准备换上睡衣，然后我注意到洗衣机上。

  　気合いを入れに入れまくって、もはや破裂しそうなまでに覚悟を固めながら体中の水気を拭き取り、パジャマに着替えようと洗濯機の上を見て気付く。

  

  　我忘了拿换洗的衣服。

  　着替え、持ってきていなかった。

  

  

  「……搞什么啊」

  「……なんでやねん」

  

  

  　＊＊＊

  　＊＊＊

  

  

  　小依吻了我。

  　小依くんからキスをされた。

  

  

  「真的假的」

  「まじか」

  

  

  　小依主动吻了我。对我来说这是求之不得的事，非常开心。

  　小依くんの方からキスをされた。それは、僕からしたら願ってもないことで、とても嬉しい事だったんだけれど。

  

  　咦，也就是说，我理解成那个意思没问题吗？不过刚才我正要告白的时候，小依似乎察觉了，为了封口而吻了我，也可以这么理解吧。

  　えっ、つまりこれってそういう意味で合ってるのかな？　でもさっき告白しようとした時、小依くんは何となくそれを察して口封じの為にキスをしてきた、とも取れるんだよな。

  

  

  「……唔」

  「……ふむ」

  

  

  　总之，和喜欢的女孩子接吻，让我的心跳加速得像机关枪一样，不过先不管这个。如果她真的喜欢我，会采取阻止我告白的行为吗？

  　とりあえず好きな女の子とキスをしたという事で心拍数がマシンガンばりに加速しているが、それは置いといて。もし、仮に僕の事を好いていてくれるのなら、告白を阻止してくるような行為を取ったりするのだろうか。

  

  　不，可是她吻了我啊？这已经毫无疑问，至少她对我没有负面感情吧。既然如此，既然如此，可以确定了吧，白确了吧。

  　いやでも、キスされたよ？　これはもう間違いなく、少なくとも悪いようには思ってないって事でしょ。なんなら、なんならでしょ。確定でいいよねこれ、白確だよね。

  

  　不不不，可是她至今一直叫我别把她当女人看待，对她来说，内在还是男人，所以是同性吧？

  　いやいやいや、でも今まで散々女扱いしてくんなって言われたし、彼女からしたら中身は男の頃のままらしいし男同士なわけだよね？

  

  

  「唔……」

  「む……」

  

  

  　小依的恋爱观，大概是一般多数派的异性恋。从言行举止可以看出来，对除了我以外的男人，她会说些厌恶男性的话，对同性女生则会最大限度地利用女体来取乐。

  　多分、小依くんの恋愛観は一般的に多数派である異性愛者だ。言動からそれは分かる事だし、僕以外の男に対しては結構男性嫌悪まで垣間見える発言するし、同じ女子に対して女体である事を最大限利用し楽しんでるし。

  

  　也就是说，按照恋爱观的基本原则，小依对我的好感应该只停留在关系好的男性朋友上。

  　つまり、恋愛観のベーシックに則るなら小依くんはどこまで行っても僕の事は仲の良い男友達までで打ち止めになる筈だ。

  

  　可是，她吻了我啊？

  　でも、キスされたよ？

  

  　是啊，她吻了我啊。

  　そうなんだよなぁ。キス、されたんだよなぁ。

  

  　不行，逻辑思考被接吻干扰了。噪音的干扰太强，如果连上网络，恐怕会破坏整个互联网，强烈的噪音在脑内脉冲中横冲直撞，抓着掌管思考的电子信号跳起舞来。完全理不清思绪，连自己在说什么都不知道，太莫名其妙了。

  　いかんな、論理的な思考がキスによってジャミングされてる。ノイズの走り方がやばい、ネットに繋いでたらインターネットそのものを破壊しかねないほど強力なノイズが脳内パルスを引っ掻き回してる。思考を司る電気信号を掴んでソーラン節してる勢いだ。ぜんっぜん考えが纏まらない、し自分が何言ってるのかマジで分からない。意味不明すぎる。

  

  　总之，小依的嘴唇好柔软啊，而且好香。脸也真的好可爱。

  　とりあえずアレだな。小依くんの唇、めっちゃ柔らかかったな。それに良い匂いもしたし。あとやっぱり顔めっちゃ可愛いんだよな。

  

  　吓死我了，心跳都停止了。为什么我能和那么漂亮的美少女接吻啊，身体还是一如既往地柔软。真伤脑筋，我已经快疯了。

  　びっくりしたわ、心停止するって。なんで僕、あんなガチガチの美少女とキスなんか出来てんの。相変わらずめっちゃ体柔らかかったし。困るて。狂うわ、最早。

  

  

  「……话说回来，好慢啊」

  「……てか遅いな」

  

  

  　不管怎么想，小依都好可爱啊，有机会的话真想更进一步，不开玩笑。由于思考直接与色欲挂钩，我放弃用大脑思考，将意识转向现实世界发生的事。

  　もう何を考えても全部小依くん可愛かったなぁ、あわよくばその先まで行きたいなマジで冗談抜きで、という色欲一色の考えに直結してしまうので、頭で思考するのは辞めて現実世界の出来事に意識を向ける。

  

  　已经过了很久，小依还是没有从浴室出来。怎么回事？……难道是刚才的吻让她害羞了？

  　もう結構経つが、一向に小依くんがお風呂場から出てくる様子がない。どうしたんだろう？　……さっきのキスが後になって効いてきて恥ずかしくなったのだろうか。

  

  　不对，淋浴的声音已经停了好几分钟了。就算她还在更衣室，手机放在桌上，她也没事可做吧。

  　いや、にしてもシャワーの音が止まってからもう何分も経ってる。脱衣場に居るにしても、スマホは机の上にあるしやる事も無いだろう。

  

  　……我开始担心了。以前她感冒的时候也是勉强淋浴然后晕倒，难道这次也是身体不舒服却还是去淋浴了？

  　……なんか心配になってきた。以前も風邪引いてる時に無理やりシャワー浴びて倒れてたし、もしかしたら今回も実は体調が良くないのにシャワーを浴びたんじゃなかろうか？

  

  

  「……敲门看看吧。」

  「……ノックしてみるか。いった、ん……」

  「…………为什么？」

  「…………なんで」

  

  

  　小依说着“为什么”。她已经从更衣室出来了，正要走进卧室，却和我对上了视线。

  　なんで、と小依くんが言う。既に彼女は脱衣場から出てきていて、今まさに寝室に入ろうとしている状況で僕と目が合った。

  

  　……小依她，只用毛巾裹着裸体，以一副古画中常见的打扮站在那里。

  　……小依くんは、裸にタオルを巻いただけの、昔の絵画にありそうな格好をしてそこに立っていた。

  

  

  「……希腊神话？」

  「……ギリシャ神話？」

  「别看啊！！！」

  「見るなよぉ！！！」

  「对不起！不，等等，你为什么穿成这样出来！？你、你到底在干什么啊！？」

  「ごめんね！　いやまって、なんでそんな格好で出てるの！？　なっ、何してるんまじで！？」

  「我忘了带换洗衣服！！！」

  「着替えを持って行ってなかったんだよ！！！」

  「所以就变成这样了吗！？你只要说一声，我就会帮你拿换洗衣服啊！！！」

  「だからってそうなるかなぁ！？　てか言ってくれれば着替えぐらい持ってくよ！！！」

  「不要！今、今天……我有穿，就放在床上了！」

  「やだ！　きょっ、今日……シてたから。ベッドの上に置きっぱなんだよ！」

  「给我收起来啊！？既然要邀请男人来家里，至少收拾一下吧！？」

  「仕舞いなさいよ！？　男を家に招き入れるならそれは流石に片付けよう！？」

  「要不是下雨，我们早就解散了！！！去打工的时候也几乎都是直接去，不会经过卧室！」

  「雨さえ降らんかったら普通に解散してただろ！！！　バイト行く時もほぼ直行してたから寝室経由してないし！」

  「就算这样，你至少先让我闭上眼睛啊……」

  「にしてもこう、先んじて僕に目を瞑らせるとかさ……」

  「你这变态！你绝对会眯着眼睛偷看！！！」

  「お前変態じゃん！　薄目で絶対見てくるもん！！！」

  「我才不会！」

  「しないわ！」

  「真的吗！？你能挺起胸膛说你不会吗！？」

  「本当か！？　本当にしないって胸張って言えるか！？」

  「……」

  「……」

  「好，你沉默了，有罪！！！就是因为这样，我才想在你发现之前偷偷在卧室换衣服啊！！变态！！人渣！！！」

  「はい黙った有罪！！！　そんなんだからバレないようにそっと寝室で着替えようとしてたんだよ！！　変態！！　クズ！！！」

  

  

  　虽然被骂得狗血淋头，但这是我的错吗？虽然我完全无法否认自己会眯着眼睛偷看，但这也太不信任我了吧。

  　めちゃくちゃ言われてますけど、これ僕が悪かったのかな？　そりゃ、薄目で見る可能性は全然否定できないけどそれにしても信用無さすぎである。

  

  

  「你给我面向窗户不准动！绝对不准转过来！！！」

  「そこで動かず窓の方向いてろ！　絶対こっち向くなよ！！！」

  「呃，那个……抱歉，窗户会反射。」

  「いや、あの……ごめん、窓反射してて」

  「～～～～！！！？糟透了！！给我看地板！！」

  「〜〜〜〜〜！！！？　最っ悪！！　床見てろ！！」

  「还有，你邀请我来我很高兴，但在邀请男人来之前，至少该从阳台把内衣裤收进来……」

  「あと、家に呼んでくれるのは嬉しいんだけど、男を入れる前にベランダから下着くらいは回収しとくべきだと思うよ……」

  「呀啊啊啊啊啊！？真是的，真的！！！可恶！！！」

  「ぎゃあああぁぁっ！？　もうっ、本当まじで！！！　くそがっ！！！」

  

  

  　小依一边抱怨一边发出咚咚咚的脚步声来到沙发。从声音听来，她应该是先穿上挂在沙发上的T恤之类，然后直接去阳台粗暴地回收我提醒的内衣裤。

  　悪態を吐きながらドタドタと足音を立てて小依くんはソファまでやってくる。音から察するにソファにかかっていたTシャツか何かを着て、そのままベランダまで行って僕が指摘した通り下着を乱暴に回収したのだろう。

  

  　卧室那边传来一阵杂乱的声音，然后声音停止，随着床铺的嘎吱声，传来一声“哈啊！”的强烈叹息。

  　寝室の方から荒々しい音を立てた後、それらが収束すると、ベッドが軋む音と共に「はあ！」と力強いため息が聴こえてきた。

  

  

  「呜啊！！！真的完了！！水濑，你看到什么奇怪的了吗！？老实回答我！！！」

  「うがー！！！　まじ終わってる！！　水瀬、変なの見えた！？　正直に答えろ！！！」

  「当然看到了奇怪的，毕竟看到了神话中的人物」

  「そりゃ変なのは見たよ。神話の人居たもん」

  「不是这个意思！！！是胸部屁股还是那里！！！」

  「そういう事じゃなく！！　胸だの尻だのあそこだの！！！」

  「啊……没有，那些都好好遮住了。而且我马上就移开了视线」

  「あー……いや、そういうのはちゃんと隠れてたよ。てか即座に視線逸らしたし」

  「骗人！我叫你别看之后才移开的！！」

  「はい嘘ー！　見るなって言って初めて目を逸らしたし！！」

  

  

  　她用责备的口吻说完，然后在床上立起脚躺了下去。内裤，完全露出来了。

  　責めるような口調でそう言うと、彼女はベッドの上に足を立てた状態でごろーんと寝転がった。パンツ、丸見えです。

  

  

  「哈啊……哈啊啊。真是的，全部都不顺利。什么嘛，真是的」

  「はぁ……はぁーあ。まじで、全部上手くいかんやん。なんなん、もう」

  

  

  　小依这样嘟囔着，从仰卧的姿势变成了侧卧。

  　そう呟くと小依くんは仰向けの姿勢から横向きに姿勢を変えた。

  

  

  「……水濑」

  「……水瀬」

  

  

  　小依叫了我一声。由于内裤完全露出来了，我移开了视线，然后她又叫了我一声，我便转了过去。

  　小依くんが僕を呼ぶ。あまりにもしっかりパンツが丸見えになっているので目を逸らしていたら、再度彼女から名を呼ばれてそちらを向く。

  

  　她红着脸，表情既像生气又像不高兴，刚想说些什么，又目光游移着停了下来，然后轻轻吸了口气，开口说道。

  　彼女は怒ったような、不機嫌そうな表情のまま顔を赤らめ、一度言葉を吐こうとしたのを目を泳がしながら止めた後、小さく息を吸って口を開いた。

  

  

  「那个，文化祭要到了吧」

  「あの、さ。文化祭あるやろ」

  「是啊，还有你的内裤露出来了」

  「あるね。あとパンツ見えてます」

  「……色鬼」

  「……えっち」

  

  

  　她用少女般的口吻责备我。你拉T恤遮住了屁股，但胸部露出来了。还有，拜托你别再用这种藏头露尾的方式了。

  　乙女のような言い方で非難された。Tシャツ引っ張ってますけどお尻の方隠れてないって。あと今度は胸が見えそうになるから、頭隠して尻隠さず方式やめてくれませんか。

  

  

  「然后，关于文化祭」

  「で、文化祭の話なんだけど」

  「嗯，嗯」

  「う、うん」

  「……那天，你能给我一点时间吗？」

  「…………その日、ちょっとだけ時間作ってくんね？」

  「时间？当然可以，但中午不行吗？」

  「時間？　勿論いいけど、お昼とかじゃ駄目なの？」

  「不行。午饭时间大家都会散开，很难避开别人」

  「駄目。昼飯タイムはみんなそこら中に散るから人目を避けにくい」

  「避开别人……？」

  「人目を……？」

  「嗯」

  「うん」

  「……那，给我时间做什么？」

  「……それで、時間作ってなにを？」

  

  

  　我这样问后，小依沉默了一会儿，用颤抖的声音回答道。

  　そう聞くと、小依くんは少しだけ黙りこくった後に震える声で返答を口にした。

  

  

  「……我有话想说。总之，给我一个大家容易聚集在固定地点的时间」

  「……言いたい事あるから。とりあえず、人が決まった場所に固まりやすいタイミングで、時間作って」

  「有话想说……那是」

  「言いたい事……それって」

  「我不会在这里说。毕竟才刚被挫了锐气……刚才的吻，我也不问你有什么想法。到时候你再告诉我」

  「ここでは言わない。出鼻くじかれたし。……さっきのキスでお前がどう思ったのかも聞かない。その時になったら教えて」

  「……」

  「……」

  

  

  　哎？这不就是那个意思吗？我也不傻，某种程度上已经察觉到了哦？？？

  　え？　それってつまり、そういう事なのでは？　僕も馬鹿じゃないからある程度察しはつきますけど？？？

  

  　不，不能妄下定论。要是我完全搞错了，那可就丢人丢大发了。既然她没有明说，那我也不该胡思乱想。嗯。

  　いや、決めつけるのは良くないか。全然違うことを言ってるのであれば完全に勘違いの大恥だしな。明言されてない以上、思い込むのは良くないよな。うん。

  

  

  「……还有，睡沙发对身体不好。你也睡床上吧」

  「……あと、ソファで寝るの体に良くないから。ベッドで寝ろよ、お前も」

  

  

  　她喜欢我吧。绝对是这样。我承认自己是处男，但我已经确信了。

  　好きでしょ、僕の事。絶対そうじゃん。童貞って言われてもいいよ、もうそうとしか思えないもん。

  

  　这剧情发展也太突然了吧？接下来到文化祭的这几天，我该怎么度过啊？只剩一周了，我该用怎样的心态面对这几天啊。

  　何この急展開？　僕、これから文化祭までの数日間どう過ごせばいいの？　もう一週間切ってますけど、どんな心構えを持って臨めばいいのこの数日間。

  

  

  「水濑？」

  「水瀬？」

  「……那个，你说睡床上，是要陪睡吗？」

  「……えーと。ベッドって、添い寝ですか？」

  「你这说法好恶心」

  「言い方きも」

  「还有别的说法吗！？我的词汇量里只有陪睡这一种说法啊！！！」

  「別の言い方何がある！？　僕の語彙には添い寝以外ないもので！！！」

  「……陪睡就陪睡吧。好了，过来」

  「……添い寝でいいわもう。ほら、来いよ」

  

  

  　这说法真有男子气概。她明明是个娇小的女孩子，反差好大啊。

  　言い方男らしっ。見た目ちっこい女の子なのにギャップすごいな。

  

  

  「……打扰了」

  「……失礼します」

  「这次你不说男女什么的，会被袭击什么的了啊」

  「今回は言わないんだな。男女がどうこう、襲われるがどうこう」

  「你想听的话我当然会说。我说啊，和不是恋人的异性睡在一起」

  「言われたいなら全然言いますけど。あのね、恋人でもない異性と寝るのは」

  「烦死了闭嘴蠢货」

  「うっさい黙れボケ」

  「这陷阱也太大了吧」

  「罠すぎるでしょ」

  

  

  　小依无视我关掉了灯，我什么都看不见，只听见她钻进我身旁的声音。

  　小依くんが僕を無視して電気を消すと、何も見えなくなって隣で同じベッドに入る音が聞こえた。

  

  　小依的床不大，我们自然紧贴在一起。我害羞地转向墙壁，小依却贴上了我的后背。

  　小依くんのベッドはあまり大きいサイズでは無い。身が密着するのは当たり前で、気恥ずかしくて壁の方に体を向けたら背中にピタッと小依くんがくっついてきた。

  

  　虽然她说文化祭之前不会告诉我，但她根本没打算隐瞒吧。太露骨了。难道她已经放弃，决定把一切都告诉我了吗？

  　文化祭まで伝えないとの事だけど、隠す気ないなこれ。剥き出しすぎる。もうさっきのキスで諦めて全部開示する方向性にシフトしたのだろうか？

  

  

  「……今天你没抵抗啊。贴上来」

  「……今日は抵抗しないんだな。くっつくの」

  「嗯——说实话，只有小依你对我做这种事，我挺开心的」

  「うーん。実を言うと、小依くんに限ってはそういう事されるの、結構嬉しいので」

  「……你啊，从以前开始就只对我一个人说这种话。你这是」

  「……それさ。前々から俺に限定して物事を語るけど。それってさ」

  「文化祭那天你有话想对我说吧？那我也有话想在那天说，所以在此之前我什么都不说」

  「文化祭の日に言いたい事があるんでしょ？　じゃあ僕もその日、ちょっと言いたい事あるからそれまでは何も言わないでおくね」

  「……你多少也该明白了吧。你傻吗」

  「……分かるだろ、なんとなく。馬鹿じゃねぇの」

  「这句话我原封不动还给你」

  「そっくりそのまま同じ言葉返すけど」

  「说我傻？我揍你哦？」

  「俺に馬鹿って？　殴るよ？」

  「真不讲理。不过你这种地方也很可爱，所以无所谓」

  「理不尽なんだよな。まぁ、そういう所も可愛いからいいけど」

  「！所以说，别动不动就说人家可爱啊」

  「っ、だから、そうやって可愛いってすぐ言うのまじ、やめろし」

  「啊哈哈。不管过多久都习惯不了呢。被人说可爱」

  「あはは。いつまで経っても慣れないね。可愛いって言われるの」

  「……谁管你」

  「……知らね」

  

  

  　背后传来窸窸窣窣的声音，我知道小依贴得更近了。

  　背後でゴソゴソ音がして、小依くんがより身を寄せてくるのが分かった。

  

  　我转向小依。她似乎有些惊讶，脚碰到了我的脚。

  　小依くんの方を向く。彼女は少し驚いたようで、僕の足に彼女の足が当たる。

  

  

  「你总是贴上来，你知道我是什么心情吗？」

  「いつもくっついてくるけどさ。それされて、僕がどんな気持ちだったか分かる？」

  「……不知道。恶心吗？」

  「……分かんない。気持ち悪かった？」

  「如果是的话，我就不会答应陪你睡了」

  「だとしたら添い寝の提案には乗らないな」

  「那是什么？」

  「じゃあなに」

  「嗯。就是这种心情」

  「うん。こういう気持ち」

  

  

  　我抱住了小依。我这行为也太大胆了，小依也有些困惑，想推开我，但很快又放弃了，把娇小的身体交给了我。

  　小依くんの身を抱き寄せる。我ながら大胆な行動だったし、小依くんも困惑して少しだけ僕の胴を押して離れようとしたが、すぐにそれをやめて小さな体を委ねるようにこちらに預けてきた。

  

  

  「是什么心情？恶心吗？」

  「どんな気持ち？　気持ち悪い？」

  「……不予置评」

  「……ノーコメ」

  「原来可以这样啊」

  「それありなんだ」

  「可以的……啊，不过我有一个感想可以说」

  「ありだから。……あ、でも一つだけ言ってもいい感想はある」

  「说吧」

  「聞きましょう」

  「……明明是处男，却若无其事地对不是女朋友的女人做这种事，你可真嚣张啊」

  「……付き合ってもない女に平然とこんな事するとか、童貞の癖に生意気だなお前」

  「我原封不动地还给你第二弹」

  「そっくりそのまま第二弾」

  「……你知道的吧？我不是处女」

  「……知ってるよね？　俺、処女じゃない」

  「抱、抱歉」

  「ご、ごめん」

  「没事……果然，不是处女的女人很脏吗？」

  「別に。……やっぱ、処女じゃない女って汚いんかな」

  「哎！？你这话是什么意思……？」

  「え！？　それはどういう……？」

  「不是处女的女人很脏，不是经常这么说的吗？」

  「よく言うじゃん。処女じゃない女は汚れてるみたいな」

  「才没有经常这么说呢。那不是很久以前的人的想法吗？」

  「よくは言わないでしょ。めっちゃ昔の人の考え方じゃないのそれ」

  「不知道。只是在网上看到过」

  「知らんけど。ネットとか見てると時々、さ」

  「我不知道别人是怎么想的，但至少我不觉得小依同学很脏」

  「他の人はどう思ってるかは分からないけど、少なくとも僕は小依くんが汚れてるとか思わないよ」

  「又给我特殊待遇啊」

  「また特別扱いかよ」

  「是特殊待遇啊。我不是说过，无论发生什么我都不会讨厌你，也不会离开你吗？这和那个是一样的」

  「特別扱いだよ。何があっても嫌わないし、居なくならないしみたいな話したじゃん。それの延長線上でしょ、この話も」

  「是吗。你真是个怪人」

  「そうな。変な奴」

  

  

  　她轻笑着说道。

  　クスリと笑いながら彼女はそう言った。

  

  　我感受着她的体温，闭上了眼睛。紧张得睡不着。我试图平复紧张的心情，小依同学的双腿缠住了我的一条腿。

  　彼女の体温を感じながら目を閉じる。緊張して寝れない。どうにか緊張をほぐそうと心頭滅却を試みていると、小依くんの両足が僕の片足に触れて絡めてきた。

  

  

  「小依同学。如果能控制一下色情行为，我会很感激的」

  「小依くん。エロい事は控えて頂けると助かるのですが」

  「哇。就不能换个说法吗，这么直白」

  「うわ。もっと言い方あるだろ、なんだそのストレートな言い方」

  「我觉得已经够了。隐瞒的话就传达不到」

  「もういいかなって。包み隠すと伝わらないしさ」

  「你把我当笨蛋吗？」

  「俺の事馬鹿って思ってる？」

  「我觉得你是个虽然会学习但迟钝得让人头疼的人」

  「勉強は出来るけど困るぐらい鈍い人だなとは思ってる」

  「……你没资格说我」

  「……お前に言われたくねえわ」

  

  

  　小依同学用撅着嘴的语气责备我，同时用手环住我的腰，紧紧地抱住了我。

  　口を尖らせたような言い方で僕を責めつつ、小依くんは僕の腰に手を回してギューッと抱きついてきた。

  

  　就算不说出口，也能轻易地将想法传达给对方。这已经是被封口了，所以只能用言语以外的方式向我传达好感了吧。我擅自这么理解，被她抱住后也抱了回去。

  　口で言わずとも意思なんて簡単に相手に伝わってしまう。これは最早言葉を封じられたから、言葉以外の手法で僕に好意を伝えているのだろう。と、勝手に僕の中で納得しつつ、抱きつかれたから抱きしめ返してやった。

  

  　小依同学发出了不成声的声音。听起来像是小动物一样，似乎很开心，很舒服。

  　言葉にはならない声が小依くんから出てくる。なんだか嬉しそうな、心地良さそうな小動物みたいな鳴き声を発している。

  

  

  「……这个啊，如果再做各种各样的事，是不是就会开始做爱了？」

  「……これさ、もっと色んなことをしたら、それこそエッチが始まる流れ？」

  「你才是，换个说法吧。再委婉一点」

  「そっちこそ言い方。もっとオブラートに包もうよ」

  「委婉……我可没带避孕套」

  「包む……避妊具持ってないからね。俺」

  「黄段子连发！再怎么说也不会做那种事的。我们又不是恋人」

  「下ネタ数珠繋ぎぃ！　流石にどういう流れになってもそんな事しないよ。恋人ではないんだからね、僕ら」

  「也是……就算突然要做，我也没做好心理准备」

  「だな。……急にするってなっても、心の準備が出来てないし」

  「嗯。做好了就会做吗？」

  「ふむ。出来てたらするの？」

  「去死。性骚扰变态」

  「死ね。セクハラ変態野郎」

  「啊哈哈，抱歉」

  「あはは、ごめんね」

  

  

  　小依同学轻轻敲了敲我的胸口，然后摸索着我的手臂，将手指移动到指尖，然后用手指缠住我的手指，将我的手按在自己的胸部上。

  　小依くんが軽く僕の胸を叩き、そのまま僕の腕を探って手の先まで指を移動させると、こちらに指に指を搦めた状態で自分の胸にそれを押し当ててきた。

  

  　小依同学的胸部碰到了我指尖的指甲。她是故意的吗？感受到女孩子特有的柔软，我的心跳又加快了。

  　指先の爪の方に小依くんの胸が当たる。わざとやっているのだろうか？　女の子特有の柔らかさを与えられて、また心拍数が上がる。

  

  

  「还、还有，关于色色的事，我有件事想说」

  「あ、あとさ、エッチ関連で一つ話しときたい事あるんだけど」

  「什么关系？这可不像是恋人未满的男女会聊的话题」

  「どんな関連性？　恋人未満の男女の会話とか思えないチョイスだね」

  「别急别急。我啊，在你睡着的时候已经亲过你一次了」

  「まあまあ。俺さ、お前が寝てる間に既に1回キスしてるんだよね」

  「……哎？」

  「……え？」

  

  

  　第一次听说。

  　初耳なのですが。

  

  

  「所以其实你的初吻已经被夺走了。抱歉啊，我夺走了你的初吻」

  「だから実は既にファーストキスは終わってるって話。ごめんな、奪っちゃって」

  「小依同学的话没关系，不过太突然了」

  「小依くんなら構わないけど、でも急すぎるな」

  「就这样。晚安」

  「それだけ。おやすみ」

  「哎？……哎，你要睡这？真的假的？扔完炸弹就睡？喂？」

  「え？　……えっ、ここで寝るの？　まじで？　爆弾落として寝るマ？　ちょっと？」

  「……」

  「……」

  

  

  　我以为她在开玩笑，所以沉默了一会儿观察情况，最后听到了小依同学的鼾声。真的睡着了。好厉害啊这个人，太自由奔放了。

  　冗談かと思ってしばらく無言で様子見していたら、やがて小依くんの寝息が聴こえてきた。本当に寝てしまった。すごいなこの人、自由奔放すぎる。

  

  

  「哎……晚安……」

  「えぇ……おやすみ……」

  

  

  　对方已经进入了梦乡，所以我小声地说了一句，以免吵醒她，然后我也闭上了眼睛。

  　相手は既に夢の世界に旅立っていたので、起こさないように小声で言ってこちらも目を閉じる。

  

  　……这睡得着才有鬼吧？被喜欢的人亲吻，被喜欢的人说趁自己睡着的时候亲吻了自己，被喜欢的人缠着双腿零距离贴着，被喜欢的人抱着。在这种心脏随时可能从嘴里跳出来的状况下，怎么可能睡得着？

  　……寝られるわけなくないか？　好きな人にキスされて、好きな人にもっと前に寝てる隙にキスしたって言われて、好きな人と両足絡めてゼロ距離で密着されて、抱きしめられた状態で。今にも心臓が口から飛び出てきそうな状況でどうして寝られる？

  

  　之后，我紧张得睡不着觉，不知道过了1小时还是2小时，中途小依同学醒了过来，吻了我。初吻，二吻，三吻，所有的记录都被小依同学刷新，她一脸满足地再次睡着了。对我来说，这只能说是雪上加霜的追击。

  　その後、1時間か2時間かした後も緊張と胸の高まりで全然眠れなかったんだが、途中目を覚ました小依くんからキスをされてしまった。ファースト、セカンド、サードの全ての記録を小依くんによって塗り潰され、彼女は満足そうにして再び寝息を立て始めた。こちらからしたら泣きっ面に蜂としか言えない追い打ちである。

  

  　结果，直到太阳升起，我都没能睡着，直到6点多才睡着。

  　結局、日が昇るまで僕は眠りにつくことは出来ず、入眠したのは6時を回ったあたりからであった。

 
  54話「けちょんけちょん」

  54话「一败涂地」

  「这果然是冬浦吧。」

  「やっぱこれ冬浦だよなぁ」

  

  

  　在某所高中的社团教室大楼里，突然下起雨来，有四个男学生聚在一起，想回家却回不了家。他们聚集在一个地方，从四个方向看着iPhone的画面，严肃地讨论着。

  　とある高校の部室棟にて。突然の雨が降り頻り帰ろうにも帰らず集まっていた男子生徒が4人。彼らは一箇所にたまり、iPhoneの画面を四方向から眺めながら厳かな声で話し合っていた。

  

  　画面上播放着强奸的视频。登场人物有三人，全都是初中生年纪的少年少女，从远处隐约传来的歌声和歌曲宣传的声音，可以知道是在卡拉OK包厢里拍摄的。

  　画面には強姦の映像が流されていた。登場人物は3人、全員が中学生程の年頃の少年少女であり、僅かに遠くの方から響く歌声や曲の宣伝の音声からカラオケの部屋で撮影された物だと全員が理解していた。

  

  　被推倒在红色沙发上，遭到粗暴蹂躏的少女拼命用手遮住脸，但只要暂停视频，放大无法完全遮住的部分，即使画质粗糙，还是能清楚地看到少女的脸。

  　赤いソファに押し倒され、乱暴に蹂躙されている少女は必死に顔を手で隠していたが、所々隠しきれていない部分を一時停止し拡大すると少女の顔は荒い画質ながらもハッキリと画面に映し出される。

  　少女的五官本身稚气未脱，但五官十分端正。她的长相和他们所认识的「冬浦小依」这名少女极为相似。

  　顔立ち自体は幼いものの均整の取れた顔をした少女。それは彼らの知る『冬浦小依』という少女に限りなく顔の造りが似通っていた。

  

  

  「她有戴耳环，绝对是她。」

  「ピアスしてるし絶対そうよな」

  「对吧。不过她没遮住手腕。」

  「な。でも手首は隠してない」

  「她该不会在被强奸后割腕了吧？那家伙之所以遮住手腕，是因为有割腕的痕迹吧。」

  「このレイプの後にリスカでもしたんちゃう？　あいつが手首を隠してるのって100パーリスカ跡を隠してるからやろ」

  「对吧。这么一来就说得通了。」

  「やろな。そうなると辻褄合うし」

  「冬浦那个是想遮住割腕的痕迹吗！也就是说她绝对是淫乱女！呜哇，我本来还看上她了，结果居然是淫乱女，好难受～」

  「冬浦のあれ、リスカ隠してんのかー！　て事はヤリマン確定じゃん！　うわー俺地味にあいつ狙ってたのにヤリマンかよキッツ〜」

  「虽然不知道为什么有割腕痕迹就一定是淫乱女，但她在辣妹集团里行动的时候，就几乎可以确定是淫乱女了吧。我之前就说过了。」

  「なんでリスカあるとヤリマンが確定するのか分からんが、ギャル集団で固まって行動してる時点でほぼヤリマンなの確定だったろ。前から言ってるべ」

  「你有说过啊～那要怎么办？」

  「言ってたな〜。で、どうするよ」

  「什么怎么办？」

  「どうするって？」

  「用这个视频威胁她的话，绝对可以搞到手吧。如果只是搞到手的话，那不是很热吗？」

  「この動画で脅したら絶対ヤレるじゃんって。ヤるだけタダなら熱くね？」

  「热！啊，可是如果又被田中说什么的话，不是很累吗？那家伙很受欢迎。」

  「アツ！　あ、でもまた田中になんか言われたらダルくね？　あいつモテるし」

  「那家伙和盐谷感情很好，文化祭的时候他们两个会去约会吧？不会被发现吧。」

  「あいつはあいつで塩谷と仲良くやってるし、文化祭なんか2人でデートするんやろ？　バレんくね」

  「要趁文化祭的时候搞？」

  「文化祭狙うん？」

  「就是那个时候！体育馆系的节目表演期间，实际上就是自由时间。人会变少。」

  「狙い時っしょ！　体育館系の出し物してる間は実質フリーやん。人が少なくなるからさ」

  「话说回来，要是搞完之后被老师哭诉的话，不是很麻烦吗？」

  「にしてもヤッた後教師に泣きつかれたら面倒じゃん」

  「笨蛋。你什么都不懂。」

  「バーカ。お前なんにも知らねえのな」

  

  

  　拿着iPhone的男学生像是在嘲弄旁边的男人一样，轻轻戳了戳他的肩膀，然后关掉视频，露出带有邪恶企图的笑容。

  　iPhoneの持ち主である男子生徒が小馬鹿にするよう隣の男子の肩を小突くと、動画を閉じて悪い企みを孕む笑みを作る。

  

  

  「那家伙和A班的水濑感情好得要死。他们大概只是没跟周围的人说，其实已经在交往了吧。」

  「あいつ、A組の水瀬って奴と死ぬほど仲良いんだよ。多分周りに言ってないだけで付き合ってるな。あれは」

  「她有男朋友啊！」

  「彼氏持ちなのかよ！」

  「她有男朋友吧。那种长相要是没有男朋友的话，反而让人觉得恶心。」

  「彼氏持ちだろ。あの顔で彼氏いなかったら引くわ」

  「啊……所以她之前被告白的时候，才会秒速拒绝啊？」

  「あー……今まで何度告られても秒で振ってたのってそういう？」

  「唉——濑之口学姐拒绝告白的时候，我就觉得奇怪了，她果然有男朋友啊。这下我懂了。」

  「はー。瀬之口先輩振ってる時点で怪しいって思ってたけどやっぱ彼氏持ちか。納得だわ」

  「就是这样就是这样。也就是说，如果我们强奸冬浦，然后把视频拍下来，再威胁她要是敢乱来，就把视频传给她的男朋友，她应该就会乖乖听话了吧？」

  「そういうことそういうこと。という事はだ。俺らが冬浦をレイプしてその動画を撮ったらさ、余計な事したら彼氏に見せるぞって脅しつけたら言う事聞くって思わん？」

  「你该不会是天才吧？」

  「お前もしかして天才か？」

  「我身边居然有爱因斯坦，真是令人难以置信。」

  「身近にアインシュタインが居たわ。空いた口が塞がらん」

  「别这样，我会害羞的。」

  「よせやい照れるべ」

  「田中和盐谷要恩爱约会，那水濑呢？」

  「田中は塩谷とラブラブデート。水瀬ってやつは？」

  「她和我们不同班，而且移动到体育馆的时候，都是以班级为单位行动吧？就算我们和冬浦不在，她也不会发现的。」

  「別クラスやし、体育館移動の時は普通にクラス行動やろ？　俺らと冬浦がいなかったとして気付かねえよ」

  「反正老师巡逻的路线也有限。」

  「教師が巡回するであろうコースもどうせ限られてるしな」

  「剩下的几天，我们就先在校内四处走动，寻找我们的黄金时段吧。」

  「残った数日間、とりま俺らのゴールデンゾーンを探す為に校内練り歩くか」

  「还得把校内地图记在脑子里才行！」

  「校内マップも頭に入れないとだな！」

  「好耶——我本来就想低调地做爱，这下我更有干劲了！」

  「っしゃー地味にヤりたいって思ってたから熱入るわ！」

  「什么低调，你自从看到冬浦之后，几乎每天都在说这种话吧。」

  「地味にって、お前冬浦見掛けてからほぼ毎日それ言ってるやん」

  「我才没有每天说！！话说你们不也一样吗！」

  「毎日は言ってねえ！！　てかお前らやってそうやろ！」

  「我倒是没什么兴趣。她的长相太漂亮了，反而没有情色感。而且还是贫乳。」

  「俺は別にあんまだけど？　顔が良すぎて逆にエロくないわ。貧乳だし」

  「别得意忘形了。」

  「イキんなって」

  「我才没有得意忘形。」

  「イキッてねえから」

  「好了好了好了好了。反正只要有机会，你们还是会做吧？所以就让我们合作吧。」

  「まあまあまあまあ。なんにせよヤれるってなったらヤるやろ？　ここは協力しようや」

  「如果能免费做爱，那我倒是不介意。」

  「まあタダマンハメれるならあり、か」

  「你们会帮忙吧？」

  「協力してくれるよな？」

  「没办法。」

  「しゃーなしな」

  「好。我就知道你们会这么说。你们呢？」

  「よし。お前ならそう言うと思ってたぜ。お前らは？」

  「我当然赞成，绝对要做！！」

  「当たり前に賛成だわ、絶対ハメる！！」

  「别再闲聊了，快点行动吧。」

  「だべってないでさっさと行動に移そうぜ」

  「你们……！」

  「お前ら……っ！」

  

  

  　四名男学生仿佛在确认彼此的羁绊，用力地互碰拳头，勾起手臂，以充满决心的表情互相看着彼此。

  　男子生徒4人は絆を確かめ合うように強く拳同士を合わせ、腕を組み、決意に満ち溢れた顔で互いを見合う。

  

  　冬浦小依无从得知邪恶的计划正在进行，同一时间的她正悠哉地让水濑真穿上自己的运动服，一边大叫一边捧腹大笑。

  　邪悪な計画が進んでいる事など冬浦小依が知る由もなく、同時刻の彼女は能天気に自らの体操服を水瀬真に着せて声を荒らげながら抱腹絶倒に陥っていた。

  

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  

  　与水濑发生种种事情后的星期一，校庆的准备也进入最后阶段。

  　水瀬との諸々があった後の月曜日。文化祭準備も最終段階に入った。

  　我没有参加社团，校庆的活动除了班上要推出的女仆咖啡厅以外，我也没有其他要参加的活动，所以必然地，我与桃果和结奈分开，独自进行女仆咖啡厅的准备工作。

  　俺は部活に所属しておらず、文化祭の出し物もクラスでやるメイドカフェ以外に参加するものは無い為、必然的に桃果と結乃とは離れてメイドカフェの準備に従事していた。

  

  　除了她们两人以外，我在班上没有特别要好的人，而且我本身也不积极，只要气氛一尴尬就会沉默不语。虽然和其他同学沟通时没什么问题，但我知道就算加入对话，也只会觉得无聊和厌烦，所以就离开教室，在一楼正面玄关前进行作业。

  　あの二人を除けばクラスで特段仲のいい人間はおらず、俺自身積極性もなくて気まずい空気になると黙り込んでしまう性格だ。他のクラスメートとは意思の疎通こそ普通にこなせるが、会話に混ざっていても退屈さと飽きが来るのは分かりきっていたので、教室から離れて1階正面玄関の前で作業をしている。

  

  　好寂寞啊。虽然和她们两人在一起时，我经常被当成辣妹，但其实我只是个阴沉角色。我听着从教室窗户传来的和乐融融的说话声，一个人寂寞地涂着招牌的油漆。

  　寂しいなあ。あの二人とセットにされる時はやたらにギャル扱いされるけど、実態はただの陰キャだもんな。教室の窓から聴こえてくる和やかな話し声を背中に受けながら、1人寂しく看板のペンキ塗りだ。

  

  

  「女生真的很会使唤人耶～她们以为自己是谁啊？」

  「マジで人使い荒いよな〜女子って。何様なんだっつの」

  「就是说啊～每次都是我们去买东西。」

  「それなー。毎回買い出しに行かされるの俺らだもんな」

  

  

  　我听到男生的声音，同时有脚步声逐渐靠近。注意到这点后，我感觉到有人的脚后跟撞到我的背。

  　男子の声が聴こえてきて、同時に靴をペタペタ鳴らす音が近付いてくる。それに気付いた直後、俺の背中に何者かの踵がぶつかった感覚がした。

  

  

  「好痛！？」

  「いたっ！？」

  「哦哇！？好痛……冬、冬浦？你在这里做什么……」

  「おわっ！？　いってぇ……て、冬浦？　こんなとこで何し……」

  

  

  　没看后面就边说话边倒退，撞到我的无礼之徒是同班同学西野。

  　後方に目もくれず、人と喋りながら後ろ歩きをして俺にぶつかってきた不届き者はクラスメートの西野だった。

  

  　我因为被西野踢到而往前倾，身上的衬衫沾到笔上的油漆。

  　西野に蹴られた衝撃で前のめりになった俺のブラウスに、筆に付けていたペンキがべっとりと付着していた。

  

  

  「抱歉！！！我完全没注意到！！」

  「わりぃ！！！　全然気づかんかったわ！！」

  「……」

  「……」

  

  

  　我不会原谅你们的。这家伙是怎样，我就是觉得可能会发生这种意外，才特地坐在角落作业，结果你们还故意撞上来，是想打架吗？

  　許さんけど。なんだこいつ、そういう事故が起こるかもと思ってわざわざ脇の方に座り込んで作業してたのに当たりに来るとか喧嘩売ってんの？

  

  　我当然知道你们没有恶意，毕竟两个人都慌了手脚。但这是两回事，该怎么办？我的衬衫。真的糟透了，这能洗得掉吗？

  　悪気がなかったのはもちろん分かる、二人してオロオロしてるし。でもそれはそれとして、どうすんねんと。俺のブラウス。まじで最悪すぎる、取れんのかこれ。

  

  

  「唉……」

  「はあ……」

  「总、总之你先换件衣服……」

  「と、とりあえず着替えた方が……」

  「我没有衣服能换，今天又没有体育课。」

  「着替えなんてない。今日体育なかったし」

  「说、说的也是……真的很抱歉……」

  「だ、よな……まじですまん……」

  「她瞪得好凶……」

  「すっげぇ睨んでる……」

  

  

  　西野一脸沮丧地说。我才想说「沮丧的人是我好吗」。另一个男生好像在说些什么，但声音传不到我耳里。或许是因为我们不熟，他和我保持一点距离，露出想逃离现场的表情。

  　落ち込んだ顔で西野が言う。落ち込んでるのはこっちだよって言ってやりたい。もう片方の男子は何か言っているがその声は耳まで届かず、知り合いじゃないからって理由なのか俺から少し距離を取りこの場から逃げたそうな表情をしている。

  

  

  「你们不是要去买东西吗？」

  「買い出し行くんじゃないの」

  「不、不是，可是……那不然……」

  「い、いや。でもよ……じゃあ」

  

  

  　西野自然地违反校规，当场脱下穿着的短袖连帽上衣。他变成穿着轻薄背心的模样，将脱下的连帽上衣递给我。

  　西野はナチュラルに校則を違反し着用していた半袖のパーカーをその場で脱ぐ。ペラッペラなタンクトップ姿になった西野は脱いだパーカーを俺の方に差し出す。

  

  

  「总之，先穿这个……」

  「とりあえず、これで……」

  「……袖子太短了。」

  「……袖が短い」

  「咦？啊……不是，现在是夏天耶？」

  「えっ、あー……いや、今夏だぞ？」

  「我不想晒黑。」

  「日焼けしたくない」

  「原来如此。那……运动服可以吗？」

  「なるほど。じゃあ……ジャージでもいいか？」

  「你有？」

  「あるの？」

  「有。明明没有体育课，我却搞错带过来了。」

  「ある。体育ないのに間違って持ってきたんだよ」

  

  

  　也就是说，他不是把体育课穿过的运动服留在学校。那应该可以借吧，就接受他的好意吧。

  　て事は、体育で使った後のを置いてった訳では無いのか。なら借りれるな。親切に甘えよう。

  

  　西野回教室去拿运动服了。

  　教室までジャージを取りに行った西野が戻ってきた。

  

  　我接过运动服，心想「那就换上吧」，于是解开最上面的扣子，结果两个男生慌张地喊着「喂！？」制止我的行为。

  　ジャージを受け取り、それじゃあ着替えるかって思い立ち1番上のボタンをプチッと外したら男子二人が慌てた様子で「おい！？」と俺の行為を制止してきた。

  

  

  「干嘛？我想快点换衣服。」

  「なに。早く着替えたいんだけど」

  「在这里换衣服不太好吧！？这里可是外面，而且我们也在！！」

  「ここで着替えるのはまずいだろ！？　外だし俺らいるし！！」

  「啊，确实。」

  「あっ、確かに」

  

  

  　经他们这么一说，我才注意到。我刚才脑袋一片空白，忘记自己是女生了。差点就要在男生面前露出小可爱了。

  　言われて気付いた。頭がぼーっとしていた、俺女だったわ。危うく男子にキャミソールを露出する所だった。

  

  　……？和水濑在一起的时候明明会非常在意，为什么在西野他们面前就忘了自己是女生？虽然搞不太懂，但今后得小心别再发生同样的事……

  　……？　水瀬といる時はそういうのめっちゃ気にするのに、なんで西野達の前では女である事を忘れてたんだ？　よく分からんが、今後同じ事が起きないよう気を付けないとな……。

  

  

  「明天洗好再还你，谢谢你借我。」

  「明日洗って返す。貸してくれてありがとね」

  「不会。我才要说抱歉，都是我太不小心了。」

  「いや。むしろすまん、こっちの不注意で」

  「就是说啊。要是沾到招牌，我早就发飙了。」

  「それはそう。看板に付いてたらブチ切れてたよ」

  「你的眼神很恐怖耶……真的很抱歉。」

  「目ぇ据わってたもんな……まじでごめん」

  「我可是气到青筋都爆出来了哦？如果我不是你朋友，你早就被讨厌了。」

  「青筋ピキピキよ？　私じゃなかったら普通に嫌われてたからね」

  「对不起！」

  「申し訳ない！」

  「没关系。那我去换衣服的时候，这个……啊，你们要去买东西对吧？」

  「いいけど。じゃあ私が着替え行ってる間にこれ……あ、買い出し行くんだっけ？」

  「对。」

  「あぁ」

  「那就不能让你帮我涂了。」

  「じゃあ代わりに塗らせるわけにはいかないか」

  「等我们回来这边，可以帮忙一下。」

  「後でこっちに戻ったら一応手伝えるぞ」

  「不用啦，反正就快涂完了。我涂完就去换衣服。」

  「いいよ別に、もう少しで塗り終える所だし。さっさと仕上げて着替えるから」

  「这、这样啊。抱歉，我帮不上忙。」

  「そ、そっか。ごめんなまじで」

  「你道歉太多次了，不用再道歉了啦。」

  「謝りすぎ。もういいって」

  

  

  　他们道歉太多次，我开始觉得他们很可怜了。我决定之后就算他们继续对话，只要一听到谢罪的字眼就彻底无视。过了一会儿，他们向我低头致意后，便匆匆忙忙地往校门的方向走去。

  　流石に謝られすぎて気の毒になってきた。これ以降会話が発展しても謝罪されると思いガン無視を決め込むことにした。二人は少しすると俺に頭を下げてそそくさと校門の方へ歩いていった。

  

  　我完成招牌，为了等它干，我把它放在没人会靠近的校舍阴影处，然后去更衣室换衣服。

  　看板を仕上げ、乾かす為に人が近寄らないような校舎の影にそれを置いて放置し、更衣室に行って服を着替える。

  　我只知道把衣服丢进洗衣机的洗衣方式，所以不知道沾到颜料的衣服该怎么洗，总之我先借用了体育准备室里用途不明的洗脸盆，装了冷水，坐在楼梯上刷洗制服。

  　洗濯機ポチッの洗濯様式しか知らない俺には塗料のついた衣服の洗い方なんて分かるはずもないので、とりあえず体育準備室に置いてあった用途不明の洗面器を拝借してウォータークーラーの水を貯め、階段に腰掛けて制服をじゃぶじゃぶと洗う。

  

  

  「早知道就顺便借洗洁剂了。只用水洗绝对洗不掉吧……」

  「ついでに洗剤も借りてくりゃよかったか。水洗いだけで絶対落ちないよなーこれ……」

  

  

  　刷洗了几分钟后，我突然意识到自己在做白工，于是便失去了干劲。总之，在招牌的油漆干掉前的几十分钟内，我就先努力刷洗吧。虽然不知道有没有意义，但要再跑一趟体育准备室也太麻烦了。

  　数分間じゃぶじゃぶした所で気付きを得てやる気が削がれる。とりあえず、看板のペンキが乾くまでの数十分間は根気強くじゃぶじゃぶしてみるか。果たして意味があるのかは分からないけど、もう体育準備室まで移動するのは面倒だし。

  

  

  　我看着为了准备文化祭而忙着装饰的学生和老师。

  　文化祭に向けて飾り付けやらなんやらで行き交う生徒や先生達を眺める。

  　平常我都是和桃果、结奈、水濑边走边聊天，或是为了明确的目的而移动，所以不会注意周遭。像这样一个人度过无意义的时间，观察他人，意外地还挺有趣的。不过，我同时也觉得这样很闲，所以应该不会成为我的兴趣。

  　普段は桃果や結乃、水瀬と話しながら歩いていたり明確な目的を持って移動する事しかないからあまり周囲に目を向けていなかったが、こうして1人無駄な時間を過ごして眺めてみると案外人を観察するのって楽しいんだなぁと思ったり。余程暇なんだなって思いも抱き合わせだから趣味にはならなそうだが。

  

  　有群上了高中还在赛跑或互撞的男生集团；有女生和老师和乐融融地对等地聊天；有女生集团围着年轻男老师说话；有男生在偷懒打电动，玩绝对音感游戏。

  　高校生にもなってかけっこやら肩パンやらしている男子の集団、教師と対等かのように和気藹々と会話する女子、若い男性教員を取り囲み話す女子の集団、絶対音ゲーをやっている仕事サボり中の男子。

  

  　操场角落有一群穿着时髦的集团在跳舞。是舞蹈社的表演吗？还是自愿参加的闪亮现充集团？和孤独地洗着制服的我相比，他们看起来闪闪发光，直视的话眼睛都要被闪瞎了。

  　グラウンドの端の方ではなにやら洒落た服装をした集団がキレキレなダンスを踊っていた。ダンス部の出し物か、それか有志で集まったキラキラ陽キャ集団だろうか。1人寂しく制服を洗いながら人を眺める俺との対比で輝いて見える、直視していたら目が焼けそうだ。

  

  

  「不过我还是喜欢有戴耳环的女生，感觉比较不拘小节。」

  「いやでもやっぱ俺はピアスしてる子が好きだわ。型にハマらないって感じやし」

  

  

  　西野他们回来了。虽然在他们走进校门时我就已经看到他们了，但一来到附近，声音就突然变大了。主要是西野。

  　西野達が帰ってきた。校門に入ってきた時点でこちらから姿は確認できていたんだが、近くに来た途端急に声がでかくなったな。主に西野の。

  

  　他好像在说耳环什么的，是在聊喜欢的类型或性癖吗？从便利商店回来的路上和朋友聊这种话题，真是青春啊，真好。

  　ピアスがどうとか言ってる。好きなタイプとか性癖の話か？　コンビニ帰りに友達とそんな話するとか青春じゃん、いいなあ。

  

  

  「冬浦！你还在这种地方啊？」

  「冬浦！　まだこんな所に居たのか」

  「干嘛那么惊讶？我们刚刚才对上眼吧？」

  「なんで驚いてんの？　いまさっき目合ったじゃん」

  「是、是吗？」

  「そ、そうだっけ」

  「只有一瞬间。所以怎么了？」

  「一瞬ね。で、どうしたの」

  「啊，哦，我买了赔礼来赔你弄脏制服的事。」

  「あ、あぁ。制服汚したお詫び買ってきた」

  「赔礼？」

  「お詫び？」

  

  

  　我重复他说的话，西野就从袋子里拿出粉红色的怪物和吸管交给我。

  　言葉を反復すると、西野は袋からピンク色のモンスターとストローを出して俺に手渡してきた。

  

  

  「你喜欢这个吧？」

  「こういうの好きだろ？」

  「咦？没有啊。」

  「え。別に」

  「是吗！？我印象中你常常喝啊。」

  「そうなのか！？　よく飲んでるイメージなんだけど」

  「桃果喜欢，我倒是没有那么喜欢。」

  「桃果は好きだね。私はそこまでだけど」

  「间山啊……」

  「間山か……」

  「你调查得不够啊。话说为什么要用吸管？这种饮料就是要直接喝吧？」

  「リサーチ不足だったねぇ。てかなんでストローなの？　直飲みでしょこういうのって」

  「吸管也是，只是我的印象，想说有吸管比较好。」

  「ストローもまあ、イメージで。あった方がいいかなと」

  「印象……？」

  「イメージ……？」

  

  

  　我被贴上用吸管喝粉红色怪物饮料的标签了吗？那是桃果吧，因为总是待在一起，所以连印象都一起被套用了吗？

  　俺、ピンク色のモンスターをストローで啜ってるイメージ付けられてんの？　桃果だろそれ、いつも一緒にいるからイメージもセットになっているのだろうか。

  

  

  「……冬浦会一直待在这里吗？」

  「……冬浦はここにずっといる感じか？」

  

  

  　因为没什么话好说，我们沉默了一会儿后，他抛出话题。他的朋友已经先进校舍了，不跟上去没关系吗？

  　話すこともなくて少しだけ無言になっていたら話題を振ってきた。相方は先に校舎に入っていったんだが、着いて行かなくていいのかな。

  

  

  「我打算等一下就回去，毕竟得把看板拿回去。」

  「そのうち戻るつもり。看板持ってかなきゃだし」

  「也是。我来帮你吧？」

  「だよな。手伝おうか」

  「可以吗？真幸运。」

  「いいの？　ラッキー」

  

  

  　什么！我正觉得要抱着看板爬楼梯很麻烦时，神明就对我伸出了援手。我之前从上面搬下来时，就觉得那块木制看板的尺寸对像我这种小个子的人来说有点吃力。

  　なんと！　上まで看板を抱えていくのはめんどくさいなあと思っていたら神の手が差し伸べられた。何気に上から持ってきた時、俺みたいな小柄な人間が持つには少ししんどいサイズ感だなって思ってたんだよあの木製看板。

  

  

  「那，我想应该差不多干了，你就帮忙搬到上面去吧！看板就放在这里。」

  「じゃあさ、もうそろ乾いた頃合だろうし上まで持ってってよ！　看板こっちに置いてあるからさ」

  「咦？」

  「えっ」

  「你不是要帮我吗？」

  「手伝ってくれるんだよね？」

  「帮忙……应该说……」

  「手伝う、というか」

  「应该说？」

  「というか？」

  「……不，没事。」

  「……いや。なんでもない」

  

  

  　西野一副欲言又止的样子，最后还是把话吞了回去。他散发出有些失望的氛围，同时拿起看板。

  　何か物言いたげな様子だが結局言いかけた言葉を飲み込む西野。彼はどこか落胆したかのような雰囲気を匂わせつつ看板を持ち上げた。

  

  

  「……那，我先上去咯。」

  「……じゃ、先上がってるな」

  「嗯，真的很谢谢你！Nice帅哥！」

  「うん。ほんとありがとね！　ナイス優男！」

  「哈哈哈……我本来是打算跟你一起走的。」

  「ははは。……一緒に行くつもりだったんだけどなぁ」

  「？你说了什么吗？」

  「？　なんか言ったー？」

  「什么都没说！」

  「なんもー！」

  

  

  　西野用强调语尾的语气这么说，换好鞋子后就往走廊走去。

  　言葉尻に力の入った声でそう言うと、西野は靴を履き替えて廊下を歩いて行った。

  　我不太了解西野，从跟他说话时的感觉、外表，还有跟山下她们相处融洽的样子来看，我对他有种「有点烦人的搞笑角色」的印象，不过我发现一个意外的事实，那就是周围没有烦人的家伙时，他也能冷静地说话。

  　西野の事はよく知らないので会話する時の感じや見た目、あと山下とかと仲良くしてる所からどことなーく小うるさいひょうきん者って印象を持っていたのだが、周りにうるさくする奴が居ないと落ち着いて話せるんだなと意外な発見ができた。

  

  　这么说来，几天前搬纸箱时，我们两个也说过话。更早之前，西野因为睡眠不足而差点昏倒时，我也有像现在这样跟他冷静地说话。看来他并不是天生的开心果。

  　そういえば数日前にもダンボール運びを手伝った時二人で会話したっけ。もっと前にも体育の時間中、寝不足だかで倒れかけた西野に肩を貸した時も今みたいに落ち着いて話してたな。根っからの賑やかし屋って訳じゃないんだなー。

  

  　我一个人回到原处，继续观察操场上的学生。我试着把衬衫往上拉，虽然沾到的颜料有点晕开，颜色变淡了，但色素还是顽固地留在上面。

  　1人に戻り、グラウンドの人間観察を再開する。一度ブラウスを引き上げてみると付着した塗料は若干滲んで色が薄くなっているものの、まだまだ色素が頑固に留まり続けていた。

  　我开始觉得只要拿出干劲，应该就能把颜料弄掉。今天就花时间在这上面，其他工作全部跷掉吧。

  　気合出して時間かければ取れそうな気がしてきたな。今日はこれに時間を費やして、他の作業は全部サボり倒してやろうかしら。

  

  

  「……啊。」

  「……あ」

  

  

  　是水濑。水濑在稍远的地方跟朋友谈笑。她们在聊什么？看起来很开心。

  　水瀬だ。少し離れた所で友達と談笑してる水瀬がいる。何の話をしてるんだろ、楽しそうだな。

  

  

  「喂——」

  「おーい」

  

  

  　我用不可能被听见的音量对水濑说话。她当然没有反应，完全没注意到我的存在。水濑的朋友说了什么，她笑着拍了拍朋友的背。

  　ボソッと、聴こえるはずもない声量で水瀬に声を投げる。当然無反応。俺の存在など気付く様子もなく、水瀬は男友達から何らかの発言を受けて笑いながら友達の背中を叩いていた。

  

  　水濑也是，跟我讲话时跟跟其他朋友讲话时的样子差很多。跟我讲话时莫名地乖巧，讲话也很认真，跟男生讲话时则会变得像笨蛋男生一样，而且会做出反应。

  　水瀬も水瀬で、俺と話す時と他の友達と話す時とでかなり様子が違ってるんだよな。俺と話してる時は妙に大人しいし真面目ぶった事言うけど、男と話す時はノリがバカ男子寄りになるし、割と手出ししてリアクション取る方だしな。

  

  　她身材高大，肌肉发达，从她有点像运动社团的个性来看，可以明显看出她本来就是个会用大嗓门开玩笑的男生。她在教室里应该就是那样吧，但不知为何对我却隐藏了那一面。

  　体もでかくて筋肉もあって、若干運動部ノリな所を見るに本来はデカい声でちょける系男子なのが透けて見える。教室ではそうなんだろう、何故か俺にはその片鱗を隠しているが。

  

  　啊，我们对上眼了。虽然距离很远，我不会跟她说话，但还是举起一只手表示我在这里。

  　あ、目が合った。離れた位置にいるから声掛けはしないけど、一応ここに居るよって意思表示の為に片腕を上げる。

  

  

  「啊？」

  「は？」

  

  

  　咦，她无视我。我们明显对上眼了，而且她也盯着我看了几秒吧？她绝对不可能没注意到我，那她为什么若无其事地别过脸？

  　え、無視されたんですけど。明らかに目が合ったし相手も数秒間こっち見つめてたよな？　気付かなかったことは絶対にない。じゃあなんで素っ気なく顔を逸らされた？

  

  　……不对，她还在看我。她一直偷瞄我。是因为在别人面前，所以她才没有做出反应吗？

  　……いや、まだ見てるな。こっちをチラチラ。人前だからってリアクションを控えてるのか？　

  

  　虽然不知道水濑是出于什么想法才摆出这种态度，但她只瞥了我一眼，对我的动作毫无反应，几乎完全无视我，这让我很不爽。

  　水瀬が何を考えてそんな態度を取っているのかは分からないが、一瞬目を向けるだけでこっちの仕草になんのアクションも起こさずほぼガン無視されるのはむかつくな。

  

  　她应该是想跟朋友一起玩吧，但用手机打字或者举起一只手这种程度的事应该还是做得到的。我有点不爽，所以想让她把注意力转向我这边。打电话给她好了。

  　友達とのノリを楽しみたいって感じなんだろうけど、スマホで文字打ったり片腕上げるくらいのことは出来るはずだ。なんかむかつくので、どうにかして意識をこっちに向けたくなった。電話でもかけてやるか。

  

  　我用LINE打电话给她。过了一会儿，水濑那边有了动静，我看到她从口袋里拿出手机。

  　LINE通話をかける。少しして水瀬の方に動きがあり、ポケットからスマホを取り出すのが見えた。

  

  

  『喂？小依，你在那种地方做什么？』

  『もしもし？　小依ちゃん、そんな所で何してんの？』

  

  

  　现在才说这个也太慢了吧。居然只敢用看珍禽异兽的眼神偷瞄我，完全无视我。

  　遅ぇーわそれ言うの。人を腫れ物みたいにチラチラ見るだけでシカトかましやがって。

  

  

  「我在做什么呢？」

  「いまなにしてんの」

  『我正在帮忙学生会，到处询问各个摊位的进度，现在有空档，所以正在跟朋友聊天。』

  『生徒会の手伝いで各出し物の進捗を聞いて回ってたんだけど、空き時間が出来たから友達と話してた所だよ』

  「这样啊——」

  「そうなんだー」

  『你呢？』

  『そっちは？』

  「我在看人。」

  「人眺めてた」

  『看人啊。那不就是神的视角吗？』

  『人眺めてた、か。神の視点じゃん』

  「水濑，看我这边。」

  「水瀬、こっち見て」

  『？我知道……喂喂喂！！！』

  『？　わかっ……おーいおいおい！！！』

  

  

  　我掀起裙子。虽然这只是单纯的暴露狂行为，但这个距离应该看不太清楚内裤，而且我的目的是让她动摇，所以没问题。

  　スカートを捲りあげる。シンプルに露出狂でしかない行為ではあるが、まあこの距離感ならあんまりパンツも鮮明には見えないだろうし。動揺させるのが目的だから良しだ。

  

  

  「问题，我今天的内裤是什么颜色？」

  「問題。今日のパンツは何色でしょう」

  『什么？你变成变态了吗？是经历了什么转折才会变成这样？？？』

  『なに？　変態さんになっちゃった？　どんな転機を迎えたらそうなる？？？』

  「正确答案是？」

  「正解は？」

  『呃……黑色？』

  『えぇ……黒？』

  「噗噗——今天是蓝色。」

  「ぶぶー。今日は青な」

  『看不到啦！』

  『見えんわ！』

  「你刚刚拼命想看对吧？想看别人的内裤，好恶。」

  「今必死こいて見ようとしたよな、人のパンツ。きっも」

  『太糟糕了太糟糕了，这是陷阱吧？是你让我看的吧！？』

  『やばすぎやばすぎ。それはトラップじゃない？　見せてきたのそっちよね！？』

  「我没叫你去看，只是出题而已。想看我的内裤是你的判断，你这个变态。」

  「見ろとは言ってない、クイズ出しただけやし。俺のパンツ見ようとしたのはお前の判断な。変態野郎」

  『糟糕！？这样还把我当成变态，太恶劣了吧！？而且除了我以外还有别人在，你居然若无其事地……』

  『やっば！？　それで変態扱いは悪質でしょ！？　てか僕以外にも人いるのになに平然と』

  

  

  　我感觉到她要长篇大论地吐槽，于是挂断电话。如我所料，她因为动摇而中断了与朋友的对话。活该，妨碍成功。

  　長文ツッコミの気配を感じたので通話を切る。狙い通り、動揺で友達との会話が途切れたようだった。ざまあみやがれ、妨害成功だぜ。

  

  

  「糟糕，他往这边来了！」

  「やばい、こっち来る！」

  

  

  　跟朋友说了一句话后，水濑朝我这边走来。我将脸盆里的水倒掉，站起来往校舍方向逃。

  　友達に一言挨拶を交わすと、水瀬はこちらに向かって歩み寄ってきた。洗面器から水だけ捨てて立ち上がり、校舎の方へと逃げる。

  

  　水濑跑过来。我换好鞋子，跑出走廊，水濑晚了一点出现在我后方。

  　水瀬が走ってくる。靴を履き替えて廊下に出て走ると、少し遅れて水瀬が後方に現れた。

  

  

  　＊

  　＊

  

  

  「为什么要逃！给我站住！！」

  「なぜ逃げる！　待ちなさい！！」

  「不要。」

  「嫌だねっ」

  

  

  　我追着小依同学，她正跑在因文化祭准备而人来人往的走廊上。我与她的距离逐渐缩短，不到五分钟就能抓住她了吧。

  　文化祭の準備でそぞろに人が配置された廊下を走って逃げる小依くんを追跡する。彼女との差は少しずつ縮まっており、5分もしないうちに捕らえることは出来るだろう。

  

  

  「站住！」

  「待てい！」

  「不要！你去跟朋友聊天！」

  「無理！　お前は友達とお話でもしてろ！」

  「被你那样对待，我怎么聊得下去！！话说你为什么拿着脸盆！？」

  「あんな事されて会話続行出来るかい！！　てかなんで洗面器なんか持ってんの！？」

  「如此如此这般这般！」

  「かくかくしかじか！」

  「听不懂啊！？那不是用说的！而是一种技法！」

  「伝わらんけど！？　それ口頭で言うやつじゃないから！　一種の技法だから！」

  

  

  　我登上三楼，跑在连接两栋楼的走廊上，成功抓住了小依同学的肩膀。

  　三階に登って棟を繋ぐ渡り廊下を走っていた所で小依くんの肩を掴み捕らえることに成功した。

  

  

  「呼，呼……你真的要全力追着女生跑吗？我好傻眼。」

  「はぁ、はぁ……女子相手に全力で追いかけるとかっ、お前まじ？　引くんだけど」

  「你不是有起点的让步吗？」

  「スタート地点のハンデあったでしょうが」

  「考虑到我个子小，应该要更多让步吧。用快走追你刚刚好。」

  「俺が小柄なのを考えればさらなるハンデが必要だろ。早歩きで追いかけるぐらいで丁度だろ」

  「那样天都要黑了。喂，小依同学，喂！」

  「日が暮れるのよそれは。こら小依くん、こら！」

  「什么事？」

  「なんですか」

  「你居然在蓝天下掀裙子给男人看内裤。喂！！！」

  「青空の下でスカートをめくって男にパンツを見せつける。こら！！！」

  「烦死了。是你无视我不好。」

  「うざい。お前が無視してくるのが悪いんだもん」

  「我没有无视你！我只是想结束对话后过去你那边！」

  「無視してないよ！　会話を切り上げてからそっち向かおうとしたの！」

  「哼。」

  「ふん」

  

  

  　说实话，是因为前几天的吻让我有点不好意思见她，但要是说出来感觉又会被她嘲笑“你这处男”，所以还是算了。

  　本音を言うと、先日のキスの件でちょっと顔を合わせずらかったというのが真相なのだが、それを言うとまた『童貞じゃん』と馬鹿にされそうなので言わないでおいた。

  　话说回来，小依同学才是，明明发生了那种事，却能若无其事地和我说话，真让我惊讶。虽然我姑且装作睡着了没注意到，但她在我闭上眼后又亲了我好几次，还能若无其事地和我说话，真是不可思议。

  　というか、小依くんこそそういう事があった後なのに平然と出来るんだなって驚きがある。一応寝ていて気付かなかった事にはしてるけどさ、僕が目を瞑った後も何度かキスしてきたしシラフな感じで話せるのが不思議でならない。

  

  

  「真的好累啊，休息一下吧」

  「てかまじで疲れたわ。休憩しよ」

  

  

  　小依同学说着当场坐下，把脸盆放在地上。仔细一看，脸盆里放着湿漉漉的女生校服上衣，不知为何还沾着些许红色。

  　小依くんはそう言うと、その場に腰を下ろして洗面器を床に起いた。よく見ると、洗面器の中には女子制服用のブラウスが濡れた状態で入っていた。ブラウスはなぜか若干赤に塗れている。

  

  

  「这是什么，你被刺了吗？」

  「なにこれ、刺された？」

  「要是被刺了我哪有这么精神啊。是不小心被油漆溅到了，然后西野同学借我了运动服」

  「その場合は元気すぎるだろ俺。事故でペンキぶっかかっちゃったの。それで、西野って人にジャージ貸してもらった」

  「难怪。话说夏天还穿长袖运动服，光看着就觉得热」

  「だからか。にしても夏場に長袖ジャージは見てるだけで暑苦しいなあ」

  「现在说这个也太晚了吧？在学校的时候我基本都是穿长袖的」

  「今更すぎない？　学校にいる時は大体デフォルトで長袖じゃん俺」

  「一开始还是半袖加绷带吧？」

  「初めの頃は半袖に包帯スタイルだったよね？」

  「啊——那个啊，仔细想想，那样绝对会被推理出我在隐藏割腕的痕迹，所以就放弃了。长袖衬衫或者开衫毛衣的话，还能用不想晒太阳的理由来搪塞，所以就换成了这些」

  「あー。アレ、よくよく考えたら絶対リスカ隠してるって推理されるから辞めたんだよな。長袖ブラウスかカーディガン着た方が日焼けしたくないってこじつけれるからそっちにシフトしたわ」

  「每天都很热吧，真是辛苦你了……」

  「毎日暑いだろうにご苦労様すぎるな……」

  「其实我在腰上贴了退热贴，所以能抵消掉一部分热」

  「実は熱さまシート腰に貼ってるからある程度相殺出来てんだよね」

  「你到底有多想隐藏啊？」

  「そこまでして隠す物なん？」

  「要是同班同学的手腕被烤成鱿鱼干了，你会怎么想？我想肯定会传出各种不好的谣言」

  「クラスメートが手首スルメ焼きにしてたらどう思う？　悪い噂が絶えないと思うけど」

  「现在你已经被说成是精神异常的地雷辣妹了」

  「現状メンヘラ地雷ギャルって言われてる時点でって話ではあるね」

  「真的，我绝对不会原谅散布那个谣言的罪魁祸首。我要把他揪出来狠狠揍一顿」

  「まじその噂流した第一人者本気で許さん。見つけ出してシバいてやる」

  「好了好了。话说，西野是阿热的朋友西野吗？」

  「まあまあ。てかさ、西野って、アツヤの友達の西野？」

  「不知道，阿热是谁啊。西野的话，我想你应该也认识」

  「いや知らん、誰だよアツヤ。西野に関してはお前とも面識あると思うぞ」

  「哦——？」

  「ほーう？」

  

  

  　原来如此，西野果然是那个西野啊。毕竟他说过喜欢小依同学，要是亲眼目睹了那样的事故，肯定会率先伸出援手。

  　なるほど、西野ってやっぱりあの西野か。小依くんの事好きって言ってたもんな、そんな事故を目の当たりにしたら率先して手助けしようってなるよな。

  

  　小依同学穿着西野的衣服吗……这可真是让人心里不平静啊。

  　西野の服を、小依くんが着てるのか……。心中穏やかじゃないなそれは。

  

  

  「小依同学」

  「小依くん」

  「嗯」

  「はい」

  「我们去更衣室吧」

  「更衣室に行きましょう」

  「哎，你要偷窥吗？你真恶心」

  「えっ。覗くの？　キモイなお前」

  「怎么可能啊！？不是的……」

  「なわけあるかなぁ！？　そうじゃなくて……」

  

  

  　啊，虽然我冲动地想让她去换衣服，但该怎么说才好呢？我完全想不出能让她自然接受的说法。要她察觉我的任性是强人所难，就算她察觉了，我也觉得非常羞耻。这不就像小孩子在闹别扭一样吗？

  　あれ、衝動的に着替えを提案しようと思ったけどなんて伝えればいいんだ？　彼女が自然に納得してくれる言い方がまるで思い浮かばないぞ？　僕の我儘を察してくれってのは無理な話だし、仮に察してくれたとしてめちゃくちゃ恥ずかしいな。子供の駄々みたいじゃないか。

  

  

  「为什么要去更衣室？」

  「なんで更衣室に行くん？」

  「唔……」

  「うーん……」

  

  

  　小依同学愣愣地抬眼观察我的表情，等待我的回答。我不由自主地看向她运动服胸前的『西野』二字。随着我的视线，小依同学也看向自己的胸口。

  　キョトンとした上目遣いで僕の表情を観察しながら解答を待つ小依くん。彼女の着用しているジャージの胸元に書かれた『西野』という名前につい目が行く。その視線の動きに合わせ、小依くんも自らの胸元に目を落とした。

  

  

  「……原来如此？」

  「……なるほど？」

  

  

  　她似乎察觉了什么，突然抓住我的手腕，把我带到了某个地方。

  　察しのついた様子で彼女がそう言うと、不意に僕の手首を掴んでどこかへ連行される。

  　我们来到保健室。保健老师不在，空无一人的保健室没有上锁。

  　辿り着いたのは保健室だった。保健医の先生は居らず、無人のまま施錠がされていなかった。

  

  　小依同学坐在被帘子遮住的床上，站在她面前的我则被她拉扯着衣角。

  　小依くんはカーテンによって中が見れないようにされているベッドに腰掛け、目の前に立つ僕のシャツを摘んでクイクイと引っ張った。

  

  

  「下面，你有穿什么吗？」

  「下、なんか着てる？」

  「下面？我穿着T恤啊。」

  「下？　Tシャツ着てるけど」

  「那就好。把那件脱掉。」

  「ならいいか。それ脱いで」

  「衬衫吗？」

  「カッターシャツ？」

  「对。」

  「そう」

  「……不会透出来吗？」

  「……透けない？」

  「我穿着小背心，没问题。」

  「キャミ着てるから大丈夫」

  「那我们交换吧。」

  「なら、交換しますか」

  「你不是想让我脱掉吗？」

  「してほしかったんだろ」

  「啊，不，那个」

  「っ、いや〜それは」

  「喜欢西野的话，一开始就该这么说啊，害羞鬼」

  「西野の事好きなら初めからそう言えよシャイボーイ」

  「你曲解了吧！？绝对不是你想的那样！！」

  「歪曲したなあ！？　絶対にそうはならないよなぁ！！」

  「太见外了。你不是想被西野的温暖包裹吗？」

  「水臭いぞ。西野の温もりに包まれたいんだろ？」

  「我都说了不是了！！不是那个意思！！！」

  「違うと言ってるでしょうが！！　そっちじゃないのっ！！！」

  

  

  　小依同学一脸坏笑，强忍着笑意。她明明知道我的想法，却故意捉弄我，真是坏心眼！

  　小依くんはニヤケ面でクククと笑いを押し殺している。こっちの気持ちを察してる癖に、意地悪だな本当！

  

  　我脱下衬衫，交给捉弄我的小依同学，然后拉上帘子。里面很快传来衣服摩擦的声音，换好我的衬衫后，小依同学拉开帘子走了出来。

  　シャツを脱ぎ、からかってくる小依くんにそれを手渡してカーテンを閉める。すぐに中から衣擦れの音がして、僕のシャツに着替え終わった小依くんがカーテンを開けて出てきた。

  

  

  「来，这是你心爱的西野同学的运动服」

  「ほれ、愛しの西野くんのジャージ」

  「别误会了」

  「その誤解やめてね」

  「我觉得很好啊。我不觉得这有什么奇怪的」

  「いいと思う。俺はそれを変だとは思わないぜ」

  「都说了不是那样！你明白的吧！？」

  「だからそういう事じゃなく！　分かってるだろ！？」

  「你在说什么？」

  「なんのことー？」

  「别装了！？」

  「白々しいな！？」

  

  

  　小依同学不厌其烦地描绘着我和西野的恋情。她听着我拼命的控诉，微微一笑，低下头。

  　飽きずに僕と西野の恋模様を描こうとする小依くん。彼女は僕の必死に訴えを聞くと小さく笑って下を向いた。

  

  

  「你不喜欢我穿其他男人的衣服吗？」

  「俺が他の男の服着てるの嫌だったん？」

  「……是的」

  「……その通りですけれど」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「为什么……现在不该说这个吧」

  「なんでって……今じゃないでしょ、それを言うのは」

  「是吗」

  「そっか」

  

  

  　小依同学抬起头，用不同于刚才的坏笑，而是夹杂着羞涩的笑容抬头看着我。

  　顔を上げた小依くんは先程のニヤケ面とは異なる、笑みと気恥しさの入り交じった顔で僕を見上げた。

  

  

  「要是你再说些轻浮的话，我……我打算让你闭嘴的。你捡回一条命了」

  「また舐めた事言ったりしたら、キッ……黙らせるつもりだった。命拾いしたな」

  「让你闭嘴？……嚯」

  「黙らせる？　……ほう」

  「怎么了」

  「んだよ」

  「没什么，只是好奇你会用什么手段」

  「いや〜。どういう手段を用いるのかなと思いまして」

  「烦死了……话说，你刚才在装睡吧」

  「うるさっ。…………てかお前さぁ、寝たフリしてたよね」

  「啊……」

  「おっ……と」

  「你装睡了吧？快说」

  「寝たフリしてたよな？　言え」

  「是的……」

  「してましたね……」

  「我就知道。一般来说，被那样对待后应该会告诉对方自己醒着吧。你为什么要装睡啊，难道……你在期待我继续吗？」

  「だよね。普通、あんな事されたら起きてるよって伝えるべきだろ。なに寝たフリ突き通してんの、もっとされるかもって……期待？　みたいなの？　してたん、かなって」

  「……」

  「……」

  

  

  　「话说啊」，小依同学在改变话题方向时，散发出平时那种咄咄逼人的氛围，但或许对她本人来说，那也是羞耻的记忆，所以她越说越含糊。

  　てかさぁ、と会話を方向性を切り替えた辺りからいつもの詰めてくる感じの雰囲気を出した小依くんだったが、本人からしても恥ずかしい記憶だったのか段々と歯切れが悪くなる。

  

  　她拼命掩饰着快要笑出来的表情，瞪着我，但似乎觉得抬眼看我很难受，于是尴尬地移开视线，再次开口。

  　綻びそうな表情を必死に取り繕い睨んではいるものの、僕の顔を見上げるのが辛くなったのか気まずそうに目を逸らして再び口を動かした。

  

  

  「你为什么要装睡啊」

  「なんで寝たフリしてたの」

  「……在那种情况下，我反而什么都说不出口吧」

  「……逆に何も言えなくないですか。あの状況だと」

  「平时的你肯定会吐槽说“你是来夜袭的吗？”」

  「いつものお前なら『夜這いですか？』みたいなツッコミしてきてただろ」

  「这可难说，毕竟我也是男人」

  「それはどうでしょう。僕も男なので」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　我忍不住移开视线。在学校里，气氛变得这么奇怪真的好吗？虽然奇迹般地没人看到这个情况，但极度讨厌被别人看到的小依同学，难道不觉得这个情况很糟糕吗？

  　堪らず目を逸らす。学校なのに妙な雰囲気になってない？　今の所奇跡的に誰もこの状況を目撃していないけど、誰かに見られるのを過度に嫌う小依くんはこの状況をなんとも思わないのだろうか？

  

  　……她的脑子里应该在飞速思考着各种事情吧。从她盯着一个点嘴唇颤抖的样子就能看出她很紧张，但除此之外我什么都不知道。

  　……頭の中で色んな思考がぐるぐる巡ってるんだろうな。一点を見つめて唇を震わしていることからその程度は窺えるが、それ以上の事は何も分からなかった。

  

  　她实际上已经陷入了睡眠状态，我应该主动推进话题。

  　事実上のスリープ状態に陥っているようなもんだし、ここは僕から仕掛けて会話を進めるべきか。

  

  

  「小依同——」

  「小依くっ」

  

  

  　总之先换个地方吧，正当我准备这么说而叫她名字的瞬间，小依同学用双手托起我的下巴，嘴唇瞬间贴了上来，然后又立刻移开。

  　とりあえず場所を移した方がいい、そう言おうと思って彼女の名を呼んだ瞬間。小依くんが僕の顎に両手を添え、一瞬だけ唇同士を当ててすぐに顔を離した。

  

  

  「小依同学，刚才那是」

  「小依くん、今のは」

  「……我感觉到你打算说些轻浮的话，所以让你闭嘴了。仅此而已，没有其他意图。别想些奇怪的事」

  「……舐めた口を叩こうとした気配を感じ取ったから黙らせた。それだけ。他の意図はない。変な事考えんなよ」

  「不，我只是想说，这里可能会有人来，最好换个地方」

  「いや。今のは人が来るかもだから場所を移した方がいいよって言おうとしただけで」

  「……」

  「……」

  「我不会在这里告白的」「闭嘴闭嘴，就是这个吧，不能说这个吧，笨蛋白痴！！！」

  「別にここで告ろうとかそういうのは」「黙れ黙れそれだろそれ言ったら駄目だろアホボケ！！！」

  

  

  　小依同学用力捂住我的嘴强行打断了我的话，然后把手放下，露出惊讶的表情。

  　僕の口に勢いよく手を当てて強引に言葉を中断させた小依くんは、そのまま手を下ろし怪訝な顔を浮かべた。

  

  

  「不，等等。这种日子谁会来保健室啊？」

  「いや待って。こんな日に保健室なんて誰も来なくね？」

  「不一定吧？毕竟是在校内」

  「とは限らなくない？　校内だしさ」

  「校内的话，那哪里有不会有人来的安全地带啊。说白了，这个时期的保健室是最安全的吧」

  「校内って、じゃあどこに人の来ない安全地帯があるんだよ。ぶっちゃけこの期間の保健室が1番安全だろ」

  「……确实？」

  「……確かに？」

  「什么确实啊。这种关头才想到的借口吗」

  「確かにって。土壇場で思い浮かんだ言い訳かよ」

  「与其说是借口……」

  「言い訳というか……」

  「水濑」

  「水瀬」

  

  

  　小依同学的声音有些颤抖，但还是努力维持着冷淡的语气，叫了我的名字。

  　少しだけ声を震わせながらも、頑張って冷たい声音を維持しつつ、小依くんは僕の名を呼んだ。

  

  

  「什么事？」

  「なんでしょうか」

  「……不。糟糕，我刚才差点说出非常恶心的话」

  「……いや。やべぇ、今めっちゃキモい事言おうとしたわ」

  「什么？是那种如果我说了就会被要求闭嘴的话吗？」

  「なに？　僕が言ったら黙らされる系のやつ？」

  「不是。怎么说呢，嗯……」

  「じゃないけど。なんつぅか、うーん……」

  「真让人在意啊。告诉我嘛」

  「気になるな。教えてよ」

  「……不会被吓到？」

  「……引かない？」

  「不会啦」

  「引かないよ」

  

  

  　「我就知道你会这么说」小依同学像是早就料到我会这么回答一样，接着她瞥了一眼门附近，然后重新转向我，向我靠近了半步。

  　僕の返しに小依くんは「まあそう言うよな。お前は」と分かりきっていた様に言い放った。彼女はチラッとドア付近に目を配らせてから僕の方に向き直り半歩ほど身を寄せた。

  

  

  「你说话太轻浮了。轻率地说出那种话真的不好」

  「お前、言葉が軽いよな。軽率にそういうこと言うのマジで良くないよ」

  「咦，说教！？如果是小依同学的话，不管你说什么我都不会被吓到的」

  「えっ、説教されてる！？　小依くんが相手なら本当に何言われても引かないと思うけど」

  「我可说了。要是你被吓到或者觉得恶心，我真的会往你的眼球里灌盐酸」

  「言ったからな。引いたりキモがったりしたらまじ、眼球に塩酸かけるから」

  

  

  　好可怕！？她的容貌本来就已经是病娇的极致了，再加上这种威胁，质感也太高了，好可怕！她身上有种让人觉得她真的会这么做的魄力，而且毁掉眼球这种事确实会让人的人生终结，所以更可怕了……。

  　こわっ！？　ただでさえ容姿がメンヘラっぽさに極振りしているのにその脅しは質感が高すぎて怖いよ！　本当にやりそうって思わせる凄みがある、しかも眼球を潰すってのが確実に人生終わらせに来てて余計怖いんだよな……。

  

  

  「你真的想听吗？就算要背负失明的风险？我觉得你还是就此打住比较好」

  「失明のリスクを背負ってまで聞きたいのか？　ここらで退いといた方がいいだろ」

  「不，我很在意，所以还是想听。是什么？」

  「いや、気になるから聞く。なに？」

  「……好吧。就是那个，回到刚才的话题」

  「……あっそ。アレだ、さっきの下りに話を戻すんだけど」

  「刚才的话题？」

  「さっきのくだり？」

  「嗯。就是你和朋友聊得太投入，把我当空气的话题」

  「うん。友達との会話に夢中だから俺をシカトしたくだり」

  「我可没把你当空气」

  「シカトはしてないんだけどね」

  「…………我知道你没把我当空气，但对我来说就是被当空气了。而且我非常讨厌你这么做，所以希望你以后别再这样了」

  「…………シカトしてないのは分かったけど、でも俺からしたらシカトされたって受け取ったし。水瀬に限ってはそういうの、めっちゃ嫌だから今後は辞めて欲しい、というか」

  「原来如此」

  「なるほど」

  「还，还有，你和女生关系好的样子，我也讨厌。所以之前有一次，我才会对你发火，说你恶心」

  「あ、あと、女子と仲良さそうにしてるのも、嫌だ。それで1度桃果に、キモいブチ切れ方しちゃったし」

  「你是吃醋了？」

  「ヤキモチ焼くって事？」

  「才不是啊秃子谁说的啊脑子有病吗要不我现在就给你开个头盖骨手术让你闭嘴」

  「ちげーわハゲ誰がそんなこと言った頭沸いてんのやば開頭手術してやろうか今ここで黙れよお前」

  「好大的火气……但刚才那不就是吃醋吗」

  「勢いすごいな……でも今のは違くないでしょ。そういう事じゃん」

  「都说了不是！吃醋什么的，那不就是个麻烦的恶心女吗，开什么玩笑去死吧！！」

  「だから違うから！　ヤキモチとかそんなん、クソめんどくさいキモ女やんふざけんな死ね！！」

  「我觉得吃醋的女生既可爱又让人高兴」

  「僕的にはヤキモチ焼いてくれた方が嬉しいし可愛いなって思うんだけど」

  「哈！？……哈？是吗？对别人的人际关系指手画脚的女人，不恶心吗？」

  「は！？　……はっ？　そうなん？　他人の人間関係にごちゃごちゃ言う女、キモくないの？」

  

  

  　小依一脸不安地等待着我的回答。

  　不安そうな顔で小依くんが僕の言葉の続きを待つ。

  

  

  「我不觉得恶心，而且我也会嫉妒的。比如刚才说的交换衣服，不就是如假包换的嫉妒吗」

  「僕はキモいとは思わないよ、てか僕だって普通に嫉妬とかするし。服交換のくだりとか如実じゃん」

  「这样啊……」

  「そうなんだ……」

  「嗯。虽然不知道小依同学这种火力全开的价值观是从哪里来的，但我觉得小依同学吃醋的样子很可爱」

  「うん。小依くんのその火力強めな価値観がどこから来るのかは分からないけど、相手が小依くんなら僕は可愛らしいなって思うよ」

  「那，我可以直接把这种抱怨发泄出来吗」

  「じゃあ、良いんだな。そういう苦情を直に当たり散らしても」

  「用嘴说的话」

  「口で言う分なら」

  「……明白了」

  「……分かった」

  「还有，我也会吃醋的，所以西野的运动服可以给我吗？」

  「それと、僕もヤキモチを焼いてしまうので西野のジャージは預かってもよろしい？」

  「哎，可以是可以，你要干什么？泼水吗？」

  「えっ。いいけど何すんの？　かけるん？」

  「你傻吗！？还要玩这个梗！？」

  「馬鹿なの！？　そのネタまだ擦る！？」

  「嘻嘻嘻，有意思。那这个给你」

  「くひひっ、おもろ。じゃあこれあげる」

  

  

  　我从小依同学那里接过西野的运动服。可能是因为刚才小依同学还穿着，上面还残留着余温。因为这种事又萌生了一点嫉妒心，我觉得比起小依同学，我更会吃醋。

  　小依くんから西野のジャージを受け取る。さっきまで小依くんが着ていたからか温もりが残っていた。こんな事でまた嫉妬心が少し芽生えるのだから、小依くんなんかより僕の方が余程ヤキモチ焼きだと思う。

  

  

  「那我回教室把衬衫收起来。谢谢你的衬衫」

  「じゃ、俺は教室戻ってブラウス仕舞ってくるから。シャツありがとな」

  「我也差不多该回学生会了。再见，小依同学」

  「僕もそろそろ生徒会の方戻らないとだ。じゃあ小依くん」

  「等等」

  「待て」

  「怎么了怎么了怎么了？」

  「どうしたどうしたどうした？」

  

  

  　我离门更近，正准备先离开保健室，却被小依同学抓住胳膊拦住了。我回过头，只见小依同学又红着脸，抬眼瞪着我说道。

  　僕の方がよりドアに近かったので先に保健室を出ようとしたら小依くんに腕を掴まれ引き止められた。振り向くと、また顔を赤くした小依くんが僕を上目遣いで睨みながら口を開いた。

  

  

  「还，还有一件事。我啊，要是你敢说些瞧不起我的话，我会让你闭嘴的」

  「あ、あと一つだけ。俺はさ、お前が舐めた事言おうとしたらさ、黙らせるやん？」

  「你这行为很危险啊」

  「やばいけどね、その行為」

  「要你管。所以，我希望你也能这么做」

  「うるせえよ。でさ、それ逆も然りにしてほしいというか」

  「嗯？……唔，我该怎么理解你刚才的发言呢」

  「うーん？　……ふむ、今の発言はどう解釈したらいいのだろうか」

  「原话奉还啊」

  「まんまだろ」

  「原话……小依同学要是说些瞧不起我的话，我就让你闭嘴？」

  「まんま……小依くんが舐めた事言いかけたら黙らせろって事？」

  「对」

  「そう」

  「原来如此」

  「なるほど」

  「嗯……那么，水濑」

  「うん。……じゃあ、水瀬」

  「嗯」

  「はい」

  「笨蛋笨蛋」

  「ばーかばーか」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……？」

  「……？」

  「笨蛋。处男。小鸡鸡小的男生」

  「ばーか。童貞。ちんこミニ男」

  「喂——别突然找茬啊——」

  「おーーーーい。いきなり喧嘩を売るなー」

  「不是啊。不是这样的」

  「違うじゃん。そうじゃないやん」

  「什么？」

  「はい？」

  「不是这样的」

  「そうじゃないやんって」

  「……什么？」

  「……はい？」

  「算了，你这蠢货！！！再见！！」

  「もういいわタコ！！！　じゃあね！！」

  「哎。再见……？」

  「えっ。じゃあね……？」

  

  

  　小依同学不知为何气鼓鼓的，以不爽MAX的感觉跺着脚跑出了保健室。

  　何故か顔をむくれさせ、不機嫌MAXな感じでドスドス足音を立てながら小依くんは保健室から飛び出して行った。

  

  　……不不不，这不可能吧。她的意思是让我亲她让她闭嘴吧？我可是听懂了的。我就是听懂了，但这种事我怎么可能做得出来，所以才一直装作没听见。刚才被亲时的动摇还没平复，现在要我主动亲她，这难度也太高了吧。

  　……いやいやいや、無理でしょ。僕からキスして黙らせろ的なニュアンスだよね？　伝わってますよちゃんと。伝わった上で、そんな事出来るわけがないので素知らぬフリを貫いてたんですよ。さっきキスされた時の動揺をまだ引きずってるのに、自分からだなんて無理ゲーがすぎる。

  

  　话说刚才的对话，我可以理解成她希望我亲她吗？她希望我主动亲她，所以才突然制造机会？

  　てか今の会話の流れ、して欲しかったって解釈でいいのかな？　僕の方からそういうのをしてほしくて、だから急に流れを作ったと？

  

  　呜哇，小依同学可爱得要死啊。刚才还担心她会不会突然变成病娇，这下我心中的担忧都烟消云散了。

  　うわっ、死ぬほど可愛いな小依くん。途中、メンヘラというかヤンデレに進化する兆しが見えたのかなって思って戦々恐々としていたのが吹き飛んだわ。

  

  

  「……衬衫还放在那里啊」

  「……ブラウス置いてってるやん」

  

  

  　我慢了一步才准备离开保健室，这时我看到被留在那里的脸盆和脸盆里的衬衫。还是送去给小依同学吧……。

  　遅れて保健室から出ようとしたら、置き去りになった洗面器とそこに入っていたブラウスが目に入った。小依くんの所まで届けに行くか……。

 
  55話「楽しい文化祭が始まったよ」

  55话「欢乐的文化祭开始了」

  「欢迎回来～主人……」

  「おかえりなさいませ〜、ご主人さまぁ……」

  「哦、哦哦～！」

  「お、おぉ〜！」

  「天啊，真人女仆好可爱……」

  「やべ、実物メイド可愛いな……」

  「哇！请问～这里有没有类似酒店的服务！？就是女仆坐到客人旁边那种。」

  「うわっ！　あの〜、ここってなんかキャバクラ的なサービスあるんすか！？　メイドさんが席に着いてくれるみたいな」

  「没有～」

  「ないですー」

  「没有吗！？可是那边的座位——」「没有～」

  「ないんすか！？　でもあそこの席っ」「ないですー」

  

  

  　文化祭当天，我穿着桃果准备的迷你裙女仆装，接待客人。

  　文化祭当日。俺は桃果が用意してくれたコスプレAVみたいなミニスカメイド服を着用し接客対応を行っている。

  

  　在众多摊位中，我们班特别受男生欢迎，或者该说在漫画或动画中被狠狠玩弄的女仆咖啡厅概念反而产生了话题性，从开始时就门庭若市。

  　数ある出し物の中でもうちのクラスは特に男子人気が高いというか、もう漫画とかアニメとかで擦りに擦られまくってるメイド喫茶という概念が逆に話題性を生んだらしく、開始時点から客足が途切れない勢いを見せていた。

  

  　大家在忙碌中都露出「很有成就感！」的表情，眼神闪闪发亮地工作。好耀眼啊～只有我因为羞耻心而畏缩。

  　この忙しい中で皆やり甲斐があるぜ！　みたいな顔で目を輝かせながら働いている。眩しいな〜。俺だけだもんな、羞恥心に塗れて萎縮してるの。

  　是因为文化祭的气氛让大家情绪高涨，还是我特别阴沉呢？唉，有没有人可以跟我换班啊？

  　文化祭の雰囲気で皆ハイになってるのか、それとも俺が群を抜いて根暗なのか。はぁ、誰か係を交代してくれないだろうか。

  

  

  「欢迎回来～主人……」

  「おかえりなさいませ〜、ご主人様ー……」

  「哦～咦，好厉害。耳环好酷哦！」

  「おー、えっすごいな。ピアス穴すげっすね！」

  「哈哈哈……」

  「ははは……」

  

  

  　还有，因为桃果硬把我头发绑成短双马尾，所以耳环完全露出来了。被客人指出来后，反而更加引人注目，真伤脑筋。虽然在校内隐藏起来，所以被当成稀有物品也是理所当然，但还是希望他们不要特地拿来当话题。

  　あと、なんか桃果の手により強制的に髪型を短めの二つ結びにされたせいで耳のピアス穴が丸見えだ。それを指摘されまくるから余計に注目を集めて困る。校内では隠してる分物珍しさを感じるのは当たり前だと思うけど、わざわざ話題を振らないでほしいわ。

  

  

  「冬浦同学，差不多该休息了吧？」

  「冬浦さん、そろそろ休憩行くー？」

  「嗯……」

  「んー……」

  

  

  　休息吗？真好，现在就想马上去。不过，其他女仆们不是坐在客人的座位上陪他们聊天，就是特别用心的人会提供喂食的服务，只有我板着脸接待客人，感觉不太应该比她们先休息。

  　休憩か。いいな今すぐに行きたい。けど、他のメイド勢が個々人で客の席に着いてお話に付き合ってあげたり、気合入ってる人だと1回だけあーんしてあげるみたいなサービスを展開して頑張ってるから、そういうのを一切せず仏頂面で接客してる俺が休憩を早くに取るというのも違う気がするんだよな。

  

  

  「我还不用～让其他人先休息吧。」

  「私はまだ大丈夫ー。他の人に休憩行かしたげて」

  「OK～在超过负荷之前去休息吧，之后感觉又会有一波人潮。」

  「おっけー。キャパ越える前に休憩行きなねー、この後またビッグウェーブ来そうだからさ」

  「真的假的？」

  「まじか」

  

  

  　绝对要趁那波人潮来的时候去休息。话说回来，被提醒超过负荷之前去休息，表示我让周围的人担心了。这样不行啊。

  　絶対そのビッグウェーブにまるまる被せて休憩行ってやろ。てかキャパ超える前にって指摘されるってことは周りに気を使わせてるのか。いかんなぁ。

  

  

  「呼。」

  「ふぅ」

  

  

  　不过，好累啊～明明只是在教室前待机，引导客人入座而已，但基本就是一直站着，反复在同一条路线上移动，对腰腿的负担比想象中还要大。还有，因为男性顾客的比例很高，该怎么说呢，很可怕。精神完全无法放松，反而更加疲惫。

  　にしてもしんどいな〜。教室前で待機して客を席まで案内するってだけの役職なのに、基本立ちっぱなのと同じ導線の反復移動というのが想像以上に足腰に来る。あと客の男性比率が高いから、なんというか、怖いし。気が全然休まらなくてメンタルが余計に疲弊する。

  

  　虽然我也明白，学校里根本不可能发生什么奇怪的事，所以不用在意。

  　学校内で妙な事される可能性なんてミリも存在しないんだから、気にしなくてもいいってのは理解出来てるんだけどなぁ。

  

  　唉。要是身高再高一点，就算对方面向前方，也会因为我的身高进入视野而避开我吧。这个矮子基因是怎么回事？为什么尽是继承了母亲的遗传基因啊。

  　はあ。もう少し身長が高ければ、相手が前を向いていても俺の背格好が視野に入って避けてくれるだろうに。何だこのチビ遺伝子。なんでこんなに母親の遺伝ばっかり受け継いでんだか。

  

  　稍微蹲一下吧。呼——好热……

  　ちょっとだけしゃがんどこ。ふいー、暑っつい……。

  

  

  「找到了找到了。小依，你好。」

  「いたいた。小依ちゃん、こんにちは」

  「！？水濑！？别看我！！」

  「！？　水瀬！？　こっち見んなぁ！！」

  「这是被看到裸体时的反应吧。」

  「裸見られた時のリアクションなんだよなそれは」

  

  

  　熟悉到不行的声音从天而降的瞬间，我立刻转身背对声音的方向，用双手抱住身体大叫。

  　耳馴染みがありすぎる声が降ってきた瞬間に声のした方とは逆側に体を向けて両腕で身を抱き叫ぶ。

  

  

  「你为什么跑来了！我不是叫你别来吗！？」

  「なんで来てんだよ！　来んなっつったじゃん！？」

  「你的确有说过。」

  「言われたねえ」

  「为什么跑来了！？」

  「なんで来た！？」

  「当然要来啊。我想看小依穿女仆装的样子嘛。」

  「そりゃ来るでしょ。見たいもんね、小依ちゃんのメイド服姿」

  「你这家伙！？明明说不会来还这么若无其事！？完蛋了！」

  「やーばお前！？　来ないよって言っときながら平然と！？　終わってら！」

  「因为小依你当时太拼命了，感觉会说很久。」

  「あの時の小依ちゃん必死すぎて、話が長引きそうだったからさ」

  「你真的会失去信用哦！？」

  「お前信用なくすぞまじで！？」

  

  

  　因为她的回答太爽快，我完全放下心来，还让她帮我弄发型，结果在知道我男性时期模样的人面前穿上了女仆装。好想爆炸，这是什么情况。比全裸被看到还难受……不对，全裸被看到也很难受。

  　気持ちの良い返事をするもんだから安心しきって髪型も弄らせたのに、男だった頃の自分の姿を知ってる相手にメイド服姿を披露しちゃってる。爆発したくなるわ、なんだこれ。全裸を見られるよりキツい……いや普通に全裸のがキツいかそれは。

  

  

  「话说回来，小依，你不带我参观吗？」

  「ところで小依ちゃん、案内とかはしてくれない感じですか？」

  「我……我！你爽快地撕毁了和我的约定，这件事还没完哦！？」

  「おれっ……私の！　私に言った約束平然とぶった切った件がまだ終わっていませんが！？」

  「请你吃麦当劳可以原谅我吗？」

  「マック奢りで許される？」

  「勉强不行！」

  「ギリ許されない！」

  「那要怎么做才能原谅我？」

  「何をしたら許される？」

  「……穿着这身衣服在镇上绕一圈就原谅你。」

  「……この服着て町内一周したら許す」

  「这会让我人生完蛋吧。突然就发展到无法挽回的地步了。」

  「確実に人生終わらしに来てんじゃん。取り返しつかないところまで行くじゃんね急に」

  「既然你毁约了，这点事应该做得到吧。」

  「約束反故にしたらそれくらいするべきだろ」

  「既然如此，我希望你能事先准备好契约书。」

  「だとしたら予め契約書の用意はしてほしい所ではあるか」

  「就算没有那种东西，你也会直接被判有罪，然后送上死刑台！居然一脸若无其事地偷窥别人拼命想隐藏的东西……！」

  「んなもんなくても有罪判決直行極刑便だから！　人が必死に隠そうとするものをなんでもない顔で覗きに来やがって……！」

  「好了好了，关于这件事，我之后会好好接受制裁的。总之一直站着好累，希望你能带我进去。今天是那种日子吧？」

  「まあまあ、それについては後からちゃんと制裁受けるからさ。とりあえず立ちっぱなしはしんどいから中まで案内して欲しいな〜って。そういう日だもんね？　今日は」

  「唔……现在客人很多，要等一下才能带你进去。」

  「ぐ……今お客さんパン詰まりだから、ちょっとしてからの案内になる」

  「你知道要等多久吗？」

  「待ち時間どれくらいかわかる？」

  「我想，大概不到五分钟就能处理完前面的客人……」

  「多分、5分もしないうちに前の客は捌けると思うけど……」

  「那我就在这里等吧。」

  「ならここで待とうかな」

  「请饶了我吧。」

  「勘弁してください」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「你居然会问为什么，你真厉害。」

  「なんでって質問出てくるんや。すごいなお前」

  「我也没那么厉害啦～」

  「それほどでも〜」

  

  

  　我可没在夸你。居然像野原新之助一样耍宝。

  　褒めてないのよ。野原しんのすけみたいなボケカマしやがって。

  

  

  「冬浦同学？你和她感情很好呢～」

  「冬浦さん？　と仲良いんだな〜お前」

  

  

  　唔。看来水濑这家伙不是一个人来的。她带着朋友来，声音传来的瞬间就躲起来了，所以我没注意到。

  　む。どうやら水瀬の奴、おひとり様で来た訳ではなかったらしい。友達を引き連れてるのか、声がした瞬間に体を隠しに行ったから気付かなかった。

  

  

  「我们感情一点都不好，我和水濑只是……」「我们是青梅竹马，感情好到可以一起吃尼可伊蒂。」

  「全然仲良くない、私と水瀬はただの」「昔馴染みだしね、ニコイチレベルで仲良いよ」

  「你给我闭嘴。」

  「黙れよお前」

  「青梅竹马！？哇，那……是那个意思吗！？很火热吗！？」

  「幼馴染って事か！？　うわっ、それって……そういう事か！？　アツいの！？」

  「不不不，怎么可能。」「这么说也不为过，很火热哦！」

  「いやいやそんなわけ」「と言っても過言ではないね。激アツだね！」

  「你给我闭嘴。」

  「黙れよお前」

  

  

  　你这不是在对朋友强调我们的关系吗？之前被这样调侃的时候明明都会否定，为什么现在立场变了？好可怕，你是多重人格吗？

  　めちゃくちゃ友達に関係性アピールするじゃん。今までそういう茶化しを受けた時は否定してたのになんでスタンス変更してんの。怖いって、多重人格者？

  

  

  「哇～水濑同学来了，欢迎回来！咦？小依你怎么了，生理期？」

  「わ〜水瀬くん来てくれたんだおかえりなさーい！　あれ？　どしたの小依、生理？」

  「糟糕，这种时候来了个脑袋没长毛的人。」

  「やばいな、この状況で脳にデリカシー積んでない人来ちゃった」

  「真没办法～」

  「しょうがないな〜」

  「不要若无其事地偷讲！我才不是生理期！」

  「しれっと忍ばせなくていいから！　生理じゃないし！」

  「那你为什么要蹲着？」

  「じゃあなんでしゃがんでるの？」

  「……」

  「……」

  「不好意思让水濑同学看那件衣服吗？少女心～」

  「水瀬くんにそのお洋服見せるの恥ずかしいんだ？　乙女〜」

  「我才没说那种话！！！」

  「言ってないやろそんな事！！！」

  「你的眼神已经说明了一切哦？」

  「目は口ほどに物を言うんだよ？」

  「你先看着我的眼睛再说吧？」

  「目を見てから言ってもらっていいですか？」

  

  

  　听到我的话，桃果笑着叹了口气，把手放在我的头上继续说，真想反驳她。

  　俺の言葉を受けると桃果は笑い混じりのため息を吐いた。俺の頭に手を置きつつ言葉を続ける、噛み付いてやりたい。

  

  

  「抱歉啦～你们三个。我想你们也知道，这孩子很害羞～尤其是被水濑同学看到女仆装的样子，更让她难为情」「我才没说！」

  「ごめんね〜3人とも。水瀬くんは分かってると思うけど、この子恥ずかしがり屋だからさ〜。特に、水瀬くんにメイド服見られるのがはずか」「言ってないから！」

  「你刚才不就说了吗？之前你不是都能正常接待客人吗？」

  「言ってるようなもんでしょ。今までは普通に接客できてたじゃん？」

  「……」

  「……」

  「看吧，你无法反驳了～」

  「ほら反論出来ない〜」

  「……没、没什么。被水濑看到又没什么大不了的。你太主观了，又在擅自用你脑内的关系图说话了，你还是别这样比较好哦」「那你能给水濑同学看吗？你穿女仆装的样子」

  「……べ、つに。水瀬に見られるくらいどうって事ないし。思い込み激しすぎ、また勝手に脳内の相関図に囚われた発言してるって、辞めた方がいいぞお前そういう」「じゃあ見せれんの？　水瀬くんに、メイド服姿」

  「…………不行」

  「…………むり」

  「你看，你害羞了」

  「ほら恥ずかしがってる」

  「我才没害羞！只、只是因为太滑稽了不想被看到而已！」

  「恥ずかしがってない！　こ、滑稽だから見られたくないだけだし！」

  「这有什么区别……？」

  「どこがどう違う……？」

  「因、因为不合适所以不想被看到！会被觉得恶心的！！」

  「に、似合ってないから見せたくないし！　キモいって思われる！！」

  「不会的吧。超合适的。对吧？水濑同学」

  「思わないでしょ。めちゃくちゃ似合ってるし。ねぇ？　水瀬くん」

  「嗯。肯定很可爱哦，小依你自信点」

  「うん。間違いなく可愛いよ、自信持とう小依ちゃん」

  「啊！？所以说，你明明没看过，为什么能意气风发地说可、可爱……莫名其妙！」

  「だっ！？　だから、てか、見てもないのに何意気揚々とかわ、いぃとか……意味わかんねえし！」

  「哇，小依脸红了。真少见～」

  「わ、小依が顔赤くしてる。珍しい〜」

  「！！」

  「っ！！」

  

  

  　我反射性地转向水濑反驳，结果被看到我脸的桃果指了出来。这些家伙怎么回事，居高临下地笑得那么开心！性格真差！

  　反射的に水瀬の方を向いて反論したら俺の顔を見た桃果から指摘を受けた。なんなんだこいつら、人を見下ろしてニヤニヤニヤニヤと！　性格悪っ！

  

  

  「不管怎么说，难得有客人来，不好好接待可不行哦？公私不分要打叉叉哦！」

  「なんにせよ折角来てくれたお客さんなんだからちゃんと対応しなきゃダメだよ〜？　公私混同バツですよ！」

  「桃果你来接待不就好了」

  「桃果が対応したらよくないですか」

  「我现在要休息了嘛」

  「あたしは今から休憩だもーん」

  「唔」

  「くっ」

  「你看你看，退路被断了哦～被看到也不会少块肉，身为女人就该做好觉悟哦～？」

  「ほらほら、退路は絶たれたよ〜。見られても減るもんでもないんだから、女たるもの覚悟を決めな〜？」

  

  

  　不会少块肉？自尊心可是被狠狠地削掉了一大块啊，被水濑看到这副模样。不过这么说的话，让她看女生校服的时候就已经是这样了，但那个已经习惯了，女仆装就……。

  　減るもんは無い？　自尊心はゴリゴリに削られまくるんだよな、水瀬にこういう姿見せるの。まあそれを言ったら女子制服を見せてる時点でって言う話ではあるけど、そっちは慣れてるからまだしもメイド服はなぁ……。

  

  

  「哈啊……呜呜……」

  「はぁ……うぅ……」

  

  

  　脸好烫，皮肤里好像塞了暖宝宝一样。

  　顔面が熱い、皮膚の裏にカイロでも入れてるみたいだ。

  

  

  「超级美少女啊……」

  「めっちゃ美少女やん……」

  「啊？」

  「あ？」

  「好可怕！？」

  「こわっ！？」

  「果然很合适。很可爱啊，为什么要偷偷摸摸地躲起来啊小依」

  「やっぱ似合ってる。可愛いじゃんか、なんでコソコソ隠れるのさ小依ちゃん」

  「所、所以说！不要说什么可爱……笨蛋」

  「っ、だから！　可愛いとか、言わないでって……あほ」

  「诶。水濑和我的反应差好多」

  「えっ。水瀬と俺とで温度差すご」

  

  

  　水濑的朋友好像在嘀咕着什么，但我没听进去。光是装出平静的表情就已经竭尽全力了，根本没有余力去听别人说话。

  　水瀬の友達がなにか呟いていたが耳には入ってこなかった。平気な顔を取り繕うので精一杯だから他人の話に耳を傾ける余裕などあるはずがなかった。

  

  

  「……啊，好像有空位了。要接待客人了，跟我来」

  「……あ、席空いたみたい。接客するんで、私に着いてきて」

  

  

  　虽然我很不爽她来到这里，至少也该在我看不到的时候来啊，虽然我很想抱怨，但毕竟我是提供服务的一方，抱怨也不好。反正已经被看到了，现在就下定决心，诚心诚意地像对待其他客人一样对待水濑，努力尽快且慎重地让她回去吧。

  　ここに来られたのは心底ムカつくし、せめて来るなら俺がいない間に来いよって文句を言いたい所ではあるが、一応人にサービスを提供する側ではあるしぶつくさ文句を垂れるのも良くない。どうせもう見られちゃったし、ここは腹を決めて誠心誠意無心で他の客にしたように水瀬を対応して、早急にして丁重にお帰り頂くよう努めるか。

  

  

  「那就请坐这边的座位吧」

  「じゃあこちらの席でお願いします〜」

  「「「好」」」

  「「「はーい」」」

  

  

  　水濑带着的3个男生一起回答道，关系真好啊。我把手写的菜单给他们看，他们看到女生统一用圆润字体写的菜单，不知为何欢呼了起来。

  　水瀬率いる男3人が揃って返事をする、仲良いな。3人に手書きのメニュー表を見せると、女子の丸文字統一なメニュー表にテンションが上がったのか謎に歓声をあげていた。

  

  

  「哈诶，没有拍立得吗？」

  「はえ〜、チェキとかないんすか？」

  「我这边没有」

  「私の場合は無いです」

  「其他人有吗？」

  「他の人ならあるんだ？」

  「大概有」

  「多分」

  「大概啊」

  「多分なんだ」

  「有熟人的话就可以拜托了？你在这个班上没有熟人吗？」

  「知り合いとか居たら頼めるんちゃう？　お前このクラスに知り合いとか居ないの？」

  「年级不一样，又没有交集，怎么可能会有啊」

  「階が違うし関わる事ないんやから居るわけなくね」

  「话说这里的女生水平很高吧？」

  「つかここ女子のレベル高くない？」

  「真的！就是说啊！水濑，介绍几个给我吧」

  「んな！　マジでそれ！　水瀬、誰か紹介しろよ〜」

  「我也没有熟人啊。我认识的只有小依和另外两个人」

  「僕だってそんな知り合い居ないっての。小依ちゃんとその他2人くらいしか知り合い居ないよ」

  「另外两个人也介绍给我吧」

  「その他2人も紹介してくれよ」

  「今天有机会接待吗」

  「アテンドチャンスあるか今日」

  「别想了，要搭讪的话就自己去吧」

  「ねぇーわ。ナンパするなら1人でしなね〜」

  

  

  　3个男生开始愉快地谈笑。糟糕，我插不上话。3个男生正聊得火热呢。

  　男子3人が楽しく談笑を始める。やべ、会話に入れねえ。男友達3人で水入らずの会話してるわ。

  

  　……不过，他们3个人似乎聊得很开心，我也不用待在他们身边了，真是万幸。我回到原来的位置，继续招揽客人吧。

  　……ま、3人だけで上手く場が回ってるみたいだし俺が近くにいる必要も無さそうで幸いだ。元いた位置に戻ってまた客呼びの作業に戻るとしよう。

  

  

  「啊，我刚才忘了去厕所了」

  「あっ。てかさっきトイレ行き忘れたんだよな」

  「我也是。其实我一直在挑战忍耐的极限」

  「僕も。実はかなり耐久チャレンジしてたというこぼれ話があるんだよね」

  「啊？真的假的」

  「はあ〜？　まじかよ」

  「抱歉，我马上就回来！」

  「わりっ、すぐ戻ってくるで！」

  「哎，不不不，你们要一起去吗！？在这种热闹的地方一个人待着也太尴尬了吧！？」

  「えっ、いやいやそこ同時に行くか！？　こんなキャピった場所に1人は気まずすぎるだろ！？」

  「真的马上就回来！我已经到极限了！」

  「マジですぐに戻るって！　もう限界なのよ俺！」

  「我也快撑不住了！抱歉！」

  「僕もそろそろ決壊寸前！　すまん！」

  「喂！！！」

  「おぉ〜い！！！」

  

  

  　水濑和一个男生慌慌张张地离开了教室。被留下的男生对着他们伸出手，可怜巴巴地张合着，然后把手放下，小声嘟囔着「真的假的啊」。

  　水瀬と男子1が慌てた様子で教室から出ていく。取り残された男子2は2人に向けて伸ばした手を情けなく開閉した後、その手を下ろして小声で「まじかぁ」と呟いた。

  

  　……在这种时候离开现场，作为服务业来说是不是有点太差劲了？虽然没有工资，但难得有人在文化祭的日子来玩，让他们感到无聊也不太好……。

  　……ここでこの場を離れるのはちょっとサービス業的にゴミ対応か？　別にお給料が出るわけではないけど、折角の文化祭の日に遊び来てくれた人に退屈な思いをさせるのも悪いしな……。

  

  

  「……那个」

  「……えっと」

  「？嗯，怎么了？」

  「？　うす。どうしたっすか？」

  「那个，一个人等他们回来，很无聊吧……在他们回来之前，我来陪你聊天吧？」

  「いや、1人で待つの退屈、だよね。……2人が戻ってくるまで話し相手になりましょうか？」

  「哦——！谢谢，帮大忙了！」

  「おー！　あざす、まじ助かる！」

  

  

  　我先在水濑坐过的座位上坐下，看着桌子，等待对方开口。

  　とりあえず水瀬が座っていた席に腰を下ろし、机の方を見て相手からの出方を待つ。

  

  　……对话没有开始。毕竟彼此都是第一次见面，不知道该说什么吧。不过，我也没什么想说的……。

  　……会話が始まらない。まあ互いに初対面だしな、なに話したらいいのは分からないか。でも、こちらからしたい話も特にないしなぁ……。

  

  

  「……你化妆技术超好的！」

  「……メイク超上手いっすね！」

  「啊，是吗」

  「はあ。そうかな」

  「嗯！其他打扮花哨的女生的妆容都更浓，你的妆容看起来很自然！」

  「うん！　他の派手目な女子のメイクはもっとケバいから、自然に見えるし！」

  「……不过我只是随便化了一下，没有花太多心思」

  「……でもテキトーに終わらせてるから、そんな力入れてないよ」

  「这，这样啊」

  「そ、そうなんだ」

  「嗯」

  「うん」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　结束了啊。刚才的对话是怎么回事，太没发展性了吧。明明不知道要等多久，铺垫的剧情也太短了吧，展开点能撑久一点的对话啊。

  　終わりかい。なんだ今の会話、広がり無さすぎだろ。待ち時間の先が見えないのに広げた風呂敷が小さすぎるだろ、もっと間が保つ会話を展開してくれよ。

  

  

  「……冬浦同学有参加什么社团吗？」

  「……冬浦さんって、なんか部活入ってたりする？」

  「没有。我加入过舞蹈社，但很快就退社了」

  「入ってない。ダンス部に入って一瞬で辞めた」

  「这，这样啊。为什么退社了？」

  「そ、そうなんだ。なんで辞めたの？」

  「因为没有开心到让我花时间去参加」

  「そんな時間を割くほど楽しくなかったから」

  「是，是吗」

  「へ、へぇ〜」

  「嗯」

  「うん」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……没有想加入的社团吗？」

  「……他に入りたい部活ないの？」

  「没有，所以我一直都是回家社啊」

  「ないからずっと帰宅部なんじゃん」

  「那倒也是……」

  「それはそうか……」

  「嗯」

  「うん」

  「……啊，你耳洞好多啊！自己打的吗？」

  「……あ、ピアス穴すごいね！　自分で開けたん？」

  「嗯」

  「うん」

  「这样啊。会痛吗？」

  「そっかぁ。痛かった？」

  「嗯」

  「うん」

  「这，这样啊……你是不是喜欢打扮？」

  「そ、そっかぁ……結構オシャレとか好きな感じ？」

  「没有」

  「別に」

  「没有啊………………有喜欢的人吗？」

  「別に、か………………好きな人とかいるの？」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  「……这是必须回答的问题吗？」

  「……それ、答えなきゃいけないやつ？」

  「啊，不是。对不起」

  「あ、いえ。すいません」

  「为什么要道歉？」

  「なんで謝るの？」

  「呃，我以为你生气了」

  「え、なんか怒ってるかなって」

  「我没生气吧」

  「怒ってないでしょ」

  「没生气吗？」

  「怒ってないすか？」

  「没生气」

  「怒ってない」

  「啊，哈哈……」

  「あ、はは……」

  「……」

  「……」

  

  

  　气氛好尴尬。糟糕，没想到和完全不认识的男人说话会这么难。现在的我，是不是阴角等级封顶了？

  　いや空気。気まず。やべ〜、知り合いでもなんでもない男の人と話すのがこんなにムズいとは思わなかった。陰キャレベルカンストしてないか？　今の俺。

  

  

  「……那个，冬浦同学真的很可爱啊」

  「……えーっと、冬浦さんってガチで可愛いですよね」

  「啊。谢谢」

  「はあ。ありがとうございます」

  「咦……你不喜欢被人说可爱吗？」

  「あれっ……可愛いって言われるのは嫌とかじゃないん？」

  「没有。我挺开心的。你要是被人说帅，也会挺开心的吧？」

  「嫌じゃない。それなりに嬉しい、君だってかっこいいって言われたらそれなりに嬉しくない？」

  「我没什么被人说过，所以不知道」

  「言われる機会ないんで分かんないす」

  「这样啊。我觉得你长得挺帅的」

  「そうなんだ。普通に顔かっこいいと思うけど」

  「没有没有，就算你恭维我，我也不会给你什么好处的」

  「そんなそんなっ、お世辞言っても何も出ないっすよ？」

  「这不是恭维。而且，我也没理由恭维你」

  「お世辞じゃないけど。てか、お世辞なんか言う理由ないし」

  「是，是吗？」

  「そ、そう？」

  「嗯」

  「うん」

  「哎呀，不过你肯定比我帅多了！感觉你真的会去当艺人，没在当吗？」

  「いやー、でも冬浦さんの美形には絶対足元及ばないっすわ！　まじで芸能活動してそうだもん、してないの？」

  「没有啊。我也没想过」

  「してないよ。てか考えたことも無いし」

  「真的？你去参加偶像的试镜会吧！」

  「まじ？　アイドルのオーディションとか受けてみなよ！」

  「为什么？」

  「なんで？」

  「呃……因为你很可爱？」

  「えっ。……可愛いから？」

  「是吗」

  「へえ」

  「…………你不去吗？」

  「…………受けない？」

  「不去」

  「受けない」

  「这样啊……」

  「そっすか……」

  

  

  　两个男生垂头丧气，声音也变得有气无力。这反应是怎么回事？我当不当偶像，有那么值得你们一喜一忧吗？而且可爱也只是他个人的主观看法，从客观角度看，我绝对不算特别可爱。

  　萎れた声を出して男子2が項垂れる。なんだその反応？　俺がアイドルとかにならないかどうかにそんな一喜一憂する？　可愛いってのもこの人の主観での話ってだけで、世間的に考えれば特筆して可愛い方って訳じゃないしな絶対。

  

  

  「抱歉！我们回来了！」

  「すまん！　今戻ったわ！」

  「你们两个也太慢了吧！！！」

  「おっっっせぇよ2人とも！！！」

  「人还挺多的，想快也快不起来啊」

  「結構人いてさ〜、急ごうにも急げなかったんだよね〜」

  

  

  　沉默持续了一阵子后，水濑和另一个男生回来了。和我说话的男生一下子放松下来，长舒一口气。看来他和我一样，和初次见面的人说话也会紧张。我应该多和他聊几句的，真该反省。

  　しばらく無言が続いた所で水瀬と男子1が戻ってきた。俺と会話をしていた男子2は一気に緊張がほぐれたような仕草で脱力し大きな安堵のため息を吐いた。相手も初対面の人と会話するのは緊張してたのか、もっと上手く会話するべきだったなーと反省。

  

  

  「小依陪他聊天了吗？谢谢你！」

  「小依ちゃんが会話の相手してくれたのかな？　ありがとね！」

  「嗯……别盯着我看」

  「ん。……あんま見ないで」

  「抱歉抱歉，你穿的衣服我很少见，一不小心就看入迷了」

  「ごめんごめん、見慣れない服装だからつい目線がさ」

  「你把我当傻瓜」

  「馬鹿にしてる」

  「我没把你当傻瓜！？我只是觉得你很可爱，看入迷了而已」

  「馬鹿にはしてないって！？　純粋に可愛くて見惚れてたんだよ」

  「啊！？你、你脑子有病吗！？看入迷……傻瓜！！」

  「はあ！？　ばっ、馬鹿じゃねえの！？　見惚れて、とかっ……ばか！！」

  「你动摇时的反应也很可爱啊」

  「動揺した時のリアクションもまた可愛いんだよなぁ」

  「烦死了！？都说了别说我可爱！！傻瓜白痴蠢货！！！！」

  「うっさいわ！？　可愛いって言うなって言ってんの！！　ばかあほドブまぬけ！！！！」

  「你骂得有点过分了」

  「言い過ぎなんだよなぁ」

  「咦～和刚才的反应天差地别啊～？」

  「あれ〜さっきとリアクションが雲泥の差〜？」

  

  

  　水濑说了句蠢话，我正想逃走，他却把手搭在我的肩上说「难得有这个机会，一起坐吧」。我还没来得及说“开什么玩笑”，水濑已经坐在了空着的座位上。我倾斜身体，不让坐在旁边的水濑看到。

  　水瀬が馬鹿げた事を言ってくるのでそそくさと逃げようとしたら、彼は俺の肩に手を置いて「折角だし同席しようよ」とか言い出した。ふざけんなと言う前に既に水瀬は空いていた席に腰を下ろしていた。隣に座る水瀬からは体を隠すように傾ける。

  

  　之后，包括水濑在内的三个男生聊了一会儿，但他们的对话果然没有我插嘴的余地，气氛也不容我加入，我只能偶尔附和几句，变成一个聊天机器人。

  　それからしばらく水瀬も含めた男子3人の会話が展開されるが、やはりその会話には付け入る隙がないというか、なんかノリ的に俺が参入できる雰囲気じゃなくて時々相槌を打つだけのbotと化してしまった。

  

  　不过，坐着比之前的工作轻松多了，但怎么说呢，我在这里真的有意义吗？明明没有必要，却一直留在同一个地方，有点无聊，也有些痛苦。

  　まあ座ってる分今までの仕事よりかは楽ではあるけど、でもなんかなぁ。俺がここにいる意味ってぶっちゃけなくないか？　必要も無いのに同じ場所に留まり続けるのはちょっと、退屈だしある種の苦痛なのかもしれない。

  

  

  「啊哈哈！你真是个笨蛋啊！就是因为这样，前女友才会对你厌烦吧～？」

  「あははっ！　本っ当に馬鹿だよねーお前！　そんなんだから元カノに愛想つかされるんじゃねえの〜？」

  「你又在提这个了！？水濑，你性格真差！居然把别人的八卦当饭吃！！」

  「まーたそのネタ擦るの！？　まじ性格悪いよな水瀬！　人のゴシップをしゃぶり尽くしやがって！！」

  「因为这个话题最有效果嘛。不喜欢的话就别一一回应啊～」

  「これでつつくのが1番効くんだもん。嫌だったら一々反応するのやめろって〜の」

  「说得没错。不过水濑是万年没女友的处男，所以等级比你低一阶就是了。」

  「言えてるわ。まあ水瀬に関しては万年彼女無しの童貞野郎だからランクは1個下がるやろって話なんだけどな」

  「喂，斋藤，别突然背叛我啊～？」

  「おーい急な裏切りやめろー斎藤〜？」

  「这不是背叛。你身边不是还有我吗？」

  「裏切りじゃないさ。俺がいるやろって、お前の隣には、さ」

  「同性恋话题真的好恶心。这家伙在我睡觉的时候还特地拍我的屁股。我开始怀疑他不是在开玩笑，而是真的有那方面的兴趣了。」

  「ガチきしょいわホモネタ。こいつ僕が寝そうな時わざわざ尻叩いてくるんだよな。もうネタじゃなくてガチでそっちの人なんじゃないかって思うわー」

  「哇，我要保护我的屁股。」

  「うわっ、ケツ守っとこ」

  「谁要挖你们的屁股啊。再说，我才不是同性恋。」

  「だーれがお前らのケツなんか掘るかよ。てかホモじゃねーっつの」

  「「少骗人了！」」

  「「嘘つけ！」」

  

  

  　水濑和两个男生异口同声地吐槽另一个男生。这些人真是默契十足。水濑和其他团体在一起时，也完全能配合对方的步调耍宝或吐槽，纯粹是因为他的沟通能力很强吧。所以，他才能和任何人打成一片，这一点让我有点羡慕。

  　水瀬と男子2が声を揃えて男子1にツッコミを入れた。呼吸ぴったしだなこの人ら。水瀬に関しては他の集団といた時も完全に阿吽の呼吸でボケやらツッコミやらしてたし、純粋にコミュニケーション能力が高いんだろうな。だから、誰とでも仲良くなれると、なんかそういう所は素直に羨ましいな。

  

  　 ……我之所以能和水濑聊得这么开心，也是因为水濑的聊天技巧很高超吧。一定是这样，他一定有很多聊天的技巧。水濑和我说话时，和跟这些人说话时的话题方向完全不同。

  　 ……俺とも心地良いリズムで会話出来てるのって、そういう水瀬側の会話テクニックがあってこその技術なのだろうか。きっとそうなんだろうな、引き出しが多いんだろうな。俺と話してる時の水瀬は、この人らと話してる時とか話題の方向性がまるっきり違うもん。

  

  　总觉得，总觉得……嗯……看到水濑用和我相同的温度感，聊着我无法加入的话题聊得那么开心，总觉得心里闷闷的。

  　なんか、なんかな。うーん……自分と同じような温度感で、自分の入れない話題で盛り上がってる水瀬を見ると、なんか胸がモヤモヤする。

  

  　我喜欢水濑。虽然我隐约觉得水濑应该也喜欢我，但其实只是我一厢情愿，水濑应该只把我当成好朋友之一。

  　俺は水瀬の事が好きだ。水瀬も俺の事を好きなんじゃないかなって漠然と思ってはいるけど、でもそれが実の所一方通行で、水瀬にとっての俺は仲の良い一括りの中の1人に過ぎないんじゃないかって思ってしまった。

  

  　就算不是这样，看到水濑聊着我无法加入的话题聊得那么开心，总觉得心里莫名地刺痛。不，虽然没有痛到需要用刺痛来形容，但该怎么说……希望他也能多关心我。

  　もしそうでなくても、水瀬が俺の入れない話題で盛り上がって楽しそうにしていると、なんだか謎に胸がチクチクしてくる。いや、チクチクって表現するほど鋭利な痛みじゃないんだけれども、なんというか……こっちにも気にかけてほしいというか。

  

  　糟糕，换个说法，听起来真的就像个恶心的束缚女。还是别想这件事了，我不想思考。

  　やばい、言い方を改めると本当に気持ち悪い束縛女みたいな言い方になってしまう。やめようこの話は。考えたくない。

  

  

  「那、那我先走了。」

  「じゃ、じゃあ私はこの辺で」

  「嗯？你要走了吗？小依。」

  「ん？　行っちゃうの？　小依ちゃん」

  「嗯……没什么话好说，我回去工作了。」

  「んー……話す事ないし、元の仕事に戻る」

  「啊——抱歉！我们的话题你听不懂嘛！」

  「あー、ごめん！　そっか共通の話題じゃなかったもんね！」

  「没关系。你们三个慢慢聊。」

  「いい。3人でゆっくり楽しんで」

  「是吗？」

  「そう？」

  

  

  　水濑不知为何，一瞬间露出担心的表情，但马上又用柔和的笑容掩饰过去，对两位朋友说：「抱歉！我要先离席了！」

  　水瀬は何故かそこで一瞬だけ心配するかのような表情を作ったが、すぐにその表情を誤魔化すように柔和な笑顔に直したあと、友達2人に対して「わり！　ここで僕戦線離脱します！」と宣言した。

  

  

  「怎么了——？又要去厕所？」

  「どしたー？　またトイレか？」

  「不是。有其他空位，我想独占这位超可爱女仆。」

  「や。別の席が空いたし、この激カワメイドを独占しようかなと思いまして」

  「啥？」「喂，你这发言根本是种马等级100的人才会讲的吧！你很行嘛！？」

  「は？」「おぉい言ってる事ヤリチンレベル100やんけお前！　やってんなぁ！？」

  「你们也可以找其他女仆聊天，让她们坐下来啊？刚好有两张空位，可以联谊啊。」

  「お前らも他のメイドさんに話しかけて席に着いてもらえばいいじゃん？　丁度二席空くし、合コンできるじゃん」

  「这家店的主旨不是这样吧。」

  「そういう趣旨じゃないだろこのお店」

  「顺带一提，下面有写『要是有女仆看起来很闲，请尽量找她们聊天！可以打发时间！』哦？」

  「ちなみに下の方にうっすら『暇そうなメイドいたらガンガン話しかけてください！　暇つぶしになります！』って書いてあるよ？」

  「这是什么店？设想客人太少的状况也太消极了吧？？？这家店的品味真独特。」

  「どんな店？　過疎る想定をしてるの後ろ向きすぎん？？？　独特なセンスだなおい」

  「坐在教室角落的人绝对很闲！你们也找她们聊天啊——我可是抓到了一个看起来很无聊的女仆。我先走了！」

  「教室の隅にいる子らとか絶対暇してるじゃん！　話しかけてみなよー。僕は今まさに退屈してそうなメイドさん捕まえたから。これにてっ！」

  

  

  　水濑说完便精神奕奕地起身，笑着对我说：「走吧？」我有点害羞地别开视线，她却擅自抓住我的手臂，直接把我拉到其他空位。

  　そう言って元気よく席を立った水瀬が俺に向けて「行こ？」と笑顔で言ってきた。小っ恥ずかしくて目を逸らしたら勝手に俺の腕を掴んできて、そのまま水瀬は空いた他の席まで俺を引っ張ってきた。

  　我们在教室角落的座位面对面坐下。

  　教室の端の席に対面に座る。

  

  

  「……你到底想干嘛？」

  「……なんのつもりだよ」

  「想干嘛……搭讪？」

  「なんのつもりって……ナンパ？」

  「我借用刚才那个人的话，你搭讪等级100哦？」

  「さっきの人の言葉借りるけど、ヤリチンレベル100かお前」

  「我不是那个意思。」

  「そういう意図で答えてないから」

  「不过刚才那个问题，搭讪也太扯了吧。真是的，你刚才的发言从头到尾都很糟糕哦？你平常都是这种人吗？」

  「にしてもナンパは無いだろ今の質問で。ったく、てかお前まじでさっきの発言頭からつま先まで終わってたからね？　そういうキャラなん？　俺がいる所以外では」

  「怎么可能。我只会用这种方式邀请小依。」

  「まさか。こんな形で誘うのは小依ちゃんぐらいだよ」

  「别用这种称呼，而且我们说话的音量要小到不让其他座位听见。」

  「別の席に聴こえないくらいの声量で話してんだからちゃん付けやめろよ。ゾワゾワする」

  「毕竟是在学校嘛。」

  「校内だからなあ。一応ね？」

  「……所以呢？为什么要和我独处？和其他男生在一起绝对比较开心吧？」

  「……で？　なんで私なんかと2人っきりになろうとしたわけ。絶対男子で固まった方が楽しいやろ」

  「因为我还没好好看过小依现在的模样。」

  「小依ちゃんの今の姿、まだちゃんと見てなかったからさ」

  「啥！？你白痴吗！」

  「はあっ！？　馬鹿じゃねえの！」

  「你完全忘记了吧。就算用手遮住脸，也遮不住变红的耳朵哦？」

  「完全に忘れてたよね。手で顔なんか隠しても、赤くなってる耳の方までは隠せてないよ？」

  「我、我才没有变红，笨蛋！」

  「あ、赤くなんかなってねぇわぼけ！」

  「小依。」

  「小依ちゃん」

  

  

  　水濑的手碰到我的手腕，温柔地握住。我知道她想用那股力道把我的手从脸上拉开，但力道并不强。从她控制力道的方式，可以感受到她如果我抵抗，就不会强行拉开。

  　俺の手首に水瀬の手が触れ、優しく握りこんでくる。その力の入り方的に俺の顔から手を引き剥がそうとしてるのは分かった、がその力はあまり強くない。こちらが抵抗するならそれには逆らわない、といった気持ちが伝わる力加減だった。

  

  

  「害羞吗？」

  「恥ずかしい？」

  「…………没有。」

  「…………別に」

  「那不用遮也没关系吧。」

  「じゃあ隠さなくてもいいじゃんか」

  「闭嘴去死。」

  「黙れ死ね」

  「我为打破约定的事道歉。可是啊……虽然现在好像还不能说，但只有一个人被排挤，或是不能看，我都不喜欢。」

  「約束を破ったことは謝るよ。けどさ？　僕だってこう……まだ言っちゃダメらしいから明言はしないけど、1人だけ仲間外れというか、見れないってのは嫌だからさ」

  「主词省略太多，我听不懂。」

  「主語抜けすぎ。意味分かんない」

  「我现在把心里想的全部说出来也没关系吗？」

  「考えてる事、今ここで全部言ってもいいの？」

  「…………不行。」

  「…………だめ」

  「那就只能请你体谅了。」

  「じゃあ察してって言う他ないな」

  「……你不会笑我？」

  「……笑わない？」

  「你要是露出怪表情，我可能会笑。」

  「変顔してたら笑うかな」

  「……你敢笑我就杀了你。」

  「……笑ったら殺すからな」

  

  

  　我放弃抵抗水濑的力道，自己慢慢把遮住脸的手移开。我可以轻易想象自己现在是什么样的表情。

  　水瀬の力に抗うのをやめて、自分から少しずつ顔を隠す手を退ける。自分が今どんな表情をしているのかは想像に容易い。

  

  　没有自信，窥探对方脸色的软弱眼神，甚至泛着泪光，嘴唇颤抖。整张脸应该都红通通的吧。肯定是一张滑稽、无力、幼稚的脸。

  　自信なさげに相手を窺う様な弱々しい上目遣いで、涙すら浮かべながら唇を震わせて。顔面全部が真っ赤に彩られてるんだろうな。なんとも滑稽で、無力なガキ臭い顔をしてるに違いない。

  

  　水濑从正面看着我的脸，稍微愣了一下后，小声地说「你果然还是个女孩子啊」。

  　水瀬は俺の顔を正面から見て、少しだけ言葉を失った後に小さく「やっぱちゃんと女の子なんだな」と呟いた。

  

  

  「……你这家伙，拿别人的病说坏话真的超过底线了。」

  「……てめぇ、人の病気に関する悪口はまじでライン超えてるからな」

  「不是坏话啦。怎么说呢……我只是第一次看到女孩子的脸，就心跳加速了。」

  「悪口じゃないよ。なんていうか……初めて、女の人の顔を見ただけで胸が高鳴ったというか」

  「闭嘴。」

  「黙れ」

  「虽然大家可能都会这么说，听起来可能没什么新意，但你真的很可爱。」

  「皆言ってるだろうから薄い言葉になるかもだけどさ。本当に、可愛いなって」

  「我、说、了！你真的，够了，真的…………我真的会杀了你哦？」

  「だ、かっ、ら！　もう、まじで、もぉ…………本気でぶっ殺すよ？」

  「我有说错什么吗？」

  「舐めた事言ってるかな、僕」

  「你根本就是在嘲讽我吧。」

  「舐めてしかないだろ。人の事おちょくりやがって」

  「要我闭嘴吗？」

  「黙らせる？」

  「当然啊，你再说我就真的要你闭嘴了。」

  「当たり前だろ、それ以上言ったらまじで黙らせるわ」

  「在这里？」

  「ここで？」

  「啊？什么？」

  「あ？　なに」

  「我说啊，小依的闭嘴，是指接吻吧？」

  「ほら、小依くんの黙らせるってさ、キスの事でしょ？」

  「！！？呜，啊……那个」

  「っ！！？　う、あ……えと」

  「要在这里闭嘴吗？」

  「ここで黙らせるの？」

  「不，那个」

  「いや、それは」

  「好可爱。」

  「可愛い」

  「！？」

  「！？」

  「我从以前就觉得小依比任何人都可爱，这次我再次觉得那不是夸大其词。你真的很可爱。」

  「前々から小依くんは誰よりも可愛いって思ってたけど、今回それが大袈裟じゃないなって改めて思った。本当に可愛いよ」

  「闭嘴，我说真的！」

  「だまれっ、まじで！」

  「我不闭嘴。」

  「黙らないっ」

  「你想死吗！？」

  「死にたいの！？」

  「不，我是说真的。像猫一样大大的眼睛，湿润的眼眸注视着我，真的让我心动了。我的视线被牢牢地钉住了。」

  「いやでも本当に。猫みたいな形の大きな目で、瞳を潤わせて見つめてくるの本気で胸に来るんだよな。視線を釘付けにされるよこれは」

  「闭」

  「だまっ」

  「虽然你拼命地想摆出可怕的表情，但因为原本就长得好看，所以没办法完全变成可怕的表情。像露牙一样闭着嘴，把一边的嘴唇拉开，就像小动物在威吓一样可爱呢。」

  「必死に怖い顔を作ろうとしてるけど元が整ってて美形だから怖い顔になりきれなくて、牙を見せるみたいに歯を閉じて片方の唇を引き開くのも小動物の威嚇みたいで愛くるしいね」

  「！？喂，别说了。」

  「！？　ちょっ、もうやめ」

  「说实话，我从来没有那么在意过别人的长相，或者说从来没有意识到过。只有小依同学让我觉得特别，今天这种想法又更强烈了。我可能真的很喜欢小依同学的脸。」

  「正直人の顔にそこまで強く頓着したことがないというか、意識することは無かったんだけどさ。小依くんだけはなんか特別だなって思ってたんだけど、今日その想いがさらに強まったというか。僕、素直に小依くんの顔大好きかもしれない」

  「别说了！？真的别说了！」

  「やめて！？　もうやめよ、本当に！」

  「当然我也喜欢你的性格，应该说喜欢的话就更」「喂！！！！」

  「勿論性格も好きだけど、てか好きで言えばそれこそぜん」「ねえ！！！！」

  

  

  　我从桌子探出身子，用手捂住水濑的嘴，强行让他闭嘴。周围的人好奇地看向这边，我立刻把手从水濑的嘴上移开，但他还是不长记性地想说些什么，于是我离开座位随便拿了一杯饮料回到座位上。

  　机に身を乗り出し、水瀬の口に手を当てて無理やり黙らせる。周りが何事かとこちらを見てきたのですぐにその手は水瀬から離したが、彼は懲りずにまた何か言い出そうとしたので俺は席を離れてテキトーな飲み物を持って席に戻った。

  

  

  「欢迎回来，小依。」

  「おかえり、小依ちゃん」

  「……你给我记住。」

  「……後で覚えとけよ」

  「我可能会忘记。」

  「忘れる可能性は高いかな」

  「别开玩笑了，我绝对不会原谅你的。」

  「ほざくなまじで。絶対許さないから」

  「啊哈哈，好可怕啊……哎呀，你真的露出可怕的表情了。我可不是在开玩笑，小依真的很可爱」「你给我记住。」

  「あはは、怖いなあ。……おっと、本当に怖い顔してるな。流石に冗談、ではないか。小依ちゃんは本当に可愛いとおも」「後で、覚えとけよ」

  「……这下子我要被亲了。我可以先求饶吗？」

  「……これキスされる流れじゃないな。先に命乞いだけしてもいい？」

  「求吧。反正求了也不会有什么改变。」

  「しろ。した所で何も変わんねえから」

  「我太得意忘形了，对不起。」

  「調子に乗りすぎましたごめんなさい」

  「没关系。先不说这个，我一定会让你后悔刚才做的事。」

  「いいよ。それはそれとしてまじで今やった事後悔させるからな」

  「不行了，不管说什么都逃不掉了。」

  「駄目だこれ何言っても詰んでるやつだ」

  

  

  　水濑终于察觉到我的杀意，开始发抖，但已经太迟了。是你先挑起战火的，事到如今不管你说什么，都不可能挽回了。

  　ようやくこちらの殺意を察知した水瀬が震え始めるがもう遅い。火蓋を切ったのはそっちなのだ、今更何を言われようと取り返しなど着くはずがない。

  

  　等人群散去，我一定要把水濑带出去，让他后悔刚才做的事。心中燃起的小小火焰变成了业火。竟然故意在人前让我出丑，让我慌乱，我绝不原谅他。

  　人がバラけた辺りで水瀬を連れ出して、絶対に今の事を後悔させてやる。胸の中に灯っていた小さな火が業火になる。人前で恥を、人が取り乱れるようなことをわざと連発して動揺させやがって。許さねえ。

  

  

  「我一定要让你穿上这件衣服。在学校里。」

  「絶対この服着せてやる。校内で」

  「在学校里！？等一下，那样我的学生生活真的会完蛋啊！？」

  「校内で！？　待って、本格的に学生生活終わっちゃうなそれは！？」

  「不只这样。」

  「それだけじゃねえからな」

  「这样就已经是过度杀伤了！？」

  「それだけで十分オーバーキルなのに！？」

  「这只是序章而已。先扣下扳机的人是你。」

  「序章に過ぎねえから。先に引き金引いたのはお前だからな」

  「我没有扣扳机，是整个卡住了！」

  「引いてない引いてない、全体的にジャムってたって！」

  「胡说八道。」

  「ほざけ」

  「对不起啦！糟糕，你的眼神像在看垃圾一样。好可怕……」

  「ごめんってば！　やばあゴミを見るような目で見てくる。こわぁ……」

  

  

  　我用眼神告诉他，我一定会复仇，而且会让他觉得刚才受到的屈辱根本不算什么。最近我老是被他看不起，必须重新教育他才行。首先，必须让这个笨蛋男舍弃动不动就得意忘形的傲慢。

  　絶対に、絶対に俺が今受けた屈辱なんか霞むくらいの復讐をしてやることを目力で訴える。最近舐められっぱなしだったからな、再教育していかないと。この馬鹿男にはまず、すぐ調子に乗る傲慢さを捨てさせる必要があるからな。

  

  　看到水濑吓得发抖，我的精神稍微恢复了。但威胁到一半，我突然发现水濑喝的饮料是我准备的，而且我刚才还喝过，让我无法继续威胁他。

  　と、恐怖に震え上がる水瀬を見て幾らか精神が回復した俺だったが、脅している最中に水瀬が当然のように口にした飲み物が俺が用意し俺が口付けたものだという事に気付いてから、脅しをヒートアップさせる事が出来なくなってしまった。

  

  　对方毫无自觉，真是的。唉，因为这种事而动摇，心跳加速，真的像个孩子一样，真想改掉这个毛病。为什么我这么好骗呢？连我自己都觉得不可思议……

  　相手は無自覚、なんだよなぁ。はぁ、こんなので動揺してドキドキしてしまうの、本当に子供みたいだから辞めたい。なんでこんなにちょろいんやろな、自分の事ながら不思議でならないわ……。

 
  56話「練り歩こうの回」

  56话「游行篇」

  「哦，这不是小依依吗。现在休息吗？那正好，一起在校内散步吧！」

  「お、こよりんじゃん。今から休憩〜？　なら丁度いいし一緒に校内練り歩こ〜！」

  「……啊，嗯。辛苦了，结乃」

  「……あ、うん。お疲れ、結乃」

  「？？？　脸怎么这么红？感冒了？」

  「？？？　なんか顔赤くない？　風邪？」

  

  

  　我在更衣室把女仆装换成校服后，结乃也迟了一步进来。她晃着一如既往充满魄力的胸部走到我身边，把手放在我的额头上想测体温。

  　更衣室でメイド服から制服に着替えていたら少し遅れて結乃もやってきた。相変わらず迫力のある胸を揺らしながら隣まで歩いてきた結乃は、俺の額に手を置いて熱を測ろうとしてきた。

  

  

  「嗯……比正常体温高一点」

  「うーん……平熱よりは高めなんかな」

  「不，完全正常。我没感冒」

  「いや、全然平熱だけど。風邪とか引いてないよ私」

  「是吗。那脸为什么这么红？现在才晒伤？」

  「ほーん。じゃあなんでそんな顔赤くしてんの？　今更日焼け？」

  「没有，脸不红。你多心了」

  「別に、赤くなってないし。気の所為だよ」

  「不不，脸红了。平时皮肤白得像家里蹲，现在却像火烧一样」

  「いーや赤くなってるね〜。普段は引きこもりかってくらい肌白いもん、なんか火照ってるよー？」

  「都说了是多心了」

  「気の所為だって」

  

  

  　我背过脸，不看毫不客气地盯着我脸的结乃。刚才和水濑在一起，被她捉弄，所以才变成这种脸色。我不能告诉她，也想不到别的解释，只能保持沉默。

  　無遠慮にじろじと顔を覗き込んでくる結乃から顔を背ける。今の今まで水瀬と一緒に居て、意地の悪いからかいを受けていたせいでこんな顔色になっているって伝えられるわけもないし、他の説明も思いつかないので黙秘を貫く。

  

  　过了一会儿，结乃说“算了算了”，不再盯着我，开始换衣服。我确认背后传来衣服摩擦的声音后，也重新转向前方，穿上裙子。我穿好衬衫，正在扣扣子的时候，结乃又向我搭话。

  　しばらくすると「まあいいや」と言って結乃は俺から目を離し着替え始めた。背後から衣擦れの音が聴こえてきたのをキチンと確認してから俺も改めて前を向きスカートを履く。ブラウスを着てボタンを留めている最中にまた結乃が話しかけてきた。

  

  

  「今天，男朋友来了吗？」

  「今日、彼氏くんは来てくれた？」

  「男！？我可没有男朋友！」

  「かれっ！？　彼氏なんて居ないですけど！」

  「啊，抱歉抱歉，是吗是吗。所以呢？水濑来了吗？」

  「あーごめんごめんそっかそっか。で？　水瀬くんは来てくれたん？」

  「……你刚说男朋友，又提到水濑的名字，到底是什么意思？」

  「……彼氏って言った後に水瀬の名前を出すのは一体どういう意図がおありで？」

  「没什么意思啊？我完全没有想让你快点告白哦」

  「別に〜？　意図なんてありませんけどね〜。早く告っちゃえよとか全く思ってないですけどね〜」

  「你，你是不是傻啊！话说回来，你和田中同学到底要暧昧到什么时候啊！」

  「ば、馬鹿なんじゃないのっ！　てかそういう結乃こそ、いつまで宙ぶらりんな関係でいるべきなのさ。田中くんと！」

  「抱歉，我道歉，别再提这个话题了好吗？」

  「ごめんて、謝るからこの話やめにしない？」

  「虽然你经常邀请他约会，但你对本人说的都是“陪我”吧？」

  「デートとかいっぱい誘ってるけどそれ本人にはあくまで『付き添い』って言ってんでしょ？」

  「小依依！」

  「こよりん！」

  「你装作保持朋友的距离，让他以为你对他没有恋爱感情。但你和别的女孩子说话的时候，视线不是一直盯着田中同学吗」

  「あたかも友達としての距離感は保って、色恋的な感情は抱いてませんよ〜って思わせてるみたいだけどさ。女の子と話してたりすると視線がずっと田中くんの方に向いてたりするじゃんか」

  「小依依！！是我错了！别再说了！？互相刺探对方的恋爱进展一点意义都没有！」

  「こよりー〜〜ん！！　私が悪かった！　もうやめよ！？　互いの恋愛進捗をチクチク刺し合うのは不毛だよ！」

  「我的又不是恋爱！」

  「私のは別に恋愛云々じゃないしっ」

  「那怎么可能。莫香不是因为水濑和别的女生关系好就哇哇大哭了吗？」

  「それは無理だろうさすがに。もかちが水瀬くんと仲良くしてただかなんだかでヘラってギャン泣きしてたじゃん」

  「我才没有！？我才没有哇哇大哭！？别再说了别再说了！我们聊点有建设性的话题吧！」

  「してない！？　ギャン泣きはしていない！？　やめようやめようこの話！　建設的な会話をしよう！」

  「水濑来教室找小依依的时候，小依依正好去厕所了，回来的时候还强行挤进我和水濑中间呢」

  「こよりんに会いに来たってんで水瀬くんが教室に来て丁度こよりんがトイレに行ってた時さ、帰ってきたこよりん結構強引に私と水瀬くんの間を割って入ってきたよね」

  「我要给田中发LINE了哦！？可以吗！？我可以随便乱说哦！？」

  「田中くんにLINEするよ！？　いいの！？　ある事ない事吹き込んでやってもいいんだけど！？」

  「抱歉抱歉抱歉抱歉！！等一下小依依，把手机放下？现在马上放进口袋！！！」

  「ごめんごめんごめんごめん！！　待ってこよりん、スマホを置いて？　ポケットに仕舞おう今すぐ！！！」

  

  

  　我们充分理解了彼此都持有武器的事实，我和结乃一边互相牵制一边重新开始对话。对话一结束，结乃就捏着我的脸说“别做这么可怕的事啊——！”不过我就原谅她吧。就当是用巨乳抵着我后脑勺的回礼。

  　互いに武器を保有しているという事実を十二分に理解し合い、俺も結乃も牽制し合いながらも会話は仕切り直しとなった。話し合いが終わった途端に結乃は俺の頬をつまみ「怖いことすんなよー！」と言ってきたが、まあそれは許してやろう。後頭部に巨乳を当ててくれたお礼としてな。

  

  　换好制服后，我和结乃一起走出更衣室。离午休还有一段时间，我觉得直接在学校里闲逛到午休开始也没问题，但这样一来，闲暇时间就太多了，打发时间的选项也增加了。

  　制服に着替え終えて、結乃と揃って更衣室を出る。昼休憩まではしばらく時間があり、休憩時間に入ったタイミング的にこのまま昼休憩まで校内を彷徨いても問題は無いと思うが、そうなると暇な時間が多すぎて時間を潰す選択肢が増えまくりだ。

  

  

  「接下来去哪儿呢？小依依」

  「どうする？　次はどこ行く？　こよりん」

  「嗯……」

  「んむ〜……」

  

  

  　我们先去参观了更衣室附近的生物社的“自制生态瓶展示”，然后去外面的“文字烧店”，最后去2年C班和D班的“打通教室的脱衣舞酒吧（全年龄版）”，虽然已经过了不少时间，但离午休还有40分钟左右。

  　とりあえず更衣室近くにあった生物部の『自作ビオトープの展示』と外の『もんじゃ焼き屋さん』、2年C組とD組の『教室ぶち抜きストリップバー(全年齢版)』を体験しそこそこ時間を過ごしたものの、まだ40分ほど昼休憩まで時間がある。

  

  

  「A班的节目是什么？」

  「A組は出し物なんだっけー？」

  「……TRPG？体验会场」

  「……TRPG？　体験会場だって」

  「那是什么？」

  「なにそれ」

  「不知道。不过刚才我去看了一下，座位已经坐满了，还有好多人在排队，就算去了多半也没法参加」

  「わかんない。でもさっき覗いたらもう席が満杯で順番待ちっぽい人らも何人か座ってたから多分行っても参加はできないんじゃない」

  「这样啊。我还以为有水濑同学在的话能看到有趣的东西呢。真可惜」

  「そっか〜。水瀬くんが居るなら面白い物が見れそうだなって思ったのにな。残念」

  「结乃……要不我去叫田中同学过来？」

  「結乃……田中くん呼んでこよっか？」

  「他现在在工作！在当执事！对不起小依依！！呜，和田中的事情被小依依知道了，这下麻烦了……！」

  「今働いてますから！　執事やってますから！　ごめんてこよりん！！　くっ、田中との事がこよりんにバレてるのまじで厄介すぎる……！」

  「要不是结乃你捉弄我，我也不会做多余的事。不过，等会儿我们作为客人去参观一下我们班的节目吧。让田中同学来接待我们？」

  「結乃がからかってこなきゃ私だって余計な事はしないっての。まあうちのクラスの出し物にも後でお客さんとして顔出そうよ。田中くんに接客してもらお？」

  「你刚才不是在捉弄我吧！？你刚才主动提到了田中的名字吧！？」

  「からかってなかったよねぇ今！？　能動的に田中の名前出してきたねぇ！？」

  「不，这不是捉弄，只是邀请你一起去而已。只是接受接待的话应该没问题吧」

  「いや、これはいじりとかじゃなくて普通に行こうねって誘いだから。普通に接客受ける分にはいいでしょ」

  「唔唔唔……」

  「ぐぐぐ……」

  「算了，这个之后再说。先找个地方打发时间吧」

  「まあそれは後に取っとくとして。まずはどこで時間潰そうか」

  

  

  　我们坐在通往屋顶的楼梯上，把文化祭的宣传册摊开放在膝盖上。和朋友一起拍照的活动要等到之后的体育馆节目大战时再进行，作为前哨战的上午，我想好好决定目标路线。

  　屋上に通じている階段に腰掛け、膝の上に文化祭パンフレットを広げた状態で置く。友達との写真パシャパシャ巡りは後に控えている体育館での出し物合戦の時間でやるとして、前哨戦に当たる午前中はきっちり目標のルートを決めておきたい。

  

  

  「听说有自制游戏。小依依喜欢游戏吧？」

  「自作ゲームとかあるんだって。こよりんゲーム好きっしょ？」

  「我喜欢，但结乃有空吗？」

  「私は好きだけど結乃が暇じゃない？」

  「我也有兴趣」

  「興味はあるにはあるよ」

  「嗯～不过在另一栋楼……是那间教室吧？人会不会太多？」

  「ん〜。でも別棟の……あの教室でしょ？　めっちゃ人いない？」

  「真的。很受欢迎啊～」

  「本当だ。人気だな〜」

  「是吧。我也不想被人群挤来挤去，想去一个正好空着的地方吗？」

  「ね。人の群れでごちゃ混ぜにされるのも嫌だし、いい感じに空いてる所行きたくない？」

  「这样的话，外面的节目全都不行了。人太多了」

  「となると外の出し物は全滅かなぁ。溢れ返ってるもんね」

  「是啊，没想到高中的文化祭会有这么多人来。和初中时完全不一样」

  「ね〜。こんな人来るんだね、高校の文化祭って。中学と大違いじゃん」

  「说起来，初中时根本没有摆摊和改造教室的文化。哇，有人穿着玩偶服在走！真好啊！」

  「そもそも出店作ったり教室改造したりって文化は中学の頃は無かったしね。わっ、着ぐるみ着て歩いてる人いる！　いいな〜あれ！」

  「是灼热地狱吧。视野应该也很差」

  「灼熱地獄でしょ。視界も悪そうだし」

  「哇，明年我也想穿那种衣服！」

  「うわ〜。来年はああいうのしたいな〜私！」

  「不行吧」

  「駄目でしょ」

  「哎，为什么？」

  「えっ。なんでよ？」

  「那种玩偶服穿的时候胸部会卡住吧。就算穿上了，轮廓也太女性化了，很色情的。绝对会被老师阻止的」

  「あのタイプの着ぐるみは着る時おっぱいがつっかえるでしょ。着れたとしてもシルエットが女性的すぎてエロいよ。絶対教師に止められる」

  「啊……那衣服几乎和睡衣一样嘛。小依依个子也小，应该穿不下」

  「あ〜……ほぼパジャマみたいなもんだもんね、あの服。こよりんも身長ちっこいから着れなさそう」

  「这是在说我坏话吗？」

  「悪口かな？」

  「不是不是。我想想……啊，美术社的展览怎么样？不是有茉菜的画吗？」

  「違う違う。そうだな〜……あ、美術部の展示は？　もかちの絵とか置いてあるんじゃない？」

  「展览应该会在节目大战的后半部举办，总之先锁定上午的节目吧」

  「出し物合戦後の後半部でも開いてる筈だし、とりあえず午前中だけ開いてる出し物に目標を絞ろうよ」

  「确实。这样的话，嗯……」

  「確かに。となると、うーん……」

  「啊，盐谷同学她们在！呀吼！」

  「あっ、塩谷さん達いたー！　やっほー！」

  

  

  　我和结乃正在思考目标路线时，先去休息的两位女同学——美山同学和来栖同学来了。她们似乎没有换回校服，而是穿着女仆装在学校里走动。她们吸引了走廊上男生们的视线，朝我们走来。

  　結乃と二人で目標経路を考えていたら先に休憩に出ていたクラスメートの女子二人、美山さんと来栖さんがやってきた。二人は制服に着替えずメイド服姿のまま校内を歩いていたらしい。廊下を歩く男性陣の視線を集めながらこちらへやってくる。

  

  

  「小依依，你在做什么呀——？」

  「なにしてんのー？　小依ちゃんっ！」

  「哇噗！」

  「わっぷ！」

  

  

  　来栖同学绕到我背后，坐下来紧紧抱住了我。她的情绪好高涨啊～

  　来栖さんが俺の背後に回って腰を下ろしギュッと抱き着いてきた。テンションたっかいな〜。

  

  

  「我们还没决定好要去哪里，因为时间还剩很多。」

  「行き先を決めかねてんだよねー。まだ結構時間が余ってるからさ」

  「剩很多？不是马上就要午休了吗？我们再逛一个地方就要回教室了——」

  「余ってるってかこのまま直で昼休憩っしょ？　ウチらはあと1個見て回ったら教室に戻るって所なんだー」

  「哦——」

  「ほえー」

  「你们刚才逛了哪里？」

  「二人はどこ見て回ってたん？」

  「生物社和章鱼烧店，还有脱衣舞酒吧吧？」

  「生物部ん所ともんじゃ焼き屋さん、それとストリップバーだったよね？」

  「啊——！二年级的那间！那个好厉害啊！」

  「あー！　2年のやつ！　あれすっごいよね！」

  「好色情哦～！为什么会获准啊——？」

  「エロかったよね〜！　なんで許可が降りたんだろー？」

  「是不是因为上面写着全年龄的关系？」

  「かっこ全年齢って記載が功を奏した感じじゃない？」

  「如果这样就能过关，那什么都可以办了吧？感觉可以开色情行业！」

  「それでいいならなんでもありじゃん？　風俗とか出来そう！」

  「怎么可能。美山同学也挺夸张的，你和桃果说了一样的话。」

  「出来るかぁ。美山さんも結構トんでんね、桃果と同じ事言ってるよ」

  「因为我和间山一起直接找老师谈判了！说想拍色情电影！！还得到了电影研究社的协助！！！」

  「間山ちゃんと一緒に直談判したからね！　エロ映画を撮って放映したいって！！　映画研究部の人らとも協力して！！！」

  「居然从女学生的口中听到这种提案，老师们肯定也吓了一跳吧……」

  「女子生徒の口から提案されるだなんて、先生方も心底驚いたろうね……」

  「虽然马上就被驳回了～不过既然这样，要不要和我们一起行动？」

  「即却下されたけどね〜。でもそっか、それならウチらと一緒に行動しない？」

  

  

  　美山同学提出了建议。我和结乃都还没决定好要去看什么，所以没有多想就接受了她的提议。

  　美山さんが提案を出す。俺も結乃も何を見るか決めあぐねていた為、あまり悩むことも無くその提案に乗っかる事にした。

  

  

  

  「不行不行不行不行不行不行！！！！」

  「無理無理無理無理無理無理っ！！！！」

  

  

  　在美山同学和来栖同学的带领下，我们来到了我们所在的C班隔壁，D班推出的鬼屋。

  　美山さんと来栖さんに先導されて連れて来られた場所は俺達が所属するC組の隣、D組の出し物であるお化け屋敷だった。

  

  　我窝囊地躲在结乃背后，浑身颤抖着向她们抗议。

  　俺は情けなくも結乃の背中に隠れ、ブルブルと身を震わせながら二人に抗議する。

  

  

  「为为为为什么是这里啊！！！」

  「なななんでここなのさ！！！」

  「？咦，小依依该不会其实很怕鬼吧？」

  「？　あれ、小依ちゃんってもしかして意外と怖がり？」

  「才不是！」

  「違う！」

  「你很怕鬼吧？」

  「いや怖がってるよね？」

  「才不怕！虽然不怕，但也没必要来这里吧！！」

  「怖がってない！　別に怖くは無いけど、ここである必要は無いじゃん！！」

  「照你的理论，也没必要去其他地方吧？」

  「ここ以外である必要もなくない？　その理論だと」

  「莫名其妙！！！」

  「意味わかんない！！！」

  「？？？盐谷同学，冬浦同学她……」

  「？？？　ねえ塩谷さん、冬浦さんって」

  「暑假的时候，我们几个朋友聚在一起试胆，当时她听到车子的声音就跳起来了。」

  「夏休み中にも友達数人で集まって肝試しをしたんだけど、その時は車の音で飛び上がってたね」

  「我才没有跳起来！！！」

  「飛び上がってない！！！」

  「咦……？」

  「えぇ……？」

  「我一点都不怕！文化祭这么开心！为什么要特地去那种以吓人为目的的地方啊！！！」

  「別に怖くはないけど！　楽しい文化祭で！　わざわざ！　怖がらせるのが目的な場所に入る理由が分からない！！！」

  「不，就是因为开心，所以世界上才会存在鬼屋这种东西吧？」

  「いや、それでも楽しいからお化け屋敷ってこの世にあるんじゃんね？」

  「毕竟这种东西啊，要是没有需求，供给也会成比例减少嘛～」

  「需要がなかったら供給も比例して減ってくもんだしね〜そういうのって」

  「不要说这种好像很聪明的话！！」

  「頭良さげな事言わないで！！」

  「哪里聪明了……？你、你要是那么怕，就不要勉强跟来啊。」

  「どこが……？　そ、そんなに怖いなら無理して着いてこなくてもいいけどさ」

  「我才不怕！！！」

  「怖くはない！！！」

  「这种时候就该说怕吧……？你不想进去吧？」

  「そこは怖いでいいんじゃ……？　入りたくないんでしょ？」

  「……呜、呜！！」

  「……っ、っ！！」

  「就算你用眼神示意也没用……」

  「目で訴えられても……」

  

  

  　美山同学虽然接收到我的眼神示意，但还是非常为难地用手抵着下巴，发出「嗯——」的沉吟声。

  　美山さんは俺からのアイコンタクトを受け取ってくれはしたが、酷く困った様子で顎に手を当て「うーん」と唸っていた。

  

  　她们两人本来就想进去D班的鬼屋，所以没有理由阻止她们。我也没有理由阻止结乃，而且我也想让她们两人进去，但结乃本人似乎是为了不让我一个人闲着，所以才和我一起行动。要是我拒绝进去鬼屋，她肯定也会跟着拒绝。

  　二人は元よりD組お化け屋敷に入るつもりだったらしいから引き止める理由はない。結乃に対してだって俺から引き止める道理はないし二人に着いて行かせたい所なのだが、当の結乃本人は俺が一人になって暇しないよう行動を共にしているみたいだ。俺がお化け屋敷に入るのを断れば一緒に断る気しかしない。

  

  　毕竟我刚才稍微移开视线，就看到结乃已经两眼放光地站在D班教室前了。她明显已经接收到「好期待！好想快点进去！」的信息，要是我没有大喊，她肯定不会停下脚步，直接去柜台登记名字了。正因如此，我不能在这里说不想进去！……

  　少し目を離した隙に先にD組の教室前に来て目を輝かせていた結乃の姿を目の当たりにしてしまってるからなぁ。明らかに「楽しみ！　早く入りたい！」って思ってるのを既に受信してしまったし、俺が喚かなければそのまま足を止めることなく受付に名前を記入しようとしていた所まで見えていた。だからこそ、ここで入りたくない！　って駄々をこねるわけにはいかないのだが……。

  

  

  「小依依，你不用勉强自己哦？」

  「こよりん、無理しないで大丈夫だよ？」

  「我、我没有勉强自己。你不用担心，我没事的」

  「む、無理はしてないから。心配してくれなくても、大丈夫だし」

  「你脸色都发白了……」

  「顔面蒼白なんだよなぁ……」

  「既然你这么害怕，就去别的地方吧～会折寿的哦～？」

  「そんなに怖いなら別の所行きなって〜。寿命縮むよ〜？」

  「我、我才不怕！」

  「こ、怖くないって！」

  「你一开始不就说你不行了吗。而且冬浦同学，你都快哭出来了哦？」

  「最初に無理って言ってたじゃない。それに冬浦さん、ちょっと涙出てるよ？」

  「我才没哭！！」

  「出てない！！」

  「你这不是全盘否认了吗。好可爱～」

  「全部否定するじゃん。かわい〜」

  

  

  　每当里面传来惨叫声，我的心脏都会猛地一缩。从教室的外观来看，里面应该做了很多改造，教室里挂着黑色的窗帘，用红色油漆和假人营造出毛骨悚然的氛围。D班的人有多认真可见一斑，这要是进去，心脏真的会停止跳动……。

  　中から悲鳴が聞こえる度に心臓がキュウっと締め付けられる。教室の外観からして大分アレンジが入っていて、教室の中は黒いカーテンがかけられてて見えないように細工されて赤いペンキやマネキンを使っておどろおどろしい雰囲気を醸し出している。D組の人らの本気度が垣間見える、こりゃ入ったら心停止するぞまじで……。

  

  

  「果然是刚才的女仆们！你们好啊！」

  「やっぱしさっきのメイドさん達だ！　こんちは〜！」

  

  

  　我双腿发抖，站在原地动弹不得，这时一个陌生的男声向我们搭话。

  　足が震えまくってその場で立ち止まっている中、聞き馴染みのない男の声がこちらにかかる。

  

  　我朝声音传来的方向看去，发现刚才接待客人的男生和水濑，以及穿着执事服的田中正朝我们走来。

  　声のした方を見てみると、つい先程まで接客していた男子と水瀬、それに執事服を着た田中がこちらに向かって歩いてきていた。

  

  

  「田中？你怎么在这里？偷懒吗？」

  「田中？　なんでここに居んの？　サボり〜？」

  「对啊，偷懒偷懒！正好客人变少了，我就和水濑还有冬夜一起出来逛逛。结乃你们在做什么？」

  「おーサボりサボり！　丁度お客さん少なくなってきたからさ、水瀬とアツヤと一緒にどっかぶらつこうぜってなってな〜。結乃達はなにしてんの？」

  「我们正在犹豫要不要进去这里」

  「私らは今からここに入るか入らないかってやってる所〜」

  「都来到正门口了，还有不进去这个选项吗？」

  「こんな真ん前まで来て入らない選択肢が存在すんの？」

  「啊……我大概知道是怎么回事了」

  「あー……なんとなく流れが分かったかも」

  「？水濑有头绪吗？什么什么，和冬冬有关？」

  「？　水瀬的に心当たりあり？　なになに、冬浦ちゃん絡みの話？」

  「算是吧……」

  「まあ……」

  「水、水濑……」

  「み、水瀬ぇ〜……」

  「哇哦」

  「わお」

  

  

  　我无力地喊着水濑的名字，挪动着颤抖的双腿朝她走去，水濑温柔地接住了我。我感觉背后传来了女生的尖叫声。

  　力なく水瀬の名を呼んでふらつく足を動かして彼の方に歩み寄ると、水瀬は優しく俺の身をキャッチしてくれた。背後から黄色い声が聞こえる気がしなくもない。

  

  

  「你们也要进鬼屋吗？」

  「皆もこのお化け屋敷入るん？」

  「对啊，本来是这么打算的，但是这个孩子很害怕」

  「そ〜。そのつもりだったんだけど、こっちの子が怖がりでね〜」

  「我、我才不害怕！」

  「こ、怖がりじゃないし！」

  「啊哈哈，原来我不在的时候也是这个态度啊」

  「あはは、僕のいない所でもそのスタンスなんだね」

  「闭嘴，蠢货」

  「黙れボケ」

  「平时的伪装到哪去了……？」

  「いつもの猫被りは何処へ……？」

  「啊，你们要不也一起进来？人多的话小依依应该也不会那么害怕了」

  「あ、よかったら3人も一緒にここ入らない？　人が増えればこよりんの恐怖も薄れるかもしれないし」

  「我们本来也打算进去，所以完全没问题，不过人会不会有点多？一，二……一共7个人吧？能同时进去吗？」

  「俺らもここ入るつもりだったから全然いいけど、多くね？　いち、に……全員で7人だろ？　同時に入れんの？」

  「话说这里写着最多只能同时进去两个人吧？」

  「てかそもそもここ、同時に入れるの最大で2人って書いてあるべ？」

  「哎」

  「え゛っ」

  

  

  　我发出了难听的惊呼。两个人……两个人？这不就完了吗？只能保护一个方向，其他三个方向都是门户大开。这什么情况，这也太完了吧？

  　我ながら汚ったない声が漏れた。2人……2人？　終わってない？　一方しかガード出来ないやん、三方向が開きっぱなしじゃん。なにそれ、終わりすぎてない？

  

  

  「两个人一组的话，不是多一个人吗？」

  「2人ずつって、1人余らない？」

  「！那我」「那我先走一步吧，刚才别的朋友叫我了」

  「！　それならわたっ」「じゃあ俺は1抜けしようかな。さっき別の友達から呼び出し食らっててよ」

  「真的假的。慢走哦」

  「まじか。行ってら〜」

  

  

  　我还没说完，田中叫作“淳”的人就离开了。怎么会这样，好不容易找到的退路瞬间就没了。

  　俺が言い切る前に田中がアツヤと呼んでいた人物が離れていく。なんて事だ、折角の逃げ道が秒で取り上げられてしまった。

  

  

  「什么嘛，就两个人啊。那我和来栖直接进去吧。走吗？」

  「なーんだ、2人か。それならウチと来栖はそのまま入れるや。行く？」

  「是啊。那我们先走了」

  「そうね。じゃあ皆、お先〜」

  

  

  　在我绝望的时候，美山同学和来栖同学迅速在登记表上签了名，然后被带进了教室。被留下的我和结乃，田中，水濑面面相觑。

  　絶望している間に美山さんと来栖さんがさっさと受付に名前を記入し、教室の中へと案内されて行った。取り残された俺と結乃、田中、水瀬が互いを見合う。

  

  　……结乃肯定想和田中一起进去。田中是和水濑一起来的，所以肯定想和水濑一起进去，但他看了看我和水濑，然后装酷地小声说了一句“真是没办法啊”，然后牵起了结乃的手。

  　……結乃、絶対にこれ田中と入りたがってるよな。田中は水瀬と来たから勿論水瀬と共に入るつもりだったろうけど、俺と水瀬を交互に見ると「ったく、仕方ないな」と小声でカッコつけて結乃の手を取った。

  

  

  「我们也进去吧，结乃」

  「俺らも入ろうぜ。結乃」

  「哎，不，我跟小依依……」

  「えっ、いや私はこよりんと……」

  「你不是害怕吗？没必要勉强自己进去吧。而且，你刚才就一直对鬼屋很感兴趣了。好了，走吧」

  「怖がりなんやろ？　無理して入れる必要も無いだろ。それに、さっきからお化け屋敷に興味津々なのも透けてるって。ほら、行くぞ」

  「喂，这也太强硬了吧！抱歉小依依，我马上就出来！」

  「ちょっ、無理やりすぎだし！　ごめんねこよりん、すぐ出てくるから！」

  「啊，啊……嗯」

  「あ、あー……うん」

  

  

  　结乃嘴上这么说，脸上却是一副非常高兴的表情。她和田中一起走进了教室。

  　言葉の割に物凄い嬉しそうな顔をしつつ、俺に声を掛けてから結乃も田中と共に教室に入っていった。

  

  　留下来的只有我和水濑两个人。水濑稍微思考了一下，然后对我说“小依依”。

  　取り残されたのは俺と水瀬の2人。水瀬は少し考えた後に「小依ちゃん」と俺に声をかけてきた。

  

  

  「……我不会进去的」

  「……入らないから」

  「也是。我知道的。接下来怎么办？」

  「だよね。それは分かってた。この後どうするの？」

  「接下来？」

  「この後って？」

  「等盐谷同学吗？田中肯定是顾虑到我们才把盐谷同学带进去的」

  「塩谷さんを待つ？　田中はきっと僕らに気を使って塩谷さんを中に連れて行ってたよね」

  「顾虑？什么意思？」

  「なに、気を使ってって。意味わかんない」

  「就算只有两个人，你也是这个态度吗……？」

  「2人きりでもそのスタンスなん……？」

  「……」

  「……」

  「啊……那个，田中刚才都顾虑到我们了，我们也应该顾虑一下盐谷同学，离开这里比较好吧」

  「あー……えっとさ。先に田中が気を使ってくれたんだし、僕らもさ。塩谷さんに気を使って、ここを離れるのも悪くはないかと思うんだけど」

  「顾虑结乃？……啊，是这么回事啊？」

  「結乃に？　……あっ、そういう事？」

  

  

  　如果我们离开这里，结乃就只能和田中一起行动了。水濑也知道结乃喜欢田中啊。

  　俺らがこの場から離れれば、とりあえず結乃は田中と行動を共にするしかなくなるって事か。水瀬も知ってるんだな、結乃が田中の事を好きって話。

  

  

  「想在朋友的恋爱中掺一脚。你对田中同学来说是可靠的男性朋友啊」

  「友達の恋模様にいい感じにいっちょ噛みしたいと。田中くんにとって頼れる男友達ポジなんだな、お前」

  「用galgame来比喻的话，我自认为是主人公的好友」

  「ギャルゲーで例えるなら主人公の親友ポジであると自負してるよ」

  「galgame是什么？操作辣妹的游戏？」

  「ギャルゲーってなに。ギャルを操作するゲーム？」

  「你不知道吗？不过，我也不太想插手别人的私事。反正小依依既不会进鬼屋，也不会“进”鬼屋。她会怕得要死，待在这里也没用吧？」

  「知らんのかい。ま、あんまり人のそういう事情に首を突っ込む気は無いけどさ。どのみち小依ちゃんはお化け屋敷には入れないし「入"ら"ないだから」入れないし。怖くて「死ね」だしさ、ここに居てもしょうがないなって思わない？」

  「水濑不是想进去吗？」

  「水瀬はここに入りたいんじゃないのかよ」

  「说实话，我也没那么想。我只是跟着田中来的」

  「実を言うとそんなに。田中に着いてきただけだからね」

  「这样啊」

  「そうなんだ」

  「嗯。而且，你不是说希望我在文化祭那天空出时间吗？」

  「ん。それに、文化祭の日に時間空けてほしいって言ってたじゃん」

  「嗯……哎，等一下」

  「うん。……え、待って」

  「怎么了？」

  「なに？」

  「现在吗？」

  「それ、今？」

  「嗯？现在不方便吗？」

  「うん？　今からだと都合悪かったりする？」

  「不，不是……」

  「い、いや……」

  

  

  　与其说不方便，我确实说过想在文化祭那天空出时间，说起来……我本来想在今天向水濑告白。虽然我没有忘记，但为了尽量不去想这件事，所以现在才注意到。这样啊，今天吗……。

  　都合が悪いというか、確かにそんな事言ったし、そういえば今日……水瀬に告白しようって思ってたんだった。忘れてたわけじゃないけど、出来るだけ意識しないようにしてたから気付くのに遅れてしまった。そうか、今日か……。

  

  　不，等一下？因为一直不去想这件事，所以我完全没有整理好心情啊？从水濑的语气来看，她想触发那个事件，就是现在，马上就要触发了吧？糟糕，比起鬼屋，我的心脏更痛。事情进展得这么快吗？我的脸又开始发烫了。

  　いや待って？　意識から外してたせいで全然心の整理着いてないんだけど？　水瀬の口ぶり的に、そのイベントを起こそうとしてるのってそれこそ今から、直近の今からの話ではあるんだよね？　やばい、お化け屋敷なんかよりもずっと心臓がギューッと痛くなってきた。そんな急に話って進むものなの？　また顔面熱くなってきた。

  

  

  「那要去哪里？你说想避开人多的地方，这个时间段的屋顶上应该没人吧。从地点上来说也合适」

  「で、どこ行く？　人気を避けたいって話だったし、この時間帯の屋上なら人はいないんじゃないかな。ロケーション的にも」

  「不，不进鬼屋吗！？」

  「お、お化け屋敷入らん！？」

  「哎？」

  「え？」

  「进去吧水濑！！！」

  「入ろうぜ水瀬！！！」

  「哎。不是，你不是怕鬼吗？」

  「えっ。いや、怖いの苦手でしょうがあなた」

  「完全不怕！！！保守地说，我游刃有余！走吧水濑！！！」

  「ぜんっぜん！！！　控えめに言って余裕ではあるかな！　行こう水瀬！！！」

  「完全不是游刃有余吧。你甚至有可能会失禁，而且很快！！？」

  「全然余裕じゃないでしょ。なんなら失禁する可能性すら、記入までが早い！！？」

  

  

  　我走向接待处，迅速地写上两人份的名字，交给接待人员。晚一步过来的水濑站在我旁边。接待人员说「请进」，用手示意教室入口后，我终于回过神来，抬头看向水濑。

  　受付の方に向かいササッと2人分の名前を書いて案内の人に渡す。遅れてやってきた水瀬が俺の隣に立つ。受付の人は「どうぞ〜」と言って教室の入り口を手で示した後、ようやく俺は正気に戻り水瀬の顔を見上げる。

  

  

  「……写、写下去了」

  「……か、書いちゃった」

  「写下去了呢」

  「書いちゃったね」

  「水濑，怎么办……」

  「水瀬、どうしよ……」

  「……既然都写下去了，就得进去才行」

  「……書いちゃった以上、入らないとだね」

  「不要啊……」

  「嫌だぁ……」

  「没办法了。接待人员也在为难，走吧」

  「無理だよ。受付の人も困ってるし、行こう」

  「呜诶……」

  「うえぇ……」

  

  

  　我被水濑牵着手，不情愿地推开分隔教室内外的黑色帘子，走进里面。

  　水瀬に手を引かれ、渋々教室と外と内を分ける黒いカーテンを押して中に入る。

  

  　进去后稍微往前走，就看到了第二扇门。打开门进去后，从走廊传来的声响突然被隔绝，只有令人毛骨悚然的风声和乌鸦的叫声定期传入耳中，支配着听觉。

  　中に入って少し進むと、2つ目の扉があった。そこを開けて中に入ると急に廊下から聴こえていた音が遮断され、不気味な風の音とカラスの鳴き声が定期的に聴こえるBGMが聴覚を支配する。

  

  　明明是密室，却有冷风吹拂脸颊。是空调吹出来的风吧。我立刻挪动脚步，紧紧抓住水濑。

  　密室のはずなのに冷たい風が頬を撫でる。エアコンからの風だろう。即座に足を動かし水瀬にしがみつく。

  

  

  「水、水濑，水濑水濑」

  「み、水瀬、水瀬水瀬っ」

  「我就在你旁边哦——」

  「隣に居ますよー」

  「再靠过来一点！！！」

  「もっとくっつけ！！！」

  「好痛好痛！」

  「痛い痛い！」

  

  

  　我拉着水濑的手让她往前走，然后紧紧贴在水濑背后。虽然看不见前面，但本来就不想看这种用来吓人的东西，所以这样正好。

  　水瀬の手を引き前に出させ、水瀬の背中にピタッとくっつく。前の方が見えなくなってしまったが、そもそも人を脅かすために作られた物なんて見たくもないので好都合だ。

  

  

  「你走太快了！再慢一点，呀啊！！」

  「歩くの早いよ！　もっとゆっく、ひあぁっ！！」

  

  

  　从前面传来结乃的惨叫声，我也跟着发出惨叫。我用力抱住水濑的身体。

  　大分先の方から結乃の悲鳴らしきものが聞こえてこちらも悲鳴を上げてしまう。水瀬の胴に腕を回し力強く締め上げる。

  

  

  「小依，这样我很难走。而且这个姿势，我现在绝对是O型腿吧」

  「小依ちゃん、動きにくいです。てかこの体勢、今絶対がに股だよね」

  「不用走得这么快吧！」

  「そんなズンズン進まなくていいだろ！」

  「不是啊，这个是利用E班教室做出来的吧？空间应该挺大的，不快点走的话可能会找不到路哦」

  「いや〜、これってE組の教室も利用して作ってるんでしょ？　結構広い空間だろうから、そこそこのペースで進まないと経路見失うかもだよ」

  「可、可是」

  「で、でも」

  「呜哇啊啊啊啊」

  「ヴワアアァァ」

  「呀啊啊啊啊啊什么什么什么什么！！？！？」

  「きゃあああぁぁっなになになになに！！？！？」

  

  

  　突然从近处传来类似丧尸的低沉声音，我气势汹汹地发出咆哮。水濑只是说了句「海豚音……」，不知为何对我的惨叫发表了感想，没有说明发生了什么，态度十分淡然。

  　急に低いゾンビみたいな声が近くで鳴ったので威勢の良い咆哮を上げてしまった。水瀬は「イルカボイス……」と何故か俺の悲鳴についての感想を述べるのみで何が起こったかの状況説明はせず淡々としている。

  

  

  「嘎嘎嘎嘎」

  「ギャギャギャギャッ」

  「不要啊啊啊啊啊啊后面，后面！！！？！？！？」

  「いやあぁぁぁああっうしろっ、うしろぉ！！！？！？！？」

  

  

  　走了一段路后，背后传来奇怪的声音，我立刻把头贴在了水濑的背上。可能是因为我几乎是用头撞上去的，水濑的身体大幅度后仰，嘴里发出了「咳哈！？」的声音。

  　ある程度進んだところで背後から奇妙な声が聞こえてきて咄嗟の背中に頭を押し付ける。ほぼ頭突きだったからか水瀬の体が大きく仰け反り、彼の口から「ごほぁっ！？」という音が漏れていた。

  

  　不光是从前面和侧面，连背后也会被袭击吗！？难怪要限制人数，要是游客分散开来的话，就没办法从背后偷偷靠近了！！！为了吓人也用太多智慧了吧，性格真恶劣！！！

  　前や横からだけじゃなく背後も襲われるのか！？　少人数で入るようになっているのも納得だ、客が広がりすぎると背後から忍び寄れないもんな！！！　驚かすのに知恵を使いすぎてるだろ、性格悪っ！！！

  

  　糟糕，我吓到腿软了！？我差点倒下，水濑及时抓住我的腋下防止我摔倒。我继续用力地抱住水濑。

  　やばっ。腰が抜けた！？　倒れそうになるも既のところで水瀬が俺の脇の下を掴んで転倒を防いでくれた。俺はそのまま変わらず強い力で水瀬にしがみつく。

  

  

  「小依」

  「小依ちゃん」

  「不要不要，我吓到腿软了，救救我水濑！救救我！！」

  「やだやだっ、腰抜けたっ、助けて水瀬！　助けてぇ！！」

  「抱歉在你吓到腿软的时候说，那里是胯下哦」

  「腰抜けてる所悪いんだけど、そこ股間なんですよ」

  「胯下」

  「こかっ」

  「嗯。把脸贴在别人的胯下，有点」

  「うん。人の股間に顔を押し付けるのは、ちょっと」

  「我、我不是故意的！呀啊，对上眼了！对上眼了！！动不了，腿使不上力啊啊啊！！？！？」

  「しっ、したくてしてるわけじゃなくて！　きゃあぁ目が合った！　目が合った！！　動けないっ、足に力入んないよおぉぉ！！？！？」

  「满分的反应，D班的人肯定会很高兴的」

  「満点のリアクションだな、D組の人ら大喜びでしょこれ」

  「现在是说这个的时候吗！？啊，我走不动路了！你看，我抖得连站都站不稳了」

  「言ってる場合か！？　あ、歩けないんですけど！　見てあひ、がくがくくすぎてっ」

  「冷静点。你慌张过头了，都不知道你在说什么了，先深呼吸吧」

  「落ち着こう。テンパりすぎてギリなんて言ってるか分からないから深呼吸をしよう」

  「哈、哈哈、呼哈、呼啊！」

  「はっ、ははっ、ふはっ、ほふぁっ！」

  「我从来没听过这种深呼吸。你是嘴里塞满了章鱼烧吗」

  「聞いた事ない深呼吸だ。たこ焼きでも頬張ってるのかな」

  「我的腿不听使唤了！！！！糟糕，好难受，我被诅咒了！！！被附身了！！！？！？呕——！呀啊啊啊，咳咳！！！呀啊啊啊啊！！？」

  「足が言う事聞かないの！！！！　やばい、苦しいっ、呪われた！！！　取り憑かれたぁ！！！？！？　お゛ぇーっ！　ひゃあああっ、げふっげふんっ！！！　ピャアアーーーッ！！？」

  「你这反应太有趣了，小依，你可以去当搞笑艺人了」

  「ちょっと面白すぎるかも。リアクション芸人目指せるよ小依ちゃん」

  「现在是说这个的时候吗！！？！？我真的要死了！！要被杀掉了！！！快点出去！！！」

  「言ってる場合かー！！？！？　まじでっ、死ぬ！！　殺されるぅううっ！！　早く出たい！！！」

  「好好好，真拿你没办法」

  「はいはい。しょうがないなー」

  

  

  　水濑把手伸到慌乱的我肩膀下面，从背后抓住我的手，抱起了我。

  　水瀬は、テンパりまくっている俺の肩の下に腕を通し、背中の方で手と手を掴み俺を抱き上げた。

  

  

  「哎？那个……」

  「えっ？　あの……」

  「你的腿抖得动不了对吧？就当是紧急措施，别在意了」

  「足が震えて動けないんでしょ？　緊急処置ということで大目に見てね」

  

  

  　水濑的手扶着我的背，另一只手从我的腰移动到屁股，最后停在了膝盖后面。

  　俺の背中に手を添えたまま、水瀬の片腕が腰から尻の方へ移動し、やがて膝裏の部分で止まる。

  

  　这是生病时她也对我做过的，被称为公主抱的抱法。

  　病気してた時にもされた状態である、お姫様抱っこと形容される抱かれ方だ。

  

  

  「等等，这样有点难为情……」

  「待っ、これはちょっと、恥ずい……」

  「这么暗，没关系的」

  「暗いしセーフでしょ」

  「啊，有灯啊。而且，会被扮鬼的人看到……」

  「あ、灯りはあるじゃんか。それに、お化け役の人達に見られて……」

  「你很害怕吧？」

  「怖いんでしょ？」

  「害怕，可是」

  「怖いけど、でも」

  「你第一次承认自己害怕了」

  「初めて怖いってちゃんと認めたね」

  「啊！？什、烦死了！？这有什么好笑的」

  「はっ！？　な、うざっ！？　わざわざ笑うようなこっ」

  

  

  　被她这么一说，我睁开一直紧闭的眼睛想要抗议，但看到水濑的脸近在眼前，我只好闭上嘴。因为脸靠得很近，我甚至能感觉到水濑抱着我的呼吸，让我更加难为情了。

  　煽られたのでそれまで強く瞑っていた目を開けて抗議しようとしたら、すぐ目の前に水瀬の顔があって閉口した。すぐ近くに顔があるせいで、俺を持ち上げている水瀬の息遣いが伝わってきて恥ずかしさが更に増す。

  

  

  「水、水濑，我太重了吧。我的腿已经没事了，放我下来吧」

  「み、水瀬っ、重いでしょ。もう足、大丈夫だから降ろしても」

  「一点都不重，甚至让我担心你有没有好好吃饭，毕竟你这么瘦」

  「全然軽いよー。ちゃんとご飯食べてるか心配なくらいだよ、痩せてるし」

  「个子矮又瘦还吃很多，这不矛盾吗，不对！太难为情了，放我下来！」

  「チビガリが大食いだったら矛盾してるだろ、じゃなくてっ！　恥ずいから降ろせって！」

  「反正你肯定又会吓到腿软，就这样走到出口吧」

  「どうせまたビビって腰抜かしちゃうだろうし、このまま出口まで行こうか」

  「！？走到出口不太好吧！？会被别人看到的！？」

  「！？　出口まではまずくないかなぁ！？　他の人に見られちゃうなあ！？」

  「那就走到出口前吧」

  「じゃあ出口直前まで行こう」

  「已经被人看到好几次了！所、所以，放我下来……！」

  「もう何人に見られたかなぁこれ！　だ、だから、降ろして……！」

  「没事的，这么暗，别人看不到你的脸的」

  「大丈夫だって、この暗さなら顔までは見られないよ」

  「是吗！？」

  「そうかぁ！？」

  「是啊。而且，像这样抱着你，你就能知道我就在你身边，可以放心了吧？」

  「そうでしょ。それに、こうして持ち上げられてたら僕が傍に居るっていやでも分かるから安心するでしょ？」

  「话是这么说」

  「それはそうだけどっ」

  「没事的，不管发生什么我都会保护你的，怕怕的小依就放心地让我抱着吧。这样也能早点出去」

  「大丈夫。何が来ても守ってあげるから、とりあえずビビりの小依ちゃんは安心して抱かれてればいいよ。その方が早く出れるしね」

  「什、什么！？你这说法……感觉有点自以为是！」

  「は、はぁっ！？　なんか言い方……鼻にかけた言い方してる！」

  「是吗？有自恋的感觉？」

  「そう？　ナルシスト感じた？」

  「感觉很强烈！这台词和你的语气不搭！让人毛骨悚然！」

  「かなり感じた！　口調との相性悪いわそのセリフ！　ゾワゾワってした！」

  「那我把你放在这里吧」

  「置いてこっかな」

  「对不起！」

  「ごめんなさい！」

  「能道歉很了不起！好，那我们去出口吧」

  「謝れて偉い！　よし、出口まで行くぞー」

  「不，等等，刚才！刚才被看到了！被一个像贞子一样的女孩子看到了，呀啊啊啊啊！！！？」

  「いやちょっ、今！　今見られた！　貞子みたいな女の子に見られっ、ぎゃああああっ！！！？」

  

  

  　正如水濑所说，虽然步行速度上可以顺利前进，但被抱起来后无法动弹，导致我无法逃离恐怖场景，只能眼睁睁看着。从正负两方面来说完全是负的。这和乘坐交通工具的鬼屋没什么区别吧。

  　水瀬の言う通り、歩行スピードの点では円滑に前に進めているから解決しているものの、抱き上げられて身動きが取れないせいで恐怖イベントを逃れられない状況で目の当たりにさせられている。プラスマイナスで言えば全然マイナスである。これさ、乗り物に乗るタイプのお化け屋敷と何ら変わりないよね。

  

  

  「水濑，我要改变计划！先放我下来！情况有变！」

  「水瀬、プラン変更だ！　1回降ろして！　話が変わってきた！」

  「怎么了？」

  「どうしたの？」

  「我发现这个机制有一个重大缺陷！所以快放我下来！！」

  「この仕組みの重大な欠陥を見つけてしまった！　だから早く降ろして！！」

  「缺陷？OK，那等下一个拐角转弯后我就放你下来」

  「欠陥？　おっけ、じゃあ次の角曲がったら1度降ろそうか」

  「啊，好。拜托了，啾呼」

  「あ、あぁ。頼っ、きゅふっ」

  「啾呼？小依？」

  「きゅふっ？　小依ちゃん？」

  「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！！？！？」

  「ぴぎゃああああぁぁぁぁぁぁっ！！！！？！？」

  

  

  　拐过拐角的瞬间，有什么冰冷柔软的东西啪嗒一下掉在我脸上。大概是装着史莱姆的袋子之类的。因为掉在了通道的边缘，可以推测出这个机关原本不是设计成砸在人头上，而是砸在肩膀或脚边。但因为我被公主抱，所以才砸在了脸上。

  　角を曲がった瞬間上からなにか冷たい、柔らかいものがペチっと俺の顔に落ちてきた。恐らくスライムの入った袋か何かだろう。通路の端の方に落ちてきたから人の頭に落とす想定ではなく、恐らく本来は肩とか足元に落とす想定の仕掛けだったんだと推測出来る。それがお姫様抱っこなんてされてるものだから、想定と違って俺の顔の上に降ってきたというわけだ。

  

  　突如其来的意外吓得我头晕目眩，胸口传来一阵阵的绞痛，视野逐渐变窄。这种感觉，就是那个。感冒时吃了药洗了澡后会有的那种感觉。也就是，昏倒前的那种……

  　急な出来事にビビり散らかして目眩がしてくる。胸が苦しくなるくらいの動悸に襲われて、視野が狭くなっていく。この感覚、アレだ。風邪を引いた時に薬を飲んでシャワーを浴びた時に感じるあの感覚。つまり、気絶する直前の……。

  

  

  「耳朵差点被震聋了……小依？咦，喂……小依！？死了！？骗人的吧，心脏，胸口……不是胸口是手腕！呃…………还有脉搏？那只是晕过去了？太好了……吗？总之，该怎么办……？」

  「耳潰れるかと思った……小依ちゃん？　あれ、おーい。……小依くん！？　死んだ！？　嘘でしょっ、心臓っ、胸……胸じゃなくて手首か！　えっと…………脈はある？　じゃあ、気絶しちゃったのか。良かった……のか？　とりあえず、どうしよう……？」

 
  57話「夕焼けが目に染みる〜」

  57话「夕阳好刺眼～」

  「冬浦那家伙，是不是不在啊？」

  「居なくね？　冬浦の奴」

  

  

  　一群坐在体育馆二楼玩手机的男学生中，其中一人喃喃说道。正在吃软糖的男生则用有气无力的声音回了句「是啊」。

  　体育館の二階部分に腰を下ろしスマートフォンいじる男子生徒の集団のうち1人が呟く。グミを貪っていた男子が「なー」と脱力した声を返す。

  

  

  「那家伙今天不是扮女仆吗？他是会跷掉这种活动的人吗？」

  「アイツ今日メイドやってたよな。こういう行事サボるタイプなん？」

  「不知道。不过他外表长那样，感觉会跷掉吧？」

  「知らね。でもあんな見た目してるしサボりそうではあるくね？」

  「平常跟他混在一起的女生都在哦。」

  「いつも一緒にいる女連中はいるぞ」

  「真是神秘。不过，虽然我们刚才说要因为性欲发狂而强奸她们，但风险太高了吧。」

  「謎だな。まあでもアレか、性欲に狂ってレイプしよーぜみたいな事言ってたけど、ふつーにリスク高すぎるよな」

  「要是被发现，大概会被退学吧。」

  「バレたら退学よなー多分」

  「不只如此。我们会被大家在背后指指点点，变得像刺猬一样。」

  「だけで収まらんやろ。後ろ指刺されすぎてハリネズミなるやろ俺ら」

  「绝对会。而且只要一个人被发现，就会像连锁反应一样，所有人都会被发现。」

  「絶対そう。だし、1人バレたら芋づる式に全員バレそうやし」

  「是啊。你们感觉会为了自保而说出其他人的名字。」

  「なー。お前らすぐ保身走って他の奴の名前出しそうだもん」

  「你也不例外。」

  「お前も例外じゃないんだけどな」

  「就常识来想，那应该是当场开个玩笑就没事了。我们又不是恶劣的小混混，强奸这种事太可怕了。」

  「ジョーシキ的に考えてその場の冗談で済ませる話だわな。質の悪いチンピラでもあるまいし、強姦とかヤバすぎるわー」

  「我从一开始就是开玩笑的。我只是配合你们的兴致而已。」

  「俺は初めから冗談のつもりやったけどな。お前らのノリに合わせただけで」

  「出现了出现了。你不是说冬浦很可爱吗？这不能用兴致来解释吧？」

  「出た出た。可愛いって言ってたやん冬浦の事。ノリでは通用しなくね？」

  「少啰嗦。」

  「うっせ」

  

  

  　不知是谁先开始的，大家纷纷开始找借口，冬浦小依本人在不知情的情况下，躲过了迫在眉睫的危机。强奸计划就这样无疾而终了。

  　誰からともなく言い訳じみた会話が始まり、冬浦小依の身に迫っていた危機は本人の知らぬ間に頓挫。強姦計画は何事もないままに終焉を迎えた。

  

  

  　同一时刻，在保健室里——

  　ーー同時刻。保健室にてーー

  

  

  「没见过的天花板……」

  「知らない天井だ……」

  「怎么可能。你刚才不是好好确认过周围了吗，还跟我对上眼了。」

  「なわけないでしょ。今しっかり周囲を確認してたよね、僕とも目が合ったし」

  

  

  　看来我好像是在水濑的怀抱中，在鬼屋里昏倒了，睁开眼后，我又躺在保健室的床上。这里是存档点吗？

  　どうやら俺は水瀬に抱えられたままお化け屋敷で気絶をカマしたらしく、目を開けると再び保健室のベッドに寝かされていた。セーブポイントなんか？　ここ。

  

  

  「不过没想到居然有人会在鬼屋里昏倒。我还是第一次看到发出怪叫后昏倒的人。」

  「しかしまさかお化け屋敷で気絶する人が現れるとは。初めて見たよ、奇声あげて気絶する人」

  「少、少啰嗦！因为突然有冰冷粘滑的东西掉到我脸上啊，不管是谁都会昏倒吧！！」

  「う、うるせぇな！　だって急に顔面に冷たいヌルヌルが落ちてきたんだもん、誰だって気ぃ失うだろあんなん！！」

  「要是有这么多人会昏倒，早就中止活动了。D班的人说，你是第一个昏倒的人。」

  「そんなポンポン気絶する人が出てたらとっくに中止になってるよ。D組の人が言ってたよ、気絶した人は初めてだって」

  「啊啊是吗是这样吗！唉，真是糟透了。在我昏倒的时候，我有露出奇怪的表情吗？」

  「ああそうですかそうでしょうね！　はぁっ、まじ最悪。気を失ってる間、変な顔とかしてなかった？」

  「小依同学吗？」

  「小依くんが？」

  「嗯。」

  「うん」

  

  

  　记忆从鬼屋跳到保健室，也就是说，我是在发出惨叫时昏倒的。

  　記憶がお化け屋敷の中から保健室までスキップされてるって事は、絶叫を上げた顔のままポックリ気を失ってたってことになるもんな。

  　说来丢脸，我肯定是张着嘴流着口水昏过去的，要是翻了白眼，就再也没脸见人了。必须先问水濑我昏倒时的样子，再决定今天要不要早退。

  　情けない話だが、当然口は開けっ放しだろうからヨダレ垂れ流しになってただろうし、白目剥いてたらもう人前に顔を出せない。予め水瀬に先程までの俺の状態を聞き、本日早退するかどうかを判断しなきゃな。

  

  

  「表情没什么奇怪的，感觉像是安稳地睡着了。」

  「別に変な顔はしてなかったよ。安らかに寝落ちしてるみたいな感じだった」

  「真的？那就好。」

  「まじ？　ならいいんだけど」

  

  

  　明明是吓到昏倒，居然还能保持漂亮的睡脸，我这美少女力还真是了得。真想随时发挥这股美少女力。要是不吹干头发就睡，醒来时镜子里的自己，怎么看都像是现代艺术的错觉画。毕竟和美少女是完全相反的两个极端。

  　びっくり仰天して気を失ったのに綺麗な顔で気絶出来るんだな。我が事ながら中々に美少女力高いなそれは。常にその美少女力を発揮したいわ。髪を乾かさずに寝て起きた時の鏡に映る自分の姿、倒錯的な現代アートにしか見えないもん。美少女の対極に位置してるもんなぁ。

  

  

  「啊，还有你失禁了。」

  「あ、あと失禁してたよ」

  「！？失禁！？失、失禁！？！？咦，真的吗？喂，真的假的！？」

  「！？　失禁！？　しっ、失禁！？！？　え、ほんと？　ねぇ、それ本当！？」

  「……」

  「……」

  「咦、咦、啊…………」

  「え、え、あ…………」

  「顺便说一下，我开玩笑的。」

  「ちなみに冗談ね」

  「……水濑，把脸凑过来。」

  「……水瀬、顔こっちに近付けて」

  「？痛痛痛痛痛！？」

  「？　いででででっ！？」

  

  

  　我用力捏住水濑的鼻子。

  　水瀬の鼻をギュッと力いっぱい握ってやる。

  

  

  「你这混蛋，竟敢耍我。」

  「調子こきやがっててめぇコラ」

  「鼻子要断了要断了。要被捏断了，小依同学！」

  「鼻もげる鼻もげる。千切れるって小依くん！」

  

  

  　我一松手，水濑就捂着鼻子蹲下，发出呻吟。活该。我可是特地把手伸进裙子里确认了。害我紧张死了，还流了一身冷汗。

  　指を離すと水瀬は自分の鼻を押さえて唸り声を上げながらしゃがみ込んだ。ざまあみろ。わざわざスカートの中に手を突っ込んで確認までしたんだからな。焦ったわー、嫌な汗出たわ。

  　话说这家伙，为了看别人紧张的样子，居然能面不改色地说出尿裤子这种话，性格是不是有点崩坏？这完全属于性骚扰的范畴了。

  　てかコイツ、人が焦る姿を見たいが為に平然とおしっこ漏らしたって言い放つとか大分性格終わってないか？　全然セクハラで訴えれる範疇ですけど。

  

  

  「真是的。所以现在是什么时间？你在这里没问题吗？」

  「ったく。で、今ってなんの時間？　お前はここに居てもいいの？」

  「我没打算参加体育馆的活动，所以没问题」

  「体育館での出し物には参加予定ないし無問題だよ」

  「你是为了加入学生会才当起拍马屁奴隶的吧？现在不是最需要人手的时候吗？」

  「生徒会入る為にゴマ擦り奴隷やってんでしょ？　1番人手が欲しいタイミングだろ今って」

  「我不能放着昏倒的小依同学不管啊」

  「気を失った小依くんを放ってはおけないでしょ」

  「……哦。是那个吗，你有欣赏别人睡脸的爱好？这爱好真恶心」

  「……へぇ。あれか、人の寝顔を眺めるのが趣味か？　激きしょだなその趣味」

  「要是你能别擅自解释还觉得恶心，我会很开心的」

  「勝手な解釈して気持ち悪がるのやめてくれたら嬉しいなって」

  「难道你趁我睡着偷袭了？」

  「もしや寝込み襲ったか？」

  「谁会做这种事啊！为什么没事要找事做啊！」

  「そんな事するかぁ！　なんで火が無いのに煙を立たせるかね！」

  「你的话就有可能啊」

  「お前の場合やりかねないじゃん」

  「趁别人睡着做奇怪的事的明明是你！！」

  「寝てる時に変な事してくるのはむしろそちらでしょうが！！」

  「！？不不不，我听不懂！？为什么我会变成趁别人睡着偷袭的人啊！」

  「っ！？　いやいや意味わからない！？　なんで俺が寝込みを襲うキャラになってんだよ！」

  「趁别人睡着亲上去之类的」

  「寝てる間に勝手にキスとか」

  「闭嘴闭嘴你这蠢货！！！」

  「黙れ黙れタコナス間抜け！！！」

  「你这慌张的样子就是最好的证据」

  「その慌てようが何よりの証拠ではある」

  「你，你不是也在我只围着一条毛巾的时候直接来提醒我，玩游戏的时候偷看我的胸，看到内裤的事也不说！」

  「お、お前だって直接注意するまでタオル1枚の姿を見てくるし。ゲームしてる最中に胸覗いてくるし。パンツ見た事黙ってるし！」

  「我们算是半斤八两吧」

  「トントンって所か」

  「半斤八两！？完全不对！你才更那个！你肯定还有余罪，再怎么打你都会出灰的！！！」

  「トントン！？　全然違うね！　お前の方がアレだから！　余罪ありだから、まだまだ叩けば埃出てくるだろ絶対！！！」

  「我才没有余罪呢，我是清白的！」

  「余罪なんてないでーす。潔白なんで僕は！」

  「你哪来的脸说这话！」

  「どの口がっ！」

  

  

  　水濑似乎察觉到我们快要吵起来了，于是把手放在我的嘴上强行让我闭嘴。我真想咬她手掌一口。

  　ちょっとした口論が始まりそうなのを察知したのか水瀬は俺の口に手を置いて強引に黙らせてきた。手のひらに噛み付いてやろうかな。

  

  

  「我一放上去你就安静了啊，就像小动物一，好疼！！」

  「手を置いたら途端に静かになったな。小動物みた、いたぁっ！！」

  

  

  　因为他说了瞧不起人的话，所以我咬了他手掌一口。虽然只是轻轻咬，但水濑似乎因为突然被咬而吓了一跳，他一边揉着手一边看向我。

  　舐めた事を言ってきたので手のひらを噛んだ。甘噛みだったけど、突然歯を立てられたものだから過剰に驚いたらしい水瀬が手を擦りながらこっちを見てくる。

  

  

  「小动物被咬很正常吧？你突然把脸凑过来当然会被咬啊」

  「小動物ならこうなるのは当たり前だよな？　顔面グワーッてしてきたらそりゃ噛まれるよ」

  「你跟野猫一样……」

  「野良猫すぎる……」

  「不只是野猫，所有动物都会咬人。别小看猫的脾气」

  「野良猫に限らず手の皮膚ズタズタだろ。猫の気性舐めんな」

  「你碎心的时候明明跟小狗一样可爱」

  「ハート散らしてる時は子犬みたいで可愛いのになぁ」

  「我才没碎心呢。所以，现在要怎么办？去体育馆吗？」

  「ハートなんか散らしてねえわ。で、どうすんの今から。体育館の方に移動する？」

  「我都可以，就看小依想怎么做了」

  「僕はどっちでも。小依くんがどうしたいかに任せるよ」

  「你不想看体育馆的节目吗？」

  「観たくないの？　体育館演目」

  「我从一开始就没看，现在看也没意义了。反正明年还有」

  「最初の段階から見逃してるから今更なぁー。来年もあるしね」

  「内容会变的吧。现在三年级的也会毕业」

  「内容変わるだろ。現三年も卒業して居なくなるし」

  「我跟三年级的学长姐关系又没多好，所以无所谓」

  「別に三年生で仲良い先輩とか居ないしそこは割とどうでもいいかな」

  「喂，想进学生会的。三年级的学长姐可是你最该巴结的对象吧」

  「おーい生徒会志望。1番ゴマ擦るべき相手だろ三年連中は」

  「就算去体育馆看，从舞台上也看不到我，所以去了也等于没去。这不重要吧」

  「体育館に見に行ったところでステージ上からは目立たないだろうし居ても居なくてもじゃない？　そこはいいでしょ」

  

  

  　真是个无情的家伙。既然他都去帮过学生会的人了，那应该跟三年级的学长姐有一定程度的交情才对。他真的只是想要学生会成员的头衔而已。毕竟他是为了升学评价才这么做的，所以也就这样了吧。水濑要是参加学生会选举，应该也拉不到多少票。

  　薄情な奴だな、生徒会の人らの手伝いをしてきたって事は三年連中とそこそこの付き合いはあるだろうに。本当に生徒会役員の肩書きが欲しいだけじゃん。内申点狙いなんだもんな、所詮そんなもんか。水瀬は生徒会選挙に出馬？　立候補？　しても票はあんまり集められないだろうな。

  

  

  「而且，比起看不认识的人表演，跟小依在一起更开心」

  「それに、あまり知らない人達の出し物を見るより小依くんと一緒にいた方が楽しいし」

  「……你突然说什么呢？」

  「……急になに？」

  「啊，害羞了」

  「あ、照れた」

  「你眼球里装的是泥团子吗？我才没害羞。你到底怎么看出来的」

  「眼球の代わりにヘドロ団子でも詰めてんの？　照れてないから。どこをどう見て照れたと思ったんだよ」

  「你不是移开视线了吗」

  「目ぇ逸らしたじゃんか」

  「我才没有」

  「逸らしてないし」

  「要玩个移开视线就算输的游戏吗？」

  「目を逸らしたら負けゲームでもする？」

  「可以是可以，但最后大概会是我压倒性胜利吧？」

  「やってもいいけど多分俺の圧勝だぞ？」

  「我也有自信压倒性胜利，感觉会没完没了，还是算了吧」

  「僕も圧勝の自信あるから終わりがなさそうだね。やめよう」

  

  

  　什么嘛，不玩了啊。哼……难得有机会合法地盯着水濑的脸看，有点遗憾。

  　なんだ、辞めるのか。ふーん。……珍しく水瀬の顔を合法的にジッと見られるかもだったから、少しだけ残念だ。

  

  

  「小依要去体育馆吗？」

  「小依くんは体育館向かう？」

  「我……我也不去。现在去的话会挡到别人的视线，还得走到自己班的位置上」

  「俺は……俺も行かない。今行ったら人の視界を遮って自分のクラスん所まで向かわないとだし」

  「啊，确实。那样很尴尬呢，就像在电影院里站着一样」

  「あー確かに。気まずいよね〜そういうの。映画館で立つみたいなね」

  「对对。所以我不去」

  「そうそう。だから行かないかな」

  「了解。那要怎么办呢，怎么打发时间？」

  「了解。じゃあどうしよっか、何して時間潰す？」

  「唔。嗯……」

  「む。んー……」

  

  

  　打发时间啊。体育馆的节目时间确实很长，到结束为止还有不少时间。在体育馆的节目结束之前，其他节目也处于实质上的停止状态，而且也没人，能做的事很有限。

  　時間潰しかぁ。確かに、体育館演目の時間って結構長尺だったはずだから終わるまで時間が有り余ってるんだよな。それが終わるまでは他の出し物も実質停止状態だし、人も居ないからやれる事は絞られるな。

  

  　我叠好盖在衣服上的毛毯，坐在床上。打开手机确认通知，没有已读就直接看LINE发来的信息。

  　服の上に被さっていた毛布を畳んでベッドの上に腰かける。一旦スマホを開き通知を確認、届いていたLINEに既読をつけないまま内容を確認する。

  

  

  「啊，说起来暑假的时候，不是有个用水球砸桃果结乃的企划吗？」

  「あ、そういえば夏休み中に言ってたさ、桃果結乃に水風船ぶつけるって企画あったじゃん」

  「有啊」

  「あったねぇ」

  「那个我有好好实行哦。有视频，要看吗？」

  「あれちゃんと実行したぜ。動画あるけど見る？」

  「可以吗！」

  「いいんすか！」

  「可以啊。过来这边」

  「いいですよ。こっち寄って」

  

  

  　我让水濑坐在我旁边，她似乎有点不好意思靠过来，于是我在我们之间空出一个拳头的距离，然后把身体靠向水濑，把手机递给她。

  　隣に水瀬を座らせ、少しこちらに来るのを遠慮しているのか拳1つ分の隙間を空けていたのでこっちから水瀬に体をぶつけてくっつき、スマホを水瀬の方に寄せる。

  

  

  「给你」

  「ほれ」

  「不是，你这什么啊。这是什么视频？」

  「いや、ほれじゃないが。なんの動画ですかこれ」

  「我去便利店的路上，被遛狗的人搭话了。那只狗的蛋蛋大得离谱，所以我就拍下来了」

  「コンビニ行ってる最中に犬の散歩してる人に声掛けられて。その犬が有り得んデカイ金玉ぶら下げてたから面白くて撮った動画」

  「你为什么会想给我看这种东西……好大！？」

  「なんで見せようと思ったんだそんなん……でかいな！？」

  

  

  　水濑原本期待看到同龄女生的羞耻模样，所以她的问题中带着失望，但看到那只狗的股间搭载着几乎要拖到地上的炸弹，她立刻被夺去了目光，发出了惊呼。

  　同年代女子のあられもない姿を期待していた水瀬から落胆が滲み出た疑問を投げられたが、すぐに地面に着きそうな位の爆弾を股間に搭載した犬の勇姿に目を奪われ驚きの声を上げた。

  

  

  「不觉得很厉害吗？它几乎是拖着蛋蛋走路的」

  「やばくない？　これ、ほぼほぼ引きずって歩いてたんだぜ」

  「虽然很好笑，但还是有点担心啊。都快爆了」

  「笑えるけどギリ心配が勝つなそれは。パンッパンじゃん」

  「噗哈！就是说啊！快爆了！我好想和你分享这个。因为是视频，所以不能随便发给你，我还在担心会不会变成被遗忘的遗失数据呢。要发给你吗？」

  「ぶはっ！　いやまじでそれな！　パンッパン！　共有したかったーこれ。物が物だから気軽に送れないし、ワンチャン忘れ去られたロストデータになっちゃうかもと危惧してたんだよね。送る？」

  「我有点想要」

  「ちょっと欲しいかも」

  「发给你发给你」

  「送る送るー」

  「顺便问一下，水球的视频呢？」

  「ちなみに水風船動画は？」

  「怎么可能给你看啊，你这个变态」

  「見せるわけないだろ変態野郎め」

  「这和说好的不一样啊！」

  「話が違うじゃないか！」

  「哼。我怎么可能把色情视频发给想看女性朋友内裤的渣男啊，你这猴子。给我自重」

  「ふんっ。人の女友達の下着を見ようと鼻の下伸ばしてるゴミクズに恵んでやるエロなんかあるわけないだろ猿。慎めよ」

  「明明是你提出来的，我没想到会被你骂得这么惨」

  「そっちから提案してきたのにメンタルフルボッコにされるとは思わなかったよ」

  

  

  　谁管你啊，你这不是明显在期待吗。让这种家伙看到女性朋友的这种样子太危险了，太危险了。我要提醒她们不要接近水濑，不然可能会被当作配菜。

  　知った事か、分かりやすいくらい期待しやがって。こんな奴に女友達のそういう姿を見せるのは危険だな、危険すぎる。あの二人には水瀬に近付かないようにと忠告しておこう、オカズにされてしまうかもしれない。危険だ。

  

  　视频发完后，我把手机收了起来。

  　動画を送信し終え、スマホを仕舞う。

  

  

  「……」

  「……」

  「……」

  「……」

  

  

  　对话中断了。

  　会話が途切れた。

  　好安静。外面的蝉声被窗户遮挡，隔音效果好到让人完全不会在意，走廊上也没有人走动，所以除了空调的声音以外没有其他声音。

  　静かだ。外の蝉の声は窓に遮られて気にならない位の塩梅まで遮音されていて、廊下を歩く人もいないからエアコンの稼働音以外に音がしない。

  

  　没什么可说的啊。现在也没什么想说的。可能是因为习惯了和她在一起，所以沉默并不会让我感到难受，但也正因为如此，我想不到话题。

  　話す事、ないなあ。話したい事も今は特にない。一緒に居ることに慣れてしまったからか無言が辛くなくて、だからこそ振る話題が思いつかないや。

  

  　水濑可能也在想同样的事情吧，觉得没什么可说的。如果是这样的话，让她说出和我在一起比较开心的话，我会感到内疚的。毕竟现在肯定一点都不开心。

  　水瀬の方も同じような事を考えているのだろうか、話す事ないなって。だとしたら俺と一緒にいる方が楽しいって言わせた事に罪悪感を覚える。絶対楽しくないもんね、今。

  

  

  「……」

  「……っ」

  

  

  　我想知道水濑现在在想什么，于是偷偷看向水濑的脸，结果水濑正好也看向我，我们再次四目相对。我一瞬间有些动摇，但毕竟我也没做什么奇怪的事，所以若无其事地移开视线，调整呼吸。

  　水瀬が今どんな事を考えているのか探りたくて、そっと水瀬の顔の方を覗きみようとしたら丁度すぎるタイミングでこちらを見てきた水瀬と再び目が合った。一瞬動揺したが、別に変な事をしている訳でもないのでしれっと視線を外し呼吸を整える。

  

  

  「……」

  「……」

  「……喂，说点什么啊」

  「……いや、なんか言えし」

  「哎？」

  「え？」

  「刚才我们不是对上眼了吗」

  「今目ぇ合ったじゃん」

  「啊——因为这种气氛的时候，大多都是我先开口的。偶尔也该换你来」

  「あー。こんな感じの雰囲気になった時僕から話しかける事の方が多かったから。たまにはね」

  「偶尔也该换我来？什么啊…………你真的什么都不说啊」

  「たまにはね？　なんじゃそりゃ。…………ガチで何も言わないじゃん」

  「等你来搭话」

  「話しかけられ待ち」

  「你这阴角」

  「陰キャやん」

  

  

  　我试着轻轻说出一句坏话。水濑似乎并没有受到什么伤害。

  　軽く悪口のジャブを打ってみる。水瀬は特にダメージを受けていないようだ。

  

  　我偷偷瞄了她一眼。嘴唇有点干燥啊。虽然没有脱皮，但她不在意吗……不对不对，我在看哪里啊，白痴吗！

  　チラっと顔を覗き見る。唇、ちょっと乾燥してんな。皮が剥けたりはしてないけど、気にならないのかな……じゃねえわ。どこを見てんだ俺、アホか！

  

  

  「……喂！」

  「……ねえ！」

  「嗯」

  「はい」

  「说点什么话题啊」

  「なんか話題振って」

  「哎——今晚的晚饭吃什么？」

  「えー。今夜の晩御飯は？」

  「这话题也太无聊了吧……嗯——我想做回锅肉」

  「くっそつまらん話振ってくるなー。……んー、回鍋肉作ろうかなって思ってる」

  「是中华料理啊。你之前做过麻婆豆腐吧，你喜欢中华料理吗？」

  「中華だねぇ。少し前に麻婆豆腐作ってたよね、中華料理好きなの？」

  「嗯。我喜欢辣的」

  「ん。辛いのが好きだから」

  「小依的麻婆豆腐辣得离谱啊。你放了好多香辛料吧」

  「有り得んほど辛かったな〜小依くんの麻婆。香辛料めっちゃ入れるよね」

  「我放了很多。这样才好吃啊」

  「めっちゃ入れるね。その方が美味いんだよね」

  「超辣料理啊——虽然我吃不了那么辣，但偶尔会特别想吃」

  「激辛料理なー。僕はそこまで辛さに強くないけど、時々無性に食べたくなるよね」

  「我也是。在YouTube上随便看视频的时候，不是会看到一些类似美食视频的东西吗？那种视频里出现的超辣料理，或者用油和芝士多到离谱的料理，都会让人特别想吃」

  「俺もそこまで強くないけどさ。YouTubeの動画流し見してると飯テロ動画みたいなの流れてくるやん？　アレで流れてくる激辛料理とか油とかチーズを馬鹿みたいに使う料理とかそういう類、めっちゃ食欲掻き立てられるんよな」

  「所以我就想自己做做看」

  「だから自分でもやってみようって思ったんだ」

  「嗯。要不是被勾起了好奇心，我才懒得自己做饭呢」

  「うん。好奇心をくすぐられなかったら自炊なんて面倒な事しないし」

  「和三餐都吃杯面的人相比，你已经很健康了」

  「三食カップ麺の人に比べたらだいぶ健康的だね」

  「你就是那种人吧。真让人担心」

  「お前とかまさにそのタイプっぽいよな。心配なるわ」

  「除了去小依家的时候，我确实都是吃杯面。不过，我觉得盐分浓度和香辛料的量还是能保持平衡的」

  「小依くんちにお邪魔する時以外は確かにそういうタイプではある。でも塩分濃度と香辛料の度合いで釣り合い取れてると思うけどね、僕ら」

  「我这样才健康吧。流汗排毒。吃完之后冲个澡，超舒服的」

  「こっちのが健全だろ。汗だくデトックスよ。食べ終えた後のシャワーめっちゃ気持ちいいし」

  「你流太多汗了，感觉身体都要缩水了。你本来就很矮了」

  「汗の出しすぎで体積減りそうだよねー。ただでさえちっこいのに」

  「我杀了你哦？」

  「殺すぞ？」

  「有什么关系嘛，矮一点很可爱啊」

  「いいじゃん可愛いじゃん、ちっこいの」

  「……笨蛋。只有你一个人长得那么高，你是竹子吗？」

  「っ……ばか。1人だけ身長めきめき伸ばしやがって、竹かよお前」

  「啊哈哈！不知不觉间，我们身高差了这么多啊——要不要久违地比比身高？」

  「あははっ！　いつの間にか大分身長差出来たよねー。久しぶりに身長比べしてみる？」

  「比这个有什么意义！？你想伤害我的自尊心吗！？」

  「何の為に！？　俺の自尊心傷つけたいの！？」

  「我们很久没比身高了，我想试试看嘛。不过，如果你不想受伤，我也不勉强你。」

  「子供の頃に背中合わせっこした以来じゃんか。久しぶりにやってみたいな〜って、まあ傷付くなら無理にとは言わないけど」

  「……」

  「……」

  

  

  　既然她不是故意要伤害我，那我陪她比一下也无妨。虽然在头部位置完全不同的时候，比身高也没什么意义。

  　悪意があって提案されたものでないのなら、別に、まあ、乗ってやってもいいか。頭の位置が全然違う時点で身長比べなんかする意味分からんけど。

  　我牵着水濑的手，走到保健室的墙边。

  　水瀬の手を引いて保健室の壁際まで歩く。

  

  

  「小依同学。」

  「小依くん」

  「？」

  「？」

  「一般比身高不是应该背靠背吗？为什么是面对面？」

  「普通身長比べって背中合わせで行うものじゃない？　なんで向かい合ってるの？」

  「因为没有第三者在场，所以没办法。背靠背的话，就看不到身高差距了。」

  「第三者居ないから仕方なく。背中合わせにしたら身長差目視出来ないじゃん」

  「说得也是。不过……」「你说话小心一点哦？现在的我，可以马上揍你的胯下。」

  「それもそうか。にしても」「言葉選び気をつけろよ？　ノータイムで股間殴れるからな、今の俺」

  「等一下等一下等一下。」

  「待って待って待って」

  

  

  　水濑敏捷地与我拉开距离。

  　機敏な動きで俺から距離を取る水瀬。

  

  

  「怎么了？过来啊。」

  「どうした？　来いよ」

  「听到你刚才的威胁，我怕得不敢靠近！你的肩膀确实刚好在可以朝我胯下挥出正拳的位置！」

  「今の脅しを聞いて近付くのは怖すぎるな！　確かに丁度股間に正拳突きできそうな位置に肩があるし！」

  「说要比身高的人是你吧？过来啊。」

  「身長比べをしたいって言ったのはお前だぞ？　来いよ」

  「总之，你可以先把双手插进口袋吗！？」

  「とりあえず両手をポッケに入れてくれる！？」

  「我只有一只手，而且很难把手插进去，所以我不插哦？而且我身上缠着绷带，所以……」

  「片方しかないし手を突っ込みにくいから突っ込まないぞ？　てか巻いてるからそもそも……」

  「你身上穿的不是裙子吗！？你至少可以把手插进制服外套的口袋吧！」

  「それスカートじゃなくて！？　ブレザーの方のポッケには突っ込めるよね！」

  「里面塞满了东西，所以不行～」

  「中身パンパンだから無理〜」

  「看起来不像塞满了东西啊～！」

  「そんな風には見えないけどな〜！」

  「好了，快过来。没事没事，只要你别口出狂言，我也不会攻击你的胯下。」

  「いいから来いって。大丈夫大丈夫、よっぽど舐めた口叩かなけりゃこっちも股間を叩かないから」

  「烦死了！好可怕～早知道就在内裤里塞铁板了。」

  「やかましいわ！　こえ〜、パンツに鉄板でも突っ込んどけばよかった」

  「那样很难走路吧。好了，站直一点。」

  「歩きにくいだろ。ほら、ピシッと立って」

  

  

  　水濑小心翼翼地回到原本的位置，站在我的面前，我也挺直背脊，稍微踮起脚尖。

  　こちらへの警戒を怠らない様子で恐る恐る元の位置に戻ってきた水瀬が目の前に立ち、こちらも背筋を伸ばして、若干踵を浮かせて立つ。

  

  

  「我只看得见你的身体。」

  「お前の胴しか見えないんだけど」

  「我看得见小依同学的发旋。」

  「僕からは小依くんのつむじが見えるよ」

  「这样有意义吗？只会让人觉得空虚而已。」

  「これ、やって意味あったか？　虚しい気持ちになるだけなんだけど」

  「小依同学的身高多少？」

  「小依くんって身長何センチなの？」

  「…………160公分左右。」

  「…………160センチくらい」

  「绝对是骗人的。你太夸大了，女生的平均身高才差不多是这个数字吧？」

  「絶対嘘じゃん。盛りすぎだよ、女子の平均身長がそれくらいでしょ？」

  「吵死了！我最近测量的时候……是146！你有意见吗！」

  「うるせぇな！　直近で測った時は……146！　文句あるか！」

  「咦，比我想象的……你是不是又夸大了？你在班上是身高最矮的吧？」

  「あれっ、思ったより……それも少し盛ってない？　クラスで1番低いよね、身長」

  「要我打到你发高烧吗？」

  「高熱出るまで殴ってやろうか？」

  「咳！你这不是揍过来了吗……」

  「ごふっ！　殴ってきてるじゃん……」

  「哼！…………如果再减掉3公分，或许就是我真正的身高了。」

  「ふんっ！　…………そこから3センチ引くと、ガチの身長に、なるかも」

  「结果你还是有夸大啊。」

  「しかも結局盛ってるんかい」

  「吵死了！那你身高多少啊！」

  「うっさい！　そういうお前は身長何センチなんだよ！」

  「大概差了40公分吧。」

  「大体身長40センチ差くらいかな」

  「40公分！？你有那么高吗？」

  「40センチ差！？　お前ってそんなにでかいの？」

  「我有180公分。」

  「180あるからね」

  「啊？你这巨人也太自然了吧？成长曲线是不是出错了？」

  「は？　ナチュラルに巨人すぎない？　成長曲線バグってるやん」

  「这都是多亏了成长激素的努力。还有，我用来健身的乳清蛋白似乎也有关系。」

  「成長ホルモンが頑張ってくれたおかげだね。あと筋トレに使ってるプロテインも関連性はありそう」

  「那不就是靠禁药制造出来的巨体吗？你这作弊的家伙。」

  「100それじゃん。ドーピングで作り出した巨体ってことか。チートめ」

  「不过，我听说身高几乎都是遗传的。」

  「でも身長って遺伝がほとんどって聞くよね」

  「是吗？……那很明显是母亲的错。」

  「そうなん？　……ほな母親のせいだな明らかに」

  

  

  　脸的造型是，胸部也是。遗传自母亲的要素多到让人萎靡。

  　顔の造形もそうだし、胸もそうだしね。やたらと外見の母親譲り要素が多くて萎えるわ。

  

  

  「好了，身高比较已经结束了。」

  「で。身長比べの下りが終わったな」

  「结束了呢。」

  「終わったね」

  「总之先回床上吧。」

  「とりあえずベッドん所戻ろうぜ」

  「坐沙发不会腰酸吗？」

  「ソファーの方が腰疲れなくない？」

  「……不，还是回床上吧。」

  「……いや、ベッドの方行こう」

  「？OK。」

  「？　おっけー」

  

  

  　我再次牵着水濑的手回到床边。我坐在刚才坐过的床铺深处，让水濑坐在旁边。

  　再び水瀬の手を引いてベッドの所まで戻る。先ほど座っていたのと同じベッドの、奥の方に腰掛けて隣に水瀬を座らせる。

  

  　正好是窗户在正面的位置，从保健室的门看过来，因为有障碍物的影响而无法直接看到。太阳即将沉入地平线，夕阳的余晖射入室内，将屋内染成一片橙色。

  　丁度窓が正面にある位置で、保健室の戸からは障害物の影響で直接見えなくなっている場所だ。太陽が地平線に沈みかけ、夕焼けが差し込んできて屋内はオレンジ色に染まっている。

  

  

  「体育馆的节目好像再20分钟左右就结束了。虚无时间也所剩无几了。」

  「あと20分ほどで体育館演目が終わるっぽいね。虚無タイムもあと僅かだ」

  「是啊～」

  「だな〜」

  

  

  　体育馆的节目结束的同时，一般公开也结束，从收拾摊位开始进入后夜祭。因为是每个班级分开行动，所以能和水濑闲聊的时间也只剩下20分钟左右。

  　体育館演目が終わると同時に一般公開が終了して、出し物の片付けから後夜祭という流れに移行する。クラス毎に別れての行動になるから水瀬とダラダラ話していられるのもあと20分程になった。

  

  　……也就是说，那个。之前跟水濑说的给我时间，那个的时限也只剩下20分钟。

  　……。つまり、アレだ。水瀬に前もって言ってた時間をくれってやつ、アレのタイムリミットもあと20分間だけって事になる。

  

  

  「水濑。」

  「水瀬」

  「嗯。」

  「うん」

  「……啊——呃。」

  「……あー。えっと」

  

  

  　糟糕，卡住了。明明满脑子都是告白的念头，却在最关键的时候，话语卡在喉咙里。糟糕～明明已经决定好想说的话了，却无法顺利说出来。告白也太难了吧？

  　やべっ、詰まった。告白する気満々だったのにここ一番で言葉が喉で渋滞を起こしてる。やっべ〜、言いたい内容は決まってるのに言葉が定まらないわ。難しすぎんか？　告白。

  

  

  「……顺便问一下，小依同学。」

  「……ちなみに小依くん」

  「什、什么？」

  「な、なに」

  「其实我有话想对小依同学说。我想你应该知道，就是那个。」

  「僕、実は小依くんに言いたいことがあるのですが。わかってると思うけど。それって」

  「不行，让我来说。因为有顺序。」

  「駄目。俺から言わせて。順序あるから」

  「嗯——顺序啊。只有这次，我可不接受你的任性——」「你涂了唇膏！？」

  「んー。順序、ねぇ。今回ばっかりはそのわがままも」「リップ使う！？」

  「咦？」

  「えっ」

  「不是，那个。嘴唇！好像很干燥，要涂唇膏吗！？」

  「いやあのっ。唇！　乾燥してるみたいだからさ、リップ使う！？」

  「咦。那我要用。」

  「え。じゃあ使う」

  「！？我、我知道了。来。」

  「！？　わ、分かった。はい」

  

  

  　要用啊。我情急之下说出的话，没想到她会这样回答。要用啊……

  　使うんだ。苦し紛れに出した言葉にまさかの返答。使うんだ……。

  

  　我从口袋拿出唇膏，递给水濑。

  　ポケットからリップクリームを出し、水瀬に手渡す。

  

  

  「要、要用吗？」

  「つ、使うの？」

  「不是可以用吗？」

  「使っていいんじゃないの？」

  「是可以……那个，这、这是间接接吻哦？一般来说。」

  「いいけど……あの、か、間接キスだよ？　ふつーに」

  「……」

  「……」

  「如果你觉得可以，那我、用就是了。」

  「そっちがいいなら、別に、使えばって感じ、だけど」

  

  

  　我话讲得断断续续，无法顺利对话。水濑接过唇膏后，脸上也染上一抹朱红。这家伙也是，或许只是装作冷静，其实内心并不平静，一定是顺势说要用的吧。

  　言葉の節々が引っかかって円滑に会話が出来ない。水瀬の方も受け取ってから顔を仄かな朱色に染め上げている。こいつもこいつで、冷静を装ってるだけで心中穏やかじゃなかったのかもしれない、勢いに任せて使うって口走ったんだろうなきっと。

  

  

  「……那，我要用了。」

  「……それじゃ、使います」

  「啊，嗯。」

  「あ、うん」

  

  

  　要用啊。

  　使うんだ。

  　水濑打开唇膏盖，以不熟练的动作将唇膏涂在嘴唇上。

  　水瀬はリップの蓋を取り、慣れない手つきで唇にクリームを塗布する。

  

  

  「谢谢。」

  「ありがとう」

  「嗯。」

  「うん」

  

  

  　水濑把唇膏还给我。刚刚才用过的唇膏……

  　水瀬にリップを返される。今しがた使用されたリップ。……。

  

  

  「……水濑。」

  「……水瀬」

  「是、是的！」

  「は、はい！」

  「转过去。」

  「あっち向いて」

  「什、什么？」

  「は、はい？」

  「转过去闭上眼睛。」

  「あっち向いて目を瞑って」

  「咦，为什么？」

  「え、なんで」

  「别问了！」

  「いいから！」

  「咦……」

  「えぇ……」

  

  

  　水濑听从我的话，背向我。趁她看不见我的时候，我缓缓打开唇膏盖，将唇膏涂在自己的嘴唇上。

  　俺の言う事に従い水瀬が俺から背を向ける。アイツの目が無くなった所で、俺はおもむろにリップの蓋を取って自分の唇にもクリームを塗布した。

  

  　盖上盖子，将唇膏收进口袋。

  　蓋をしめてリップをポケットに仕舞う。

  

  

  「水濑，可以了。」

  「水瀬、もういいよ」

  

  

  　我一喊，水濑便默默转回原本的姿势。转回身体的时候，她一瞬间看向我的嘴唇。虽然她没有说出口，但应该是发现我用了她刚用过的唇膏吧。

  　声を掛けると水瀬は無言で姿勢を元に戻した。体の向きを変える時、一瞬俺の唇に目が止まっていた。彼は口には出さなかったけど、水瀬が使った直後のリップを俺も使ったのがバレていたからなんだろうな。

  

  　平常要是发生这种事，水濑一定会毫不客气地无视我的感受直接说出来，但这次她什么都没说。水濑也会紧张啊。

  　普段ならそういう事があったらズケズケと、デリカシーとか無視して指摘してくる水瀬なのに今回ばっかりは何も言ってこなかった。緊張とかするんだな、水瀬でも。

  

  　我抿起嘴唇，故意发出「啪」的声音。我想让水濑指出唇膏的事，制造对话的契机，拖延时间。不知道水濑有没有发现我的企图，她没有提及唇膏的事。

  　唇を引き結んで、わざと『ぱっ』と音を鳴らした。どうにか水瀬にリップの事を指摘させて、会話のくだりを作って時間を引き伸ばしたかった。そんな俺の目論見に気付いているのかいないのか、水瀬はリップの事については言及しなかった。

  

  

  「……小依。」

  「……小依くん」

  

  

  　彼此沉默几分钟后，水濑终于开口了。不过，我知道她想说什么。

  　数分間互いに黙った後、水瀬の方からようやく口が開いた。けど、何を言おうとしてるのかは分かっている。

  

  

  「我可以说了吗？我觉得时机也正好。」

  「もう、言ってもいいですか。タイミング的にも、ベストだと思うので」

  

  

  　我想让她闭嘴，却什么都说不出口。我应该是在期待水濑的下一句话吧。

  　黙らせたい。けど何も言い出せない。水瀬の言葉に期待してしまっているのだろう。

  

  　明明我一直在想告白的事，但因为水濑也做出暗示告白的发言，让我变得保守，想听对方开口，我开始觉得这样的自己真是没用。好丢脸。

  　散々俺の方から告白しようと思っていたのに、水瀬の方からもそれを匂わせる発言をしていたせいで相手からの言葉を欲して保守的になっている自分が情けなくなってくる。恥ずかしい。

  

  

  「……我。」

  「……お」

  

  

  　丢脸、不甘心，渴求的感情与相反的感情在心中冲突，结果我想要开口的勇气略胜一筹，从喉咙深处发出一个音。接下来只要挤出更多勇气，把剩下的音说出来就好了。明明只是这样，我却无法随心所欲地发声。

  　恥ずかしくて、悔しくて、求める感情と相反する感情が胸の中で衝突し合った結果、僅かにこちらから言い出したいという勇気が勝って喉の奥から一音溢れる。あとは更な勇気を振り絞って、残りの音を繋げるだけだ。それだけなのに、思うように発声できない。

  

  

  「我、我有话，想对你说。」

  「おっ、俺の方から、言いたい事が、ある」

  「小依同学，我，水濑真。」

  「小依くん。僕、水瀬真は」

  「！？咦，照这发展我应该先等一下吧！？这样直接说下去太狠了吧！？」

  「！？　えっ、流れ的に一旦待つ流れじゃない！？　そのまま進行はエグい！？」

  「我喜欢小依同学。」

  「小依くんの事が好きです」

  「真。」

  「まっ」

  

  

  　啊。

  　あっ。

  

  　被她先说出来了。

  　言い切られてしまった。

  

  　水濑完全不理会我的反应，只是淡淡地说出想说的话，之后她什么都没说，只是害羞地连耳朵都红了，一直看着地板。

  　こちらのリアクションに一切取り合わず伝えたい言葉だけを淡々と告げた水瀬は、そこからは何も言わずただ気恥しそうに耳まで赤くした状態で床を見つめていた。

  

  　这是第一次。被男生告白，让我无比开心，心脏跳得几乎要破裂，全身发烫。

  　初めてだ、こんなの。男から告白をされて、それがたまらなく嬉しくて、心臓が張り裂けそうなくらいバックンバックン鳴っていて全身が火照っている。

  

  　水濑等着我的回应，我不知道该对她说什么。做出夸张的反应、吐槽、说坏话的时候，我都能口若悬河，但除此之外我非常不擅长说话，所以真的不知道该说什么，脑中一片空白。

  　こちらからの返事を待っている水瀬に、なんて言葉を掛けたらいいのか分からない。大袈裟なリアクションを取ったり、突っ込んだり、悪口を言う時とかは口がよく回るけども、それを除くと俺ってかなりの口下手だから、なんて言えばいいのか本当に分からなくて頭の中が真っ白になっていく。

  

  

  「……小依同学？」

  「……小依くん？」

  

  

  　嘴巴动不了，手却动了。我找不到该说的话，把自己的右手叠在水濑的左手上，硬是将手指缠进她的指缝间，握住她的手。

  　口が動かない代わりに手が動いた。言葉を探し出せないまま、俺は自らの右手を水瀬の左手のひらに重ねて、無理やり指を相手の指の間に絡めて水瀬の手を握りこんだ。

  

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  　我透过手将水濑的身体拉近，吻上她靠近的嘴唇。

  　手を通してそのまま水瀬の体を引き寄せ、近付いた水瀬の唇にキスをした。

  

  　这是个漫长的吻。我害羞地闭上眼睛，只顾着感受水濑的体温。感觉右眼的边缘渗出泪水，沿着脸颊滑落。

  　長い長いキスだった。恥ずかしくて目を瞑って、ひたすらに水瀬の熱を感じていた。右目の端から涙が滲んで、頬を伝って下へと落ちていく感覚もした。

  

  　我移开嘴唇，看着水濑的脸。水濑用前所未有的慌张表情看着我，我感觉心情稍微轻松了点。

  　唇を離して、水瀬の顔を見る。今までにないくらい余裕が崩れた表情で俺を向ける水瀬を見て、少しだけ心が軽くなった気がした。

  

  

  「我也喜欢水濑。」

  「俺も、水瀬の事が好き」

  

  

  　我说出来了。如果是以前的我，光是想象就会觉得恶心，甚至想吐，但我现在却能看着对方的眼睛，堂堂正正地说出口。

  　言えてしまった。今までの俺ならきっと気持ち悪くて想像しただけでも吐き気を催していたであろうセリフを、正面から、相手の目を見ながら堂々と言い切れてしまった。

  

  　我摸索着接下来该说的话，但或许是头脑的机能下降了，我想不到什么好话。所以，我决定把想到的话直接说出来。

  　次の言葉、繋げるべき言葉を模索するもやはり頭の機能が低下しているのか良い物が浮かんでこない。だからもう、思いついた言葉をそのまま口に出してしまう事にした。

  

  

  「请和我交往。」

  「付き合ってください」

  「我、我们交往吧。」

  「つ、付き合いましょう」

  「真的？」

  「まじ？」

  「……嗯。」

  「……うん」

  「…………那，水濑你亲我。」

  「…………じゃあ、水瀬の方からキスして」

  「我知道了。」

  「分かった」

  

  

  　我知道了！？我还来不及惊讶，这次换水濑亲我了。对方主动靠过来，放开牵着的手，把手放在我的腰上亲我，让我惊讶得语无伦次。

  　分かった！？　と驚く間もなく、今度は水瀬の方からキスされる。相手の方から身を寄せられて、繋いでいた手を離されたと思ったら腰に手を添えられてキスされるもんだから、驚いてしどろもどろになってしまう。

  

  　因为是第一次由水濑主导，我感觉心中充满了前所未有的满足感。我下意识地把手绕到水濑身上，任由对方亲吻。

  　初めて水瀬の方からリードされたものだから、今までにないくらい心の中が満たされた感じがした。無意識に水瀬の体に手を回し、相手のキスに身を任せる。

  

  　我们分开嘴唇，彼此沉默了一会儿，恢复原本的姿势看着地板。

  　唇を離し、互いに少しだけ無言になり、姿勢を元に戻し床を見つめる。

  

  　告白成功了。不对，先告白的是水濑，这种情况下该怎么说？

  　告白は成功した。いや、先に告白をしてきたのは水瀬の方だったから、この場合はなんて言うんだろう？

  

  

  「……」

  「……」

  

  

  　我站起来，移动到水濑面前，坐在水濑的腿上。我突然做出意义不明的行动，水濑却没有责备我，即使我什么都没说，他也把手绕到我身上。水濑的指尖碰到我的大腿。

  　立ち上がり、水瀬の目の前まで移動して、水瀬の膝の上に腰を下ろす。突然意味不明な行動をしたのに水瀬からの注意はなく、彼は俺が何も言わずとも俺の体に手を回してきた。水瀬の指先が俺の太ももに当たる。

  

  

  「色鬼。」

  「えっち」

  「抱紧你不是正确答案吗？」

  「抱きしめるのは正解じゃなかった？」

  「这种抱法不是正确答案。再抱紧一点。」

  「この抱きしめ方は正解じゃない。もっとギュッてして」

  「那你转过来。」

  「じゃあこっち向いて」

  「咦？」

  「え？」

  

  

  　他指示我转过去，于是我从水濑身上退开，面对面看着彼此，跪在床上坐在水濑的腿上。接着水濑把手绕到我背后，紧紧地抱住我。

  　向かい合うように指示されたので、1度水瀬の上から退いて顔を向き合わせ、ベッドの上で膝立ちするようにして水瀬の膝の上に腰を下ろした。すると水瀬は俺の背中に手を回し、ギューッと抱き寄せてきた。

  

  　我也学水濑把手绕到他背后抱住他。彼此的距离变成零，可以感受到对方的心跳。

  　俺も水瀬に倣い背中に手を回し抱きしめる。互いの距離が0になって、鼓動を伝え合う形になる。

  

  

  「水濑，你稍微放松一点。」

  「水瀬、ちょっとだけ力を緩めて」

  「会痛吗？」

  「痛かった？」

  「不是。」

  「違う」

  

  

  　我让水濑放松手臂的力道，再次用自己的嘴唇叠上水濑的嘴唇。

  　水瀬に腕の力を緩ませると、俺は再び水瀬の唇に自らの唇を重ねた。

  

  

  「嗯。水濑，我是水濑的女朋友对吧。」

  「んっ。水瀬、俺水瀬の彼女なんだよね」

  「对啊。」

  「そうだよ」

  「～～～！」

  「〜〜〜っ！」

  「哦哦哦哦！？」

  「おっとっとっと！？」

  

  

  　水濑大方地从口中说出来，让我开心得不得了，我忍不住用头蹭着水濑。

  　水瀬の口から堂々と語られたのが嬉しくて、悶絶して水瀬にグイグイと頭を擦りつけてしまう。

  

  

  「我是女朋友，所以摸摸我的头！」

  「彼女なんだし頭撫でろ！」

  「咦，这是什么要求，真可爱。」

  「えっ、なんだその要求、可愛いな」

  「再、再说一次！」

  「っ、もっと言って！」

  「哦？」

  「お？」

  「再说我可爱！还有摸摸我的头！」

  「もっと可愛いって言え！　あと頭撫でろ！」

  「哦——？反应跟之前完全相反，而且是意料之外的要求。实在太可爱了……」

  「おー？　今までと真逆の反応、そして予想だにしない要求。流石に可愛すぎるなあ……」

  

  

  　水濑感慨地说着，摸摸我的头。

  　しみじみと言葉を吐きながら水瀬が俺の頭を撫でてくれる。

  

  　我不想被任何人抢走。不想让他看其他人。我毫无疑问地对水濑抱有独占欲，嫉妒，希望他能回头看我。正因为之前一直掩盖着这些感情装作没发现，现在这个瞬间水濑喜欢我这件事让我非常开心，想做出许多证明我们是恋人的行为，不禁开始撒娇。

  　誰にも取られたくなかった。他の誰かを見てほしくなかった。俺は間違いなく水瀬に対して独占欲を抱き、嫉妬し、振り向いてほしかった。それらに蓋をして気付かないフリをしていたからこそ、今この瞬間水瀬が俺の事を好いてくれている事が嬉しくて、恋人である証明としての行動を沢山したくてつい甘えてしまう。

  

  　说起来我本来就不觉得能和人谈恋爱，喜欢上的对象偏偏还是从男时代就认识的人，所以觉得没有希望。压抑了这么久，喜欢的感情反而无法抑制。

  　そもそも人と恋愛できるなんて思っていなかったし、好きになった相手がよりによって男時代からの知り合いだったし希望なんてないと思っていた。抑圧されていた分、反動で好きの感情が抑えきれなくなっている。

  

  

  「啊。小依，时间差不多了……」

  「あっ。小依くん、そろそろ時間……」

  「不要」

  「やだ」

  「不要！？」

  「やだ！？」

  「我不想离开」

  「離れたくない」

  「不会离开的。但是差不多该走了」

  「離れないよ。だけどそろそろ移動しないと」

  「我们班不是要分开行动吗。不要，我要翘掉」

  「クラス毎で分かれるじゃん。やだ、サボるぞ」

  「就算你这么说」

  「とは言ってもですね」

  「水濑讨厌和我在一起吗……？」

  「水瀬は俺と一緒にいるの嫌なん……？」

  「呜哇这句台词太致命了，处男杀手也太强了小依。小心点！」

  「うわそれキラーワードすぎる、流石に童貞殺しすぎるよ小依くん。気を付けて！」

  「啊。对哦，我们是恋人嘛」

  「あっ。そっか、俺ら恋人じゃん」

  「嗯，你发现了什么」

  「うん、何に気付いたんだろ」

  「没什么，只是觉得已经合法了。做色色的事也」

  「いや、もう合法じゃんって思って。エロい事しても」

  「！？　算、算是吧。也是」

  「！？　ま、まあ、そうか。そうね」

  「至今为止的诱惑全都被无视了，现在可以直接诱惑你了对吧？」

  「今までやった誘惑、全部シカトされてたけど、もう直接しよって言ってもいいんだもんな？」

  「至今为止的诱惑！？我还是第一次听说！」

  「今までやった誘惑！？　初耳情報なのですが！」

  「只是你太迟钝了」

  「お前が鈍感だっただけな」

  「是吗！？不，也许吧，回想起来我完全没能模拟小依君的思考……」

  「そうかなぁ！？　いやそうかもしれない、思えば僕って全然小依くんの思考エミュレート出来てなかったしな……」

  「那是什么？模拟？」

  「なにそれ？　エミュレート？」

  「简单来说就是没能理解你的心情」

  「簡単に言うと気持ちを理解してなかったなーって」

  「啊，真的。完全没注意到我这种单纯的人的直球进攻，我还以为你脑子不好使呢」

  「あー、まじでそうな。俺みたいな単純な人間の直球なアプローチに全然気付かないんだもんな、頭悪いのかって思ってたわ」

  「有那么明显吗！？我觉得小依君的好意应该相当难以察觉才对啊！？」

  「そんなに分かりやすいかなあ！？　小依くんからの好意って相当気付きにくい仕組みになってると思うけどなぁ！？」

  「但是周围的人都说一目了然哦」

  「でも周りはみんな火を見るより明らかみたいに言ってたぞ」

  「那是因为女生能理解少女心吧。而且」

  「そりゃ女子だったら乙女の心も分かるでしょうよ。それに」

  「是谁！擅自使用保健室的！」

  「誰だー！　保健室を勝手に使ってるのはー！」

  「「！！？」」

  「「っ！！？」」

  

  

  　保健室的门突然打开，男体育老师走了进来。我急忙让水濑躲在床下，一瞬间确认了服装没有凌乱后，从床的阴影处现身。

  　急に保健室の戸が開けられ、体育教師の男の方の先生が中に入ってきた。急いで水瀬にベッドの下に隠れてもらい、俺は一瞬で服装の乱れがないか確認してベッドの影から姿を現す。

  

  

  「啊，啊哈哈。对不起，我有点中暑晕倒了，所以在这里休息一下～」

  「あ、あはは。すいません、ちょっと熱中症で倒れちゃって、休ませてもらってたんです〜」

  「那真是灾难啊。一年级的？几班？」

  「そりゃ災難だったな。一年か？　何組だ？」

  「C班」

  「C組です」

  「那你去体育用具室待机。身体恢复了就过去」

  「それなら体育用具室に待機だ。体調が回復したら向かうように」

  「好——」

  「はーい」

  

  

  　老师说完该说的话就离开了保健室。

  　先生が伝えることだけ伝えて保健室から出ていく。

  

  

  「果然还是去收拾比较好吧？」

  「やっぱ、片付け向かった方が良くない？」

  「……嗯。好吧，没办法。但是，今天要一起回去哦」

  「……ん。わかった、仕方ない。でも、今日一緒に帰るからね」

  「咦？不办庆功宴吗？我还以为你们关系好的辣妹三人组会聚在一起呢」

  「あれ？　打ち上げとかしないの？　てっきり仲良しギャルトリオで集まるのかなと」

  「庆功宴之后会办班级聚会。所以我想和水濑一起回去……不行吗？」

  「打ち上げは後日クラス会するって。だから水瀬と帰りたい。……だめ？」

  「当然可以，不过你抬眼说『不行吗？』的样子很不妙啊」

  「勿論良いけど上目遣いの『だめ？』やばいな」

  「啊？不妙是什么意思？」

  「は？　やばいってなに？」

  「是夸奖！就是说你很可爱！」

  「いい意味でね！　可愛いなあって意味！」

  「那一开始就该这么说啊笨蛋……再说一遍我可爱」

  「なら最初からそう言えよタコ。……もう1回可愛いなって言って」

  「咦？小依君很可爱」

  「え？　可愛いな、小依くんは」

  「唔。嗯呼，诶嘿嘿」

  「っ。んふっ、えへへ」

  「诶嘿嘿！？」

  「えへへ！？」

  

  

  　我忍不住露出笑容，把涌上心头的喜悦表现出来，结果水濑不知为何一脸惊愕。怎么回事？虽然不太清楚，但时间也差不多了，我们决定前往指定的地点。

  　顔のニヤニヤが抑えきれなくなってそのまま込み上げてくる嬉しさをまろびだしたら水瀬が何かに驚愕していた。どうしたんだろう？　よく分からないが、時間も時間だし指定された場所まで向かう事にした。

  

  

  　……话说，话说话说，恋爱居然实现了！居然有这种事！？我明明是开始当女孩子时间还不长的内在是男人的怪物，居然能交到男朋友！？这太棒了，太棒了……之后会不会急转直下，被卷入不幸的事件中呢？总觉得有点可怕，事情顺利到这种程度反而……。

  　……てか。てかてか、恋が成就してしまった！　こんな事、あるんや！？　俺、女の子始めてまだ年月の浅い中身男の化け物なのに、彼氏が出来ることなんてあるんや！？　やっばいなこれ、やっばいわ……この後展開が急転直下して不幸な出来事に巻き込まれたりしないかな？　なんか怖いわ、逆にここまで事が上手く行き過ぎると……。

  

  

  「水濑」

  「水瀬」

  「？怎么了」

  「？　はいよ」

  

  

  　在岔路口，尽管周围人来人往，我还是抓住水濑的手让她转过身来，在她耳边轻声说「最喜欢你了」。

  　分かれ道にて。人がまばらにいるにも関わらず水瀬の腕を掴んで振り向かせ、耳打ちで「大好き」と伝えた。

  　水濑再次满脸通红，一副欲言又止的样子，但因为周围有人，她什么都没说。我哈哈大笑后，再次朝着C班的人群走去。

  　水瀬は再度顔を真っ赤にして何か言いたげな顔をするも、周りに人がいるせいで何も言えずに居るのをケラケラ笑った後、改めて俺はC組の群れに向かって歩みを進めた。

 
  58話「唯一叶ったおまじない」

  58话「唯一实现的魔法」

  　12月24日。街上点缀着五彩缤纷的灯饰，圣诞节前夕，整个世界都沉浸在浮躁的氛围中。

  　12月24日。街は色とりどりのイルミネーションで彩られ、どことなく浮ついた空気が世間を賑わせるクリスマスイブ。

  　我，冬浦小依和朋友间山桃果、盐谷结乃一起在下雪的街道上漫步。

  　俺、冬浦小依は友達の間山桃果、塩谷結乃と共に雪の降る街をとぼとぼと歩いていた。

  

  

  「可恶……好不容易拿到了超美味蛋糕店的优惠券，结果库存已经卖完了。这个城市的恋爱比例和蛋糕店的供应量明显成反比啊！不可能，不可能！！！」

  「くそー……苦労してめちゃウマケーキショップの割引券を貰ったってのに在庫売り切れってなんやねん。この街のカップル比率とケーキ屋さんの供給量が反比例してるだろ明らかに！　有り得ん、有り得ん！！！」

  「这是发展中国家的弊病呢～明明有很多人从乡下来，关键的店铺数量却很少。办公大楼多也是原因之一吧～」

  「発展途上都市の弊害が出たねぇ〜。田舎から来る人は多いのに肝心のお店の数が少ないという現状。オフィスビルが多いのも要因の一つだよね〜」

  「去店里的时间太晚了，这也是不行的吧～」

  「店に出向いたのが遅かったのも駄目だったろうね〜」

  「还不是因为结乃和田中卿卿我我卿卿我我卿卿我我卿卿我我！真是的～这么想在一起的话，就去田中家过夜啊，你这个放闪笨蛋现充！」

  「結乃が田中とイチャコライチャコライチャコライチャコラしてるからでしょ〜がっ！　も〜、そんなに一緒に居たいんなら田中んち泊まりなよ惚気バカリア充め！」

  「对啊对啊～学校可不是爱情旅馆哦～！」

  「そーだそーだー。学校はラブホじゃないぞー！」

  「小依也没资格说别人，给我闭嘴！」

  「小依も人の事言えないから黙りなさい！」

  「咦？」

  「えっ」

  「小桃好暴躁啊～」

  「もかち荒れてんな〜」

  「呜嘎——！一开始他选择我而不是男朋友，我明明还高兴得流下感动的泪水！现在反而更火大了～！他居然高高在上地怜悯我～！」

  「うがー！　最初は彼氏よりあたしを選んでくれた事が嬉しくて感動の涙を流したのにっ！　かえってむしゃくしゃする〜！　高みから憐憫を向けられてる〜！」

  「没有没有。冷静点莫卡奇。你才高一吧？接下来才是关键」

  「向けてない向けてない。落ち着きなよもかち。まだ高一だよ？　これからっしょ」

  「有男朋友的人真从容啊，好羡慕！」

  「彼氏持ちは余裕があっていいですね〜羨ましいな〜！」

  「好痛，好痛啊桃果。我什么都没说啊，别这么用力嘛」

  「痛い、痛いよ桃果。私は何も言ってないよ〜、力強めないで〜」

  

  

  　桃果像抱着玩偶一样从后面用手环住我，力气越来越大……糟糕，脖子被勒住了。为了不让桃果被怀疑杀人，我必须拼命抵抗。

  　俺をぬいぐるみのように後ろから手を回し抱いている桃果の力が強まる。……っ、やばいな。首が絞まってるや。桃果に殺人の容疑が掛からないよう必死に抵抗しなきゃ。

  

  

  「桃果，手放松点，勒得太紧了！」

  「桃果っ。手の力緩めて、ギュッてなってる！」

  「小依依你明明一直说不要交男朋友不要交男朋友，结果还是背叛了我！而且还是和你一直否定的水濑同学交往，更让我火大！」

  「あーんなに彼氏なんか作らない作らない言ってたのに結局裏切った小依が1番恨めしい！　しかも散々否定してた水瀬くんと付き合ってるのが輪をかけてムカつく〜！」

  「呜呜！？结乃，结乃！？」

  「むぎゅう〜〜っ！？　結乃っ、結乃〜！？」

  「哦，小依依的脸被拉起来了。好软啊」

  「おー。こよりんのほっぺが持ち上がってるわ。柔け〜」

  「快救救我！别再戳了！」

  「救助してほしいかな！　突っつくんじゃなく！」

  「好好好。莫卡奇，小依依的脸都红了，差不多该放手了。你看，下一家便利店到了。我们去蛋糕散步旅行吧」

  「はいはい。もかち〜、こよりんの顔が真っ赤になってるからそろそろ離したげて〜。ほら、次のコンビニに着きましたよ。ケーキ散策の旅行きますよ〜」

  「呜！现充爆炸吧！」

  「くぅっ！　リア充爆ぜろ！」

  「这词太老了吧。没事吧，小依依？」

  「死語すぎるでしょ。大丈夫？　こよりん」

  「你看，脸上有纽扣的痕迹。这肯定有事吧」

  「見て？　ほっぺにボタンの跡付いてるって。大丈夫ではないよね流石に」

  

  

  　我明明差点窒息了，她们却毫不在意地走进了便利店。真是美丽的友情啊，我绝对要用某种手段报复她们……！

  　人が窒息一歩手前まで行ったというのに二人とも微塵も気にせずにコンビニへと入っていく。美しい友情だな〜、絶対後で何かしらの手段でやり返してやるぞこいつら……！

  

  　我们从便利店买了许多女生聚会用的零食和饮料，然后提着塑料袋来到了我住的公寓。我费力地打开门锁，让她们先进了房间，然后关上门。

  　女子会用のお菓子やらジュースやらを数々のコンビニから調達し、全員両手にレジ袋を提げながら俺の住む部屋まで到達する。少し苦労して鍵を解錠し、二人を先に部屋にあげて扉を閉める。

  

  

  「好久没来了！小依依的味道！」

  「久しぶりに来たー！　こよりんの匂い〜！」

  「这感想好恶心啊」

  「感想キモイな〜」

  「这就是小依和水濑同学的爱巢吗……」

  「ここが小依と水瀬くんの愛の巣か……」

  「嗯，抱歉，能出去吗？桃果」

  「うんごめん、出てって？　桃果」

  「开玩笑的啦。那么，来清理垃圾吧」

  「冗談じゃんね。さてさて、ゴミ箱あーさろっ」

  「你真的会回去吗！？快停下快停下！！」

  「本当に帰ってくれるかなー！？　止まれ止まれ！！」

  

  

  　不，我不会把没打扫过的房子叫人来，所以没问题。但想到这里，我突然觉得桃果太恶心了，于是跳到她面前，认真地和她玩起了相扑。

  　いや、流石に人を家に呼ぶのに掃除してないわけないから問題は無いのだが。それはそれとしてそういう発想に繋がる桃果がキモすぎたので彼女の前に躍り出て結構本気めな相撲を仕掛ける。

  

  

  「对了，小依依，你不用和水濑同学在一起吗？」

  「時にこよりん。良かったの？　水瀬くんと一緒に居なくて」

  「那家伙今天要打工。真是个不配当恋人的家伙」

  「今日あいつバイトだって。恋人の風上にもおけねーよな」

  「哇！哇！你听到了吗！结乃！！！」

  「うわっ！　うわーっ！　聞いた今の！　結乃！！！」

  「怎么了怎么了好痛好痛」

  「なになに痛い痛い」

  「那个小依居然说出了“恋人”这个词！哇啊啊啊啊啊！！！那个没尝过男人滋味的漂亮小依已经不在了啊啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「あの小依から恋人の風上とか出たよ！　うわぁぁぁぁぁっ！！！　男を知らない綺麗な小依が居なくなっちゃたああああぁぁぁぁっ！！」

  「再吵我就把你赶出去」

  「次騒いだら追い出すよ」

  「而且好冷淡！你以前明明那么喜欢我的！我要哭给你看哦！？」

  「しかも冷たい！　あんなにあたしにゾッコンだったのに！　ギャン泣くよ！？」

  「就算你用我不知道的动词也没用」

  「知らない動詞使われましても」

  「就算交了男朋友，你也不会和我疏远吧？」

  「別に彼氏が出来たからって絡まなくなった訳じゃないじゃんね〜」

  「是啊」

  「なー」

  「呼——！呼——！」

  「フーッ！　フーッ！」

  「你是野兽吗？结乃，帮我按住桃果」

  「獣かな？　結乃、桃果の事抑えてて」

  「明白」

  「了解」

  「呼——！嘎噜噜噜噜！！！」

  「フーッ！　ガルルルルッ！！！」

  

  

  　我们好不容易按住了暴走的桃果，把买来的东西放在了桌子上。零食一摆好，几秒前还满脸通红的桃果瞬间就恢复了心情，笑眯眯地吃起了甜食。

  　暴れる桃果をなんとか押さえて買ったものを机に広げる。お菓子が並ぶと数秒前まで顔面を真っ赤にしていた桃果が一瞬で機嫌を直しほくほく顔で甘味にありつく。

  　真是单纯啊。虽然她本人发了疯似的，但脸蛋这么可爱，只要她愿意，应该马上就能交到男朋友。自己主动和别人主动，感觉会不一样吗？

  　単純だな〜。本人は発狂してるけど、顔も可愛いし作ろうと思えばすぐに彼氏出来そうなもんなんだけどな。自分が作るのと他人に出来るのとでは感じ方が違うのだろうか？

  

  

  「话说，小依交了男朋友让我很惊讶，但结乃也一样啊。你们什么时候开始交往的？」

  「てかさ、小依が彼氏作ったのも驚いたけど結乃も結乃だよね。いつから付き合い始めたん？」

  「你只会说这种话题啊」

  「それ系の話しかせんね君」

  「你们之前问了我好几次，我都岔开了话题！今天好不容易把你们带到了无处可逃的地方，我一定要问个清楚！」

  「今まで何回聞いてもはぐらかしてきたじゃんかあんたら！　久しぶりに逃げ場のない所に連れ込めたんだから今日は徹底的に聞くし！　決まってら！」

  「你什么时候变成江户人了」

  「いつから江戸っ子になったのこの子」

  「之前就有点迹象了。虽然被恶心变态成分给掩盖了」

  「前から片鱗は見えてたよね。キモ変態成分に隠れてたけど」

  「小依？恶心变态成分是什么？桃果意外地很纤细，你是不是用词不当了？」

  「小依？　キモ変態成分ってなに？　桃果ちゃん意外と繊細なんだけど、言葉選び間違えてはいない？」

  「所以，结乃是从什么时候开始交往的？什么时候？」

  「で、結乃はいつから付き合い始めたの、だって。いつから？」

  「无视我吗」

  「スルーかぁ」

  「我……那个，虽然时不时有机会说说这种话。告白是在情人节那天」

  「私はー……まぁ、ちょこちょこそういう話をする機会はあったんだけど。告ったのは、バレンタインの日に」

  「哎～好浪漫！」

  「え〜、エモ！」

  「不要啊啊啊啊啊」

  「いやああぁぁぁぁっ」

  「刚才的话哪里让你发病了？？？」

  「今の話のどこで発作起こした？？？」

  「什么！在情人节成就恋情的漫画里不是常有的吗！太像恋爱喜剧了吧！你把巧克力给他然后告白了吗！？巧克力的调味料是对你的心上人的热情吗！」

  「なに！　バレンタインの日に恋が成就するって漫画じゃん！　ラブコメすぎるじゃん！　チョコあげて告ったんか！？　チョコの隠し味は想い人への情熱ってかぁ！」

  「你在说什么？」

  「何言ってんの？」

  「感觉有点那个啊。我们对他冷淡的话，从某些角度看可能会变成讨厌的女人。小依依，你试着配合一次他的情绪吧」

  「なんかアレだね。私らが冷たくしてると見方によっては嫌な女になっちゃうかも。こよりん、1回もかちにテンション合わせてみよう」

  「你在说什么？」

  「何を言っているの？」

  「对了！把巧克力交给他然后告白的瞬间！！我从很久以前就喜欢你了请和我交往吧！！」

  「そう！　チョコ渡して受け取ってもらった瞬間に告ったのおおぉぉぉ！！　ずっと昔から好きでした私と付き合ってくださいってええぇぇぇ！！」

  「呀啊啊啊啊啊快住手啊啊啊啊啊」

  「ぎゃああぁぁぁやめろおおぉぉぉ」

  「不——住——手——！！」

  「やめなああぁぁぁい！！」

  「好累好累。这里是动物园吗？被附近邻居骂的可是我，真希望你们别这样」

  「だるいだるい。何ここ動物園？　近隣の人に怒られるの私だからやめてほしいかもな」

  「嗯，差不多就是这种感觉。所以小依依呢？」

  「まあ、そんな感じ。という訳でこよりんは？」

  「你没问我，所以我也不回答」

  「聞かれてないから答えないけど」

  「怎么可以有例外！也说说小依的事！！」

  「例外なわけないでしょ！　小依の話も聞かせなさい！！」

  「文化祭那天告白的」

  「文化祭の日に告ったー」

  「激情不够！」

  「パッション足りてないよ！」

  「我也得配合你吗！？话说你这不是还有力气吐槽吗。别这样了，别再嫉妒别人的情侣了」

  「私もそれに合わせないといけないの！？　てかツッコミ出来る程度には余裕なんじゃん。やめなよ、そのカップル妬みムーブ」

  「才不是嫉妒。这是真心话。我打心底里恨得不得了」

  「ムーブじゃないもん。真心だよ。心の底から憎くて憎くて仕方ないよ」

  「那你就别在别人面前说黄段子了……」

  「じゃあ人前でエロネタとか言うの辞めたらいいんじゃないかな……」

  「不讲黄段子的我就不是我了。我想过不辱纯猥谈夫人这个外号的生活」

  「猥談を話さないあたしはあたしに非ずでしょ。ミセス純猥談の渾名に恥じぬ生き方をしたいよあたしは」

  「哪里纯了」

  「どこら辺が純なんだろう」

  「确实很多时候都很恶」

  「純粋にキモい時は多々あるね確かに」

  「连结乃都对我说这么过分的话！」

  「結乃まであたしに酷い事言う！」

  「平时总是说些过分妄想的可是桃果你啊」

  「普段から酷い妄想を口から垂れ流してるのは桃果の方なんだよね」

  「呜……你们这些叛徒，居然交了男朋友……」

  「うぐぅ……男なんか作りやがって、裏切り者ども〜……」

  「桃果也交一个呗？」

  「もかちも作れば？」

  「我才不需要男朋友」

  「彼氏なんかいらないもん」

  「不需要吗」

  「いらんのかい」

  

  

  　太好了，结乃说得太自然了，我还以为不是开玩笑而是真的要闹翻了，幸好没变成那样。吓死我了，刚才紧张得直冒汗。

  　良かった、結乃があまりにも自然にノンデリセリフ吐き出すからネタじゃなくガチの方で険悪な空気が流れるかと思ってたらそんな事もなかったわ。焦ったー、ドッと汗出たわ今。

  

  　恋爱话题告一段落，我们三个女生随便放了个电影，像平时一样闲聊。

  　恋愛関係の話も一段落つき、女三人で適当な映画を流しながらいつも通り駄弁る。

  

  

  「话说回来，我到现在才想起来，暑假去的那个乡下地方到底是什么？那里既不是什么旅游景点，就算要收集风景画的资料，路线也太复杂了，明显是有目的地才去的吧」

  「てか今更聞くんだけどさ。夏休み中に行ったあの田舎ってなんだったの？　特に観光名所って訳でもないし、風景画の資料集めだとしても路線も複雑だったし明らか目的あって向かってたよね」

  

  

  　对话告一段落，我问了桃果一直很在意的事。

  　会話が落ち着いてきたのでずっと気になっていた事を桃果に尋ねる。

  

  　夏日祭之前，水濑的手机正好被宿舍的男生抢走，没法回消息。我就是在那段期间和桃果一起去收集资料的。第一天去的是隔壁县一个没听过的偏僻乡下。

  　夏祭りに行く前、丁度水瀬が寮の男子にスマホ奪われていて返信が無いってヘラっていた期間に俺は桃果の資料集めの旅に同行していた。その1日目に向かったのは隣の県の聞いた事もない辺鄙な田舎だった。

  

  　虽然有商店街，但并不热闹，是个被广阔水田和山包围的乡下。虽然这么说不太好，但感觉是个随处可见的乡下，没必要特意走复杂的路线去。

  　商店街はあるけど賑わっている様子はない、広大な水田と山に囲まれた田舎。言い方は悪いが、割とどこにでもありそうな田舎って感じでわざわざ複雑な路線を経由して行くほどでもないと思っていた。

  

  

  「啊……」

  「あー……」

  

  

  　桃果想起了当时的事，目光飘向远方。那眼神看起来有些寂寞，我从来没看过桃果露出这种忧郁的表情。

  　その時の事を思い出して桃果は遠い目をした。その目はどことなく寂しそうで、そんな憂いの表情をした桃果を今まで1度も見た事がなかった。

  

  

  「……嗯，就是单纯的观光而已」

  「……まあ、ただの観光だよ」

  「单纯的观光？就只是这样？」

  「ただの観光？　それだけ？」

  「就只是这样。你看，不是有水车什么的吗。不觉得很稀奇吗？」

  「それだけ。ほら、水車とかあったじゃん。珍しくない？」

  「是吗？」

  「そうかなあ？」

  「我也好想去那趟旅行啊——明年一定要带上我啊——！」

  「その旅行私も行きたかったなー。来年は私も連れてけよなー！」

  「啊哈哈，当然会强制带你去的！绝对会在你和田中君约会那天带你去！」

  「あははっ、勿論強制連行よ！　田中くんとのデートの日に被せて絶対連れてく！」

  「别这样啊？」

  「それはやめて？」

  「她好像不打算放弃哦。你看，桃果的眼神都发直了」

  「辞める気無さそうだよ。見てみ結乃、桃果の目が据わってる」

  「我们会不会哪天被捅啊」

  「その内刺されるんじゃないかな私達」

  「这就要看你们怎么做了，对吧？」

  「身の振り方によっては、ね？」

  

  

  　好可怕好可怕。刚才那声音听起来不像是在开玩笑。和她相处的时候一定要尽量不刺激到她……。

  　怖い怖い。冗談に聞こえない声音で言われたって今。極力刺激しないように接さないとな……。

  

  

  

  「再见啦——小依依！返校节再见！」

  「またねーこよりん！　登校日に会おう！」

  「嗯。路上小心，别摔着了」

  「うむ。路面カチコチだから気をつけなよ」

  「好——再见啦小依。要避孕哦——？」

  「はーい。じゃあねー小依。避妊しなよー？」

  「赶紧回去吧——？？？」

  「さっさと帰りなー？？？」

  「就对我这么过分！再见啦！」

  「あたしにだけ酷い！　じゃーねっ！」

  「嗯。路上小心哦～」

  「あい。気を付けて帰りなね〜」

  

  

  　第二天25日的傍晚。我目送桃果和结乃的背影离去后，快步走进自己的房间，打开手机。

  　翌日25日の夕方。桃果と結乃の後ろ姿を見送り足早に自分の部屋まで上がりスマホを開く。

  

  

  『我下班了——』

  『バイト上がったよー』

  『我马上过去！』

  『すぐ行く！』

  

  

  　我回复完LINE，拿出藏在玄关旁边的袋子，走出家门。

  　LINEに返信し玄関脇に隠していた袋を出して手に持ち家を出る。

  

  

  「哈，哈」

  「はっ、はっ」

  

  

  　我乘电梯下到最底层，跑在冬日的街道上。虽然时不时差点滑倒，但我还是靠着天生的平衡感勉强维持姿势，一直线跑向大街上的那家小旧书店。

  　最下階までエレベーターまで降りて冬の街を駆ける。所々滑って転びそうになるけど、持ち前の体幹を駆使して何とか姿勢を維持して大通りの小さな古本屋まで一直線に走る。

  

  　抵达目的地后，我打开店门。水濑正抱着膝盖坐在暖炉前取暖。

  　目的地に着き戸を開ける。すると、中にはヒーターの前で三角座りをして暖を取っている水瀬の姿があった。

  

  

  「小依依，你来得好快啊」

  「早かったね〜小依ちゃん」

  「我在附近的便利店打发时间了。我可不想摔倒，所以悠哉地走过来的」

  「近くのコンビニで時間潰してたからな。悠々と歩いてきてやったわ、転けると危ないし」

  「了不起。我今天差点迟到，结果跑着过来的时候来了个漂亮的后空翻。你没重蹈覆辙真是太好了」

  「偉すぎる。今日バイト遅刻しかけて走ったら見事にバク転披露したからね僕。同じ轍を踏まなかったようで何よりだ」

  「你在搞什么啊笨蛋。没受伤吧？」

  「なーにやってんだばか。怪我とかしてない？」

  「没受伤啦。你今天穿得好可爱！」

  「してないよ〜。今日の服可愛いね！」

  「！……烦死了章鱼。刚来就给我来这招轻浮男」

  「っ！　……うっせぇタコ。来て早々チャラ男カマしてんじゃねえよ」

  「今天也好傲娇啊」

  「今日もツンツンだな〜」

  

  

  　我将袋子藏在肚子前，走到正在取暖的水濑面前。水濑什么都没说，只是稍微分开双腿，让我坐在空出来的位置上。

  　腹の部分に袋を隠しつつ、暖を取る水瀬の前まで行く。水瀬は何も言わずとも足を少し広げ、空いた空間に腰を下ろす。

  

  

  「虽说已经打烊了，但你居然让女朋友坐在店员用的坐垫上，你这个笨蛋高中生打工仔还是老样子啊」

  「店を締めた後とはいえ、店員用の座敷に彼女を座らせるとか相変わらずアホ高校生バイトやってるねお前」

  「啊，好治愈啊」

  「あ〜、癒される〜」

  

  

  　水濑完全无视我的抱怨，紧紧地抱住了我。我握住水濑的手指，她就从后面发出了「呜哦」的声音。

  　俺の小言をガン無視して水瀬が俺をギュッと包み込むように抱きしめる。水瀬の指を握ってやると後ろから「うおっ」という声が上がった。

  

  

  「手指很冷吧」

  「指、冷たいやろ」

  「我还以为是冰块呢。怎么，你刚才泡在冷水里？」

  「氷かと思ったよ。なに、冷水に漬けてた？」

  「不觉得奇怪吗？呐，我可以把手指伸进你的衣服里吗？」

  「訳なくない？　ねぇ、この指お前の服の中に入れてもいい？」

  「等你暖和了再伸进来吧」

  「温めてからにしてくれるとありがたいかも」

  「我可以转过去吗？」

  「向き変えてもいい？」

  「等你暖和了再转过来吧」

  「温めてからにしてくれるとありがたいかも」

  

  

  　我也无视水濑的要求，当场转过身去，和水濑面对面后，我用力抱住了她。

  　こちらも水瀬の要望を無視しその場で向きを変え、水瀬と向き合う姿勢になってから思い切り水瀬にしがみつく。

  

  

  「……我说，店里有暖气对书本不好吧？」

  「……なぁ。本を取り扱ってんのに店内にヒーターあるのって良いん？」

  「没事的。是爷爷装的」

  「大丈夫でしょ。設置したのじいちゃんだし」

  「要是因此引发火灾，我们俩都会被烧成焦炭的」

  「これで火災が起きたら俺もお前も丸焦げだな」

  「好恶心～」

  「グロ〜」

  「到时候，我们俩的肉会粘在一起，像烤网上的烤肠一样焦掉吧」

  「その場合はアレだよな。二人の肉くっついて網の上で焦げたホルモンみたいになっちゃうな」

  「别提高分辨率啊……要是真的烧起来了，我也会把小依依赶出去的。到时候只能烤出一份全熟的肉吧」

  「解像度上げないでよ……流石に火が上がったら小依ちゃんだけは店の外に追い出すし。僕一人分のウェルダン焼きしか出来上がらないでしょ」

  「好恶心。好吃吗？」

  「エグ。美味しいかな」

  「你看了恐怖电影吗？从刚才开始，你的想法就很可怕啊」

  「グロ映画でも見てきたの？　発想やばいなさっきから」

  

  

  　水濑稍微动了动脑袋，把下巴放在了我的肩膀上。像大型犬一样可爱啊。要是我突然抖动肩膀，她会怎么样呢？会不会咬到舌头呢？

  　水瀬が少し頭を動かし俺の肩に顎を乗せる。大型犬みたいで可愛いな、この状態で肩をガクって弾いたらどうなるんだろう？　舌とか噛むんかな。

  

  

  「总觉得今天的小依依，身上有股不一样的味道」

  「なんか今日の小依ちゃん、いつもと違う匂いする」

  「好恶。你这话太恶心了」

  「きもっ。激キモな事言ってるよ？　お前」

  「你换了香水吧？我喜欢这个味道」

  「香水変えたでしょ？　好きな香りだ」

  「……我买了你之前说好闻的那款。夸我」

  「……前にお前が良い匂いって言ってたやつ買った。褒めろ」

  「这报告也太让人开心了吧？你太可爱了，想让我开心到死吗？」

  「なにその嬉しすぎる報告？　可愛すぎるんだけど、僕の事悶え殺したいん？」

  「这死因也太有意思了，我还真想看看」

  「その死因はちょっとおもろすぎるから見てみたいかも」

  「你要是想看我开心到死的样子，我可以画一张遗像给你」

  「心中図ってもいいのなら悶え死んでみよっかな」

  「看到你死了，我怎么开心得起来啊」

  「死んでるお前を見てどうやって悶えればいいんだよこっちは」

  

  

  　不过，要是她真的死了，我肯定会追随她而去。这对话也太沉重了吧。

  　まあそんな感じでガチで死んだら普通に後追い自殺するが。どんな会話だよ、暗すぎるだろ。

  

  

  「对了，小依依，你衣服下面是不是藏了什么？」

  「ちなみに小依ちゃん、服の下に何か入れてない？」

  「我胸变大了」

  「胸デカくなった」

  「以胸部来说，位置太低了」

  「胸にしては位置が低すぎるなぁ」

  「你想说我胖了是吧，信不信我杀了你」

  「デブだって言いたいのか殺すぞ」

  「我没说啊。是叠穿吗？我感觉肚子碰到了什么东西」

  「言ってないねぇ。重ね着かな？　お腹になにか当たってる感触あるんだけど」

  「…………给你」

  「…………はい」

  

  

  　我把藏在衣服里的袋子拿出来，递给了水濑。

  　服の下に隠していた袋を出して水瀬に手渡す。

  

  

  「这是？」

  「これは？」

  「今天是圣诞节吧」

  「今日クリスマスやろ」

  「嗯！小依依要当圣诞老人出道了吗？」

  「ふむ！　サンタさんデビューですか小依ちゃん」

  「嗯。没cosplay，还请见谅」

  「おう。コスプレしてないのはご愛嬌な」

  「见谅什么的，现在就已经很可爱了痛痛痛。你抓我脖子的技术也太高超了吧……我可以打开吗？」

  「愛嬌は現段階で十分すぎ痛いっ。うなじ抓るのはテクニカルすぎるでしょ……開けてもいい？」

  「……嗯。打开吧」

  「……ん。開ければ？」

  「要不回小依依家再打开？」

  「小依ちゃんちで開ける？」

  「现、现在打开，可能比较好」

  「い、今開けた方がっ、いいかも」

  

  

  　听到我的话，水濑往后退了几步，和我拉开距离后，开始打开袋子。

  　俺の言葉を聞くと、水瀬が後ろに下がり俺との間に空間を作ってから袋を開け始める。

  

  

  「围巾！毛茸茸的！」

  「マフラーだ。モコモコだ！」

  「你连脖围都没有吧。脑子有病。送你了」

  「お前ネックウォーマーすら持ってなかったろ。普通に頭イカれてるから。それあげる」

  「谢谢，我好开心！话说，这和小依依穿的大衣是同一个牌子的吧？」

  「ありがとうまじで嬉しい！　てかこれって小依ちゃんが使ってるコートと同じ所のじゃない？」

  「！？不、不是的」

  「っ！？　ち、違いますけど」

  「小依依，你越来越不会撒谎了呢。动摇都写在脸上了」

  「嘘下手になったよね〜小依ちゃん。動揺が顔に出てるよ」

  「没什么特别的意思！只是偶然！」

  「特に意味とかないから！　偶然やし！」

  「你很喜欢那件大衣吧。能和你穿一样的，我好开心！」

  「お気に入りだもんねそのコート。お揃い嬉しい〜！」

  「那、那真是太好了！」

  「そ、そりゃ良かったですね！」

  「啊哈哈。说起来，那件大衣也是我们一起去买的吧？看到你穿我选的衣服，我超开心的。你之所以买这么多牌子的衣服，是不是也和这件事有关？」

  「あははっ。そういえばそのコートも一緒に買いに行って決めたやつだっけ？　選んだやつを使ってくれるのめちゃくちゃ嬉しいんだよな〜。ブランド揃えたのってそういう事情もちょっと絡んでたり？」

  「闭嘴，你这蠢货！」

  「黙ればかボケナス！」

  

  

  　这家伙真的很烦。她明明知道，却故意捉弄我，性格太恶劣了。为什么这个男人的性格这么差劲啊。

  　本当にうるさいコイツ。分かってていじってるの性根腐りすぎだし。なんでこんなに性格悪いかねこの男は。

  

  

  「话说，小依依今天没戴围巾吗？」

  「てか、そういう小依ちゃんは今日はマフラーしてないの？」

  「啊……」

  「あっ……」

  「你不是在便利店待机吗？没回家拿吗？」

  「コンビニで待機してたんじゃないっけ？　家に取りに帰らなかったの？」

  「那、那个……我弄丢了」

  「え、ええと…………マフラー、なくしてて」

  「是吗！？接下来天气就要变冷了，真不走运……」

  「そうなん！？　これから寒くなるのに運悪いなそれは……」

  「没、没事，应该在家里，下次出门前就能找到了吧。别在意，啊哈哈」

  「ま、まあ家の中にあるだろうし次家出る時までには見つけれるだろ。気にするな、あはは」

  

  

  　这是个天大的谎言。我只是想尽快见到水濑，所以忘了准备围巾。只是个简单的失误。好险，差点暴露我一路狂奔过来的事实。

  　真っ赤な嘘である。1秒でも早く水瀬に会いたいが為に用意するのを忘れていただけだ。シンプルミス。危ねぇ〜、ダッシュしてきたことバレる所だった。

  

  

  「那我们一起围吧」

  「それじゃあ一緒に巻こうか」

  「诶？」

  「え？」

  「围巾。很冷吧？」

  「マフラー。寒いでしょ？」

  「是很冷……一起？」

  「寒いけど。……一緒に？」

  「嗯。你看，就像这样」

  「うん。ほら、こんな感じで」

  

  

  　走出店门时，水濑将围巾展开，把一条围巾围在自己和我的脖子上。在公共场合使用一条围巾，从旁人看来只会觉得我们是笨蛋情侣吧。这家伙是笨蛋吗？真是个丢脸的家伙。

  　店を出る時、水瀬がマフラーを広げ、1つのマフラーを自身の首と俺の首に巻いた。公共の面前だというのに共有のマフラーを使うとか、傍から見たらバカップルにしか思えないだろこんなの。馬鹿なのかこいつ、恥ずかしい奴。

  

  

  「……水濑」

  「……水瀬」

  「周围人的视线让你害羞了？」

  「周囲の視線が恥ずかしい？」

  「…………嗯」

  「…………ん」

  

  

  　不知为何，她摸了摸我的头。莫名其妙，为什么现在要摸？不过很舒服，所以就原谅她了。

  　何故か頭を撫でられる。意味分からない、何故今？　気持ちいいから許すけど。

  

  　疼爱般地摸了摸我的头后，水濑紧紧地抱住我，迈开了脚步。她应该是考虑到我走路时不用太在意周围的情况吧。虽然应该说出口，但我还是默默地遵从水濑的想法，继续迈开脚步。

  　愛でるように俺の頭を撫でた後、水瀬は俺をキュッと抱き寄せるようにして歩き出した。余計に距離が縮まった状態で歩いているが、俺が周囲をあまり見なくても歩けるように考慮したのだろう。口で言えという話だが、黙って水瀬の考えに従いそのまま足を動かす。

  

  

  「灯饰真漂亮」

  「イルミネーション綺麗だね」

  「……嗯，很漂亮」

  「……うん。綺麗」

  「你是不是变得不善言辞了？你以前是这种酷酷的类型吗？」

  「口下手になってない？　そんなクール系だっけ」

  「烦死了，我可不习惯在这么多人面前……别管我」

  「うっさいな、こんな人前で……こういうの慣れてないんだよ。ほっとけ」

  「要不要在灯饰前接吻？」

  「イルミネーションの前でキスでもする？」

  「啊！？你、你傻吗！？这岂不是在众目睽睽之下接吻！谁会做这种事啊！」

  「はあ！？　ばっ、馬鹿じゃないの！？　見世物すぎるだろやるかそんな事！」

  「啊哈哈哈！好，我成功让小依在室外大声说话了，游戏通关！」

  「あはははっ！　よーし外で小依ちゃんの大声を引き出せた、ゲームクリアッ！」

  「你给我记住，我真会弄哭你」

  「後で覚えとけよお前。まじで泣かせるからな」

  「请原谅我。不过游戏什么的只是玩笑，想接吻是我发自内心的愿望」

  「どうかお許しを。まあゲーム云々は冗談だよ。やりたいってのは僕の素直な願望ではあるし」

  「你想在众目睽睽之下接吻？你这人真是爱炫耀，好恶心」

  「人前でそんなことしたいの？　マウント取り野郎じゃんエグ」

  「炫耀什么的，想和绝世美少女在漂亮的地方接吻不是很正常吗？」

  「マウントというか、絶世の美少女と綺麗な場所でキスしたいって思うのは普通の事じゃない？」

  「绝……！？烦、烦死了，你太得意忘形了！你这人真是！」

  「ぜっ……！？　う、うっさいまじで、浮き足立ちすぎ！　調子コキすぎなお前まじで！」

  「你嘴这么坏，再加上反差，反而显得你更可爱了」

  「これで口が悪いんだからギャップも相まって余計可愛いんだよな〜」

  「你给我闭嘴！…………水濑」

  「ほんっと黙れよ！　…………水瀬」

  「嗯？」

  「うん？」

  

  

  　「烦死了，你这人真是的，一直说我可爱可爱……」我用强硬的语气训斥格外纠缠不休的水濑，然后在经过模仿圣诞树的五彩灯饰时停下了脚步。水濑见我突然停下脚步，也一起停了下来，看向我。

  　やけにしつこく可愛い可愛い言ってくる水瀬に強めの語気で叱りつけた後、クリスマスツリーを模した色とりどりの装飾がなされたイルミネーションを通過する時に立ち止まる。水瀬は俺が急に足を止めた物だから、何事かと一緒に立ち止まり俺の方を向く。

  

  

  「你稍微弯腰」

  「少し、前屈みになって」

  「好」

  「分かった」

  

  

  　他这么说着，明明我也没拜托他，他却用手指拨开了我脸上的头发。虽然他能理解我的意图让我很火大，但先不管这份感情，我抓住水濑的袖子，踮起脚尖，将自己的嘴唇贴上了他的嘴唇。

  　彼はそう言うと、頼んでもないのに俺の顔に掛かっていた髪を指でズラす。こっちの意図を汲まれてるのはムカつくけど、その感情は置いといて俺は水瀬の服の袖を掴み、つま先立ちになって彼の唇に自分の唇を当てた。

  

  

  「……嗯。好了，这样你满意了吗？」

  「……っ。はい、これで満足？」

  「我可以抱你吗？」

  「抱きしめてもいいですか」

  「当然不行啊！赶紧回家了」

  「駄目に決まってるだろ！　さっさと帰るぞ」

  「抱抱」

  「はいギュー」

  「！？喂！真是的……笨蛋」

  「っ！？　ねぇ！　もう……ばか」

  「小依你这种说『笨蛋』的方式，就像在闹别扭一样，我很喜欢」

  「小依ちゃんのその『ばか』の言い方、拗ねてるみたいで好きなんだよね」

  「我就是在闹别扭！你、你抱得太紧了！回家了！」

  「拗ねてんだよ！　だ、抱き締めすぎだから！　帰るぞ！」

  「啊哈哈，你脸好红」

  「あははっ、顔が真っ赤だ」

  「你给我闭嘴！！」

  「黙れマジで！！」

  

  

  　我挣脱了水濑的纠缠，抓住他的手臂强行踏上归途。明明周围有这么多观众，这家伙却还这样！在学校明明能遵守分寸，为什么一到校外就变得这么大胆啊！！！

  　延々と調子乗ってくる水瀬の拘束を解き、彼の腕を掴んで強引に帰路を歩く。沢山ギャラリーが居るってのにこいつと来たら！　学校だと節度守って過ごしてくれるのになんで学校外だとこんなに大胆になるかね本当に！！！

  

  

  　回到家，我脱下外套和水濑一起坐在沙发上。坐的位置和旧书屋一样，我坐在水濑面前，水濑从后面抱住我。

  　家に着き、コートを脱いで水瀬と共にソファーに座る。座るポジションは古本屋と同じ、水瀬の目の前にスポッと収まりそれを水瀬が後ろから抱く形だ。

  

  

  「刚才有人在吗？」

  「さっきまで誰かいた？」

  「桃果结乃组合在，开女生聚会」

  「桃果結乃コンビが居た。女子会してた」

  「啊～平时的女生聚会啊。真好啊～圣诞节女生聚会，感觉很开心」

  「あ〜、いつものギャルズか。いいね〜クリスマス女子会、楽しそう」

  「你要不要也变成女生？」

  「お前も女になるか？」

  「这可不是得到许可就能变成的吧。而且那样的话，我们这恰到好处的体型差就没了，我不要」

  「許可を得られたらなれるってものでは無いでしょ。てかそれだとこの丁度いい体格差が失われるから嫌かも」

  「是啊。要是失去肌肉，就会变回以前那个杂鱼水濑了」

  「そうな。筋肉を失ったら以前の雑魚水瀬に逆戻りだもんな」

  「说得太过分了……」

  「あんまりな言いようだ……」

  

  

  　我们互相开着玩笑，稍微粘在一起谈笑了一会儿，时间到了9点左右，我站起身走向厨房。水濑明天休息，所以今天会住下来，于是久违地决定由我亲自下厨。

  　軽口を叩き合いつつ少しの時間水瀬とくっついて談笑し、時刻が9時を回った辺りで俺は台所に立つ。水瀬は明日休みなので今日は泊まっていくとの事なので、久しぶりに手料理を振る舞う流れになった。

  

  　一般来说，圣诞节应该会吃从店里买来的鸡肉之类的，但不巧的是高中生没有那种财力，所以只能老老实实自己做饭了。点心的话，女生聚会的剩菜还有，吃点能轻松入口的东西就好了吧。

  　まあ普通クリスマスと言ったらお店で買ったチキンやらなんやらを食うのが一般的だろうが、生憎高校生にそんな財力は存在しないので大人しく自炊を出すことになった。お菓子は女子会の残りがあるしな、軽く食べれるものが良いだろう。

  

  

  「小依」

  「小依ちゃん」

  「怎么了？」

  「なに？」

  「这个咖喱，好辣」

  「辛いです。このカレー」

  「当然辣啊。是咖喱啊」

  「そりゃ辛いやろ。カレーだぞ」

  「不，那个。超乎我的想象」

  「いや、あの。想像を絶してます」

  「那当然超乎想象了。这可是我做的料理啊」

  「そりゃ想像も絶するだろ。俺の作る料理だぞ」

  「水呢？」

  「水は」

  「有可乐」

  「コーラなら」

  「还是水吧！刺激物和刺激物相乘只会变成舌刑！」

  「水がいいかもなぁ！　刺激物と刺激物の掛け算はベロいじめでしかないかもなぁ！」

  「要喝自来水吗？」

  「水道水飲む？」

  「没办法……」

  「致し方ない……」

  

  

  　水濑一边说着“好辣好辣”一边把咖喱吃完了，我接过盘子，因为洗盘子太麻烦了，所以就交给明天的我，然后去洗澡了。我们商量了一下谁先去洗澡，结果水濑说了句“我想听着喜欢的女生洗澡的声音心跳加速，所以你先去吧”这种相当恶心的话，所以我就如他所愿先去洗澡了。

  　特性激辛カレーにヒーヒー言いながら完食してくれた水瀬から皿を預かり、洗うのは面倒なので明日の俺に任せてそのままシャワーを浴びる流れになる。どっちが先にシャワーを浴びるかを協議した結果、「好きな女の子のシャワー音を聴いてドキドキしたいので先にどうぞ」という中々にキモい事を言われたのでお望み通り先にシャワーを浴びた。

  

  

  「呼。我洗好了」

  「ふう。上がったぞー」

  「欢迎回来，小依。给你这个」

  「おかえり、小依ちゃん。はいこれ」

  「？」

  「？」

  

  

  　我回到房间，这次水濑递给我一个装饰过的袋子。

  　部屋に戻ると、今度は水瀬が飾りのついた袋を俺に手渡してきた。

  

  

  「你也出道当圣诞老人了吗？」

  「お前もサンタデビューしたの？」

  「正是！」

  「いかにも！」

  「里面是什么？」

  「何が入ってんの？」

  「打开之后就知道了！那我也去洗澡了」

  「それは開けてからのお楽しみでしょ！　じゃあ僕もシャワー借りるね」

  「哦。知道了。换洗衣服放在洗衣机上面了」

  「おう。分かった。着替えは洗濯機の上に置いてあるから」

  「好——洗澡的时候可以打开哦！」

  「はーい。シャワー浴びてる間に開けちゃっていいからね！」

  「知，知道了」

  「わ、分かった」

  

  

  　我确认水濑进了更衣室之后，打开了袋子。明明是自己做过的事，但被别人这么对待的时候，心脏却跳得格外厉害。这种没有预料到的惊喜对心脏真的很不好啊，虽然很开心就是了！

  　水瀬が脱衣所に入って行くのを確認し、袋を開ける。自分がした事と同じ事をされた状況なのに、やけにやかましく胸が高鳴ってくる。こういう予測してなかったサプライズをしてくるの心臓に悪いわ本当。嬉しいけどさ！

  

  　袋子里还有一个更小的黑色袋子，里面放着一对耳环。是以花为主题的可爱耳环。我戴的耳环说实话，都是些只要能开个洞就行，没有怎么考虑就选的，要是戴上这么精致的耳环可能会显得很不搭。

  　袋の中には更に小さな黒い袋が入っており、中にはピアスが入っていた。花がモチーフの可愛らしいピアスだ。俺が着けているピアスはぶっちゃけ穴を開けられたら良かったからってあまり考えずに選んだものばかりだから、こんなちゃんとしてるピアスを付けたら浮いてしまうかもしれない。

  

  　但是，看到这份礼物，我全身都被一种连自己都想象不到的喜悦所包围。高一就穿耳洞的女生应该不多，所以才会有特别的感觉。虽然只是我擅自想象，但我觉得这是为我而选的。

  　けど、そのプレゼントを見て俺は自分でも想像つかないくらい嬉しい感情に全身を包み込まれた。高校1年生でピアスを空けてるような子なんてあまり居ないだろうし、だからこそ特別感を感じられた。ちゃんと俺だからっていうのを考えて選んだんだろうなって、勝手な想像だけどそういう風に捉えられたから。

  

  　我高兴得耳朵都发烫了。黑色的液晶屏上映出了我奇怪的傻笑。

  　耳が熱くなるくらい嬉しい。変なにやけ顔になってる自分の姿が黒い液晶に反射して映っている。

  

  

  「我洗好了，小依」

  「ただいまー小依ちゃん」

  「水濑！」

  「水瀬っ！」

  「哦！？嗯唔！？」

  「おっと！？　んむっ！？」

  

  

  　我抱住刚洗完澡出来的水濑，顺势吻了上去。明明已经亲过好几次了，但还是不小心让牙齿撞到了，虽然有点疼，但喜欢的感情已经满溢而出，根本无法控制。

  　風呂から上がって顔を出した水瀬に抱き着き、勢い余って思い切りキスをした。もう何度かしてきたのに今更前歯と前歯が当たって痛みを感じたが、そんなの気にしないくらい好きって感情が溢れてきて、もう制御出来なかった。

  

  

  「水濑，水濑！」

  「水瀬っ、水瀬っ！」

  「小狗模式！好乖好乖好乖！」

  「子犬モードだ！　おーよしよしよし！」

  

  

  　虽然被当成小狗一样摸头，但还是觉得很开心。我当场推倒水濑，用头蹭着他的头，再次索吻。水濑回应了我的要求，吻了我之后，松开嘴问我「喜欢礼物吗？」。

  　人を獣扱いしてじゃらすように頭を撫でてくるがそれすらも嬉しくて愛おしかった。その場で水瀬を押し倒し、彼に頭を擦り付けて再びキスをせがむ。水瀬はこちらの要求に応じキスをした後、口を離して「プレゼント気に入った？」と質問をしてきた。

  

  

  「喜欢！我戴上了！快看！」

  「気に入った！　付けた！　見て！」

  「很适合你嘛！太好了！买完之后在网上看到有人说收到这种礼物会不开心，所以有点担心」

  「めっちゃ似合うじゃん！　よかったー！　買った後にネット見たら嬉しくなかったプレゼントみたいに言われてたから心配してたんだよね」

  「我真的很开心！最喜欢你了！」

  「本当に嬉しいっ！　大好きっ！」

  「哎呀，难得这么娇羞。虽然我很高兴你这么开心，但用舌头夹住我的舌头太色情了，还是控制一下吧」

  「あれ〜珍しくデレに極振ってる。喜んでくれるのは嬉しいけどスプタンでベロを挟むのはエロすぎるから控えてほしいな〜」

  「去床上吧！」

  「ベッド行こ！」

  「……走吧！」

  「…………行きましょう！」

  

  

  　我带着欲望表针已经破表的水濑来到卧室，迎接迟了一天的圣诞夜。

  　欲望のメーターを振り切らせた水瀬を伴って寝室に行き、1日遅れの聖夜を迎えた。

  

  

  　从幼年到初中时代，我犯下了无数的失败和愚蠢行为，精神已经疲惫不堪。我自责伤害了他人，告诉自己一辈子都不会和任何人结合，不会成为任何人，只能独自生活，孤独地死去。

  　幼少期から中学時代にかけて、数々の失敗と愚行を重ねて俺の精神は疲弊した。他人を傷つけていたという自責の念から俺は一生誰とも結ばれず、何者にもなれずに1人で生きて独りで死んでいくものだと自分に言い聞かせてきた。

  

  　从出生到现在，我无数次想要自杀却没能成功，只能在不幸的深渊里挣扎，没有活着的价值和意义，只是没有死掉，持续着无意义的延命。我与水濑重逢，不知不觉间开始想“想待在她身边”，眼中的世界变得多彩，坠入了爱河。

  　生まれてから今まで、何度も何度も死のうとしたが上手くいかず、不幸のどん底を這いつくばって、生きる価値もなく意味もなく、ただ死んでいないだけの無駄な延命を続けていていた俺は水瀬と再会し、いつの間にか『この人の傍にいたい』と思うようになり、見ていた世界が色付き、恋をした。

  

  　水濑没有抛弃性格扭曲，性格别扭的我，一直陪在我身边，现在也接受着我，喜欢着我。

  　性格が捻れ、拗れた俺を見捨てる事をせず寄り添ってくれた水瀬は、今でも俺を受け入れて好いてくれる。

  

  　我不知道今后会发生什么。但是，无论遇到什么困难，我都会想起此时此刻的幸福记忆，不会气馁，继续前进。

  　これから先、何が起きるのかは分からない。けれど、どんな困難が立ち塞がろうともきっと俺は幸福だったこの時の記憶を思い出し、心を折らずに前に進めるだろう。

  

  

  『希望我能永远和水濑在一起』

  『どうかずっと、水瀬と一緒にいられますように』

  

  

  　我想起小时候许下的愿望，在心中许下新的愿望。我缩短了与睡在身边的恋人的距离，闭上了眼睛。

  　幼い頃に願ったおまじないを思い出し、心の中で新たな願いを口にする。隣で眠る好きな人との距離を縮め、目を閉じる。

  

  　希望这次的愿望能够实现，我一边祈祷，一边被水濑的温暖包围，紧紧抱住他，进入了梦乡。

  　今度の願いはどうか叶いますように、そう祈りながら。俺は水瀬の温もりに包まれたまま、彼を手放さないように強く抱き締めて眠りに入った。

 